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このマークは、若人の力と技と明朗な精神を表徴するものである。

マークを構成 している三つのKは 、次の ドイツ語の頭文字をとった

もので、若人の情熱を示す紅色によって浮き出され高体連のシンボル

マークとされている。

競技は力であ り、進歩は技の練磨にまつ、競技者はこれをつつむ明

朗な精神をもってせねばならない。
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発 干Jの こ と ば

長野県高等学校体育連盟会長

本 山 綱 規

長野県高等学校体育連盟創立50周年にあた り、ここに長野県高体連史 050周年記念誌の発刊を迎え

ることができましたこと、誠に意義深いことと考えます。

これも、50年 というながきにわたって、陰に陽に高体連とかかわ り、支えてくださった数多 くの皆

様の賜物と感謝いたします。

長野県高校体育連盟創立当時の世相は、食糧事情もまだまだ悪 く、米の統制が敷かれ、大会遠征の

時などは、食料を持参せねばならないような状態でした。しかし、一方では戦時下の重圧から開放さ

れた解放感もあってか、世情いまだ雑然たる雰囲気の中にも明るさがあったように思います。

そして現在は、少子化高齢化社会に対する対応を求められている中で、宇宙ステーションが地球を

巡 り、クローン動物が地上に誕生するなど、科学技術は驚愕的進歩をとげています。

こうした50年間にわたる社会のさまざまな変化の中にあって、時代の要請に応えつつ、歩を進めて

きた長野県高体連の歴史を、記念誌という形で多くの皆様にご覧いただけるということは、高体連に

関わ りを持ってきた者たちにとって大きな喜びであ ります。同時に、現在高体連に関わっている者た

ちにとっては、来るべき21世紀における長野県高校体育連盟の果たすべき役割と具体的対応を考える

上で、大きな励ましであると考えます。

この本が、長野県高等学校体育連盟の更なる発展 と充実に寄与すること大であることを念 じなが

ら、発刊のご挨拶といたします。



長野県高体連史 050周年記念誌の刊行を祝して

全国高等学校体育連盟会長

河 上 一 雄

長野県高等学校体育連盟創立50周 年ならびに記念誌の刊行まことにおめでとうございます、心 より

お祝い申し上げます。

長野県におきましては、昭和24年 6月 4日 に高等学校体育全般の振興を図ることを主な目的 とし

て、高等学校体育連盟が創立された歴史があるとききます。

爾来、50年にわた り高等学校のスポーツ活動ならびに体育活動の振興に鋭意努められ、すばらしい

成果をあげてこられましたことに深 く敬意を表するところであ ります。

また、地域の特性を活かされ全国高等学校総合体育大会のスキー・スケー ト大会においてすばらし

い成績をあげられるとともに、大会の開催におきましても、県下あげての入念なご準備により大成功

をおさめられましたことは記憶に残るところでもあ り、また10年度の大会も予定されてお りそのご努

力に感謝申し上げます。

現在、時代や社会の大きな変化とともに少子高齢化が進み、学校教育をめぐる環境は大きく変化 し

てきています。こうしたなか、高等学校のスポーツや体育活動も多くの課題を抱えることとなり、そ

の課題解決のためさまざまな努力が求められています。

21世紀を担 う健やかで心豊かな青少年の育成をいっそうすすめるため、高等学校体育連盟の果たす

役割には大きなものがあると考えます。

長野県におかれましても、この50周年を契機として高等学校体育連盟のいっそ うのご発展と大きな

成果をあげられますことを祈念 し、お祝いのあいさつとさせてぃただきます。
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祝 辞

長野県高等学校体育連盟が、この度創立50周年を迎え、併せて50年の足跡の記念誌を発刊されます

ことは、誠に意義深 く心からお喜び申し上げます。

貴連盟は、昭和24年に創立されて以来、今日までの長きにわた り幾多の困難を乗 り越えられ、年ご

とに充実し、学校体育を基盤としての体育・ スポーツの振興と青少年の健全育成に果たされました役

割は誠に大きいものがあ り、ここに関係各位の並々ならぬ熱意と努力に深 く敬意と感謝を申し上げま

す。

1998年 の長野冬季オリンピック・ パラリンピックは、世界の人々に大きな感動と勇気を与え、次代

を担 う青少年の心に夢や希望、平和の尊さなどを残 し、将来の糧となる意義深いものであ りました。

体育・ スポーツの実践を通 して心身ともに健康で次代を担 うにふさわ しい青少年の育成に努めるこ

とは極めて重要であ り、貴連盟の果たす役割は来るべき21世紀に向けてその重要性を増すものと考え

られますので、なお一層の御尽力と御努力をお願い申し上げます。

終わ りに関係各位のこれまでの御労苦に深 く感謝申し上げますとともに、この50周年を契機として

貴連盟がさらに発展されますことを祈念いたしまして祝辞といたします。
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祝 辞

長 野 県 教

戸  田

このたび「長野県高体連誌 =50周年記念誌 =」 が発刊されることになり、輝かしい五十年の歴史 と

諸先輩の偉業を綴る貴重な記録として後世に残されることは誠に有意義なことであ り、心からお祝い

申し上げます。

顧みますれば、長野県高等学校体育連盟は戦後の荒廃の中で、昭和24年 6月 4日 に創立されて以

来、今日までの長きにわた り、高等学校のスポーツの普及・振興・ 発展に大きく貢献され、今や全国

でも有数の伝統ある高等学校体育連盟として発展を見てお りますことは、誠に御同慶にたえません。

今日の確たる礎を築いてこられた、歴代会長ならびに関係各位の体育・ スポーツに寄せる深い御理

解とその情熱に対 し深甚なる敬意を表する次第であ ります。

今日、少子高齢化・都市化に伴い、生涯にわた り健康で豊かな生活を送るためのスポーツライフの

実現が課題となり、高等学校において、その基礎を培 うことが求められてお ります。また、県民に勇

気と希望を与える意味で高等学校生徒のスポーツにおける活躍に大きな期待が寄せられています。

また本県では「長野県教育長期構想」におきまして「生きがいと健康をつくるスポーツの振興」を

目指 してお りますが、貴連盟におかれましてはこれを機にいよいよ充実され、長野県のスポーツ振興

に引き続き寄与されるようお願いするものであ ります。

終わ りに、この五十年の歩みを編さんされた関係各位の御労苦に深 く敬意を表するとともに、長野

県高等学校体育連盟の一層の御発展を祈念 し祝辞といたします。

長
　
明

育
　
正
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発 刊 に寄 せ て

長野県高等学校長会会長

ゴヒ 原   明

長野県高等学校体育連盟50周年誌の発刊をお喜び申しあげます。

新 しい高等学校が発足 した当時、我が国は未だ廃墟の中にあって貧 しかった。多くの人々は「国破

れて山河あ り……」の感慨に浸 りながらも、明日の生活に追われていた。新憲法と教育基本法は出来

たものの、教育理念や教育課程も定かでない有 り様で、ただ前途に漠とした明るさや希望を感 じなが

ら高校教育がスター トした。その明るさや希望を何よりも感 じさせてくれたのは、若者達のスポーツ

に打ち込む姿ではなかっただろうか。

以来高体連は50年にわたつて紛れもなく高校教育の一翼を担い続けて今日に至っている。全国制覇

に輝 く能代のバスケや岡工のバレーのような、言わば高校スポーツの頂点に立つ伝統校は別として、

ごく普通の高校生が部活動に励む時の合言葉や夢は「県大会へ、そしてインターハイヘ |」 である。

通常 3年生の夏まで、彼らを支え、その技術や体力のみならず人格形成にまで深 く影響を与える運動

系部活動と高校教育を切 り離 して考えることは事実上不可能である。卒業生にとつては、学級担任 と

の繋が りもさることながら、部活の顧間との関係はそれにも増 して一層濃密なものになることもあ

る。

言 うまでもなく、教育は知、徳、体の 3本柱から成 り立つけれども、本県の場合何と言っても最重

要課題として学力向上を位置づけている。しかし、それはあくまでもバランスのとれた、全人的発達

を目指す中での位置づけれあることも忘れてはならない。そうであればこそ、本県高体連の果たす役

割もまた極めて重いと言わざるを得ないのである。多くの場合、部活動の顧間と言っても必ず しも専

門家が各校に配置されているわけではない。素人であ りながら校内事情からやむなく顧間を引き受け

ていることもしばしばある。顧間の教職員は (時には行政職員も)殆 ど連日の超過勤務を続け、時に

家庭生活をも犠牲にしなければならない。そのうえ過熱ぶ りを批判されることもあるが、部活動はこ

うした幾多の職員の献身によつて支えられているのが現実である。部活動指導の抜本的改革は今後に

待たねばならないが、当面せめて特勤手当て等の大幅増額を実現 していかなければならないと思う次

第である。以上50周年記念誌の発刊を祝 うとともに、高体連の土台を構成する部活動について所感を

述べさせていただきました。
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祝 辞

長野県中学校体育連盟会長

宮 入   久

長野県高等学校体育連盟が組織され、活動 し続けて50年、本県の高等学校の体育・ スポーツの充実

発展に多大な貢献をされましたことに対 し、心から敬意を申しあげます。

今年の 2月 には、長野オリンピック。6月 にはサッカーワール ドカップが開催され、国民にスポー

ツのすばらしさを再確認させてくれた年でもあ りました。

スポーツは、他者との競争や自己の限界への挑戦を内容とし、それにかける選手のひたむきな姿や

選手と関わ りのある家族や監督・仲間との絆に結ばれた人々の姿があ り、そして多くの ドラマを展開

してくれます。

各高等学校における運動部員の元気な声や真剣にとりくんでいる姿は、輝いてお り、学校の健全さ

を感 じさせてくれます。

各種大会を目指 して、それぞれの目標・課題に向って厳 しい練習に耐えながら、技を磨き・気力体

力を高め・ 協力し合っている姿があ ります。

部活動をとおして味わった
｀
喜び

″ ｀
苦 しさ

″ ｀
悔 しさ

″ ｀
切なさ

″
等の感動や体験は自分自身を

大きく高めることができ、自分の宝物になっていることと思います。

この体験で得た力 (体力・友情・協調性・ ねば り強さ・判断力等)は、今後の歩みの中で ｀
生きる

力
″

となっていくものであ ります。

21世紀の社会と生活は、「健やかな生」「豊かな交流」「伸びやかな自己開発」によって特徴づけら

れる。と言われてお ります。この三つの特徴は、スポーツ文化にも内包されているものであ ります。

これからの暮らしの中で、スポーツの豊かな文化的可能性を享受 して、人間形成をしていくことも

大事なことであ ります。

この点からも、県校体連 (県中体連を含めて)の存在は、更に意義あるものになっていくものと思

われます。今後も、県中体連は、県高体連 と連携を更に密にしながら、ご支援・ ご協力をいただきな

がら歩んでまい りたいと思います。

県高体連の益々のご発展を心から祈念いたします。
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旧 高 体 連 旗

昭和20～ 30年代

前 高 体 連 旗

昭和 50～ 60年代

長野県高等学薇体育違盟



50周年記念式典参加者記念写真
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旧専門委員長 報道関係者他
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切久保深雪 (白 馬) スキー 3年連続優勝 清水美映 (松本深志)ス ケー ト 3年連続優勝

平成元年度回転,2年度回転・大回転,3年度回転

堀米光男(中野実業)スキー 3年連続優勝

平成 2, 3, 4年 度15kmク ラシカル

中野実業高校 スキー 3年連続優勝

平成 5年度男子40bリ レー

(佐藤・ 中村・竹節・黒岩 )

平成2年度150003000m,

中野実業高校

3年度3000m,4年度1500・ 3000m

スキー 3年連続優勝

「
真藩準品峰昌⊆撻覇賽肇炉斎ジ責哩]

佐久高校 (現佐久長聖高校)スケート 3年連続優勝

平成 5, 6,7年度男子学校対抗

[写真は平成7年度佐久長聖高校として三連覇達成メンバー
]
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今井裕介 (佐久長聖)ス ケー ト 2年連続優勝

平成 6年度500・ 1500m, 7年 度100001500m

富井彦 (下高井農林)スキー 2年連続優勝

平成 2, 3年度コンバインド

神津正昭 (中野実業)スキー 2年連続優勝

白馬高校 スキー 2年連続優勝

[撃藝縛隼展完革農二亀墨蓬蔑ヂリ梨誓]

岡村秀輝 (中野実業)定通柔道 2年連続優勝

平成 3, 4年度中量級

中野実業高校 スキー 2年連続優勝

平成 5, 6年度女子151cnリ レー

[写真は平成 6年度大口・法華・桜井]

平成 3, 4年度151cnフ リー
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新谷志保美 (伊那北)スケー ト 2年連続優勝 外ノ池亜希 (東海大第三)ス ケート 2年連続優勝

平成 7, 8年度500m 平成 7年度1000・ 1500m, 8年度1000m

東海大第三高校 スケー ト 優勝飯山南高校 スキー 2年連続優勝

「

真ケ諦 j愧 季≧距

`詰

.青利

[写賢層♀翻年層黄撃替争員]

平成 8年度女子学校対抗

飯山南高校 スキー 優勝
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昭和63年度 女子型優勝

弓

三村由紀 (松本深志)

道

平成 3年度 女子団体優勝 飯田女子高校

レスリング

平成元年度 女子100mH優勝 青木利佳 (中野西)

平成4年度 男子舵手付きフォア優勝 岡谷南高校

自 転 車

平成元年度 1000mタ イム トライアル 2位

塩原正長 (松本工業 )

フェンシング

艇

平成 6年度 58kg級優勝

柔

竹花良二(上田西 )

道

平成3年度 男子サーブル2位 木下進一 (伊那北)平成2年度 男子重量級2位山岸裕二 (更級農業)
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平成 5年度 女子200m背泳ぎ 2位

保坂真理子 (伊那西 )

平成 4年度 女子床 3位 中島真弓

ボクシング

平成 9年度 男子 2位 岡谷工業高校

平成元年度 男子60kg級 5位 永田真樹 (篠 ノ井)

ソフ トボール

平成4年度 男子 ベスト8 伊那弥生ケ丘高校

新 体 操

操体

(文大長野)

平成 3年度 男子ウェルター級ベス

山崎信二郎 (丸子実業 )

卜 8

ウェイ トリフティング

テニ ス
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この10年間に10年連続全国大会男女アベック出場

松商学園高校 [写真は十連覇達成メンバー]

バ ドミン トン

この10年間に 7回全国大会男子出場

中野実業高校 [写真は平成 7年度メンバー]

バスケッ トボール

この10年間に 7回全国大会女子出場

佐久長聖高校 [写真は 7回 目出場メンバー]

この10年間に 5年連続全国大会男子団体出場

上田染谷丘高校 [写真は連覇スタート時メンバー]

サッカー

この10年間に 6年連続全国大会出場

松商学園高校 [写真は平成6年度優勝メンバー]

この10年間に 4回全国大会男女アベック出場

屋代高校 [写真は3回 ロアベック出場メンバー]

3年連続全国大会男子個人出場 (6,

藤原慎吾 (長野日大 )

7,

道貪J

ハン ドボール

ソフ トテニス
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第 1章

録顧回



第 1節 歴代役員の回想記

年
度 会 長 理事長 記  事

年
度 会 長 理事長 記  事
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西村 文 雄

田中  実

西村 文雄
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宮
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刈間今朝雄

丸 山 保 彦

三村 成美

長野県高等学校体

育連盟結成

第 1回全国高等学

校スケート選手権

大会開催

第 5回全国高等学

校陸上大会開催

第 4回全国高等学

校スケート選手権

大会開催

第 6回全国高等学

校スキー大会開催

第 9回全国高等学

校スケート選手権

大会開催

第10回全国高等学

校スケー ト選手権

大会開催

全国高校総体 ソフ

ト、ハンドボール

大会開催第14回 全

国高校総体スキー、

スケー ト大会開催

全国高校総体バレー

ボール、ァニス大

会開催

第19回全国高校総

体スキー、スケー

ト大会開催
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海沼 清美
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施布

全国高校総体開催

第28回全国高校総

体スケート選手権

大会開催

第35回全国高校総

体スキー大会開催

第38回全国高校総

体スケート選手権

大会開催

第42回全国高校総

体スキー大会開催

第48回全国高校総

体スケー ト選手権

大会開催

(「 全国高体連50周年記念誌」原稿より)



南信へ初めて県高体連事務局くる

昭和63年～平成 2年 会

Jヽ 林

諏訪二葉高校が、岡谷東高校と共に、県立高校でさいごに共学を実施した昭和62年は学校創立80周

年の年であった。共学にともなって、第 2グ ランドの造成工事が始まり、校内では86名 の初の男子生

徒を加えて、記念行事の準備が着々とすすめられていた。そのころ、県高体連では、次の事務局をど

こにするかで、関係の先生方が大変ご苦心されていたらしい。当時、南信高体連事務局は、諏訪実業

高校で、会長の西沢校長先生、理事長の北沢先生も渦中の人とな り並々ならぬご苦労があったと、も

れ うけたまわった。事務局を 4地区もちまわ りにする。順番は南・ 東・ 北・ 中とする。任期は 4年 と

することでまとめられた。さっそく南信高体連では、地理的条件を考慮 して、諏訪地区に場所をしぼ

り、理事長候補の人選をは じめた。具体的には、各校体育科代表の話合いが持たれた。理事長を出し

た学校が事務局とな り、校長が会長になるわけだが簡単にはいかない。しか し、粘 りづよく話合いを

重ねた結果、本校の両角千明先生が候補に決まり、次期理事長になった。第 2体育館の更衣室を事務

局にし、理事会をやれる部屋と駐車場がないので市の施設を借 りる。前事務局長野吉田高校より事務

をひきつ ぐ。全国高体連理事会出席のため、東京の日比谷高校へ行く。ずっしり重い資料を渡され規

模の大きさを実感する。県総体がはじまる。高校総体へ県選手団として参加、数万の大観衆が見守る

中を行進する。久々にさわやかな緊張を覚えた。秋を感 じると新人戦がはじまり、やがて冬季スポー

ツ、スキースケー ト競技会となる。その間に、北信越高体連・県体協の会議がもたれる。 1年 目は短

くすぎた。地区高体連の会長・ 理事長、各専門部長・ 委員長、長野吉田高校の高橋前会長・ 渡辺前理

事長の力強い支援をえて事務局も自力を発揮出来るようになった。悲 しいこともあった、北信高体連

会長で須坂高校長の百瀬安人先生が病気でお亡 くなりになった。高校総体県選手団のユニフォームを

持ってお見舞に自宅に行ったときは、お元気に話ができたのに。竹松さやかさん諏訪二葉高校 2年

生、地区新人大会新体操個人種目演技中の事故で亡くなった。お元気なら26歳になる。面影を しのび

改めてご冥福をお祈 り申しあげます。平成 3年 3月 、私は定年退職、両角理事長は教頭昇格で事務局

を去 り、竹内校長・ 小島先生に後を託 した。理事長は高体連の顔である。両角先生は豊かな経験 と温

和な人柄で最適の先生だった。理事長が存分に力を出す影の支え小島先生には感謝の言葉がない。あ

りがとう。

長
　
仁



諏訪の事務局、超多忙

平成 3年

竹 内

平成 3年 4月 、諏訪二葉高校長の発令とともに県高体連会長の任についた。これまで高体連の活動

に深 くかかわっていなかったので、その組織の大きさ、はたしている役割の重さに驚いた。校内の県

高体連事務局で、この年新 しく理事長となったK先生からレクチャーを受けたが、すぐにはのみ込め

ない位であった。こんな私を現実はきびしく迫 り、す ぐ理事長会からの一連の活動が大 きくのしか

かった。こんな大役が私に務まるかと不安もあったが、5月 からの各専門部の県大会の視察激励に行

き、生徒諸君の真摯な姿にふれ、大きな感動を覚えるとともに新 しい力がわいて来た。

このような中で、通常の大会運営、全国大会等への派遣、各専門部の活動などは順調にすすめられ

た。この年、手当をしなければならない課題が大きく三つあった。その一は、平成 5年 2月 に北安曇

郡小谷村栂池高原で開催予定の、スキーの全国総体の準備である。5月 にまず小谷村教育委員会へご

挨拶 し、 9月 にはインターハイ開催実行委員会を組織 した。その後県体育課や県スキー連盟などのご

協力をいただき、さらに実行委員会人事の手当など準備に万全を期 した。二つめの課題は難間であっ

た。平成元年の消費税導入にともなう県高体連運営費増の問題である。消費税は諸経費の増をまね

き、これに対応するため大会参加費の値上げに踏み切ったのである。高校生諸君の大会に参加する経

費の値上げであるので悩みが大きかったが、皆さんのご協力で実現できた。運営の健全化が可能とな

り、ホッとした。三つめの課題は、二葉高校での高体連事務局 4年 目の最終年にあた り、事務局移転

準備の件である。次期事務局校は地区持回 りで東信・ 上田高校に決まっていた。9月 には上田高校ス

タッフを選んでもらい、す ぐ事務処理や資料づくり等の実務について具体的に携わっていただいた。

都合 5回ほどの機会を持ち、3月 末の移転はスムーズに終了した。

県高体連会長は県体協副会長も務めている。その関係でうれしくすばらしい体験を得た。10月 の金

沢国体開会式の夜、日体協の国体懇談会に県代表の一人として出席した。この時天皇・ 皇后両陛下に

直接親しくお言葉をかけていただき、感激のきわみであった。こんな体験は他ではできない。体協関

係のもつすごさである。

高体連・ 県体協関係の出張だけで年間70数 日、超多忙な 1年であった。

長
　
生

〈〓
　
　
Ｆ一ス綺

θ



個人的な思い出

平成 4年～平成 7年 会長

藤 沢 愛 信

およそ体育やスポーツに縁のないものが、こともあろうに高体連にかかわることにな りました。わ

けがわからないうちに二期 4年の任期が終わ り、同時に定年退職とな りました。数えきれないほど多

くの会議や大会に参加 しましたが、仕事に関することはみんな忘れてしまいました。全 く個人的な思

い出がいくつか残っているだけです。

鳥取の大会に参加したときのこと。開会式当日、早めに起きて役員の先生方と鳥取の砂丘と城跡を

訪れました。砂丘にラクダがいたらしいこと、城跡 (公園)の一角に岡野貞一の記念碑があったこと

を覚えています。岡野貞一は鳥取出身で多くの文部省唱歌を作曲した人ですが、特に長野県出身の高

野辰之の作詞とのコンピで作曲したものが特に名曲として有名です (「晴が来た」「春の小川」「故郷」

「朧月夜」など)。 高野辰之は飯山と縁の深い人、私も飯山の地で10年勤務 しました。岡野貞一は、当

時の私の勤務校 (上田高校)の校歌を作曲した人として名前だけは知ってお りました。(な お、下伊那

農業・松本深志の両高校の校歌も岡野貞一の作曲したものだそうです。)

そんなことを思いながら鳥取城のお濠を眺めていました。お濠のむこうがお城のあったところ、そ

のむこうには形のよい山が見えます。お濠は立派なもので大きな魚が泳いでお ります。誰かがお濠の

むこうに高校があると教えてくれたので近 くまで行ってみました。上田高校もお濠のある学校なので

なんとなく親 しみを感 じてしまいます。鳥取と長野県もみえない糸で結ばれていることが、ほかにも

あるような気がしてきます。突然、懐かしい音楽が聞こえてきます。公園の各地でラジオ体操がは じ

まりました。私たちも、一斉にその場に立ちあがって体操に参加しました。にわかに親 しみを感 じだ

した鳥取の人たちとあいさつをかわしながら公園に別れを告げたのでした。鳥取大会に参加した先生

方や選手諸君のすばらしい思い出にくらぶべ くもないたわいない自分勝手な思い出です。

4年間お世話にな りました。先生方や生徒の皆さんについては申すまでもあ りません。高体連に対

する県民各界各層の皆さんの期待がいかに大きいかということを身にしみて感 じた 4年間でした。心

から感謝申しあげるとともに高体連に対 して変わらぬ御支援のほどお願い申しあげます。最後に高体

連のますますの御発展を願いながら、先生方と生徒の皆さんのご活躍をお祈 り申しあげます。



県高体連事務局を預かって

平成 8年

海 沼

私が高体連にかかわったのは平成 8年度一年間であ りました。上田高校から事務局を引き継 ぐこと

にな り、長野高校体育科の先生方の全面的なご協力をいただいてスター トしましたが、はじめの うち

は右往左往の連続でした。それだけに私の教員生活の中で思い出の多い貴重な一年でした。

高体連事務局の仕事は定期的におこなう決まった仕事と将来を見通 しての事業の立案・ 計画という

仕事の二つに大別されるように思われますが、後者の方の仕事で戸惑ったことが多かったように思い

ます。このたびの50周年記念誌の刊行も平成 8年度に手懸けた仕事のひとつであ りました。平成10年

度は県高体連が産声を上げて50年 目の年にあたるので、先ず記念事業の立案・ 計画するための準備委

員会を結成 して準備にとりかか りました。月日の経つのは早いもので、今年度はもうその節目の年に

なってしまいました。

次に、全国の理事会で平成10年度のスケー ト・ アイスホツケーの全国大会を本県で開催することを

提案し、正式に決定されるという運びになりました。続いて、平成11年度のスキーの全国大会の開催

県のローテーションで本県が候補に上がっているという客観的な事実もあ りましたので、布施理事長

と一緒に飯山市を訪問して市長さんに開催を依頼 したことも思い出されます。

高体連の様々な仕事を通 して、高体連には教職員だけでなく、県教委・ 県体協をは じめ市町村教

委・ 各種競技団体・ 報道関係の方々のご支援とご協力をいただいて事業を運営することができるとい

うことを痛感いたしました。同時に各界・各層の方々との人間関係も構築させていただき、多くのこ

とを学んだように思います。また、各種大会を視察した時には生徒諸君が日頃の練習の成果を存分に

発揮 して競技にとりくむ真摯な姿に感服したものです。

最後にな りますが、この節目の年を踏み台にして高体連の益々の発展を心から願ってお ります。

長
　
美

△〓　
　
注凋



光る汗 かがやく瞳 いま青春

昭和63年、平成元年 副会長

武 田 良 寛

この標題は、昭和六十三年夏に行われた、全国高校総体の標語である。この年をもって昭和の年号

は終わった。私は昭和の終わ りから平成にかけての二年間役職についた。昭和六十三年度全国高校総

体夏季大会は、神戸市を中心に近畿地方で開催された。開会式が神戸市ユニバー記念競技場で行わ

れ、長野県選手団は三百余名で、入場行進が整然と行われるには、まず歩調が揃っていなければなら

ず、行進中の行動が統一 しているよう何回も練習し、入場直前まで緊張の連続でした。スタンド中央

に皇太子ご夫妻がご臨席にな り、美智子妃殿下が軽 く手をふっておられる姿を拝見することができま

した。

翌年は天皇の亮死により年号が「平成」にかわ り、今の小渕総理大臣が官房長官の時に発表 され

た。この平成の典拠は史記の「内平外成」からと、また書経の「地平天成」からといわれた。この元

号の出典にこめられた理想が実現 しているかどうか、一昔前 と今とを比べてみて考えこんで しまっ

た。年号が変わると、「飛翔 平成の空高 く」という言葉が盛んに発せられた。一月十六 日か ら五 日

間、全国高校スケー ト競技大会が軽井沢で開かれ開会式には、吉村県知事がおみえにな り祝辞を述べ

られました。この大会で上原選手が千メー トル、堀内選手が千五百メー トルに優勝 した。平成元年度

のインターハイは、高知を中心に四国で開催され、私は名古屋空港から高知へとび、今もよい思い出

としてのこってお ります。

南信地区は諏訪、伊那、飯田と長い距離で、各地区での開会式の挨拶に行 くにはたいへんで した。

私も平成になってから、新 しい時代に期待をこめる言葉をよく使いましたが、将来を担 う若人のため

に、真紅の高い理想と希望に燃える若人の情熱を象徴する高体連の「三K」 のマークの意味をよくの

べました。悲 しい思い出としては、平成元年度新人戦における諏訪二葉高校の竹松さやかさんの体操

の演技中の事故死でした。その頃活躍 した選手達もぼつぼつ三十代に入る働き盛 りの年代、二十一世

紀の発展のために必ずや貢献するものと思います。冬季オリンピックが無事に終わ り「長野」の名が

しれわたった。誘致運動に協力した者にとって、大会の成功を心から喜ぶとともに、関係者のご尽力

に対 し感謝と敬意を表 します。高体連の創立五十周年をお祝いしつつ、次の二十一世紀へ向けて力強

く羽ばたくことを祈ってやみません。 (元伊那北高校長 下伊那郡豊丘村堀越 )
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旗について思うこと

平成元年、 2年 副会長

Jヒ 野   進

平成元年 (1989)4月 、岩村田高校長として転任 してきました。その年度から東信高体連の事務局

を岩村田高校が担当することになっていたようです。そんなことを知らなかった私は、突然に東信高

体連の会長と県高体連の副会長の重責を担 うことにな りました。幸運にも、事務局を担当した柏木喜

雄 (東信高体連・理事長)・ 臼田一海 (と もに体育科の教諭)両氏の尽力によって、2年間の任期を

全 うすることができました。

県高体連の役員会は諏訪二葉高校 (高体連会長・ 小林仁)を会場に行なわれました。佐久の岩村田

からは柏木喜雄氏の車に乗せてもらって、自樺湖畔を経由して毎回出席 しました。ある日、白樺湖畔

のホテルのポールに、歓迎のために掲げられた ドイツ国旗の上下が逆になっているのに気付きまし

た。早速、直すように話 しました。国旗というものについて考えさせられる問題でした。

それと同様のことが日本の国会正門でもあったようです。1981年 5月 8日 、イギ リスのエ リザベス

女王が来日のとき、国会正門に英国国旗「ユニオン・ ジャック」を上下を逆に掲揚 していたのです。

それを発見した吹浦忠正 (難民を救 う会代表・ 私の友人)が国会に連絡 し、揚げ直した話を聞いたこ

とがあ ります。詳しくは吹浦忠正著『国旗に関する12章』(1984年 発行、日本取NICA出 版 )の 22～23

ページを参照してください。

最近では、平成10年 2月 の1998年冬季オ リンピック長野大会において、国旗を「選手団の旗」と呼

ぶなど国の事情に対する苦心の配慮もなされました。観客の振る日の丸のデザイン寸法比も異なって

お りました。かつて東京オ リンピックの際に、日の丸のデザインを遠 目にも美しく見えるように、縦

の長さの三分の二の大きい円 (太政官布告は五分の三)に改正する計画も実現 しませんでした。敗戦

後の半世紀を経過 しても日本の「国のかたち」が明確に決まっていないことを感 じた次第です。

それに比較 して、「高体連の旗」の目指す ものは 3K、 すなわち ドイツ語のKraft(力 )と Kunst

(技 )と Klarheit(清 澄・心 )と の一体を掲げて極めて明確です。それを基盤に した長野県高体連の

50年の歴史には、それぞれの時代の関係者の努力と知恵とが結晶していると思います。私は 2年間だ

けの関係であ りましたが、今後の発展を祈念 しています。

務



熱き血潮を揺さぶる感動を若者に

平成 2年 03年 副会長

松 下   勲

長野県高等学校体育連盟創立50周年記念、誠におめでとうございます。

平成 2、 3年度南信高等学校体育連盟の事務局を飯田風越高校が担当した頃の回想を、という事務

局からのご依頼があ りましたので、思い出される侭に筆を執 りました。

その頃、南信では、地区大会で活躍 した選手諸君が、さらに県、北信越、全国へと駒を進める中

で、好結果を出すチームや選手が多 く、地区としても大いに盛 り上がっていたのではなかったか、と

思ってお ります。平成 2年度は、現在も常に全国 トップクラスの力を維持 し続けている岡谷工業高校

男子バレーボール部が全国高校総体で準優勝、上伊那農業高校陸上部男子が全国高校駅伝で県勢とし

ては36年振 りに 9位入賞を果たし、また、 3年度には、飯田女子高校弓道部が全国高校総体で団体優

勝、更に、陸上、漕艇、ソフトテニス、フェンシング、弓道、スケー トなどが、全国 レベルの大会で

活躍 してお りました。

事務局が飯田地区にあったことにもよりますが、特に印象深く心に刻まれているのは、陸上長距離

の選手として活躍 していた飯田工業高校の松山克敏君です。彼は、平成 3年度の県大会では、1500、

3000、 5000mの三冠王に輝き、カンカン照 りの灼熱の太陽が照 りつける酷暑の静岡県で行われたイン

ターハイにも出場 し、よく健闘しました。

彼は体格的には決して恵まれているとは言えませんが、毎日学校への片道18キ ロの道を往路40分 、

帰路 1時間かけて自転車で通い足腰を鍛えてお りました。そして、1500mで 4分を切るとい う類い希

な実力もさることながら、その精神的な遅 しさと真摯な態度、そしてスポーツを通して培われた人間

性に素晴らしいものがあったと思います。

春夏秋冬、年間を通 して行われる南信地区の各種大会には、秀逸 したその運営手腕を遺憾なく発揮

した坂巻道弘理事長と共にできるだけ顔を出し、役員の先生方や選手諸君に一声激励と感謝の心を捧

げましたが、何処の会場も溢れんばか りの熱気と興奮が渦巻いてお り、私もその雰囲気の中に身を置

くことが楽 しみであ り、また活力も与えられました。

早朝や放課後、或いは休日に前向きに自己の可能性と向上を目指 して黙々とトレーニングに励む若

者たちを見る時、スポーツを心から愛 し、親 しみ、その奥深さを知 り、その精神を肌で体得 した若者

だけに見られる爽やかさを感 じます。多感な青年期に仲間と共に汗を流 し、鳥肌の立つような感動を

味わ う体験を通 して、今、若者たちに強く求められている不撓不屈の精神力と豊かな人間性が陶冶さ

れてゆくものであると思ってお ります。

平素、各学校で運動 クラブのご指導に、その労を厭わず心血を注がれておられる諸先生方をは じめ

事務局や専門部の方々に心からの感謝を申し上げ、益々のご発展を祈念 してお ります。

∂



2年間の思い出

平成 4年、5年 副会長

藤 森   弘

平成 4、 5年度岡谷工業高校で南信高体連会長を務めた。飯田風越高校から引き継いだが、諏訪地

区のどこの学校で引き受けるか、ずいぶんもめた うえでの当番校だった。しかし仕事が始まってから

は、体育課の職員の連携は見事で、私自身にとっては楽 しい 2年間になった。初任の駒 ヶ根工業高校

で軟式テニスの専門委員を10年ほどやったが、その後長 く高体連とは縁が無かったので、春季総会で

多 くの顔なじみの先生方に会った時は、びっくりすると同時に懐かしかった。

5月 に入 り総合体育大会の南信大会が始まると、百瀬理事長と手分けで競技会場に顔を出していた

が、それぞれの競技にそれぞれの面白味があ り、あきることがなかった。インターハイの全国大会は

2回参加 し、開会式の行進や トップレベルの選手を間近に見る初めての体験に、暑さも苦にならず楽

しい数日を過ごした。

平成 4年の宮崎大会は往復の飛行機が大変だった。羽田から乗ったジャンボ機が宮崎空港ヘー度で

は着陸できず、ひや りとさせられたし、帰 りは台風が来て飛行機が飛ぶかどうか心配させられた。 し

かし滞在 したフェニックスホテルは、このごろ話題になっているシーガイヤー (当時工事中)の 完成

模型が飾ってある快適なホテルだった。競技場は宮崎市を中心に広範囲にわたつているので、レンタ

カーを借 りて会場周 りをした。滞在を延ばして応援 した岡谷工業高校のバレーは、ベス ト8に なっ

まこ。

平成 5年の栃木大会は近県でもあるので、役員は県事務局の上田高校へ集合 し、車に分乗 して行っ

た。前年同様長野県選手を応援 して廻ったが、競技は別にして、残念ながら南国宮崎のような強烈な

思い出は残っていない。この年も岡工のバレーはベス ト8だ った。

長野工業高校に移って、 5年間柔道競技にかかわつてきた。柔道競技に関していえば、このところ

選手数が減ってきて、団体戦に出場できない学校も増えてきている。淋しい限 りである。これからは

生徒数の減少で高体連の運営も大変だと思 うが、半世紀の歩みのうえに新たな歴史を重ねてほしい。
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高体連の思い出

平成 5年～平成 7年 副会長

跡 部 和 教

長野県高等学校体育連名が50周 年記念を迎えるという話を耳にして、時の流れの早さに一種の驚き

と懐かしさと感慨深さを感 じます。心からお祝を申し上げます。

六年半振 りに長野に帰ると北信高体連事務局が赴任校にあ り、4年任期の 2年 目であった。平成 5

年 4月 第一回の常任委員会が上田で開催され、その席上既に平成 8年度からの県高等学校の時期事務

局は、中心地区です。宜 しくお願いしますとの話が出ました。私は、内心ホッとしました。帰 り道で

内田理事長が北信 じゃないのかなともらした言葉が何となく引っかかっていた。不安は的中案の定 5

月の理事長会議から帰ってあの発言は誤 りであつたと。地区の1贋番は長野吉田が事務局の時持廻 り1原

を決め 3040203通 学区と廻って来たので順番は 4通学区になるのでお願いした。経済的な見通

しをつけ、事務局校を決めるべ く10月 に理事長に出向いてもらい各校代表者と会合を持った。

平成 6年新春から県事務局校の決定に向け取組んだ手始めに評議員会、通学区毎の会議を持って頂

き、評議員会を経て第 3通学区でということに決まった。 3通学区の会議を 3回持ち、長野高校にお

願いしようということにな り、正副会長、理事長、理事で学校を訪ね事務局校のお願いを学校長に し

た。学校長から職員会議で県高体連事務局の申入れがあった旨話 したと報告をいただいた。しか し事

態はなかなか展開しなかった。事務局決定には、学校教育方針の在 り方・人事・ 職員の協力・ 経理等

の諸問題が絡み大変なことであると思った。人それぞれの立場・ 思惑・ 願い・ 思入れ等が交錯 し、す

んな りとは行かず、藤沢会長、内田理事長等多 くの人々の協力や、助言を得て二年の歳月を要 し決

まったのは平成 8年 1月 に入ってからであった。長野高校へ十数度足を運んだこともよい思い出に

なっている。オリンピック後旧産業教育センターを高体連 0高野連・ 高 P連・ 校長会等の総合的事務

局にしたらという話をしたことも今は懐か しい。
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SOKOL

平成 8年 副会長

腰 原 哲 朗

松本空港から飛びたつ機体は、それほど速さを感 じさせない。それより円型の空間を リズ ミカルに

疾走する個体の方が、スピーディに感 じられる。おそらく健康で自然な肉体がそれぞれの距離をもっ

て跳躍する、その競いの美 しさに感 じ入るためであろう。機械的ではないスピー ドの波、 ドップラー

効果ともいえる感覚の波に、生きている、という歓びの実感がわいてくる。スポーツの恵みである幸

福な瞬時だ。

こうした広場でプレリュー ドともいうべき開会となる。大会の波は次々と広が りをみせるのだか

ら、展望は国際的でなければならない。そこで口火を切ることになるのだが、整列した選手たちの姿

勢が、いかにも自然ではほえましい。

そ う思ったのも前年までの野球大会の開会式と比較する気配があったからにちがいない。野球場で

は居並ぶ知事をはじめ関係者と話をかわしながら、あいさつの出番を待たなければならない。そ うこ

うしているうちに頭のなかに多少とも用意 していた言葉は、太陽熱で蒸発 していってしまう。

陸上競技の広場では、その点のどかで自然だ。だから静かに話すことができる。

「若いから知らないと思 うが、人見絹枝という人がいてネ、チェコには頌徳碑もあるのです ヨ、当

時はオリンピックといっても参加が大変で、船酔いに悩まされた りして、人間的にも記録面でも秀れ

ていた人見絹枝の碑にはチェコ語で「その魂が愛により世界を輝か した女性」と印されてそのチェコ

では、かつて鷹の羽をつけた独立運動をスポーツ団体が展開して、ソコルという鷹を意味する民族運

動だけども」……・

開会式が終ると、しばらくの間は静けさといった風が流れる。その間に轟音をのこして機体が山の

端に去って行き、あとに爽やかなスター トのビス トル音がつづく。その向うでは、真夏の太陽の下、

ピス トルがプールの面にひびくはずだ。

昨今の東欧諸国の独立運動にともなう内戦を思うにつけ、戦車音よリプラハの春を願いながら、私

はひたすら円型の空間をみつめはじめる。ナショナリズムの旗を鷹はどうくわえるというのであろう

かと思いながら。



南信へ来た高体連事務局

昭和63年～平成2年 理事長

両 角 千 明

県高体連事務局は、県の中心松本と県都長野に存在する常識がうちやぶられ、諏訪へ遷都 し職責を

担 うことは、まさに青天のへきれきだつた。全県的にみると、会議時間とか、旅費等でのマイナス面

が多分にあつたが、高体連内部の動きとして受けとめ、「誰かがやらなくてはいけない仕事」として、

2期 4年間を勤めさせてもらつた。任期中最後の 1年は、私の都合により同僚の小島功先生にお願い

した。

事務局を受けもって最初の難問は、学校分担金の値上げでした。高体連の運営は、全生徒の納入す

る分担金が基本であ り、県の補助金を受けて運営されているが、運賃や諸物価の値上げもあ り、大会

運営費や審判手当等の改訂が急務とされ、その収入源を分担金値上げ問題 として持ち上 ったことで

す。全県生徒から一律値上げすることは、各学校毎の職員会の判断にもかかわ り、高体連としても慎

重に何回も会議を重ねて、8年ぶ りに100円 の値上げ案を認めてもらったことが思い出されます。ま

た、大会開催基準要項の改正について、専門部 より地区大会の上位 8チ ームを県大会に出場させたい

という要望が出されましたが、大会規模の拡大にかかわる問題であ り、大会は高等学校教育の一環 と

して行われていることから、慎重に検討する必要があ りました。そこで検討委員会を設定 し、検討を

加えた結果、県総体は、高校生のメインの大会であり、多くの生徒に県大会参加の機会を与えてや り

たいということで、生徒の体力的な過重、学校教育に無理のない運営の中で認める改訂案が作られま

した。また、平成元年には、最も不幸な出来事として、大会中の生徒の死亡事故が発生 してしまい、

痛恨の極みでした。高体連として改めて反省を重ねるとともに、見舞金制度の見直しを検討 し改訂 し

ました。

また、任期中の大きな事業として、平成元年 1月 に全国高校総体スケー ト競技会が、地元軽井沢で

開催されました。開催に当た り、前事務局より周到な準備が続けられ、県教委、軽井沢町をは じめ、

多くの方々のご協力と、実行委員会事務局の軽井沢高校をはじめ、東信高体連の多大なご尽力のおか

げをもちまして、盛大に開催でき、成功裡に終了できたことを心から感謝いたしました。本県選手達

も期待にこたえ、個人と団体ですばらしい成績を上げ、花を添えてくれたことを嬉 しく思い出されま

|ド 。



高体連の思い出

平成 3年 理事長

小 島   功

昭和63年に長野吉田高校より県高体連の事務局を引き継いだわけですが、いざ仕事をとダンボール

箱を開いてはみたものの何から手を付けたらよいのか戸惑 うことばか りでした。諏訪二葉高校では狭

い施設を融通、更衣室を事務局と物置に模様替えし (更衣室の棚が文書の保管や仕訳に大変重宝 しま

した)入 口に「長野県高等学校体育連盟」の看板が掛けられ、いよいよ始まるという緊張感が湧いた

ことを今でも思い出されます。当時は、手書きの文書からワープロによる文書に移る時期であ り、事

務局に運び込まれたワープロにむかいマニュアル片手に戸惑いながら一生懸命練習したものでした。

私は諏訪二葉高校での事務局 4年間の内の 3年間は専ら会議の準備など事務的な仕事に関わっていま

したが、平成 2年度末に小林仁会長がご退職、両角千明理事長がご栄転とな り、最後の一年間には理

事長の仕事を行 うことになってしまい、私にとってはまさに晴天の震歴、戸惑 うばか りでした。 しか

し時間は待ったなし、年度末は新年度への準備に追われる毎日が続きました。平成 3年度にな り、新

たに竹内長生会長をお迎えし、事務局の仕事もなんとかスタートをすることができましたが、この一

年間は、副会長の斉藤先生 (須坂 )、 下村先生 (岩村田)、 松下先生 (飯田風越 )、 中山先生 (田川)の

各校長先生をは じめ、常任理事の石坂先生 (須坂 )、 柏木先生 (岩村田 )、 坂巻先生 (飯田風越 )、 山

崎先生 (田川)のすばらしい先生方の暖かなど支援とご協力を得ながら仕事をした一年でした。こと

に竹内長生会長には、県内外の会議や大会への参加をはじめとし、本当にお骨折 りを頂きご協力賜 り

ました。この年には宿泊料の値上げや、諸物価の値上げ等に伴い、各方面で十分に検討された末、参

加料を平成 4年度より8年ぶ りに200円値上げをし6110円 とすることに決定 しました。また1998年 に長

野オリンピックを開催することが決定 し、全国高校総体の総合開会式入場行進で「長野オ リンピッ

ク」の横断幕を持って入場行進できるものかどうか全国高体連 と何度も協議 したことも強 く印象に

残っています。(結果は県旗の子旗)と にか くいろいろと戸惑いながら過ごした一年でしたが、前記

の先生方をはじめ事務局をお手伝い頂いた皆様に支えられ、なんとか次期事務局の上田高校へ引継ぎ

を行 うことができました。一種目の引率職員でしかなかつた私にとって長野県高体連の50年の歴史の

中のほんの僅かな時間ではあ りますが、お手伝いさせて頂いたことが今は楽しい思い出の一つとなっ

ています。
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長野県高体連50周年記念に寄せて

平成 4～ 7年度 理事長

山 浦 正 孝

平成 4年 4月 、県高体連事務局の移転に伴い、図らずも理事長職を務めることになりました。この

間、移転に伴 う事務局校を東信地区のどの学校に設置するか、東信地区高体連でも検討されてきまし

たが、上田高校で引き受けるという決断を迫られた時点でも、まだ、他人ごとのように感 じながら

ホームルーム経営に努力していたことを思い出しています。

高体連という組織自体には何の違和感もあ りませんでしたが、県 レベルで関わってきた部分は殆ど

有 りませんでしたし、競技種目をとおして全国総体出場に際 しお世話になったこと、51'総体での関

わ り程度で何の予備知識をも持たないまま理事長職を引き受けたため、平成 4年の初年度は全 く白紙

の状態でのスタートとな りました。その結果、 1年 目は前の事務局校の諏訪二葉高校、両角先生・ 小

島先生には事務引継ぎを含めご指示を頂きご迷惑をおかけしたことを思い出します。

平成 4年のスター トは 4月 当初の専門委員会開催をいかにして乗 り切るかということから始まりま

した。そして、落ち着 く間もなく業務に追われ、毎日が戦場のような日々を送る始末でした。何 もか

もが初めての経験で、業務の内容も把握できないまま、高体連業務以外のさまざまな雑用も加わ り、

また、栂池スキー I・ Hの準備、連絡調整に追われながらあっという間の 1年が過ぎていきました。

2年 目からは、仕事の内容も多少は見える部分もあ り前事務局校にご迷惑をお掛けすることも少な

くはなりましたが、長野県高体連の抱えているさまざまな問題にどのように対処すればよいかが問わ

れてくることに気がついて身の引き締まるような緊張感を覚えたものです。県高体連運営予算につい

ても補助金を含め 1億 1千 5百万円を越えながら、実質的な運営に係る予算の改善策を見いだせず、

大会運営では諸先生方にご迷惑をお掛けすることも少なく有 りませんでした。

この年は、冬季競技種 目での本県選手の活躍が目覚ましく、1998年冬季長野オ リンピックに向けて

良い結果が出てきたことが大変印象的でした。

3年 目に入 り、生徒数減少の始まりとともに、予算、競技人口の減少、夏季大会での成績不振、予

算項目での各種競技団体への負担金の扱いなど、将来にわたって影響を及ぼす可能性のある問題など

が常任理事会で繰 り返 し論議されました。競技成績では、レスリング競技の活躍、前年度学校対抗 3

連覇を果たした中野実業高校スキー部に替わって飯山南高校の活躍、スケー ト部門での新 しい戦力の

台頭があ り、心強く感 じたものです。

4年 目の最終年度は前年度からの懸案であった高体連予算について、次期事務局への引継ぎに伴 う

諸問題を含めての意思決定をしなければならない時がきてしまいましたcス ケー ト競技全国大会の開

催、なぎなた競技の専門部設置、大会運営費の増額、さらに、生徒数減少に伴 う収入減少が当然のこ

とながら次期事務局の課題となるため、先送 りができない状況の中で学校分担金の値上げについて提

案 し承認をいただきました。 4年間の事務局を担当し、過ぎてしまえば短い時間で、成 しえたことは

少なく時間に追われる生活の連続でしたが、諸先輩、役員の先生方、県教育委員会、県体育協会その

他数多くの競技団体の皆様に支えられながら4年間の任務を果たすことができました。教員としての

経験ではなかなかできなかった貴重な体験をさせて頂きましたことを心から感謝申し上げます。4年
間という限られた時間の中で当面の課題解決に追われ、県高体連の今後の在 り方についてのビジョン

も持ち合わせる事無 く終わったような気もいたしますが、ひとつひとつの課題を解決しながら長野県

高体連が今後もますます発展を遂げられますよう祈念 しつつ拙文を終わ ります。
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長野県高体連50周年を迎えて

平成 8年度～ 理事長

布 施 紀 彦

長野県高体連は昭和24年 6月 4日 に県下四地区高体連の連合体として、また、体育の健全な発達を

はかることを目的として発足いたしました。事務局は長野工業高校で10年間務めていただき、県高体

連の基礎を築いていただきました。以後30年間長野市内校で 4校、松本市内校で 2校が事務局を担当

してまい りました。昭和63年度より県下四地区で 2期 4年の輪番制にな り、諏訪二葉高校、上田高校

と廻 り、平成 8年 4月 より長野高校に移転いたしました。

長野高校の 2期 4年の在任期間中には県高体連創立50周 年記念事業をすることおよび第48回全国高

校スケー ト・ アイ不ホッケー選手権大会を長野県で開催することはすでに決定 してお りましたが、全

国高体連スキー専門部 より平成11年度に第49回全国高校スキー大会を長野県で開催 してほしいとの要

請があり、県教育委員会、県スキー連盟の協力確約を得て要請を引き受けることになりました。

創立50周 年記念事業については、平成 8年 6月 に準備委員会を結成 し基本的なガイ ドライン (実施

年度・ 記念大会・記念式典・記念誌発刊)を決めて、平成 9年 10月 に実行委員会へ移行 し、準備を進

めました。記念大会については、平成10年度県総体を記念大会と称 し、賞状に「50周年記念大会」の

タイ トルを入れ、8位までの入賞者 (チ ーム)に渡しました。また、団体競技においては、 4位 まで

のエントリー選手全員に ミニ賞状を渡 しました。

記念式典については、招待者を旧役員 (会長 0副会長・ 常任理事・ 専門部長・ 専門委員長)と 表彰

者 (昭和61年以前の役員表彰規定対象者と63年以降で表彰が漏れた方)お よび現役員、各学校代表 と

いたしました。当日は実行委員及び多くの方々のご協力により盛大に無事終了できたことに心から感

謝いたしてお ります。ただ、50周 年の準備をしている中で、県高体連の50年 は5,000名 以上の役員の

方々に支えられて発展 してきていることを肌で感 じとりました。会場の都合とはいえ、全員の方々を

招待できなかつたことが残念でな りません。

記念誌については、昭和62年度より10年間を中心にまとめ、50年の歴史がわかるように編集されて

お りますので、多くの方々にご活用いただければ幸いです。

県高体連といたしましては、50周年を契機にいままで山積している課題をどのように解決 してい く

かの検討に入ってお ります。少子化に伴 う生徒数の減少による部活の存続問題、競技力向上の問題、

若手指導者の育成の問題、運営経費の問題等むずかしい問題ばか りです。これらを長期展望にたつた

計画が必要になってきますので、県高体連事務局を固定化して問題解決に当たったほうがよいと考え

理事会・評議員会の論議を経て、県教育委員会や県高校長会の協力をお願いしていく所存ですので、

ご理解のうえご協力いただきますようお願いいたします。
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第 2節 オリンピック・パラリンピックに出場して

平成10年 2月 7日 に始まり22日 に閉会したオ リンピックには、長野県高体連で活躍 したOB、 OG

たちも大勢出場 した。スケー トの選手やコーチとして 9人、スキーでは18人 、リュージュに 5人が日

本を代表する役員、選手として国民的応援を受けた。中でも現役の高校生として、スキーフリースタ

イルに自馬高校の上村選手、リュージュに長野日大高校の高橋選手が出場 し大活躍 したことは、高体

連としてもビッグニュースであった。

また 3月 5日 に始まり14日 に閉会 したパラリンピックにも、長野県出身と在住の選手、役員23人が、

日本代表として出場 し多 くの感動と力を国民に与えてくれた。

以上の役員、選手全員に投稿を依頼 したところ、12名 に寄稿していただいた。少数で残念だが、時

間的制約もあってこの方々のみについて回想記を紹介する。

長野オリンピック競技日程・会場

競 技 内 容 日 程 場

開会式 2/7(土 )11時 南長野運動公園

閉会式 2/22(日 )18時 南長野運動公園

スキ ー

アルベ ン 滑降、複合滑降、スーパーG、 回転、大回転、
複合回転

2/8(日 )～ 27(土 )

八方尾根スキー場
東館山スキー場
焼額山スキー場

フ リースタイル モーグル、エア リアル 2/9(月 )～ 18(水 ) 飯綱高原スキー場

ジ ャンプ .,/-?/vY)v, U-)vtv-96 2/11(水 )～ 17(火 ) 白馬ジャンプ競技場

ノルデ ィ ック複合
個人・ 団体ジャンプ (K90)、 個人 0団体 ク
ロス (15K、 4× 5K) 2/13(金 )～ 20(金 )

白馬 ジャンプ競技場
スノーハープ

クロス カ ン トリー クラシカル 、 フ リー、 リレー 2/8(日 )～ 22(日 )
野沢温泉
会場

イヽアスロン

7,) -.i- F tEE. t; - / tt.l ) 2/8(日 )～ 12(木 )
焼額山スキー場
上林スノーボードバーク

イヾアス ロ ン
15K、 20K個人・ リレー、75K、 10Kス プ
リン ト 2/9(月 )～ 21(土 )

野沢温泉 バイアスロン
会場

f')zv- 2人乗 り、 4人乗 り 2/14(土 )～21(土 ) 長野市 スパイラル

リュージ ュ 1人乗 り、 2人乗 り 2/8(日 )～ 13(金 ) 長野市 スパイラル

ス ケー ト

ス ピー ド 2/8(日 )～ 20(金 ) 長野市 エムウェープ

シ ョー トトラ ック 500、  1,000、 3,000、 5,000m 2/17(火 )～ 21(土 ) 長野市 ホワイ トリング

フ ィギ ュア
ア

Ｐ

ぺ

Ｃ

シングルP・ FoSP、 アイスダンス
FOOD、 エキシビジョン 2/7(土 )～ 21(火 ) 長野市 ホワイ トリング

アイスホ ッケー 2/7(土 )～ 17(火 )
長野市  ビッグハ ッ トア
クア リンク

カー リング 2/9(月 )～ 16(日 )
軽井沢町 風越公園アリー
ナ

長野パラリンピック競技日程・会場

開会式 3/5(木 ) 長野市 エムウェープ

閉会式 3/14(土 ) 長野市 エムウェープ

アルベ ンスキ ー 志賀高原

クロス カ ン トリースキ ー クラシカル  フ リー  シ ッ トスキ ー 白馬スノーハープ

):4 7 7a / 野沢温泉 バイアスロン
会場

アイスス レッジ
スピー ドレース 長野市 エムウェーブ

ホ ッケー ア クア ウ ィング

Iδ
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スケート選手としての道のり

上 原 三 枝

出身高校 長野県諏訪清陵高等学校

出場種ロ スピードスケート

1500M、 3000M、 5000M

プロフィール

日本体育大学卒業

日本ニユクリア・ フユエル株式会社勤務

1992年 アルベールビルオリンピック出場

1996年世界スピー ドスケー ト選手権大会総合

3位

高校時代の思い出

中学卒業時点ではあまリスケー トには魅力を

感 じていなかったため 1年から2年の夏までは

陸上競技と並行 して活動 していました。しか し

スケートをやるのに冬だけの練習では限界を感

じたことと、陸上競技でけがをしたため 2年の

夏以降はスケー トー本の活動に切 り替えまし

た。高校の時は、 トレーニングの方法がわから

ず他の高校の先生にだいぶお世話にな りまし

た。特に長野県のスケー ト連盟主催の合宿はと

ても勉強にな りました。また普段は私の高校は

部員が少なかったので合宿中は仲間も多くな り

とても楽しかったことを覚えています。

競技会については 3年生の時に出場 した世界

ジュニアスピー ドスケー ト選手権大会が心に

残っています。この大会が初めての国際大会

だったため世界の強さに初めて触れ、圧倒され

たこと、また初めて社会主義国の人に会い、話

したことがとても印象的でした。すべてが初め

ての体験だったため私にはとてもよい勉強に

なったと同時に私の世界への挑戦の原動力と

なった体験でした。そういう意味において、高

校時代は私の競技人生の中での重要な時期だっ

たと思います。

オ リンピックの思い出

私にとつて今回の長野オリンピックは 2回 目

のオ リンピックとな りました。前回のオ リン

ピックは20歳の時で選手としてはまだ駆け出 し

のころでした。そのため自分にとっては 1つの

通過点のような大会でした。しか し今回のオ リ

ンピックは、選手として多 くの経験を積み、自

分の競技生活の中でも最大のイベントとな りま

した。

私は今回1500M、 3000M、 5000Mの 3種 目に

出場 しました。最初のレース、3000Mの試合前

のウォーミングアップでは今までに味わったこ

とのない緊張感を味わい足が震えていたことを

覚えています。レースの直前は自分が何を考え

ていたのかあま り思い出せません。しか しス

ター トした時はものすごい声援で、まるでM
ウェープが揺れているような感 じがするほどで

した。そんな大声援を 3回 も受け、自分がや っ

てきたことを応援 してもらえたことをとても幸

せに思います。今までも、これからもあれだけ

の声援を受けることはないと思います。またオ

リンピックにいろいろな意味で参加 していただ

いた方が多かった事は驚きました。特にボラン

ティアの方々にはとてもお世話にな りました。

多くの人とのふれあいを通 して、大会を開催 し

た自分の故郷「 日本・長野」を誇 りに思いまし
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夢 を 勝 ち 取 れ

田 中 千 景

出身高校 岡谷東高等学校

出場種ロ ショー トトラック

オリンピック出場体験記

私は、幼い頃からの夢であったオリンピック

に出場することができました。

オリンピックの開会式では前半のセレモニー

を見れずに残念でしたが、入場行進 した とき

は、感動で胸がいっばいでした。競技が始 ま

り、日本選手がメダルを取 り始め、自分の競技

が始まるのが待ちどおしいような、怖いような

気分でした。

まず、3000mリ レーが行なわれました。この

競技が 1番 メグルが期待されていたのですが、

決勝で私が転倒 してしまい、4位に終わって し

まいました。あの転倒がなかったらと今でも思

いますが、それも勝負の厳 しさなのだと改めて

実感しました。しかし、この時は悔 しさと後悔

でご飯が喉を通 らず、眠れない日とな りまし

た。他の種目も不完全燃焼に終わってしまいま

した。

地元ということで、多くの方が会場まで足を

運んでくれ、その声援を受け何とか頑張れたよ

うな気がします。やは リオリンピックはいつも

の試合とは違った雰囲気で、プレッシャーもす

ごく、緊張 しましたが、そんな舞台に立てたこ

とに感謝 したいと思います。

もう一度、チャレンジしてみたいと思ってい

ます。

産lゝ   |    |  ‐
|

プロフィール

東京女子体育大学卒業

3歳からスケー トを始める。スピー ドスケー

トを大学まで続ける。全国大会、国体等入賞。

大学でショー トトラックと出会い、 3年の時に

本格的に取 り組み、オリンピック出場を目指す

ことになる。世界選手権、各世界大会等に出場

し、念願のオリンピック出場が決まる。オ リン

ピックでは、3000mリ レーで 4位入賞を果たす

ことができた。

高校時代の部活動等の思い出

高校時代はスピー ドスケー トの選手として、

インターハイ、国体等参加 しました。高校のと

きはショー トトラックの存在は知ってはいたも

のの、競技を見たことがあ りませんでした。 3

歳の頃から始めたスケー トでしたが、この頃何

も抵抗がなかったわけではあ りません。遊びた

い時期でもあ りました。やめたいと、何度も考

えつつもここまで続けてこれたのは、やは り好

きだったのでしょう。それに、スケー トを通 じ

ての友人が数多 くいたこともあ ります。お互い

に同じ目標を持ち、苦 しい練習に耐え、同 じ釜

のご飯を食べてこそ、お互いに励ましあって

やってこれたように思えます。

東高は数年前まで女子高だったので、男子の

部員が少なく練習には苦労 しました。やは り、

男子がいるといないとでは、練習の質が全く違

うものになってしまいます。しかし、そんな環

境ではあ りましたが、だからこそ他の学校には

負けられないという気持ちでした。

そんなこともあ り、県大会では何度か優勝す

ることも出来ましたし、国体でも活躍すること

ができました。苦しかったが、楽 しい思い出が

いっばいです。
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長野オリンピックと私

北 村 辰 夫

出身高校 飯山北高等学校

出場種 ロ クロスカントリースキー

長野オリンピック大会クロスカントリー監督

り、オリンピック大会に参加する目標ができた

のが私の高校時代です。

オリンピック大会に参加 して

1962年 ポーランド●ザコパネでの世界選手権

大会、1964年 オース トリア・ インスブル ックの

冬季オリンピック大会に参加することができ、

その時に世界との差、つまり競技力以上に組織

(ス タッフ)の違いに愕然としました。

日本チームはコーチ 1人、選手 4人であ り、

当然選手が自分でワックスから全て 1人でやる

しかなかった。いずれ全日本チームの監督をす

る機会があればスタッフを充実させて、選手の

力を発揮させ、世界との差を縮めるよう常に考

えていました。幸い90年札幌でのアジア大会、

91年札幌ユニバーシァー ド大会での監督をする

機会を与えられ、スタッフを充実させた結果、

今までにない良い成績を上げることができまし

た。92年 より全日本のクロスカントリースキー

担当部長にな り、①組織作 り (ス タッフ)、 ②

コーチ養成、③選手の意識改革をテーマに長野

オ リンピック大会に向けて強化を実施 しまし

チこ。

97年 のワール ドカップで女子の青木選手が 5

位、長野オリンピックでは男女の リレーにおい

て 1、 2走が頑張 り、男子が初入賞を果たすこ

とができ、男子の堀米はフリー151cDも 素晴らし

い走 りをしてくれました。

連日天候異変の中、ワックスマンの努力とス

タッフが一九となつて協力した結果であると考

えます。

現役時代実現できなかったことが多くの人達

の協力により、今後の日本クロスカントリース

キーの展望が開ける結果 とな り、長野オ リン

ピック大会は私にとつて人生最大のイベントで

あ り、素晴らしい仲間に恵まれたことがいい思

い出とな りました。

プロフィール

S15年 長野県信濃町生まれ

日本大学卒業

全日本選手権大会 151on 3回優勝

国民体育大会 15h 4回優勝

オリンピック大会 (イ ンスブルック)15km26

位

インカレ 151cn 3回 、30h l回優勝

ュニバーシァー ド 2回参加 15揃 6位  リ

レー2位

世界選手権大会 2回参加

1992～98 ②全日本スキー連盟理事

1992～98 全日本学生スキー連盟競技本部長

日本大学教授 専門「 トレーニング理論」

高校時代の思い出

定時制高校に通いながら、パソ屋の職人修業

をしていた私が、クロスカントリースキー選手

に方向転換 し、細 くてバランスのとれないス

キーに悪戦苦闘して、参加 した初めての県合宿

の最後に行った男女別 リレーの時、女子組に入

れられた恥ずかしさと悔 しさは今でも思い出し

ます。

当時は朝 8時から午後 4時まで会社で働き、

5時からの授業に出席 した後、9時過ぎから ト

レーニングを行 うという日課であ り、充分な ト

レーニングはできませんでした。

オフシーズンの平日は暗い中、夜中の12時過

ぎまで友人に自転車で伴走 してもらい、そのラ

イ トの明か りを頼 りにランニングをしました。

また冬は、道路を利用 してスキーをするため

シュプールがなく、スキー操作が難 しいため推

進滑走 (ダ ブルポール)で走らざるを得なく、

スキー技術の下手な私には押 して押 しまくるし

かなかったことが身に付き、それが競技成績を

上げる結果 とな りました。つまり、現在のス

キーを40年前にしていた訳です。

スキーを始めて 2年 目で全日本選手権大会15

kmに優勝 し、それがスキー人生の出発点 とな
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長野オリンピックに参加して

児 玉

出身高校

出場種目

修

飯山北高等学校
アルペ ンスキ ー コーチ

オ リンピック出場体験記

私は全日本ナショナルチームのコーチとし

て、「長野でメダルを !」 と言 うことで選手強

化に当たってきた。国内と海外の強化活動は年

間 7～ 8ヶ 月で、家族と寝食を共にするよりも

選手との時間のほうがはるかに多かった。

選手にとって生活全てが “勝つ為"であった

ように、我々コーチにとってもそれは同 じで

あった。

自分は過去 2回選手としてオ リンピックに出

場 したが、2回共自分の全ての力を出しきる事

はできなかった。4年に 1度のオ リンピックの

重圧に抗する事ができず、レースでは自分を見

失ってしまった。

“オリンピックの恐さ"を十分に知っている

自分と他のスタッフは、選手が平常心でオリン

ピックのスター ト台に立 ってくれ る事を望ん

だ。スター ト台に立った時の不安を少なくする

為、多 くの実践 トレーニングを本番 コースで

行った。選手をできるだけマスコミから遠 ざ

け、選手が意識過剰となる事も避けた。

今回のオリンピックのアルペン競技で最も期

待されたのはエースの木村であった。木村に

とって上位入賞とメグル獲得はそれほど難 しい

事ではないと感 じていた。

しかし、3月 21日 の彼の滑 りは彼本来の滑 り

ではなかった。いつものしなやかさがなく、ガ

チガチの滑 りであった。

4年に 1度のオリンピック。それも自国開催

のプレッシャーは我々の想像をはるかに越えて

いた。木村がゴールヘ入った瞬間、オリンピッ

クで勝つ事の難 しさを改めて痛感 した。

プロフィール

昭和31年 9月 21日 下高井郡山ノ内町生れ。

高 3の インターハイで回転優勝、大回転 3位

とな り、この時飯山北高のインターハイ総合優

勝。

1978、 82年 ガル ミッシュ及びシュラー ドミン

グ世界選手権出場。1980、 84年 レークプラッ

シッド及びサラエボオリンピック出場。86年引

退後全日本ナショナルチームのコーチとな り長

野オリンピックのSLチ ームコーチ。

高校時代の思い出

1927年 、ちょうどオL幌オリンピックの年、飯

山北高等学校に進学する。オリンピックに魅了

され、多くのオリンピック選手を輩出していた

飯山北高に迷わず進学を決めた。

山ノ内中学時代はそれなりのハー ドな練習も

平気でこなしていたが、高校の練習はその量を

はるかに越えていた。あまりのハー ドトレーニ

ングに意識が遠のいた事も度々あ り、練習終了

後は足を引きずるようにし家に帰った。身体は

いつも筋肉痛で歩 く事、顔を洗 う事、ノー トを

とる事にも支障をきたした。 1年生にとって自

主 トンは不可欠で、休日、早朝、昼休みと時間

を見つけて苦手なところを鍛えた。

必死の練習の甲斐あってか秋頃になると体力

的にも上級生になんとかついて行ける状態に

なった。体カテス トでは上級生より良い記録 も

あ り、それが大きな自信につながった。

そのシーズン、インターハイでは大回転競技

で 5位 とな り、それがきっかけで全日本ジュニ

アチームのメンバーに選ばれ、以後海外でレー

スをするチャンスを得ることができた。
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17年間の総決算 ―長野五輪―

佐 藤 恵美子

出身高校 中野実業高等学校

出場種ロ クロスカントリー

15bク ラシカル

プロフィール

早稲田大学人間科学部卒業

北野建設株式会社勤務

・ 全日本選手権10hク ラシカル優勝 2回

0イ ンターハイ 5h優勝

・ 国体優勝 2回

・ 1997年世界選手権出場

・ ュニバーシアー ド大会 5hク ラシカル 5位

など。

高校時代の部活動等の思い出

先日、高校野球の決勝戦をテレビ観戦してい

た際、優勝が決まった瞬間マウンドに集まり抱

き合 う選手達を見てうらやましく思った。私が

ずっと幼い頃から続けてきたスポーツはクロス

カントリースキーという個人競技だったから、

集団で競技する他のスポーツのチームワークと

か結団力があまりなかつたなと。しかし高校時

代は、学校対抗などのリレーがそれであった。

今、思い出すとまず楽しかったというのが、

一番だ。もちろん トレーニングは厳 しかったが

それすらも楽しかったんじゃないかと思う。あ

ちこちに友達も沢山できた。初めての海外遠征

も行った。 3年の時は、大きなケガもした。日

標だったインターハイ優勝も経験できた。あの

時の緊張で当日の朝御飯がのども通らなかつた

事。それを気付かれずに一生懸命、押し込んだ

事。沢山泣いて、沢山笑った高校時代であっ

ノこ 。

それか ら、素晴 しい指導者 との出会い。オ リ

ンピックまで頑張 られたのも、その時のコーチ

の教えがあったか らだ と思 う。私は今とても感

謝 している。多感な時期を良い仲間 とひとつの

事に打ち込めた高校時代は、私の心の宝物であ

る。

オリンピック出場体験記

小学 4年から始めたクロスカントリースキー

は長野五輪の1998年 で17年 目であった。私はオ

リンピックを機にして現役を退こうと思ってい

た。数年前までは特にオリンピックは意識 して

いなく、特別な思い入れもなかった。しか し地

元での開催、周囲の雰囲気、否応無 しに盛 り上

がってくるわけで、これは代表選手にならなけ

ればと思い、それに全力投球 して、代表になっ

てもならなくても辞めると決めてスター トした

のであつた。

私にとつて長野オリンピックまでは険しく、

長い道の りだつた。何度スキーを脱ごうと思っ

た事か。そ して何度もオ リンピックを諦 らめ

た。こんなにいろんな事があり過ぎていいのだ

ろうかとさえ思い、本当に嫌になった。だか

ら、最終選考会で決まった時は、ホッとし、い

ょいよだと思った。そんな矢先に体調を崩 し、

どの試合に出場するかわからなく、家族、親せ

き、会社に大変迷惑をかけたのである。参加す

る事に意義があるというのが私のオリンピック

なのでどうしても走 りたかつた。前日まで寝込

んでいたが、出場する。と、コーチ陣に咬呵を

切った手前、走 り抜いてやると意気込んだので

ある。

スター トに立った時、走っている時、感激で

涙が出そ うだらた。幸せだなとつ くづ く感 じ

スニ。

メグルを目標にする人、世間から期待され、

注目される人。それぞれのオリンピックがある

と思う。私みたいに順位なんて後ろから数えた

方が早い者だっている。私の信念は感謝を忘れ

ないという事。いろんな人達が来てくれて、う

れしかった。17年間続けてきて、オリンピック

で総決算。関係者の皆様に改めてあ りがとうご

ざいました。と言いたい。

，
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二足のわらじ～高校時代

今 井 博 幸

出身高校 長野吉田高等学校

出場種ロ クロスカントリースキー

10キ ロ、15キ ロ、30キ ロ、
"キ

ロ、リレー

オリンピック出場体験記

日本クロスカントリースキー史上初めて、リ

レーで 7位に入賞ができた事で、世界の トップ

を視野に入れ、自分たちの力をアピールし、世

界の中で互角に戦える自信を得ることができま

した。

これは偶然の結果ではなく、 トレーニングを

積み重ねてきたものであると信 じています。約

10年前にオリンピックの国内候補地に決定して

以来、夢の五輪を手に入れるように、そしてよ

り高いレベルにできるように。また生まれ育っ

た地元で滑る喜びと感動を得たいという思いで

スキーを続けてきました。

今回のコース、自馬スノーハープは世界の中

でも屈指の起伏の激 しい難コースでした。私は

攻略法として、このコースが完成された 3年前

から強い脚づくりを行 うと同時に、地の利を生

か し夏にもス トックを持ってスノーハープを歩

き、走 りました。コースを頭の中に鮮明に詰め

込みました。

日本チームは、若い選手が多く、それぞれが

持ち味を出して走 りました。メダリス ト2人の

いる強国オース トリアにも勝つ事ができたのは

日本チームにとって大きな一歩となりました。

長野が出発点となった気持ちでいます。

プロフィール (履歴及び競技歴 )

中央大学卒業

インターハイ クロスカントリースキー優勝

インターハイ 陸上競技3000m障害出場

1992ア ルベールビル五輪 日本代表

1994リ レハンメル五輪 日本代表

全日本スキー選手権二年連続個人全四種目

優勝 (男 子史上初)通算13勝

高校時代の部活動等の思い出

高校 3年冬 2月 、インターハイ、クロスカン

トリースキー15キ ロで優勝 した時の新聞の記事

に、「二足のわ らじ、大輪の花咲かせる」 と

あったのを記憶 しています。

通学 していた長野市内に雪はほとんど積もら

ず、スキーをやるには決して良い環境ではあ り

ませんで した。夏は陸上競技、冬は好きなス

キー競技。そ う決めたのは同郷の先輩もそ うし

ていたから。しか し、私の心の中ではあくまで

夏の陸上競技はスキーのための トレーニング手

段としか思っていませんでした。

夏の陸上競技を続けていくと、自分の知らな

い世界が見え始め、全 く私の不得意な短距離、

跳躍、投てきの人とも知 りあえました。私自身

もハー ドルのある3000m障 害という種目にも挑

戦する事にな りました。やってみると苦 しさも

あ りますが、おもしろい。体と体とのぶつか り

合い。ペースの駆け引き。コース取 り。

トレーニング手段だった陸上競技も、すっか

り本気となってました。高 3夏、念願の陸上競

技でのインターハイ出場。夏冬一年中走 り駆け

まわってました。なぜか夏も冬も北海道でのイ

ンターハイ開催。南国がよかったのに。

"
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頂 点 を 目 指 す

堀 米 光 男

出身高校 中野実業高等学校

出場種 ロ クロスカントリー

出場できればうれ しいという気持ちで、ただ、

頑張るだけでしたが、今回の長野オリンピック

は、リレー入賞と言 う大きな目標があ り、それ

に向けて 4年間頑張ってきました。「 リレーに

は是非出場 したい、そして出るからには入賞に

貢献 したい」という願い。そして周 りからの期

待を、とても強 く感 じたからです。

本番間近に、私はインフルエンザにかかって

しまいました。楽 しみにしていた開会式、前 日

に熱が出てしまい、出ることができなくな りま

した。それと同時に心の中では、「 もう駄 目か

な」 と思いましたが、翌 日、朝 目覚めると、

すっか り熱も下が り、体の感じも普通に戻って

いました。これで少し気持ちが楽になったよう

で、リレー本番では、自分の思い通 りのレース

ができました。そして、念願のリレー 7位入賞

を果たす事ができました。

日本のクロスカントリースキーの歴史はまだ

始まったばか りです。これから、僕達が世界の

頂点をめざしていこうと思います。

最後に、長野オ リンピックでは、役員を始

め、ボランティアの皆さん大変御苦労様で し

た。大会が成功 したのは皆様の苦労があったか

らこそだと思います。本当にあ りがとうござい

ました。

プロフィール

私は山ノ内西小学校 3年生まで、野球をやっ

ていましたが、冬には何も活動がないので、友

達とクロスカントリーを始めました。最初は夏

の野球の為の体力づくりでしたが、小さな大会

で何回も優勝 したので、野球より興味が湧き、

それ以来クロスカントリーー筋でやって来まし

まこ。

高校時代の部活動等の思い出

高校時代はクロスカントリーが第 1で した。

1年時には、上下関係の厳 しさから、挨拶や言

葉遣いを身につけることが出来ました。この年

は、個人優勝はしましたが、総合優勝はできま

せんでした。 2年生になると、「次は総合優勝

だ」、と言 う目標を皆で立てました。その年の

インターハイでは、個人で 1、 2位、リレーで

優勝、そして待望の総合優勝を果たしました。

その時の喜びは今でも忘れません。

3年生では、総合 2連勝を成 し遂げ、悔いの

残らない高校生活を送る事ができました。

高校生活で、先生方にはお世話にな り、そ し

て、クラスの仲間の理解もあったからこそ、ス

キーに集中する事ができ、成績を残せたのだと

つ くづく思います。

中野実業高校へ行って本当に良かったと思っ

ています。

オリンピック出場体験記

私にとつての長野オ リンピックは、前回の リ

レハンメルオリンピックと合わせ、 2回 目のオ

リンピック出場となった訳ですが、開催前は、

4年前と比較にならないほどプレッシャーを感

じていました。リレハンメルオリンピックは、
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クロスカントリースキーをと して
ヽ
つ

宮 入 芳 幸

出身高校 中野実業高等学校

出場種ロ クロスカントリースキー

サ ー ビス ス タ ッフ

プロフィール

中央大学卒業

小学生の時クロスカントリースキーを始め大

学まで選手として競技 した。後に長野へ戻 り自

営業の傍ら長野県スキー連盟の専任 コーチとし

て、それまでとは逆の立場でスキー活動を始め

主に高校生を中心に指導 した。ちょうどその頃

長野オリンピックの開催が決まり、ナショナル

チームのスタッフとな り長野オリンピックでは

サービススタッフとして参加 した。

高校時代の部活動等の思い出

高校時代のこととなると、かな り昔のことに

なるので、忘れてきたことが多いが部活動のこ

とになると、いろんなことが思い出せる。それ

だけ自分にとつては部活動が中心で夢中になっ

ていたからだと思 う。種目はクロスカントリー

スキーで数多いスポーツの中でも一番と言 うぐ

らい体力的にきついもので、当然普段からの ト

レーニングも厳 しく辛いものだった。時には練

習から逃げ出したくなることもあった。しか し

自分たちには大きな目標があ り目標のためには

当然だという思いと、どんな辛い時でもいつも

仲間がいた。自分だけが辛かったわけではな く

皆が一緒だった、その事でいろんな辛いことも

乗 り越えられたんだと思 う。またその頃はあま

り感 じずやっていたが、まわ りで我々を支えて

くれていた顧間の先生方やコーチの方家族等た

くさんの方のおかげがあってこそ自分たちの好

きなことを思 う存分やっていられたんだ と思

う。感謝 したい。

3年の間にはいろんな事があったが、過ぎて

しまうとすごく短 く感 じたcそれだけ充実 して

部活動をしていたからこそ経験できたことも多

くその事を通 していろんな思い出もできた。

しかし残せたものは思い出だけでなくもっと

大きなものも自分の中に残せたと思 う。

2イ

オリンピック出場体験記

オリンピックが長野で開催されることに決ま

り1992年 フランスのアルベールビルオリンピッ

ク後全日本スキー連盟 も本格的に長野オ リン

ピックを目指 しての選手強化を始めた。ちょう

どその時からナショナルチームに加わ り選手と

共に長野を目指 してスタートした。日標は、大

きくもって始めたものの世界の トップレベルと

は大きな差があ り失敗と勉強の繰 り返 しで、な

かなかす ぐには結果に結びつかず世界 レベルの

高さとそこに行 く難しさを感じた。そして日本

チームが特に他国に遅れをとっていたスタッフ

の面を整えるため外人スタッフを起用 し新たに

スキーのワクシングを行 うサービスチームが作

られた。自分もそれに加わ り長野 (白馬クロス

カントリー会場)は気象面、コース、スター ト

時間等からかな り難 しくなることが予想されい

かなるときでも少しでも良い条件のスキーを選

手に用意できるように外人スタッフと共にワー

ル ドカップ等に参加 しながら勉強 していった。

選手は世界の トップレベルには年令や経験の

差もありまだ達 してはいないものの着実に実力

を付けてお り、我々も少しでもその選手たちの

力を出すためのサポー トができればとスキーと

ワックスのテス トをくり返 した。オ リンピック

では予想どお り難 しい条件にな りWAXを 失敗

してしまった時もあったが選手は沢山の方々の

応援もあって本当に頑張って我々に対 しても感

動を与えてくれた。今回メダルには届かなかっ

たが今後につながる結果を出してくれ自分自身

もその場にいることができ嬉しかったと共に近

い将来必ずメグルが取れると感 じた。



プロフィール

ノースウッドスクール (米 )在学中

1997年 1月  ワール ドカップ●ドイツ、ダブ

ルス 9位

1997年 12月  全日本選手権大会、ダブルス 1

位

1998年 1月  ワール ドカップ●ドイツ、ダブ

ルス 9位

1998年 2月  長野オリンピック、ダブルス14

位

高校時代の部活動の思い出

高校一年、入学 したばか りの僕は、中学から

やっていた陸上部か、スキー部か、趣味に走っ

てサッカー部に入るか迷いました。しかし、結

局陸上部に入部するのが、一番 リュージュのた

めになると思い、入部を決めました。

陸上部の練習では、何回も吐きながら気力を

ふるい起こし練習したかいがあって、一年で佃

×4の リレーを走るまでにな りました。 しか

し、冬の間 リュージュという『走る』こととは

ほとんど無縁な生活を 4～ 5カ 月続けると、部

のみんなに勝つことは難 しく、二年生以後、 リ

レーを走ることはあ りませんでした。

もう一度、高校生活を繰 り返せるとしたら、

陸上一筋でやってみたいと思 うことがあ りま

す。しかし、走るということが、肉体的に、ま

た精神的にも自分にプラスにな り、リュージュ

でオリンピックに出場出来たのだとすると、僕

はそれだけで十分だとい う気持ちになるので

す。

オ リンピック出場体験記

高校 3年 2月 、ついにその日が来た。長野で

高 橋 敬

出身高校 長野 日本大学高等学校

出場種目 :リ ュージュ・ ダブルス

生まれ育った僕にとって、長野オ リンピックこ

そが人生最大の舞台だと思う。

大会当日、緊張は感 じられず、しか しあと数

時間後には全てが決まっているのだと考えると

早 く大会で滑 りたいという気持ちと、もう少 し

練習が したいという気持ちが入 り混 じってい

た。

スパイラルに着くと、そこには今まで出場 し

てきたどんな大会にもまして観客が多 く、オ リ

ンピックはやは り違 うなと、その時はただ単純

に感 じ、観客にのまれるな、試合に集中しろと

自分にいいきかせていた。

僕らは練習と同じ様にウォーミングアップを

し、同 じ様にスター ト台に立ち、同 じ様にス

ター トをきった。と、そこまでは普段の練習、

大会と何も変わらなかった。しか し、僕を待っ

ていたのは、何千人もの歓声。それは普段の滑

走で聞こえるはずの氷の音など全 く聞こえず、

ヘルメットの中で響いている感 じだった。そん

な事に気をとられ、いつもの80%ほ どの力 しか

出せず、僕のオリンピックは僕の中で何も残さ

ず、風の様に消えていった。

オリンピック出場おめでとう、そういわれて

も何も実感がわかない。僕はまだ何もしていな

い。この気持ちを 4年後にぶつけたいと思 う。

長 野 オ リ ン ピ ック
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パラリンピックと私

本 多

プロフィール (履歴及び競技歴 )

出身大学 東京教育大学

1948年新潟県西頸城郡能生町に生まれる。

野球 0柔道の北信越盲学校の大会では常に上

位の成績を残す。

盲人野球で全国大会に 6回出場 (準優勝一

回 )、 視覚障害者の全国柔道大会で 6 5kg

級では準優勝。'98長野冬季パラリンピッ

クを目指 して、'96年 よリクロスカン ト

リースキーを始める。

高校時代の部活動等の思い出

体育の先生と気が合い、運動三味の 3年間で

あった。盲学校は人数が少ないので掛け持ちを

せざるを得ず、それぞれ大会に向けて夏は盲人

野球、秋は柔道、そして冬にはアルペンスキー

をした。

野球の頃は、部活の終わるのが 7時半頃、帰

宅はいつも9時過ぎだった。

夏の北信越盲人野球の大会が終わると2学期

からは11月 の大会に向けて柔道の部活が始 ま

る。部員が少ないため練習内容を強化するため

に近 くにあるいくつかの高校へ出稽古によく出

かけ、いい受け身の練習になった。

大会では、他のチームは 2段が何人もいて苦

戦を強いられた。

冬は雪が 3mも 積もるので外での部活はでき

ず、近 くにあるスキー発祥の地金谷山スキー場

でもっばらアルペンスキーに専念した。

高校 3年の秋、全国身体障害者スポーツ大会

が九州の佐賀であ り、8月 の予選大会で認めら

れて、新潟県の代表10人 の一人に選ばれ、100

m走 とソフ トボール投げ、そして水泳にエン ト

リーし、金 1個銀 2個のメグルを獲得 した。
この時代は運動のみに明け暮れ、疲れも感ぜ

ずただ体を動かしていたことが現在の若さ体力

の基になっている。

パラリンピック出場体験記
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出身高校 高田盲学校

出場種ロ クロスカントリースキー、バイアスロン

'96年夏、'98長野冬季パラリンピックに出場

したいと思い立ってからは頭の中はクロスカン

トリースキーのことで一杯で、仕事中でもふと

トレーニングのことを思い出し帰宅後実行する

といった生活だった。お陰で日本代表選手に選

ばれ、合宿が16回 延べ 110日 にな り、夏は

ニュージーラン ド、秋はフィンランドヘ も行

き、雪上の トレーニングができたことと、外国

の様子を体験することができ、非常に有意義

だった。
パラリンピックでは、感動的な開会式や、選

手村での快適な生活を送 りながら競技に専念し

た。競技では、非常に多くの方々が応援に来て

くれて大きな声で声援を送ってくれた。クロス

カントリースキーはとにかくハー ドできつくて

何度も止まろうと思ったが、「本多がんばれ」

の声援が聞こえると前以上に力が出た。また、

私は視覚障害のため前を走ってくれて誘導 して

くれる「ガイ ド」が必要で、それが中村洋隆さ

んである。彼は大学で トップの力があ り、私の

目の代わ りは勿論、技術的なコーチであ り、な

んと言ってもメンタル面のガイ ド役だった。

長野パラリンピックは終わった。しか し、障

害者のスポーツはこれから始まる。そのために

自分は勿論次の目標をねらいつつ次代の選手を

育てたい。



感動の大会、長野パラ

博 田 寛

出身高校 長野西高等学校

出場種 ロ クロスカントリースキー、バイアスロン

そこで開かれる大会にどうしても選手として参

加 したかったとぃ う、そんな思いから始まっ

た、この挑戦でした。

ノルディックスキーを始めたのは、わずか 2

年前のことです。どうしても大会に参加 したい

とその思いで始めました。苦しく、きびしいこ

ともたくさんあ りましたが、いろいろな方の応

援と励ましによって支えていただきました。

迎えた長野パラリンピック、予想以上の盛 り

あが りに自分も興奮ぎみでした。会場へも、た

くさんの応援があ り、とてもあ りがたかったで

す。10日 間で 5種 目の競技があ り、日程的にも

かな リハー ドでしたが、どれも自分の力はそれ

な りに出せたと思います。思えば、 1年前のプ

レ大会でとても歯のたたなかった選手にも、何

とか同じ舞台で戦えました。メダルとぃう結果

はなかったですが、みなさんから与えてもらっ

た勇気は最高でした。お世話になった競技役員

をは じめ、コーチ、スタッフ、チームメイ トに

また応援の方に深く感謝 しています。これから

の人生に生かしていきたいです。

プロフィール

長野市立川中島小学校 5年生で少年野球を始

め、同、川中島中学校野球部在籍、長野県立長

野西高校で野球部に在籍 した。

クロスカン トリースキー、バイアスロン競技

は、平成 8年冬より本格的に競技 として始め

る。長野 パ ラ リンピックノルデ ィックスキー 日

本チ ームと して出場 した。

現在、長野市役所に勤務。

高校時代の思い出

高校時代は、野球部に在籍 しました。甲子園

を目指す一人の高校球児として部活動の日々を

送 りました。小学校 5年生より始めた野球は、

高校で終わ りに しようと決めていたこともあ

り、高校での部活動は非常に思い出が強 く残っ

ています。 2年生の秋季大会の際には、部員 11

人と少人数ながら、県大会の代表決定戦まで進

んだことは特に印象に残っています。

高校 3年間で学んだことは、人や物に対する

感謝の気持ち、あいさつ、礼儀など、現在、社

会に出ている中で非常にプラスになっていま

す。高校時代に、いろいろな大切なことを学ベ

たことが、今の自分をつ くってぃる気が しま

す。また、野球を通 じてたくさんの人々にめ ぐ

りあえたことも非常に大きいです。

高校時代は、野球がすべてとい う感 じで し

た。

緊張、興奮で迎えた長野冬季バラリンピック

私は念願にしていた大会に選手として出場す

ることができました。

私は、パラリンピック開催の選手村である長

野市川中島町に生まれ、育ってきた一人です。

27



全国

高校生にとつて全国高校総体はあこがれであ

り、大きな目標だろう。私もそんな高校生の一

人だった。

私自身全国高校総体スケー ト選手権大会に良

き指導者、良き仲間に恵まれて 3回出場する事

が出来た。中でも一番の思い出は、高校 2年生

の時に栃木県日光市で開催されたときの事であ

る。この年は、アルベールビルオリンピックの

年であ り、中・ 長距離に二人の高校生が出場す

ることになった。日程が重なり、二人の選手が

出場できなくなったこともあ り、私は優勝候補

に上げられていた。

しかし、成績は1,500・ 5,000mと も2位に終

ゎってしまった。この時全国高校総体の厳 しさ

を知った。レース前のウォーミングアップの時

にいろいろな思いが頭の中をめぐっていた。そ

掲載文

返 つ て

の中で自分自身に大きなプレッシャーをかけて

いたのである。そのプレッシャーなどに勝つ事

ができなければ、自分自身の力を十分に発揮で

きずに終わってしまう。私はその時、身をもっ

て体験 した。それは、その時の私にとつて大き

な敗北感だった。

あれから6年。私は多 くの国際大会に出場

し、今年は最大の目標だった長野オリンピック

にも出場することができた。今まで、悔 しい思

いや うれしい思いなど多 くの経験を積んできた

つもりだ。今振 り返るとあの時かけたプレッ

シャーは、今の自分ならばはね除けられたのか

もしれない。しかし、あの時の自分にとつては

大変大きな事だった。それが私の高校総体の苦

い思い出である。

高体連50周年記念誌

全国高校総体を振り

野 明 弘 幸

出身高校 岡谷南高校スケート部出身

現在長野県体育協会専門主事

出場種日 長野オリンピック1,500m7位 入賞

1,500m日 本記録保持者

――長野県出身 長野オリンピック出場選手・役員名簿――

【スケー ト】

名氏 出場種目。役職等 出 身 高 校

幸

介

希

枝

明

平

剛

景

幸

弘

裕

亜

三

俊

信

祐

千

明

井

馳

原

村

和

原

中

澤

野

今

外

上

今

外

篠

田

小

ス ピー ドス ケー ト

″    コーチ

″    コーチ

シ ョー トトラ ック

岡谷南

佐久長聖

東海大第二

諏訪清陵

岡谷南

岡谷工業

佐久長聖

岡谷東

佐久長聖

辰

義

芳

　

千

　

　

智

和

愛

村

節

入

野

方

　

井

藤

玉

村

内

北

竹

宮

小

西

森

富

斉

児

上

木

夫 |ク ロスカントリー監督 1飯山北

信 |  ″ コーチ 1中野実業

幸 ″ 技術スタッフ 1中野実業

学 |ジ ャンプ監督     1長 野

春 |  ″ コーチ    1飯 山北

敏 |ノ ルディック複合   1飯山北

彦 |   ″       1下 高井農林

治 |  ″ コーチ 1飯 山北

興 |   ″    コ~チ
1中野実業

子 |フ リースタイル   1白 馬

浩 |  ″ r -+ | ffiilrit

【スキー】

士
心
修

雄

幸

男

昭

疑

剛

　

幹

博

光

道

恵

井

玉

桐

井

米

津

藤

富

児

片

今

堀

神

佐

アルペン       1飯 山南

″ コーチ    1飯 山北

u a-+ lmulri t+r":l
クロスカントリー   1長 野吉田

″       1中 野実業

″       1中 野実業

″       1中 野実業

【リュージュ】

敬

子

の

雄

久

理映

し

定

勝

橋

田

澤

瀬

口

高

山

柳

百

小

リュージュ      1長 野日大

″      1篠 ノ井

″      1篠 ノ井

″  コーチ   1伊 那北

″  コーチ   1岡 谷南
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第 2章

長野県高体連50周年記念事業



第 1節 記念事業実行委員会とその活動

平成 8年 5月 の評議員会で50周年記念事業準

備委員会の設置が決まり、 6月 24日 事務局の長

野高校旧校舎会議室で第 1回会議が開かれた。

以後この年度に 2回 日、 3回 目、平成 9年 6月

には 4回 目の準備会を開催 しいよいよ実行段階

に入った。この時他に先立って記念誌編集委員

会がスター トし早速作業を開始 した。10月 には

準備委員会を実行委員会に切 り替えて翌年の 6

月、 9月 、11月 と合わせて 4回の会合を重ね当

日を迎えた。

10年度当初のほぼ固まった実行案の要項、組

織、予算等については、会議資料より抜粋 して

記念事業実施要項

長野県高体連50周年記念事業実施要項

長野県高等学校体育連盟

1.趣 旨 本連盟50周年の歴史の重みを認識 し、今後21世紀に向けて高体連の発展に寄与するため、

記念事業を実施する。

2.名  称 長野県高等学校体育連盟発足50周年記念事業

3.主 催 長野県高等学校体育連盟50周年記念事業実行委員会

4 事 業 (1)記念式典 (記念講演・ 祝賀会 )

(2)記念誌発刊

(3)記念大会 (賞状のみ )

5.事業内容

(1)記念式典 (記念講演・ 祝賀会 )

① 日 時 平成10年 11月 21日 (土 )13:00～
② 会 場  「ホテル 国際21」 長野市県町576 8026-234-1111

③ 講 演 講師 原  敏先生

④ 表 彰 昭和61年以前の県会長・副会長・ 常任理事・ 専門委員長 (理事 6年以上 )

(2)記念誌発刊

①  「50周年記念誌」 A4版 450ペ ージ前後 1650部

② 発刊日  平成11年 2月 中旬

③ 頒布対象 各学校・教職員・ OB関係者

(3)記念大会 (賞状のみ)

① 平成10年度長野県高校総合体育大会を記念大会と定め、賞状に「50周年記念大会」名を入れる。
② 32チ ームの種目は8位 まで、16チ ーム以内の種目は 4位まで賞状を与える。

③ 団体 4位まで (6チ ーム以下は 1位のみ)の選手にミニ版 (B5横書)の賞状を与える。
6.経 費 本事業に要する経費は、積立金・ 特別徴収金をもってあてる。

以下に記載する。なお事業計画については、準

備委員会 0実行委員会を重ねて行 く過程の中

で、式典は発足した月日 (6月 4日 )と か、会

場は最初の事務局であった長野工業高校跡 (現

在の長野市バスターミナル会館)な どのこだわ

りもあった り、記念のテレフォンカー ドとか

バッチを出したらといった意見、オリンピック

経験者や高校生の参加などの案などもあった。

そのたびさまざまな条件を考慮しながら協議を

経て、結局第 2節に記す具体案に落ち着いたこ

とを付記しておく。
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2 記念事業積立金収入支出予算書

平成10年度 記念事業積立金収入支出予算書

収  入 額 6,301,000円

支  出 額 6,301,000円

収支差引額 0円

<支出の部 >

3 実行委員会および運営委員会組織

長野県高等学校体育連盟50周年記念事業

運営委員会

(単位 :円 )

清水  博

西澤 健雄

山下 晃広

為田 勝英

望月 勝夫

堀  岳雄

竹内 義雄

小林 史夫

阿部  隆

飯島 真一

藤本 忠彦

猪又 正雄

西村 義夫

鈴木 精一

6.特別委員 青木  崇

浅沼 富夫

南嶋 俊三

酒井 分長

伊藤 志信

湯沢  勉

田中 寿男

(研究調査委員長 )

(会報編集委員長 )

(研究調査委員 )

(研究調査委員 )

(研究調査委員 )

(県高体連理事 )

(県高体連理事 )

(県高体連理事 )

(県高体連理事 )

(県高体連理事 )

(県高体連理事 )

(県高体連理事 )

(県高体連理事 )

(県高体連事務局長 )

(前北信高体連理事長)

(前東信高体連理事長 )

(前南信高体連理事長 )

(前県高体連理事 )

(前県高体連理事 )

(前県高体連理事 )

(前高体連理事 )

実行委員会名簿

1.会 長  本山

2.副会長  白澤

丸山

窪田

佐藤

3.委員長  布施

4.副委員長 青木

5 委 員  石田

児玉

笠原

θθ

綱規 (県高体連会長 )

寛人 (北信高体連会長 )

直 (東信高体連会長 )

孝美 (南信高体連会長 )

貞治 (中信高体連会長 )

紀彦 (県高体連理事長 )

功 (中信高体連理事長 )

和増 (北信高体連理事長 )

房雄 (東信高体連理事長 )

浩 (南信高体連理事長 )

<収入の部 > 単位 :

科  目 10年度予算額 9年度予算額 差 引増 減 額 説 明

1 繰 入金 4,300,060 0 4,300,060

一般会計  1,300,000
県高体連史 1,104,258
50周年記念 1,895,802

2 頒 布 代 2,000,000 0 2,000,000 高体連史1,000部 ×2,000円

3.雑 収 入 0 普通預金 1日 の利息

合  計 6,301,000 0 6,301,000

科  目 10年度予算額 9年度予算額 差 引 増 減 額 説 明

1.報 償 費 350,000 0 350,000
表彰者記念品
謝礼 (ア トラクション●講師

2  旅  費 100,000 100,000 式典・講師・ 連絡旅費

3 需 要 費 611,000 611,000
消耗品・ 郵便料・ 印刷費・

生花・筆耕料等

4 会 議 費 350,000 350,000 実行委員会

5.会 場 費 280,000 280,000 式典会場・祝賀会場

6 発 刊 費 4,300,000 4,300,000 記念誌1,300部  450ペ ージ

念

費〈
ム

記

大
310,000 0 310,000

賞状印刷 A3 2,000枚
B5 2,300枚

合  計 6,301,000 0 6,301,000

専  門  部 任 務 分 担 委 員

○総務部

部 長 石田和増

副部長 青木 功

顧 間 青木 崇

庶 務

式典書類

記念誌配本

式典記録

会 計

記念大会

鈴木精一

猪又正雄

西村義夫

荒井サキ子

(県高体連会計担当)

○式典部

部 長 児玉房雄

副部長 笠原 浩

顧 間 浅沼富夫

南嶋俊三

記念式典

講演会

祝賀会

受付案内

進 行

記録写真

酒井分長

田中寿男

湯沢 勉

伊藤志信

堀 岳雄

竹内義雄

小林史夫

阿部 隆

飯島真一

藤本忠彦

○編集部

部 長 清水 博

副部長 西澤健雄

山下晃広  依田正輝

為田勝英  北原三代志

望月勝夫  若林康彦

堀内文武

長野県高等学校体育連盟50周年記念事業

記 念 式 典



第 2節 記 念 事 業 の 内 容

記念事業として、①50周年記念大会 ②記念式

典と功労者表彰・ 講演会・ 祝賀会 ③記念誌の刊

行を行った。一応順を追ってそれぞれの概要をま

とめてみるが、講演の要旨については少々長 くな

るので一項を起こして最後に掲載する。

1 50周年記念大会

50周年目に当たる平成10年 (1998年 )の県高校

総体を記念大会とし「50周年記念大会」と銘記 し

た賞状を全種 目で通常より多く授与 した。具体的

には次のような基準に落ち着き実行 した。

(1)団体・ 個人とも

・ 17～ 32(チ ーム)参加の種 目に1～ 8位に

賞状授与
016(チ ーム)以下参加の種 目に 1～ 4位
に賞状授与

12)団体用 ミニ版
07～ 32チ ーム参加の種 目に 1～ 4位に ミ

ニ版賞状授与

・ 6チ ーム以下参加の種 目に 1位のみに

ミニ版賞状授与          _

賞 状 大      ミ ニ 賞 状

2 50周年記念式典

日 時 平成10年 11月 21日 (土 )13:00～ 18:00

会 場 ホテル国際21

参加者 式典・講演会 290名 祝賀会 239名
記念式典の概要

(1)式典当日の日程と式次第

・ 受 付 三階芙蓉の間 ロビー

12 :30^ウ 13:20
0式 典 三階芙蓉の間   13:30～ 14:20

司会 町井孝子 (SBCア ナウンサー)

・ 次 第

1)開会の言葉 長野県高体連副会長 白澤 寛人

2)会長挨拶  長野県高体連会長 本山 綱規

3)来賓祝辞  長野県教育委員会教育長 戸田 正明

長野県体育協会専務理事 平林 源治

4)来賓紹介  長野県高体連会長 本山 綱規

5)経過報告  長野県高体連50周年記念式

典実行委員長 布施 紀彦

6)功労章贈呈 長野県高体連会長 本山 綱規

7)受賞者代表挨拶 昭和52年度長野県高体

連会長  丸山 保彦

8)祝電披露  長野県高体連50周 年記念式

典副実行委員長 青木 功

9)閉会の言葉 長野県高体連副会長 丸山 直

・ 記念演武 三階芙蓉の間 壇上にて

14 :30-14 :40

演武者 国際武道大学講師 三村 由紀

・ 記念講演 二階芙蓉の間  14:50～ 16:00

演 題  「スポーツの構造の変化

―その背景について一」

講 師 0長野県バレーボール協会名誉会長

原   敏

・記念撮影 当日参加者 (290名 )が 5班に分

かれて撮影

・ 祝賀会  本館三階千歳の間16:30～17:30
司会 町井孝子 (SBCア ナウンサー)

・ 次 第

1)開会の言葉 長野県高体連副会長 窪田 孝美

2)会長挨拶  長野県高体連会長  本山 綱規

3)来賓祝辞  長野県教育委員会高校教育

課 長 斉藤 金司

4)車乞杯     長野県高等学校校長会長 北原  明

5)万歳三唱   長野県中学校体育連盟会長 小林 秀雄

6)閉会の言葉 長野県高体連副会長 佐藤 貞治

(2)あいさつ

長野県高体連会長  本山 綱規

長野県高等学校体育連盟が戦後の混乱期の中で

哄々の声をあげ、以来50年を経て、50周年記念式

典をここに執 り行 う運びとな りましたことに、深
い感慨と慶びを感 じます。

長野県高等学校体育連盟の発展充実のために心

を砕かれた、先輩各位や関係者の方々の一方なら

ぬ努力に心より感謝申し上げます。

長野冬季オ リンピック並びにパラリンピックの

成功も、スポーツ競技団体の一つとして、50年に

わた リスポーツの発展とその底辺の拡充に尽 くし

てきた高体連も、大いに寄与するところがあった

と考えます。20世紀の悼尾を飾るべ く、長野県高

等学校体育連盟は来年の冬にはスケー ト・ アイス

ホッケーのインターハイ、再来年にはスキーのイ
ンターハイを招致 し、その成功に向けて仕事を進

めてお ります。

この式典が、21世紀における高等学校体育連盟

のさらなる発展 と充実の第一歩 となることを願

い、旧に変わ らぬご支援 とご理解をお願い しつ

つ、挨拶といた します。

賞 状 大
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教育長  戸田 正明

本日は、長野県高等学校体育連盟五十周年記念

式典が盛大の挙行されますことを、心よりお祝い

申し上げます。功労者表彰を受けられます皆様方

にも心よりお祝申し上げます。

学校体育の保健体育は必修になってお り、ほと

んどの部分が学校の先生方に担われてお り、高体

連の競技スポーツの振興に始まりまして、今や社

会スポーツ・ 生涯スポーツすべての分野の大きな

礎をなす部分を高体連の先生方のお力に全てを背

負っていただいて来たところです。高体連の各大

会も運営規模が非常に大 きくなって来ました昨

今、手弁当で、奉仕的、献身的なお力を注がれ育

てて来られた先生方にとりましては、こんなに成

長 した姿を見て心よりお喜びの事と思います。

本県で開催されました、二十世紀最後の冬季オ

リンピックで、子供たちに大きな感動と夢と希望

と勇気を与えていただきました。そのような中で

本県の体育振興が着実に向上 し、県民の中に根付

いて来ている訳です。今後さらに高体連のお力を

いただきながら、体育振興に健康振興に御尽力を

賜 りますようお願い申し上げますと共に、長野県

高等学校体育連盟の益々のご発展と本日ご参列 さ

れてお ります皆様方の末長いご健勝を祈念申し上

げまして、私のお祝の言葉 とさせていただきま

す。
体育協会専務理事   平林 源治

本 日は、長野県高等学校体育連盟五十周年記

念、誠におめでとうございました。会長が所用の

ため欠席致 します。私、体育協会専務理事の平林

が代読させていただきます。「祝辞、この度、長

野県高等学校体育連盟が創立五十周年という大 き

な節目を迎えられますことは、誠に意義深 く心 よ

りお祝申し上げます。貴連盟は高校体育の振興 と
スポーツ文化の高揚 目的に昭和24年に創立され

数々の輝か しい実績を上げながら発展 して来られ

ました。この間、51年 のインターハイ開催、53年

の「やまびこ国体」成功への献身的な協力と、本

県へのスポーツ振興に寄与され年々充実されてい

ることは誠にご同慶に耐えません。これまでの歴

代会長さんを始め皆様方のスポーツに寄せる深い

理解と情熱は二十一世紀に輝 く伝統の誇 りです。
クラフト、クンス ト、クラールハイ トの深紅の

高体連旗のシンボルマークが有するところの力 と

技と明朗な精神が高い理想と希望に燃える大きな

多くの若人を育て、県民に明るく大きな活力とス

ポーツの素晴らしさを伝えてくれたことに心より

感謝申し上げます。長野オ リンピック●パラリン

ピックも感動の内に幕を閉 じました。生涯スポー

ツ時代を迎え、長野県においても県民皆スポーツ

事業を推進 してお りますが、この五十周年を大 き

なステップとされ高校
の体育スポーツの振興

を通 じて明るく、健や
かな長野県の未来を創

造すべく、更に一段の

躍進を祈念 しお祝の言

葉と致 します。

平成10年 11月 21日

財団法人長野県体育協

会会長

長野県知事

「吉村 午良」代読

表 彰 者 一 覧

ヽ 氏 名 役 職 ・ 歴 任 期 間 ヽ 氏 名 役 職 ・ 歴 任 期 間

1 山 田 石 男 会長 (昭和41～45年 ) 柴  韓 治郎 常任理事 (南信理事長)(昭和26～ 28033～34年

佐 藤 穂 次 会長 (昭和49年～51年 ) 28 竹 内不二雄 常任理事 (南信理事長)(昭和29～ 30年

丸 山 保 彦
会長 (昭和52年 )

理事長 (昭和34～39年 )

矢 島今朝 英 常任理事 (南信理事長)(昭和31～ 32年

九 山登一郎 常任理事 (東信理事長)(昭和33～51年

藤 森  慎 会長 (昭和54～56年 ) 降 旗 義 而 常任理事 (中信理事長)(昭和36年 )

小 出  武 副会長 (北信会長)(昭和40～ 42年 平 沢  浩 常任理事 (南信理事長)(昭和37～ 38年

薄 井 寛 介 副会長 (南信会長)(昭和41～42年 ) 宮 崎 荘 造 常任理事 (北信理事長)(昭和39～ 47年

7 中 村 優 造 副会長 (北信会長)(昭和43～44年 ) Jヽ 木 曽龍夫 常任理事 (南信理事長)(昭和41～42年

8 官 脇 昌 三 副会長 (東信会長 )(昭和46年 ) 赤 羽 幸 雄 常任理事 (南信理事長)(昭和43～44年

小 原 元 享 副会長 (中信会長)(昭和46年 ) 山 田 千 春 常任理事 (南信理事長)(昭和45～46年

庄 田 文 男 副会長 (東信会長)(昭和47～50年 ) 原 田 米 俊 常任理事 (南信理事長)(昭和47～48年

上 條  勲 副会長 (南信会長 )(昭和49～ 昭和50年 上 島  大 常任理事 (南信理事長)(昭和51～52年

塩 原 松 美 副会長 (東信会長 )(昭和51年 ) 油井孝一郎 常任理事 (東信理事長)(昭和52～ 56年

関 谷 一 郎 副会長 (南信会長)(昭和51～ 52年 竹 前  勝 専門委員長 (バ スケット) 昭和37～46年

平 林 忠 章 副会長 (東信会長 )(昭和52～ 55年 丸山 まきみ 専門委員長 (ソ フトテニス) 昭和32～ 51年

清 水 和 彦 副会長 (中信会長)(昭和52～ 53年 lヽ 林 貞 男 専門委員長 (ソ フトテニス) 昭和52～ 57年

牛 山 之 雄 副会長 (南信会長)(昭和53～ 54年 庵 谷 正 近 専門委員長 (バ レーボール) 昭和47～ 57年

17 北川原平造 副会長 (北信会長)(昭和55年 ) 和 田 圭 喜 専門委員長 (卓球 )(昭和34～ 54)

18 守 屋 隆 輔 副会長 (南信会長)(昭和55年 ) 藤 沢 美 恵 専門委員長 (体操 。女子)(昭和35～46年

19 高 野 禎 二 副会長 (北信会長)(昭和56～ 57年 香 山 田鶴 子 専門委員長 (体操 。女子)(昭和49～54年

春 日 輝 海 副会長 (南信会長)(昭和56年 ) 金 子  忍 専門委員長 (バ ドミントン) 昭和41～ 46年

小 林 盤 男 副会長 (東信会長 )(昭和57～ 58年 ) 長 浦 音 吉 専門委員長 (バ ドミントン)(昭和49～ 58年

川 上  輝 副会長 (南信会長 )(昭和57～ 58) 宮 本 金 作 専門委員長 (ス キー)(昭和32～43年 )

原 敏 評議委員・ 専門部長 (昭和54～ 59年 ) 鈴 木 忠 彦 専門委員長 (ス ケー ト)(昭和32～ 44年

北 沢 生 吉 理事長 (昭和46～ 48年 ) 丸 山 叔 孝 専門委員長 (テ ニス)(昭和47～ 52年 )

湯 本 宣 政 理事長 (昭和49～ 53) 丸 山  彰 専門委員長 (登山)(昭和44～51年 )

上 条 貞 雄 常任理事 (中信理事長)(昭和626年 ) 小宮 山泰 典 専門委員長 (ボ クシング)(平成元～6年

"
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・  ″ 4月  国際武道大学勤務

主な戦積

・ 昭和61年 (高 1)イ ンターハイ 3位
・ ″ 62年 (高 2)  ″   2位
・ ″ 63年 (高 3)  ″   優勝

・ ″ 63年    世界選手権優勝
・ 平成 2年      ″  優勝
・ ″ 4年      ″  優勝

・ ″ 8年      ″  優勝

式典で「五十四歩大」を演武する三村由起先生

(5)祝 賀 会

司会者 (町井孝子アナウンサー)の案内で定刻
どお り開会された。窪田孝美・ 県高体連副会長の

開会の言葉が発せられた瞬間に会場は一瞬静寂に

包まれた。が本山綱規、県高体連会長による開会
の挨拶は、式典が終了 したこともあって少々明る

さと、和やかさが感 じられた挨拶であった。続い

て来賓祝辞に移 り斉藤金司・ 県教育委員会高校教

育課長の挨拶があった、その中に記念演武を披露
してくれた三村由紀氏の高校時代の話を交え、五

十周年の長 き歴史を紐解いた感 じを受けると共
に、県高体連が更なる発展を遂げるように念 じた

内容の挨拶であった。乾杯は、北原明・県高等学

校校長会長の発声で行われた。乾杯の前の挨拶の

中に、この県高体連五十周年が自分にとって、感

無量の様子が舞々と感 じられた挨拶であ り、力強
い発声で、出席者239名 が会場全体を揺るがす ご

とく大きな発声の乾杯であった。テーブルの数、
25卓 にそれぞれの関係諸氏が集い、五十周年とい

う長きの歴史を語 り合 う姿は、会場を一気に和や
かな雰囲気に した。九山保彦元県高体連会長の挨

拶の中に「余命いくば くも無い我々が…感無量で

に)記念演武

演武名  「五十四歩大」

演武者 三村 由起 先生

略 歴

昭和45年 4月 5日 生

長野県東筑摩郡朝 日村出身

・ 平成元年 3月  松本深志高校卒

0 ″

● ″

● ″

″  4月  青山学院大学文学部入学

5年 3月 ″    卒業

5年 4月  筑波大学大学院体育研究科入学

10年 3月     ″ 終了

す。」という話があったが、80歳に近い高齢の元

役員も大勢最後まで思い出話などに花を咲かせて

いた。 1時間位の歓談の後、小林秀雄県中体連会

長の音頭で万歳三唱をし、佐藤貞治県高体連副会

長の閉会のあいさつで参加者、主催者共に一種の

感動と充実感を胸に散会 した。

祝賀会風景

3 50周年記念誌

本誌の編集委員、編集経過は次のようであった。

編集委員 県研究調査委員   清水 (委員長 )、

阿部、山下、

望月、為田

県会報編集委員長  西澤、平井

前事務局長 堀内

北信高体連史編集委員 依田、

北原、若林

事務局長 鈴木

編集会議 長野高校旧校舎の会議室で、基本的に

は前半 (午前)は会議、後半 (午後 )

に作業という日程で進めた。 9年度に

5回、10年度に 9回 (12月 現在)の編

集委員会を開催 した。実際の原稿執筆

や時間のかかる校正等の仕事は持ちか

えっての作業となった。その間に全国

高体連から依頼されたやは り50周年記

念の『全国高体連史』の長野県ページ

も執筆 した。前回の『長野県高体連

史』は 3年間かけて今回の倍以上の会

議をもって編集 した訳であるが、それ

に比べ今回は短時間の大変ハー ドスケ

ジュールであった。

発行部数と配本 1200部

県下全校の校長、教頭、体育科職員、

各専門委員長に購入販売を依頼 しその

ルー トだけで頒布 した。

4 記念講演の概要

演題「スポーツ構造の変化」

――その背景について一―

講演講師紹介

原  敏 先生

大正14年 12月 20日 生

長野県諏訪郡落合村平岡 出身

・ 昭和23年 3月  東京高師卒業

∬



・ 昭和23年 4月  岡谷東高校に教員として奉職

・ ″ 25年 4月  岡谷南高校に転任

・ ″ 26年8010月 インターハイ優勝・ 国体 2位

・ ″ 29年 4月 東京1贋天堂大学体育学部 3年

に編入

・ ″ 35年 4月  松本美須々ケ丘高校教論とな

る

・ ″ 47年 4月 諏訪二葉高等学校 教頭

・ ″ 54年 4月 須坂東高等学校 校長

・ ″ 56年 4月 中条高等学校 校長
0 ″ 58年 4月 茅野高等学校 校長

・ ″ 60年 3月 退職

・ ″ 61年 ″ 財団法人長野県バレーボール

協会設立 初代会長

・ 平成 4年 10月  文部大臣表彰 (体育普及新興

功労)受賞

・ ″ 9年 4月 0長 野県バレーボール協会名

誉会長 (現在に至る)

・ ″ 9年 11月  勲五等双光旭 日章 (教育功

労)受賞

① 時代概要・オリンピックについて

ご紹介いただきました、原敏でございます。こ

の栄誉ある日に記念講演ということで、大変おこ

がましく存 じてはお りますが、高体連の仲間の一

人ということで、許された時間内でお話をさせて

いただきます。 1時間という時間が区切られてお

明治 0大正・ 昭和 (戦前・戦後 )・ 平成 :

明

玩 6■ 1922邸 427
1866

大            昭
正            和

37 424445元 4 5 7 H 13 15 1515元

1911 1926
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りまして、皆様のお手元に差 し上げた資料は、普

通 3時間分かか りますが、これを 1時間にして申

し上げますのでお解 りにくいこともあろうかと思

います。丸山保彦先輩はじめ、お世話になった先

輩の前で話すのは話 しにくいのですが、お許 しね

がいたいと思います。

最初に「スポーツ構造の変化」と申し上げてご

ざいますが、スポーツの構造的変化と考えても良

いかと思います。歴史的な経過のなかでスポーツ

がひとつひとつ変わっていくのではなく、全体の

つなが りのなかで構造的にスポーツが変化 して今

日に至っているということでございます。表紙を

見ていただいて結論のようなことを先に申し上げ

時代概要 (1998 B Hara)

平
成

24 27 34 36 38 39 40 47 49 51 53 63 647E 10 10 12

ますが、明治・ 大正・ 昭和・ 平成と (ス ポーツの

今日にある姿というものも、当然歴史的な財産で

ございますので歴史的に今日の)歴史的なスポー

ツの構造が変化 してきたといってもよいかと思い

ます。

(中略 )

明治維新から終戦まで、約78年間、その間我が

国は明治22年の大日本帝国憲法、23年の教育勅語

に象徴されますように、その後、日清、日露、第

1次世界大戦、満洲事変、上海事変、支那事変、

第 2次世界太平洋戦争 と戦争の78年 であ りまし

た。そこで終戦になったときに私は大学にお りま

して、何を学ぶべきか、何を教えるべきか全 く分

か りませんでした。民主主義・ 平和・不戦の

三つをスポーツと結びつけるとどうなるのか

非常に戸惑った時代でございました。23年に

新卒で現場に来ました。かな り混乱 していま

したが、22年に日本国憲法、教育基本法が出

て理論的には方向は見えたのですが、しか し

ながら大変混乱 した時代であ りました。

明治30年、1896年に近代オ リンピックが開

催されてお ります。1996年、一昨年のア トラ

ンタオリンピックまでで26回 の100周 年を迎

えてお ります。その間に 3回ほど戦争により

オリンピックが行われなかったわけです。行

われなかったけれどもオリンピアー ドとして

は数えられて今日に至 リア トランタが26回・

シドニーが27回・ 28回 は古代オ リンピック発

祥の地アテネにいくとあいなっています。終

戦後の状況についてはそこにも書いておきま

したが、我が国で特筆すべきものは、昭和36

年のスポーツ振興法の制定、昭和39年の第18

回オ リンピック東京大会、1974年 オ リンピッ

ク憲章からアマチュアの文字が削除されたこ

とです。近代オ リンピックは古代オ リンピッ

クの精神を受け継いで、平和主義・ フレン ド

シップ・ ピースフルワール ド●インターナ

ショナルグッドウェル (国際的善意)そ して

4年に一度のスポーツフェスティバル、もう

ひとつアマチュアリズムアマチュアでなけれ

ば出場資格もない、要するにコマーシャル リ

ズムにのって金をもらった り、取った り、金

のためにスポーツをやる者はオ リンピック精

神から外れるということであ りました。

(中略 )

長野冬季オリンピック閉会式でのサマラン

チ IOC会長の言葉が印象的であ りました。

私は、サマランチ会長が先頭に立ってプロの

参加を進めてきたと思っていました。事実そ

うだと思いますが、閉会式の挨拶のなかでこ

のような事を言っています。「 デベ ロップメ

ントオブスポーツモラル」(ス ポーツ道徳性 )

十
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通訳は「スポーツ心」 と訳 しましたが、私はス

ポーツの持っている道徳性というものを大事に し

なければいけないと言ったんだと思います。その

後、 IOCは 地球上の万人のためのスポーツ「ス

ポーツフォーオール」、万人の健康のため「 ヘル

スフォーオール」、「 ピースフォーオール」 とい う

言葉を残 して帰 りました。やっていること、 と

言っていることが違 うと思いましたが、考えてみ

ればサマランチ会長がそ う言った事は、一つの反

省でもあ り救いでもあったと思っています。「デベ

ロップメン トオブスポーッモラル」「 スポー ツ

フォーオール」「 ヘルスフォーオール」「 ピース

フォーオール」これらは非常に印象的でございま

『保健体育審議会答申の概要』
学校における体育・
スポーツ・健康教育

家 庭 に お け る ス ポ ー ツ

1 体育

(1)基本的 目標
『親から子への健康教育』

。子供に運動や健康の価値を認識させ、基本的生活習慣や
人間形成の基礎を養う。生涯にわたって運動に規 し

む態度の育成
。運動好きから運動が得意を
めざす

。基礎的な体力・ 運動能力を
培う

。学校・ 学年に応 した体力の

向上と運動に親 しむ態度の

育成
(2)た くましく生きるための体力

の向上と豊かな人間性の育成
2 運動部活動
(1)外 部指導者活用、スポーツク

ラブ連携
12)勝 利至上主義による過重な練

習等の改善
(31国 際競技向上のための一貫指

導
(4)ス ポーツ障害の防止

(1)学 校保健 。学校安全 。学校給
食を総合的にとらえ、学校が

組織として一体的に取 り組む
0)学 校職員・ 学校医等による健

康教育実施体制の整備
(3)地 域学校保健委員会の設置お

よび活性化
4 教職員の役割と資質
(1)一 人一人の指導力の向上
(2)学 校医等の学校教育活動への

参画
5 施設 。設備
(1)総 合的な活用システム (体育

のニーズ・社会体育との連携 )

としての学校体育施設
②健康情報センター機能として

1 地域社会に望まれること
。スポーツ活動や健康の保持増進の取 り組みからの地域
連帯感の醸成・教育力の向上

。行政は、指導者の確保・ 活動の場の整備・情報活動 。

相談活動等を支援
2 地域のスポーツ環境づくり
(1)市 町村における指導者、施設、機会の充実

。スポーツ施設の質的充実と住民の視点に立った運営
。学校体育施設の開放型から共同利用型 (地域住民が主
体)へ

。ライフステージに応 じたスポーツ指導者の確保と効果
的な活用 。従事可能な措置

。スポーツ参加の促進のための相談指導体制整備、情報
提供、施設利用手続き簡素化

。スボーツクラブ育成の支援として総合型スポーツクラ
ブの育成、公共施設の拠点化

12)国 、都道府県、民間の支援
。国―施設整備、指導者育成、スポーツ団体育成、先導

的事業実施
。都道府県…市町村への指導、助言、援助、スポーツ施

設の整備と活用
。スポーツ団体一人間性豊かな指導者育成、地方公共団

体事業への協力
3 地域社会における健康学習

。住民の主体性や自主性を尊重して推進
。住民のニーズを把握 した学習機会の提供
。ライフステージに応した学習プログラムの工夫
。市町村教委の健康推進環境の整備と国。県による学習
プログラムの研究・ 支援

保健室

一般住民に貢献 (公開講座 )、

指導者養成
(2)競 技スボーツ

トップレベル選手が活躍 しや
すい環境

競技種 目重点化 (指導者・

選手の集中化)

した。

その下にパラリンピックの開会式のときに会長

が言われたこと、これは非常に感銘深かったので

書いておきましたが、「心 と体 と精神の融合」 と

言われた、心 と精神とどのように使い分け したか

本人から聞いたわけではありませんから分かりま

せんが推察するところ、心というのは感度、感 じ

方のことを言ったのではないかと思っています。

その下にバイアスロンをやった日の見えない人た

ちの戦いで優勝した小林深雪選手の言葉を載せて

おきました、彼女はこう言いました。『私は目が

見えなくても、やろうとすれば何でもできます』

やろうとすれば、日の見えないものでも何でも出

平 成 9年 9月 22日
体育課・ 保健厚生課

競 技 ス ポ ー ツ の 振 興

1 競技力向上 トータルシステムの構築
(1)ト ータルシステムの構成

。ジュニア期からの一貫指導を実現する
仕組の確立

。施設・設備の整備、コーチ・ スタッフ

等人材の育成
12)一 貫指導の実現

。素質ある選手の発見、スポーツ科学を
活用した トレーニング

。指導カリキュラムの策定、個々に応 じ
た指導

13)育 成拠点の整備
。ナショナルレベルの トレーニング拠点
の設置

。ジュニア期選手の生活地域での日常的
トレーニング拠点整備

“

)指導者の充実
。世界に目を向けた指導者、専門スタッ
フの養成

。国の財源援助によ中央競技団体の指導
者の専任化

(5)中 央競技団体等の在り方(10C、 日本体育協会)

。マネージメント・ マーケティング能力
の充実、組織充実

。スポーツ新興の観点から国民体育大会
の改善

2 国、地方の役割と企業からの支援の促進
(1)国 …競技方向上システムの構築

ナショナルレベルのトレーニングセンター設置
(2)都 道府県…公共施設の積極活用、ジュニ

ア期の育成
(3)企 業支援―スポーツヘの協賛拡大、支援

環境の整備

合

地域社 会 におけ るスポー ツ・ 健康

「 スポーツ。健康推進会議」
の 設 置

学校・家庭・ 地域社会・ 企業が連携し、地
域社会におけるスポーツ活動・健康づくり
を推進・定着化させるための組織
1 単位・組織
(1)地域主導による中学校区単位
(2)自 治体・ 各種団体・保健 。医療・ 福祉機

関等で連携
2 活動分野と活動内容
(1)分 野 ・ 児童生徒の健康増進

。地域のスポーツ振興
(2)内 容  ・ スボーツ・健康増進の機会・場の設定

。地域のスボーン・健康学習施設の運営
。ボランティア指導者・専門家の登録と紹介
。各種プログラムやイベントの企画。運営

生涯にわたる心身の健康教育の充実
。主体的な健康増進の必要性
。健康に関する教育。学習の充実
。健康に関する現代的課題 (薬物乱用・肥満等)への対応

生涯にわたるスポーツライ フの実現
。豊かなスポーツライフの実現  各ライフステージに応 じ

たスポーツを主体的・継
続的に実践 (女性 。障害

。スポーツを生活文化として定着 のある人のスポーツ実践 )

一 一
― ス 不 ― ン ヘ リ タ ほ な フ` か わ り ~~~

。みるスポーツヘの振興― TVス ポーツ専用チャンネル、子供か ら
の豊富な経験、観客への配慮

。スポーツヘの多様なかかわ リ ーボランティア振興、試合後の簡単

な交流

―

ス ホ ー ツ科 早 よ ひ 健 康 科 字 の 研 究 ・ 右 用 の 種 違
~~~~

。スボーン科学推進体制の整備 国立スボーツ科学センター、都道府
県にも相談部門設置

。現場に生かされる研究推進、スボーツ障害、アンチ。ドービング対
応、健康科学推進

∂δ

スポーツ科学及び健康科学の研究・活用の推進



来ます。2.5キ ロの雪道を 3周 回って 2回射撃を

して10発射って、 9発当てて金 メダルを取 って

『私はやろうとすれば何でもできます』 と言った

のです。私はやろうとしないから、なにもできな

いと思って反省 しました。

② 保体審答申について

「保健体育審議会の答申の概要」と書いてあ り

ますが、審議会がこうい う形で出 した構造だと

思っています。このように出したのははじめてで

あ り、しかも「生涯にわたる心身の健康教育の充

実」と「生涯にわたるスポーツライフの実現」 と

い うことが、真ん中に据えてあ ります。これがこ

の答申の中核であると思ってお ります。

また、競技スポーツの振興 ということがござい

ます。これがひとつの局、真ん中の生涯スポー

ツ、生涯体育、生涯の健康 というのが国民一人一

人にとってのスポーツ・ 体育とい うのが、真ん中
の局左側に学校に関することが書かれてお ります
が、これが第 3の局、 3局構造と言 うふ うに考え
ていいのではないかと思います。中核になってい

る生涯スポーツの「地域社会におけるスポーツ・

健康」とい うのがあ りますが、これは生涯スポー

ツの土台と考えていいのではないか。家庭におけ
るスポーツというのがあ りますが、これが少 し薄
いんです。本当はもっとここが厚 くなければいけ

ない。家庭に於ける子供の過程 といものが、もっ

と重い形で示された方がよかったのではないか と

思います。土台といった地域社会に於けるスポー

ツというのは、我が国においては、非常に遅れて

いると思っています。本県においてもそのように

言えます。すべての県民のための生涯スポーツ・

生涯体育を考えた場合に、「地域社会におけるス

ポーツ・ 健康」の振興というようなものが非常に

遅れています。その右側に「スポーツ・健康推進

会議」と書いてあ りますが、これはただ市町村に

頑張れといってもだめであ り、市町村がいかに自
らこれを推進 していくべきなのか、自らの考え方
でこれを決めていかなければならないであろうと
いうことだと思います。

次に、「スポーッ科学および健康科学の研究・

活用の推進」とあ りますが、これは研究機関・ 大

学あるいは本県でいいます と体育センター等の

負った使命で、健康あるいはスポーツに関する大

学も非常に変わ りつつあ ります。変わ りつつある

というのは、体育学部 としてスポーツをした り、

健康・ 保健を論 じた りするを乗 り越えて、今ス

ポーツの科学あるいは、健康の科学 (ヘルスサイ
エンス)と いうものに真剣に取 り組んでいこうと

してお ります。これは本県では体育センターがど
のように使命を負っていったらよいのかというこ

とであ ります。

3局のうちの学校についてですが、「学校にお

ける体育・ スポーツ・ 健康教育」と中点で結んで

あ りますが、私はこれはおか しいと思います。何

故か と言 うと体育 (フ ィジカルエデュケイショ
ン)健康教育 (ヘ ルスエデュケイション)こ れは

目的語なのです。スポーツというのはここでは教

材なのです。 これには異論 もあるか と思います

が、私はこういう並べ方ではなくて「体育、健康

教育」&「教材としてのスポーツ」と書 くべきも

のであろうと思います。もうひとつ「学校の体育

基本目標」のところで、「生涯にわたって運動に親

しむ態度の育成」とあ りますが、態度の育成とい

う表現はおか しいと思います。態度とい うのは、

状況に応 じて反応 した り、自己の感情や意志を表

す状態をいうわけです。態度では生涯スポーツと

つながっていきません。習慣あるいは能力とか資

質といったものを養っていく事だと重います。

③ 生涯教育・生涯体育について

そもそも、地球上で生涯スポーツを提唱 したの

は西 ドイツであ ります。1960年頃、ゴールデンプ

ランと言 うものを出しました。わが国は追いかけ

るようにして東京オ リンピックに向かって昭和36

年にスポーツ振興法を制定をしました。国の段階
ではかな り進んでお りますが市町村段階に降 りて

きますと都道府県はスポーツ振興審議会を法律に

より設置 し、審議の上、本県もただ今来年の 3月
に向かって、21世紀に向かっての本県のスポーツ

振興の在 り方について諮問がなされ今答申を検討

中であ ります。

市町村のスポーツ振興法にスポーツ振興審議会

を設置することが望ましいとなっています。望ま

しいと言 うと日本人はや りません。長野県約120

の市町村があ ります、スポーツ振興審議会の在 る

のは10の市町村です。あと約110は 取 り組みが成

されていないように感 じています。

私の見ている範囲では市町村民の健康、あるいは

生涯スポーツをどうするかというようなことを、

本当に真剣に考えている市町村が幾つ在るのか と

非常に心配を してお ります。県の教育委員会にも

その心配の旨は申し上げて、県の教育委員会も鋭

意指導に力を尽 くされることと思ってお ります。
この生涯教育とか、生涯体育というものがどう

いう経緯で出てきたかについて、書いておきまし

たのであとでご覧おきください。昭和52年 、「生

涯教育についての答申」(中央教育審議会 )と い

うのがあ ります。そこで生涯学習の定義付がされ

ています。

式典で講演する原先生
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(中略 )

西 ドイツのゴールデンプランから遅れること30

数年、生涯スポーツ課というのは生涯スポーツの

新興を行っておるわけであ りますが、国体の向こ

うを張って、スポーツレクリエーション祭とい う

大きな祭 りをやってお ります。 1年に 1回お祭 り

をやれば生涯スポーツが出来るとは考えていない

と思いますが、そのように考えているとしたら大

きな間違いです。市町村においても、 1年に何回

お祭 りをやればそれで教育行政のうちの体育に関

するものは責任を果た したというような向きがあ

りますが、これはとんでもないことだとおもって

お ります。

県民の意識を高めそのような場を設定 し、それを

援助 し、それを奨励 していくということが非常に

重大だと思ってお ります。

(中略 )

先般来、社会教育主事スポーツ担当という先生

方が各市町村へ張 りついて大変苦労されました。

学校と社会と相互乗 り入れをしていくような、あ

るいは、相互に力を貸 しあ うようなこ事を地域で

進めていかなければいけないのではないでしょう

か。

高体連の本山会長さんとご一緒する機会があ

り、会長さんは「高等学校も入学試験の方法を少

し考えて、スポーツの堪能なものを 5人 ぐらい毎

年入れて行ったらどうだろ う、音楽の出来る人

も、あるいは演劇の出来る人も、場合によっては

とんでもないことが出来るような人もいれてみた

らどうだろう」とおつしゃり、私は驚きました。

大学入試は今変わろうとしています、高校を含め

た入試の在 り方も大きく変わることが大事でない

かと思います。

最後に、ノーベル文学賞もらわれた大江健二郎

さんという方とご一緒になる機会があ り、後で彼

の 3万 5千語 ぐらいの講演文を読ませていただき

ました。その中で、「 日本は何事もあいまいだ」

と言っています。今ここで、我々日本人がもう一

度考えなければいけないことは、本当の民主主

義、不戦の決意を新たにすることです。真の民主

主義の言葉を彼が出してきた意図を、我々は考え

なければいけないと思います。予算の多 くを、教

育に使っていけば 日本は変わるんではないか と

思っています。

一番最後に、サマランチ会長が言ったことをも

う一度申し上げます。

「デベロップメント オブ スポーッモラル」、

今から10年 ぐらい前に北京でアジア大会が行われ

ました。その時の選手宣誓の言葉の中に「スポー

ツ道徳精神に基づいて堂 々と競技 します」 と聞

き、私はびっくりしました。さすが儒教の国中国

だと思いました。

サマランチ会長が閉会式でいった「スポーッ

心」それは教育の場で教えていかなければいけな

い大事なことの一つだろうと思います。スポーツ

の道徳性 とは色々のとらえ方があると思います

が、一番目は人権思想、人権を尊ぶ、二番目には

正義感、正 しいものを正 しいとして悪いものを排

除 していくと言 う心、二番 目には公正の精神、公

正・ 公平というものだと思います。

その道徳性というものはルールや規則や、審判法

を優先 して存在 していると思っているのです。

言葉の足 りないところは皆様の英知で資料から

読み取っていただ くことをお願いを申し上げて、

講演を終わらせていただきます、あ りが とうござ

いました。

19604Fξ頁

1961(1召 36)
1964(昭 39)
1965(「召40)

1965(1召 40)

1967(蘭目42)

1971(「召46)

1972(昭 47)

『生涯教育

甲長鵠ゐ翼窪詑犀プ昌農五笙易旱話退化現象を防
止するための方策」
スポーツ振興法制定
東京オ リンピック開催
生涯教育論提起
ユネスコ第 3回成人教育推進国際会議
国民体力つ くり国民会議

スウェーデン,西 ドイツ,イ ギ リス,ア メリカ
,

東欧諸国,日 本にも波及

キ杢麓裏書語窺点から全教育体系を総合的に整備
することについて更に検討する」提言
経済審議会教育文化専門委員会
「生涯教育論の背景」
⑦銭牟筆薪f識蓬髪花「情報化,都市化,国際化
④平均寿命の延長
◎生活向上一生産。所得向上

生涯体育』

1972(昭 47)

1977(昭 52)

②学校教育の限界
保健体育審議会答申
「生涯体育の観点からの施策目標」
⑦体育・ スポーツ施設整備
④体育・ スポーツヘの参加促進
◎指導者の養成 。確保と指導体制の確立

○学校体育の充実
①研究体制整備
②資金の確保と運用
Э関係省庁の協力体制の確立
生涯教育について答申
中央教育審議会
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自由時間の増大
デモクラシーの要請

会主義の実現
水準の高度化

1988(「召63) 文部省体育局改組

スポーツ課く〔
=妻緩食事二

`肇
スポ レクラ

θ∂

(紙数の関係で講演の一部のみ掲載させていただきました。編集委員会)



第 3章

長野県高等学校体育連盟の沿革



長野県高等学校体育連盟年次別役員一覧表

年
度

事局
務校

長野工業高等学校 長野工業高等学校 長野工業高等学校長野工業高等学校長野工業高等学校長野工業高等学校長野工業高等学校

△
ム
ＦＸ

西村 文雄(長 工) 西村 文雄(長 工 ) 西村 文雄(長 工 ) 西村 文雄(長 工 ) 西村 文雄(長 工 ) 西村 文雄(長 工) 田中 実(松 工 )

副
　
本
バ
　
長

丸山 諒男(染 谷丘)

森正  勝(松本市立)

北原  順(上 伊農)

中沢睦次郎(上田松尾)

古
同 野 豊丈(千

実(松

曲)

田中 工)

絶田茂太郎(岡  東)

高野 豊丈(千  曲)

平林 圭介(県 ケ丘)

大田 勇愛(伊 那北)

高野 豊丈(千  曲)

平林 圭介(県 ケ丘)

大田 勇愛(伊 那 1ヒ )

川日横三郎(日  田)

田中  実(松  工)

水上 正広(飯 田高松)

川口横三郎(臼  田)

西村 文雄(長  工)

大森  栄(風  越)

理
事
長

刈間今朝雄(長   工) 刈間今朝雄(長  工) 刈間今朝雄(長  工) 刈間今朝雄(長  工) 刈間今朝雄(長  工) 刈間今朝雄(長   工) 刈間今朝雄(長  工)

副事
理長 宮坂 仁吾(上 田松尾)

常
任
理
事

半田  実(染 谷工) 内堀 純一(小 諸実)

坂

条

韓

宮

上

柴

仁吾(上田松尾)

貞雄(松  工)

治郎(上 伊農)

官坂 仁吾(上田松尾)

小林 英雄(深  志)

仝  左 (伊 郡北)

宮坂 仁吾(上田松尾)

小林 英雄(深  志)

仝  左 (伊 那北)

宮坂 仁吾(上田松尾)

竹内不二雄(松  工)

鶴川 千里(飯 日高松)

宮坂 仁吾(上田松尾)

竹内不二雄(松  工)

鶴川 千里(飯田高松)

幹

事

田

見

村

広

鷲

中

金平(長

はな(

茂雄(

工)

)

)

広田 金平(長  工)

鷲見 はな( ″ )
山本 吉夫( ″ )

広田 金平(長  工)

中村 茂雄( ″  )

広田 金平(長

中村 茂雄(

篠原 良枝(

吉村 智子(

工)

)

)

)

広田 金平(長

茂雄( ″

工)

中村 )

油井孝一郎( ″ )
吉村 智子( )

広田 金平{長

中村 茂雄(

篠原 良枝(

工)

)

)

広田 金平(長  工)

吉水 智子( ″ )
西沢 敬子( ″ )

年
度

局
校

事
務 長野工業高等学校長野工業高等学校長野工業高等学校長野商業高等学校長野商業高等学校長野商業高等学校長野商業高等学校

会

長 西村 文雄(長 工) 塚田 隆雄(長 野) 塚田 隆雄(長 野) 更級 勉(長 商) 更級 勉(長 商) 新田 稔(長 商) 新田 稔(長 商)

副
　
本
ム
　
長

川|口 横二郎(臼  田)

薄井 慎吾(蟻 ケ崎)

久保田文雄(諏  実)

川口横三郎(臼  田)

薄井 慎吾(蟻 ケ崎)

久保田文雄(諏  実)

大草 英雄(千  曲)

薄井 慎吾(蟻 ケ崎)

宇野 勝房(赤  穂)

草

井

野

大

薄

宇

英雄(千   曲)

慎吾(蟻 ケ崎)

勝房(赤  穂)

川

井

藤

早

薄

伊

勝(岩 村田)

慎吾(蟻 ケ崎)

昌治(下 伊農)

川

井

藤

早

薄

伊

勝(岩 村田)

慎吾(蟻 ケ崎)

昌治(下 伊農)

小林 俊直(野 沢 1ヒ )

平林 圭介(深  志)

宇野 勝房(二  葉)

理
事
長

刈間今朝雄(長  工) 刈間今朝雄(長   工) 刈間今朝雄(長  I) 丸山 保彦(長 商) 九山 保彦(長 商) 丸山 保彦(長 商) 丸山 保彦(長 商)

副事
理長

宮坂 仁吾(上田松尾) 宮坂 仁吾(上 田松尾) 宮坂 仁吾(上 田松尾) 宮坂 仁吾(上 田松尾) 宮坂 仁吾(上 田松尾) 宮坂 仁吾(上田松尾) 宮坂 仁吾(上田松尾)

常
任
理
事

宮坂 仁吾(上日松尾)

百瀬謙之助(蟻 ケ崎)

矢島今朝英(永  明)

宮坂 仁吾(上田松尾)

北沢 生吉(長  野)

百瀬謙之助(蟻 ケ崎)

矢島今朝英(永   明)

丸山登一郎(千  曲)

北沢 生吉(長  野)

西沢 守一(穂  高)

柴韓 治郎(伊 郡北)

九山登一郎(千  曲)

小林 英雄(美 須 )々

柴韓 治郎(伊 那 1ヒ )

丸山登一郎(千  曲)

掛川理三郎(蟻 ケ崎)

春日 友衛(下 伊農)

丸山登一郎(千

降旗 義而(深

春日 友衛(下

曲

　

　

士
心

農伊

丸山登一郎(千

宮沢 喜義(深

平沢  浩(岡

ハ
ロ
　
　
　
　
士

′じ、
　
き
パ

幹

事

広田 金平(長  I)
中村 助夫( ″  )

山本 善一( ″  )

古沢 智子( ″ )
西沢 敬子( ″ )

藤沢 武夫(長  野)

田中 直利(長  工)

荒井 刻雄( )

中村 助夫{ )

山本 喜―
( )

)広田 金平(

荒井 刻雄(長

中村 助夫(

山本 喜―
(

広田 金平(

工)

)

)

)

青木徳治郎(長  商)

土屋 扶雄( ″ )
清水 泰雄( ″ )
笠原 隆明( ″  )

竹内 一夫(長

土屋 扶雄(

清水 泰雄(

菊池 光雄(

商)

)

)

)

竹内 一夫(長

土屋 扶雄(

清水 泰雄(

菊池 光雄(

菱田  宏(

商)

)

)

)

)

竹内 一夫(長  商)

土屋 扶雄( ″ )
清水 泰雄( ″ )
菊池 光雄(  ″  )

菱田  宏( ″ )

θθ



年

度

事局
務校 長野商業高等学校 長野商業高等学校 松本県ケ丘高等学校 松本県ケ丘高等学校 松本県ケ丘高等学校松本県ケ丘高等学校 松本県ケ丘高等学校

会

長 久保田文雄(長  商) 久保田文雄(長  商) 宮下 清計(県 ケ丘) 山田 石男(県 ケ丘) 山田 石男(県 ケ丘) 山田 石男(県 ケ丘) 山田 石男(県 ケ丘)

副
　
会
　
長

小林 俊直(野 沢北)

平林 圭介(深  志)

河野 文夫(岡  東)

林

下

藤

小

宮

加

俊直(野 沢北)

清計(県 ケ丘)

裕(弥 生丘)

小林 俊直(野 沢 1ヒ )

小出  武(長  野)

加藤  裕(弥 生丘)

林

出

井

小

小

薄

俊直(野 沢北)

武(長  野)

寛介(風  越)

小林 俊直(野 沢 1ヒ )

小出  武(長  野)

薄井 寛介(風  越)

林

村

屋

小

中

守

俊直(野 沢北)

優造(長  野)

新助(二  葉)

小林 俊直(野 沢 1ヒ )

中村 優造(長  野)

守屋 新助(二  葉)

理
事
長

丸山 保彦(長  商) 丸山 保彦(長  商) 三村 成美(県 ケ丘) 三村 成美(県 ケ丘) 三村 成美(県 ケ丘) 三村 成美(県 ケ丘) 三村 成美(県 ケ丘)

副事
理長

宮坂 仁吾(上 田) 宮坂 仁吾(上 田) 官坂 仁吾(上 田) 官坂 仁吾(上 田) 丸山登一郎(千  曲) 丸山登一郎(千  曲) 丸山登一郎(千  曲)

常
任
理
事

丸山登一郎(千  曲)

宮沢 喜義(深  志)

平沢  浩(岡  東)

丸山登一郎(千  曲)

宮崎 荘造(長  野)

牛山 順男(弥 生丘)

丸山登一郎(千  曲)

宮崎 荘造(長  野)

牛山 願男(弥 生丘)

丸山登一郎(千  曲)

宮崎 荘造(長  野)

小木曽竜夫(風  越)

宮崎 荘造(長  野)

小木曽竜夫(風  越)

宮崎 荘造(長

赤羽 幸雄(二

野

葉

宮崎 荘造(長  野)

赤羽 幸雄(二  葉)

幹

事

竹内 一夫(長  商)

土屋 扶雄( ″ )
清水 泰雄( ″ )

菱田  宏( ″ )

宮坂 正篤( ″ )

酒井 郁子( ″ )

丸山  弘(長  商)

土屋 扶雄( ″ )
小山 修司( ″ )
石田 和増( ″ )

宮坂 正篤( ″ )
酒井 郁子( ″ )

佐 木々利平(県 ケ丘)

福村 武雄( ″ )
宮城 文治( ″ )

茅野 禎男( ″ )

青木 伴文( ″ )

宮沢 妙子( ″ )

佐 木々利平(県 ケ丘)

福村 武雄( ″ )
官城 文治( ″ )

茅野 禎男( ″ )

青木 伴文( ″ )

宮沢 妙子( ″ )

佐 木々利平(県 ケ丘)

三沢 政近( ″ )
官城 文治( ″ )
茅野 禎男( ″ )

奈良井宏美( ″ )

宮沢 妙子( ″ )

佐 木々利平(県 ケ丘)

三沢 政近( ″ )
官城 文治( ″ )
茅野 禎男( ″ )

奈良井宏美( ″ )
宮沢 妙子( ″ )

高野 正己(県 ケ丘)

三沢 政近( ″ )
宮城 文治( ″ )

茅野 禎男( ″ )
奈良井宏美( ″ )
宮沢 妙子( ″ )

年
度

局
校

事
務 松本県ケ丘高等学校 長 野 高 等 学 校 長 野 高 等 学 校 長 野 高 等 学 校 長野西高等学校長野西高等学校 長野西高等学校

△
バ
Ｆヌ

山田 石男(県 ケ丘) 中村 博二(長 野) 中村 博二(長  野) 中村 博二(長  野) 佐藤 穂次(長 野西) 佐藤 穂次(長 野西) 佐藤 穂次(長 野西)

副
　
〈
バ
　
長

林

村

島

小

中

生

俊直(野 沢北)

博二(長  野)

三男(赤  穂)

脇

原

沢

官

小

小

昌三(染 谷丘)

元享(美 須 )々

国雄(赤  穂)

田

田

田

庄

塚

平

文雄(千  曲)

元好(美 須 )々

英夫(飯田長姫)

文雄(千  曲)

元好(美 須 )々

英夫(飯 田長姫)

庄田

田

田

塚

平

庄田 文雄(千  曲)

塚原 森夫(美 須 )々

上条  勲(茅  野)

田

原

条

庄

塚

上

文雄(千  曲)

森夫(美 須 )々

勲(茅  野)

原

原

谷

塩

塚

関

松美(千  曲)

森夫(美 須 )々

一郎(辰  野)

理
事
長

三村 成美(県 ケ丘) 北沢 生吉(長 野) 北沢 生吉(長 野) 北沢 生吉(長 野) 湯本 宣政(長 野西) 湯本 宣政(長 野西) 湯本 宣政(長 野西)

事
長

副
理

丸山登一郎(千  曲) 丸山登一郎(千  曲) 丸山登一郎(千  曲) 丸山登一郎(千  曲) 丸山登一郎(千  曲) 丸山登一郎(千  曲) 丸山登一郎(千  曲)

常
任
理
事

宮崎 荘造(長  野)

山田 千春(赤  穂)

宮崎 荘造(長  野)

北村 喜男(美 須 )々

山田 千春(赤  穂)

崎

村

田

官

北

原

荘造(長  野)

喜男(美 須 )々

米俊(飯田長姫)

宮本 迪彦(長 野西)

北村 喜男(美 須 )々

原田 米俊(飯田長姫)

宮本 迪彦(長 野西)

北村 喜男(美 須 )々

為田 勝美(茅  野)

本

村

田

宮

北

為

迪彦(長 野西)

喜男(美 須 )々

勝美(茅  野)

宮本 迪彦(長 野西)

北村 喜男(美 須 )々

大島  大(辰  野)

幹

事

高野 正己(県 ケ丘)

三沢 政近( ″ )

伊藤 昭治( ″  )

茅野 禎男( ″ )

奈良井宏美( ″ )

宮沢 妙子( ″ )

甲崎  元(長  野)

菊池 光雄( ″ )

依田 良春( ″  )

山岸 重夫( ″ )

原  哲夫( ″ )
下城 公一( ″ )
塚田  勲( ″ )

福沢  敏( ″ )

甲崎  元(長  野)

菊池 光雄( ″ )

依田 良春( ″ )

山岸 重夫( ″ )

原  哲夫( ″ )
下城 公一( ″ )

塚田  勲( ″ )
福沢  敏( ″ )

甲崎  元(長  野)

菊池 光雄( ″ )

依田 良春( ″ )

山岸 重夫( ″ )

原  哲夫( ″ )

佐野 啓明( ″ )

曜景 謝 ;|

三井  晋(長 野西)

大谷 裕雄( ″ )

斉藤 節朗( ″ )

香山田鶴子( ″ )

丸山 満雄( ″ )
牛村 一雄( ″ )

飽田 次雄( ″ )
荒井 瀧衛( ″ )

寺島 愛子( ″ )

奎1■
長

;劉

斉藤 節朗( ″ )

香山田鶴子( ″ )

高野 明子( ″ )
小島 和英( ″ )

深井 真一( ″ )

荒井 瀧衛( ″ )

寺島 愛子( ″ )

玉井  厚( ″ )

大谷 裕雄(長 野西)

三井  晋( ″ )

斉藤 節朗( ″ )
香山田鶴子( ″ )

高野 明子( ″ )

小島 和英( ″ )
深井 真―( ″ )

荒井 瀧衛( ″ )

寺島 愛子( ″ )
玉井  厚( ″ )

イθ



年
度

局
校

事
務 長野西高等学校 長野西高等学校 松本県ケ丘高等学校 松本県ケ丘高等学校 松本県ケ丘高等学校松本県ケ丘高等学校長野吉田高等学校

会

長 丸山 保彦(長野吉田) 栗田  寛(長 野西) 藤森  慎(県 ケ丘) 藤森  慎(県 ケ丘) 丘)藤森 慎(県 ケ 市村順太郎(県 ケ丘) 平松  円1(長野吉田)

副
　
〈
バ
　
長

林

谷

水

平

関

清

忠章(小  商)

一郎(辰  野)

和彦(美 須 )々

平林 忠章(小  商)

牛山 之雄(飯  田)

清水 和彦(美 須 )々

平林 忠章(小  商)

牛山 之雄(飯  田)

栗田  寛(長 野西)

平林 忠章(小  商)

北川原平造(長野吉田)

守屋 隆輔(岡  南)

酒井  清(小  商)

高野 禎二(長野吉田)

春日 輝海(岡  南)

林

野

上

小

昔
同

川

盤男(小  諸)

禎二(長野吉田)

輝(箕  工)

小林 盤男(小  諸)

秋山 昭夫(豊  科)

川上  輝(箕  工)

理
事
長

湯本 宣政(長 野西) 湯本 宣政(長 野西) 伊藤 昭治(県 ケ丘) 伊藤 昭治(県 ケ丘) 伊藤 昭治(県 ケ丘) 伊藤 昭治(県 ケ丘) 渡辺 伊八(長野吉田)

事
長

副
理 北村 喜男(美 須 )々 油井孝一郎(小  商) 油井孝一郎(小  商) 油井孝一郎(小  商) 油井孝一郎(小  商) 渡辺 伊八(長野吉田) 小林 靖(Jヽ 諸)

常
任
理
事

渡辺 伊八(長野吉田)

油井孝一郎(小  商)

大島  大(辰  野)

辺

村

庭

渡

北

岡

伊八(長野吉田)

喜男(美 須 )々

巴(飯  田)

辺

野

庭

渡

茅

岡

伊八(長野吉田)

禎男(蟻 ケ崎)

巴(飯  田)

辺

野

山

渡

茅

牛

伊八(長野吉田)

禎男(蟻 ケ崎)

雅弘(岡  南)

辺

野

山

渡

茅

牛

伊八(長野吉田)

禎男(蟻 ケ崎)

雅弘(岡  南)

林

野

出

小

茅

小

靖(4ヽ  諸)

禎男(蟻 ケ崎)

勉(箕  工)

裕元(豊  科)

禎男(蟻 ケ崎)

藤

野

伊

茅

幹

事

宮本 迪彦(長 野西)

坂本  保( ″ )
斉藤 節朗( ″ )
香山田鶴子( ″ )
高野 明子( ″ )
小島 和英( ″ )
深井 真一( ″ )
荒井 瀧衛( ″ )
寺島 愛子( ″ )
三井  厚( ″ )

宮本 迪彦(長 野西)

坂本  保( ″ )
斉藤 節朗( ″ )
香山田鶴子( ″ )
高野 明子( ″ )
小島 和英( ″ )
深井 真一( ″ )
荒井 瀧衛( ″ )
寺島 愛子( ″ )
玉井  厚( ″ )

高野 正己(県 ケ丘)

山崎 正治( ″ )
横川  勉( ″ )
戸塚 国彦( ″ )
米倉  誠( ″ )
小島喜美雄( ″ )

高野 正己(県 ケ丘)

山崎 正治( ″ )
横川  勉(  ″  )

戸塚 国彦( ″  )

米倉  誠( ″ )
小島喜美雄( ″ )
岩波 文人( ″ )

内川 泰男(県 ケ丘)

山崎 正治( ″ )
横川  勉(  ″  )

戸塚 国彦( ″ )
米倉  誠( ″ )
小島喜美雄( ″ )
小林 明子( ″ )

内川 泰男(県 ケ丘)

山崎 正治( ″ )
横川  勉(  ″  )

戸塚 国彦( ″  )

米倉  誠( ″ )
小島喜美雄( ″ )
小林 明子( ″ )

御所窪正義(長野吉田)

千葉 民雄( ″ )
石坂喜久雄( ″ )
牛村 一雄( ″ )
町田 暁世( ″ )
滝沢 啓郎( ″ )
小沢 清光( ″ )
杉本 秀男( ″ )

年
度

局
校

事
務 長野吉田高等学校 長野吉田高等学校 長野吉田高等学校

△
ム
Ｆヌ

平松  剛(長野吉田) 平松  剛(長野吉田) 平松  剛(長野吉田)

副
　
△
ム
　
長

池田 清作(小  諸)

秋山 昭夫(豊  科)

久保田泰正(下 伊農)

池田 清作(小  諸)

小須田清雅(豊  科)

福田 芳典(篠 ノ井)

久保田泰正(下 伊農)

池田 清作(小  諸)

小須田清雅(豊  科)

福田 芳典(篠 ノ井)

西沢 照夫(諏  実)

理
事
長

渡辺 伊八(長野吉田) 渡辺 伊八(長野吉田) 渡辺 伊八(長野吉田)

事
長

副
理 諸)靖(」

ヽ小林 諸)小林 靖(4ヽ 小林  靖(小  諸)

常
任
理
事

伊藤 裕元(豊  科)

福島 康人(下 伊農)

伊藤 裕元(豊  科)

福島 康人(下 伊農)

三井 重遠(篠 ノ井)

伊藤 裕元(豊  科)

北沢 忠義(諏  実)

玉井 重遠(篠 ノ井)

幹

事

御所窪正義(長野吉田)

千葉 民雄( ″ )
石坂喜久雄( ″ )
牛村 一雄( ″ )
町田 晩世( ″ )
滝沢 啓郎( ″ )
佐藤 清光( ″ )
杉本 秀男( ″ )

野村 孝雄( ″ )
和田 信子( ″ )

御所窪正義(長野吉田)

千葉 民雄( ″ )
福沢  貴( ″ )
牛村 一雄( ″ )
町田 暁世( ″ )
滝沢 啓郎( ″ )
佐藤 清光( ″ )
杉本 秀男( ″ )
野村 孝雄( ″ )
和田 信子( ″ )

御所窪正義(長野吉田)

千葉 民雄( ″  )

福沢  貴( ″ )
本沢 茂人( ″  )

町田 暁世( ″  )

滝沢 啓郎( ″ )
佐藤 清光( ″  )

杉本 秀男( ″  )

野村 孝雄( ″  )

和田 信子( ″  )

年

度 平成 1 2

事局
務校

長 野 吉 田 諏 訪 二 葉 諏 訪 二 葉 諏 訪 二 葉

会
長 高 橋 重 造 小  林   仁 小  林   仁 小  林   仁

副
　
本
バ
　
長

福田 芳典(篠 ノ井)

小須田清雅(豊  科)

西沢 照夫(諏訪実業)

牧野 昌泰(丸 子実業)

百瀬 安人(須  坂)

井出 健次(松本深志)

武田 良寛(伊 郡北)

牧野 昌泰(丸子実業)

坂本 明由(須  坂)

春日 親夫(松 本深志)

武田 良寛(伊 郡1ヒ )

北野  進(岩 村田)

坂ホ 明由(須  坂)

中山  茂(田   川)

松下  勲(飯田風越)

北野  進(岩 村田)

理
事

長
渡辺 伊八(長 野吉田) 両角 千明(諏訪二葉) 両角 千明(諏 訪二葉) 両角 千明(諏訪二葉)

事
長

副
理 玉井 重遠(篠 ノ井) 石坂喜久雄(須  坂) 石坂喜久雄{須  坂) 石坂喜久雄(須  坂)

常
任
理
事

伊藤 裕元(豊  科)

北沢 忠義(諏訪実業)

赤羽福次郎(丸 子実業)

宮城 文治(松本深志)

城田 忠承{伊 那北)

赤羽福次郎(丸子実業)

宮城 文治(松本深志)

城田 忠承(伊 郡北)

柏木 嘉雄(岩 村田)

山崎 正治(田  川)

坂巻 道弘(飯 田風越)

柏木 喜雄(岩 村田)

監

事

金井 周三(穂高商業)

栗澤 祐治(阿  南)

依田 恒雄(上 田東)

小松 敬弘(皐   月)

金井 周三(穂高商業)

中山  茂(諏訪清陵)

高田 富生(望   月)

神津  昭(須坂園芸)

原   淳(穂高商業)

持田 明夫(諏 訪清陵)

高田 富生(望   月)

伊藤  修(須 坂園芸)

竹内  一
(塩   尻)

上平慶治(下 諏訪向陽)

安江 昭祐(上 田東)

伊藤  悟(須 坂商業)

幹

事

町田 暁世(長 野吉田)

篠塚 茂則( ″  )

福沢  貴( ″ )
御所窪正義( ″  )

千葉 民雄( ″ )
本沢 茂人( ″  )

古沢 和代( ″  )

海川  章(  ″  )

野村 孝雄( ″ )

小島  功(諏訪二葉)

笠原  浩( ″  )
牛山 雅弘( ″ )
小口 和子( ″ )
樋ロ ー正( ″ )
深沢  香( ″ )
小林 正良( ″ )
樋日 妙子( ″  )

小島  功(諏訪二葉)

笠原  浩( ″ )
牛山 雅弘( ″ )
小日 和子( ″ )
樋日 一正( ″ )
大平 忠―( ″  )

小林 正良( ″ )
樋口 炒子( ″  )

小島  功(諏訪二葉)

笠原  浩( ″ )
牛山 雅弘( ″ )
小口 和子( ″ )
秋山 兼節( ″ )
樋口 炒子( ″  )

イ′



年

度 3 4 5 6 7

事局
務校 諏 訪 二 葉 上 田 上 田 田上 田上 野長 野長

会

長 竹 内 長 生藤 澤 愛 値 藤 澤 愛 値藤 澤 愛 値藤 澤 愛 憾海 沼 清 美 本 山 綱 規

副
　
会
　
長

斉藤 博彦(須   坂)

中山 源司(田   川|)

松下  勲(飯田風越)

下村 和彦(岩 村田)

櫻井 啓造(長 野東)

中山 源司(田   川)

藤森  弘(岡 谷工業)

吉岡知雄(上田染谷丘)

跡部 和夫1長 野東

柳原 俊幸(田  川
藤森  弘(岡 谷工業

吉岡知雄(上田染谷丘

跡部 和夫(長 野東)

柳原 俊幸(田  川)

藤森  弘(岡 谷工業)

吉岡知雄(上 田染谷丘)

跡部 和夫(長 野東

佐藤 彦雄(県 ケ丘

島田 庸夫(弥 生丘

小出志郎(上田染谷丘

跡部 和夫(長 野東

腰原 哲朗(県 ケ丘

島田 庸夫(弥 生丘

小出志郎(上 田染谷丘

澤

原

田

中

白

腰

博

田

寛人(屋   代)

哲朗(県 ケ丘)

利勝(飯 田長姫)

正(4ヽ 諸商業)

理
事
長

小島  功(諏訪二葉) 山浦 正孝(上 田) 山浦 正孝(上 山浦 正孝(上 田) 山浦 正孝(上 日) 布施 紀彦(長 野) 布施 紀彦(長 野)

副事
理長

石坂喜久雄(須  坂) 山崎 正治{田 山崎 正治(田 内田 清男(長 野東) 内田 靖男(長 野東) 茶谷 義男(県 ケ丘) 青木 崇{屋 代)

常
任
理
事

山崎 正治(田   川)

坂巻 道弘(飯田風越)

柏木  善雄(岩村田)

内田 靖男(長 野東)

百瀬 一彦(岡 谷工業)

鮎沢 亨(上田染谷丘)

内田 靖男(長 野東)

百瀬 一彦(岡 谷工業)

鮎沢 亨(上田染谷丘)

茶谷 義男(県 ケ丘)

水田 敦郎(弥 生丘)

鮎沢 亨(上 田染谷丘)

茶谷 義男(県 ケ丘)

水田 敦郎(弥 生丘)

鮎沢 亨(上田染谷丘)

青木  崇(屋   代)

南嶋 俊三(飯 田長姫)

浅沼 富夫(小諸商業)

功(蟻 ケ崎)

俊三(飯 田長姫)

富夫(4ヽ 諸商業)

木

嶋

沼

主
日

南

浅

監
　
　
事

伊藤  悟(穂高商業)

平島左一(下 諏訪向陽)

春日 芳茂(上 田東)

原   淳(須坂商業)

伊藤  悟(穂高商業

三澤 敏雄(弥 生丘

春日 芳茂(上 田東

田中 哲明(篠 ノ井

田中  正(穂高商業

島田 庸夫(弥 生丘

春日 芳茂(上 田東

竹内 長生(榛 ノ井

田中  正(穂高商業

小出  勉(諏訪実業

春日 芳茂(上 田東

平林 尚武(坂   城

直(穂高商業

勉(諏 訪実業

武(上 田東

尚武(坂  城

山

出

藤

林

丸

小

佐

平

直(穂高商業)

清人(諏訪実業)

武(上 田東)

規裕(松   代)

山

沢

藤

沢

丸

中

佐

浦

直(穂高商業

清人(諏 訪実業

武(上 田東

規裕(松   代

山

沢

藤

沢

丸

中

佐

浦

幹

事

牛山 雅弘(諏訪二葉)

小日 和子( ″ )
斉藤 明人( ″  )

岩崎 隆芳( ″  )

中島 秀明( ″ )
細田  高( ″ )

樋口 炒子( ″  )

神津 和美(上

酒井 分長(

山崎 寿―(

堀内 文武(

草間 清光(

竹内 佳明(

中沢 才幸(

根橋  寛(

桜井  用(

市川  明(

佐藤 願子(

神津 和美(上

酒井 分長(

山崎 寿―(

堀内 文武(

草間 清光(

竹内 佳明(

中沢 才幸(

根橋  寛(

斉藤 重夫(

市川  明(

佐藤 順子(

田)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

線

胴

詞
畑

勧
佳明‐
才幸‐
寛
藪

朕

明

肝

辮

緋

崎

納
朝
ｍ

朝
蹄

課
鵜

訓
雌

上  田 酒井 分長(上   田

山崎 寿―( ″

堀内 文武( ″

丸尾  泉( ″

竹内 佳明( ″

中沢 才幸( ″

根橋  寛( ″

津金 重―( ″

宮沢 怜子( ″

小島 昭英( ″

市川  明(  ″

佐藤 願子( ″

鈴木 精―
(長

竹内 道子(

田島 康彦(

玉川1 吉彦(

友田 孝行(

村沢 良之(

大竹 善雄(

奥脇  教(

荒井サキ子(

宮島 孝恵(

野)

″  )

)

)

)

)

)

)

)

)

鈴木 精一(長  野|

竹内 道子( ″ |

田島 康彦( ″ |
玉川 吉彦( ″ |

友田 孝行( ″ |

村沢 良之( ″ |

奥脇  教( ″ |

荒井サキ子( ″ |

宮島 孝恵( ″ |

牛山雅弘(Hll12国スケ

ト・アイスホッケー担J

高体連会報紹介

イ2

―

購

〆

    ・ ■7● ●  |‐

1鉾‐:｀
出
下∵躁:

岐



2 長野県高等学校体育連盟年次別専門部委員一覧表 (◎部長 ○委員長)表 1-1
種
目年

雙
陸 上 競 技 バスケットポール 軟 式 庭 球 ヾレー ボ ー ル 球卓 ソ フ トボ ー ル \ 7 I." ,f - ,,r,

浦

村

田

山

岡

温

η
ν 保(岩 村

好実(蟻 ケ

市助(阿

D西沢 守一(松本市立 内堀 純一(小 諸実

丸山まき美(蟻 ケ崎

口
に
　
士
心

宮坂 仁吾(松

北村  純(深

丸山登一郎(千  曲 戸塚平四郎(野 沢北

農

南

半田  実(染 谷

Э山浦  保(長

竹内不二雄(松

温田 市助(阿

Э花村  伝(深  志 D丸山まき美(蟻 ケ崎)

城倉 清志(伊 那北)

官坂 仁吾(松  尾)

榊原栄一郎(松  商)

丸山登一郎(千

刈間今朝雄(長

丸山 保彦(長

宮本 光雄(松

田中 誠志(長

曲

工

北

商

姫

戸塚平四郎(野 沢1じ

丸山登一郎(千  曲

D山浦  保(長  農

岡村 好実(蟻 ケ崎

温田 市助(阿  南

西川 隆―(軽 井沢|

Э宮崎 荘造(長  西:

花村  伝(深  志|

柴韓韓治郎(上 伊農|

市村由規夫(北 佐農|

宮下 睦夫(長  工
|

丸山まき美(蟻 ケ崎|

Э城倉 清志(上 伊農|

柳田 幸雄(小

飯島辰三郎(須

Э榊原栄一郎(松

植田  守(辰

諸

西

商

野

羽田 義男(丸 子実|

D丸山 保彦(長  Jじ

山田 作男(豊  科|

深津 信一(中 箕輪|

戸塚平四郎(野  Jじ

宮本 金作(須  東|

D青木 竜雄(豊  科|

牛山 順男(弥 生丘|

Э油井孝一郎(野  南)

松下 一郎(中  実)

宮沢 喜義(深  志)

小沢 祐三(諏 訪農)

田

浦

村

田

半

山

岡

温

Ｄ

実(染 谷丘

保(長  農

好実(蟻 ケ崎

市助(阿  南|

隆一(軽 井沢)

荘造(長  西)

伝(深  志)

子郎(清  陵)

川

崎

藤

島

西

宮

斉

矢

内堀 純一(小 諸実|

官下 睦夫(長  工|

丸山まき実(蟻 ケ崎|

D城倉 清志(上 伊農|

柳田 幸雄(4ヽ

飯島辰二郎(須

D榊原栄一郎(松

原  敏(岡

諸

西

商

南

丸山登一郎(千  曲)

Э丸山 保彦(長  北)

宮本 正彦(県  丘)

平沢  浩(弥 生丘)

D戸塚平四郎(野  北)

宮本 金作(須  東)

西沢 守一(穂  高)

牛山 順男(弥 生丘)

D油井孝一郎(野  南|

松下 一郎(中  実|

宮沢 喜義(深  志|

小沢 祐三(諏 訪農)

半田  実(染 谷丘

Э山浦  保(長  農
岡村 好実(蟻 ケ崎

川

木

藤

島

西

鈴

斉

矢

隆一(軽 井沢|

武平(長  ゴじ

伝(深  志)

寿雄(清  陵)

内堀 純一(小 諸実〕

宮下 睦夫(長  工)

丸山まき美(蟻 ケ崎)

城倉 清志(上 伊農)

諸

西

商

南

柳田 幸雄(小

飯島辰三郎(須

榊原栄一郎(松

原  敏(岡

丸山登一郎(千  曲)

丸山 保彦(長  北)

中田 光雄(松  商)

平沢  浩(弥 生丘)

戸塚平四郎(野  北)

宮本 金作(須  東)

中村 助夫(長 市立)
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大沢  寛(松

上島  大(辰

西

商

野

合

月

田

藤

山

河

望

山

伊

牛

仄

Ⅳ

ｌ

ｈ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

義人(松  代)

豊(野 沢南)

正俊(須  東|

昭治(豊  科|

頂男(弥 生丘
|

0大池 正己(屋  代|

柳沢 民弥(北 佐農

Э中沢 正己(屋  代

春原 紘一(美 須々

阿部  隆(清  陵

◎山田 石男(県 ケ

高山 重之(染 谷

Э山浦  保(吉

小林 繁人(穂

植田  守(箕

0伊沢 集治(清  陵)

保坂 憲男(丸 子実)

Э竹前  勝(吉  田|

小林  仁(穂  高|

自鳥 善男(上 伊農|

◎佐藤 昌一(蟻 ケ崎)

坂口  浩(上  田)

平栗 寛二(清  泉|

Э丸山まき美(蟻 ケ崎|

平沢  浩(岡  東|

Э徳武 英夫(長 市立

依田 保夫(上  田

D湯本 宣政(須  東
北村 善男(美 須々

立石  厳(二  葉

商

科

西

商

野

)中村 優造(長

寺島 善蔵(蓼

D和田 圭喜(長

大沢  寛(松

上島  大(辰

合

月

田

藤

山

河

望

山

伊

牛

医

Ｖ

Ｉ

Ｉ

・０

１

１

１

１

義人(松  代|

豊(野 沢南

正俊(長  工

昭治(豊  科

順男(弥 生丘

正己(屋  代

民弥(北 佐農

正己(屋  代

紘一(美 須々

隆(清  陵

池

沢

沢

原

部

鉄

柳

沖

春

阿

◎山田 石男(県 ケ

高山 重之(染 谷

Э山浦  保(吉

小林 繁人(穂

植田  守(箕

0伊沢 集治|

竹内 康雄|

D竹前  勝|

茅野 禎男|

自鳥 善男'

深 志|

野沢北

須 園

1県 ケ丘

1上 伊農

Э薄井 寛介(蟻 ケ崎|

坂口  浩(上  田|

平栗 寛二(清  泉|

D丸山まき美(蟻 ケ崎

平沢  浩(岡  東

◎真山 登(美 須 )々

平林 洋一(野 沢南

湯本 宣政(須  東

Э北村 喜男(美 須々

立石  厳(二  葉

0中村 優造(長  商

寺島 善蔵(蓼  科

Э和田 圭喜(須  東

大沢  寛(松  商

上島  大(辰  野

)河合 義人(松  代

九山 孝完(野 沢南

D山田 正俊(長  工

伊藤 昭治(豊  科

牛山 願男(弥 生丘

,自 石 国男(屋  代

柳沢 民弥(小 諸商

D中沢 正己(屋  代

春原 紘一(美 須々
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表 1-3

種
目年

度
陸 上 競 技 バスケットボール 軟 式 庭 球 ヽレー ボ ー ル 卓 球 ソ フ トボ ー ル r7l.'fi-rt,

田

山

浦

林

田

山

高

山

小

植

９

一　

　

Ｄ

石男(県 ケ丘

重之(染 谷丘

保(吉  田

繁人(穂  高

守(箕  エ

山

内

前

野

鳥

森

竹

竹

茅

自

Ｄ

　

　

Ｄ

豊(飯  工|

康雄(野 沢1ビ

勝(須  園

禎男(県 ケ丘|

善男(上 伊農|

Э薄井 寛介(蟻 ケ崎|

坂口  浩(上  田|

平栗 寛二(清  泉|

D丸山まき美(蟻 ケ崎|

平沢 浩(岡  東|

D真山  登(美 須 |々

平林 洋一(野 沢南

湯本 宣政(須  東|

D北村 善男(美 須 |々

立石  厳(二  葉|

)中村 優造(長  野|

寺島 喜蔵(蓼  科|

D和田 圭喜(須  東|

大沢  寛(松  商|

上島  大(辰  野|

◎桜井 一郎(梓  川)

丸山 孝完(野 沢南)

Э山田 正俊(長  工)

伊藤 昭治(豊  科)

牛山 順男(弥 生丘)

0自石 国男(屋  代|

柳沢 民弥(4ヽ 諸商|

D中沢 正己(屋  代|

春原 紘―(美 須 |々

田

山

浦

林

角

山

一局

山

小

両

Ｏ

　

　

Ｄ

石男(県 ケ丘|

重之(小  諸

保(吉  田

繁人(穂  高|

千明(伊 那Jピ

Э清水 和彦(篠 ノ井|

井出 知旭(野 沢南

D竹前  勝(須  園|

茅野 禎男(県 ケ丘
|

矢島 寿雄(清  陵|

)薄井 寛介(蟻 ケ崎|

坂口  浩(上  田|

平栗 寛二(清  泉|

D丸山まき美(蟻 ケ崎|

平沢  浩(岡  東|

原

林

本

村

石

小

平

湯

北

立

元享(美 須 |々

洋一(野 沢南|

宣政(須  東|

善男(美 須 |々

厳(二  葉

)中村 博二(長

寺島 善蔵(蓼

D和田 圭喜(須

大沢  寛(松

上島  大(辰

野

科

東

商

野

◎桜井 一郎(野 沢南)

丸山 孝完(蓼  科)

D山田 正俊(長  工)

竹内  護(塚  原)

城田 忠承(阿  南)

津

沢

沢

原

新

柳

中

春

Ｃ

　

Ｄ

真澄(北 佐農|

民弥(小 諸商|

正己(屋  代|

紘一(美 須 |々

Э山田 石男(県 ケ丘
|

高山 重之(小  諸|

D山浦  保(吉  田|

小林 繁人(穂  高|

両角 千明(伊 那Jじ

水

出

前

野

島

清

井

竹

茅

矢

和彦(篠 ノ井|

知旭(野 沢南|

勝(須  園|

禎男(蟻 ケ崎|

寿雄(清  陵|

)柳沢 恒夫(蟻 ケ崎|

坂口 浩(上  田|

小林 貞男(長  商|

)丸山まき美(蟻 ケ崎|

平沢 浩(弥 生丘|

享

喜

政

人

厳

一死
　
　
　
´
旦

″尿

原

山

本

井

石

小

小

湯

日

立

美須 |々

小諸商|

長野西|

塚 原|

二 葉|

)中村 博二(長  野)

寺島 善蔵(蓼  科)

)和田 圭喜(須  東)

大沢  寛(松  商)

上島  大(辰  野)

Э桜井 一郎(野 沢南|

丸山 孝完(蓼  科|

D山田 正俊(長  工
|

竹内  護(塚  原|

城田 忠承(阿  南|

津

沢

沢

原

新

柳

中

春

Ｏ

　
　
　
Ｄ

真澄(北 佐農)

民弥(小 諸商)

正己(屋  代)

紘―(美 須 )々

博二(長  野|

保(長 吉田|

重之(小  諸|

繁人(穂  高|

康人(飯  田|

村

浦

山

林

島

中

山

高

小

福

Ｄ

Ｄ

◎西沢 久宣(篠 ノ井|

Э宮本  守(更  農|

浅沼 富夫(軽 井沢|

茅野 禎男(蟻 ケ崎|

長谷川孟三(東 海三|

◎柳沢 恒夫(上  田|

小林 禎雄(長  商|

坂口 浩(上  田|

D丸山まき美(蟻 ケ崎|

平沢 浩(弥 生丘|

◎小原 元享(深  志|

渡辺 伊八(長 吉田)

小山  喜(上 田東)

Э庵谷 正近(美 須 )々

立石  厳(二  葉)

野

科

東

商

穂

◎中村 博二(長

寺島 善蔵(蓼

D和田 圭喜(須

大沢  寛(松

本下 昭郎(赤

Э桜井 一郎(野 沢南|

丸山 孝完(蓼  科|

D山田 正俊(長  工|

竹内  護(塚  原|

城田 忠承(阿  南|

◎北原佐久生(北  農)

Э中沢 正己(屋  代)

柳沢 民弥(小 諸商)

春原 紘―(美 須 )々

村

浦

山

林

島

中

山

高

小

福

◎

Э

博二(長  野|

保(長 吉田|

重之(小  諸)

繁人(穂  高)

康人(飯  田)

0西沢 久宣(篠 ノ井)

D宮本  守(更  農)

浅沼 富夫(軽 井沢)

茅野 禎男(蟻 ケ崎)

長谷川孟三(東 海三)

◎柳沢 恒夫(上  田)

小林 禎雄(長  商)

坂口 浩(上  田)

D丸山まき美(蟻 ケ崎)

平沢 浩(弥 生丘)

原

辺

山

谷

石

勢

渡

小

流

立

元享(深  志)

伊ノヽ(長 吉田)

喜(上 田東)

正近(美 須 )々

厳(二  葉)

0中村 博二(長  野|

寺島 善蔵(蓼  科|

D和田 圭喜(須  東:

大沢  寛(松  商|

木下 昭郎(赤  穂|

◎桜井 一郎(野 沢南)

丸山 孝完(蓼  科)

Э山田 正俊(長  工)

竹内  護(塚  原)

城田 忠承(阿  南)

0北原佐久生(北  農|

Э中沢 正己(屋  代|

柳沢 民弥(小 諸商|

春原 紘―(美 須 |々

藤

浦

沢

林

島

佐

山

鮎

小

福

Ｄ

Ｄ

穂次(長 野西)

保(長 吉田)

享(千  山)

繁人(穂  高)

康人(飯  田)

◎出沢満紀人(蟻 ケ崎)

宮本 守(屋 代南)

浅井 英登(小  諸)

Э芽野 禎男(蟻 ケ崎)

長谷川孟三(東 海三)

◎柳沢 恒夫(上  田|
小林 禎雄(長  商|

坂口 浩(上  田

Э丸山まき美(蟻 ケ崎|

平沢 浩(弥 生丘
|

原

辺

山

谷

石

小

渡

小

庵

立

◎

　

　

　

Э

元享(深  志|

伊ノヽ(長 吉田|

喜(上 田東|

正近(美 須 |々

厳(二  葉|

◎丸山 保彦(長 吉田)

Э和田 圭喜(須 坂東)

美斉津昌夫(野 沢南)

大沢  寛(松  商)

吉池 保男(飯  田)

◎矢島 五郎(野 沢南|

D山田 正俊(長  工|

丸山 孝完(千  曲|

伊藤 昭治(県 ケ丘
|

小林  要(風  越|

0北原佐久生(北  農)

D中沢 正己(屋  代)

高橋 重雄(城  南)

春原 紘―(美 須 )々

藤

浦

沢

林

島

佐

山

鮎

小

福

◎

Э

穂次(長 野西:

保(長 吉田|

享(千  曲|

繁人(穂  高|

康人(飯  田)

◎出沢満紀人(蟻 ケ崎|

宮本 守(屋 代南|

浅井 英登(4ヽ  諸|

D茅野 禎男(蟻 ケ崎|

長谷川孟三(東 海三
)

◎柳沢 恒夫(上  田|

小林 禎雄(長  商|

坂口 浩(上  田|

Э丸山まき美(蟻 ケ崎)

平沢 浩(弥 生丘)

0加藤  裕(伊 那北)

渡辺 伊八(長 吉田)

小山  喜(上 田東)

D庵谷 正近(美 須 )々

立石  厳(二  葉)

◎丸山 保彦(長 吉田|

D和田 圭喜(須 坂東|

美斉津昌夫(須 坂東:

秋山  勝(大  町|

吉池 保男(飯  田|

Э矢島 五郎(蘇  南|

D山 田 正俊(長  工|

丸山 孝完(千  曲|

伊藤 昭治(県 ケ丘|

小林  要(風  越|

◎北原佐久生(1ヒ  農|

Э中沢 正己(屋  代|

高橋 重雄(城  南|

春原 紘―(美 須 |々

◎佐藤 穂次(長 野西)

D山浦  保(長 吉田)

依田 良春(長 野南)

小林 繁人(穂  高)

福島 康人(飯  田)

Э村上 満夫(蟻 ケ崎)

宮本  守(屋 代南)

浅井 英登(小  諸)

D芽野 禎男(蟻 ケ崎)

長谷川孟三(東 海三)

Э柳沢 恒夫(上  田

小林 禎雄(長  商|

坂口 浩(上  田|

D丸山まき美(蟻 ケ崎|

平沢  浩(弥 生丘
|

辺

山

谷

石

渡

小

庵

立

Э加藤 裕(伊 那北

伊ノ`(長 吉田

喜(上 田東

正近(美 須 |々

厳(二  葉|

Э丸山 保彦(長 吉田

D和田 圭喜(須 坂東

美斉津昌夫(須 坂東

秋山  勝(大  町

吉池 保男(飯  田

◎矢島 五郎(蘇  南)

D山田 正俊(長  工)

丸山 孝完(千  曲)

伊藤 昭治(県 ケ丘)

岡村 新一(高  遠)

0北原佐久生(北  農)

D中沢 正己(屋  代)

高橋 重雄(城  南)

春原 紘―(美 須 )々

藤

田

沢

林

島

佐

依

鮎

小

福

穂次(長 野西|

良春(長 野東

亨(千  曲:

繁人(穂  高|

康人(飯  田|

◎村上 満夫(蟻 ケ崎|

宮本  守(屋 代南|

井出 知旭(野 沢南|

Э茅野 禎男(蟻 ケ崎|

長谷川孟三(東 海三
|

◎花岡  久(長  商|

Э小林 貞男(長  商|

坂口  浩(上  田|

大池 義高(県 ケ丘|

伊藤 修(下 伊農|

◎宮崎 藤作(須  坂|

三井  普(長 野西|

小山  喜(上 田東)

Э庵谷 正近(美 須 )々

立石  厳(二  葉)

◎丸山 保彦(長 吉田)

Э和田 圭喜(須 坂東)

美斉津昌夫(須 坂東)

秋山  勝(大  町)

吉池 保男(飯  田)

Э浅田 勝夫(弥 生丘
|

D山田 正俊(長  工
|

丸山 孝完(千  曲|

伊藤 昭治(県 ケ丘|

岡村 新一(高  速|

津

沢

橋

原

新

中

高

春

◎

Э

真澄(上  田|

正己(屋  代|

重雄(城  南|

紘―(美 須 |々

◎栗田  寛(長 野西|

Э依田 良春(長 野東)

原  直巳(野 沢1じ

小林 繁人(穂  高)

小林  要(風  越)

◎村上 満夫(蟻 ケ崎)

宮本  守(屋 代南)

井出 知旭(野 沢南)

D茅野 禎男(蟻 ケ崎)

赤羽 喜郎(伊 那Jじ

◎花岡  久(長  商)

D小林 貞男(長  商)

坂口 浩(上  田)

大池 義高(県 ケ丘)

伊藤 修(下 伊農)

藤

井

山

谷

石

佐

三

小

庵

立

Ｄ

　

　

　

Ｄ

穂次(屋  代)

普(長 野西)

喜(上 田東)

正近(美 須 )々

厳(二  葉)

0関谷 一郎(飯 山Jし

D和田 圭喜(須 坂東|

美斉津昌夫(野 沢南|

高沢 和夫(松  商|

吉池 保男(飯  田|

◎浅田 勝夫(弥 生丘)

Э山田 正俊(長  工)

丸山 孝完(千  曲)

伊藤 昭治(県 ケ丘)

岡村 新一(高  速)

0新津 真澄(上  田)

Э中沢 正己(屋  代)

高橋 重雄(城  南)

春原 紘一(美 須 )々

イ5



表 1-4

種
目午

登
陸 上 競 技 バスケ″トボール 軟 式 庭 球 ヾレー ボ ー ル 球卓 ソ フ トボ ー ル \7I.'f-it,

Э藤森 小真(県 ケ丘
|

D依田 良春(長 野東|

原  直己(野 沢ゴピ

小林 繁人(穂  高|

小林  要(風  越|

0内川 武治(蟻 ケ崎|

宮本  守(屋 代南|

井出 知旭(野 沢南|

Э平林  章(白  馬|

赤羽 喜郎(伊 那1じ

)花岡  久(長  商)

)小林 貞男(長  商)

坂口 浩(上  田|

大池 義高(県 ケ丘
|

伊藤  修(下 伊農|

藤

井

井

谷

石

佐

三

金

庵

立

Ｄ

　

　

　

Ｄ

穂次(屋  代|

普(長 野西

浩章(佐  久

正近(美 須々

厳(二  葉

0関谷 一郎(飯 山Jじ

D和 田 圭喜(須 坂東|

美斉津昌夫(野 沢南|

高沢 和夫(松  商|

吉池 保男(飯  田|

◎浅田 勝夫(弥 生丘)

D山田 正俊(長  工)

丸山 孝完(千  曲)

横川 善信(木 曽東)

中津 頼照(風  越)

0新津 真澄(上  田)

D中沢 正己(屋  代)

高橋 重雄(城  南)

春原 紘―(美 須 )々

3藤森 小真(県 ケ丘)

D依田 良春(長 野東)

原  直己(野 沢北)

小林 繁人(穂  高)

両角 千明(二  葉)

川

田

味

井

島

内

内

五

酒

小

武治(蟻 ケ崎|

靖男(須 坂東|

秀彦(美 須 |々

分長(上 田東|

功(弥 生丘

◎原  憲夫(長  商
Э小林 貞男(長  商

林  正雄(城  南

玉井  勇(蟻 ケ崎

伊藤 脩(下 伊農

敏

普

章

近

厳

浩

正

0原

三井

金井

Э庵谷

立石

須坂東)

長野西)

佐 久)

美須 )々

二 葉)

田

本

田

村

池

浅

湯

戸

西

吉

Ｃ

Ｄ

勝失(弥 生丘|

誠(長 野西

忠雄(上  田|

義夫(松  工

保男(阿  南

)浅田 勝夫(弥 生丘)

D山 田 正俊(長  工)

丸山 孝完(千  曲|

横川 善信(木 曽東|

中津 頼照(風  越|

0新津 真澄(上  田)

D青木  崇(屋  代)

岩下 道範(小  諸)

高橋 重雄(城  南)

春原 紘―(美 須 |々

小真(県 ケ丘|

良春(長 野東〕

直己(野 沢Jじ

喜夫(塩  尻|

千明(二  葉|

森

田

　

林

角

藤

依

原

小

両

Э矢嶋 俊夫(美 須 )々

D内田 靖男(須 坂東)

酒井 分長(上 田東)

五味 秀彦(美 須 )々

小島  功(弥 生丘)

3原  憲夫(長  商)

小林 貞男(長  商)

林  正雄(城  南)

玉井  勇(蟻 ケ崎)

竹松 杉人(赤  穂)

敏(須 坂東|

普(長 野西|

浩章(佐  久|

正近(美 須 |々

厳(岡 谷南

井

井

谷

石

原

三

金

庵

立

Ｄ

　
　
　
　
　
Ｄ

◎浅田 勝夫(弥 生丘)

Э湯本  誠(長 野西)

戸田 忠雄(上  田|

西村 義夫(松  工|

吉池 保男(阿  南|

Э田中 啓介(豊  科|

D山田 正俊(長  工|

丸山 孝完(千  曲|

横川 善治(木 曽東|

中津 頼照(風  越|

う新津 真澄(上  田|

青木  崇(屋  代|

岩下 道範(小  諸|

高橋 重雄(城  南|

高橋 政員1(岡  南|

願太(県 ケ丘)

良春(長 野東)

紀一(上  田)

幹雄(木  曽)

千明(二  葉)

村

田

田

原

角

市

依

細

荻

両

林

田

屋

味

島

小

内

土

五

小

弘―(弥 生丘|

靖男(須 坂東|

正敏(蓼  科|

秀彦(美 須 |々

功(弥 生丘

0原  憲夫(長  商|

Э小林 貞男(長  商|

林  正雄(城  南|

玉井  勇(蟻 ケ崎|

竹松 杉人(高  遠|

0原   敏(須 坂東)

三井  普(長 野西)

金井 浩章(佐  久)

D庵谷 正近(美 須 )々

立石  厳(岡 谷南)

沢

本

田

村

池

北

湯

戸

西

吉

Ｄ

Ｄ

輝夫(須 坂商

誠(長 野西

忠雄(上  田|

義夫(松  工
|

保男(阿  南

0田中 啓介(豊  科)

Э山田 正俊(長  工)

丸山 孝完(千  曲)

横川 善治(木 曽東)

中津 頼照(風  越)

Э斉藤 嘉郎(上  田)

D青木  崇(屋  代)

内藤  忠(佐  久)

高橋 重雄(城  南)

矢島富士雄(飯田工)

0平松  剛(長 吉田)

Э依田 良春(長 野東)

細田 紀一(上  田)

藤森 茂幸(田  川)

両角 千明(二  葉)

林

田

屋

味

島

小

内

土

五

小

Ｄ

Ｄ

弘一(弥 生丘)

靖男(須 坂東)

正敏(蓼  科)

秀彦(美 須 )々

功(弥 生丘)

)高橋 博彦(須  坂|

D小林喜運治(須  坂|

林  正雄(城  南|

玉井  勇(蟻 ケ崎

竹松 杉人(高  遠

)原   敏(茅  野|

三井  普(長 野西|

金井 浩章(佐  久|

内川 泰男(県 ケ丘
|

D立石  厳(岡 谷南|

0北沢 輝夫(須 坂商)

○湯本 誠(長 野西)

小金 敏展(上 田東)

西村 義夫(松  工|

福沢 定市(飯 田工|

)田 中 啓介(小  海)

D山田 正俊(長  工)

丸山 孝完(千  曲)

横川 善治(木  曽)

丸山微一郎(弥 生丘)

◎斉藤 嘉郎(上  田|

Э青木  崇(屋  代|

内藤  忠(佐  久|

高橋 重雄(城  南|

矢島富士雄(飯田工)

)平松  円(長 吉田)

D依田 良春(長 野東)

細田 紀―(上  田)

松田 謹司(池 田工)

小出  勉(箕 輪工)

井

田

玉

野

羽

弗

内

児

り

赤

清(蟻 ケ崎)

靖男(須 坂東|

房雄(野 沢南|

禎男(蟻 ケ崎|

喜郎(諏 訪実|

0西村 忠彦(須  坂|

Э小林喜運治(須  坂)

林  正雄(城  南|

玉井  勇(蟻 ケ崎|

竹松 杉人(高  遠|

0原   敏(茅  野)

三井  普(長 野西)

金井 浩草(佐  久)

内川 泰男(県 ケ丘)

Э立石  厳(岡 谷南)

◎北沢 輝夫(須 坂商|

○湯本 誠(長 野西)

小金 敏展(上 田東|

西村 義夫(松  エ

福沢 定市(飯 田工|

◎田中 啓介(小  海)

Э山田 正俊(長  工)

丸山 孝完(千  曲)

小林 秀人(大 町1じ

丸山飲一郎(弥 生丘|

0田 中 三郎(屋  代)

D青木  崇(屋  代)

内藤  忠(佐  久)

高橋 重雄(城  南)

矢島富士雄(飯田工)

0平松  剛(長 吉田|

Э依田 良春(長 野東|

細田 紀―(上  田|

松田 謹司(池 田工|

保科 武夫(箕 輪工
|

Э酒井  清(蟻 ケ崎)

内田 靖男(須 坂東)

児玉 房雄(野 沢南)

Э茅野 禎男(蟻 ケ崎)

赤羽 喜郎(諏 訪実)

)西村 忠彦(須  坂)

D小林喜運治(須  坂)

林  正雄(城  南)

玉井  勇(蟻 ケ崎)

竹松 杉人(高  遠)

田

井

井

川

石

岡

三

金

内

立

Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

普和(岡 谷南|

普(長 野西|

浩草(佐  久|

泰男(県 ケ丘
|

厳(岡 谷南

◎北沢 輝夫(須 坂商)

O湯本 誠(長 野西)

小金 敏展(上 田東)

西村 義夫(松  工
|

福沢 定市(飯 田工
|

Э金子万次郎(皐  月|

D山田 正俊(長  工
|

丸山 孝完(千  曲|

小林 秀人(大 町1じ

中津 頼照(風  越|

)田中 三郎(屋  代|

D青木  崇(屋  代|

内藤  忠(佐  久|

高橋 重雄(城  南|

矢島富士雄(飯田工)

0金子万次郎(上  田|

D依田 良春(長 野東|

細田 紀―(上  田|

藤森 茂幸(田  川|

保科 武夫(箕 輪工

)酒井  清(蟻 ケ崎|

石坂喜久雄(須  坂|

児玉 房雄(野 沢南|

D山崎 正治(田  川|

庄司  勉(阿  智|

0百瀬 安人(須  坂|

Э小林喜運治(須  坂|

林  正雄(城  南|

玉井  勇(蟻 ケ崎|

竹松 杉人(高  遠|

Э岡田 普和(岡 谷南)

三井  普(長 野西)

金井 浩章(佐  久)

内川 泰男(県 ケ丘)

Э立石  厳(岡 谷南)

平

本

内

村

沢

小

湯

堀

西

福

学(須 坂商)

誠(長 野西)

文武(野 沢北)

義夫(松  工)

定市(飯 田工)

0小松 敬弘(皐  月)

山際 荘一(長 女子)

Э丸山 孝完(千  曲)

小林 秀人(大 町北)

西村 一夫(弥 生丘)

0田 中 三郎(屋  代|

D青木  崇(屋  代|

内藤  忠(佐  久|

高橋 重雄(城  南|

矢島富士雄(飯田工)

金子萬次郎(上  田)

依田 良春(長 野東|

Э細田 紀―(上  田|

大川 賢明(松本蟻ケ崎|

保科 武夫(赤  穂|

0小林  仁(諏訪二葉

石坂喜久雄(須  坂|

児玉 房雄(野 沢南|

Э山崎 正治(田  川

庄司  勉(阿  智

0百瀬 安人(須  坂|

D小林喜運治(須  坂|

両角 正彦(4ヽ 諸商|

玉井  勇(松本饉ケ崎

竹松 杉人(高  遠

)岡田 善和(岡 谷南|

田中  修(皐  月|

金井 浩章(佐  久|

内川 泰男(松本県ケ丘

D立石  厳(岡 谷南|

0小平 学(須坂商業)

Э湯本  誠(須坂商業)

堀内 文武(野 沢Jじ

西村 義夫(松本工業|

倉田亜来夫(岡谷工業|

)小松 敬弘(皐  月|

山際 荘―(長野女子|

D丸山 孝完(小  諸|

小林 秀人(大 町1ビ

西村 一夫(弥 生丘

0田中 二郎(屋  代)

青木  崇(屋  代)

内藤  忠(佐  久)

春原 紘一(塩  尻)

矢島富士雄(諏訪清陵)

◎山城  昭(上  田|

西片  功(長 野西|

Э細田 紀一(上  田:

大川 賢明(松本厳ケ崎

保科 武夫(赤  穂|

◎小林  仁(諏訪
=葉

)

横川 正秀(屋  代)

児玉 房雄(野 沢南)

Э山崎 正治(田  川)

庄司  勉(阿  智)

0清水 雅夫(長 野南)

D小林喜運治(須  坂)

両角 正彦(J儲商業|

玉井  勇(松本蟻ケ崎|

竹松 杉人(高  遠|

Э坂本  保(東  部|

田中  修(皐  月|

金井 浩章(佐  久|
佐藤 錬二(松本工業

Э浦野  智(飯  田

◎伊藤  悟(須坂商業|

O湯本  誠(須坂商)

堀内 文武(野 沢1じ

中野 和茂(松商学園|

倉田亜来夫(岡谷工業|

敬弘(皐  月)

荘一(長野女子)

孝完(小  諸)

秀人(大 町北)

一夫(弥 生丘)

松

際

山

林

村

小

山

丸

小

西

0小林 幹男(屋  代|

D竹 内 佳明(1ヒ  部|

内藤  忠(佐  久|

小日 政則(塩  尻

矢島富士雄(諏訪清陵|

イδ



表 1-5

種
年目
度

陸 上 競 技 バスケッ トボール 軟 式 庭 球 ヽレー ボ ー ル 卓 球 ソ フ トボ ー ル \:/1."f-/L

平
成
元

城

片

田

川

科

釧

西

抑

大

保

昭(上  田

功(長 野西

紀―(上  田

賢明(松本工業

武夫(赤  穂

林

川

玉

崎

司

＞

横

児

洲

庄

仁(諏訪二葉|

正秀(屋  代|

房雄(野 沢南|

正治(田  川|

勉(阿  智|

◎酒井 秋雄(J儲商業

関野 敏幸(長 野南

Э両角 正彦(小諸商業

玉井  勇(蟻 ケ崎

市東 和美(阿  智

◎坂本  保(東  部

田中  修(皐  月

金井 浩章(佐  久

佐藤 錬二(松本工業|

D浦野  智(飯  田|

0伊藤  悟(須坂商業)

D湯本  誠(須 坂商)

堀内 文武(野 沢北)

中野 和茂(松商学園)

倉田亜来夫(岡谷工業)

◎小松 尊弘(皐  月|

山際 荘―(長野女子|

Э丸山 孝完(小  諸|

横川 善信(田  川|

西村 一夫(弥 生丘〕

◎戸田 正明(屋  代

佐藤 純也(坂  城

Э竹内 佳明(上  田
小日 政則(塩  尻

矢島富士雄(諏訪清陵

2

◎依田 恒雄(上  田
西片  功(長 野西

Э細田 紀一(上  田
保科 武夫(赤  穂

藤森 茂幸(松本深志

◎小林  仁(諏訪二葉)

Э横川 正秀(屋  代)

関口 広之(1ヒ佐久農)

飯島 真一(赤  穂)

五味 秀彦(松本工業)

Э降旗 宗雄(丸子実業|

関野 敏幸(長 野南|

D両角 正彦(小諸商業|

市東 和美(阿  智:

玉井  勇(蟻 ケ崎|

保(東  部

邦紀(中  条|

正明(上 田東|

智(飯  田|

錬二(松本工業|

本

野

原

野

藤

飯

高

腰

鋪

佐

◎伊藤  悟(須坂商業)

Э湯本  誠(須坂商業)

堀内 文武(野 沢北)

倉田亜来夫(岡谷工業)

中野 和茂(松青学園)

◎宮沢  孝(皐  月)

山際 荘一(長野女子)

D丸山 孝完(小  諸)

西村 一夫(弥 生丘)

多田 尚令(豊  科)

◎戸田 正明(屋  代

佐藤 純也(坂  城

D竹内 佳明(上  田

矢島富士雄(諏訪清陵

小日 政11(塩  尻

竹内 長生(諏訪二葉

西片  功(長 野西|

Э細田 紀一(小  諸|

保科 武夫(赤  穂|

藤森 茂幸(松本深志|

◎中島 逍進(松本工業)

福沢  貴(長野吉田)

関口 広之(北佐久農)

飯島 真一(弥 生丘)

Э五味 秀彦(松本工業)

◎降旗 宗雄(丸子実業|

関野 敏幸(須 坂東|

D両角 正彦(丸子実業)

市東 和美(阿  智)

大谷 久子(豊  科)

保(東  部)

邦紀(中  条)

正明(上 田東)

智(飯  田)

錬二(松本工業)

本

野

原

野

藤

飯

高

腰

琉

佐

0原   淳(須坂商業

D湯本  誠(須坂商業|

堀内 文武(上  田|

倉田亜来夫(岡谷工業:

中野 和茂(松商引園|

◎宮沢  孝(皐  月|

山際 荘―(長野女子|

Э丸山 孝完(小  諸|

西村 一夫(弥 生丘)

多田 尚令(豊  科)

◎小林  武(屋  代|
佐藤 純也(坂  城|

Э竹内 佳明(上  田|

矢島富士雄(諏訪清陵|

小日 政則(塩  尻|

4

◎下平 成彦(赤  穂)

西片  功(長 野西)

細田 完二(野 沢南)

D保科 武夫(赤  穂)

藤森 茂幸(松本瀦志)

追遥(松本工業|

貴(長野吉田
|

賢治(丸子実業|

真一(弥 生丘:

秀彦(松本工業|

島

沢

山

島

味

幹

福

横

飯

Ｘ

Э塩沢 久夫(丸子実業|

敏幸(須 坂東|

正彦(丸子実業|

和美(阿  智|

哲文(木  曽)

野

角

東

田

関

両

市

長

保(中  野|

邦紀(中  条|

正明(上 田東|

智(飯  田)

錬二(松本工業)

嚇
話
顧
湘
麟

◎原   淳(須坂商業)

D湯本  誠(須坂商業)

高野 松生(岩 村田)

片塩 安雄(岡 谷東)

中野 和茂(松商学園)

孝(東  部)

匡易(中 野西)

孝完(小  諸)

一夫(弥 生丘)

尚令(豊  科)

沢

崎

山

村

田

宮

宮

丸

西

多

Ｄ

　

　

Ｄ

小林  武(屋

佐藤 純也(坂

Э竹内 佳明(上

大平 忠一(阿

小日 政則(塩

ｍ

尻

回

祠

励

5

◎下平 成彦(赤  穂|

西片  功(長 野西|

細田 完二(野 沢南|

Э保科 武夫(赤  穂)

藤森 茂幸(松本瀦割

追進(松本工業)

貴(長野吉田)

賢治(丸子実業)

真一(弥 生丘)

秀彦(松本工業)

島

沢

山

島

味

針

福

横

飯

Ｉ

◎塩沢 久夫(丸子実業)

関野 敏幸(須 坂東)

D両角 正彦(丸子実業)

市東 和美(阿  智)

鋤柄 一夫(松本工業)

◎坂本  保(中  野|

土屋  武(長野吉田|

腰原 正明(上 田東|

Э浦野  智(飯  田|

佐藤 鎌二(松本工業|

◎倉田敬一郎(中 野西|

Э山崎 次良(中 野西|

高野 松生(岩 村田)

片塩 安雄(岡 谷東)

中野 和茂(松商学園)

孝(東  部)

荘一(長野女子)

孝完(小  諸)

一夫(弥 生丘)

尚令(豊  科)

沢

際

山

村

田

宮

山

丸

西

多

◎

Э

◎柳沢 徳明(屋

佐藤 純也(坂

D竹内 佳明(上

大平 忠一(阿

小日 政則(塩

旬

卿

Ｄ

前

励

◎下平 成彦(赤  穂)

藤本 勝彦(須  坂)

細田 完二(野 沢南)

Э保科 武夫(赤  穂)

藤森 茂幸(松本深志)

◎中島 追進(松本工業|

広田 信一(皐  月)

横山 賢治(丸子実業)

松崎  畏(箕輪工業)

D野竹 俊克(松本工業)

◎塩沢 久夫(丸子実業|

関野 敏幸(須 坂東)

D両角 正彦(丸子実業)

市東 和美(阿  智)

鋤柄 一夫(松本工業)

普(北  部)

武(長野吉田)

正明(軽 井沢)

智(飯  田)

錬二(豊  科)

朔
墨
顧
湘
爆

Э倉田敬一郎(中 野西|

D山崎 次良(中 野西|

高野 松生(岩 村田|

片塩 安雄(岡 谷東|

中野 和茂(松商学園)

宮沢  孝(東  部|

Э山際 荘一(長野女子|

尾沢  学(上  田)

村田 敏郎(飯田風越)

多田 尚令(豊  科)

◎柳沢 徳明(屋  代|

佐藤 純也(坂  城|

】 内 佳明(上  田|

大平 忠一(阿  南)

小日 政則(塩  尻)

磐根(松本深志|

勝彦(須  坂|

完二(野 沢南|

公治(岡 谷南|

茂幸(松本深志|

剛
蘇
細
婦
欝

◎中島 逍進(松本工業|

広田 信一(皐  月|

横山 賢治(丸子実業|

市岡 洋一(上伊那農;

D野竹 俊克(松本工業)

◎武藤 行雄
関野 敏幸

D両角 正彦|

市東 和美|

鋤柄 一夫|

丸子実業|

須坂東|

丸子実業|

飯田風越)

松本工業)

0三井  晋(北  部|

土屋  武(長野吉田)

腰原 正明(軽 井沢)

D浦野  智(飯  田)

佐藤 錬二(豊  科)

◎戸田 忠雄(長野吉田)

Э山崎 次良(中 野西)

高野 松生(岩 村田)

片塩 安雄(岡 谷東)

中野 和茂(松商判ヨ)

Э柏木 喜弘(飯田風越|

山本  寛(飯 山1ビ

尾沢  学(上  田|

)村田 敏郎(飯田風越)

多田 尚令(豊  科)

◎柳沢 徳明(屋  代)

大平 忠―(坂  城)

Э竹内 佳明(上  田)

斉藤  仁(諏訪清陵)

小日 政則(塩  尻)

尚武0い鞣徳)

勝彦(須  坂)

完二(野 沢南)

公治(岡 谷南)

茂幸(松本深志)

林

本

田

澤

森

ン

藤

細

松

凛

◎中島 追進(松本工業)

広田 信一(長野吉田)

横山 賢治(丸子実業)

市岡 洋一(上伊那農)

Э野竹 俊克(松本工業)

藤

野

角

東

柄

鏃

関

獅

市

鋤

行雄(丸子実業|

敏幸(須  坂|

正彦(丸子実業|

和実(飯山風越|

一夫(松本工業)

◎三井  晋(篠 ノ井|

土屋  武(長野吉田|

腰原 正明(軽 井沢)

D浦野  智(飯  山)

佐藤 錬二(豊  科)

◎戸田 忠雄(長野吉田)

D山崎 次良(中 野西)

高野 松生(岩 村田)

片塩 安雄(岡 谷東)

中野 和茂(松商学園)

)島田 庸夫(弥 生丘
|

山本  寛(飯 山ゴじ

尾沢  学(上  田|

寺本 俊也(伊 那西|

)横川 善信(田  川|

勇夫(坂  城)

忠―(坂  城)

佳明(上  田)

日議 蔽 )

政貝」(塩  尻)

矢

平

内

藤

ロ

際

大

光

斉

小

9

平林 尚武(松本深志|

藤本 勝彦(須  坂)

細田 完二(野 沢南)

松澤 公治(高  遠)

)藤森 茂幸(松本深志)

0北島 勲夫(松本工業)

広田 信一(長野吉田)

横山 賢治(丸子実業)

市岡 洋一(上伊那農)

D野竹 俊克(松本工業)

行雄(丸子実業

俊幸(須 坂東|

正彦(丸子実業|

和美(飯田風越|

一夫(松本工業|

薄
醐
舶
蔽
珈

晋(篠 ノ井

武(長野吉田|

正明(軽 井沢|

智(飯  田|

錬二(豊  科)

朔
墨
麒
蒲
麻

迪夫(中 野西|

次良(中 野西|

松生(岩 村田)

安雄(岡 谷東)

和茂(松商学園)

田

崎

野

塩

野

狛

川

高

片

中

》丸山散一郎(辰  野)

山本  寛(飯 山北)

尾沢  学(上  田)

寺本 俊也(伊 那西)

)横川 善信(田  川)

)墨矢 勇夫(坂  城)

大平 忠一(坂  城)

)竹内 佳明(上  田)

佐藤 純也(富 士見)

伴野 健一(梓  川)

イ7



表 2-1

種

日鷺
十
姜
又

サ  ッ カ  ー 体 操 (男 ) 体 操 (女 )
くド ミ ン ト ン 柔 道 貪」 道 ラグビーフットボール

為田 勝美(大 町1じ 藤沢 美恵(蟻 ケ崎

長沢 三夫(須  西|

須藤 忠直(県 ケ丘|

山口 益治(深  志|

Э長沢 三夫(須  西)

掛川理二郎(松  尾)

須藤 忠直(県 ケ丘|

村松 次郎(高  松|

D広田 金平(長  工)

寺島 善蔵(染 谷丘)

山口 益治(蟻 ケ崎)

松島 秀晴(岡  東)

宮本 栄子(長 野西)

D横内 貞(染 谷丘)

丸山まき美(蟻 ケ崎)

村上はるみ(岡  東)

沢

島

　

　

沼

北

生

林

赤

生吉(長 野JLl

三男(松  尾)

隆男(県 ケ丘)

文雄(高  速)

D長沢 三夫(須  西)

掛川理三郎(松  尾)

須藤 忠直(県 ケ丘)

村松 次郎(高  松)

Э広田 金平(長  工)

荒井 靖進(岩 村田)

山口 益治(深  志)

松島 秀晴(高  松)

宮本 栄子(長 野西|

Э横内  貞(染 谷丘|

藤沢 美恵(深  志|

村上はるみ(岡  東|

D北沢 生吉(長 野Jじ

生島 三男(松  尾|

林  隆男(県 ケ丘|

赤沼 文雄(高  速|

須藤 忠直(県 ケ丘)

D広田 金平(長  工)

荒井 靖雄(岩 村田)

大沢  寛(松  商|

松島 秀晴(高  松|

宮本 栄子(長 野西)

D横内  貞(染 谷丘)

藤沢 美恵(深  志)

村上はるみ(岡  東〕

篠原 義隆(南 実|

林  隆男(県 ケ丘

葉

旗

田

千

降

原

Ｄ 九吾(飯 山北)

義而(県 ケ丘)

米俊(長  姫)

須藤 忠直(県 ケ丘)

)西村 文雄(長  工)

掛川理二郎(松  尾)

D広田 金平(長  工)

北村  純(深  志)

為田 勝美(二  葉)

)西村 文雄(長  工|

横内  貞(染 谷丘
|

D宮本 栄子(長 野西|

藤沢 美恵(深  志|

守谷とみ江(弥 生丘

0宮下 清計(高  遠)

D篠原 義隆(南  実)

北沢 生吉(長  北)

林  隆男(県 ケ丘)

赤沼 文雄(高  速)

島

葉

旗

田

寺

千

降

原

Э

善蔵(蓼  科)

九吾(飯 山北)

義而(県 ケ丘)

米俊(長  姫)

◎西村 文雄(長  工)

掛川理三郎(松  尾)

Э広田 金平(長  工)

北村  純(深  志)

為田 勝美(二  葉)

◎西村 文雄(長  工)

横内  貞(染 谷丘|

Э宮本 栄子(長 野西|

藤沢 美恵(深  志|

守谷とみ江(弥 生丘|

D宮下 清計(高  遠|

D篠原 義隆(南  実|

北沢 生吉(長  1じ

林  隆男(県 ケ丘
|

赤沼 文雄(高  遠|

大石  治(蓼  科)

D千葉 九吾(飯 山北)

降旗 義而(県 ケ丘)

原日 米俊(長  姫|

沢

　

　

島

長

　

　

矢

三夫(大 町南)

子郎(清  陵|

)西村 文雄(長

掛川理二郎(松

D広田 金平(長

山口 益治(深

為田 勝美(二

工

尾

工

士
心
　
毒
未

村

本

山

西

宮

古
同

Ｏ

Ｄ

文雄(長  工)

栄子(飯 山南)

慶子(蟻 ケ崎)

下

原

沢

林

沼

宮

篠

北

小

赤

◎

Э

清計(高  遠)

義隆(南  実)

生吉(長  野)

英雄(美 須 |々

文雄(高  遠|

大石  治(小 県蚕)

D千葉 九吾(飯 山Jビ

降旗 義而(深  志|

山名 軍司(伊 那Jし

)片瀬佐伊治(二

掛川理二郎(松

D広 田 金平(長

土屋   (

為田 勝美(二

葉

尾|

工|

葉

)片瀬佐伊治(二  葉|

酒井 園子(丸 子実|

D宮本 栄子(飯 山南|

藤沢 美恵(深  志|

守谷とみ江(弥 生丘
|

Э宮下 清計(木 曽西|

篠原 義隆(南  実:

青本 国作(須 坂商|

D三村 成美(県 ケ丘|

赤沼 文雄(高  遠

◎吉池 治作(永  作)

大石  治(小 県蚕)

Э千葉 九吾(飯 山北)

降旗 義而(深  志)

山名 軍司(伊 郡北)

0片瀬佐伊治(須  坂

倉島 安隆(上  田

D広田 金平(長  工

掛川理二郎(蟻 ケ崎

松島 秀晴(弥 生丘

0片瀬佐伊治(須  坂)

酒井 園子(丸子実業)

D宮本 栄子(飯 山南)

高山 慶子(蟻 ケ崎)

守谷とみ江(弥 生丘)

)宮下 清計(木 曽西

篠原 義隆(南  実

D青木 国作(須 坂商

三村 成美(県 ケ丘

赤沼 文雄(高  遠

0ニノ宮政治(下 高農)

D千葉 九吾(飯 山北)

降旗 義而(深  志)

原田 米俊(長  姫)

イθ



表 2-2

種
目午

寛
サ  ッ  カ  ー 体 操 (男 ) 体 操 (女 )

ヾド ミ ン ト ン 柔 道 貪」 道 ラグビーフットボール

D平林 圭介(飯  田)

篠田平八郎(千  曲)

飯島辰二郎(須 坂西)

近藤 忠直(穂  高)

片桐 武夫(飯  田)

◎片瀬佐伊治(須  東)

倉島 安隆(上  田)

D広田 金平(長  工)

掛川理三郎(蟻 ケ崎)

松島 秀晴(飯  田)

0片瀬伊佐治(須  東|

酒井 園子(丸子実業|

D宮本 栄子(飯 山南|

高山 慶子(蟻 ケ崎|

守屋とみ江(弥 生丘|

井

原

沢

沼

今

篠

北

赤

夏夫(高  速)

義隆(南  実)

生吉(県 ケ丘)

文雄(高  遠)

Э吉沢 治作(茅  野|

大石  治(小 県蚕|

D千葉 九吾(飯 山J`

降旗 義而(深  志|

原田 米俊(長  姫:

◎平林 圭介(飯

斉藤 嘉郎(上

飯島辰三郎(須

Э青柳  間(深

片桐 武夫(阿

田

田

西

志

智

0片瀬佐伊治(須  東|

倉島 安隆(上  田|

D広田 金平(長  工|

吉沢 文雄(美 須 |々

松島 秀晴(飯  田|

0片瀬佐伊治(須  東|

酒井 園子(丸 子実|

香山田鶴子(長 市立|

D藤沢 美恵(深  志|

守屋とみ江(弥 生丘
|

0今井 夏夫(高  遠)

篠原 義隆(南  実)

北沢 生吉(長  野)

D小林 英雄(美 須 )々

矢島今朝英(茅  野)

武(須  商

治(小 県蚕

九吾(飯 山Jじ

義而(深  志|

米俊(長  姫|

出

石

葉

旗

田

小

大

千

降

原

Ｄ

　

　

Ｄ

◎平林 圭介(飯

斉藤 嘉郎(上

飯島辰二郎(須

D青柳  間(深

片桐 武夫(阿

田

田

西

志

智

Э片瀬佐伊治(須  東|

倉島 安隆(上  田
|

)広 田 金平(長  工
|

吉沢 文雄(美 須 :々

松島 秀晴(飯  田|

D片瀬佐伊治(大 町1じ

塚田 圭子(染 谷丘
|

香山田鶴子(長 市立|

D藤沢 美恵(深  志|

守屋とみ江(弥 生丘|

0中村 優造(長 市立

友野 稔(野 沢南

Э和田 圭喜(長 野西

青柳  間(深  志

金子今朝英(富 士見|

Э今井 夏夫(穂  高:

篠原  茂(臼  田|

北沢 生吉(長  野|

D小林 英雄(美 須 |々

矢島今朝英(茅  野|

◎小出  武(美 須 )々

大石  治(小 県蚕)

Э千葉 九吾(飯 山北)

高野 朝彦(松  商)

原田 米俊(長  姫)

◎伊藤 昌治(下 伊農)

宮城 文治(県 ケ丘)

Э堀尾 克己(下 伊農)

士
心
　
ｍ
ロ

ル
上
　
士
心
　
ロ
ロ

0平林 圭介(深

上野 隆雄(上

百瀬 文雄(埴

青柳  間(深

片桐 武夫(飯

◎土田  安(長  工
|

D倉島 安隆(上  田|

広田 金平(長  工)

吉沢 文雄(蟻 ケ崎)

山岸 重夫(茅  野)

◎土田  安(長  工)

原田 岸子(小  諸)

小山 生(屋 代南)

D藤沢 美恵(深  志)

守屋とみ江(弥 生丘)

優造(長 市立|

稔(野 沢南

圭喜(長 野南|

功(蟻 ケ崎

忍(富 士見|

村

野

田

林

子

中

友

和

平

金

Ｏ

　
　
　
Ｄ

◎小林 俊直(野 沢1じ

篠原  茂(臼  田)

Э北沢 生吉(長  野)

小林 英雄(美 須 )々

赤沼 文雄(高  遠)

◎ニノ官政治(下 高農|

大石  治(上 田東|

D千葉 九吾(飯 山1し

高野 朝彦(松  商|

原田 米俊(長  姫|

昌治(下 伊農|

文治(県 ケ丘
|

克己(下 伊農|

藤

城

尾

勢

宮

朔

◎平林 圭介(深  志)

上野 隆雄(上  田)

D青柳  間(深  志)

片桐 武夫(飯  田)

◎土田  安(長  工)

Э倉島 安隆(上  田)

広田 金平(長  工)

吉沢 文雄(蟻 ケ崎)

山岸 重夫(茅  野)

◎土田  安(長  工
|

原田 岸子(小  諸|

小山  生(屋 代南|

Э高山 慶子(蟻 ケ崎|

守屋とみ江(弥 生丘|

◎中村 優造(長 市立|

友野  稔(野 沢南)

Э和田 圭喜(長 野南)

平林  功(蟻 ケ崎)

金子  忍(富 士見)

俊直(野 沢ゴヒ

茂(臼  田
|

生吉(長  野|

英雄(美 須 |々

文雄(高  遠|

林

原

沢

林

沼

∞

篠

凱

小

赤

)ニノ官政治(下 高農|

大石  治(上 田東|

D千葉 九吾(飯 山Jじ

高野 朝彦(松  商)

原田 米俊(長  姫)

文治(県 ケ丘|

克己(下 伊農)

城

尾

宮

堀Э

◎平林 圭介(深  志|

山崎 次男(上  田)

Э小野沢 洋(桔 梗原)

中曽根 浩(長  姫)

◎土田  安(長

D倉島 安隆(上

広田 金平(長

小日 正行(深

権瓶  巴(阿

工

田

工

志

南

◎土田  安(長  工)

原田 岸子(小  諸)

酒井 園子(須  東)

高山 慶子(蟻 ケ崎)

守屋とみ江(弥 生丘)

野

田

林

子

友

和

平

金

Э中村 優造(長 市立|

稔(野 沢南

圭喜(長 野南|

功(蟻 ケ崎|

忍(富 士見|

◎小林 俊直(野 沢Jじ

篠原  茂(南 佐久)

北沢 生吉(長  野)

D宮沢 喜義(深  志)

赤沼 文雄(高  遠)

0ニ ノ官政治(下 高農)

大石  治(上 田東)

D千葉 九吾(飯 山北)

高野 朝彦(松  商)

原田 米俊(長  姫)

善昌(下 伊農

文治(県 ケ丘

克也(下 伊農

条

城

尾

上

宮

堀

◎

　

Э

D赤羽  誠(深  志|

山崎 次男(上  田|

D小野沢 洋(塩  尻|

中曽根 浩(長  姫|

◎土田  安(長  工
|

Э倉島 安隆(上  田|

広田 金平(長  工|

小日 正行(深  志|

池田  実(阿  南)

◎土田  安(長  工|

Э原田 岸子(小  諸|

酒井 園子(須 坂東)

高山 慶子(蟻 ケ崎)

守屋とみ江(下 伊農)

0中村 優造(長  姫)

友野 稔(野 沢南)

D和田 圭喜(長 野西)

平林  功(蟻 ケ崎)

金子  忍(富 士見)

◎小林 俊直(野 沢北)

篠原  茂(南 佐久)

北沢 生吉(長  野)

Э宮沢 喜義(深  志)

赤沼 文雄(高  速)

◎ニノ宮政治(下 高農)

大石  治(上 田東)

D千葉 九吾(飯 山北)

高野 朝彦(松  商)

原田 米俊(長  姫)

0上条 善昌(下 伊農|

宮城 文治(県 ケ丘|

D堀尾 克也(下 伊農

0赤羽  誠(深  志)

山崎 次男(上  田)

D小野沢 洋(塩  尻)

小宮山 守(飯  田)

◎市川  浄(須 坂東)

倉島 安隆(上  田)

宮本 金作(長  商)

木内  淳(木 曽東)

池田  実(阿  南)

◎市川  浄(須 坂東|

原田 岸子(小  諸|

香山田鶴子(長 市立|

Э藤沢 美恵(蟻 ケ崎|

守屋とみ江(下 伊農|

◎新津 真澄(富 士見|

川又  勇(上  田|

和田 圭喜(長 野西)

平林  功(蟻 ケ崎)

D金子  忍(富 士見)

0小林 俊直(野 沢北)

安藤義太郎(野 沢北)

D北沢 生吉(長  野)

中村 一幸(塩  尻)

赤沼 文雄(高  遠)

0小出  武(長  野|

大石  治(上 田東|

D千葉 九吾(飯 山Jじ

上條 重俊(信  工;

原田 米俊(長  姫)

◎上条 善昌(下 伊農|

宮城 文治(県 ケ丘)

Э堀尾 克也(下 伊農)

)赤羽  誠(深  志)

山崎 次男(上  田)

江尻 耕導(須  坂)

)小野沢 洋(塩  尻)

小宮山 守(飯  田)

◎市川  浄(須 坂東)

倉島 安隆(上  田)

宮本 金作(長  商)

木内  淳(木 曽東)

池田  実(阿  南)

◎市り|1 浄(須 坂東)

原田 岸子(小  諸)

香山田鶴子(長 市立)

D藤沢 美恵(蟻 ケ崎)

守屋とみ江(下 伊農)

Э新津 真澄(富 士見|

萩原  則(上  田|

和田 圭喜(長 野西|

平林  功(蟻 ケ崎|

D金子  忍(富 士見|

◎小林 俊直(上  田|

安藤義太郎(野 沢1じ

D北沢 生吉(長  野)

中村 一幸(塩  尻)

赤沼 文雄(高  速)

◎小出  武(長  野)

大石  治(上 田東)

D千葉 九吾(飯 山北)

上條 重俊(信  工)

原田 米俊(長  姫)

0宮島 武四(下 伊農

宮城 文治(県 ケ丘

D堀尾 克己(下 伊農

)平林 圭介(深

菱田  宏(上

江尻 耕導(須

)小野沢 洋(塩

小官山 守(飯

士
心
　
ｍ
口

坂

尻

田

)市川1 浄(須 坂東

)倉島 安隆(上  田|

斉藤元之助(須 坂園|

木内  淳(木 曽東|

中津 頼照(飯  工)

)市川  浄(須 坂東

原田 岸子(小  諸

小山  生(屋 代南

D藤沢 美恵(蟻 ケ崎

守屋とみ江(下 伊農

真澄(富 士見)

政勝(野 沢南)

音吉(更  農)

功(蟻 ケ崎)

忍(富 士見)

津

詰

浦

林

子

新

橋

長

平

金

◎小林 俊直(上  田|

安藤義太郎(野 沢Jじ

北沢 生吉(長  野|

三沢 政近(県 ケ丘|

赤沼 文雄(高  遠|

大石  治(岩 村田)

D千葉 九吾(飯 山北)

北林 澄郎(州  工)

為田 勝美(岡  工)

武四(下 伊農)

文治(県 ケ丘)

忠彦(下 伊農)

島

城

本

宮

宮

藤

イ9



表 2-3

種
年目
責

+vh 体 操 (男 ) 体 操 (女 ) ド ミ ン ト ン 柔 道 道貪J ラグピーフットボール

圭介(松  商)

宏(上  田|

耕尊(下 高農|

伴文(深  志|

1 守(飯  田|

山

林

田

尻

木

宮

平

菱

江

青

小

◎市川  浄(須  東)

倉島 安隆(上  田)

船木 政明(中  央)

Э木内  淳(木 曽東)

中津 頼照(飯 田工)

)市川  浄(須  東)

原田 岸子(小  諸)

小山 生(屋 代南)

)藤原 美恵(蟻 ケ崎)

守屋とも江(下 高農)

真澄(北 佐農)

政勝(野 沢南)

音吉(更  農)

巧(蟻 ケ崎)

忍(富 士見)

津

詰

浦

林

子

新

橋

長

平

金

Ｄ

　

　

　

　

　

Ｄ

)小林 俊直(上  田|

安藤義太郎(野 沢Jじ

D北沢 生吉(長  野|

三沢 政近(県 ケ丘
|

赤治 文雄(高  遠|

信義(飯 山Jじ

治(岩 村田|

九吾(飯 山北|

澄郎(信  工|

勝美(岡  工
|

林

石

葉

林

田

小

大

千

北

為

0宮島 武四(下 伊農

官城 文治(県 ケ丘

Э藤本 忠彦(下 伊農

)平林 圭介(松  商|

岸田  宏(上  田|

江尻 耕導(下 高農|

D青木 伴文(深  志|

横内   (飯  田|

)市川  浄(須  東|

倉島 安隆(上  田|

船木 政明(中  央|

木内  淳(木 曽東|

岡庭  己(長  姫|

)市川  浄(須  東|

原田 岸子(小  諸)

香山田鶴子(長 野西|

D藤沢 美恵(蟻 ケ崎|

守屋とみ江(下 高農|

0北原佐久生(富 士見)

橋詰 政勝(野 沢南)

長浦 音吉(更  農|

平林  巧(蟻 ケ崎|

Э金子  忍(富 士見|

0小林 俊直(上  田)

安藤義太郎(野 沢北)

D北沢 生吉(長  野)

三沢 政近(県 ケ丘)

赤治 文雄(高  遠)

)小林 信義(飯 山1じ

大石  治(岩 村田|

】 葉 九吾(飯 山Jじ

北林 澄郎(信  工
|

原田 米俊(長  姫|

◎宮島 武四(下 伊農

岩下 光雄(県 ケ丘

Э藤本 忠彦(下 伊農

平林 圭介(松  商)

菱田  宏(上  田)

江尻 耕導(下 高農)

D青木 伴文(深  志)

小宮山 守(飯  田|

Э北沢 高明(須 坂東|

倉島 安隆(上  田
|

船木 政明(中  央|

D木内  淳(筑  摩|

岡庭  己(長  姫|

D北沢 高明(須 坂東|

原田 岸子(小  諸|

香山多鶴子(長 野西|

D藤沢 美恵(蟻 ケ崎|

守屋とみ江(下 高農|

)北原佐久生(富 士見|

橋詰 政勝(野 沢南|

長浦 音吉(更  農|

平林  巧(蟻 ケ崎|

D金子  忍(富 士見|

通明(軽 井沢)

富一(小 諸商)

泰雄(屋  代|

政近(県 ケ丘|

文雄(高  速|

緋

柚

献

駅

紹

Э古畑 正直(飯 山北)

大石  治(岩 村田)

千葉 九吾(飯 山北)

北林 澄郎(信  工)

原田 米俊(長  姫)

武四(下 伊農)

光雄(県 ケ丘)

忠彦(下 伊農)

島

下

本

館

岩

鋸

◎栗田  寛(県 ケ丘
|

菱田  宏(上  田|

江尻 耕導(下 高農|

Э青木 伴文(深  志|

小官山 守(飯  田|

◎吉村 七蔵(筑  摩)

倉島 安隆(上  田)

船木 政明(中  央)

Э木内  淳(筑  摩)

中津 頼照(飯 田工)

0北沢 高明(須 坂東)

D酒井 園子( ″ )

香山田鶴子(長 野西)

久保田和子(深  志:

守屋とみ江(下 高農|

3藤森 慎(弥 生丘)

玉井 重遠(坂  城)

西村 善次(染 谷丘)

平林  巧(蟻 ケ崎)

Э百瀬 健司(弥 生丘)

林

柚

淋

駅

鶴

Ｄ

　

　

Ｄ

俊直(坂  城|

富一(小 諸商|

泰雄(屋  代|

政近(県 ケ丘|

毅(下 伊農

)赤羽  誠(信 州工)

依田 和武(松  代)

千葉 九吾(飯 山Jじ

北林 澄郎(信 州工
|

畠山 英夫(下 伊農|

◎小林 茂雄(下 伊農)

岩下 光雄(県 ケ丘|

勝野  徹(岡  工
|

Э栗田  寛(県 ケ丘)

菱田  宏(上  田)

江尻 耕導(下 高農)

D青木 伴文(深  志)

小宮山 守(飯  田|

Э吉村 七蔵(筑  摩)

倉島 安隆(上  田)

船木 政明(中  央)

D木内  淳(筑  摩)

中津 頼照(飯 田工)

◎北沢 高明(須 坂東)

Э酒井 園子( ″ )

香山田鶴子(長 野西)

久保田和子(深  志)

守屋とみ江(下 高農)

森

井

村

田

瀬

∝

玉

西

太

鋸

慎(弥 生丘)

重遠(坂  城)

善次(染 谷丘)

辰雄(蟻 ケ崎)

健司(弥 生丘)

0小林 俊直(城  南)

Э小山 富一(小 諸商)

清水 泰雄(屋  代)

小林  優(信 州工|

福島  毅(下 伊農|

)赤羽  誠(信 州工)

依田 和武(松  代)

千葉 九吾(飯 山北)

北林 澄郎(信 州工)

畠山 英夫(下 伊農)

茂雄(下 伊農)

光雄(県 ケ丘)

徹(岡  工)

林

下

野

小

岩

勝

Э

田

商

工

工
|

代|

)花田 信平(松

D江尻 耕導(松

菱田  宏(上

瀬川 皓資(松

小川 迪彦(駒

藤

島

井

内

津

斉

倉

石

木

中

Ｄ

　

　

　

Ｄ

嘉郎(須 坂東)

安隆(上  田|

元明(丸 子実|

淳(筑  摩|

頼照(飯 田工
|

◎北沢 高明(須 坂東)

D香山田鶴子(長 野西)

久保田和子(深  志|

守屋とみ江(下 高農|

今井 順子(風  越|

Э坂田 芳雄(中 野実)

D長浦 音吉(更  農)

西村 善次(染 谷丘)

太田 辰雄(蟻 ケ崎|

百瀬 健司(弥 生丘|

0小林 俊直(城  南)

石田 和増(小 諸商)

清水 泰雄(屋  代)

細田  寿(梓  川)

福島  毅(下 伊農)

◎金森 真夫(信 州工)

依田 和武(松  代|

千葉 九吾(飯 山Jじ

北林 澄郎(信 州工|

原日 米俊(長  姫|

◎小林 茂雄(下 伊農)

岩下 光雄(県 ケ丘|

勝野  徹(岡  工|

◎花田 信平(中  条)

D江尻 耕導(松  代)

菱田  宏(上  田|

瀬川 暗資(松  商|

石田 義雄(飯  田|

◎斉藤 嘉郎(須 坂東)

倉島 安隆(上  田)

石井 元明(丸 子実)

Э木内  淳(筑  摩)

中津 頼照(飯 田工)

0北沢 高明(須 坂東)

D香山田鶴子(長 野西)

久保田和子(深  志)

守屋とみ江(下 高農)

今井 頂子(風  越)

)坂田 芳雄(中 野実)

D長浦 音吉(更  農)

西村 善次(染 谷丘)

平林 良治(大 町北)

金子  忍(富 士見)

南

商

工

代

実

川

農

諸

野

　

子

　

伊

城

小

長

屋

丸

梓

下

直

増

知

雄

一
寿

毅

俊

和

計

泰

寿

林

田

井

水

崎

田

島

小

石

笹

清

山

細

福

0金森 真夫(信 州工)

依田 和武(松  代)

千葉 九吾(飯 山北)

清沢  清(県 ケ丘)

Э原田 米俊(長  姫|

Э臼井  啓(岡 谷工)

岩下 光雄(県 ケ丘)

勝野  徹(岡 谷工)

Э花田 信平(中

D江尻 耕導(松

菱田  宏(上

小宮山 守(大

石田 義雄(飯

条

代

田

町

田

D斉藤 嘉郎(須 坂東

倉島 安隆(上  田

石井 元明(丸 子実

D木内  淳(筑  摩

中津 頼照(飯 田工

◎北沢 高明(須 坂東:

Э香山田鶴子(長 野西|

久保田和子(深  志|

守屋とみ江(下 高農|

今井 順子(風  越|

◎柳沢 邦彦(中  野)

長浦 音吉(更  農|

西村 善次(染 谷丘|

平林 良治(大 町1じ

金子  忍(富 士見:

南

商

工

代

実

川

農

諸

野

　

子

　

伊

城

小

長

屋

丸

梓

下

直

増

知

雄

一
寿

毅

俊

和

計

泰

寿

林

田

井

水

崎

田

島

小

石

笹

清

山

細

福

Э D酒井志之輔(自  馬|

依田 和武(松  代|

千葉 九吾(飯 山Jじ

袖山 隼雄(大  町|

原日 米俊(長  姫|

D臼井  啓(岡 谷工|

岩下 光雄(県 ケ丘|

勝野  徹(岡 谷工
|

◎花田 信平(中  条|

Э江尻 耕導(松  代|

小野沢 洋(丸 子実|

青木 伴文(深  志|

石田 義雄(飯  田|

◎小林 直之|

倉島 安隆|

石井 元明

Э木内  淳

中津 頼照

中 央)

上 田)

丸子実)

筑 摩)

飯田工
|

91ヒ沢 高明(須 坂東)

D香山田鶴子(長 野西)

久保田和子(深  志)

守屋とみ江(下 高農)

今井 願子(風  越)

Э芦部 隆彦(更  農)

D長浦 音吉( ″ )

和田 栄二(染 谷丘)

平林 良治(大 町Jじ

金子  忍(富 士見)

南

商

工

代

実

川

農

諸

野

　

子

　

伊

城

小

長

屋

丸

梓

下

直

増

知

雄

一
寿

毅

俊

和

計

泰

寿

林

田

井

水

崎

田

島

小

石

笹

清

山

細

福

◎酒井志之助(自  馬)

依田 和武(長 野商)

千葉 九吾(飯 山北)

袖山 隼雄(大  町)

原田 米俊(長  姫)

Э佐 木々孝夫(岡 谷工)

小島喜簿雄(県 ケ丘)

勝野  徹(岡 谷工)

)小松  広(大  町|

)江尻 耕導(松  代|

小野沢 洋(丸 子実|

青木 伴文(深  志

宮下 洋治(長  姫

林

田

井

内

沢

小

池

石

木

湯

Ｏ

　

　

　

Ｄ

直之(中  央|

実(長  野

元明(丸 子実|

淳(筑  摩|

勉(岡 谷エ

)北沢 高明(須 坂東:

D香山田鶴子(長 野西|

久保田和子(深  志|

守屋とみ江(下 高農|

今井 頂子(風  越|

◎芦部 隆彦(更  農|

D長浦 音吉( ″ |

和田 栄二(染 谷丘|

平林 良治(大 町Jじ

金子  忍(富 士見|

南

商

工

代

実

川

農

諸

野

　

子

　

伊

城

小

長

屋

丸

梓

下

直

増

知

雄

一
寿

毅

俊

和

計

泰

寿

林

田

井

水

崎

田

島

小

石

笹

清

山

細

福

◎ Э酒井志之助(自  馬|

依田 和武(長 野商|

千葉 千吾(飯 山1ヒ

有賀 健二(池 田工|

D原日 米俊(長  姫

)佐 木々孝夫(岡 谷工

加藤 義幸(長 野工

小島喜美雄(県 ケ丘

勝野  徹(岡 谷工

5θ



表 2-4

種
年目
質

サ  ッ  カ  ー 体 操 (男 ) 体 操 (女 )
ヾド ミ ン ト ン 柔 道 道実1 ラグピーフットボール

◎小松 広(大  町)

Э江尻 耕導(松  代)

小野沢 洋(丸 子実)

青木 伴文(深  志)

宮下 洋治(長  姫)

◎小林 直之(中  央)

池田  実(長  野)

石井 元明(丸 子実)

Э木内  淳(築  摩)

湯沢  勉(岡 谷工)

◎北沢 高明(須 坂東

Э香山田鶴子(長 野西|

久保田和子(深  志|

守屋とみ江(下 高農|

今井 順子(風  越)

◎寺沢 文晴(更  農)

Э長浦 音吉( ″ )

和田 栄二(染 谷丘)

平林 良治(大 町北)

金子  忍(富 士見)

林

田

山

田

島

い

石

ン

細

福

俊直(上 城南

和増(長 吉田|

富―(上  田
|

寿(梓  り||

毅(下 伊農|

◎酒井志之助(白  馬|

依田 和武(長 野商|

千葉 千吾(飯 山1じ

有賀 健二(池 田工|

Э原田 米俊(長  姫)

◎佐 木々孝夫(岡 谷工
|

加藤 義幸(長 野工
|

小島喜美雄(県 ケ丘|

勝野  徹(岡 谷工)

Э山川  広(大  町)

D江尻 耕導(松  代)

小野沢 洋(丸 子実)

松田 正己(筑  摩)

渋谷 博光(清  陵)

直之(中  央|

実(長  野|

史夫(染 谷丘
|

淳(築  摩|

勉(岡 谷工)

餅

鎚

小

納

駅

◎北沢 高明(須 坂東|

香山田鶴子(長 野西|

Э久保田和子(深  志|

伊藤 隅子(美 須 |々

奥村 睦子(二  葉|

◎御子柴秀雄(更  農|

Э長浦 音吉( ″ |

和田 栄二(染 谷丘)

平林 良治(大 町北)

金子  忍(富 士見)

0小林 俊直(上 城南)

石田 和増(長 吉田)

D小山 富一(上  田)

細田  寿(梓  川)

福島  毅(風  越)

◎佐 木々孝夫(飯 田工)

依田 和武(長 野商)

羽田 敏幸(上  田)

有賀 健二(池 田工)

Э原日 米俊(長  姫)

◎加納  洋(岡 谷工)

加藤 義幸(長 野工)

小島喜美雄(県 ケ丘)

勝野  徹(岡 谷工)

◎山川  広(大  町)

Э江尻 耕導(松  代)

小野沢 洋(丸 子実)

松田 正己(筑  摩)

渋谷 博光(清  陵)

◎小林 直之(中  央)

Э池田  実(長  野)

小林 史夫(染 谷丘)

木内  淳(築  摩)

湯沢  勉(長  姫)

◎1ヒ沢 高明(須 坂東)

香山田鶴子(長 野西)

真島 亮子(丸 子実)

Э伊藤 隅子(美 須 )々

奥村 睦子(二  葉)

◎牧野 嘉雄(更  農|

Э長浦 音吉( ″ 〕

和田 栄二(染 谷丘)

平林 良治(深  志)

金子  忍(富 士見)

0小林 俊直(上 城南)

石田 和増(屋  代)

D小山 富一(上  田)

細田  寿(梓  川)

福島  毅(風  越)

◎佐々 木孝夫(飯 田工
|

依田 和武(長 野商|

羽田 敏幸(上  田|

有賀 健二(池 田工|

D原日 米俊(長  姫)

◎加納 洋(岡 谷エ

加藤 義幸(長 野工
|

小島喜美雄(県 ケ丘|

勝野 徹(岡 谷工)

◎山川  広(大  町)

Э江尻 耕導(松  代)

小野沢 洋(丸 子実)

松田 正己(築  摩)

伊東 洋治(長  姫)

直之(中  央|

政明( ″ |

史夫(染 谷丘|

尚子(塩  尻)

勉(長  姫)

叫
跡
燃
鵬
餓

◎北沢 高明(須 坂東|

米沢 明子(屋 代南|

真島 亮子(丸 子実|

Э伊藤 隅子(美 須 )々

守屋とみ江(風  越)

◎牧野 嘉雄(更  農|

Э長浦 音吉( ″ )

和田 栄二(染 谷丘)

木内  淳(築  摩)

金子  忍(富 士見)

俊直(上 城南

和増(屋  代

亘彦(岩 村田

寿(梓  川

毅(風  越

林

田

藤

田

島

餅

節

佐

細

福

本

田

出

賀

田

釧

依

井

有

源

吉夫(阿  智)

和武(長 野商)

忠順(東  部)

健二(木  曽)

米俊(長  姫)

◎加納  洋(岡 谷工)

加藤 義幸(長 野工)

小島喜美雄(県 ケ丘)

勝野  徹(岡 谷工)

Э山川  広(大  町
D江尻 耕導(松  代

小野沢 洋(丸 子実

松田 正己(築  摩

奈良井 薫(東 海三

直之(中  央|

政明( ″ |

史夫(染 谷丘)

尚子(塩  尻)

勉(長  姫)

嚇
林
林
鵬
蜘

D北沢 高明(須 坂東|

米沢 明子(屋 代南|

真島 亮子(丸 子実|

)伊藤 隅子(美 須 )々

守屋とみ江(風  越)

彦次(更  農

音吉( ″

禅(望  月

淳(筑  摩

忍(富 士見

剃
獅
錬
納
舒

俊直(上 城南

和増(屋  代:

亘彦(岩 村田|

寿(梓  川)

毅(風  越)

林

田

藤

田

島

＞

万

佐

細

福

◎山本 吉夫(阿  智

依田 和武(長 野商

井出 忠順(東  部

有賀 健二(木  曽

D原田 米俊(長  姫|

晰

宮

丸

鋪

隆彦(下 伊農|

嘉光(長  野)

国広(県 ケ丘)

和平(下 伊農)

芳正(大  町|

耕導(松  代|

洋(丸 子実)

正光(深  志)

秀樹(箕 輪工)

沢

湘
湖
情
琳
岬

◎宮沢  誠(長  姫|

船木 政明(中  央)

小林 史夫(染 谷丘)

小林 正幸(塩  尻)

D湯沢  勉(長  姫)

高明(須 坂東

明子(屋 代南

亮子(丸 子実|

隅子(美 須 |々

和子(二  葉|

癒
粗
鶏
腋
伸

◎丸林 一富(筑  摩

平林 良人(長 中央|

金森  禅(望  月|

Э木内  淳(筑  摩|

野口新太郎(向  陽)

宏志(岩 村田|

和増(屋  代〕

亘彦(岩 村田)

優(信 州工)

一彦(茅  野)

蜘
蜘
爆
燃
醐

本

田

出

賀

田

蝕

依

井

有

諒

吉夫(阿  智|

和武(長 野商)

忠順(東  部)

健二(木  曽)

米俊(長  姫)

◎久保田泰正(下 伊農)

宮下 嘉光(長  野)

小林 正明(県 ケ丘)

Э西沢 和平(下 伊農)

◎土屋 芳正(大  町|

D江尻 耕導(松  代)

小野沢 洋(丸 子実)

平林 正光(深  志)

山田 秀樹(箕 輪工)

◎宮沢  誠(長  姫)

船木 政明(中  央)

小林 史夫(染 谷丘)

小林 正幸(塩  尻)

Э湯沢  勉(長  姫)

高明(須 坂東)

明子(屋 代南)

亮子(丸 子実)

隅子(美 須 )々

和子(二  葉)

雌
組
鴎
腋
伸

◎満沢  敏(田  川|

平林 良人(長 中央|

金森  禅(望  月|

D木内  淳(筑  摩)

野口新太郎(向  陽)

◎馬場 修司(岩 村田)

0石田 和増(屋  代)

佐藤 亘彦(岩 村田)

小林  優(信 州工)

百瀬 一彦(茅  野)

◎山本 吉夫(阿  智)

依田 和武(長 野商)

井出 忠順(東  部)

有賀 健二(木  曽)

D原田 米俊(長  姫)

◎久保田泰正(下 伊農:

宮下 嘉光(長  野|

小林 正明(県 ケ丘)

D西沢 和平(下 伊農)

◎土屋 芳正(大  町)

Э江尻 耕導(松  代)

小野沢 洋(丸 子実)

平林 正光(深  志)

山田 秀樹(箕 輪工)

◎足助  治(塩  尻)

船木 政明(中  央)

小林 史夫(染 谷丘)

小林 正幸(塩  尻)

D湯沢  勉(長  姫)

ヴヒ沢 高明(須 坂東|

米沢 明子(屋 代南|

真島 亮子(丸 子実|

久保田和子(蟻 ケ崎)

小日 和子(二  葉)

◎北村  純(飯  田|

平林 良人(長 中央)

金森  禅(望  月)

D木内  淳(筑  摩)

矢野 貴直(飯  田)

◎馬場 修司(岩 村田|

Э石田 和増(屋  代|

佐藤 亘彦(岩 村田|

小林  優(信 州工)

百瀬 一彦(岡 谷工)

◎山本 吉夫(阿  智|

Э依田 和武(長 野南|

井出 忠順(東  部)

有賀 健二(木  曽)

吉谷幸一郎(岡 谷南)

元享(長  野

嘉光( ″

小林 正明(県 ケ丘

金子 俊夫(長  姫

◎小林

宮下

◎土屋 芳正(大  町|

Э江尻 耕導(須 園芸|

飯島 秀明(上田千曲)

平林 正光(松本瀦志)

山田 秀樹(箕輪工業)

米沢 明子(屋 代南

真島 亮子(丸子実業

久保田和子(蟻 ケ崎|

Jヽ 日 和子(諏訪二葉|

智雄(飯  田)

健司(長 野西)

禅(望  月)

淳(田  川)

貴直(飯  田)

輻
醐
録
加
知

◎岩村 亀夫(更 級農|

Э石田 和増(屋  代|

佐藤 亘彦(臼  田)

小林  優(信州工業)

百瀬 一彦(岡谷工業)

)山本 吉夫(須 坂東|

D依田 和武(須 坂東)

高橋 正明(上 田東)

有賀 健二(木  曽)

吉谷幸一郎(岡 谷南)

◎小林 元亨(長  野)

D宮下 喜光(長  野)

小林 正明(県 ケ丘)

金子 俊夫(飯田長姫)

◎土屋 芳正(大  町)

丸山  朗(長 野南)

D飯島 秀明(上田千曲)

石田 義雄(豊  科)

唐沢 陽司(伊 】

`北

)

獅
細
林
悧
激

κ倉 明子(屋 代南)

:島 亮子(丸子実業)

(保 田和子(蟻 ケ崎)

トロ 和子(諏訪二葉)

智雄(飯  田|

健司(長 野西|

禅(望  月;

淳(田  川)

貴直(飯  田)

鶏
轍
鍮
湘
知

亀夫(更級農業|

一幸(更級農業)

亘彦(臼  田)

優(信州工業)

一彦(岡谷工業)

獅
潮
嫉
林
醐

》赤松 光雄(須 坂東)

)依田 和武(須 坂東)

高橋 正明(上 田東)

有賀 健二(木  曽)

古谷幸一郎(岡 谷南)

濁
潜
伽
廠
舒

忠彦(長  野)

喜光(長  野)

雅紀(丸子実業)

義幸(大  町)

俊夫(飯田長姫)

5ゴ



表 2-5

種
目手

責
サ  ッ  カ  ー 体 操 (男 ) 体 操 (女 )

ヾド ミ ン トン 道柔 道貪J ラグビーフットボール

平
成
元

D青島 二郎(大  町)

丸山 朗(長 野南)

D飯島 秀明(上田千曲)

石田 義雄(豊  科)

唐沢 陽司(伊 那北)

)吉池 保男(飯田長姫)

森山 邦夫(中 野西)

小林 史夫(染 谷丘)

甘利 道子(大 町北)

D湯沢  勉(飯田長姫)

米沢 明子(屋 代南|

真島 亮子(丸子実業|

久保田和子(蟻 ケ崎|

)小日 和子(諏訪二葉

山

瀬

井

内

野

中

百

今

木

矢

Ｄ

　

　

　

Ｄ

茂(田  川)

健司(長 野西|

靖(染 谷丘

淳(田  川:

責直(飯  田|

Э巣山第三郎(更級農業)

Э中村 一幸(更級農業)

佐藤 亘彦(日  田|

小林  優(信州工業|

百瀬 一彦(岡谷工業|

)赤松 光雄(須 坂東)

D依田 和武(須 坂東)

高橋 正明(上 田東)

有賀 健二(木  曽)

吉谷幸一郎(岡 谷南)

◎吉池 保男(飯田長姫)

幅  国洋(長 野南)

小林 正明(県 ケ丘)

Э金子 俊夫(飯田長姫)

2

青島 三郎(大  町)

丸山  朗(長 野南)

D飯島 秀明(上田千曲)

唐沢 陽司(伊 那Jじ

石田 義雄(豊  科|

)吉池 保男(飯田長姫)

森山 邦夫(中 野西)

小林 史夫(染 谷丘)

D湯沢  勉(飯田長姫)

甘利 道子(大 町Jじ

米沢 明子(屋 代南

長田 芳子(野 沢南

D小日 和子(諏訪二葉

久保田和子(蟻 ケ崎

0小岩井 淳(中野実業)

Э松久 和弘(中野実業)

今井  靖(染 谷丘)

清水 達郎(諏訪二葉)

上條 利昭(塩  尻)

Э巣山第二郎(更級農業)

D中村 一幸(更級農業)

井出 英孝(4儲醸 )

百瀬 一彦(岡谷工業|

津金 武寿(松本第一|

う依田 守史(須 坂東)

D依田 和部(須 坂東)

中野  稔(臼  田)

吉谷幸一郎(岡 谷南)

有賀 健二(木  曽)

◎春日  進(下 伊農)

幅  国洋(長 野南)

Э小澤  健(下 伊農)

小林 敏春(大  町)

Э青島 二郎(大  町)

丸山  朗(長 野南)

D飯島 秀明(上田千曲)

唐沢 陽司(伊 那Jじ

石田 義雄(豊  科|

う原   均(飯田長姫)

森山 邦夫(中 野西)

小林 史夫(丸子実業)

D湯沢  勉(飯田長姫)

小林 正幸(塩  尻|

米沢 明子(屋 代南)

長田 芳子(野 沢南)

D小口 和子(諏訪二葉)

久保田和子(蟻 ケ崎)

◎小岩井 淳(中野実業)

Э松久 和弘(中野実業)

今井  靖(染 谷丘)

清水 達郎(諏訪二葉)

上條 利昭(松本工業)

Э巣山第二郎('搬農業)

Э中村 一幸(ヌ郵濃業)

井出 英孝(1儲商業|

百瀬 一彦(岡谷工業|

津金 武寿(松本第一|

D依田 守史(須 坂東)

D依田 和武(須 坂東)

中野  稔(日  田)

吉谷幸一郎(岡 谷南)

有賀 健二(木  曽)

進(下 伊農)

国洋(長 野南)

健(下 伊農)

敏春(大  町)

日

　

　

澤

林

鉢

幅

跡

小

4

青島 二郎(大  町)

丸山 朗(長 野南)

Э飯島 秀明(上田千曲|

唐沢 陽司(伊 那Jじ

石田 義雄(豊  科|

Э塩沢 久夫(丸子実業)

森山 邦夫(中野西)

Э小林 史夫(丸子実業)

長谷川浩一(辰  野|

小林 正幸(塩  尻|

長田 芳子(野 沢南)

Э小口 和子(諏訪二葉)

伊藤 隅子(美須々 丘)

◎佐野 敬一(長 野南)

Э荒井 和人(長 野南)

今井  靖(染 谷丘)

清水 達郎(諏訪二葉)

小林 公廣(松本工業)

◎鶴岡 一蔵(■■農業)

Э仲村 一幸(更級農業)

井出 英孝(1儲商業|

石田  修(辰  野

津金 部寿(松本第一|

)依田 守史(大 町北)

布施 紀彦(長  野)

)依 田 和武(東  部)

吉谷幸一郎(岡 谷南)

有賀 健二(木  曽|

)春 日  進(下 伊農)

幅  国洋(長 野南)

D小澤  健(下 伊農)

橋爪 正男(県 ケ丘|

二郎(長 野南)

朗(長 野南)

秀明(上回線曲)

陽司(伊 那北)

義雄(豊  科)

島

山

島

沢

田

清

丸

諏

唐

石

Э塩沢 久夫(丸子実業)

森山 邦夫(中 野西)

Э小林 史夫(丸子実業)

長谷川浩一(辰  野)

小林 正幸(塩  尻)

米沢 明子(屋 代南)

長田 芳子(野 沢南)

Э小口 和子(諏 訪実)

伊藤 隅子(美須々 丘)

D青島 二郎(長 野南|

D荒井 和人(長 野南|

今井  靖(染 谷丘

清水 達郎(諏訪二葉

小林 公廣(松本工業

)嶋岡 一蔵(更級農業)

D仲村 一幸(更級農業)

井出 英孝(1儲商業)

石田  修(辰  野)

津金 武寿(松本第一)

守史(大 町1じ

紀彦(長  野|

和武(東  部

健二(岡 谷南

達(昭和国芸

田

施

田

賀

藤

漱

布

漱

有

斉

進(下 伊農)

国洋(長 野南)

健(下 伊農:

徹(大  町|

日

　

　

澤

井

滞

幅

＞

荒

6

近一(伊 那 Jじ

朗(長野吉田|

善和(上 田西

陽司(伊 那北

裕之(信州工業

沢

山

辺

沢

橋

第

丸

渡

第

高

◎荻野  浩(辰  野:

森山 邦夫(中 野西|

小島 昭英(上  田|

0長谷川浩一(辰  野

甘利 道子(大 町北

Э長田 芳子(野 沢南

植松喜美子(諏訪二葉

林  律子(松本深志

)跡部 和夫(長 野東)

D小田 弘文(長 野南)

青柳 俊幸(臼  田)

吉村 洋一(下 伊農)

斉藤  達(昭和園臓)

嶋岡 一蔵(下 伊農)

奥脇  教(長  野)

Э小澤  健(下 伊農)

荒井  徹(大  町)

7

0上平 慶治(伊 謝「北

丸山  朗(長野吉田

渡辺 善和(上 田西

Э唐澤 陽司(伊

'「

Jt

高橋 裕之(信州工業

)荻野  浩(辰  野

森山 邦夫(中 野西

小島 昭英(上  田

張 谷川浩一(辰  野

甘利 道子(大 町Jヒ

Э長田 芳子(野 沢南

植松喜美子(壽励球

林  律子(松檻

◎仲村 武人(東  部)

倉田 吉春(松  代)

Э荒井 和人(東  部)

尾崎 広明(赤  穂)

小林 公廣(松本工業)

金司(明  科)

啓郎(長野工業)

啓孝(上田千曲)

修(辰  野)

寿(明  科)

澪
駅
都
和
剛

和夫(長 野東)

弘文(長 野南)

俊幸(臼  田)

洋一(下 伊農)

達(昭和国芸|

邸

相

静

訥

離

Ｄ

Ｄ

一蔵(下 伊農)

教(長  野)

健(下 伊農)

俊昭(県 ケ丘)

鏃

奥

餅

木

上平 慶治(伊 那ゴヒ

丸山  朗(長野吉E

渡辺 善和(上 田ロ

Э唐沢 陽司(伊 那洲

高橋 裕之(信州工引

)丸山敵一郎(辰  野)

森山 邦夫(中 野西)

小島 昭英(上  田)

)長谷川浩一(辰  野)

甘利 道子(大 町北)

)長田 芳子(臼  田)

植松喜美子(諏訪二葉)

長屋 和恵(穂高商業)

Ⅲ

剛

耕

騎

′ｌ、林

Ｄ

　

　

Э

武人(東  部)

藤夫(須  坂)

和人(東  部)

広明(赤  穂)

至(大 町北)

◎斉藤 金司(明  科)

滝沢 啓郎(長野工業)

春日 啓考(上田千曲)

石山  修(岡 谷東)

○細山  寿(明  科)

Э博田 利勝(飯山長姫)

D小山 弘文(長 野南)

井出 忠順(上 田東)

吉村 洋一(下 伊農|

青柳 俊幸(南安曇農|

一蔵(下 伊農)

教(長  野)

健(飯  山)

俊昭(県 ケ丘|

岡

脇

澤

村

∝

奥

餅

木

9

D北原  明(伊 調F北)

丸山  朗(長野吉田)

渡辺 善和(上 田西)

Э唐沢 陽司(伊 那北)

高橋 裕之(信州工業|

◎竹松 杉人(赤  穂)

小島 昭英(上  田)

Э長谷川浩一(松  川)

甘利 道子(大 町北)

清水 願子(長野吉田)

田玉 雅美(中  野|

Э長田 芳子(臼  田|

植松喜美子(諏訪二葉

大月 綾子(蟻 ケ崎

0大池  明(東  部)

渡辺 藤夫(飯山照丘)

Э荒井 和人(東  部〕

尾崎 広明(辰  野|

小林  至(大 町1ビ

◎神林三喜雄(明  科)

滝沢 啓郎(長野工業)

春日 啓考(上田染谷)

石田  修(岡 谷東)

〇細田  寿(明  科)

◎博田 千1勝 (飯田長姫)

Э小田 弘文(長 野南)

井出 忠順(小  諸|

吉村 洋一(下 伊農|

青柳 俊幸(南安曇農|

紀昭(飯  田)

教(長  野)

健(飯  田|

俊昭(県 ケ丘|

田

脇

澤

村

鏃

奥

勢

木

"



表 3-1

巻
午
十
一
又

弓   道 相   撲 水   泳 ス キ  ー ス ケ ー ト 硬 式 庭 球 研 究 調 査

丸山  彰(大 町南| 石田 里次(南  農|

丸山  彰(大 町南| 石田 里次(南 農)

堀

葉

山

島

内

千

丸

矢

Ｄ

純―(小 諸実)

九吾(飯 山北)

彰(大 町南)

寿雄(岡  工)

擦原  茂(臼

依田 良春(長

石田 里次(南

)小浜 尚三(岡

田

商

農

工

石

葉

山

日

大

千

九

春

Ｄ

治(小 県蚕)

九吾(飯 山1じ

彰(大 町南)

友衡(下 伊農)

篠原  茂(臼  田
|

西片 庄平(長 野西|

石田 里次(南  農|

D小浜 尚三(岡  工|

葉

山

千

九

Э 九吾(飯 山Jじ

彰(大 町南)

手塚 民郎(南  農)

◎宮本 卓樹(飯 山Jじ

Э千葉 九吾(飯 山Jじ

丸山 彰(大 町南)

佐々 木利平(岡  工)

◎金子 祐三(岡  南
篠原  茂(日  田|

西片 庄平(長 野西|

平林  章(大 町ゴじ

D今井 重信(岡  南)

◎宮本 貞樹(飯 山Jじ

大石  治(小 県Jじ

Э千葉 九吾(飯 山Jじ

丸山  彰(大 町南)

佐 木々利平(岡  工)

◎金子 祐三(岡  南)

篠原  茂(臼  田)

西兵 庄平(長 野西)

石田 里次(豊  科)

D白馬 善男(岡  東)

◎宮本 貞樹(飯 山Jじ

治(1ヽ 県蚕|

九吾(飯 山Jじ

彰(大 町南)

章(岡  東)

石

葉

山

林

大

計

丸

平

篠原  茂(臼

石田 里次(豊

佐 木々利平(岡

田

科

工

◎清水 次郎(飯 山Jじ

清水 泉一(小 県蚕|

Э宮本 金作(長  野|

佐々 木利平(岡  工)

》増沢 俊介(岡  工)

西片 庄平(長 野西)

依田 多助(豊  科)

)鈴木 忠彦(岡  南)

◎清水 次郎(飯 山1し

幸雄(岩 村田|

金作(長  野|

彰(大 町南|

重郎(辰  野)

日

本

山

原

柳

宮

丸

篠

Э

)加藤  裕(岡  南)

篠原  茂(臼  田)

)西片 庄平(長 野西)

依田 多助(豊  科)

鈴木 忠彦(岡  南)

∬



表 3-2

種

目午
責

弓 道 相 撲 水 泳 ス キ ー ス ケ ー ト 硬 式 庭 球 研 究 調 査

)新井 泰雄(飯 山北)

)宮本 金作(長  野)

柳田 幸雄(北 佐農)

丸山  彰(大 町1じ

篠原 重郎(辰  野)

)吉 沢 治作(茅

入野 勝行(長

篠原  茂(豊

依田 多助(豊

)鈴木 忠彦(岡

印

⊃

抑

抑

南)

0新井 泰雄(飯 山北)

D宮本 金作(長  野)

柳田 幸雄(1ヒ 佐農)

丸山  彰(大 町北)

平林  彰(岡  東)

)吉沢 治作(茅  野|

入野 勝行(長  工|

井出 宗雄(南  実|

宮沢 喜雄(深  志

)鈴木 忠彦(岡  南|

う新井 泰雄(飯 山1じ

暮沼 一馬(屋 代東|

宮坂  崇(桔 梗原|

柴 韓治郎(伊 那1し

◎上條 善昌(山林)

O宮沢 喜義(深志)

大輪 勝(清陵)

)早川1 勝(岩 村田)

)甲 崎  元(長  野)

安藤義太郎(野 沢北)

上条 貞雄(深  志)

鶴川 千里(飯  田)

◎新井 泰雄(飯 山北)

Э宮本 金作(長  野)

柳田 幸雄(北 佐農)

丸山  彰(大 町北)

平林  彰(岡  東)

)吉沢 治作(茅

入野 勝行(長

井出 宗雄(南

宮沢 喜雄(深

D鈴木 忠彦(岡

配

Ｅ

実

恵

南

◎新井 泰雄(飯 山北)

柳沢 博喜(小 諸商)

Э暮沼 一馬(屋  代|

宮坂  崇(結 梗原|

柴 韓治郎(伊 那Jじ

◎上條 善昌(山林)

O神津 和美(木 曽西)

)早川  勝(岩 村田)

安藤義太郎(野 沢北)

)甲崎  元(長  野)

茶谷 義男(松  工)

鶴川 千里(飯  田)

◎新井 泰雄(飯 山Jじ

柳田 幸雄(岩 村田|

Э宮木 金作(長  野|

丸山  彰(大 町1ビ

矢島 寿雄(清  陵|

Э吉沢 治作(茅  野)

井出 宗雄(南  実)

入野 勝行(長  工|

宮入 利満(北 安曇|

Э鈴木 忠彦(岡  南|

0新井 泰雄(二  葉)

栗本 宗男(屋  代)

Э暮沼 一馬(屋  代|

官坂  崇(枯 梗原|

柴 韓治郎(伊 那Jじ

◎上探 善昌(山林)

O福村 武雄(山林)

)早り|1 勝(岩 村田)

安藤義太郎(野 沢北)

)甲崎  元(長  野)

茶谷 義男(松  工)

鶴川 千里(飯  田|

◎新井 泰雄(飯 山北)

柳田 幸雄(岩 村田)

Э官木 金作(長  野)

丸山  彰(大 町北)

矢島 寿雄(清  陵)

0久保田文雄(長  商)

井出 宗雄(南  実)

入野 勝行(長  工|

宮入 利満(北 安曇|

Э鈴木 忠彦(岡  南|

◎新井 泰雄(二  葉)

佐藤 昭三(小 諸商)

暮沼 一馬(屋  代)

宮坂  崇(結 梗原)

0柴 韓治郎(伊 那北)

◎官下 清計(県 ケ丘)

Э福村 武雄(県 ケ丘|

)三輪 誠―(須 坂東)

安藤義太郎(野 沢北)

D甲崎  元(長  野)

茶谷 義男(穂  高)

鶴川 千里(飯  田|

)北沢 公平(飯 山Jじ

寺島 善蔵(蓼  科|

D宮本 金作(長  野|

丸山  彰(大 町1じ

平沢 浩(関  東

0久報田文雄(長

井出 宗雄(南

入野 勝行(長

宮入 利満(池

Э鈴木 忠彦(岡

商

実

工

田

南

う新井 泰雄(二  葉)

佐藤 昭三(小 諸商|

暮沼 一馬(屋  代|

矢彦沢 院(松  商|

D柴 韓治郎(伊 那ゴし

下

村

宮

福

◎

Э

清三十(県 ケ丘)

武雄(県 ケ丘|

D林 大太郎(須  坂:

安藤義太郎(野 沢1し

D甲崎  元(長  野
茶谷 義男(穂  高

鶴川 千里(飯  田

◎北沢 公平(飯 山北)

柳田 幸夫(岩 村田)

Э宮本 金作(長  野)

丸山  彰(大 町北)

平沢  浩(岡  東)

Э山極 真平(諏 訪実)

井出 宗雄(南  実|

入野 勝行(長  工|

佐々 木利平(県 ケ丘
|

Э鈴木 忠彦(丘  南|

◎千村  保(二  葉)

小山  禅(上  田)

暮沼 一馬(屋  代)

矢彦沢 院(松  商)

柴 韓治郎(伊 憑『10

◎神田 令二(木 曽西

Э松橋 昌美(木 曽西

Э林 大太郎(須 坂東

山岸 道弘(上  田

D甲崎  元(長  野
藤原 敏行(梓  川

鶴川 千里(飯  田

沢

田

本

山

北

柳

宮

丸

Ｄ

　

Ｄ

公平(飯 山北)

幸夫(岩 村田|

金作(長  商|

彰(太 町1じ

Э吉村 七蔵(岡  南)

井出 宗雄(南  実|

入野 勝行(長  工|

穂刈  勇(松  商|

Э鈴木 忠彦(岡  南|

)千村  保(二  葉)

小山  洋(上  田|

暮沼 一馬(屋  代|

矢彦沢 院(松  商|

柴 韓治郎(伊 調FJし

◎神田 令二(木 曽西)

Э渡辺 治登(木 曽西|

Э平林 六弥(飯

山岸 道弘(上

D甲崎  元(長

藤原 敏行(梓

鶴川 千里(飯

◎小林 信義(飯 山北

柳田 幸夫(岩 村田

Э宮本 金作(長  商

丸山  彰(大 町北

Э吉村 七蔵(岡  南
井出 宗雄(南  実

入野 勝行(長  工

穂刈  勇(松  商

Э鈴木 忠彦(岡  南

∝

柳

郡

獄

錬

保(二  菜

順一(1ヽ 諸商

一馬(屋  代

光顕(深  志

韓治郎(伊 那Jt

◎神田 令二(木 曽西)

Э渡辺 治登(木 曽西)

D林 大太郎(長

安藤義太郎(野 沢

D甲崎  元(長

佐々 木利平(県 ケ

鶴川 千里(飯

林

詰

本

賀

田

小

橋

宮

有

水

信義(飯 山北

武入(上  田

金作(長  商

竜之(池  田

敦郎(駒  I

Э吉村 七蔵(岡  南

井出 宗雄(南  実

石田 和増(長  商

石川 繁美(大  町

Э鈴木 忠彦(岡  南

D日井 始(深
士
心 ◎山田 石男(県 ケ丘

竹内 康雄(野 沢北

清水 泰雄(屋  代

Э小日 正行(深  府

小出  勉(高  速

5イ



表 3-3
種
目摯

十
■
ヌ

道弓 撲相 泳水 ス キ  ー ス ケ ー ト 硬 式 庭 球 研 究 調 査

0千村  保(皐  月|

柳沢 願一(小 諸商:

暮沼 一馬(屋  代|

矢彦沢 院(松  商|

D柴 韓治郎(伊 】「1じ

沢

辺

西

渡

◎

Э

久宣(木 曽西
|

治登(木 曽西
|

◎林 大太郎(長  商|

安藤義太郎(野 沢Jじ

Э甲崎  元(長  野|

佐 木々利平(県 ケ丘)

鶴川 千里(飯  田)

北

田

北

南

照

田

工

廠吐晰噸脚馳的

議
畝
鳩
翻
栄一載
郷

林

詰

葉

藤

田

賀

田

小

橋

千

斉

山

有

水

◎

　

Э

◎吉村 七蔵(須  坂)

井出 宗雄(南  実)

石田 和増(長  商)

石川 繁美(大  町)

D鈴木 忠彦(丘  南)

◎臼井  始(深  志) ◎山田 石男(県 ケ丘|

竹内 康雄(野 沢Jじ

Э清水 義雄(屋  代;

平林  章(大 町1じ

上島  大(辰  野)

◎千村  保(伊

'FJじ馬場 順―(上  田)

宮崎今朝―(篠 ノ井)

高橋 恒夫(深  志)

D柴 韓治郎(伊 ヨ「北)

◎西沢 久宣(木 曽西)

Э上條 理昭(木 曽西)

◎林 大太郎(長

山岸 道弘(上

Э甲崎  元(長

土崎 義衛(松

鶴川 千里(飯

商

田

野

南

田

硼

Ｄ

ね

前

卿

Ｄ

寿

山

　

山

山

山

　

訪

飯

上

飯

飯

飯

池

諏

歎

畝

訓

醐

一
郎

載

醐

万

　

栄

竹

詰

田

藤

田

賀

崎

鏃
橋
隼
餅
山
有
宮

◎金川  祐(南

井出 宗雄(南

石田 和増(長

降旗 教彦(塩

D牛山 雅弘(清

寿

ガ

蘭

励

開

0平林 六弥(深  志)

安江 昭祐(上  田)

臼井  始(深  志)

◎山田 石男(県 ケ丘)

Э竹内 康雄(野 沢北)

小出  勉(中  野)

栗林  茂(深  志)

鈴木 忠彦(岡  南)

◎千村  保(伊 】「北)

馬場 順―(上  田)

宮崎今朝―(篠 ノ井)

矢彦沢 虎(松  商)

D柴 韓治郎(伊 那北)

0西沢 久宣(木 曽西)

D丸山紘一郎(木 曽西)

商

田

野

南

◎林 大太郎(長

山岸 道弘(上

D甲崎  元(長

土崎 義衛(松

鶴川 千里(飯 田

◎古田 正直(飯 山Jヒ

橋詰 武人(上  田|

Э隼田万喜雄(飯 山1ヒ

有賀 竜之(池  田|

宮崎 国鍔(諏 訪実〕

◎金川  祐(南  実|

井出 宗雄(南  実|

石田 和増(長  商|

降旗 教彦(塩  尻)

D牛山 雅弘(清  陵)

◎平林 六弥(深  志|

坂口  浩(上  田|

臼井  始(深  志)

◎中村 博二(長  野)

Э竹内 康雄(野 沢北)

若林 秀司(中  野)

栗林  茂(深  志)

鈴木 忠彦(岡  南)

◎馬場 重人(岡 谷東|

馬場 順―(上  田|

宮崎今朝―(篠 ノ井)

Э矢彦沢 院(松  商)

矢彦沢 院(松  商)

◎新井 通明(木 曽西|

○山田栄一郎( ″ )

0宮沢  哲(長 吉圧

D甲崎  元(長  調
小宮山多賀文(給丘

土崎 義衛(松  商

鶴川 千里(飯  田

北
＞
祠
闘
ｍ
ｍ
コ
寿

山
″
山
高
山
　
田
訪

飯
　
飯
下
飯
上
池
諏

正
薦
宗
捷
鮨
武
載
艤

蜘
潮
蠅
誹
州
艦
相
駅

◎北原 真人(岡 谷南)

石田 和増(長 吉田)

井出 宗夫(佐 久実)

降旗 教彦(塩  尻)

D牛山 雅弘(岡 谷南)

元亨(深  志

叔孝(県 ケ丘

原

山

小

丸

◎

Э

配
ね
厠
印
醐
前
働

沢

　

野

伊

長
野
須
長
長
蘇
上

に
離
裁
散
雄
茂
勉

餅
飾
大
原
加
難
州

◎馬場 重人(伊 那Jじ

青木 邦―(小  諸)

宮崎今朝一(篠 ノ井)

矢彦沢 虎(松  商)

D柴 韓治郎(伊 】F北 )

0新井 通明(木 曽西

D山田栄一郎( ″
◎宮沢  哲(長 吉田

D甲崎  元(長  野
小宮山多賀文(染谷丘

土崎 義衛(松  商

鶴川 千里(飯  田

北
＞
前
脚
Ю
Ｄ
コ
寿

山

″

山

高

山

　

田

訪

飯
　
飯
下
飯
上
池
諏

正
蔵
宗
捷
鮨
武
柁
艤

湘
珈
蠅
誹
州
艦
積
椒

真人(岡 谷南|

和増(長 吉田:

宗夫(佐 久実|

教彦(塩  尻)

雅弘(岡 谷南)

獅
翻
拙
跛
珈

元亨(深  志|

叔孝(県 ケ丘|

窮
わ
厠
動
酌
祠
闘

沢

　

　

野

　

伊

長

野

須

長

長

蘇

上

旧

細

釧

叡

幽

鳳

触

村

内

竹

　

田

林

出

針
飾
大
原
飽
栗
小

原

山

小

丸

◎

Э

◎馬場 重人(伊 那北

青木 邦一(4ヽ 諸商

宮崎今朝―(篠 ノ井|

茶谷 義男(塩  尻:

D柴 韓治郎(伊 那ゴじ

通明(本 曽西

英雄( ″

)新井

)楯

月

　

　

南

南

田

9池田 邦夫(皐

)中村 郷児( ″

西沢 久雄(城

土崎 義衛(松

鶴川 千里(飯

◎北沢 高明(飯 山ゴLl

Э隼田万喜雄( ″ )

橋詰 武人(上  田)

有賀 竜之(南 安農)

北沢 忠義(諏 訪実)

湘
感
拙
離
荊

醐
ね
駒
酎
＞
祠
駒

野

沢

　

野

″

長

野

長

長

　

蘇

辰

鰍

離

焼

雄

翻

茂

大

藤

内

地

田

藤

林

島

餓
飾
菊
飽
斉
栗
上

◎新井 通明(木 曽西)

Э楯  英雄( ″ )

◎池田 邦夫(阜  月|

Э中村 郷児(坂  城|

西沢 久雄(城  南|

土崎 義衛(松  南|

鶴川 貴宏(飯  田)

◎北沢 高明(飯 山Jじ

Э隼田万喜雄( ″ |

橋詰 武人(上  田)

有賀 竜之(南 安農)

北沢 忠義(諏 訪実)

◎木内 一雄(南 佐実|

遠藤 六郎(松  代|

井出 宗雄(軽 井沢)

降旗 教彦(池 田工)

D牛山 雅弘(岡 谷南)

◎栗田  寛(県 力丘〕

菅  茂(東  部)

Э丸山 叔孝(豊  科)

配
北
配
―
コ
馴
動

野

沢

野

″
本

長

野

長

　

松

長

辰

融

慇

真
一

雄

勉

茂

大

∝
釧
深
鰤
釧
熟
鶴

◎小松 武夫(塩  尻)

宮崎今朝―(篠 ノ井)

青木 邦―(小 諸商)

Э茶谷 義男(塩  尻)

小林 正人(諏 訪実)

◎新井 通明(木 曽西)

Э楯  英雄( ″ )

◎池田 邦夫(北  部|

Э中村 郷児(坂  城|

西沢 久雄(城  南|

土崎 義衛(松  南)

鶴川 貴宏(飯  田)

◎北沢 高明(飯 山Jι

Э隼田万喜雄(飯 山南|

橋詰 武人(上  田)

山田栄一郎(白  馬)

北沢 忠義(諏 訪実)

◎木内 一雄(小  海|

井出 忠順(北  部)

井出 宗雄(軽 井沢)

降旗 教彦(池 田工)

D牛山 雅弘(岡 谷南)

◎横田 邦男(松 本工)

遠藤 六郎(松  代)

菅  茂(東  部)

Э丸山 叔孝(豊  科)

町田 暁世(駒  工)

酎
わ
酎
酎
コ
助
囲

野

沢

野

野

本

長

野

長

長

松

長

清

鰍

慇

真
一

雄

勉

茂

明

∝
釧
深
鯛
釧
財
Ｍ

◎飯田 正夫(篠 ノ井|

D宮崎今朝―( ″ |

中曽根 浩(上 田東|

矢彦沢 院(松  商)

小林 正人(諏 訪実)

◎牧野 嘉雄(山  林|

Э柿崎庫之助( ″ |

丸山 峻―(長 野東|

原田 行夫(丸 子実)

◎池田 邦夫(北  部|

西沢 光―(皐  月|

Э西沢 久雄(城  南)

蟻川 貴宏(松  商)

鶴川 貴宏( ″ )

◎北沢 高明(飯 山1じ

0隼田万喜雄(飯 山南)

細田 完二(岩 村田)

林  孟彦(大  町)

北沢 忠義(諏 訪実)

◎夏目 恒雄(軽 井沢)

尾田美恵子(長 文化)

井出 宗雄(軽 井沢)

降旗 教彦(池 田工)

Э牛山 雅弘(岡 谷南)

納

側

調

総

⊃

◎轟  義顕(豊

遠藤 六郎(松

菅  茂(東

D丸山 叔孝(豊

町田 暁世(駒

配
コ
田
酎
わ
Ｄ
駒

士
口
　
　
士
口
Ｒ
珂
や
い

ル
ソ

長

長

長

長

野

県

茅

豚相軸幽融惣脚

飯
米
石
帥
竹
釧
椒

◎飯田 正夫(篠 ノ井)

Э宮崎今朝―( ″ )
中曽根 浩(上 田東)

矢彦沢 院(松  商)

小林 正人(諏 訪実)

◎牧野 嘉雄(山  林)

Э柿崎庫之助( ″  )
土屋 和好(丸 子実)

◎池田 邦夫(坂  城|

西沢 光一(皐  月)

D西沢 久雄(上 城南)

藤原 敏行(南 安農)

斉藤 重夫(茅  野)

0関谷 一郎(飯 山北)

D隼田万喜雄(飯 山南)

細田万喜雄(飯 山南)

細田 完二(岩 村田)

林  孟彦(大  町)

北沢 忠義(諏 訪実)

◎夏目 恒雄(軽 井沢)

尾田美恵子(長 文化)

柏木 喜雄(野 沢北)

降旗 教彦(池 田工)

D牛山 雅弘(岡 谷南)

◎酒井  清(松  代|

Э遠藤 六郎(松  代|

菅  茂(東  部)

丸山 叔孝(蟻 ケ崎)

町田 暁世(駒  工)

◎栗林  寛(長 野西|
Э宮沢源太郎(皐  月|

飽田 次雄(長 野西|

竹内 康雄(野 沢Jじ

村上 茂登(深  志)

北沢 勝昭(茅  野)

∬



表 3-4

種
目〓

十
■
又

道弓 撲相 水 休̈ ス キ  ー ス ケ ー ト 硬 式 庭 球 研 究 調 査

)塚田 元好(篠 ノ井)

)宮崎今朝一( ″ )

宮原 泰助(千  曲)

矢彦沢 院(松  商)

高畠 成中(飯 田女)

》清水 吉平(山  林)

)柿崎庫之助( ″ )

土屋 和好(丸 子実)

)草間 由雄(南 安農|

西沢 光一(皐  月|

)西沢 久雄(城  南|

藤原 敏行(南 安農

斉藤 重史(茅  野

0関谷 一郎(飯 山北)

Э隼田万喜雄(飯 山南)

細田 完二(岩 村田)

林  孟彦(大  町)

北沢 忠義(諏 訪実)

Э夏日 恒雄(東  部|

尾田美恵子(長 文イビ

柏木 喜雄(野 沢1じ

降旗 教彦(池 田工|

Э牛山 雅弘(岡 谷南

◎酒井  清(松  代)

Э遠藤 六郎( ″ )

菅  茂(東  部|

丸山 叔孝(蟻 ケ崎|

平沢 浩(弥 生丘

Э藤森  慎(県 ケ丘)

D宮沢源太郎(皐  月|

竹内 康雄(野 沢Jじ

村上 茂登(深  志|

横川 勉(県 ケ丘

北沢 勝昭(茅  野|

)塚田 元好(篠 ノ井)

D宮崎今朝―( ″ )

宮原 泰助(千  曲)

矢彦沢 li(松  商)

高畠 成中(飯 田女)

)清水 吉平(山  林

D柿崎庫之助( ″

飯沼 尚隆(丸 子実

由雄(南 安農|

洋一(長 野東|

正明(北 佐農|

敏行(南 安農|

昭男(茅  野|

間

岡

原

原

村

淳

市

腰

凛

西

俊英(自  馬)

穣(下 高農)

完二(岩 村田)

孟彦(大  町)

忠義(諏 訪実|

噺
測
細
餅
想

)浜  栄助(富 士見|

尾田美恵子(長 文化|

細田 完二(岩 村田|

D降旗 教彦(池 田工
|

伊藤  勇(茅  野|

Э酒井  清(松  代)

Э遠藤 六郎( ″ )

菅  茂(東  部)

丸山 叔孝(蟻 ケ崎|

水田 敦郎(飯  田|

Э藤森  慎(県 ケ丘)

山岸 重夫(長 野商)

阿部  隆(小  海|

村上 茂登(深  志|

Э北沢 勝昭(茅  野|

0小山  洋(長 野西)

Э斉藤 節朗( ″ )

宮原 泰助(千  曲)

矢彦沢 浣(松  商)

高畠 成中(飯 田女)

◎古川 彦次(山  林)

Э柿崎庫之助( ″ |

飯沼 尚隆(丸 子実|

)御子柴英雄(南 安農)

市岡 洋一(長 野東|

腰原 正明(北 佐農|

D藤原 敏行(南 安農|

瀬志本 潔(茅  野|

3藤原 俊英(自  馬)

池田  機(下 高農)

細田 完二(岩 村田)

Э林  孟彦(大  町)

北沢 忠義(岡 谷東|

)市村順太郎(軽 井沢)

茂(軽 井沢|

教彦(弥 生丘

菅

D降旗

Э市村順太郎(軽 井沢)

D遠藤 六郎(松  代)

菅  茂(軽 井沢)

丸山 叔孝(蟻 ケ崎|

平沢 浩(弥 生丘|

)藤森  慎(県 ケ丘)

山岸 重夫(長 野商)

阿部  隆(小  海)

村上 茂登(深  志|

Э北沢 勝昭(茅  野|

栄助(長 野西)

節朗( ″ )

孝之(小  諸)

沢 院(松  商)

成中(飯 田女)

浜

蕪

緋

楚

離

◎古川 彦次(山  林)

Э柿崎庫之助( ″ )

◎御子柴英雄(南 安農)

斉藤 重夫(須 坂東)

腰原 正明(北 佐農|

Э藤原 敏行(南 安農|

瀬志本 潔(茅  野|

0北村 純(自  馬)

古沢 金蔵(飯 山南)

細田 完二(岩 村田)

Э林  孟彦(自  馬)

北沢 忠義(諏 訪実|

◎柳沢 全二(軽 井沢)

尾田美恵子(長 文化|

細田 完二(岩 村田|

降旗 教彦(大  町:

○牛山 雅弘(岡 谷南|

全二(軽 井沢)

六郎(松  代)

茂(軽 井沢)

健助(松  商|

浩(弥 生丘|

駅
離
菅
誅
瓢

Э市村純太郎(県 太郎)

松橋 昌美(須 坂商)

村上 茂登(深  志)

斉藤 明人(美 須 |々

Э北沢 勝昭(茅  野|

◎浜  栄助(長 野西)

Э斉藤 節朗( ″ )

准井 孝之(小  諸)

矢彦沢 院(松  商)

高畠 成中(飯 田女)

◎橋渡 良知(山  林)

Э柿崎庫之助( ″ )

◎御子柴英雄(南 安農)

斉藤 重夫(須 坂東|

腰原 正明(北 佐農|

Э藤原 敏行(南 安農|

溝口 正孝(風  越|

》1ヒ村 純(自  馬)

古沢 金蔵(飯 山南)

細田 完二(岩 村田)

)林  孟彦(自  馬|

北沢 忠義(諏 訪実|

D柳沢 全二(軽 井沢)

尾田美恵子(長 文化)

細田 完二(岩 村田)

降旗 教彦(大  町)

Э牛山 雅弘(岡 谷南)

全二(軽 井沢)

六郎(松  代)

茂(軽 井沢)

健助(松  商|

敦郎(飯  田

洲
凛
菅
誅
細

)平松  用(長 吉田)

松橋 昌美(須 坂商)

村上 茂登(深  志|

斉藤 明人(美 須 |々

Э北沢 勝昭(茅  野|

)浜  栄助(長 野西)

D斉藤 節朗( ″ )

碓井 孝之(小  諸)

矢彦沢 院(松  商)

高畠 成中(飯 田女|

)橋渡 良知(山  林)

D柿崎庫之助( ″ )

池田 雅弘(丸 子実)

福雄(南 安農)

重夫(須 坂東)

正明(上 田東)

敏行(南 安農)

正孝(風  越)

淋
話
鰊
嶽
溝ロ

◎鈴木  脩(田  川)

Э遠藤 六郎(松  代)

菅  茂(軽 井沢)

自木 健助(松  商)

水田 敦郎(飯  田)

剛(長 吉田)

隆(4ヽ  海)

修三(飯 山北)

利満(大 町北)

忠彦(飯  田)

消
珈
卿
臥
淋

◎橋渡 良知(山  林)

Э柿崎庫之助( ″ )

池田 雅弘(丸 子実)

佳朝(筑  摩)

重夫(須 坂東)

正明(上 田東)

敏行(筑  摩)

正孝(風  越)

鏃

斉

腰

∝

溝

◎松沢 徳雄(自  馬
Э林  孟彦( ″

古沢 金蔵(飯 山南

富松 健夫(染 谷丘

北沢 忠義(諏 訪扶

)赤松 光雄(軽 井沢)

D牛山 雅弘(岡 谷南)

尾田美恵子(文 大長)

柏木 喜雄(岩 村田)

降旗 教彦(筑  摩|

)赤松 光雄(軽 井沢)

D遠藤 六郎(松  代)

菅  茂(軽 井沢)

自木 健助(松  商)

水田 敦郎(飯  田)

0平松  剛(長 吉田)

Э阿部  隆(小  海|

塚田 修三(飯 山1じ

宮入 利満(大 町1じ

藤本 忠彦(飯  田|

Э中山  博(長 野西)

D斉藤 節朗( ″ )

碓氷 孝之(小  諸)

矢彦沢 院(松  商)

北原 領一(弥 生丘)

D橋渡 良知(山  林|

D柿崎庫之助( ″

池田 雅弘(丸 子実

)武井 佳朝(筑  摩)

斉藤 重夫(須 坂東)

腰原 正明(上 田東)

Э藤原 敏行(筑  摩|

溝口 正孝(風  越|

)松沢 徳雄(白  馬)

D林  孟彦( ″ )

古沢 金蔵(飯 山南)

富松 健夫(染 谷丘)

宮沢 誠(辰   野)

0赤松 光雄(軽 井沢)

D牛山 雅弘(二  葉)

尾田美恵子(文 大長)

柏木 喜雄(岩 村口|

降旗 教彦(筑  摩|

◎赤松 光雄(軽 井沢)

Э遠藤 六郎(松  代)

久保田良明(上 田東)

自木 健助(松  商)

水田 敦郎(飯  田)

0平松  円(長 吉田)

Э阿部  隆(小  海)

中村 一幸(更 級農)

官入 利満(大 町北)

藤本 忠彦(飯  田)

0中山  博(長 野西)

D斉藤 節朗(長 野西|

内藤正人(北佐久農業|

矢彦沢 院(松商釧園

北原 領一(弥生ケ丘|

0二木 重光(木曽山藤

池田 雅紀(丸子実業

Э柿崎庫之助(木曽llll

D松沢 徳雄(松本筑摩)

斉藤 重夫(犀  峡)

西沢 久雄(上 田西)

Э藤原 敏行(松本筑摩|

溝口 正孝(飯田風越|

◎松沢 徳雄(松本筑摩)

滝沢嘉夫(下高井農林)

富松健夫(上田染谷丘)

O林  孟彦(自  馬)

宮沢 誠(辰  野)

0赤松 光雄(軽 井沢)

尾田美恵子(文大長野)

柏木 喜雄(岩 村田|

降旗 教彦(松本例撃|

Э牛山 雅弘(諏訪二葉|

)赤松 光雄(軽 井沢)

D遠藤 六郎(松  代)

久保田良明(上 田東)

自木 健助(松商学園)

水田 敦郎(飯  田|

)高橋 重造(長野吉田)

中村 一幸(更級農業)

D阿部  隆(小  海)

猪又 正雄(大  町)

藤本 忠彦(飯  田)

0中山  博(長 野西)

D斉藤 節郎(長 野西)

内藤正人(北佐久農業)

矢彦沢 院(松商学園)

北原 領一(弥生ケ丘)

0二木 重光(木曽山材

D柿崎庫之助(木曽山材

0松沢 徳雄(松本筑摩

西沢 光―(篠 ノ井

西沢 久雄(上 田西

Э藤原 敏行(松本筑摩

溝日 正孝(飯田風越

0松沢 徳雄(松本筑摩)

滝沢嘉夫(下高井農林)

富松 健夫(上田染谷)

Э林  孟彦(自  馬)

宮澤  誠(辰  野)

帥螂榊　脚聯耐

敷
刊
凛
雄
敷
以
弧

文

恵

喜

宗

　

教

雅

美

間

田

木

出

藤

旗

山

∞
尾
柏
井
伊
降
餅

0小林 健治(長野女子)

D遠藤 六郎(松  代)

久保田良明(上 田東)

浅輪 賢治(豊  科)

水田 敦郎(飯  田|

◎小林  仁(諏訪二葉)

海川  章(長野吉田)

阿部  隆(4ヽ  海)

井口 直仁(豊  科)

○藤本 忠彦(飯  田)

5δ



表 3-5
種

目年
度

道弓 撲相 泳水 ス キ ー ス ケ ー ト 硬 式 庭 球 研 究 調 査

平
成
元
年

◎山岸 治雄(長 野西

Э斉藤 節郎(長 野西

内藤止人(北佐久農業

矢彦沢 院(松商学園

北原 領一(弥生ケ丘

重光(木曽山材

重秋(1ヒ  割

雅紀(丸子実業

之助(木曽山林

◎酒井  清(上 田西|

西沢 光一(篠 ノ井|

Э西沢 久雄(上 田西|

藤原 敏行(松本筑摩|

溝日 正孝(飯田風越)

◎木下 金蔵(自  馬
滝沢嘉夫(下高井農林

富松健夫(上田染谷丘

D林  孟彦(白  馬
宮沢  誠(辰  野

◎草間 文男(軽 井沢

尾田美恵子(文大長野

大工原陽一(臼  田
藤牧  克(池田工業

D牛山 雅弘(諏訪二葉

0小林 健治(長野女子

D遠藤 六郎(松  代

久保田良明(上 田東

浅輪 賢治(豊  科

水田 敦郎(弥生ケ丘

林

川

部

日

本

鉢

海

阿

井

採

仁(諏訪二葉

敦期 剖

隆(小  海

直仁(豊  科|

忠彦(飯  田|

◎戸田 正明(屋  代
Э小林  武(屋  代
内藤正人(北佐久農業

北原 領一(弥生ケ丘

矢彦沢 院(松商学園

0二木 重光(木曽山林

奈良 重秋(北  部

池田 雅紀(丸子実業

D柿崎庫之助(木曽山林

◎酒井  清(上 田西

西沢 光―(篠 ノ井|

D西沢 久雄(上 田西|

溝日正幸(上伊那農業|

藤原 敏行(松本筑摩|

◎木下 金蔵(白  馬
滝沢嘉夫(下高井農林

富松健夫(上田染谷丘|

宮澤  誠(辰  野|

O林 孟彦(自  馬)

Э友野  稔(軽 井沢

尾田美恵子(文大長野

大工原陽―(臼  田

D牛山 雅弘(諏訪二葉

藤巻  克(池田工業

◎塩澤 久夫(松  代

Э遠藤 六郎(松  代

久保田良昭(上 田東

水田 敦郎(b/Lケ丘

浅輪 賢治(豊  科|

◎小林  仁(諏訪二葉|

鈴木 賢一(長 野西|

Э阿部  隆(小  海|

藤本 忠彦(飯  田|

小島喜美雄(大  町)

3

◎小林  武(屋  代|

Э小林  武(屋  代|

内藤正人(北佐久農業|

北原 領―(弥生ケ丘
|

矢彦沢 院(松商引副

◎欄原 満雄(木曽山林

奈良 重秋(北  部

Э柿崎庫之助(木曽山林

◎酒井  清(上 田西|

西沢 光―(松  代|

Э西沢 久雄(上 田西)

溝日正孝(上伊那農業)

藤原 敏行(松本筑摩)

◎笹岡 道夫(白  馬|

滝沢嘉夫(下高井農林|

富松健夫(上田染谷丘)

宮澤  誠(辰  野)

○林 孟彦(自  馬)

◎友野  稔(軽 井沢

尾田美恵子('臥恨野|

大工原陽一(臼  田|

D牛山 雅弘(副励二葉|

藤巻  克(池田工業|

◎塩沢 久夫(松  代|

Э遠藤 六郎(長 野南|

久保田良昭(上 田東|

水田 敦郎(弥生ケ丘|

浅輪 賢治(豊  科)

◎竹内 長生帽履江礫)

鈴木 賢―(篠 ノ井)

Э阿部  隆(野 沢北)

藤本 忠彦(飯  田)

小島喜美雄(大  町)

◎田中 哲明(篠 ノ井)

Э小林  武(篠 ノ井)

山浦  博(臼  田)

山口 安彦(赤  穂)

矢彦沢 院(松商学園)

◎塩沢 久夫(丸子実業|

奈良 重秋(北  部:

Э山本 元和(丸子実業|

巻山 圭―(木曽山林|

◎酒井  清(上 田西|

山下 純一(長 野西|

Э西沢 久雄(上 田西|

溝日正孝(上伊那農業)

藤原 敏行(松本筑摩)

◎笹岡 道夫(  自馬|

滝沢嘉夫(下高井農林|

富松健夫(上田染谷丘|

過当 輝夫(箕輪工業)

D林  孟彦(白  馬)

◎友野  稔(軽 井沢)

尾田美恵子(文大長野)

井出 敏彦(小  海)

D牛山 雅弘(諏訪二葉)

藤巻  克(池田工業)

佐野 敬一(長 野南|

0遠藤 六郎(長野南)

久保田良明(上 田東|

水田 敦郎t姓ケ丘
|

鈴木 宗夫(松本松南|

◎藤沢 愛億(上  田)

清水 博(須  坂)

○阿部 隆(野 沢北)

城田 忠承(伊 那北)

小島喜美雄(大  町)

5

◎竹内 長生(篠 ノ井)

D小林  武(篠 ノ井)

山浦  博(臼  田)

山口 安彦(赤  穂)

矢彦沢 院(松商学園)

◎唐木 孝之(北  部)

Э奈良 重秋(北  部)

柿崎庫之助(木曽山麻)

◎酒井  清(上 田西|

山下 純一(長 野西|

Э西沢 久雄(上 田西|

溝日正孝(上伊那農業|

藤原 敏行(松本筑摩)

◎笹岡 道夫(白  馬|
秋山 兼範(飯 山南|

富松健夫(上 田染谷丘|

加藤 輝夫(箕輪工業〕

D林  孟彦(白  馬)

◎友野  稔(軽 井沢|

尾田美恵子(文大長野)

井出 敏彦(小  海)

D牛山 雅弘(諏訪二葉)

藤巻  克(池田工業)

◎青島 二郎(長 野西)

Э遠藤 六郎(長 野南)

久保田良明(上 田東)

水田 敦郎(弥生ケ丘)

鈴木 崇夫(松本松南)

◎藤澤 愛値(上  田|

清水  博(須  坂)

Э阿部  隆(野 沢北)

城田 忠承(伊 ヨF北 )

小島喜美雄(大  町)

◎竹内 長生(篠 ノ井)

Э小林  武(篠 ノ井)

山浦  博(臼  田)

山口 安彦(赤  穂)

山田雅亮(美 須々 ケ丘)

晋(1ヒ  部)

重秋(北  部)

圭一(木曽ll■ )

井

良

山

〓
一　
六
不
　
上
む

◎

Э

◎酒井  清(上 田西|

山下 純―(長 野西|

Э西沢 久雄(上 田西|

溝日正孝(上伊那農業)

守矢 秀明(塩  尻)

◎笹岡 道夫(中  野)

佐藤 清光(飯 山南)

D富松健夫(上田染谷丘)

加藤 輝夫(箕輪工業)

小林 敏彦(大  町)

◎竹松 杉人(軽 井沢|

尾田美恵子(文夫長野)

土屋 幸彦(佐  久)

D牛山 雅弘(諏訪
=葉

)

藤巻  克(池田工業)

0青島 二郎(長 野南)

D遠藤 六郎(長 野南)

久保田良明(上 田東)

牧島  鉄(高励
=葉

)

鈴木 崇夫(松本松南)

◎藤澤 愛値(上  田;

Э清水  博(須  坂)

阿部  隆(野 沢北)

自鳥  正(赤  穂)

小島喜美雄(大  町)

7

◎竹内 長生(篠 ノ井)

D小林  武(篠 ノ井)

山浦  博(臼  田)

山口 安彦(赤  穂)

山田雅亮(美 須々 ケ丘)

晋(北  部)

重秋(北  部)

圭一(木曽山麻)

井

良

山

∝

錬

巻

◎酒井  清(上 田西|

山下 純―(長 野西|

Э西沢 久雄(上 田西|

溝日正孝(上伊那農業)

守矢 秀明(塩  尻)

◎中山 賢(飯 山南)

佐藤 清光(飯山南)

)富松健夫(上田染谷丘|

加藤 輝夫(箕輪工業|

小林 敏彦(大  町)

◎竹松 杉人(軽 井沢|

尾田美恵子(文大長野)

土屋 幸彦(佐久長聖)

D牛山 雅弘(諏訪二葉)

藤巻  克(池田工業)

◎上原  孝(長 野南)

Э遠藤 六郎(長 野南)

久保田良明(上 田東)

牧島  鉄帽訪蝶 )

鈴木 崇夫(松本松南)

◎藤澤 受信(上  田)

Э清水  博(須  坂)

阿部  隆(野 沢北)

自鳥 正(赤  穂)

小島喜美雄(大  町)

◎三井  晋(篠 ノ井)

Э小林  武(篠 ノ井)

山浦  博(臼  田)

Jヒ島 承諏訪二葉)

山田 雅亮(池田工業)

0清水 彦治(北  部)

D奈良 重秋(北  部)

柿崎庫之助(木曽lll■ )

◎竹松 杉人(赤  穂|

山下 純―(長 野西|

西沢 久雄(上 田西|

Э溝日 正孝(赤  穂)

伊藤  道(山  川)

》中山  賢(飯 山南|

佐藤 清光(飯 山南|

)富松健夫(上田染谷丘|

加藤 輝夫(箕輪工業)

中島 悦男(大  町)

)小山  隆(軽 井沢|

登玉 貴子(松  代)

土屋 幸彦(佐久長聖)

)牛 山 雅弘(ヨ励
=葉

)

藤巻  克(大 町北)

0上原  孝(長 野南|

D遠藤 六郎(長 野南|

久保田良明(上 田東|

百瀬 仁志(伊 那Jじ

下岡 隆志(塩  尻)

0海沼 清美(長  野)

D清水  博(須  坂)

阿部  隆(野 沢北)

大和 政治(富 士見)

小島喜美雄(大  町)

9

Э山日 利幸(長 野南|

D古沢 金蔵(中 野西|

山浦  博(日  田|

lLR 歌論 導 |

山田 雅亮(池田工業)

)萩原  孝(豊  科|

中村 一幸(ヌ級農業

)西村 肱文(豊  科|

杉人(赤  穂|

博幸(中 野西|

久雄(上 田西|

正孝(赤  穂)

道興(田  川)

粥
軸
駅
瀞
際

正篤(飯 山南|

清光(飯 山南|

茂敏(中野実業|

健夫(東  部)

輝夫(箕輪工業)

悦男(大  町)

散
爆
畑
識
廠
暢

隆(軽 井沢;

貴子(松  代)

幸彦(佐久長聖)

規至(軽 井沢)

教彦(岡 谷東)

克(大 町北)

刈
嶽
墨
認
職
離

利幸(長 野南)

六郎(長 野南)

茂喜(軽 井沢)

智也(諏訪二葉)

隆志(塩  尻)

口

藤

沢

出

岡

刈

光

高

平

下

)本 山 綱規(長  野)

)清水  博(須  坂)

阿部  隆(野 沢北)

為田 勝英飼励二葉)

望月 勝夫(豊  科)

57



表 4-1

種
目争

十
書
又

i曹 艇 登 山 v^t):.// 定 通 ホ  ッ ケ  ー -7a>'>:// ウェイトリフティング

)牛山 正雄(清  陵) 丸山  彰(大 町北) 小林  靖(小 諸商)

)三村 秀夫(清  陵)

)牛山 正雄( ″ )

松

沢

田

山

持

小

西

和

九

剣

孝志(大  町)

正ヂ(野 沢北)

圭喜(須 坂東)

彰(大 町北)

二郎(阿  智)

)村上 満夫(清  陵)

D牛山 正雄( ″ )

)小松 孝志(大  町)

西沢 正ヂ(野 沢1じ

和田 圭喜(須 坂東|

D丸山  彰(大 町1ビ

剣持 二郎(阿  智|

)関  蓼彦(4ヽ 諸商)

)小林 靖( ″ |

◎村上 満夫(清  陵)

Э牛山 正雄( ″ )

◎片山  寛(大 町北)

Э丸山  彰( ″ )

0関  蓼彦(小 諸商)

D小林  靖( ″ |

Э坂本 勝三(須 坂園)

D上条 利昭(筑  摩)

)村上 満夫(清  陵)

D牛山 正雄( ″ )

)片山  寛(大 町北)

D丸山  彰( ″ | 林

関

小

Ｄ

Ｄ

蓼彦(県 教委)

靖(4ヽ 諸商)

Э坂本 勝三(須 坂園|

D上条 利昭(筑  摩|

原

旗

北

降

◎

Э

真人(岡 谷南

郁司( ″

◎片山  寛(大 町北)

Э丸山  彰( ″ )

Э性 木々利夫(小  諸)

Э小林 靖(1ヽ 諸商|

Э吉村 七蔵(筑  摩

D上条 利昭( ″
◎横田 邦男(駒  工)

Э水田 敦郎( ″ )

)吉川 哲夫(箕 輪工)

)岡村 経好(軽 井沢)

◎遠藤 清仁(豊  科|

Э榊原 進哉(松  商|

林

旗

小

降

弘一(岡 谷南)

郁司( ″ )

)片山  寛(大 町1じ

)丸山  彰( ″ |

野

林

一局

小

◎

Э

禎二(小  諸

靖(小 諸商

Э吉村 七蔵(筑  摩

Э小林 秀人( ″
)原  和海(駒  工)

D水田 敦郎( ″ )

)吉川 哲夫(箕 輪工)

D岡村 経好(軽 井沢)

藤

原

色渥

榊

ヽ，

Ｄ

清仁(豊

進哉(松

科

商

◎小菅 重男(清  陵|

Э中山 正雄( ″ |

田

山

窪

丸

◎

Э

耕平(大 町1じ

彰( ″
|

0高野 禎二(小  諸

Э小林 靖(小 諸商

Э吉村 七蔵(筑  摩

D小林 秀人( ″
)原  和海(駒  工)

)水田 教郎( ″ |

Э吉川 哲夫(箕 輪工
|

D岡村 経好(軽 井沢

◎轟  義顕(豊  科|

Э榊原 進哉(松  商|

)矢島 五郎(清  陵

D牛山 正雄( ″
)窪田

D沖

耕平(大 町北

大啓(1ヒ  部

0高野 禎二(小

Э小林 哲夫( ″
0小菅 重男(筑  摩

Э小林 秀人( ″
◎原  和海(駒  工)

Э水田 敦郎( ″ )

D木下 経保(箕 輪工

D田村 経好(軽 井沢

D瀬川 邦人(松  商|

D榊原 進哉(松  商|

◎守屋 隆輔(岡 谷南

Э上島 俊一( ″

◎小山  洋(大 町北

Э沖  大啓(北  剖

◎黒柳 政幸(小

Э小林 哲夫( ″
0小菅 重男(筑  摩

D渡辺 治登( ″
う原  和海(駒  工

D水田 敦郎( ″
0木下 経保(箕 輪

D田村 経好(軽 井

Э瀬川 邦人(松  商)

D榊原 進哉(松  商)

5∂



表 4-2

種
目年

度

蘭
日 艇 登 山 レ ス リ ン グ 定  ・  通 +yf フ ェ ン シ ン グ ウェイトリフティング

◎守屋 隆輔(岡 谷南

Э上島 俊―( ″

山

野

小

勝

◎

Э

洋(大 町北

順(阿  南

◎黒柳 政幸(小  諸

Э小林 哲夫( ″
◎小菅 重男(筑  摩|

Э渡辺 治登( ″ )

0赤羽 富男(中  条

D北原  勲(中  条

橋

村

吉
回
　
ｍ
口

Ｃ

　
Ｄ

博彦(箕 輪工
|

経好(軽 井沢|

川

原

瀬

榊

◎

Э

邦人(松  南|

進哉(松  商|

◎山田 常弥(阿  南|

Э熊谷 賢二( ″ )

林

野

平

勝

Ｏ

Ｄ

照雄(大 町北)

順(阿  南)

0小林 盤男(小  諸

D小林 哲夫(小 諸商

0小菅 重男(筑  摩

D平林 洋一( ″
◎赤羽 富夫(中  条

Э北原  勲(長  工
0高橋 博彦(箕 輪工)

D松沢 公治( ″ )

◎瀬川 邦人(松

Э榊原 進哉(松

南

商

◎山田 常弥(阿  南

Э熊谷 賢二( ″
◎平林 照雄(大 町北|

Э勝野  順(長  姫)

0小林 盤男(小  諸|

D小林 哲夫(1ヽ 諸商)

0清水 英樹(筑  摩

D平林 洋一( ″ |

◎吉川 哲夫(駒  工

Э北原  勲(長  工
◎川1上  輝(箕 輪工)

Э松沢 公治( ″ )

0中堀 幸彦(松  南)

D榊原 進哉(松  商)

◎宮沢 秀治(向  陽|

Э熊谷 賢二( ″ |

◎山川  廣(大  町
Э渡会 意士(深  志

井

林

酒

小

◎

Ｄ

清(小 諸商

哲夫( ″

◎清水 英樹(筑  摩

Э平林 洋一( ″ |

Э村松 次郎(赤  穂|

D北沢 康吉( ″ |

上

沢

川

福

◎

Э

輝(箕 輪工

憲一( ″
0中堀 幸彦(松  南;

D榊原 進哉(松  商)

◎平林 太尾(向  陽|

Э熊谷 賢二(向  陽:

◎山川  廣(大  町
Э渡会 意士(深  志

井

林

酒

小

◎

Э

清(1ヽ 諸商

哲夫( ″
◎清水 英樹(筑  摩)

Э平林 洋一( ″ )

◎村松 次郎(赤  穂)

Э藤澤 則明( ″ )

◎川上 輝(箕 輪エ

Э福沢 憲―( ″ |

◎中堀 幸彦(松  南)

Э榊原 進哉(松  商)

沢

藤

小

伊

Ｄ

Ｄ

幸彦(岡 谷東|

好穂(岡 谷東|

◎太田 信彦(大 町1じ

Э宮本 義彦(中 野実|

丸山 純一(野 沢南)

渡会 意士(深  志)

高橋  清(長  姫)

沢

部

林

島

鏃

阿

勢

田

荘衛(小 諸商|

洋祐(長 野南|

哲夫(小 諸商)

春男(下 伊農)

◎丸林 一富(筑  魔)

岡村 新一(須  坂)

小林 俊幸(野 沢南)

D平林 洋一(筑  摩)

大島  明(長  姫)

◎樋口 忠次(駒  工
|

Э吉沢 豊文( ″ |

極

松

山

末

◎

Э

隆久(箕 輪エ

英司(伊 那Jじ

0中堀 幸彦(松  南;

D榊原 進哉(松  商)

沢

藤

小

伊

幸彦(岡 谷東|

好穂(岡 谷東|

蜘
獅
加
酷
語

信彦(大 町1じ

義彦(中 野実)

純―(野 沢南)

意士(深  志)

清(駒  工)

沢

部

林

島

滝

阿

小

田

荘衛(小 諸商|

洋祐(長 野南|

哲夫(小 諸商)

春男(下 伊農)

◎武井 佳朝(筑  摩)

岡村 新―(須  坂)

小林 俊幸(野 沢南)

D平林 洋一(筑  摩)

大島  明(長  姫)

◎樋口 忠次(駒  工
|

Э吉沢 豊文( ″ |

◎山極 隆久(箕 輪工|

Э末松 英司(伊 君FJじ

)中堀 幸彦(松  南)

)榊原 進哉(松  商)

)小田切光威(清  陵|

)柳 沢  均( ″ |

》太田 信彦(大 町1じ

大脇 洋三(長  工)

仁科 利章(野 沢北)

)松田  大(蟻 ケ崎)

遠藤八州男(駒  工)

沢

　

　

松

島

滝

幅

小

田

荘衛(筑  摩|

国洋(長 野南)

哲夫(小 諸商)

春男(松  川)

◎武井 佳朝(筑  摩)

岡村 新―(須  坂)

小林 俊幸(野 沢南)

D平林 洋一(筑  摩)

大島  明(長  姫)

◎小林 幹男(赤  穂|

Э阿部 金光( ″ |

極

松

山

末

隆久(箕 輪工|

英司(伊 那北)

》中堀 幸彦(松  南)

)榊原 進哉(松  商)

)中 山  茂(諏訪清陵

)柳沢  均(諏訪清陵|

》太田 信彦(大 町北)

大脇 洋三(長野工業)

伊沢 利幸(上  田)

)松田  大(蟻 ケ崎)

遠藤八州男(駒 ケ根)

)滝沢 荘衛(J儲商業|

幅  国洋(長 野南)

)小林 哲夫(小諸商業)

田島 春男(松  川)

湘
剛
獄
珊
林

徳雄(松本筑摩)

新―(須  坂)

聡子(丸子実業)

洋一(松本筑摩)

喜夫(箕輪工業)

◎小林 幹男(赤  穂

Э甕  富夫(赤  穂

)相馬今朝一(箕輪工業)

)末松 英司(伊 那北)

)丸林 一富(松商学園|

)榊原 進哉(松商判ヨ

土屋 善裕(岡谷工業|

岡田 善和(岡 谷南

日岐 正明(岡 谷南

)大 田 信彦(大 町北)

中尾 順悟(長野工業)

伊沢 利幸(上  田)

1松田  大(蟻 ケ崎)

二村  洋(岡谷工業)

酒井 秋雄(1儲商業|

浮須 由実(長 野南)

大池  毅(丸子実業)

田島 春男(松  川)

沢

塚

林

林

山

魔

手

小

坪

向

徳雄(松本筑摩|

一蔵(長野吉田|

聡子(丸子実業|

洋一(松本筑摩|

昇治(飯田長姫)

島

賀

中

有

逍遥(駒 ケ根

嘉郎(駒 ケ根

)相馬今朝一(箕輪工業)

)末松 英司(伊 那北)

林

原

屋

丸

榊

土

一富(松商学園)

進哉(松商学園)

善裕(岡谷工業)

5θ



表 4-3

種

目〓
十
書
又

茜
日 艇 登 v^t) tl, 定 通 ホ  ッ  ケ ー /a/'//2 ウェイトリフティング

平
成
元
年

D岡田 善和(岡 谷南

D日 岐 正明(岡 谷南

0小林 俊樹(

中尾 瀬悟(

伊沢 利幸(

松田  大(

Э高橋  清(

大町北)

長野工業)

上 田)

自 馬)

駒 ケ根)

Э酒井 秋雄(J儲商業)

浮須 由実(長 野南)

Э大池  毅(丸子実業)

田島 春男(松  川)

Э下平 成彦(松本筑摩)

手塚 一蔵(長野吉田)

小林 聡子(丸子実業)

Э平林 洋一(松本筑摩)

鈴木 幸夫(諏訪実業)

)中島 逍遥(駒 ケ根

)有賀 嘉郎(駒 ケ根

0相馬今朝一(箕輪工業

Э末松 英司(伊 ヨ

`北

林

原

屋

丸

榊

土

一富(松商学園|

進哉(松商学園|

善裕(岡谷工業|

2

)上平 慶治(向  陽)

D松木 代治(向  陽|

)小林 俊樹(大 町北)

中尾 頂悟(長野工業)

伊沢 利幸(上  田)

Э高橋  清(駒 ケ根|

矢口 和茂(池田工業|

Э斉藤 博彦(小  諸)

浮須 由実(長 野南)

D大池  毅(丸子実業)

田島 春男(松  川|

D下平 成彦(松本筑摩)

手塚 一蔵(吉田戸隠)

小島 昭英(上  田)

安川 裕幸(上 伊農)

Э平林 洋一(松本筑摩)

)宮島 昭六(赤  穂)

)平林 浩―(赤  穂)

0相馬今朝―(箕輪工業)

D末松 英司(伊 那北)

林

　

　

原

丸

関

榊

Ｄ

　

Ｄ

一富(松商学園)

善裕(岡谷工業)

進哉(松青学園)

◎平島 佐一(向  陽)

Э松木 代治(向  陽)

)小林 俊樹(大 町北)

中尾 願悟(長野工業)

伊沢 利幸(上  田)

Э高橋  清(駒 ケ根)

飯沼 健樹(松本松南)

藤

須

池

島

餓

浮

鉄

田

彦雄(1ヽ  諸)

由実(長 野南)

毅(丸子実業)

春男(松  川)

)下平 成彦(松本筑摩)

手塚 一蔵(吉田戸隠)

小島 昭英(上  田)

大和 政治(飯田工業)

D斉藤 安正(松本筑摩)

)官島 昭六(赤  穂)

)平林 浩一(赤  穂|

0杉崎  斌(贈工業)

D末松 英司(伊 那北)

林
　
　
原

鏃

関

鋪

一富(松商学園)

善裕(岡谷工業)

進哉(松商学園|

4

◎窪田 孝美(岡 谷東)

Э橋本  智(岡 谷東)

う依田 守史(大 町北)

舟田 正志(屋  代)

D伊沢 利幸(上  田)

杉山 昭久(飯田風越|

飯沼 健樹(松本松南|

光 藤 彦雄(小

D大池  毅(小

田島 春男(松

諸

諸

川

◎高見沢俊雄(松本筑摩|

北原  勲(須  坂|

小林 哲夫(上田千曲|

赤羽 喜郎(罰励実業|

0齋藤 安正(松本筑摩

04ヽ川 迪彦(駒 ケ根)

Э八角 裕之(駒 ケ根)

崎

松

杉

末

Ｄ

Ｄ

斌(箕輪工業)

英司(伊 那北)

D丸山 一富(松商学園)

田中 寛人(岡谷工業)

D榊原 進哉(松商学園)

Э窪田 孝美(岡 谷東

Э橋本  智(岡 谷東

D依 田 守史(大 町北)

舟田 正志(北  部)

D伊沢 利幸(染 谷丘)

杉山 昭久(飯田風越|

D渡辺 史郎(小

D大池  毅(小

田島 春男(松

諸

諸

川

)高見沢俊雄(松本筑摩)

北原  勲(須  坂)

小林 哲夫(上田千曲)

赤羽 喜郎(諏訪実業)

Э斎藤 安正(松本筑摩)

0小川 迪彦(駒 ケ根)

Э八角 裕之(駒 ケ根)

◎杉崎 斌(箕輪工業)

Э末松 英司(伊 那北)

林

中

原

丸

田

榊

◎

　

Э

一富(松商学目)

寛人(岡谷工業)

進哉(松商学園)

6

◎持田 明夫(諏訪清陵)

Э天野 修一(諏訪清陵)ち|[]淵||[[】
|ネ

◎高見澤俊雄(松本筑摩)

北原  勲(須  坂)

岩下 道範(野 沢南)

1,|| 五男(飯田長姫)

○齋藤 安正(松本筑摩)

311番Z彙 忍8Kl英]うlF乖 |

林

屋

中

山

勁

土

田

勢

一富(松商学園)

善裕(岩 村田)

寛人(岡谷工業)

成剛(松商引ヨ|

7

)松下  勲(諏訪潮菱)

D天野 修一(諏訪清陵)

Э腰原 基弘(大 町北)

D中尾 順悟(長野工業)

重田  肇(上 田東|

杉山 昭久(飯田風越|

大西  浩(美須々 丘|

Э渡辺 史郎(小

D大池  毅(4ヽ

田島 春男(松

諸

諸

川

D鴨居 憲雄(松本筑摩)

北原  勲(須  坂)

草間 清光(野 沢南)

1,|| 五男(飯田長姫)

Э渡辺 治登(松本筑摩)

◎下平 成彦(赤  穂)

Э井原  宙(赤  穂)

田

川

松

ン

中

抹

英勝(箕輪工業|

直昭(皐  月|

英司(伊 那Jヒ

山

屋

中

山

鏃

土

田

餅

一富(松荷学園)

善裕(岩 村田)

寛人(岡谷工業|

成円1(松商学園|

8

一藤

一Ｐ

夫
口

士
戸

◎

Э

好昭(岡 谷南)

俊雄(岡 谷南|

Э腰原 基弘(大 町北)

舟山 正志(北  部)

重田 肇(上 田東|

杉山 昭久(飯山風越|

Э大西  浩(美須々 丘|

Э渡辺 史郎(1蒲商業)

Э大池  毅(小  諸)

官澤  正(下 伊農|

醐
畑
林
酬
脚

憲雄(松本筑摩|

正照長野1窮彗

俊一(」 儲商業

一夫(赤  穂

治登(松本筑摩

内

沢

木

滝

◎

Э

一男(駒 ケ根)

真一(駒 ケ根|

D石田 英勝(箕輪工業

中川 直昭(皐  月

Э末松 英司(伊 郡北

林

屋

中

山

丸

土

山

牛

Э

　

　

　

Э

一富(松商学園)

善裕(岩 村田)

寛人(岡谷工業)

成剛(松商学園)

0内藤 好昭(岡 谷南)

伊藤 和夫(岡 谷南)

Э腰原 基弘(大 町北)

舟田 正志(北  部)

重田  肇(上 田東)

杉山 昭久(飯田風越)

Э大西  浩(美須々 丘)

Э渡辺 史郎(小  諸)

D大池  毅(小  諸)

D宮澤  正(下 伊農|

餅
依
林
酬
剛

憲雄(松本筑摩)

正輝(長野商業)

俊一(小諸商業)

一夫(赤  穂)

孝夫(松本筑摩)

0木内 一男(駒 ケ根)

Э滝沢 真一(駒 ケ根|

田

川

松

石

中

末

９

　

　

・Ｄ

英勝(箕輪工業

直昭(皐  月

英司(箕輪工繰

林

屋

中

山

丸

土

田

牛

◎

　

　

　

○

一富(松商学園)

善裕(上田千曲)

寛人(岡谷工業)

成剛(松商学園)

δθ



表 5-1

年

度
自  転  車 ヨ    ッ    ト 売

エ 手 会 報 編 集 高体連 史編 集

輻
帥

弘(南安農)

勇(松商)

条

田

上

為

◎

Ｏ

勲(茅野)

勝美(″ )

同上 同上

◎岡部善次郎(南安農)

O穂刈 勇(松商)

◎宮内 敏(茅野)

O為田 勝美(″ )

輻
蜘

大助(茅野)

勝美(″ )

δf



表 5-2

種
目年

度
自 転 車 ト 空 手 会 報 編 集 高体連 史編 集

原

刈

小

穂

元亨(松  商)

勇( ″
)

Э山内 大助(茅  野|

D為田 勝美( ″ |

商松亨

勇

一死原

刈

小

穂

◎小松  広(茅  野)

Э広瀬 一彦( ″ )

森

岸

部

川

川

上

沢

藤

山

阿

大

横

村

北

Ｄ

　

　

　

　

Ｄ

慎(県 ケ丘)

重夫(長 野商)

隆(」  ヽ 海)
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第 1節 昭和20(1945)年代

一一長野県高体連誕生前後の学校体育振興期一―

1 戦前までの学校運動部活動

こ でゝは主として『長野県スポーツ史』の概

説の項によつて戦前の学校体育特に運動部活動

を概観 してみたいと思 う。

長野県での学校運動部は明治30年に長野師範

に設けられたのが初めである。学友会が集会

部、尚武団、図書部の三部局を設け、尚武団は

撃剣部・ 野球部・ 弓術部・ 探検遠足部の 4部を

置いた。39年には柔道部・庭球部・ 器械体操部

の三部を加え 7部制となったが、その後さらに

水泳部が増設された。この外では、明治34年 に

は松本中学校に庭球部・野球部・ 角力部・ 柔術

部・撃剣部ができている。また明治32年独立 し

た長野中学校ではす ぐに校友会が組織され、運

動部として撃剣・ 柔道・野球・ 庭球の 4部を設

けた。

さてこれら各部の活動であるが、野球の対校

試合に始まり明治35年には師範学校の主催で県

下中等学校の聯合運動会が開催された。「あい

にくの雨天とな り撃剣のみ仕合を行い後茶話会

を催 した」ということである。長野・松本・ 諏

訪の三中学、長野商業、上伊那農業等が参加 し

た。以後36年は松本中学、37年は長野中学、38

年は上田中学と持ち回 りで行われている。36年

10月 17、 18の 両日開かれた深志城下の大会の競

技種 目は野球、庭球、撃剣の三種日であった。

出場校も明治39年には飯山中学、野沢中学、大

町中学、長野商業、松本商業などを加えて12校

とな り、ますます盛会になっていった。高等女

学校の運動部も庭球を中心に活発に活動がなさ

れてお り、明治38年には県下高等女学校庭球連

合会が長野高等女学校主催で11月 11日 飯田、松

本、上田、長野の四校親善交流の場としての意

義をもって開催された。これらの運動会が現在

の長野県高校体育大会の原点とみて良かろう。

明治35年に始まった中等学校聯合運動会は13

回 (大正 3年 )ま で続いたところ野球弊害説に

解

よって中止された。その弊害とは、学業がおろ

そかになる、参加生徒が全生徒に比べ少数、正

課の体育軽視、応援がお祭 りさわぎ、勝敗にこ

だわ りすぎ、大規模校に有利、経費がか ゝりす

ぎるなどである。これらは現在の運動部活動に

も共通する問題点であ り永遠の課題 と言えよ

う。その後聯合運動会は野球・軟式野球を除外

し、陸上競技を中心に大正 6年再興された。こ

の時から野球は独自の道を歩み始めた。そして

弊害を内包しながらも小学生野球大会が開かれ

る程に広 く普及 し、県勢は全国大会でも好成績

を修めるようになった。

この頃の国のスポーツに目を転 じると、明治

44年大日本体育協会が設立され翌年ス トックホ

ルムの第 5回 オリンピックヘ初めて三島、金栗

の二選手を送 り日本のスポーツもいよいよ国際

舞台へと発展していく。大正 2年には東洋オ リ

ンピック (後の極東大会)も 始まった。陸上・

水泳・野球と次々に全国大会が開催され協会、

連盟が設立されてスポーツの組織化と競技化が

進んだ。大正13年には現在の国民体育大会の前

身である明治神宮競技大会が内務省主催で始

まった。長野県では大正15年に体育協会が設立

され、大正末期から昭和初期は中等学校の課外

活動として各種スポーツが盛んに行われた。昭

和 3年に甲子園大会で松本商業が優勝、昭和 8

年には明治神宮大会でバスケツトボールの長野

商業が、昭和10年には同大会柔道で長野中学が

それぞれ優勝という快挙を成しとげた。

昭和 6年の柳条溝事件に端を発した15年戦争

はしだいに泥沼化 し、昭和13年 オ リンピック東

京大会返上決定後は各国際競技会からも手を引

き、国内の体育は総力戦体制の手段と化 してゆ

く。大日本学徒体育振興会 (昭和16年結成)な

どにより学校体育は一元的に支配され競技より

国民体力の錬成をめざすものとなった。長野中

学では昭和16年従来の校友会が解散され新たに

報告団が組織された。名称も今までの部が班 と



変った。校長が団長となりす ぐ下に中枢機関と

して総務部を置き更にその下に 4つの部を置い

た。従来の運動部は銀練部の中に班として組み

込まれた。部長、班長は全て団長 (校長 )力 任`

命 した職員であった。

昭和18年 9月 には全ての学徒体育大会が禁上さ

れた。

2 戦後学校体育の開花

「スポーツは平和再建の象徴のように、どの

街角にも子供の野球姿が食糧難をけとばしては

んらんしている」と信濃毎日新聞 (21,10014)

が報道 したように、終戦直後から野球をはじめ

各種スポーツが急速に興隆した。長野県の多 く

の種目別団体は昭和21～22年に再興または新設

され、21年 11月 の京都・ 大阪を中心に開催 され

た第 1回の国民体育大会から選手を送ってい

る。

学校体育については21年『学校校友会運動部

の組織運営に関する件』の文部省通達が出、全

生徒の参加、運動部の閉鎖性の除去、校内競技

の振興と全校運動の普及、シーズン制の採用な

どを強調 し、戦後における新 しい運動部の方向

が明示された。翌年には『学校体育指導要綱』

が出され課外体育の重要性が指摘された。

現在の長野県高体連の前身と考えられる長野

県学校体育連盟 (会長 松岡一郎)は、当時の

信毎記事によると21年には設置されてお り北信

中等学校駅伝大会を主催している。また、中信

地区中等学校体育大会 (籠球・ 排球・ 庭球・ 駅

伝競走 0卓球)を同年に主催 した記録もある。

22年 6月 には連盟の年間計画が次のように発表

された。(22,603 信毎 )「認88057」

民主化政策が推 しす めゝられる中で「剣道の

ような武道精神を鼓吹する右典スポーツは完全

に放棄されなければならない。体育は今後精神

教育と関連を持ってはならず、単に柔軟体操を

行なうのでなくゲームその他娯楽運動に重点が

置かれなくてはならない」 (日 本の教育制度刷

新に関する極東委員会指令22, 4019信毎)と

いうことで武道は禁止されていた。

学制改革により現在の高等学校が発足 した23

年 4月 、県体育課は初めて各種スポーツ団体が

自主的にたてたプランに基いて一年間のスポー

ツプログラムをつくり発表 した。 4月 には飯田

市復興感謝祭県下庭球大会を皮切 りに、陸上競

技講習会・ バスケットボール技術及審判講習会

があ り、以下毎月 4～ 5回の選手権大会や予選

会が計画されている。 6月 26、 27日 と 7月 3、

4日 には新制高校体育大会ということで松本市

県営グランドほか市内各校で軟式野球・ 籠球・

陸上競技・ 排球・ 卓球・ 相撲が行なわれること

になってお り、時期が少 しずれて野球・水泳・

送球も上っている。(23,409 信毎)こ れ

が最初の高校大会で県学校体育連盟が運営に

関ったと見て差 し支えないであろう。

対外試合が盛んになるに従って選手中心勝負

中心主義的に傾向も見え始め、教育的運営が課

題となってきた。22年 10月 文部省は全国都道府

県体育主管会議を東京に招集 した。そこで出さ

れた代表的な意見は「中等学校の生徒の大会を

教育関係者でない人が主催するのは教育上支障

があるから、中等学校自体がやるべきである」

「大会を計画的に調整する必要がある」

であった。(群馬高体連『三十年史』)

23年 3月 には文部省が「学校の対外試

合について」通達を出し、新制高校は

地方的大会に重点を置き全国的大会は

年一回程度にと めゞること、出場選手

は固定することなく本人の意志・ 健

康 0年令等を考慮してきめること、対

外試合は放課後又は授業のない日に行

なうことなど細部にわたって方針を出
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した。こうした状況の中から、高校体育の健全

な発達を図るという目的を持って、昭和23年 6

月28日 全国高等学校体育連盟が結成されたので

ある。

3 長野県高等学校体育連盟設立

全国高体連設立後上京 して調査をした長野工

業高校の刈間今朝雄 (当 時、体育指導者連盟理

事長)は、長野県としても高体連を結成 し全国

組織に加盟すべきであるとの認識に立ち、その

組織化を模索 した。まず既存の四地区高体連に

相談 し、それらを基盤に連合体としての県組織

をつくる方向にまとめた。そして県庁のお膝下

の長野工業高校に事務局を置き、同校々長で高

野連会長もやっている西村文雄を会長に刈間理

事長他の役員体制で、昭和24年 6月 4日 長野県

高等学校体育連盟が発足 したのである。

西村の手記によると「創立当初は次の様な方

針で進められたと記憶 している」と次の 5項 目

をあげている。(原文のま )ゝ

① 四地区高体連は地区の実状に即 し準則に

基いて組織された独立体とする。

② 県高体連は地区高体連の連合体として、

其の会長及理事長を本部に送 り本部会長は

地区会長の合議により選出し、役員会を組

織して本部の運営に当る。

③ 各種目別団体との円滑な連絡を計る為め

に、高体連会長は副会長として各団体に参

与 し、適当数の高体連理事を運営の議に参

カロさせる。

④ 高校生の各種目別団体への加入は個人又

は高校毎には行わず県高校体育連盟が種 目

別団体と協議の上適当の基準数を以て一括

加入して大会出場資格を与える。

⑤ 高校生の全国大会に通ずる予選会に出場

するものは、国体及び全国高校選手権大会

の二回を原則とする。

これらの基本方針は大部分現在まで引き継が

れている。当初の規約も骨子は今と殆んど変 ら

ないが、総則の第三条に「本連盟は高等学校体

育全般の振興を図ると共に民主日本進展のため

δδ

体育文化を信暢することを以て目的とする」が

あ り、事業の トップに「体育に関する研究・ 調

査」を上げているあた りに当時の社会環境下で

の高体連の使命と、新組織としての気概が感 じ

とれる。(6ペ ージ参照 )

長野県高体連30周 年記念座談会で刈間初代理

事長は当時のことを次のように語っている。

「昭和23年の全国高体連発足時は、準備がで

きておらず、まず、4地区から組織をつくり、

それから県高体連を作ることに し、連合体で

やっていくことにしました。当時、何もわから

ず、理事長の私が東京へ勉強にいき、協会関係

とか、他府県の状況を調べ、皆さんに図って 4

地区連合体で運営することにしました。そのた

め、仕事は地区ごとに独立 してやってもらい、

県で統一するものは、県高体連でやるように し

ました。

当時、一番心配 したのは、高体連を作った時

に協会のない種目があ り、協会に加盟 していな

いと国体に参加できなかつたので、会長にお願

いし、協会のない 3種 目 (体操・ ハンド0ソ フ

ト)を高体連であ りながら協会を作 り、二枚看

板でや りました。

もう一つは、県大会の開催で、当時は予算が

少なく、県大会の地区代表を 4チ ームとか多 く

て 8チ ームに制限 しました。しかし、バスケツ

ト協会から苦情が出、理事長として説得 し、生

徒は、学業と体育の両立をさせなければいけな

いとい うことで、全校を集めなく、各地区 4

チームで試合をすることにしたのはよかったと

思います。

もう一つは、財源の不足で苦労が多かったこ

とで、現在は県から相当出してもらつている

が、当時は、全国陸上をやるにしても、皆地元

の寄附で行いました。また、体操などは、用具

がないのに国体に出場するということで、会長

にお願いして、長野工業で鉄棒などを作っても

らい希望の学校に配布 し、大会を行ったことを

思い出します。 」

創立初年度の事業については、記録が残って

いないので、高体連事務局に現存する唯一の資

料である会計簿の内容から紹介してみる。



事務費会議費の項に全国および北信越高体連

会議への出席、国体視察、評議員会理事会の旅

費がある。松本市立高火災見舞金といった特殊

な支出もあった。大会費の項では北信越陸上・

駅伝・ スキー・スケー ト・ソフトに出費されてい

るだけで多 くの種目名が見当らない。大部分は

種 目別協会が財政面を受け持っていたと考えて

よい。次に研究調査費として東京への視察旅費

と講習会費が上っている。ハンドボールの講習

会を中央から講師 (第一高等学校 高島 清 )

を招へいして深志高校で盛大に開催 している。

以上のように高体連の事業は、最初としては

当然のことながら関係方面との連絡調整や視

察 0講習会といった地道で基礎的な小規模な活

動から始まった。現在のように事務局員が居た

訳ではないし、財政規模も生徒一人 5円 の拠出

による四地区分担金のみであったという状況か

らしても、無理からぬ順調なスター トだったと

いえる。

4 全国大会で次々に優勝

20年代の競技成績は、40年に及ぶ長野県高体

連の歴史の中で比類のない輝やかしいものであ

る。現在では至難の業となった団体の全国優勝

を実に男子 4校が延べ 7回女子 3校が延べ 5回

為 し遂げた。本県得意の冬季 2種 目はもとより

球技 4種 目にまで栄冠を勝ち取ったのである。

具体的には次の通 りである。

スキー男子

スケー ト男子

ス ケ ー ト女 子

下高井農林(26年度 )

飯山北 (29年度 )

岡谷南 (27年度 )

岡谷工 (28・ 29030年度 )

岡谷東 (26年度 )

諏訪二葉 (28・ 29年度 )

軟式庭球女子  松本蟻ケ崎(26年度 )

ソフ トボール女子   豊科 (26年度 )

バレーボール男子   岡谷南 (26年度 )

バスケットボール女子 岡谷東 (27年度 )

準優勝 もスケー ト男子で岡谷南 (28030年

度 )、 同女子で二葉 (26年度 )・ 南佐久実 (28

年度)・ 岡谷東 (29年度 )、 軟式庭球女子で蟻

ケ崎 (27年度 )、
バスケットボール女子で上田

染谷丘 (26年度 )・ 飯田風越 (29年度 )力 あ`

る。 3位以下の上位入賞もいくつかあった。こ

れらの勝因は何かを分析 した資料はないが、戦

後の復興といった社会的条件や指導者など高校

現場の教育条件が、他県よリー歩先んじていた

のではないか と推測される。当時の新聞 (信

毎)報道は次のようであった。「認88057」
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次に『豊科高校60年史』から当時の顧問小笠

原千秋の回想記の一部を抜粋して優勝までの経

過を見る。

ぃよいよ夢に見た全国大会出場です。 7

月26日 より31日 まで合宿練習に入 りまし

た。苛酷な練習が始まりました。男子生徒

が毎日ノックしてくれた り、気の付いた事

などア ドバイスしてくれました。男女共学

の実に美しい姿でした。また、男子チーム

と練習試合をして、試合運び、要領等を研

究 しました。こうした男子生徒の協力は、

夢と根性を持った部員に大きな力となりま

した。「練習に泣 くな、優勝旗を手に して

泣け。 」と自己に言い聞かせては、苛酷

な練習に堪えたのです。

5月 の中信大会、6月 の県大会等は、ほ

とんどコール ドゲームで試合にな りませ

ん。7月 、宇治山田市における東海大会に

臨みました。この大会も豊科高校のペース

| で試合が運ばれ優勝を遂げました。再び東

δ8

海地区代表として全国大会に出場する事に

な りました。

8月 7日 、西宮球場に全国から10チ ーム

の精鋭が集まって来ました。第 1回戦は京

都家政学院です。体格もよくないし、たい

した事はないだろうと試合に入ったが、な

かなか強いのです。双方 ともねば りにね

ばって、実に苦 しい一戦でした。ようや く

の事で 1点入れ、 1対 0で勝ち、第 2回戦

に進みました。あとで聞いたのだが、京都

家政学院は、優勝候補の筆頭に上げられて

いたそうです。それが、信州の山国から出

て来た豊科高校に破れたというので、本部

では大きな話題となつたということです。

2回戦、3回戦は、いずれも豊科高校の

ペースで試合が運ばれ、決勝は、四国代表

の丸亀高校と争 う事にな りました。九亀は

半数近 くが新顔であ り、豊科高校はほとん

ど昨年通 りのメンバーです。そ うして事実

が我が方に大きな力を与え、自信を持って

対戦することができました。「負けるもの

か、よしやろう。」と、選手の顔には力強

い自信の色が うかがわれました。

円陣を作 り、「最後の 1戦だ。必ず勝つ。

全力を注げ。思 う存分やって見 よ。」と青

木監督から激励されて、試合は開始されま

した。

ああ、遂に全国優勝 夢に終わ るか と

思った全国制覇が、今成 し遂げ られ まし

た。選手も、顧問も、感激の涙を流 して全

国優勝を喜びました。この喜びを一刻も早

く学校にと、早速、「ゼンコクユウショウ

ナルソフト」と打電 しました。

やがて、準備が出来て、「優勝、長野県

豊科高等学校」と放送されました。宮島主

将が進み出て一礼し、大会会長から渡され

た紫紺の大優勝旗を両手でしっか りと握 り

しめたのです。
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第 2節 昭和30(1955)年代

一―県 0北信越・ 全国高体連組織の確立発展期一一

外競技の基準」(29年 )を発表 し教育への影響
1 種目別大会から総合体育大会ヘ

に歯止めをかけた。こうした状況下で長野県高

(1)学校体育の在 り方について         校長協会は、30年度に学校体育研究委員会を設

日本はオ リンピック大会 (27年  ヘルシン   置 し、学校体育の在 り方について次のように方

キ)に戦後初参加 し国際スポーツ界へ復帰 し   向づけをし各高校長へ報告した。

た。スポーツ熱が高まる中で文部省は「学徒対

昭和31年 3月 9日

長野県各高等学校長 殿

長野県高等学校長協会理事長

千  葉  正  志

学校体育研究の報告について

このことについて本会学校体育研究委員会の研究報告を理事会で検討研究の結果、別紙のよ

うにな りましたので新年度の年次計画の上に参考とされるようお送 りいたします。

なお実施方法等については、各地区校長会において詳細御研究のほどお願いいたします。

学 校 体 育 の 在 り 方 に つ い て

右について本委員会は三回に互 り慎重審議の結果左記ののとお り結論を得たのでこれを報告する。

言コ
言已

l―l 総合体育日の設定について

(1)総合体育日を年間前期、後記の各二日間これを授業日の中に設定する

その期日は 6月 1,2日 及び 8月 31日 、9月 1日 を適当と認める。

(2)県高体連主催の各地区 (東信、北信、南信、中信)競技会は、これを総合体育 日に実施する

ものとする。

(3)総合体育日の在校生徒の指導は学校長の裁量によるが体育日設定の趣旨に添 うようその計画

を樹立する。

0 大会参加基準について

(1)全国大会への選手参加は全国高体連主催の大会と国民体育大会との二本建とする。

(2)高体連主催の大会へは原則として参加する。共催へのものはなるべ く参加する。

(3)ス ポーツ団体主催の選手権大会は、これを高体連の共催とするよう関係者へ申入れる。

(4)地区又は地方の競技会への参加は、経費、授業、生徒指導の上に支障がなく宿泊を要 しない

限度において参加 してもよい。

(5)新人大会は地区又は地域を単位として開催するよう関係者へ要望し、この大会へはなるべ く

参加する。

0、 各種野球の大会参加について

(1)全国大会への参加は

全国高等学校野球連盟及び毎日新聞社主催の全国高等学校選抜野球大会、全国高等学校野球連

盟主催の全国高等学校優勝野球大会及び国民体育大会の三者とする。

(2)全国高等学校優勝野球大会の県予選大会へ参加する地区代表チームは16チ ームを適当と認め

η



る。この旨高野連へ要望する。

(3)右県大会の予選会は 7月 の夏季休暇中に実施するものとする。

“

)秋の新人北信越大会はこれを認めるが春の北信越野球大会は大会参加基準の上から不合理で

あるの、その考慮を高野連に申入れる

(5)伊那、上田の選抜野球大会は地方の正 しい野球振興に資するので授業、経費等に支障ない限

りこれを認める。

(6)大会は総て休日又は土曜日の午後に行うものとする。 総合体育 日はこれを全面的に利用す

る。

学 校 体 育 委 員 会 経 過 報 告

第 1回委員会

l―l期 日  1月 24日

0 会場  長野西高校

0 協議内容

千葉理事長挨拶後、羽生委員を委員長として今後の議事を進行することにする。

羽生委員長司会の下に校長協会より委任された次の事項を問題点として採上げ再確認する。

(1)総合体育日の設定

(2)運動競技会参加基準について

(3)その他

(1)総合体育日の設定について

“

)春秋各 2日 間 (金、土)を体育日としたい。

0 体育日を設定 した際、各スポーツ団体に協力を求める。

い 地区審判員の数の検討。

0 高体連及びスポーツ団体の年間スケジュールの検討。

0 体育日の各学校における一般生徒の指導

lAl 一般生徒の指導はその校の校長の適宜とするが体育検定、植樹、クラスマッチ等を実施する
ことが望ましい。

(2)運動競技会参加基準について

“

)文部省通達の「学徒の対外競技について」を研究する。

0 全国大会への参加は文部省通達の趣旨により年 2回 としたい。

|' 県内において高体連主催の競技会へは参加する。

0 高体連の後援は止め必要により共催とする。

0 地域社会における各種競技会への参加態度。

lal 高体連の中で部制のないものはどんな種目か。

(サ ッカー、バ ドミントン、ボー ト、ラグビー、水泳、相撲、剣道、弓道 )

(卜)ス キー、スヶ― 卜の予選会を適当な方法で実施する必要がある。

以上は当日論議された重要な意見であった。

(第 2回、第 3回委員会報告は省略 )

″
／



昭和31年 7月 10日

体育研究委員会

長野県高等学校長協会理事長殿

秋の総合体育日の実施について

このことについては、二回の研究委員会を開催して、慎重に検討 したところ別紙春の体育日実

施状況調査集計表の示す通 り区々の結果が出てお り、綜合体育日の趣旨はよいが、其の実施方法

に幾多困難が認められ、これが解決については、更に今後の研究に持つものがあります。よつて、

秋の綜合体育日は左記により、各学校の実情に応じて出来る限 り学校体育日を設定 して行 うこと

が望ましいと思います。

記

1.学 校体育日は各学校毎に設定する。

2.学 校体育日の行事は各学校長の裁量によるものとする。

3.秋 の学校体育日は各地区の秋の体育大会に合せて行うものとする。

右報告いたします。

体 育 実 施 状 況 集 計 表

の
扱

育
Ａ
体
取

第 1日 目
1 授業日 1 2 休業 日 3 登校 日 4 農繁休業中 5 その他

計81校
3

第 2 日 目

1 授業 日 2 休業日 3 登校 日 4 農繁休業中 5 その他
計81校

4

と

顧

日

計

育

業

係

体

授

関

間

の

Ｂ

年

″

1.当初から予定 してあった 2 予定 してなかつた
計81校

59校 22を交

C
体育大会
参加生徒
数

第 1日 目
参加選手数① 応援生徒数② 在籍生徒数③

撃  30%4638名 127544乙 561684ζ

第 2日 目
参加選手数① 応援生徒数② 在籍生徒数③

全  上 28%
37394呂 122234乙 56168名

D

選手以外

の生徒に

対する学

校の指導

内容

1 授業実施 2  研究倶楽部活動 3 体育行事 4 学有林作業 5応  援 6.そ の 他

第

1 授業実施 1 1 1

ラク
動

究
活

研
ブ

6

3 体育行事
7 1

日

　

目

4 学有 林作 4 1

5応  援

6そ の 他

計 81 校

第

　
一
一　

日
　
目

1 授業実施 1 1

ラク
動

究
活

研
ブ

3

3.体育行事 9 1 5

4 字 有 杯 作
業

5応  援

6そ の 他

81 校

E
感想反省

る  1 2 今後研究する必要あ り 3 あまり意義がないと思はれる
計81校

24 & I 56e 1校

備考 1 この調査は全日制についてだけのものである。
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鯰)長野県高校総合選手権大会の始まり

校長協会の報告に基いて、総合体育日は前述

のような経過をたどって、問題をはらみながら

も前向きにとり組まれた。そして、この年に総

合という主旨に呼応 して、県大会も種目別大会

から総合大会へと形を変え、最初の長野県高校

総合選手権大会が開催されたのである。主催は

長野県高等学校体育連盟、長野県種目別協会、

上田市教育委員会の三者であった。その時のプ

ログラムは、当時の高体連旗を三色刷で表紙に

デザインした32ペ ージの冊子 (写真)で、現在

の陸上のプロに加えて他種目の組み合せ等が掲

載されたような内容のものであった。 1ペ ージ

には次のようにあいさつ と日程が記されてい

る。

第一回長野県高校総合選手権大会を迎えて

智・徳・体の併進により心身共に健全な国民として次の世紀の形成者を期 し、人格完成に精進する

高校学徒の試練の機会として企画された本大会に各地区代表として参加の栄誉を得られた諸君を祝福

する。諸君は平素勉学と共に練習に努力せられた競技の実力を充分に発揮 して高校学徒の意気を昂揚
して世の期待に答えるよう切望する。

本大会開催に絶大な援助と協力を与えられた関係方面諸団体に厚 く感謝の意を表する。

日 時 種 目 △
ム 場

6月 16日 (土 )

13時 よ り
軟 式 庭 球 (学校対抗 ) 上 田 市 営 庭 球 場

6月 17日 (日 )

8時30分 より

軟 式 庭 球 (個人選手権 )

陸 上 競 技

ソフ トボール

上 田 市 営 庭 球 場

上 田 市 営 陸 上 競 技 場

上 田 市 営 野 球 場

6月 23日 (土 )

14時 より

体 操

ハ ン ドボール

長 野 工 業 高 校 体 育 館

上  田 千  曲 高 校

6月 24日 (日 )

8時30分 より

体    操

ハン ドボール

排    球

卓    球 (学校対抗 。個人選手権 )

柔    道

相    撲

長 野 工 業 高 校 体 育 館

上  田 千  曲 高 校

上 田 市 営 排 球 場

上 田 松 尾 高 校

上 田 市 営 体 育 関

上 田 市 営 藉
公

民
内
場

日

日

３

４

２

２
月６

篭 球 長 市野

胃



総合大会も、特に当初は予期 しない問題も出

てきて全て順調であった訳ではなかった。長野

県バレーボール協会『四十年史』から一つの具

体例を記す。

県高校総体も、バレーボール競技においては

発足 2年 目の昭和32年に思いがけない トラブル

をひき起すことになった。

この年の第 2回県高校総体バレーボール競技

大会は、 6月 22日 ～23日 、松本県営排球場にお

いて、男女各12チ ーム (各地区 3代表)を集め

て開かれ、男子上田松尾高、女子岡谷東高がそ

れぞれ優勝 した。ところが、全国大会出場の

「推薦権」をにぎる県バレーボール協会は、こ

れにス トップをかけ、緊急理事会を開いた結果

「協会に相談なく大会が行われた」として、両

チームを推薦せず、あらためて予選会を開 くこ

とをきめた。「その理由は、①高体連が一方的

に日程、運営をきめた。②大会の審判員の内容

からみて、全国大会の予選とは認められない。

③ したがって、上田松尾と岡谷東は全国大会に

推薦できない。④あらためて 7月 7日 に県下 4

地区から男女各 2チ ームを推薦 して予選会を開

く。」(「 」内32,6.24付信毎記事による。)と

いうことであつた。

当時、高体連は協会との接渉には、理事長の

刈間今朝雄が直接にその任にあたつていたが、

結論的には、県高体連が、連絡不十分の点を陳

謝 し、県協会がこれを了承 した形で終わってい

る。この点については、6月 26日 開かれた県協

会理事会の結論として「①22日 、23両 日の県高

校選手権大会は、全国大会の予選とは認めがた

い。② しか し、高体連の誠意ある陳謝は率直に

うけいれる。③高校生の純真な気持ちをふみに

じらない。④ したがって、30日 に予定 した予選

会はやらない。」(「 」内信毎記事による。)と

なっている。

2 初の事務局移転

高体連発足以来、20年代は西村会長、刈間理

事長という体制で長野工業高校に事務局を置い

%

て運営されてきた。北信高体連もずっと兼ねて

やってきていたのであるが、30年代に入ってか

ら少 しずつ変化 しはじめる。会長が30年 田中、

31年西村、32・ 33年塚田と年毎に変わ り、30年

からは副理事長というポス トが設けられ宮坂仁

吾 (上田松尾)がその任に当った。

30年 の田中会長は松本工校長であ り退職に

よって会長職を降 りたのであるが、北信以外の

地区でもやらなければいけないとい う考えを

持っていたようである。32033年 は北信高体連

事務局を長野工業高校から分離し、長野高校が

担当した。かくして長野工での県高体連は、誕

生から一人歩きできるまでの重要な役割を務め

10年 という一つの節目を迎えた。第 2代理事長

丸山保彦はこの時の事務局移転について、『北

信高体連史』に次のような回想記を寄せてい

る。

「高体連事務局は当時長野工業高校にあ りま

したので、34年度総会が同校で開催された。

吾々は当然会長、理事長の留任を予想 して出席

したが、案に相違 して事務局校として長野商業

高校が決定された。会長は更級校長が引受けら

れたが、理事長として丸山とのこと、全 く突然

であ り、校内事情 もあってその席で受け られ

ず、いずれ会長が後日紙上で発表するというこ

とで総会は了承して閉会となった。校内事情 と

いうのは、新学期が発足 して担任が発表され同

僚に推されて分不相応にも学年主任を引受けた

3週間後のことであった。学校長、体育科、学

年会の理解と御協力を支えにして引受けたもの

の大変であった。翌月から北信地区大会、翌々

月は県大会、つづいてインターハイのための全

国会議、その間に学年会、担任事務、授業にと

完全にグロッキーになってしまった。当時の持

時間は24時間だったと記憶 している。学校泊込

みの日がつ ゞき、原紙切 り、印刷に追われ朝方

就寝 したこともしばしばであった。

こんな状態で、県、北信の理事長がよく勤

まったものだと不思議な気がするが、それは

和、同様の持時間をか ゝえながら休憩時間、空

時間、放課後暗くなるまで、それこそ寸暇を割



のである。

3 北信越高等学校体育連盟

いて御協力いたゞいた内外の先輩、同僚の先生   信越高等学校体育連盟規約

方がおられたればこそと、今更ながら只々頭の

下がる想いで一杯である。」 第 一 章 総 則

表には出ない様々な経験があっただろうと推   第 一 条

測されるが、いずれにしろ最初の事務局移転劇    本連盟は信越高等学校体育連盟と称する。

は、今では考えられない短期間の内に為された   第 二 条

本連盟の事務所は会長在住県に置 く。

第 三 条

本連盟は長野県と新潟県の高等学校体育連盟

で組織する。

新制高校がスター トした23年、北信越高体連   第 四 条

という組織が存在 していた。当時の信毎に次の    本連盟は信越における高等学校体育の健全な
ような記事が載っている。「認88057」 発達を図ることを目的とする。

第 五 条

本連盟は前条の目的を達成するため次の事業

を行 う。

1学校体育に関する審議並に研究調査

2全国高等学校体育連盟其の他体育に関する

諸団体との連絡

3生徒体育大会の開催

長野県高体連の発足は24年であるので、この    4其 の他本連盟の目的達成に必要な事項
時は学校体育連盟がそれに代る役割を果たして

いたと推測される。24年には長野県高体連 とし    第 二 章 役 員
て北信越の会議へ出席 していることが会計簿に

よって明らかである。しか し翌年にはこの組織   第 六 条

も無くなる。 本連盟に次の役員を置 く。

「全国高体連のプロック割 りで昭和24年 に北    会長一名、副会長二名、理事長一名、理事若
陸三県プロックになった」(『福井県高体連史』   干名 (各県四名 )、 評議員若干名 (各 県二

「長野県は昨年 (24年 )ま では北陸プロッ    名 )、 幹事若干名、
ク、今年からレベルの高い東海地区に入れられ   第 七 条

ました」 (『 豊科高校60年史』 ソフ トボール記    会長及び副会長は評議員会でこれを選ぶ。
事 ) 会長は本連盟を代表 し会務を統轄する。

ということで、種目によるばらつきもあった    副会長は会長を補佐 し会長事故ある時はその
ようであるが、組織替えが行われ25年 4月 28日    職務を代行する。

に信越高体連が誕生 したのである。10年で再び   第 八 条

北信越になるまで活動 した信越高体連の規約は    理事長は理事の互選による。

理事長は会務を掌握する。

第 九 条

理事は評議員の互選による。

理事は会の常務を執行する。

理事は理事会を構成 し第十条の事項を審議決
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次のようであった。



定することが出来る。

前項の場合は次の評議員会に報告 しなければ

ならない。

第 十 条

評議員は各県高等学校体育連盟において選

メド。

評議員は評議員会を組織 し次の事項を審議決

定する。

1予算及び決算

2規約の改正

3事業の計画

4其の他重要な事項

第 十一 条

幹事は会長が委嘱 し本連盟の事務を処理す

る。

第 十二 条

役員の任期は一ケ年とする。但 し重任を妨げ

ない。

補欠役員のの任期は前任者の残任期間 とす

る。

第 十三 条

本連盟に顧間を置 くことが出来る。

顧間は評議員会で推薦 し会長が委嘱する。

顧間は重要な事項に関 し会長の諮間に応ず

る。

第 三 章 会 議

第 十四 条

理事会は必要に応 じ会長が召集する。

評議員会は毎年四月会長が召集する。但し必

要あるときは臨時に召集する。

第 四 章 会 計

第 十五 条

本連盟の経費は次のもので支弁する。

1分担金 2寄附金 3其の他の収入

第 十六 条

各県の分担金は年額5,000円 とする。

第 十七 条

本年度の会計年度は毎年 4月 1日 に始まり翌

%

年 3月 31日 に終る。

第 五 章 附 則

第 十八 条

本規約は昭和25年 4月 28日 から実施する。

『新潟高体連年報』では毎年県は勿論プロッ

クおよび全国の規約や役員を掲載 している。そ

れによると34年に、34年 5月 9日 施行の規約を

もって北信越高体連が誕生 している。その前後

の経過を『福井県高体連史』は次のように書い

ている。

「北信越各県高体連は、35年のプロック再編

成前の31日 5月 各県より3名 の理事を出して理

事会を構成 し、年 2回 (春・ 秋)の会議を各県

持ち廻 りで開催 し、各県スポーツの状況やス

ポーツ行事および運営上の諸問題を話し合 う機

関として、北信越高等学校体育連盟を結成して

あったので、ブロックの再編成は混乱なく経過

した。当時北信越プロック内では、各県の高体

連専門部の間で話 し合い、各県の種 目別協会

(連盟)の絶大な協力のもとにブロック大会を

開催 していた。

昭和34年度は軟式庭球大会、35年度より柔道

競技大会が加わ り2種 目となつた。その後 ブ

ロック組織の変更にともない、全国高校種目別

選手権大会の地区予選を行なつている種 目が、

高体連のプロックを単位とする地区予選に変更

するなどがあって、各専門部ともプロック大会

開催の意欲高まり、年々開催種目が増加すると

ともに盛大になった。また逐次その規模も増大

してきたので、規模の適正化が問題になつてき

ずこ 。

北信越高体連では昭和41年 1月 理事会を開催

し、これらの問題について協議 した結果、北信

越高校 (種 目別)体育大会開催基準要綱を判定

し、周知徹底を図った。」

その後の経過の一部を石川県の『高体連30年

あゆみ』で見ると、

「昭和34年度より実質的に出発 した北信越大

会も昭和52年度で22種 目の競技を開催す るに



至った。昭和52年 9月 北信越理事会でバ ドミン

トン競技の新設が決定された。五県専門部役員

の思惑も絡み四年間に及ぶ才月を費 した。石川

県が中心となって設置の努力をしたのであった

が全国的に高いレベルを誇る石川バ ドミントン

と北信四県がインターハイの前哨戦として大会

を開催することに抵抗があった。ブロック内で

みると北陸三県大会があ り信越大会があるとい

う実情からその機が熟さなかった。然 し昭和53

年度以降の北三の動きも絡み又五県内の専門部

の意見も急速にまとま り設置への足がか りと

なった。同じような情勢の中からラグビー競技

の新設も提案された。又全国高体連規模適正化

と縮少化のため、ホッケー競技のブロック予選

が急務とな り昭和53年の秋の理事会でラグビー

競技とホッケー競技の二種 目を昭和54年度より

開催することが決定された。この十年間に北信

越大会の開催種目も全国高校総体並となり今後

の開催運営に各県高体連は苦慮 しているのが現

状である。」

4 全国大会も総合体育大会ヘ

県大会は前述のように31年から総合大会とい

う形で開催されてきたが、全国大会は38年 にそ

れまでの種 目毎の全国高校選手権大会から現在

のような全国高校総合体育大会に変った。この

時長野県高体連は次のような文書をもって意見

集約をし全国の会議に臨んだ。

昭和37年 4月 7日

長野県高等学校体育連盟会長

新田 稔

加盟高等学校長

副会長・ 評議員   殿

専門部長並びに委員

全国高校総合体育大会についての意

見聴取について

このことについて昭和37年 3月 28日 付

全国高等学校体育連盟会長名を以って当連

盟会長宛意見聴取を下記の通 り求めて参 り

ましたので御連絡申し上げます。つきまし

ては甚だ恐縮に存 じますが地区高校長会、

地区高体連総会等に於て御意見の表明を願

い度 く、いづれ 4月 下旬に予定されてお り

ます当連盟評議員会に於て態度決定の上全

国高体連へ意志表明を致 し度く存 じますの

で宜敷 くお願い申し上げます。

尚専門部としての意志表明もあ ります

ので委員各位は 5月 上旬に予定されてお り

ます当連盟専門委員会に於て御意見を承 り

度 く存 じますので地区専門委員会の意向取

纏め方御願い致 します。

記

1.総合体育大会実施の趣旨

本連盟創設以来14年、結成当時より総合大

会の実現を理想として、今日まで、その基盤

を築いてまい りました。こ 数ゝ年来、その実

績を認められ、国庫補助金の交付を受け、経

済的裏付があれば大会の実現も可能な段階に

立ち至 りました。しか しながら現在の本連盟

の財政面から考えた場合、国庫補助金の増額

のみでは実現は到底困難であ ります。たまた

まN・ H・ Kが本連盟の事業を認め、本連盟

が左記新企画の大会を実施する意志があれば

資金面において全面的に協力を惜まない旨の

申入れがあ り、N・ HOKと しては、あ くま

でも高体連の自主性を尊重 し、恒久的に援助

することを言明してお ります。

わが国スポーツ界は 2年後に迫ったオリン

ピック東京大会に全力を傾注 してお ります

が、本連盟としてはむしろ東京オリンピック

後における高校スポーツの興隆を考慮 してお

り、このオ リンピックを契機として、総合大

会の実現により高校スポーツの一大躍進を期

してお ります。それがとりもなおさずわが国

スポーツの発展となり、民族興隆の基盤にな

ることは疑 う余地があ りません。

2 総合体育大会開催方法

(1)各種 目を 1ケ 所 (1県またはその周辺の

県)に集めて実施することを理想とする。

(2)最初から1ケ 所で開催不可能の場合はさ

しあた り数ブロックにわけて実施する。



(3)昭和37年度は現状で実施 し、38年度より

新 しい企画で実施する。

に)大会は夏季及び冬季に分けて実施する。

3.総合体育大会に要する経費

(1)大会開催費は国庫補助金 とN・ HOKの

協力金によってまかなう。

(2)開催地元都道府県の負担金はなくする方

針である。

(3)N・ H・ Kは大会開催費以外に、大会開

催に要する準備金も考慮する。

4。 その他

(1)新企画の大会は現在の各種目別大会の規

模を縮少することはない。

(2)新企画の大会開催についてN・ H・ Kは

大会を放送網にのせることを計画 してい

る。

(3)新企画の大会計画が実施出来る見通 しが

ついたら、従来の大会に協力していただい

ている方面とも話合いをする。

長野県高体連の立場はどうであったかという

と、30周 年の記念座談会で時の新田会長、丸山

理事長はそれぞれこう述懐 している。

「私ども本県として、一つの高校教育に即 し

たものでなければならない。すなわち単なるオ

リンピックの模倣であってはならない。一つは

各地方の絶えざる体育向上に果して寄与できる

かという点であ りました。そのへんを検討 して

反対を表明したのでしたが少数意見として、残

念ながら通 りませんでした。今からみればご批

判のあるとこでしょう。

この問題に附随して、NHKが総体開催を援

助するという案が出てまい りました。初めの説

明では、無条件援助という話であ りました。こ

れについては、公的団体にあつて無条件援助を

するはずはない、何らかの制約が生ずる。それ

よりは、困難であろうとも、高体連独自の主体

性を守るべきだと考えて、その意見を開陳した

こともあ りました。」

「新田会長時代の思い出は、スケー ト専門部

長を青森に押 しつけたことと、現在の高校総合

露

大会の構想ができ、国体の向こうを張ろうとい

う発想で考えられたものです。

そこで、私は、全国の会議で、反対演説を行

いました。その時、北信越や九州、四国が賛同

してくれたのですが、関東、東北、近畿が賛成

し、 3割の反対で総体の構想が決ったわけで

す。

38年新潟で総合体育大会と名打って大会を し

ましたが、選手団を編成 したのは、39年 の山口

大会からです。三村先生に引継ぐ時、団旗が39

年から必要になるということで、突如作ること

にな り、デザインも私が考え、緊急理事会で決

定 したのが、現在の長野県高体連旗です。」

総合体育大会が日本体育協会に認知されたの

は、40年の大分県が中心会場となって行われた

大会からである。

尚、高体連旗については26年に冒頭のグラビ

アページのものが作られ現在も残っているので

あるが、総合大会を契機に新調された団旗がそ

のま 高ゝ体連旗となり、その時点で自然にモデ

ルチェンジされたという結果になった。

5 全国高校スケー ト大会で南佐久実業 (現小

海)9連勝

この年代の競技成績 (団体)についてみる

と、数ある種 目の中で全国優勝はスピー ドス

ケー トにあるのみである。だがこの一種 目の活

躍たるや、他種目を補って余 りあるすばらしい

ものであった。南佐久実業 (現小海)は 30年度

に二葉の 3連勝を阻んで初優勝して以来、39年

度に県大会では押えた二葉に敗れるまで、実に

9年連続 して総合優勝の栄冠を勝ち取った。ま

た男子では30年度に岡谷工 (3連 勝 )、 31年度

に野沢北が優勝 したので、長野県のアベック優

勝が 4年連続 した。これも大記録である。この

他に準優勝男子岡谷南 (30年度 )、 岡谷工 (31、

32年度 )、 南佐久実 (33、 34年度 )、 野沢北 (39

年度 )、 同女子岡谷東 (30年度 )、 軽井沢 (35)

年度 )、 二葉 (38年度 )、 南佐久実 (39年度 )と

いった具合に上位を県勢が独占しスケー ト王国

の名を全国に轟かせた。

38年度南佐久実業『生徒会誌八ケ嶺』に特集



されたスケー ト班のページより、井出監督への

インタビューの最初の部分を商会する。

昨年 (37年 )11月 3日 には信毎文化賞を

受賞 し、今春 1月 22日 には堂々八連勝の偉

業を成 し遂げた女子スケー ト班の育ての

親、井出宗雄監督を訪ね今までの労苦や思

い出と抱負とを語ってもらった。

委員 先生どうも八連勝おめでとうござ

います。

監督 やあどうもあ りがとうございま

す。

委員 それでは帯広大会の感想を

監督 行 く前から今年がピンチという事

で覚悟 して行った訳ですがね

行ってす ぐ北海道新聞を見て北海道の

選手がどう活躍 したか全道大会の記録

を調べたわけですが、苫小牧のリンク

が悪 く、コンデションが良くもないの

に大谷高校の選手が活躍 したので、こ

れはと感 じました。

高校の大会に11回 引率して行ったが、

こうい う心配の大会は始めてで した

オa。

委員 それだけホットしたというところ

ですね。又それだけ喜び も大 きいで

しょう。

監督 感慨無量というところですね。

委員 ところで七連勝、人連勝ときたわ

けですが、スケー ト班が結成されて何

年 目ですか。

監督 23年 4月 に出来たわけです。

委員 高見沢さん、いや長久保さんが入

る前ですか ?

監督 はい。長久保は26年に入ったので

それ以前に出来ていたわけです。

女子は松原湖大会に出場 していたぐら

いであったが、27年の正月に県の大会

に出場 した。その時長久保は一年で し

まこ。

委員 では、長久保さんが三年生の時に

初優勝 したわけですか。

監督 いや卒業してからですね。

委員 では母校の基礎を築いたわけです

ォa。

初めての優勝はいつですか。

監督 我々のスケー トは冬期練習だけで

したが、諏訪の方は夏の トレーニング

もやっていたわけですね。本校で夏の

トレーニングを始めたのは30年で し

た。そ して31年 に初優勝 したわけで

す。

委員 現在見るような トレーニングはそ

の頃はしてなかったのですね。

監督 そうです。やは り夏の トレーニン

グが必要ですね。氷にのればす ぐ出来

るというようにしなければね。

委員 何回も大会に臨んで来られたわけ

ですが、一番思い出に残るのは ?

監督 やは り昭和31年の 5回大会におけ

る女子初優勝の時ですね。いわゆるこ

の時諏訪二葉が三連勝するか ?と いう

時でしたから、第一回の優勝はまさか

するとは思いませんでしたよ。

委員 全国大会に出て三年目に優勝した

というわけですね。

(右 井出監督 )

スケー ト以外での上位入賞は次のようであっ

た。スキーでは男子で白馬定 (30年度 )、 飯山

北 (38年度)女子で飯山南 (31、 32年 度)力 準`

優勝をした。軟式庭球女子でも蟻ケ崎 (30、 32

年度)が準優勝に輝いた。染谷丘 (31年度 )も

4位に入った。県大会で トラブルのあったバ

レーボールでは上田松尾、岡谷東がその年 (32

年度)ベス ト8ま で進出した。松商男子も同様

η



の成績を残 した。(39年度 )ま たバスケ ッ ト

ボール女子で染谷丘 (34年度)が 3位、美須々

丘 (36年度)が 4位に入賞 した。

6 四種目が県内で全国大会を開催

長野県での全国高校大会の開催は、過去にス

ケー ト (26年度蓼科湖、29年度美鈴湖 )と 陸上

競技 (27年度松本市)がある。30年代にはこれ

が四種目にわたって延べ 7回 と史上最も高い頻

度となった。スケー トが34年度 (蓼科湖 )、 35

年度 (軽井沢 )、 39年度 (茅野城ノ平 )と 3回 、

スキーが31年度 (飯山 )、 39年度 (志賀高原 )

の 2回 と大半が本県の自然条件に合致 した冬季

スポーツであった。他の二種目はいずれも39年

度に行われたハンドボール (上田市)と ソフ ト

ボール (伊那市)である。全国大会が総合大会

とな り愛知県を中心会場に開催された年であっ

たのだが、実質的にはまだ種目毎に会場が分散

してお り二種目を長野県が担当したのである。

飯山市でのスキー大会の状況については、

『飯山北高スキー史』に次のように記されてい

る。

全国規模の競技会を開催するためには、飯山

スキー場としてはアルペン競技場を開発する必

要にせまられていた。第 6回大会を招致するに

当ってこの問題を解決することが先決であった

のである。

幸に関係者の熱意と、地元外様地区の理解 と

好意によつて、黒岩アルペン競技場が昨年の

シーズン前に開発され、本大会を契機として、

黒岩スキー場が全国に紹介されることになった

のである。

主催は全国高等学校体育連盟、長野県教育委

員会、それに飯山市、主管は実質的に長野県ス

キー連盟と飯山市体育協会が負うことにな り、

本校も地元高校として一ケ年に亘る準備に忙殺

された。

飯山市の歓迎ぶ りも、精一杯のもので要所に

は数基の歓迎門が立てられ、各所に得意の雪の

芸術作品が作られて遠来の客を慰めた。

θθ

2月 6日 午後 1時から飯山市公民館に於て監

督会議、2月 7日 は開会式に先だって、飯山南

高等学校々庭から開会式会場である飯山小学

校々庭まで、堂々の市中行進が行われた。つづ

いて高松官をお迎えして開会式、そのあと小学

校講堂において選手会、前夜祭と開会行事が進

められたが、全市をあげての歓待は参加者に快

い印象を与えた。前全国高校スキー部長加治千

三朗氏は飯山大会の印象を次のように語ってい

る。

「飯山では市長の陳頭指揮の新興の気運が溢

れた雰囲気で、競技以外に選手に与えた精神的

影響が非常に多かったと思います。第 2回から

の招致でよく辛棒 してもらってその間にリフト

の建設、アルペ ン競技場の開発、その他のス

キー場の整備に力を入れられた堅実さに感心 し

ました。尚選手と民家の人々とのとけ合った風

景はまことによい教育の場であ りました。」ま

た、高校スキー年鑑編集部常任委員の林千春氏

は「私も選手の民家分宿については本当によい

印象を受けました。自分もはじめてだけに非常

に感激が深 く、生徒達が帰 りに、又ぜひ訪ねた

いと言って目ににじむものがあ りました。」と

語っている。

35年度スケー ト大会を時の更級会長は思い出

として次のように綴っている。

「36年 は、青森県の人戸市で開催する予定

だったのですが、前年同市に大火災が惹起 し、

そのため大会を受けいれることが不可能にな り

ました。当時は本県の会長が全国高体連のス

ケー ト部長を兼ねてお りました関係上、また同

年は軽井沢で国体のスケー ト競技大会を開催す

ることになっていましたので、急に長野県で国

体の前に開催するよう強 く要望されました。軽

井沢町や県スケー ト協会では、国体関係の仕事

で手一杯ではあ りましたが、国体の リハーサル

という意味で物心両面にわたつて出来るだけの

援助をするからと快諾され、またスケー トセン

ターでは、出来上ったばか りの施設・ 設備を無

償で提供し、従業員も国体同様に協力して下さ

ることにな りました。今回はパイピングリンク

の冷却が利いて氷が硬 くな り過ぎ、天然氷に剛‖



染んでいた選手たちには氷に乗 り切れない状態

であ りましたので、前年とは反対に競技の開始

を 1時間程遅らせました。またアイスホッケー

とフィギュアを同センターの屋内リンク2面を

併用 して、スピー ド競技と併行 して実施するこ

とが出来ましたので、高校の大会としては最初

の完備された大会であったと自負 してお りま

開 会 式 全 景

す。

通信連絡の面では、冬季は別荘の電話回線が

暇になるので、格別の心配もなく利用すること

ができましたので、報道関係者から、これなら

国体の場合も大安心だといって大いに喜ばれた

ものです。」

(52年度会報30周 年記念号より)

市中行進 長エプラスバンド

(飯山北高校 スキー史より)

高松官御来飯記念
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第 3節 昭和40(1965)年代

―一東京五輪後の社会的環境下での高体連充実期一一

1 学校体育と社会体育

(1)運動部指導と勤務とのかかわリ

41年 12月 の理事会で「体育指導手当獲得運

動」の経過と会計報告がされた。100万 円程の

資金で会議や陳情等の運動を全国高体連が進め

たというものである。「文部省としても、超過

勤務手当等根本的な問題によりかかつて超過勤

務の形にするか、教育職の特殊生にかんがみ本

俸に繰 り入れるか等の問題もあ り、どのように

すべきか検討中とのことである。」との報告で

あった。41年には教員の勤務時間の合理化に関

する I L 087号条約が批准され、さらにユネス

コの「教育の地位に関する勧告」が採択される

に及んで、教員の勤務時間を明確に規定する必

要に迫られた。時間外の運動部指導や休日の対

外試合引率は校務とは認めがたいとの見解が強

まり、さらに勤務時間外に発生 した事故責任の

問題 も法廷で争われる事例 も出て くるように

なった。

理事会の報告にもこうした情勢を反映した内

容が多くなった。三村理事長の報告文によると

「 (県高校駅伝の主催団体について)高教祖

が代休等請求の訴訟をおこしている現時点

では、県教委としては争いの種を県側か ら

多くするような休日の行事を主催すること

はできない。平日ならばいくらでも共催す

Z'。 」

「教育のことは一時もおろそかにすることは

できないし、また現実の問題として休日の

利用はやむを得ない。従って県大会は土・

日を利用せざるを得ない。代休は学校に

よって与えられるところは可能の範囲で、

また困難なところは時間を区切って空時間

をとらせて貰 うなど配慮を学校長に願いた

い。」

という具合に、県も高体連も勤務時間を意識

して対応 している様子が随所に出てくる。

"

駅伝は共催負担金は出すが名は出さないとい

う苦肉の策で例年通 り実施されたのである。同

様な苦肉の策として山田会長談によると「超過

勤務については、高体連では超勤手当を出せな

いし、超勤命令も出せないということで、各高

校長に、出張命令を出してもらわなくとも、高

体連会長名で本人の了解を得て出張 してもら

い、高体連で手当を出すから、もし、事故が起

きたら、さかのぼって出張命令を出したことに

してもらうことで、当分の間は切 り抜けた。

その間、文部省や全国高体連に申し入れ、是

非教員にも超勤手当が出るよう運動をし、だん

だん実って、今日のような給特法が通ったわけ

です。ただ、給特法はなるべ く超勤命令を出さ

ないことが前提条件になってお り、今から考え

ると、本当に生徒と共に指導された先生方に応

じた超勤手当を出した方がよかったと思 う。」

(30周年記念座談会 )

45年からは「高校生運動部活動指導費」力`わ

ずかではあったが支給されるようになった。 8

条からなる規程によって補助金が出されたので

あるが、その内 3条までを上げておく。

高等学校運動 クラブ振興助成規程

目  的

第 1 条 この規程は、県立高等学校に

おける学校教育活動外の運動 クラブ (以

下高等学校運動クラブという)の活動を

活発にするため、学校教育活動の範囲を

超えて運動 クラブが行なう活動に要する

経費について、補助金を交付するに必要

な事項を定めるものとする。

補助金の種類 。経費

第 2 条 第 1条に規程する補助金の種

類および補助対象経費は次のとお りとす

る。



種  類 補 助 対 象 経 費

高等学校運

動 クラブ活

動 補 助

つぎに掲げる運動 クラブの活動に

要する経費

(1)教育活動外の対外競技会への

指導者の参加

(2)教 育活動外の活動に対する指

導

(0 教育活動外の活動に関する研

究と連絡

補助額

第 3 条 第 2条に規程 した補助対象経

費に対す補助の額は、長野県体育協会

(以下協会とい う)が毎年度、長野県か

ら交付をうける。高等学校運動 クラブ振

興事業補助金をあて、協会が定めた交付

基準要項による額とする。

(2)学校教育活動としての対外運動競技

44年度当時の状況は次のようであった。

「都内の主な学校は殆ど軒並に学園紛争、大

阪をはじめ全国各地もひどく、そのため今日も

欠席が多い。高体連もいろいろ複雑な問題をか

かえておるので、前からのしきた りだけで事を

運んだら問題がおこる。今の学校教育は、教育

ママに代表されるよりよい大学への進学という

社会的要請の中で、体育軽視の風潮がある。学

園紛争の根底にはこの辺の問題がある。

今日こそ知・情・ 意のバランスのとれた人間

形成をはからねばならない。そのためには高体

連もまた体質改善をはからねばならない。とい

うのは、専門部のセクショナリズム化―一選手

制度――オリンピックの選手養成を喜こんでい

るきらいがある。これを逐次改善する知・ 情・

意を持たなければならない。。」 (全国高体連理

事会での新井会長挨拶要旨メモ)

また「児童生徒の運動競技の基準」が出され

本県高体連としては次のように対応 した。

昭和44年 7月 3日 出された文部次官通達による

と、児童・生徒の運動競技は、①学校教育活動

としての対外運動競技、②学校教育活動以外の

運動競技、の 2つに分けられる。

従来より全国高等学校体育連盟は、全国高校

総合体育大会は、①学校教育活動としての対外

運動競技としての立場を堅持してき、今後もそ

の大方針には変 りはない。しか し日本体育協会

の理事の中には、全国高校総体を高体連からと

りもどして体協の手に収め、昭和37年以前のよ

うな種目別の選手権に移すべきだとの意見が強

く、9月 4日 の新聞報道にもなった。その後 日

本体育協会は傘下の各競技団体を通 じて、これ

に対する各都道府県競技団体の意向をアンケー

トしているが、その結果はまだ発表されていな

い 。

これに対 して全国高体連では 9月 末に副会長

会議を召集 して態度を協議し、さらに10月 の中

央委員会12月 の理事会で検討し、全国高校総体

はあくまで、①学校教育活動としての対外運動

競技の立場を堅持する方針を明らかにしてい

る。しかし全国高等総体もマンモス化 して批判

の声もあるから、反省すべきは反省 して、より

教育的なものにしなければならない。

そのためには④全国高校総体規模の適正化、

⑤高体連の体質改善、⑥学校体育の領域外→社

会体育に高体連がどのようにタッチするか―接

点の問題等の問題がある。

④ 全国高校総体の規模の適正化については

○開催基準の四日間を原則とするとあるが

原則を厳則にすべきだ。

○数を減ずるためにはブロック代表制も検

討すべきではないか。

○開会式も国体を連想させるようなことは

やめるべきだとの意見があ り、さらにま

た総体云々より高校生の国体参加が妥当

かどうかを検討すべきだとの意見 もあ

る。

⑤高体連の体質改善について

新井会長の挨拶にもあるように状勢は高体

連の体質改善を求めている。このような状

況から早速小委員会をつくって 3月 末まで

には成案を出すことになっている。

0)高体連と種目別協会

この頃の高体連と種目別協会との間に出てき

た具体的事例を、会議資料の中からひろってみ

る。
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① 水泳連盟登録料 (41年度理事会報告 )

日本水泳連盟は各県の水連に対 し、高校生 も

個人50円・ 1校500円の登録料を納入しなけれ

ば一切の競技会出場を認めないとの強い指令を

出したため、長野県水連でも各学校長宛そのよ

うな文書を勝手に出して混乱を招き、東北信の

高校は登録のとき、これを納入した。中南信の

高校は事前に事務局でこのことを察知 して、そ

の納入を見あわさせ、高体連の経費で立替え払

いして、全県的な解決について県水連との折衝

を重ねてきた。

しかし登録料は全額 日本水連に納入して、県

水連には 1円 も残らないということであ り、そ

のため幾度か折衝を重ねたが、県水連側が次の

ように要望 して話が進展 しない。

「東北信地区で納入した額を返すにも水連に

金がない。県高体連の登録分担金だけでは赤字

でどうにもならない。そこで、今年のところは

日本水連の規定どお り納入してもらいたい。そ

のかわ り高体連の分担金は今年は納めなくてよ

い。なお来年からは高体連の分担金 (現在8,000

円を相当値上げして)だけで登録手続きをする

ようにする。」

このような状態で解決の見とおしがつかない

ので全国高体連の会議でただしたところ、各県

とも混乱 した事態になってお り、26県が水連の

要求に従っているとのことである。そこで高体

連としては、常任理事会で検討の結果、今年は

水連の要望を入れて東北信の納入したのはその

ままとし、中南信が納入するより止むを得ない

だろうということになった。

② ソフ トボール協会登録料 (同 上 )

ソフトボール県協会は、分担金の少ないこと

から登録分担金のほかに 1チ ーム1,000円 の登

録料を納入するよう各学校長宛文書を出した。

これは専門部の努力によつて新人大会に参加料

をとるということで解決された。

③ 県縦断駅伝に高校生の参加要請 (同上 )

現要項から「高校生の出場を認めない」箇所

をとって、本年は定時制の生徒については所属

学校長が学業・ 生活指導上 0健康上の立場から

判断して参加の可否を決める。但 し、この場合

“

も特に健康上の立場から原只1と して高学年生と

する。

その他については校長協会と連絡をとり、理

事会評議員で充分検討 した上、明年までに結論

を出す。

④ 新人大会について (42年度理事会報告 )

新人大会は競技団体が競技力向上等の立場か

らやってくれるならば高体連は共催するという

のが従来からの高体連の基本的態度である。

従って、高体連は経費の負担もないし単なる名

目共催がたて前である。だから高校の先生方が

新人大会の役員として参加する場合は、その協

会員としての立場であって高体連主催の大会と

は異なる。また、オープン参加が原則で地区の

予選を行なう必要があれば、これも競技団体が

行なうべきである。

⑤ 種目別協会登録料等について (同上 )

登録分担金は一括納入ということになってい

るがだんだんくずれてきて、現在は登録料を個

人負担 している種目に水泳・ スキーがあ りその

他協力費として全国高体連の専門部に個人また

はチームで拠出しているものに陸上競技・ バス

ヶットボールがある。その他、バレーボール・

相撲・ 剣道は高体連から出している。また柔道

は、研究誌を売ることによってその費用を捻出

している。このように内容が複雑で不公平の向

きが多くなってきているので、高体連の経費難

のお りから登録分担金は根本的に再検討する必

要がある。

⑥ 長野県体操協会の独立 (44年度評議員会報

告 )

43年 当初より独立を心がけ会長・ 理事長の適

任者を探 していた。昨秋にいた り夏日長野市長

さんが会長を心よく引き受けて下され、理事長

には長野商業の宮本金作氏をおし、年度末に一

応の事務を宮本理事長に申 し送 る。 3月 に

至って体操器具 (段違い平行棒)の修理弁償の

決算もできたので、4月 18日 残金13,370円 を添

えて一切の引き継ぎを終了し、ここに体操協会

は高体連の手をはなれて完全に独立いたしまし

た。

⑦ スケー ト大会高体連主催に (47年度会報、



事業報告 )

県高校総合体育大会スケー ト競技が、従来の

長野県総合体育大会兼国体予選スケー ト競技と

は別に県高体連の主催として開催されるように

なった。(理事長 )

独立開催についてはスケー ト専門部永年の念

願であ り、競技方法についても国体方式でな く

インターハイ方式―一スピー ド競技の予選はシ

ングル トラックレース、決勝はダブル トラック

レースーーで実施できた意義は大変大きく永年

続けていく方針である。(専門委員長 )

2 規約の改正

44年 5月 10日 諏訪二葉高校で開催された評議

員会において、高体連規約と大会開催基準要領

が大巾に改正された。その時の会議資料による

と、改正の趣旨・ 主な狙い・ 主な改正点が次の

ように書かれている。

(1)長野県高等学校体育連盟規約

① 改正の趣旨

現規約が施行 (33年 4月 29日 、5章 23条 )さ

れて10余年、その問いつしか高体連は大会主催

団体であるという固定した考え方が運営の根底

に根強 く流れておるが明らかに第 3条の 目的

(高等学校体育の振興を図る)に そわない考え

方である。従って目的に応 じた事業内容を再検

討する必要があること。また運営も時の流れに

応 じ、だんだん規約からずれておる向きもある

こと。一方、さらに高体連をとりまく最近の諸

情勢は複雑な諸問題をかかえておるため、その

機能を再確認する必要があることなどから 1年

間再検討の準備をして来た。

② 改正の主な狙い

イ、目的に応じ、事業内容を明確にして果す

べき役割 りをはっきりさせること。

口、だんだん便宜的に行われて規約にずれて

おる向きを再検討すること。

ハ、条文を整理し、また役職員の任務をより

明確にすること。

③ 改正された主な点

イ、第 4条 (目 的を達成するため必要な事業

を行 う)従来事業内容が明確に規定 され

ず、第 10第 3項だけを事業内容 として

おったが、目的にそうよう第 204項を明

示 したこと。

口、第15条  従来慣行的に行っておった常任
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理事会を明確に位置づけたこと。これは、

理事会は諸種の事情から年 2回が限度であ

ること。四地区の高体連の実情に最も通 じ

ておる常任理事の機能を活用 した方がより

民主的な運営ができるとの考え方による。

ハ、第21条 会議の成立は従来 3分の 2以上

となっていたが、校務をもっている関係

上、困難であるということから2分の 1に

改めた。

二、第24条 新条項 従来出場を公認されて

おる各種目の全日本選手権大会及びその予

選等の出場にこの条項は適用しないとの考

スLO

ホ、第26条 (次の書類を備える)高 体連20

年の歴史の記録が極めて不備であるため、

明確に規定 した。

(2)長野県高等学校体育連盟大会開催基準要

項

① 改正の趣旨

現行の「体育大会開催 (共催)方針」は規約

同様10年以上前のもので、現状は有名無実に

なっておること。また一方新人戦等においては

開催時期・ 参加方式・ 運営等について、かな り

の苦情が年々あること。大会が多 くて困るとい

う声もあ り、規約とともに 1年間再検討の準備

をしてきた。

② 改正の狙い

イ、最近のスポーツ界はアマチェア規定の間

題、生徒の対外試合基準緩和の問題、或は

高体連内部の問題としては超過勤務 0代休

の問題等大きな問題をかかえておるが、そ

れらは簡単に解決されるものではない。一

方青少年の体力の低下がさけばれておるに

もかかわらず、高校生の運動 クラブ参加状

況は停滞乃至は減少の傾向すら伺われる現

況である。

これらの現状を考えるとき、徒らに上か

らの解決策をまっておれない。そこで高体

連としては学校体育と社会体育の担当すべ

き領域を現時点において、それな りにはつ

きりさせて、高等学校体育の振興をはか

∂δ

り、それによって長野県体育振興に寄与 し

ようとするのが最大の狙いである。換言す

れば、我々自身の問題としては学校体育の

推進者としての立場と社会体育の推進者と

しての立場をはっきりさせて、学校におけ

る混乱をなくし、体育振興をはかるのが狙

い 。

口、高体連の公認する大会はすべて高等学校

教育の一環であるという立場から、高体連

の責任体制を明確にすること。

③ 主なる改正点

イ、目的を明確にし、高体連の公認する大会

は学校体育の領域として位置づけたこと。

口、主催・ 共催・後援する大会を規定 し、制

限した。

ハ、従来新人戦は、種目別の競技団体で開催

してくれれば共催するということで、名儀

だけの共催であったものを主管に加って責

任体制を明確にしたこと。

二、大会の規模を参加チーム (人数)・ 日程

により規定 したこと。

3 全国高校スキー大会で飯山南 7連勝

「第15回全国高校スキー大会で、同市内にあ

る南北両高校が男子・ 女子同時優勝という、全

国高校大会はじまって以来の珍 しくもまた記念

すべき記録を樹立をした。」 (「飯山北高スキー

史」)時が、飯山南の全国大会初優勝である。

40年度のこの花輪大会から47年度十和田大会ま

で 7連勝 (46年度神鍋大会は雪不足で中止 )と

いう、おそらく不滅の記録になるであろう偉業

を達成 した。長野県としては、前節で述べたス

ケー ト女子の南佐久実が 9連勝の後、一年置い

て40年度に再び全国優勝 してスキー女子の飯山

南ヘバ トンタッチした形とな り、冬季スポーツ

長野の名を更に強 く全国に印象づけた。

49年度の「飯山南高スキー部後援会報」に当

時の後援会長片桐匡 (現県スキー連盟会長)は

次のように書いている。

「優勝を逸 してみて痛切に感ずるのは、過去

七回にわたつて連続全国優勝という輝かしい栄



光を守 り通 してきたということは、いかに偉大

なできごとであったか、そしてそれはいかに困

難なことの実現であったかを、今さらのように

身にしみて感ぜずにはいられません。全国の強

豪のひしめく中で優勝するということは、単な

る力とか強さとかいうものだけでは実現できる

ものではなく、そこにはめぐり合せとか運とい

うようなものにやは り大きく左右されるもので

あるということも思い知らされました。

それは、過去においても幾たびか、もうダメ

だという絶望的な境地の中からも優勝の女神に

救われて栄光に輝いたこともしば しばあった

り、また当然得点 し得るというまんまんたる自

信を持ちながらも得点に結びつくことのできな

かったこともあ りました。

ことにスキー競技というものは、どんなに自

信があった り、力があった りしても、やは り

やってみなければ半1ら ないといった水ものであ

るため、常に優勝を続けるということのむずか

しさは、他のスポーツの比ではあ りません。

こうしたことは、連勝を重ねるたびに、とか

く忘れがちとなって、勝つことがむしろあた り

まえのような観念となってしまうのが事実で、

それだけにこのあた りまえと思われる優勝のむ

ずか しさ、心の負担の大きさ、圧力めいたもの

を改めて認識 しない訳にはいきません。

いろいろな意味で今回の敗北は、苦い、貴重

な体験であ り、いくつかの教訓を得、さらに新

しい闘志をわきたたせてくれるとも言えます。

ここに決意を新たにして、再度の優勝を目指

してみんなで協カー致 して頑張うて参 りたいも

のと思います。」

48年度は惜 しくも3位であった。49年度には

男子で飯山北が全国優勝を飾 り、飯山南も準優

勝と 2度 目の南北同時優勝にあと一歩であっ

た。

他の種目の全国大会上位入賞を見るとやは り

スケー トに多い。準優勝に男子で南佐久実 (41

年度 )、 野沢北 (43年度 )、 女子で南佐久実 (410

43年度)二葉 (45年度)がある。また 3位には

男子臼田 (41046年 度 )、 野沢北 (47048年

度 )、 軽井沢 (49年 度)があ り、女子南佐久実

(42044年度 )、 二葉 (43年度 )、 野沢南 (45049

年度)が入賞 している。

総体種日では弓道男子諏訪実 (41年度 )、 同

女子飯田女子 (49年度)の 3位が最高である。

他にバスケットボール女子蟻 ヶ崎の 4位 (43年

度 )、 登山男子優秀校辰野 (48年度 )、
バ レー

ボール女子塚原のベス ト8(40年度)がある。

4 高体連史編纂と高体連会報の発刊

(1)高体連会報の発刊まで

47年度の会報が創刊号 (写真)であるが、そ

の編集後記に発刊に至るまでの経過が次のよう

に記されている。

「数年前から高体連の歩みを記録に残 してお

こうではないかとの意向が強くな り、高体連史

編纂の事業に着手 しましたが、資料不足のため

遅々として仕事が進まない状態です。このまま

では毎年の記録も散逸 しがちであ り、将来のた

めに芳しくないので高体連史とは別に毎年の記

録や反省・ 感想等を盛 りこんだ「会報」を作成

することにな りました。本来ならば、研究調査

部 とは別に会報編集部を組織 し仕事を進めるべ

きでしょうが、それではまた一年遅れることに

なるので、昭和47年度については研究調査部で

編集 した次第です。」

逆上って会議資料等をひもといてみると、41

年に出てくる「高体連誌」がこの起点である。

即ち、この年に分担金を値上げするに当 り説明

のための資料を出した中に、12項 目あげた値上

げ理由の一つ として「高体連20年誌編集の調

査 0準備をしなければならない」とある。その

後の経過を見てい くと、会議録に「本として

203年中にまとめるのは困難で、せいぜい資



料をまとめておくだけにな りそ うだ」(5月 評

議員会 )、「インターハイ準備その他で手が廻ら

ず繰 り返 し」(12月 理事会 )と い う理事長の発

言がメモされてお り実際には進まなかつたよう

である。

43年には、当面する諸問題を解決 してゆ くた

めにはそれらに対する基礎的な調査研究活動が

必要であるということで「研究調査部」が設置

される。その研究調査部の調査研究項 目とし

て、超過勤務・ 生徒減による経費減・ 体協との

関係・ クラブの実態などと合せて、高体連誌が

理事会記録に記されている。しか しこの時も具

体的進展はなかった。

45年度になってやつと「高体連史は高体連創

立当初から30年 頃までの資料が無 くて困るの

で、当時の事情に明るい方々に協力を願 った

り、当時の資料を持っておられる先生方や学校

の協力を得たい旨研究部からも要望された。」

(12月 理事会)と なる。

46年 12月 の理事会で「事務局のある地区でそ

の所在する市およびその附近の学校より、高体

連史編纂委員 2名を選出する。」とい うことが

決った。

(2)高体連史発刊見送 りまで

48年から研究調査部は具体的な高体連史編纂

の作業を開始 した。その内容は会報に詳細に報

告 されている。54年に発刊見送 りが決まる訳で

あるが、年度を追 って会報から関係事項を抜粋

して記す。

88

① 49年度 (会報 3号 )

第一回会議 7月 9日  於 長野西 (以下同 )

高体連史の作成 昭和 51年度に完成を目途

として作業を前年にひきつ いゞて行なう。 2

4年 より33年までの役員表の完成と歴代会

長および理事長に原稿を依頼する。

第二～四回会議 8月 09月 (泊 )・ 11月

役員名簿の校正およびその原稿確認のための

校正依頼書500部作成 して発送。

第五回会議 50年 1月 14日

33年 までの役員表の補充ほ 完ゞ成。各校の県

大会以上の高体連系統の大会の競技成績調査

(発送 )。 発刊予定、昭和51年 7月 末日。

本年度の反省および感想

前年度より51年完成をめざして長野県高体連

史の編纂に務めたが、高体連スター トから昭和

30年中頃までの役員表調査には多大の苦労を要

した。当時の資料はまったくなく、また、当時

活動された方々に調査書を託 して返送を求めた

が、思 うにまかせなかつた点が多々あった。さ

らに現職におられる方々に苦言を呈するようだ

が、返送下さった方が半分にも満たなかったこ

とは、まことに残念であった。こちらの依頼の

仕方が悪かったのか今後もよく検討 してみるつ

もりである。しか しながら、33年度までの役員

表は苦難の末、ほ 完ゞ成 した。それ以後の役員

表は資料もあ り安易である。次の階段として各

校の全県的大会以上の好成績のあげたものを調

査 し、それを整理 し完成 していく予定である。

前途は多難である。

② 50年度 (会報 4号 )

9回の会議が持たれ 7回 までが高体連史の資

料作成に当てられた。特徴的な 2回についてみ

ると、第四回会議 8月 11日 ～12日 (合 宿 )

。長野県高体連史「25の あゆみ」について具

体的構想をワラ紙一枚一枚記入し、その完

成日時・ 資料依頼者等を決める。

。34年 より46年までの役員表を整理

。県立図書館にて信毎マイクロフィルム閲覧

第五回会議 8月 25日

。予算・ 決算について収入合計・支出合計・

残額加盟校数・会員数・ 分担金額を四地区

疑

轟
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別及び全定別に調査する。
0行事・ 大会については種目別団体及び高体

連のどちらで主催 したのか、また県大会以

上の開催年月日・ 場所・種 目について調査

し、それをまとめながら歴史年表を作成す

る。

本年度の反省および感想

本年は51総体を記念 して「長野県高体連史」

の発刊をめざして、作業を進めてみたが、予算

編成上難点があ り、総体に全力投球するとい う

ことでやってきたが、中途で小休止せざるを得

なくなってしまったことは、誠に残念である。

これに対 しては委員全部が猛烈な情熱を燃や し

て取 り組んでいたので、この決定をみた時に

は、一時は全 く放心状態に陥って何も手につか

なかった。しか し、半世紀に一回しか開催でき

ない総体を成功させるためであれば、涙をのん

で予定変更もやむを得ないだろう。また、いつ

の日か完成されることを期待 し頑張らねばと、

焔を消すことのないように固く心に誓い合った

次第である。

51総体が終了 したら再び高体連史の資料収

集・編集に取 り組む訳だが、その際は各専門部

の絶大な協力をお願い致 します。

③ 51年度 (会報 5号 )

全年度の反省にあるように51年度発刊は見送

られたが、この年も10回 の会議のうち 7回 まで

は高体連史関係の仕事が殆んどであった。第四

回会議では次のような具体的構想が確認 され

メこ。

表紙ならびに製本

500～600頁・ B5版・横書き 01頁 2段

天地21cm(46段 )・ 左右15cm(25字 ×2)

経費

印刷製本 1,000部   2,500,00o円

編集費 710,000円

しかし、10月 末の第七回会議の項に記された

「予算の見通 しつかず一時保留」とい う事態に

立ち至るのである。

52053年度はそれぞれ 4回ずつ しか会議は行

われず、高体連史については今後のとりくみに

ついて討議がなされた程度である。35周年記念

史ということも議題に上ったが新たな動きには

ならなかった。

④ 55年度 (会報 9号 )

54年 に設置された規約等検討委員会によっ

て、県高体連30年史編集委員会についてとい う

ことで次のようにまとめられ、54年度末の評議

員会で採択された。か くして、およそ10年前か

らこつこつと積み上げられてきた調査研究部を

中心とする活動は、実を結ばずに幕を引くこと

になったのである。

“県高体連史"の刊行については、近い将来

実現さるべ く53年度より15万 円ずつ積立を して

きたところであるが、その実現には膨大な経費

を要すること論をまたない。当委員会 として

は、その機未だ熟せずと判断して次の二点を提

議するにとどめた。

・ 当面基礎的諸資料の収集・ 整理・ 保存ならび

に編集準備等緊急な必要性は認められるので、

「高体連の記録」 (仮称 )編集委員会を組織 し

て、将来の「県高体連史」に備えるべきであ

る。なお、この活動費は県高体連の予算の許す

範囲内で計上するものとする。

・ 年々発行中の「会報」の編集は上記委員会の

担当とする。

この報告に基いて55年度に会報編集専門部が

設置され、二点目の会報の編集の分野のみをそ

の任務として現在に至っている。

5 全国高校総体誘致

47年 の全国高体連理事会で、51年度全国高校

総体を長野県を主会場に北信越で担当すること

が内定 した。高校生の大会とはいえ、莫大な費

用と人手が必要とされるので、県知事を実行委

員会々長に全県あげてのとり組みとなった。詳

しくは第四章で述べる。

高体連としては、48年 7月 に総務・ 競技・ 式

典の 3特別委員会を発足させ「体育方面に立ち

遅れの感のある本県といたしましては、一大飛

躍を期 し得る絶好の機会であ ります。高体連の

責任の重大さを痛感するとともに、高体連の総

力を結集 してこれにあたらなければな りませ

ん。」(中村会長 会報 2号巻頭言)と いうこと

で組織を固め意欲的に準備を始めた。その一つ

として開催基本方針について学校現場の意見を

集約 し次のようにまとめた。(49・ 1・ 26)

∂θ



昭和51年度全国高等学校総合体育大会

開催基本方針について

このことについては、昨年以来各学校におい

てご検討いただきかつ多くの貴重な意見・ 要望

をお寄せいただき有難 う存 じました。 1月 21

日、常任理事会においてこれらを集約検討の上

原案を修正 し、さらに 1月 25日 、県評議員会に

おいて討議の上、若干の修正を加え別紙のとお

り決定いたしました。ご了承いただくと共に今

後のご協力の程お願い申し上げます。

なお、各学校から寄せられた意見・要望等の

うち主なものをまとめました。ご理解をいただ

くため若干の説明を加えさせていただきます。

1。 「方針」に長野県としての特性が出ていな

いということについて

(1)選手中心とするのでなく授業 0部活動・

クラブ活動等高校体育の充実・ 発展を特に

重視 し、その上でスポーツに適性を有する

生徒をさらに伸ばそうとするものであ り、

当然のことのようであ りますが、大きな特

色と思います。

(2)大会を一時的なものに終わらせることな

く、着実な底の深い、継続的なものとする

ため大会の準備や参加を通 じて、学校体育

は勿論、施設・ 設備等にいたるまで将来に

わたって、県高校教育進展の一つの基盤 と

なることを期 してお ります。

(3)大会開催や、開催方針等の重要事項につ

いては、各学校の意見を集結 して決定運営

にあたる方法は長野県の特色であ ります。

今後も学校教育の立場から高体連が主体性

をもって運営にあたる所存です。ただし関

係機関との協力のもとに大会が開催されま

すので、細部に関してはそれぞれの機関で

計画されることになりますが、決定された

本基本方針に従って実行いたす所存です。

2.施設・ 備品等の整備の年次計画を具体的に

示 して欲 しいということについて

体育に関しては、たとえば理科教育振興法

による基準のようなものがないので、明確な

よりどころは現在のところあ りません。父兄

負担の軽減の努力とともにこの方面の研究を

す めゝてお りますので、この基準に従って、

年次的 0計画的に高校教育課に予算計上を要

請 していくことになっております。

3.教職員の勤務が過重にならないよう、また

θθ

授業に支障のないよう十分配慮 して欲 しい、

ということヤこついて

開催方針通 りに関係機関に要請するととも

に、高体連としても充分配慮 していきたいと

思います。

4.資金について

独自の資金の獲得方法については生徒負担

を避けてほしい。との意見がかな りあ りまし

た。学校負担は最小限にとどめ、極力募金等

により調達をはかることにいたしますが、今

後の進展に応 じて具体的に総務委員会等で検

討 してできるだけ早い時期に明らかにしたい

と存 じます。なお、高体連が独自の経費を必

要 とすると思われる主な理由は次の通 りで

す。

(1)役員・ 補助員その他実際に活動する人達

の経費の個人負担は絶対に避けたい。

(2)主体性をもつためには必要に応 じて独自

の資金支出が可能でなければならない。

(3)計画以外のことが生 じて運営に支障を来

たすことが憂慮される。

5.そ の他

かなり具体的な細部にわたるご意見・ ご要望

もあ りましたが、今後それぞれ部門別に具体的

な方針が樹てられ実行に移されることゝ思われ

ます。関係機関・ 関係諸団体と密接な連絡をと

り基本方針に即 して遺憾のないよう努力してい

きたいと存 じます。

49年度には未成熟種目であつたウェイ トリフ

ティング●自転車・ フェンシング ●ヨット●

ホッケーの 5種 目が、高体連の専門部 として認

められ仲間入 りをした。それぞれ クラブを有す

る学校は 203校に限られていたが、周囲の期

待を背負って活発な活動を展開した。

施設面では、できるだけ既存の施設・ 設備を

拡充するという方針で進められた。それでも長

野東・ 松本工・ 中野に体育館が、また長野東に

50mの プールが新設された。社会体育施設の新

設は、総合開会式の行われた長野市営陸上競技

場をは じめ長野市民プール ●松本 自転車競技

場・ 岡谷、中野の市民体育館・ 箕輪町武道館で

あった。蟻ケ崎 0県ケ丘 0豊科・ 岡谷東・ 岡谷

工の体育館改修・ 上田染谷のグランド改修も行

なわれた。



第 4節 昭和50(1975)年代

一―全国高校総体により組織強化・競技力向上がされた時期――

1 51年度全国高校総体開催

第四章に詳 しく記したように、51年度の全国

高校総体は長野県で開催 した。閉幕後の10月 、

総務特別委員会で『回顧』と題する大会のまと

めの冊子 (第四章グラビア)を刊行 した。冒頭

のあいさつで、時の佐藤高体連会長はこの大会

を次のように評価 している。

「準備の段階から、大会の終了に至るまでの

長い期間にわたって、大勢の先生方、生徒の

皆さんが、各種役員、出演者、補助員、推進

委員などの立場で、献身的にご尽力をいただ

いた活躍振 りを、いちいち申し述べる紙面の

余裕があ りませんが、実にすばらしいものが

あ りました。総体成功に向けて、それぞれの

任務に黙々と取 り組まれた真摯な態度には、

胸をうたれるものがあ り、深 く敬意を表 しま

す。

大会を終って、各方面から好評をいただい

てお りますことは同慶にたえません。特に、

Q 独自資金のカンパ方法についてどう思いますか。

独自資金については生徒は49%が「よかった」と答えたが職員は46%が「悪かった」と答え、合

計でも「よかった」が43%「悪かった」が31%「わからない」が26%と 分散した。

しかし、26%の「わからない」と答えた者の分析は不十分ではあるが、「 よかった」と答えた者

が「悪かったJと 答えた者より12%多 く、問題はあったがいたしかたないと判断する。

又、「悪かった」と答えた31%にその方法をたずねると、分担金制度、40%、 任意カンパ、31%、

県費、17%、 寄付、6%と いう結果を得た。しかしいずれの方法についても、一長一短があ り、む

ずかしい問題であることを痛感した。

高校生諸君の活躍については、県外からも多

くの賛辞をいただいてお ります。「主役はわ

れら」の意気ごみで、本県の高校生として、

その面目を遺憾なく発揮され、立派な成果を

挙げられたことに対 して、重ねて敬意を表 し

ます。

本県から選手として参加された諸君も、日

頃の精進の成果を発揮 し、力いっばいの活躍

によって、従来の大会では見られなかった成

績を収め、上位進出者の層の厚さを示 して く

れました。」

この冊子には40人を越える関係者の回顧等が

つづられているが、いずれも大役を果たした満

足感が読み取れる。いちいち紹介できないので

割愛 して、ここでは総務特別委員会が県下103

校の生徒 2名職員 1名 を抽出し、309名 を対象

に実施 したアンケー トのまとめによって51総体

を総括 してみる。尚調査期日は51年 9月 下旬、

回収率は68%であった。

わからない 28%

θヱ



Q 総体準備のための リハーサル、講習会、その他の講習会等、学校運営に支障があったと思います

か 。

学校運営に支障が「なかった」と答えた者が49%あ り、「あった」が27%、「わからない」が23%

であった。これは全県的には、この大事業からみて支障があったとはいえないが、特定地域にあつ

ては多少の支障があったことは見逃すことは出来ない。

又「あつた」と答えた者の具体的内容は教師の出張が45%、 授業の欠課が35%、 体育授業の内容

12%等 であ り、特定教師の出張についてはある程度対策を講 じたがさけることは出来なかった。

Q あなたは高校総体開催中何か競技を観戦 しましたか。

観戦した 34% 係員、補助員として

観戦した   26% 観戦 しない 40%

「観戦 した」と答えた者が34%、「係員、補助員」が26%、「観戦しなかつた」が40%あ り、一般

の者の観戦者は悪天候も影響 して少なかつたことは実証される。

Q あなたは高校総体推進のために作られた推進委員会をどう評価 しますか。

成果を上げた  50%

成果を上げ

ることは出

来なかった

16%

どちらとも
いえない 30%

→ その他

推進委員会については「成果を上げた」と答えた者が50%、「 どちらともいえない」が30%であ

り、地域によつて競技会のなかつた場面もあ り、推進委員会は総体成功に十分成果を上げたと考え

たい。しかし、「成果を上げることができなかった」が16%、「どちらともいえない」が30%「その

他」が 4%を合せると50%あ り、その他の内容はいずれも自主性がなかったと答えた者が多 くこの

点、十分反省が必要である。

Q あなたは高校総体が終 りましたが、スポーツに対する高校生の関心度は高くなったと思いますか。

1%低 くなった

→ わからない
11%

「変わ らない」と答えた者が 56%あ

急激にのびているがテ レビの普及 と相 ま

ている。

"

リンピック以来スポーツに対する関心度は

ツから脱皮することが出来ないことを物語っ

り、これは東京オ

って、見るスポー

なかった 49%あった 37%

わからない 28%

変らない  56%高くなった 32%

生 徒

職  員 22'イ

″
50タイ

合  計 27フイ



Q あなたは高校総体が開かれたことによって県内高校生の運動クラブに著 しい伸展を見ることが出

来ると思いますか。

出来る 17% 少し出来る  60% できな
い8%

わからない
15%

この頃については、特に今後の高校クラブ活動のレベルの向上についてみようとしたのであるが、

「みることが出来る」と答えたのが17%、「少 し出来る」が60%あ り、両者を合せると77%に なるこ

とを考えると、他の要因 (例えば、体力、精神力)を加味することによって、かなり今後のクラブ

活動の伸展が可能である。

Q あなたは高校総体開催がプラスになったと思いますか。

なった 69%
ら

い

％

な

な

６

わからない 25%

高校総体が開催されたことに69%がプラスになったと答えている。その理由は、体育施設の充実

が33%、 スポーツ振興が38%、 環境の美化が、12%、 道徳の向上が 8%、 学校体育への成果が 7%
となっている。このことから、高校総体が、単なるスポーツ活動ではなく (勝敗だけでなく)、 少

なくとも、スポーツの大衆化、環境の美化、道徳感等の向上に貢献するものであるということを理

解していたことがうかがえる。

ま と め

県高体連、特別委員会が準備段階として行った事前事業を客観的に考察すると次のとおりである。

① 総体ニュースはPRの方法として成果を上げることが出来た。

② 独自資金のカンパについては、問題を投げかけた時期がおそく、必要性の徹底と十分な理解を

得ることができず、むずかしい問題であることを痛感した。

③  「自然と友情と躍進と」というテーマは長野総体としてすばらしいテーマであった。

④ 総合ポスターについては、かならずしも好評であったとはいえない。

⑤ リハーサル、講習会、練習会等については、特定地域にあっては多少の支障が出たことは見逃

すことは出来ない。又特定教師の出張については、ある程度対策を講 じたが、さけることは出来

なかった。

⑥ 推進委員会の設置は総体成功に十分成果を上げた。しかし自主性 (主体性)と いう面がもう少

しほ しかった。

以上のように総務委員会の行った事業を顕著に反省 し、今後の高体連及び教育活動に生か したい。

次に 51高校総体 と今後のスポーツについて考察すると、

① スポーツの大衆化 (県民皆スポーツ)の理解は出来ているが、見るスポーツから脱皮すること

が出来ない点は今後における課題である。

② 高校生の運動 クラブのレベルの向上については、今後の体力と精神力をいかに育てるかによっ

て、かな りの伸展が可能である。

③ この問題については質問の数も少なく (ア ンケー ト)又大会出場者、クラブ員からの資料がな

かった為、十分な分析は出来なかった。

以上、紙面の関係で簡単にまとめて見ましたが、高校総体は高校生に対 し、多 くの影響を与え、ス

ポーツの進むべき方向と大衆化スポーツ (県民皆スポーツ)の基礎を築いた点は意義があったのでは

なかろうか。

"



2 長野県高体連30周年記念座談会

52年度の会報 (第 6号に)収録されている座

談会の記事より、既に本史に引用 した部分と原

稿参加の部分は除いて転載する。

期 日 昭和53年 2月 16日 (木 )

会 場 ホテル信濃路

出席者 会  長

初代 西村 文雄 (S24～ 31)、

2代 塚田 隆雄 (S32・ 33)、

5代 久保田文雄 (S38039)、

7代 山田 石男 (S41～ 45)、

現  丸山 保彦 (S52～ )

理 事 長

初代 メ1間今朝雄 (S24～ 33)、

2代 丸山 保彦 (S34～ 39)、

3代 三村 成美 (S40～ 45)、

4代 北沢 生吉 (S46～ 48)、

現  湯本 宣政 (S49～ )

現 役 員

清水和彦副会長、平林忠章副会長、関谷

一郎副会長、北村喜男副理事長、渡辺伊

八常任理事、油井考一郎常任理事、上島

大常任理事、坂本保幹事、荒井瀧衛幹事

原稿参加

更科勉 3代会長 (S34035)、 新田稔 4

代会長 (S36037)、

宮下清計 6代会長 (S40)、 中村博二 8

代会長 (S46～ 48)、

佐藤穂次 9代会長 (S49～ 51)

丸山現会長 本日は、全国的に氷点下という寒

い日にな りましたが、新制高校30年の間で長

野県学校体育振興のためにご苦労いただきま

した代々会長・理事長の方々にご案内申しあ

げましたところ、ご多忙のところご参加頂 き

まして、現役員一同感激いたしてお ります。

ご案内の うち、更級 3代会長、新田 4代会

長、宮下 6代会長がご都合で欠席されます。

(中 略 )

お陰をもちまして高体連も発展 してまい り

ました。しか し、その反面、先輩各位から見
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ればいろいろの問題点がおあ りと思います。

今日は、気楽な立場で音を語っていただくと

同時に、現高体連に対するご指導をいただ

き、よりよい高体連に発展してまい りたいと

思います。

今日は、時間が十分ございませんが、気楽

に座談会でいろいろの思い出を語っていただ

きまして有意義な会合にいたしたいと思いま

す。

西村初代会長 私は、高体連の会長として長い

間勤めました。私が、青森から長野工業に来

た当時は、いろいろ問題がありましたが、と

にかく、来た以上は好きな事をやる以外にな

いと考え、やるだけやれと決めたわけです。

幸にして、運動関係の仕事をぶつけられたわ

けです。終戦の翌年に、県高野連の会長に押

され、8年間会長をさせられました。昭和 2

4年からは、高野連と高体連の会長をやって

いましたが、8年間でやめました。

私は、多 くの運動関係の仕事をやらせても

らい、大変気持ちのよい学校生活を送らせて

もらい、お陰様で、 1昨年勲 4等をもらいま

した。

そこで、皆さんにお願いですが、体育の専

門家でおられる皆さんは、種目別協議大会の

幹部になって、もっと積極的にや り、体育は

永久におれ達の仕事だと思って頑張ってほし

い。教科の仕事については、それに一生をさ

さげた先輩の皆さんが、よりよい指導をされ

るのが健全と思います。

塚田 2代会長 私は、西村先生や刈間先生が作

られた基礎の後に乗かったということで、ベ

テランの刈間先生の指示で大会のあいさつを

行うことでしたが、大変勉強になり、更に若

い者の中へ入っていったことで若返 り、高体

連に大変感謝 してお ります。

思い出として、全国高校スケー ト大会が北

海道の帯広で行ったとき、長野県高体連会長

は全国スケー ト部会の部長をやることになっ

てお り、宿舎のルンペン (ス トーブ)を燃 し



ながら酒をくみかわし語 り明したことが印象

に残っています。

久保田 5代会長 79才であまり遠出はできない

のですが、皆さんが頑張っておられるのに敬

意を表 さずにはいられなくな り、参 りまし

た 。

私は、長野商業の校長時代に会長を仰せつ

かったのですが、体育はずぶの素人で、高体

連ではロボット的存在で、ほとんどは丸山理

事長が采配を振ってくれました。しかし、 2

年間の在任中、体育に関 し教えられることが

多 く、特に、理事長はじめ皆さんが熱心に体

育振興のために努力されている姿を見て、高

体連を非常に力強く感 じた一人であ ります。

また、新潟国体、山口国体、北信越大会等

に参加 し、若人の活躍する姿を見まして、非

常に力強 く思い、長野県高体連が健在だとい

う感 じを受け、同時に、体育の必要性を痛感

させられました。その後、牛に引かれて善光

寺参 りでなく、子供に引かれて神奈川県にま

い り、現在、法政三高で週 3回勤務してお り

ます。

山田 7代会長

(前略 )

北信越高体連会長をやってみて感 じたこと

ですが、北信越大会は、全国大会の出場権が

決ってから行われるので、強化大会の感 じが

強く問題があ り、何とか陸上競技のように予

選会を加味 した大会にしたいと思い、北信越

5県の了解を得て全国に提案 したのですが、

種目別委員が非常に強く、結局、それは聞き

おく程度で終ってしまった。

また、県体育協会の不詳事件の時、体協の

副会長をやってお り、体協役員総辞職とい う

ことにな りまして、その後の再建にはいささ

か力をつ くし、再建委員会で今日のような形

にしたのです。

当時、不祥事のため、文部省や日体協から

の補助金がこないということで、体育課長や

関係者が苦慮 し、日体協に相談 したところ、

立派に再建できたら補助金を出すと言われ、

その付帯条件として、国体のスケー ト大会の

長野県開催と体協の法人化をすることで、引

き受けました。法人化はそれ相当の基金を集

めてできたわけです。

スケー ト大会は、一億円の援助を受け、本

郷村の三村村長のお骨折 りで、美鈴湖の国際

スケー トリンクができ、翌年、全国高校 と国

体を行ったことを覚えています。

今になってみますと、根が正直で強引な男

ですので、随分先生方にご迷惑をお掛けした

と思います。

三村 3代理事長 40年、いろいろの事情か ら松

本県ケ丘で事務局を受けざるを得なくな り、

丸山前理事長のところへ引き継ぎにいったの

ですが、経理面は繊細に引継いだのですが、

運営面は、旧い事は知 らずに新 しい感覚で

やった方がよいといゎれ、当時は大変冷酷な

先生と思い引き受けました。しかし、 1年を

経てみて丸山先生の胸中が非常にわか りまし

ノこ 。

そこで、 1年間は勉強 しようと思いまし

て、旧い書類を引っ張 り出して勉強 し、最初

の 1年は前年度を踏襲 してや りましたが、一

番苦 しんだのは金の問題でした。

大会をやるにも金がなく、各部の専門委員

長が全国や北信越の専門委員会に各年ごとに

出席してもらっていたのですが、その金がな

くて打切 り旅費で相当の自己負担をして行っ

てもらいました。それでも予算措置ができ

ず、規定の改正を考えたわけです。そこで、

何とか財政を豊かにしようと、 6年間金のこ

とばか り心配 し、山田会長には値上げのこと

ばか り相談 して過 しました。

金の面でもう一つの問題は、体協との関係

で、国体の役員の高体連関係者の旅費を県体

協から出 してもらうよう働きかけたのです

が、思うように実現できませんでした。

丸山 2代理事長 (現会長 )

(前略 )
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一番印象のあるのは、全国スケー ト大会の

開催です。当時、全国スケー ト部長は、長野

県の会長が務めることになってお り、理事長

を受けた年度の 1月 に侶 う蓼科湖で全国ス

ケー ト大会を開 くことになっていたわけで

す。

そこで、県に話をしたのですが、お付合い

で10万円出してくれただけで、大会では確か

84万 円かかったと思います。それで、手伝っ

てもらった南信の先生方にあげる費用もない

ので、諏訪地区の生徒のうち商売をしている

家をまわって200円 ずつの広告を出してもら

い、プログラムに小さな広告を沢山出しまし

チこ 。

資金不足のため、朝霧の駐とん地へ行き、

テントを借 り、選手 0役員の控所を作 り、更

に冬期演習ということで、自衛隊の協力を得

た。ところが、運悪 く、雨と雪が降 り、 1日

大会が延期にな り、何10万 の赤字にな り、先

生方の費用を各校で負担 してもらうよう、更

級会長 とお願いに廻ったことを思い出 しま

す。

在任 6年間で、スケー ト大会は、蓼科湖、

軽井沢、蓼科湖上の平人エ リングで 3回実施

しました。当時、スピー ド長野 とい うこと

で、スピー ド以外何もなく、アイスホッケー

を作ろうということで、軽井沢高校を訪ね、

校長にお願いして、スケー ト連盟で用具は

買ってや り、コーチは国土計画の小平君、軽

井沢スケー トセンターは無料で貸 してくれる

という条件で、野球部の選手の冬季練習とし

てや り、国体に出、青森県に大敗 したことが

あ りました。

こんなことで、全国のスケー ト専門部長

は、長野県で独専するのはまずいということ

で、初代の西村会長から14年間続いた部長を

無理や り青森県に押 しつけてしまいました。

(後略 )

北沢 4代理事長 46年長野高校で引受けました

が、 1年間はわからないままにやつて来まし

たが、47年 6月 の全国理事会に行き、たまた

θδ

ま県陸上大会のため 1日 早 く帰って きた 日

に、全国総体の当番が北信越という話が持ち

上がったわけです。それから、いろいろの経

過を経て、とにかく長野県が主会場を受け持

ち、 5県でそれぞれの種 目を引受けることに

決ったのが48年 6月 頃かと思います。

とにかく、県、開催市、各校の協力を得て

実施しなければならないが、中を固めるため

に特別委員会を作ったわけです。その間、県

と補助金の交渉をや り、48年 に100万 をもら

い、高体連としても独自資金を作って、大会

運営に役立てました。

この間、私の記憶にあるのは、47年度版の

1号会報に出したこと、47年から定通部が高

体連に加盟 したこと、大町、松本駅伝が23年

間続いたのを48年 に中止になったこと、ス

ケー トの県大会が、48年から国体と切 り離 し

高体連独自の大会になったことです。

これからの方にお願いですが、全国高校総

体への参加補助金を、国体同様に県費を出し

てもらうよう努力してほしい。全て県費で出

場 している県もあり、今後、大いに県に働き

かけて実現できるようにしてほしい。

湯本現理事長 今まで、代々の会長、理事長さ

ん方から、ご苦心談、思い出話をお聞きした

わけですが、長い期間を経ても解決されない

問題が沢山あ ります。例えば、規模の適正化

については、全国高体連でもようやく54年度

から縮小していこう考えになっています。北

信越大会を全国大会の予選会にしたらという

声もありましたが、一昨年当りから文部省も

言い出しています。

経済面では、現在も窮屈で、51総体では県

補助金や独自資金でや りくりしましたので、

運営が楽でした。しか し、52年度からは従来

通 り苦 しくな りましたが、先輩方のお骨折 り

で、県補助金も段々につきつつあ ります。昨

年からは、全国大会、プロック大会の派遣費

が文部省から出、約200万 つきました。その

他、県大会、新人大会等にも補助金がつ くよ

うにな りました。スケー ト大会は、3種 目を



別会場で開催 されましたが、53年度は、本県

で 1本にまとめて開催する予定になっていま

すが、まだ結論は出ていません。

私達は、51総体の大 きな経験を、今後の体

育振興に生か していきたいと思いますが、先

県 高 体 連 30周

3 規約等検討委員会

51総体、53国体と大事業を終えて平常の運営

に戻った高体連は、表記委員会を設置 して以下

のような報告書をまとめた。これは54年度末の

評議員会で採択され、55年度より実施に移され

六i。

一、種 目別競技団体への登録加盟金の取 り扱い

について

この問題は県高体連30有余年の歴史の中

で、絶えず協会との間にかもされた曲折の交

渉経過を含んでいる問題であ り、今日まで高

体連によリー括加盟方式によって一応の了解

が保持されて来たものの、協会はそれぞれに

名目を変えて選手から拠出金の徴収を始め出

し、そのため各高校よりは加盟登録金の二重

取 りであるという苦情が続出する仕儀となっ

ている。高体連による一括加盟方式は実質的

輩各位におかれては、私達後輩のために、一

尺のご指導をお願いいたします。

本日はお忙 しい中、本当にあ りがとうござ

いました。

に崩壊 し始めたといってよい実情である。

本委員会は以上の問題に対する解決策乃至

の対応策を模索する中で、先ず問題点を次の

ように整理 した。

(中略 )

具体的改善策

1 生徒の負担を少なくするための措置を講ず

ること。

イ 県教委に対 し、高体連への補助金の増額

をはかるべ く陳情等強化すること。

口 種目別競技団体に対し、その運営財源 と

して生徒から徴収する協力費等について

は、教育的考慮を以って対処 してほ しい

旨、訴える努力を怠らないこと。

2 -括加盟方式の堅持

一括加盟方式の可否については、種々の角

度から検討が加えられ、その際、次のような

意見がその代表的意見として述べられた。

年 記 念 座 談 会

長 野 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 会 長  殿

昭和 54年 12月 17日

規 約 等 検 討 委 員 会

委 員 長   牛 山 之 雄

告     書

本委 員 会 は 昭和 54年 5月 7日 付 で諮 間 の あ りま した下 記 事 項 につ い て 、 6回にわ た り検 討 し、次 の よ うな 結 論
に達 しま した の で報 告 します 。

記

一 、種 目別 競 技 団 体 へ の登 録 加 盟 金 の取 り扱 い に つ い て
二 、障 害 見舞 金 規 程 の制 定 に つ い て

三 、県 高 体連 の規 約 の改定 につ い て

四 、県 高 体連 大 会 開 催 基 準要 項 の改 正 につ い て

五 、県 高 体連 30年史 編 集委 員 会 につ い て

幸風
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イ ー括加盟方式をはず した場合、金銭だけ     伝統的知恵の遺産である。

のことではない。強化合宿その他、指導上    ロ ー括加盟方式を廃止 してオープンにして

の問題において事態は一方的に協会 と生     も、生徒からの徴収金は極端にはね上がる

徒一学校の間の直接のや りとりで進め ら     ことなく、適当なところで治定するであろ

れ、高体連の指導の手を離れることにな     う。一括加盟方式は長野県のみで、天下の

る。協会と各学校の間に種々の トラブルを     趨勢には抗 し得まい。か りに 3倍程度増額

起こす危惧のあることは過去の経験に照ら     してみたところで歯止めの効果は期待でき

して明かである。一括加盟方式は高体連の     ないであろう。

これらの意見について慎重に審議を重ねた結果、委員会としては次の三案についてその選択を定め

ることにした。三案というのは、

(1)「一括加盟方式」を廃止する。 (協会に対 しては 1チ ーム5000円 止 りに してほ しい旨申し入れ

る。)

(2)イ 「一括加盟方式」の維持  (54年度分程度の負担金を種目別団体に送 り、当該団体の本協会

への登録加盟金程度のものの生徒からの徴収は之を認めていく。

口「一括加盟方式」の堅持

登録加盟金を増額 (1

いて協会の良識に訴え、

人100円 程度―現行 1人 50円 程度 )、 高体連の意のあるところを説

教育的配慮からその程度の増額にて忍んでいただくべ く努力する。

当委員会は最終的に (2)口 案を採択することとし、有力な少数意見として (1)案のあったこと

を特記するに決した。尚、これに関 して 収入科目 (予算書)と その名称を次のとお りに改めるのが

適当であるとして、これを提議することに決した。

(旧 )3登録加盟金→ (新 )3種 目別団体登録加盟金

4選手分担金

二、障害見舞金規程の制定について

この問題については、別表 (1)の ように制定する必要があるので所要の手続を取れたい。(別

表は省略 )

三、県高体連の規約の改定について

県教育委員会からの補助金の増額を期する上で組織上の不備が指摘されるので、別表 2の ように

新たな規約を制定する必要がある。(別表は省略 )

四、大会開催基準要項の改正について

大会運営の実際に即 して幾多の不備の指摘があ り、改善の要請がなされている実情に鑑み、別表

(3)の ように改正する必要がある。(別表は省略 )

五、県高体連30年史編集委員会について

(略―第 3節参照 )
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4 新人大会高体連主催に

42年度の理事会報告にもあるように、新人大

会は競技団体主催で高体連は共催という立場で

関わってきた。(第 3節参照 )こ れが51総体を

契機に次第に高体連が自分達の手で運営すると

いう方向に変ってきた。52年度にはバレーボー

ル、バスケットボール、バ ドミントン、弓道、

軟式庭球、相撲の 6種 目が高体連主催で行なわ

れた。この年が高体連主催第 1回新人大会 と

なった軟式庭球は、会報に次のような反省を載

せている。

参加料2500円 は高いという声があったが、最

初であったので多くしたので次回は考慮する。

本年度は団体戦のみであったが、個人戦も是非

高体連側で主催 したいので県連と交渉済み。

こうして各種 目毎に競技団体との折衝を重

ね、以下のように年々主催種目が増えていくの

である。

53年度 庭球、ハンドボール、卓球、漕艇、

ホッケー、柔道、合計12種 日となる。

54年度 剣道、レスリング、合計14種 日とな

る。

55年度 陸上競技、ソフ トボール、体操、ラ

グビー、ヨット、合計19種 目となる。

56年度 サッカー、スケー ト、スキー、フェ

ンシング、合計23種 日となる。

この年で殆んど種 目が出揃った。期 日、会

場、参加人数は次のようであった。

5 全国大会での活躍

全国大会を開催 したことにより、50年代は競

技力が向上 し多 くの種目で好成績を残された。

団体種目の全国大会上位入賞に限ってまとめて

56年度 長野県高等学校新人体育大会

種 目 期   日 △
場 参加選手数

1 陸 上 競 技 10/24～ 25 長野市運動公園陸上競技場 810メ、

柔 道 H/ 7～ 松本市市営武道館 256

尖J 道 H/7～ 8 上田市民体育館

軟 式 庭 球 10/24～ 25 長野市営運動公園テニス コー ト 264

庭 球 10/24～ 25 松本市県営テニスコー ト 288

バ ス ケ ッ トボ ー ル 12/12～ 14 松本市営体育館ほか 955

7 /iv-;l-tv 12/12～ 13
長野市運動公園体育館
長野中央高校・長野皐月高校

０
０

8 ン ド ボ ー ル 12/ 5- 6 戸倉町体育館・ 更埴市民体育館 264

9 ソ フ ト ボ ー ル 10/24～ 26 上田市営野球場 481

卓 球 H/14～ 15 戸倉町総合体育館

ヾ ド ミ ン ト ン 11/21～ 22 岡谷市民体育館 352

体 操 H/ 7～ 長野市市民体育館

撲 10/18 木曽福島町営相撲場

弓 道 10/24～ 25 松本市長野県護国神社弓道場

サ カ 12/506013 5・ 6上田城南高校・ 上田高校・ 飯田長姫高校
13松本運動公園サ ッカー場

768

ラ グ ビ ー 3/7・ 21024 飯田長姫高校

17 ス ケ ー ト 2/28～3/1 E#in^r-rtrr-
ス キ 3//29～ 30 野沢温泉スキー場

レ ス リ ン グ H/ 7 小諸商業体育館
苗
ロ 艇 10/ 3- 下諏訪町漕艇場

フ ェ ン シ ン グ H/15 箕輪町町民体育館

ト 10/18 諏訪湖 ヨットハーバー

ホ ケ 10/25 駒 ケ根市総合運動場

計 7, 443
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みると次のようである。

スキーは飯山南 (女子)が 51、 52、 59年度に

優勝、白馬 (女子)が地元開催の60年度に優勝

した。白馬 (女子)では56、 57、 61年度にも準

優勝と健闘している。男子では中野実が57、 5

8、 60年度に準優勝して気をはいた。

スケー トは三部門同一会場という、これまで

に例の無い好条件で開催 した53年度軽井沢イン

ターハイで、男子の岡谷南が優勝、同校はその

勢いをかって55年度にも優勝した。小海が59,

60年度と準優勝 し名門復活を印象づけた。女子

の二葉も61年度に準優勝 した。

登山は上記 2種 目のような競技性な少ない

が、長野県の自然条件を生かした得意種目とし

て共通のものである。男子の大町 (51年度 )、

長野工 (53、 55年度 )、 女子の大町 (52年度 )、

豊科 (53年度 )、 長野西 (57年度)が優秀校に

選ばれた。

漕艇は諏訪湖で生れ育ち、ナックルフォアで

男子岡谷南が51長野総体と56年度に優勝、シェ

ルフォアでも清陵が56年度に優勝するまでに成

長 した。59年度には女子ナックルフォアで岡谷

東が準優勝と健闘した。

卓球は望月の活躍がすばらしかった。やまび

こ国体の53年度に準優勝 したのを皮切 りに、54

年度再び準優勝、55年度 3位、56年度 3度 目の

準優勝、57年度 3位 と5年間に亘って 2、 3位

入賞を果たした。

弓道の飯田女子も52年度に優勝、55年度に準

優勝と輝やかしい成績を収めた。男子の長野中

央 (53年度)屋代 (61年度)の 3位入賞も立派

であった。

バスケットボールでは50年度に飯田風越 (女

子)が準優勝 した。

6 長野県高体連史の発刊

前節で詳 しく述べたように、高体連史は51総

体前に発刊寸前まで進んだが、54年の規約等検

討委員会で一時保留ということになった。しか

し、資金の積み立てと会報編集専門部を新設 し

て記録を保存するとい う発刊準備は続け られ

た。

′θθ

59年度になって基金が100万 円を越えたとこ

ろで、41年以来の悲願を達成 しようという気運

が盛 り上 り機関で検討が成された。その結果、

既存の専門部にまかせるのでなく、高体連史の

編纂のみをその事業内容とする特別専門部を新

設することになった。60年 5月 の理事会、評議

員会で「高体連史編集専門部」の設置が承認さ

れ、会長・理事長の他 4地区から各 1名 、事務

局のある北信から3名 、事務局から 1名 とい う

構成による10名 の編集委員会が発足 した。

60年度には9月 19日 (木 )に初会合を持ち、

以後月 1回ずつ計 6回 の編集委員会を開催 し

た。高体連史の概要、編纂作業日程、任務分担

等基礎的な事項について協議 した訳であるが、

最初に次のような編集の基本方針を確認 して進

めていった。

① 高体連は、教育期間としての役割を負っ

たスポーツ団体であるという視点に立って

編集する。

② できるだけ多くの資料と大勢の関係者の

話 し等を総合 して、公平で正確な内容にな

るよう努める。

会報発刊 (47年度)以前についてはかな

り困難が予想されるがこの際重点的に調査

する。

③ 資料の羅列にならないよう、歴史の流れ

を教育界は勿論行政やスポーツ関係団体の

動きと合せてまとめ、将来への展望が持て

る内容になるよう努める。

④ 写真、図表、回想等を記述内容に応 じて

適切に配置 し、読み易 く分か り易い構成に

する。

⑤ 各学校の都合や高体連の日程を考慮して

編集会議の日取 りを決め、協力を得やすい

ようにする。作業は、委員が個人的にでき

ることをできるだけ平均に分担 し、全体会

議は短期間に集中して能率的に行なう。

61年度は前年度の倍以上になる14回 の会議を

重ねた。多くの時間を翌年に発刊された「長野

県体協史」のための原稿作成に充てた。

62年度には20回に及ぶ会議や作業を行ない63

年 3月 に「長野県高体連史」が発刊された。



第 5節 昭和60年代および平成年代

―一高校生生徒の減少が続 く変革期一一

1 高体連活動の概要

(1)事務局 4地区持ち回 り制

長野県高等学校体育連盟の組織と運営は全国

でも数少ない方式でおこなわれている。県内を

4ブ ロックに分け、それぞれに独立 した高体連

の組織があ り地区大会を実施すると共に地区独

自の活動もしている。

地区高体連の連合体として県高体連を組織 し、

40年間は県庁の所在地長野市と中信の松本市内

の高等学校に事務局を置き運営 してきた。

58年長野吉田高校に事務局が移転 した頃、事務

局について 4地区持ち回 り案や東北、中南の 2

ブロックで交代案等が再三検討されている。

そして62年 5月 常任理事会で、交通網の整備、

地区の振興、負担の公平化等を考慮 して下記の

ような確認がなされることになった。

① 今回を持ち回 り制のスター トとする。

② 63年度事務局は南信地区とする。

③ 任期は 2期 4年とする。

④ 持ち回 り順序は、南信→東信→北信→中信

とする。

長野吉田高校の後、63年度に諏訪二葉高校が受

け入れを了承 し北信から南信へと具体的に動き

出した。その後平成 4年度より東信高体連で検

討の結果上田高校に移転 し、更に 4年後、平成

8年に北信地区の長野高校に移 り長野吉田高校

の前の松本県ヶ丘高校以来県内を一巡 した。

(2)大会基準要項の改訂

一――県大会参加枠拡大――一

昭和55年に大会開催基準要項の改正以後10年

が経過する中で、幾つかの専門部より地区大会

の上位 4チ ームを改めて 8チ ームを県大会に出

場させたいとい う要望が出されるようになっ

た。大会規模の拡大にかかわる問題であ り、大

会は高校教育の一環として行われていることか

ら慎重に検討する必要があるということで、平

成元年地区理事長と各地区 2名 の委員。計14名

による検討委員会を設置 し、予算、参加数の要

望、日程の問題等を調査 し検討を重ねた。県総

体は高校生メインの大会であ り、多 くの生徒に

県大会の機会を与えてや りたいという専門部の

強い意向をくんで、生徒の体力的な負担や、予

算、日程等に無理のない運営をする前提で次の

ような改訂案が11月 に決定された。

「現行の要項」

・ 県高校総体出場枠

① 団体戦 男女 16チ ームを限度

② 個人戦  〃 32名を限度

ダブルスの場合は男女それぞれ16組を

限度

0県高校新人大会出場枠

① 団体戦 男女 32チ ームを限度

② 個人戦  ″ 32名を限度

ダブルスの場合は男女それぞれ16組を

限度

「改訂案J

(総体、新人大会区別なく)

① 団体戦 男女それぞれ32チ ームを限度

とする。

② 個人戦  ″ それぞれ32名 を原則と

する。

ダブルスの場合は男女それぞれ16組を

原貝Jと する。

ただし、個人戦でこの原則をこえるも

のについては、理事会の承認を得るの

とする。

この結果平成 2年度の総合体育大会から団体

戦のある 9種 目でチーム枠が増えた。また大会

日数も、「 2日 を越えないことを原則 とする」

とい う基準要項があるが、 1日 の試合数の限

iθ f



度、選手の体力的問題等によ

り、 3日 間で実施する種 目

が、総体については従来の理

事会承認の専門部に新たにバ

スケットボールが加わった。

大会規模は全体的に拡大の方

向となった。

長野県高等学校「総体」各地区種目別出場枠
平成 7年度

「 出場枠拡大による総体参加者数の比較」

No 種 目
平成元年 平成 2年

男子 女 子 男子 女

陸 上 競 技 915 916
2 柔 11 467

貪」 道 512
ソフ トテ ニ ス 512
テ  ニ  ス 672 672

スヾケ ッ トボール 255 510
7 ｀レーボ ール 408 384

\ :/ l-"f -./L 375
ソフ トボール 258
卓 球

ドミン トン

体 操

新  体

相

弓 道 512
水 泳 415
サ カ 319
ラグビーフ ッ トボール

ス ケ ー ト

ス キ  ー 303 289
登 山

レス リング
繭
日 艇

ウェイ トリフテ ィング

自転車 (ロ ー ド
フェンシング

ト 8 4

ホ ケ

手 道
クシ ング

伝 323
通 大 会

2.030 3283 8313 5 973 4,265 10.238

No 種 目 備 考
団 体 個 人

陸 上 競 技 種目×8 -校 1種 目3名 以内 1人 3種 目以内 (リ レー
柔 道 。地区X8チ ーム 女・地区X4チーム 男・ 5種 目×8名 女・ 3種 目×8名
尖」 道 ・ 地区×8チ ーム 男女各地区×8名
ソフ トテ ニ ス ・ 地区 ×8チ ーム 男女各地区×16チ ーム

ス 男女各・ 地区 ×4チ ーム 複、地区×4チ ーム 単、地区X8
くスケ ッ トボール 男 女 各・ 地 区 × 8チ ー ム

ヾレーボール 男女各・ 地区×8チ ーム
\ 7 t-,+-,,r. 男女オープン
ソフ トボール 男・ オープン 女 。オープン

1 卓 球 男・北10、 東6、 南8、 中8女 '1ヒ 10、 東6、 南10、 中6チ ダ、地区X4チ ーム シ、地区X8名
パ ドミン トン 男女各 0地区×6チ ーム ダ、地区×4チ ーム シ、地区×8名
体 オープン 地区 ×6名
新  体 男。各地区X3チ ーム 女。オープン 男女各地区 ×8名
相 撲 オ ー プ ン オ ー プ ン

弓 道 男女各・北9、 東6、 南9、 中8チ ーム 男女各・ 北 9、 東 6、 南 9、 中 8名
水 泳 男女各地区地区X4位 +記録突破者
サ カ 男・ 地区 ×4チ ーム

ラグビーフッ トボール オ ー プ ン

ス ケ ー ト 1校 1距離3名 以内、1人 2距離以内 リレー別
ス キ  ー 壁 1種 目6名以内、1人 2種日以内 リレー別
登 1山 オ ー プ ン (各校 1チ ーム )

レス リング オ ー プ ン オープン

i曹 艇 1校 1ク ルー・シングル制限なし (一部) 制限なし (2部 )

ウェイ トリフテ ィング オープン オ ー プ ン

自転車 (ロ ー ド オープン オープン
フェンシング オープン オ ー プ ン
ヨ  ッ  ト オ ー プ ン オ ー プ ン

ホ ケ オープン

空 手 道 男'組手、東、中6チ ーム他4チ ーム型各4チ ーム 女各4■―ム 組手、型各種目×8名
ボ クシ ング オ ー プ ン オ ー プ ン

定 通 各種目男女各 1チ ーム 個人男女各 4名 又 4組
ア ーチ ェ リー オープン オ ー プ ン 平成 4年 より
駅 伝 オ ー プ ン 平成 4年 よリオープン
なぎなた

′θ2

14

31

381

20



(3)学校分担金値上げ

高体連の予算収入は現在約 1億 1千 6百万円

である。その主たる財源は地区分担金、補助

金、選手負担金、参加料、その他であ り、これ

らの収入で運営されている。このうち地区分担

金は、加盟校数即ち生徒数が起算になってお り

予算に占めるウエイ トは大きい。その分担金が

この10年間に 2度の値上げをせざるを得なかっ

た訳であるが、その経緯をたどってみた。

昭和57年度より分担金は生徒 1人当た り200

円 (内訳けは地区高体連120円 、県高体連80円

の配分)の計算で行われ、県収入額は約740万

円前後で 6～ 7年間推移 した。しか し諸物価の

値上が り、交通費の値上が りが続き高体連予算

に対する影響が出始めた。加えて 3年度より生

徒数が漸次減少してきたため収入減となった。

57年 より8年が経過 し据え置かれてきている分

担金は、大会運営費の増額を図 りたい、役員、

審判手当ての改善を図 りたい等の理由により、

地区高体連、県高体連共に検討され、平成元年

11月 の評議会で平成 2年 より5%の値上げが決

定された。その結果大会参加枠の拡大と相侯っ

て大会運営費が増額され、役員、審判手当ても

800円から1,000円 に値上げがなされた。

その後 6年が経過する中で生徒数の急減期を

迎え学校分担金、参加料、選手登録金等の自主

財源が減少 し、県、地区高体連の運営に支障を

来たすようになってきた。特に平成 3年 よりの

生徒の減少は地区高体連にも財政面で大きな影

響が出た。

平成 6年度末、学校分担金値上げ検討委員会

が設置され、翌年には 3回の委員会を経て 9月

臨時評議員会で下記のような改正案が承認がさ

れた。

・ 生徒 1人 300円→500円

・ 配分比 地区 6(300円 ):県 4(200円 )

・ 平成 8年度より値上げする

県費補助金も昭和58年度以降増加 しておらず、

競技種目の増加、公共施設の有料化と値上げ、

役員手当ての改善等今後に残された予算に対す

る課題はまだまだ多い。

県高体連予算の主な収入の推移

年 度 学 校 分 担 金

(円 )

生徒数

(分担金納入者数)

種目別団体登録加盟費・選手分担金

(円 )(生 徒数)  (円 )

参 加 料 共催負担金の推移 (円 )

県より (事務局運営補助費除く)

昭和

62

(1人 80円 )

7,420,560

前年比+1,619

92,757

(1人1∞円)

3,244,800 32,448

(1脚 円)

6,489,600

(1人佃 円)

5,555,600 13,889メ、

北信越県内開催種目数X200,000

県総体 5,aXl,lxxl県 新人 4,llXl,lXXl

7,606,320 95,079 3,236,700 32,367 6,473,400 5,674,400 14,186 以下同類

軌

一九
7,772,560 97,157 3,293,100 32,931 6,586,200 5,754,400 14,386

2
(1人  120円 )

11,755,440 97,962 3,339,200 33,392 6,678,400 6,500,400 16,251

3 11,532,480 96,104 3,382,300 33,823 6,764,600 6,602,400 16,506

4
11,191,320 93,261 3,527,800 35,278 7,055,600

(1畑 円)

10,677,600 17,796

5 10,750,320 89,586 3,427,200 34,272 6,854,400 10,483,200 17,472

6 10,519,360 87,403 3,331,900 33,391 6,663,800 10,485,000 17,475

7 10,164,000 84,867 3,251,700 32,517 6,503,400 10,544,400 17,536

8
( 1 人 200円 )

16,346,000 81,575 3,073,100 30,731 6,416,200 10,284,100 17,020

9 15,555,800 77,619 2,854,400 28,544 5,708,800 10,099,200 16,690

]θθ



に)ジ ュニアー競技力向上問題

51年全国高校総体、53年やまびこ国体開催か

ら10年が経過する中で、県内のスポーツ界も競

技成績が緩やかではあるが下降線をたどり、昭

和62、 63年 と国民体育大会 (秋季)お よび高校

総体に於いては深刻なレベルダウンが見られ、

成績面でも不振を極めた。特に国体は63年 に全

国で40位 と振るわず、高校生 (ジ ュニア)の 競

技力即ち部活動のあ り方に注目が集まった。

平成元年 7月 には県体育協会が中心にな り県

高体連、中体連の会長、常任理事が参加し初の

会議が持たれた。中学校のクラブ活動を中心に

競技力問題等が話 し合われ、国体の北信越予選

会では少年男女の成績はここ数年最下位との指

摘も出た。12月 には県体育協会が高体連、中体

連と「ジュニア競技力向上連絡協議会」を組織

するという事で合意が成された。高体連側から

は遠征、合宿が必要であるので金銭面の充実を

要請 した り、強化の為には指定校制の導入が必

要といった提言も出た。教育委員会も平成 3年

にはジュニア競技力向上対策について次のよう

なテーマで論議をはじめた。

<主な内容>

1.指導者の確保

(1)適 正配置 (2)資 質の向上

2.選手の育成と強化

(1)競技団体等との連携

(2)中、高連携の確立

(3)選手の発掘

3.運動部活動のあ り方

4.施設等の有効利用

5.県教育委員会表彰対象者の拡大

平成 5年 4月 には高体連、中体連の各専門委

員長も参加し競技力向上問題を討議する中で平

成 4年度の国体方式で換算する高校総体の成績

は夏季大会で33位 、冬季大会合わせてはH位

と、本県ジュニア勢の成績は急速にアップを示

しているとの競技力向上委員長の挨拶も出た。

しかし次の 5年度の全国総体の成績は冬季をの

ぞき47位に終わってしまった。

平成 6年度より県体協はジュニア選手強化重

点校、指定校の制度を各競技団体、高体連 と連

Iθ4

絡調整を取 りながら導入した。

にもかかわらず、生徒数の急減、競技人口の

減少による選手確保の問題、高校生の考え方の

多様化と部活動のあ り方の問題等、困難な問題

をかかえる厳 しい情況を迎えた。高体連研究調

査専門部 も 7年 より「競技力向上に関す る間

題」を取 り上げた。全国総体の各県選手の成

績、近県の競技力向上の対策、総体上位入賞監

督の提言等を会報冊子に発表 した中で次のよう

な特徴を指摘 している。

① 長野県は冬季種日 (ス キー、スケー ト)で

北海道、新潟、と並んで大量入賞 している

全国高校総体長野県成績

(説明)団体、個人共に 1～ 6位迄を点数化

0団体、学校対抗の入賞も点数化 した

② 長野県のスキー、スケー トは参加人数の割

には入賞者数が多い。限られた学校に選手が

集中しているという事が好結果を生んでいる

のかもしれない。

③ 最近の得点種 目はスキー、スケー トの他弓

道、レスリング、漕艇、バレー、体操、陸上

がある。

④ 都市圏周辺県が比較的好成績である。

長野県はベス トテンの常連である。しかし内

訳を見ると、総得点の 8～ 9割がスキー、ス

ケー トによるもので夏季、秋季種目は最下位に

近い方で不振と言わざるを得ない。この点につ

いては高体連としても全く無関心ではいられな

いというのが今日的状況である。

競技力向上問題は、県、体育協会、中体連、

高体連連携 し、時間をかけて取 り組む問題であ

りあくまでも学校教育の一貫と位置付け対応し

ていく事が必要であろう。

(7年度会報より)

夏 季 夏 ・ 冬 季

個 人 団体 合計 順位 個 人 団 体 合 計 順位

平成 4年 68 5

平成 5年 0 58 8

平成 6年 5 38



2 全国総合体育大会での主なる活躍

夏季大会での活躍を挙げる昭和60年代では、

まず陸上競技で男子800mに 中村恵一郎 (篠 ノ

井)が 60、 61年 と連続優勝をし、61年 には1500

mに も優勝する活躍からはじまる。62年は優勝

種 目がなく、空手個人型の部の三村由紀 (松本

深志)の 2位が最高と淋

しい年であった。しか し

63年には同選手は見事優

勝を果たすが、その他の

種 目はやは り全般に不振

であった。

平成年度に入 り陸上女子

100mハ ー ドルで青木利

佳 (中野実)が優勝、弓

道女子個人で伊藤三枝

(長野吉田)の優勝 と女

子の活躍があ り、自転車のタイム トライアルで

塩原 (松本工)2位、フェンシングで伊那北が

入賞するなど新たな競技での活躍がみられた。

2年にはチームゲームで久 しぶ りの大活躍の岡

谷工業の男子バレーボールの準優勝である。優

勝こそないが個人種 目で陸上400m障害の相沢

(野沢北 )、 走高跳小柳 (中野実 )、 柔道の重量

級の山岸 (更級農)の 2位 とここ数年では好成

績であった。また、12月 の京都駅伝では上伊那

スケー ト男子学校対抗 優勝 (3年連続)佐久長聖

農業が 9年連続出場で初の 9位入賞 と健闘 し

た。 3年には団体弓道で飯田女子高校が 2回 目

14年ぶ りの優勝を果たした。4年は男子舵手付

フォアの岡谷南が豪快なレースで初優勝し、女

子舵手付フォアでも3位 とボー ト男女が活躍 し

た。 6年には レスリングで上田西高校が個人58

kg級 で高橋利典 (上 田西 )、 46kg級 で吉澤克洋

(北佐久農 )が優勝 と

気を吐いた。 9年には

久 しぶ り陸上競技 の

1500mで佐藤清治 (佐

久長聖)が優勝し、バ

レーボール男子岡谷

工業が準優勝 した。岡

谷工は15年連続出場、

63年 ベス ト16、 平成

2、 9年の 2回の準優

勝、 3年連続 (4～
6)ベス ト8入 りと全国の トップレベルで活躍

した。他の種 目においても今後を期待 したい。

冬季大会は63年全国スケー ト大会を開催 し

た。県内開催は10年ぶ り8回 目とな り、軽井沢

では 2回 目の大会となったが 2種 目だけの優勝

に終わった。平成 3年には冬季五輪「 シテー

オブ ナガノ」の開催が決まり、ジュニア強化

対策が始まった。平成 5年のインターハイには

佐久高校が団体で初優勝 したが、実に53年岡谷

■|■ |「 醸  :■ ■■1■ 11■■1■
‐   ■   ■■    ‐

J全鰤彎校スtfr鸞

平成 3・ 4・ 5年度 全国高校総体 スキー 学校対抗三連覇 中野実業高校
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工業以来13年ぶ りであつた。入賞者数も25人 と

長野オリンピックに向けて特別強化策の成果が

出たといえる。佐久高校は 6、 7年 と3年連続

優勝を達成 した。そして 8年には、 5種 目に優

勝、11種 目全部に 3位以内に入るという活躍で

あった。この年東海大第三高校女子が31年ぶ り

の総合優勝を奪回した。

スキーは61年に続き63年 、元年と白馬高校女

子が連続優勝 した。平成 4年小谷村栂池で開催

された全国総体では、あらゆる種 目に大活躍 し

た。特に距離男子堀米光男 (中野実)の 151cDク

ラシカルでの 3連覇をは じめとして中野実業は

2年連続総合優勝、飯山南、自馬、下高井農林

も入賞し上位を長野県が独占するという史上初

の快挙を達成 した。中野実は 5年にも優勝 し3

連覇を達成 した。 6年には体育科新設 3年 目の

飯山南が初の男子総合優勝に輝き、8年にも再

び優勝した。

スケート、スキーと冬季種 日はすばらしい成果

を挙げ10年 2月 の長野オリンピックとその勢い

が波及していった。

3 将来に向けて

現時点の課題を生徒、指導者、高体連組織の

3点について分析検討 し展望 してみる。

まず生徒であるが、少子化の上に部活動離れ

ということで、私立高校と一部の推薦入学のあ

る学校に優秀選手が集まり県の上位で活躍 して

いるものの、他の学校では運動部員数は下降気

味である。その打開策として大会の持ち方の研

究や、県立の普通高校においても運動部員推薦

入学制度を導入することも一つの方法である。

つぎに指導者については、やは り社会的な傾向

として本県も高齢化が問題になってきている。

体育以外の教師による指導、学校以外か らの

コーチの招聘などについて時間的、経済的保障

を中心に道を探っていく必要がある。また社会

体育サイ ドでの高校生の受け皿、即ち地域のク

ラブとそこへの指導者としての教師のかかわ り

の問題もでてくると思われる

最後に高体連の組織についてであるが、事務

局を高校持ち回 りでなく固定化できないかと言

う問題や、そしていわゆる財政改革の問題、研

究部門や競技力向上部門などの問題等多岐にわ

たってお り、できることから一つずつ対処 して

いかなければならない。

(こ の項「全国高体連50周 年記念誌」

原稿より)

fθδ
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第 4章

四地区高等学校体育連盟の概況



歴 代 役 員 ・ 事 務 局 一 覧

長野県の高体連は北信、東信、中信、南信の   の独自の事業を行っている。上記の順番で最近

四地区高体連によつて構成されている。各地区   10年を中心に概況をまとめてみた。

は地区大会兼県大会予選を主事業に、いくつか

Jヒ    4書 東  信 中  信 南  信

昭和62年度
(1987)

△
ム 長 福 田  芳 典 牧 野  昌 泰 小 須 田 清 雅 西 沢  照 夫

理 事 長 玉 井  重 遠 赤 羽 福 次 郎 伊 藤  裕 元 北 沢  忠 義

事 務 局 篠 ノ 井 丸 子 実 業 菫 科 諏 訪 実 業

昭和63年度
(1988)

△
バ 長 百 瀬  安 人 牧 野  昌 泰 井 出  健 次 武 田  良 寛

理 事 長 石 坂 喜 久 雄 赤 羽 福 次 郎 官 城  文 治 城 田  忠 承

事 務 局 須 坂 丸 子 実 業 松 本 深 志 伊 刃『
レ
し

平成 1年度
(1989)

△
バ 長 坂 本  明 由 北 野   進 春 日  親 夫 武 田  良 寛

理 事 長 石 坂 喜 久 雄 柏 木  善 雄 官 城  文 治 城 田  忠 承

事 務 局 須 坂 ］石
＋
Ｕ 田 松 本 深 志 伊 刀F

レ
し

平成 2年度
(1990)

△
六 長 坂 本  明 由 北 野   進 中 山   茂 松 下   勲

理 事 長 石 坂 喜 久 雄 柏 木  善 雄 山 崎  正 治 坂 巻  道 弘

事 務 局 須 坂 岩 オ寸 田 田 飯 田 風 越

平成 3年度
(1991)

△
本 長 斉 藤  博 彦 下 村  和 彦 中 山  源 司 松 下   勲

理 事 長 石 坂 喜 久 雄 柏 木  善 雄 山 崎  正 治 坂 巻  道 弘

事 務 局 須 坂 ］石
＋
ｕ 田 田 飯 田 風 越

平成 4年度
(1992)

△
バ 長 櫻 井  啓 造 吉 岡  知 雄 中 山  源 司 藤 森   弘

理 事 長 内 田  靖 男 鮎 沢   亨 山 崎  正 治 百 瀬  一 彦

事 務 局 長 野 東 上 田 染 谷 丘 田 岡 谷 工 業

平成 5年度
(1993)

△
バ 長 跡 部  和 夫 吉 岡  知 雄 柳 原  俊 幸 藤 森   弘

理 事 長 内 田  靖 男 鮎 沢   亨 山 崎  正 治 百 瀬  一 彦

事 務 局 長 野 東 上 田 染 谷 丘 田 岡 谷 工 業

平成 6年度
(1994)

△
バ 長 跡 部  和 夫 小 出  志 郎 佐 藤  彦 夫 島 田  庸 夫

理 事 長 内 田  靖 男 鮎 沢   亨 茶 谷  義 男 水 田  敦 郎

事 務 局 長 野 東 上 田 染 谷 丘 松 本 県 ケ 丘 伊 那 弥 生 ケ 丘

平成 7年度
(1995)

△
バ 長 跡 部  和 夫 小 出  志 郎 腰 原  哲 朗 島 田  庸 夫

理 事 長 内 田  靖 男 鮎 沢   亨 茶 谷  義 男 水 田  敦 郎

事 務 局 長 野 東 上 田 染 谷 丘 松 本 県 ケ 丘 伊 那 弥 生 ケ 丘

平成 8年度
(1996)

△
バ 長 白 沢  寛 人 田 中   正 腰 原  哲 朗 博 田  利 勝

理 事 長 青 木   崇 浅 沼  富 夫 茶 谷  義 男 南 嶋  俊 三

事 務 局 屋 代 小 諸 商 業 松 本 県 ケ 丘 飯 田 長 姫

平成 9年度
(1997)

△
本 長 白 沢  寛 人 田 中   正 佐 藤  貞 治 博 田  利 勝

理 事 長 青 木   崇 浅 沼  富 夫 青 木   功 南 嶋  俊 三

事 務 局 代屋 Jヽ 諸 商 業 松 本 蟻 ケ 崎 飯 田 長 姫

Iθ 7



第 1節 北信高等学校体育連盟

昭和22年に発足 した学校体育連盟北信支部が

学制改革によって発展的に解散 し、昭和24年 5

月 1日 北信高体連が設立された。昭和61年発刊

の『北信高体連のあゆみ』および昨年 (平成 9

年)発刊された『北信高体連のあゆみ-50周 年

記念誌―』に、設立から現在までの半世紀にわ

たる組織、活動、競技記録等の詳細が掲載され

ている。その中から最近10年の特徴的ない くつ

かの事柄についてまとめてみる。.

1 事務局輪番制の確立

51総体、やまびこ国体というビッグイベ ン ト

を終えてからしばらくたった昭和58年、県高体

連事務局がみたび長野市へくることにな り、北

信と兼務で長野吉田高校が担当することになっ

た。高体連発足後16年 も続いた県と北信兼務の

事務局という状況が再び出てきた訳である。こ

れを契機に、事務局を決めるには一定のルール

が必要ではないかという声が高まり具体的な検

討が開始された。結局 2年間にわたって 6回の

理事会 (う ち 2回は臨時会 )、 定例の評議員会、

ブロックの理事・ 体育主任会を経て、昭和60年

3月 2日 の理事会で61年度からの事務局は篠 ノ

井高校に決定 した。ルールは次の三項目を原則

とするということになった。

① 輪番制とする

② 順序は更埴、須高、長水の順とする

③ 任期は 2期 4年 とする

ただし、来年度の更埴に限っては 3年 とする。

」θ∂

2 諸規約の整備

(1)大会開催基準要項

平成 2年 12月 の専門委員長会に、調査研究委

員会から素案が出され新規に要項を制定する作

業が始まった。その時の資料の中で「大会開催

基準要項」の必要性は次のように記されてい

る。

a 慣例としてやってきた原則や申し合わせを

まとめて明文化する時期にきている。

b 種目、チーム、出場者の増減もあ り、学校

現場や専門部の方針もある中で、それらに

対応できる権威ある基準が欲 しい。

c 事務局を担当するには、運営のよりどころ

が欲 しい。

定例の機関会議でその都度要項案について検討

を重ねながら、平成 3年 9月 の理事会は議題を

「大会開催基準要項」の審議に絞って開催され

た。この時点までにまとまってきた成案に近い

要項案を北信33校に送付 し、職員会等で出され

た現場の質疑、意見を加味するという手1贋を踏

んだ。平成 3年 12月 20日 の理事会、評議員会で

およそ 2年間の検討を経て成案となった。

(2)表彰規定

平成 3年 4月 の理事会、評議員会で理事長提

案により表彰委員会の設置が認められた。この

委員会が県の表彰規定を参考に北信の規定案策

定に取 り組み、上記の大会開催基準要項と同日

をもってやは り成案となった。

直ちに被表彰者の人選に入 り、翌年 4月 には

初の表彰式が行われた。平成 8年度までの被表

彰者は功労章61名 、指導功績章67名 、栄光章

個人、チーム合わせて196件 となっている。

(3)規約・ 内規の大幅改正

「大会開催基準要項」策定の過程で、昭和24

年制定の旧規約と当時の規約・ 内規を読むにつ

け、い くつかの問題点が 目につ くようになっ

た。基準要項の最終案決定を待って、平成 4年

9月 の理事会に問題提起をし改正案作 りを引き

続き調査研究委員会が担当することとなった。

魏 ■
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まず、平成 5年 9月 全高校現場に、改正の必

要性について、次のような理由を資料によって

示 し了解を得た上で具体的作業にとりかかつ

チこ。

① 事務局が持ち回 り制とな り、担当者が変

わっても一貫性を欠くことなく運営がな

されるための、しっか りした基準が従来

にも増 して必要となった。

② 規約 と現状が合わないとい う矛盾があ

る。

③ 他団体などの規約と比較 しても構成や記

述上に不十分な点が数多 くある。

④  “大会開催基準要項" “表彰規定" “傷

病等見舞金規定"ができこれらを位置付

ける必要がある。

平成 6年 12月 の評議員会で承認されるまでに 5

回の理事会と3回の評議員会の審議を経た。こ

の間には 2回にわたって学校現場での検討をお

願いした。大きな改正点は次のようであった。

① 規約全体の構成および記述方法について

は、昭和24年の 6章構成に改め、記述内

容に問題ある箇所を改正 した。

目的、組織、事業の記述が不十分であっ

たのではっきり分かる条文にした。

それぞれの会議 (評議員会、理事会、専

門委員長会、専門委員会、全体会)の役

割を明記した。

④ 評議員各学校 2名 (内 1名は校長)を 1

名とした。

⑤ 理事、理事長の選出について一部改正 し

まこ。

3 大会および競技成績について

(1)北信大会の規模の変化

北信高体連創立 (昭和24年 )当初の専門委員

会は、陸上競技、バスケットボール、卓球、バ

レーボール、ソフトテニスの 5種 目であった。

11年後の昭和35年には新たに体操男、女、バ ド

ミントン、剣道、サ ッカー、柔道、ソフ トボー

ル、弓道、水泳、ハンドボール、スキー、ス

ケー トの専門委員会ができてお り3倍以上に増

加 した。その後、下表のようにその時点での種

目や委員会は徐々に増え現在に至っている。そ

の他加盟校 (全校加盟)の生徒数=会員数や分

担金等についても、同表のように50年を経過 し

てきた。他にも大会会場や会期、役員や予算、

競技内容等、いずれも時代の流れに沿って大 き

く変化してきている。たとえば、51総体の際整

備された長野市東和田運動公園では、その後陸

上競技をはじめ多くの種目が行われている。そ

れによって大会運営も競技内容も格段に充実 し

予算等も肥大化 した。これら個々のケースにつ

いては、資料 も乏 しい上スペースもないので

『北信校体連のあゆみ』等を参照願いたい。

(2)全国大会での活躍

全国優勝についてみると、積雪地帯という自

然環境条件を利用 したスキー競技がほとんどを

占めている。優勝者、優勝チームは紙面の関係

でここには紹介できないが合計で30件 となる。

最近10年 のインターハイの中から特記すべき輝

かしい記録に限ってみると次のようなものがあ

る。

三年連続優勝

②

③

(平成 2～ 4年度 )

男子 15Kク  |

(平成 3～ 5年度 )

男子 学校対抗

(平成 3～ 5年度 )

男子 リレー

ニ年連続優勝

(平成 2～ 3年度 )

男子 コンバイ

堀込 光男 (中野実 )

1 中野実業高校

中野実業高校

ンド 富井 彦

(下高井農林 )

年 代

項 目

和
年
昨

昭
２４
９４

昭和
35年

19604「

和
年
昨

昭
４５
９７

和
年
昨

昭
５５
９８

成
年
昨

平
２
９９

成
年
昨

平
９
９９

時【鋳馨

専
会
び
門

登 山

21
テニス

定通

26
奎手
旧撲
ラグビー

27
アーチェ
リー

外
委

以
設

目
新
会

種
の
員

調 査 研
究

障害 審
査
表彰

数
の
徒

員雌姓＞

会
０
全
数

Hう
磐

20,220 25,355
?1菫

:::
30,461
気ご692 :l言:::

担
人

分
１

校
＜
”

学
金
当

К

Ｆ

１
定

30(

定30(

50C
定50C

録
人

登
１

手
＜
り

選
金
当

Ｏ

Ｆ
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(平成 3～ 4年度 )

男子 15Kフ  神津 正昭 (中野実 )

(平成 5～ 6年度 )

女子 リレー 中野実業高校

二種目優勝

(平成 6年度 )

男子15Kフ  10Kク  島田 武彦

(飯山南 )

スキー以外で最近10年のインターハイでの全国

制覇は次の三名のみであ り、ベス ト8以上の入

賞チーム、入賞者は33件でった。

定通 連続優勝 (平成 3、 4年 )

柔道中量級 岡村 秀輝 (中野実業 )

平成元年度

陸上100MH 青木 利佳 (中野西 )

平成元年度

弓道 伊藤 三枝 (長野吉田)

4 50周年記念事業

平成 7年長野東高校 (事務局)で内田理事長

を中心に記念事業の基本構想が検討された。企

画の一つとして記念誌の編集が計画され、長い

時間が必要ということで実行委員会に先立って

その年の 9月 に編集委員会が設置された。平成

8年度に屋代高校へ事務局が移ってから、会長

以下の役員・理事・前および前々理事長・ 編集

委員で構成する実行員会が年度末にスター トし

次のような事業を行った。詳しくは「50周 年記

念誌」を参照願いたい。

(1)組織と会議

白沢会長および 4名 の副会長、4名 の監事の

下に青木理事長を実行委員長として下表のよう

に組織作 りをした。

編集委員会は 2年半にわたって21回 の会議を

持ち390ペ ージの記念誌を発刊 した。実行委員

会は 9年度のみの活動で、4回の全員会議と 2

回の関係小委員会を開催 し以下のような記念式

典を開催した。

(2)事業

記念式典

期 日 平成 9年 11月 24日 (月 )

午後 1時 より

会 場

式次第

参加者

座 談 会

期 日

長野市 山王共済会館 天竜の間

開式の言葉 黙祷 会長挨拶

来賓祝辞 経過報告 功労賞贈呈

感謝状贈呈 祝電披露 閉式の言葉

約200人

平成 9年 11月 24日 (月 )

午前10時～11時45分

会 場 長野市 山王共済会館 梓の間

出席者 旧会長、旧理事長あわせて 7人

および現会長、理事長

司会・記録 編集委員

座 談 概 要 編集委員会で用意 した資料 (記

念誌原稿)に沿って、出席者各

位が関わった時代の高体連運営

の回想や教訓等を語 り合 う

講 演 会

期日、会場 記念式典に引き続き開催

講 師 ロスアンゼルスオリンピック

日本代表 元全日本チーム主将

野口 京子氏 (旧 姓 石田 )

演 題  「オリンピックに賭けた青春」

記 念 誌

書 名 『北信高体連のあゆみ』

-50周年記念誌―

B5版 横書き 390ペ ージ 500部

発刊のことば グラビア 歴代会

長、理事長回想記 沿革と概況 全

種目競技成績 活躍したOB、 OG
の回想記 加盟校の紹介 50周年記

念事業

式

容

量
日
内

総務部
部 長 牛村 一雄
副部長 千野 和彦

石坂喜久雄
綿貫 義文

男
増
敦

靖
和

田
田
井

内
石
桜

式典部
幸
典

一
和

村
沢

中
相

長
長部

部
副

官原
清水
西沢
下城
若林
鈴木

志
郎
司

一
輝
嗣

代

一
　

隆
正
正

三
準

原
井
沢
沢
田
井

北
平
滝
中
依
酒

治
博
雄

一
彦

一

一　

健
公
康
精

講演部
部 長
副部長

貴
雄文

沢
木

福
鈴

山崎 芳弘  武藤 英司
米沢 右博

編集部
部 長 清水  博
副部長 酒井 正嗣

一
雄
輝
彦

隆
健
正
康

沢
沢
田
林

中
西
依
若

郎
司

一
一
志

一　

公
精
代
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井
沢
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平
滝
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鈴
北

会計部 部 長 小林 武広 臣 也山本
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北信高等学校体育連盟規約

第 1章 総   則

第 1条 本連盟は北信高等学校体育連盟と称 し、事務局を会長の指定する学校におく。

第 2条 本連盟は北信地区 (5市 3郡 )内の高等学校を以って組織する。

第 3条 本連盟は高等学校の体育・ スポーツ全般の振興を図ることを目的とする。

第 2章 事   業

第 4条 本連盟は前条の目的を達成するために次の事業を行 う。

1 高等学校体育大会の開催

2 高等学校体育に関する調査・ 研究

3 体育関係諸団体との連絡・ 調整

4 その他本連盟の目的達成に必要な事業

第 3章 役   員

第 5条 本連盟には次の役員を置 く

1 会長 1名
2 副会長 4名
3 理事長 1名
4 理事 若干名 (10名程度 )

5 評議員 各校 1名

6 専門委員長 各専門部 1名

7 専門委員 各専門部若干名

8 監事 4名
9 幹事 若干名

第 6条 会長は評議員会で選出し、本連盟を代表する。

第 7条 副会長は評議員会で選出し、会長を補佐し会長の事故ある時はこれに代わる。

第 8条 理事長は理事の内より選出し、会長が委嘱する。

第 9条 理事は評議員会で選出し、会長の指示を受けて会務を執行する。

第10条 評議員は加盟高等学校代表者 1名 とする。

第11条 専門委員長は専門委員会で選出し、会長が委嘱する。

第12条 専門委員は評議員会で選出し、会長が委嘱する。

第13条 監事は評議員会で選出し、会計の監査をする。

第14条 幹事は会長が委嘱し、庶務・ 会計を行 う。

第15条 役職員の任期は 2年 とする。ただし再任は妨げない。また補欠の者は前任者の任期を継 ぐ。

第 4章 会   議

第16条 本連盟の会議は次の通 りとする。

1 評議員会 2 理事会 3 専門委員長会 4 専門委員会 5 その他の会議

第17条 評議員会は本連盟の最高議決機関であ り、年 1回以上会長が招集 し、次のことを行 う。

1 事業計画及び事業報告の審議・ 決定

2 予算及び決算の審議・ 承認・ 決定

3 役員の選出及び承認

4 会則の変更

5 その他目的の達成に必要な事項の審議・決定
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第18条 理事会は必要に応 じ会長が招集し、本連盟の運営についての原案を作成 し、会務の執行にあ

たる。

第19条 専門委員長会は必要に応 じ会長が招集 し、大会開催に関する連絡・整理を行 う。

第20条 専門委員会は必要に応 じ会長が招集 し、本連盟の大会の計画、運営に関する事項を扱 う。

第21条 会議はその構成員の 2分の 1以上の出席で成立する。ただし、文書を以って出席に代えるこ

とができる。

議決は出席者の過半数で決 し、可否同数のときは議長がこれを決する。

第 5章 会   計

第22条 本連盟の経費は、次のものを以ってこれにあてる。

1 分担金 2 大会参加料 3 補助金 4 その他

第23条 本連盟の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり、3月 31日 に終わる。

第24条 本連盟の監査は年 1回 とする。

第 6章 附   則

第25条 本規約の内規及び細則は別に定める。

第26条 本連盟には下記の書類を備える。

1 加盟校名簿 2 備品台帳 3 役員名簿 4 事業記録 5 会計簿

6 会議録 7 その他事業実施上必要な書類

第27条 本規約は昭和24年 5月 1日 により施行する。

昭和52年 2月 10日 改正   昭和56年 4月 17日 改正

平成 2年 4月 14日 改正   平成 6年 12月 13日 改正

北信高等学校体育連盟内規

I 総則関係内規

1 本連盟を次の地区に分ける。

須高地区   下高井郡 飯山市 中野市 須坂市

長水地区   上水内郡 旧長野市内

更埴地区   その他長野市内 更埴市 埴科郡

2 事務局担当校は更埴・須高・ 長水の順で輪番制とし任期は 2期 4年 とする。

3 事務局には北信高体連負担の臨時職員をおくことができる。

4 高等学校および生徒、職員の参加資格に関することは県高校体育連盟の基準による。

Ⅱ 事業関係内規

1 大会の開催は「北信高等学校体育連盟大会開催基準要項」による。

2 調査・ 研究は調査研究委員会を設置して推進 していく。

3 表彰委員会を設け「北信高等学校体育連盟表彰規定」により該当者を表彰する。

4 審査会を設け「北信高等学校体育連盟傷病等見舞金規定」「運営規定」に従って、不測の事態

に対処する。

Ⅲ 役員関係内規

1 会 長   会長は本連盟を代表 し、県連盟の副会長を兼ねる。

2 副会長   副会長の内 3名 は県連盟の評議員を兼ね、 1名 は県連盟の監事を兼ねる。

3 理事長   理事長は事務局より選出し、県連盟常任理事を兼ねる。

4 理 事   理事の内 3名は県連盟理事、 2名は県連盟評議員を兼ねる。
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5 専門委員長 専門委員長は、県の専門委員を兼ねる。

6 専門委員  本連盟には下記の専門部と専門委員をおく。

A 陸上競技(9)体操競技・ 新体操 (男 女各 4)水 泳(6)ス キーに)ス ケー ト(2)

B バスケットボール(6)バ レーボール(6)ソ フトボール(5)サ ッカー(5)ハ ンドボール(3)

ラグビー(4)

C 柔道(6)剣道0)弓道(5)空手道(3)登山(4)相撲(1)ア ーチェリー(2)

D ソフトテニス(6)テ ニス(5)バ ドミントン(6)卓球(5)定通(4)

Ⅳ 会議関係内規

1 会議の構成と選出は次のようにする。

①理事会  理事長、地区代表 6名 専門部代表 4名 および必要に応じて委員会代表を加えて構成

する。代表は次のように選出する。

(地 区)長野市内1名 と長水地区 1名 、更埴地区 1名 、須坂地区 1名

飯山・ 中野地区 1名、私立学校 1名

(専門部)内規Ⅲ-6の A、 B、 C、 Dグループより各 1名

(委員会)調査研究、傷病等見舞金審査、表彰

②傷病等見舞金審査会 長野市内と長水地区 2名 、更埴地区 1名 、須坂地区 1名 、

飯山・ 中野地区 1名、事務局 1名 、以上 6名 と理事長で構成。

③調査研究委員会 長野市内 2名 と長水地区 1名 、更埴地区に 1名 、須坂地区 1名

飯山・ 中野地区 1名 、事務局 1名 、以上 7名 と理事長で構成。

④表彰委員会   長野市内と長水地区 2名 、更埴地区 1名 須坂地区 1名、飯山・ 中野地区1名、

以上 5名 と会長、副会長、理事長で構成。

2 その他の会議  全体会については毎年 1回全校職員対象に開催することができる。
V 会計関係内規

1 分担金   5月 1日 現在の生徒数 1人500円 とし、5月 31日 までに納入する。
2 大会参加料 1人400円 とする。

3旅 費

①役員、審判の旅費は、加盟校職員においては勤務校より出張先市町村までの実費とし、生徒引

率の場合は至急しない。

高校職員以外においては自宅より出張先市町村までの実費とする。但し、同一市町村の場合は

支給しない。

②役員・審判の日当は教職員1,000円、協会審判員2,000円 とする。

③補助員の日当は700円 とする。

④大会等が都合で未実施の場合は交通費のみとし、日当は支給しない。

4 会場費

①高校施設は 1種 目2,000円 とする。但し、水泳大会は10,000円 とする。

②高校施設以外の施設は実費とする。

③会議、講習会のときの燃料代、茶等は実費とする。

5 講習会

①講師が加盟校職員の場合は旅費のみで、 1日 2,000円 とする。

②講師が上記以外の場合は事務局と相談して、旅費・ 日当を決める。

③講習会に必要な昼食代・茶菓子代は事務局と相談して決める。

6 旅費流用

50,000円 までは会長の専決とし、それ以上は会長・ 副会長・監事・理事の会議で決める。

平成 8年 2月 20日 改正                            以上
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第 2節 東信高等学校体育連盟

:|■■||■■  || ・ | ■‐ ‐

1 沿革

(1)事務局校の変遷

以上のように事務局の変遷を見てみると昭和

33年 より19年間にわたつて上田千曲高校にあ

り、紆余曲折の中、昭和52年から小諸商業に事

務局が移 り、油井孝一郎先生が理事長に就任 し

た。以後事務局をA地区校 (佐 久地区 )、 B地

区校 (上小地区)に分け、二期 4年間のシステ

ムが各校評議員を中心に話 し合いがもたれ、現

在ではスムーズに事務局の移動が行なわれてい

る。

なお昭和61年 9月 26日 (金 )に東信体育大

会、第100回を記念 して、東信高体連40周年記

IIイ

念式典が小林靖理事長 (小諸)の時に行なわれ

た。19校から運動部生徒代表120名 が参加 し、

今まで高体連に深 くかかわった諸先輩や、市町

村代表、さらに各競技団体でお世話になった協

会の方々等の参加を得て、盛大なセレモニーが

行なわれた。

以後10年間、生徒数の減少、運動 クラブ離れ

等、高体連の歩みもさまざまな変化があった

が、各校先生方の力により、他地区高体連に劣

らぬよう努力がなされ、平成 8年 12月 21日 (土 )、

東信高体連50周年記念式典を浅沼富夫理事長

(小諸商業)の もとで行ない、今 日に至ってい

る。

(2)専門部の発足

昭和23年  7専門部発足 (陸上競技・ バス

ケットボール ●軟式庭球・ バレー

ボール・ 卓球・ スケー ト)

昭和24年  1専門部発足 (研究調査 )

昭和26年  3専門部発足 (ハ ンドボール ●柔

道・ 水泳 )

昭和27年  2専門部発足 (体操男子・ 体操女

子 )

昭和36年  4専門部発足 (サ ッカー・ バ ドミ

ントン 0剣道・ 弓道 )

昭和37年  1専門部発足 (ス キー)

昭和45年  1専門部発足 (レ スリング)

昭和47年  2専門部発足 (登山・ 定通 )

昭和49年  1専門部発足 (フ ェンシング)～

昭和54年 まで

昭和50年  1専門部発足 (テ ニス)

昭和61年  1専門部発足 (空手道 )

(3)研究協議会 講演会

年   度 事務局校 会  長 理 事 長 事務局長

昭和22年

23

24

25

26-28

29-32

33

34

35・ 36

37-45

46

47-50

51

52-55

56

57・ 58

59-61

62・ 63

平成元・

3

8～ 9

10-

上 田 中 学

上 田 松 尾

上田染谷丘

上 田 松 尾

上 田 千 曲

小 諸 商 業

丸 子 実 業

岩 村 田

小 諸 商 業

諸

北島修一郎

丸山 諒男

中沢睦次費「

高野 豊文

川口機三郎

大草 英雄

勝
頗
事
難
躾
鮮
清
鵬
静
素
進
榔
正
直

馴
林
醐
帥
朗
琳
酎
林
測
婿
婿
椰
酔
加

官坂仁悟(上 田中)

半田 実(染谷丘)

内堀純―(小諸実)

官坂仁悟(上田松尾)

九山登一郎(上田千曲)

油井孝一郎(小 商 )

小林 靖(4ヽ 諸)

赤羽福次郎(丸子実)

柏木喜雄(岩村田)

浅沼富夫(小 商 )

児玉房雄(小 商)

宮本迪彦

清水皐一

田中寿男

浅井英登

小官山守

小宮山泰典

臼田一海

児玉房雄

井出英孝

実 施 日 場 所 講 師 名

H元 1216 小諸市浅間農協会館
黒沢 正憲 氏
県公認スポーツドクター

H2 12 15 Jヽ諸市浅間農協会館
阿部 隆 氏
県調査研究専門委員長

H4 1128 Jヽ諸グランドキ ャッス
ルホテル

小林 靖 氏
日本アマチュアレス リ
ング協会理事

H6 12 17 小諸 グラン ドキ ャ ッス
ルホテル

黒沢 正憲 氏
県公認スポーツドクター

H81221 小諸 グラン ドキ ャ ッス
ルホテル

50周年記念式典
小関 英雄 氏
大商学園高校BB総監督
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2 東信大会の変化

(1)種 目

平成 9年度 (現行 )

陸相・ 柔道・ 剣道・ ソフ トテニス 0

テニス・ バスケットボール 0

バ レーボール ●ハン ドボール・

ソフ トボール ●卓球・ バ ドミン トン ●

体操・ 弓道・ 水泳・ サ ッカー・ 登山・

スケー ト・ スキー・ レス リング・

空手道・ 定通

昭和55年度 フェンシング専門部廃止

昭和57年度 硬式テニス専門部がテニス専門部

に名称変更

平成 5年度 軟式テニス専門部が ソフ トテニス

専門部の名称変更

(2)事業費

参加選手数の増加による試合数の増加、社会
体育施設の借用の必要性、上級審判の派遣等の

理由・ 事情により、事業費決算額は年々増加の

傾向にある。近年はそれに加え、生徒数の減少
に伴う参加選手の減少の傾向から、参加料の値
上げが予想される。
3 全国大会での活躍

東信地区の全国大会出場者の中でも特筆する
は、平成 7年度東信高体連表彰において、特別
栄光賞を受賞 した以下の選手である。

佐久長聖高校男子スピー ドスヶ― 卜部

3年連続全国高校総体優勝

軽井沢高校アイスホッケー部

3年連続全国大会入賞

佐藤武留 (東部)ノ ルディック

3年連続全国大会入賞

市村 雅 (野沢北)ス ピー ドスケー ト

3年連続全国大会入賞

中島昇秀 (佐久長聖)ス ピー ドスケー ト

3年連続全国大会入賞

佐久長聖高校女子バスケットボール部
3年連続全国大会出場

上田西高校 レスリング部

3年連続全国大会出場

上田高校定時制女子バスケットボール部

3年連続全国大会出場

最近10年 のインターハイ優勝は、下記のとお

りである。ほとんどが冬季種目に偏 り、また個

人種 目である。その中でレスリングは東信のお

家芸 とも呼べる種 目であ り、今後を期待 した

ヽヽ。

4 「東信体育」

昭和23年、東信高体連発足以来、調査研究専

門部によって編集・ 発刊され続けている「東信

体育」は、第50号を数える。東信大会の記録の

まとめを中心に、東信高体連の歴史と御活躍な
された先生方、選手諸君の努力のあとが詳細に

刻まれている。
50周 年を記念 して、竹内康雄先生保管の貴重

な資料を拝借 し、 1号から50号 までを完全復刻
し、ファイルに閉 じ東信19校全てに寄贈した。
この歴史ある「東信体育」は各方面から多大

な称賛を受け、編集に当たる専門部も大きな責

任を感 じながら任務遂行 している。今後も60

号、70号そして100号 までも発刊され続けるこ

とであろう。

5 技術講習会

平成元年度より、ABCラ ンクに分け選手強

化、指導者の資質向上のため技術講習会が実施

されている。Aは全国範囲、Bは県内、Cは東

信地区から講師を招き、競技力の向上・指導方

法の研究・ ルールの徹底等を目的として、各専

門部平等に計画されている。

全国レベルの講師については下記のとお りで

ある。

陸 上 競 技 H6・ 7・ 17

内藤重人氏 日体大陸上部 コーチ

ソフトテニス H5e ll。 14

木口利充氏 ヨネックス株式会社
テ  ニ  ス H4012・ 12

平沢 潤氏 ヨネックス株式会社
バレーボール H70808

平成 5年漢 ス ピー ドスケー ト

総合

1000nn

1000m

左久 高 校(男 子

上屋和花子(野沢北

軒川 洋平(佐 久

平成 6年農

ス ピー ドスケー ト

スキー

レス リング

総合

500rn

1000m
複合

58k g級

高校(男 子

裕介(佐 久

裕介(佐 久

武留(東 部

良二(上田西

久

井

井

藤

花

牛」
Ａ
フ
〈
フ
”昨
一
」
ロ

平成 7年腱 ス ピー ドスケー ト 総合 匿久長聖高校(男子

平成 8年度

ス ピー ドスケー ト

レス リング

500m
1000m

46k g級
50k g級

井出 真博(野沢北
井出良直(佐久長聖
吉澤克洋(北佐久農
葛橋 利典(上田西

子成 9年度
スピー ドスケー ト

陸上

1000m
1500m

野本  繁(4ヽ 海
左藤清治(佐久長聖

事業費決算額 料
”

加
と

参
ぃ

金
り

担
と

分
ぃ 備 考

S53 1939170円 250F] 100Fヨ
S57参加料値上げ
S57分担金値上げ

S61 3785739F5 300円 200円

H2 4407421Fヨ 300Fl 300Fヨ
H2分担金値上げ
H4参加料値上げ

H9 5150047円 400円 500円 H8分担金値上げ
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前田 健氏 カナダナショナルチーム監督

卓    球 H909・ 21

内山鉄山氏 日本卓球株式会社
バ ドミントン H4・ 209
佐藤輝行氏 ブリジス トンスポーツ

体    操 H2012・ 9

広瀬千恵子氏 日本女子体育大学コーチ

弓    道 H元・ 1104
斉藤節明氏 全国高体連弓道専門部会長

サ ッ カ ー H5・ 806
長沢 隆氏 日本サッカー協会C級 コーチ

登    山 H409026
洞井孝雄氏 愛知県山岳連盟理事長

レス リン グ H302・ 23

長島偉之氏 足利工業高校教諭

ス  キ  ー H50104～
竹村幸則氏 全日本スキー連盟

ブモンス トレーター

6 スキー指導者講習会

記録によると、昭和40年以来開催されている

スキー指導者講習会は、毎年 1月 上旬 3日 間の

日程で、菅平高原スキー場において学校関係者

を対象に行っている。各学校の指導者不足の解

消と、技術の向上を目的としている。また、ス

ノーボー ドの普及によリスキー教室の形態が様

変わ りする予想のもと、いちはや くスノーボー

ドの技術講習会も取 り入れ、生徒のニーズにも

応える準備を始めている。

7 50周年記念事業

平成 7年、上田染谷丘高校事務局当時、鮎沢

理事長を中心に50周 年記念事業の基本構想が検

討され、平成 8年、小諸商業高校に事務局移転

後は浅沼理事長のもと、具体的企画、実行委員

会の組織作 りがなされ、他地区に先駆けて記念

式典が行われた。式典には佐久・ 小諸・ 上田市

市長をはじめ、各地区校体連会長歴代理事長を

お招きし、東信校体連の礎を築かれた先輩方 と

ともに懇親を深めた。

(1)組織 (実行委員会 )

田中  正 会  長  (小諸商業高校校長 )

中村 武人 副 会 長  (東 部 高 校 校 長 )

渡辺 史郎 副 会 長  (小 諸 高 校 校 長 )

浅沼 富夫 理 事 長  (小 諸 商 業 高 校 )

原  雅幸 副理事長  (上 田 千 曲 高 校 )

田中 寿男 委 員 長  (野 沢 南 高 校 )

酒井 分長 代表理事  (上  田 高 校 )

細田 紀一 代表理事  (小  諸  高 校 )

阿部  隆 調査研究  (野 沢 Jヒ 高 校 )

山下 晃広 調査研究  (上 田 東 高 校 )

掘内 雅司 調査研究  (臼  田 高 校 )

児玉 房雄 事務局長  (小 諸 商 業 高 校 )

(2)事業

① 座談会

期 日 平成 8年 7月 8日 (月 )

会 場 小諸商業高校高体連事務局

出席者 小林 靖氏 赤羽福次郎氏

柏木喜雄氏

鮎沢 亨氏 (旧理事長 )

司 会 浅沼 富夫

記 録 原  知恵 記念誌部

内 容 発足 100回大会

事務局校 AB地 区

技術講習会 今後の課題

②記念式典

期 日 平成 8年 12月 12日 (土 )

会  場  小諸グランドキャッスルホテル

式次第 開会の言葉 黙祷 会長挨拶

理事長挨拶 経過報告

感謝状贈呈 来賓祝辞

祝電披露 閉会の言葉

③ 講演会

期 日 平成 8年 12月 12日 (土 )

会 場 Jヽ諸グランドキャッスルホテル

講 師 大商学園高校
バスケットボール部監督

山岡 秀雄氏

演 題  「チームづくり」

④記念誌

書 名  「五十周年記念誌」

書 式 B5版  横書き

163ペ ージ 750部

内 容 グラビア 発刊に寄せて

思い出の記 専門部のあゆみ

東信加盟校19校 の歴史と運動

部のあゆみ

東信地区出身者の活躍のあと

(部門別担当者 )

式典・渉外部

浅沼 富夫  原  雅幸

児玉 房雄  田中 寿男

飯島 秀明  小林 史夫

小林 俊一

記念誌部

阿部  隆  山下 晃広

掘内 雅雄  田中 寿男

児玉 房夫

予算・ 経費部

酒井 分長  細田 紀一

児玉 房雄  田中 寿男

原  直巳  小林 哲夫

岩下 道範
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東信高等学校体育連盟規約

昭和24年 4月 1日 施行

昭和31年 4月 1日 改正

昭和47年 4月 1日 改正

昭和49年 2月 18日 改正

昭和52年 4月  日改正

昭和58年 4月 19日 改正

昭和61年 12月 9日 改正

第 1章 総   則

第 1条 本連盟は東信高等学校体育連盟と称 し事務局を会長指定の学校に置く。

第 2条 本連盟は東信地区内の高等学校単位の参加によって組織 し、長野県高等学校体育連盟に連け

いする。

第 3条 本連盟を次の地区に分ける。

A地区

B地区

第 4条 本連盟は東信地区高等学校の保建体育の振興をはかると共に生徒の体育の正 しい指導をなす

を目的とする。

第 5条 本連盟は前状の目的を達成するため、研究会、競技会、講習会の事業を行う。

第 2章 機   関

第 6条 本連盟に下の機関を置 く。

(1)評議員会 (2)理事会

第 7条 評議員会は本連盟の最高議決機関であ り、年二回定期に会長が召集する。過半数の出席を以

て成立 し、予選決議、役員選出、事業大綱等重要事項を議決する。理事会又は評議員の%以
上の要求があった場合会長は評議員会を開かねばならない。

第 8条 理事会は会長が召集 し、事業遂行上の計画及び会務ならびに県連盟との連けいその他緊急事

項等を処理する。

第 3章 役 職 員

第 9条 本連盟に下に役職員を置 く。

(1)会長 1名 (2)冨1会長 2名
(3)理事 11名 (内理事長 1名 、福理事長 1名 、低次制 1名 )

(4)評議員 若干名 (内定時制 1名 )(5)幹 事 若干名 (6)監事 2名
第10条 会長、副会長、理事、監事は評議員会に於て選任 し、理事長及び福理事長は理事の互選とし、

幹事は会長の委嘱による。

第11条 会長は本連盟を代表 し会務を掌理する。

副会長は会長を補佐 し会長に事故ある場合はその職を代行する。

理事長は会無を処理する。福理事長は理事長を補佐する。

幹事は庶務及び会計の事務を行う。

監事は会計の監査にあたる。

第12条 評議員は各校 2名 とし、内 1名 は校長とする。

(定時制は東信地区より1名 を選出する)
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第13条 各役職員の任期は二年とし重任を妨げない。但 し補欠役職員の任期は前任者の残任機関とす

る。

第 4章 会   計

第14条 本連盟の経費は加盟校の拠出金を以て充てる。

第15条 本連盟の会計年度は 4月 1日 より始まり翌年 3月 31日 に終る。年度中 1回以上会計監査を行

わなければならない。

第 5章 付   則

第16条 本連盟の役員は県連盟と連けいするための下の如 く県連盟の役員を兼ねるものとする.

(1)本連盟の会長は県練磨英の会長又は副会長。

(2)本連盟の副会長は県連盟の評議員。

(3)本連盟の理事長は県連盟の理事。

(4)本連盟の理事のうち 3名 は県連盟の評議員。

(5)本連盟の理事のうち 2名 は県連盟の理事。

(6)本連盟の監事のうち 1名 は県連盟の監事。

第17条 本連盟の目的達成のため専門部を置き事業の遂行に当らせることができる。専門部は専門委

員 3名 (内専門委員長 1名 )を選出し、その委嘱は理事会の議を経て会長が行 う。

第18条 本連盟は表彰規定を定め表彰する。

第19条 本連盟の事務所には下の書類にそなえ置 くものとする。

(1)本連盟規約 (2)会議録 (3)役職員名簿 (4)各校会員数調査簿 (5)備品台帳

(6)会計簿 (7)事業記録

東信高等学校体育連盟申し合せ事項

1.総則第 3条のA地区、B地区高等学校は次の通 りとする。

A地区

小海、日田、野沢北、野沢南、岩村田、北佐久農業、軽井沢、小諸、小諸商業、佐久

B地区

望月、蓼科、東部、上田千曲、上田、上田染谷丘、上田東、丸子実業、上田西

2.理事の選出について

イ 5名の選挙管理委員を選出する。

(A地区、B地区評議員から2名ずつ、事務局 1名 )

口 選出人員

11名 (A地区 5名、B地区 5名、定通 1名 )

ハ 選出方法

5名連記 (地区別に投票を行 う)

同一校 2名は避ける。

二 補欠について

a 投票結果を明確にし、1贋位をつけておき、繰上げについては、A地区、B地区で考慮する。

b 異動等により理事の増減が生じた場合は、A地区、B地区とも5名 となるように調整する。

3.事務局について

イ 事務局はA地区、B地区交互の持ち回 りを原則とする。

口 事務局の任期は 4年を原則とする。

以上
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第 3節 中信高等学校体育連盟

昭和22年に中信新制高等学校体育連盟 (仮

称)が発足 し、昭和24年には中信高等学校体育

連盟と改称され現在に至っている。平成 8年に

は中信高体連50周 年を迎え、50周年記念講演会

や生徒スキー講習会50周年記念祝賀会等が盛大

に行われる。ここに中信高体連の特徴的なこと

をまとめてみた。

1.特徴的な事業

(1)中信高体連生徒スキー講習会

(2)中信高体連研究調査事業

(3)一般者大会

に)職員球技大会

(5)中信高体連結果報告集

(1)中信高体連生徒スキー講習会

昭和22年 、細野咲花スキー場 (現八方尾根ス

キー場)で始まったこの講習会も平成 8年度に

は50回を数え、平成 9年 1月 6日 に中信高体連

生徒スキー講習会50年記念祝賀会が飯森スキー

場にて関係各位の多数の出席者を得ながら盛大

に挙行される。以下ここにスキー講習会50年の

歩みをまとめてみる。

第 1回 昭和22年度 細野咲花スキー場

(現八方尾根スキー場 )

受 講 料 24円

宿 泊 料 3泊 4日 300円米1.5升 、

味p曽 loo匁、野菜若干持参。

参加人数・ 指導者も含めて約150名 、

細野民家へ分宿。

北安曇郡北城村細野に疎開中のス

キー研究家・故福岡孝行氏 (法制大

学教授)にスキー専門委員長・ 丸山

彰氏が意見を請い、また、当地方

スキー開発者小谷温泉山田 寛氏、

地元丸山武四氏、大谷定雄氏他に相

談 しながら講習会の原案を作成実

施。

第11回 昭和32年度まで細野咲花スキー場に

て実施 (11年間)

第12回 昭和33年度 細野咲花スキー場、東

急ケーブル設置等によリー般者多く

運営難 しく 美麻村新行の有識者小

林八重郎氏と相談。大町スキー場へ

会場を移す。

受 講 料 100円

宿 泊 料 3泊 4日 750円 、

米 (男 1.8升 、女1.5升)持参。

参加人数 456名 。

第 1回指導者スキー講習会生徒講習

会と分離開催。

第26回 昭和47年度 業務多忙のためスキー

専門部を競技スキー専門部 と普及ス

キー専門部に分離、普及スキー専門

委員長有賀龍之。

第30回 昭和51年度 30年記念式典・ 和田公

八氏宅にて祝賀会

夜・ キャンドル行進、ファイヤース

トーム実施。

第31回 昭和52年度まで大町スキー場にて実

施 (20年間 )

第32回 昭和53年度 大町スキー場雪不足の

ため飯森の組合長田中安秋氏他と相

談、飯森スキー場へ会場を移す。

受 講 料 300円

宿 泊 料 3泊 4日 5300円

参加人数 2,089名

第38回 昭和59年度会場 0五竜とおみスキー

場いいもリゲレンデと改名

IIθ



参加人数 2,389名

豚  汁 380円 (2回分 )

第40回 昭和61年度 40年記念式典・ 打上げ

花火、餅つき。

第41回 昭和62年度 第30回指導者スキー講

習会

第43回 平成元年度

参加人数 3,834名

第44回 平成 2年度

普及スキー専門委員長 手塚 翼。

第48回 平成 6年度 五竜とおみスキー場 と

白馬47ス キー場共通券に。

第49回 平成 7年度

参加人数 2,331名

受 講 料 700円

宿 泊 料 3泊 4日 14,000円

豚  汁 450円 (2回 )

第50回 平成 8年度・ 記念ポスターの配布

(加盟各校 2枚 )、 記念バ ッヂ配布

(第50回講習会に参加 した生徒、職

員に配布 )

平成 9年 1月 5～ 7日  第39回指導

者スキー講習会

1月 6日・ 中信高体連生徒スキー講

習会50年記念祝賀会

会  場・ いいもリレス トハウス

生徒スキー講習会

前  期  1月 27日 ～30日

後  期  2月 3日 ～ 6日 実施。

参加人数 1,765名 職員 189名

(2)中 信高体連研究調査事業

研究調査専門部主催で毎年 9月 に行われてお

り昭和62年度以前は公開授業がおもな事業で

あったが最近は実技講習会や講演会を行ってい

る。以下ここに昭和62年度以降の事業をまとめ

てみた。(右表 )

(3)一 般者大会

分担金を一般生徒に還元する意味で高体連発

足当時より行っている行事で、10月 の中旬、 3

地区 (木曽、松塩筑、南北安曇)で運動部に所

属 していない生徒を対象に、バレーボール、バ

スケットボール、サッカー、テニス、卓球等を

ゴ2θ

行っているが、年々参加人員の減少にともない

各地区、時期、種日、参加資格等、独 自に考慮

しながら実施している。以下ここに昭和62年度

以降の事業をまとめてみた。(次ページ)

に)職員球技大会

中信高体連発足以来、毎年 5月 連体第 1日 目

に学校対抗の軟式野球大会が松本市内 4校 (松

商学園、松本工業、美須々ケ丘、県ケ丘)の グ

ランドで行われる。当日抽選でAOBブ ロック

に分かれて優勝を争 う。最近は参加校も減少の

年 度 日 内   容 講   師 場  所 参加人数

S62
9/18

公開授業 (柔道、器

械)・ 施設見学

ｐ́ 塚 国彦氏

(2年柔道)

貴史氏

(1年器械)

島崎
明科 昌 校

63

9/22
講演

「スポーツ医学」

枚田  豊氏

(元国立療養所

城山病院院長)

床 志 員 rx

Hl
9/14

ヨガ見学・施設見学
エアロピクス講習

´ヽ ル ス ノ`

塩 尻

２

／

隆スポーツ

(ユ ニホ ック・ イ

ンデ ィアカ ●パウ

ン ドテニス)

茅野・ 西村・ 関田氏

体育センター専

門主事

体育

センター

3

9/26

隆スポーツ

(タ ーゲットパー

ドゴルフ・ ベタン

ク)

茅野・西村・ 関田氏

体育センター専

門主事

体育

センター

4

9/22
E^#--)

(?v,lJ/v2)

茅野・ 西村 。関田氏

体育センター専

門主事

体育

センター

５

／

簡単な器具を利用し

た部活動に必要なト

レーニング方法

山本 敬也

青木 裕子氏

フィットネス・

アポロ。ジャパ
田 川 高 校

６

／

スポーツ選手におけ

る効果的な トレーニ

ング法とミールトレー

ニング

(ス ポーツと栄養)

山本 敬也

毎老久美子氏

フィットネス・

アボロ。ジャパ

県ケ丘高

校

７

／

スポーツ障害の防止

と予防のためのトレー

ニング法 (PNF)
とメンタル トレーニ

ング

山 本 敬也

明教氏

フィットネス・

アポロ 。ジャパ

九 尾
県ケ丘漬

校

8

12/21

50周年記念講演

「生涯スポーツと

健康」

教授 千葉 茂俊氏

信州大学医学部

薬理学

県ケ丘高

校

9

9/19

講演

メンタル トレーニ

ング

講師 ハラル ドーボ

ルスター氏

ライプチ ヒ総合

大学

践ケ崎高

庚



安 曇 地 区 木 曽 地 区 松・ 塩・ 筑地区

S62

(10月 18日 )

パレーボール ●サ ッ

カー・ パスケットボー

ル・ 卓球

(10月 18日 )

パレーボール・ ソフ

トボール

バスケットボール・

卓球

未実施

S63

(10月 16日 )

ハレーボール・ サ

カー・ パスヶットボ

ル・ 卓球

未実施

Hl

(10月 15日 )

パレーボール・ サ ッ

カー・ パスケットボー

ル・ 卓球・ 軟式庭球

(10月 15日 )

バ レーボール ●パ ド

ミン トン

パスケットボール・

サ ッカー

未実施

H2

(10月 14日 )

パレーボール・ サ ッ

カー・ パスケットボー

ル・ 卓球 。軟式庭球

(10月 14日 )

パレーボール・ パ ド

ミントン

バスケットボール・

サ ッカー

未実施

H3

(10月 13日 )

ハレーボール ●サ ッ

カー・ バスヶットボー

ル・ テニス・ 軟式庭

球

(10月 13日 )

ハレーボール・ パ

ミントン

パスケットボール

サ ッカー

(10月 13日 )

′ヽレーボール・ ァニ

ス・ パスケ ッ トボー

ル ●バ ドミントン

H4

(10月 11日 )

パレーボール・ サ ッ

カー・ バスケットボー

ル・ 卓球・ ソフ トテ

(3月 30日 )

パ レーボール・ ソフ

トテニス

パスケットボール

卓球・ 柔道 。剣道

(10月 4日 )

ハレーボール

バスケットボール

H5

(10月 H日 )

ハレーボール・ ァニ

ス・ パスケ ッ トボー

(9月 1日 )

バ レーボール ●ソフ

トテニス

バスケットボール ●

サ ッカー

(10E 4 E)
liv-,:,-tv

tzh-

H6

(9月 25日 )

パレーボール・ サ ッ

カー・ バスヶットボー

ル・ テニス・ 卓球 。

ソフ トテニス

(8月 28日 )

バ レーボール・ ソフ

トテニス

バスケットポール・

サ ッカー

未実施

H7

(9月 24日 )

バレーボール・ サ ッ

カー・ パスヶットボー

(9月 3日 )

バレーボール・ パ ド

ミントン

柔道・ 剣道・ 弓道

(10月 8日 )

卓球

H8

(9月 15日 )

パレーボール・ サ ッ

カー・ パスヶットボー

(9月 1日 )

バレーボール ●パ ド

ミン トン

バスケットボール・

卓球

未実施

H9

(10月 12日 )

パレーボール・ サ ッ

カー・ パスヶットボー

ル・ テニス・ パ ドミ

ントン ●卓球

(9月 3日 )

パ レーボール・ パ ド

ミントン

バスケットボール ●

卓球

(10月 12日 )

ハ レーボール・ サ ッ

カー

バスケットボール

一般者大会

(S62～H9ま での各地区の実施時期・種目等について)

傾向がみられ、会場も3校にな り、種目も平成

9年度よリソフトボールにかわ り女子職員の参

加もみられ新たな一歩を踏み出した。

(5)中 信高体連結果報告集

昭和62年度から発刊され平成 9年度には第 11

集が出される。結果報告集にはその年の役員

表、大会実施報告、決算書、中信総合、新人大

会結果一覧表、各種目大会結果、職員球技大会

一般者大会、普及スキー専門部事業、研究調

査部事業、全国高等学校総合体育大会出場者成

績一覧などが掲載されている。

2 全国大会上位入賞者

昭和62年から平成 9年までの全国大会上位入

賞者を種目別にまとめてみた。スキー関係がや

は り多いのが日立っている。

(陸上競技 )

H4 -志   学

6 帯刀 秀幸

(柔  道 )

H7 団 体 男 子

H8 団 体 男 子

百瀬  渡

(テ ニ ス)

H7 団 体 男 子

(登  山)

S62 女   子

(自 転 車 )

Hl 塩原 正長

8 百瀬  匡

9原  篤

(空  手 )

S62 三村 由紀

63 三村 由紀

H5 杉山 裕美

H9 西沢智代美

(蟻 ケ 崎 )

(水  泳 )

H9 早田 和重 (田  川)100m
バタフライ 2位

(定時制・通信制 )

H3 バレーボール (男 子)(松 本 工)3位
H7 陸上競技 佐原  誠 (筑 摩 定 )

1500rn 0 5000rn  4仏 L

(ス ケ ー ト)

H2 学校対抗 (女子)松本深志   5位
清水 美映 (松本深志 )

1500m03000m l位

商 )(松

(池 田 工)800m 5位
(大  町)1500m 6位

(松本第一)    5位
(松本第一)  ベス ト8

(松本第一)中量級 3位

ベス ト8

6位

(松 本 工)1000m 2位
(松 本 工 )ス プ リン ト4位

(松 本 工)300m 7位

(松本深志)型個人 2位
(松本深志)型個人  1位
(大  町)型個人 2位
(松  商)型個人 6位
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H3

H4

清水 美映 (松本深志)1500m。

3000rn・

降旗 克子 (大 町 北)3000m・

学校対抗 (女子)松本深志

清水 美映 (松本深志 )

1500rn、  3000rn 0

降旗 克子 (大 町 北 )

1500rn、  3000rn・

5位

4位

5位

5位

1位

3位

学校対抗 (女子 )

S62 (白馬)5位

S63(白 馬)1位
Hl(白 馬)1位
H2 (白 馬)2位
H3 (白 馬)2位
H4 (白 馬)3位

馬)SL 6位
馬)SL 5位
馬)GSL 3位
馬)SL 6位
馬)GSL 3位
馬)SL 5位
馬)SL 3位

GSL 4位

馬)GSL 3位
馬)GSL 6位
馬)SL  2位
馬)SL 4位
馬)GSL 2位
馬)GSL 3位
馬)SL l位
馬)SL 4位
馬)GSL 6位
馬)SL  l位
馬)SL 3位
馬)SL 4位
馬)GSL

SL l位
馬)GSL 5位

SL l位

4 松田美登里 (白

宮田 苗帆 (白

7 嶺村 聖佳 (白

8 福島の り子 (白

9 福島の り子 (白

リレー (女子 )

H3 白  馬

クロスカントリー (男 子 )

S63 大田 敏朗 (白

H3 中村 洋隆 (白

4 中村 洋隆 (白

石塚  仁 (白

8 横川 澄広 (白

クロスカントリー (女子 )

Hl 中村 由紀 (白

2 中村 由紀 (白

3 中村 由紀 (白

コンハインド

H2 山田 和由 (白

3 中村 幸志 (白

4 中村 幸志 (白

5 中村 幸志 (白

田村 暢康 (白

8 横沢 慎介 (白

スペシャルジャンプ

H4 中村 幸志 (白

9 梅崎 慶大 (大

宮沢 岳二 (白

馬)GSL 2位
SL  6位

馬)SL  3位
馬)GSL 5位
馬)GSL 2位
馬)GSL 5位

4位

馬)15k m 3位

馬)15kmフ リー

6位

馬)15kmフ リー

5位

馬)15k mフ リー

5位

馬)15kmフ リー

5位

馬)5km 4位
馬)10k mフ リー

4位

馬)10k mフ リー

2位

馬)   2位
馬)   5位
馬)   4位
馬)   1位
馬)   5位
馬)   6位

馬)   5位
町)   3位
馬)   4位

(ス キー)

学校対抗 (男 子 )

S63(白 馬)4位

H4(白 馬)3位

5 (白 馬)5位
7(白 馬)2位

アルペン (男 子 )

S62太 田  勝 (白

S63 白河 和也 (白

Hl 太田 光洋 (白

H4 塩沢 典彦 (白

深沢  哲 (白

H5 木谷 逸郎 (白

H7 西村  斉 (白

アルペン (女子 )

S62 白河 三枝 (白

北林 万里 (白

丸山 有紀 (白

北林 万里 (白

63 田原  恵 (白

北林 万里 (白

丸山 有紀 (白

北林 万里 (白

Hl 丸山 有紀 (白

切久保深雪 (白

丸山 有紀 (白

田原  恵 (白

2 切久保深雪 (白

3 切久保深雪 (白
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中信高等学校体育連盟規約

57年 4月 20日 一部改正

63年 4月 11日 一部改正

平成 2年 4月 10日 一部改正

平成 5年 4月 9日 一部改正

平成 8年 4月 9日 一部改正

第 1章 総   則

第 1条 本連盟は中信高等学校体育連盟と称 し、その事務所を会長の所在する学校におく。

第 2条 本連盟は中信地区高等学校体育全般の刷新、振興を図ることを目的とし、これによって新 し

い日本文化の伸長を期する。

第 3条 本連盟は長野県高等学校体育連盟との関連においては、その連合体の一環として長野県体育

協会に加盟 し、県内各運動競技種 目団体と密接な連繁のもとに学校体育並びに社会体育一般

の進展に寄与する。

第 2章 組   織

第 4条 本連盟はその目的及び事業に賛同する中信 3市 4群の高等学校を以って組織する。

第 3章 事   業

第 5条 本連盟はその目的を達成するため次の事業を行なう。

1.学校体育についての調査研究      2.体 育関係諸団体との連絡調整

3.各校及び各校生徒会運動部活動の連絡  4.地 区体育大会の開催

5。 その他必要な事業

第 6条 本連盟に下記の役員をおく。

会長  1名 副会長 1名 評議員 各校 1名 理事長 1名 副理事長  1名
理事 8名 専門委員長 部門別各 1名 専門委員 部門別若干名

監査委員 2名 幹事 若干名

第 7条 会長副会長は評議員の決議によって決定する。

会長は本連盟を代表 して事業を総理する。

副会長は会長を補佐 し事故のあるときはその職務を代理する。

第 8条 理事長・ 副理事長は理十戒の決議によって決定する。理事長は会長の指示によって事業を執

行する。副理事長は理事長を補佐 し、理事長に事故あるときはその職務を代理する。

第 9条 評議員は各学校長これに当る。評議員は評議員会を組織 し本連盟の運営について審議する。

第10条 理事は松本市 2名 、北安 (大町市含む )、 南安 (明科町含む )、 東筑 (塩尻市含む )、 木曽各 1

名 全地区より2名計 8名 を総会の決議によって決定する。理事は事業を管理する。

第11条 専門委員長および専門委員は総会で推薦 し、理事会の決議によって決定する。専門委員は所

属する部門別に研究と運営に当る。

第12条 本連盟に下記の専門部をおく。

陸上、バスケットボール、バレーボール、テニス、ソフトテニス、卓球、サッカー、体操、

新体操、柔道、剣道、弓道、相撲、ソフトボール、バ ドミントン、水泳、ハンドボール、

普及スキー、競技スキー、スケー ト、ウエイ トリフティング、自転車、ラグビー、定通、

登山、研究調査、編集、空手道
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第13条 監査委員は評議員会で推薦されたものを会長が委嘱する。

監査委員は財務を監査する。

第14条 幹事は理事会で推薦されたものを会長が委嘱する。幹事は事務を処理する。

代15条 役員の任期は 2年 とする。但し再選を妨げない。補欠役員の任期は前任者残任期間とする。

役員は任期が満了しても後任者が就任するまではその職務を行なうものとする。

第16条 本連盟に事務員 1名 おく。

第 4章 会   議

第17条 会議は評議員会、理事会、専門委員会、総会とする。

第18条 評議員会は毎年 4月 会長が招集して本連盟の予算決算事業運営についての事項を審議する。

評議員会は必要に応 じて招集することができる。

第19条 理事会は会長が必要に応 じて招集 し、規約に定められた事項や評議員会より委任 された事項

を審議する。

第20条 専門委員会は会長の承認を得て委員長が招集 し、所管事項について審議執行する。

第21条 総会は評議員、各校職員をもって構成 し役員の選出、予算、決算、行事その他必要な事項を

審議決定する。

第22条 本規約の形成は総会により審議決定する。

第 5章 会   計

第23条 本連盟の経費は下記によって施行する。

1.分担金 2.参加料 3.補助金 4.寄 付金 5。 その他

第24条 前条の分担金は各校において全定生徒及び職員 1人あた り500円 とする。

代25条 分担金の算定の基準は各校において 5月 1日 現在の在籍数により、納期は 5月 31日 までに終

るものとする。

第26条 前条の参加料は、中信高等学校体育連盟主催大会の種ロエントリー人数分 (マ ネージャーを

含む)一人あた り500円 とする。

第27条 本連盟の会計年度は 4月 1日 に始まり翌年 3月 31日 までに終えるものとする。

第28条 理事長は毎年事業年度の終 りにおいて下記の書類をととのえ 4月 の評議員会の前にこれを監

査委員に提出して監査を受けるものとする。

1.事業報告 2.事業収支決算報告

第29条 監査委員は前条の書類を監査 し意見書を添えて理事長に送付するものとする。理事長は前条

の書類と監査委員の意見書を評議員会に提出してその承認を求めるものとする。

第30条 本連盟の事務所には下記の書類をそなえておく。

1.組織単位である学校及びその責任者の名簿

2.役員の名簿

3.会計簿

4.会議録

5.事業記録

6.その他規約ならびに事業実施上必要な関係書類

注 1.第 1章第 1条は58年 4月 1日 から施行する。

2.そ の他は57年 4月 20日 より施行する。

以上
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第 4節 南信高等学校体育連盟

昭和23年に初代事務局伊那北高校を皮切 りに

南信高体連が発足 し、平成10年、オリンピック

が開催された記念すべき年度に、発足50周 年記

念式典・ 講演会・ 祝賀会を行い、加えて記念会

報を発刊 した。

過去において、昭和55～ 56年の岡谷南高校事

務局時代に南信高体連33年史が発刊されてお

り、その後の17年間を記録した50周年記念誌 と

合わせた内容から、ここ10年間の足跡を振 り

返ってみた。

1 継続する「会報」発刊

昭和58年 12月 9日 、代議員会において今後南

信高体連の活動状況を正確に後年に伝えるため

に、2年ごとに会報を編集することが決定され

た (第 1号のみ56～58年の 3年度分 )。

以後、平成10年 3月 に会報第 8号が発刊され

るまで、 2年ごとに諏訪、上伊那、下伊那 と輪

番で担当した各事務局の努力によりまとめられ

てきたのである。

その内容は ①名簿 ②収入、支出決算 ③

事業報告 ④南信総体成績 ⑤南信新人大会成

績 ⑥南信総体参加生徒数 ⑦指導者講習会実

施報告である。

2「講習会」の充実

(1)各専門部主催の指導者講習会

専門部主催の指導者講習会が、指導者の確保

と資質向上のために技術、審判、指導法等につ

いて実施されるようになったのは昭和50年であ

る。この年は卓球、バスケットボールなど6つ

の専門部のおいて専門委員や協会関係者を講師

として行なった。以後、平成 9年度には、17に

及ぶ専門部が講習会を持つというように発展 し

てきているのである。

(2)20年の歴史を持つ「スキー 指導者講習会」

昭和53年度から始まったこの講習会は平成 9

年度で20回 となった。基礎スキーの指導を内容

として、安全で楽しいスキー教室の運営法や、

スキーの正 しい指導法についての講習が、会場

を車山高原スキー場を定着させて続けられた。

この間、スキー教室の実施校は着実に増え、

また、体育科以外の教員の積極的参加が大きな

特徴である。

3 「諸規約」の制定・ 整備

(1)大会開催基準要項

平成 5年 11月 25日 にこの要項は制定された。

主旨としては、南信高体連は全国・ 北信越・

県高体連の傘下としての団体であるため、南信

大会開催にあたってはそれらの団体の目的及び

参加資格等の基準が前提 となるか らとしてい

る。

内容としては ①大会の主催、主管及び役員

②開催種目 ③大会運営 ④大会経費 ⑤表

彰である。なお、この要項は平成 9年 4月 11
日に改正された。

(2)表彰規定

昭和63年 11月 24日 に制定される。連盟の向上

発展に尽力した者、全国総体等で優秀な成績を

収めた生徒、チーム、優秀選手、チームの指導

者を対象として表彰することとなる。

なお、この規定は「細則」と「申し合わせ」

をさらに加えている。

(3)傷病等見舞金規定

この規定は平成 3年 4月 1日 施行された。(平

成 4年 11月 26日 一部改訂)規定の運用には「審

査会運営規定」により委員長が召集 して決定す

る。
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4 大会および競技成績について 3)平成 8年 4月 の代議員会で準備委員会

全国での活躍をみると、スケー トの活躍がめ       を承認

ざましい。 2年以上連続 3位以内は、男子では     4)準 備委員会 (17名 )10/8 2/18
野明 (岡谷南)がH2～ 4にかけて、1500M・      5)平 成 9年 4月 の代議員会で実行員会を

5000Mの 両種 目で 2・ 3位、田中 (東海三)は       承認 (11/28(金)に決定 )

H3～ 5で 1500Mにいずれも3位 となった。       6)実 行委員会 (会長、副会長、監事、評

女子では、上原 (清陵)が63～ Hlに1000M       議員、専門委員長、事務局 )

が 1位、3000M3位、外ノ池 (東海三 )が H6       第 1回  4/11  第 2回  6/10
に1500M、 H81000Mにそれぞれ優勝。H8に 1       第 3回  9/4  第 4回 10/23

500Mに 2位 となった。                  第 5回 11/18(火 )全体会

学校対抗では、S63に諏訪二葉が 3位、H8   2.当 日

陸上でH6男 5000M競歩で唐沢 (伊那北 )が      2)次 第と分担 (敬称略 )

弓道でH3飯 田女子、漕艇ではH4男子舵付      進行 (常任理事 湯沢 )

に東海三が全国優勝している。

他種目の優勝者をあげてみる。

フォアで岡谷南がそれぞれ 1位となった。

5 節日となった「 50周 年記念事業」の実施

く内容の検討となった。

事業の 2つの中心は記念誌の発行と、式典・

講演会・ 祝賀会の実施とした。

(1)記念誌発行

昭和56年に33年史が発刊されているので、昭

る。

① 組織の変遷 (歴代役員 と事務局の推移 )

② 想い出・回想 (寄稿)

④ 50周年記念式典の記録

以上160ペ ージ

(2)記念式典・ 講演会・ 祝賀会

1.実行委員会の経過

発足からの経過

1)南信高体連発足 昭和23年 (1948年 )

初代事務局 伊那北高校

50周 年 平成 9年 (1997年 )

2)平成 7年度前事務局 (弥生ケ丘高校 )

で 9年度に開催決定

′2δ

(1)式 典

1)参加者名簿

① 開会の言葉 (理事長 南嶋)

② 黙祷 (15秒 )

(実行委員長 城田 )

⑤ 来賓祝辞

(県高体連会長 本山、歴代会

長・南信校長会長 松下 )

〈来賓紹介〉 (進行 湯沢 )

(南信高体連会長 博田)

被表彰者 5名 (別紙 )

(被表彰者代表の謝辞 翠尾 )

式 典 講習会 祝賀会

県 高 体 連
´
■ 4

歴 代 会 長 1 1

歴 代 理 事 長 10 10 10

講 師 1 1 1

被 表 彰 者
”
ｉ 4

南 信 学 校 長
（
υ

（
υ

（
υ

役 ［員
ｂ́ 6 6

一 般 会 員
ワ
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平成 9年度、南信高体連はついに発足50周 年       ③ 会長あいさつ

を迎えることとなった。これを記念すべ く事業 (南信高体連会長 博田)

をどうするか、50周年記念実行委員会はさっそ       ④ 実行委員長あいさつ

和57年以後の17年間の活動について記載するこ       ⑥ 祝電披露  (事務局 鹿野 )

ととした。その内容は、四つの章で構成 され      ⑦ 感謝状贈呈

専門委員や活躍した選手からの寄稿集       ③ 閉会の言葉 (常任理事 伊藤)

③ 専門部のあゆみ (17年間の活動状況)      (2)参加人数



(3)講演会 (14:00～16:00)        主な大会成績

1)次第と分担 (敬称略)           ソウルオリンピック出場

進行 (県評議員 松沢)          世界選手権出場 3回

① 講師紹介               アジア大会優勝 1回

(南信高体連副会長 丸山)      国民体育大会 8連勝

② 講演                 日本選手権優勝 3回

③ 謝辞 (南信高体連副会長 名取)     (4)祝賀会 (16:15～ 18:00)

2)講師と演題                 〈アトラクション〉飯田長姫高校吹奏楽部

・講師  酒井 浩文 氏           (東 海大会出場)16:15～16:30(15分間 )

下伊那農業高校卒業 国士館大学卒業     1)式 次第と分担 (敬称略)

陸上競技 (競歩)                進行 (祝賀会係 天野 )

ソウルオリンピック出場           ①開会の言葉

世界選手権出場 アジア大会出場         (南 信高体連副会長 植田)

・演題  「未知への挑戦」         ②会長あいさつ

*プ ロフィール*                     (南 信高体連会長 博田)

昭和40年 2月 10日  下伊那郡豊丘村生まれ         ③来賓祝辞

58年 3月   下伊那郡農業高校卒業          (南 信高体連歴代理事長 柴)

4月   飯田地区広域消防組合勤務       ④乾杯 (県高体連副会長 白沢)

平成 2年 4月    国士館大学入学               〈祝宴〉

6年 3月     ″   卒業           ⑤万歳三唱 (県高体連副会長 田中)

6年 4月    国士館大学 (助手)勤務       ⑥閉会の言葉 (進行)

9年 4月    酒井事務所設立
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南信高等学校体育連盟規約

第一章 総   則

(名称及び事務局 )

第 1条 本連盟は南信高等学校体育連盟と称 し事務局を理事長の在任校に置 く。

(組 織 )

第 2条 本連盟は南信地区における加盟高等学校をもって組織する。

第 3葉 本連盟を次の地区に分ける。

(諏訪地区 )諏 訪郡 岡谷市 諏訪市 茅野市

(上伊那地区)上 伊那郡 伊那市 駒ケ根市

(下伊那地区)下 伊那郡 飯田市

(目 的 )

第 4条 本連盟は南信地区高等学校の保健体育の振興をはかると共に高等学校相互の親善と融和を期

して健全なスポーツの発展に努力する。

(事 業 )

第 5条 本連盟は前条の目的を達するための研究会、競技会、その他必要事業を行なう。

第二章 役員及び機関

(役 員 )

第 6条 本連盟に次の役員を置 く。

1、 会長 1名 、副会長 3名 (内 1名 は定通部会を代表する者 )、 代議員若干名、理事長 1名 、

常任理事 3名 (理事長を含む )、 理事若干名、専門部委員長若干名、専門部委員若干名、

監事 2名

2、 会長は代議員会において選出する。会長は本連盟を代表 し会務を総括総理する。

3、 副会長は代議員会において選出する。副会長は会長を補佐し会長事故ある時はその職務

を代行する。

4、 代議員は加盟高等学校長と当該高等学校の職員中より1名 、計 2名 をもってこれにあて

る。

5、 理事長は常任理事の互選により選出し、代議員会の承認を得て会長が委嘱する。理事長

は常任理事会の決定するところにより会長の承認を得て会長が委嘱する。

6、 常任理事は各地区より推薦された者で代議員会の承認を得て会長が委嘱する。

7、 理事は各専門委員会より選出された委員長で、代議員会の承認を得て会長が委嘱する。

8、 幹事は会長が委嘱し庶務・ 会計等の業務に従事する。

9、 専門委員長は当該専門委員の互選により選出し、代議員会の承認を得て会長が委嘱する。

10、 専門部委員は各地区より推薦された者で代議員会の承認を得て会長が委嘱する。専門部委

員は専門部委員会を組織する。

11、 監事は代議員が推薦 し代議員会の承認を得て会長が委嘱する。監事は本連盟にかかわる会

計を年 1回以上監査する。

(役員の任期 )

第 7条 役員の任期は 2ケ 年とする。補欠による役員の任期は前任者の残任期間とする。
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(機 関 )

第 8条 本連盟に下記の機関を置く。

1、 代議員会  2、 常任理事会  3、 理事会  4、 専門部委員会  5、 事務局

(代議員会 )

第 9条 代議員会は本連盟の最高議決機関であって、会長が招集 し、年間行事計画、予算、規約改正、

本規約に定める役員選出及び承認等の重要事項を審議決定する。

2、 代議員会は毎年 4月 に開催する。但し、会長が必要と認めた時は臨時代議員会を開 くこ

とができる。又、加盟高等学校の半数以上の要求があった時は会長は臨時代議員会を開か

ねばならない。

3、 代議員会は加盟高等学校の過半数の出席をもって成立する。

4、 代議員会における議決権数は各校 1票 とする。

5、 代議員会の議決は加盟高等学校の過半数の出席をもって成立 し、可否同数の時は議長が

決定する。

6、 県評議員は代議員会に出席するものとする。

(常任理事会 )

第10条 常任理事会は代議員または理事会の決定に基づき本連盟の運営にあたる。但 し、緊急の必要

ある時は会長がこれを専決することができる。この場合会長は最近の常任理事会に報告 しそ

の承認を得るものとする。

(理事会 )

第11条 理事会は会長が招集 し、会長、副会長、理事長、常任理事、理事 (各専門委員長 )を もって

構成する。

2、 理事会は各専門委員長を統一 し本連盟運営の企画にあたる。

(専門部委員会 )

第12条 専門部委員会は会長が招集し、会長、副会長、理事長、常任理事、理事並びに所属部門の専

門委員をもって構成する。

2、 専門部委員会はそれぞれ所管時候の業務を遂行する。

3、 専門部委員会は下記の通 りとする。

陸上競技、バスケットボール、ソフトテニス、卓球、バレーボール、バドミントン、サッ

カー、柔道、剣道、弓道、体操、水泳、ラグビー、空手、登山、ウエイ トリフティング、

ソフトボール、漕艇、テニス、スヶ― 卜、フェンシング、ヨット、ホッヶ―、 レス リン

グ、調査研究、定通部会、ハンドボール、スキー

4、 新 しく専門部を設置するにあたっては代議員会の承認を得なければならない。

(事務局 )

第13条 事務局は会長、理事長、幹事をもって構成する。

第二章 会計その他

(拠出金 )

第14条 本連盟の経費は加盟高等学校の毎年 5月 1日 現在の生徒数によって算出した、拠出金、大会

参加料、その他補助金をもてこれにあてる。金額は代議員会において決定する。

2、 本条の拠出金は 5月 31日 までに本連盟に納入しなければならない。

(会計年度 )

第15条 本連盟の会計年度は 4月 1日 に始まり翌年 3月 31日 に終わる。
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(帳 簿 )

第16条 本連盟の事務局には下記の書類を備えるものとする。

1、 規約並びに関係書類 2、 役員名簿  3、 加盟高等学校役員名簿

4、 出納簿  5、 備品台帳

(永年保存書類 )

第17条 本連盟の事務局には下記の書類を永年保存するものとする。

1、 役員一覧表  2、 収入・支出決算書  3、 事業報告書

4、 大会成績一覧表  5、 その他永年保存を要するもの

第四章 付   則

(県高体連 )

第18条 長野県高等学校体育連盟南信地区理事及び評議員は代議員会において選出する。副会長は県

評議員を兼ねるものとする。

(定通大会 )

第19条 定通大会は年 1回 とし定通部会を代表する本連盟の副会長 (副会長不在の時は最寄 りの定時

制教頭が (代行する)が大会運営の責任者として会長を積極的に補佐する。

第20条 本連盟規約は昭和3874月 1日 よりこれを施行する。

(昭和31年 4月 制定 )

(昭和50年 12月 一部改訂 )

以上

′θθ



土早5

専門部の概要と競技記録

1陸上競技 …………………………………………………131

2柔 道 ……………………………………………… 158

3剣 道 …………………………………………………167

4軟式野球 ………………………………………………175

5庭 球 …………………………………………………・178

6バ スケットボール …………………………・183

7バ レーボール ………………………………・190

8ハ ン ドボール ………………………………・197

9ソ フ トボール ………………………………・204

10卓  球 ………………………………………………… 210

11バ ドミン トン………………………………214

12-1体  操 ……………………………………………218

12-2新体操 …………………………………………223

13相 撲 …………………………………………………227

14弓 道 ……………………………………………………229

15水  泳 …………………………………………………232

16サ ッカー ………………………………………………………245

17ラ グビー……………………………………・249

18ス ケート・・…………………………………・253

19ス キー………………………………………・266

20星当  日Ц……・………・…。…・・…・………………・…・…・……273

21レ スリング…………………………………・275

22漕 艇 ………………………………………・281

23ウ ェイ トリフティング……………………・286

24自 転車 ……………………………………………………288

25フ ェンシング………………………………・291

26ヨ ット・…………………………………………………………295

27ホ ッケー……………………………………・297

28空手道 ………………………………………・298

29ボ クシング…………………………………・308

30定 通 ……………………………………………………… 310

31ア ーチェリー………………………………・317

32な ぎなた ……………………………………・318

33研究調査 ……………………………………・322

全国高等学校総合体育大会記録 ……・…………・……・………・……・……………・…・334

北信越高等学校体育大会記録 …… … … ………… …… … … … 342



量既

し

平成十年は、長野県の歴史に特別な輝きを発

する一頁が加えられた年である。長年の悲願で

あ り夢であったオリンピック大会と、それに続

くパラリンピック大会が成功のうちに終了し、

世界の長野として大いに誇 りと自信を持った年

である。この経験が、これからの長野県のス

ポーツ熱と、その発展に大きく貢献される事を

願 うものである。実は二十年前にもこのような

事があった。規模こそオリンピックには及ばな

かったが、全国高校総体と国民体育大会の開催

であった。

あの時は全県が会場になった事から、オリン

ピックとは又違った意味で大いに盛 り上が り、

その後のスポーツ隆盛が期待されたが、思った

程の成果が上らなかった。高校生の全国大会で

の入賞と、大学合格率が奇妙に一致 し、全国の

下位に低迷 したのは我々の記憶に新 しい事であ

る。

あれから十年、こと陸上競技の様な個人競技

でも、残念ながら飛躍的に記録が伸び、全国大

会での大量入賞とまでには至らなかった。

ある年の高校総体での事。その開催市の駅

で、長野の地元紙の記者とバッタリ顔を合わせ

たが、彼は陸上競技場へは一度も顔を出してい

ないという。「陸上は今回予定がないんです よ」

と言 う。

あの時の淋 しさやら恥ずかしさは今も忘れる

事は出来ない。そんな苦い想い出の中にも、高

校生達の必死の活躍から、年々記録は向上 して

きた。この十年で書き替えられた高校記録を記

したいと思 う。

昭和六十三年、中津敦喜 (飯田)100M10″ 50、

全国ランキング 7位の好記録。平成二年走高

跳、小柳和朗 (中野実 )2M17、 全国ランキン

グ3位、同種日 堀内宗和 (篠 ノ井 )2M13、

ランキング 7位。平成三年 本田速人 (野沢

南)400MH52″ 08、 5000M競歩、伊藤和也 (松

川 )20′ 57″ 83、 いずれ もレベルの高い好記録

で、特に競歩は、長野県のお家芸と言われるよ

うに次々と好選手が誕生 した。平成五年、塚田

英彦 (上 田東)400M、 46″ 98全 国ランキング 3

位、混成競技、小林諭 (飯田風越 )、 5398点 、

夫々好記録に輝いた。平成六～七年、長野 日大

が 4× 100、 4× 400リ レーの記録を次々に塗

り替えた。そして平成九年、まさに十年に一人

と言われるスーパールーキー、佐藤清治 (佐久

長聖)が登場 し、一年生ながら、初の全国大会

1500Mにいきな り優勝 し、記録もこの年、日本

人高校生最高をマークした。これからは日本の

佐藤として活躍 してくれる事だろう。

女子は、跳躍種日と短距離種日以外のほとん

どの種目で県高校記録が更新されたが、全国ラ

ンキング上位に顔を出すまでには至 らなか っ

た。平成元年、青木利佳 (中野西 )、 100ⅣⅢ全

国優勝。中長距離は、宮下三華、石原さつ き

(と もに諏訪実)が800Mか ら5000Mま での記録

を全て更新 した。平成四年、丸山由香 (皐月 )

3000競歩、14'03″ 41。 や り投げ、山本晴美 (長

野南 )、 49M44と もに好記録をマークした。平

成八年、高畑志野 (県 ケ丘)400MH60″ 74、 長

崎寛子 (中野実)100Ⅳ田 14″ 28で 、全国ランキ

ングに顔を出した。

この十年間の特徴は上伊那農業に代表されて

いた長距離に、東海大三や佐久長聖が台頭 し、

混戦にな り、女子の同種目も諏訪実業の独走に

佐久長聖や長野 日大が迫って来るという、好ま

しい状況になって来た。又、文武両道の長野高

校の伝統的な強さ、松代の台頭、須坂園芸の活

躍、茅野の頑張 り等々新 しい風が吹き始めた。

(専門委員長 藤森 茂幸 )

の
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長野県高等学校総合体育大会 (男子の部 )

期 日 S62  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

凛   位 位

長 野 中 央 岩 村 田

| |

6  日

記  録 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記 録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名

北村 和久 中 央 3 中津 教喜 正道 松 商 3 勝野 苺●I 日 田 正幸 望 月 3 吉沢 正樹 日 田 2

市 川 松 商 3 Jヒ 村 和久 中 央 3 松澤 公博 中 央 2 勝野 寿樹 中津 敦 喜 藪 口 1 内堀 俊彦 岩村田 3

※047・ 6 日田 正幸 望 月 3 松田 幸志 大 町 3 青木憲太郎 壺 I13 児玉 知己 須 坂 2 輌沢 清彦 伊藤 祐次 中 央 3

日田 正幸 望 月 3 山内 武巳 県ケ丘 3 手塚 寿利 伊東 秀和 日谷南 3 児玉 知己 須 反 2 上條 f● 明 崚 ケ崎 3

野溝 幸弘 赤 饉 3 宮崎 久司 上伊■ 3 大島 晴仁 赤 穂 2 根摘  充 上伊■ 2 伊東 昌樹 ユ 越 2 伊東 秀本 岡谷南 3

根嬌  充 上伊■ 2 野濤 幸弘 赤 聰 3 村山 厚也 美須 々 宮崎 久司 上伊■ 3 大島 嗜仁 赤 廊 2 ●牧  守 崚 ,■ 3

△ 15・ 2 臼丼 ●― 凛 志 3 △ 15・ 2 加藤 和行 大 町 3 高輌 威海 正村 宣広 上田東 3 臼丼 和樹 上 田 3 コ沢 史員1 凛 志 2

×053・ 4 山崎  茂 岩村田 3 0 54・ 3 正村 =広 上回東 3 日井 和樹 中田 正史 野沢南 3 伊藤 祐茨 中 央 3 小松 共― 伊|1北 3

高野  fl彦 中 央 3 山鑢  言 凛 志 3 今丼 博幸 吉  ロ 青木  透 飯山北 2 高

` 
良和 饉ケ■ 3 ■沢 彙― 上伊農 2

洒井  弘 北 都 3 凛沢  哲 中野実 2 日本  仁 中  央 矢ケ崎智彦 蜂 ケ■ 3 芳川 肇彦 中野実 3 ,凛  コ 美須 々 3

△42・ 8

西山忠光 2

松澤公I12

大塚英樹 3

北村和久 3

長野中央

山崎 茂 3

内燿俊彦 3

水沢康-3

高見沢臀司3

岩 村 田

中島憲-3

原 幸三 3

小松夫-3

山崎腱二 3

伊 ヨ「 北

渡辺 r●80

正村
=広

3

塩谷昌和 3

河合雄-2

上 田 東

●松腱司 2

菊池俊郎 3

押木健二 3

獣根 原卓 」

美 須

渡田口
=22

古林隆利 3

自沢聖樹 2

市川正通 3

松  商

五味幸栄 3

北村和久 3

松沢公102

伊藤祐次 3

長野中央

萬見R贅司3

水沢康-3

内堀俊彦 3

山崎 茂 3

岩 村 田

勝野寿樹 3

内山薔壺 3

宮本真■ 3

松田幸志 3

大  町

山田―夫 2

日井rln 3

林 隆行 3

●沢清彦 3

小池亀也 3

●井文夫 3

薇下 淳 3

凛 幹夫 2

岡 谷 南

中島憲-3

小松共-3

矢沢 ■ 2

山崎●二 3

伊

"「

北

走 高 既 下験 ス 司 丸子実 3 九山 文隆 城倉 博文 赤 鑢 2 中野西 3 奥凛  建 粋 "13 山田  ● 凛 志 2

棒 高 摯 吉口  昇 吉 田 2 山崎  勢 中 央 3 上屋  巧 岩村田 3 北川原範幸 中 央 3 弥生丘 2 官野 尾優― 北 部 3

走 輌 跳 摯沢 浩由 中 央 3 内堀 優彦 西元  淳 岡谷南 2 上村  ● 凛 志 3 上條  ● 絆 川12 中島 ■之 崚 ア崎 2

三 段 腱 宮沢  基 県ケ丘 2 内堀 優彦 岩村 田 3 中谷 恒 久 県 ケ丘 3 井出 智久 東薔=2
●森 真― 凍訪実 2 吉沢 昭文 弥生丘 2

砲 九 投 町日 ■幸 篠ノ井 2 高輌  司 岩村 田 3 福沢 置男

“

山Jヒ 3 長野工 3 薔 ノキ 8 池田 保生 擦 ノ丼 3

円 菫 ユ 小 日切宏久 伊郡北 3 IB沢 置男 艘山北 3 早川  具 中 央 3 ●本 離= 赤 ● 3 萬●  司 岩村 田 3 高松 義撃 檬 ノ井 3

,./a-ll 宮本 昌彦 屋代南 3 宮力1 活贅 薔 ノ丼 3 島田 充也 棲ノ井 3 小林 将伸 長野南 3 杉村 秀樹 長野南 2 新丼  司 中 央 3

や  り 投 久保田奉広 県ケ丘 3 須崎 ―弘 染谷丘 3 土』巴 浩幸 丸子実 3 山本  治 篠 ノ丼 3 畑中  浩 県 ケ丘 3 前田 智明 小 諸 3

86● 技 4697点 萬見沢贅司 岩村田 3 痣貴 仲治 向 鵬 3 臼丼 健― 凛 志 3 斉● 静榮 松井 禎二 中 央 1 長 野 3

(女子の部 )

期 日 S62  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

字 餃 名

■   目

記  ● 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

山崎 なおみ 二 葉 3 山崎かお る 風 越 3 滝川 l・1美 県 ケ■ 3 真e久美子 野沢北 3 松沢 智子 弥生丘 2 下村 寿美 赤  穂 3

山崎 なおみ 二 ■3 真

"久
美子 野沢北 3 松沢 智子 弥生丘 2 山崎かおる 員 越 3 高根香代 子 野沢南 1 和久井央子 須坂東 3

07・ 9 山崎 なおみ 二 葉 3 都田真知子 ■ 月 2 高根書ヽ子 野沢南 l 栗原 ●子 須坂商 2 上屋 直美 筑 暉 3 美須 々3

森田 明美 赤 穂 3 桜沢麻里子 ■ 月2 中谷 玲子 長 野 3 大擁 央子 ■ 月2 中村佐和子 饉 ノ丼 3 柴  純子 長 野 2

森田 明美 赤 穂 3 桜沢麻里子 ■ 月2 久保 田有希 赤 ■ 1 茶谷 崚 ケ■ 3 員谷毒みどう 飯田女 2 北沢 炒子 向 躊 0

青木 利佳 中野西 1 滝川 肖美 県 ケ丘 3 上原 三枝 清 凌 1 今丼万紀子 中野実 3 松崎 佐崚 実輪工 3 白鳥 和美 伊昴北 3

永田知子 2

痺●■■ 2

斉薔久仁子3

滝川1綺美 3

県 ケ 丘

花自豪 ●々2

●かはる 2

大谷0■子 1

●口真知子 1

●  月

官●三知代3

遠山息子 3

久保田美子2

山●かおる0

伊藤幸子 3

中込祐子 3

内沢志保 2

山嗜なおみ3

二  彙

中島真弓 2

●●美息子2

日瞑くみ子2

官川美加 3

長 野 西

菫島千歩 2

軟田みゆき2

小木曽由市e2

自藤和美 3

伊 昴 北

た 高 腱 宮崎三知代 風 盤 3 大田重矢子 ● 月8 」ヽ沢咲息子 筑 摩 2 横谷 贔子 ■ 月3 高枷 千帆 木 曽 1 古川 友美 中 央 2

た ● 摯 官川 美加 真嗜久美子 野沢北 3 宮沢 崇恵 須 坂 1 郡田真知子 ■ 月2 山本 千1 睾 月 3 宮本奈女子 ● ケ崎 1

砲 九 投 塩原 さゆ り ● かはる , 月2 北沢 唸恵 赤 穆 3 宮尾 ●子 ・● 月 2 山崎 満■ 燎 ケ崎 2 富田美佐技 菫 尻 1

円 菫 投 塩原 さゆ り 美須 々3 中島  lt 長 野 2 滝沢 貝1子 須 坂 3 宮尾 慶子 阜 月 2 加納 文子 高 遠 2 細田伊津美

や つ 投 田中 真紀 長野工 3 北沢 稔恵 赤 ■ 3 下村 寿美 赤 穂 3 柳沢由美子 依田あけみ 山嗜 満希 饉 ケ崎 2

7●
"技

横谷 晶子 皐 月 2 吉沢美早子 艘田女 2 唐沢 玲子 長 野 3 西尾由美子 赤 魯 3 久保田ひとみ 古 田 2 山崎 浩子 野沢南 2

ゴθ2



長野県高等学校新人体育大会 (男子の部)

期 日 S621016～ 18  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

位 位

総   合

薔   目
記 録 氏  名 餃  名 記 饉 氏  名 校 名 記  録 氏 名 校 名 配  彙 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校 名 記 録 氏  名 校 名

中津 敦喜 飯 田 1 青木 蟻ケ崎 1 横沢 ★永 饉 ノキ l 曽根原卓也 美須々3 牧  大餞 中 央 1 梨子田康秀 深 志 2

中津 教 喜 飯 田 1 自沢 聖樹 松 商 2 普根原卓也 美須 々 2 梨子田康秀 深 志 2 牧  大麟 中 央 1 柳沢  蔭 野沢南 2

|ヽ林 聖樹 松 商 1 原  幹夫 岡谷南 2 大沢 廉宏 中 央 1 児玉 知 己 須 坂 2 千り根川裕雄 機ノ丼 1 綸湖  稔 南安■ 2

今 村 風 毬 1 児玉 知 己 須 坂 2 上島  責 上伊■ 1 成田 綸二 中 央 2 伊東 昌●I ユ 越 2 笠原 公博 辰 野 2

中村  守 上島  演 上伊晨 1 境沢 栄― 上伊■ 2 大島 晴仁 赤 ● 2 昼神 茂筆 飯ロエ 2 高見 武司 赤 凛 1

中村  守 上 国 2 松下  字 上伊晨 1 山田 晨行 県ケ丘 1 高 見 赤 聰 1 青木  透 飯山北 2 上島 英樹 伊那北 2

中村  敏 長野市 2 口沢 史員1 課 志 2 松井 積ニ 中 央 1 臼丼 孝夫 穂高商 2 堀内 雅巳 長野東 2 岩下 博明 丸子実 2

伊藤 隆幸 長野工 2 輸澤  稔 南安■ 2 大塚  淳 長野工 1 渡辺 広樹 風 越 2 佐● 茨吾 長野東 1 松井 積ニ 中 央 1

青木  洒 艘山北 2 上島 英樹 伊那北 2 高井 和夫 重山北 2 戸枝 康男 赤 穏 2 中山 浩樹 赤 ● 2 竹田 和正 下高■ 2

湾井  弘 北 部 2 金成 弘臣 野沢南 2 佐々木 晨 下伊■ 2 河野 津2 飯山北 2 富丼  薔 重山北 1 倉科 幸明 南安■ 2

青木浩康 1

牧 大誠 1

漆平雅彦 1

松井検二 1

長野中央

中津教喜 1

松沢直喜 2

後藤 保 2

今村真二郎 2

飯   田

北沢昌俊 1

自沢聖樹 2

西村久-2

波田晨幸22

松  商

大沢秀世 1

中島幸之 2

帯刀 啓 1

青木直久 1

崚 ケ 崎

中村 正樹

彙沢 青夫

松沢 康弘

北凛 =也

赤  ■

高精俊介 2

山本 寿 2

白沢文彦 1

有馬濠雄 2

穂 高 商

吉沢達也 2

白沢聖樹 2

薄丼 ■ 1

小林聖幸 1

松  商

青山和威 1

西元 淳 2

■口 円 2

凛 幹夫 2

日 谷 南

凛平雅彦 1

小出正志 1

松井禎二 :

大沢康宏 1

中  央

望月 勲 1

山田―夫 2

山本 崇 1

石原I●12

菫辺 広樹

下平 弘和

今村 文勇

大崎 文睦

員  越

酒井 慎 1

山野井減 2

中村 敏 2

洒井利和 2

長 野 南

た 高 誂 自井 幸夫 穂高商 2 城倉 博文 赤 ● 2 九山 文隆 更崚晨 l 小林 幸ニ 中 央 1 徳竹 克彦 中野西 2 木原  均 飯 山北 2

棒 高 跳 吉口  昇 吉 田 2 山崎  勢 中 央 1 吉円 弘樹 弥生丘 2 戸谷  隆 北 32 中村惧―郎 赤 ● 2 木村 直樹 野沢南 l

走 輌 銚 上榛  腱 絆 川 2 中島 幸之 蟻 ケ崎 2 青木 浩康 中 央 1 西元  淳 岡谷南 2 宮沢  麟 県 ケ丘 2 松沢 康弘 赤 ■ 2

三 段 摯 宮沢  基 県ケ丘 2 丼出 智久 東海=2 ,沢  = 野沢南 2 中島 ■2 崚 ケ崎 2 吉沢 昭文 弥生丘 2 伊藤  豊 i 科 2

砲 九 投 町口 貪幸 篠ノ井 2 宮崎 繁生 菫山北 2 滝沢 裕二 菫 尻 1 大野 宏道 弥生丘 1 斉菫  コ 長 野 1 芝田 博和 木 曽 1

円 菫 投 佐薔 浩之 野沢北 1 洒井 寛文 伊

"「

Jヒ 2 内藤 恵司 野沢南 1 媚■  茂 野沢南 2 坂丼  哲 野沢北 2 宮崎 繁生

―■ 杉村 秀樹 長野南 2 山本 義明 屋代南 2 良波 克也 県ケ丘 1 伝 田  功 長野南 1 平沢  キ 上伊晨 2 岩本 久義 上 国東 2

や り よ 永田 真樹 篠 ノ井 1 芳女 光昭 赤 機 2 洒丼 寛文 伊郡北 2 中村 安広 柳沢 泰史 佐藤 浩之 野沢北 1

8饉 競 技 4,979点 中村  敏 長野南 2 4291点 北沢 青夫 赤 菫 2 4.235点 青柳 昌彦 黒ケ丘 2 4,152点 木下 ― 英 飯ロエ 2 4059点 植松 俊 央 野沢南 1 4035点 全子  幸 諏訪実 2

(女子の部 )

期 日 S621016～18 ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

籠   日

記 録 氏  名 技 名 記 燿 氏 名 校 名 記 録 氏 名 校  名 記 録 氏 名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

青木 利佳 中野西 1 ■沢富美恵 大 町 1 高根香代子 野沢南 1 蓮日 伸子 染谷丘 1 松沢 智子 弥生丘 2 太 田 美香

高根看代子 野沢南 1 贅沢富 美恵 大 町 1 九山 敦美 ● 科2 松沢 智子 弥生丘 2 小林 美樹 豊 科 2 牧口みゆき 伊那北 2

郡田真知子 ■ 月2 高根番代子 野沢南 1 九山 敦美 ■ 料 2 牧口みゆき 伊那北 2 三村さおり 松 南 : 秋葉 朋美 凛 志 2

桜沢麻里子 ● 月2 大桃  央子 ● 月2 田中  桂 ●山北 1 小池三佳子 長野西 1 薇和 知美 長野西 2 柴  腱子 長 野 2

久保田市希 赤 ■ 1 Э:022・ 6 桜沢麻里子 ● 月2 大桃 央子 ■ 月2 浜島由里子 諏訪実 1 檬塚 栄子 長野Il 田中  桂 飯山北 1

青木 利住 中野西 1 上原 三枝 清 臓 1 野沢南 1 唐沢 真美 赤 穂 1 山濤久美子 野沢北 2 群田真知子 ■ 月2

花日奈 ●々2

●かおる2

大谷會美子1

3口 真匈子2

■  月

百瀬浩美 l

小林美● 2

小穴敦子 2

九山敦美 2

0  ■

上村腱子2

伊●豪美子2

林 喜子 1

日本由紀子1

木  曽
丼上 由美子

清水  幸

高根香代子

野 沢 南

|●辺lb美 子 1

■●癸電子2

猪又真弓 2

極内礼子 1

上 回 東

■田久美子1

久,日 英子2

吉澤雪忠 1

■●もと美1

凰   越

走 高 跳 薇谷 晶子 皐 月 2 高柳 千帆 木 ● 1 岡島 弘恵 風 越 2 吉沢 里美 赤 ■ 1 須工 置エ 野沢南 2 久保田美幸 長野東 1

走 輻 跳 都田真知子 ■ 月2 宮沢 崇恵 須 坂 1 宮本奈賀子 崚 ケ崎 l 清水  幸 野沢南 1 伊藤奈美子 木 曽 2 桐原 くみ子 長野西 2

砲 九 枚 官尾 慶子 ■ 月2 轟 かおる 皐 月 2 長谷川久美 薔ノ井 1 富田美佐技 菫 尻 1 山崎 満希 崚 ケ綺 2 成 田 春子 長野南 1

円 颯 投 中島  腱 長 野 2 中沢 裕番 長野南 2 武田 泰子 長野南 1 宮尾 慶子 皐 月 2 瀬戸 ■子 大町北 2 降よかおつ 深 志 2

, 小池万智子 長野西 2 皐 月 2 宮沢 智美 長野商 2 山崎 満希 崚 ケ崎 2 官尾 饉子 ● 月2 馬場 ちよえ 長 野 1

7饉
"技

03643 須工 澄江 野沢南 2 03,546 清水  幸 野沢南 l 唐沢 真美 赤 穂 1 久保田ひと 吉 口 2 小穴 教子 if・ 12 吉沢美早子 飯 田女 2

Iθθ



長野県高等学校総合体育大会 (男子の部 )

期 日 S63527～ 29  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

総    合 43点 長 野 曰 大 33点 上伊郡農業 26点 赤   穂 長 野 西

饉   目

記  録 氏  名 校  名 記  鍮 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記 録 氏  名 校  名 記  燿 氏  名 校  名

K010・ 52 ■津 敦 吝 飯 田 2 ●澤 公博 饉 ケ崎 2 柳沢  ε 野沢南 3 有 F・  置雄 ● 高3 官
"I  

実 明 l13

中津 敦喜 崚 田 2 松澤 公博 彙野口大3 西山 3光 長野日大 3 青木 直久 崚ケ● 2 官川  実 明 科 3 自沢 聖樹 松 商 3

後藤  保 飯 田 3 」ヽ林 聖幸 ● 商2 大沢 康宏 長野日大 2 凛  幹夫 岡谷南 3 百薇 永吉 田 川 2 今村 文男 風 越 2

今村 文男 民 越 2 大塚  淳 長野工 2 矢花 "明 村田 襄彦 薔 ノ丼 3 利根川裕t ●ノ丼3 嗜田 浩行 絆 月 2

中

"  
守 根●  充 大島 晴仁 上伊■2 伊東 昌●I 凰 越 3 増田 和久

D1459・ 3 根輌  え 上伊晨 3 )1513・ 6 松下  争 上,■ 2 田中 正和 上伊■ 2 竹田 和正 下高■ 3 九山 康之 自 馬 2 大島 嗜仁 赤 穂 3

中村  ■ 長野南 3 松井 薇ニ 史

"日

大 2 堀内 雅巳 長野東 3 自井 孝夫

“

萬3 赤羽  ■ 日谷南 2 清水  瀾 風 毬 2

渡辺 広樹 凰 越 3 日丼 哲也 筑 ● 2 松丼 禎二 長野日大 2 原  幹夫 円谷南 3 颯内 雅巳 長野東 3 中沢 直樹 兵
"曰

大3

境沢 榮― 上,■ 3 青木  透 飯山北 3 高井 和夫 菫山北 3 今村 浩史 上島 英樹 伊郵 It 3 竹内 昭雄 下伊■ 3

Dの 27・ 0 洒井  弘 t部 3 口沢  哲 や野実■3 佐々木 崇 下伊■ 3 富丼  信 菫山北 2 全康 弘臣 野沢南 3 吉
"t 

世青 菫 田 3

青木治● 2

牧 大麟 2

西山忠光 3

金田兒央 1

長野 日大

t沢■夫3

中村正●2

松沢凛弘3

t凛■也3

赤  薔

中瀬仁史 3

寺島直証 3

,沢史員13

彙子田豪,3

深  志

中村違也3

池田良■ 2

麦田匡彦3

小境直樹 3

中 野 実

大沢秀世 2

■■■23
帯刀 書 2

青木直久2

燎 ケ 崎

北沢昌俊 2

白沢奎樹 3

西村久-3

薇,■ ,23

松  商

後凛 屎 3

橋本隆離 2

螢   ロ

松井禎二 2

小出正志 2

徳光 男 l

大沢凛宏 2

長野 日大

白沢聖樹 3

吉沢違也 3

薄丼 ●12

小林聖幸 2

松  商

渡辺広樹 3

今村文勇 2

柳沢史員:0

小松尚志 3
凛  志

洒井 慎 2

山

"井
腋3

中村 は 3

洒井お和3

長 野 南

今村真二● 3 大崎文隆 3 黎子田康秀3

走 高 腱 城倉 博文 赤 ■ 3 九山 文隆 更級■ 2 堀内 宗和 懐 ノ丼 1 ■沢 久志 大 町 0 山田  ` 凛 志 3 自井 幸夫 穂 高 3

棒 萬 Lt 洒丼  " 夕生ケ丘3 吉口  昇 古 田 3 山崎  努 長野口大 2 中村慎―郎 赤 ■ 3 矢颯 俊文 中野実 2 吉岡 弘樹 夕生ケ丘3

走 輌 跳 中村  は 長野南 3 中■ ■之 崚ケ■3 伊藤  豊 壺 f13 松沢 康弘 赤 穂 3 前島 昭彦 県ケ丘 3 川上 寿員1

三 段 腱 山本  寿 田 高 3 吉沢 昭文 弥生丘 3 朦森 真― 諏訪実 3 宮沢  基 伊藤  ● ● ■3 福沢 正俊 擦 ノ丼 3

砲 九 投 C l5h2i 町田 ■幸 薔 ノ井 3 持井 忠離 姜ノ井 3 永田 真樹 棲ノ井 2 徳ス 宏幸 佐 久 3 宮崎 繁生 飯山Jヒ 3 芝田 博和 木 曽 2

円 菫 投 杉村 秀樹 長野輌 3 内● 恵司 野沢南 2 坂井  哲 野沢北 3 佐藤 浩之 野沢北 2 手, 一章 木 曽 2 若林 佳樹 梓 川 3

,1 -l* 杉村 秀樹 長野南 3 柳凛 淳也 攘 ノ井 3 吉田  淳 屋代南 3 良波 克也 岩本 久義 上回東 3 山本 義明 量代南 3

や り 投 大田  飼 中村 安広 芳費 光昭 赤 穂 3 洒井 安彦 高見沢 ■ 岩村田 3 伊藤 智浩 古 田 2

(女子の部 )

期 日 S63527～ 29  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

0  日

記  ● 氏  名 校  名 2 ● 氏  名 校  名 記  曇 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏 名 校  名

青木 利佳 中野 西 2 長沢富 美憲 大 町 2 九山 教美 0 ,3 松沢 智子 弥生丘 3 高根香代子 野沢●2 矢沢祐美子 松 商 3

青木 利佳 中野 西 2 高揆番代子 野沢■ 2 丸山 教美 ● ■3 松沢 智子 弥生丘 3 長沢●美恵 大 町 2 本多め ぐみ ● ll l

高根看代子

"沢
南2 栞原 崚子 須坂商 3 快田みゆ き 伊郡 Jt 3 機谷 美保 染谷丘 3 斉藤理息 子 松 商 1 郡田真知 子 ● 月3

大擁 只子 ● 月3 小池三佳子 長野西 2 長谷8み どう 秋元由美子 美須丘 3 崚和 匈美 秋葉 明美 凛 志 3

)1016・〔 桜沢麻 里子 皐 月 3 Э10■ 7・ 0 久彙田有希 赤 ● 2 Э1019・ 5 薔, 栄子 長野工 2 浜島由皇子 派訪実 2 lσ 35・ 4 斉薔 美保 松本工 1 凛田  香 野沢南 2

青木 利佳 中野西 2 上凛 三校 清 臓 2 清水  幸 野沢南 2 小島 み さ 中野実 3 宮沢 優子 ● 月 1

花口豪 ●々3

●かはる3

沐津遭代 1

●日嘉知子3

●  月
弁■●美子3

清水 幸 2

島●●代子2

野 沢

"

上村純子 3

松口由美 3

,●奈美子3

日本由記子 2

木  曽

小穴教子 3

小林美樹 3

本多めぐみ 1

九山教美 3

●  料

伊藤昌子 3

岩垂佳代 3

矢沢●美子 3

木  曽

山辺由美子3

螢●英量子3

猪又■弓 3

池内礼子 2

上 国 東

走 高 焼 横谷 島子 ● 月3 久保田美幸 阿部 徳子 筑 r3 高榜 千帆 木 曽 2 堀  美帆 伊郡北 1 吉沢 塁美 赤 輸 2

走 

“

 跳 都田真知 子 皐 月 3 宮沢 崇恵 須 坂 2 児玉多美子 吉 田 3 清水  幸 野沢南 2 伊藤奈美子 木 曽3 比口丼鮨子

砲 九 投 ● かはる ■ 月3 長谷川久美 悽 ノ丼 2 官尾 饉子 ■ 月3 富 田美佐技 塩 尻 2 成田 春子 長野 南 2 螢川 直美 小 路 2

円 菫 役 成田 春子 長野市 2 中島  純 長 野 3 中沢 裕看 長野南 3 富口美佐技 塩 尻 2 官尾 ●子 ● 月3 瀬戸 ■子 大町北 3

や り 投 馬う ち よえ 文長野 2 唐沢 真美 赤 籠 2 小池万智子 長野西 3 和国さつき 丸子実 3 宮尾 由紀 篠 ノ井 2 山崎 満希 颯ケ崎 3

Iθイ



長野県高等学校新人体育大会 (男子の部)

期 日 S631021～ 23  ※=県高校新 ◎=県高校タイ o=大 会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

| ●
45点 壼 田 凰 越

―

■   日

記 録 氏 名 校 名 記 録 氏  名 校 名 記  録 氏 名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記 録 氏 名 校  名 記  録 氏  名 校 名

中津 敦喜 飯  田 2 青 木 崚 ケ崎 2 池田 良嗜 中野実 2 横沢 貪永 饉 ノ丼 2 金田 見央 員,日夫1 牧  大誠 長野日大2

青 木 崚ケ●2 高見沢 用 須 坂 1 」ヽ林 聖幸 松 商 2 中嬌 正樹 赤 穂 2 中村 正日 赤 薇 2 奎日 英治 夕生ケ丘 l

小 林 聖 幸 松 商 2 保尊 秀彦 豊 科 2 大沢 泰宏 長野日大 2 ,光  男 小林  進 小 諸 2 利根川裕雄 榛ノ丼 2

今

" 
文男 員 越 2 利根川裕雄 篠 ノ井 2 大塚  淳 長野工 2 大野 忠明 吉村 和彦 飯田工 2 票沢 曖― 飯 田工 2

山口 展行 県 ケ丘 2 大塚  淳 長野工 2 田中 正和 上伊農 2 増 田 和久 小日切徹州 凛 志 1 松下  宇 上伊良 2

今村 清史 長 ■ 2 高見 武司 赤 穂 2 九山 康之 自 馬 2 山田 農行 県 ケ丘 2 小田切憲州 深 志 1 長野 尚記 岡谷南 2

松井 薇二 長野日大 2 藤森  要 二 葉 1 赤羽  円1 岡谷南 2 清水  充 風 越 2 宮沢 英央 岡谷工 2 金児 博昭 長野東 2

臼井 哲也 筑 睾 2 荒井  仁 岩村口 2 相沢 仲也 野沢北 2 滝沢  心 染谷丘 2 佐藤 友吾 長野東 2 神保 雅央 風 越 2

:) g',3rr 今村 浩史 長 ●2 高見 武 司 赤 穂 2 増丼 良輛 長野西 2 木下  腱 長 野 1 小沢 浩司 伊那北 2 杉村 政徳 饉 ケ崎 2

富丼  ` 飯山北 2 高根 英責 岩村田 1 望月 紀rll ■野実 1 小林 幸郎 長 野 2 米沢 幸司 中野実 2 井出 直也 野沢南 2

漆平雅彦 2

牧 大麟 2

金田晃央 1

松井積=2

長野 日大

出田浩-1

-本木
=2

●井一夫 2

松下幸喜 1

赤  ●

九山哲己 2

吉村 目 1

自澤 ■ 1

商●利弘 1

凛  志

宮外正樹 1

水野菫昭 2

池田克文 I

小林幸彦 2

風   越

井出置夫 1

山根 基 1

小林籠昭 1

3● 田夷志 2

彙  "

清水肖■ 2

百瀬永吉 2

カ崚秀幸 2

川上寿Л12

口   川

嚇
．

小出正志 2

松井禎二 2

徳光 勇 1

夫饉 宏 2

長野 日大

伊藤 良彰

清水  充

小林 幸彦

今村 文男

風   越

中山 真―

田中 大

"■本 隆雄

中津 教喜

飯  田

壽井  i

日本  渉

松

"  
久

小林 里幸

松  商

山根 =1

西山央仁

戸谷直幸

井出澄夫 l

長  野

一本木 青

小林 仲也

市川  進

猥井 ―夫

大  町

た 高 跳 堀 内 宗和 薔 ノ丼 1 小柳 和朗 中野実 1 九山 文隆 更級■ 2 西沢  勲 東海三 2 東条 正忠 崚 ケ崎 2 堀米 廷吉 中野実 2

棒 高 跳 山崎  勢 長野曰2 水野 直昭 凩 越 2 北沢 健亮 赤 ■ 2 凛沢 伸一 中野実 2 真島 佳紀 弥生丘 1 辻  隆秀 長野商 2

走 輻 摯 名取 洋一 岡谷南 2 青木 浩康 長野 曰 2 池田 良晴 中野実 2 高山  力 須反東 1 川上 寿貝1 一本木 晉

三 段 銚 植松 俊央 野沢■ 2 名取 洋一 岡谷南 2 川上 寿則 峰村 章弘 長野 曰 1 青木  円 長野工 2 洒井 茂樹 薔ノ丼2

砲 九 投 △ 14mR3 手壕 ―拿 木 ● 2 芝田 博和 木 曽 2 滝沢 裕二 塩 尻 2 真田 英幸 萬遺 裕治 彙

"工
2 大野 宏遺 】笙ケIt 2

円 曇 投 佐● 浩之 野沢北 2 芝田 博和 木 ● 2 ●田  功 長野南 2 内薔 忠司 高遺 裕治 長野工 2 7jヽ林  強

^/a_& 良波 克也 県ケ丘 2 僣口  功 長野南 2 山本 昌日 薇 ノ井 2 田中 真一 上回東 1 全子 隆幸 量代● 2 山下 善― 赤

“

2

055m511 中村 安広 伊藤 智浩 吉 田 2 成沢  用 向 鵬 2 榜沢 奉史 染谷丘 2 高遺 裕治 長野工 2 内藤 恵 司 野沢南 2

8■ ■技 4741点 田辺 和晨1 須 坂 1 4703点 植松 俊央 野沢自 2 ,国 浩遺 長野南 1 4594点 常田 真樹 長野ヨ大 1 4586点 堀田 英志 長 野 2 4αЮ点 北山 和志 吉 口 2

(女子の部)

期 日 S63527～ 29  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

■   目

記 録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記 録 氏  名 校 名

青木 利佳 中野西 2 高根香代子 野沢南 2 長沢富美恵 大 ●T2 九山 理意 ■ ■ 1 瀑本由紀子 木 ● 2

青木 利佳 中野西 2 高根香代子 野沢南 2 九山 理恵 壼 科 1 員沢富美恵 大 町 2 吉澤 雪恵 風 越 2 瀑本由紀子 木 管 2

高根番代子 野 沢南 2 吉澤 雪恵 本,め ぐみ ユ 科 1 薔沢 美看 滝野 裕子 三村 さお り 松 商 2

竜野 格子 長野南 2 原田  番 野 沢輌 2 小池三佳子 長野西 2 吉川真由美 睾 月 2 小池 喜美 陳訪実 1 三村 さお り 松 商 2

)1013・ 5 姜塚 栄子 長野工 2 Э1016・ 4 原田  番 野沢● 2 )10'l?'8 浜島由里子 諏訪実 2 Э10・ 19・ 7 久保固有希 赤 ■ 2 Э10′ m・ 6 梶原  崚 野沢南 2 小池 忠美 環訪実 1

清水  幸 野沢南 2 青木 IF4佳 中野西 2 本多め ぐみ ● 科 l 野沢南 2 宮沢 優子 ● 月 1 春原 夕子

百瀬浩美2

古嗜由に 1

九山理恵 1

本多めぐみ1

●  料

よ野真生子 1

栞林智子 2

饉●II可 子2

青木オ1佳 2

中 野 西

丸山明美 2

塩島 炒 1

矢口瞑子 1

■沢
=美

恵 2

大  町

日下

“

めぐみ1

林 官子2

小羽崚由贅2

■本由記子2

木   曽

吉原朱美 2

宮沢優子 1

萬野由美子 1

称津遭代 1

■   月

坂田久美子2

北島純子 1

螢|も と美2

吉澤雪恵 2

ス  越

た 輌 跳 高柳 千帆 木 ●2 高野由美子 皐 月 1 安藤 薦子 須 坂 2 久保田美幸 長野東 2 川手 清エ 飯 口 2 堀  美帆 伊ヨ1北 1

走 輌 跳 清水  幸 野沢南 2 宮沢 崇恵 須 坂 2 三IA真 由美 筑 摩 2 宮本京贅子 饉 ケ崎 2 山岸 路子 篠 ノ丼 1 栗山 美幸 文長野 2

砲 九 ■ 長谷川久美 榛 ノ丼 2 成田 泰子 長野南 2 富 田美佐枝 塩 尻 2 谷口 央子 絆 川12 唐沢 ■美 赤 ● 2 掛川 直美 」ヽ 諸 2

円 璧 投 037m∞ 成 田 長野南 2 富田美佐枝 菫 尻 2 吉田いずみ 長野西 2 谷口 奥子 絆 川 2 寺沢 織江 岩村田 2 石井由美子 長野南 2

や  り 投
「・うちよえ 文長野 2 唐沢 真美 赤 凛 2 官尾 由紀 姜 ノ丼 2 斉● 文代 千 曲 1 西沢百合子 長野南 2 坂本 静番 松 南 2

7● ■技 X04016点 清水  幸 野 沢南 2 D3667点 唐沢 真美 赤 腱 2 野沢南 2 3349点 月美  帆 伊耶北 1 3317点 比田丼節 子 上  田 2 3198点 安藤 篤子 須 坂 2

]θ5



長野県高等学校総合体育大会 (男子の部)

期 日 H元 6/2～4  ※=県高校新 ◎=県高校タイ 〇=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

讚   位
位

松本県ケIE 22点

●   目
記  録 氏  名 技  名 彙 : 氏 名 校 名 2 彙 氏  名 校 名 記 録 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校  名 記  録 氏  名 校  名

中津 敦喜 艘 田 3 崚 ケ崎 3 接 ノ丼 3 大摯 員

'日

夫 3 小誅 幸彦 風 越 3 中嶋 ―雄 諏訪実 3

中津 教喜 飯 田 3 青 木 漆平 雅彦 長野日夫 3 高見沢 疇 須 坂 2 窪口 英治 弥生ケ丘 2 横沢 貴永 豪ノ丼 3

)49・ 11 夫沢 康宏 長野口大 3 」ヽ沐 聖幸 松 商 3 今村 文男 風 起 3 僣光  勇 ■,日 大2 手島 幸次 栞谷丘 3 橋本 隆雄 重 田 3

大沢 康宏 ■,日 大3 今村 文男 凰 越 3 大野 忠明 饉丼  ヽ 美須ケ丘 2 和根川0雄 豪 ノ丼 3 大塚  淳 長野工 3

山田 晨行 県ケ丘 3 田中 正承 上伊晨 3 森 田 和也 饉 ノ井 3 上伊晨 3 大野 忠明 上島  満

Э14, 4 松下  学 ■,■ 3 Э145r2 田中 正和 上伊■3 山田 農行 県ケ丘 3 竹内 一嗜 上伊■ 2 森 田 和也 豪 ノ丼 0 丸山 康之 自 馬 3

川上 寿員1 松井 薇二 長野日夫 3 高構 成海 千 曲 3 ■森  = 凛訪二■ 2 la澤  伸也 野 沢北 2 深沢 仲― 中野実 3

D54・ 75 松井 薇二 長野日夫 3 )55・ 62 日井 哲也 筑 睾 3 小出 正志 長野口大3 青山 和威 岡谷南 3 丼出 宗秀 自 田 2 荒井  仁 岩村田3

高見 ス司 赤 ■ 3 平林 州司 県 ケ丘 3 今村 浩史 飯田長● 3 ,曽 井良

“

長野 西 3 木下  ● 長 野 2 杉村 政徳 崚 ケ崎 3

高根 英貴 岩村 田 2 富井  唇 飯山北 3 米沢 考 司 中野実 3 望月 紀和 中野実 3 小林 孝郎 長 野 3 井出 直也 野沢南 3

/

大沢秀世 3

桜井弘幸 2

■刀 33

青木蘊久 3

九山哲巳 3

吉村 武 2

自澤 亀 3

萬■利弘 2

凛  志

市川1 進 3

-ホ木薔3

坂井―夫 3

松下幸喜 2

大   町

未久晏薔志2

員崎■一日|

萬崎E22
宮沢仲-3

県 ケ 丘

官外正樹 2

水野直昭 3

池田克文 2

小林幸彦 3

風   越

渡辺章司3

11● 雌一郎2

奥日英幸 3

松本 ■ 3

佐  久

／

／
)3・ 20・ 54

小出正志 3

松井槙二 3

徳光 男 2

大沢康宏 3

長野 曰大

"22・

65

壽丼 ● 3

●村 久 2

日本 渉 2

1ヽ林聖幸 3

松  商

小林 智 2

■沢責-3

山本 崇 3

望月 勲 3

水野

`日

3

清水 充 3

小絆幸彦 3

今村文男 3

颯   越

中山真-2

木下雅夫 1

中津教喜 3

●本隆準 3

飯   田

吉田広行

小山良太郎

奥日英幸

池田円宏

佐   久

走 高 既 堀 内 宗和 感 ノ井 2 九山 文隆 更級晨 3 堀米 延吉 中野実 3 小林 十二 員
'日

大3 小柳 和朗 中野実 2 佐 久 3

中 高 跳 山崎  ' 員
'日

大3 深沢 仲一 中野実 3 水野 直昭 風 越 3 木村 直樹 野沢南 3 真島 佳t 膵生ケ丘 2 辻  隆秀 長野商 3

走 
“

 腱 青木 浩晨 ,日 浩道 長野■ 2 川上 寿員

`

口  川13 一本木 詈 大 町 3 松川  忍 木 ● 3 山寺 美―

三 政 餞 )14m∞ 宮澤 ■彦 ■ ■2 川上 寿 RI 田 川 3 峰村 章弘 長野口大 2 名取 洋一 口谷南 3 青木  ■ 長野工 3 青木 浩康 長野日大3

咆 九 般 滝沢 裕二 塩 尻 3 手塚 ―章 木 ● 3 芝田 博率 木 曽 3 斉●  コ 贅

"3
奥田 英幸 佐 久 3 大野 宏道 弥生ケi3

円 菫 資 )51m∞ 佐● 浩之 野沢北 3 佐● 浩司 内藤 恵司 野沢南 3 芝口 博争 木 ●3 木 曽 2 吉池 康彦

7-投 良渡 寛也 松本県丘 3 小林  強 上口東 3 撼田  功 長野南 3 山本 昌ロ 攘 ノ丼 3 桧山 正■ 員,日 大3 0子 隆幸 屋代南 3

や り 投 K aln54 小林  強 Э53m54 中村 安広 伊藤 智浩 長野吉IB 3 吉沢 正泊

"ケ

■工3 威沢  " 向 隕 3 佐菫 浩司 上田東 3

(女子の部 )

期 日 H元 6/2～4 ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

10  点

学 校 名

“

  日
記  録 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校  名 配 彙 氏 名 校 名 記  録 氏 名 校 名 記 録 氏  名 校 名 記  録 氏 名 校 名

青木 利佳 中野西 3 菫口 仲子 染谷丘 3 長澤富美恵 栞山 美幸 文大長
'3

湯本由起子 木 曽 3 四方重紀子 美須 丘々 2

K024・ 31 青木 利佳 中野 西 3 大谷留美子 拿 月 3 商根番代子 野沢南 3 林 美由紀 長野西 3 吉澤 雪t 山岸 須坂商 2

藤沢 美香 須坂東 2 吉沢 雪恵 風 越 3 丼出 力恵 自 口3 高根香代子 野沢南 3 咆野 裕子 長野南 3 本,め ぐみ ■ ■2

」ヽ池三佳子 中野 西 3 原田  番 野沢■3 石凛さつき 諏訪実 1 りヽ池 t美 霞訪実 2 土屋 広美 小

“

3 吉川真由美 皐 月 3

01σ 07・ 0, 久屎口有希 赤 ■ 3 Э1003,7 薔塚 栄子 長野工 3 )F10・ 14 本■ 佳子 風 越 2 ЭlF l:l ■E 広美 小 議 3 Эl1 1'■ 6 小池三佳子 01016● 2 原田  看 野沢南 3

青木 利佳 中野西 0 清水  幸 野沢南 3 春凛 夕子 野沢北 2 摯, 美● 小羽根由美 木 ●3 野沢南 3

/ )49‐ 86

古凛朱姜 3

宮沢優子 2

祢津遭代 2

大容0美子3

●   月 )∞・34

水

"■

■子 2

栞林智子 3

佐●和可子3

青木利 佳 3

日下

“

めぐみ2

林 春子 3

戸田幸子 1

■本由記子 3

木  曽

項田久美子 3

林意美子 3

崚●もと■3

吉澤●意 3

風  餞

●●
=美

子3

■水 幸3

■晨番代子3

野 沢 南

塩島 炒 2

■澤宮美恵 3

艘田真由美 1

影山朋子 1

大  町

走 萬 ‖ 高柳 千帆 木 ●3 吉澤 里美 赤 ■ 3 久保 田美幸 長野東 3 堀  美帆 伊郡Jヒ 2 高野由美子 ● 月3 林津 道代 車 月 2

走 輌 リ 清水  幸 野沢疇 3 宮沢 崇恵 須 坂 3 蓮口 伸子 染谷丘 3 栞山 美幸 文夫員,3 宮本奈賀子 崚 ケ崎 3 高野由美子 皐 月 2

砲 九 コ 長谷
"1久

美 ●ノ井3 成田 奉子 長野南 3 凛口 玲子 長野西 2 川上 松校 白 馬 1 富田美佐枝 塩 滉 0 中野 ことみ 塩 尻 3

円 ● コ D38000 成 田 き子 長野南 3 谷 口 央子 絆 川 3 富田美佐校 塩 尻 3 吉田いずみ 長野西 3 石井 由美子 長野南 3 4永  久子 野沢北3

や り J 重 矢 県 ケ丘 2 官尾 由紀 薔 ノ丼 3 馬う ち よえ 文夫長野3 ψ‖ 千意 ■,大三3 篠氷 久子 野沢北 3 赤羽栞知子 松 商 2

Iθδ



長野県高等学校新人体育大会 (男子の部)

期 日 H元 10/27～29  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

輌  位

記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  母 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

百瀬 ■和 筑 暉 1 向口1 優勝 高 速 2 豊田 英治 跡生ケIt 2 金田 晃央 長野日大2 倉田 宣華 中野実 2 高見沢 円1 須 坂 2

窪田 英治 弥生ケ丘 2 百瀬 ■和 筑 ■ 1 向山 俊勝 高 速 2 木下 雅夫 横沢 昌弘 野沢南 2 成沢 諄― 筑 ● 2

池田 剛宏 佐 久 2 高崎 雅之 県 ケ丘 2 井出 澄夫 長 野 2 相沢 仲也 野 沢北 2 日本  渉 松 商 2 原  英之 赤 穂 1

西山 典仁 長 野 2 片ln 政志 上伊農 2 池田 Hl宏 佐 久 2 松下 茂樹 中野西 2 今丼 正
=

長 野 2 下島  應 上伊■ 2

竹内 一時 上伊■2 」ヽ田切徹州 深 志 2 松山 克敏 飯田工 l 平 山 勝重 ■,■ 1 島田  満 篠 ノ井 2 岩沐 直樹 中野実 2

松山 克敏 飯ロエ 1 瀬戸 ノヽ州 上伊農 ] 木下  腱 長 野 2 清水 達雄 東海大三2 小口切徹州 深 志 2 官下  籠 上伊晨 l

) 藤森  晏 二 秦 2 下喘 ■ヨ 長 野 2 相沢 仲也 野沢北 2 常田 義文 長野東 2 伊藤 和央 弥生ケ丘 2 高野 英之 梓 川12

)54・ 97 相沢 伸也 野沢北 2 並木  壺 小 諸 2 丼出 宗秀 臼 田 2 萩原 雅之 松 月 2 田辺 和員1 須 坂 2 横内  宇 筑 摯 2

木下  腱 長 野 2 前島 啓― 屋 代 1 竹村  茂 赤 薇 2 膀家  徹 松 商 2 矢沢 公彦 上伊晨 2

高根 英■ 岩村田 2 望月 紀
=

中野実 2 松下 栄― 飯 田 2 中村 弘層 高波  ユ 中野知 中
` 

宏文 中野実 1

/

成沢淳―

松本筑摩

常田真樹 2

羽生田螢-1

金田見央 2

峰村章弘 2

長野 日大

相馬正幸 2

岡田 春 2

小林鉄也 2

倉田
=●

2

中 野 実
山田 忠2

●森
`也

2

青木隆秀 1

風  越

丼■■和 2

吉村 武 2

自澤 籠 2

高精利弘 2

長   野

小松 忍

口   川
猪設 武

」ヽ宮山晃

平野拓也 1

小林

“

-1

/

官凛 優 1

松村 久 2

後● 薇 2

日本 渉 2

松  商
IIIttE:

1罪111:

長  野

藤森卓tL 2

山田 忠 2

五味清競 1

上国孝行 1

諏 訪 実

北川佳範 1

佐原秀樹 2

内田 教 1

高崎雅之 2

松   商

百瀬佳実 2

中野キ樹 1

■井 壽 2

太日茂吉 2

美須 々丘

|1村
=弘

2

増田 賢 1

■日真樹 2

羽生田俊-1

長野 日大

走 薔 跳 D 2n06 小枷 和● 中野実 2 松山 晃伸 菊池 博之 蟻 ケ崎 2 本堂 勝也 荒井 俊光 長野東 2 堀内 昌明 長野日夫 1

棒 高 既 真島 佳た 沐生ケ丘 2 唐沢 ロニ 赤 穂 2 有賀 友和 弥生ケ丘 2 武井  洋 上丼晨 2 佐々木恭幸 赤 薇 1 穂谷 和好 長 野 2

走 輌 跳 猪骰  云 琉 ,2 塚 田 浩道 長野南 2 常田 真樹 長野日大 2 池 田 克文 風 越 2 大久保貪光 向 陽 1

三 段 峡 峰村 車弘 長野曰大 2 宮澤 雅彦 猪改  ス 筑 摯 2 遠藤  ■ 上條 公明 絆 "12

砲 九 投 三油  理 薔 ノ井 1 倉島 厠史 奥谷丘 2 矢島 哲治 松 商 1 向井 弘樹 美頻 丘々 2 野呂 秀● 吉 田 2 鷲谷  巧 檬 ノ丼 1

円 菫 投 吉池 康彦 上田東 2 倉島 月史 染谷丘 2 林 雄二貴 英谷丘 2 野呂 秀●I 吉 田 2 井沢 克行 三浦  理 篠 ノ丼 1

7-■ 三泊  理 篠ノ丼 I 官坂 わニ 東海大三2 露谷  二 薔 ノ丼 1 石井 義明 上田東 1 宏 光 東海夫三 2 津口 量行 屋代南 2

鮎沢 英之 田中 完治 倉野 広i 木 曽2 矢崎 雅― 東海大三 l 小林 敏

“

長 野 2 佐● 淳次 佐 久 2

8種 競 技 4868点 塚 田 浩道 長野南 2 4777点 田辺 和員1 須 坂 2 4353点 平山 哲也 凛訪実 2 4270点 野池 宏道 吉 田 2 4186点 本田 速人 野沢南 1 4167点 望月 政 和 凛 志 2

(女子の部 )

期 日 H元 10/27～ 29 ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

薔   目

記 ● 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校  名 記 録 氏 名 校 名

高橋 美貪子 ■ 月1 打保奈美子 向 陽 1 四方亜紀子 美須 丘々 2 渇沢  薫 岡谷南 1 飯島 美貴 飯口女 2 赤羽 史子 向 陽 1

高薔美貴子 ネ 月 1 林津 道代 ● 月2 飯 口東由美 柳原 薔織 皐 月 2 安野 啓子 古嗜 由掟 金 糾 2

●沢 美番 斉藤理恵子 松 商 2 安野 啓子 野沢南 1 春凛 夕子 野沢Jヒ 2 藤沢 葉子 向 陽 2 日下椰めぐみ 木 曽 2

県 ケ丘 l 藤沢 美番 須坂東 2 小泄 恵美 林  純子 岡谷南 2 三枝 節子 壼 科 2 野池 饉子 須坂東 2

Э1001・ 3 佳子 石原さつき 霞訪実 1 市川l 奉意 県ケ丘 1 三枝 節子 i f12 臭田 康子 諏訪実 1 田畑重 由美 下伊■2

=原
 夕子 野沢北 2 宮沢 優子 ● 月 2 鹿野恵汗1子 ,生ケ丘 影山 83子 大

「
rl 伊● 里奈 岩村田 1 」ヽ林 崎子 臼 田 2

/ )∞・
14

柳原香織 2

宮沢優子 2

株津遺代 2

出●美貴子 1

皐  月

林 晃子 :

古

“

由紀 2

丸山理恵 2

本多めぐみ2

i 科

,本弘美 2

北沢啓子 2

倉内美l12

長 野 南

薇凛看苗 2

中沢千春 2

井出和美 1

春原夕子 2

野 沢 北

降ユ初衣 2

失口●子 2

●田真由美 1

影山朋子 1

大   町

小川1圭子 2

小

“

まゆみ2

浜 美咲 2

え山■

'子

2

岡 谷 東

た 高 朗 堀  美帆 伊那北 2 祢津 道代 ■ 月2 萬 遺 2 早川 昌子 須坂東 2 麻 子 中沢さとみ 長野 曰 2

走 幅 跳 矢島 良美 篠 ノ丼 2 影山 朋子 大 町 1 失口 躙子 大 町 2 山岸 格子 篠ノ井 2 小林 まゆみ 岡谷東 2 吉川 鵬味 晨 ケ● 2

砲 九 ■ 川上 松枝 白 馬 1 高口 真希 東海大三 2 井沢  操 凛訪実 2 溝 口 玲子 長野 西 2 柳町小百合 篠 ′井 2 字椰官まさ江 篠 ノ井 l

円 菫 投 商田 栞希 東凛大三 2 三村 奈 々 塩 尻 2 川上 松技 自 馬 1 清水美知世 飯山北 2 山中 忠美 篠 ノ丼 2 ■原 君代 高 遠 2

や り 投 高口 真希 東海大三 2 開町」ヽ百合 薔 ノ丼 2 勝野 利枝 大 町 1 赤羽真知 子 松 商 2 樽沼 由佳 県 ケ丘 2 田中千登男 県 ケ丘 2

7薔 競 技 3799点 堀  美帆 伊

"1北

2 赤羽真知子 松 商 2 小林まゆみ 3237点 高野 由美 子 ■ 月 2 3217点 山岸 路子 篠ノ井 2 3059点 勝野 利枝 大 町 1

fθ 7

1/



長野県高等学校総合体育大会 (男子の部)

期 日 H26/1～3  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

位

伊 長   野

■   日 カ

記 録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 配 暉 1氏 名 1校 暑 記  録 校  名 記  録 氏  名 校  名

林  憲司 ■ ■3 大 町 3 百瀬 寛和 筑 摩 2 奎 田 英治 高見沢 Rl 須 坂 3

窪田 英治 弥生丘 3 百瀬 ■和 1筑 山田 純― 上 田東 3 高■ 雅之 県ケ丘 3 金田 晃央 長野日大3 向山 俊膀 高 速 3

/ 高崎 雅之 雅夫 相沢 仲也 野沢北 3 原  英之 赤 籠 2 徳光  勇 彙野口大3 池 田 円1'

“

丼  席 美須丘 3 池田 "宏 佐 久 3 西山 央仁 長 野 3 片桐 政志 上伊■ 3 松下 茂樹 中野西 3 Il田  大0 飯 田 2

鰺丼  應 美須丘 3 竹内 一日 上伊■ 3 松山 克敏 飯ロエ 2 小田切■州 深 志 3 中村 行刑 県 ケ丘 3 小平 硼誌 二 葉 3

竹内 一哺 上伊■ 3 ●山 克摯 飯 ロエ 2 層戸 ノ`州 上伊農 2 小平 目志 二 葉 3 赤羽 洋道 上伊■ 3 木下  腱 長 野 3

)15・ ∞ 藤森  要 二 素 3 奮口 晨文 長野東 3 )15・ 92 伊藤 和典 弥生丘 3 下綺 正■ 長 野 3 原 田 美次 池田工 3 萩凛 雅之

)53・ 28 相沢 伸也 野沢北 3 本田 速人 野沢南 2 宗秀 臼 田 3 細川 康二 南安■ 3 田辺 和員1 須 坂 3 金丼 雅文 上  田 3

)9′ 22・ 17 松山 克薇 菫 田12 木下  建 長 野 3 勝宗  敏 松 商 3 竹村  茂 赤 薔 3 啓 ― 屋 代 2 板花 靖宏 凛 志 3

ν 3147 高根 英貪 岩村田 3 ).F25 望月 紀和 中野実 3 小池 昭彦 長 野 2 松下 飯 田 8 佐● ■洋 野 沢南 1 土屋 史紀 野沢北 3

姉
．

／

／

／

平山哲t3

山田 忠 3

●森

`也
0

青木睦秀 2

薇 勁 実

常田真樹 3

嘔 洋-1

金田晃央 3

峰村章弘 3

長野 日大

伊●和央 3

浜島雅典 1

北凛克彦 2

菫田美治 3

弥生 ケ丘

相鳥正● 3

日田 啓 3

」ヽ林鉄也 3

倉田菫章 3

中 ,実

官入史行 2

安摯芳紀 3

関田 ■ 3

堀内宗和 3

篠 ノ 丼

威沢淳-3

百凛寛和 2

猪設 武 3

小官山晃 3

筑  暉

/

藤森卓也 3

青木怪秀 2

山田 息 3

■田幸行 2

環 訪 実

峰村車弘 3

長野 日大

吉口知01

松村 久 3

後薔 餞 3

日本 渉 3

松  商

"!薔

貪僣 1

西
"央

仁3

山● 基3

井出置夫 3

長   野

百瀬佳実 3

美須ケ丘

倉口菫章 3

小林 武 3

相瘍正拿 3

ロロ 薔 3

中 野 実

沖野 仁2

,光 ,3 “

井 瘍 3

大田茂吉 3

走 高 跳  ゝ2nl10 小柳 和朗 中野実 3 堀内 昌明 長野日大2 原    響 弥生丘 2 堀内 宗fO ●ノ丼3 松山 晃伸 吉 田 3 吉 田 ―也 佐 久 1

陣 高 H 唐沢 領ニ 赤 歯 3 大野 桂司 弥生丘 2 武丼  洋 上伊■3 績沢  実 大 町 2 佐 木々き幸 赤 ● 2 吉沢 知● 大 町 1

走 幅 跳 池田 克文 凰 越 3 塚田 治道 長野南 3 |1村  車ツ 長野日大3 十
鯖

常田 真樹 ■,日夫3
０
” 高山  カ 須坂東 3 十

鶴
猪設  武 筑 暉 3

三 段 摯 旧内 宗和 篠 ノ井 3
Ｏ
ｍ 峰村 車弘 長野口大3 高山  カ

０
” 富澤 雅彦 ● 料3 一。価

」ヽ山 大
'

吉 口 0

砲 丸 投 三浦  理 薔ノ井 2 倉島 厠史 ■谷  ■ 檬 ノ丼 2 矢島 普治 松 商 2 資  ●Iロ 中 野 3 饗●  情 古 田 2

円 菫 投 吉池 康彦 佐薔 津茨 矢 沢 惧也 野呂 秀樹 吉 口 3 林 裕二郎 染谷丘 3 古見 正■

7-投 三薔  理 篠 ノ井 2 福丼 責吾 颯ケ■ 2 鷺谷  巧 檬 ノ井 2 古見 正樹 上回東 3 清水 理

'
饉 ノ 井

や う 投 田中 完次 大町北 2 住● 淳次 佐 久 3 小林 敏昭 長 野 3 矢崎 壼― 東海
=3

鮎沢 英之 倉野 広市 木  曽

(女子の部 )

期 日 H26/1～3  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

位

“
●    月

■   目
記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記 ● 氏  名 校 名 記 録 氏 名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記 録 氏 名 校 名

高精美■子 ■ 月2 打保奈美子 向 日 2 官下 榛 /井 2 艘田真由課 大 町 2 四方重に子 美須丘 3 山岸 時子 姜ノ丼 3

四方亜記予 癸須丘 3 高精美■子 ■ 月2 九山 理泊 ● 科2 藝沢 美番 須坂■ 3 飯田真由美 大 町 2 山岸 エ リ 須坂商 3

)58・ ∞ 藤沢 美香 D rD3・ 39 斉藤理官 チ 松 商 3 安野 啓子 野沢南 2 木 曽 3 市
"1 

壼子 岡谷●3 藤套 淳子

2ゝ■ 7・ 60 官下 三十 環訪実 l ●■ 里枝 林  飩子 岡谷南 3 女野 啓子 野沢南 2 りヽ池 忠美

Э1010" 石原さつき 凍訪実 2 0lo' u ( 手塚重希子 010“・

“
本島 佳子 風 越 3 松島 里枝 風 越 1 小松 三薔 薇訪実 2 」ヽ沢佐知子 長 野 2

飯塚 美機 岡谷南 2 ,凛 タチ 野沢IL 3 小林 綸子 臼 田 3 竹内 千榮 凛 志 3 須坂東 3 渡 辺 浩 子 餞ケ● 1

‖口■忠 1

伊●光代2

山田 泉 3

月 美帆 3

／

／

／

D 49・ 70

柳原 香織

宮沢 優子
●   月 伊 郡 北

●凛薔苗3

中沢千,3
丼出和美2

■凛夕子3

野 沢 北

本下薔美子2

古●●t3

九山理恵 3

林 晃子 2

,  ■

le本 弘美 3

条本I美 2

北沢啓子 0

倉内美帆 3

長 野 南

塚 田洋子 3

宮下典子 2

官川央子 2

山岸|1子 3

薔 ノ 井

走 高 鵬 月  美帆 伊那北 3 早
"I 

島子 須坂家 3 半藤  栄 皐 月 3 高 速 3 篠原みずき 凛 志 1 野ヽ由美子 ● 月3

走 嘔 跳 山岸 路子 薔ノ丼 3 十
缶 飯夕 美穂 岡谷南 2 前林美智子 伊那北 2 吉川 明美 颯ケ■3

〓
蹄

横井 和子 松 商 1 礫田 友実 伊昴Jヒ 3

砲 丸 投 ニロ 玲子 長野西 3 山中 恵美 篠 ノ丼 3 丼澤  操 諏訪実 3 清水 美快 屎 志 1 自 馬 2 佐● 美玲 長野 西 3

円 菫 ■ 佐藤 美玲 長野西 3 三村 奈々 塩 尻 3 高田 真希 東海三 3 清水 美映 凛 志 1 川■ ●校 自 馬 2 山中 息美 檬 ノ丼 3

や つ 投 柳町小百合 薇 ノ丼 3 勝野 利校 大 町 2 凛口 玲子 長野西 3 高口 '希 東海三 3 田中千登勢 県 ケ丘 3 I● 沼 由佳

]θ∂

/

/

/

/



長野県高等学校新人体育大会 (男子の部 )

期 日 H210/26～28  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

位

■   目 民 カ

記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記 録 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏 名 校  名

百瀬 ■● 筑 ■ 2 山村 洋ニ 松 商 2 隆 秀 籠訪実 2 市月1 裕康 松 商 1 北原 克彦 弥生丘 2 原  英之 赤 穂 2

山村 洋二 松 商 2 百瀬 i和 筑 摩 2 青木 隆秀 薇訪実 2 凛  英之 赤 穂 2 羽生回俊― 長野日大2 木下 雅 夫 飯 田 2

木下 雅夫 飯 田 2 本田 速人 野沢南 2 中島 裕司 東海三 3 後藤 ■博 東海三 1 横田 真― 長野南 2 北川 佳範 県 ケ丘 2

上国 摯行 諏訪実 2 横田 真― 長野南 2 細田 大稔 飯 田 2 中‖ 高志 伊藤 裕次 野沢南 2 名取 和調 二 秦 1

北沢  斉 上伊■ 2 中村 高t 宮下  餞 上伊■ 2 若‖  敏 屋 代 2 神谷 善之 飯 口 2 壬生 幸夫 下伊■2

自 鳥 ! 宮下  衝 上伊農 2 松本  nl 量 代 2 手夕 鳥志 野沢北 1 東  勝也 野沢Jと 2 秩山 教志 岩村田 2

石井 文■ 野沢南 2 官下 雅史 茂田 軟幸 医野 博明 長野東 2 九山 崚― 長 野 2 塩崎 r●憲 須坂口 l

石井 文★ 野沢南 2 小林 敬宏 自 田 2 小池 健凛 阿 智 2 細沢 幹雄 信州工 1 五味 清規 凛訪実 2 北川 佳範 県ケ丘 2

前島 啓― 屋 代 2 量 代 2 中村 洋隆 白 馬 1 東  "也 野沢北 2 手塚 博志 秋山 漱志 岩村田 2

小池 昭彦 長 野 2 佐藤 孝洋 野沢薦 1 中嶋 宏文 中野実 2 小平 仲吾 望 月 2 高波  豊 中野実 2 柳沢 高弘 岩村 田 2

/

市川 裕康

吉田 知樹

宮暉  傑

山村 洋ニ

松  商

懸 澪-1

水沢 ―菫

澪村  仁

羽生口,-1

長野 曰大

小松  忍

小松 真人

平野 拓也

小林 摯―

中谷■樹 1

内山勝摯 2

大住 英昭

■■直啓 2

伊 郡 北

倉石 賢―

加菫 正広

官入 実行

中川!  優

篠 ノ 井

松橋 慎 也

小林 文彦

池田 光安

小林 ス員:

吉  田

/

中島裕コ 2

柴田 僣 1

辻 昌尚 1

後●■■ 1

東海大三

内山 町 2

湘 仁 1

羽生田●-1

増田 賢 2

長野 日大

野岩裕二 2

市川裕康 1

吉田知樹 1

宮原 傑 2

松  商

中谷春樹 1

人嗜和幸 2

●■直薔 2

内山勝雄 2

伊 郵 北

五未清艘 2

青木隆秀 2

官下進也 1

康 訪 実

自田 茂 :

石丼文■ 2

伊藤裕次 2

本田速人 2

野 沢 南

走 凛 期 堀内 昌ワ 長野 曰 2 |1  正也 須 颯 2 上凛 昭彦 佐 久 2 凛    明 弥生丘 2 佐藤 忠由 須 坂 2 横川  誠 大町北 1

棒 高 H 優々木本幸 赤  ■ 2 九山 崚― 長 野 2 横沢  実 大 町 2 小0  ま 箕輸工 l 吉沢 知日 大 町 1 中嶋 秀樹 屋代南 1

走 輌 綺
０

鮨 村 上 屋代南 2 町 田 貴之 小林 雄― 沖村 見平 伊郡北 2 塩入  明 美須丘 2 片桐 

“

J 赤 ■ 1

三 段 

“

小出 峰太 長野 日 l
十
缶 菫入  明 美須丘 2 黒田 ―隆 木 ●2 村山 =彦 木 ●2 五味 清艘 凍訪実 2 沖村 晃平 伊那北 2

砲 九 投 Э 15m55 三浦  理 篠ノ井 2 佐藤 光秀 饉 ノ井 2 矢島 哲治 松 商 2 t谷  功 薔 ノ井 2 費●  商 吉 田 2 山田 ●二 松  ′‖1

円 菫 役 三清  理 榛ノ井 2 佐藤 光秀 篠ノ井 2 北沢 和也 兵,日大2 土豊 政方 野沢南 2 中沢 宏之 野沢北 l 小林  ■ 明 ■2
三浦  理 榛 ノ丼 2 福井 真吾 崚 ケ崎 2 清水 理宏 薔ノ井 2 大日向裕― 屋代南 2 鷺谷  功 薇 ノ丼 2 鬼久保将史 野沢北 2

や う 役 D58m調 田中 完次 大町北 2 D57n32 長瀬 哲彦 東海三 2 矢崎 雅― 東海三 2 佐藤 光秀 姜ノ丼 2 下里 貴志 田 川 1 高木 直樹 県ケ丘 28饉
"技

4718点 屋 良 尚純 1岡 谷東 2 本国 速人 野沢南 2 4543点 大久保■光 向 陽 2 4.481点 関  正也 須 坂 2 4352点 北澤  慶 薔 ノ丼 1 4346点 石井 文貴 野沢南 2

(女子の部 )

期 日 H210/2o～28 ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

饉   目

記  録 氏 名 1校 名

記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名

接 ノ井 2

記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

)12・ 44 高薔美☆子 皐 月 2 D 12・ 70 宮下 央子
記 録 氏 名 校 名

藪塚真由美 村田 ■忠 伊那北 l 戸田 幸子

安野 啓子

木 曽 2

野沢南 2

赤羽 史子 向 陽 2)25・ 38 高薔美貴子 ■ 月2 官下 央子 篠 ノ丼 2 村田 ■忠

市川 泰忠

伊昴北 :

黒ケ丘 2

長 野 2

野 沢南 2

県 ケ丘 2

中野実 1

井出 和美 野沢北 2

市川 奉忠
弘 美 倉田恵里子 長 野 2 小池 まなみ 東海三 1

手塚壺希子 県 ケ丘 l 山寺 麻代 明 科 1 中川 "重 松 商 2 安野 啓子 野沢南 2

白 
「

.2 一一』
上 薔 凛訪実 1 横地 京子 長野西 2 宮下由美子 飯 田 女 2 奥田 席子 諏訪実 2

饉 ケ崎 2

中村 由に
飯

' 
美穂 岡谷南 2 伊藤 里奈 岩村田 2

野沢南 2

伊藤 京子 諫訪実 2 新丼 利香

諏訪実 2

3姉 W 笠凛 千瀾 長 野 2 篠原加代 子

渡辺 浩子 ●ケ崎 1 fia /'s 諏訪実 2

中野実 2 伊藤かお り 大 町 1 川浦 鶏難 木 曽 1 川尻 飯田女 1

/

森田恵美 1

宮沢崚子 1

名和凛理子2

萬綺美■子2

車  月

長費椰薔癸 1

綺丼和子 1

中村美美 2

田中美綸 1

松商学口

杉本弘美 2

倉田忠里子2

足助春美 1

唐沢香百 2

長  野

清水知■ 1

藤沢央代 2

小■コ颯史 1

花島奈津子

唐沢 香薔

長野 日大

野 2

下川加代 1

平林弘美 1

大  町

矢野有記子2

永田久子 2

山崎僣紀子2

-′ 瀬真知2

凛  志

影山朋子 2
走 高 朗 高嬌  京 県 ケ丘 2

日谷市 2
嚇
一″̈

深 志 1 上水 由美 量 代 1

飯, 美穂
新 元 康 恵 松 商 1 崚谷 佳恵 長野日太 1

松 商 1 前林美智子 伊耶北 2 ― ノ瀬真梵 凛 志 2 伊● 光代 伊耶北 2 等々力崚子 彙 ケ丘 2砲  九 投 宇●宮まさぇ 姜 ノ井 2 小川1 範子 篠ノ丼 l 倉根 奈聰

菊池まどか

野沢南 2 嗜 美 長野南 l 晏川 真希 長野南 l

円 菫 役 倉根 奈苺 野 沢南 2 り野 利校 大 町 2 27m62 
|

や り 艘
紀 子 薔ノ丼 l 4ヽ野沢かおり 中 野 1

山本 晴美 長野南 ] 勝野 利枝 大 町 2 3{ m6O 山本 悦子 岡谷東 2 海口 息子

伊那 Jヒ 2 3289点

桜丼 法子 皐 月 2 町 口 泰子 長野南 2

330?点 前田  優 野沢南 1

ゴθθ

令 子

こ 幅 ll

“

 月1

野沢南 2

松  商7● 競
"

勝野 利

`
大 町 2 風藤 里奈 1岩村田 2 3353点 小林亜矢 子

荻原jよ 保f 斉藤 由tl 染谷丘 2



長野県高等学校総合体育大会 (男子の部)

期 日 H35/31～ 6/2  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

位 住

総 34点 野 沢 南 211点

■   日 ス カ

記 録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記 録 氏  名 校 名 記  録 氏 名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名

百瀬 寛和 筑 暉 3 青木 隆秀 諏訪実 3 浜島 雅興 弥生丘 2 奥原  ■ 県ケ丘 2 石丼 英明 美須 々 3 小松 真人

百瀬 ■ネ 筑 摩 3 床  英之 赤 機 3 関  明徳 中野西 3 羽生口悛― 長野曰大3 木下 雅夫 重野 幸彙 野沢南 3

本国 連人 野沢南 3 木下 雅夫 飯 田 3 原  英之 赤 穂 3 中嶋 裕司 ―志  学 池田工 2 検田 真― 長野南 3

■ロ キ行 諏訪実 3 ―志  学 池 ロエ 3 横田 真― 長野南 3 肛田 大0 飯 田 3 人嗜 和幸 伊那Jヒ 3 小木曽ス 史 伊ヨ1北 3

松山 克敏 飯 ロエ 3 北沢  斉 上伊晨 3 北川原―飲 長野南 3 北原 芳美 上伊晨 3 荒丼  貴 大 町 1 若林  摯 屋 代 3

松山 克敏 飯ロエ 3 前島 啓― 屋 代 3 瀬戸 ノヽ州 上伊農 3 官下  摯 上伊農 3 松本  硼 口 代 3 メ山 牧志 岩村 田 3

110mH 石丼 文■ 野沢南 3 林 敏宏 日 田 3 丸山 積― 長 野 3 茂口 破幸 上  田 3 官下 雅史 五味 清■ 霞訪実 3

4∞ mH 」ヽ池 腱鷹 F書 3 石井 文■ 野沢南 3 小林 歓宏 日 田 3 根田 奉聖 二 葉 3 日田  歳 野沢南 2 本国 速人 野沢南 3

axlms c )16・ 38 松山 克歓 飯 田工 3 》 21・ 98 前島 啓― 屋 代 3 北沢  斉 上伊■ 3 手塚 鳥志 野沢北 2 屋 代 3 宮下  凛 上伊■3

)229B 小池 昭彦 長 野 3 佐藤 ■洋 野沢南 2 りヽ平 f● 吾 望 月 2 中島 宏文 中野実 3 関 口 幸宏 岩村 田 2 両角 吉人 東澤三 3

姉
． /

小松 忍 3

小松真人 3

平野拓也 3

小林雄-3

田  川|

百瀬貴之 2

吉口知樹 2

官原 傑 3

市川0康 2

松  南

赤岩 司 3

,口 彰 3

日本宏充 2

石井英明 3

懇 洋-2

水沢―■ 2

沖‖ ● 2

羽生口●-3

長野 日大

辻 昌尚 2

栄田 僣 2

■島0司 3

後■■博 2

東海 大三

生島■年 3

,電雄-3

竹内 コ 2

塚田英彦 1

/

辻 昌尚 2

柴口 悟 2

後●■博 2

中島裕司 3

東 海 三

石井文■ 3

伊藤0次 3

自口 茂 2

本田逮人 3

野 沢 南

中谷春樹 2

バGr● 幸 3

橋う直啓 3

内山じ津 3

伊 那 北

下平 僣 2

綱田大● 3

神谷薔23

木下,夫 3

飯   田

平林fl● 12

金森智幸 2

平林千青 3

-志 学 2

池 ロ エ

小松 忍 3

中村商志 3

吉田方伸 1

平野拓也 3

田  川|

走 薇 眺

棒 高 摯

堀内 昌明 梨野口大 3 原 弥生丘 3 上原 昭彦 佐 久 3 佐藤 忠由 須 坂 3 薇川  ロ 大町■ 2 5● lm鰺 5 月ヽ林  
“

4m20 佐 木々ホ幸 赤 ■ 3 小島  譲 箕輪工 2

自 躊 3

2●4m∞
06

隣沢  実 大 町 3 九山 摯― 長 野 3 吉沢 知樹 野 沢 祐司 屋 代 2

饉村 秀夫 員齊日大 3 村上 淳也 屋代南 3 小林 雄― 平出 世幸 向 陽 2

た 輌 " 町田 ■之 中 野 3 大久保貴光

黒田 ―性 木 曽 3 曰自 文知

三 段 摯

砲 丸 投

小出 隆太 史庁口大2 金丼総―郎 長野西 3 ．
３ｍ７

な入  明 美須 々 3

篠ノ丼 3

)15市 1 三清  理 懐 ノ井 3 佐● 光秀

小林  景

篠 ノ丼 3 矢島 哲治 松 南 3 田中 完次 山田 `次 松 川12 ■谷  巧

明 ■ 3 二本松 進 吉 田 3 本田 速 人

大 日方祐―

野沢南 3 ■沢 宏之 野沢北 2 三浦  理 薇 ノ丼 3

円 菫 役 佐藤 光秀 篠 ノ井 3

屋べ南3 福井 真吾 燎 ケ崎 3

一̈一
長野 南 2

D58m38 三浦  理

田中 完次

篠 ノ井 3

大町北 3

髯谷  巧 薔 ノ井 3 清水 理宏 篠 ノ丼 3

薔 ノ丼 3

小林 敏彦 餐場  置 吉 田 3 長瀬 哲彦 佐藤 忠 由

り 投

(女子の部 )

期 日 H35/31～ 6/2 ※=県高校新 ◎=県高校タイ _○ =大会新 △=大会タイ

●   目 記 録 氏 名 校 名

伊郡北 2

記 録 氏  名 校 名 記 録 氏  名 校  名

記 録 氏  名 校 名 記  饉 氏 名 校 名 記  録 氏  名 校  名

松 "12

D 12・ 44 高橋美貴子 ■ 月3 D 12・ 44 宮下 央子

村田 喘恵
=ノ

丼3 林  発子 ■ ■3 ●口 ■恵 丼出 和嗅 野沢北 3

豊 口  恵 凛訪実 1

伊郡北 2 倉田恵利子 辰 野 3 井出 和美

市川 泰恵

野沢北 3

県ケ丘 3

口中 美

"官下 央子 懐ノ井 3
横山 瑞恵 上国東 3

東毒三 3

中川 "重

壺口  聴 諏訪実 1

諏訪実 2 ν 16・ ∞

).“・∞

名r●真理子 中 月 3 生玉小百合 中野実 2

寺島 清エ 上 国東 l

手,重 希子 県 ヶ丘 2

ン 45・ 22

石原きつき 諏訪実 3 市川 春■ 県 ケ丘 3 小池 弥生

D2'13・ 87 官下 三奉

官下 三摯 諏訪実 2 県 ケ丘 2 4摯 三看 薇訪実 3 宮下由美子 大和 智美 崚ケ● 2

'V*',u
l 5'38

石原 さつ き 諏訪実 3
■ヶ■ 3 山田峡理子 篠 ノ井 3

飯塚 美穏 岡谷南 3 伊藤 里奈 岩村口 3

薇訪実 2 上條 有希 諏訪実 2 川民 真弓

凛田口美 2

新丼

“

香 3

渡辺浩子 2

井口美保子2

重 田女 2 中島由紀 子 飯田女 3

/
D4ず

“

笠原 子薇

森田忠美 2

宮沢綸子 2

名和真電子3

高●美■子3

長 野 3 ●凛加代子 野沢南 3 工  久美

崚 ケ 崎

正村智恵 3

■■椰綺美2

中村美美3

日中美鈴2

松  商

皐  月

宮川1央子 3

丸山 桂 2

宮沢恵美 2
篠 ノ 井

薔沢央代 3

小||二 忠美 2

花島奈津子3

川久保久美 1

長野日大

I川 依子 2

小林千● 2

須工昭子2

丼出|1美 3

野 沢 北

上原 美香 清水 敦子 岩11田 3 篠原みずき 深 志 2 高精  京 県 ケ丘 3 唐沢 香宙 長 野 3

走 高 嗅 堀  奈帆 伊那北 1

岡谷南 3 伊藤 光代 伊31北 3 渡辺 浩子

久保田央子

颯 ケ崎 2 河西 崚子 澤訪実 2

走 輌 餞 前林美智子 伊郡北 3 「興耐

大 町 3

皐 月 2 勝野 オ1技 大 町 3

野沢南 3 小川 紀子 篠 ノ丼 2 川1上 松技

字椰宮まさえ 檬 ノ丼 3

勝野 千1技 大 町 3 石川 幸技 長野南 2 りヽ11 紀子 薇 ノ丼 2

自 馬 3 會根 奈椰 野沢南 3 縁川 真希

海 口 息子

長野南 3

森岡 京子 飯田女 3

松 南 2 $m?1 I f,its I 伊那北 3 ぼ井 法子

や り ■ 山本 晴美 長野 南 2 勝野 利枝

Iイθ

村山 事彦 木 ●3 岩村 田 3

東海三 3 須 坂 3

手塚重始子

″ 九 り



長野県高等学校新人体育大会 (男子の部 )

期 日 H310/18～20  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

■   目
記  録 氏  名 校 名 記  録 氏 名 校  名 2 録 氏 名 校 名 記 録 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校  名 記 録 氏 名 校  名

高橋 雅也 長野工 2 塚田 英彦 上回東 1 市川 裕豪 松 商 2 浜島 雅典 弥生丘 2 武 田  湾 中
"実

1 宮川  麟 崚 ケ崎 2

市川 裕康 松 商 2 塚口 英彦 上 回東 1 後感 ■博 東海=2
中川  優 榛ノ丼 2 岩崎 文明 」ヽ諸商2 浜島 雅典 弥生丘 2

)50・ 02 後藤 ★博 東海三 2 名取 和朗 二 葉 2 自井  蔵 野沢南 2 辻  昌尚 東海三 2 中谷 春樹 伊昴北 2 吉田 芳伸 田 川 1

)150・ 48 名取 和ヨ: 二 葉 2 ―志  争 池 田工 2 荒井  貴 大 町 1 小出 友和 長野日大 1 南雲 峰雄 須坂商 1 大久保■志

中島 秀摯 東海三 2 西沢 洋務 東海三 l 荒丼  ■ 大 町 1 八木隕―郎 二 葉 2 鈴木 俊文 松本工 1 白鳥 吉栄 上伊晨 2

鈴木 悛文 松 工 1 西沢 洋務 東海三 1 自島 吉榮 上伊■ 2 羽生 吉治 上伊■ 2 中村 洋隆 自 32 平林 誠司 大 町 2

110mH 宮下 ■史 上  国 2 赤羽 浩一 伊澤「北 2 菫 田 左― 大 町 2 宮沢 秀樹 吉 田 2 中村 大樹 官入  洋 野沢北 2

日口  茂 野沢南 2 辻  昌尚 東海三 2 中島 崇● 長野南 2 藤田 泰之 須 崚 2 細沢 幹雄 吉田 芳伸 口 川 1

tO∞mSC 中村 洋隆 自 馬 2 神滓 正田 中野実 2 嘉道 Hlt 東海三 1 手塚 t志 野沢北 2 口中 了― 関原 裕正 上伊晨 1

佐薔 幸洋 野沢南 2 原  直志 松 川 2 関口 宏幸 岩村田 2 ビ本 発― 大 町 2 口村 鉄也 員■日大2 久保 田康弘 飯 田 2

/

唐沢修司 1

片桐

"離
2

山際康弘 1

沢渡 -1

赤  ●

馬う雅彦 2

今村賢一 】
佐   久

荻凛勇二 1

■島崇樹 2

小林 ■ 2

町田f●● 2

長 野 南

市川裕康

古燿幸行 2

百瀬■22

吉田知樹 2

松  商

原田知博 2

下田 勉 1

中 野 実

高山清-2

小出晨広 l

竹内 口 2

塚田美彦 1

上 国 東

渡辺新次 武 田 満

/

辻 昌肖 2

飯口 聡 l

柴田 僣 2

中島秀摯 2

東海大三

小林 ■

中島豪樹
長 野 南

小出友和 1

水沢―■ 2

小口泰幸2

沖村 仁2

長野 日大

中島■代患2

三浦一樹 2

佐   久

宮田正僣

決川只芳

ロ ロ和登 2

平林和樹 2

池 ロ エ

萩原勇二 渡辺新次 荻原豪司 2 ―志 学

た 高 跳 春凛 由宏 ■野西 1 検川  ■ 小林  n 飯田風 2 りヽ林 正二 弥生丘 2 凛  ■― ● 力々功治 檬 ノ井 :

棒 高 焼 吉沢 知樹 大 町 2 lm田  英●I 赤 ● 1 自沢 正宏 長野日大1 岩本 Rl男 中野実 1 中綸 秀樹 屋代南 2 rF沢 祐可 屋 代 2

走 輌 境 小出 怪 太 史野曰大 2 小林  論 百瀬 公貝1 慄 志 2 片桐 "雄 赤  ● 2 北沢  ● ●ノ井2 武田  瀾 中野実 1

三 段 H 小出 隆太 梨野曰大 2 坂田  Z 須坂東 2 贖田 左― 大 町 2 小林  綸 飯口員 1 」蠍  正二 弥生丘 2 宮沢 寛ニ 梓 月 2

砲 丸 骰 上條 靖筆 長野東 2 山田 修次 松  ,I12 田辺 晴車 須 坂 2 林部洋次郎 長野稟 2 大田 三博 上田東 2 小松原秀之 伊那北 2

円 ● 資 上條 靖雄 長野東 2 松田晰太郎 長野口大2 中沢 去之 野沢北 2 大田 三博 上国東 2 宮沢 圭司 美須々 2 日向 儘太 岩村田 1

●日  明 長野 南 2 梨子口昌史 大 町 2 小野 政員1 薔 /井 1 古霰 商文 美須 々 2 荒井 克弘 薔 ノ丼 2 中沢 宏之 野沢北 2

や り 投 渡 辺 染谷■ 2 林部絆次郎 長野東 2 木次 勝秀 野沢北 2 凛  知憲 伊
"「

北 2 小林 月1之 長野 日 2 梨子田昌史

86競 技 4867点 北沢  ● 薔ノ井 2 4645点 木次 勝彦 野沢北 2 4610点 臼口  茂 野沢南 2 4579点 北村 将人 長 野 1 4312点 ● 力々功指 菫ノ井 1 4249点 麻角 広月 」ヽ 諸 2

(女子の部 )

期 日 H310/18～20 ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

記  録 氏  名 枚  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 認  最 氏  名 校  名 記  録 校  名

村田 喘恵 伊郡北 2 番浦由美子 川久保久美 甘利 薇江 岩村 田 1 山■ 麻紀 t ttl
=丼

美智子 佐 久 1

生玉小百合 中,実 2 村田 瑞恵 伊郡北 2 矢 沢 悦 子 東海三 1 山崎 麻紀 佐 久 l 宮沢 崚子 ■ 月 2 西In由美子 松 川 2

生玉小百合 中野実 2 矢沢 悦子 東海三 1 村田 ■息 伊
"ヽ

北 2 屎坂 X由 子 上條 有紀 岡谷南 2 石戸谷みどう 崚 ケ綺 2

寺島 清エ 上回東 1 小林 亜紀 野沢南 2 西山 知花 美須々2 山寺 麻代 明 ■ 2 小池 まなみ 東海三 2 上條 有希 凍訪実 2

)0.51・ 72 上條 有希 諏訪実 2 疇内智恵美 長 野 ! 小尾 麻美 清 陵 1 りヽ林めくみ 諏訪実 1 寺島 清江 上田東 1 口村め ぐみ 飯 口風 2

1∞mH 上原 美香 薇訪実 l 西泊由美子 松  り!12 蔵沢 友紀 渡辺 浩子 崚 ケ■ 2 原 口  聖 長野清 3 志庫 輌子 佐 久 1

OIS l'02 川尻 真弓 飯田女 2

"1浦
 瑞忠 木 曽 2 浜  久美 凛訪実 2 佐薔 品子 拿 月 2 平井 美和 長 野 1 岩松 徳子 野沢南 2

/

清水知夏 2

長野 曰大

金子重紀 2

上原美香 1

若林美奈 2

■口 忠 1

霞 訪 実

関 智子 1

日向祥子 2

三井美,子 1

山崎麻紀 1

佐   久

夏川依子 2

宮皓こずた 1

須工昭子 2

小林千■ 2

野 沢 北

小林厚子

岡 谷 南

凛口朋美 2

小■■矢子2

渡辺浩子 2

井口癸保子2

崚 ケ 崎

小|1壺 息■ 2

11久 保久美 l

小口まゆみ 1

富下千,2

走 高 跳 堀  奈帆 伊那北 1 田中 美保 篠瞑みず き 凍 志 2 磯谷 住恵 長野日大2 上原 美香 阪訪実 1 山崎布美子 吉 口 1

た 
“

 験 崚 2 浩 子 燎 ケ崎 2 0口  恵 凛訪実 I 詢津 真弓 小林重矢子 螢ケ■ 2 央子 弥生丘 2 古川 和美 ● 月2

砲 九 投 小
"l 

紀子 感 ノ丼 2 山本 嗜美 長野南 2 久保口央子 ■ 月2 縁川 真希 長野南 2 小林 重紀 野 沢輌 2 海 ロ 息子 松 南 2

円 彙 投 山本 崎美 長野南 2 ほ川1 真希 長野南 2 久保口央子 ● 月2 保科 裕子 伊郡北 2 清沢 重紀 崚 ケ崎 2 三上 和美 木 曽 2

や り 投 山本 晴美 長野南 2 ) Im28 晦口 息子 松 南 2 林  美書 屋代南 2 桜丼 美保 上 田東 1 九山 英子 睾 月 2 本適 ―美 佐 久 1

7● 競技 3918点 壺 口  恵 環助実 1 3641点 上原 美香 諏訪実 1 3530点 堀  奈帆 伊ヨ1北 l 3382点 宮沢 恵美 篠ノ丼 2 3271点 宮下 床子 桑谷丘 1 3225点 須工 昭子 野沢北 2

ゴイf



長野県高等学校総合体育大会 (男子の部)

期 日 H45/29～ 31  ×=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

位

19点 15点   1 大   町

●   日

記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校 名

高嬌 雅也 長野工 3 颯島 雅央 弥生 IE 3 塚 田 英彦 大谷 r● a 凛 志 3 奥原  子 県 ケ丘 3 松下 昌■ 松力12

浜島 雅央 弥生丘 3 長野■ 3 市
"1 

裕豪 松 南 3 塚田 英彦 栗原 芳樹 須 坂 3 中川  優 懐 ノ井 3

/ 040・

“
塚田 美彦 上田東 2 ―志  宇 池田工 3 中谷 春●l 伊郡北 3 藤ロ ホ之 須 坂 3 後● ■, 東海三 3 市川  康 松 商 3

―志  学 池田工 3 名取 f● 副1 二 葉 3 矢島 裕二 風 越 3 小野  田 塩 尻 2 中谷 春樹 伊郡北 3 ノヽ本ロー凛I 二 葉 3

/ 西澤 洋務 東海三 3 人木陽一日 二 葉 3 向山 幸ll 上伊昴 3 鈴 木 俊 文 松本工 2 荒丼  貴 大 町 2 中島 秀雄 東海三 3

/′ Jrf 5l' m 西澤 洋務 東凛三 3 Dllヽ1" 鈴木 俊文 荒井 ―■ 中村 洋隆 白 馬 3 自島 吉崇 上伊昴 3 羽生 吉浩 上伊昴 3

菫綺 和恵 須坂口 3 中村 大樹 自口  茂 大住 英昭 伊椰北 3 官 入  津 野沢彙 3 赤羽 浩― 伊昴北 3

/ ヨ田  茂 野沢南 3 ●田 泰之 須 坂 3 辻  昌当 東海三 3 刻ヽ ロ 泰幸 長野日大3 ■島 崇樹 長野南 3 関  和豪 凛訪実 3

OIX m S C / 十村 洋睦 自 馬 3 ■遭 純 tl 東海=2
手塚 馬志 野沢北 3 南沢  繁 薔 ノ井 3 上伊郡 2 東海三 1

/′ 鎌 ¬
`41

佐● 手洋 野沢南 3 凛  ●I志 31口  ,■な 岩村 田 3 久保 田奉裕 菫  田 3 宮 本 大 町 3 佐
= 

伸― 下高晨 3

/

懸 洋-3

水沢―憲 3

管沢 ■ 2

山本彰-1

■,日 大

横井朦太 1

古燿摯行 3

吉田知樹 3

市川0● 3

松  裔

柳沢寛文 2

竹内 口 3

小出康広 2

,日英彦 2

上 口 東

馬埼雅彦 3

今村贅-2

三浦一日 3

渡辺,次 2

佐   久

唐沢

`司
2

片構

"雄
3

山腺康弘 2

沢渡 -2

赤  ●

神田智之 3

●田泰之 3

4ヽ宮山,夫 2

栞原秀樹 3

須  浜

/

辻 昌商 3

柴口 僣 3

宮澤英和 1

後●貪博 3

東 海 三

中野直浩 2

吉田芳伸 2

萩凛康司 3

浅川貴秀 2

田  "|

沖田 仁 3

小出友和 2

水沢―■ 3

小日奉幸 3

長野 日夫

大住英昭

伊 郵 北

神口智之 3

須  坂

小林 ■ 3

長 野 市

赤羽浩―

中谷
=樹

凛田 守3

●田奉之3

町 田和● 3

荻原勇二 2

走 高 H ●
"1  

崚 大町北 3 富澤 憲二 梓 川 3 小池 捷平 」ヽ牧 正二 弥生丘 3 ● 々力功治 檬 ノ丼 2 市川 吉幸

摩 高 朗 綱 田 英樹 赤 ■2 唐沢 修司 赤 ● 2 清水 大

“

赤 ■ 2 吉澤 知樹 大 町 3 小林 =人 檬 ノ丼 1 宮澤 正安 長野日大 2

た 輌 u / 百凛 公則 深 志 3 平出 世幸 向 鶴 3 筆田 庄― 大 町 3 小林  = 風 越 2 坂田  忍 須坂東 3 古岩丼目太 彙
'日

大2

三 段 ■ 小出 産大 却
赫

浜日  忍 螢口 庄― 大 町 3
士

ｍ４ 山ロ ス男 長野西 3 J漱 正二 弥生丘 3 い村  哲 赤 ■ 3

砲 九 投 / 山田 `次 松 川 3 上条 靖摯 長野東 3 小松原秀之 伊霧1北 3 石川 十年 僚 ノ丼 1 田辺 晴尊 須 坂 3 膵部洋次郎

円 ● ■ / 上條 "雄 長野東 3 大国 三 II 上 回東 3 宮澤 圭司 美須 々 3 日向 ●太 岩村田 2 油丼 正和 野沢南 2 二本松 進 吉 田 3

7-投 /
"日

  明 長野南 3 小野 政員1 薔ノ丼 2 梨子口昌英 大 町 3 中沢 宏之 野沢Jヒ 3 荒丼 克弘 篠ノ丼 3 古越 歓児 篠ノ丼 3

や り 投 / 渡辺 哲嘉 共谷丘 3 林部洋次

"
長野■ 2 宮入 清志 南安■ 3 木次 勝秀 野沢北 3 上條 靖摯 長野東 3 ●野 奉克 長野工 2

(女子の部 )

期 日 H45/29～ 31  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

41  点

学 校 名
15点 長 野 曰 大

■   目 風 カ

記  録 氏  名 校  名 記 ● 氏 名 校  名 記  録 氏 名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏 名 技 名 記  録 氏  名 校  名

西浦由美子 伊郵北 3 宮沢 崚子 旱  月 3 田中 美美 薇訪実 1 三井美智子 佐 久 2 原 田 L3美 蠍 ケ崎 3

生玉小百合 西浦由美子 森田 恵美 ■ 月3 村口 喘恵 伊郵t3 山崎 麻綻 佐 久 2 甘利 織江 岩村田 2

// 生玉小百合 中野実 3 森口 忠美 ■ 月3 矢澪 悦子 東海=2
小林 重紀 野沢南 3 斉摯 満美 二 葉 3 洒丼 清美 東 海 三

宮下 三幸 環訪実 3 小池 まなみ 東海三 3 」ヽ林 重紀 野沢南 3 大高 f● 美 佐 久 2 大f● 智美 颯 ケ崎 3 寺島 清エ 上回東 2

手塚亜希子 県ケ丘 3 上條 有希 宮下 三幸 諏訪実 3 小尾 麻美 清 康 2 山本 桂子 凛訪実 1 松■ 塁校 凰 越 3

上環 美番 環訪実 2 西清由美子 松  ,l10 春原 優子 中野実 3 志澤  ほ子 佐 久 2 堀  漂胡 伊椰北 2 野沢南 2

3 aXlmW 丸山 由香 ● 月3 川尻 真弓 飯 田女 3 川浦 lt硼 木 ●3 牛山さつき 環筋実 3 小 ||て るみ 文長野 3 島山 田子 野沢南 2

/

池田亜希子

宮沢晨子 3

斉●■寿美 2

●口息美 3

■  月

全子重紀 3

上屎美香 2

田中美美 1

■口 恵 2

凛 訪 実

凛口鵬美3

1ヽ■■,美 3

渡辺浩子3

井口美操子3

崚 ケ 崎

関 知子 2

日向祥子 3

三井美,子 2

山崎麻紀 2

佐   久

斉● 23

二加央子 3

桂メ里奈 3

北林博美 :

弥 生 丘

保II佳 津子3

保倉美■ 2

薔沢和恵 2

萬●こず忠3

中  野

走 高 期 篠原みずき 深 志 3 山崎布美子 吉 口 2 薇谷 佳恵 長野日大3 堀  奈帆 伊那北 2 御 子柴美和 清 陵 2 奥凛 由子 松 商 1

走 輌 曖 // 渡辺 浩子 崚 ケ崎 3 関  知子 佐 久 2 保科佳津子 中 野 0 駒, 真弓 九山  桂 篠 ノ井 3 古川 和癸 ● 月3

砲 丸 投 / 小川 紀子 懐 ノ井 3 山本 嗜美 長野南 3 久保田央子 旱 月 3 黒岩 有紀 薔 /井 3 二川l 真希 長野南 3 長崎 志保 躍訪実 l

円 菫 投 晴 美 長野南 3 長野南 3 小力1 央子 篠 ノ丼 3 村山 岩枝 飯 田女 2
=上

 和美 木 曽 3 久,田央子 睾 月 2

や り 投 046m22 晴 美 長野 南 3 海 口 息子 松 南 3 本違 ―美 佐 久 2 甲口由紀子 千 腱 2 浅見 明子 林  美香

コイ2



長野県高等学校新人体育大会 (男子の部 )

期 日 H410/16～ 18  ×=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

40  点

学 校 名

■   日

記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

松下 昌靖 松 川 2 武 田  清 中野実 2 清水 広■ 古 田 2 山本 彰― 長野日大 1 横丼 薇大 松 商 1 伊藤 腱― 飯 田 1

△21‐ 85 塚田 英彦 上国東 2 松下 昌靖 松 川12 山本 彰― 羮野日大 1 薇丼 議 太 松 商 1 清水 広島 吉 田 2 小野田圭宏 飯 口 2

4∞ml// α 9・ 79 久保 貴僣 染谷丘 2 岩凛 秀樹 長野東 2 小野田圭宏 菫 田 2 中野 直推 口  Л 2 久保 和幸 東海三 1 崚内 昌徳

|ヽ出 友和 長野0大 2 中野 直治 久保 貴裕 榮谷丘 2 南雲 峰離 須坂商 2 斉薔 浩― 二 葉 2 片桐 裕也 佐 久 2

荒丼  ■ 大 町 2 西澤 洋務 東海=2 小出 友ネ ■,日大2 田村  " 諏訪実 2 山本 番― 東海二 l 南雲 峰雄 須坂商 2

ly09・ 40 鈴木 贅文 松本工 2 荒丼  貴 口原 裕正 上伊32 西澤 洋り 東海三 2 田村  朗 松下 大可 上伊郡 2

開沢 寛文 上 回東 2 小口 圭― 須 坂 2 田中  潔 逸見  ■ 豊 f■ 2 土屋 光
"

屋 代 2 小林 大吾 ■野日大2

4∞ mH 啜日 英彦 上 国東 2 吉田 芳仲 日付 浩男 県 ケ丘 2 ●薔 隆幸 野沢南 2 荒岡 秀幸 木 ● 2 久保 rnt 東海二 1

// 真道 腱也 東 海 三 田村  朗 諏訪実 2 山本 詈― 東海=1
吉岡 尚ス 更級■ 2 河野 雅展 東海三 1 今井 政■ 野沢南 2

大沢  奨

"田
工2 綺井 電郎 松 川 2 瀑本 浩徳 中

"実

2 伊さ 和也 長田 英■ 伊昴北 2 飯 口 1

/

大 田 光 2

笠井美英 2

山本彰-1

菅沢 ■ 2

長野 日大

肥後―詠 1

伊藤彙-1

宮沢 聖 2

小野田圭安2

飯   口

山田 ハ 2

浅川1★秀2

奥村直お 1

吉日方伸 2

田   川

山際康弘 2

唐沢

`司
2

鈴木惧也 2

沢崚 -2

赤  穂

油井正和 2

高畑香之 1

藤●隆幸 2

4嗜 山口浩 2

野 沢 南

全子実行 l

今村賢-2

肇井大介 2

渡辺新次 2

佐   久

/
〇

宮田正■ 2

■野直浩 2

吉田方伸 2

浅川貴秀 2

口   川

目黒武志 1

菅沢 ■2

小出友和 2

山本彰-1

長野 曰大

:じ後―臓 1

中島 崚 2

山崎―威 2

小野田圭安2

重   田

市河餞芳 2

中山 ● 1

斉●正樹 2

久員貴裕 2

染 谷 丘

高田好康 2

官澤英和 1

進薔 ■ 1

久保和幸 1

東海大三

九山真樹 1

江口 ● 2

春原由宏 2

青木久隆 1

中 野 西

走 高 
“

等々力功治 榛ノ井 2 山崎 徴也 量 代 2 上回 将之 長野工 2 小池 純平 屋 代 2 村上 佳洋 筑

"2
小池 t史 赤 穂 1

棒 高 腱 綱田 英樹 赤 ■ 2 青水 大

“

赤 薔 2 渡辺 博之 古 口 1 小林 二人 豪 ノ丼 1 唐沢 `司 赤 ■ 2 宮沢 正宏 長野日大 2

走 輌 跳 武 田  責 中野実 2 チ● ●― 飯 田 1 今村 賢― 小林  

“

風 越 2 今井 幸明 長 野 2 小泉 茂樹 彙,日大2

三 段 銚 小泉 茂樹 長JI口 大 2 」ヽ池 純平 屋 代 2 荒両 秀幸 木 昔 2 十
缶 松下 昌靖 荻久屎峰 明 ■ ■2 小沢伸―郎 松本工 2

砲 九 投 / 石川 千年 榛ノ井 1 嘱内 優秀 松  りl12 ●野 奉寛 長野工 2 望月 ■■ 松 商 2 日向 腱大 岩村田 2 大久保 享 長野工 1

円 菫 鋼 日向 健 太 岩村田 2 油井 正和 野沢南 2 贅田 智之 油口  認 中 野 2 矢崎 大

"
東海三 ! ノヽ 日  隆 梓 月 2

^ya_81 小野 政貝1 篠 ノ井 2 石川 千年 檬ノ井 1 瞳松 章祥 環訪実 2 清水 将司 檬 ノ丼 2 矢崎 康宏 凛訪実 2 油丼 正和 野沢南 2

や り 猥 岩丼 紀■ 篠ノ井 1 鵜野 泰寛 長野工 2 横沢 祥友 崚 ケ崎 2 宮凛 直幸 東海三 2 大久保 亨 長野工 1 土屋 虔之 古 田 1

8種 競技 ●を 隆幸 野沢南 2 長田 智之 長野日大2 山口 ,属 宮重  字 清 腱 1 宮沢  聖 飯  田 2 人 田  隆 絆 川12

(女子の部 )

期 日 H410/16～18 ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

■   日

記  録 氏 名 校  名 記  録 氏 名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

012・ 42 三井美智子 山崎 麻紀 佐 久 2 田中 美美 諏訪実 1 荻原 子薇子 須 坂 2

"1久
彙久美 ■

'日

夫2 甘刊 織江 岩村田 2

026・
"

山崎 麻杞 佐 久 2 三井美智子 佐 久 2 田中 美美 諏訪実 1 川久保久ま 長野日大 2 植原 圭子 本 曽 2 上原 美香 凛訪実 2

植原 圭 子 木 曽 2 内藤 美番 東海三 l 荻原 京子 二 葉 2 椰●忠美子 長野日大2 洒井 清美 東海三 3 大高 和美 佐 久 2

大高 和美 佐 久 2 松澤 美幸 姜ノ丼 1 協橋恵 美子 長野口大 2 和国すみt 屋 代 1 牧野  泊 霞訪実 2 小 口まゆみ 岡谷南 2

Jヽ尾 麻美 清 臓 2 小林め ぐみ 薇訪実 2 松澤 美幸 攘 ノ井 1 F● 田すみ漕 屋 代 1 編内絆恵美 長 野 2 浚野  恵 凛訪実 2

上原 美香 諏訪実 2 堀  奈帆 伊那北 2 官下 麻子 染谷丘 2 誂沢みゆ き 松 川 1 大西 裕子 野沢南 2 志睾 輌子 佐 久 2

六川由番里 野沢南 2 畠山 饉子 野沢南 2 六川智佳子 野沢南 1 高恨 由圭 佐 久 1 庄田真由美 皐 月 1 佐0こ ず校 中野実 2

/
※
048・ 55

関 知子 2

三井美智子 2

柳沢理絵 1

山崎麻紀 2

佐   久

伊藤青美 1

上原美香 2

田中美美 l

i口  意 2

凍 訪 実

二本山美書1

小口

"子

1

日下
=憲

■1

洒井■■2

東海大三

山本美● 1

回中真紀 2

官下麻子 2

■井量に技 1

染 谷 丘

松田幸子 2

平林裕忠 2

掟麻申子 2

川上智 子 2

大   町

中島房江 2

西片美●子1

●凛はるみ2

日中理恵 2

野 沢 南

走 高 験 /′ 堀  奈帆 伊昴北 2 山崎市美子 吉 田 2 lF上 嗜美 中 野 1 御子柴美和 清 崚 2 官澤 饉子 ●/井 1 福沢 麻美 弥 生 1

走 輌 朗 関  知子 生 久 2 荻原 美奈 県 ケ丘 1 大坪  裕 飯 田女 2 豊口 教子 伊耶北 l ■口  恵 霞訪実 2 藤沢 和恵 中 野 2

砲 丸 ■ 長崎 志保 諏訪実 1 中山 裕子 高 遠 1 堀内 香エ 古 口 1 杉本 泰美 篠ノ井 2 清水 久子 長野南 2 樋口 美保 文大長野 2

円 菫 ■ / 樋口 美保 文大長野 2 清水 久子 長野南 2 H山 ■枝 飯田女 2 村田 千秋 ■ 月2 中島 房江 野沢南 2 浅
"l重

由美 岩村田 2

倉   妻 甲田由紀子 千 曲 2 本遭 ―美 佐 久 2 浅見 明子 中山 俗子 高 遺 1 百瀬 理恵 祥 川12 唐沢美奈子 赤 穂 2

7種 競技 堀  奈帆 伊昴北 2 ■0  忠 諏訪実 2 上原 美香 凛訪実 2 富下 麻子 染谷丘 2 武井登に技 染谷丘 l 山崎布美子 吉 田 2

Iイθ



長野県高等学校総合体育大会 (男子の部 )

期 日 H55/27～ 29  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

●

総    合
24点

8メミ

●   目
記  録 氏  名 校  名 氏  名 校  名 記  録 校  名 記  録 氏  名 校  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

,日  英層 上日東 3 松下 昌靖 松 川 3 清水 広●I 吉 田 3 武田  薔 中野実 3 小官山明浩 野沢南 3 横丼 議太 松 商 2

ヌ田 英 | 上田東 3 松下 昌靖 松 "13 清水 広樹 吉 田 3 荻凛 男二 長野南 3 横丼 瞭太 松 商 2 山本 彰― 長野 曰 2

/ 043・ 61 ヌ田 美| 上田京 3 荻凛 勇二 長野南 3 決
"1 

■秀 岩原 芳樹 長野■ 3 久屎 和幸 城内 昌徳

/ 日幸 将1 ■野実 l 小出 友章 彙野曰大3 中野 直泊 片桐 裕也 佐 久 3 吉澤 英喜 ■ ●3 久保 貴裕 染 谷 3

雪澤 洋J 東海三 3 荒丼  貴 大 町 3 唐木 明仁 伊昴北 3 田村  朗 諏訪実 3 山本 番― 東海三 2 小松 昌利 伊郡北 3

/ コ澤 洋も東海三 3 河野 雅展 東海
=2

鈴木 俊文 松本工 3 向山  HI 上伊■2 田嬌 浩一 上伊■ 2 荒井  貴 大 町 3

110mH 郎橋 智 , 重山商 3 田中  ロ 田 "12 榜沢 完文 小林 大吾 長野 曰 3 九茂 は文 土屋 光

"
屋 代 3

41111mH 可村 浩 , 彙ケ丘 3 吉日 芳伸 西沢 慎一 長野南 3 下田  勉 中野実 3 薔巻 峰幸 野沢南 3 穐澤 正仁 長野西 3

ρ∞mSC / 1野  雅 , 東海三 2 山本 詈― 東海三 2 口沢 裕正 上伊■ 2 中村 深志 薔 ノ井 3 真通 純也 東海三 3 小松 昌ホ 伊郡北 3

1拿  英ノ 岩村 田 3 う本 浩

'
中野実 3 綺井 t瑯 松

"13
唐沢 将実 伊郵北 2 輌爪 2, 伊郡北 3 伊● 和也

042・ 58

"沢

■文

上 国 東

油井正和 3

野 沢 南

太口 光 3

笠井美英 0

長野 曰大

肥後―詠 2

重   ロ

鈴木惧也 3

唐沢●司 3

山瞭巖弘 3
赤  穂

尾

松   南

さを隆幸3

4ヽ 宮山切弘3

宮沢 里 3

4弩沢圭雲3

官澤岳志 3

薇丼臓太 2
ヨ田英彦 菅澤 ■ 3 沢渡 -3

／

／
0""

雪田正信

与田芳伸
田  川|

山本彰-2

■澤 ■ 3

長口智之 3

1ヽ出友和 3

長野曰大

武田 ■ 3

下口 螢 3

晨岩新弥 1

田幸将● 】

中 野 実

進薔 '2
萬誅康永2

宮沢英知2

久保和幸2

東 海 =

IE後 ―は 2

中島 麟 3

山崎一成 3

4ヽ野田圭■3

重   田

佐籐哲康 2

萬木英彰 2

唐本明仁 3

小迪濠也 3

伊 昴 北

1野●I浩

彙川貴秀

た 高 H 亭々力功

"

姜 ノ丼 3 小林  綸 風 壌 3 高嬌 智男 飯 山南 3 小池 純平 屋 代 3 山崎 薇也 E代 3 上田 将之 長野工 3

棒 高 跳 皐沢 ` 赤  ■ 3 清水 大

“

赤 ● 3 宮 沢 正宏 彙

'日

大3 赤 ■ 3 中村 大全 t都 1 荒井 象久 長 野 3

走 輌 焼 口ヽ  き 中野実 2 小林  論 員 鑢 3 小泉 茂●I 今村 贅― 佐 久 3 伊● ●― 壼 口 2 古岩井陽大 長野 曰 3

三 段 跳
〓

ｍ７ t岡  秀→ 木 曽 3 小泉 茂● ■,日 大3 ● 力々功治 榛 ノ丼 3 小池 純平 E代 3 翔郁
神保 貪之 薔 ノ丼 3 椰輌

古岩丼陽太

砲 丸 役 5川  千1 饉 ノ丼 2 堀内 優秀 松 川 3 油丼 正事 野沢南 3 塾月 ■僣 ● 商 3 岩丼 純徳 薔 ノ丼 2 矢

" 
大

"
東海三 3

円 菫 投 ヨ向 饉メ 岩村 田 3 小

" 
政員1 篠 ノ丼 3 油井 正率 野沢南 3 ′ヽ田  隆 絆 川 3 池田  認 清水 将 司 饉 ノ丼 3

―投 卜野 政員 饉 ノ丼 3 石川t 千年 薔 ノ丼 2 植松 章書 伊藤 `哉 薔高商 3 日向 籠太 岩村田 3 近● 澤夫 長野南 2

や り 投 / 雪原 直ヨ 東海三 3 麟沢 祥友 崚 ケ崎 3 小日切重雄 中 野 3

“

野 泰■ 長野工 3 土屋 俊之 吉 口 2 岩丼 純徳 僚 ノ丼 2

(女子の部 )

期 日 H55/27～ 29 ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=本

…

薇   目
記  録 氏  名 技  名 記  録 氏  名 校  名 配  母 氏  名 枚  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名

三井美智子 佐 久 3 月1久保 久美 ■,日大3 山崎 麻掟 佐 久 3 甘利 燎江 岩村田 3 口中 美去 凛訪実 2 曰下部忠里

山崎 麻紀 佐 久 0 川久保 久美 三井美智子 甘利 薇江 岩村口 3 篠原 深ヨ 諏訪実 2 日下都恵里 東誨三 2

/ 矢澤 悦子 東海三 3 内藤 美香 東海
=2

植原 圭子 木 曽3 二木由美香 東海三 2 ■口  恵 環訪実 3 棚橋恵美子 長野曰大 3

内● 美番 東海=2
矢澤 悦子 東海三 3 大薔 和美 佐 久 3 |ヽ林千■番 東海三 1 ■口  恵 凛訪実 3 ●沢 美幸 篠′井 2

/ 官坂 美凛 屋 代 2 小尾 麻美 清 崚 3 大高 和美 佐 久 0 山本 桂子 凛訪実 2 松澤 美幸 饉 ノ丼 2 小林め ぐみ

1∞mH 上原 美番 凛訪実 3 擁沢みゆ き 松  川 2 志摩 壼子 佐 久 3 中村 みわ ■ケ■ 2 細■ 美帆 自島ひか る

/ 六川由薔里 野沢輌 3 庄田真菌美 ● 月 2 六川智佳子 野沢南 2 高授 由圭 饉 久 2 佐●こず枝 中野実 3 二澤 真紀 諏訪実 2

048・ 75

関 知子 3

三井姜智子3

志摩贖子 3

山崎麻紀 3

佐   久 049・ 49儀墓凛 訪 実

日下椰息里2

小口朝子 2

二本由■■2

洒井清美 3

東 海 三

荒丼千息2

0■●美子3

1■■夕子1

11久 ,久 美3

長野 日大

豪下由■ 2

興口美善3

■凛由布子2

宮沢奈津3

松   商

小坂ゆか03

■●妙子 2

太口博子 2

■口敦子 2

伊 耶 北

走 高 曖

走 輌 跳

宮 沢 陽子 懐 ノ井 2
山崎布美子 古 口 3 堀  京帆 伊椰北 3 松沢 貪子 弥生丘 2

鶉  知子 佐 久 3 中 野 3 ュロ  恵 諏訪実 3 藤沢 和恵 中 野 3 荻原 美奈 県ケ丘 2 上海友番代 皐 月 3

砲 丸 投 長野 南 3 長崎 志屎 樋口 美凛 文長野 3 堀内 香江 古 田 2 中山 裕子 高 遺 2 篠ノ丼 3

円 菫 ■ / 饉口 美保 文長野 3 堀内 香エ 吉 口 2 中島 房エ 野沢南 3 長野南 3 中山 裕子 高 遺 2 浅川奎由美 岩lt口 3

や  つ 艘 本道 ―美 佐 久 3 中山 格子 高 遺 2 桜丼 美保 上国東 3 岩 下 美結 , 月3 滝沢 麻衣 唐沢美奈子 赤 機 3

コイイ

／

／

暴倉 美看



長野県高等学校新人体育大会 (男子の部 )

期 日 H510/15～ 17  ×=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名
12点

饉   目

記 録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

伊藤  勉 松本工 2 高畑 香之 野沢南 2 ,菫 健― 飯 田 2 大矢 陽― 潔 志 1 久保 和幸 東海三 2 高精 庄― 岩村 田 1

山本 彰― 長野日大2 横丼 離大 松 商 2 久保 r●● 東海三 2 高畑 香之 野沢南 2 大矢 陽一 深 志 : 萬
` 

―将

/ 049・ 2 山本 彰― 長野R大 2 久保 和幸 東海三 2 目黒 ス志 長野 曰 2 田幸 将徳 中野実 1 栗原 正憲 深 志 1 二沢 光則 長野日夫 2

/ 01"・ 19 目黒 武志 長野日大 2 or“
"

田幸 将徳 中野実 l 斉藤 真― 須 坂 1 三代澤芳男 深 志 l 市瀬 昌幸 飯田工 2 佐藤 満喜 中野実 2

/ 山本 詈― 東海三 2 河野 雅晨 東海=2
帯 刀 秀幸 大 町 2 渡辺  = 上伊晨 2 湾丼 嵐哉 野沢北 2 三代澤芳男 深 志 1

河野 雅民 東海三 2 帯刀 秀幸 大 町 2 澪丼 輌哉 野沢北 2 沢柳 厚渚 飯 田工 2 藤沢 ―茂 上伊■ 1 鳳都 聡明 飯 山北 2

田中  コ 田 川 : 菫沢 祠也 木 曽 2 長谷川竜也 木 曽 2 月岡 靖隆 飯山北 2 牧野 秀★ 長野日大 2 塚田 純一 上 国西 2

/ Jヽ林 吾賞 岩村 田 2 高林 康永 東海=2 高薔  徹 長 野 2 宮沢 英

'
東海三 2 上井  仲 野沢南 2 三沢 光只1 ■■日大2

αЮmSC / 0¬
`鮨

河野 雅展 東海三 2 931・ 90 山本 ■― 東海=2 瞬井 東海三 1 鈴木 利― 中野実 2 責丼 願哉 野沢北 2 上島 I成 上伊■ 2

/ 91●¬ 伊● 和也 al“ % 唐沢 将実 伊郡北 2 大井川 茂 須 坂 2 宮沢宗士冒 重 田 2 今井 博和 野沢南 1 川浦 争之 長 野 2

／

／

田中慎僑 1

西沢忠浩 2

松嗜良祐 2

山本彰-2

長野 口大

検内宗之 2

官坂燿二 2

中島友和 2

宮沢僣幸 2

岡 谷 南

塩,●薔司 1

松本友-2

半田岳■ 1

中山貴央 2

上   田

向山軟介 2

高木秀彰 2

貯野大樹 1

佐藤着康 2

伊 那 北

栞原正憲 2

栞東大祐 2

丼澤 心 2

大矢隕-1

深  志

東 薔幸 2

小 口英明 1

■羽和利 2

山口裕己2

長 野 エ

／

／
0"65

三沢光月12

西沢忠浩 2

日黒武志 2

山本彰-2

長野 日大

柳沢英也 1

高林豪永 2

東海三大

佐●哲康2

向山徴介2

勝野大樹 1

高本秀彰2

伊 那 北

高梨佳徳 2

草野俊博 2

染 谷 丘

小川凛●大 1

田中 ヨ 2

口   川

池田 透

西尾去邦
長  野

久保和幸 中山 ■ 2 十■洋-2 高嬌 薇 2

走 高 跳 / 土屋 優之 吉 田 2 山野井 正 長野工 2 堀内  ■ 長野曰大 2 福澤 ―ホ
=州

■ 1 小池 お史 赤 穂 2 吉村 膀彦 信州工 1

摩 高 跳 / 渡辺 博之 彙,日大 2 山中 宏之 赤

“

1 加藤  渡 倍州工 1 西澤  元 大 町 1

走 輻 険 伊藤 腱― 飯 田 2 向山 敏介 伊郡北 2 西沢 忠浩 長野日大 2 近薔 重昭 石口 "忠 苦 田 2 福沢 真吾 野沢北 2

三 段 H / 木匠 仁也 美須々2 ■
驚 伊● 腱― 菫  田 2 青木  減 長野日大 2 向山 歓介 伊昴北 2 藤原 大和 本 僣 2 矢 ロ 大 町 2

贈 丸 投 矢崎 大角 東海三 2 北沢 修己 赤 ■ 1 |1沢  正央 ||工 1 澤田 康之 松 商 2 宮下 贅弘 足立 澄孝 彙ll日 大 2

円 菫 投 / 矢崎 大月 東海三 2 績山  カ 塩 尻 2 足立 置幸 長野 日 2 員谷力I十二 薔 ノ井 1 笠原 崚治 長野東 2 前田 拡之 小 諸 1

^/a-* 長口 克之

" 
高 2 矢崎 大

“

東海三 2 小池 正明 中 野 l 下坂 売介 斉藤  究 染谷fL l 荒 丼 染谷丘 1

や り 投 / 土量 俊之 吉 田 2 大久保 発 長野工 2 嗜畑 香之 野沢南 2 東城  崇 二 葉 2 井出 純離 日 田 2 飯田  清 僣州工 2

8●
"技

宮坂  年 清 腱 2 月岡 "隆 飯山北 2 石口 靖忠 吉 口 2 大 平 次夫 艘田晨に 2 長沼 衝明 員 越 1 石日  ● 阿 智 2

(女子の部 )

期 日 H510/15～ 17 ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

饉   日

記  ● 氏  名 記  彙 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

田中 美美 諫訪実 2 民間 三佳 長 野 2 北林 博美 弥生丘 2 小 0 朝子 東海三 2 伊藤 青美 薇訪実 2 森下 由■ 松 商 2

田中 芙美 曰下都忠里 伊● 育美 廠訪実 2 」ヽ口 "子 東凛三 2 細口 智恵 崚 ケ崎 2 桜井 由美 長野日大 2

/ 057・ 69 曰下部恵里 東海三 2 篠原 深雪 諏訪実 2 二 木由実香 東海三 2 古越小百合 岩村● 2 遠藤 きゆ り 野沢北 1

/ 竹内 佐薇 長 野 l 桜丼 明美 彙ll日大 鈴木 里恵 飯山北 2 生嶋 聡美 阿 南 1 酒丼 葉子 環訪実 1 長丼 幸忠 須坂東 2

/ 飯山北 2 桜丼 明美 長野日大 1 上條 看恵 凛訪実 2 け内 佐綸 長 野 1 三浦 知事 諏訪実 2 生崚 聡美 阿 南 1

擁沢みゆき 松
"2

細萱 美帆 田 川 1 中村 みわ 崚 ケ綺 2 白島ひか る 佐 久 1 佐藤 亜紀 長野商 2 深 志 2

Эl,0,・ 9, 六
"I智

佳子 野沢南 2 Э1507" 高根 由圭 波多江則子 松 川 2 大野 美香 跡都 由美 野沢南 1 村井加代子

/

伊藤青美 2

篠凛凛雪 2

伊
= 

恵 1

田中美美 2

諏 訪 実

山田意利2

日下●t里 2

ニホ由美番2

小口0子 2

東海大三

小颯沢友癸 1

宙燎美夕子 1

市川●美 :

桜丼由美 2

長野 日大

久保田●子2

山本美● 1

清水奈美 1

武丼■t枝 2

染 谷 丘

松沢貪子 2

堀内晴美 2

福沢麻美 2

北林博美 2

弥 生 丘

丼出美奈子2

斎藤炒子 2

大田鮨子 2

●口教子 2

伊 那 北

福沢 麻美 青木み どつ 長野西 2 松沢 貪子 弥生丘 2 畔上 晴美 中 野 2 真原 由子 松 商 2
位
瓜

５

ｍ
和 田奈饉 美 赤 穂 1

花澤 由香 大 町 2 鷹野 洋子

走 輌 既 / 0口 教子 伊郡ヨヒ2 荻原 美芽 県 ケ丘 2 安藤かすみ 松 南 2 岩垂 恵美 田 川 2 自鳥 ひか る 佐  久 口中 美美 凛訪実 2

砲 九 投 / 堀内 番江 長崎 志保 中山 僣子 高 違 2 今井  恵 岩村田 1 三浦 麻美 長谷川祐美

円 菫 投 堀内 香江 吉 田 2 長崎 志屎 環訪実 2 中山 裕子 高 遠 2 長谷川祐美 長野日夫 2 浅見 明子 大 町 2 向山枝理子 赤 穂 2

や り 役 増 田 弘美 凍訪実 2 伊東加代子 東海三 2 浅見 明子 大 町 2 中山 裕子 高 速 2 穂谷香奈子 清 泉 2 土屋智 幸子 野沢南 2

7種 競 技 / 武丼登紀校 染谷丘 2 伊東加代子 東海三 2 篠原 深雪 霞訪実 2 福沢 麻美 弥生丘 2 回中 美喜 野沢南 1 豊 日 教子 伊那北 2

Iイ 5

員 カ



長野県高等学校総合体育大会 (男子の部)

期 日 H65/27～ 29  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

饉   目
記 録 氏  名 校  名 2 縁 校  名 記  録 氏  名 校  名 記 録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

大矢 日― 凛 志 2 福沢 真吾 野沢北 3 山本 彰― 松 商 3 坂モ 知弥 民 越 2 伊藤 健― 飯 田 3

横丼 凛 太 松 商 3 山本 彰― 長野日大3 坂巻 知弥 民 越 2 福沢 ■吾 野沢t3 萬● ―将 岩村田 2 肥後 ―詠 飯 田 3

山本 彰― 長野口大 3 日黒 武志 長野日大3 青木 久睦 中野西 3 中山  ● 佐菫 哲康 伊昴北 3 今井 洋平 長野日大 2

目黒 武■ 田幸 将徳 中野実 2 佐藤 満喜 中野実 3 ノヽ反田浩也 市瀬 昌幸 飯ロエ 3 三代澤芳男 潔 志 2

帯刀 秀幸 大 町 3 渡辺  

“

上伊■ 3 山本 詈― 東海三 3 黒岩 新ウ 中野実 2 轟丼 嘔載 野沢北 3 沢柳 厚志 飯田工 3

帯刀 秀幸 大 町 3 河野 市民 東海二 3 沢詢 厚志 飯 ロエ 3 鈴木 利― 中野実 3 上伊昴 3 田畑 浩一 上伊農 3

110mH 藤原 日也 木 曽 3 青木  減 長野曰大 3 軟野 秀貪 乗
"日

大3 田中 管次 彙野口大 2 月日 ■怪 ●山t3 白丼 淳― 伊郡北 3

4∞ mH 瀬戸 清隆 県ケ丘 3 宮沢 英知 東海三 3 小林 吾郎 岩村田3 高林 康永 東海三 3 商嬌  ● 長 野 3 藤原 口也 木 ●3

|● Xlm S C ヴ27・ 59 鈴木 お一 中野実 3 山本 =一 東海三 3 西屋 ●広 飯 田3 河野 雅晨 東海三 3 高薔 ―摯 東海=2
口都 L明 重山北 3

αr匈

“
唐沢 将実 伊郡北 3 伊藤 和也 大井川 茂 須 坂 3 山室 純夫 中野実 2 今井 博和 野沢南 2 秋田 雅彦 松 川 3

/

土井研吾 2

1E後 ―詠 3

大場 見 3

伊藤●-3

菫   田

萬■邦幸 2

西沢息吉 3

山本彰-3

松崎良祐 3

長野 曰大

横内宗23

宮沢裕幸 3

中島友f● 3

宮崚筆二 3

岡 谷 南
木内 ,2

岩間琶志3

萬●―■ 2

岩 村 田

林  ■ 2

松本友-3

亀野●

"司

2

中山貴央 3

上   国

高山口史 1

北

"真
樹 1

lυ

“

真司 2

横井餞太3

松  商

/
‐
91“ 06

三沢光則 3

今井洋平 2

長野日大

向山敬介 3

高木秀彰 3

勝野大樹 2

佐●哲● 3

伊 郡 北

宮沢央知 3

小平秀は 2

東海大三

豪凛正■ 0

湘 智 2

0H祥 2

大矢口

「

2

凛  志

西尾友邦 2

●■ ■ 3

員  "

横内宗20

凛● ■ 3

宮沢裕幸3

官猥筆二3

円 谷 南

山本彰― 柳沢英也 は国 透

走 高 跳 層澤 ― 薔州工 2 山
"井

 正 長野工 3 土屋 俊之 吉 田3 E丼亀太郎 中野西 3 ■谷ハlt也 木 ,3 青山 雅 司 彙ケ丘 2

棒 高 跳 上杉 丈夫 県 ケ丘 2 店沢  ● 上伊■ 2 山崎 祐ニ 赤 ● 2 西澤  元 大 町 2 加●  減
`州

工 2 小林 ■人 ●ノ丼3

走 幅 眺 房苺 ●― 飯 口 3 向山 歌介 伊耶北 3 近薔 重暉 贅,日大2 福沢 真吾

"沢
北3 萩原 `幸 伊都北 2 西澤 忠浩 員

'日

大 3

三 段 銚 巌丼t太郎 中
"西

3 自山 軟介 伊郡t3 青木  讀 彙,日大3 木匠 仁也 癸颯 (々3 近● ■嘔 長野口大 2 ●尿 瀾也 木 曽 3

砲 丸 役 石川 千年 篠 ノ丼 3 矢崎 大

"
岩井 確徳 篠 ノ井 3 赤 ■ 2 岡村 廣和 東海三 1 岡田 義

"
円 菫 投 矢崎 大暉 ■●三3 長谷川幸二 篠 ノ丼 2 石川 千年 薔 ノ丼 3 ●山  カ 塩 尻 3 今村 武士 染谷丘 2 木内  歩

マー投 石川 千年 榛ノ井 3 豪 ノ井 3 贅 口 克之 ●高商 2 中 野 2 下坂 亮介 大  町 3 荒井 お言 染谷丘 2

や り ■ 土屋 俊之 吉 口 3 岩丼 腱● 薇 ノ丼 3 高畑 香之 野沢南 3 大久, 享 長野工 3 東城  豪 二 葉 3 須限商 3

(女子の部 )

期 日 H65/27～ 29  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

田染谷丘

■   目

記 録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  ● 校  名 記  録 氏  名 枚  名 記  録 技  名 氏  名 校  名

田中 美ま 籠訪実 3 風間 三佳 長 野 3 伊藤 育美 凛訪実 3 日向 理忠 野沢南 2 山本 美穂 染谷丘 3 曽la美弥子 長野日大 2

曰下都恵里 東海三 3 薇原 深雪 誠訪実 3 田中 美美 諏訪実 3 山本 美● 染谷丘 3 桜丼 由美 長野日大3 高畑 志野 県ケ丘 1

)“・94 日下都恵里 東海三 3 篠原 深● 内● 美香 東海三 3 古越小百合 岩村田 3 全子 衣花 二木由美番 東海三 3

岩原 恵美 彙,日大 1 」ヽ林千

“

番 内● 美香 東海三 3 准丼 美保 松澤 美幸

“

ノ丼3 竹内 佐● 長 野 2

官坂 美保 屋 代 3 小林千穂書 東海三 2 上豪 香恵 諏訪実 3 雄丼 美保 松澤 癸幸 ●ノ丼 3 三浦 知車

llXlmH 擁沢みゆき 松  ,113 中村 みわ 崚ケ■ 3 細萱 美帆 高畑 志野 彙 ケ丘 1 自■ひ力.る 長野南 3

庄 田真由実 拿 月 3 六川智佳子 野沢南 3 高ユ 由圭 伊東 美子 じ椰 由美 野沢薔 2 大野 美香

/

伊藤青美 3

伊東 意 2

薇 訪 実

久保田口子3

山本美●3

市川

"矢

■3

ス井こに薇3

染 谷 丘

山田恵お 2

小口嘱子 3

二本薔美番3

口下椰恵里3

東海大三

小林美■ 1

大矢●豪子 1

松  商

荒井千恵 3

桜丼由美 3

長野 日大

萩凛美奈 3

二木ひろ美3

大飼香● 3

高畑志野 1

県 ケ 丘

田中美美 3 森下由■ 3 曽根美弥子 2

走 高 跳 官澤 臓子 ●ノ井3 今井久美子 青木みどつ 長野 西 3 和田奈織美 赤 ● 2 真凛 由子 松 商 3 福沢 麻美 弥生丘 3

た 輌 焼 山岸久美子 野沢北 1 ス井登紀技 染谷丘 3 岩垂 恵美 田 川 3 ユロ 敦子 伊郡北 3 荻原 美奈 県ケIE 3 宗 子 松 商 1

砲 九 投 中山 裕子 高 遠 3 長崎 志保 薇訪実 3 三浦 床雲 薔ノ井 2 佐治木僣意 長 野 3 堀内 薔エ 吉 田 3 斉薔 裕美 大 町 2

円 菫 投 長崎 志保 薇訪実 3 長 野 3 中村いず喫 中 野 3 吉 田 3 共谷川裕美 長野ヨ大 3 大 町 3

や り 投 増 田 弘美 環訪実 3 浅見 大 町 2 上屋智幸子 野沢南 3 隣東加代子 東海三 3 中山 僣子 高 速 3 山本 明美 松 商 3

ゴイδ



長野県高等学校新人体育大会 (男子の部 )

期 日 H610/14～ 16  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

住

饉   目
記  録 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校 名 配  録 氏  名 校  名 記 録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名

高■ ―将 岩村田 2 山田 `明 岩村田 2 坂巻 知弥 風 越 2 九山 主悦 ■ ■2 田中 惧吾 員臀1大 2 矢 口  輌 大 町 2

高橋 ―将 岩村田 2 」ヽ林  ● 長野日大 2 丸山 主悦 ● 科2 小 口 英明 長野工 2 平女 優次 崚 ケ崎 l

今丼 洋平 長野日大 2 市瀬 重明 飯 田 2 小林  ● 長野日大 2 伊東  学 佐 久 2 沖村  智 深 志 2 彿沢 英也 東海=2
)l'5{"21 田幸 将徳 中野実 2 市瀬 重明 飯 田 2 斉● 真― 須 坂 2 沖村  智 潔 志 2 片桐 康敬 飯ロエ 2 栞山 真治 木 曽 2

黒岩 新弥 中野実 2 田幸 将徳 中野実 2 栞山 真治 木 ● 2 鈴木 哲也 東海三 1 佐菫 榮治 長 野 2 三代澤芳男 深 志 2

●沢 ―茂 上,■ 2 黒岩 斬弥 中野実 2 佐藤 栄治 長 野 2 高■ ―減 東海三 2 成田 厚次 東海三 1 大村  一 田 川 1

110mH 口中 哲次 長野日大2 綺沢 貝1光 中野実 1 中塚 確博 弥生丘 2 山田 秀樹 岡谷東 2 清水 信和 穂高商 2 上杉 丈夫

4∞ mH 田中 哲次 彙
"口

大2 小林 腱樹 中野実 2 中夕 雅博 弥生丘 2 ●沢 英也 東海三 2 井出 裕也 野沢南 2 池田  透 長 野 2

α∞mSC 黒岩 新弥 中野実 2 高精 ―餃 東海三 2 小平 野 沢南 2 小平 幸永 東海三 2 矢野 悛介 長 野 2 宮T 弘希

今井 博和 野沢南 2 徳武 正康 野沢南 2 山室 純夫 中野実 2 南島 和貴 松 川 2 佐藤 費宏 松 川 1 金子 幸平 中野実 1

/
〉 42・ 77

山田●明

木内 歩

篠屎曖行

高■―将

岩 村 田

九山晃広 2

●中慄吾 2

小林 修 2

小林 崇征

長野 曰大

河野津-2

●沢則光 1

荒井 淳 1

小林一瘍 1

中 野 実

●沢網に1

久保田彙夫2

■野佳章 1

野口良治2

池 田 エ

林  01

萩凛和真 1

平沢哲也 :

な野●●司2

上  国 2

平燿和幸 1

荻凛
`幸

2

田中 淳 :

静

"大
樹 2

伊 那 北

/

田中哲

」ヽ林

小林豪征 1

今井澪平 2

長野 曰大

森原 廊 1

小平秀敏 2

平林
=弘

1

,沢英也 2

東海大三

荒井 淳 l

小林優樹 2

阿凛 円 2

田幸将● 2

中 野 実

斉薔和史 2

中凛 22

駒

"祥
2

沖村 智 2

慄  志

井上 ● 1

田中 淳 1

平塚和幸 1

勝野大■ 2

伊 郡 北

西尾友邦 2

人末沢一

"1
北村岳久 1

池田 透 2

長   野

走 高 眺 山田 秀樹 岡谷東 2 福澤 ―利 信州工 2 上国 友之 中野実 2 青山 雅司 県ケ丘 2 金子 良平 伊郡北 2 吉村 勝彦 長野 工 2

棒 高 朗 ) arnao 薔沢  健 上伊■ 2 Э 4m40 上杉 丈夫 県 ケ丘 2 山中 宏之 赤 穂 2 加●  渡 ●州工 2 山崎 祐ニ 赤 蔵 2 中村 太全 北 都 2

走 輻 朗 関  幸佗 上 口 1 大峡 惧― 須 崚 2 近● 重暉 長野口大 2 ′ヽ木澤一 部 長 野 1 高● 邦■ 長野日夫2 赤 ● 2

三 段 H 眸上 清一 中 野 2 全子 良平 伊郡北 2 野村 和幸 木 ●2 近薔 重昭 彙

'日

大 2 鹿 F・1  僣 梓 月 2 関  幸徳

砲 丸 』 長谷川幸二 篠 ノ丼 2 柳沢 茂雄 佐 久 2 北沢 修己 赤 薇 2 上條  凛 壇  尻 1 岡田 ■宏 重 田 2 岡村 廣● 東海三 1

円 菫 投 長谷川幸ニ 薔ノ丼 2 岡田 =宏 飯  田 2 木内  歩 岩村● 2 前田 払之 」ヽ 諸 2 柳沢 敏彦 佐 久 2 今村 武士 染谷丘 2

,', a -& 斉●  贅 染谷丘 2 官下 貴弘 小池 エリ 中 野 2 遺凛 仲二 凍訪実 2 瀑田坂進― 諏訪実 2 長谷川幸二 篠ノ丼 2

投 大峡 慎― 須 坂 2 内田 賢司 松本工 2 柳沢 大

“

勾山 浩― 佐 久 2 中沢 智2 岩村田 2 成沢 ●― 県 ケ丘 2

(女子の部 )

期 日 H610/14～ 16 ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

●   日

記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記 燎 氏  名 校  名 記 ● 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校 名

伊■  恵 諏訪実 2 日向 理想 野 沢南 2 青■

'1弥

子 長野日大 2 快田あゆみ 成沢喜保子 自■ひかる 佐 久 2

高燿 志野 県 ケIE l 伊藤  忠 諏訪実 2 日向 理t 野 沢南 2 三校 真紀 東海三 2 曽根美弥子 長野日大2 小林 奈美 向 儡 2

金子 衣花 矢野 沙織 長 野 1 阪田 明子 須 坂 2 市川 美晴 長野R大 2 田中 美紀 遠薔さゆ り 野沢北 2

)2・ 12・ 99 小林千お香 東海三 2 シ'13・

"
岩原 恵美 高●三沙子 長野日大 1 口丼 葉子 凛訪実 2 遠藤 さゆ う 野沢北 2 崚辺 美智 野沢南 l

小林千穂香 東海 三 2 岩凛 忠美 推丼 美編 霞訪実 1 外山  愛 姜 ノ井 2 籠永 優子 長野日大 1 桜丼 明美 ■■0大 2

確井 美屎 洒井 薬子 諏訪実 2 外山  曖 懐ノ井 2 生嶋 聡美 阿 南 2 滝沢 美保 諏訪実 1 小出 恭子 悽ノ井 2

1∞mH ll壼  美帆 高畑 志野 県ケ丘 1 白鳥ひかる 佐 久 2 長崎 i子 中野実 1 北原身江子 大 町 1 苺田さやか 美須 ■々 2

4∞mH 金子 衣花 晟訪実 2 北条多息子 環訪実 2 九山奈央子 染谷丘 : 月内由吝子 小山 奈美 中野西 2 小澤 饉恵 清 陵 1

Э14r" 跡都 由美 野沢南 2 大野 美番 松  りI12 伊東 美子 阿 南 2 北原 理恵 松 川 2 関 由香利 野沢南 1 長丼 智子 彙谷丘 1

/
)50・ 40

宮沢のぞみ

金子衣花 2

北条多息子

伊薔 恵 2

薇 訪 実

河村未来 1

曽口美弥子2

市川1美晴 2

腱沢喜保予 1

長野 口大

官下美● 2

清水奈美 2

え山奈央子 1

■内由富子2

染 谷 丘

小林理忠 2

よ田あゆみ1

中山あすか2

田●美紀2

口中美喜 2

千島奈央子2

高見R知息子l

日向理恵 2

野 沢 南

伊東加奈子1

●森ホ子 1

」ヽ林裕美 1

小林奈美2

向   臓

走 高 躙 今丼久美子 ■野 洋子 多  癸転 大 町 1 木村 由美 松 南 2 山 口久美子 吉 田 1 小垣外明子 木 ● 2

走 輌 u 三技 真紀 山岸久美子 野 沢北 1 長● ■子 中野実 1 三澤 涼子 松 商 2 芽野和喜子 田中 美紀

砲 九 銀 三浦 麻美 篠 ノ丼 2 中山 美紀 野 沢南 2 小林 三奈 弥生丘 2 斉藤 裕美 大 町 2 前野 香織 穂高商 2 田中 輌子 塩 尻 2

円 璧 ユ 宮下 美穂 日向 千春 岩村田 2 中山 美に 野沢南 2 曹沢 里美 塩 尻 2 三浦 麻美 篠ノ井 2 民間  崚 須 坂 2

古沢 礼子 長野日夫2 池上は る書 赤 穂 2 中山あすか 木村 由美 松 南 2 桂力1 香子 赤 穣 2 松本  精

7● 競技 高畑 志ヨ 県ケ丘 1 松本 宗子 松 商 1 根岸 里姜 中野西 2 嘱  智帆 宮澤 燿耶 燎 ケ崎 1 口中 美喜 野沢南 2

Iイ 7



長野県高等学校総合体育大会 (男子の部 )

期 日 H76/2～4  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

位 位

45点

18点 篠 ノ 丼

饉   目 風 連
校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 技  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

大矢 陽― 探 志 3 高橋 邦幸 長野日大3 九山 主 81 ● 科3

`輌
 ―将 山田 =明 岩村田 3 矢0  輌 大 町 3

大矢 陽― 深 志 3 高輌 邦幸 長野日大3 丸山 主窃 ● ■3 山田 =明 岩村口 3 卜林  ` ■,日大0 丸山 晃広 彙II口 大3

// 市瀬 重明 飯 田 3 今丼 長野口大3 小林  修 ■■日大3 野野 夫樹 伊

'3北

3 中村  智 深 志 3 1浦  信治 吉 田 3

市瀬 重 13 飯 田 3 田幸 将■ 中野実 3 斉藤 東 須 坂 3 栞山 真治 木 ,3 中村  智 凛 志 3 今井 洋平 長野日大 3

黒岩 新例 ■野実 3 田幸 将● 中野実 3 佐藤 栄治 長 野 3 上伊■ 3 亡永 紀属 上伊晨 3

/ 佐藤 栄た 長 野 3 丼 ノロ菫衝 上伊■ 3 宮下 宏之 上伊晨 2 藝沢 ―茂 上伊農 3 颯岩 新弥 中野実 3 東海三 3

田中 哲次 長野日大 3 小林 ●● 中野実 3 柳沢 貝1光 中野実 2 山田 秀樹 中塚 雅博 弥生丘 3 佐藤 

“

治 中野実 2

小林 俊

"
中野実 3 中塚 雅博 弥生丘 3 柳沢 貝1光 中野実 2 口中 哲次 長野日大3 丼出 裕也 野沢南 3 長沼 信田 員 越 3

/ 今丼 博和 野沢南 3 徳武 正豪 野沢南 3 金子 幸平 中野実 2 清水 英彦 東海三 3 市川  先 野沢● 2 し● 俊2 松 Л 2

今丼 博II 野沢南 3 徳武 正凛 野沢南 3 金子 幸平 中野実 2 清水 英彦 東海三 3 市川l  充 野沢南 2 ● 川2

/
※
042・ 35

山田

`明
木内 歩

岩 村 田
042・ 41

丸山見広 3

官入薔,1

小林 修 3

出●邦幸 3

長野 曰大

藤澤筆
「

22

久保田規夫 3

池 田 エ

湘 智 3

鵬 祥 3

大池由介 2

大失ロー 3

凛  志

清水崇良

菫   田

平塚和幸

伊 都 北
市瀬重明 3

■丼研吾 3

堀内 守

膀野大樹高橋―将 野 口良治 3

／
／

口中哲次 3

小林 ,3

小山大●3

今井洋平3

長野 日大

萩凛 月 2

小平秀敏 3

彿沢英也 3

平林ヨ弘 2

東 海 三

駒 村

rl村 智 3

斉
=和

史 3

大矢ロー 3

凛  志

北村岳久

長   野

土丼研吾

飯   ロ

海野浩司 1

荒丼 淳 2

,沢側光2

田幸待徳 3

中 野 実
池田 透

八木,一椰

小池峰螢

市凛重明

走 高 跳 / 奏村 円1■ 上回東 3 金子 良平 伊郵北 3 吉村 勝彦 中野実 3 呵部 r●也 下,■ 1 相沢 ―■ ●州工3

棒 高 朗 上杉 丈メ 県ケfL 3 自鳥 栞也 ,お北 1 唐沢  健 上伊農 3 加藤  渡 僣州工 3 山中 宏之 赤 ● 3 山崎 祐二 赤 ● 3

走 輌 崚 / 戸塚 啓分 野沢南 2 佐さ 
“

た 中野実 2 荻原 ●幸 伊

'「

北 3 関  幸■ 松沢 昭央 県 ケ丘 3 池田  繊 中 野 3

三 段 H / 近0 ■昭 彙野日大 3 眸上 和希 長野東 3 全子 良平 伊那北 3 眸■ 港― 中 野 3 lF村  和幸 木 ,3 中村 ■■ 長野南 3

砲 九 猥 / 長谷川幸二 饉 ノ井 3 大田 正樹 内藤  忍 ■■ろう3 柳沢 敏彦 佐 久 3 町田 量宏 芽 野 3 上條  " 塩 尻 2

円 菫 役 // 長谷川1幸 二 餞 ノ井 3 木内  歩 岩村田 3 北沢 `巳 赤 穂 3 今村 武士 染谷丘 3 岡● 廣章 東海 三 3 前田 拡之 りヽ 諸3

,', a -fr // 宮下 貪弘 松 ,113 遺菫 伸二 凛訪実 3 渦田坂進 ― 原訪実 3 斎藤  峡 染谷丘 3 小池 正明 中 野 3 荒丼 裕 ■ 染谷丘 3

や り 投 内田 贅司 綺沢 大● 大映 慄― 森本 円1史 燎 ケ■ 2 篠 ノ丼 2

(女子の部)

期 日 H76/2～4  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

…
饉   目 ス カ

記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 技  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校 名

長崎 寛子 中野実 2 質川1 絵 美 曰向 理意 野 沢南 3 佐藤  忠 凛訪実 3 曽根美弥子 依田あゆみ

矢野 沙

“

長 野 2

“

畑 志野 県 ケ丘 2 曰向 理0 野 沢南 3 曽根美弥子 ■,日大3 威沢喜保子 員IIB大 2 伊藤  忠 籠勒実 3

// 矢野 沙

“

長 野 2 e沢喜保F 彙野日大 2 高嬌 美ネ 中野西 2 金子 衣花 凍訪実 3 市川 美嗜 長野口大3 ll水  奈美 染谷丘 3

冒原 恵美 長野日大 2 高格 美● ■野西 2 員,日 大2 竹内 佐● 長 野 3 遺● さゆ り 野沢北 3

竜沢 美保 諏訪実 3 篠井 美保 忠永 優子 長野曰大2 嗜沢 恵美 弥生丘 l 洒丼 美子 凛あ実3 高●三炒子 ■■日大2

1∞mH 回董 美颯 白鳥ひか る 佐 久 3 葛畑 志

"
県 ケ丘 2 長崎 寛子 ■野実 2 日向 理t 野沢饉 3 麦島 美佳

// 鴫 由書里 野沢南 2 長丼 智子 染谷丘 2 M木 実凛 野沢南 2 ●田 千校 大野 美番 松  り113 宮林 宏枝 接 ノ丼 2

/
川村未来 2

曖澤春保子 2

市川美晴 3

1■美夕子3

長野 日大

菅原 摘

高阪梨綸

山崎琴代

長崎寛子

中 野 実

山本佳世 3

大矢幸奈子 2

三澤涼子 2

横
"1絵

美 1

松   商

斉木春美 2

千島京央子 3

萬見詢 息子2

日向理恵 3

野 沢 南

西澤t● 3

和田純技2

晨麻智子2

工藤崚子2

大   町

宮沢のぞみ3

全子衣花 3

北饉,息 子3

伊● 忠 3

諏 訪 実

走 高 跳 ノ
/ 今丼久美子 」ヽ垣外明子 大月 沙

“

嬌 ケ崎 3 堀  智帆 弥生丘 3 木村 由美 松 南 3 山田 ホ子 日谷東 2

走 嘔 Lt 山岸久美子 野沢北 2 河村 未来 長野日大2 遠山 直子 深 志 3 田中 美紀 上  田 3 質澤 摩耶 崚 ケ崎 2 長崎 寛子 中
"実

2

砲 九 投 上原  ● 三浦 麻美 篠 ノ丼 3 山口 実
`

更級■ 1 小林 三奈 弥生丘 3 斉藤 裕美 大 町 3
=尻

3

円 菫 投 官下 美穂 染谷丘 3 日向 千
=

岩村田 3 六川 知 子 栞谷丘 2 三浦 麻美 薔ノ丼 3 当崎  疇 松 Л 2 薔沢 塁美 塩 尻 3

や り 投 / 酒丼希世美 長野西 2 長野 日 3 須江 清● 岩村田 3 木村 由美 n岸 里見 中
"西

3 い本  梢 颯 ケ崎 2

2イθ



長野県高等学校新人体育大会 (男子の部 )

期 日 H710/13～ 15  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

1得
  点

学 校 名

(女子の部 )

期 日 H710/13～ 15 ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

■   目 風 カ
氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 氏  名 校  名 記  摯 校  名 記  録 校  名 記  録 校  名

山 口  光 岩村田 1 浜牧 祥隆 飯  田 2 北野 真樹 松 商 2 諄澤 雄馬 池田工 2 山口 大● 小 諸 2 遺● 昌史 佐 久 2

平賛 優次 饉 ケ崎 2 ■口  光 岩村田 1 坂牧 祥隆 飯 田 2 山口 大→ 小 諸 2 藤澤 雄鵬 池田工 2 餞原 俊行 岩村 田 2

049‐ 12 伊藤 秀隆 松 川 2 平贅 贅次 ■ケ崎 2 荒井  淳 中野実 2 饉澤 雄馬 池田工 2 萩凛  用 東海三 2 平林 ■引 東海三 2

/ 浜  fl渡 岡谷南 1 小池 峰俊 重 田 2 平林 義引 東海三 2 星野 |1宏 岩村田 2 雪澤 能美 岡谷南 2 市瀬 芳リ 阿 ■1

/ 鈴木 哲也 東海三 2 口村  充 ■野実 1 大村  ― 書末 正摯 上伊晨 2 口井 一人 中野実 2 4.1'14 柳沢 裕■

/ 鈴木 哲也 東海=2
官下 去之 上伊■ 2 長田健太自 上伊■2 大村  ― 山本 公和 薇訪実 2 ヨ●  1 中野実 1

柳沢 只1洸 中野実 2 荻原  淳 自 馬 2 古見沢 守 崚 ケ崎 2 ヨ田 ■洋 岩村田 2 中野実 2 Jヽ松 ●カ 弥生丘 2

古見 沢守 崚ケ崎 2 松沢 昭央 県 ケ丘 2 山田 螢洸 筑 摯 2 古田 定幸 中野実 2 開沢 貝1光 中野実 2 IL丼  伸分 野沢南 1

/ 洒井 宏晃 長 野 2 大村  ― 伊藤 正幸 東海三 1 宮沢 `哉 上,■ 2 田中 薇馬 中野実 2 ,ヽ池 克協 薇訪実 2

中野実 2 中野実 2 市川  充 野沢南 2 横山  洋 燎 ケ崎 2 L● 俊宏 松 川 2 下 平 賢哉 菫  口 1

／
／

上條敏去 2

二木祐也 2

小林 智 1

平女優次 2

松本颯ケ綺

小石哲也 2

松   商

北村■久 2

人木澤一日2

r● ロー生 2

洒井佑樹 2

長   野

大田 ■ 1

重   田

小林裕介 2

●本県ケ丘2

河原克幸

長野 口大

●本椰夫

“

1

高山喘史2

永原浩希 1

坂軟祥隆 2

凛幸二郎 2

松澤昭央 2

小絆豪征 2

尾島 啓 2

／
／

上條敏宏 2

松本颯ケ●

柳沢貝1光 2

荒井 淳 2

佐菫雄治 2

古口定幸 2

中 野 実

北村岳久 2

長  野

口都潤也 1

萩凛 澪 2

濱 崚治 2

平林義弘 2

東海大三

熊谷 憲 1

凍訪清腱

井上 優 2

田中 淳 2

青木 '1

平颯和幸 2

伊 郡 北

古見沢守 2

平贅優次 2

酒丼佑● 2

′ヽ本澤―口 2

官沢口大郷 1

官贅 大 2

走 高 腱 / 呵都 和也 下伊晨 1 E島 佳彦 中野西 2 月内 彰― 薔 ノ井 2 轟口  字 明 ,2 松下 |●● 伊昴tl 壼田 正顔 ■ ■1

棒 高 餞 / 国中 大

“

岡谷南 2 自ハ 伊昴北 1 松沢 昭央 彙 ケ丘 2 松

“

 拓三 横 田  忍

走 輌 摯 / 関  幸徳 戸塚 啓介 野 沢

"2
ノヽ木澤―好 贅 ,2 ヒ藤 雄治 中野実 2 松沢 昭央 県 ケ丘 2 北野 真■ 松 商 2

三 段 跳 洒井 佑ロ 田中 克広 長野● 2 佐藤 雄淮 中野実 2 野ヽ 哲也 中野実 2 一Ｏｍ
関  幸穂 滝  直也

砲 九 投 岡村 廣ネ 東海三 2 官川1 秀

"
吉 田 1 馬場 洋型 野沢南 2 中澤  ■ 染谷丘 2 ヨ村  = 中野実 2 油井 春彦 野沢北 1

岡村 廣章 東海三 2 上條  J 塩 尻 2 関谷  ● 岩村田 2 田村  3 中野実 2 ●本  彙 長野■ 2 宮澤 準大 北  部 2

ヨ谷  鶯 薔 ノ丼 2 北 山 ロニ 薔ノ井 2 岡村 廣煮 東海
=2

山田 豪摯 十越 寛生 松 代 1
g澤 ■行 北  都 2

/ ll口  康コ 松本工 2 森本 印史 崚 ケ崎 2 に村 岳タ 長 野 2 馬う 洋平 野沢南 2 千ロ ー吉 大 町 2 日本  懺 長野東 2

色 競
■塚 啓介 野沢南 2 ヂ菫 秀日 松  ,‖ 2 曝場 洋平 野沢南 2 油井 仲介 野沢南 1 西川 摯太 長 野 2 ●沢 博幸 茅 ■ 1

位 位

松本県 ケ丘得   点

学 校 名

55点

4_,'f

記  ● 氏  名 校  名 2 ● 氏 名 校  名 記 録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 校  名 記  録 氏 名 校  名

畑ヽ 志コ 県ケ丘 2 供田あゆみ 上 国 2 工薔 崚子 大 町 2 曖澪吝保子 長野日大 2 高山 里水 美須 々 2 井原 裕美 佐 久 1

成澤喜彙子 工藤 崚 子 大 町 2 薇川 絵タ 松 商 l 宮下彗乃タ 美須 々 1 千代  = 薇訪実 1

載澤喜保子 長,日 大 2 高橋 美和 中野西 2 ヤ山理番子 凛 志 2 柏木 嘉置 野沢Hl 」ヽ出 直子 上 国東 2 両角 美雪 二 葉 1

/ 岩原 恵美 ■■日大2 度辺 美椰 野 沢南 2 喜橋二炒子 池田 直子 真行寺芳● 築谷丘 2 中山理番子 凛 志 2

徳永 優子 贅野日大 2 岩原 恵美 長野口大2 渡辺 美智 野 沢南 2 木村 美看 真行寺芳技 央谷(2 南菫 久美子 中野実 1

// 滝沢 恵美 弥生丘 1 薔妻  瀾 池田 壼子 県 ケ丘 2 高嬌二炒子 長野日大2 |ヽ13 真理 風 越 2 渡辺 美籠 野沢南 2

llX mH 014・ 95 高畑 志野 彙 ケ丘 2 北原身工子 大 町 2 松本 宗子 松 商 2 三澤 凛子 松 商 2 山疇 琴代 中野実 1 宮澤 摩用 饉 ケ崎 2

41XlmH / 上田 壺責 東海二 2 高精 美承 中野西 2 丸山奈央子 染谷丘 2 粕木 真遺

"沢
南2 斉木 春美 野沢南 2 姜川茨紀子 野沢南 1

/ 隆丼 智子 染谷丘 2 松田 千枝 染谷丘 2 柏木 実● 野沢南 2 疇爪美奈 子 伊昴北 1 中 野 2 米川 真択 野沢南 1

/
竹枝美智急 1

大矢睾奈子 2

三澤凛子 2

横川絵美 1

松  商

北原身工子

大   町

千代 薫 1

浄0か おう1

篠凛奈美 1

7t円 理栄子2

薇 訪 実

白井美和 1

1ヽ出直子 2

町口千

'1
小林佳代 2

司 僣子 1

井原僣美 :

若麻讚佑子 2

井戸口凛■ 1

佐久長聖

小尿僣子 1

宮下●乃美 1

高

“

宏美 2

高山里水 2

美 須

続麻智子

工●崚子

走 高 飛 / 水城 恵美 凛 志 2 二木 さつ き 饉 ケ崎 2 北原身工子 大 町 2 三澤 燎子 松 商 2 花岡理栄子 凛訪実 2 山田 義子 岡谷東 2

走 輌 銚 / 山岸久美子

"沢
北2 松 商 2 l● 田 幸■ 中野西 2 井原 裕ま ■ 聖 1 ら見沢短息子 野沢南 2 水城 恵美 深 志 2

砲 九 投 / 山崎砂艘 番 凛 志 1 ■口 実日 更級晨 1 阪山  恵 東海=2
新, 志41 野沢南 2 津口 時

"
清 崚 1 林意  姜 松 川 1

円 = 投 / 六川 知子 」崎  ロ 松 川12 富坂 由紀 子 凛訪実 1 三俣 美分 長 野 2 螢 山  ■ 東海三 2 浜 千代子 岡谷南 2

や り 投 // 松本  梢 饉ケ崎 2 竜沢 由衣 上国東 2 西沢 明子 須 坂 2 嗚見沢
「

長 聖 1 平林 書与 崚 ケ崎 2 菫森 泰子 向 陽 2

7種 競 拉 / ※04354 山岸久美子 野沢北 2 04146 高畑 志野 県ケ丘 2 松 本 松 商 2 自沢 摩耶 崚 ケ崎 2 野沢南 2 藤森 恭子 向 陽 2

Iイθ



長野県高等学校総合体育大会 (男子の部)

期 日 H85/31～ 6/2  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

大第二

27点 彙

中 野 実 業

饉   目 風 カ

記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  最 氏  名 こ  ニ 氏  名 校  名 記 録 氏  名 校  名

il'61!ro t 岩村田 2 い商年口 3 下 平 長野日大 1 宮 入 義

"
員
"口

大2 山口 大幸 Jヽ 諸3 瞑牧 祥隆 飯 田 3

伊藤 秀隆 山口  光 岩村田 2 高山 円1史 平贅 優次 山口 大幸 坂牧 祥隆

048・ 33 伊藤 秀隆 松  ,113 平贅 優 次 平林 義弘 東海大第二3 荒丼  淳 上條 は宏 藝沢 雄馬

// 平林 義弘 京

"去

零三3 市瀬 芳明 阿 南 2 小池 峰俊 薫 田 3 荒井  淳 中野ヽ ■ 3 官澤 能寿 岡谷南 3 條下 隆太 木 曽 3

鈴木 哲也 晨口健大黛 上
'3133

議訪実来3 」ヽ池 峰掟 飯  日 3 失野 圭介 長 野 2 田中 徳馬 ●9実業3

/ 大村  ― 110三 3 山本 公 fI 成田 厚次 賣0大■三3 IP郵 晨13 小池 克宏 諏訪実案 3

柳沢 則光 ■野実業 3 供沢  淳 自 馬 3 臼田 貴洋 岩村田 3 油井 伸介 野沢自 2 古見沢 守 1本 嗜ケ13 Jヽ 松 義歯 け澤弥生丘3

古見沢 守 1本燿′13 古田 定幸 松本筑

"3
上野 直樹 ワ藝 芳隆 松  り113 臓本 和彦 諏ヽ 市曖3

// 酒井 宏晃 長 野 3 大村   ― 小池 克宏 諏訪実笑 3 伊藤 正幸 賣1大t=2 腱田 浩― 1,3113 田中 徳馬 中野実■ 3

//

/
河原克幸 2

横山昭仁 1

宮入薇勝 2

長野 日大

疇沢●● 2

●本f●● 2

康凛俊行3

山口 光 2

岩 村 田

■林 啓 2

上條摯宏 3

小林 智 2

平賛優次 3

りヽ林―馬 3

柳沢―行 2

佐藤雄治 3

'沢
員1光 3

中,実葉

平沢哲也 3

関 幸● 3

関 昌徳 3

青彿祐三 3

堀内 守3

官

"直
樹 3

日中 淳3

平黎和幸3

伊 昴 北

4X100m

/
上條餞宏 3

古見沢守 3

小林 智 2

平贅優次 3

目内弘晃 2

日本和彦 3

雪晨恒大■ 2

E坂  大 3

古田定幸

長   野

澪都ヨ也 2

平林
=弘

3

●本綺介 1

萩原 澪3

東海大第二

g崎直樹 3

ヨ中  淳

庁木 智 2

口Ffl幸 3

伊 郡 北松本崚ケ崎 環訪綺曖
柳沢貝1光 3

海野浩司 2

中野実業

小林 豊 1

人木■―

"3
走 高 焼 / 疇鳥 佳彦 中野西 3 可都 和也 下

"Bl菫

2 吉口  用 Jヽ 諸1 野ヽ 議酒 彙野古田 l 属内 彰― 篠ノ井 3 公下 和雄 伊

"1北

2

棒 高 焼 / い澪 昭タ ほ本n'丘 3 ヨ中 大● 円谷商 3 白鳥 真也 伊着1北 2 木村 確麟 長野日大 3 三間 英, 長野商■3 コ野井
=彰

菫,大 01

走 輌 焼 // 野沢南 3 闘  幸徳 と● 雄治 ■,実■3 ＝
ｍ 伊昴■ 3 関  昌■ 官入 義勝 斯 口大 2

三 段 峡 「
」

le  執 ●山  晰 大町北 3 田中 克広 長野西 3 長 野 3 堀内 彰― 薔 ノ丼 3 佐 藤 雄治 輌 実■3

咆 九 ■ 田
'す

 廣承 太田 正●l 上條  鍼 菫 尻 3 野沢南 3 田村  猥 中,実桑3

円 菫 女 // L條  リ 墟 尻 3 岡村 廣和 10谷   籠 岩村田 3 池田 直人 中 野 2 口村  月 中野実桑 3

^,2 & // に山 島ニ 篠ノ丼 3 牛8 ■生 ● 代 2 ・・谷  鶯 懐ノ丼 3 山崎 智幸 官澤 手行 北 部 3 山口 康珀 松本工桑 3

や つ 狡 / |ヒ村 岳久 長 野 3 大池 由分 松本凛恵3 森本 円:文 伊●  文 長野西 2 神應 太

"
●ホ屎患 3

(女子の部 )

期 日 H85/31～ 6/2  ※=県高校新 ◎=県高校タイ 〇=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

位

記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 技 名 記 録 氏  名 校 名

上  日 3 長崎 寛子 中野実■3 藤原 香織

“

本崚ケ嗜 1 工藤 綾子 大 町 3 野口 法子 長野南 3 千代  薫 凛訪実業 2

矢野 沙綸 長 野 3 高畑 志野 工藤 崚子 大 町 3 き原 `薇 1本 |′ 11 横川 絵美 松商争口 2

矢野 沙崚 長 野 3 成沢喜保子 岩原 忠美 小沢 知史 曖1大●三2 斉木 春美 野沢南 3 野 口 法子 長野南 3

/ 音原 恵美 彙野曰夫 3 渡辺 美椰 野沢南 3 知 史 高薔三沙子 ■,日 大3 4丼  癸働 薇訪実■ 3 池田 直子 1本 1113

4丼  美保 諏訪実桑 3 吾
=  

魚 長野日夫 2 高嬌三沙子 長,日大3 佐● ●ロ 澤あ実■ 2 滝沢 恵美 鶴 生丘2

1∞mH 014・ 5・5 長崎 寛子 △ 16・ ∞ 高畑 志野 北凛身江子 横丼久美子 ●静 口 1 三澤 涼子 松本 宗子 ●商争口 3

/

4x100r
大  町

竹餞姜,恵 2

大矢幸奈子3

三澤涼子 3

績川息美 3

●商■日

花日理栄子 2

津金かお,2

姜原奈美 2

千代 薫 2

諏訪実業

河村未未

● 報
長野 曰大

白井美和

小出直子
上 回 東

司 裕子 2

丼原裕美 2

岩麻●佑子3

井戸田清美2

佐久長聖晨麻智子

工●崚子 咸濠喜保子 小林佳代

走 高 跳 / 増 田 知史 二木 さつ き 水埃 恵美 松本深_t3 児玉 和漕 山口久美子 北村 容子 長野東 3

走 輌 既 山岸久美子 野沢北 3 長● ■子 中野実■ 3 井原 裕美 佐久長聖 2 松本 宗子 ●置宇● 3 水墳 恵美 松本深意3 三澤 涼子 ●商,日 3

砲 九 ■ / 上凛  ■ 晉丼希世美 長野西 3 凛訪薔髪 2 宮坂 由紀子 凛秘実■ 2 山崎炒崚薔 松本薇志 2 斉 1和 佳奈

円 菫 投 / 官坂由紀子 凛訪実果 2 出崎  饉 松  り113 六川 知子 上口察谷丘3 上凛  鑽 阪山  e 東1大8三 3 市川 弘美 長野日大 3

// 洒丼希世美 長野 西 3 高見沢 円 佐久長聖 2 竜沢 由衣 岩崎 直 子 鴫う ■子 長野日大 3

i5θ



長野県高等学校新人体育大会 (男子の部 )

期 日 H810/11～ 13  ×=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   く

学 校 名

“

  目
記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校  名 記  録 氏  名 技  名 記 晨 校  名 記  録 氏  名 校  名

山 口  洸 岩村 田 2 官 入 ■膀 長野日夫2 松沢 康■ 岩村田 2 岩村田 2 藤本健太虫I 松商■口 2 十瀬   硼 松本凛志2

撲山 昭仁 長野日大 1 山 口  洸 岩村田 2 松沢 康
"

岩村田 2 森本 和● 岩村田 2 河原 克幸 長野日大 2 」ヽ池 賢港 凛訪清崚 2

/ 海野 浩ヨ 中野実■ 2 上野 直薔 上口晏6丘 2 松沢 博書 芽 野 2 横山 昭仁 長野口大 1 市瀬 芳所 阿 南 2 奎沢  洸 大 町 2

/ 市瀬 方 阿 南 2 和 Fl 裕

"
長野口大 2 海野 浩言 中野実秦2 宮沢 治幸 須 坂 2 浜  和薔 円 谷 2 晨部 芳コ 野沢北 2

矢野 圭介 長 野 2 田村  求 中野実業 2 戸田 博リ 長野西 2 大畑 陽祐 木 曽 2 野 々村卓美 長野 陽分 長 野 1

伊藤 正幸 豪

“

大第二2 宮入 ―凛 佐久員聖 1 細丼  湖 上,郡1果 2 福原 初幸 や野実案1 竹村  真 伊郡1ヒ 1 馬橋 桂遺 長 野 1

小林  ● 長 野 1 油井 伸介 野 沢南 2 土屋 智J 中 野 2 洒井 遍友 伊郡北 2 小林 薔久 須 坂 2 g本   塾 須 坂 2

4∞mH / 上野 直ロ 上口1谷丘2 須 坂 2 油井 仲′ 野沢南 2 山本 晃― 中野実案 2 村山 二月 木 曽 2 宮崎 文功 中野西 2

/ 矢花  ■ 伊ヨ「北 2 Jヽ崎 卓せ 佐久長里 1 高輌 桂遣 長 野 1 岩岡 孜静 大野  玄 住久美雪 2 柳澤  ■ 松本工■2

// 下平 贅哉 艘 田 2 伊波  ll 松 川 2 大丼 哲ヨ 野沢北 2 全子 直

"
友野 直

"
山崎  僣 須 坂 1

042・ 63

河原克幸

戸谷薔―●
長野 口大

口都●史

薇本|●8

松沢康徳

山口 光

岩 村 田

吉川久基 1

伊薔 昇 2

勝野 淳 1

片瀬 ● 2

松本深志

堀米―●11

池田 22

丸山智洋 2

,沢―行 2

中野実業 2

中島正和2

伝田ホ章 2

鍋谷信-1

南澤茂幸 2

擦 ノ 井

小林和幸

塚 田 円
長野吉 In

官入義勝 近藤大輔

森井祐樹

和 田裕樹
長野 曰大

駒沢 

“吉田喜昭

新津 曇

」ヽ林 ユ

長  野

柳沢―行 2

山本晃-2

池田 22

""浩
司 2

中野実栞

横田 務 2

小林■久 2

目黒 02

宮沢治幸 2

須  坂

蒔田友之

星野

小 林 智 2

松本蜂ケ崎

」ヽ池贅志 2

熊谷 憲 2

堀内弘晃 2

官颯恒大月2

諏訪清陵

横山昭仁

走 高 跳 / 小 議 1 小林  ● 長 野 1 松下 和雄 伊那北 2 高野 豪香 長野吉田 1 阪谷  腱 長野日大 2 細野  贅 長 野 2

棒 高 Lt / 白鳥 真也 伊

"「

北 2 い● 拓三 山野 丼信彰 東海大第二1 長野吉日2 呵角  忠 守量 央臣 茅 野 2

走 幅 Lt 自入 義膀 ■,日 大2
●

ｍ
戸谷啓一日 長野日大2 嗜口 和彦 須 坂 2

つ

“

Ｑ

ｍ
近藤 大輻 長野吉田2 ２‐

“
永凛 浩希 飯 日 2 南原 教史 1本嗜ヤ喘 1

南原 教 史 土屋 智ヨ 中 野 2 小林 責久 須 坂 2 電口 和彦 須 坂 2 佐久長聖 1
十
” 藤本健太郎

砲 九 ユ 大田 正樹 ど川1 秀雄 長野吉田2 牛毬 i生 松 代 2 本木 克央 長野口大 1 11碑
"井

 春彦 野 沢北 2 斉藤 正樹 1本 摯夕丘 l

円 菫 投 / 鼈田 直人 中 野 2 自入 弘光 長野 南 2 山口 大

“

篠 ノ井 2 宮川 秀雄 長野吉田2 嗜井 春彦 野沢北 2 大田 正樹

マーユ / 牛越 寛生 松 代 2 定  =明 西澤 佑 介 長野西 2 大田 正樹 東條 香舜 北 都 1 丼上 大哺 須崚田芸 1

や り 投 り藤  文 長野西 2 白鳥 真也 伊郡北 2 油井 伸介 野沢南 2 」ヽ林 永樹 塩 尻 l 喘木 竹雄 長野東 2 木内 崇文 岩

'1田

2

8種 競 技 吉田  円1 小 諸 1 ホ穂 勝★ な本颯ケ12 土屋 智ヨ 中 野 2 日本 拓海 須坂東 2 大坪  鳳 松 川 2 洒井 孝鶴 上  国 2

(女子の部 )

期 日 H810/11～13  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

40  点

学 校 名

薔   目

記 録 氏  名 校  名 技  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 技  名 記  燿 氏  名 校  名

千代  薫 凛訪実案 2 書川l 絵美 ●裔■口2 三校 夏季 凛動二葉 2 井原 裕美 佐久長聖 2 岡田炒矢香 長野口大 1

"崎
 琴代 中野実察 2

横川1 絵美 松商学日 l 宮下難乃美 松本美項力2 岡田砂矢 番 千代  薫 町田 千智 上 田東 2 鷺  裕美 いホn,丘 1

小沢 知史 中島 あや 東●入嬢三2 岡田炒矢 薔 長野日大 1 高● 友子 須 坂 2 掛川友紀子 野沢南 2 旧場 擁子 上口榮谷丘2

/ノ 小沢 知史 豪●大
"二

2 ■瀬 由香千1 晰木 嘉ロ 野沢南 2 螢川友紀子 野沢南 2 佐久長理 1 票田 美香

/ 小沢 知史 菫1大
"三

2 吾■  薫 彙野日大 2 東1大

"=2
木村 美香 南沢由住里 長 野 l 」ヽ池ゆかり 凛訪実業 l

/ノ 吾妻  薫 羮野日大 2 倉科喜美子 [久長聖 1 佐久兵聖 2 関 麻由子 佐久長聖 1 木村 美香 長 野 1

横丼久美子 松商争口 l 山崎 琴代 中,実桑2 呵野 崚子 四 確 丘2 菅沼 友紀 菫田風o2 丼原 裕美 佐久彙聖 2 倉沢 和枝 佐久長奎 1

4∞mH / 掛川1友紀子 野沢南 2 柏木 真置 野沢南 2 宮崎 祐子 東海大,三 1 樫山ゆか り 下諏訪自12 須江 知美 野 沢南 1 島村 美香 機本崚′崎2

// 米川 真代 野沢南 2 伊藤  番 重田女子2 野沢南 2 須工 知美 野沢南 1 高見 ―枝 松 力12

“

輌 絵美 松 代 2

／
／

宮崎祐子 1

戌住千● 2

中島あや 2

面角八千代2

責漏大第二

竹枝美ヤ息 2

清澤る0こ 1

●井久美子 1

松
":絵

美 2

松商学口

官足啓子2

● 幸技 2

薇所由梨 1

日日
"矢

■1

長野 日大

菫原奈美2

,● |ヽおり2

●I● 件美 1

千代 薫 2

諏訪実業

司 格子 2

丼原裕美 2

笹薇裕美 1

丼戸田諄美2

内口絵美 1

山崎琴代 2

丸山朝美 2

高坂梨絵 2

中野実栞

走 高

"
/ 増田 知史 児玉 和忠 大久彙あゆ美 更級晨果 1 原 の り子 ■野実柔 1 鎮町 律子 松商,日 1

走 幡 " 丼凍 裕美 佐久彙聖 2 茂住 千自 豪0大第二2 三枝 ■季 凛節二来 2 塚日は るみ 長 野 1 林  恵美 司  裕子

砲  九 コ /′ )1l m83 上瞑  崚 丸山 里佳 津口 詩● 凛訪清俵 2 竹内 美夏 須坂口芸 1 山崎炒矢香 松本朦志 2 斉‖I和佳穿

円 菫 観 / 上原  崚 決 l■ 仁美 岩村田 2 九山 里佳 松本筑,1 竹内 美夏 須坂口芸 1 樋 口 椰映 上口,俗 丘2 金井 春香 | 野沢北

や り J /′ 豪子 松 代 1 高見沢 円 佐久長聖 2 斉川和佳奈 1本崚,綺 1 ●本松南1 伊藤 千里 須 坂 2 清水 恵美 野沢北 2

7種 競 技 /´ 茂住 千

"
京1大

=三

2 丸丼 文恵 河野 崚子 ,1弥生丘2 浄田 詩織 諏訪青崚 2 長 野 1 上原 子佳 野沢南 1

151



長野県高等学校総合体育大会 (男子の部 )

期 日 H95/30～ 6/1  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

“

  目
記  録 氏  名 校  名 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 氏  名 校  名 記  録 校 名 記  録 氏  名 校  名

下平 正明 | 長野 日 2 公沢 康費 山ll  光 岩1寸 口 3 11・ 13官 入 薇● 長野 日 3 宮 田 英央 大 町 3 堀内 弘晃|凛訪清 2

薇山 昭仁 長野 日 2 山口  】 岩村 田 3 松沢 康徳 岩村 田 3 河原 克幸 長野日3 池ヽ 賢可1薇訪清 3 片瀬  徹 深 志 3

/ 薇山 昭仁 長野口 2 断津  労 長 野 2 市瀬 芳明 阿 南 3 松沢 博幸 芽 野 3 市
"  

僣 佐久長 3 言坂恒太朗 環訪清 3

/ に藤 清治 佐久長 1 市瀬 芳リ 阿 南 3 輌沢 裕★ 和田 裕● 長野 曰 3 廣  f●浚 岡谷南 3 山本 卓嶼

/ に藤 清箔 佐久長 l ■パ1 歌輸 矢野 圭介 長 野 3 濱  昌引 野々村●美 諏訪清 3 東海=2

/ 野ヽ 圭介 長 野 3 失花  〕 伊那 Jヒ 3 伊藤 正幸 東海二 3 高精 桂迫 長 野 2 宮入 ―詢 佐久長 2 藤ヽ 良彦 東海三 3

110mH 卜林  i 長 野 2 上屋 智轟 中 野 3 油井 伸介 野沢南 3 胃丼 通カ 伊郵北 3 小メ ロ久| 須 坂 3 16"1{ EE Fr} 赤 穂 2

4∞mH / 卜林  i 長 野 2 野沢南 3 上野 直薔 毎野 浩ヨ 中野実 3 村山 二月 木 曽 3 卜林 和幸 吉 田 3

/ ktt  J 伊郡北 3 富入 ―瀾 高嬌 桂遺 長 野 2 小颯 16t 大票 霰燿 菫 田 3 |ヒ原 英一 佐久長 2

/ 下平 賢が 艘 田 3 西澤 大作 薔 ノ丼 2 大井 哲奇 野沢北 3 吉澤 永― 高■ 真儒 東海三 3

/ ※○

呵凛克幸 3

贅山昭仁 2

g入薇勝 3

長 野 曰

大丼宗紀

岩 村 田

宮川

“

也 1

滋口 聡 3

九山智洋 3

柳沢―行 3

中野実業

黒,知志

宍戸

`矢 長   野

彗川久
=2

升藤 昇 3

"野

 津 2

+瀬  ■ 3

松本深恵

久ヽ屎椰―嬌

柳澤 卓
松南学園

松沢康 徳

山口 光 新津 崇 藤本健太郎3

仰
レ /

河凛克幸 3

和田裕樹 3

下平正明 2

■山昭仁 2

長 野 日

宮口英央 3

松沢 光 3

-0幸摯 2

大口方睾,3

大  町

,ヽ池簿志 3

嶺谷 懲 3

日内弘晃 3

雪重恒太郎3

諏訪清陵

佐藤清治

佐●,彦 3

森角真樹 1

市 村 僣 3

佐久長聖

陶沢 ●2

占田嘉昭3

Jヽ林 ●2

籠津 崇2

長  野

山本発-3

池田 23

有■ ● 2

海野浩司 3

中野実業

走 高 朗 / 呵都 rrt 下伊■ 3 細野  賢 長 野 3

“

野 凛葎 吉 口 2 小 諸 2 長野工 3 奥村 多加え 佐久長 2

棒 ● H / 白鳥 真せ 伊

"北
3 野村真佐せ 吉 口 0 芽 野 3 北原 正寛 上伊■ 2 」」野丼稟彰 東海三 2

走 輌 躙 下條 正贅 松 代 2 宮入 義勝 ―柳 幸燿 大 ●J2 神口 `嶼 長野 日 1
gtt  n 須 坂 3 日本 拓凛 須坂東 3

三 段 H い下 ||● 伊昴北 3 下條 正彙 松 代 2 木 曽 3 松 Л 3 東海三 2 争島 正漁 懐 ノ井 3

砲 丸 艘 / 自川 秀
"

吉 口 3 太田 正● 小林 永樹 塩 尻 2 佐● 洋平 長野 日 2 斉藤 正薔 県 ケ丘 2 油井 春つ 野沢北 3

円 菫 観 / 官川 秀

"
吉 田 3 池田 直パ 中 野 3 弘 光 長野南 3 牛■ 大

“

II rl 大劇 篠ノ井 3 大田 康

"
塩  尻 3

^,a-f / 牛越 寛生 松 代 3 淀  孝リ 長野西 3 t都 2 丼上 大

“

大田 正

"
や り 骰 / 伊藤  , 長野西 3 開薔 哲せ 木 曽 3 自鳥 真也 伊露1北 3 ヽ内 崇文 岩村田 2 lh井  春虐 野沢北 3 ホ穂 膀ロ 崚 ケ■ 3

(女子の部 )

期  日 H95/30～ 6/1 ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

記 録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 餃  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 技  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

藝原 香

“

蟻 ケ綺 2 三枝 I季 二 秦 3 横川 絵美 松 商 2 庁木 千受 美須々 2 千代  瀾 諏訪実 3 細谷 優子 岩村田 3

藤原 香椰 岡田炒矢■ 長野 曰 2 青木 千史 美須々2 g下聰乃タ 美須 々3 三技 ■■ 二 葉 3 横川 絵美 松 商 3

/ 岡田沙失香 長野日2

“

橋 友子 須 坂 3 島村 美香 饉 ケ崎 3 お  裕タ 県 ケ丘 2 金森 こ ヨ 小沢 知史 東海=3

/ 高木沙知択 諏訪実 3 」ヽ沢 知史 東海三 3 染谷 lr 2 巨内 理■ 伊郡セ : 倉ll喜 美ヨ 中瀬 由看製

/ 登内 理恵 伊郡北 1 倉科喜美子 吾妻  カ 長野 曰 3 咆沢 意課 弥生丘 3 諏訪実 3 関 東由子 佐久長 2

山崎 琴代 中野実 3 可野 崚子 横丼久美子 松 商 2 上口 真ヨ 諏訪実 2 倉沢 和お 佐久長 2 小原 僣ヨ 美須々3

/ 野沢南 3 須江 知美 野沢南 2 市

"1さ

ゆ り 野沢南 3 椰地 中用 松 代 3 瞬●  ■ 飯田女 3 高見 -0 松 パ13

/
宮澤千恵

池内雅恵

島‖美香

藤僚香餞

庁木千文2

」燎裕子 3

ζT初美3

美 須

高坂梨絵 3

凛の り子 2

九山朝美 3

山崎琴代 3

中野実業

,内美?忠 3

'沢

ろう子2

1井久美子 2

贅
"1絵

美 3

りヽ林夏子 1

● 幸技3

頓所山梨2

日口炒矢■2

長野 曰太

篠原奈美 3

津0か お,3

■田真理 2

千代 薫 3

晨訪実業

走 高 焼 / 更輌晨 2 ●● 知史 中,,重 由美 中野実 1 多山 由美 |
上原なつら 松 代 2 高野 幸1 皐 月 2

た 輌 嗅 / 丼凛 裕美 支住 千■ 東轟二 3 」ヽ日切智漕 東海三 1 三技 I季 二 葉 3 自沢 千1 崚 ケ崎 3 林  恵タ 松 Лi 3

砲 九 投 / 上原  疲 g坂由に子 諏訪実 3 桜 丼 文恵 岩村田 1

'日

 詩輌 け内 美コ 須坂回 2 凛 志 3

円 菫 投 / 宮坂由紀子 上瞑  J 田口 郁映 染谷丘 3 Jヽ松 志

"
凛訪実 3 曳沼 仁タ 岩村田 3 深 志 3

や  つ 投 / 片桐 涼子 松 代 2 晰見沢 F 佐久長 3 小 口 貝1子 ,さ  千望 須 坂 3 中島美由嘔 松 商 3
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長野県高等学校新人体育大会 (男子の部 )

期 日 H99/12～ 14  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

饉   目

記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名

平 正明 長野 日 2 下條 正紀 松 代 2 官
"1 

卓也 中野実 1 佐野 賽史 東海=2
石田 秀樹 飯 日長 2

"澤
  卓 松 商 2

下平 正明 長野 日 2 さ崎 友樹 茅 野 1 宮川 卓也 中野実 l 北原 敬介 ド條 正紀 松 代 2 立石 ―曖 諏訪清 1

/′ 断津  崇 長 野 2 北原 教介 田  川 2 平澪 雄棘 伊ヨ1北 2 尊田 友之 颯 ケ崎 2 羽場 誉浩 芽 野 2 林  善史 諏訪実 2

/´ )153・ 13佐藤 清治 佐久長 1 染谷 fL 2 林  善 史

"訪
実2 市崎 圭― 熊谷 円1志 崚 田 2 長 野 2

// )57‐ 59 日入 ―海 佐久■ 2

“̀  
桂逸 長 野 2 中川 敬介 東海三 2 松崎 雄 介 佐久■ 2 阿久津 晋 長野 曰 2 山本 卓美 染谷丘 2

Эl`1571

“

橋 桂逸 長 野 2 Эll証 82 永島 ■史 東海三 2 Эl1 52 0, lE川 腱司 東海=2 Э1457" 高見沢 勝 佐久長 l OIS 04" 福原 初幸 中野実 2 )tr' 06'3? 十川 敬介 東海三 2

) 15'12 」ヽ林  豊 長 野 2 木崎 逸斗 木 曽 1 小島  良 中 野 2 小池 英晃 長野 自 l 原田 瘍志 野沢南 2 自島 真― 松 "12

)54・ 52 林ヽ  豊 長 野 2 轟本 陽介 東海三 2 寺島 将志 染谷丘 2 田中 大吾 |ヽ林 哲貪 ll● 伸之 長野 日 2

/ 939・ 211111  英次 コ村 良樹 諏訪清 2 鋏西 和也 上伊■2 ■入  姜 長野 日 1

5000mW 吉澤 永― 飯  lB 2 看澤 大作 篠ノ井 2 町田 創史 長野西 2 山崎  悟 須 坂 2 中村 満徳 須坂口 2 堀内 勇
=

長野 曰 2

／
／ ) ,2's7

森丼祐樹 2

長野日大

小林 ■ 2

宍戸卓矢 2

黒柳知志 2

新津 崇 2

長  野

芦田 学

県 ケ 丘

官川卓也 1

薇凛●―

“

2

有女 稔 2

金沢清人 1

中野実業

大澤裕介 2

黒谷誠-1

前山新二 2

下條正紀 2

松  代

百瀬俊博 2

崚 ケ 崎

横山昭● 2

神田卓実 1

池田 晃 2

高砂祐二 1

時口友之 2

九山 啓 2

/
下平正明 2

村●仲之 2

工尻―威 2

横山昭仁 2

長野 日大

健 2

小林 02
黒柳知志 2

新津 崇 2

長   野

小林ロー 1

千野州行 1

塚田 用 2

宮沢和広 2

長野吉田

片桐 純 2

九山 啓 2

柳沢孝行 2

蒔口友之 2

颯 ケ 崎

百凛

`太

郎 2

高砂祐二 1

芦田 争 2

池田 え 2

県 ケ 丘

」ヽ野邦生 1

高綺隼人 l

川田腱司 2

熊谷 純 3

凛訪清康

た 高 摯 小 諸 2 ヽ野 濠吾 吉 田 2 ド倉 円1雄 薔′丼 2 小池 英曼 長野 日 1 自澤 勝宏 飯ロエ 2 岩片 知広

棒 高 跳 / 1野井信彰 東海三 2 IL原 正■ 上
'■

1 米山 辰徳 箕輸工 1 萩野 大直 長野西 架町 知哉 楽谷 fr 2 宮坂 響巨 芽 野 2

走 幅 跳 / 下條 正紀 松 代 2 神田 卓実 長野 日 1 ―柳 幸雄 大 町 2 山野井信彰 東海三 2 長沼 賢吾 艘 口 2 上伊■ 2

= 
段 境 /

１

〔

＋

ｎ 奥村多加志 佐久長 2 下倉 Rl雄 嬢 ノ丼 2 南原 教史 崚 ケ崎 2 凛  卓也 凛 志 1 久保丼康典 染谷丘 2 原田 瘍港 野沢南 2

砲 丸 投 /´ 遠藤 邦彦 長 野 2 本本 克央 佐凛 洋平 片桐 議二 下伊■ 1 |ヽ 林 永樹
=尻

2 中島  貌

円 菫 投 // 丼上 大輔 須坂口 2 花形 康Z 松 代 2 洒丼 晋也 松 代 2 坂口  瑠 中 野 2 鮭薔 洋平 長野 日 2 松野  太■ 長 野 2

マ ー投 / 井上 大颯 須坂口 2 東條 香月 北 都 2 花形 康也 松 代 2 官力1 立摯 須坂口 2 竜沢 健太 篠ノ丼 1 上野原隆慮 須坂目 1

や リ ユ / 小林 永樹 塩 尻 2 浜口  瑠 中 野 2 近藤 友

"
松 代 1 清水 貴引 tr上  コ 須坂口 2 本木 克タ 贅青 日 2

(女子の部 )

期 日 H99/12～ 14  ※=県高校新 ◎=県高校タイ ○=大会新 △=大会タイ

得   点

学 校 名

饉   目
記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏 名 校 名 記  録 氏  名 枚  名 記  録 氏  名 技  名 記  録 校 名

摯原 香織 崚 ケ崎 2 原 の り子 中野実 2 青水 美恵 野沢南 2 メ元 を 奈 中野実 1

「
木 千ヌ 美須 々 2 コ中 恵美 長野南 2

岡田紗矢香 長野 日 2

"内
 昌子 佐久■ 1 陳元 春奈 中野実 l 青木 千史 美須 々 1 荒井 絵課 長野西 2 長 野 2

/ 長野 曰 2 柴  裕美 和田 番織 ●萬商 1 内田 絵美 中野実 2 金森 凛子 染谷丘 2 平野 躍子

/ 八反 ロエ紀 染谷丘 2 和田 香

“

穂高商 l 登内 理恵 伊郵北 1 中澤 崚子 佐久■ 1 平野 曜子 長 野 2

/ 半口 由佳 佐久■ 2 近藤 美咲 ■野実 l 小林 みや 小島 恵理 飯 口 2 東海三 1 燿輌志穂美 伊郡Jヒ 1

/ 登内 理恵 伊那北 1 中澤 崚子 佐久■ 1 南澤 由香里 長 野 2 近菫 美咲 中野実 1 丼出みゆ き 佐久贅 l 春日 陽子 長 野 2

1∞mH 横丼久美子 松 商 2 倉沢 和技 佐久■ 2 土田 真理 凛訪実 2 菫原 志保 県 ケ丘 1 花岡 美咲 赤 機 2 須江 知美 野沢南 2

4∞ mH 内日 絵美 中野実 2 宮崎 祐子 上原 千佳 野沢南 2 小林 千夏 吉 田 2 山本 有希 穂高南 2 新村 書美

/ 須工 知美 野沢南 2 黒川 和ま ●田 朗美 松 代 1 宮島由香千 松 代 2 赤羽久美子 美須 々 原 忠光子 飯口長 2

/
輌所lb梨

●村美保 1

1ヽ林夏子 1

ロロ

"矢

番 2

長野日大

内田絵美 2

秋元春奈 1

滝沢晨子 2

凛のり子 2

中野実業

六川崚子 2

竹内昌子 1

倉沢f41t2

笹森●美 2

佐久長聖

山口香薇 1

姜根愛静

荒丼絵美 2

長 野 西

新村春美 2

池内雅恵 2

平谷清美 2

藤原香織 2

饉 ケ 崎

奥原育子 1

清澤る0子 2

上條朋子 1

薇丼久美子 2

松商年口

走 高 峡 / 凛 のり子 中野実 2 杉山 由美 長野東 2 中村亜由課 中野実 l 大久保あゆ美 更級晨 2 増 田 知史 田  メ12 上原なつみ 松 代 2

走 輌 朗 / Jヽ日切智竜 東海三 1 塚 田は るみ 長 野 2 中山 住子 栞谷丘 2 宮 島 栄子 向 陽 1 簿田栄理子 邑 代 1 ″
ｈ

恭子 諏訪清 l

砲 九 般 / 桜丼 文虐 岩1,日 1 竹内 美夏 須坂田 2 竹重  舞 佐久贅 1 片lR 涼 子 松 代 2 林 さ くら 長野日1 斉川和佳奈

円 菫 根 // 桜丼 文聰 岩,1田 1 松 田 晃余 崚 ケ崎 2 岩井 真美 岡谷東 2 斉川和佳奈 颯 ケ崎 2 滝沢 衣美 松 代 2 中山 千品 野沢南 1

や り 艘 // 片綱 涼子 松 代 2 斉川和佳奈 佐久■2 竹重  舞 佐久■ 1 林 さくら 長野 曰 1 高井かお り 長野 日 2 佐藤 恵美 松 代 2
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長野県高等学校駅伝競走大会

男子の部

年度 1 位 2 位 位3 4 位 5 位 6 位

S48 臼  田 2.1831 上伊那農業 2.21'06 池田工業 2'2113 松本工業 2.21.22 更級農業 2'2235 下伊那農業 2.2315

黒岩。平林・中村・

佐々木・北村・梅香・

油井

唐沢・宮沢・横山。

富永・倉沢・横山・

清水

小林。中村・薄井・
柳沢・平川・中条・
佐藤

小幡・竹岡。九山。

杉本・滝沢・荒崎。

野口

西沢・塩野・竹内・
五明。真島。今井 0

岡村

林・佐藤・実原。

松沢。東・松下・
宮島

49 臼  田 2・ 25'30 下伊那農業 2'2813 松本工業 2.2932 F・」 南 2'33 Klll 上伊那農業 2.3311 池田工業 2.3312

黒岩・油井。梅香・

中村・柳沢。新井・

高見沢

宮島・古沢・実原・
佐々木・東・久保田・
今村

野口・一柳・丸山・
杉本 0砂原・竹岡・

小野

木下・り|1手・牧島・
上沼。今村・館林・
畑野

本田・宮沢・伊藤・
木下・横山・那須野・
清水

柳沢・今溝。中条・
中村・竹内。平林・
渡辺

50 飯日長姫 2'2358 池田工業 2.25'03 上伊那農業 2.2521 松本工業 2'2551 辰 野 2.26.25 日  田 2'2706

飯田長姫 2'24'09 上伊那農業 2'24'42 阿  南 2'2619 池田工業 2.2621 下高井農林 2.2757 蘇  南 2・ 3046

杉本・木下真・

佐々木・木下春・
中塚・清水・吉川

本田・唐沢輝。斉藤・

木下・宮沢。唐沢政・
市ノ瀬

佐々木正・村松武・
畑野・半崎。メ‖手・
松村巧・佐々木基

中山0今溝。新井・
戸谷・山田・和田。

青柳

丸山・堀崎・竹節 0

富井・西方・河野・
新井

北り||・ 盾・太田・坂野・
王滝。半場。田口

52 岡 谷 南 212410 池田工業 2'2455 上伊那農業 2'2628 飯田長姫 2.2839 白 馬  2.2905 佐  久 2.29'24

花岡・小林・石倉・
高橋・小河原武・
小河原義・高木

中山・内川。松沢・
戸谷・山田・花沢・
武田

斉藤・宮沢0酒井・
白鳥。二木。林・唐沢

杉本0木下。宮下。

佐々木・柴田。中塚・
小池

太田・武田・山田・
西沢。北村・福島・
長沢

関口・4ヽ宮山・
長谷川・4ヽ林・竹内・
畠山。三石

53 岡 谷 南 2.1943 上伊那農業 2・ 22.12 」二    m  2.23'30 飯  田 2・ 2334 飯田長姫 2.25'35 岩 村 田 2`2623

高橋・小林・高木・
小河原義・五味・
増沢・石倉

林。二木。自鳥。酒井・
竹村・平沢・新村

松尾。小林・坂田・

矢沢・山崎・山田・

塩入

宮下・西田・り‖中島・
園原・護原。清水・林

小池誠・林・柴田・
山田・官下。中嶋・
小池慎

望月。内堀・山田・

大池・猿谷・中嶋・
上原

54 θE フF Jヒ   2'23'02 」二    田  2'25'37 岡 谷 南 2。 2626 飯 山 ゴヒ 2'2634 上伊那農業 2'2711 長野吉田 2.2827

三浦・橋爪・小林・
九山・小沢・登内・
竹沢

松尾・小林・矢沢・
坂田・塩入0伊藤・
山田

小河原・4ヽ林・増沢・

清水・五味。石倉・
長田

前橋。前沢。久保田・
上野。荻原。比留間・
笹岡

酒井・林・草田・平沢。

白鳥・小林・唐沢
玉城・深沢・松本・
宮入・野池・春日原・
池田

底
υ

底
υ gE 万F Jヒ   2.22.39 上伊那農業 2・ 2250 飯 山 Jヒ  2.23′ 55 中野実業 2.2659 塩  尻 2・ 2749 上水内北部 2・ 2822

三浦・登内0小林・
野平・竹沢。清水・
小沢。

平沢・伊藤・白鳥。

吉瀬・小林・草田。

唐沢

高橋・藤巻上野・森。

萩原。佐藤・笹岡
竹節・和田。宮入・
秋元・徳竹。東・山口

前沢・一ノ瀬。大和・
嶋崎・辻中・百瀬・
村井

善財・黒岩・九山 0

伊藤・渋沢。富岡・
池田

′
Ｕ

員
Ｊ 伊 刀F北 2.2333 中野実業 2.24.38 岩 村 田 2.2504 上水内北部 2'2631 赤  穂 2.2707 松本蟻ヶ崎 2.2713

野平。井口・小林・
羽生。竹沢。清水 0

小沢

竹節・山本・官入・東・
秋元・山口智・

山口辰

早川・山崎・宮沢敏・
飯島・甘利・井出・
宮沢賢

伊藤・小林・善財・
丸山。吉岡。渋沢・
木田

村松・宮下。小沢・
下平・竹村・久保田・
蟹沢

鳥羽。宮嶋。高木・
小松・浦田・河野・
藤松

ワ
ー

民
υ 上伊那農業 2。 1929 松本蟻ヶ崎 2・ 2356 岩 村 田 2.2420 赤  穂 2'25'15 θ「  】β Jヒ  2'25'39 岡 谷 南 2.2754

小塩智。林。清水・
塩沢・小塩政・吉瀬・
伊藤

鳥羽。高木・甕・下田・
大谷。河野・小松

早川・相場・飯島。

宮沢。木内。上原・
甘利

村松・熊谷・久保田。

竹村・小沢・上山・
田中

岩村・羽生・井口・
野平・久保村・鎌倉・
橋倉

増沢・楡井。大場。

横内。牛山・唐沢・
赤羽

58 上伊那農業 2'2303 岩 村 田 2'2608 赤  穂 2.2843 池田工業 2.3129 松本蟻ヶ崎 2.3r40 飯 田  2.32'07

塩沢・飯島・小塩・
清水・小林。中山・
春宮

宮沢・上原。相場。

依田・土屋・木内・
岸田

村松・熊谷・菅沼。

林・宮下・福島・春宮
西沢。等 ヶ力・高橋・
長沢・藤沢・横沢・
塩原

下田・木村・甕。大谷・
腰原・丸山・河野

藤沢・柴田。中島・
木下。内田・北島・
吉沢

59 上伊那農業 2'16'17 飯  田 2・ 16.35 岩 村 田 2・ 1635 篠 ノ 井 2.1747 θE 】F Jヒ  2.19′ 14 」二    田  2'21'00

中山。原。清水・松村・
宮崎・伊藤・唐沢

藤沢。塚田・中島・
木下。萩元・北島・
佐々木

上原・土屋・依田・

木内康・三石・
木内範。岸田

今井・渡辺。中村・

室賀・栗林。田口・
酒井

松村・気賀沢・和田・
小島・北條・辰野・
伊藤

清野・柳沢・竹花。

平田・山岸・馬場 0

神村
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60 上伊那農業 2.21'23 飯 田  2.25'00 伊 那 北  2・ 25'07 篠 ノ 井 2.2537 松本深志 2.26'27 松本蟻ヶ崎 2.28.20

宮崎久。原。中原・

伊藤・飯島・宮崎政・
中山

藤沢・萩元・木下・
佐々木・塩沢・北島・
塚田

和田・気賀沢。小島・
松村・辰野。北条・
小沢

今井・柳原。中村・
青木・栗林・花岡・
渡辺

小平・畑山・矢島。

山越・忠地・湯日・

和田

米倉。上條。高橋・

藤牧。丸山・林・

羽田野

′
υ 上伊那農業 2.1532 伊 那 Jヒ  2・ 2029 篠 ノ 井 2.2237 長野吉田 2.2304 赤  穂 2.2349 松本蟻ヶ崎 2'2419

伊藤。松村。中原。原・
根橋・宮崎久・
宮崎政

小沢・和田・上島・
加藤。三沢・飯塚。

り‖口

中村・花岡・渡辺・
青木智・村田。

青木崇。内田

仲・北山。今井。長原・
神林。大久保・片山

大島・宮沢・戸枝 0

野溝・刈谷。中沢・

中山

米倉。羽田野・高橋・

藤牧・矢 ヶ崎。上條・
九山

62 上伊那農業 2.1651 赤  穂 2.2σ 22 松本蟻ヶ崎 2・ 22'09 岡 谷 南 2'2441 篠 ノ 井  2.2649 上 田 2'2856

宮崎・田中・松下・
滝沢0近藤・根橋・
上島

野溝・中沢。高見・
大島・刈谷・中山・
戸枝

高橋。上條徹・藤牧・
杉村・丸山・木村・
上條和

原田・原。長野・伊東・

小池・4ヽ 日・植物
森田・村田・青木智。

青木崇・花岡・内田・
小林

中村。石原。一本槍・

清野・山本・馬場。

山田

つ
０

′
０ 上伊那農業 2'1324 赤 穂 2.2031 上 田  2.22' 10 松本蟻ヶ崎 2.2330 岩 村 田 2.2334 松本深志 2.2338

根橋。上島・松下・
田中。赤羽・竹内。原

高見・小沢・大島・
竹村。中澤。中山・
戸枝

中村・山本・清野・
一本槍・石坂。木村・

馬場

山田・高橋・平林・

中村。大久保 0赤羽・

塚田

柳沢・武藤・高根・

小林・木内・平林・
土屋

小田切・大木・斉藤。

富永・山本・板花・

岩村

Hl 上伊那農業 2.1336 篠 ノ 井 2.2020 松本深志 2.2147 松本県ヶ丘 2'2208 飯田工業 2.23'27 下伊那農業 2.24'06

松下・赤羽・竹内。

瀬戸。平山・官下・
上島

森田・野本・池田・

島田。中村・近藤・

利根川

小田切。大木・板花。

岩田・山本・斉藤・
赤羽

山田・野沢・中村・

村上・倉島・赤羽・

平林

松山・山口・吉村・
栗沢・御堂島・林・
荒井

古田・木村忍・清水・
木村彰・岩村・矢島・
牛山

上伊那農業 2.1537 篠 ノ 井 2.2353 屋   代  2・ 2353 中野実業 2.24'04 東海大第二 2.25'28 野 沢 Jヒ  2・ 2738

木内・木下。赤羽・

瀬戸・宮下敏・

宮下衛。三沢

池田。野本。近藤・

田中・千代田・中村・

渡辺

前島・島田・武田・

松本・坂本・渡辺・

若林

神津・望月・坪井・

上原・黒岩。中嶋・

久保田

清水。中島裕・
中島秀。中村。後藤・

菊池。
4ヽ 沢

東・堀篭。手塚。鎌田・

塚田・土屋・増田

3 上伊那農業 2'1519 中野実業 2'1937 東海大第二 2.2004 屋  代 2'2σ 22 響お ノ チ+  2121'09 大  町 2.2259

官下衛・向山・平山・
白鳥・園原・羽生。

上島

坪井・黒岩・佐藤・
神津・中村・中嶋宏・
中嶋真

西沢・後藤。中嶋0

真藤。小沢。両角・
川日

前島・布谷・松本・

武田・宮川・島田・
渡辺

南沢・田島・中村・

近藤0'II島・千代田。

渡辺

平林。千里・荒井・

畑中・4ヽ 山。宮本・

大 日方

力
■ 上伊那農業 2・ 1501 東海大第二 2'1748 大 町  2・ 1858 松本工業 2.22∞ 諏訪実業 2・ 22'58 紹R ノ チキ  2.23'40

羽生・向山・長田・

園原。自鳥・松下・

木下

西澤・滝澤。中嶋・

河野。小澤・真藤。

山本

荒井・帯刀・平林・

宮本・柳川・畑中・

大日方

鈴木・森・塩原・山田・

高木・宇治・千野
田村・木下・古畑・

日田・酒井。斉藤・

牛山

南沢・田島・中村・

川島・小山・唐木・

小林

5 東海大第二 2.16.35 上伊那農業 2'1749 長野 日大 2'21.43 諏訪実業 2.22'32 中野実業 2・ 22.52 松本工業 2.2524

河野・滝澤・西澤。

山本・高橋・真藤・
折井

松下・渡辺・田畑・

向山・井ノロ。松下 0

藤沢

山崎。目黒・吉越・

諸岡。徳永・松岡・

小出

田村・丸茂。牛山・

斎藤。内藤。酒井・

高橋

鈴木・家塚・小林。

黒岩・佐藤・稲田・

田幸

鈴木・森・千野・塩原・

石坂・高木・山田

6 上伊那農業 2.1329 東海大第二 2.1403 中野実業 2.1746 長 野 2'20 1Xl 長野日大 2.2053 飯 山 南 2'22'50

藤沢。向山・田畑・

井ノロ・松下・富永・

渡辺

河野・植松・山本 0

鈴木・牧内。高橋・

成田

黒岩・田幸・鈴木・

酒井・佐藤・稲田・

家塚

佐藤・野村・酒井・

矢野・り|1浦・北島・

諸田

諸岡・阿部・山崎。

小林・竹本・荒井・

徳永

山田・湯本・島田・

高橋・金井・木内・

荻原

ワ
ー 上伊那農業 2'lr 42 東海大第三 2'1523 中野実業 2.17.53 諏訪実業 2・ 2029 飯 山 南 2.22'46 長 里予  2.23.35

藤沢・松下・井ノロ・

富永・牛山・滝沢・

官下

鈴木・濱・折井。伊藤・

植松・永井・成田
酒井。田幸・黒岩・
田村・田中・森下。

稲田

山本。宮下・小池・

南川・守屋・藤森・

伊藤

山田。金井・金丸・

服部・高橋。木内・

駒村

矢野俊・藤田・酒井。

佐藤・八木澤。

矢野圭・吉田

8 東海大第二 2'1456 上伊那農業 2'15'15 中野実業 2・ 17'01 佐久長聖 2.17.19 長 野  2'21130 岩 村 田 2.22'30

鈴木・濱・成田。伊藤・
長島・永井・木藤

宮下・唐木・長田・
細井・中嶋。宮沢・

城田

酒井・森下・田村・
田中・小林・黒岩・

福原

松崎・山田・官入・

北原。大野・小嶋。

大畑

矢野圭・吉田・酒井・
高橋。永野・田島・

矢野陽

関・矢野・掛川。′
]ヽり||・

高橋・須江・高橋

9 東海大第二 2.11'19 佐久長聖2.1210 上伊那農業 2'1725 長  野 2'1840 中野実業 2'1932 θ腎 ヨ「 Jヒ   2.23' 16

伊藤。中川。濱。永島・

原・木藤・塩川
官入・佐藤・松崎。

小島・山田・小出・

高見沢

中島。中島・細井・
池上・萩原・鎌倉・

唐沢

矢野圭・駒沢。高橋・

矢野陽・小清水・
三宅・嶋田

田村・柳沢・福原・

高橋。大沢・小林豊・

小林康

矢花。大下・竹 ド・

野村芦辺。田中・

平澤
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長野県高等学校駅伝競走大会

女子の部

年度 位 位
０
０ 位 4 位

民
υ 位 6 位

S61 皐 月 r2146 赤  穂 r2303 うE刀『Jヒ   1.23' 13 飯田女子 1'2436 篠 ノ 井 1.2524 野 沢 南 1.2627

大桃・郡田・小林。

千田・桜沢
福沢。長谷川・橋爪・
下村・森田

横山・牧田・渡部・

唐沢・遠山
長谷部。今井・
馬場田・吉沢。大沢

島田・清水0白石。

鈴木・中村
須江・井上・依田・

重田・跡部

62 赤  穂 r2210 松本蟻ヶ崎 r25'26 剣反 JJ Jヒ   1.25.34 皐  月 1125'54 野 沢 南 r2658 辰  野 1'2844

森田0下村。橋爪・

大山口。久保田
本山・藤野・津留・

平林・茶屋
田中・高橋・村上・
山室・祢津

吉川・森川・土屋0

竹内。大桃
須江・山崎。梶原・

斉藤。原田
柴・瀬戸・中坪・井口・

中谷

つ
０

α
Ｕ 野 沢 南 r2058 皐 月 r2r35 諏訪実業 1.2422 赤  穂 1'25'09 伊那北 r2533 中 野 西 1.2546

梶尾・高根・斉藤・
須江。原田

桜沢・吉川。倉島・
郡田。大桃

浜島・小池。野明0

清水・奥田
久保田・向山・

大山口。橋爪。篠田
松村。中谷・春日・
横山。伊藤

宮崎・関・斉藤・千原

Hl 諏訪実業 r16.36 野 沢 南 1'21'14 下伊那農業 r23'09 須 坂 東 1.2601 中野実業 r26'16 飯田女子 r2629

浜島・奥田04ヽ池・
小松・石原

原田・安野・高根・
山田・梶原

田畑・竹内・壬生・

近藤・原
藤沢・高野・武田。

早川・野池
清水。三井・岩崎・

湯本。

'‖

久保
官下・沢柳・片桐・
久保田・芦部

諏訪実業 r15'33 松本県ヶ丘 r2326 辰  野 r2433 野 沢 南 1.2509 下伊那農業 1.25'24 篠 ノ 井 1.2559

石原・奥田。宮下・

小池。上條
手塚・溝口・山浦・
高橋・市川

小沢・永井・唐沢・
杉本・笠原

安野・篠原・石山・
相沢・山田

田畑・竹内。上沼・
近藤。原

官下。大原・立川・
官嶋・山崎

3 諏訪実業 r1328 飯田女子 1'2r l19 長  野 r24'50 赤  穂 1.25'08 上 田 東 1'2511 篠 ノ 井 r25'28

石原。宮下・小池・

奥田0上條
官下・り‖尻。片桐・

内山。田平
綿内・古川・丸山・
和田・北村

官嶋・向山・野溝・
鈴木・4ヽ松

寺島・久保田・小林・
横山。南波

官下・近藤。宮坂・
峰村・官川

4 諏訪実業 r1742 飯 山 Jヒ  1.2309 飯田女子 1.2408 野 沢 南 1.24'19 佐久 1.2518 赤  穂 1'2538

上條・牧野・山本・
三浦・小林

鈴木・山崎。西堀・

富井・平野
川尻・篠原・矢沢・

脇坂・内山
六川由・小林・畠山・
六川佳・友野

大高・中嶋・古林・
高根・樽本

宮嶋。鈴木・向山・
野溝・4ヽ林

民
υ 諏訪実業 r1827 能お ノ リキ  1'19'56 東海大第二 1'23.37 佐久 r23.49 飯 山 Jヒ  1'2435 野 沢 南 r25'40

上條・牧野・小林・
酒井・三浦

松澤・外山・小出・

依田・和田

二木・矢澤・内藤・
小林。両角

大高・高根0桃沢・
志摩・黒河内

鈴木・山崎・富井・
保坂・平野

友野・桜井・六川由・
西片・六川智

6 諏訪実業 1・ 1403 長野 日大 1'17.33 篠 ノ 井 1・ 2025 東海大第二 r2r02 野 沢 南 1.2228 阿  南 1.2320

上條・碓井・三浦・
滝沢・酒井

桜井・高橋・羽生田・
岩原。徳永

外山0小出・若林・
市村・滝沢

小林・内藤0日 下部・
上田。両角

渡辺・関・跡部・友野・
菊池

生島。伊藤。宮沢・
松村・宮島

7 諏訪実業 r12'14 長野 日大 1'1701 東海大第二 1・ 18'21 篠 ノ 井 r1833 野 沢 南 1'21'12 田  川 1'22′ 07

滝沢・碓井・蒲・伊藤・
酒井

高橋・岩原・吾妻・
桜井・徳永

小林・4ヽ沢・五味・

上田・ ピレスタコス

タベ ロニ ック

外山・市村。若林・
外山・毛利

渡辺。関・跡部・工藤・

岡部
木村・室井・腰原・
中嶋。松田

8 佐久長聖 1.1459 諏訪実業 r1532 長野日大 1.1727 東海大第二 r22.16 長  野 1.2303 野 沢 南 1.23'45

中瀬。倉科・関・半田・
小山

碓井・蒲。佐藤。伊藤・

高木
吾妻・徳永・岩原・
落合・高橋

小沢・ ピレスタコス

タベ ロニ ック。上田・

内藤・五味

南沢・春日・矢野・
山岡。青木

関。渡辺・掛川・ホ白木・
市川

Ｏ
υ 諏訪実業 r1351 佐久長聖 r1544 中野実業 1.2022 東海大第三 1.21'21 長  野 1.21'35 長野日大 1'23.04

高木。清水。蒲0佐藤・
Jヒホ寸

小山。中瀬・半田・

中沢・井出
南雲・山崎・滝沢・
一色。近藤

ピレスタコスタベ

ロニック・Jヽ沢。

井 11・ 内藤・五味・

南沢・111岡・北島・
石井・春日

吾妻。落合・土屋。

小林・南條

ヱ5δ



長野県高等学校新人駅伝競走大会

伊那市総合運動場付属長距離競走路

男子の部

年度 位 位 3 位
”

， 位 5 位 6 位

上伊那農業 2.1415 東海大第二 2.1732 中野実業 2.22'12 松  川 2'2518 長 野 2.2643 野 沢 南 2.31'34

藤沢・宮下・井ノロ。

丸山0松下・滝沢
鈴木・成田・折井・

植松・牧内・4ヽ平
田幸。酒井・黒岩・

稲田・森下。田中
官下・進藤。南島・

佐藤。原・伊藤
酒井・矢野・佐藤・

北島・福沢・野村
徳武。今井・小平・

根津・市川・小出

7 上伊那農業 2'1717 東海大第二 2.1734 中野実業 2.2346 岩 村 田 2.2400 6「 ヨ『 Jヒ  2.2736 諏訪実業 2.28′ 33

官下・細井。長田・

唐木・宮沢・城田
鈴木。伊東。濱。永井・

成田
田村・酒井・黒岩・

森下・小林。田中
星野・掛川。

4ヽ林・

高橋・高橋。須江
登内。大沼・矢花。

高見・酒井・河井
山本。小池・藤森・

清水・中野・守屋

8 東海大第二 2.1546 佐久長聖 2・ 1900 上伊那農業 2.2101 う「 刀『 Jヒ  2.24'08 松  代 2。 2816 長   野 2.2840

伊藤・永島・木藤0濱・

塩川。中川
官入。小島・北原・

山田・松崎。北原
池上・櫛原。中島0

細井。伊藤・唐澤
竹村。大沼・矢花・

高見。木下・登内
山口・倉島・池田・

坂上・丸山。近藤
矢野圭・矢野陽・

高橋・島田・駒沢・

吉田

9
佐久長聖 2'11.49
(大会新 )

東海大第二 2'15'23 中野実業 2.22'20 長  野 2.2327 長野日大 2.2458 伊 那 Jヒ  2.2658

松崎。佐藤・官入・

小島・雪入・矢島
塩川。中川。永島・原・

徳武・北原
福原・小林。高橋・

柳沢・市川。大沢
高橋。島田。矢野・

神津・峰岸・三宅
長谷川・山辺・

阿久津・江尻・佐藤・

大草

竹村。大下・平沢・

野村・田中・芦部

長野県高等学校新人駅伝競走大会

伊那市総合運動場付属長距離競走路

女子の部

位 5 位 6 位
年度 位 2 位 3 位

野 沢 南 r22'54 阿  南 r2654 田  り11 1.2944
6

諏訪実業 r1645
(大会新 )

篠 ノ 井 1.1847 長野 日大 1'1918

徳永。桜井・岩原・

宮沢・高橋

岡部・渡辺・跡部 0

工藤・菊池

生嶋。松村・長谷川・

宮澤・宮島

松田・室井・中島・

腰原。南百瀬酒井・碓井。大澤。

樋口。滝沢
外山。若林・4ヽ出

市村0滝沢

東海大第二 1'2r54 野 沢 南 1'2357 田  り|l r2658
7 長野日大 r1713 諏訪実業 r1805 篠 ノ 井 1'21'25

吾妻・徳永・岩原・

羽生田・高橋
蒲・碓井・伊藤・佐藤・

大澤

外山・若林・黒岩・

官林・毛利
小沢・五味・円藤・

荒木・ピレスタコス

タベロニツク

関・斉木・藤本。工藤・

渡辺

木村。室井・中島0

腰原・松田

長野日大 r2r08 東海大第二 r2312 長  野 1'2333 野 沢 南 1'2807
8

佐久長聖 1。 1イ

(大会新 )

諏訪実業 r1528
(大会新 )

小沢・五味・ピレス

タコスタベロニツ

ク・荒木・内藤

南澤・春日・山岡・

塚田・青木

柏木・掛川・須江・

米川・市川倉科・小山・中瀬・

半田・関

高木・清水・北沢・

小池。佐藤
吾妻・落合・麻田

千葉。宮口

（
υ 諏訪実業 1'15'39 佐久長聖 1'2σ 34 長  野 1'2325 伊 那 Jヒ  r2719 野 沢 南 1.2814 中野実業 r2821

北村・北沢・清水理・

小池・清水睦

半田・井出。中沢・

西澤・関

南澤。山岡。北島・

塚田・春日
登内・原。松尾・桜井 0

埋橋

上原・古越・清水・

須江・畠山
近藤・滝沢・岡沢・

内田。一色

157



長野県高体連は発足50周年を迎えました。県

高体連柔道部は昭和27年 に発足し、第 1回全国

高等学校柔道大会の長野県予算会を兼ねた県大

会が開催され、翌年の昭和28年に第 1回長野県

高等学校新人柔道大会が開催されました。その

後、高体連を始め柔道連盟の先生方の献身的な

努力により、柔道専門部も充実し、競技力も向

上 してきました。本誌には昭和62年度の長野県

高体連史の発刊後についてまとめました。

さて、それ以降を顧みますと、長野県高体連

柔道部の歴史の中で動きが見られました。

まずは女子柔道です。昭和60年度第 8回全国

高校柔道選手権大会に、体重別個人戦 4階級が

新設され、昭和62年度第10回大会より7階級に

増設、更に平成 2年のインターハイから待望の

団体戦が始まりました。それに伴い、長野県で

も昭和59年の新人大会より個人戦、平成元年の

新人大会から団体戦を実施 しました。そして、

江崎史子・ 泉香澄 (共に松本松南高校)は 日本

代表として、昭和62年第 5回世界女子柔道選手

権大会に出場 して、江崎は48kg級準優勝に輝

き、又、泉は昭和62年度第10回全国高校柔道選

手権大会の56kg級 で優勝 しました。

次いで競技力の向上です。平成 7年、8年に

は全国高校総体で、男子団体の松本第一高校が
ベス ト8入 りを果た し、昭和51年 の長野イ ン

ターハイの中野実業高校以来の入賞を達成 しま

した。又、個人戦でも近年、北信越大会での優

勝者や全国大会での入賞者が増えています。そ
の多 くの選手は小・ 中学校更にはそれ以前から
の長い経験者であ り、かなり高い技術や体力を

持っています。又、試合の勝敗は本当に紙一重
であ り、今後更に全国の上位を目ざすには、小

学校頃からの継続的な指導体制が必要であると

思います。一方、最近は少子化、そして、部員
数の減少のため、出場チームを見ると一部の学
校を除き団体戦の選手を揃えるのが精一杯で

あつた り、出場校が少なってぃます。又、高校
以前からの経験者と、入学後の初心者との実力

′58

道

差が非常に大きいのが現状です。

最近とか く高校生の行動には色々と批判のあ

る所ですが、長野県柔道大会で見受ける選手や

補助員、更には応援者の態度は良好で嬉 しい限

りです。これは、顧間の先生方の日頃の柔道を

通 じての人間教育、嘉納治五郎師範の述べられ

た “精力善用、自他共栄"の精神のご指導の賜

であると感謝を申し上げます。

最後に関係者の皆様方の一層のご協力とご指

導をお願い申し上げると共に、今後の長野県高

体連柔道部の限 りなき発展を祈念致 します。

歴代高体連柔道部部長及び委員長

部 長 宮下清計、今井夏夫、小林俊直、新

井通明、内山宏志、馬場修司、岩村

亀夫、巣山第二郎、嶋岡一蔵、小宮

山修、斉藤金司、神林三喜雄

委員長 北沢生吉、篠原義隆、三村成美、青

木国作、小林英雄、宮沢喜義、三沢

政近、清水泰雄、小山富一、石田和

増、中村一幸、細田寿

競 技 記 録
全国高校総体

男子個人戦 (3位 まで)        ~
I盛 ′缶茎 要早彗  2年 山岸 裕二(更級農業)

茎 重]呵競 :[ J[ 重塁liI言:,)

2

北信越高校総体

団体戦 (3位 まで)

<男子>
平成 8年度 松本第- 3位
<女子>
平成 6年度 松本第- 3位
平成 7年度 松本第- 2位
平成 8年度 松本第- 2位

<聟李警(優勝者)

IIl[[ 詈骨歩静 ][
中量級  高山

II![[ 言炉2級 [1
平成 9年度 軽量級  高山

匡廠厳
鶏
は
載軌
渡
純

1憲需季喬 }

東海大第二 )

東海大第二 )

松商学園 )

中野実業 )

松本第一 )

松本第一 )

佐久長聖 )

司 (松商学園 )

(専門委員長 細 田 寿 )

(

(



昭和62年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

松 商 学 園

長野県高等学校新人体育大会

男  子

岡 谷 工 業

昭和63年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

中 野 実 業

長 野 日 大

長野県高等学校新人体育大会

男  子

長 野 日 大

東 海 大 第 二

更 級 農 業

松 本 第 一

岡 谷 工 業

松 本 第 一

更 級 農 業

小 諸 商 業

岡 谷 工 業

平成元年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

][iゴ¬一―上_竃戸寺[二三i]]l
長野県高等学校新人体育大会

男  子

岡 谷 工 業 小 諸 商 業

東 海 大 第 二

中 野 実 業

松 本 第 一

長 野  日 大

松 商 学 園

更 級 農 業

子

東 海 大 第 二

3残

1残2残

田

野

井

②

①

③

(内容 )

0

屋 代

赤    穂

小 諸 商 業

2残

』
い
０

中 野 実 業一 一
1残

本 第 一

級 農 業

り||

野 中 央

2残

3残 亀
鶴

響
ニ

1ヽ 驚

警 軸
融

■ヽ
~-1、 |

佐

0

1

聞
癬
一な代 表



③ ②

(内容 )

吠表)「ァマ丙言厖覇15

』
い
も 平成 2年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

更 級 農

松 商 学 園

東 海 大 第 二

小 諸 商

女  子

小 諸 商

上 伊 Bβ 農 業

屋      代

上   田  東

長野県高等学校新人体育大会

男  子

松  本 第

佐

中 野 実

東 海 大 第 二

女   子

軽  井  沢

① (内 容)1

0 0 0②
円
中  岡
野  谷
実  工
業  業

・松 本 第 一

野 日 大

中 野 実 業

・岡 谷 工 業

野 商 業

久

.軽   井  沢

南 安 曇 農 業

野  日 大

・岡 谷 工 業

松 商 学 口

小 諸 商 業

南 安 曇 農 業

久

上  田  東

平成 3年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

松 本 第

諏 訪 清 陵

更 級 農 業

小 諸 商

女  子

小 諸 商

長 野 吉 田

飯     田

上  田  東.

長野県高等学校新人体育大会

男  子

東 海 大 第 二

中 野 実 業

明

女  子

松 商 学 口

小 諸 商

上  田  東

中 野 実 業

り〕 科

ヽ 商 学 園

東 海 大 第 二

野  商  業

井  沢

久

野

松 本 第 一

岡 谷 工 業

更 級 農 業

大      町

長 野 吉 田

④

③

0
③     ②

代 却

…

③

0

小 諸 商
野 商 業 長 野 商

司  (内
容 )

② :   佐    久

ll a##-

久
―

科
　
　
野

1

O    ④

②

―
―

豊



平成 4年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

岡 谷 工 業

松 本 第 一

佐

女  子

松 商 学 園

長 野 吉 田

諏 訪 清 陵

長野県高等学校新人体育大会

男  子

松 商 学 園 .

小 諸 商 業

中 野 実 業

女  子

佐

松 本 県 ヶ 丘

②

②

1

(内容 )

②

・松 商 学 園

小 諸 商 業

東 海 大 第 二

中 野 実 業

野 商 業

小 諸 商 業

松 本 第 一

上  田  東

野 商 業

諏 訪 実 業

小 諸 商 業

平成 5年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

松 商 学 園

佐

屋

岡 谷 工

女  子

辰

小 諸 商 業

上   田  東

松 本 第

長野県高等学校新人体育大会

男  子

東 海 大 第 二

松 本 県 ヶ 丘

明

更 級 農

女  子

小 諸 商 業

岡  谷  南

下 諏 訪 向

松 本 第

小 諸 商 業

東 海 大 第 二

松 本 第 一

中 野 実 業

松 商 学 園

諏 訪 実 業

野 商 業

中 野 実 業

飯 田 工 業

岡 谷 工 業

松 商 学 口

ヽ
い
」

(代表)h

.松 商 学 口

りl

上      田 久

本 第 一

岡 谷 工 業

野 商 業

松 本 県 ヶ 丘

佐      久

(内容 )|…

1

(代表 )

屋

諏 訪 実 業



』
聡 平成 6年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

中 野  実

(内容 )

岡 谷 工 業

女  子

諏 訪 実

佐

屋

松 本 第

長野県高等学校新人体青大会

男  子

中 野 実 業

松 商 学 園

明
　

　

佐

平成 7年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

岡 谷 工

松 商 学

中 野 実

子

松

小 諸 商

松 商 学 園

長 野 商

長野県高等学校新人体育大会

男  子

中 野 実

上   田  東

小 諸 商 業

東 海 大 第 二

女  子

上   田

松  商 学

更 級 農 業

東 海 大 第 二

小 諸 商 業

久 長 聖

松 本 第 一

松 本 第 一

更 級 農 業

代

久 長 聖

久 長 聖

岡 谷 工 業

野 日 大

松 本 第 一

ヽ 本 第 一

上  田 千 曲

小 諸 商 業

①
翻、

②
訪  諸
実  商
業  業

小 諸 商 業

岡  谷  南

下 諏 訪 向 陽

野 商 業

岡 谷 工 業

更 級 農 業

ヽ 本 第 一

野  商 業

上 田 千 曲

松 商 学 園

明     科
2(内 容)②

⑤    ④

東 海 大 第 二

女  子

小 諸 商

更 級 農 業

屋

松 本 第

東 海 大 第 二
1 ⑤

0

(代表 )

④

佐 久 長 聖 野 商 業

小 諸 商 業

田

本 第 一

上  田  東

0



⑤

平成 8年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

松 本 第

岡 谷 工 業

飯 田 工 業

中 野 実

佐 久 長 聖

長 野 日 大

松 商 学 口

長    野

長野県高等学校新人体市大会

男  子

松  本 第

屋

更 級 農 業

東 海 大 第 二

女   子

松  本 第

松

小 諸 商 業

久 長 聖

野 日 大

松 商 学 園

東 海 大 第 二

野 商 業

小 諸 商 業

上 田 千 曲

ヽ 本 第 一

久 長 聖

岡 谷 工 業

松 商 学 園

野 日 大

平成 9年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

屋

長 野 吉

松 商 学

佐 久 長

子

長 野 商

松

小 諸 商

松 本 第

長野県高等学校新人体育大会

男  子

東 海 大 第 二

中 野 実 業

松 商 学

佐 久 長 聖

子

松 本 第

小 諸 商

上

②

０③‐ｏ
日
一

野
商

中

ｌ
　
①

2(内 容)②

④    ③

1(代 表)①

②    l

本 第 一

長 野 日 大

更 級 農 業

海 大 第 二

久 長 聖

野 日 大

商 学 園

野

小 諸 商 業

岡 谷 工 業

ヽ 本 第 一

久 長 聖

長 野 吉 田

.松 商 学 園

』
Ｏ
ω

③

(内容)「下
②

⑤⑤

長 野 商
長 野 日 大 東 海 大 第 二

②     ②

野

野 日 大

商 学 口

久 長 聖

①

(内容 )



長野県高等学校総合体育大会 (個人 )

年 度 階級 位1 2  位 位3

(男子)

軽

中

軽重

重

(好 )

無差別

小林 和彦

(中野実業)

萩原 裕司

(赤  穂 )

中村 幸博

(屋  代 )

溝口 泰司

(茅  野 )

矢崎 利加

(東海大第三)

林  健夫

(茅  野 )

山 口弘 泰

(中野実業 )

清水 隆幸

(松本第一 )

土屋  徹

(佐  久)

泉  香澄

(松本松南)

池田 秀登

(須  坂 )

涌井 孝治

(須  坂 )

望月 亮三

(上 田 東)

南沢 大蔵

(松商学園)

江崎 史子

(松本松南)

菊池  環

(野 沢 北 )

草間剛太朗

(松本第一 )

木船 義之

(松商学日 )

松田  豊

(佐  久 )

(男子)

軽

軽中

中

軽重

重

(女子)

無差別

北川  大

(上 田 東)

黒岩  匡

(中野実業)

清水 隆幸

(松本第一)

堀田 裕一

(松本第一)

倉石 宣彦

(長野日大)

赤羽 美鈴

(梓  川)

池田 秀登

(須  坂 )

中沢 真樹

(佐  久)

高野 晃一

(長野日大)

中島 康孝

(岡谷工業 )

豊
知
　
難
旬

如
鮭
　
棘
⊂

小野真二郎

(松本第一 )

森山 広樹

(中野実業 )

冨岡  孝

(小諸商業 )

川口 宏光

(長野日大)

中村 俊之

(松  川 )

塚田みや子

(上 田 東)

LE崎 陽一

(梓  川)

川上 隆幸

(岡谷工業)

長津 浩之

(岡谷工業)

荒川  透

(赤  穂)

大沢 裕司

(松本筑摩 )

土屋 智子

(松商学日)

元 (男子

軽

軽中

中

軽重

重

(好 )

軽

中

重

清水 直樹

(松本県ヶ丘)

中沢 真樹

(佐  久)

小林 桂樹

(中野実業)

内山 貴之

(上 田 東)

有賀 博和

(岡谷工業)

塚田みや子

(上 田 東)

上本由起子

(松商学園)

萩原 菜緒

(屋  代)

村上  理

(中野実業)

奥村 康裕

(岡谷工業 )

斉藤 一成

(上 田 東)

三井 浩朗

(長野日大)

割田  稔

(岡谷工業)

輿石桂奈子

(小諸商業 )

大月 美江

(梓  川)

土屋 智子

(松商学園)

江崎 陽一

(梓  川)

木船  崇

(松本工業)

冨岡  孝

(小諸商業)

丸山 清治

(岡谷工業 )

緑川 英樹

(更級農業 )

堀口その美

(屋  代)

滝沢みゆき

(長野商業)

宮下 由美

(長 野 南)

小林  洋

(岡谷工業 )

中山 重光

(中野実業)

高野 晃―

(長野日大)

小口 忠慶

(東海大第二)

吾妻 光浩

(更級農業 )

小林 知恵

(長野商業 )

江元 靖子

(小諸商業)

飯ヶ浜奈津子

(長野商業 )

|

(男子)

軽

軽中

中

軽重

重

(女子)

48kg

52kg

56kg

61kg

南雲 智則

(松本第一)

白鳥  浩

(岡谷工業 )

小林 桂樹

(中野実業)

冨岡  孝

(小諸商業)

山岸 裕二

(更級農業)

南雲さやか

(松本第一)

佐々木人美

(塚原青雲)

興石桂奈子

(小諸商業)

荻原 菜緒

(屋  代 )

1建
之

八日 芳雄

(更級農業 )

山岸 正裕

(中野実業)

割田  稔

(岡谷工業 )

真山 直美

(小諸商業)

洞沢 麻美

(松商学国)

大井 理江

に 野
|

有賀 博和

(岡谷工業)

村上  理

(中野実業 )

中洞 正幸

(松本第一)

堀江 浩二

(東海大第二)

滝沢 武彦

五味

(岡谷工業)

曽山 江 美

(長野商業 )

西村さおり

(長野商業)

宮崎 久美

(小諸商業)

原田しのぶ

|

東 )

豊

田(上

町 )(大

年度 階級 i 位 2  位 3 位

66kg

72kg

72kg超

中塚 昌子

(長野商業)

黒錮 史子

(長野商業)

土屋 真理

(軽 井 沢)

関根 幸子

(佐  久)

大井さおり

(軽 井 沢)

飯ヶ浜奈津子

(長野商業 )

土屋 志津

(小諸商業)

官下 史美

(長野商業)

3 (T)

軽中

中

軽重

重

(女子 )

48kg

52kg

56蛇

61蛇

66kg

72蛇

72kg超 |

1誂 勇

百瀬 典明

(松商学口)

高橋 俊充

(小諸商業)

山岸 正裕

(中野実業)

臼井 貴一

(松本第一)

真山 直美

(小諸商業)

洞沢 麻美

(松商学園)

南雲さやか

(松本第一)

峰村 宣子

(長野商業)

黒鉦 史子

(長野商業)

馨 ]撃
|

出口 将博

(東海大第三)

上條 順次

(松商学国)

横山 喜章

(松本第一 )

松永 達也

(東海大第二)

平澤 武夫

(東海大第三)

矢島めぐみ

(小諸商業 )

西村 保子

(軽 井 沢)

興石桂奈子

(小諸商業 )

土屋 志津

(小諸商業 )

関根 幸子

(佐  久 )

北沢 恵美

(赤  穂 )

割田 佳美

(辰  野 )

小板橋正之

(佐  久)

清水 昌史

(松商学国)

古畑 和彦

(松本工業)

森本 英輔

(岡谷工業)

加藤 晃康

(上  田)

福島 美砂

(大  町)

野間 由香

(上 田 東)

上原 純子

(上 田 東)

高橋きみえ

(大  町)

平林 志織

(豊  科)

黒岩 政美

(小諸商業)

原山 公薫

(長野吉田)

佐藤  剛

(野 沢 北)

東   猛

(中野実業)

太田 博泰

(松商学国)

小野沢昭則

(小諸商業)

谷地宗一郎

(屋  代)

花岡 牧恵

(上 田 東)

細川 淳子

(軽 井 沢)

小林 佐紀

(長野商業)

早武 史子

(上 田 東)

樽原 有美

(上 田 東)

茂木 陽子

(軽 井 沢)

4 (男子 )

軽

軽中

中

軽重

重

(女子 )

軽

中

重

手塚  守

(松本第一)

上條 順次

(松商学園)

松林 正喜

(中野実業)

松永 達也

(東海大第二)

平澤 武夫

(東海大第三)

矢島めぐみ

(小諸商業)

南雲さやか

(松本第一)

関根 幸子

(佐  久)

百瀬 太一

(岡谷工業)

中島 行則

(長野吉田)

堀江 浩二

(東海大第二)

吉田  寛

(佐  久 )

藤井  誠

(松本第一)

山岸亜紀子

(屋  代)

小林 佐紀

(長野商業)

桑沢 和恵

(辰  野 )

市岡  茂

(長野吉田)

大塚 秀夫

(佐  久)

塩川 啓介

〈小諸商業 )

吉江 貴史

(明  科)

高橋 弘明

(佐  久)

岡村加奈子

(屋  代)

塚田 幸江

(長野商業)

割田 佳美

(辰  野 )

高橋 陽一

(明  科)

青木 弘高

(松商学園)

中村 哲良β

(屋  代)

小林 琢磨

(中野実業)

後藤 敦志

(岡谷工業)

上原 純子

(上 田 東)

峰村 宣子

(長野商業)

黒岩 政美

(小諸商業 )

5 (男子)

軽

軽中

中

軽重

重

(女子)

軽

中

重

穂苅 金治

(中野実業 )

手塚  守

(松本第一 )

中山 三雄

(中野実業 )

小林 琢磨

(中野実業 )

藤巻 好道

(松商学園 )

小野沢景子

(小諸商業 )

香山 千子

(長野商業 )

徳久 静華

(松本松南 )

市岡  茂

(長野吉田)

若林  誉

(上 田東 )

北村 和幸

(屋  代)

深宮  真

(上 田 東)

塩川 清光

(小諸商業 )

小池実希恵

(野 沢 北 )

玉り||さ ゆ り

(長野商業)

甕 かつら

(松本第一 )

勝山 重樹

(長野日大)

鳴沢  力

(小諸商業)

堀内 徳英

(上 田 東)

百瀬  良

(岡谷工業)

藤原 義和

(更級農業)

高橋舞衣子

(松商学国)

古田 法子

(諏訪清陵)

中嶋まゆみ

(佐  久)

遠藤 嘉文

′64



年度 階 級 i 位 2  位 位3

6 (男子)

軽

軽中

中

軽重

重

(女子 )

軽

中

無差別

高見 沢崇

(佐  久)

上原 英樹

(東海大第三)

井出 哲也

(東海大第二)

中山三雄

(中野実業)

上條  剛

(東海大第三)

多田佐知子

(松本第一)

香山 千子

(長野商業)

甕 かつら

(松本第一)

松沢 博和

(松本第一 )

柴野 雅也

(明  科 )

高山 雄太

(松商学口)

伊東 真一

(岡谷工業 )

豊田  至

(東海大第三)

長谷川亜紀

(上 田 東 )

徳久 静華

(松本松南)

佐々木千夏

(佐  久)

井関  玲

(松本県ヶ丘)

百瀬  渡

(松本第一 )

山口  勲

(岡谷工業)

倉島 裕文

(上  田)

山浦 直人

(中野実業 )

高橋舞衣子

(松商学園)

九山 亜美

(長野日大)

寺島亜佐美

(小諸商業 )

湯本 昌造

(中野実業)

口原  隆

(阿  智 )

百瀬 善規

(松本第一)

黒田 竜之

(松本第一 )

水野 隆明

(中野実業)

下島 裕美

(松本第一)

角田 千鶴

(上 田千曲)

栗原 綾子

(中 野 西)

7 (男子)

軽

軽中

中

軽重

重

(女子)

軽

中

無差別

広瀬 喜広

(松本第一)

伊坂  悠

(野沢北)

高山 太介

(松商学園)

百瀬 善規

(松本第一)

原山 幸次

(中野実業 )

高橋舞衣子

(松商学園)

玉川 睦子

(長野商業)

牧島 美幸

(松本第一)

林  廣司

(東海大第二)

小林 勇介

(東海大第二)

百瀬  渡

(松本第一 )

小澤  強

(松本第一 )

豊田  至

(東海大第二)

高山  司

(松商学園)

池田 玲美

(松本第一 )

徳久 静華

(松本松南 )

小室  聡

(岡谷工業)

土屋 元之

(野沢南)

宮本 陽一

(東海大第二)

浜野 勝宏

(松商学園)

萩原 貴也

(松本第一 )

北堀 美喜

(松本第一)

西田恵理子

(松  川)

名執香代子

(松本第一 )

湯本 昌造

(中野実業 )

島田喜久雄

(松本第一 )

両角 達雄

(東海大第三)

水野 隆明

(中野実業)

奥原 貴弘

(松本第一)

多田佐知子

(松本第一 )

伊藤久美子

(松本第一 )

丸山さくら

(佐久長聖 )

8 (男子)

軽

軽中

中

軽重

重

(女子)

軽

中

無差別

広瀬 喜広

(松本第一)

伊坂  悠

(野 沢 北)

百瀬  渡

(松本第一)

百瀬 善規

(松本第一)

萩原 貴也

(松本第一)

北堀 美喜

(松本第一)

玉川 睦子

(長野商業)

牧島 美幸

(松本第一)

官下 智幸

(東海大第二)

本木 洋介

(松商学園)

振原 直樹

(東海大第二)

松井 孝文

(佐久長聖 )

原山 幸次

(中野実業 )

高山  司

(松商学園)

伊藤久美子

(松本第一)

九山さくら

(佐久長聖 )

大畑 敬三

(東海大第三)

高橘 健太

(松本第一 )

近藤 圭三

(飯  田)

花岡 秀雪

(松本第一)

上原 正義

(東海大第二)

岡田なつみ

(長野日大)

甕奈 保子

(松商学園)

九山 麻美

(長野商業 )

百瀬 零士

(東海大第二)

中山 陽一

(東海大第三)

宮本 陽一

(東海大第三)

松村  亘

(長野日大 )

小澤  強

(松本第一 )

酒井 和美

(佐久長聖)

新海 初美

(佐久長聖 )

唐沢 早吉

(辰  野)

9 (男子)

軽

軽中

中

軽重

重

(女子 )

軽

中

無差別

百瀬 零士

(東海大第二)

高橋 健大

(松本第一)

青木 和仁

(佐久長聖)

上原 正義

(東海大第二)

小澤  強

(松本第一)

北堀 美喜

(松本第一)

丸山 麻美

(長野商業)

九山さくら

(佐久長聖)

官下 智幸

(東海大第二)

本木 洋介

(松商学園)

相原 隆希

(松本第一 )

高木 康司

(松商学園)

中沢 富晃

(長野日大 )

高山  司

(松商学園)

名執香代子

(松本第一 )

山田 瑞恵

(小諸商業)

宮原  大

(屋  代)

百瀬  憲

(長野商業 )

九山 将太

(佐久長聖 )

清水 孝博

(更級農業 )

宮島 和也

(東海大第三)

赤沢 美恵

(長野商業 )

牧島 美幸

(松本第一 )

赤羽美智香

(辰  野 )

滝沢 哲治

(松  代)

久保田博明

(長野吉田)

長谷川弘樹

(東海大第二)

清水 佑一

(佐久長聖 )

鷹野 慶一

(佐久長聖 )

長野県高等学校新人体育大会

年 度 階 級 1  位 2  位 位

(男子 )

軽

中

軽重

重

無差別

(女子 )

48kg

52蛇

56kg

61kg

66kg

72kg

池田 秀登

(須  坂 )

長津 浩之

(岡谷工業)

清水 隆幸

(松本第一)

倉石 宣彦

(長野中央)

清水 隆幸

(松本第一)

江崎 史子

(松本松南)

上屋由紀子

(須  坂 )

泉  香澄

(松本松南)

竹下 直美

(松商学園)

土屋 智子

(松商学園)

赤羽 美鈴

(梓  川)

小野真次郎

(松本第一)

黒岩  匡

(中野実業 )

手塚 孝幸

(辰  野)

松田  豊

(佐  久)

黒岩  匡

(中野実業)

中野 満紀

(豊  科)

降旗 育代

(豊  科)

宮沢 徳美

(小諸商業)

古越沙絵子

(軽 井 沢 )

手塚みどり

(穂高商業 )

与良 増美

(軽 井 沢)

北川  大

(上 田 東 )

柴野 有史

(松本第一 )

佐藤 弘章

(上  田)

岡嶋 国久

(上  田〉

長津 浩之

(岡谷工業 )

高野 寿美

(豊  科 )

堀口その美

(屋  代)

小林 知恵

(長野商業 )

米山 文美

(赤  穂 )

宮崎真理子

(小諸商業 )

倉石 宣彦

(長野中央 )

宮沢 房枝

(豊  科)

上本由紀子

(松商学口)

中塚由里子

(長野商業)

飯島 妙子

(長野商業 )

(男 子 )

軽

軽中

中

軽重

重

無差別

(女子 )

48kg

52kg

56kg

61kg

66kg

72kg

72kg超

江崎 陽一

(梓  川)

中沢 真樹

(佐  久)

高野 晃一

(長野日大)

内山 貴之

(上 田 東)

市川 忠昭

(東海大第二)

市川 忠昭

(東海大第二)

清水 美香

(小諸商業)

塚田みや子

(上 田 東)

泉香  澄

(松本松南)

萩原 菜緒

(屋  代)

土屋 智子

(松商学園)

与良 増美

(軽 井 沢)

加藤 恵美

(諏訪実業 )

清水 直樹 |

(松本県ヶ丘)

関三 太郎

(東海大第三)

冨岡  孝

(小諸商業)

川口 宏光

(長野日大)

有賀 博和

(岡谷工業 )

内山 貴之

(上 田 東)

小林  洋

(岡谷工業 )

木船  崇

(松本工業 )

前田 和就

(岡谷工業 )

三井 浩朗

(長野日大 )

矢島 聖久

(更級農業 )

冨岡  孝

(小諸商業 )

宮沢 房枝

|

|

斉藤 孝司

(上 田 東)

前田  浩

(松本深志)

山口  茂

(岡谷工業 )

笠原  敏

(岡谷工業)

臼田  馨

(上  田)

高野 晃一

(長野日大)

竹村 史子

(屋  代)

堀口その美

(屋  代)

中村 一枝

(梓  川)

米山 文美

(赤  穂)

一π (男子)

軽

軽中

中

軽重

重

(女子)

南雲 智則

(松本第一 )

中山 重光

(中野実業 )

小林 桂樹

(中野実業)

冨岡  孝

(小諸商業 )

山岸 裕二

(更級農業 )

江崎 陽一

(梓  川 )

渡辺  哲

(中野実業)

登川 健一

(長野日大 )

羽生 田茂

(更級農業 )

割田  稔

(岡谷工業)

松本 尚弥

(中野実業 )

白鳥  浩

(岡 谷工業 )

横山 喜章

(松本第一 )

山崎 健悟

(更級農業 )

緑川 英樹

(更級農業)

村上  理

(中野実業)

橋本 明宏

(大  町)

浦部 将史

(小諸商業)

大畑健次良F

(東海大第三)

小沢 耕二

(岡谷工業 )

Iδ5



年 度 階級 i 位 2  位 3 位

48kg

52kg

56kg

61kg

66kg

72峰

72蛇超

洞沢 麻美

(松商学園)

興石桂奈子

(小諸商業)

佐々木人美

(塚原青雲)

萩原 菜緒

(屋  代)

中塚 昌子

(長野商業)

飯ヶ浜奈津子

(長野商業)

土屋 真理

(軽 井 沢)

真山 直美

(小諸商業 )

西村さおり

(長野商業 )

宮下 由美

(長 野 南)

原田しのぶ

(大  町 )

中沢 雅江

(岩 田 村)

小島 志保

(東海大第二)

西村 紀子

(上伊那農業)

曽山 江美

(長野商業 )

井出 夕子

(茅  野 )

竹村 史子

(屋  代)

羽生 好美

(赤  穂 )

清水 治子

(赤  穂 )

小林さつき

(上伊那農業)

大井さおり

(軽 井 沢)

伊沢 和子

(小諸商業 )

倉沢 祐子

(屋  代)

合津 里美

(大  町)

上屋 志津

(小諸商業)

片桐 ユミ

(駒 ヶ根工業)

外川  忍

(軽 井 沢)

2 (男子)

軽

軽中

中

軽重

重

百瀬 秀夫

(松本第一)

百瀬 典明

(松商学園)

中島 亨一

(長野日大)

山岸 正裕

(中野実業)

臼井 貴一

(松本第一)

小板橋正之

(佐  久 )

上條 順次

(松商学国)

根津 英樹

(東海大第三)

大畑健次郎

(東海大第三)

平澤 武夫

(東 海大第

舘林 安男

(中野実業 )

清水 昌史

(松商学国)

小林 一秀

(岡谷工業 )

堀  達矢

(岡谷工業 )

湯本 国春

(小諸商業 )

出日 将博

(東海大第三)

山本 厚志

(明  科)

藤森 伸一

(岡谷工業)

松永 達也

(東海大第三)

和光松代子

(佐  久)

(男子)

軽

軽中

中

軽重

重

百瀬 太一

(岡谷工業)

上條 順次

(松商学園)

堀江 浩二

(東海大第三)

松永 達也

(東海大第三)

平澤 武夫

(東海大第三)

舘林 安男

(中野実業 )

下島 正信

(松本第一 )

中村 哲郎

(屋  代)

吉田  寛

(佐  久)

後藤 敦志

(岡谷工業)

高橋 陽一

(明  科)

増田 訓雄

(須  坂 )

山本 厚志

(明  科)

吉江 貴史

(明  科)

藤井  誠

(松本第一 )

佐藤  剛

(野 沢 北 )

野本 隆次

(東海大第三)

塩川 啓介

(小諸商業 )

中村 貴広

(東海大第三)

山内 哲也

(飯 田工業 )

(男子)

軽

軽中

中

軽重

重

上原 英樹

(東海大第三)

青木 弘高

(松商学国)

神農 来栄

(松商学園)

百瀬  良

(岡谷工業)

藤巻 好道

(松商学国)

市岡  茂

(長野吉田)

若林  誉

(上 田東 )

木下 隆典

(東海大第二)

茂木 広幸

(小諸商業)

佐々木 淳

(松本第一)

官島 英雄

(丸子実業 )

野本 隆次

(東海大第二)

山本 裕司

(松本第一)

小林 琢磨

(中野実業)

藤原 義和

(更級農業 )

待井 豊樹

(長野日大)

高山 雄太

(松商学園)

中山 三雄

(中野実業)

下田 拓也

(東海大第二)

塩川 清光

(小諸商業)

(男子)

軽

軽中

中

軽重

重

斉藤 貴弘

(岡谷工業)

小林 勇介

(東海大第三)

浜野 勝宏

(松商学園)

中山 三雄

(中野実業)

上條  剛

(東海大第三)

上原 英樹

(東海大第二)

柴野 雅也

(明  科)

山口  勲

(岡谷工業)

山田  税

(佐  久)

山岸 規彦

(東海大第二)

春原 淳一

(屋  代)

曽根原正輝

(松商学日)

高山 雄太

(松商学園)

黒田 竜之

(松本第一 )

山浦 直人

(中野実業)

林廣  司

(東海大第三)

関  猛志

(明  科)

甲田 智彦

(上  田)

掛川 芳輝

(小諸商業)

豊田  至

(東海大第三)

(男子 )

軽

軽中

中

軽重

湯本 昌造

(中野実業 )

小林 勇介

(東海大第三)

百瀬 善規

(松本第一 )

浜野 勝宏

(松商学園 )

春原 淳一

(屋  代)

百瀬  渡

(松本第一)

高山 太介

(松商学園)

山口 泰弘

(岡谷工業 )

林廣  司

(東海大第三)

松田 賢二

(岡谷工業 )

両角 達雄

(東海大第二)

松井 孝文

(佐  久 )

小林 章博

(辰  野)

塩沢 正人

(岡谷工業)

小島 幸庸

(東海大第二)

佐藤  鈍

(東海大第三)

原山 幸次

(中野実業)

豊田  至

(東 海大第

(男子)

軽

軽中

中

軽重

重

(女子)

軽

中

無差別

広瀬 喜広

(松本第一)

小林 裕也

(松本第一)

百瀬  渡

(松本第一)

百瀬 善規

(松本第一)

原山 幸次

(中野実業)

北堀 美喜

(松本第一)

伊藤久美子

(松本第一)

丸山さくら

(佐久長聖)

三原 岳人

(松本県ヶ丘)

伊坂  悠

(野 沢北 )

近藤 圭三

(飯  田)

松井 孝文

(佐久長聖 )

小澤  強

(松本第一 )

高山  司

(松商学園)

甕奈 保子

(松商学園)

牧島 美幸

(松本第一 )

丸山  隆

(岡谷工業 )

本木 洋介

(松商学口)

伴野  勤

(佐久長聖 )

根橋 宏幸

(東海大第三)

上原 正義

(東海大第三)

桜田 京子

(長野商業 )

玉川 睦子

(長野商業 )

中野さとみ

(松本第一 )

百瀬 零士

(東海大第三)

水野 岳雄

(長野吉田)

宮本 陽一

(東海大第二)

松村  亘

(長野日大)

萩原 貴也

(松本第一)

新村 れい

(辰  野)

丸山 麻美

(長野商業)

唐沢 早苗

(辰  野)

(男 子)

軽

軽中

中

軽重

重

(女子)

軽

中

無差別

百瀬 零士

(東海大第三)

本木 洋介

(松商学園)

青木 和仁

(佐久長聖)

上原 正義

(東海大第三)

中沢 富晃

(長野日大)

北堀 美喜

(松本第一)

名執香代子

(松本第一)

九山さくら

(佐久長聖)

官下 智幸

(東海大第三)

高橋 健太

(松本第一 )

斎藤 芳幸

(長野日大)

小澤  強

(松本第一 )

阿部 真二

(長野日大)

高山  司

(松商学園)

正村 泰子

(長野商業)

牧島 美幸

(松本第一)

松井 勝文

(佐久長聖 )

高見 沢潤

(佐久長聖 )

原友  亮

(飯田工業 )

小林  昇

(東海大第三)

佐野 清治

(飯 田工業 )

新村 れい

(辰  野 )

西沢 真代

(佐久長聖 )

赤羽美智香

(辰  野 )

官原  大

(屋  代 )

黒川 伸也

(丸子実業 )

武田 隆至

(佐久長聖 )

松村  亘

(長野 日大 )

鷹野 慶一

(佐久長聖 )

岡田なつみ

(長野 日大 )

水内 美甫

(長野 日大 )

唐沢 早苗

(辰  野 )

(男子 )

60kg

66kg

73kg

81峰

90kg

100kg

100

峰超

(女子 )

軽

中

無差別

山崎  真

(松本第一)

林弘  章

(松本第一)

黒河 康明

(松本第一 )

堀込  誠

(松本第一)

相原 隆希

(松本第一)

中島 慎二

(東海大第二)

官島 和也

(東海大第三)

荒川 玲子

(長野日大)

酒井 和美

(佐久長聖)

黒埼亜紀子

(松商学園)

1譴 識

常田 和司

(松本第一 )

小松新一郎

(長野商業)

百瀬 尚也

(松本第一 )

中田 憲孝

(松本第一)

高島 豊昭

(佐久長聖 )

伊藤 裕司

(松本第一)

操騎 |

久保井千恵

(小諸商業)

山田 瑞恵

(小諸商業 )

1宮坂  慎

(松  代 )

小森 正雄

(岡谷工業 )

戸谷  健

(東海大第三)

中山 真吾

(小諸商業 )

湯本 卓嗣

(中野実業)

甘利 勇紀

(佐久長聖 )

矢島 直良

(佐久長聖 )

V颯
|

(松商学園)

山寄 美奈

(松本第一)

1温 大磐

北城 修平

(須  坂 )

萩田 弘郎

(東海大第二)

小柳 輝訓

(上  田)

山口 智弘

(東海大第三)

山本 和也

(中野実業 )

石田 大介

5日翼
|

(松本第一)

佐 木々寿賀子

(佐久長聖)

荒井 淳子

(東海大第三)

f66

年 度 階級 1  位 2  位 位

重 奥原 貴弘

(松本第一 )

大原 健太

(明  科)
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○ 国技である剣道は遠 く古代より変還を繰 り

返 し、著 しい発展を し、精神文化を作 り上げ

る。明治44年 に学校教育に採用され、広 く普及

したが、第 2次世界大戦後禁止され、昭和27年

全日本剣道連盟が発足 し活動を開始する。

高等学校も昭和27年 より体育教材として剣道

を実施するようになる。全国高体連剣道部も昭

和29年から全国高等学校剣道大会を開始する。

長野県も全国と同時に活動が開始され、全国

大会には第 4回大会より参加する。昭和32年 か

ら昭和61年 までに、全国大会で団体戦で飯山北

高、蓼科高がベス ト8、 個人戦小林 (飯 山北 )

ベス ト8。 北信越大会では団体戦で蓼科高、長

野商業高が優勝、飯山北高、 2、 3位飯田長姫

高、飯山南高、須坂高が 3位に入賞する。個人

戦では多くの選手が、入賞 している。(長野県

高体連40年 の歩みを参照 )

この時期は各学校で大変盛んに行われていた

が、試合経験の不足、県外遠征の不足で全国 レ

ベルにはほど遠い状態であった。昭和60年代に

入って、剣道人口の減少が始ま り、北信越大

会、全国大会ではとんど勝てなくなってきた。

剣道人 口減少を くい止め、レベルア ップを図

り、活動を活発にするために、中高一貫の指導

が必要であると、中学、高校の剣道指導者が中

心となって、長野県剣道ジュニア強化委員会が

発足 し、平成 4年に第 1回長野県剣道ジュニア

強化錬成大会が麻績村の協力によって行われ

た。 6年 目を迎え、中体連剣道も飛躍的に レベ

ルアップし全国大会、北信越大会に素晴らしい

成果を上げるようになる。また毎年、諏訪湖剣

道錬成大会 (薙鎌旗、大野操一郎杯争奪大会 )

が、和歌山東高、高輪高等全国の名門校を招待

して、開催されている。各地区の剣道部はこれ

を契機に遠征試合、強化合宿によって実力をつ

け、全国大会、北信越大会で活躍するようにな

る。昭和62年から平成 9年までの活躍の足跡を

振 り返ってみると、北信越大会で平成元年団体

で岡谷南高がベス ト8。 平成 2年渡辺順子 (長

野日大)ベス ト4。 平成 3年板山信夫 (東海大

第三高)ベス ト4。 平成 4年町田育哉 (長野 日

大)第 2位、細谷玉恵 (野沢北)ベ ス ト8。 平

成 5年小山猛 (松商学園)第 3位、勝又義彦

(下伊那農業 )、 山口英二 (松代)ベ ス ト8。 平

成 6年長野県戸倉町総体育館で北信越大会が開

道

催され、三澤良子  (松商学園)が見事優勝、

藤原慎吾 (長野日大)第 3位、中村美津子 (長

野南 )、 森山雪子 (上 田染谷丘 )両角なつみ

(東海大第二)ベス ト8と 活躍する。平成 7年

藤原久美子 (赤穂)第二位、藤原慎吾 (長野 日

大)ベス ト8。 平成 8年団体戦で長野日大高、

松代高が決勝 トーナメントに勝ち上が りベス ト

8。 倉下実 (岡 谷南 )、 藤原慎吾 (長野 日大 )、

丸山彰 (屋代)ベス ト8。 平成 9年倉下実 (岡

谷南)第二位、青山武司 (長野 日大 )ベ ス ト

8。 平成 9年団体戦で岡谷南高が決勝 トーナメ

ントに勝ち上が りベス ト8に なる。茅野智美

(塩尻)ベス ト8。 以上多 くの選手が活躍 し、

近年実力を発揮する。全国大会でも、団体戦で

1勝を上げるようになる。個人戦でも平成 8年

藤原慎吾 (長野日大、 3年連続出場)が 3回戦

へ勝ち進む。平成 9年倉下実 (岡谷南、 2年連

続出場)が活躍する。昭和62年から平成 9年 ま

での総合大会、新人大会の成績をみると総合大

会男子団体優勝は長野日大 7回 (昭和63年から

5年連続 )、 長野、上田、松商学園、下伊那農

業各高が 1回である。新人大会男子団体優勝は

長野日大 5回、松商学園 2回 、長野、上田、長

野工業、岡谷南各校 1回である。新人大会優勝

校は全国選抜剣道大会に出場。長野日大が熊本

代表に快勝する。総合大会女子団体優勝は松商

学園 3回 、屋代南、岡谷南、長野、上田染谷

丘、赤穂、下伊那農業、長野商各校 1回 であ

る。新人大会女子団体優勝は松商学園 7回 (平

成元年から7年連続 )、 屋代南、岡谷南、長野

商業、佐久長聖各校 1回である。 4地区の実力

校がそれぞれの年度に入賞 している。県外遠

征、錬成大会、中高一貫のジュニア強化試合等

経験も多くなり、全国、北信越 レベルに徐々に

到達 している。これも各地区の歴代の専門委員

長 (依田、布施、高橋、吉谷、有賀、中野、斎

藤、小田、井出、吉村、青柳、)の並々ならぬ

努力と指導の功績である。

剣道は今新たな段階に入って来ている百年の

計を立て、剣道の本質、素晴らしさを理解 し、

正 しい剣道を身につけさせ、日本文化の剣道精

神を後生に伝え残こせるように、英知を絞って

努力します。今後とも各関係者のご指導をお願

いします。

(専門委員長 小田 弘文 )

3
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剣道

長野県高等学校総合体育大会

個人男子

長野県高等学校新人体育大会

長野県高等学校新人体育大会

剣道

長野県高等学校総合体育大会

個人 (女子 )

年 度 1位 記 録 2位 3位 4位

細川

(長

豪

駒

中沢

(上
魏
ｍ

八木 規明

(東海大第三)

佐藤 浩晃

(長 野工業 )

矢野 武史

(東海大第二)

諺
動

姉
帳

山浦 康孝

(佐  久)

根橋

(塩
敵
励

一九
川澄  豊

(松商学園) メー ド

小田 弘宣

(長野 日大 )

市村 和也

(野 沢 北 )

戦
厠

舶
顔

大久保貴章

(長野日大)

今牧 和典

(下伊那農業)

小口 俊美

(塩  尻)

額
動

岬
帳

板山 信夫

(東海大第三) ドー

町田 育哉

(長野日大)

峰村 直樹

(長野工業)

小出  裕

(上 田染谷丘)

4
遠田  保

(松商学園 ) メーーメ

町田 幸城

(長野 日大 )

町田 育哉

(長野日大)

明

Ｄ

憲

１沢
様
Ｇ

5
池田 広光

(長野日大 )

メ

メー メ

勝又 義彦

(下伊那農)

矢野 之裕

(東海夫第三)

山口

(松
難
０

6
三村 北斗

(松商学園)

藤原 慎吾

(長野日大)

今井 範道

(岡 谷 南)

岡官 広欣

(長野日大)

7
藤原 慎吾

(長野日大 )

伊藤 友洋

(岡 谷 工 )

岡山 幸司

(長野日大)

飯島  慈

(下伊那農)

8
藤原 慎吾

(長野日大 )

倉下  実

(岡 谷 南)

官尾

(長

太
駒

丸山 彰一

(屋  代)

9
倉下  享

(岡 谷 南)

花岡 秀将

(岡 谷 南 )

人巻 洋之

(佐久長聖 )

赤羽慎太郎

(岡 谷 南)

年度 1位 記録 2位 3位 3位

矢野 武史

(東海大第二)

横沢 圭彦

(長野吉田)

翻
ヵ

久保

(坂
辞
輌

哲哉

田 )

也

Ｄ

和

１沢

市村

(野

伊藤 憲明

(下伊那農)

斉藤 浩和

(長野吉田)

小林 俊介

(長野日大 )

一九
稲玉  仁

(松商学園 )

伊藤 憲明

(下伊那農)

後藤 将史

(東海大第三)

今牧 和典

(下伊那農 )

2
官下  健

(長野日大)

後藤 将史

(東海大第三)

小林 繁生

(飯 山 北)

栄屋 義行

(長野工業 )

3
板山 信夫

(東海大第三)

勝又 義彦

(下伊那農)

小山  猛

(松商学園)

小泉 憲明

(野 沢 北 )

4
小山  猛

(松商学園)

遠田  保

(松商学園)

勝又 義彦

(下伊那農 )

矢野 之裕

(東海大第三)

嶋田 直人

(長野日大 )

メ ー

今井 範道

(岡 谷 南 )

関 口 陽介

(野 沢 北 )

三村 Jヒ斗

(松商学園 )

中島 和成

(岡 谷 南)

ドー
藤原 慎吾

(長野日大 )

官入  正

(長野日大)

仲條 正人

(飯 山 北 )

7
中島 和成

(岡 谷 南 )

宮入  正

(長野日大)

竹内

(松
畝
旬

太

動

醍

帳

倉下  享

(岡 谷 南)

小澤 哲司

(長 野 東 )

箱山 宗幸

(上田染俗丘)

花岡 秀将

(岡 谷 南 )

姉

旬

団

松

久保 田真

(松商学園 )

須山 一典

(下伊那農)

有賀  宗

(長野日大 )

年 度 1 位 記録 2位 3位 4位

恵

励

絡

佐

中沢美知代

(松商学国 )

山浦明日子

(塩  尻 )

白崎 路子

(長  野)

中沢 恵美

(松商学園)

小幡

(木
蜻
割

南
休

淳子

曽)

山田 綾子

(蟻 ケ 崎)

一九
原  千春

(下伊那農)

淋
休

麻子

曽)

塚田美代子

(上   田)

氷川 知世

(松商学園)

川口  希

(木  曽)

渡辺 順子

(長野日大 )

銭
励

絡
帳

柳沢かお り

(岡 谷 南 )

3
野口真由美

(松商学園)

行

Ｄ

美

１沢
畑
衝

白鳥かずゑ

(岡 谷 南)

仲村 美和

(長  野)

4
花岡 裕子

(上田染谷丘)

小田切雪香

(深  志 )

佐藤 園子

(上田染谷丘)

桐原さと子

(須  坂 )

5
中野 綾子

(松商学国)

三澤 良子

(松商学園)

永原美有紀

(松商学国)

須坂 喜江

(長野日大 )

6
関 奈美恵

(上田染俗丘)

森山 雪子

(上田染谷丘)

安田志津代

(松商学園)

両角なつみ

(東海力第二)

7
藤原久美子

(赤  穂 )

中村 春香

(松商学園)

畠仲 幸江

(佐久長聖 )

渡島 寿江

(長野日大)

伊藤

(赤
該
櫛

松村  光

(下伊那農)

嫡
吐

紀 子

田 )

須山 美夏

(下伊那農 )

松崎 紀子

(上   田)

佐藤 理恵

(佐久長聖 )

中村 真弥

(東海大第三)

田中いづみ

(赤  穂 )

年 度 1 位 記 録 2位 3位 3 位

米沢  江

(屋 代 南 )

中沢 恵美

(松商学国)

堀内かおり

(上 田 東)

小山

(塩
醸
励

麻子

曽)

淋
休

柳沢かおり

(岡 谷 南)

矢野

(阿
醸
詢

吉川 江美

(飯田女子)

7E
渡辺 順子

(長野日大)

餐
励

麟
皓

筒井 美保

(松商学園)

野口真由美

(松商学口)

2
斉藤 弥生

(長野日大 )

山口 雅子

(長  野 )

二木 美帆

(松商学園 )

野口 美希

(長野 日大 )

3
白鳥かずゑ

(岡 谷 南)

神田美津子

(長野女子)

土屋志津子

(上田染谷丘)

和美

尻 )

鉢
眈

4
永原美有紀

(松商学園)

中野 綾子

(松商学口)

須坂 喜江

(長野日大)

三澤 良子

(松商学園)

三澤 良子

(松商学園)

関 奈美恵

(上田染谷丘)

須坂 喜江

(長野日大)

両角なつみ

(東海大第三)

6
大屋 貴恵

(長 野 南 )

上野 良子

(下伊那農 )

官田 香織

(長野日大)

中村 春香

(松商学園)

7
絹子

代 )

剌
嘔

森下 満世

(東海大第二)

木村  円

(松商学園 )

該
勘

睦
鉢

8
佐藤 理恵

(佐久長聖)

梓

０

書

経

小出澤理恵

(松商学園)

中沢 悠子

(長野商業)

9
今井香世子

(佐久長聖 )

茅野

(塩
躾
励

大田  朱

(長野日大)

阿藤 夕樹

(長野商業 )
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昭和62年度 長野県高等学校総合体育大会

男子団体決勝 リーグ

昭和63年度 長野県高等学校総合体育大会

男子団体決勝 リーグ

学  校  名
A
長 野

B
中 央

C
飯 田

D
上 田

勝 点 勝 数 本 数 順 位

A 長 野 0 〇 △ 2 2

B 中 央 △ ① △ 1 3

C 飯 田 △ △ △ 0 5 4

D 上 田 0 ○ 0 3 1

学  校  名
A
長野南

A
東海大第二

A
吉  田

A
長野日大

勝 点 勝 数 本 数 1贋 位

A 長  野  南 ＼ △ 0 △ 1 5 3

B 東 海 大 第 二 0
＼

＼
＼ ① △ 2 6 2

C 田 △ △ ＼
＼ △ 0 6 4

D 長 野 日 大 ① 0 0 ＼ 3 8 1

女子団体決勝 リーグ

学  校  名
A
屋代南

B
塩 尻

C
木 曽

D
松 商

勝 点 勝 数 本 数 順 位

A 屋  代  南 △ △ △ 0 4 7 4

B 塩 尻 0 ＼
＼ △ □ 7 3

C 木 曽 ○ 0 △ 2

D 松 商 ① □ 0 1

女子団体決勝 リーグ

学  校  名
A
飯田女子

A
屋代南

A
塩 尻

A
染谷丘 勝 点 勝 数 本 数 順 位

A 飯 田 女 子 △ △ △ 0 3 7 4

B 屋  代  南
〆Ｇ) 0 □ 1

C 塩 尻 Ｇ́) △ 0 2 7 2

D 染  谷  丘
／Ｑ

) □ △ 5 3

長野県高等学校新人体育大会

男  子

長 野 工

長  野

長

諏 訪 清

子

上   田

蘇

木

飯  田 女

』
い
い

城

野 吉 田

代  南

野 中 央

長野県高等学校新人体育大会

男  子

野   沢

飯

長

松 商 学

塩

飯 田 長

岡  谷

長 野 吉

商 学 口

野 古 田

田

代  南

上 訪 清 陵

坂

田

野

伊 那 農 業

野  南

曽

田

＼
＼

＼
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平成元年度 長野県高等学校総合体育大会

男子団体決勝 リーグ

野  工 業

田

沢  北

野  日 大

谷  南

尻

田 長 姫

野

平成 2年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

長

下 伊 那 農

上  田

松 商 学

女  子

松 商 学

下 伊 那 農

中 野 実

長 野 日

長野県高等学校新人体育大会

男  子

長 野 日

下 伊 郡 農

野  沢

長 野 工

女  子

長 野 日

伊  郡  北

上     田

松 商 学 園

田 染 谷 丘

野 工 業

野  日 大

本 県 ケ 丘

田 長 姫

野

尻

谷  南

東 海 大 第 三

上   田  東

長     野

上      田

沢  北

野  南

野

久

学  校  名
A
長野日大

A
長 野

A
吉 田

A
松 商 勝 点 勝 数 本 数 順 位

A 長 野 日 大 ¬

□ 0 2 1

B 長 野 □ ① 0 2 1

C 田 □ △ 0 1

D 松 商 △ △ △ 0 4

女子団体決勝 リーグ

学  校  名 A
岡谷南

A
下伊農

A
松 商

A
勝 点 勝 数 本 数 順 位

A 岡  谷  南 0 ① ∈ 1

B 下 伊  農 △ ＼ △ ① 1 1 3

C 松 商 △ ① ○ 2 2 2

D 上 田 △ △ 0 1 1

三
位
決
定

飯

田
長
姫

長野県高等学校新人体育大会

男  子

上   田

臼

長

上 田 染 谷

女  子

松 商 学

長 野  日

佐

上 田 染 谷 丘

鷺

久輩

＼



平成 3年度 長野県高等学校総合体育大会 平成 4年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

松 商 学

長

岡  谷

上 田 染 谷 丘

女  子

松 商 学

長 野 日

長 野 商

下 伊 那 農

長野県高等学校新人体育大会

男  子

上 田 染 谷

岡 谷 工 業

長 野 工

男  子

松 商 学

長 野 日

長 野 工

上 田 染 谷 丘

子

松 商 学

飯 田 長

野  沢

長 野 日

長野県高等学校新人体青大会

男  子

坂

松 商 学

岡  谷

東 海 大 第

子

須

松 本 蟻 ヶ

下 伊 那 農

上 田 染 谷

△

△ △

東

上

辰

海 大 第 二

田

野

野

海 大 第 二

曽

田

野 日 大

久

町

本 深 志

田 染 谷 丘

野 日 大

海 大 第 二

沢  北

商 学 園

久

野 商 業

野 日 大

田 染 谷 丘

腱

三

謎

三 上 田 染 谷 丘

田

田

野

野 日 大

商 学 園

沢  北

久

曽

佐      久

△

子

長  野

長 野 女

木

松 商 学

』
ヽ
』

卸

業

園
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平成 5年度 長野県高等学校総合体育大会 平成 6年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

松 商 学

高

下 伊 那 農

長

女  子

上 田 染 谷

赤

長 野 商

松 商 学

長野県高等学校新人体育大会

男
上I染 谷丘―――=塗ゝ

ド伊 那 農

長 野 工 業

松 商 学

女  子

東 海 大 第 二

上 田 染 谷 丘

上  田  東

長 野 日 大

○△

△ △

○

海 大 第 二

沢  北

久

野 日 大

商 学 口

伊 那 農 業

野  南

久

伊 那 農 業

海 大 第 二

野 工 業

商 学 口

穂

坂

野 女 子

野  南

男  子

長 野 日

篠  ノ

長  野

佐

女  子

赤

伊那弥生 ケ

岡  谷

長  野

谷 工 業

代

長 野 日 大

谷   南

野 日 大

野

野 女 子

海 大 第 二

商 学 園

野

代

野  南

久

野 日 大

代

商 学 園

△ △ 〇

長野県高等学校新人体育大会

男  子

長 野  日

高

岡   谷

長

女  子

11田 染 谷

長 野  日

伊 那 弥 生 ヶ

松  商 学

松
商
学
園

△

大
至



平成 7年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

下 伊 那 農

長  野

屋

長 野 工 業

女  子

赤

松

屋

佐 久 長

長野県高等学校新人体育大会

男  子

長

長  野

飯

長 野  商

女   子

下 伊 那 農

上

佐  久 長

長 野 商

商 学 口

野

谷  南

野 日 大

商 学 口

野  南

海 大 第 二

野 日 大

商 学 園

野 日 大

代

谷  南

商 学 口

穂

代

田 染 谷 丘

平成 8年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

下 伊 那 農

松

南 安 曇 農

長  野  東

女  子

松 商 学

上

上 田 染 谷

下 伊 那 農

2 長野県高等学校新人体育大会

男  子

屋

松 本 工

松

岡  谷

女  子

松

長 野 日

下 伊 那 農

上

商 学 園

海 大 第 二

谷  南

野 日 大

野 商 業

海 大 第 二

穂

久 長 聖

商 学 園

田  東

田 染 谷 丘

野 日 大

野  商 業

上 田 染 谷 丘

】
己

久 長 聖

①

∈)
△

△

〇

○

珀
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平成 9年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子        ´

東 海 大 第 二―――工些

松

長

岡   谷

女  子

篠   ノ

上

長 野  商

長野県高等学校新人体育大会

男  子

岡   谷

佐  久 長

屋

松  商 学

女  子

長 野 日

下 伊 那 農

上 田 染 谷

業

松 本 蟻 ケ 崎― -2ゴ

①
長  野  東

∧∧
下伊那農業

鉾 上 田 染 谷 丘

長 野  日 大

穂

代

大

聖

△

日
　
　
長

野
　
　
久

午
上 田 染 谷 丘

佐
久
長

△

伊 Bβ 農 業

海 大 第 二

代

海 大 第 二

野  南

野 商 業

久 長 聖△

高体連会報紹介 第 16号

―

― 一 ― 一 ― ― 一 ― 一 一 一 ― 一 ― 一 一 一 ¬

今年の一年間の活動を振 り返ると、県
 |

総合体育大会を 6月 5、 6日 を中心に県 |

下全域で開催 し生徒6,802名 が出場。新

人大会は10月 初旬から3月 初旬まで実施

し、生徒7,040名 の出場。北信越大会は

本県で 5種 目開催 し、他県選手を含め生

徒1,897名 の出場。昨年とほぼ同数の生

徒が参加 し、学校教育の一環としての高

体連の大会が成功裡に終了した。

全国大会は「はばたけ若人北の大地に」のスローガンのもと、全

国総合体育大会が北の大地、北海道で夏季26種 目・ 冬季 2種 目が開

催され、長野県からは選手監督・ 役員を含め、夏季大会は総勢546

名が出場 した。駅伝競技は12月 、京都府で上伊那農業高校が出場。

ラグビー・ フットボールは岡谷工業高校が出場 し、待望の一勝をあ

げることが出来た。

スケー ト大会は、北海道帯広市で 1月 20日 から開催され、選手他

99名が参加 し、スキー大会は同じく北海道旭川市で 2月 8日 より開

催され、選手他149名が出場。クロスカントリニ15kmで 今井 (長野

1 吉田)が優勝 した。                       |
L_____一

― ― 一 一 一 ― 一 ― ― ― 一 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 一

」



4 ソ フ ト テ ニ ス

木製のフレームに鯨筋のガットを張った ラ

ケットの話をしても現在の高校生には通 じなく

な りました。プラスチック製のフレームとガッ

トのラケットでボールを打ち、全天候型のコー

トが大会に使えるようになってきました。昔は

雨のために競技が中断や中止になるのはラケッ

トやガットの保護、コー トの保全のためで し

た。昨今は、選手の健康管理が第一のためで

す。この辺 りにも時代の移 り変わ りを感 じま

す。

創始100年を越える斯界で、長野県高体連 ソ

フ トテニス部がかかわってきた歴史について

は、先の40周年記念誌の中で当時の専門委員長

小林喜運治先生が大変詳 しくまとめられていま

す。ちょうど、軟式庭球創始100周年記念行事

が行われた頃でした。是非ご覧いただきたいと

思います。

昭和から平成に年号が移ったこの10年 を顧み

ると、社会情勢の変化とスポーツ人気の多様化

の中でこれまでにない大変革があ りました。

長年続いた白一色のテニスウェアースタイル

から、ウェアーのカラー、絵柄の自由化が実現

しました。

また、平成 4年には軟式庭球の名称がソフ ト

テニスヘ改称とな りました。

さらに、平成 5年にはこれまでにないルール

“国際ルール"が新設されました。以後、国内

大会は漸次国際ルールの採用とな り、現在はほ

とんどの大会がこのルールで行われるようにな

りました。

これらの “改革"は斯界にとっては平成の大

革新ともいえるものでしたが、経過の中では賛

否を含んで大変な論議が繰 り返されたものでし

た。そして、現在ではほぼ歓迎された形で定着

しています。

しかしながら、競技人口については小、中学

生の隆盛や年輩者の現状維持の一方で、高校生

や若者の競技離れや他のスポーツヘの嗜好変わ

りが目立ちはじめ、競技人口の減少が著しくな

りました。

10年前ソフトテニスの高体連登録者数は全県

で 3千数百名あ りましたが、毎年その数は減少

し、現在 (H8)で は 2千百余名 とな りまし

た。

関係先生方のご協力により、これまで各種競

技会、研修会、強化練習会、顧問総会等々を通

じてソフトテニス部の組織力は充実 しているも

のと自負 して来ましたが、今後の課題は選手数

の復活への方策と全国レベルの競技力向上のた

めの研究と指導があると思います。幸い、新台

頭の上田西高校女子は柄沢先生の指導のもとに

北信越を 3連覇し、全国を視野に入れる所まで

来ています。この刺激を全県的に広げたいもの

です。

50周 年の歴史でこれまでご尽力頂いた専門委

員長をご紹介し、その時代の表裏で活躍された

先生方や関係各位に改めて感謝申し上げます。

昭和24年度 刈間今朝雄

昭和25 ～29年度 城倉 清志

昭和30 ～32年度 内堀 純一

昭和33 ～51年度 丸山まき美

昭和52 ～57年度 小林 貞男

昭和58 ～63年度 小林喜運治

平成元年～ 9年度 両角 正彦

関野敏幸 (北信)鋤柄一夫 (中信 )

市東和美 (南信 )

敬称略

(専門委員長 両角正彦 )
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長野県高等学校総合体育大会

(男子団体戦 )

(男 子個人戦 )

(女子団体戦 )

(女子個人戦 )

1位 2位 3 位 4位

S62 阿 智 長 野 吉 田 上田染谷丘 飯 田 風 越

上田染谷丘 阿 智 長 野 吉 田 須 坂

Hl 上田染谷丘 阿 智 東 部 伊 那 北

上田染谷丘 飯 田 伊那弥生ケ丘 木 “
日

上田染谷丘 阿 智 伊那弥生ケ丘 長 野

上田染谷丘 赤 穂 須 坂 野 沢 南

長 野 吉 田 阿 智 赤 穂 上 田

阿 智 岩 村 田 須 坂 伊那弥生ケ丘

7 須 坂 阿 智 上 田 上 田 東

上 田 長 野 松 本 工 業 智

1位 2   12 3   `L 4   `L

S62 松 商 学 園 田 伊 那 北 F可 智

田 上田染谷丘 松 商 学 園 昔
同 〓退

Hl 伊那弥生ケ丘 小 諸 商 業 上田染谷丘 野 沢 南

2 伊那弥生ケ丘 阿 智 上田染谷丘 飯 田 風 越

3 阿 智 松 商 学 園 上田染谷丘 伊那弥生ケ丘

4 松 商 学 園 丸 子 実 業 上田染谷丘 上 田 千 曲

松 商 学 園 上田染谷丘 飯 田 風 越 木 飴
日

松 商 学 園 阿 智 丸 子 実 業 赤 穂

松 商 学 園 飯 田 風 越 丸 子 実 業 飯 山 南

上  田 西 丸 子 実 業 飯 田 風 越 松 商 学 園

1位 2位 3 位 4   `L

S62
横関 康寿
林  雄一
(上田染谷

植月  靖
佐々木祐介
(飯田風越 ) 壽̈̈

小宮山健一
高橋 淳哉
(長野吉田 )

高橋 淳哉
山口 光隆
(長野吉田)

聡司
正明
坂 )

岨舷
顔

香山  司
松田 貴幸
(東  部 )

高橋 忠幸
中城 和彦
(上田染谷丘)

Hl 翻臥
鯨

司
義和
部 )

荒井  毅
塩崎 仁志
(須  坂 )

林  満夫
臼井陽二郎
(上  田 )

諺敷
初

鶴農
ｍ

畝
鮮
厠

林薮
傾

調
誠
御染

林
薪
蜘

鶴
綱
咽

英幸
毅

智 )

晃
充
Ｄ

霧
趾
け

3
赤池 光司
佐藤 晃央
(上田染谷丘)

吉池 正樹
栗林  誠
(上田染谷丘)

一旦嗣
榊

内嬬
却
味

鶴
訓
吐

政志
出

田 )

4 諺英一調
酬
Ｍ瞑

痢
馳
御染

和期
蜘

薪
切
調

日
間
ヒ

八
徳
０

小木曾文博
平沢浩二郎
(赤  穂 )

5
横沢 俊幸
竹花 和敏
(上田染谷丘)

秀一計助
該椒則

辟
賢一ｍ

読
細
吐

一ノ沢 俊
池田 淳一
(屋  代 )

佐々木伸充
後藤 広孝
(阿  智 )

饉
隷和

林
瓢鱗

勇
満
櫛

嬬
訂
味

鵜
鶴
卿

献
爆
顔

7
佐々木俊亮
杉野 和久
(阿  智 )

鵜鶴
厠

鰍籐
噸

佐々木伸充
牧之瀬和志
(阿  智 )

牧野  学
山本 哲生
(上 田 東 )

裕政
駒

鰈枷
帳

穀酵
駒

林
加帳

酢
穂
初

瀬嶋貶
爾

望月 英悟
五味 淳史
(下諏訪向陽)

1位 2   6L 3位 4   `を

S62
杉浦 敦子
塩原 美佳
(田   川 )

減断
厠

や卿
崎
啄

小関 美恵
竹内の り子
(長野商業 )

羽場崎ゆみ
村松 敬子
(阿  智 )

行縮
り弥

物
秤側

醸
嵯
厠

亜
真知

剛
顔

敦子
美佳
り‖)

痴
斬
ｍ

難好
勧

喜知
搬
酬

Hl
上条さより
林  文恵
(松商学園 )

矢ケ崎政美
中野ゆか り
(松商学園 )

旭
時勧

和轟
枷
咽

塩原 由理
城戸由紀子
(田   川 )

2
斎藤 久美
稲田 美和
(松本深志 )

近藤
宮崎
(阿

旭
軒
勧

断蕩翔
櫛蜂晰

日畑 京子
長沢ふみ子
(上田染谷丘)

町田 陽子
旗町 和代
(松商学園 )

鯖好抑
始節臨

続
析
御

染

駅
赫
蜘

離
軒
劉

視如
筋
ｍ

落合 由香
柳沢 千史
(松商学園 )

関  裕子
鈴木 膵水
(松本県ケ丘)

上原 聖美
葛西 公子
(松商学園 )

舞好
厠

幽訥
噸

獣歌掴
価確臨

砂子 静江
碓氷 知世
(上 田染谷丘)

牧 百合子
宇野加都子
(飯田風越 )

関  優子
大槻 玲子
(松本県ケ丘)

6
竹下 佳代
西窪 昌枝
(松商学園 )

小林 美香
忠地 映美
(松商学園 )

宮島和佳子
上原 美里
(松商学園 )

古平亜沙記
小林 幸恵
(松商学園 )

7 替辣調
暢山晰 囀̈̈

美
代
谷

恵
育
染

醐鴎卿
内田久実子
清水 君恵
(日 田 )

8 恵龍卸
胡仙晰

竹内めぐみ
松沢 慶子
(上 国 西 ) 田

ffitlt
Jrn
( I:

仁美
恵美
西 )

木下 貴子
原 智恵美
(阿  智 )
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長野県高等学校新人体育大会

(男子団体戦 )

(男子個人戦 )

(女子団体戦 )

(女子個人戦 )

1位 2位 3位

S62 上田染谷丘 阿 智 長 野 吉 田、伊 那 北

上田染谷丘 伊 那 Jヒ 東   部、上   田

Hl 阿 智 伊 那 北 上   田、染 谷 丘

上田染谷丘 阿 智 長   野、北   部

上田染谷丘 赤 穂 長 野 吉 田、須   坂

4 長 野 吉 田 長 野 野 沢 南、上伊那農業

5 上 田 阿 智 長 野 吉 田、須   坂

6 須 坂 長 野 吉 田 長 野、阿   智

7 長 野 上 田 松 本 工 業、長 野 日大

長 野 上  田 西 赤 穂、伊那弥生ケ丘

1位 2位 3   `L

S62 田 松商業学園 上田染谷丘、高   速

伊那弥生ケ丘 阿 智 松 商 学 園、皐   月

Hl 松 商 学 園 阿 智 小 諸 商 業、伊那弥生ケ丘

2 上田染谷丘 上 田 千 曲 須 坂、松 商 学 園

3 松 商 学 園 阿 智 須 坂、松 本 松 南

4 飯 田 風 越 松 商 学 園 篠 ノ 井、赤   穂

5 松 商 学 園 阿 智 染 谷 丘、諏 訪 二 葉

6 松 商 学 園 丸 子 実 業 飯 山 南、赤   穂

7 飯 田 風 越 丸 子 実 業 松 商 学 園、長 野 吉 田

上  回 西 飯 田 風 越 丸 子 実 業、松 商 学 園

1 位 2   12 3 位 4位

S62 識雅訓
誦岬噺

胴
醐厠

岨厖顔

幸
彦
谷

忠
和
染

誦戦］
駆
鯨
厠

知
紬
顔

南沢 一雅
古川 和宏
(上田染谷丘)

毅蘇卿
耕筋顔

難芝
勧

畑新
ｍ

司辞
紛

動翻鯨
Hl 浩

朝
Ｄ

綸
雌
吐

調
敷桐染

林麟
蜘

伊藤 正樹
池上  充
(伊 】F北 )

竹内  明
高橋 祥造
(小諸商業 )

2

吉池 正樹
栗林  誠
(上田染谷丘)

薪
燎
調

田
間
ヒ

八
徳
０

嗣
拒厠

融林
顔

線
潤
勧

新
離
酬

3

薪
燎
詢

日
間
ヒ

八
徳
０

嗣蠅
徊染

紬斯
卿

八田  修
早川 博輝
(長野吉田 )

西沢 義徳
岩崎 俊彦
(上田染谷丘)

4 ケ詳的
霧椒圏

一ノ沢 俊
池田 淳一
(屋  代 )

堀   裕
高見慎太郎
(長  野 )

辟
貯Ｄ

託
帥
吐

5 一死胸訓
解納劇

大沼  勇
吉江  満
(赤  穂 )

善
史
Ｄ

忠
拓
１

田
沢

粁
耗
瞬

荒井 俊史
田中 利尊
(長野日大 )

6
佐々木俊亮
杉野 和久
(阿  智 )

航
酵鶴

木佐々雛酬

渡辺正太郎
久保  敦
(上  田 )

小林 秀人
待井 大作
(長野吉田 )

螂敦
ｍ

正脚絲
吐

博刀 大輔
浅川 博行
(穂高商業 )

刻敵
駒

鰈榊
帳

三浦  亮
相原 浩幸
(松本工業 )

細萱  敦
来野 智彦
(松本工業 )

堰免  誠
中村 英将
(長  野 )

彰
醐則

屋
田

朝
齢
吐

織嗣聞
朝楊劇

1位 2位 3   12 4   12

S62 櫛
新
的

敦子
美佳
川 )

醸
巌
卿

亜
真知剛

顔 斎̈藤ヵ、ぉり̈
町田 尚美
徳永かお り
(長野商業 )

］̈̈
斎藤かお り
青木 恵美
(松本深志 )

塩原 由理
城戸由紀子
(田   川 )

飯島 文子
下平 智香
(伊那弥生丘)

Hl 燎麹細
隷細麟

甲日 明美
水出理映子
(上田千曲 )

町田 陽子
旗町 和代
(松商学園 )

上村友紀子
宮崎久実子
(須  坂 )

2

町田 陽子
旗町 和代
(松商学園)

”新
荊

恵

ノ

麒
帥喉

小 出 弘 美
田中真奈美
(上田千由 ) 一̈̈3 繊

析
御

染

駅
漱
卿

宮島和佳子
小林 幸江
(松商学園 )

竹下 佳代
西窪 昌枝
(松商学園 )

山崎 京子
花村さお り
(美須ケ丘 )

4

半田架可奈子
北沢可奈子
(上田千曲 )

官島和佳子
小林 幸江
(松 商学園 )

竹下 佳代
西窪 昌枝
(松商学園 )

山崎 京子
花村さお り
(美須々丘 )

5

竹下 佳代
西窪 昌枝
(松商学園 )

小林 美香
小林 幸江
(松商学園)

官島和佳子
上原 美里
(松商学園 )

鋼聴餞
醐樹卿

一̈̈
内山 里美
上原 美里
(松商学園 )

中島 令奈
中村 弘美
(丸子実業 )

巌
侍前

佳
山

林
雄
師

7 藤献
詢

染

所
鵬
卿

吉田  恵
前山 幸恵
(丸子実業 )

小林 江美
佐藤佳代子
(飯 山 南 )

中村 邦子
松沢  瞳
(飯 山 南 )

成沢 浩子
松沢 慶子
(上 田 西 )

修鰊
醐

め
　
田

ｍ
ｍ
吐

中島由紀子
北川 恵美
(上 田 西 )

米持 恵理
福島 千夏
(松商学園 )
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昭和37年 、初の県高体連主催で長野県高校総

合体育大会が開かれ、男子 9、 女子 3校が参

加、昭和53年 には、男子 13、 女子16校の参加

で、第 1回の県高校新人大会を松本で開催、こ

の年九山叔孝長野県専門委員長が退任 し、3代

目委員長に遠藤六郎 (松代)が選出される。今

迄オープン参加だった県高校総体も、参加校が

増加 したため地区予選が行われるようになっ

た。又第 1回全国高校選抜庭球大会が、九州福

岡で行われ、男子松代、女子松商が参加。県高

体連登録数も、昭和59年40校、平成元年50校 、

6年64校、 9年 70校を数えるようになった。テ

ニス専門部の発足年代と創設に貢献 した、各地

区初代専門委員長、中信43年 、臼井始 (深志 )、

東信50年、菅茂 (東部 )、 南信51年 、町田暁世

(駒工 )、 北信51年、遠藤六郎 (松代 )、 以下別

表年次別委員一覧表を参照。

参加校も増え技術面でも充実 した10年間を迎

えることとなる。56年には男子団体で松代が北

信越大会に10年ぶ りの優勝を飾 り、全国総体で

も個人戦男子シングルスで、岡田浩一 (松代 )

が 4回戦に進みベス ト16入 を果 し、全国ランキ

ング15位の実績を残 した。57年には、男子団体

で軽井沢が優勝、 2位松代、3位松商と北信越

総体で上位独占、上記のような経過を経て、参

加校も増え技術面でも充実 した10年を迎えるこ

ととなる。

昭和62年～平成 1年、63年県総体、団体戦男

子上田東、女子松代が三連覇、松代は田島姉妹

の活躍で、北信越大会で準優勝、全国大会では

3回戦ベス ト16入 を果 した。県大会は精神面が

如実に現われた大会でもあった。女子団体戦で

は、大久保 (上田東)は予想に反 して田島 (松

代)に 、精神的な不安から調子を崩 し敗退 し

た。個人戦、女子シングルスでは、前年度優勝
の三澤 (松商)は決勝で大久保 (上田東)に 、

精神的な弱さの為か敗退 し連覇はできず、男子
でも、古川 (上田東)は遠藤 (屋代)に大接戦
の末、タイブレークの 1ポ イントに泣いた。遠

f子8

藤尚樹は 2連覇、尚三澤香織は次年度に優勝 し

2回 目の優勝を果 した。平成 1年度では、男子

団体で長野南、女子長野西がそれぞれ初優勝、

長野西のエース佐藤と松商 1年生斉藤との一騎

打とな り、精神的なプレッシャーで守 りに入っ

た斉藤に佐藤は、積極的に攻撃し打ち勝った。

普段勝てていた相手であっても、精神的弱 さ

か、プレッシャーに負ける。地道な練習と基本

を大切に、自分のプレーに自信を持ち果敢に攻

める決断が防御 とな り勝負を決める。 2～ 5

年、ジュニア育ちの選手が活躍 した年、平成 2

年では男子団体上田東、混戦の中から伝統校 ら

しく、そつなくチームをまとめ抜き出た。女子

は松商、斉藤、花岡を中心としたチームで苦い

経験をした斉藤は、精神的にも大きく成長 し、

全国大会女子団体 3回戦ベス ト16入 の立役者で

もあった。平成 3年、男女共松商が優勝、特に

3冠を達成 した斉藤、小松の活躍が目立った。

個人戦では斉藤兄弟の優勝、斉藤亜希 (松商 )

は 2連覇、平成 4年、団体男女松商の 2連覇、

北信越大会でも男子は優勝、女子 2位、2年連

続の 3冠を成 しとげた斉藤は精神的にも技術的

にも揃った好選手。個人ダブルスで小松浩康

(松商)も 2連覇と成る。平成 5年、団体男女

共松商の 3連覇達成、軽井沢で行われた北信越

大会でも男子は 2連覇となる。個人戦女子シン

グルスは大畑陽子 (深志)が 2連覇し伸び伸び

したプレーが目立った。

上田東は 2年連続で団体男女共 2位に終った

が、高校から始めた選手ばか りである。学校 ク

ラブ活動の理想とする人間形成の部分を、重要

視 した指導は、監督自身の長い間の地道な努力

の上で育てあげるもの、逆境経験の無い選手を

よくここまで育てた。

団体戦は己の利害をかえ りみず、チームのた

めにと励み勝敗を争 うその努力に、ある種の若

者の純なものを感 じる。喜び、悲 しみ、苦 しさ

を知る経験は青春の貴重な体験の一つで価値の

ある大切なこと。平成 6～ 9年、 6年県総体、

ス5 テ



男子団体松商の 4連覇を阻んだのは県ケ丘。突

出した選手はいないが監督、選手一九となって

地道な努力をした成果である。女子団体は松商

の 5連覇、個人では男子弓田悟、尾又綾香の松

商エースの 2冠達成、平成 7年、県総体、男女

共松商の優勝、男子は北信越でも優勝し全国で

は 4回戦に進出、日大三島に敗れたとはいえ、

念願のベス ト8入 りを果 し、専門部発足以来の

功績を残 した。又エースの弓田悟選手は県総体

で 3冠を達成、全国大会でもシングルスで 4回

戦に進出し、陳 (柳川)に敗れたが、全国高校

ランキング初の12位に入る実績を残した。ダブ

ルスペアの金山武史も県総体 2連覇を達成、 8

年、県総体では男子諏訪清陵が宿敵、松商の連

勝を阻んだ。女子は松商 7連勝中、全国でもベ

ス ト16入 している。 9年度、県総体では男女共

松商が優勝、女子は 8連勝、個人戦シングルス

は男子若月一真 (上 田)、 女子長沢朋美 (松商 )

が揃って 2連覇を達成、全国総体でも共に 3回

戦まで進み、若月は辻 (千葉 )に 5-7の 惜

敗、長沢は堀川 (東京)に 6-1で敗退 した。

3月 に行われた全国選抜大会では初のフリー抽

選が行われ、松商女子団体は全国ベス ト4に入

る功績を残 している。

全国で上位を狙 う選手を育てるには、ゲーム

中のコンセントレーションを真剣に考え対処す

ることが必要で、勝負どころの一本の集中力が

ゲームを左右する。精神力や集中力は簡単には

できない。指導者は苦 しく困難な場を練習の中

でつ くりだす工夫をオフシーズンの トレーニン

グの中でプログラム化 した り、ほんのわずかの

時間意識が途切れる迂回現象などの点にも意識

を傾け、すきのない選手、チームをつ くってい

きたいもの。松商はジュニア育ちのメンタル面

の弱さをカバーする監督の指導力がある。松商

北野あすか選手は身体に障害を持ちながらイン

ターハイでベス ト16入 した。女子団体のメン

バーとして活躍、障害による技術的な難題を強

い意志と努力で克服し実力を備えた りつばな選

手であった。以上長野県高校総体を中心に、こ

こ10年の戦績をふ り返ってみました。

この10年 の前半は生徒数増加、更にテニス

ブームに乗って部員数も増え活気を程 した。後

半になると生徒減、クラブが加入率の減少など

によつて漸減している。しかしこの10年間は今

迄になく技術面で大きな飛躍を遂げた。他県の

選手がそうであるように、小中学校からの経験

者が各大会で活躍 していることに注目したい。

長野県においても全国レベルで活躍するには、

1日 も早 く中学校にテニスクラブが生まれその

普及が今後の課題となるのである。

(専門委員長 遠藤六郎 )

む
、．罐
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長野県高等学校総合体育大会男子団体

年 度 1 位 2     ti 3 位

上 田 東 軽 井 沢 長 野 上 田

上 田 東 松 本 深 志 飯 田 松本県ケ丘

1 長 野 南 松 本 深 志 飯 田 長 野 吉 田

2 上 国 東 松本蟻ケ崎 松 本 筑 摩 松 本 深 志

松 商 学 園 上田染谷丘 松 本 深 志 長 野 南

松 商 学 園 上 田 東 上 田 長 野

松 商 学 園 上 田 東 松 本 深 志 松本県ケ丘

松本県ケ丘 松 商 学 園 赤 穂 松 本 深 志

7 松 商 学 園 長 野 南 長 野 西 上 田 東

諏 訪 清 陵 松 商 学 園 岡 谷 東 長 野 西

9 松 商 学 園 諏 訪 清 陵 松 代 上 田

長野県高等学校総合体育大会男子シングル

年度 1  位 2     12 3 位

遠藤 尚樹
(屋  代 )

遠藤 武次
(上 田 東)

西島 英典
(上 田 東 )

光一
沢 )

神戸
(軽 井

甜
０

麟
幌

洋一
東 )

南川
(上 田

丸山 英樹
(松本深志 ) に

知田
制
吐

1
野村 智弘
(松本深志 )

古畑 順也
(松本深志 )

池田 健一
(松本県ケ丘)

中沢 栄一
(長 野 南 )

2
金   子
(軽 井 沢 ) 織

勅
川
田賂

吐
関沢 一宏
(松本蟻ケ崎)

小松 浩康
(松商学園 )

3
斉藤 政宏
(松商学園 )

小松 浩康
(松商学園)

牧野  崇
(松  代 )

坂田 尚士
(上田染谷丘)

4
斉藤 政宏
(松商学園 )

三村 貴裕
(松本深志 )

小松 佳道
(東海大三 )

伊藤
(上 田

進
勅

5
佐藤 宏行
(上 田 東 )

小宮山 仁
(上 田 東 )

古旗 隆善
(松商学園 )

永沢 仁志
(松本深志 )

弓田  悟
(松商学園 )

一志  淳
(松本県ケ丘) 溜

和
躍
鱗

金山 武史
(松商学園 )

悟
励学引蹄

一真
Ｄ

潮
吐

山本 和正
(長 野 南 )

金山 武史
(松商学園 )

預
ｍ

潮
吐

官下 英也
(松商学園 )

犬飼  允
(松商学園 )

花岡  武
(諏訪清陵 )

預
ｍ

若月
(上

福田 将史
(松商学園)

大飼  允
(松 商学園 )

谷内 耕平
(諏訪清陵 )

長野県高等学校総合体育大会女子団体

年 度 1 位 2    1立 位

松 代 上 田 松 商 学 園 1田   川

松 代 上 田 東 ffiEE,€iE + t

1 長 野 西 松 商 学 園 松 代 飯 田 風 越

松 商 学 園 松本蟻ケ崎 松 代 岡 谷 東

松 商 学 園 田 伊那弥生丘 上 田 東

4 松 商 学 園 上 田 東 丸 子 実 業 松本県ケ丘

5 松 商 学 園 上 田 東 長 野 南 松本県ケ丘

6 松 商 学 園 松本県ケ丘 長 野 南 上 田 東

7 松 商 学 園 長 野 南 上 田 東 1田   川

松 商 学 園 長 野 女 子 上 田 東 1長 野 南

9 松 商 学 園 長 野 南 長 野 女 子 1上   田

長野県高等学校総合体育大会女子シングル

年 度 1  位 2     1立 位

三沢 香織
(松商学園 )

中曽根美穂
(上  田 )

高   沢
(須  坂 ) 歎

鵬
雄ｍ

大久保恵美
(上 田 東 )

三沢 香織
(松商学園 ) 裁

知田鵠
吐

硫
旬

鴎
船

1
三沢 香織
(松商学園 )

丸山かずえ
(松  代 )

北沢 綾香
(長 野 南 )

池田ひかる
(長 野 西 )

2 斉藤 亜希
(松商学園 )

北沢 綾香
(長 野 南 )

花岡史穂理
(松商学園 )

田井美由紀
(松  代 )

3 斉藤 亜希
(松商学園 )

花岡史穂理
(松商学園 )

佐藤 理香
(上 田 東 )

藤松由喜枝
(田   川 )

大畑 陽子
(松本深志 )

花岡史穂理
(松商学園 )

山崎多恵子
(松商学園 )

森本 彩子
(松商学園 )

大畑 陽子
(松本深志 )

尾又 綾香
(松商学園 )

金沢 千佳
(長 野 西 )

佐藤奈美枝
(上 田 東 )

尾又 綾香
(松商学園 )

小林真利子
(中 野 西 )

期
駒

鮒
帳

藤澤 牧子
(長 野 南 )

7 略
前

明
谷取

鋼
長沢 朋美
(松商学園 )

期
駒

鮒
帳

大野田史恵
(松商学園 )

長沢 朋美
(松商学園 )

中曽根咲子
(松商学園 )

松原 真弓
(松商学園 )

田村加代子
(松商学園 )

長沢 朋美
(松商学園 )

川上 絵美
(松商学園 )

小林真悠香
(上  田 )

丸山 総子
(松商学園 )

fθθ



長野県高等学校総合体育大会男子ダブルス

年度 1  位 2     ti 位

畝
数
知田

麟
鴎
吐

難
敷Ｄ

帥
駅阪

神戸 光一
佐藤 克也
(軽 井 沢 )

尻
原
Ｄ谷

森
春
映

難
刑
ｍ

激
卸
阪

に
洋一剌田

訓
朝
吐

鶴凱肺
鴫認麟

原
島
勅田

千
北
吐

1

中沢 栄一
寺島 洋樹
(長 野 南 )

高田  永
関沢 一宏
(松本蟻ケ崎)

議
隧
前

本
　
野

類
輔
帳

野村 智弘
大滝  崇
(松本深志 )

2 畝織
劾

川

田

峠
路
吐

関沢 一宏
半沢  健
(松本蟻ケ崎)

佐藤 知行
古瀬 智通
(上 田 東 )

高田  和
官下 泰亘
(松本蟻ケ崎)

3
小松 浩康
斉藤 政宏
(松商学園 )

貯
勉
知田

棘
標
吐

剋
肝０谷

・訪
師
映

大滝  篤
小松 智徳
(松本深志 )

4
斉藤 政宏
小松 浩康
(松商学園 )

小松 佳道
鎌田 孝広
(東海大三 )

伊藤  進
佐藤 宏行
(上 田 東 )

敬
信一
駒

榔
林
帳

5
佐藤 宏行
小官山 仁
(上 田 東 )

齢
出
バ細

琳潤麟
訓暇Ｄ谷

漱
納
繰

古旗 隆善
弓田  悟
(松商学園 )

悟敵抑
引釧臨

小林 和成
元木  寛
(丸子実業 )

聖猷狛
県

榊
麟
鱗

溜
誰榊

録
蕪
鱗

弓 田 悟
金山 武史
(松商学園 )

醐
辞
眈

真二
豪介
尻 )

教誌鵬
一林
幡
ｍ

貴
仁
酌
一

野
岬献
帳

武端潮
綱耕爾

官下 英也
福田 将史
(松商学園 )

一真棘Ｄ
一籾
欅吐

長澤 卓郎
若林裕二郎
(松  代 )

9 緻允掴
翻爛鏑

谷内 耕平
大浦 信輔
(諏訪清陵)

郵畷旬
鐸
島は

一真続Ｄ
親顧
吐

長野県高等学校総合体育大会新人男子団体

年度 1  位 2     1立 3 位

上 国 東 松 本 深 志 飯 田 丸 子 実 業

長 野 南 上 田 長 野 東 長 野 工 業

1 上 田 東 松本蟻ケ崎 松 本 深 志 長 野 南

松 本 深 志 上国染谷丘 上 田 東 長 野 南

松 商 学 園 上 田 東 屋 代 松 本 深 志

4 上 田 東 松 商 学 園 東海大第二 飯 田

5 松 商 学 園 松本県ケ丘 赤 穂 松 本 深 志

6 松 商 学 園 長 野 南 長 野 西 諏 訪 清 陵

7 松 商 学 園 諏 訪 清 陵 岡 谷 東 0「   男「  Jヒ

松 商 学 園 諏 訪 清 陵 長 野 g「   ラ『  Jヒ

松 本 深 志 松 商 学 園 諏 訪 清 陵 上 田

長野県高等学校総合体育大会女子ダブルス

年 度 1  位 2     1立 位

田島 智夏
田島 由紀
(松  代 )

加藤 悦子
佐藤  静
(松  代 )

羽場内弓恵
(松本深志 )

醸隷知田

和
朝
吐

井新

議
竃
知

保
　
田

畝鵠
吐

裁
離
匈

カ

加鴎
は 蕊可1讐l馨

1 力ヽる蔚酌

ひ
　
野

測膠
帳

裁
野旬

か
麻加馳船

三沢 香織
斉藤 亜希
(松商学園 )

新諸加
蜘跡畷

一̈̈
離論０

美餅
綱
船

磨
詢勅か

田
爆
岬吐

草深百合子
武居 康恵
(松本蟻ケ崎)

久保田紀子
浅原  緑
(松 本蟻ケ崎)

斉藤 亜希
花岡史穂理
(松商学園)

載
緩
鵬

由離
地
佃

大畑 陽子
高田よし恵
(松本深志 )

呻̈̈
朝倉奈々絵
岩井 里加
(松商学園 )

上野 真弓
小松恵理奈
(丸 子 実 )

大畑 陽子
清水 彰子
(松本深志 )

岩井 里加
久田美和子
(松商学園 )

難
催
刺

奈
貴
田

爆
鵠
」

尾又 綾香
榊原 暁子
(松商学園) 時中̈一6

尾又 綾香
榊原 暁子
(松商学園 )

好
様
前野

鮮
酪
帳

藍
嬌
剌

保
田

耀
畝
吐

穀議蜘一

柿
絲
仲

7
大野田史恵
井伊 慶恵
(松商学園 )

中曽根咲子
田村加代子
(松商学園) 釉贈1雉痣

中冒根咲子
長沢 朋美
(松商学園 )

田村加代子
北野あすか
(松商学園 )

中曽根美穂
池田 宏美
(上 田 東 )

松原 真弓
丸山 総子
(松商学園 )

臓維掴
駅胆鰤 崚̈̈

松山 由佳
渡辺 叔佳
(松商学園 )

遠藤 寿江
小平 貴子
(松商学園 )

長野県高等学校総合体育大会新人女子団体

年度 1  位 2     1立 位

上 田 東 松 代 軽 井 沢 飯 田 風 越

松 代 松 商 学 園 長 野 西 軽 井 沢

1 松 代 飯 田 風 越 松本蟻ケ崎 松本県ケ丘

2 松 商 学 園 上 田 東 岡 谷 東 丸 子 実 業

3 松 商 学 園 上 田 東 上田染谷丘 丸 子 実 業

4 上 田 東 松 商 学 園 松本県ケ丘 長 野 西

5 松 商 学 園 松本県ケ丘 長 野 南 長 野

松 商 学 園 長 野 南 長 野 女 子 松 商 学 園

松 商 学 園 上 田 東 長 野 南 長 野 女 子

8 松 商 学 園 篠 ノ 井 長 野 女 子 長 野 南

9 松 商 学 園 篠 ノ 井 屋 代 長 野

I∂ I



長野県高等学校総合体育大会新人男子シングル

年度 1  位 2     位 位

翻
旬

麟
握

千 原
(長 野 東 ) 難

Ｄ
癖
販

羽生田哲哉
(北  部 )

野   村
(松本深志 )

中沢 栄一
(長 野 南 )

峯村
(上 稗

Ｄ
田中 直樹
(上  田 )

1
関沢 ―宏
(松本蟻ケ崎)

金   子
(軽 井 沢 )

米沢  健
(松本蟻ケ崎) 臥知田峠

吐
小松 浩康
(松商学園 )

菊原 良一
(上 田 東 )

大森 新吾
(伊那弥生丘)

西脇 広治
(丸子実業 )

3 斉藤 政宏
(松商学園)

小松 浩康
(松商学園 )

三村 貴裕
(松本深志 )

小松 佳道
(東海大第二)

4
斉藤 政宏
(松商学園 )

三村 貴裕
(松本深志 )

小松 佳道
(東海大第二)

飯嶋 洋文
(丸子実業 )

5
弓田  悟
(松商学園 )

伊藤 光昭
(赤  穂 )

金山 武史
(松商学園 )

村山  聖
(松本県ケ丘)

弓田  悟
(松商学園 )

金山 武史
(松商学園 )

宮下 英也
(松商学園 )

羽生田 聡
(長 野 南 )

7 預
Ｄ

籾
吐 効翔師鶴

花岡  武
(諏訪清陵 )

田中 章司
(松商学園)

一真
Ｄ

籾
吐

福田 将史
(松商学園)

谷内 耕平
(諏訪清陵 )

肥野 竜也
(駒 ヶ根工業)

9 近藤廉太郎
(松商学園 )

幸一
旬

酎
船

谷内 耕平
(諏訪清陵 )

杉戸 大輔
(長 野 西 )

長野県高等学校総合体育大会新人男子ダブルス

年 度 1  位 2     1立 3 位

洋一に
勅田

朝
訓
吐

純徹知
餅嶋晰 『［̈

鵬
林
吐

誠司
學

田 )

中沢 栄一
寺島 洋樹
(長 野 南 )

村
滝
詢深本

野
大
船

大沢 純司
池田 健一
(松本県ケ丘)

吉川 泰教
宇佐美茂樹
(飯  田 )

1 鮪翫
勅田

爆揃
吐

新井 浩一
武居 貴光
(松本深志 )

和裁
詢蟻

訥
駅
麟

ゴヒ      ツミ
松   坂
(屋  代 )

2

水野 秀樹
中   村
(長 野 南 )

岡庭 正和
村松  篤
(飯  田 )

北 沢  勉
菊原 良一
(上 田 東 )

坂田 尚士
春日 憲吉
(上田染谷丘)

斉藤 政宏
小松 浩康
(松商学園 )

舗御細
謝翻麟 一［［一

若 林 英 一
高山 祐司
(松本筑摩 )

斉藤 政宏
古旗 隆善
(松商学園 )

訓
鵬
御

染

漱
納
蜘

小松 佳道
山岡 慎一
(東海大第二)

宮本  孝
滝之入 海
(上 田 東 )

弓田  悟
金山 武史
(松商学園 )

小 沢 広 信
等々力直也
(上田染谷丘)

溜
艶和

際議
鉢
・ 一［̈弓田  悟

金山 武史
(松商学園 )

知疎掴
訂粘鶴

諺難
前野

鵠
鵬
帳

剛滸知田

妨
酬
吐

7 武端調
綱勢鶴

籾
翻
吐

一真
章一
日)

田中 善和
笠原  進
(岡 谷 東 )

宮下 英也
福田 将史
(松商学園)

福田 将史
大飼  允
(松商学園 )

谷内 耕平
大浦 信輔
(諏訪清陵 )

預続
Ｄ

籾
該
吐

松村健太郎
小泉 禎紀
(長  野 )

濱  正樹
滝沢 久嗣
(松商学園 )

谷内 耕平
斉川征志郎
(諏訪清陵 )

婦
議剤

林
朝確

池内 貴志

fう薔|ノ 甲

長野県高等学校総合体育大会新人女子シングル

年 度 1 位 2     12 3 位

代
Ｄ

真
リ姓

ｍ 替喬臀 池田ひかる
(長 野 西 ) 詩

勅田
朝
吐

三沢 香織
(松商学園 )

丸山かずえ
(松  代 ) 渇

酌
ひ
野伽

帳
野池麻里子
(松  代)

1 鶴 戴
北沢 綾香
(長 野 南 ) 難

勅谷
幡
鋼

武居 康恵
(松本蟻ケ崎)

鶴 戴
花岡史穂理
(松商学園 ) a揉目婦勇11警野霜夢

機 ヽ
花岡史穂理
(松商学園 ) 鶴拓 1躊覇

4 機 釉
佐藤奈美枝
(上 田 東)

尾又 綾香
(松商学園 )

金沢 千佳
(長 野 西 )

縮
酌商取

船
小林真利子
(中 野 西) 特

前野
藤
帳

中村 裕美
(長野女子 )

嚇
帳

葉月
野 )

井伊 慶恵
(松商学園 )

中曽根咲子
(松商学園 )

関谷 裕美
(長 野 南 )

7
長沢 朋美
(松商学園 )

中曽根咲子
(松商学園 ) 蹴嚇 1鵠覇

長沢 朋美
(松商学園 )

川上 絵美
(松商学園 )

丸山 総子
(松商学園 )

翠
”清曲嚇

川上 絵美
(松商学園 )

石坂 美樹
(篠 ノ 井 ) 鵠猛 |ど

真
燎

長野県高等学校総合体育大会新人女子ダブルス

年度 1  位 2     1立 位

藤
識
勅

保
　
田

欺鵠
吐

中島 靖子
和泉 弥生
(飯 田風越 )

中村 恵子

T田鷲
草深 芳枝
小岩井尚美
(松本蟻ケ崎)

三沢 香織
小松 恵理
(松商学園 )

土屋いずみ
石田  紫
(軽 井 沢 )

丸山かずえ
野池麻里子
(松  代)

力ヽる詩
酌

ひ
　
野

伽
爆帳

1

斉藤 亜希
永田恵美子
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(松本蟻ケ崎)
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斉藤 亜希
花岡史穂理
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浅原  緑
久保田紀子
(松本蟻ケ崎)

花岡史穂理
森本 彩子
(松商学園 )

山崎多恵子
久田美和子
(松商学園 ) 』『̈

入 野 奈 美
臼   井
(松商学園 )

4
佐藤奈美枝
寺島貴代美
(上 田 東 )

勤経抑
料取鶴

久田美和子
榛葉加奈子
(松商学園 )
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田

腋
椛
吐

5
尾又 綾香
榊原 暁子
(松商学園 )

藤澤 牧子
関谷 裕美
(長 野 南 )

啓萬百答季
(長野女子 )

藍
嬌
剌

保
田

猷
赦
吐

6
田村加代子
中曽根咲子
(松商学園 )

関谷
滝沢
(長 野

様
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前

7
長沢 朋美
遠藤 寿江
(松商学園 ) 一̈̈

田村加代子
北野あすか
(松商学園 )

松原 真弓
丸山 総子
(松商学園 )

長沢 朋美
川上 絵美
(松 商学園 )

丸山 総子
菊池 才子
(松商学園 ) 軋輻1鷺∬

9
川上 絵美
小平 貴子
(松 商学園 )

米山奈緒美
中曽根香織
(松商学園 )

ゴ82



6 バ スケ ッ トボ ール

1 バスケットボールの概況

昭和62年以降を振 り返ってみるとき、衛星放

送によるアメリカのプロバスケットボール (N

BA)や 全米大学バスケットボール (NCA
A)の放映によつて、バスケットボール指導者

や愛好者は本場の技術と戦術を リアルタイムで

見ることができ、大きな影響を与えられた。さ

らに拍車をかけたのが、1992年 バルセロナ大会

からのオ リンピックヘのプロ選手の出場であ

る。その結果、NBAの みならずヨーロッパの

プロ選手もが一堂に会 して競 うことになり、世

界の人々が注目する大会が最も高いレベルの大

会となった。

ア トランタ大会で、日本女子が 7位になった

ことは特筆すべきことである。

また、日本でNBAの 公式戦が開催されたこ

とや、女子のプロWNBAで 日本人選手がコー

トに立つなどして、徐々ではあるが広く関心が

高まってきている。こうい うなかで、5月 ドイ

ツで女子が、男子は 6月 ギ リシャでの世界選手

権大会 (31年振 り)の出場権を得た。

2 昭和62年以降の高校バスケットボールの変

遷

(1)大会の変遷

昭和63年度 ・ 全国選抜優勝大会の開催時期

が 3月 から12月 に移動、これ

に伴って 3年生の出場が認め

られた。

平成元年度 ・ 北信越高校新入大会が開催さ

れる (平成 2年 3月 )。

平成 2年度 ・ 県高校総体の各地区出場チー

ム数を 8チ ームにする。

・ 全国選抜優勝大会が都道府県

対抗戦とな り、信越予選会が

無 くなって、県予選会の優勝

チームが自動的に出場できる

ようになった。

(2)ゲ ーム

3ポ イントルールの導入により、シューテイ

ングエ リアが広がったため、オフェンスのみ

ならずディフェンスの戦術までが大 きく変

わった。それまでのゆっくりした リズムの

ゲームからスピーディでスリリングな試合が

展開されるようになった。その結果、10点位

の点差はセーフティリー ドとはいえなくなっ

′こ。

(3)施設

県下で唯一の 4面のバスケットボールコー

トが使用できる体育館として平成 3年度に松

本市総合体育館が落成。

(4)昭和62年度以降の県下勢力図の変遷

男子は、平成 3年までは吉田を軸に展開 し

ていたが、東海大第二が平成 4年から全国総

体に 5回出場 (最近 3年は 3回戦まで進出 )

し、全国選抜優勝大会には松商が 5年連続出

場するなど、この 2校に吉田が挑戦する図式

となつている。

女子では、豊科・ 野沢南を軸に展開してき

たが、佐久長聖 (佐久)が全国総体に最近 8

年間に 6回 、全国選抜優勝大会にも最近 7年

間に 6回出場と県下強豪チームに成長してき

た。その中で、平成 5年清泉が、平成 9年に

は東海大三が全国総体に出場した。全体とし

ては、有力私立校に対 して、各地区の公立校

が挑戦するという構図である。

(5)県出身選手の活躍 (現在 JBLで活躍 し

ている選手 )

女子 竹田さゆ り (豊科高一筑波大一三井

生命 )

三澤美保  (赤穂中―名短付―愛知

学泉大―デンソー )

黒河内幸子 (伊那東部中― 佐 久 長

聖一東芝 )

男子 野口勇人  (東海大三一 日体大一愛

知機械 )

村田啓一郎 (長野吉田一中央大一豊

田通商 )

小沼義博  (長野吉田―順天大―丸

紅 )

(専門委員長 野竹 俊克 )
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平成 3年度 長野県高等学校総合体育大会
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スター トしました。県総合体育大会は、

6月 4日 , 5日 を中心に県下全域で開

催 され、生徒6,336名 が参加 し、全国大

会、北信越大会の出場権をかけて熱戦

が繰 り広げられました。北信越大会、

本県で軟式野球, 弓道,漕艇,卓球 ,

ボクシングの 5種 目が開催 され、他県

も含めて1,672名 が参加 しました。全国

高校総体夏季大会は、 7月 31日 か ら神

戸市を中心に近畿 6県で開催 され、本

県選手団は生徒職員合せて957名 参加 し、

全国の仲間と競い、そ して交流 し多 くを学ぶ ことができました。 しか

し、成績では、空手女子個人で三村由紀選手 (松本深志 )が優勝、弓

道女子個人で野神綾子選手 (飯 田女子 )が 4位 、水泳で伊部敏行選手

(飯田)の 100,200パ タフライ 6位入賞をあげる以外目立つ ものな く、

団体種 日入賞 0の さみ しい結果で した。また、全国高校駅伝は12月 25

日京都市で行われ、連続出場の上伊那農業がすば らしい健闘を し念願

の10分 の壁を破 り2時間 9分 54秒で13位 に入る成果をあげ得たことは

特筆すべき快挙でした。

全国高校総体スケー ト競技大会が 1月 16日 より20日 まで、地元軽井

沢で開催されました。女子1000m,1500mに上原三枝選手 (諏訪清陵 )

堀内佳子選手 (諏訪二葉)がそれぞれ優勝 したのをは じめ、男子1500

m,5000mに土屋純二選手 (軽井沢)10,000mに遠藤亮治選手 (佐久 )、

女子3000m菊池美千子選手 (小海)が 2位に入賞するなどすばらしい

成績をあげました。学校対抗でも男子で軽井沢高校、女子で諏訪二葉

が共に 3位になる健闘を示 しました。続 く全国高校総体スキー競技大

会は 2月 9日 から青森県の大鰐町で開催され、本県勢は期待通 りの活

躍を示 し、特に女子回転で丸山有紀選手 (白 馬 )が優勝 したのをは じ

め、大回転でも自馬高校の田原恵選手、北林万里選手が 2位 、 3位に

入賞、 5kで佐藤恵美子選手 (中野実業 )が 2位、男子15kで太田敏

朗選手、大回転で竹節一夫選手 (中野実業)が 3位に入賞するなどの

活躍が目立ち、学校対抗でも女子で自馬高校が総合優勝を果 しました。
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一 一 一 一 一 ― ― 一 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 ― 一 一
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バ レ ー ボ ー ル

昭和63年 より5期 10年間専門委員長の大役を

無事終了できたのは、高体連事務局をはじめ、

(財 )長野県バレーボール協会、そして関係各位

の皆々様のご協力と御支援のお陰と感謝申し上

げます。昭和62年 まで諏訪二葉高校の全盛期を

築き、いくつかの輝かしい戦績をのこした立石

厳専門委員長が全国高体連専門部副部長に就任

することにな り、浦野智が委員長になる。昭和

37年第17回 国民体育大会教員の部 3位、昭和41

年飯田風越 (女子 )、 51年赤穂高校 (男子)監
督として総体に出場する。(昭和62年度)東信

地区 (女子)の活躍が顕著であった。大型チー

ムの松商学園女子チームがインターハイにおい

て見事 3回戦に駒を進める活躍。北信越大会が

長野市で開催 される。 (昭 和63年 度 )バ レー

ボール専門部より県高体連に県総体の参加チー

ム数32チ ーム (各地区 8)に していただけるよ

うに要望書を提出。その理由は(1)県下高等学校

数の増大に)男女共学の完全実施と新設校の増大

(口)部員数4405名 で県下 1(2)競技力の向上のため

(3)高 校時代の思い出と日頃の活動意欲増大のた

め。県下の高校生にクラブ活動を通 して、良き

思い出をのこしてあげるのも高体連として重要

な役目と考え提出する。(平成元年 )昨年度か

らの懸案であった県高校総体の夢が県高体連を

初め、諸先生方の深い理解とご支援により実現

する運びとなった。これにより高体連の大会規

約も文中に改訂されることになった。岡谷工業

北信越大会で優勝。春高バレーでベス ト8位

(平成 2年 )県高校総体が 32校の夢が実現 し

た最初の年。この年を境に県下の父母が応援に

多数かけつけて頂き盛 り上 りのある大会 とな

る。男子岡谷工業北信越大会で優勝。宮城県古

川市で開催されたインターハイで初の準優勝 し

全国レベルとなる。(平成 3年 )女 子は大田美

穂選手を中心として攻守揃った長野日大が念願

の全国大会に出場 し、 3回戦まで駒を進める活

躍。北信越優秀選手強化合宿が飯田 (喬木村 )

で開催される。(平成 4年 )北信越大会松本市

fθθ

で開催、岡谷工業が国民体育大会で 2位、イン

ターハイベス ト8位、大森陽祐選手が (岡 工 )

全日本選手として、アジアジュニア大会に出場

する。(平成 5年 )男子岡谷工業は、丸山を中

心にしたコンビバレーで、総体、ベス ト8位、

北信越大会では男子が 1、 2、 3位 となる好成

績、全日本高校合宿に男子竹村祐 (岡工 )、 女

子青木利恵 (松南)が参加、春高バレーで岡工

が 3位入賞する。(平成 6年)6年間専門部長

として、1ヒ信越大会、北信越強化合宿等々で御

苦労頂だいた坂本部長が勇退 し、新部長として

三井晋氏を迎え専門部の発足となる。岡谷工業

がインターハイでベス ト8位、 3国対抗の日本

代表チームに推薦される。(平成 7年 )県南端

の地である飯田地区で高校総体を開催、岡谷工

業が12連勝、女子松本松南が念願の初優勝。北

信越大会で男女とも上位独占し、男子 1位岡谷

工業、 2位長野日大、女子 1位長野 日大、 2位

松本松南、 3位松商学園 (平成 8年)常勝岡谷

工業、準決で東海大第三に破れる波乱、東海大

第三初優勝、女子は昨年の レギュラーを多数

持 った松本松南が松商を破 り、 2連覇達成す

る。北信越優勝選手強化合宿を丸子町で開催。

岡工の松本慶彦君が全国の高校選抜合宿に参加

(平成 9年 )新生になった岡谷工業は、イ ン

ターハイにて準優勝の好成績をのこす。全国高

校選抜チームのキャプテンとして関貴秀君、
エースとして松本慶彦君が上海遠征で大活躍、

委員浦野智広報担当として同行する。岡谷工業

堂々の金メダル。春高バレーボール念願の全国

優勝おめでとう。

ノ

(専門委員長 智 )

i根



昭和62年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

岡 谷 工 業

屋    代

長 野 吉 田

岡 谷  南

女  子

岡 谷  東

長  野  西
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20彗
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昭和63年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子
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90

長  野  東

伊  那  北

伊那弥生ケ丘

松 商 学 口

須  坂  東

飯 田 女 子

伊那弥生ケ丘

松 商 学 園

長 野 吉 田

伊  那 北

松 本蟻 ケ崎

松 商 学 口

長 野 率 月

辰    野

飯 田 風 越

松 商 学 園

岡 谷 工 業

松 本 深 志

松 商 学 口

上 田深 谷丘

子

松 商 学 口

伊那弥生ケ丘

東 海 大 第二

野  沢 南

2G江
:)0

(1江1)

(1詳髯)

(1江 助

松 本 工 業

諏 訪 清 陵

野  沢 北

松 本 県 ケ丘

須 坂  東

松 本 松 南

上 田 千 曲

飯 田 女 子

須    坂

長   野

屋    代

長 野 昔 田

長野日本大学

岡 谷 東

岡 谷  南

東 海大 第二

眸
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松 本 松 南

諏 訪 二 葉

長野県高等学校新人体青大会

男  子

岡 谷 工 業

松 本 深 志

松 本 県 ケ丘

野  沢 北

子

東 海大 第 二

伊 那弥 生 丘

諏 訪 二 葉

岡 谷  東

長野県高等学校新人体育大会

男  子

岡 谷 工 業

長野日本大学

松 本 深 志

長 野 工 業

子

松 商 学 口

飯 田 女 子
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平成元年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子
平成 2年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

岡 谷 工 業

長野日本大学

女  子

松 商 学 口

長 野  東

飯 田 風 越

岡 谷 東

長野県高等学校新人体育大会

男  子

岡 谷 工 業

C諄 ,)

長 野 工 業

蘇    南

女  子

松 商 学 口

飯 田 長 姫

飯 田 風 越

長  野  商

子

松 商 学 園

須 坂  東

伊郡弥生ケ丘

野  沢  南
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(1:=11)
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岡 谷 工 業

長野日本大学
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松 商 学 口

伊  那 北

岩  村  田

長 野  工

東 海大 第二

上田染谷ケ丘

上 田 千 曲

長野日本大学

飯 田 風 越

長野日本大学

東 海 大 第 二

松 本 松 南

伊那弥生ケ丘

長野日本大学

(1:=:)2

松 商 学 園

飯 田 風 越

中 野 実 業

東 海 大 第 二

松 商 学 園

長  野  東

長野 日本大学

長野日本大学

松 本 松 南

松 本蟻 ケ崎

東海 大 第 二

長野県高等学校新人体育大会

男  子

岡 谷 工 業

野  東

坂

松 商 学 園

子

松 商 学 口

飯 田 風 越

長  野  東

岡 谷  南
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平成 3年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

岡 谷 工 業

(1:=1)

松 本 深 志

(|:=:)

飯 田 風 越

子

松 本 松 南

飯 田 長 姫

飯 田 風 越

岡 谷  東

長野県高等学校新人体青大会

男  子

岡 谷 工 業

長  野  東

上  田 東

松 商 学 口

子

長野日本大学

飯 田 風 越

松 本 松 南

佐 久 長 聖

一回〔海大第一

岡  工

20諄」)0
(1江 鋤

諏 訪 清 陵

東 海 大 第三

長野日本大学

東海 大 第二

松 商 学 口

長野日本大学

上 田 染 谷

飯 田 風 越

松 本 深 志

長野日本大学

東海 大 第 二

野  沢  南

長野市立皐月

松 商 学 口

平成 4年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

岡 谷 工 業

松 商 学 口

長  野 東

長 野 工 業

女  子

長野日本大学

諏 訪 二 葉

飯 田 風 越

佐 久 長 聖

長野県高等学校新人体育大会

男  子

岡 谷 工 業

松 本 深 志

長  野  東

野  沢 北

子

長野日本大学

松 本 松 南

飯 田 風 越

佐 久 長 聖
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長野 日本大学

松 商 学 口

野  沢 南

長野市立阜月

東 海 大第 二

松 商 学 園

東 海 大第 二

飯 田 風 越

長野日本大学

松 商 学 園

長野市立皐月

上 田染谷丘

東海 大第二
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平成 5年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

岡 谷 工 業

松 本 深 志

明    科

女  子

長野日本大学

飯 田 風 越

松 本 松 南

松本美須ケ丘

長野県高等学校新人体育大会

男  子

岡 谷 工 業

松 本 深 志

長    野

上 田 染 谷

子

松 商 学 園

諏 訪 二 葉

東 海 大 第 二

飯 田 長 姫

平成 6年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

岡 谷 工 業

(1江 1)

G江 :)

松 本 工 業

上 田染谷丘

子

松 商 学 園

飯 田 長 姫

飯 田 風 越

長野日本大学

長野県高等学校新人体育大会

男  子

岡 谷 工 業

松 本 深 志

長  野 東

赤    穂

女  子

松 商 学 園

飯 田 女 子

飯 田 風 越

松 商 学 口

東 海 大 第二

上  田 東

長野日本大学

東 海 大 第 二

須 坂  東

上 田染 谷丘

松 商 学 園

松 商 学 口

東 海 大 第二

丸 子 実 業

(1:=1:)

(1:=11)

長野日本大学

東海 大第二

飯 田 長 姫

東 海 大 第二

長野日本大学

東 海 大第 二

飯 田 長 姫

松 商 学 園

長野日本大学

松 本 松 南

松 本蟻 ケ崎

東 海 大第 二
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飯 田 風 越



平成 7年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

平成 8年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

伊  那  北

G詳 13)

須   坂

長  野  東

諏 訪 清 陵

子

松 商 学 口

長野市立皐月

飯 田 風 越

岩  村  田

G詳 :)

G=:)

長野県高年学校新人体育大会

男  子

岡 谷 工 業

松 本 深 志

松 本 県 ケ丘

丸 子 実 業

女  子

松 商 学 園

飯 田 風 越

文 大 長 野

上  田 東

岡 谷 工 業

松 本 深 志

長 野  東

信 州 工 業

女  子

松 商 学 口

飯 田 風 越

飯 田 女 子

野  沢  南

長 野 吉 田

東海 大 第二

松 商 学 園

長野日本大学

東海 大 第二

松 本 松 南

松本蟻 ケ崎

長野日本大学

松 商 学 口

伊 那 北

諏 訪 清 陵

東海 大 第二

東海 大 第二

松 商 学 園

松本蟻 ケ崎

長野日本大学
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長 野 日 大
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長野県高等学校新人体育大会

男  子

岡 谷 工 業

坂

野  東

沢 北

子

松 本 松 南

飯 田 風 越

長 野 商 業

丸 子 実 業

長野日本大学

中 野 実 業

須 坂  東

松 商 学 口

東海 大 第 三

松 本 松 南

岩  村  田

長野日本大学
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平成 9年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

岡 谷 工 業

長 野 工 業

松 本 県 ケ丘

テ

松 商 学 園

飯 田 風 越

長 野 商 業

上  田 東

長野県高等学校新人体育大会

男  子

岡 谷 工 業

岡  谷  南

丸 子 実 業

女  子

松 商 学 園

諏 訪 実 業

飯 田 風 越

長野日本大学

高体連会報紹介 第18号

一 一 一 一 一 一 ¬

本年度の活動をふ りかえ ります

と、県総合体育大会は 6月 3日 4

日を中心に県下全域で開催され、

生徒6,998名 が参加 し北信越大会、

全国大会、の出場権をかけて熱戦

が展開されました。続 く北信越大

会は、本県では陸上競技、駅伝、

庭球、フェンシング、ホッケー、

定通大会の 6種 目が開催され、本

県選手は448名 が参加しました。全

国高校総体の夏の大会は 8月 1日

から南国高知を中心に四国 4県 で

開催され、本県選手団は小林仁高体連会長を団長に、総勢621

名が参加 し、灼熱の太陽のもと力いっばいの活躍をし、陸上

競技女子100mハ ー ドルで青木利佳選手 (中野西)と 弓道女子

個人で伊藤三枝選手 (長野吉田)が優勝 しました。また陸上

男子200mで 中津選手 (飯 田)と 800mで大沢選手 (長野日大 )

が 5位に、女子走幅跳で清水選手 (野沢南)が 6位、フェン

シング個人サーブルで唐沢選手 (箕輪工 )が 4位 、ウエイ ト

リフティング60kg級で永田選手 (篠 ノ井)が 5位に入賞する

など、個人の活躍が日立ちました。

本県期待の冬季大会は、スケー トは 1月 20日 より盛岡で、
スキーは 2月 6日 より塩沢町六 日町で開催されました。昨年

地元開催で盛 り上がったスケー トでは、本年は優勝種 目がな

く淋しい結果に終 りましたが、スキー大会では男子複合で森

敏選手 (飯山北)女子回転で切久保深雪 (白馬)女子 5 kmで

佐藤恵美子選手 (中野実)が優勝 しました。また女子学校対

抗で白馬高校が大量得点で 2年連続 4度 目の総合優勝をはた

すなど立派な成果をあげました。

工ｏ回一中』一

松  商

2(1江
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丸 子 実 業

松 本 深 志

松 商 学 口

長野日本大学

東海大 第二

松 本 松 南

岩 村  田

長野日本大学

上  田 東

松 本 松 南

長 野 商 業

東 海 大 第二
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ハン ドボール専門部10年 の概況

S62:ル ールが大幅に改正 (バ ルセロナ4項 目)

された。世界に先駆けて日本が採用したが、

国際ルールが改正されず63年度に打ち切 りと

な り現場ではかな りの戸惑いがあった。新人

大会において屋代高が初の男女アベ ック優

勝 した。以後H2・ 30508と つづく。

H63:本年度 より北信越総体の出場枠が 2か

ら3チ ームにな り、総合大会において 3位決

定戦が行われた。総合大会において屋代高が

初の男女アベック優勝 した。以後H3050
609と つづく。

Hl:全国高体連ハン ドボール専門部40周年記

念式典にて、柳沢民弥氏特別表彰、内藤忠氏

表彰、上田高 (20回以上出場 )、 屋代高男子

総合・新人大会参加 (登録)チーム数 <男子>

(10回 以上出場)が優秀校で表彰された。

H2:男子の参加校数が総合・ 新人大会とも16

校を越え、理事会において 3日 間開催が次年

度より承認された。また、初めての 3会場開

催 とな り審判員不足 とい う新たな問題が出

始めた。

長野県で北信越総体が開催された。

H3:男子の参加校数が急激に伸び始め、専門

部として今後の対策を検討 した。(各地区比

例配分等の出場制限を検討したが、次年度以

降の動向をみるという結論に達 した。)

H4:総合大会において参加校数男子22・ 女子

13と 過去最大規模の大会となり、新人大会 も

含め大会運営上非常にハードな年であった。

屋代高女子が全国大会ベス ト16になった。

H5:総合大会規模は平成 3年度に戻 ったが、

3日 間・ 3会場開催は変わらず大会運営費

も厳 しい状況になってきた。新人大会は男子

の参加校数が急激に減少した。

H6:全国高体連ハンドボール専門部45周年念

式典にて、青木崇氏特別表彰、小林昌光氏が

表彰された。

H7:長野県で北信越総体が開催された。

H8:新人大会より手縫いボールを使用 し、ゴー

ルキーパーの安全性確保の点で好評であっ

ノこ 。

H9:総合・ 新人大会とも参加校数が急激に減

少 した。本年度より全国大会が全試合室内で

行われるようになった。国際ルールが大幅に

改正され、次年度より高体連でも一部採用す

ることが決定された。(競技時間の延長・ タ

イムアウト制・ スローオフのポイント)こ れ

により大会運営が今後さらに困難になるこ

とが予想される。

(専門委員長 竹内佳明 )

総

△
ロ

年度 1 2 3 4 5 6 7

北 信 3 4 4 5 7 5 4 4

東 信 7 7 7 7 6 7 8 7

中信 2 2 3 3 5 4 4 4

南信 0 1 2 3 2 2 2 2

合 計 17

新

人

年 度 1 2 3 4 7 8

北 信 4 4 5 4 6 4 3 3

東 信 5 6 7 7 7 5 7 8 7

中信 3 3 3 5 4 5 4

南 信 1 1 3 3 2 2 2

合計

<女子>

総

年度 1 2 3 4 5 7 8 9

北 信 1 1 1 2 2 3 4 4 4 4

東 信 5 6 6 5 4 4 4 5

中信 4 4 4 4 4 5 5 5 5 4

南 信 0 0 0 0 1 1

合 計

新

人

年 度 1 3 4 5 6 7 8 9

Jヒ信 1 1 3 4 4 4 4 3

東 信 5 4 4 2 5 4 4 5

中信 4 4 4 4 4 5 5 4 4 3

南 信 0 0 l 0 0 0 0 1 0 1

合 計 9 11 11

fθ 7
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高体連会報紹介 第 19号

本年度の活動をふ りかえ ります と、

県総体は 6月 県下各地で開催 され参加

数は8,680名 に及び、北信越、全国大会

の出場権をかけて熱戦が展開 され まし

た。続 く北信越大会は1,759名 が参加 し

ました。本県では 7種 目が開催 され ま

したが、準備運営には専門部及び競技

団体に多大なご協力をいただ き無事終

了できました。憧れの全国高校総体は

7月 31日 より官城県で開催 され、小林

高体連会長を団長に総勢575名 が参加 し

ました。成績は男子バ レーボールで岡

谷工業が本県 としては39年ぶ りに決勝

進出を し、上宮 (大 阪 )と 対戦 し惜敗

したものの準優勝の成果をあげ、待望久 しかった団体種 目での上位入

賞をはたすことができました。陸上競技では相沢伸也選手 (野 沢北 )

柔道重量級で山岸裕二選手 (更級農業)漕艇男子舵手付フォアで岡谷

南がそれぞれ 2位に入賞し、弓道で今井文明選手 (岡 谷工業)空手道

女子個人型で朝倉美奈子選手 (坂城)が 3位に入賞 しました。冬季大

会では、全国高校駅伝が12月 京都で行われ、男子は上伊那農業が 9年

連続 15回 目の出場で大健闘し9位 とな り、県勢最高記録の 2時間 8

分26秒で初入賞 しました。女子は諏訪実業が連続出場 し昨年を上回る2

3位 と成績を上げました。続く全国高校ラグビーは東大阪で行われ、岡

谷工業が連続 7回 目の出場で前回に続き初戦の壁を大差で突破 し、 2

回戦では地元強豪淀川工業と対戦互角の勝負に持ち込む健闘をし抽選

で敗れる不運もあったが、この健闘が今後に大きな期待をいだかせま

した。本県期待のスケートは山梨で、スキーは山形で開催されました。

スケートでは清水美映選手 (松本深志)が女子1,500M、 3,000Mで 2冠

を獲得し、スキーでは切久保深雪選手 (白 馬)が女子回転、大回転の

2冠に輝き、複合で富井彦選手 (下高井農林)が 、男子 15Kク ラシ

カルで堀米光男選手 (中野実業)が優勝するなど大活躍をしました。

４．８、岬上国̈
』一

城

ゴヒ

見

諸

沢

　

　

士



9 ソ フ ト ボ ー ル

昭和24年 4月 1日 、長野県高等学校体育連盟

に長野県高等学校ソフ トボール専門部 と、合わ

せて長野県ソフトボール協会が併置され、ソフ

トボール競技の計画や運営の第一歩がスター ト

した。

長野県の高校女子ソフ トボールを語る上でど

うしても欠 くことのできないことが二つある。

一つは、長野県におけるソフトボール発祥の地

が伊那であ り、伊那弥生ケ丘高校を中心とした

伊那地方のレベルの向上であ り、もう一つは、

昭和26年 8月 兵庫県西宮球場で行なわれた第 3

回全国ソフトボール選手権大会での豊科高校の

優勝である。以来、高校女子ソフトボールの発

達の歴史もこの伊那、豊科の二地区を中心に展

開されてきたといっても過言ではない。又、弥

生ケ丘、豊科高校は良きライバルとして共に火

花を散らしお互いを目標に励んできたといえ

る。その後この二強に割って入ってきたのが野

沢南高校であ り、昭和36年から3年連続でイン

ターハイ出場を遂げた。それからは全国大会で

勝ち進むのは至難であったが、昭和44年塚原高

校が国体で準決勝まで進んだ。

男子チームにおいては、昭和51年全国高校総

体 (イ ンターハイ)が上田て開催されることを

機会に上田染谷丘を筆頭に少しづつ注目を浴び

るようになってきた。この大会には、小海高校

上田染谷丘が出場 した。その後強化を重ね昭和

53年長野県開催のやまびこ国体では、並いる強

敵を次々と倒 しての堂々第 3位 というところま

でレベルを向上させた。その後、チャンピオン

は伊那弥生ケ丘の独壇場であ り連勝を続け、本

県高校男子ソフトボールにおいては常勝チーム

とな り、特に昭和59年 3月 の全国高校選抜大会

においては、準優勝として偉業を達成 した。

一般的には、生涯スポーツが叫ばれる昨今、
ソフトボール熱は高まる一方で、各市町村では

こぞって施設の整備 0拡充がなされ、ナイター

施設も続々と整えられるなど環境が急激に整備

されはじめ、家庭婦人、一般男女、壮年、実年

2θイ

等 ソフトボールブームは広がっていく一方であ

る。このような現状に高校ソフトボール部も、

部員の増加、レベルの向上と一致 してくれれば

関係者一同万々才であるが、昭和から平成に元

号が改められる頃から、全県的な生徒減により

部員不足が深刻となってきた。そんな不安な状

況の中で、常勝チームに割って入って長野県を

制 したのが中野西高校であ り、長野商業高校で

あつた。又、男子チームにおいては弥生ケ丘の

一角を飯山北が崩すという展開も表われた。い

ずれも熱心な指導者の努力の結果であ り、優勝

したチーム以外にも、常に県 レベルまでチーム

を育て続けている優秀な指導者がたくさん存在

している。男子チームも 7チ ームをピークに じ

り貧であ り、新人大会には部員不足で 3チ ーム

しか参加できない年もあった。一県に 6チ ーム

以上のエントリーが無い場合は、インターハイ

ヘ 1県 1チ ームの権利が消え、北信越での勝ち

上が りというますます困難を極めることとなっ

てしまう。

今後高体連 ソフトボール専門部としては、長

期展望に基き中体連との連携や、それぞれの地

区でのジュニアの育成とか、長野県ソフトボー

ル協会の普及部、強化部等と打開策作成、新 し

いソフトボールの歴史作 りへとスター トをきら

ねばと思案 している。いずれにしても手をこま

ねいていられない時期に来ている。全県を見渡

し一校ならず県単位でのレベルアップを計って

いくのが今後我々関係者に課せられた重大な宿

題であると実感する。

(専門委員長 横川善信 )
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10

昭和62年から、平成 9年までの11年間を見る

に、男女共、松商学園時代であった。

男子を見ると、学校対抗では、昭和60年 より

13年連続優勝を継続中であ り、今後もその松商

時代に終止符を打つような対抗勢力が出現する

可能性を見出すことは難 しいと思われる。この

頃の情勢を見るに、県外選手の移入も少 しは存

在するが、その大勢は、県内の上位選手が、

年々、松商の門戸を叩く、現状から考えると、

その種々環境からしてまだしばらくは、松商時

代が、続 くものと思われる。願わ くば、その対

抗勢力の現出があれば、県内の レベルア ップ

も、堅実なものとなってくるのではないかと考

えられます。

松商以外では、飯田・ 松本工業・ 岡谷工業・

小諸商業・ 岩村田・ 須坂商業・伊那弥生ケ丘高

等、年々、松商城を攻めてはみたが、その茅城

を崩すには到っていない。

一方、県外での成績では、北信越大会で、10

年間に 5回優勝するという、かっての女子望月

に続 く結果を出してお り、徐々にではあるが、

全国クラスに近づいているといったところであ

る。唯、全国大会でのベス ト8入 りという、大

きな厚い壁に阻まれ、インターハイ、国体共そ

の壁、突破が、当面の大きな課題 となってい

る。

個人戦に転ずると、毎年、ダブルス、シング

ルス共、通算では、8割以上の確率で優勝を重

ね、半ば、常勝に近い実績を残 して来ているの

が、松商である。

他方、女子では、昭和50年代の望月高校黄金

時代から、 2～ 3年のクッションを置き昭和62

年より11年間男子共々、アベ ック優勝を継続中

であ り、松商黄金期を象徴する結果となってい

る。

その松商に迫っているのが、松本松南であ

り、この所、その力は、毎年ほぼ、互角の戦い

を繰 り返 して来ている。

松商・ 松南以外の学校では、須坂商業・伊那

2′θ

球

西・ 飯田長姫・ 小諸商業等、松商城に迫っては

押 し返 されているのが、この数年の歩みであ

る。

県外でも北信越大会で、平成 8年には初優勝

を果 し、近年のインターハイでも、男子同様、

ベス ト8の壁に突き当 り、揆ね返されているこ

の頃である。

個人戦でも、その全んどは、松商勢が優勝 し

てきているが、中でもその間隙をつき、男女の

須坂商業、男子の岩村田・ 飯田・ 岡谷工業の選

手が、 1位の座を占めていることは特筆もので

ある。

今後の推移を推察すると、男子は、松商時代

が、まだしばらく続 くのではと思われるし、女

子は、松商を松南が、何時、その座を脅かすの

か、興味あるところである。

選手育成の観点からは、このところ、中学時

代より育成されている選手というより、この頃

は、そのスター トを小学校時代へと低年令化 し

高校入学時には、相当なキャリアを積んで入学

してくる選手が多いのが現状である。その為に

15年・ 20年前のような、入学時皆初心者 といっ

た時代は過ぎ去 り、却って、初心者と経験者の

両者指導に頭を痛めているのが、現場の状況で

ある。またそれと共に、スター ト以来 4年 5年

と経過 してくると、選手と指導者の、コミュニ

ケーション維持等も選手育成上、大切な事柄 と

して浮上 して来ているのではなかろうか。

今後の大きな課題として、生徒減に伴 う、部

員不足をどんな手段で乗 り切るか、中学時の活

発ムー ドをいかに高校まで継続させるか、等問

題は山積 している。

終 りに、前委員長湯本誠 (長野西～須坂商・

昭和55年～平成 4年 )の後任に、平成 5年 4月

より、山崎次良 (中野～飯山南～中野西)が専

門委員長に就任、その任に当っている。

(専門委員長 山崎次良 )
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智幸 (松

商
商

4
市原
(松

郷
＞

知
商

新井 洋一
(松 商 )

村上  篤 (松 商 )

清水  亮 (松 商 )

5
清水  亮
(松 商 )

人
＞

直
商

上
松

村
＜

山
屋

牛
土

兼司 (松 商 )

充彦 (飯 田)

6
人
＞

直
商

上
松

村
＜

上
松

井
＜

直紀
商 )

田
坂

浅
宮

嘉智 (松
伸勝 (松

商

商

7
紀
＞

直
商

上
松

井
＜

征
＞

恒
商

須
松

高
＜

商
商

松
松

人
勝

久
仲

木
坂

藤
宮

須
松

高
＜

恒征
商 )

池上 明彦
(θ

E】βJヒ )

鳥羽 勇樹 (松 商 )

平林 一洋 (松 商 )

9
都築 大輔
(松 商 )

一

＞

修
商

川
松

市
＜

洋
志

一
卓

林
村

平
峯

(松 商 )

(長野商 )

1  位 2  位 3  位

松 商 学 園 伊  那  西
中

野 沢

野
北

松 商 学 園 須 坂 商 業
業
南

商
松

諸
本

小
松

1 松 商 学 園 須 坂 商 業
野
飯

沢 北
越田 風

2 松 商 学 園 松 本 松 南
小 諸 商 業
伊   那   西

3 松 商 学 園 小 諸 商 業
業
南

商
松

坂
本

須
松

4 松 商 学 園 松 本 松 南
臼 田

上 田 染 谷 丘

5 松 商 学 園 松 本 松 南
岩   村   田
須 坂 商 業

6 松 商 学 園 松 本 松 南
飯 田 長 姫
伊   那   北

7 松 商 学 園 松 本 松 南
伊

飯
那    西

田  長  姫

松 商 学 園 松 本 松 南
伊 西

小 諸 商 業

松 商 学 園 松 本 松 南
伊   那   西
松 本 県 ケ 丘
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位1 2     12 3     12

伊藤 智子
(松本工 )

き

＞
つ
野

さ島
中

寺
＜

商
越

松
風

子
み

代
さ

美
ひ

中
桐

田
片

江
＞

利
商

本
松

山
＜

柳沢 由枝
(松 商 )

湯本 朱美
美濃輪明美

商
商

松
松

1
子
＞

江
商

里
坂

野
須

佐
＜

子
＞

栄
商

弥田
松

猿
＜

商 )

越 )

松
風

子
み

本
不
の

美
そ

沢
沢

柳
大

子
＞

栄
商

弥田
松

猿
＜

柳沢美奈子
(松 商 )

(小諸商 )

(岩村田)

美
子

重
枝

八
瑞

塚
川

大
市

子
＞

奈
商

美沢
松

柳
＜

香
＞商

島
松

三
＜

商
商

小松かお り (松
田中奈緒美 (松

4
お
商

カ松
松

美
＞

綾
南

上
松

井
＜

南
商

中村由加里 (松
青柳 敏江 (松

5
/1ヽ

1公かおり
(松 商 )

高沢 宏佳
(松 商 )

商
商

松
松

三ツ丼美恵子
中村 幸絵

佳
＞

宏
商

高沢
(松

映
＞

千
商

森
松

永
＜

商
商

松
松

小松 亜子
中田さゆ り

7
子
＞

範
商

林
松

子
＞

亜
商

松
松

南
商

松
松

美
子

津
京

加原
下

岩
官

小松 亜子
(松 商 )

王   郷
(長野女 )

南
北

松
伊

梨
子

恵
友

浅川
永井

9
王   郷
(長野女 )

小林  泉
(松 商 )

商
商

松
松

黒岩 明子
邸鵬ひとみ

長野県高等学校総合体育大会 女子シングルス     長野県高等学校新人体育大会 男子学校対抗

長野県高等学校総合体育大会 女子ダブルス

長野県高等学校新人体育大会 男子シングルス

1  位 2     12 3  位

S62 松 商 学 園 松 本 工 業
中 野 実 業
飯   山   北

松 商 学 園 岡 谷 工 業
田
士
心

深
村

本
岩
松

Hl 松 商 学 園 須 坂 商 業
小 諸 商 業
中   野   西

2 松 商 学 園 須 坂 商 業
野中

梓
西
川

3 松 商 学 園 須 坂 商 業
中   野   西
岡 谷 工 業

4 松 商 学 園 池 田 工 業
村   田

谷  工  業

岩

岡

5 松 商 学 園 岩  村  田
業
業

商
工

諸
谷

小
岡

6 松 商 学 園 岡 谷 工 業
諸  商  業

村   田
小
岩

7 松 商 学 園 梓
業
丘ケ

商
生

坂
弥

須
伊

8 松 商 学 園 松 本 工 業
丘
業

ケ生
商

弥
坂

伊
須

9 松 商 学 園 伊那弥生ケ丘
業
越

商
風

諸
田

小
飯

1 位 2  位 3  位

62 易実美岱穣(松 商) 羹顎品調具(松 商)
牟鷲 慌荘(松 南)

竃曇異寝享(中 野)

63 護栞輸鍋差(松 商) 溜渠 彙羹(松 商 )
喜栞秀軍袋け郡西)

富栞江墨季(須坂商)

1 協栞江墨季(須坂商) 編興奎委季(松 商)
所貢佳奏李(松

奔沿阜鼻争(風

商 )

越 )

2
北村美由紀
三島  香

(松 商 ) 傷畏羹挙季(松 商)

み
子
み
子

え
枝
と
尚

瑞
さ

原
川
田
林

杉
市
割
北

(岩村 田 )

(松 南 )

3 聖否美奈馨(松 商) 奮量真奮羹(風 越)
を驚 募重(松 南)

署脇奈懐差(松 南)

4 京潔由騎撃(松 商) 奈風ヵ達爾船商 害将
由鯛睾(松 南)

幹用千懲季(岩村田)

5 省牟な書3松 醐 出蓼 夏羹(須坂商)
響費 揉言(松 南)

準森奄痣墨(小諸商)

6
沢
森

高
永 李旗(松 商) 商松り

子
ゆ
範

田
林

中
小

鶴墓羮(長 姫)

森村共窪ぎ(小諸商)

7 祟騎 栞羹(松 商 )
官下
黒岩

松
子
子

京
明 商 )

尖鷺契奉享(長 姫)

生言確李(染谷丘)

8 ホ探預 鯰前 悲曇恐曽義(松 商)
退諷真菖羹(県ケ丘)

薯晨加摩型(松 南)

9 尖幹奈保季(松 商) 響鷺 書曇(松 南 )
質嵩真纂羹(松 南)

穀腰
ひ
もな(松 商)

1 位 2     `2 3     12

S62
輝
＞山

沢
飯

官
＜

起
＞

正
商

沢
松

宮
＜

小松 一志 (松本工 )

本島 章三 (松 商 )

志水  誠
(松 商 )

林
(松

守洋
商 )

岡野 研二 (松 商 )

中沢 孝明 (長 野 )

Hl 佐藤 拓哉
(松 商 )

小島 智幸
(松 商 )

一路 (飯山北 )

子L博 (池田工 )

藤
山

斉
畠

幸
＞

智
商

島
松

小林 康雄
(須坂商 )

商
商

松
松

人
郷

成
知

原
原

北
市

一

＞

洋
商

井
松

新
＜

郷
＞

知
商

原
松

市
＜

樹
武

博口
西

山
鎮

(須坂商 )

(下伊農 )

4
上
松

寸

＜
直人
商 )

小島
(松

樹
＞

英
商

亮 (松 商 )

和美 (岡谷工 )

清水
秋葉

5
井上
(松

紀
＞

直
商

智
＞

嘉
商

田
松

浅
＜

商
商

松
松

勝
人

伸
直

坂
上

宮
村

官坂 伸勝
(松 商 )

上
松

井
＜

直紀
商 )

高須 恒征 (松
星川 武志 (松

商
商

7
征
＞

恒
商

須
松

高
＜

介
＞

之
商

善
坂

見
須

種
＜

中村 光伸 (弥生丘 )

三村 将幸 (松 商 )

8
都築 大輔
(松 商 )

洋
＞

一
商

林
松

平
＜

工
商

本松
松

直
渚

雅瀬
島

百
三

9
生
＞

史
商

寿野
松

小
＜

島
松

三
＜

渚
商 )

中村  稔 (弥生丘 )

清水 一博 (松 商 )
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長野県高等学校新人体育大会 女子学校対抗 長野県高等学校新人体育大会 女子シングルス

1 位 2     `ヒ 3     12

S62 松 商 学 園 須 坂 商 業
小 諸 商 業
伊  那  西

松 商 学 園 飯 田
伊  那  西
須 坂 商 業

Hl 松 商 学 園 松 本 松 南
小 諸 商 業
岩  村  田

2 松 商 学 園 松 本 松 南
須 坂 商 業
長 野 皐 月

松 商 学 園 松 本 松 南
越
業

風
商

田
坂

飯
須

4 松 商 学 園 須 坂 商 業
南
業

松
商

本
諸

松
小

5 松 商 学 園 松 本 松 南
飯 田 風 越
須 坂 商 業

6 松 商 学 園 松 本 松 南
子
姫

女
長

田
田

飯
飯

7 松 本 松 南 松 商 学 園
子
姫

女
長

田
田

飯
飯

8 松 本 松 南 松 商 学 園
松 本 県 ケ 丘
赤     穂

9 松 商 学 園 松 本 松 南
科
田村

豊
岩

1 位 2     位 3     `L

S62
美
＞

明
商

輪濃
松

美
＜

枝
＞

由
商

沢
松

柳
＜

商
商

松
松

江
美

利
朱

本
本

山
湯

柳沢佳代子
(松 商 )

大沢そのみ
(風 越 )

江守 理恵 (松 商 )

飯島 範子 (長野西 )

1
柳沢美奈子
(松 商 )

猿田弥栄子
(松 商 )

北村美由紀
三島  香

商
商

松
松

子
＞

奈
商

美沢
松

柳
＜

香
＞商

島
松

三
＜

成田 陽子
田中奈緒美

南
商

松
松

美
＞

綾
商

上
松

井
＜

小松かお り
(松 商 )

小林由利子
青柳 敏江

商
商

松
松

小松かおり
(松 商 )

代
＞

香
商坂

本
須

山
＜

雪
薫

深賀
田

志
山

(松 南 )

(伊那北 )

ゆ
商

さ田
松

中
＜

佳
＞

宏
商

沢
松

一局
＜

商
商

松
松

子
子

明
範

岩
林

黒
小

小林 範子
(松 商 )

子
＞

亜
商

松
松

赤羽 麻美 (松
黒岩 明子 (松

商

商

美
＞

由
商

真原
松

北
＜

小松 亜子
(松 商 )

浅川 恵梨
岩原加津美

南
南

松
松

王   郷
(長 野女 )

小林  泉
(松 商 )

永井 友子 (伊那北 )

渡辺 綾子 (伊那北 )

王   郷
(長野女 )

小林  泉
(松 商 )

矢野奈保子
福田起代子

商
商

松
松

高体連会報紹介 第20号

ｒ
ｉ
ｌ
・

「
．

今年度をふ りかえつてみますと、県高校総体には31種 目10205名 、新人大会には

26種 目9180名 の生徒が参加し、役員・ 補助員、更に関係競技団体の皆様の多大な

ご協力を得て実施することが出来ました。北信越大会においては、31種 目2136名

が参加、種 目によっては全国大会の出場をかけ、また 5県 の競技力の向上 と友好

の輪を広げる大会が行われました。本県では 4種 目が実施され成功裡に終了する

ことが出来ました。全国高校総体夏季大会は 8月 1日 より静岡県下で開催 され、

本県選手団は竹内長生会長を団長 とし役員・ 選手総勢1003名 が参加。総合開会式

へは 7種 目203名 が参加 し長野冬季五輪開催決定の場内放送の中、県旗の小旗を振っ

て堂々の入場行進を行いました。主な競技成績をみますと弓道女子団体で飯田女

子が安定 した力で勝ち抜 き14年 ぶ り2回 目の優勝に lliTき ました。 フェンシング

(サ ーブル)では木下進一選手 (伊那北)が 2位になり、空手道女子個人型では朝

倉美奈子選手 (坂城 )が昨年に続き3位に入賞。陸上競技400mハ ー ドルで本田速

人選手 (野沢南)が、また漕艇男子舵手付フォアで岡谷南がいずれ も 3位入賞 と

健闘 しました。12月 の京都で行われた駅伝では昨年 9位男子の上伊那農業が 11位に、女子の諏訪実業が 9位 に

な り陸上競技の長距離陣もいよいよ全国上位に入 りました。日光市で行われたスケー ト大会では北海道勢の強さ

が目を引きましたがその中において野明弘幸選手 (岡谷南)が、1500m・ 5000mで 2位に、学校対抗でも 2位に

入賞 しました。更に篠原浩一郎選手 (小海)が500mで 2位、男子 リレーで小海が 3位 に入賞 し、田中慎也選手

(東海大三)が 1500mで 3位に入賞 しました。 2月 に入 り大山で行われたスキー大会では県勢男子ノルデッィク陣

が全種目優勝の快挙を果 しました。男子学校対抗で初優勝 した中野実業は堀米光男選手、神津正昭選手が 15k
フリー・ クラシカルでそれぞれ 1・ 2位を占め、又 リレーでも両選手を軸に優勝。学校対抗で 2位 になった飯山

北もスペシャルジャンプで杉山恵亮選手が県勢として 8年ぶ りに優勝、富井正樹選手もコンバイン ドで 2位 、15

Kク ラシカルで畦上大地選手も3位に入賞 し学校対抗得点争いに貢献 しました。富井彦選手 (下高井農林 )は コ

ンバインドで前評半J通 りの活躍で 2連覇を達成 しました。女子学校対抗 2位の自馬勢では回転で切久保深雪選手

が 3連覇の偉業を達成、15Kフ リーで中村由紀選手が 2位に入賞 しました。

―

・

―

・

一
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11  バ  ド ミ ン ト ン

①最近10年間の専門部の概況

大会参加校の数は、着実に増加 してお り、平

成 9年度は男子61校、女子は65校 であった。参

加校増加にともない、中野実業を筆頭に、県下

の高校に多 くの熱心な指導者がでてきた。各高

校が競 う中、中野実業は、県総体において、昭

和62年から平成 1年 まで男子学校対抗で三連覇

し、続 く平成 4年から平成 7年まで同種日で、

四連覇 し、通算 8回の優勝をしている。また、

平成 4年度、長野県で行われた全国高等学校選

抜北信越予選会では、関健 (中野実)が、男子

シングルスで優勝し、男子学校対抗では中野実

業が高岡工芸を破 り、ともに全国高等学校選抜

大会に出場するという快挙を成 し遂げた。しか

し、競技力については、平成 4年度の北信越選

抜予選を除 くと、現在残念ながら低迷 してお

り、全国高校総体では、 1, 2回戦突破に終

わっている。指導者・ 選手の奮起が望まれる。

【長野県高等学校総合体育大会】

[男  子]

②今後の課題

北信越ブロックの他県は、全国大会での優勝

経験 もあ り、全国的に見てもレベルの高いブ

ロックである。高校に入って初めてシャトルを

打つ者が大部分の現状を打開するためには、

小 0中学校からバ ドミントンをするような環境

作 りの働きかけを強めていく必要がある。北信

越ブロックで勝つことが全国に通 じる道である

ことを念頭において、関係者が一九となって努

力を続けたいものである。また、生徒急減期の

中、クラブ離れの傾向もあ り、部員確保に頭を

悩ませているところもある。普及の面にも努力

する必要がある。

(専門委員長 荒井和人 )

子 ][女

〈学校対抗〉

年度 1 位 2  位 3  位

昭62 中 野 実 業 松   代 岡谷工業・ 長野中央

中 野 実 業 伊 那 北 上田染谷丘。長 野 西

平 1 中 野 実 業 松   代 長野 日大 。長 野 西

須   坂 長 野 南 松  代・ 岡谷工業

松   代 上田染谷丘 伊 那 1ヒ
。中野実業

4 中 野 実 業 岡 谷 工 業 丸子実業・上田染谷丘

中 野 実 業 松    代 木  曽・ 須  坂

6 中 野 実 業 松    代 岡谷工業 。中 野 西

7 中 野 実 業 岡 谷 工 業 長  野・ 須  坂

8 岡 谷 工 業 中 野 実 業 松  代・ 須  坂

9 長 野 商 業 中 野 実 業 岡谷工業・須  坂

〈学校対抗〉

年 度 i 位 2    1L 3    ti

昭62 中 野 実 業 長 野 西 飯  田・ 諏訪二葉

長 野 西 諏 訪 二 葉 飯  田・ 上田染谷丘

平 1 松   代 上田染谷丘 須  坂 。長野日大

田   り|| 諏 訪 二 葉 中野実業・ 須  坂

中 野 実 業 松   代 下諏訪向・伊 那 北

4 長 野 商 業 松   代 須  坂・ 上田染谷丘

5 中 野 実 業 木   曽 田  り||・ 須  坂

6 中 野 実 業 長 野 南 長野商業・松  代

7 須   坂 松   代 中野実業 。長野商業

8 松   代 須   坂 長 野 南 。中野実業

9 須   坂 上 田 東 松  代 。長野商業
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〈シングルス〉

年 度 1 位 2  位 3  位

昭62 岩下 達也 (中野実) 小林 隆之 (中野実)

会田 重信 (坂 城)

石田 仁志 (上 田)

山川 雅元 (大町北) 北原 朋幸 (伊那北)

崎

児

山

金
豊 (中野実)

耕二 (更級農)

平 1 上田 英司 (松 代) 丸山 和曖 (中野実)

小池 裕之 (松

大日方優次 (松

代

代

2 福沢  猛 (伊】圏ヒ) 常田 洋行 (松 代)

小林

越

真二 (中野実)

則章 (須 坂)

3 清水  淳 (染谷丘) 常田 洋行 (松 代 )

崎

島

山

矢
繁 (中野実)

努 (染谷丘)

4 関   健 (中野実) 清水  潔 (岡谷工)

名

條

山

上

敏晶 (中野実)

研― (丸子実)

5 関   健 (中野実) 横山 和広 (岡谷工)

味

下
五
岩

昭― (岡谷工)

士郎 (中野実)

6 山岸 栄― (中野実) 本道 由幸 (松 代)

藤

山

斎

小
禅 (松 代)

員 (岡谷工)

7 平間 和富 (中野実) 岩垂  潤 (岡谷工 )
今井

関
真 (岡谷工 )

巧 (中野実)

8 関   巧 (中野実) 今井 貴幸 (長野商)

島

島

西

元

壮 (深 志)

理 (岡谷工 )

9 今井 貴幸 (娠野商) 達家 大輔 (中野実)

保

崎

久

山

俊一 (松

広一 (須

代

坂

【長野県高等学校総合体育大会】

[男  子]

[女  子]

[男  子 ]

〈ダブルス〉

年度 1 位 2  位 3  位

昭62
岩下 達也

小林 隆之 (中野実)

上原 克士

若林 和彦 (松 代)

石田 。春原 (上 田)

戸谷・荻原 (中野実)

田
崎

下

山

裕一

豊 (中野実)

親実

朋幸 (伊那北)

林

原

小

北
大田・渡辺 (長野西)

金児・松本 (更級農)

平 1
上田 英司

大日方優次 (松 代)

和宏

直也 (中野実 )

山

下

丸

岩

市り||・ /1ヽ布施(長野西)

佐々木 。阿藤 (長野西)

2
功一

洋行 (松 代)

林

田

小

常
矢沢 哲也

中島  陵 (飯 田)

小坂・ 平林 (岡谷工)

越 。小宮山 (須 坂)

3
洋行

功一 (松 代)

田

林

常

小
淳

努 (染谷丘)

水

島

清

矢
吉野 。上條 (丸子実)

増田 。大田 (田 川)

渡

潔 (岡谷工)

屋

水

土

清
吉臣

健 (中野実)

駒津

関

今井・塚田 (須 坂)

矢崎 。大橋 (岡谷工)

5
健

士郎 (中野実)

関

岩下

五味 昭一

横山 和広 (岡谷工)

小林・松本 (松

本道・斎藤 (松

代

代

員

潤 (岡谷工)

山

垂

小

岩
由幸

禅 (松 代)

道

藤

本

斎
山岸 。平間 (中野実)

/」 野ヽ沢・ /1ヽ平(中野西)

7
岩垂  潤

野村多津朗 (岡谷工 )

和富
淳 (中野実)

間

内

平

竹
小林 。 関 (中野実 )

土屋・ 酒井 (須 坂)

員

智之 (岡谷工)

井

野

今

中

巧

亘 (中野実)

関

小玉

今井・芳川 (長野商)

小渕 。北原 (須坂商)

今井 貴幸

芳川 安宏 (長野商)

山崎 広一

小林英一郎 (須坂 )

久保・竹内 (松 代)

達家・池田 (中野実)

〈シングルス〉

年度 1 位 2  位 3  位

昭62 武藤 明子 (蟻ケ崎) 大田 暁美 (清 陵)

有賀 康恵 (岡谷東)

石原ひとみ (飯 田)

山本 法子 (長野西) 宇佐美恵理 (飯 田)

木

倉

鈴

山

里香 (二 葉)

理恵 (中野実)

平 1 本道 香織 (松 代) 北沢真奈美 (大町北)

白石奈菜子 (染谷丘)

西尾 千絵 (染谷丘)

2 藤沢さお り (中野実) 丸山さゆ り (松 代 )

村

藤

藤

伊
明美 (田

勅子 (長

川

野

3 大田 詞子 (中野実) 富岡 美幸 (中野実)

竹内真紀子 (伊刀田ヒ)

川上 知夏 (塩 尻)

4 今井 里香 (長野商) 松本ひとみ (長野商)

野

木

河

荒
英美(長野日大)

香代 (染谷丘)

5 小嶋 早織 (中野実) 小 山 美香 (須 坂 )

湯藤 静香 (木 曽)

須崎弓美子 (中野実)

6 藤沢亜希子 (松 代) 原 ナナ美 (須 坂)

本

山

山

森

由香 (上田東)

綾子 (長野南)

7 中村 真希 (染谷丘) 倉石江里子 (長野南 )

和田 美恵 (中野実)

南波千恵美 (上 田東)

8 川上 ふみ (須 坂) 平松 志保 (赤 穂)

松村 美夢 (長野南)

大池いずみ (中野実)

9 清水恵美子 (長野商) 竹内由香利 (長野商)

部

出

阿

平
章子 (松 南)

千夏 (岡谷工)

〈ダブルス〉

年 度 1 位 2  位 3  位

昭62
田中美恵子

笠原奈美子 (中 野) (長野西)

恵

子

康

禎

森

水

藤

清
宇佐美 。石原 (飯田)

西山 。常田 (中野実)

山本 法子

小林 真理 (長野西)

青木奈穂子

山内 里佳 (長野西)

宮崎 。武田 (中 野)

小平・田中 (染谷丘)

平 1
山崎 麻里

阿部百合江 (中 野)

白石奈菜子
西尾 千絵 (染谷丘)

本道・塚田 (松 代)

北沢・ 小林 (大町北)

田

佳

美

美

明

沢

村

北

藤

勅子

智子 (長 野)

藤

木

伊
唐

内川・和田 (田 川)

横山・宮沢 (長野商)

中沢理絵子

木村 理恵 (松 代) (中野実)

子

幸

詞

美

田

岡

太

冨

跡部・望月 (中野実)

横山・熊谷 (田 川)

今井 里香

松本ひとみ (長野商)

亜紀

香織 (松 代)

田

俣

森

野

山野井 。長沢 (須坂)

荒木・久保田(染 谷■)

小嶋 早織

須崎弓美子 (中野実)

静香

考美 (木 曽)

藤

平

湯

横
須合 。原 (蘇 南)

金子・土井(長野日大)

藤沢亜希子

今井 明美 (松 代) (中野実)

恵

恵美

林

田

小

和

西村・ 山本 (田

原 。三木 (須

川

坂

永井さやか

二木 智子 (松 商)

渋田見尚美

柳沢 泰子 (大町北)

塩原・ 山口 (向 陽)

和田。大池 (中野実)

滝沢久美子

柳沢 千織 (松 代)

川上 ふみ

鶴田知恵子 (須 坂 )

大池 。小林 (中野実)

西沢 。松村 (長野南)

9
澤登 弘美

桑原利江子 (松 代)

沙織

陽子 (上 田東)

森

原

大

春
伊藤・ 小林 (須 坂)

赤岩・綱島 (松 本松南)
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〈学校対抗〉

年 度 1 位 2  位 3  位

昭62 長 野 西 θ「   万F  Jヒ 上田染谷丘・更級農業

中 野 実 業 松   代 長野 日大 。長 野 西

平 1 岡 谷 工 業 松   代 長 野 南 。飯  田

2 松   代 上田染谷丘 田  り|卜 伊 那 北

3 中 野 実 業 岡 谷 工 業 丸子実業・長 野 南

4 中 野 実 業 岡 谷 工 業 木  曽・篠 ノ 井

5 松   代 中 野 実 業 中 野 西・ 須  坂

6 岡 谷 工 業 中 野 実 業 須  坂・長 野 南

7 岡 谷 工 業 須 坂 商 業 松  代 。中野実業

8 須   坂 長 野 商 業 中野実業 。松  代

9 須   坂 長 野 商 業 茅  野・ 岡谷工業

【長野県高等学校新人体育大会】

[男  子]

[男  子 ]

[女  子]

[男  子]

〈学校対抗〉

年 度 1  位 2  位 3  位

昭62 長 野 西 飯    田 諏訪二葉 。上田染谷丘

松   代 上田染谷丘 松本蟻ケ崎・須 坂 商

平 1 田   り|| 諏 訪 二 葉 長野商業 。大 町 Jヒ

2 中 野 実 業 田    川 塩  尻・松本蟻ケ崎

3 長 野 商 業 上田染谷丘 長 野 西・須  坂

4 中 野 実 業 木   曽 田  り||・ 須  坂

5 中 野 実 業 松   代 長 野 南 。長野商業

6 長 野 商 業 松   代 須  坂 。長 野 西

7 松   代 須   坂 蘇  南 。田  川

8 長 野 商 業 上 田 東 松  代・ 岡谷工業

9 長 野 商 業 松 本 松 南 松商学園・ 下諏訪向陽

〈シングルス〉

年度 1 位 2  位 3    1主

町ヨ62 金児 耕二 (更級農) 山川 雅元 (大町北)

下田 裕― (中野実)

小沢興一郎 (飯 田)

丸山 和宏 (中野実) 上田 英司 (松 代)

岩下 直也 (中野実)

大日方優次 (松 代)

平 1 平林 千治 (岡谷工) 小宮山聖文 (須 坂 )

坂

爪

小

橋
崇 (岡谷工)

寿 (弥生丘)

2 清水  淳 (染谷丘) 常田 洋行 (松 代)

林

田

小

増
功一 (松

尊幸 (田

代

川

3 関   健 (中野実) 駒津 吉臣 (中野実 )

屋

島
土

小
渡 (岡谷工)

淳 (中野実)

4 関   健 (中野実) 岩下 士郎 (中野実)

文

一

秀

昭

内

味

竹

五

(中野西)

(岡谷工)

5 本道 由幸 (松 代) 山岸 栄― (中野実)

角

垂

両

岩
晃輔 (松 代)

潤 (岡谷工)

6 岩垂  潤 (岡谷工 ) 関   巧 (中野実)

間

内

平

竹

和富 (中野実)

淳 (中野実)

7 関   巧 (中野実 ) 今井  真 (岡谷工)

野

原

水

北
将臣 (中野西)

富章 (須坂商)

8 今井 貴幸 (長野商) 達家 大輔 (中野実)

川

崎

芳

山

安弘 (長野商 )

広一 (須 坂 )

9 金井 真介 (長野商 ) 酒井 洋介 (岡谷工 )

水

中

清

田

昭宏 (茅 野)

隆也 (東海大)

くダブルス〉

年 度 1  位 2  位 3  位

昭62
小林 親実

北原 朋幸 (伊那北)

金児 耕二

松本 福治 (更級農)

太田・塚田 (長野西)

北村 。渡辺 (長野西)

山

下

丸

岩
和宏

直也 (中野実)

島田 英和

原田 洋一 (中野実)

市り||・ 佐々木(長野西)

上田。大日方 (松代)

平 1

小宮山聖文

越  則幸 (須 坂)

篤

譲― (長野南)

島

下

川

宮
小林・佐藤 (長野南)

小林・福沢 (伊那北)

2
田

林

常

小
洋行

功一 (松 代)

田

田

増

太

尊幸
泰基 (田 川)

吉野・上條 (丸子実)

清水・矢島 (染谷丘)

3
駒津 吉臣

島田 将光 (中野実)

上條 研一

工藤 克美 (丸子実)

樋口。田中 (染谷丘)

小島・ 関 (中野実)

4
関

岩下

健
士郎 (中野実)

五味 昭一

横山 和広 (岡谷工)

上野・大谷 (岡谷工)

牧 。伊藤 (木 曽)

5
山岸 栄一

平間 和Ё (中野実)

員

潤 (岡谷工)

山
垂

小

岩
瀧沢・荒井 (松

本道・斎藤 (松

代

代

6
岩垂  潤

野村多津朗 (岡谷工 )

間

内

平

竹
和富

淳 (中野実 )

小松・田中 (深 志)

竹内 。大月 (松本工)

7
関   巧

小玉  亘 (中野実)

井

野

今

中
員

智之 (岡谷工)

水野・下田 (中野西)

小渕 。北原 (須坂商)

8
今井 責幸

芳川 安宏 (長野商)

福住弘太郎

金井 真介 (長野商)

山崎 。小林 (須 坂)

元島・北原 (岡谷工)

9
金井 真介

西  俊紀 (長野商)

酒井 洋介

林  健二 (岡谷工 )

土屋・古村 (向

上屋・平尾 (須

陽

坂

2′δ



〈シングルス〉

年 度 1  位 2  位 3  位

昭62 山本 法子 (長野西) 鈴 木 里香 硼励二葉)

宇佐美恵理 (飯

丸山  央 (飯

田

田

本道 香織 (松 代) 佐藤 由美 (蟻 ケ崎)

白沢美穂子 (染谷丘)

北沢真奈美 (大町北)

平 1 丸山さゆり(松 代) 藤村 明美 (田 川)

横山  薫 (長野商)

白木 床美 (田 川)

2 富岡 美幸 (中野実) 大田 詞子 (中野実)

横山 祥子 (田 川)

見波かおり (中野実)

3 今井 里香 (長野商) 山野井紀子 (須 坂 )

安藤 恵子 (長野商)

松本ひとみ (長野商)

4 小嶋 早織 (中野実) 金 子 亜紀 げ野日大)

小山 美香 (須 坂)

関 あずさ (中野実)

5 藤沢亜希子 (松 代) 小林  恵 (中野実)

山本 由香 (上 田東)

原 ナナ美 (須 坂 )

6 和田 美恵 (中野実) 倉石江里子 (長野商)

沢

村

藤

中
美里 (松

佳代 (須

代

坂

7 滝沢久美子 (松 代) 大池いずみ (中野実 )

村

出

正

平

宏美 (松 代)

千夏 (岡谷工 )

8 平出 千夏 (岡谷工 ) 清水恵美子 (長野商)

阿部 章子 (松 南)

越 けさみ (中野西 )

9 竹内由香利 (長野商) 吉田 深可 (向 陽 )

田中ゆう子 (岡谷工)

草間美彩都 (向 陽)

【長野県高等学校新人体育大会】

[女  子]

高体連会報紹介 第21号

今年度をふ りかえってみますと、アーチェリー競技の加盟により県総体32種 目9125名 、新人

大会27種 日7915名 の選手が参加し、各競技団体の方々をはじめ、役員、補助員の皆さんの多大

なご協力を得て実施することができました。全国高校総体夏季大会は8月 1日 から宮崎県で開

催され、藤澤愛億会長を団長に1043名 の役員選手団が参加しています。漕艇男子舵手付きフォ

アで岡谷南クルーが優勝、女子でも諏訪清陵クルーが第 3位入賞、男女ダブルスカルでも岡谷

南チームが 6位 と4位に入賞しています。陸上競技では県選手団旗手を務めた山本晴美選手

(長野南)が女子槍投げで47m30、 4位入賞、男子800m走で一志学選手 (池田工)が 1分53秒

90で 5位入賞しています。女子体操競技では文大長野チームが団体総合で4位 、個人総合 7位

の中嶋真弓選手はゆかで3位、跳馬でも5位に入賞、岩井涼子選手もゆかで 5位に入賞してい

ます。弓道では男子個人で竹花匡史選手 (屋代)が 2位入賞、空手道型女子個人で杉山裕美選

手 (松本深志)が 7位入賞しています。この他にベス ト8に進出した種目ではバレーボールの

岡谷工業、ソフトボール男子の伊那弥生ケ丘があげられます。定通全国大会では柔道個人中量

級で岡村秀輝選手 (中野実業)が昨年に引続き2連続優勝を果たしています。

苫小牧市で行われた全国スケート競技会では、清水美映選手 (松本深志)の 1500・ 3000m2種 日制覇を筆頭に野明弘幸選手

(岡 谷南)の 1500m2位 、3000m4位 、降旗克子選手 (大町北)の 1500m・ 3000m3位 、田中慎也選手 (東海大三)の 1500m3

位、篠原浩一郎選手 (小海)の 100m3位、学校対抗第 3位の小海高校などがあげられます。アイスホッケーの軽井沢高もベス

ト8入 りし活躍しました。

小谷村で行われた全国スキー競技会では層の厚いノルディック陣をか えゝた中野実業高校の学校対抗総合二連続優勝をはじめ、

2位飯山南、 3位 白馬、4位下高井農林、6位飯山北と、男子は本県勢の圧倒的な強さが見られました。女子では白馬高の3位、

飯山北 4位 と、飯山北女子 リレーチームが本県勢として初のリレー優勝を果たしています。個人では堀米光男選手 (中野実)の
15kmク ラシカル 3連勝を筆頭に15kmク ラシカル4位 、竹田高広選手 (同 )SL2位 、男子 リレーでも優勝に輝きました。この他

第 2位入賞者には女子GSLで松田美登里選手 (白馬 )、 女子10kmフ リーで石井文香選手 (飯山南 )、 コンバインドでも佐藤正彦

(飯山南 )、 市川雄― (下高井農)の両選手が 2・ 3位に入賞、森知広選手 (下高井農)力 1`5k皿 クラシカル、3位には男子15kmで

久保田裕 (飯山北 )、 SLで下平匠 (上田)、 宮田奈帆 (白馬 )、 CSLで深沢哲 (白馬)の各選手および飯山南高男子リレーチー

ムが入賞しています。
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〈ダブルス〉

年 度 1  位 2  位 3  位

昭62
山本 法子

小林 真理 (長野西 )

須田 典子

山内 里佳 (長野西)

山倉・石沢 (中野実)

百瀬・ 小坂 (塩 尻)

道

田

本

塚

香織

由美 (松 代)

山下  理

由沢美穂子 (染谷丘)

宮島・山岸 (長野南)

竹内・山小 (須坂商)

平 1
村

沢

藤

北
明美

美佳 (田 川)

松

田

小

岸
美菜

絵里 (田 川)

中沢 。栗林 (長野南)

内川 。白木 (田 川)

2
大田 詞子

富岡 美幸 (中野実)

中沢理絵子

木村 理恵 (松 代)

跡部・望月 (中野実)

佐藤 。中村 (長野日大)

中田智香子
田村 悦子 (田 川)

今井 里香
松本ひとみ (長野南)

沢島 。竹沢 (赤 穂)

荒木 。久保田(染谷丘)

曽木

香

美

静

考

藤

平

湯

横
小嶋 早織

須崎弓美子 (中野実)

須合・ 原 (蘇

小山・小林 (須

南

坂

藤沢亜希子

今井 明美 (松 代)

森山 綾子

安藤みゆき (長野南)

小林・和田 (中野実)

立花・ 山田 (田 川)

藤沢 美里

飛田  泉 (松 代)

陽子

陽子 (向 陽 )

原

口

塩

山
渋田見・柳沢(大町北)

永井・二木 (松商学日)

7
滝沢久美子

柳沢 千織 (松 代)

西沢 佳美

松村 美夢 (長野南)

大池・ 小林 (中野実)

川上・鶴田 (須 坂)

平出 千夏

田中ゆ う子 (岡谷工 )

清水恵美子
中嶋 友香 (長野商)

大森 。春原 (上田東)

阿部・藤田 (松本松南)

9
竹内由香利

中嶋 友香 (長野商)

北村 幸恵

平出 恵美 (松 南)

帯刀・矢澤 (松本松南)

小池・祢津 (長野商)
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12-1 操

野南・長野西・ 辰野といった学校もよく頑張っ

て 3位に入賞 しているこも嬉ばしいことです。

県で優勝・北信越でも上位入賞を果たしなが

ら全国では予選通過を果たせなかった長野日大

が、県体育センターの先生方のジュニア指導を

受けた選手たちを船木先生が育て上げ平成 3年

に念願であった予選を通過 し団体13位 という快

挙を成 しとげました。また、女子の文大長野は

竹内先生のもと、平成 4年北信越で優勝、全国

では団体 4位と上位入賞、個人でも中嶋 7位・

岩井15位 とすばらしい成果を収めたことは特記

すべき事です。

体操は特殊性の強い競技であればこそ、選手

を発掘 し養成することにどの学校・ どの監督も

頭を抱えながらの毎 日が実践であると思いま

す。さらに、選手層の低年齢化・ 器具の改良そ

れに伴 う高額化も手伝って選手育成の困難さを

更に増 しているのが現状です。競技採点規則 も

年々変更され「美 しさ」よりも「難度」が要求

される傾向が強まったように思われます。また

規定演技が廃止されたこともここ数年の特徴で

す。しかしながら、この規定の重要性を考え、

高体連として独自に残すことに決定 しこの平成

10年 より内容を変更し新たに実施する方向に決

定 しています。しか し、特に女子の規定内容を

見ますと高度な技も盛 り込まれてお り指導者は

頭の痛いところだと思います。等々、多 くの間

題はあるものの今までの経験と今後中・ 高連携

などの方法を模索 しながら更に競技人 口の拡

大・ 競技力の向上を図ることが必要だと思いま

す。長い歴史の礎の上に更に一歩ずつ歴史を重

ね新たな歴史が築かれることを願 うものです。

最後に、毎日指導にあたられている顧間の先

生方に敬意を表わすとともに、今後更なる選手

の活躍を期待し、合わせてこれまでご尽力いた

だきました各関係の方々に感謝申し上げ10年 間

の概況といたします。

(専門委員長 長谷川浩― )

「最近10年の専門部の概況および競技成績」

長野県高体連50周 年記念おめでとうございま

す。一言で50年 と言いましてもその間大勢の

方々の協力 0努力の積み重ねがあって築かれて

きた結晶だと思います。この原稿を書 くにあ

たって昭和63年に発行された長野県高体連史に

目を通す中でその歴史の重みを感 じさせられま

す。また、私自身もかつてその中で活動の場を

与えられ高校 3年間を有意義に過ごすことがで

きたことを思い返すと、この高体連の活動に感

謝 したいと思います。

さて、前高体連史が発行されて10年が経過 し

ようとしています。私が専門委員長として今年

度で 4年が経過 します。まだまだ経験が浅 く10

年の歩みを振 り返 り、その流れをまとめるには

困難を感 じますが、前委員長であった湯沢先

生・小林先生の書かれた会報のまとめを参考に

しながら専門部の概況を総合体育大会を中心に

まとめたいと思います。

男子においては、昭和60年 より数年強 さを

誇った岡谷工業も選手層が年々薄 くな り63年 に

はそれに替って長野 日大が一年生を中心に レ

ギュラーを揃え優勝、以後ゆずらぬ強さを見せ

ています。両校の競 り合 う中、62年中野実業・

平成 5年飯田風越の 2位は立派であ りました。

さらに、競技人口が減少する中にあって平成 3

年より下伊那農・ 飯田長姫・ 赤穂とよく選手を

集め 3位に入賞 していることも見逃がすことは

できません。

女子においては、相変わらず文大長野が強 さ

を誇った10年間であ りました。しか し、平成の

時代に入るころよリジュニア選手が各校へ散っ

て入学 した為に力が混戦するようにな り、平成

元年岡谷南が全体のまとまりを見せて初優勝を

果たしました。 2位に入賞 している学校を見て

みますと、昭和62年塩尻 0昭和63年上田染谷

丘・ 平成元年飯田風越・ 304年 長野・ 50
6・ 7年長野東 0809年 赤穂と4地区で競 り

合ってお り、意味のあることであったように思

います。現在東信地区に競技者がいなくなって

しまったことは大変残念なことであ りますが今

後の再復帰を期待するところです。さらに、長

2ゴ∂



長野県高等学校総合体育大会

男子個人総合

1位 2位 3位
′
υ 津金 幸一 (岡谷工) 103.15 林   徹 (岡谷工)100.20 古橋 史好 (中野実) 99.05

つ
０

′
υ 竹林 伸一 (長野 日大 )104.40 大郷 守利 (岡谷工)100.65 田川 直己 (中野実) 95.25
1 矢島  稔 (岡谷工)103.15 杉本 利昭 (長野 日大)99.15 斎藤 隆幸 (長野 日大)97.40
2 杉本 利昭 (長野 日大 )106.50 峯村  裕 (長野 日大)106.30 斎藤 隆幸 (長野日大)104.20

3 杉本 利昭 (長野 日大 )108.40 峯村  裕 (長野 日大)106.75 斎藤 隆幸 (長野日大)106.65

4 藤林 悟志 (長野日大 )106.65 中田 大貴 (長野 日大)99.60 内田 和孝 (長野日大)99.55
5 藤林 悟志 (長野日大 )105.00 吉越  徹 (長野 日大)97.85 杉田  実 (長野日大)92.45
6 竹本  稔 (下伊那農 )101.20 渡辺  玄 (長野日大)100.95 大田 大造 (赤穂)  98.75
ワ
ー 渡辺  玄 (長野日大 )103.05 松澤 年展 (長野 日大)96.40 寺島  斉 (長野日大)94.65
8 内山  仁 (長野 日大)105.90 松澤 年展 (長野日大)102.15 寺島  斉 (長野日大)100.70

9 内山  仁 (長野 日大 )107.50 坂 口 勝昭 (長野 日大 )104.00 松沢  晃 (岡 谷工業)99.20

女子個人総合
０
４

′
υ 井田 広子 (文大長野 )74.65 坪井ひろみ (文大長野)73.60 中沢 真理 (文大長野)70.95
63 井田 広子 (文大長野 )74.00 樋 口 康代 (文大長野)66.30 新津 未央 (長野東) 65.75
1 井田 広子 (文大長野)76.10 新津 未央 (長野東) 69.30 堤 美佐子 (長野南) 62.10

中嶋 真弓 (文大長野)76.30 岩井 涼子 (文大長野)73.60 山本 綾子 (長野)  72.50
０
０ 中嶋 真弓 (文大長野)73.80 岩井 涼子 (文大長野)72.60 山本 綾子 (長野)  70.20
4 中嶋 真弓 (文大長野)74.90 山本 綾子 (長野)  73.35 塚田 昌代 (文大長野)72.30
5 塚田 昌代 (文大長野)73.25 滝本  好 (文大長野)68.50 滝本  吏 (長野東) 66.80
6 塚田 昌代 (文大長野)72.85 宮本 静恵 (文大長野)72.05 滝本  吏 (長野東) 66.50
7 宮本 静恵 (文大長野)72.30 坪井たつ代 (文大長野)64.10 原山 綾子 (文大長野)62.15

8 宮本 静恵 (文大長野)73.00 坪井たつ代 (文大長野)69.50 高橋 里奈 (文大長野)66.90
∩
υ 坪井たつ代 (文大長野)72.65 田中 裕子 (文大長野)70.15 高橋 里奈 (文大長野)67.00

長野県高等学校新人体育大会

男子個人総合
０
乙

′
Ｕ 竹林 伸一 (長野中央)52.30 左右田 光 (長野中央)49.15 和田  崇 (中野実) 49.00
63 矢島  稔 (岡谷工) 49.60 古川 幸史 (長野日大)46.40 鈴木 真一 (長野日大)43.95

1 杉本 利昭 (長野 日大 )52.55 斎藤 隆幸 (長野日大)52.20 峯村  裕 (長野 日大)51.20

杉本 利昭 (長野 日大)53.80 峯村  裕 (長野日大)52.45 斎藤 隆幸 (長野日大)51.90

3 藤森 悟志 (長野日大)50.85 中田 大貴 (長野 日大)50.20 井上 薫貴 (岡 谷工) 48.15
4 藤森 悟志 (長野日大)53.10 吉越  徹 (長野 日大)48.35 実原 基成 (飯 田風越)45.95
員
υ 渡辺  玄 (長野 日大)48.80 竹本  稔 (下伊那農)46.50 太田 大造 (赤穂)  45.75
6 渡辺  玄 (長野 日大)51.00 大田 大造 (赤穂)  48.55 寺島  斉 (長野日大)46.90

7 内山  仁 (長野日大)53.00 寺島  斉 (長野 日大)51.70 松澤 年展 (長野日大)51.20

8 内山  仁 (長野日大)52.80 山田健太郎 (長野 日大)49.80 坂口 勝昭 (長野日大)48.80

9 坂口 勝昭 (長野 日大)50.35 小林雄一郎 (長野日大)48.60 山口 修一 (長野 日大)46.15

女子個人総合

62 新津 未央 (長野東) 35.45 竜野 裕子 (長野南) 3530 樋口 唐代 (文大長野)32.80

63 井田 広子 (文大長野)37.20 新津 未央 (長野東) 36.05 堤 美佐子 (長野南) 33.35
1 久保田 司 (文大長野 )3010 荒井 理恵 (篠 ノ井) 28.10 村山恵美子 (長 野東) 27.45

2 中嶋 真弓 (文大長野)38.20 山本 綾子 (長野)  37.05 岩井 涼子 (文大長野)36.65

3 岩井 涼子 (文大長野)37.15 中嶋 真弓 (文大長野)36.90 山本 綾子 (長野)  35.65
4 塚田 昌代 (文大長野 )36.30 塚本  好 (文大長野 )33.85 滝本  吏 (長野東) 3240
5 塚本 昌代 (文大長野)35.90 滝本  吏 (長野東) 33.50 早川 靖子 (長野東) 29。 75

6 宮本 静恵 (文大長野)35.40 早川 靖子 (長野東) 31.25 原山 綾子 (文大長野)29.55

7 宮本 静恵 (文大長野)36.15 新江 由理 (長野)  31.30 西尾 里紗 (長野東) 2890
8 坪井たつ代 (文大長野)35.10 高橋 里奈 (文大長野)31.55 宮坂早紀子 (文大長野 )29.60

9 田中 裕子 (文大長野)34.75 高橋 里奈 (文大長野 )33.95 宮坂早紀子 (文大長野)3285
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4位 5位 6位
′
υ 長谷川 学 (中野実) 95.35 竹林 伸一 (長野中央)95.35 富田 博貝J(長野中央)93.50
63 村松 治幸 (岡 谷工) 95.05 和田  崇 (中野実) 93.85 小林 和彦 (長野 日大)9310
1 峰村  裕 (長野 日大 ) 山本 哲也 (長野日大 ) 古川 幸史 (長野 日大 )

山本 哲也 (長野 日大)9990 池田 隆光 (長野 日大)98.00 両角 昌祥 (岡谷工) 93.55
０
０ 池田 隆光 (長野 日大 )105.05 久保田義和 (長野南)103.00 御子柴新吾 (岡谷工) 100.55

4 浅野 浩昭(長野日大)。 井上 薫責(岡谷工)9870 坂本 幹夫 (岡谷工) 94.70
5 実原 基成 (飯 田風越)91.00 渡辺  玄 (長野 日大)86.50 竹内 隆之 (飯 田風越)82.45
6 大橋 慎悟 (岡 谷工 ) 96.05 平沢 明典 (赤穂)  94.50 松澤 年展 (長野 日大)91.15
ワ
ー 内山  仁 (長野 日大)88.55 倉田 洋平 (岡谷工) 84.20 木幡 俊宏 (岡谷工) 83.95
8 倉田 洋平 (岡谷工) 99.10 坂 口 勝昭 (長野 日大)97.15 山口健太郎 (長野 日大)95.70
9 松井 隆敏 (長野 日大)96.90 山口健太郎 (長野日大)94.45 加藤 俊平 (長野 日大)89.00

62 竜野 裕子 (長野南) 70.60 新津 未央 (長野東 ) 樋 口 康代 (文大長野 )

０
０

′
υ 堤 美佐子 (長野南) 60.25 佐藤 理恵 (須坂東) 55.25 城子かお り (飯 田風越 )48.60
1 荒井 理絵 (篠 ノ井) 53.80 古山 里美 (長野西) 53.15 篠原 千津 (岡谷南) 50.40
０
乙 久保田 司 (文大長野)63.60 村山恵美子 (長野東) 62.45 林  博子 (岡 谷南) 56.75
3 村山恵美子 (長野東) 62.60 羽入田きみ江 (長野東)52.75 菊池あや子 (長野西 ) 52.45
´
仕 岩井 涼子 (文大長野)72.20 滝本  好 (文大長野)65.80 滝本  吏 (長野東) 62.30
5 寺島 若菜 (長野東) 60.55 百瀬波流華 (長野東) 5555 山沢 文恵 (飯 田風越 )51.75
6 滝本  好 (文大長野)66.30 寺沢 紀代 (飯 田風越)5990 原山 綾子 (文大長野)57.65
7 早川 靖子 (長野東) 61.55 新江 由理 (長野)  59.45 関  敦子 (飯 田風越 )52.75
8 新江 由理 (長野)  61.80 西尾 里紗 (長野東 ) 58.30 小田切ゆき (赤穂)  54.25
9 宮坂早紀子 (文大長野)65.35 小川 由香 (赤穂)  57.25 酒井真由美 (赤穂)  56.25

62 中山 明浩 (長野中央)47.10 田川 直己 (中野実) 46.07 村松 治幸 (岡 谷工) 46.06
63 浦野 隆昌 (長野 日大)43.85 坂井  仁 (長野 日大 )43.50 山本 哲也 (長野 日大 )40.95
1 山本 哲也 (長野南 ) 48.90 池田 隆光 (長野日大)48.85 両角 昌祥 (岡 谷工) 48.15
2 池田 隆光 (長野 日大)50.40 久保田義和 (長野南) 48.70 御子柴新吾 (岡 谷工) 46.20
3 内田 和孝 (長野 日大)47.60 塩沢 英明 (岡谷工) 46.55 浅野 浩昭(長野日大)'坂本 幹夫(岡谷工)4650

4 杉田  実 (長野日大)43.15 竹内 隆之 (飯 田風越)42.45 藤田 充弘 (下伊那農)40.05
5 大橋 慎悟 (岡谷工) 45.10 平沢 明典 (赤穂)  42.95 竹下 卓志 (長野 日大)41.90
6 中村 信幸 (長野 日大)46.30 松澤 年展 (長野 日大)45.05 岡庭 秀和 (下伊那農)44.25
7 山口健太郎 (長野 日大)47.35 倉田 洋平 (岡谷工) 46.90 松井 隆敏 (長野 日大)46.15
8 松井 隆敏 (長野 日大)48.75 松沢  晃 (岡谷工) 48.15 加藤 俊平 (長野 日大)46.25
9 峰村  隆 (長野 日大 )45.85 福沢 昭則 (中野実) 45.10 今井 陽平 (岡谷工) 44.65

62 佐藤 理恵 (須坂東) 27.60 堤 美佐子 (長野南) 27.55 渡辺 里菜 (上 田染谷)24.25
０
０

α
υ 古山 里美 (長野西) 27.70 林  博子 (岡谷南) 25.85 大野 真弓 (辰野)  24.30
1 林  博子 (岡 谷南) 26.25 石原 三和 (赤穂)  22.70 中村志津子 (大町北) 22.50

久保田 司 (文大長野)30.20 羽入田きみ江(長野東)=村山恵美子(長野東)2715

3 星  仁美 (飯 田風越)24.10 山口真由実 (中野西) 23.00 石川 美香 (文大長野)22.25
4 寺島 若菜 (長野東) 29.60 百瀬波流華 (長野東) 28.75 佐藤裕美子 (長野西) 27.90
民
υ 寺沢 紀代 (飯 田風越)28.75 唐沢 優子 (赤穂)  2795 小平由香利 (赤穂)  27.10
6 新江 由理 (長野 )  28.40 那須野美保 (辰野)  24.45 関  敦子 (飯 田風越 )23.90
ワ
ー 小田切ゆき (赤穂)  26.75 向山百合香 (赤穂)  25.90 西村 昌子 (辰野)  25.40
8 酒井真由美 (赤穂)  24.55 小川 由香 (赤穂)  23.15 小林 春枝 (長野東) 22.80
9 東金 千春 (赤穂)  29.85 小池 佳奈 (県 ヶ丘 ) 29.60 座光寺春美 (赤穂)  27.75
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長野県高等学校総合体育大会

男子団体総合

1位 2位 3位
′
υ 岡谷工業  (298.20) 中野実業  (286.90) 長野中央  (282.50)

津金・ 林・ 手塚・ 小泉 海野・ 古橋・ 長谷川・ 和田 冨田・ 和田・ 竹林・ 左右田
つ
０

ｒ
υ 長野 日大  (293.60) 岡谷工業  (292.95) 中野実業  (211.45)

竹林・ 左右田・ 中山・小林 大郷・ 滝沢・ 村松・ 矢島 和田・ 田川・ 小出・ 滝沢

1 長野 日大  (301.20) 岡谷工業  (277.90) 塩尻    (208.45)
浦野・ 松本・ 斎藤・ 峯村 矢島・ 伊藤 。中島・ 両角 中島・ 小嶋 0中 島・ 長沢

2 長野 日大  (318.25) 岡谷工業  (276.55) 塩尻    (228.85)
斎藤・ 杉本・ 峯村・ 池田 小林・両角・宮越・御小柴 徳原・ 中島・小島・ 田村

3 長野日大  (327.85) 岡谷工業  (283.15) 下伊那農業 (230.05)

斎藤・ 杉本・ 峯村・ 池田 御小柴・ 山田・ 井上・ 坂本 小平・ 小倉・ 川手・ 市原

4 長野 日大  (311.90) 岡谷工業  (288.00) 飯田長姫  (261.30)

浅野・ 中田・ 内田・ 藤林 井上・ 塩沢・ 花岡・ 坂本 宮嶋・ 伊藤・ 松沢・ 河辺

5 長野 日大  (298.40) 飯田風越  (239.00) 下伊那農業 (219.70)

藤林・ 吉越・ 杉田・ 渡辺 竹内・ 実原・ 西村 0田辺 石川・ 森田・ 篠田・ 竹本

6 長野 日大  (283.30) 岡谷工業  (265.40) 赤穂   (26495)
竹下・ 渡辺・ 中村・ 松沢 大橋・ 小林・ 木幡・ 寺島 平沢・ 西村・ 筒井・ 大田

7 長野 日大  (296.70) 岡谷工業  (256.60) 赤穂    (227.30)
渡辺・ 中村・ 松澤・ 寺島 小林・ 木幡・ 寺島・ 倉田 筒井・ 西村 0下村・ 丹羽

8 長野 日大  (308.75) 岡谷工業  (253.15) 赤穂    (229.10)
松澤・ 寺島・ 内山 倉田 0松沢・ 新田・ 今井 唐沢・ 中平・ 官原・ 有賀

9 長野 日大  (311.95) 岡谷工業  (261.90) 赤穂   (227.50)
松井・ 内山・ 山口・坂 口 松沢・ 新田・ 今井 有賀・ 下島・ 福沢

女子団体総合
′
υ 文大長野  (219.30) 壇孟炉1       (168.05) 長野南   (165.35)

高森 e坪井・ 中沢・ 井田 羽柴・ 平栗・ 松本・ 百瀬 竜野・ 堤・ 丸山・ 内山

０
０

′
υ 文大長野  (183.75) 上田染谷丘 (128.40) 飯田風越  (125.45)

樋口・ 小松・ 伊田・ 柳沢 渡辺・ 平本・ 山崎・ 毎田 城子・ 松田・ 武藤・ 松沢

1 岡谷南   (139.80) 飯田風越  (125.25) 文大長野  (123.90)

篠原・ 室賀・林・ 木村 林・ 澤柳・ 酒井・ 松澤 伊田・ 内山・ 久保田

文大長野  (213.50) 岡谷南   (125.25) 長野東   (147.85)

久保田・ 中嶋・岩井 松尾・ 小平・ 木村 中沢・ 原山・ 埴生田・ 村山

3 文大長野  (174.55) 長野    (157.40) 長野西   (131.95)

岩井・ 中嶋・ 俣野・ 石川 安藤 ◆池内・ 三沢・ 山本 原・ 荒井・ 大屋・ 菊池
И
■ 文大長野  (220.30) 長野    (171.50) 長野東   (162.15)

岩井・ 中嶋・ 塚田・ 滝本 山本・ 三沢・ 池内・ 平出 小林・ 百瀬・ 寺島・ 滝本
底
υ 文大長野  (190.60) 長野東   (183.20) 飯田風越  (152.60)

塚田・滝本 0本 田・守谷 滝本・寺島 0百瀬・ 小林 横前・ 山沢・ 吉沢 0寺沢
′
υ 文大長野  (211.20) 長野東   (175.00) 長野    (155.50)

塚田・ 滝本・宮本・ 原山 伊藤・ 渡辺・ 早川・ 滝本 荒井・ 榊原・新江・ 片岡

7 文大長野  (198.55) 長野東   (158.30) 辰野   (144.50)

宮本・ 原山・ 坪井 西尾・ 宮本・ 早川・ 香坂 唐木・ 那須野・ 萩原・五十嵐

8 文大長野  (209_40) 赤穂    (159.25) 飯田風越  (97.90)

宮本・ 関・ 坪井・ 高橋 向山・ 小田切・ 酒井・ 小川 永井 0井坪・官入

9 文大長野  (211.75) 赤穂    (166.75) 塩尻    (99.00)

坪井・ 高橋・ 宮坂・ 田中 酒井・ 小川・ 野笹・ 有賀 五味・ 小林・ 竹下・ 真田



男子団体総合

4位 5位 6位
′
υ 赤穂    (216.30)

松沢・ 小林(豊 )・ 坂間・ 小林 (由
つ
０

ｒ
υ 赤穂    (216.30)

坂間・ 春 日・ 大久保・ 小林

1 中野実業  (208.00)

滝沢・ 佐野・ 西沢 0遠山
０
乙

つ
０ 飯田長姫  (213.35)

堀内・ 奥田・ 清水・ 河辺
И
ｉ 塩尻    (244.00)

清水・ 高橋・ 山田・ 小杭
員
υ 飯田長姫  (186.60)

塩沢・ 片桐・ 片桐・ 山口
α
υ 下伊那農業 (258.05)

松枝・竹本・ 岡庭・ 北原
ワ
′ 飯田長姫  (180.65)

伊藤・ 木下・ 松沢・ 清水

8 中野実業  (215.55)

本田・ 井坪・官入

9 中野実業  (219.50)

下平・ 福沢・ 宮沢・ 高田

女子団体総合

62 上田染谷丘 (142.05) 諏訪二葉 (69.10)規定のみ 長野西 (68.75)規定のみ

土屋・ 久保田・平本・ 渡辺 花岡・ 伊藤・ 延川・ 浜 伊部・ 官田・ 湯本・ 重田
63 辰野    (119.25)

赤羽・ 有賀・ 唐沢・ 大野

1 辰野    (117.80)
大野・ 根橋・ 高橋・ 新井

う
０ 長野東   (130.95)

村山・ 羽入田・ 龍野
И
■ 長野西   (136.50)

菊池・ 村田・和泉・ 佐藤
民
υ 赤穂    (135.30)

酒井・ 上柳・ 唐沢・ 小平

6 赤穂    (154.05)
西村・小平・ 唐沢・ 小田切

7 飯田風越  (141.80)

関・ 福与・ 伊藤・ 永井

8
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12-2 新

新体操競技は、昭和50年代前半に開催された

長野インターハイ・ やまびこ国体をピークに、

全国大会上位の成績を残 し、めざましい活躍を

みせた。しかし50年代後半においては、それま

での課題であった底辺拡大の為に各方面、先生

方にご努力していただき、高校における部員数

は増加傾向を示すものの全国大会等での成績は

今一歩であった。原因としては、指導者不足に

より、小・ 中・ 高等学校の一貫 した選手強化が

できず、高校入学後より選手を育てるといった

他府県に遅れていた実態からと考えられる。し

かし男子においては明るい材料もあった。昭和

62年小樽市での全国総体で長野東高校、山西了

君が個人総合第 5位 という素晴 しい成績を残 し

たのである。

昭和63年度より専門部が体操専門部 (男 子・

女子)と いった分け方から、体操専門部 (体操

競技・ 新体操競技)と 専門部内の分け方が変っ

た。大会運営上それぞれの競技に専念できる状

況をつくっていただき、大変あ りがたく深 く感

謝 している。

平成に入 り、徐々に個人競技を主に、小・ 中

より社会体育のなかで育ってきた生徒が大会に

出場 し、上位の成績を収めるようになってき

た。更に、ジュニアの育成が盛んになるにつ

れ、個人競技のみでなく団体競技においてもめ

ざましい活躍をみせるようになった。この様な

流れは、審判規則の度重なる改正により、低年

操

齢からの身体づくりが重要となってきた背景が

あると考えられる。特筆すべきは、平成 8年山

梨県・ 平成 9年京都府での全国総体で伊那弥生

ケ丘高校が 2年連続団体競技第 8位、平成 8年

度選抜大会、全国第 5位 と近年にない成績を残

したことである。小・ 中の頃より同校監督が

ジュニアクラブで育てあげた選手がチーム内の

半数以上を占め、ジュニアからの育成を改めて

痛感させられた結果であった。

現在県内各地にジュニアクラブができ、幼い

頃より新体操に触れることのできる環境は整い

つつある。しかし新体操部のある中学校は本当

に少なく、そのような中、新体操以外への競技

種 目に興味を移 してしまう子供達も多 くいる。

高校では能力的にはレベルの高い選手が増えて

いるが、各高校での部員数は減少 し、参加校 も

減少傾向にあるのがここ数年の実態である。残

された課題は多 く、新体操専門部に限ることで

はない課題もある。今後も高校での部活動だけ

に期待することは難しく、社会体育指導者 (特

にジュニア指導者)の先生方にたよる状況が続

いて しまうのはやむをえない。専門部 として

は、社会体育指導者の先生方と各高校顧間の先

生方との連携を密にし互いに協力する体制づく

りを早急にしていき、高校での競技人口を増や

す必要を痛感し、実現するよう努力していきた

い 。 (専門委員長 長田 芳子 )
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昭和62～平成 8

長野県高等学校総合体育大会男子団体総合

年 度 1 位  構 成・実 施 2 位  構 成 。実 施 3 位  構 成 。実 施

faF予 ,こ 17 70         (9 10・ 8 60) Hコ里予16 70            (8 70・ 8 00)

山西 。西沢・ 小林・石川 。金子 。熊井 三木 。名郷 。大川・ 小林・ 矢野・ 椎名

f尋壼予舅モ17.70         (9_0008 70) 1コ 里予2日 14 70          (7 8007 20)

熊井・原田・大日方・古谷。中村 。新井 徳武・ 山岸・ 丸山・養田・宮島・ 小林

1 fき里予,マ 16 80         (8_60・ 8 20) Hコ里予2日 16 25         (8 4007 85)

古谷・原田・新井 。大日方・中村・岡村 山岸 。丸山・養田・ 小林 。宮島・ 土屋

fそ里予舅に16 80         (8 50・ 8 30) Hコ里予2日 16 30          (8 3008 00)

荻原・ 岡村・ 米倉・青木・坂回・ 町田 小林・ 土屋・ 岡村・土屋 。宮島・湯本

fa堅予舅モ17 00         (8 70・ 8 30)

山口・町田・山上幸・坂日・山上重・祖山

fi堅予舅ミ16 80         (8 55・ 8 25) 中野西15.60    (800・ 7.60)

山口・加藤・ 猪又・ 藤沢・ 横山・池浦 植木・宇原・ 内藤・ 本藤・笠原・黒岩

中里予ロロ17 30         (8 80・ 8.50) f尋里予

'電

16 30          (8 30・ 8 00)

本藤・ 内藤・ 斎藤・ 藤沢・ 笠原・ 黒岩 矢日・横山。大日方。伊藤 。大前。伊藤

f乏里予コに14.80         (7 60・ 7.20)

伊藤 。大前・ 山口・ 伊原 。中沢 。高野

7 f尋里予舅に14 00         (7 20・ 6 80)

竹村 。関・ 中沢 。高野・ 小林・ 山崎

jさ雰予舅ミ14 90         (7 80・ 7 10)

三俣・久保田・宮尾・宮野尾・小林。中嶋

j乏里予

'こ

15 45          (8 35。 7 10)

久保田・檀原。宮尾・宮野尾。小林。中島

長野県高等学校総合体育大会女子団体総合

諏訪二葉16.55   (8.650790) 松本美須々ケ丘1565(855。 7.10) 松本蟻ケ崎1540  (845・ 695)

小峯・ 小林・伊藤・ 藤森・両角 。若松 宮内・ 西沢 。大野・ 降旗・ 村上 。大坪 北村・ 古畑 。二村 。日下部 。丸山・旗町

ヨロ言ケ三二瑣ξ16 85        (8 55・ 8 30) 野沢南1565    (790・ 775) 松本蟻ケ崎1515  (840。 675)

横山・ 永田・ 三枝・ 桜田・ 丸茂 。中島 日向・ 町田。伊沢・ 中沢・柳沢・篠原 大神 0伊東・羽山・古畑 。二村・北村

1 ヨ反言ケニ1コ彗15.90       (7_90・ 8 00) 松本蟻ケ崎1365  (700・ 665) 松本美須々丘1360 (735・ 625)

桜田・丸茂・ 中島・ 池田・ 小日・矢花 岡村 。降旗・ 波田・ 松浦 0南沢 。大神 大沢・小日・ 三島・ 藤森 。中島・ 荻沢

2 松本美須 丘々1485 (805・ 680) 松本蟻ケ崎1485  (790・ 695) 諏訪二葉1425   (8000625)
山田 0荻原・ 中島 。三島・古旗 。市川 滝沢・ 藤巻 。松浦・ 降旗・ 岡村 。南沢 矢花 0百瀬・ 白鳥・寺島 。代田・宮下

3 諏訪二葉16.35   (855。 7.80) 松本美須々丘1390  (730・ 660) 伊那弥生ケ丘1390 (7000690)
代田。宮下・矢崎・ 深谷・増木・古田 青木・高柳・ 花立・ 松沢・ 登内・ 小林 丸太 。木ノ鳥・ 小林・ 紫 。新井 。登内

4 ヨ反言ケ■1コ雷15 85       (8 50・ 7 35) 長野清泉1515   (7950720) 伊那弥生ケ丘1425 (750・ 675)

山田尚・山本。山田み。竹村。南雲。長岡 宮下・渡辺・ 小林・佐藤・ 梶 。上原 小林・新井・小島・ 登内・宮崎 。岡

5 長野清泉1560   (810・ 750) 諏訪二葉1545   (7750770) 伊那弥生ケ丘1400 (7300670)
渡辺 。中野・駒村・ 佐藤・太田 。上原 竹村・ 河西 。小池 。若林・ 高野 0大田 小島・伊東・武藤・和田・土屋・岡

長野清泉1490   (7900700) 伊那弥生ケ丘1435 (715。 720) 諏訪二葉H75   (645・ 530)

中野・大田・駒村・ 小林 。大井 。鳥海 岡 。小島・ 伊藤・ 土屋・ 毛利・ 三輪 五味・ 林 。小日・ 中村・村田・伊東

7 fミ 里予着与泉16 05       (8 45・ 7_60) 伊那弥生ケ丘1560 (810・ 755) 諏訪二葉1330   (700・ 630)

土屋・小林 。大井・鳥海 。中曽根・武田 三輪。清水川・吉江・古沢・小松・上久保 村田・北原 。伊東・ 浜・ 小松・林

θE刀 F〕ホ空Lヶ 丘16 50   (8_60・ 7.90) 諏訪二葉1305   (7∞・605) 長野清泉1295   (690・ 605)

吉江・溝口・ 古沢・ 上久保・小松・ 林 中村・ 小林・ 浜・ 小松・林・ 竹村 大井・ 鳥海 。中曽根・武田。九山・ 石黒

つけ】F〕卜生Lヶ 丘18 40   (9 35。 9 05) 松本松南1425   (845・ 580) 諏訪二葉1385   (800・ 585)

小松・古澤 。上久保・林 。小林・ 根橋 土川・斎藤 。工藤・加藤・ 関森・ 布施 竹村・鳴沢 。小林・窪田・ 高林・林
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長野県高等学校総合体育大会男子個人総合

1 位 位 位

山西  了 (長 野 東 8 10 藤本  晃 中 野 西)1710 徳武 秀明 (中 野 西 6 30

徳竹 秀明 (中 野 西 7 10 熊井 博志 長 里予  'こ )16 80 山岸 隆弘 (中 野 西 610

1 大日方秀成 (長 野 東 6 80 山岸 隆弘 中 野 西 )1645 中村 一也 (長 野 東 4 60

2 湯本 政和 (中 野 西 5 85 小林 亮次 中 野 西)1535 岡村 幸松 (長 野 東 5 25

湯本 政和 (中 野 西 7 60 坂口 慎也 長 野 東)1735 呉羽 拓人 (中 野 西 6 60

4 加藤 貴之 (長 野 東 6 55 植木  彰 中 野 西)1635 宇原 智茂 (中 野 西 5 85

5 黒岩  大 (中 野 西 6 60 内藤 信也 中 里予  7日 )16 00 笠原 康洋 (中 野 西 5 50

6 伊藤 英司 (長 野 東 大前 辰憲 長 野 東)1445 北岡 隆洞 (中 野 西

7 関  真― (長 野 東 6 10 高野 智史 長 野 東)1590 北岡 隆洞 (中 野 西 5 40

8 三俣 憲司 (長 野 東 5 70 小林 弘幸 長 野 東)1540 宮野尾直也 (長 野 東 3 40

小林 弘幸 (長 野 東 6 60 檀原 義一 長 野 東)1565 伊藤 淳児 (長 野 東 3 30

女子個人総合

日下部雅美 松本蟻ケ崎 15 60 鈴木 千春 (長 野 清 泉)1545 若松弓美子 (諏 訪 二 葉)1505

三枝美由紀 諏 訪 二 葉 16 15 木ノ島みつる (伊 Bβ弥生ヶ丘)1590 小池 和子 (諏 訪 二 葉)1540

1 丸茂 和枝 諏 訪 二 葉 4 60 桜田 直美 (諏 訪 二 葉)1435 藤森 ゆき (松本美須 丘々)1395

代田 恵理 諏 訪 二 葉 5 30 南沢あおい (松本蟻ケ崎)1525 矢花 真紀 (諏 訪 二 葉)1515

代田 恵理 諏 訪 二 葉 5 55 平野千恵子 (長 野 清 泉)1480 船田 高子 (松 本 深 志)1450

官下 知子 長 野 清 泉 5.95 山田 尚美 (諏 訪 二 葉)15.65 登内  忍 (伊】椰弥生ヶ丘)15_30

佐藤 信恵 長 野 清 泉 515 岡田なぎさ (飯   田)14.35 中野 和佳 (長 野 清 泉)1405

中野 和佳 長 野 清 泉 4 25 岡  直美 (伊那弥生ヶ丘)1315 大井もも子 (長 野 清 泉)1270

大井 もも子 長 野 清 泉 5 70 小松 三紗 (伊薄F弥生ヶ丘)1570 古沢 麻衣 (伊那弥生ヶ丘)15.25

大井 もも子 長 野 清 泉 7 30 小松 三紗 (伊那弥生ヶ丘)1710 上久保麻理 (伊那弥生ヶ丘)1655

小松 三紗 伊那弥生ヶ丘 704 古澤 麻衣 (伊那弥生ヶ丘)1650 上久保麻理 (伊那弥生ヶ丘)1609

長野県高等学校新人体育大会男子個人総合

徳竹 秀明 中 野 西 7 40 熊井  博 長 野 東 ) 7 05 大日方秀成 長 野 東)1580

山岸 隆弘 中 野 西 7 45 大日方秀成 長 野 東 ) 7 25 中村 一也 長 野 東)1675

1 湯本 政和 中 野 西 6 20 宮嶋 盛雄 中 野 西 ) 小林 亮次 中 野 西)1580

2 湯本 政和 中 野 西 5 80 呉羽 拓 人 中 野 西 ) 5 00 坂口 慎也 長 野 東 )

3 山口  智 長 野 東 5 55 加藤 貴之 長 野 東 ) 4 70 植木  彰 中 野 西 ) 4 30

4 矢口 和人 長 野 東 4 20 黒岩  大 中 野 西 ) 内藤 信也 中 野 西 ) 4 00

5 伊 藤 英 司 長 野 東 5 30 大前 辰憲 長 野 東 ) 北岡 隆洞 中 野 西 ) 3 45

6 北岡 隆洞 中 野 西 5 70 中澤 佳久 長 野 東 ) 4 60 関  真一 長 野 東 ) 3 25

7 小林 弘幸 長 野 東 3 50 三俣 憲司 長 野 東 ) 2 80 久保田祐基 長 野 東 ) 2 00

8 小林 弘幸 長 野 東 15 40 檀原 義一 長 野 東 ) 4 70 宮尾 周平 長 野 東 ) 3 90

9 金井 尚徳 長 野 東 14.65 轟  晃一 長 野 東 ) 2 90 風間 健太 長 野 東 ) 2 20

女子個人総合

二村由佳里 松本蟻ケ崎)1565 遠藤 久美 松本美須 丘々 15 05 太田貴和子 長 野 清 泉 5 05

丸茂 和枝 諏 訪 二 葉)1580 中島 美奈 諏 訪 二 葉 15 40 桜 田 直美 (諏 訪 二 葉 5 30

1 三島 愛 香 松本美須 丘々)1445 代田 恵理 諏 訪 二 葉 4 30 矢花 真紀 諏 訪 二 葉 3 35

2 代田 恵理 諏 訪 二 葉)1560 船田 高子 松 本 深 志 5 20 滝沢 恵美 松本蟻ケ崎 5 20

船田 高子 松 本 深 志)1560 宮下 知 子 長 野 清 泉 山田 尚美 (諏 訪 二 葉 ) 4 65

4 佐藤 信恵 長 野 清 泉)1480 上原 真 奈 長 野 清 泉 3 10 岡田なぎさ (飯   田 2 30

5 中野 和佳 長 野 清 泉)1310 岡  直美 伊那弥生ヶ丘 3 00 堤 久美子 長 野 清 泉 2 30

6 大井 もも子 長 野 清 泉)1520 吉江 桃子 (伊

'F弥

生ヶ丘 4 40 鳥海  麗 長 野 清 泉 3 30

7 上久保麻理 伊那弥生ヶ丘)1590 小松 三紗 伊那弥生ヶ丘 5 60 古沢 麻衣 伊那弥生ヶ丘 5 25

Jヽ松 三紗 (伊刀

`弥

生ヶ丘)1745 古沢 麻衣 伊那弥生ヶ丘 7 00 上久保麻理 (伊刃F弥生ヶ丘 6 30

小林 亜樹 (伊那弥生ヶ丘)1593 加藤 綾子 松 本 松 南 15 79 戸枝 美 和 伊那弥生ヶ丘 4 45
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4 位 5 位 位

西沢 千明 (長 野 東 ) 6 10 小林 正史 (長 東 5 20 石 川 潔 長 野 東)14.40

大日方秀成 (長 野 東 ) 5 90 中村 一也 (長 野 東 410 新 井 英利 長 里予  舅マ)13 30

1 原田 直樹 (長 野 東 ) 4 40 宮嶋 盛雄 (中 野 西 3 60 新 井 英 利 長 野 東)1335

宮嶋 盛雄 (中 野 西 ) 4 20 北村 清治 (中 野 3 25 青木 卓也 長 野 東)1145

3 山口  智 (長 野 東 ) 6 40 宇原 智茂 (中 野 西 4 85 植木  彰 中 野 西)1430

4 山口  智 (長 野 東 ) 5 40 笠原 康洋 (中 野 西 4 65 内藤 信也 中 野 西)1460

5 藤沢 秀治 (中 野 西 ) 4 50 矢口 和人 (長 野 東 4 50 横山  豊 長 野 東)1410

高野 智史 (長 野 東 ) 柄沢  哲 (中 野 西 0 90 関  真一 長 野 東)9.30

中沢 佳久 (長 野 東 )15.30 竹村 優一 (長 野 東 4 90

中島  諭 (長 野 東)1300 久保田祐基 (長 野 東 2 65 長沼 智明 (長  野 東)1245

宮野尾直也 (長 野 東)1300 山崎 大介 (長 野 東 2 35 久保田祐基 (長 野 東)12_25

小泉 直美 (諏 訪 二 葉)1460 小峯 双美 (諏 訪 二 葉)1435 上 野 容 子 長 野 清 泉 )

遠藤 久美 (松本美須 丘々)1530 伊沢 信子 (野 沢 南)15.20 西山 明美 中 野 ) 4 65

1 徳竹貴美江 (長 野 西)1355 上原 三保 (長 野 清 泉)1300 中島 美奈 諏 訪 二 葉 )

白鳥 律子 (諏 訪 二 葉)1485 三島 愛香 (松本美須 丘々)1460 宮下 由紀 諏 訪 二 葉 ) 4 20

宮下 知子 (長 野 清 泉)1410 深谷 佳子 (諏 訪 二 葉)13.95 滝 沢 恵美 松本蟻ケ崎 ) 3 85

梶 真由美 (長 野 清 泉)1490 荒井め ぐみ (伊那弥生ヶ丘)1480 登内 裕子 松本美須 丘々)

岡  直美 (伊那弥生ヶ丘)1365 柳沢 千史 (松 本 松 南)1315 二橋ゆか り 飯 田 ) 2 85

下里 志野 (松 本 松 南)1170 五味 佳恵 (諏 訪 二 葉)1160 堤 久美子 長 野 清 泉 )

上久保麻理 (伊那弥生ヶ丘)1450 吉江 桃子 (伊】卜弥生ヶ丘)1365 下里 志野 松 本 松 南)1335

古沢 麻衣 (伊〕F弥生ヶ丘)1590 平沢 絵里 (伊 那 西)1540 吉江 桃子 伊那弥生ヶ丘)1385

平澤 絵里 (伊 那 西)15.91 加藤 綾子 (松 本 松 南)14_86 小林 亜樹 伊那弥生ヶ丘)1469

山岸 隆弘 (中 野 西 ) 5.25 古谷 正利 (長 野 東 ) 4 95 中村 一也 長 野 東)1465
宮嶋 盛雄 (長 野 東 ) 北村 清治 (中 野 ) 5 85 原 田 直樹 長 野 東)1575

1 岡村 幸松 (長 野 東 ) 5 30 滝沢  博 (中 野 ) 2 90 北村 清治 中 野)1290
2 町田 篤志 (長 野 東 ) 3 90 山上 幸彦 (長 野 東 ) 315 山口  智 長 野 東)1300
3 宇原 智茂 (中 野 西 ) 内藤 信也 (中 野 西 ) 3 40 黒岩  大 中 野 西)1170
4 伊藤 正明 (長 野 東 ) 3 90 笠原 康洋 (中 野 西 ) 3 55 藤沢 秀治 中 野 西)13_30

5

竹村 優一 長 野 東)1310

7 宮尾 周平 長 野 東)1190 宮野尾直也 (長 野 東)1190 和田佳一郎 (長 野 東)1160
8 久保田祐基 長 野 東)1350 村松 健― (長 野 東)1270 伊藤 淳児 (長 野 東)1250
9 島田 宗明 長 野 東)1215 戸谷 直紀 (長 野 東)1115

木ノ島みつる 伊那弥生ヶ丘) 関  紀子 伊那弥生ヶ丘)1390 宮内 由美 (松本美須 丘々)1385
藤森 ゆき 松本美須 丘々) 5 05 徳竹責美江 長 野 西 )1450 朝田志のぶ (野 沢 南)1395

1 南沢あお t 松本蟻ケ崎 ) 3 25 平野千恵子 長 野 清 泉)1300 宮下 由紀 (諏 訪 二 葉)1285
2 宮 下 由糸己 諏 訪 二 葉 ) 平野千恵子 長 野 清 泉)1370 宮下 知子 (長 野 清 泉)1365
3 西村真奈美 松本蟻ケ崎 ) 登内  忍 伊那弥生ヶ丘)1370 梶 真由美 (長 野 清 泉)1360
4 竹村 真帆 諏 訪 二 葉 ) 二橋ゆか り 飯   田)n10 河西 香織 (諏 訪 二 葉)1105
5

ド里 志野 松 本 松 南)1275 村田真理子 (諏 訪 ■ 葉 )1230 土屋恵理子 (長 野 清 泉 11 30

7 大井もも子 長 野 清 泉)1520 吉江 桃子 (伊那弥生ヶ丘)1440 下里 志野 (松 本 松 南 14 20

平沢 絵里 (伊 那 西)1615 小林 亜樹 (伊刀F弥生ヶ丘)1555 武田 真理 (長 野 清 泉 15 40

伊藤奈緒美 伊 那 西)1441 布施 奈美 (松 本 松 南)1432 佐藤 友香 (長 野 清 泉 14 01
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13  本目 撲

長 野 県 高 校 相 撲 界 の 明 日

一―昭和62年以降の相撲専門部の概況および競技成績――

長野県高等学校体育連盟が昭和24年 6月 に発

足 してから50年 目の節目にあた り、記念事業の

一環として50周 年記念誌を刊行するとのご通知

をいただき、はからずも前年に専門委員長の仕

事をしていた関係で原稿執筆の依頼を受けまし

たことを誠に光栄に存 じます。私も高校時代か

ら大学、教員とかれこれ37年間現在に至るまで

国技相撲と共に歩んで参 りました。徴力ではあ

りますが、相撲に対する情熱だけは人一倍持っ

ていると自負してお ります。在学 していた松本

県ケ丘高校に相撲部を新設 したことがつい昨日

のことのように思われます。相撲愛好の同志を

十数人集め、深志高校から廻 しを借 りて県大会

に初出場 し、並居る強豪を押さえ、初優勝を果

たした時の感激は今でも甦ってきます。腰てぬ

ぐいに下駄履きのバンカラ気風がまだ残ってい

た良き時代、仲間の心意気が結集され、県陵相

撲部で流 した稽古の汗は青春時代の尊い汗に思

われてな りません。相撲部を創って本当に良

かったと思いました。みんなで土を運び手作 り

で土俵を仕上げたこと、雨が降っても稽古が出

来るようにと桜の木の幹から幹へ、はぜ木を渡

し、シー トで覆 う屋根をかけ、そこで稽古 した

思い出などなど……。高校卒業後、県陵相撲部

は 7～ 8年存続 し、立派な相撲場も完成 しまし

たが学校火災があ り、取 り壊され、それ以降無

くなってしまったと聞いてお ります。どんな競

技種目団体にも栄枯盛衰はあるものです。県高

校相撲界も、昭和45年頃までは、大会参加校が

多く、競技人口も多かったのがそれ以降50年代

に入ると、時代の変化と共に大会への参加校が

徐々に減少 して寂 しくな り、県下でも相撲部が

存続 しているのは中信の木曽山林、木曽西 (現

在の木曽高校)と 東信の丸子実業とわずか数校

に限られるほどに減少 してきました。昭和30年

代中頃から後半は土俵から食出さんばか りの多

数の大会参加者がいたことが懐かしく思える程

に減 りました。県高体連相撲専門部としても何

とか立て直しを図るべ く53年やまびこ国体を契

機に、県相撲連盟の力を借 りながらタイアップ

して競技人口の拡大、競技力向上の方策を見い

出すべく関係各方面への働きかけの努力をして

きました。現状を打破する方法の 1つ として、

社会体育の相撲指導者と連携をとり、小中学生

から相撲に興味関心を持たせ、忍耐強 く指導 し

ていくこと。学校体育 (ク ラブ活動)だけに任

せることには限界もあるので、地域の相撲指導

者による社会体育での相撲指導の協力を仰ぎ、

一貫指導をしていく。 2つ 目は、もっと多 くの

指導者の確保であ ります。現在の高校相撲部の

弱点は、選手と一緒に裸で実技指導のできる若

い指導者が他府県に比べておびただしく不足 し

ていることがあげられます。相撲の指導のでき

る体育教師を何故もっと多く採用 してくれない

のか県教委の採用方針を聞いてみたいもので

す。 3つ 目は、夏期・ 冬期に関係なく練習ので

きる室内練習場の設置等の環境づくりが要求さ

れます。

長野県の高校相撲が、今後発展するために

は、以上のような点を改善することによって、

相撲競技環境が整い、中学校、高等学校との連

携も万全となり、競技力向上に結びつき、発展

するものと思われます。

幸いなことに、小学校時代より少年相撲クラ

ブで育ち、中高での活躍をバネに大学に進学

し、猛稽古を積み、国体青年の部 2連覇とい う

輝かしい実績をあげた田島選手や尾羽林選手等

全国レベルでも有数の実力を持つ選手が育ち、

長野県に戻って指導者になってくれたことは大

変心強い限 りであ ります。

(専門委員長  西村 紘文 )
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年 度 1 位 2     1L 3  位

昭和62 林 丸 子 実

山 林 丸  子  実

平成 1 山 林 部 丸  子  実

山 林 部 丸  子  実

山 林 部 丸  子  実

山 林 丸  子  実 部

山 林 更  級  農 上 田 千 曲

松 本 県 ケ 丘 上 田 千 曲 更  級  農

山 林 更  級  農 部

更 級 農 山 林 丸  子  実

更 科 農 A 山 林 更 級 農 B

長野県高校総合体育大会

長野県高校新人体育大会

団体戦

団体戦

個人戦

年  度 1 位 2     仁L 3  位

昭和62
滝沢 良彦

(山   林 )

杉本 一彦
(山   林 )

吉田
(山

薫

林

滝沢 良彦
(山   林 )

小平 明弘
(丸 子 実 )

杉本 一彦
(山   林 )

平成 1
杉本 一彦
(山   林 )

赤羽 清吉
(山   林 )

佐幸 寛之
(山   林 )

2
尾羽林英樹
(山   林 )

赤羽 清吉
(山   林 )

田島 大助
(山   林 )

田島 大助
(山   林 )

滝沢  誠
(山   林 )

尾羽林英樹
(山   林 )

4
滝沢
(山

誠
林

健
林

原植
山

宮下 貴弘
(山   林 )

5
官下 貴弘

(山   林 )

伊藤 裕樹
(山   林 )

伊作 辰平
(千   曲)

宮崎 雄介
(更   農 )

金田 太輔
(県 ケ 丘 )

伊藤 裕樹
(山   林 )

7
滝沢 雅志

(山   林 )

清水 孝博
(更   農 )

三沢 剛之
(山   林 )

福海  勇
(山   林 )

小山 臣市
(更   農 )

清水 孝博
(更   農 )

小山 臣市
(更   農 )

清水 孝博
(更   農 )

吉原 幹雄
(更   農 )

年 度 1 位 2     位 3     `L

昭和62

平成 1 山  林  A 部 山  林  B

山  林  A 山  林  B 丸  子  実

山 林 部 丸  子  実

4 山 林 部

5 更  級  農 山 林 上 田 千 曲

更  級  農 LLI 林 部

7 山 林 更  級  農

8 更 級 農 A 更 級 農 B 丸  子  実

9 山 林 A 更  級  農 山  林  B

個人戦

年  度 1 位 2     `L 3  位

昭和62

杉本 一彦
(山   林 )

佐幸 寛之
(山   林 )

越

山
秀寿

林 )

平成 1
田島 大助

(山   林 )

赤羽 清吉
(山   林 )

尾羽林英樹
(山   林 )

2
滝沢  誠

(山   林 )

田島 大助
(山   林 )

赤羽 清吉
(山   林 )

3
植原  健
(山   林 )

滝沢  誠
(山   林 )

大田  悟
(北   部 )

4
宮下 貴弘

(山   林 )

古畑 伸一
(山   林 )

伊藤 裕樹
(山   林 )

5
伊藤 裕樹

(山   林 )

中村 年希
(北   部 )

内山 誠二
(更   農 )

内山 英祐
(更   農 )

笠原 貴幸
(更   農 )

山本 剛太
(山   林 )

小山 臣市
(更   農 )

滝沢 雅志
(山   林 )

清水 孝博
(更   農 )

小山 臣市
(更   農 )

清水 孝博
(更   農 )

吉原 幹雄
(更   農 )

大屋 亮太
(山   林 )

野口陽一郎
(山   林 )

鈴木 希芳
(山   林 )
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14

長野県高体連が50周年を迎えますが、私達弓

道部が高体連に創設されて、40年程になること

と思われます。昭和30年代に10数校の実施校か

らスター トし、昭和33年の全国高校総体の初参

加が長野県高体連弓道の幕開けでした。

以降、幸にも年々実施校および弓道部員数 も

増加 し、平成 3年には弓道部員数3500名 にな り

ました。現在では、生徒数減少に伴い、県内弓

道実施校84校 、男子1073名 、女子1474名 合計

2547名 とな り、実施生徒数全国で第 4位 とい う

状況になっています。また高校弓道指導者も教

職員を中心に数多くの仲間が集まり、長野県教

職員弓道連盟を結成 し、現在104名 で切磋琢磨

活動 しています。

成績では、別表のように長野県高校生の最近

10年程は、群雄割拠の時代とでも表現できるで

しょうか。昭和50年代の飯田女子のような連覇

のできる学校が消え、毎年毎回優勝校が代わる

状況といえます。ただその中で、男女とも南 0

北信地区の高校が大半をしめてお り、特に東信

地区の高校の奮起が望まれる。個人成績につい

ても、団体の成績と似た状況になっています。

全国大会に目を移すと、県大会同様に昭和50

年代では、飯田女子の活躍を筆頭に数多くの上

位入賞をしてきました。

昭和62年以降の全国大会の成績では、

全国高校総体

63年 女子個人 野神綾子

元年 女子個人 伊藤三枝

2年 男子個人 今井文明

3年 女子団体 飯田女子

(飯田女子)4位
(長野吉田)優勝

(岡谷工業)3位
優勝

(橋爪、原、鵜飼、松村、福澤、平澤 )

″  男子個人 小松正彦 (赤穂)  4位
4年 男子個人 竹花匡史 (屋代)  2位
6年 女子個人 長尾真樹子(諏訪二葉)4位
9年 男子個人 高木秀訓 (岡谷南) 3位

全国高校選抜大会

62年 女子団体 豊科        2位
63年 女子団体 飯田女子      3位
7年 女子団体 諏訪二葉      3位
10年 女子団体 飯田女子      3位

国民体育大会 (少年の部 )

63年 少年女子 近的 3位 遠的 2位

(大田、野神、元島)  種別優勝

3年 少年女子 近的優勝 遠的 8位

(橋爪、鵜飼、福澤)  種別 3位

道

4年 少年男子 近的 4位 遠的優勝

(湯川、熊谷、小松)  種別優勝

7年 少年男子      遠的 3位
以上のような上位成績を残 し、長野県弓道の

名を全国に知らしめてくれています。しかし、

最近 5年間の活躍が若干物足 りなく感 じます。

今後の高校生諸君の健闘を期待したいとおもい

ます。

このような成績をおさめ、全国での長野県の

存在を揺るぎないものにしていただいてお りま

すのも、ひとえに陰で支えてくれている、各校

の指導者の先生方のおかげです。10年の歳月と

ともに、県専門委員長 (S56～ H元 )、 前全国

高体連弓道部長 (H2～ 3)斎藤節朗先生をは

じめ、東信委員長内藤正人先生、中信委員長矢

彦澤院先生、南信委員長北原領一先生、山口安

彦先生、他、山田光宏先生、須藤虎夫先生、碓

氷孝之先生、野口利人先生等が第一線を退かれ

ました。また、高畠成中先生は出身地富山県へ

お帰 りになられました。

県高体連弓道専門委員長は斎藤節朗先生から

平成 2年に小林武先生へ引き継がれました。以

後小林先生は、長野県高校弓道界を 7年間引っ

張ってくださいました。 9年 より私がその任を

負っています。今回県高体連の50周 年にあた り

過去の成績等をまとめながら、改めて事の重大

さに気付きながら、いままで以上に先生方のお

力を結集 して、長野県高校生のよリー層の飛躍

をめざして努力して参 りたいとおもいます。

終わ りに、誠意と情熱をもって長野県高校弓

道界にご尽力され、県弓道連盟ならびに多くの

先輩の先生方に、紙面をお借 りして厚 く御礼申

し上げます。 (専門委員長 古澤金蔵 )

(撮影 0全 日本弓道連盟 )
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長野県高等学校総合体育大会

個人 (男子 )

長野県高等学校新人体育大会

個人 (男子 )

長野県高等学校総合体育大会

個人 (女子 )

長野県高等学校新人体育大会

個人 (女子 )

年度 1位 2位 3位

ご
Ｕ

今井 弘之

長野吉田

小椋 信洋

下伊那農業

外谷 直基

長野西

桜田 智也

屋代

熊谷 厚水

田川

砂原 佳典

田川

一九
大日方 誠

長野西

金澤 義博

阿智

大沼  敬

伊那北

今井 文明

岡谷工業

月岡 靖雄

長野

篠沢 英次

小諸

小松 正彦

赤穂

佐藤 富洋

中野実業

北原 崇弘

岡谷工業

高田 真義
塩尻

竹花 匡史

屋代

外谷 太朗

長野日大

原田  覚

松代

大久保喜仁

木曾

小椋 勇二

赤穂

深井 陽介

飯山北

井浦  徹

屋代

神戸 直己

長野

徳嵩 伸悟

松代

村田  聡

屋代

岡村 洋一

長野吉田

森 健一朗

長野

下条 貴光

松代

土橋 利章

東海大第二

鈴木  司

中野実業

高木 秀訓

岡谷南

滝澤 弘幸
田川

年度 1位 2位 3  侮L

62
佐野真佐美

飯田女子

三沢かおる

伊那西

浜  千恵

豊科

野神 綾子

飯田女子

岡田 睦子

長野吉田

元島 啓江

飯田女子

一九
米山 美奈

田川

伊藤 三枝

長野吉田

木ノ瀬友貴

篠ノ井

2
三好 恵美

伊那弥生 ヶ丘
奥原め ぐみ

木曽

松井 邦江

田川

橋爪 睦恵

飯田女子

正木 千穂

松本深志

酒井 麻実

伊那西

庄司由香里

岡谷南

池上 裕子

明科

荻原美奈子

篠ノ井

5
原 智恵子

飯田女子

原田由加子

飯田女子

亘 千香子

松代

長尾真樹子

諏訪二葉

橋倉 仁美

田川

小松 暁子

松代

7
上原みゆき

岡谷南
桜井 敦子

松代

中村 奈美

松本美須々丘

8
中村 志仲

屋代

北村  瞳

伊那弥生 ヶ丘
芳田千徳子

蘇南

山寄 智子

長野西
小布施香奈

中野

宮坂 智子

諏訪二葉

年度 1位 2位 3位

内田 克彦

長野吉田
矢澤 秀樹

伊那北

松村喜代志

長野西

′
０

官坂 寿昭

南安曇農業

笹岡 彰治

中野西

北村 弥浩

赤穂

一死
上条 浩義

岡谷工業

月岡 靖雄

長野

桑原 行弘

屋代

田中 和幸

箕輪工業

西澤  賢

長野

北原 崇弘

岡谷工業

」ヽ松 正彦

赤穂

小林 徳久

下諏訪向陽

伊東 弘二

下諏訪向陽

大島 征二

屋代

土屋  誠

小諸

倉本 泰志

小諸

柳澤 泰任

松代

開嶋 義昭

塩尻

小宮山 喬

松代

等々力昌尚
明科

中村  宏

岡谷南

横地 保宏

飯山北

7
下条 貴光

松代

竹内 永吉

松代

官下 修二

岩村田

8
高木 秀訓

岡谷南

大橋 武史

屋代

平林  明

屋代

9
花岡 崇文

諏訪二葉

金九 慎司

下諏訪向陽

古川 広幸
屋代

年 度 1位 2位 3位

野神 綾子

飯田女子

元島 啓江

飯田女子

武田 英美

長野西

63
酒井 寿恵

田川
伊藤 三枝

長野吉田

西澤 泰子
屋代

一九
村井 美穂

明科

北澤ひろ子

長野西

松井 邦江

田川

2
石原  泉

文大長野

宮下 明子

飯田

福沢由起子

飯田女子

矢澤めぐみ

阿智

青木麻紀子

田川

松尾 悦子

辰野

4
伊藤え り子

諏訪二葉

宮崎 琴江
屋代

福井 理恵

屋代

5
清水 佳織

下伊那農業

下村友香理

木曽

丸山 真理

飯田女子

6
上原みゆき

岡谷南
官下 美紀

長野吉田
小日 幸子

諏訪二葉

7
桜井 純子

岩村田

松島美智恵

飯田女子

宮前 真美

田川

8
佐竹亜貴子

篠ノ井

中原 純子

伊那弥生 ヶ丘

上原 麻紀

飯山北

9
林  玲子

飯田女子

清澤早百合
田川

井原 寿恵

飯田女子
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長野県高等学校総合体育大会

団体 (男子 )

長野県高等学校新人体育大会

団体 (男子 )

長野県高等学校総合体育大会

団体 (女子 )

長野県高等学校新人体育大会

団体 (女子 )

年度 1位 2位 3位

駒 ヶ根工業 飯田風越 田

田 り|| 阿 智 中野西

一死 阿 智 田  川 塩 尻

田  川 岡谷工業 岡谷東

阿 智 須  坂 長野 日大

長  野 木  曽 屋 代

5 松 代 木  曽 諏訪二葉

東海大第二 下伊那農業 長野 日大

7 屋 代 長野吉田 赤 穂

松  代 岡谷南 長  野

飯田工業 つ庁刀『Jヒ 岡谷南

年度 1位 2位 3位

飯田女子 田  川 伊那西

田  川 飯田女子 長野西

一九 田  川 長野日大 木  曽

飯田女子 塩  尻 明 科

飯田女子 田  川 屋 代

明 科 田  川 赤 穂

伊那西 諏訪二葉 長野吉田

6 飯田女子 屋 代 松  代

7 松 代 飯田女子 伊那西

8 諏訪二葉 長野西 伊那西

9 屋  代 長野西 伊那弥生 ヶ丘

年 度 1位 2位 3  12

62 田  川 駒 ヶ根工業 岡谷工業

東海大第二 阿 智 伊那弥生 ヶ丘

一九 岡谷工業 長野日大 田

2 阿 智 長 野 赤 穂

下諏訪向陽 阿 智 赤 穂

長野吉田 屋 代 長野東

松 代 長野商業 諏訪二葉

中野西 須 坂 伊那北

松 代 屋  代 中野実業

松本美須々丘 屋 代 田  川

蘇 南 屋 代 下伊那農

年度 1位 2位 3位

飯田女子 田 り|| 長野西

長野吉田 伊那弥生 ヶ丘 長野西

一九 長 野 田 飯山北

2 飯田女子 田 豊 科

飯山北 飯田女子 阿 智

伊那西 屋 代 飯山北

飯田女子 松 代 下伊那農業

6 諏訪二葉 飯田女子 赤 穂

7 田  川 伊那西 飯田女子

8 長野西 飯田女子 岡谷東

飯田女子 蘇 南 下諏訪向陽
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15   7К

平成10年度に第72回 を数える長野県高等学校

水泳競技大会は戦前は長野県中学校水上大会が

名称を替えて、昭和23年に再出発をした。昭和

24年高体連の発足と同時に水泳専門部 も発足

し、初代委員長に甲崎元氏、 2代に中村郷見

氏、 3代に西沢久雄氏 (上田西 )、 4代に藤原

敏行氏 (松本筑摩 )、 5代西沢久雄氏、 6代に

溝日正孝 (飯 田長姫高)がその任にあ り、現在

に至っている。

県総合体育大会水泳競技大会は、北信越大会

の予選を兼ねるが、北信、東信、中信、南信 と

大会会場が持ち回 りで、実施されている。北信

は昭和51年度に全国高等学校総合体育大会水泳

競技大会が行われた長野市東和田の長野市運動

公園総合市民プールで実施 していましたが、平

成10年の冬季長野オリンピックでホッヶ―会場

に使用されたため、オリンピック終了後、全天

候型の水泳プールとして再構築され平成12年度

北信越水泳大会の会場として予定されている。

51年総体、53年やまびこ国体で新設された長

野東高校での水球プールでも北信越大会も行わ

れるが、県下ただひとつの長野東高校水球チー

（泳

ムも北信越大会に常時出場 しているが、その活

躍が期待される。

県大会での優勝校は、男子では長野日大 (以

前は長野中央)が最も回数が多く、東海大学第

二が続き、佐久長聖が最近伸びて来ている。女

子は長野日大が回数が多く、諏訪二葉が続き、

東海大学第三、佐久長聖も常時上位に入賞 して

いて活躍が期待されている。

個人種目では、飯田、田川、長野、各校でも

優秀な選手を輩出し全国大会にも出場 してい

る。平成 9年度には新潟市で行われた北信越大

会で男子優勝校が佐久長聖で以前も長野日大も

優勝経験もある。男女とも長野県は上位に入賞

している。

競技種目も29年度よリバタフライ、400mメ

ドレーリレー、36年に男子400mリ レー、39年

より個人メドレー、62年度より50m自 由形が加

わ り、これからも短水路が増える傾向にある。

それだけ1500m、 800m自 由形、400mメ ド

レーなどの長距離に出場する選手が減少する傾

向にあるように思える。

競技規則も年々改正され、指導が加えられて

平成 9年度全国高校総体水泳競技大会風景

京都府立山城総合運動公園プール
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平成 9年度全国高校総体水泳競技大会
100mパ タフライ決勝 2位 田川高校 早田和重選手

いるが、水泳国際大会に合わせるために もス

ター トが一回になって来ている。

近年は県下各地にスイ ミングスクールができ

て、年間通 して水泳選手の育成ができるように

なってきている。高体連としても、学校では冬

場はプールが使用できないためスイ ミングクラ

ブに頼らざるを得ない部分もあるが、高体連 も

その中に加わ り、活動の一助になっている。

また長野県水泳連盟のもとに、県下各地区に

水泳協会が設置されて、年間を通 して活動でき

るようになっている。

当初は各校に水泳部も少なかったが、近年は

水泳部を持つ学校も増えて、どの学校にもプー

ルができて、夏場の活躍が期待される。

近年、思い出に残ることと言えば昭和24年発

足と同時に信濃毎日新聞社より寄贈された総合

優勝校に贈られる優勝旗が、信毎のご厚意によ

り平成 9年度に新調されたことである。

贈呈式が信毎本社社長室で行われ、高体連会

長、高体連理事長、専門委員長が平成 9年 2月

16日 に参列いたしました。小坂健介社長より、

およそ50年ぶ りに真新 しい優勝旗を贈呈してい

ただきました。

女子総合校に贈られる優勝杯も同時に長野県

水泳連盟より寄贈され、平成 9年飯田運動公園

プールで開催された県大会で、男女とも総合優

勝 した佐久長聖高校に授与された。

本県の水泳競技力も徐々に向上 してきてぃ

る。全国大会にも近年30名 余が出場 してきて、

入賞の数も増えてきている。

これからも益々精進 して、水泳競技向上に努

力 したい と思 い ます 。

(専門委員長 溝口正孝 )
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男 子

第  1  位 第  2  位 第  3  位 立 第  5  位 第  6  位

氏 名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記 録 氏 名 校 名 記 録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名

自
　
　
　
由
　
　
　
形
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“
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河西  篤 島崎  崚 予 沢 林  靖久 ヨ 谷 ロ 堀    菫 κ海大三 大田 部夫 彙  " 増田  崚 ,  1

背

　

泳

小林 明夫 安薔 光時 近
=志

乃夫 瞑訪 ニヨ 藤凛 牧人 相沢 知幸 口 谷 1 小林 秀―
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"
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“
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` 
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メ
レ
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彎 谷 1 1
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深  志 22点

昭和62年度 長野県高等学校総合体育大会

昭和62年度 長野県高等学校総合体育大会

女 子

l,23 53 村山 友紀
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長

慄

第  1  位 第  2  ● 第  3  位 第  4  住 第  5  位 第  6  ●

氏  名 校  名 記  録 氏 名 1校 名 12● 氏  名 校  名 記  録 校  名 校  名 氏  名 校  名 記  録

自

　

　

由

　

　

形

岡宮 千恵 笹岡亜希子 土屋 節子 ホ 篠原真智 子 五味 しおみ
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平

　

泳

河西美京子 r$il1 贅沢 直美 河野真由美 Jヽ林 崚子 EE ITb fi 由良 智を
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泳
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個
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昭和63年度 長野県高等学校総合体育大会

昭和 63年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

饉 日

第  1  位 第  2  位 第  3  位 第  4  位 第  5  位 第  6  位

氏  名 記  録 氏  名 校  名 記 録 氏 名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録

自

　

　

由
　
　
　
形

中村 千倉 に 綸 西村 博志 松 商 〔 中
" 

博之 古畑  円1 甦野 曰 佐藤  進 渡辺 昌彦 〔海 大三

和国 祐人 中嘉 一生
「

ケ
“

庄村 ■光 野ヽ 日メ 西村 博志 和国 圭史 に海大三 渡辺 昌彦 て海 大三

中鳥 一生 魔 ケ 貪 横内  仁 崚  豪 大野 正樹 彙野 ロメ 和田 圭史 に海大三 濱   宣 小松 崚人 甦野 曰
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平

泳
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平成元年度 長野県高等学校総合体育大会

平成元年度 長野県高等学校総合体育大会
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北林 美奈 飯 田女子 口   川

渡辺 浩恵 長野 口太
大会

'
花口その子

北林 美奈 贖田女子 向山 久美 伊 昴 ■

渡辺 浩恵 長野 口大 花口その子 薇訪二集 田中 ●美 木下美津和

平

　

泳

品田 理恵 長野 日大
大会新 小池 ●子 野 沢 t 大会●F 浅

"t l●
与 ●本深志 高輌 忠美 ヒ  久 島山 味加 佐   久 薬 山 由梨 長  野

品口 理恵 小池 ●子 野 沢 ■ 畠山 未加

"口

 書織

佐   久 浅
"1 

和与 松本深t 大島 美保 ,口 魔越 唐澤 和子 君率外生

`

長野 曰大 安藤 英里 長野 曰ス 遠● 重に 大   町 笠凛 格子

青
　
泳

保坂 真理子 ,昴 西 県高大会新 小松 疇子 男椰夕生丘

保坂 真電子 伊 昴 西 彙熙萬大会新 勝田 番織 長野 日大 佐 々木 腱 岩 村 田 小松 鵬子 遠● 重紀 大   町 安菫 英里 長野 曰大

長野 曰大 向山 本子 賣●大第二 宮 沢 麻希 長野商業 木村  受 美須 々丘 花岡 岳美 松本筑

"
小林 千●

向山 奉子 片倉  豪 薇訪二年 木村  曖 美須々ケ丘

岡 谷 東

岡 谷 東

松本  文 諏訪二葉 下川 洋子 長 野 甫 小市 暁子 瞑   匡

赤羽 有看 山口 詢子 飯   田 田村 美紀
個
人

′
ド

,ヽ 平 香薇
大会●| 近工 隕子 長野 曰 田村 千晶 松本深茫

小林 千

“

佐   久 山口 詢子 飯   田 中野忠津子 伊 昴 西

小平 書ぬ
大会新

近工 ll子 長野 日大 田村 千品

潟沢・ Jヽ市
飯   田 奥嶼:省柔東海大第二

林・ 藤 森
原田・ 口中 日 谷 南

う言.驚景長野 日大
県県高大会新 松本・ 笠原

片倉・ 花岡
霞訪二集

口中・ 吉田

小林・ 山崎 1佐 久

膀田・ 品ロ

原・ 渡 辺
長野 口大

大会新 口中 。高●
」ヽ林・ 山崎

佐   久
水岸・ 片倉
●本・ t岡

小平・ 久保

向山・ 白木
賣海大第二

赤羽・浅川
原・ 樋 ロ 松本深志

小 市 ・ 林
山田・ 山田

阪  II

総合順位 長野 曰大 佐  久 79点 東海大三 ●本深志 39点 28点

2イθ

■崎 ■恵

木 ド美津保

1東海大第二



男  子

第  1  位 第  2  位 第  3  ● 第  4  位 第  5  
“

第  6  位

校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 餃  名 記 録 氏 名 校  名 記 録 校 名 記 録 氏  名 校  名 記  録

自
　
　
　
由
　
　
　
形

ｍ

ｍ
嬌爪 0成 東海大三 薇丼 正央 宮沢 正史 長野 日大 笠原 裕失 東海大三 藤本 智敏 東海 大三 小山 勝章 長野 日メ

橋爪 俊威 宮沢 正史 長野 日大 藤本 智枚 東海大三 小山 勝章 長野 曰大 井出 正寛 岩 村 田 横内 拓磨 佐   久

小林 拿人 長野 日大
大会新

官

“

新太郎 須  坂 武井 公徳 阪lB長姫 井出 正寛 岩 村 E 佐 々木裕二 駒 ケユエ 荒凛 凛 可 県 ケ 五

小林
大会新

植木 拓増 須   反 武丼 公徳 和国  泉 長野 曰メ 瑣倉 裕― 須   坂 小山 輌史

は木 拓磨 須   錮 和国  家 長野 日大 山本 圭ニ 長野工業 小山 円史 米寝 雅居 塩   尻 九山 秀之 ●  ●

平

　

泳

岸口 俊● 畷訪二彙
大会新

北‖1原 竜太 長野 日大 平林 ■宏 大 町 北 由井 朋晃 佐   久 羽生回秀高 長   野 杉田 修― 大   E

岸田 螢也 環訪二■ 大会新
北力1凛竜大 長野 曰大 平林 貴宏 大 町 北 由井 "晃 佐  久 杉田 修― 大   町 准丼 歯範 長野 日メ

背
　
泳

清水  情 長野 曰大
大会新

黒沢 発弘 佐   久
大会新 丹下 智幸 諏訪二葉 河野 艦幸 長野日大 池上 裕士 伊 那 北 佐   久

丹下 智幸
大会新

黒沢 晃弘 佐   久
大会新

清水  僣 長野日大 大会新
池上 裕士 伊 郵 Jt 河野 艦

=
長野日大 田中 芳英 大 町 北

小山  裕 松  代
大会新 官島 大助 艘日長距 大会新

笠原 裕矢 東海大三 宮沢伸太郎 赤   ■ 竹田 正樹 長野 日大 井出 聖久

小山  裕 松  代 竹田 正

"
長野 曰大 官 島 大助 飯日長姫 野明 正a 町谷工業 宮沢伸太郎 赤  聰 相沢 周平 左  久

僣
人
メ
ド

」坂  寛之 大  町
県大会新

薇村 直コ 南 安 晨 九山 市朗 崚 ケ 崎 藤森 和彦 東海大三 羽生田秀高 長  野 宮沢贅―郎 け沢北

小坂 寛之 大   町
大会新

九日 雅

"
饉 ケ 崎 ■村 直餃 南 安 農 薔森 和彦 金 木 祥 紀 長 野 市 桜丼 崇也 と  久

和
宮

小
清 長野 曰大

大会新 横井・ 井出
黒沢・増田 佐   久

笠凛・ 飯田
藤本・■爪 東海大三 宮崎・ 崚倉

植 本・ 黒岩
須   坂

春 日・ 関
畔上・ 山本 長野工算 宮島・沢

'上野・ス丼 阪田長峰

ｍ
ｍ

小林・ I● 田
清水・ 宮沢

長野 曰大
大会新 宮●・ 渡辺

植木・城倉
須   坂

笠原・ 藤森
橋爪・ 藤本

東海大三 丼出・ 片桐
検内・ 増 ロ

佐   久
宮島・ 沢拐
上野・武丼

飯日長● 春 原・ 関
畔上・ 山本

長野工業

押
ｍパ

清水・ 北川
原
竹田・ 宮沢

長野日大 大会新 黒沢・ 由井
相沢・ 増田 佐   久

全凛・ 杉田
小坂・ 矢島

0本・橋爪
笠原・飯薔 東海大三 宮崎・ 玉丼

渡辺・埃倉 須   項
川尻・横田

飯   田

総合輌位 ■野日大 1∞ 点 佐   久 89点 東海大三 81点 須  坂 62点 39点 39点

平成 6年度 長野県高等学校総合体育大会

平成 6年度 長野県高等学校体育大会

女  子

第  1  位 第  2  位 第   3  位 第 位 第  5  位 第  6  位

記  録 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 校  名 記  録 氏  名 校  名 校  名 記  録

自
　
　
　
由
　
　
　
形

藤本 文書 東海大三 大会新 武士 真弓 E  代
大会新 小松 陽子 弥生 ケ丘 山崎 喘恵 佐   久 古土 曖子 林 枝実子 佐   久

武士 真弓 量   代
大会新

原   精 長野 曰大 花岡 岳美 松本筑■ 宮沢真知子 須   坂 山崎 喘恵 佐   タ 小松  永 松本深痣

原   精 長野 日大 松木  文 朦訪二葉 瀬戸 祐子 小松  永 松本潔志 米川 麻女 長野 日大 平林真佐美

太口さざり 東海大三 渡辺 浩恵 長野 日大 松本  文 環訪 二葉 田中 2美 佐   タ 古畷 裕巳 嘔  尻 瀬戸 祐子 池口工業

太田さぎり 東海大三 渡辺 浩恵 長野 曰大 田中 聰美 佐   久 古躍 裕已 塩   タ 宮沢真知子 須   坂 向山 久美

平

　

泳

小池 律子 野 沢 北 品田 理絵 長野 日大 井上 由番 屋   代 坂田 友美 中 野 ● 大塚 玲子 ●   月 高● 恵美 L  ス

井上 由香 屋  代
大会新

品田 理絵 長野 口大 小泄 律子 野 沢 北 商摘 恵美 佐   久 林 重矢子 赤   

“

大塚 玲

青

　

泳

保坂真電子 伊 耶 西
大会新

藤本 文書 東海大三 小松 陽子 弥生 ケ丘 膀 田 香輌 長野 曰大 小坂 ■奈 豊   科 佐々木 腱 岩 村 田

保坂真理 子 伊 昴 西 会ヽ新
膀田 香織 長野 曰大 佐 々本 瞳 小坂 寛奈 ユ   科 遺● 亜紀

向山 き子 東海大三 花日 缶美 松本筑
"

長沼あゆ美 艘田長● 山田絵里子 口   田 宮沢 麻希 長野商葉 」ヽ林由起子 須   坂

向山 ホ子 東海大三 長沼あゆ美 飯田長● 片倉  崚 籠訪二彙 下川 洋子 民 野 南 老野 摩子

個
人

メ
ド

小平 香薇 東海大三 近江 陽子 長野 曰大 口村 千贔 小林 千● 佐   久 奏  和美 長野吉田 田村 美樹 飯日長編

小平 香綸 東海大三 大会新
田村 千晶 岡 谷 東 近工 陽子 長野 口大 小林 千● 佐  久

|

朝 日智恵美 田村 美樹 飯 田長

“
大田・ 藤本
向山・ |ヽ平

東海大三 け田・渡辺
近 工・ 原 長野 曰ス 田中・ 朝日

林・ 山 崎
笠原・ 山田
片倉・松木 諏訪二葉

田中・ 長沼
田村・ 違山

飯田長● 武士・丼上
」
'"・

合津 量  `

ｍ
ド

一

ｍ

メ

し

膀田・ 品ロ
原・ 渡 辺 長野 日大

大会新 林・ 高 橋
小林・山崎

田村・ 本島
長沼・ 田中 飯田長姫

」J‖・井上
武士・滝沢 屋   代

笠原・ 藤森
片倉 。松本 凛訪二

=
小松・ 唐沢
吉村・ 平川

'“"生

)丘

長野 日大 104点 東海大三 79点 佐  久 諏訪二葉 45点 星  代

'田
長姫 40点

2イf



男  子

第  1  位 第  2  位 第   3  位 第   5  位 第  6  位

氏 名 校 名 記  録 氏 名 校  名 記 録 氏  名 技 名 記  録 技  名 記  録 校  名 記  録 氏  名 校  名

自
　
　
　
由
　
　
　
形

笠凛 裕矢 東海大三 早田 和重 泄上 0士 伊 郡 lt 薇内 拓焉 佐 久贅聖 金原  裕 小山 勝章 長野 曰大

井出 正寛 岩 村 田 小山 勝章 長野日大 横内 拓馬 匠 久 長 木村 洋平 長野曰大 下平 裕志 清水 違朗 風   迦

小林 隼人 長野日大 宮崎新太郎 須  坂 佐 々本書二 阿 ケ 7a 井出 正寛 岩 村 田 下平 裕志 大村 洋平 長野日大

隼 人 長野 曰大 佐々木裕二 詢 ケ 根 和口  忍 長野 曰大 黒岩 男介 須  坂 小林 ●也 長野曰メ 」ヽ山 口史

和田  忍 長野 日大 山本 圭二 長 野 エ 九山 秀之 i  fl 市川 洋哺 長 野 エ 小林 優彦 佐久長聖 北原 幸施 岡谷工J

平

　

泳

岸田 俊也 諏訪■環 新丼 邦宗 長野 日大 小 口 昭央 東海三葉 横山  貪 東海二黎 三井 浩介 須  坂 由井 朋晃 佐 久長璧

岸田 俊也 諏訪ニコ 羽生田秀高 長   野 ロエ '曖 諏訪二葉 」ヽ口 昭央 東海三コ 新丼 邦宗 長野 日大 薇山  貪 東海大三

背

泳

清水  悟 長野 曰大 黒沢 晃弘
大

河野 鑑 幸 長野 日大 池上 金士 伊 郵 北 伊東 =政 倉田 洋史 東海大三

黒沢 晃弘 佐久長聖
大 清水  僣 長野 日大 河野 =■ 長野 曰大 倉田 洋史 東海二葉 ●原  久 伊東 車威 薇訪清康

早田 r●● 大
竹ロ エ樹 長野 曰メ 大畑 工央 民野 周大 矢日 直也 伊 昴 北 相澤 厠平 永丼 克仁 東海大三

竹田 正樹 長野日大 IB澤  周平 佐久長奎 笠原  健 塵 ノ 井 永井 克仁 東壽二葉 向山 知成 瞬ヨ

“

Jヒ 宮下 勝彦 長 野 南

●
人
メ
ド

丹下 智幸
=訪

二彙 九山 肇朗 nケ 綺 姜村 菫餃 南 安 ロ 松澤 啓之 丼 昴 t 」松  =行 県 ケ 丘 鈴木 達成 北   凛

丹下 智幸
大 丸山 摯朗 崚 ケ 崎 凛村 直コ 南 安 コ 薔森 和彦 東海三栞 小松 孝行 県 ケ 丘 松澤 啓之 伊 コ,lt

清水・ 小山

大●・小林 長野 曰大
笠原・ 小 ロ

倉田・●森 東海大三
摯倉・宮崎
黒沢・渡辺 須  坂

黒沢・ 相沢
由丼・ 検内

匠久長肇
北凛・ 清水
米倉・ 艘沢

円谷工棄
●原・桑原

清水・ 和 国
大●・小林 長野 日大

早口・ 野 ロ

小山・ 下平

宮崎・崚倉
黒沢・ 渡辺

須  坂
薔森・ 小 ロ

倉田・ 笠屎
東海三メ

北原・ 米倉
飯沢・ 清水

円谷工業
黒沢・ 」ヽ林
由丼・ 薇 内

ヒ久長聖

パ
レ．』

清水・ 新丼
竹田・ 小林

長野 日大
黒沢・ 由丼
相沢・ 横内

佐久長里
宮崎 玉丼
技倉・ 黒岩

須  坂
池上・ 伊東
向山・ 池エ

伊 昴 燿
摯凛・野ロ
早田・ 下平

丹下・ ■エ
岸田・ 山田

長野 日 佐久長聖 東海大学第二 須 坂 伊諄北

平成 7年度 長野県高等学校体育大会

平成 7年度 長野県高等学校体育大会

女 子

輌位

薔 目

第  1  位 第  2  位 ■  3  ● 第  4  位 第  5  位 第  6  位

氏  名 校  名 氏  名 校  名 氏  名 校  名 氏  名 2 爆 校  名 l‐d 録 氏  名 記  最

自
　
　
　
由
　
　
　
形

●本 文書 東 海 三 県高大会新
屋   ●

県凛大会新 林 技実子 ヒ久 長 島口 里美 更 級 農 木下 夏絵 風   超 山崎 夏枝

武士 真弓 屋   代 島口 里美 更 級 晨 林 技実子 ヒ 久 贅 木下 夏絵 高●  豪 九山 春番 松  商

■沼有希子 飯 田 女 吉江 ■子 東 海 三 松本  文 朦 訪 二 小松  永 潔  志 高嬌  ユ 宮 沢真知子 須  錮

大田さざり 東 海 三 渡辺 浩恵 長 野 日 長沼有希子 飯 田 女 吉工 貴子 東 海 三 米川 麻衣 長 野 曰 松本  文 コ 訪 二

太田さぎり 東 海 =
渡辺 浩意 贅 ,日 米川1 麻衣 長 野 曰 滝沢  瞳 長 野 日 若林加奈恵 佐 久 ■ 吉田いうみ 更 級 a

平
　
泳

井上  由看 邑   代 坂田 友美 中 野 西 お■ 恵美 佐 久 長 荒丼多栄子 中
"函

林 亜矢子 赤   

“

高山志腱美 長 野 日

丼上 由香 屋  代 坂田 友美 中 野 西 高■ 息美 佐 久 長 荒井多榮子 中 野 西 高山志■美 長 野 日 林 二矢子 赤   ●

背

　

泳

藤本 文書 東 海 三 勝口 香豪 長 野 曰 小坂 ■奈 ●   科 小松 阻子 弥 生 丘 勝野 英癸 木   曽 」ヽ林 千■ 長 野 日

勝田 書崚 贅 野 日 りヽ坂 寛奈 i  糾 りヽ松 臓子 沐 生 丘 佐 々本 瞳 岩 村 田 小 林 長 野 日 塚 田 奈穂 須   坂

向山 ま子 東 海 三 洒丼 圭子 豪 ノ 丼 贅沼あゆみ ,日 姫 Jヽ林由起子 須   坂 老野 願子 春曰  崚 弥 生 丘

向山 ホ子 洒丼 圭子 薇 ノ 丼 兵沼あゆみ |ヽ林由起子 須   坂 春 日  ● 弥 生 丘 老野 項子

個
人

メ
ド

保坂真電 子 伊

"1西

大会浙 久保口あかね 凰   超 田村 千品 岡 谷 東 近江 陽子 長 野 日 朝日智じ美 佐 久 長 山田 掏子 口   
「

保坂真電子 伊 郡 西
県県島大会新 近工 陽子 長 野 曰 口村 千品 岡 谷

'
奥田やよ 飯 口 女 朝 日智恵美 ヒ久 コ

吉忠・大田
向山・●木 東海大三 電黒:漫賜長野 日大

輌 曰 岩井
若 林・ 林

左久長聖
高橋・ 山田
守屋 。松本

凛訪二
宮沢・ 井上
塚 田・ 鈴木

須
久保田・ 林
吉川・ 木下

メ
レ
仰

藤本・ 大田

向山・ 吉江
東海大三

勝田・近エ
渡辺・ 米川 長野 曰大

塚田・宮沢
小林・鈴木

須  坂
堀竹・ 吉川|

久保田木下
林・ 高 ●
朝 日・ 岩丼

佐久長聖
小松・ 松下
春日。平川

伊

"弥

生在

長  野
日本大学

東

第
ぺ学 佐久長聖

諏訪 二葉
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平成 8年度 長野県高等学校総合体育大会

平成 8年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

順 位 第  1  ● 第  2  ● 第  3  位 第  4  位 第  5  位 第  6  位

氏 名 校  名 記  録 氏  名 餃  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 餃  名 記  録 記  録 氏  名 校  名 記  録

自
　
　
　
由
　
　
　
形

笠原 裕矢 東海大三 小 口 昭央 東海大 三 池上 裕士 伊 郡 北 田中 慎― 佐久長聖 前田  大 白  馬 大畑 凛央 長野 曰大

笠原 裕矢 東海大三 佐 々木裕二 駒 根 エ 中村 真僣 佐久長聖 井出 正寛 岩 村 饉 大 村 洋平 長野 日大 田中 惧 ― 佐久長聖

輌村 直減 南 安 農 中村 真椿 佐久長聖 佐 々木裕ニ 駒 根 エ 大村 洋平 長野 日六 小林 絢也 長野 曰大 木之下 ■ 岡谷工業

大工原 克 佐久贅奎 和国  忍 長野 日大 小林 俊彦 佐久長聖 河野 裕充 長野 日大 大輌 崇● 官澤  誠 中  条

'501面

大工凛 克 佐久長聖
大会新

和田  忍 長野 日大 小林 俊彦 佐久長聖 河野 裕充 長野 日大 丸山 秀之 豊  科 大嬌 崇也 上   国

平 羽生m秀 高 長   野 横山  ■ 東海大三 佑太 佐久長聖 長坂 幸彦 長 野 ¬ 松崎 祥史 長野 曰大 金九 京平 伊 那 北

羽生 田・F高 長   野 横山  貪 東海大三 新丼 邦宗 長野 日大 長坂 幸彦 長 野 ● 松崎 祥史 長野 口大 荒丼 友希

背

　

泳

黒沢 晃弘 佐久長聖
大会新

清水  悟 長野 曰大 池上 裕士 伊 郡 ■ 倉田 洋史 東海大三 伊藤 康弘 風   越 伊藤 車成

黒沢 晃弘
大会新

清水  悟 長野 曰大 倉田 洋史 東海大三 伊藤 康弘 鳳  通 松本 俊之 諏訪二葉 |● 1 清光 京   都

早田 和重 鈴木 違也 北  部 大畑 濾央 長野 曰大 笠原  腱 曖 ノ 丼 矢田 直也 伊 郡 北 清水 克郎 町谷工業

早田 和重
大会新

新丼 邦宗 長野 日大 鈴木 違t 北  轟 笠原  彙 凛 ノ 井 矢田 直也 瞬 郡 北 永丼 克仁 東海大三

個
人

メ
ド

丹下 智之 諏訪 ■彙
県

"大
会斬 松沢 啓之 伊 那 11 藤森 和彦 東海大三 二木 螢也 長野 曰大 塩凛 基史 筑  睾 渡辺 "之 須  鮨

丹下 智之 諏訪 二葉 晏村 直コ 南 安 ロ 藤森 和彦 東海大三 松沢 啓之 伊
"1北

渡辺 綸之 須  坂 臼井 智治 県 ケ 丘

黒沢・ 中村
大工原口中

清水・ 大村
河野・ 和 国 長野 曰大 藤森・ 笠康

横山 。小ロ 東海大三 早田・ 野 ロ
ス居・ 小山

池上・池上
´沢・ 矢田 伊 郡 北 畔上・坂田

市川1・ 春原
長野工 業

中村・ |ヽ林
田中大工凛

佐久長聖
和国・ ■水
河野・ 大村

長野 日大
小日・ 笠原
會田・藤森 東海大三 早田・野ロ

武居 。小山
置 ・ 趾

向山・ 松沢
伊 郵 北

木之下飯澪
「

'田

。清水 関谷工業

清水・ 松崎
大畑・ 和田

長野 日大
黒沢・青木
伏見・ 田中

た久長聖
倉田・ 横山
永丼・ 笠原

東海 大三 池■・ 伊東
矢田・ 松沢

伊 昴 北
清水・ 熊谷

門田木之下
唐澤・青木 日谷工桑

裕合輌位 長野 曰大 131点 佐久贅聖 121点 東海大三 113点 伊 那 北 62点 29点

女  子

第  1  位 第  2  位 第  3  位 第  4  位 第  5  位 第  6  位

氏  名 校 名 記 録 氏 名 校  名 記 録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録

自
　
　
　
由
　
　
　
形

藤本 文香 東海大三 古川由看里 長野 日大 九山 絵里 長野 曰大 木下 夏絵 大薔 香織 須   坂 島田 里美 更 級 農

藤本 文香 東海大三 古月1由 番里 長野 曰大 林 技実子 丸山 絵里 長野 日大 朝 日智恵美 佐久員奎 島田 里美 更 螢 J

長沼有希子 林 枝実子 佐久長聖 吉工 彙子 東海大三 秋田  瞳 下 伊 農 佐久長聖 林実  "

太口さざり 東海大三 彙萬校大会新
吉工 責子 東海大三 滝沢  瞳 長野 日大 贅沼有希子 飯 田 女 米川 麻衣 長野 曰大 林実  鈴

倉持加奈子

佐久長聖

佐久長聖
太田さざり 東海大三 大会新

滝沢  

“

長野 日大 米川1 麻衣 長野 曰大 倉澤 佳耶 大 町 北 佐藤 奈緒 佐久長聖

平

　

泳

丼上  由香 屋   ` 渡4自 帆子 長野 日大 坂田 友美 中 野 西 清水 智香 薇訪二菫

吉  田

松下 美紀

高山志穂美

弥  生

長野曰大

本島 房手 飯 田長●

丼上 由香 量   撃 渡邊自帆子 長野 日大 新丼 多栄子 中 野 西 山岸由佳里 山崎 由佳 染 谷 6

青

　

泳

薔森 輌子 長野 日大 小林 千夏 長野 曰大 小坂 ■香 ■   ■ 中山 理番 佐久長奎 老野智江子 県 ケ 丘 勝田 沙織 文  メ

藤森 願子 長野 日大 中山 理書 佐久長聖 」ヽ坂 寛番 ■   科 小林 千夏 長野 曰大 塚口 奈菌 須   墳 九山 息子

一̈〔
大官め くみ 佳久贅聖 黒岩  絆 佐 久長聖 佐久長奎 洒井 圭子 饉 ノ 井 長沼あゆ美 崚田長峰 小林由起子

黒岩  梓 佐久薇聖 但馬 由佳里 佐久長聖 大宮めぐみ 佐久贅聖 洒井 圭子 榛 ノ 井 長沼あゆ美 春曰  繊 沐  生

個
人

メ
ド

久保田あかわ 凰   越 下山 悦子 長野 曰夫 野 口 佳燿| 伊 那 北 高■  豪 凛訪二葉 奥田や よ ほ田女 鈴木久美子 須   坂

久保田あかね 風   越 下山 悦子 長野 曰大 5:30 23 高■  緑 諏訪二葉 野 口 住那 伊 郡 1 清水 鮎美 蟻 ケ 崎

藤森・ 九山
古川・ 米川

長野 曰大 朝 日・ 大宮
黒 岩・ 林

佐久長聖
吉江・ 太田
三村・ 藤本

東海大三 塚 田・ 上野
鈴木・ 大嬌 須   蒻

林・ 堀 竹
久保日本下 飯 田民超 高嬌・藤森

清水・守屋 諏訪二 葉

濠森・渡辺
滝沢 。九山 長野日大 藤本・官坂

太日・吉エ 東海大三 堀竹・ 田切
久屎田木下

燎田・森川
小林・ 大輌 須   坂

菫森・ 清水
守屋 。高輌

諏訪 二葉 悪曾:竿肝男郡弥 生

じ合■位 長野 日大 141点 佐久長聖 107点 東海大三 71点 須  兵 38点 原訪二葉 31点

2イθ
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男 子

第   1  位 第  2  位 第  3  位 第  4  位 第  5  位 第  6  位

校  名 技  名 記  録 校  名 記  録 校 名 記 録 技  名 記  録

自
　
　
　
由

　

　

形

前田  大 白  馬 土屋 秀彰 下平 裕志 伊藤 真人 長 野 東 松崎 祥史 長野 日大 中村 公治 R訪二1

土屋 秀彰 中村 凛悟 入長聖 前田  大 自   馬 大村 洋平 長野 日大 熊谷 智史 や野 ●

大工凛 克 佐久長聖
大会新

中村 嘉悟 入長聖 大村 洋平 長野 曰大 平岩 直樹 下 伊 晨 市川 洋● 長 野 エ 官澤  誠 中   タ

伊原 裕貴 菫   田
県新 大工原 克

県新 和国  忍 長野 曰大 河野 ●充 長野 口大 」ヽ林 俊彦 佐久長聖

伊原 裕貪 飯   田
大会新 清水 淳― 佐久長聖

大新 」ヽ林 俊彦 佐久長聖 和口  忍 長野 口大 河野 僣充 長野 日大 飯澤 直也 日谷工業

平

泳

黒沢 真朗 佐久贅聖
「

７６

動

” 青木 佑太 佐久長聖 天責  宏 東海大三 横山  ■ 東海大三 折丼 邦宗 笠丼 浩直 E  代
|

黒沢 真朗 佐久長聖
大会新 天誨  宏 東海大三 大新 新丼 邦宗 長野 日大 検山  ■ 東海大三 青木 佑太 佐久長肇 笠丼 浩直 邑  伏

背

　

泳

竹内 聖也 佐久贅聖 伊藤 豪弘 菫 田 ロ 桜丼 勇介 佐久長聖 北沢 克漱 東海大三 倉田 洋史 東海大三 ●川 靡人

北沢 克漱

伊 耶 弥

東海大 三
伊藤 康弘 飯 田 風 竹内 聖也 佐久長奎 桜井 勇介 佐久長聖 倉 田 洋史 東海大三 ●木 悛之 巨訪 ■葉

鈴木 違也 北  郡 永井 克仁 東0大三 間田 稟幸 日谷工秦 伏見 大樹 佐久長奎 平出 之只1 大   町 向山 和成 伊 耶 ll

鈴木 達也 t 椰 永井 克仁 伏見 大樹 佐久■聖

佐久贅奎

饉久■里

向山 和成

晏村 英

"
螢村 英

"

伊 3■

大  R

屎田  直 重   田 円田 真幸

高原 大和 県 ケ 丘 北澤  翼 口  田
個
人

メ
ド

斉摯  拓 佐久■聖 ●澤 薔之 伊 部 北 赤羽崚寿之

赤羽ユ寿之 大  
「

小宮 山 詈 浦沢 茂樹
斉藤  拓 佐久長奎 松澤 啓之 伊 郵 北

中村・ 土屋
清水大工原

匠久■奎
河野・ 大村
松崎・ 和国 長野 曰大

伊原・ 山田
F・l澤・ 北澤

崚  田
酒井・ 海谷
栗田・ 小林

中 野 西
清水・天瀾
検山・會田 東海大三 颯蓑:雷5 彙 ケ 丘

大工屎小林
清水・ 中村

佐久長聖
大会新 和田・河野

大村・ ,丼 長野 日大
1ヒ 沢・ 中川
倉田。天資

東海大三 小宮山馬場
若林・ 大橋

上   国
向山・ 向山
●澤・ 金九 瞬 昴 ■

飯澤・ 門ロ

木之下板上
円谷工 棠

竹内・黒沢
斉薔・中村

佐 久贅璧
河野・ 新井
和国 。大村

■,日 大
倉田・ 横山
永丼・ 居山

伊凛・ 北澤
薇   ロ

●澤・ 伊東
向山・ 全九

伊 昴 ■
口中・高原
浦ス・臼井 彙 ケ 丘

佐久彙奎        四 点 長野日大        
“

点 東●大三        86点 飯 ロ 伊昴t 38点 飯 田風越 26点

平成 9年度 長野県高等学校総合体育大会

平成 9年度 長野県高等学校総合体育大会

女 子

"  1  
位 第  2  位 第  3  位

"  1  
位 第  5  

“

第  6  位

校  名 氏  名 校  名 校  名 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記 彙

自
　
　
　
由

　

　

形

古川由看里 長野 日メ 九山 綸里 長野 曰大 大嬌 看薇 須  坂 清水 智番 島田 里美 更 級 コ 末下 I絵

九山 絵里 長野 日大 古
"I由

書里 長野 曰大 大嬌 香崚 須  重 大村 莉意 清水 智番 願勁二■ 林  実鈴

薔薇 願 子 長野 曰大
彙新 吉工 貪子 東海大三 県新

長沼有希子 林  実鈴 佐 久長奎 ロロ恵利子 須   崚 太口 "美 自 ノ 丼

`●
 嘔子 長野 曰大 吉江 貴子 東海大三 秋田  日 下 伊 J 長沼有希子 飯 口 女 滝沢  腱 長「 F日 大 大村 莉恵

秋田  ■ 下 伊 ■ 滝沢  睡 長野 口大 若林

"奈
恵 倉澤 佳郡 大 ● 北 佐藤 奈嗜 佐久長聖 守屋 美紀 咸筋二

"

平

　

泳

田中 美僣 佐久長奎
大会新 渡辺自帆子 長野 曰大 山崎 由香 上 田 染 松下 美紀 伊 郡 弥 北村 幸恵 佐久贅奎 石凛 志屎 大   町

口中 美着 佐久長聖
大会●I 渡辺自●l子 長野 曰大 山崎 由看 上 国 来 池田 住薇 野 沢 北 彙村 幸恵 宮澤 由希子 重   田

背

　

泳

中山 理看 佐久長聖 佐薔 祐子 須  崚 」ヽ林 千夏 長野 曰大 口中 理絵 須 坂 東 九山 息子 ■   ■ 老野智工子 県 ケ 丘

中山 理香 佐久長聖 田中 理綸 須 坂 東 佐● 祐子 須  坂 九山 息子 ■   相 」ヽ林 千夏 長野 日大 宮坂 幸乃 岡 谷 京

黒岩  絆 佐久長聖
大会新 大官めぐみ 佐久長聖 洒井 圭子 榛 ノ 丼 但馬由佳里 佐 久長奎 宮崎r●欧子 中 野 西 春日  崚 伊 郡 例

黒岩  絆 佐 久長聖
大会新

但馬 由佳里 佐久長聖 大官めぐみ 佐久長聖 洒井 圭子 篠 ノ 月 久保田めかね 飯 田 風 宮崎和欧子 ■ 野 西

個
人

メ
ド

下山 悦子 長野曰大 野口 佳郡 伊 郡 北 小|1 世実 文 大 長 矢島加奈子 三室 智美 上 田 染 笹原 麻里 拿  月
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県高体連50年の後半は、登録加盟校数が80校

を越 し (現在88校 )大所帯の専門部とな り発展

期から充実期を迎えています。この間に専門委

員長も江尻耕導先生 (昭和48年～62年現屋代高

校、飯島秀明先生 (昭和63年～平成 5年現上田

東高校)平成 6年度から現在の私唐澤へと変わ

りました。元、前委員長には、現在の充実期を

迎えたサッカー専門部の土台を作っていただき

感謝申し上げます。

〈総合体育大会について〉

昭和50年代から60年代にかけては、中信地区

対東信地区の図式が強 く、県大会の優勝校も東

信の上田東、上田の伝統校、中信地区の松本県

ケ丘、松本深志の伝統校に豊科、田川といった

新興勢力などが代わる代わる勝ちどこが勝ち上

がるのか本当に混戦の時期でした。しか し、こ

の二地区の争いの中、昭和61年には北信から久

しぶ りに長野が県制覇をなしとげ増々混戦の様

相を呈しました。平成に入ると私立校の躍進が

目立ち、その先陣は松商学園でした。平成元年

からの 6連破は過去に例がな く偉業といえま

す。しか し、それを止めたチームも私立の信州

工業であ り、私立上位の展開がここ数年であ

り、それは各地区も同様で北信の長野日大、東

信の上田西、南信の東海大第三等が最近は地区

を引っばっている現状です。公立校の奮起を期

待するところです。ここ数年の代表校は全国大

会でも初戦は必ず突破ベス ト8ま でもう少 しの

戦いをするようにな り今後に期待するもの大と

いった感 じがします。

〈新人大会について〉

東北信、中南信ブロックに別れ一回戦か ら

準々決勝まで行った昭和63年 までと現在のよう

に全県オープンの型、各地区間の差は少々ある

ものの、それぞれの地区から優勝校が出ていま

す。総体でまだ一度も優勝経験のない南信地区

も昭和58年の伊那北、59年飯田風越平成 6、 8

年の東海大第二と優勝をし次年度の活躍が期待

されましたが、「新人大会優勝校は総体に勝て

力

ない。」といったジンクスのようなものがあ り

壁に突き当っています。しかしそんなジンクス

も平成 4年に松商学園が解決 してくれました新

たな出発点とな りました。

新人大会も次につながる大会があれば盛上が

りもちがうかなと感 じています。

〈大会運営等〉

総体の会場は長野インターハイ以後大町市の

サ ッカー場をお借 りし平成 9年まで行なってき

ました。芝のグランドの少ない長野県としては

大変にあ りがたく感謝する次第です。子供達に

芝でのゲームをが今も専門部の程題となってい

ます。

役員についても各校の顧間の先生方の協力に

より組織作 りも着々と進み、専門部の役員だけ

でなく大会運営に多 くの先生方が参加 していた

だけるようになった事も先輩の先生方のお力が

あったからこそと思います。これからももっと

もっと強い長野県になっていくものと思いま

す。

〈今後に期待するもの〉

総体、新人大会と選手権大会 (県高体連共

催)の 3大会を行っています。全国につながる

総体、選手権大会でベス ト8へ入ることはそ う

遠いとは思わない。特に最近は冬に行なわれる

選手権大会に 3年生が多 く残るようになり結果

も現れ出しています。県高体連50周年を一つの

節 日として大きく飛躍することを期待 します。

(専門委員長 唐澤 陽司)
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創設期 昭和22年 に長野県ラグビーフッ ト

ボール協会が発足 し、高等学校において活動が

開始されたのが昭和24年だった。この年飯田に

ラグビー部ができ、翌25年には下伊那農・ 県ケ

丘・長野北 (現長野 )・ 松本市立 (現美須々 )

が活動を開始 した。そしてこの年から県大会が

開始され、最初の優勝校は県ケ丘であった。こ

の中で美須々は数年後に活動を停止 したが、残

りの 4校は (長野は途中休部の時期があった

が)現在でも伝統校として活動を続けている。

成長・発展期 昭和30年代から40年代前半に

かけてが県高校ラグビーが最初の成果を上げた

時期といえる。昭和33年の飯田の全国大会初出

場に始まり、45年の下伊那農までの間、飯田が

3回、下伊那農が 4回、長姫が 1回 と一県一校

になる前の段階としては全国大会出場がこの時

期に集中している、特筆すべきは、昭和43年 の

下伊那農の全国大会ベス ト8である。

また、この間に多くの高校で部が創設され発

展に寄与 した。富士見・ 伊那北・ 前出の飯田長

姫 0天竜・ 飯田工・ 岡谷工・長野工がそれであ

り、現在でもこの中のチームの多 くが実力校 と

して活躍 している。

混戦から 2強対立期 昭和40年代後半から50

年代初頭にかけては毎年優勝校が変わる戦国時

代の様相を呈した。また、静岡県が力をつけて

きたことにより全国大会の予選信静大会におい

ては昭和46年から12年間も負け続け、昭和55年

の記念大会など以外では全国大会に出場できな

かった。しかし、この頃から伝統校下伊那農 と

実力校岡谷工 との 2強時代が始まったといえ

る。下伊那農は昭和53年に 8年ぶ りに優勝 し、

この年行われたやまびこ国体の中心チームとし

て活躍 した。その後昭和58年 まで 6連覇を果た

しその間全国大会に 3回出場 した。その中でも

特筆されるのは昭和56年の滋賀国体出場、57年

には14年ぶ りになる全国大会一回戦突破、58年

のこれも14年ぶ りになる静岡に勝っての全国大

会出場があげられる。続 く昭和59年から全国大

会が一県一校にな り信静大会がなくなった。そ

してこの年から岡谷工の連覇が始ま り、イ ン

ターハイ予選においては現在まで14年連続優勝

している。この間、飯田が 2回、長野が 3回決

勝に進んでいるが、結果としては岡谷工と下伊

那農の 2校の間で決勝戦が行われ 2強時代を築

いていた。その岡谷工の14連 覇の中で特筆され

るのが、中心チームとして参加 した平成 4年の

やまがた国体と平成 5年の東四国国体での 2年

連続準優勝と、11年の間県下で圧倒的な強さで

勝ち続け110連勝以上の記録を作ったことであ

る。また全国大会ではほとんどが一回戦を突

破。ベス ト16の チームと二回戦で同点で、惜 し

くも抽選で三回戦に進出できなかった年 もあ

る。北信越大会では昭和61年から平成 9年の12

年の中で一回の準優勝を除き、残 り11回 をブ

ロック優勝 し、全国レベルのチームとしてその

名を知られるようになった。この間、箕輪工・

須坂園芸・ 長野南・ 大町・上田西・ 須坂・ 中野

実が相次いで創部 し県大会出場を果たした。こ

の中で特筆されるのは、大町と長野南が創部数

年で県大会でベス ト4になったことである。

三校県立戦国時代 平成 8年の新人大会で飯

田が11年ぶ りに優勝。その年のインターハイ予

選では準決勝において飯田と下伊那農が同点抽

選。平成 9年度の新人大会準決勝では下伊那農

が14年ぶ りに岡谷工に勝ち決勝進出。この事か

らいえるように岡谷工・ 下伊那農の対決に飯田

が加わ り、過去の県大会優勝回数の多い 3校に

よる三巴の展開が今後行われると予想される。

今後の課題 一時県大会が14015チ ームの出

場で実施できていたが、ここ数年部員の減少に

よる大会不参加および廃部が多くな り、特に新

人大会においてはそれが顕著に現れている。平

成 9年の新人大会は15人揃 うチームが 7チ ーム

にまで減ってしまった。各大会において 7人制

の試合を実施するなど鋭意努力はしているが今

後が′心配である。また、昭和60年代の前半まで

に創部 した特に中北信地区のチームの多くが廃

部や廃部の危機に直面 している。全県的な生徒

減に伴 う部員不足 と、県下における南北問題

(南信地区のチームが常時ベス ト4を 占め、中

北信が多くチーム減になっている)の解決が急

務だと考える。

(専門委員長 小沢 健 )
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平成 3年度 長野県高等学校総合体育大会
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本年は高体連発足50周年を迎える節目に当た

り、記念すべき年に図らずもスケー ト専門委員

長の責を担 うことにな りました。もとより、微

力ではあ りますが皆様方のご協力をお願いした

いと思います。

本県のスピードスケー トは、伝統校がそれぞ

れ全国優勝を遂げているが、中でも特筆すべき

は南佐久実業高校の輝かしい足跡があ ります。

当時クラブを指導された井出宗雄監督の好指導

を上げねばなりません。

スケー トの練習が冬季に重点が置かれがちで

あったことは当然であ りますが、先生は夏季練

習を重視され従来のスケート・ トレーニングに

対する考え方を改革され、そこに30年代を勝ち

抜いた所以があ り、実に総合 9連覇につなげま

した。

さて、スケート界も1972年 には第11回札幌冬

季大会を開催 してお りますが、この期を前後 し

て北海道勢が盛 り上が り、選手にたいする強化

策も実 り、スピー ド長野の、かつての黄金時代

がすっか り北海道勢へとバ トンタッチされたか

のような感があ り、特に短距離勢の力の差が顕

著にみられました。

わが長野県にも冬季オリンピックをの願いは

古 く1940年 と68年に過去 2回の招致を志 しまし

たが県民の合意を得る事ができず断念をした経

過があ ります。しかしその夢は消えることな く

85年には三たび大きな声とな り第18回冬季大会

開催地として招致を決議 しました。それが1991

年 6月 にはイギリス・ バーミンガムで開かれた

IOCの総会で長野市が第18回冬季オリンピッ

ク競技大会の開催地として正式に決定され、93

年には祭典の第 2幕である第 7回 のパラリン

ピック長野大会も決定 してお ります。両大会開

催に伴 う楽 しい盛 り上が りの中で「長野で日の

丸を」と長野県スケー ト連盟によるオリンピッ

ク特別強化対策が検討され、長野県体育協会の

中に専任コーチ (宮坂雅昭氏)を派遣 しジュニ

ア勢の強化態勢も整えられました。予算面でも

大変であったと思われますが、 1年を 2シ ーズ

ンに分割 し、夏場にも氷上練習を取 り入れられ

るという画期的な発想があ り、幸いこの時期に

滑走可能な リンクをもつ第15回 オ リンピック開

催会場であるカナダ・ カルガリーでの合宿練習

がジュニアの高校生選手諸君にも取 り入れられ

その成果が着実にあらわれてきました。

昭和62年以降の県勢の活躍をみると、男子学

校対抗では昭和55年 岡谷南高校総合優勝以来

久々に佐久長聖高校の学校対抗総合 3連覇 (平

成 5年～ 7年 )を成 し遂げ、実に13年ぶ りであ

り、これまで北海道勢の強さに押 されがちで

あったが、かつてのスピー ド長野復活を感 じさ

せた。一方女子に至っては総合 3位に入ること

さえ難 しい状況が続きましたが、第45回全国高

校総体での東海大三高校の活躍があって久 しぶ

りに総合 3位の成績を収め、平成 8年度第46回

大会では外ノ池・安田両選手の活躍により、第

15回大会の南佐久実業高校以来実に31年ぶ りの

総合優勝に沸いた。ふ りかえってみると、昭和

62年度3000mの 菊池美千子 (小海)が浅間選抜

競技会・昭和63年度33回県総体では、1500mの

堀内佳子 (諏訪二葉)が 日本高校新記録を樹立

し、同年全国高校総体でも、1000mで上原美枝

(諏訪清陵)が、1500mで堀内佳子 (諏訪二葉 )

が優勝 しスピー ド長野の展望もあかるくなっ

た。年号が平成に変わ り元年度県高校総体では

佐久高校が伝統校を押 しのけて学校対抗で男子

総合で初優勝・ 女子は 2位 となる活躍が光 っ

た。平成 2年度は全体的に 1年生の活躍が 目

立ったが全国高校大会では清水美映 (松 本深

志 )の 1500m・ 3000mの 2冠の活躍は立派で

あった。平成 3年は全体に選手のレベルアップ

がみられ、全国高校総体でも久々に男子500m

で篠原浩一郎 (小海)が 2位に入賞 し、黒沢

(佐久)野明 (岡 谷南)田 中 (東海大三)の 中

距離勢もよく健闘した。平成 4年は長野オ リン

ピック強化対策の成果もあ りこれまで北海道勢

に圧倒されてきた県勢も活躍がみられて来た。

ト
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清水美映は1500m・ 3000mの 2冠を果た し気を     昭和63年度 土屋純二 (軽井沢)・ 堀内佳

はいた。平成 5年は県高校総体で男子総合 5連           子 (諏訪二葉 )

勝中の佐久高校が全国高校総体スピー ド競技で     平成元年度 上原三枝 (諏訪清陵)1500m

も学校対抗で初優勝を遂げ、昭和55年度の第30           2位 入賞 総合 6位

回大会優勝の岡谷南高校以来13年ぶ りの大健闘     平成 2年度 野明弘幸 (岡谷南)総 合 4

があった。平成 6年は県高校総体スピー ド競技           位・ 清水美映 (松本深志)総

女子総合で東海大三高校が初優勝を飾 り、佐          合 8位

久・ 東海大三高校の時代が到来 したと言える。     平成 3年度 野明弘幸 (岡谷南)総 合 2

平成 7年は全国高校総体のスピー ド競技男子学           位・ 黒沢 誠 (佐久 )

校対抗で佐久長聖が 3連覇を達成 した。県勢は     平成 4年度 野明弘幸 (岡谷南)500m
各種目で活躍をみせ今井裕介が 2種 目・ 外ノ池           1位 ・ 清水美映 (松本深志 )

亜希 (東海大三)が 2種 目・新谷志保美 (伊那           総合 2位

北)が500mで、土橋貴子 (佐久長聖)が3000     平成 5年度 田中慎也 (東海大三 )

mで勝ち、実に 9種 目中 6種 目に優勝する大活     平成 6年度 今井裕介 (佐久長聖)総合 3

躍であった。平成 8年は全国高校大会のスピー           位・ 外ノ池亜希 (東海大三 )

ド競技で男子総合 3連勝中の佐久長聖は 4位に     平成 7年度 今井裕介 (佐久長聖)・ 外ノ

後退 したが、女子学校対抗で東海大三高校の初           池亜希 (東海大三 )

優勝は、第15回大会の南佐久実業以来31年ぶ り     平成 8年度 平田浩一 (東海大三)・ 安田

の優勝であった。平成 9年度は長野オリンピッ           有希 (東海大三 )

クの開催年である。県高校総体では男子総合得     平成 9年度 篠原泰洋 (小海)総合 9位・

点で小海高校が佐久長聖の 9連覇を阻み10年ぶ           野本 繁 (小海)総合14位

りの総合優勝を果たした。全国高校大会では多     冬季アジア大会参加選手 (平成 7年度 )

くの選手が決勝進出を果た し、男子 5種 日32          今井裕介 (佐久長聖)・ 外ノ

名・ 女子 4種 日30名 であった。これは長野オ リ           池亜希 (東海大三)・ 新谷志

ンピック強化策の成果であるといえよう。アイ           保美

スホッケー競技は、昭和36年以来軽井沢高校の           今井裕介  (佐久長聖)1000

みであったが、平成 7年に長野工業高校にチー           m01500m2種 目 1位で金メ

ムが誕生し競技会が開催できるようになったこ           ダル

とは喜ばしいことである。                    外ノ池亜希 (東海大三)1000
フィギュア競技については依然として不振を           m・ 1500m2種 目2位で銀メ

続けているが、競技人口の拡大と選手諸君の精           ダル

進に期待するものである。             なお今井・ 外ノ池は世界ジュニア選手権大会

スピー ドスケー ト世界ジュニア選手権大会日   へも参加 している。

本代表選手氏名                  平成 8年度 外ノ池亜希 (東海大三)ワ ール

昭和62年度 岩下清人 (小海)  1500m   ドカップ大会参加

3位入賞                     (専 門委員長 降旗教彦 )
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昭和62年度 第32回長野県高等学校総合体育大会
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第 8回長野県高等学校新人体育大会
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佐 久

軽井沢

4054

20961

43823

80806

土屋 泰仁

小柏謙二郎

畠山 忠彦

黒岩 賢二

軽井沢

佐 久

小 海

小 海

4061

2 1074

44246

8 1390

足立 |

高見沢

土屋

今井 リ

一
充

清

貴

雄
　
　
　
康

軽井沢

佐 久

軽井沢

佐 久

4101

21079

44270

81579

女

　

子

500rn

1000m

1500rn

3000rn

鶴田 一枝

上原 三枝

菊池美千了

菊池美千子

小 海

諏訪清陵

小 海

小 海

4401

12949

2 1824

44851

上原 三枝

堀内 佳子

堀内 佳子

菊池 裕子

諏訪清陵

諏訪二葉

諏訪二葉

岡谷東

4475

1 2950

22158

5 11 73

亜紀

一枝

裕子

澄恵

田

田

池

藤

吉

鶴

菊

加

野沢北

小 海

岡谷東

野沢北

4505

1 3049

22363

5 1653

山田美佐子

吉田 亜紀

加藤 澄恵

浅沼 佐千

岡谷東

野沢北

野沢北

野沢北

4543

1 3257

22553

51832

山本絵理子

滝沢さつき

浅沼 佐千

守屋 恵美

軽井沢

岡谷東

野沢北

岡谷東

4647

13429

22838

52118

柳平 美保

山田美佐子

竹内 久恵

竹内 久恵

諏訪清陵

岡谷東

諏訪二葉

諏訪二葉

4688

13519

22960

52259
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フィギュア競技

女子学校対抗

個人成績

昭和63年度

1位  長野西 8点 2位 長野東 7点
1位 吉田千登勢 (長野西) 2位 柳沢 祐子 (長野東 )

第 9回長野県高等学校新人体育大会

昭和63年度 第33回長野県高等学校総合体育大会

位
　
目

順
　
種

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校  名 記 録 氏   名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記 録 氏  名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記 録 氏   名 校  名 記  録

男

　

子

500m
1500rn

5000m

10000nn

2000mR

学校対抗

真寿田聖也

藤原 喜臣

土屋 純二

土屋 純二

岡谷南

佐 久

軽井沢

軽井沢

岡谷南

岡谷南

3975

20731

71075

151875

24034

50バ気

平林 佐一

机  寛典

遠藤 亮治

遠藤 亮治

岡谷南

岡谷南

佐 久

佐 久

佐 久

佐 久

3993

20876

72713

153656

24122

45点

優

優

昭

昭

原

原

沢

沢

北

北

矢

矢

岡谷南

岡谷南

諏訪清陵

諏訪清陵

軽井沢

軽井沢

3997

20973

7.3508

160149

24137

32点

由井 健史

真寿田聖也

土屋  清

黒岩 賢二

佐 久

岡谷南

軽井沢

」ヽ 海

小 海

Jヽ 海

4037

20981

73706

160681

24426

21点

佐藤 文武

高見沢 充

桜井 文晃

土屋  清

佐 久

佐 久

小 海

軽井沢

諏訪清陵

4067

21014

74032

161518

12点

博章

茂晴

宏典

康貴

出

原
　
　
井

平

篠

机

今

三

二

南

久

海

海

谷

東

京

岡

佐

東海三

4071

21141

74148

165780

9点

女

　

　

子

500m
1000rn

1500m

3000m

2000mR

学校対抗

吉田 亜紀

堀内 佳子

堀内 佳子

菊池美千子

野沢北

諏訪二葉

諏訪二葉

小 海

野沢北

野沢北

4344

1 2543

21218

45612

25942

41点

鶴田 一枝

吉田 亜紀

上原 三枝

浅沼 佐千

小 海

野沢北

諏訪清陵

野沢北

岡谷東

小 海

4565

12841

21573

50559

25980

39点

山田美佐子

上原 三枝

菊池美千子

守屋 恵美

岡谷東

諏訪清陵

小 海

岡谷東

Jヽ 海

岡谷東

4622

1 31.29

2 1768

51302

30426

39点

由井 桐子

鶴田 一枝

菊池 裕子

菊池 裕子

野沢北

Jヽ 海

岡谷東

岡谷東

諏訪二葉

4630

13187

22011

51422

29点

篠原ひろみ

篠原ひろみ

浅沼 佐千

竹内 久恵

諏訪二葉

諏訪二葉

野沢北

諏訪二葉

諏訪清陵

4648

13283

22028

51523

13点

村越由美子

滝沢さつき

小原 貴枝

沢田 由布

佐 久

岡谷東

小 海

岡谷東

佐 久

4658

13292

22266

52307

3点

順 位

種 目

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏  名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記 録 氏   名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録

男

　

子

500rn

1500m

3000rn

5000nn

由井 健史

高見沢 充

土屋  清

上屋  清

佐 久

佐 久

軽井沢

軽井沢

4092

20911

43050
744 15

足立

由井

矢沢

矢沢

一
健

昭

昭

雄 軽井沢

佐 久

諏訪清陵

諏訪清陵

4103

2 1005

43315

75203

畠山 忠彦

桜井 文晃

桜井 文昭

今井 康貴

小 海

小 海

小 海

佐 久

4128

21068

43588

75625

泰

彦

輝

輝

嘉

忠

満

満

藤

山

佐

畠

原

原

岡谷南

小 海

小 海

小 海

4155

21194

43847

80591

山崎 幸路

山崎 直也

今井 康貴

西垣  靖

東海三

野沢北

佐 久

軽井沢

4156

21218

43849

80761

佐藤 文武

由井 健史

高見沢 充

竹内 照央

久

久

久

海

佐

佐

佐

小

4164

21218

43874

81899

女

子

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

子

枝

枝

子

桐

〓
三

二
裕

井

原

原

池

油

上

上

菊

野沢北

諏訪清陵

諏訪清陵

岡谷東

4514

1 2851

21218
45558

山田美佐子

油井 桐子

菊池 裕子

浅沼 佐千

岡谷東

野沢北

岡谷東

野沢北

4549

1 3301

2 1573

45953

篠原ひろみ

小原 貴枝

浅沼 佐千

守屋 恵美

諏訪二葉

小 海

野沢北

岡谷東

4645

13361

2 1768

50873

内堀 美恵

山田美佐子

小原 貴枝

小日 秀美

野沢北

岡谷東

小 海

岡谷東

4682

13461

22011

52247

小池真奈美

演 木綿子

守屋 恵美

縛沼 由佳

岡谷東

諏訪清陵

岡谷東

県ケ丘

4759

13675

22028

52740

演 木綿子

篠原ひろみ

沢田 由布

林 絵里子

諏訪清陵

諏訪二葉

岡谷東

Jヽ 海

4774

13688

22266

52740

フィギュア競技 1位  柳沢 祐子 (長野東 )



平成元年度 第34回長野県高等学校総合体育大会

位
　
目

順
　
種

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏  名 校  名 記 録 氏  名 校 名 記 録 氏   名 校 名 記 録 氏   名 校 名 記 録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記 録

男

　

　

子

500rn

1000rn

1500rn

5000m

10000rn

2000mR

学校対抗

立

井

井

原

原

足

由

由

篠

篠

雄一

健史

健史

淳晃

淳晃

沢

久

久

海

海

沢

久

井
　
　
　
　
　
　
井

軽

佐

佐

小

小

軽

佐

3983

12412

20819
73471

153447

24666

83点

史

泰

晃

昭

治

健

嘉

文

　

亮

井

藤

井

沢

藤

由

佐

桜

矢

遠

佐 久

岡谷南

4ヽ 海

諏訪青陵

佐 久

佐 久

小 海

4055

12486

20920

73817

154417

24695

40点

武

武

清

治

昭

文

文

　

亮

佐藤

佐藤

土屋

遠藤

矢沢

佐 久

佐 久

軽井沢

佐 久

諏訪清陵

Jヽ 海

軽井沢

4074

12528

20988

74019

154467

25498

27点

優

彦

充

誠

誠

忠

沢

口

山

見

沢

沢

田

畑

高

黒

黒

佐 久

4ヽ 海

佐 久

佐 久

佐 久

諏訪二葉

岡谷南

4080

12557

21037

74329

162467

301 60

17点

佐藤 嘉泰

上原 哲也

今井 康貴

高見沢 充

吉岡 豊文

疇印には囀　鐵

4100

12571

21101

75025

163359

13点

武井 乙賢

岡部  学

山崎 直也

土屋  清

仲川 達也

岡谷東

小 海

野沢北

軽井沢

松本深志

諏訪二葉

4136

12610

21399

75381

163802

9点

女

　

　

子

500rn

1000rn

1500rn

3000nn

2000mR

学校対抗

景

枝

枝

子

千

〓
一
三

裕

田中

上原

上原

菊池

岡谷東

諏訪清陵

諏訪清陵

岡谷東

岡谷東

岡谷東

4416

1 2902

21593

45553

30418
53点

油井 桐子

田中 千景

浅沼 佐千

浅沼 佐千

野沢北

岡谷東

野沢北

野沢北

佐 久

佐 久

4432

13278

22499

50073

31189

29点

山田美佐子

油井 桐子

名取 美香

名取 美香

岡谷東

野沢北

佐 久

佐 久

松本深志

野沢北

4534

13345

22576

50387

32520

27点

沢田 由布

村越由美子

菊池 裕子

樽沼 由佳

岡谷東

佐 久

岡谷東

公本県ケ五

岡谷南

諏訪清陵

4560

13552

22619

51740

33036

16点

市り||も とよ

篠原ひろみ

小原 貴枝

岩下みち枝

軽井沢

諏訪二葉

4ヽ 海

軽井沢

小海

4572

13620

22943

52085

10′点

村越由美子

小原 貴枝

小池真奈美

林 絵里子

佐 久

小 海

岡谷東

Jヽ 海

軽井沢

4610

13672

22961

52444

8点

フィギュア競技

女子学校対抗 1位 長野西 8点  2位  長野清泉 7点  3位 長野東 6点  4位 文大長野 5点
個人成績 1位 吉田末奈子 (長野西) 2位 豊田麻起 (長野清泉) 3位 柳沢祐子 (長野東) 4位 村田美和 (文大長野)

平成元年度 第10回長野県高等学校新人体育大会

順 位

種 目

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校  名 記  録 氏   名 校 名 記 録 氏   名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録

男

子

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

泰

晃

昭

昭

嘉

淳

佐藤

篠原

矢沢

矢沢

岡谷南

Jヽ 海

諏訪清陵

諏訪清陵

4014

20464

42179
73099

小平 昇一

桜井 文晃

篠原 淳晃

黒沢  誠

諏訪二葉

Jヽ 海

小 海

佐 久

4048

20744

42301

73401

佐藤 文武

山崎 直也

黒沢  誠

新谷 逸也

佐 久

野沢北

佐 久

野沢北

4066

20938

42590

75012

由井 健史

上原 哲也

桜井 文晃

吉岡 豊文

久

野

海

南谷

佐

長

小

岡

4085

20997

43377

80074

岡部  学

佐藤 文武

新谷 逸也

官坂 映男

小 海

佐 久

野沢北

諏訪二葉

4135

2 1033

43527

80701

也

也

文

也

和

和

豊

達

木

木

岡

川

鈴

鈴

吉

仲

4ヽ 海

」ヽ 海

岡谷南

松本深志

4144

21202

43886

81515

女

子

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

井

中

味

取

油

田

五

名

桐子

千景

利恵

美香

野沢北

岡谷東

岡谷東

佐 久

4496

1 3058

22329

50258

田中 千景

五味 利恵

名取 美香

小池真奈美

岡谷東

岡谷東

佐 久

岡谷東

4501

1 3070

22446

50298

市川もとよ

油井 桐子

林 絵里子

小原 貴枝

軽井沢

野沢北

小 海

4ヽ 海

4545

1.3232

2.2626

51011

井内美貴子

市り||も とよ

小池真奈美

博沼 由佳

岡谷東

軽井沢

岡谷東

公本県ケ丘

4656

13291

22702

52062

沢田 由布

村越由美子

小日 秀美

林 絵里子

岡谷東

佐 久

岡谷東

小 海

4680

1 3385

22812

52122

会田由美子

小日 秀美

博沼 由佳

今井 美香

岡谷南

岡谷東

公本県ケ丘

佐 久

4687

1 3451

22928

52676

Ｎ
い
ヽ
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フィギュア競技

女子学校対抗

個人成績

平成 2年度

フィギュア競技

①豊田麻起 (長野清泉)

(女 子)1位  長野西 8点  2位 長野清泉 7点  3位 文大長野

1位  吉田末奈子 (長野西) 2位 豊田 麻起 (長野清泉)

第 11回長野県高等学校新人体育大会

6点

3位 村田 美和 〈文大長野 )

②吉田未奈子 (長野西)③ 村田美和 (文大長野)④ 進士真由美 (岡谷南)

平成 2年度 第35回 長野県高等学校総合体育大会

1贋 位

種 日

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記 録 氏   名 校 名 記 録 氏  名 校 名 記 録 氏   名 校 名 記  録

男

　

子

500m

1000rn

1500rn

5000m

10000rn

2000rnR

学校対抗

佐藤 嘉泰

篠原浩一良「

日向  功

野明 弘幸

篠原 淳晃

岡谷南

小 海

小 海

岡谷南

Jヽ 海

佐 久

佐 久

3991

1 21 06

204 10

722265

153475

23891

64点

由井 健史

宮沢 将史

野明 弘幸

篠原 淳晃

北沢富士男

岡谷南

岡谷南

小 海

岡谷南

岡谷南

岡谷南

久佐 4016

12143

204 16

72497

155957

24099

62点

小平 昇―

佐藤 嘉泰

黒沢  誠

赤沼 健一

赤沼 健一

諏訪二葉 4017

12152

20561

72816

160132

24120

475点

佐藤 文武 佐 久 4027 田口  優 佐 久   4034 篠原浩一郎  小 海   4034

岡谷南

佐 久

佐 久

佐 久

4ヽ 海

Jヽ 海

佐藤 文武  佐 久  12247 山崎 直也 野沢北  12247 一　
晃

文

教

昇

文

豊

克

平
　
井

岡

小

桜

吉

関

諏訪二葉 1 2254

20879

74266

162830

30409

65点

五味 一志

原  巨樹

原  巨樹

矩
久
久
矩
輝

勅
佐
佐
勅
難

20856

73307

160465

25456

10点

豊文

誠

逸也

岡

沢

谷

吉

黒

新

岡谷南

佐 久

つ「刀卜Jヒ

岡谷東

諏訪二葉

20859

73959

162534

25901

9点

小 海

岡谷南

岡谷南

池田工業

野沢北

女

　

　

子

500rn

i000rn

1500m

3000m

2000mR

学校対抗

荒崎

田中

清水

清水

美

景

映

映

江

千

美

美

佐 久

岡谷南

松本深志

松本深志

佐 久

岡谷南

4454

1 2896

2 1625

45162

259 14

56点

田中 千景

沢田 由布

名取 美香

名取 美香

岡谷東

岡谷東

佐 久

佐 久

岡谷東

佐 久

4485

13070

2 1979

45577

30284

38点

沢田 由布

五味 利恵

小原 貴枝

小池真奈美

岡谷東

岡谷東

小 海

岡谷東

大町北

松本深志

4528

1 3100

22216

50593

33213

16点

金井 悦子

会田由美子

小池真奈美

降旗 克子

軽井沢

岡谷南

岡谷東

大町北

大町北

4558

13142

22449

50600

14点

会田由美子

油井 桐子

五味 利恵

小原 貴枝

岡谷南

野沢北

岡谷東

4ヽ 海

海

4574

13164

2.2453

50663

12点

油井 桐子

佐々木志保

降旗 克子

佐口 和江

野沢北

佐 久

大町北

野沢北

野沢北

4584

13201

22516

50828

12点

順 位

種 目

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校  名 記  録 氏   名 校 名 記 録 氏   名 校 名 記 録 氏   名 校 名 記 録 氏  名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録

男

子

500rn

1000rn

1500rn

3000rn

5000rn

小平 昇一

小平 昇一

日向  功

日向  功

赤沼 健一

諏訪二葉

諏訪二葉

4ヽ 海

小 海

佐 久

3949

1 2035

20246

41810

73850

宮沢 将士

篠原浩一郎

関  克教

原  巨樹

原  巨樹

岡谷南

Jヽ 海

岡谷南

佐 久

佐 久

3984

12175

20578

42215

74329

篠原浩一郎

上原 哲也

五味 一志

赤沼 健一

北沢富士男

呻印書は向

3995

1 2264

20673

42380

75447

加藤 剛志

吉岡 豊文

関  克教

官坂 映男

優田 ロ 佐 久

松本深志

岡谷南

岡谷南

諏訪二葉

4036

12284

20746

42807

80880

上原 哲也

吉岡 豊文

高見沢直幸

寛

優

原

ロ

北

田

岡谷南

佐 久

長 野

岡谷南

佐 久

4099

12311

20999

42876

81748

中島 和貴

岡部  学

堀内 健司

五味 一志

菊池  学

大 町

小 海

長野西

東海大三

岡谷東

4103

12358

2 1252

43547

81882

女

了

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

金井 悦子

市川もとよ

名取 美香

名取 美香

軽井沢

軽井沢

佐 久

佐 久

4379

1 2912

22002

45054

荒崎 江美

五味 利恵

降旗 克子

佐口 和江

佐 久

岡谷東

大町北

野沢北

4383

13042

22260

50197

田中 千景

荒崎 江美

依田美智留

依田美智留

岡谷東

佐 久

野沢北

野沢北

4406

13081

22348

50458

市川もとよ

田中 千景

五味 利恵

降旗 克子

軽井沢

岡谷東

岡谷東

大町北

4453

1 31 38

22600

50497

佐々木志保

会田由美子

佐口 和江

加藤 浩子

佐 久

岡谷南

野沢北

田 川

4496

132.07

22665

52054

井内美貴子

佐々木志保

小林 照美

小林 照美

岡谷東

佐 久

東海大三

東海大三

4518

1 3219

231 60

52661



平成 3年度 第36回長野県高等学校総合体育大会

順 位

種 目

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録

男

　

子

500m

1000rn

1500m

5000m

10000m

2000mR

学校対抗

篠原浩一郎

黒沢  誠

野明 弘幸

野明 弘幸

篠原 淳晃

小 海

岡谷南

岡谷南

小 海

佐 久

佐 久

久佐

3922

1 1828

15826

71933
151297

23548
64点

小平 昇一

向山 靖司

日向  功

赤沼 健一

赤沼 健一

諏訪二葉

久佐

海

久

久

南

南

谷

谷

小

佐

佐

岡

岡

3935

12038

20251

72236

152543

23648

53点

黒沢  誠

吉岡 豊文

田中 慎也

原  巨樹

原  巨樹

岡谷南

久佐

矩
久
久
走
海

輔
佐
佐
棘
小

3952

12055

20255

72871

153391

23857

37点

田口  優

五味 一志

五味 一志

北沢富士男

宮木 大吾

東海大三

東海大三

岡谷南

岡谷南

諏訪二葉

東海大三

久佐 3957

12059

20292

732 10

55016

23900

29点

宮沢 将士 岡谷南 3987 小 池 嘉 則 諏訪二葉

小平 昇一 諏訪二葉  12102 加藤 剛志 松本深志  12102

向山 靖司

高見沢敬二

北沢富士男

佐 久

小 海

岡谷南

小 海

諏訪二葉

20301

73224

155135

23925

195点

吉岡 豊文

篠原 淳見

高見沢敬二

岡谷南

小 海

小 海

野沢北

松本深志

20320

73285

155737

24880

65′点

女

　

　

子

500rn

1000nn

1500nn

3000rn

2000mR

学校対抗

田中 千景

田中 千景

清水 美映

清水 美映

岡谷東

岡谷東

松本深志

松本深志

佐 久

佐 久

4361

12853

21381

45263

25828

45点

井内美貴子

荒崎 江美

名取 美香

降旗 克子

岡谷東

佐 久

佐 久

大町北

東海大三

岡谷東

4397

13042

2 1875

45886

30520

34点

金井 悦子

佐々木志保

佐々木志保

依田美智留

軽井沢

佐 久

佐 久

野沢北

松本深志

4401

13066

2 1915

50257

16点

平手真由美

井内美貴子

小牧  恵

名取 美香

諏訪二葉

岡谷東

弥生ケ丘

佐 久

大町北

4432

13071

22038

50582

11点

荒崎 江美

會田由美子

降旗 克子

小坂 直子

佐 久

岡谷南

大町北

岡谷南

東海大三

4486

13090

22049

51097

H点

市川ともよ

五味 利恵

五味 利恵

小林 照美

軽井沢

岡谷東

岡谷東

東海大三

野沢北

4503

13168

221 04

511 66

10点

フィギュア競技

女子学校対抗 1位 長野西 2位  文大長野 3位 佐 久

個人成績 1位 吉田末奈子 (長野西)2位 村田 美和 (文大長野)3位  官下 麻由 (佐久)

平成 3年度 第 12回長野県高等学校新人体育大会

時
い
も

位
　
目

順
　
種

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記 録 氏   名 校 名 記 録 氏   名 校 名 記  録 氏  名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録

男

子

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

篠原浩一郎

五味 一志

野明 弘幸

北沢富士男

北沢富士男

小 海

東海大三

岡谷南

岡谷南

岡谷南

3832

12040

20278

42636

72549

小池 嘉則

加藤 剛志

日向  功

日向  功

高見沢敬二

諏訪二葉

松本深志

小 海

小 海

小 海

3950

12072

20288

42636

73253

矢崎 文也

矢崎 文也

原  巨樹

高見沢敬二

赤沼 健一

諏訪二葉

諏訪二葉

佐 久

小 海

佐 久

4016

1 2208

20301

42858

735 18

加藤 剛志

小林 由平

五味 一志

官坂 源亮

宮木 大吾

松本深志

諏訪二葉

東海大三

東海大三

岡谷南

4017

12209

20636

43209

74061

井出 裕一

井出 裕一

鶴田 重樹

宮木 大吾

官坂 源亮

小 海

小 海

佐 久

岡谷南

東海大三

4029

12346

20819

432 13

74494

関  康司

関  康司

小林 由平

関  克教

榛葉 裕一

大 町

岡谷南

諏訪二葉

岡谷南

松本深志

4030

12355

20891

43489

75028

女

子

500nn

1000nn

1500rn

3000rn

金井 悦子

佐々木志保

佐々木志保

小林 照美

軽井沢

佐 久

佐 久

東海大三

4345

13110

21945

50617

土屋和花子

平手真由美

降旗 克子

降旗 克子

野沢北

諏訪二葉

大町北

大町北

44 11

13215

22019

51199

荒崎 江美

上屋和花子

小坂 直子

佐口 和江

佐 久

野沢北

岡谷南

野沢北

4441

1 3362

22038

51301

子

美

江

子

陽

江

和

浩

嶋

崎

口

藤

中

荒

佐

加

佐 久

佐 久

野沢北

田 川

4448

13377

22379

51644

平手真由美

佐竹 美紀

小林 照美

牛山 優子

諏訪二葉

東海大三

東海大三

東海大三

4483

13409

22551

51900

美紀

陽子

浩子

千春

竹

嶋

藤

次

佐

中

加

木

矩
久
川
田

難
佐
田
臼

4571

13488

23036
52888

フィギュア競技 ①宮下麻由 (佐 久)② 進士真由美 (岡谷南)



”
い
も

フィギュア競技

女子学校対抗

個人成績

平成 4年度

フィギュア競技 ①松林春佳 (文大長野)② 官下麻由 (佐 久)

1位 文大長野 2位 佐 久

1位 松林 春佳 (文大長野) 2位 官下 麻由 (佐 久)

第13回長野県高等学校新人体育大会

平成 4年度 第37回長野県高等学校総合体育大会

位
　
目

順
　
種

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校  名 記 録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録

男

　

　

子

500nn

1000rn

1500m

5000nn

10000m

2000mR

学校対抗

篠原浩一良「

野明 弘幸

原  巨樹

原  巨樹

高見沢敬二

小 海

岡谷南

佐 久

佐 久

Jヽ 海

東海大三

佐 久

3928

1 1688

15849

71982

150309

23668

535点

小池 嘉則

篠原浩一郎

野明 弘幸

官木 大吾

宮木 大吾

諏訪二葉

Jヽ 海

岡谷南

岡谷南

岡谷南

諏訪二葉

岡谷南

3939

1 1716

15910

72454

152164

23689

525点

文也

靖司

慎也

慎也

健一

崎

山

中

中

沼

矢

向

田

田

赤

諏訪二葉

佐 久

東海大三

東海大三

佐 久

岡谷南

4ヽ 海

3940

11861

15944

72592

153008

23693

34点

五味 一志

矢崎 文也

関  克教

日向  功

北沢富士男

東海大三

諏訪二葉

岡谷南

小 海

岡谷南

佐 久

東海大三

3951

1 18779

20261

72717

153031

23708

33点

司

志

理

樹

樹

康

一
大

重

重

味

藤

田

田

関

五

伊

鶴

鶴

岡谷南

東海大三

諏訪二葉

佐 久

佐 久

小 海

諏訪二葉

4000

1 2017

20344

72736

153712

23791

29点

鈴木 崇大

篠原裕太郎

向山 靖司

長岡創一郎

長岡創一郎

佐 久

佐 久

佐 久

野沢北

野沢北

野沢北

野沢北

426

1 2048

20376

72799

154547

24688
9点

女

　

　

子

500nn

1000rn

1500rn

3000m

2000nnR

学校対抗

土屋和花子

荒崎 江美

清水 美映

清水 美映

野沢北

佐 久

松本深志

松本深志

東海大三

野沢北

4381

12825

20974

43766

25900

39点

荒崎 江美

佐々木志保

佐々木志保

降旗 克子

久

久

葉

北

久

久

久

町

佐

佐

佐

大

佐

佐

4385

1 2932

21596

44083

25996

37点

平手真由美

土屋和花子

降旗 克子

佐口 和江

諏訪二葉

野沢北

大町北

野沢北

野沢北

松本深志

4415

13015

21606

45299

30022

16点

金井 悦子

平手真由美

佐口 和江

三浦三枝子

軽井沢

諏訪二葉

野沢北

岡谷東

東海大三

4433

13049

21946

45758

15点

上原 千聖

茂木美保子

茂木美保子

小坂 直子

軽井沢

野沢北

野沢北

岡谷南

大町北

4459

13206

22085

45866

13点

佐竹

小牧

小牧

山口

紀

恵

恵

苗

美
　
　
　
早

東海大三

弥生ケ丘

弥生ケ丘

岡谷東

諏訪二葉

4466

13223

22087

45924

12点

位
　
目

順
　
種

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記 録 氏  名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録

男

　

子

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

矢崎 文也

矢崎 文也

田中 慎也

田中 慎也

長岡創一良「

諏訪二葉

諏訪二葉

東海大三

東海大三

野沢北

3936

1 1948

20099

41797

72816

五味 隆二

官川 洋平

井出 和友

高見沢敬二

高見沢敬二

諏訪二葉

佐 久

野沢北

小 海

小 海

3972

1 1983

20452

42044

73216

宮川 洋平

伊藤 大理

江田 義男

鶴田 重樹

官木 大吾

佐 久

諏訪二葉

軽井沢

佐 久

岡谷南

3990

12041

20598

42151

73326

一
則

理

亮

樹

祐

嘉

大

源

重

井出

小池

伊藤

官坂

鶴田

Jヽ 海

諏訪二葉

諏訪二葉

東海大三

佐 久

4005

1 2085

20604

42218
73802

田代 幸治

井出 和友

小林 哲也

長岡創一郎

官坂 源亮

東海大三

野沢北

岡谷南

野沢北

東海大三

4008

1 2248

20772

42301

74240

則

仁

明

吾

志

嘉

　

辰

大

篤

池

屋

原

木

小

土

藤

官

林

諏訪二葉

野沢北

野沢北

岡谷南

東海大三

4027

1 2257

20866

42470
74516

女

子

500nn

1000m

1500m

3000m

上屋和花子

土屋和花子

小坂 直子

三浦美枝子

野沢北

野沢北

岡谷南

岡谷東

43.20

1 3015

22034

45847

聖

聖

千

千

原

原

上

上

軽井沢

軽井沢

4489

1 31 93

子

子

華

陽

若

嶋

般

中
矩
久

勲
佐

4490

13236

吉沢こずえ

小牧  恵

小林 幸枝

原  彩香

佐 久

弥生ケ丘

小 海

佐 久

4551

13279

22363

50606

両角 久美

向山しのぶ

山日 早苗

市川 息子

東海大三

東海大三

岡谷東

小 海

4577

1 3484

22465

50799

平林久美子

平林久美子

原  彩香

牛山 優子

東海大三

東海大三

東海大三

久佐

4620

13664

22496

50825

三浦美枝子  岡谷東  22137 小牧  恵 弥生ケ丘  22137

直子小坂 岡谷南 50184 山日 早苗 岡谷東 50579



平成 5年度 第38回長野県高等学校総合体育大会

位
　
目

順
　
種

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校  名 記 録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校  名 記 録

男

　

子

500m
1000m

1500nn

5000nn

10000nn

2000mR

学校対抗

篠原裕太郎

宮川 洋平

田中 慎也

高見沢敬二

長岡創一郎

小 海

佐 久

東海大三

小 海

野沢北

佐 久

佐 久

3892

1 1605

15973

73789

152649

23554

63点

宮川 洋平

田中 慎也

伊藤 大理

官木 大吾

高見沢敬二

佐 久

東海大三

諏訪二葉

岡谷南

Jヽ 海

諏訪二葉

諏訪二葉

3958

1 1806

20180

74030

152823

23605

36点

則

理

樹

秀

俊

嘉

大

重

昇

英

池

藤

田

嶋

水

小

伊

鶴

中

清

諏訪二葉

諏訪二葉

佐 久

佐 久

松本深志

小 海

東海大三

3963

1 1810

20195

74643

153229

24012

35点

矢崎 文也

矢崎 文也

竹淵 貴則

鶴田 重樹

官木 大吾

諏訪二葉

諏訪二葉

東海大三

佐 久

岡谷南

東海大三

4ヽ 海

3966

1 1898

20568

75016

153269

24015

27点

田代 幸治

篠原裕太郎

井出 和友

長岡創一郎

中島 昇秀

東海大三

佐 久

野沢北

野沢北

佐 久

野沢北

野沢北

3996

1 1934

20719

75255

153286

21463

23点

小須田典之

市村  雅

小林 哲也

清水 英俊

日達 慎悟

Jヽ 海

野沢北

岡谷南

松本深志

東海大三

岡谷南

岡谷南

4007

11961

20817

75647

154677

24504

19点

女

　

　

子

500m

1000rn

1500m

3000m

2000nnR

学校対抗

土屋和花子

土屋和花子

土橋 貴子

土橋 貴子

野沢北

野沢北

佐 久

佐 久

東海大三

佐 久

4282

1 2790

21568

45549

25902

41点

竹田 久美

竹田 久美

三浦美枝子

三浦美枝子

東海大三

東海大三

岡谷東

岡谷東

佐 久

東海大三

4452

1 2919

21845

50702

25996

37点

聖

恵

枝

子

千

美

幸

直

上原

小林

小林

小坂

軽井沢

佐 久

小 海

岡谷南

軽井沢

野沢北

4456

1 3047

22122

5.1042

30813

22点

官川真紀子

市川亜希子

小林 亜弥

小林 亜弥

佐 久

諏訪二葉

東海大三

東海大三

4ヽ 海

岡谷東

4473

13124

22129

51333

32141

22点

美恵

千聖

直子

早吉

林

原

坂

ロ

小

上

小

山

佐 久

軽井沢

岡谷南

岡谷東

軽井沢

4519

13140

2 21 81

51522

16点

小泉  恵

茂木美保子

茂木美保子

小林 幸枝

岡谷南

野沢北

野沢北

小 海

/1ヽ 海

45.53

13160

222 17

52206

14点

フィギュア競技

女子学校対抗

個人成績

平成 5年度

1位 佐 久 2位  長野工業

1位 官下 麻由 (佐 久) 2位 山下 英子 (長野工業)

第14回長野県高等学校新人体育大会

Ｎ
ヽ
』

位
　
目

順
　
種

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校  名 記 録 氏   名 校  名 記 録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録

男

子

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

篠原裕太郎

官川 洋平

市村  雅

中島 昇秀

中島 昇秀

久

久

北

久

久

沢

佐

佐

野

佐

佐

3862

1 1746

20034

42537

72842

官川 洋平

伊藤 大理

竹林 正樹

長岡創一郎

長岡創一郎

佐 久

諏訪二葉

東海大三

野沢北

野沢北

3903

12077

20303

42675

73014

淳

雅

順

順

介

貴

貴

大

古屋

市村

竹淵

竹淵

米倉

佐 久

野沢北

東海大三

東海大三

岡谷南

3933

12078

20456

42743

73513

菊池 祐暁

篠原裕太郎

金井 俊典

金井 俊典

清水 英俊

4ヽ 海

佐 久

東海大三

東海大三

松本深志

3942

12137

20482

43006

73611

官澤 啓司

小須田典之

伊藤 大理

林  篤志

林  篤志

岡谷南

小 海

諏訪二葉

東海大三

東海大三

3964

12194

20576
43148
73943

小須田典之

代田 幸治

伊藤 成二

日達 慎吾

日達 慎吾

4ヽ 海

東海大三

岡谷工

東海大三

東海大三

3972

12241

20618
43230
74732

女

子

500m

1000rn

1500nn

3000m

竹田 久美

茂木美保子

土橋 貴子

土橋 貴子

東海大三

野沢北

佐 久

佐 久

4370

1 2898

21646

45520

聖

聖

子

弥

千

千

保

亜

美

原

原

木

林

上

上

茂

小

軽井沢

軽井沢

野沢北

東海大三

4383

12990

21665

45559

平林久美子

小泉  恵

小泉  恵

山口 早苗

東海大三

岡谷南

岡谷南

岡谷東

4443

13079

21746

45815

両角 久美

小林 美恵

三浦美枝子

三浦美校子

東海大三

佐 久

岡谷東

岡谷東

4457

13095

21814

50815

向山しのぶ

竹田 久美

小林 亜弥

小林 幸枝

久
矩
矩
海

佐
難
難
小

4489

1 3106

21952

51653

小林 美恵

原  彩香

山口 早苗

清水千代美

佐 久

佐 久

岡谷東

諏訪二葉

4499

13175

21973

51655



“
い
時

フィギュア競技

女子学校対抗 1位 屋 代 2位 長野西

個人成績 1位 海沼 寿都 (屋 代) 2位 浅川 祐紀 (長野西)

平成 6年度 第 15回 長野県高等学校新人体育大会

フィギュア競技 ①海沼 寿都 (屋 代 )

平成 6年度 第39回 長野県高等学校総合体育大会

位
　
目

順
　
種

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校 名 記 録 氏  名 校 名 記 録 氏  名 校 名 記 録 氏   名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏   名 校  名 記 録

男

　

　

子

500nn

1000m

1500nn

5000m

10000m

2000mR

学校対抗

篠原裕太郎

今井 裕介

今井 裕介

長岡創一郎

米倉 大介

佐 久

佐 久

佐 久

野沢北

岡谷南

野沢北

佐 久

3890

1 1677

15892

71784

151206

23774

66点

小須田典之

宮川 洋平

伊藤 大理

米倉 大介

中嶋 昇秀

小 海

佐 久

諏訪二葉

岡谷南

佐 久

小 海

東海大三

3901

1 1718

20027

72283

152218

24049

38点

官川 洋平

市村  雅

市村  雅

日達 慎吾

長岡創一郎

佐 久

野沢北

野沢北

東海大三

野沢北

佐 久

野沢北

3909

1 1735

20278

72898

153084

24188

34点

代田 幸治

篠原裕太郎

小林 哲也

竹渕 貴順

長岡 拓馬

東海大三

佐 久

岡谷南

東海大三

佐 久

軽井沢

岡谷南

3964

1 1782

20336

732 19

154826

249.31

27点

古屋

伊藤

竹渕

小林

日達

淳

理

順

也

吾

大

貴

哲

慎

岡谷南

諏訪二葉

東海大三

岡谷南

東海大三

茅 野

小 海

3971

1 1835

20345

73417
160181

30143
18′点

司

典

一　
一
志

啓

俊

浩

浩

篤

澤

井

田

田

官

金

平

平

林

岡谷南

東海大三

東海大三

東海大三

東海大三

諏訪二葉

4001

1 1992

20357
73520
160477

H点

女

　

　

子

500m

1000m

1500m

3000nn

2000mR

学校対抗

上原 千聖

上原 千聖

=浦
美枝子

外ノ池亜希

軽井沢

軽井沢

岡谷東

東海大三

東海大三

東海大三

4316

1 2740

21398

44130
25400

60バ黒

野明 純香

小泉  恵

外ノ池亜希

土橋 貴子

岡谷南

岡谷南

東海大三

佐 久

佐 久

岡谷東

4422

1 2783

21515

44189

25702

31点

両角 久美

竹田 久美

上橋 貴子

三浦美枝子

東海大三

東海大三

佐 久

岡谷東

岡谷東

佐 久

4428

12798

21574

44588

25962

28′点

官川真紀子

安田 有希

安田 有希

小林 亜弥

佐 久

東海大三

東海大三

東海大三

軽井沢

軽井沢

4437

1 2815

2 1687

45012

30730

21点

竹田 久美

井内美奈子

茂木美保子

小林 幸枝

東海大三

岡谷東

野沢北

小 海

小 海

岡谷南

4438

1 2822

21772

45056

31349

16点

井内美奈子

茂木美保子

小林 亜弥

山日 早苗

岡谷東

野沢北

東海大三

岡谷東

海

4470

12897

2 1775

45580

11点

順 位

種 目

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校 名 記 録 氏   名 校  名 記 録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校  名 記  録

りj

子

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

小須田典之

市村  雅

市村  雅

中島 昇秀

中島 昇秀

海

北

北

久

久

沢

沢

小

野

野

佐

佐

3925

1 2034

20309

41940

72020

井 L 純也

上屋 陽一

平田 浩一

米倉 大介

米倉 大介

佐 久

佐 久

東海大三

岡谷南

岡谷南

3984

1 2050

20571

42284

72239

土屋 陽一

笠原 健司

金井 俊典

平田 浩一

長岡 拓馬

佐 久

岡谷工業

東海大三

東海大三

佐 久

4006

12054

20631

42719

74592

井出 真博

小須田典之

柿沢与一郎

岩下 草吉

岩下 草吉

野沢北

小 海

東海大三

軽井沢

軽井沢

4010

12133

20719

43285

752 19

暁

洋

直

好

哉

裕

智

良

康

卓

菊池

金子

井出

今井

西山

海
達
久
海
久

小
難
佐
小
佐

40 11

12151

20744

43431

75264

笠原 健司

金井 俊典

井出 真博

柿沢与一郎

今井 康好

岡谷工業

東海大三

野沢北

東海大三

小 海

4032

1 21 61

20782

43472

75522

女

　

子

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

官川真紀子

竹田 久美

遠藤 弘恵

土橋 貴子

久
妊
久
久

佐
勲
佐
佐

4408

1 2792

2 1597

44928

井内美奈子

遠藤 弘恵

安田 有希

小林 亜弥

岡谷東

佐 久

東海大三

東海大三

44 15

12872

21602

45962

野明 純香

井内美奈子

土橋 貴子

加藤 桂子

岡谷南

岡谷東

佐 久

田 川

4429

1 2902

21951

50868

竹田 久美

小泉  恵

小泉  恵

西澤美奈子

東海大三

岡谷南

岡谷南

軽井沢

4437

12928

2 1997

50898

恵

希

弥

子

美

有

亜

杏

小林

安田

小林

上田

久
達
遂
久

佐
勅
棘
佐

4449

1 2937

22167

50916

原

林

井

池

萩

小

由

小

尚美

美恵

園子

恵

東海大三

佐 久

小 海

岡谷東

4506

1 3053

22336

51292



平成 7年度 第40回長野県高等学校総合体育大会

位
　
目

順
　
種

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位
氏   名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏  名 校  名 記  録

男

　

　

子

500rn

1000rn

1500nn

5000m

10000m

2000mR

学校対抗

小須田典之

今井 裕介

今井 裕介

中嶋 昇秀

米倉 大介

小 海

佐久長聖

佐久長聖

佐久長聖

岡谷南

小 海

佐久長聖

3885

11551

15642

72056

151476

23666

755点

市村  雅

小須田典之

中嶋 昇秀

篠原 裕剛

平田 浩一

野沢北

小 海

佐久長聖

佐久長聖

東海大三

佐久長聖

4ヽ 海

3888

1 1805

20043

72386

151586

23776

39点

菊池 裕暁

井出 真博

篠原 泰洋

平田 浩一

篠原 祐剛

小 海

野沢北

小 海

東海大三

佐久長聖

東海大三

東海大三

3903

1 1863

20372

72429

152783

24053

325点

井出 真博

土屋 陽一

井出 良直

米倉 大介

小澤 晴樹

野沢北

佐久長聖

佐久長聖

岡谷南

東海大三

岡谷南

岡谷南

3914

1 1936

20444

72649

154457

24066

29点

笠原 健司

市川 一興

西田 浩紀

岩下 草吉

西山 卓哉

岡谷工業

岡谷南

岡谷南

軽井沢

佐久長聖

野沢北

3931

1 1949

20597

73347
155029

21点

鈴木  智

市村  雅

柿沢与一良「

新海 正文

小嶋 直也

佐久長聖

野沢北

東海大三

佐久長聖

岡谷南

軽井沢

3956

1 1951

20620

735_23

155314

5点

女

　

　

子

500m

1000nn

1500m

3000nn

2000mR

学校対抗

新谷志保美

外ノ池亜希

外ノ池亜希

上橋 貴子

伊那北

東海大三

東海大三

佐久長聖

東海大三

東海大三

4283

124 10

21055

44305

25228

65点

官川真紀子

遠藤 弘恵

土橋 貴子

竹ノ内由香

佐久長聖

佐久長聖

佐久長聖

佐久長聖

佐久長聖

佐久長聖

4344

12806

21503

44491

25463

59点

大井 啓子

野明 純香

安田 有希

五味 佳代

東海大三

岡谷南

東海大三

東海大三

小 海

岡谷南

4355

12909

2 1638

45567

30165

17点

野明 純香

安田 有希

竹ノ内由香

小林 亜弥

岡谷南

東海大三

佐久長聖

東海大三

軽井沢

4ヽ 海

4378

12981

21857

45652

30477

9点

遠藤 弘恵

井内美奈子

小林 亜弥

宮崎さやか

佐久長聖

岡谷東

東海大三

東海大三

岡谷東

岡谷東

4400

12983

21892

45687
30903

9点

美

恵

恵

子

久
　
　
　
杏

竹田

小泉

小泉

上田

東海大三

岡谷南

岡谷南

佐久長聖

ウ叶ガ「Jヒ

4412

13006

21957

45742

8点

フィギェア競技 女子学校対抗 1位 長野西 2位  屋 代

個人成績 1位 浅川 祐紀 (長野西) 2位 海沼 寿都 (屋 代)

フィギュア ①浅川 祐紀 (長野西)② 海沼 寿都 (屋 代)

アイスホッケー競技

軽井沢26-0長野工業

アイスホッケー競技 軽井沢20-1長野工業

“
Ｑ
ω

平成 7年度 第 16回長野県高等学校新人体育大会

順 位

種 目

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校  名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録

男

子

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

井出 真博

笠原 健二

井出 良直

平田 浩一

平田 浩一

野沢北

岡谷工業

佐久長聖

東海大三

東海大三

3912

12026

20396

42039

72842

鈴木  智

高見沢雅彦

柿沢与一郎

小澤 晴樹

小澤 晴樹

佐久長聖

小 海

東海大三

東海大三

東海大三

3942

1 2064

20854

42751

73838

平

智

寿

治

治

亮
　
　
一

清水

鈴木

柳平

井出

井出

岡谷南

佐久長聖

東海大三

佐久長聖

佐久長聖

3973

1 2072

20883

43074

74057

金子 智洋

滝沢 雅樹

萩原 文彦

西山 卓哉

小嶋 直也

東海大三

東海大三

佐久長聖

佐久長聖

岡谷南

3981

1 2094

20908

431 74

74128

笠原 健二

井出 良直

木本 弘介

新海 正文

岩下 草吉

岡谷工業

佐久長聖

佐久長聖

佐久長聖

軽井沢

3986

12096

20981

43597
74373

高見沢正彦

清水 亮平

市川 一興

岩下 草吉

新海 正文

小 海

岡谷南

岡谷南

軽井沢

佐久長聖

3990

121 14

21038

43604

74377

女

子

500rn

1000rn

1500rn

3000m

新谷志保美

遠藤 弘恵

安田 有希

竹ノ内由香

伊那北

佐久長聖

東海大三

佐久長聖

4243

1 2862

21938

451 74

野明 純香

新谷志保美

竹ノ内由香

安田 有希

岡谷南

伊那北

佐久長聖

東海大三

4358

12918

22132

50339

弘恵

純香

杏子

杏子

藤

明

田

田

遠

野

上

上

佐久長聖

岡谷南

佐久長聖

佐久長聖

4388

12967

22314

50499

啓子

園子

佳代

由香

井

井

味

野

大

由

五

友

東海大三

小 海

東海大三

野沢北

4396

13165

22551

51107

園子

恵子

好美

恵

井

田

部

池

由

鶴

国

小

小 海

小 海

軽井沢

岡谷東

44 13

1 3170

22700

51211

鶴田 恵子

平林百合子

官lleさ やか

井出香織里

海
尻
た
海

小
塩
勅
小

4427

13340

22866

51774



R 平成 8年度 第41回長野県高等学校総合体育大会

アイスホッケー競技フィギュア競技
軽井沢43-0長野工業

女子学校対抗 1位 長野文化 2位  岡谷工業 3位 諏訪二葉

個人成績 1位 小森亜耶 (岡谷工業) 2位 稲田有香 (文大長野) 3位 阿部詩織 (諏訪二葉) 4位 広森みづは (文大長野 )

平成 8年度 第17回長野県高等学校新人体育大会

順 位

種 日

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校 名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記 録

男

　

子

500nn

1000nn

1500nn

5000nn

10000nn

2000mR

学校対抗

笠原 健司

井出 良直

篠原 泰洋

平田 浩一

西山 卓哉

岡谷工業

佐久長聖

小 海

東海大三

佐久長聖

東海大三

佐久長聖

3844

1 1921

20062

73931

151204

24044

49点

亮平

健司

良直

直也

千年

水

原

出

嶋

池

清

笠

井

小

菊

岡谷南

岡谷工業

佐久長聖

岡谷南

小 海

Jヽ 海

東海大三

3864

12000

20095

74152

152580

24159

47点

井出

鈴木

野本

岩下

平田

博

智

繁

吉

一

真
　
　
　
草

浩

野沢北

佐久長聖

小 海

軽井沢

東海大三

佐久長聖

4ヽ 海

3882

12006

202 12

74593

153498

24222

40点

高見沢雅彦

柳平 一寿

柳平 一寿

関  喜治

岩下 草吉

小 海

東海大三

東海大三

岡谷南

軽井沢

岡谷南

岡谷南

3885

12046

20354

74688

153771

24544

31点

鈴木  智

井出 真博

柿沢与一郎

菊池 千年

小嶋 直也

佐久長聖

野沢北

東海大三

小 海

岡谷南

軽井沢

軽井沢

3913

12065

20440

74979

153791

25013

18点

智洋

亮平

文彦

卓哉

子

水

原

山

木

金

清

萩

西

鈴

東海大三

岡谷南

佐久長聖

佐久長聖

軽井沢

茅 野

岡谷工業

3934

1 2106

20576

75015

155514

30103

15点

女

　

　

子

500nn

1000m

1500nn

3000m

2000mR

学校対抗

新谷志保美

外ノ池亜希

外ノ池亜希

竹ノ内由香

θ饉刀卜Jヒ

東海大三

東海大三

佐久長聖

東海大三

佐久長聖

4198

1 2630

20984

44990

25852

60ス気

遠藤 弘恵

野明 純香

竹ノ内由香

大木 房実

佐久長聖

岡谷南

佐久長聖

佐久長聖

佐久長聖

東海大三

4284

12991

21469

45538

25873

57点

野明 純香

遠藤 弘恵

安田 有希

安田 有希

岡谷南

佐久長聖

東海大三

東海大三

小 海

小 海

4309

13015

21505

45784

30581

26点

栗林美奈子

由井 園子

大木 房実

宮嶋さやか

佐久長聖

小 海

佐久長聖

東海大三

軽井沢

岡谷南

4362

13290

21705

501 31

3.0669

13点

大井 啓子

大井 啓子

上田 杏子

江十寸さやか

東海大三

東海大三

佐久長聖

小 海

伊那北

4383

13335

21763

50178

8点

由井 園子

中村 由美

藤森由香里

上田 杏子

4ヽ 海

東海大三

東海大三

佐久長聖

軽井沢

4434

13356

21899

50291

6点

位
　
目

順
　
種

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校  名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録 氏   名 校  名 記  録

男

子

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

智

智

繁

繁

年千

鈴木

鈴木

野本

野本

菊池

佐久長聖

佐久長聖

小 海

小 海

小 海

3904

11981

20330

41881

73167

佑

寿

寿

治

也

亮

一　
一
喜

直

川

平

平

　

嶋

宮

柳

柳

関

小

佐久長聖

東海大三

東海大三

岡谷南

岡谷南

3918

1 2030

20562

42579

731 91

渡辺壮一郎

荻原 文彦

柳澤 豊和

菊池 千年

小澤 晴樹

東海大三

佐久長聖

東海大三

小 海

東海大三

3968

1 2039

20720

42882

73758

充

佑

彦

治

文

亮

文
　
　
正

市村

官川

萩原

井出

新海

佐久長聖

佐久長聖

佐久長聖

佐久長聖

佐久長聖

3970

1 2042

20721

43038

73872

田口  新

土屋 陽祐

渡辺伸太郎

小澤 晴樹

関  喜治

佐久長聖

佐久長聖

東海大三

東海大三

岡谷南

3978

1 2067

20808

43085

7.4313

伊藤 勇祐

渡辺壮一郎

上屋 陽祐

柳澤 豊和

井出  治

岡谷南

東海大三

佐久長聖

佐久長聖

佐久長聖

4016

12101

20830

43154

75056

女

子

500nn

1000nn

1500rn

3000m

栗林美奈子

栗林美奈子

宮嶋さやか

大木 房実

佐久長聖

佐久長聖

東海大三

佐久長聖

4355

131 11

21843

45622

遠藤 智子

唐澤 由紀

大木 房実

宮嶋さやか

軽井沢

岡谷東

佐久長聖

東海大三

4450

13189

21991

45866

鶴田 恵子

鶴田 恵子

藤森由香里

佐藤美由紀

小 海

小 海

東海大三

Jヽ 海

4461

1 31 95

22175

50263

三浦 知子

遠藤 智子

中嶋みゆき

藤森由香里

軽井沢

軽井沢

」ヽ 海

東海大三

4465

1 3260

22423

50582

草間 亜樹

阿久津奈々

佐藤美由紀

中嶋みゆき

佐久長聖

佐久長聖

」ヽ 海

」ヽ 海

4487

13329

22433

50931

阿久津奈々

三浦 知子

唐澤 由紀

園部 好美

佐久長聖

軽井沢

岡谷東

軽井沢

4546

13343

224 54

5 1295

フィギェア ① 小森亜耶 (岡谷工業)②  稲田有香 (文大長野)③  広森みづほ (文大長野)④ 阿部詩織 (諏訪二葉)  アイスホツケー競技 軽井沢20-0長野工業



平成 9年度 第42回長野県高等学校総合体育大会

フィギュア競技                                                         ァィスホッケー競技
女子学校対抗 1位 文大長野 2位  岡谷工業 3位 諏訪二葉                                    軽井沢24-0長野工業

個人成績 1位 小森亜耶 (岡 谷工業) 2位 稲田有香 (文大長野) 3位 阿部詩織 (諏訪二葉) 4位 広森教づほ (文大長野) 5位 林 千加 (文大長野) 6位 岡村明子 (長野清泉 )

平成 9年度 第18回長野県高等学校新人体育大会

順 位

種 目

第 1位 第 2位 第 3位 第 4位 第 5位 第 6位

氏   名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏   名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記  録 氏  名 校 名 記 録 氏   名 校  名 記  録

男

　

　

子

500rn

1000rn

1500rn

5000rn

10000rn

2000rnR

学校対抗

高見沢雅彦

鈴木  智

野本  繁

小嶋 直也

菊池 千年

4ヽ 海

佐久長聖

小 海

岡谷南

小 海

佐久長聖

小 海

3806

1 1606

15825

71180
150171

23205

63点

宮川 亮佑

篠原 泰洋

篠原 泰洋

小澤 晴樹

小澤 晴樹

佐久長聖

」ヽ 海

4ヽ 海

東海大三

東海大三

小 海

佐久長聖

3809

1 1629

15939

71835

15 1554

23288

46点

清水 亮平

渡辺伸太郎

西田 浩紀

菊池 千年

牛山 貴広

岡谷南

東海大三

岡谷南

小 海

諏訪清陵

岡谷南

岡谷南

3811

1 1635

20193

71914

151720

23363

46点

一寿

亮佑

文彦

喜治

直也

平

川

原

　

嶋

柳

官

荻

関

小

東海大三

佐久長聖

佐久長聖

岡谷南

岡谷南

東海大三

3833

1 1647

20254

72560

151820

34点

智

繁

徳

広

文

隆

貴

正

鈴木

野本

知久

牛山

新海

佐久長聖

Jヽ 海

岡谷南

諏訪清陵

佐久長聖

諏訪清陵

3835

1 1686

20302

72592

152425

10点

渡辺壮一郎

清水 亮平

土屋 陽祐

伊藤  隼

伊藤 明利

東海大三

岡谷南

佐久長聖

東海大三

Jヽ 海

軽井沢

3839

1 1702

203 10

72655

154306

2点

女

　

　

子

500rn

1000m

1500rn

3000rn

2000mR

学校対抗

上原 寿香

上原 寿香

大木 房実

大木 房実

佐久長聖
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スキー

今年で50回を迎えた県高校スキー大会は、戦

後のスポーツの中でも特に早い時期に復活した

種 日であった。昭和23年に飯山市で、長野県教

育委員会、長野県スキー連盟主催で、第 1回長

野県学生スキー競技会が開催された。その後大

会の主催者が参加範囲などに多少の移 り変わ り

はあったものの、昭和31年から長野県高等学校

スキー競技会として現在のような大会の基礎が

築かれた。(元専門委員長 宮本金作氏 )

本年の高校大会は奇 しくも、第 1回大会から

30年の永きに亙って開催地としてご尽力いただ

いた飯山市で行なわれた。

エルニーニョ現象の為、何十年振 りの少雪に

加えて、オ リンピックの関係で開催時期が早

まった事が重なって、なんとか高校と中学校大

会のみ実施 し、他の大会は中止という状況であ

りました。飯山市、県スキー連盟に心より感謝

を申しあげたいと思います。

スキー大会週間の見直 し

高校大会がスキー大会週間という新 しい形式

の方法で行なわれるようになって、本年は20回

を数える。大会の規模はさながらインターハイ

規模の大型化した大会になっている。開催地の

負担 (運営費、運営スタッフ、大会バーンの確

保)は大変なものであ ります。加えて近年の雪

不足からか、経済不況の為なのか、スキー場を

始めとするスキー関係者へのダメージが大きく

大会開催が困難になってきています。他競技 と

違ってコース造 りや競技運営面に莫大な資金を

必要とするスキー大会の引き受け手がなくなっ

ているのが近年の状況であ ります。

他の競技団体のように高体連サイ ドに力があ

り、組織の中心となって動けるような組織づ く

りを、真剣に取 り組む時期に来ています。ス

キー連盟からの要望も強 く、課題として検討中

の問題があ ります。

オ リンピック (競技役員としての参加、協

力 )

2δδ

長野オリンピックのスキー競技運営は、長野

県スキー連盟にまかされ、県スキー連盟は地元

中心の役員編成を行った。自薦、他薦の役員候

補が多い中から、オリンピックの後、長野に何

が残るか、残さなければならないかを第一に考

えて選考された。『子供達 と直接かかわってい

る教師が体験することは、今後有形無形に残る

ものがあるはずだ。』 (佐藤俊幸 NAOCス
キー競技担当)の意を得て県下各高校 より140

名の先生と180名 の高校生が競技役員 として参

加 した。

悪天候で大変な状況であったが、多 くの人々

に感動を与えたオリンピックに参加する機会を

与えていたゞいた事に感謝 したいと思います。

第49回インターハイ 飯山市開催決定

平成11年度に行われるインターハイが正式決

定 した。本県では42回大会 (栂池)が 5年前に

行なわれてお り、過去 5回の開催実績をもつ。

本県の大会運営の素晴らしさは、オリンピック

でも実証済みで、FISの 関係者からお誉めの

言葉をいたゞいている。県スキー連盟の歴史と

伝統が作 りあげたものと思ってお ります。

オリンピックで活躍 した選手達 (長野 )

アルペンの富井剛志 (飯 山南 )、 クロスカン

トリーの堀米光男、神津正昭 (中野実業)今井

博幸 (長野吉田)コ ンバインドの森敏 (飯 山

北)富井彦 (下高井農林)河野孝典 (飯山南 )

(リ レハンメルで大活躍、今回選手村の副村長 )

はこの10年 間に巣立って行った選手である。又

インターハイで活躍 し、主だった成績を見る

と、中野実業高校の男子総合、連続 3年間優勝

を筆頭に、 1年から3年間優勝 した選手は 2

人。 1人は堀米光男 (中野実業 )。 もう1人は

スラロームの切久保深雪 (白 馬 )の活躍であ

る。この外現在スキー界の トップクラスで活躍

している選手が多数お ります。増々の活躍をお

祈 りします。

(専門委員長 富松健夫 )
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平成 5年度の県高体連の活動を振 り返 って見ます と、 6月 の総合体育大会は
 |

28競技に8,307名 の選手の参加を得て開催することができました。この結果 ,1,672

名の選手が北信越大会に出場 し、陸上競技・ 水泳等全国総体へ出場権をかけて

熱い戦いを繰 り広げました。

全国高校総体 (夏季)の出場者は水泳、陸上混成競技、全国定通大会の参加

者を含めて総勢で573名 に上 りました。この中で、久 しぶ りに入賞をはた した水

泳、陸上競技・ 空手道・ レス リングの複数の上位入賞、バ レーボールの入賞等

が主な成績 とな りました。また、ポクシングの入賞者は 2年生でした。定通大

会では卓球女子個人で上位入賞者がでています。

12月 の全国高校駅伝大会には東海大三高校・ 諏訪実業高校が参加 しました。男子 1区西沢君の快走がとても

印象的でした。ラグビーフットボールは 2回戦敗退が惜 しまれました。

1月 の全国高校総体スケー トでは総勢104名 の選手が参加 し、佐久高校男子がスピー ド競技総合で初優勝を飾っ

ています。アイスホッケーも入賞を果 しています。個人でも男女 1000mで の優勝をは じめ多数の上位入賞者を

出し、オ リンピックヘ向けての選手強化が確実に実を結びつつあるようです。

2月 の全国高校総体スキーでは、総勢105名 の選手が参加 し、中野実業高校男子が総合優勝を飾 り同時に 3連

続制覇を成 し遂げています。堀米・ 神津君を卒業 させ苦 しい戦いを強いられ ましたが、最終種 目の リレー競技

|で
の臨 同 でした。また、結 0ま 2位に飯哺 、 5位に鶴 敲 麒 りました。
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登山の大会とは何をどう競 うものなのでしょ

うか。この問いに対する明確な答えはないとい

うのが、本当のところかも知れません。そもそ

も競技とは無縁のものであったはずの登山とい

う一つの文化活動が、高体連の一専門部として

名を連ねるようになったのは、長野でのイ ン

ターハイ開催が大きな契機になっています。昭

和51年に開催されることになったインターハイ

をにらんで、昭和47年に初の県大会が自馬大雪

渓で開かれました。その登山大会も今年平成 10

年で27回を数えるに至 りました。白馬でのイン

ターハイ開催のためにやむを得ずつくられた大

会ではあ りましたが、現在までこの大会が高校

生の登山に果たしてきた役割は大きいものがあ

ります。

紆余曲折を経て始まった県大会ですが、自然

が相手の競技ゆえ、フィール ドが異なれば、当

然状況は変わってきます。そんな中、登山とい

う本来競技とは対極にあったものにそれを取 り

入れるということで、草創期以来の苦労は並大

抵なものではあ りませんでした。しかし、次第
に競技内容も整備され、昭和52年からは開催地

を 4地区 2年持ち回 り制で行 うようにな りまし

た。大会の性格も全国大会出場権獲得のみでは

なく、各校の安全登山技術、クラブ運営の向上

を全県交流の中で目指すものとしました。ここ

10年間の開催地は、昭和62063年が飯田市大

平、平成元年が真田町湯の丸高原、同 2年が佐

久市荒船山、以後、松本市美ケ原、大町市五竜

遠見尾根、山ノ内町志賀高原、牟礼村飯縄山、

茅野市八ケ岳、飯田市大平高原、真田町菅平高

原と原則にそって大会開催地が決められ平成10

年は川上村金峰山で実施されました。

一方、県大会と同様な理由で、なかなか実施

がなされなかったのが北信越大会でした。しか

し、平成元年からは懸案であったこの北信越大

会 も開催されるようにな り、今年で10回 を数

え、各県 2回ずつ開催の経験をしました。長野

県が開催 したのは、平成 2年第 2回の飯縄山、

平成 7年第 7回の人ケ岳の大会です。

飯縄山での大会は土砂降 りの雨という過酷な

条件のもとで行われ、最終日の交流登山は中止

にせざるを得ませんでした。しか し、そのよう

な条件の中、前年第一回新潟大会の松本美須々

ケ丘に続いて、須坂の男子が優秀校に選ばれま

した。人ケ岳の大会は、天候にも恵まれた上、

北信越地区の高校生にとってはこの人ケ岳が憧

れの山でもあるということも相侯って、赤岳の

山頂では交流の輪が広が りました。北信越大会

では、このほかに平成 3年に池田工業が男子優

秀校に選ばれています。

県大会においては昭和50年代後半から60年代

にかけて、全盛を誇った松本蟻ケ崎に加えて、

男子の上田・ 大町、女子の飯田風越などが力を
つけてきていますが、インターハイでは、この

10年、やや力不足の感は否めません。

その他、登山部独自の活動としては、平成 8

年 8月 、自馬村において、全国高体連登山専門

部の創立40周年記念事業が行われました。この

事業は三日間の日程で、全国各地から登山部の

専門委員長及びその経験者などが集い、登山の

メッカ長野の地で安全登山、高校登山部の今後
の展望などについて語 り合 う分科会、記念登山

や記念講演など盛 り沢山の内容で開催され、高

校登山部の持つ様々な点を全国の仲間と語 り合

える有意義なものでした。地元での開催とい う
ことで、この事業にあたっては県高体連登山部

からも実行委員を 2名選出し、開催に力を尽 く

しました。

(専門委員長 大西浩 )

登

専 門 部 長 専門委員長

昭和62年 太田 信彦 松田  大

昭和63年 太田 信彦 松田  大

平成元年 小林 俊樹 高橋  清

平成 2年 」ヽ林 俊樹 高橋  清

平成 3年 小林 俊樹 高橋  清

平成 4年 依田 守史 伊沢 利幸

平成 5年 依田 守史 伊沢 利幸

平成 6年 依田 守史 中尾 順悟

平成 7年 腰原 基弘 中尾 順悟

平成 8年 腰原 基弘 大西  浩

平成 9年 腰原 基弘 大西  浩

平成10年 腰原 基弘 大西  浩
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男 子 女 子

顆 1位 2位 3位 4位 1位 2位 3位 4位

昭和62 長野西89.5 松本蟻ケ崎87.0 岡谷南85.5 長野工業85.0 松本蟻ケ崎92.5 松本美須々丘795 長野西74.5 屋 代69.5

つ
０

′
υ 訟本美須々丘94.5 伊那北91.5 長野工業90.0 屋 代89.5 松本蟻ケ崎96.0 岡谷南84.0 Ll本美須々丘83.5 長野西81.5

平成 1 松本蟻ケ崎84.0 須 坂75.5 訟本美須々丘73.5 飯田風越70.5 松本蟻ケ崎73.0 岡谷南70.0 松本美須々丘64.C 長野西50.5

上  田89.0 松本蟻ケ崎83.0 須 坂82.0 大 町78.0 松本蟻ケ崎91.0 長野西66.0 屋 代56.0 松本美須々丘51.5

０
０ 」二  日日92.5 池田工業89.1 松本蟻ケ崎86.5 岡谷南79.7 田 川79.3 松本蟻ケ崎63.5 長野西47.5 松本美須々丘44.5

”
仕 上  田87.0 屋 代86.6 飯田風越84.9 長野工業84.0 飯田風越68.5 松本蟻ケ崎53.1 長野西34.0

民
υ 須 坂97.0

松本蟻ケ崎93.6

訟本美須々丘93.6
上  田91.1 松本蟻ケ崎90.4 飯田風越85.3 須 坂77.0

′
υ 松本蟻ケ崎91.9 屋 代90.4 飯田風越90.4 ブく  田189.9 飯田風越56.9 松本儀ケ崎47.6

ワ
ー 松本蟻ケ崎96.5 大 町94.0 上  田91.0 屋 代89.5 飯田風越84.0 松本蟻ケ崎77.2 上田染谷丘47.7 須 坂17.0

8 大 町96.4 飯田風越89.6
下伊那農業89.0

」二  日ヨ89.0
上  田91.4 上田染谷丘85.5 松本蟻ケ崎81.1 飯田風越77.4

ｎ
υ 大 町91.6 」二  日]85.5 松本蟻ケ崎80.9 長野吉田79.C 上  田94.5 上田染谷丘90.6 松本蟻ケ崎84.6 須 坂79.8
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21 レ ス

最近10年の専門部の概要及び競技成績

専門部は、小林靖氏 (現協会副会長)に より

昭和40年に小諸商業にレスリング同好会として

スター ト、昭和46年に県高体連に加盟 し、まも

なく30年を数えるが、この10年で大きく変化 し

た。昭和61年中嶋則行教諭により北佐久農業に

レスリング同好会が出来 3年 目 (平 1年 11月 )

の県新人大会において初優勝を遂げ、翌年の県

総体 (平 2年 6月 )で も初優勝し、 IHに初出

場 (3年連続出場 )、 翌年の平成 3年には井出

真一教諭が上田西にレスリング部を創部 し県内

の高校の競争意識がより高まった。そして平成

4年 11月 県新人大会において創部 1年 目にして

念願の団体戦初優勝を遂げた。この 5年間 (昭

63年～平 4年)の北信越では個人戦はまずまず

だが団体戦では小諸商業 (S63)、 北佐久農業

(H4)の 3位が最高でよい結果がでなかった。

しか し平成 4年 3月 の全国選抜で68kg級高見沢

平成 8年度

(小諸)3位 (県 17年ぶ り)が他の選手の自信

とな り、平成 5年北信越選抜で上田西が初優勝

(県 16年ぶ り)北佐久農業 も 2位 となる。個人

戦でも8階級中 6階級に優勝、全国選抜 (平 6

年 3月 )62kg級石田 (上田西)が 2位、平成 6

年の北信越総体でも上田西が初優勝 (県 16年ぶ

り)しその後 3連覇、平成 9年には北佐久農業

が初優勝 した。全国大会での大きな話題は平成

6年の IHで58kg級 竹花 (上田西)長野県初の

チャンピオンに、全国選抜で上田西 3位 (平 8

年 3月 県18年ぶ り)IHで も3位 (県初)個人

では46kg級吉澤 (北佐久農業 ;全国選抜, I
H)2冠 、50kg級高橋 (上田西 ;IH,広 島国

体)2冠を達成 した。この50周 年を一区切 りと

しさらに飛躍できるよう専門部一同頑張 りたい

と思いますのでこれからも皆様のなお一層のご

支援ご協力をお願い致 します。

(専門委員長 大池毅 )

ンリ

攣
．
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摯

山梨 IH、 学校対抗戦で上田西高校 3位入賞 (長野県初 )
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長野県高等学校総合体育大会          長野県高等学校新人体育大会

学校対抗戦

年 度 1位 2位 3位 4位 年 度 1位 2位 3位 4位

昭和α小 諸 高 校 Jヽ 諸商業高枝下伊那農業高校北佐久農業高3 昭和α Jヽ 諸商業高校小 諸 高 枝下伊那農業高枝

Jヽ 諸商業高校 Jヽ 諸 高 様 1ヒ佐久農業高校長 野 南 高 8 Jヽ 諸商業高校小 諸 高 移 1ヒ佐久農業高校下伊那農業高校

平成 1 小諸商業高校小 諸 高 校北佐久農業高校下伊那農業高枝 平成 1 1ヒ佐久農業高枝 Jヽ 諸 高 校小諸商業高校下伊那農業高校

2 1ヒ佐久農業高校小 諸 高 校小諸商業高枝 2 1ヒ佐久農業高校小 諸 高 校小諸商業高校下伊那農業高校

3 北佐久農業高校 諸 高 枝小諸商業高移更級農業高8 3 北佐久農業高校小 諸 高 校下伊那農業高校更級農業高校

4 北佐久農業高校 Jヽ 諸 高 校 上 田 西 高 校更級農業高ぢ 4 上 田 西 高 校北佐久農業高校小 諸 高 枝 下伊那農業高校

5 上 田 西 高 様 1ヒ佐久農業高校小 諸 高 枝下伊那農業高校 5 上田 西 高 校 1ヒ佐久農業高校小 諸 高 枝下伊那農業高校

上 田 西 高 校 北佐久農業高校小 諸 高 枝下伊那農業高枝 上 田 西 高 枝 1ヒ佐久農業高校小 諸 高 校小諸商業高校

7 上 田 西 高 校北佐久農業高枝 Jヽ 諸 高 校下伊那農業高8 上 田 西 高 校北佐久農業高校 下伊那農業高校小 諸 高 校

上 田 西 高 枝北佐久農業高核下伊那農業高校小 諸 高 ぢ |ヒ佐久農業高校上 田 西 高 枝下伊那農業高校小 諸 高 枝

9 上 田 西 高 校北佐久農業高校下伊那農業高校 諸 高 校 9 上 田 西 高 校北佐久農業高校

長野県高等学校総合体育大会

個人戦 48kg→ 46kg→    kg級

(S62)  (S63)―  (H9)

長野県高等学校新人体育大会

個人戦 46kg→ 49kg

(S62) (H9)
年 度 1位 2位 3位 4位

昭和6`
清水 久三

小   諸

武井 久雄

小   諸

柳沢 忠彦

小 諸 商

Jヽ 山  稔 大工原 毅

小 諸 商

柿崎 隆二

長 野 南北 佐 久 農

平成 1
小山  稔 大工原 毅

小 諸 商

柿崎 隆二

長 野 南

北村 大典

北 佐 久 農北 佐 久 農

大工原 毅

小 諸 商

柿崎 隆二

長 野 南

大沢 俊英

松   川

藤沢 賢治

長 野 南

松村 大蔵

小 諸 商

藤沢 賢治

長 野 南

島岡 一樹

松   川

4
松村 大蔵

小 諸 商

中沢 竜二

北 佐 久 農

伊壺 一輝

松   川

5
堀切

/1ヽ

嶋岡 一樹 塩川 貴宏

小 諸 商

稲場 徳道

下 伊 那 農松

6
堀切 邦晃

小   諸

吉沢 克洋

北 佐 久 農

町田 紀章

小 諸 商

武井 章洋

小 諸 商

7
吉沢 克洋

北 佐 久 農

石川 道則

北 佐 久 農

松下  潤 小林 竹雪

松 り|| 上  田 西

吉沢 克洋

北 佐 久 農

吉澤  宏

北 佐 久 農

清水 康弘

上 田 西

9
吉澤  宏

北 佐 久 農

清水 康弘

上 田 西

小杉山 優

下 伊 那 農

堀切 盛寛

小   諸

年 度 1位 2位 3位 3位

昭和6`
柳沢 忠彦

小 諸 商

小山  稔 大工原 毅

小 諸 商

柿崎 竜二

長 野 南北 佐 久 農

平成 1
大工原 毅

小 諸 商

北村 大典

北 佐 久 農

/
/

吉沢 克次

小 諸 商

伊壺 一輝 藤沢 賢治

長 野 南

/
松 /

3
中沢 竜二

北 佐 久 農

一輝

り!|

稲場 徳道

下 伊 那 農

4
堀切 邦晃

小   諸

川又 康助

北 佐 久 農

鈴木 基弘

下 伊 那 農

5
堀切 邦晃

小   諸

/
/

6
吉沢 克洋

北 佐 久 農

井出 和寿

上 田 西

山崎  聡

北 佐 久 農

松下 潤(4位 )

松   川

7
吉沢 克洋

北 佐 久 農

石川 道則

北 佐 久 農

小林 竹雪

上  田 西

吉澤  宏

北 佐 久 農

清水 康弘

上 田 西

小杉山 優

下 伊 那 農

相良比呂樹

上 田 西

町田 勇人

北 佐 久 農

27δ

/
/

/

伊壺 一輝

松   川

堀切 邦晃

小   諸

松下  潤

松   川
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/ / /
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島岡 一樹

松   川

島岡 一樹

松    川
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長野県高等学校総合体育大会

個人戦 52kg→ 50kg

(S62)  (S63)

↓
　

”

kg陥及

(H9)

長野県高等学校新人体育大会

個人戦 50kg→ 52kg

(S62)  (H9)
年 度 1位 2位 3位 4位

昭和6乏

斉藤 浩康

小 諸 商

壬生  親

下 伊 那 農

和也

諸

木内 勝敏

小 諸 商

柳沢 忠彦

小 諸 商

斉藤 潤一

小 諸 商

菊原 文典 寺尾 和也

北 佐 久 農 北 佐 久 農

平成 1

柳沢 忠彦

小 諸 商

斉藤 潤一 菊原 文典 黒岩  明

小 諸 商 北 佐 久 農 北 佐 久 農

2
山本 純也

小 諸 商

桜井 泰行 寺尾 和也 美斉津宏行

/Jヽ 諸 北 佐 久 農 諸

3
小林 健志

北 佐 久 農

美斉津宏行

小   諸

北村 大典

北 佐 久 農

吉沢 克次

小 諸 商

4
吉沢 克次

小 諸 商

嶋岡 正樹

下 伊 那 農

大森  仁

上 田 西

小林 伸一

更 級 農

5
大森  仁

上 田 西

中沢 竜二

北 佐 久 農

川 又 康助 嶋岡 正樹

下 伊 那 農北 佐 久 農

6
大森  仁

上 田 西

高橋 利典 鈴木 基弘 三井 隆弘

上  田 西 下 伊 那 農 小 諸 商

7
高橋 利典

上 田 西

井出 和寿 山崎  聡

北 佐 久 農

大 司掛 川

上  田 西 諸

高橋 利典 小林 竹雪

上 田 西

笠原 満夫

上 田 西 北 佐 久 農

笠原 健二

北 佐 久 農

細谷 健二

小   諸

横田 紘幸

北 佐 久 農

勇人町 田

北佐 久農

年 度 1位 2位 3位 3位

昭和α
斉藤 潤一 吉村  豊

下 伊 那 農小 諸 商

柳沢 忠彦 菊原 文典 長谷川 明 寺尾 和也

小 諸 商 北 佐 久 農 /1ヽ 諸 北 佐 久 農

平成 1

山本 純也 桜井 泰行

小   諸

黒岩  明

北 佐 久 農

寺尾 和也

小 諸 商 北 佐 久 農

黒岩  明 井出 大志 土 屋 和 良 宮下 将洋

北 佐 久 農 小 諸 商 諸 松

吉沢 克次 官下

松

小林 伸一 松村 大 蔵

小 諸 商 更 級 農 小 諸 商

4
大森  仁 嶋岡 正樹 鈴木  剛 中沢 竜二

上 田 西 下 伊 那 農 上 田 千 曲 北 佐 久 農

5
大森  仁 川又 康助 鈴木 基弘 佐々木 大

上  田 西 北 佐 久 農 下 伊 那 農 松

6
高橋 利 典 掛 川 大 司

掛川 大司 /Jヽ 諸

7
高橋 利典 井出 和寿 山崎  聡

北 佐 久 農

吉澤  宏

北 佐 久 農上 田 西 上 田 西

8
笠 原 満 夫 細谷 健二 /
北佐 久農 /1ヽ 諸 /

9
清水 康弘 細 谷 健 二 花 里 一 成 水上巧司(4位 )

上  田 西 /Jヽ 諸 北 佐 久 農 下 伊 那 農

長野県高等学校春季総合体育大会

個人戦56kg→ 54kg→    kg級
(S62)  (S63)へ´(H9)

長野県高等学校新人体育大会

個人戦 54kg→ 56kg

(S62) (H9)
年 度 1位 2位 3位 4位

昭和62
青木真砂水

小 諸 商

福沢 光高

飯 日 長 姫

山岸 義孝

小   諸

桜井 秀文

小 諸 商

桜井 秀文 依田 和也

小   諸

木内 勝利

小 諸 商

新 井 裕一

小 諸 商 小 諸 商

平成 1

小林 和仁

北 佐 久 農

小山 知洋

小   諸

山本 純也 寺尾 和也

小 諸 商 北 佐 久 農

菊原 文典

北 佐 久 農

長谷川

/Jヽ

明
一諸

小林 健志

北 佐 久 農

比田井 学

小   諸

黒岩  明 比田井 学

小   諸

島岡 正樹

北 佐 久 農 下 伊 那 農

4
/1ヽ 諸

青木  潤

北 佐 久 農

井出 大志

小 諸 商

将洋

り||

5
吉田 武司

上 田 西

井出 将光

北 佐 久 農

山浦 成永

北 佐 久 農

田中  健

下 伊 那 農

6
吉田 武司

上 田 西

山浦 成永

北 佐 久 農

川又 康助

北 佐 久 農

井出 和寿

上  田 西

7
平井 進悟

上 田 西

武藤 弘幸

上 田 西

清水 孝夫

下 伊 那 農

稲葉  均

上 田 西

8
平井 進悟

上 田 西

石川 道則

北 佐 久 農

稲葉  均

上 田 西

加藤 雅一

下 伊 那 農

9
花里 一成 佐藤 泰夫

北 佐 久 農

相良比呂樹

上 田 西北 佐 久 農

年 度 1位 2位 3位 3位

昭和6`
依田 和也 桜井 秀文

小 諸 商

荻原 正和

小 諸 商

新井 裕 一

諸 小 諸 商

小林 和仁

北 佐 久 農

新井 裕一

小 諸 商

斉藤 潤一 吉村 豊(4位 )

下 伊 那 農小 諸 商

平成 1

高 山 昭夫 長谷川 明

小   諸北 佐 久 農

2
小林 健志

北 佐 久 農

花田  孝

小 諸 商

比田井 学 高栖 真一

下 伊 那 農諸

青木  潤

北 佐 久 農

美斉津宏行 嶋岡 正樹

下 伊 那 農

伊藤 彰英

松   川/1ヽ 諸

吉田 武司

上 田 西

伊藤 貴晃

松   川

井出 将光

北 佐 久 農

橋本  論

松

吉田 武司 井出 将光

北 佐 久 農

山浦 成永

北 佐 久 農

熊須  忠

小 諸 商上  田 西

平井 進悟 橿山  浩

北 佐 久 農

清水 孝夫

下 伊 那 農

塩沢友則(4位 )

りヽ 諸 商上  田 西

7
平井 進悟

上 田 西

稲葉  均

上 田 西

加藤 雅一

下 伊 那 農

竹村滋洋(4位 )

下 伊 那 農

石川 道則

北 佐 久 農

稲葉  均

上 田 西

横田 紘幸

北 佐 久 農

9
岩田 直之

上 田 西

白鳥  昇

上 田 西

大森  司

北 佐 久 農
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細谷 健二

小   諸

/ /
/ /

/ /
/ /

/
/‐

‐‐‐‐‐‐‐

土屋 和良

小   諸

美斉津宏行

/‐

/ /
/ /…

… … …

(

/
/

/
/



年 度 1位 2位 3位 4位

昭和α
西垣 義久

小   諸

上原  聡

小 諸 商

青山  忠

下 伊 那 農

山岸 義孝

小   諸

上原  聡

小 諸 商

荻原 正和

小 諸 商

平成 1

長岡  聡

小   諸

荻原 正和

小 諸 商

横田 博文

北 佐 久 農

高山 昭夫

北 佐 久 農

2
高山 昭夫

北 佐 久 農

花田  孝 由井 知孝

北 佐 久 農」ヽ 諸 商

3
大井 源裕

北 佐 久 農 諸

青木  潤 島田 貴章

更 級 農北 佐 久 農

4
山岸 茂孝

小   諸

小泉 義和

北 佐 久 農

宇佐美良二

上 田 西

西尾 元希

小   諸

5
竹花 良二

上 田 西

山崎 篤史

北 佐 久 農

鈴木 和成

下 伊 那 農

竹花 良二

上 田 西

三井 恵助

北 佐 久 農

土屋  聡

上 田 西

竹之内設男

小 諸 商

今村 勝利

上 田 西

土屋  聡 森住 悠樹

北 佐 久 農

塩沢 友則

小 諸 商上  田 西

勝利今村 武藤 弘幸 森住 悠樹

北 佐 久 農

日 田 育 男

上 田 西 上  国 西 北 佐 久 農

武藤 弘幸

上 田 西

岩田 直之

上 田 西

田口 大輔

上 田 西

大森  司

北 佐 久 農

長野県高等学校総合体育大会

個人戦 60kg→ 58kg

(S62)  (S63)へ″(H9)

長野県高等学校総合体育大会

個人戦 65kg→ 63kg

(S62)  (S63)

長野県高等学校新人体育大会

個人戦 58kg→ 60kg

(S62)  (H9)

～ (H9)

kg糸及

長野県高等学校新人体育大会

個人戦 63kg→ 65kg

(S62)  (H9)

年 度 1位 2位 3位 3位

昭和α
山岸 義孝

小   諸

戸谷 寿 男 長岡  聡

小   諸

壬生 成己

下 伊 那 農代松

小山 知洋

小   諸

荻原 正和

小 諸 商

高山 昭夫

北 佐 久 農

清水健―(4位 )

小 諸 商

平成 1

菊原 文典

北 佐 久 農

小川  聡

小   諸

花田  孝

小 諸 商

小林 健志

北 佐 久 農

新井 英孝 青木  潤

北 佐 久 農

中込 岳士

小 諸 商

田島 貴光

長 野 南北 佐 久 農

二見 洋一 鈴木 和成

下 伊 那 農

土屋 和良

小   諸 /北 佐 久 農

宇佐美良二

上 田 西

山崎 篤史

北 佐 久 農

広瀬 友宣

小 諸 商

西尾 元希

小   諸

竹花 良二

上 田 西

竹之内設男

小 諸 商

三井 恵助 安藤 政志

下 伊 那 農北 佐 久 農

土屋  聡

上 田 西

小林  孝

小   諸

森住 悠樹

北 佐 久 農

花岡進一(4位 )

小   諸

7
今村 勝利

上 田 西

森住 悠樹

北 佐 久 農

工藤 晋士

小   諸

/
/

8
武藤 弘幸

上 田 西

臼田 育男

北 佐 久 農

桜井 文彰 片桐 雅幸

下 伊 那 農上  田 西

9
臼田 育男

北 佐 久 農

田口 大輔

上 田 西

市川 誠 /北 佐 久 農

年 度 1位 2位 3位 4位

昭和α
井出 剛生

小   諸

夏坂 昭博

小 諸 商

佐々木敏宣

下 伊 那 農

新井 啓釈

長 野 南

夏坂 昭博

小 諸 商

嘉 一甘 利

小 諸 商

平成 1
北村 哲朗

北 佐 久 農

児玉 直哉

小   諸

甘利 嘉一 小林 将人

北 佐 久 農小 諸 商

2
大井 源裕

北 佐 久 農

新井 英孝 水口 真一

長 野 南

菊池 章二

北 佐 久 農北 佐 久 農

3
花田  孝

小 諸 商

新井 英孝

北 佐 久 農

田仲 清司

下 伊 那 農

池田 寿士

更 級 農

4
二見 洋一

北 佐 久 農

石田 亮一

上 田 西

池田 寿士

更 級 農

土屋 和良

小   諸

5
石田 亮一

上 田 西

土屋  忍

北 佐 久 農

原田 靖昭

北 佐 久 農

小林  孝

小   諸

石田 亮一

上 田 西

山崎 篤史

北 佐 久 農

原田 靖昭

北 佐 久 農

椎名  真

下 伊 那 農

7
原田 靖昭

北 佐 久 農

吉沢  剛

上 田 西

橿山 省二

北 佐 久 農

伊藤 哲也

北 佐 久 農

橿山 省二

北 佐 久 農

吉沢  剛

上 田 西

伊藤 哲也

北 佐 久 農

熊谷 俊亮

下 伊 那 農

9
伊藤 哲也

北 佐 久 農

桜井 文彰

上 田 西

柳沢 文昭

上 田 西

多田 一郎

下 伊 那 農

年 度 1位 2位 3位 3位

昭和6`
上原  聡

小 諸 商

朝倉 俊一

小 諸 商

広 田 啓一

小 諸 商

北村 哲朗

北 佐 久 農

壬生 成巳

下 伊 那 農

小林 将人

北 佐 久 農

平成 1
大井 源裕

北 佐 久 農

土屋 善信

小   諸

新井 英孝 塩 川 勇

北 佐 久 農 小 諸 商

大井 源裕

北 佐 久 農

小林 治彦

小   諸

田仲 清司 滝沢 勝仁

更 級 農下 伊 那 農

中込 岳士

小 諸 商

比田井 学

小   諸

官嶋 英雄

丸 子 実

池田 寿士

更 級 農

4
石田 亮一

上 田 西

堀篭 孝信

北 佐 久 農

土屋  忍

北 佐 久 農

5
石田 亮一

上 田 西

土屋  忍

北 佐 久 農

堀篭 孝信

北 佐 久 農

原田 靖昭

北 佐 久 農

6
原田 靖昭

北 佐 久 農

吉沢  剛

上 田 西

今村 勝利

上 田 西

関 久光(4位 )

下伊 那農

7
吉沢  剛

上 田 西

橿山 省二

北 佐 久 農

伊藤 哲也

北 佐 久 農

熊谷俊亮(4位

下 伊 那 農

8
伊藤 哲也

北 佐 久 農

熊谷 典明

上 田 西

柳沢 文昭

上 田 西

多田 一郎

下 伊 那 農

桜井 文彰

上 田 西

高橋 龍太

上 田 西

安斉 和洋

北 佐 久 農

27∂

武藤  誉

小   諸

長岡  聡

小   諸

小川  聡

小    諸

山岸 茂孝

西尾 元希

小   諸

寺内  進 小山 知洋

松   代 小   諸

風間 ]〕哉

松   代

児玉 直哉

小   諸

//

//

‐ /



長野県高等学校総合体育大会

個人戦 70kg→ 68kg

(S62)  (S63)へ″(H9)

長野県高等学校総合体育大会

個人戦 75kg→ 74kg

(S62)  (S63)へ´(H9)

長野県高等学校新人体育大会

個人戦 68kg→ 70kg

(S62)  (H9)

長野県高等学校新人体育大会

個人戦 74kg→ 76kg

(S62) (H9)

年 度 1位 2位 3位 4位

昭和α
柳沢  昇

小   諸

博沼 利之 春 原 宗 一 塩 川 和仁

下 伊 那 農 小 諸 商 北 佐 久 農

朝倉 俊一

小 諸 商

佐々木鉄也

小 諸 商

大平 文弘 児玉 直哉

下 伊 那 農 諸

平成 1
朝倉 俊一

小 諸 商

竹内 一政 下城  晃

丸 子 実

清水 弘一

北 佐 久 農 長 野 南

2
竹内 一政

北 佐 久 農

小林 治彦 中沢 岳彦

丸 子 実

神津 政志

諸 北 佐 久 農

小林 治彦 樋本 隆紀 二見 洋一 中沢 岳彦

/Jヽ 諸 更 級 農 北 佐 久 農 丸 子 実

樋本  力

更 級 農

安藤  崇

上 田 西

内山  敬

更 級 農

高見沢俊彦 大 井 将憲 関戸 一智

北 佐 久 農

矢澤 満照

諸 北 佐 久 農 下 伊 那 農

大井 将憲 関戸 一智 堀篭 孝伸 与 川 猛

北 佐 久 農 北 佐 久 農 北 佐 久 農 上  国 西

甘利 芳紀 森 角 裕 介 西 沢 浩輔 土屋 篤司

上  田 西 北 佐 久 農 諸 /1ヽ 諸

甘利 芳紀 佐々木和行 森角 裕介 市村  順

上  田 西 上  田 西 北 佐 久 農 上  田 西

佐々木和行 森角 裕 介 市村  順

上 田 西

信一

諸上  田 西 北 佐 久 農

年 度 1位 2位 3位 3位

昭和α
夏坂 昭博 大峡 正憲 児玉 直哉

小 諸 商 4ヽ 諸 商 諸

朝倉 俊一 大平 文弘 佐々木鉄也

小 諸 商

竹内 一政

小 諸 商 下 伊 那 農 北 佐 久 農

平成 1
竹内 一政 塩沢 昌浩

下 伊 那 農

渡辺 清紀

下 伊 那 農北 佐 久 農

樋本 隆紀

更 級 農

菊地 章二 中沢 岳彦 河本 裕 司

北 佐 久 農 丸 子 実 長 野 南

赤塚 貴弘

更 級 農

下平 桂嗣 内山  敬 矢澤 満照

松 更 級 農 下 伊 那 農

4
高見沢俊彦 大井 将憲 矢澤 満照 児玉賢太良『

丸 子 実/Jヽ 諸 北 佐 久 農 下 伊 那 農

5
大井 将憲 関戸 一智 満木 子L児

小   諸

平沢範久(4位 )

下伊 那農北 佐 久 農 北 佐 久 農

6
甘利 芳紀 橿山 省二

北 佐 久 農

清水 浩司 西沢浩輸(4位 )

小   諸上  田 西 4ヽ 諸 商

森角 裕介

北 佐 久 農

甘利 芳紀 佐々木和行

上  田 西 上  田 西

8
森角 裕介 佐々木和行 市村  順 竹 村 直 起

北 佐 久 農 上 田 西 上  田 西 下 伊 那 農

9
市村  順

上 田 西

塩川 克実 /
北 佐 久 農 /

年 度 1位 2位 3位 4位

昭和α
小山 克志 中村 行男

小 諸 商

高見沢友規

りヽ 諸 商

市瀬 一成

下 伊 那 農諸/Jヽ

伊藤 剛志

小   諸

高見沢友規

小 諸 商

井出 克穂

小 諸 商

山浦 秀樹

小 諸 商

平成 1
小林  真 伊藤 剛志 高橋  聡

小   諸

正義

諸小 諸 商 /Jヽ 諸

三井 源昭

北 佐 久 農

塩沢 昌浩

下 伊 那 農

清 水 君輝 熊谷 貴輝

下 伊 那 農 下 伊 那 農

三井 源昭

北 佐 久 農

木下 義哉

下 伊 那 農

松本 光也 佐藤  誠

更 級 農 長 野 南

4
木下 義哉

下 伊 那 農

興川  猛

上 田 西

上原 和剛

北 佐 久 農

塚本  聡

下 伊 那 農

5
田守 太郎

上 田 西

古越 和孝

北 佐 久 農

上原 和剛

北 佐 久 農

塚本  聡

下 伊 那 農

6
田守 太郎

上 田 西

上原 和剛

北 佐 久 農

土屋  忍 花 里 康弘

北 佐 久 農 Jヽ 諸

7
柳沢 一志

上 田 西

鈴木  忍

北 佐 久 農

中澤 孝哉

北 佐 久 農

小杉山 仁

下 伊 那 農

8
鈴木  忍 柳沢 一志

上 田 西

Jヽ笠原賢幸 真一

諸北 佐 久 農 上  田 西

9
鈴木  忍 小笠原賢幸

上 田 西

田守 竹夫 飯 田 俊 介

北 佐 久 農 北 佐 久 農 上  田 西

74

74

74

74

74

年 度 1位 2位 3位 3   1立

昭和α
伊藤 剛志 高橋 義英

/」ヽ 諸 Jヽ 諸 商

小林  真 伊藤 剛志 井出 克徳

小 諸 商 諸 小 諸 商

平成 1

三井 源昭 熊 谷 貴輝 小林 善然

小 諸 商

/
北 佐 久 農 下 伊 那 農 /

2
三井 源昭 松本 光也

更 級 農

下平 光雄 佐藤  誠

北 佐 久 農 更 級 農 長 野 商

3
木下 義哉 古越 和孝 塚本  聡

下 伊 那 農 北 佐 久 農 下 伊 那 農

4
古越 和孝 上原 和剛 田守 太郎 塚本  聡

北 佐 久 農 北 佐 久 農 上 田 西 下 伊 那 農

田守 太郎 上原 和剛

北 佐 久 農

花里 康弘

小   諸

西沢浩輔(4位 )

小   諸上  田 西

柳沢 一志

上 国 西

進一

諸

柳沢 一志

上 田 西

鈴木  忍 小笠原賢幸 飯 田 俊介

北 佐 久 農 上  田 西 上  田 西

飯田 俊介

上 田 西

田守 竹夫

北 佐 久 農

279

高見沢俊彦

小   諸

/
/

小林 治彦

小   諸

土屋篤司(4位 )

小   諸

/
/

/
/

/
/‐

高見沢俊彦

小   諸

/
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‐‐‐‐‐~

金井 信一 / /
小   諸 /‐

‐
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長野県高等学校総合体育大会

個人戦 +75kg→ +74kg→ 115kg

(S62)  (S63)へ´(H5)

長野県高等学校新人体育大会

個人戦 +74kg→ 115kg

(S62)へ´(H5)
年 度 1位 2位 3位 4位

昭和α
坂下  晋

下 伊 那 農

清水 秀徳 竹内 孝 彦 Jヽ平 克博

小 諸 商 北 佐 久 農 丸 子 実

坂下  晋 小林  真 富岡  孝 清水 秀徳

小 諸 商下 伊 那 農 Jヽ 諸 商 小 諸 商

平成 1
田中 智弘 高橋  訓 佐藤 正彦 山田 重信

北 佐 久 農諸 下 伊 那 農 諸

田中 智弘 小林  薫 荻原 利行 美斉津 修

北 佐 久 農諸/1ヽ 小 諸 商 諸

美斉津 修

北 佐 久 農

久保田大介

更 級 農

高見沢俊彦

小   諸

Jヽ林  薫

小 諸 商

久保田大介

更 級 農

荻原 龍一

小   諸

山口  宏

更 級 農

竹内 智之

北 佐 久 農

竹内 智之 塚田  良 伊藤 幸司

北 佐 久 農

長井 克浩

上 田 西北 佐 久 農 上  田 西

竹内 智之 塚田  良 伊藤 幸司

北 佐 久 農

花里 洋介

北 佐 久 農北 佐 久 農 上  田 西

塚田  良 茂木 祥吾 花里 洋介 小林 正文

上 田 西 諸 北 佐 久 農 /」ヽ 諸

丸山真太郎

上 田 西

石 山 圭 介 佐 藤 博 俊 矢沢 靖人

下 伊 那 農北 佐 久 農 上  田 西

丸山真太郎

上 田 西

石山 圭介 依田 智之

北 佐 久 農

矢沢 靖人

下 伊 那 農北 佐 久 農

年 度 1位 2位 3位 3位

昭和6乏

坂下  晋

下 伊 那 農

清 水 秀 徳 小林  真 高橋  聡

小 諸 商 小 諸 商 諸

富岡  孝 田中 智弘 高橋  訓 /4ヽ 諸 商 諸 下 伊 那 農

平成 1

田中 智弘

小   諸

美斉津 修 小林  薫

北 佐 久 農 小 諸 商

2
柳沢  宏

北 佐 久 農

久保田大介

更 級 農

渡辺 清紀

下 伊 那 農

曲尾 裕二

更 級 農

3
久保田大介 山口  宏 柳沢  宏

更 級 農 更 級 農 北 佐 久 農

4
伊藤 幸司 竹内 智之 伊坪  亮 花里 康弘

北 佐 久 農 北 佐 久 農 下 伊 那 農 /Jヽ 諸

5
竹内 智之 塚田  良 小林 正文 伊藤 幸司

北 佐 久 農 上 田 西 諸 北 佐 久 農

6
塚田  良 花 里 洋 介 小林 正文

小   諸

支木 祥吾(4位|

上  田 西 北 佐 久 農 諸

7
丸山真太郎

上 田 西

鈴木  忍 矢沢 靖人

北 佐 久 農 下 伊 那 農

8
丸山真太郎 石 山 圭 介 /
上  田 西 北 佐 久 農 /

9
石 山 圭 介 柳 沢 勇 希 依 田 智 之

北 佐 久 農 北 佐 久 農 北 佐 久 農

高体連会報紹介 第23号

平成 6年度を振 り返ってみますと、 6月 の県高校総合体育大会は29種 目に8,426

名の選手の参加を得て開催することができました。この結果、1,815名 の選手が

北信越大会に出場 し、陸上競技・ 水泳では全国大会の出場権をかけて熱い戦い

が繰 り広げられました。全国高校総体 (夏季)への出場者は、水泳・ 陸上競技

混成・ 長距離走・ 全国定通制大会への参加者を含め616名 の参加があ りました。

この中で、レス リング競技の活躍が注目を集めました。団体戦は優勝校に惜敗

し入賞こそ逸 しましたが個人戦58kg級竹花良二君 (上田西)の優勝を筆頭に63

kg級石田亮一君 (同 )の第 2位、74kg級 田守太郎君 (同 )の 3位入賞 と複数入

賞を果たしています。柔道競技も久しぶ りに個人戦で軽重量級中山三雄君 (中

実)0軽 中量級上原英樹君 (東海三)の 2名が 3位入賞を しています。陸上競

技は混成競技を含め 8名 の入賞を果たしています。この他に個人競技では、弓

道、フェンシング・ 漕艇ダブルスカル・水泳競技等 7種 日、バ レーボール男子

岡谷工業高校のベス ト8入 りで 8種 目での入賞を果たしました。 また、定・ 通

制全国大会では飯田長姫高校がバスケットボールでベス ト8の成績を残 しています。

12月 の全国高校駅伝大会は男子は上伊那農業・ 東海大三高 2校、女子は諏訪実業高校が出場 しましたが、女子

の諏訪実業高校の健闘が光 りました。ラグビーフットボールは 2回戦進出という結果でした。

1月 の全国総体スケー トでは佐久高校男子がスピー ド総合で 2連勝を飾 りました。 この中で、今井裕介選手

(佐久高校 )の 2種 目 (男子1500m0500m)優勝、外ノ池亜希選手 (東海大第三高校)の (1500m)優 勝が特筆

されます。また、この 2人はジュニア選手権でも優勝 し、スピー ドのジュニア世界選手権代表となっています。

2月 の全国総体スキーでは、昨年までに総合 3連勝を達成 した中野実業高校、体育科ができて 3年 目となった

飯山南高校を軸に優勝争いが展開されましたが、島田武彦選手の距離 2種 目制覇 (史上初 )と リレー優勝を果た

した飯山南高校が初優勝を飾 りました。女子総合でも飯山南高校が 3位 、中野実業高校が 4位 となっています。

他の種目では佐藤武留選手 (東部高校)コ ンバインド、宮崎優選手 (飯 山北高校)ス ペシャルジャンプでともに

優勝 しています。
L.TЁ三、二、______._― 一――――――一――一――・一―・
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「やまびこ国体」から数えて来年度 (1998年

度)で 20年 となる。この間、マイナーで地味な

スポーツにも拘らず、1987(昭和62)年度以降

96(平成 8)年度までの10年間に、全国選抜大

会を含む全国大会でほぼ毎年入賞クルーを輩出

してきた。活動校が諏訪湖周辺の 4～ 5校に限

られ、しかも北信越大会・ 全国大会を除けば、

対外試合 と呼べるのは中日本 0相模湖の両 レ

ガッタだけという極めて特殊な競技であること

を考えると、この成績は立派というに十分であ

ろう。これも長野県漕艇協会の全面的な支援の

もと、各校顧間の先生方の尽力の賜物 と考え

る。

以下に過去10年間を、『高体連会報』と記憶

をもとに全国高校総体を中心に辿ってみたい。

>1987(昭和62)～ 1989(平成元)年度

各種目とも準決勝まで進みながらも決勝まで

残れず、全国高校総体での入賞ゼロがつづい

た。1988年度より女子 SFが新設され、代 りに

男女KFが、 1県 1ク ルーから北信越プロック

より2ク ルーに代表枠が縮小された。

>1990(平成 2)年度 長沼 (宮城県迫町 )

男子 SF・ 岡谷南が 2位に入賞 し、この余勢

をかって国体でも2位 とな り、久々の快挙に漕

艇関係者の間は大いに沸いた。本年度限 りで、

長 く行われてきた男女KFが廃止となり、次年

度からは男女WSが新設されることとなった。

レ1991(平成 3)年度 天竜 (静岡県天竜市 )

男子SF・ 岡谷南が 3位に入賞し、国体でも

4位入賞を果 して、 2年連続の快挙に漕艇関係

者一同大いに喜んだ。また、男子WSO岡 谷南

も新設種 目にも拘 らず、いきな り5位に入賞

し、男子は全国レベルの実力にあることを証明

した。

>1992(平 成 4)年度 富田浜 (宮崎県新富

町 )

男子SFO岡 谷南が優勝、女子 SF・ 清陵が

3位、男子WSO岡 谷南が 6位、女子WS・ 岡

谷南が 4位 と6種 目中の 4種 目に入賞という、

1981年度以来の好成績を残 した。加えて SF・
岡谷南は国体でも優勝 し、同校にとっては1976

年度に次 ぐ2度 目の完成制覇という偉業を達成

して、「岡谷南」の名を全国に轟か した。水

沢・ 小松・ 共田・ 伊藤・ 中島から成るこの ク

ルーは、3月 の全国選抜で 2位 とな り、全国大

会優勝を狙 うに十分な力をつけていたが、 5月

の信毎諏訪湖 レガッタでは、 3分 18秒 とい う高

校生としては驚異的なタイムで優勝 し、その前

評判どお りの実力を遺憾なく発揮 して二大全国

大会を制覇したのであった。尚、女子 SF・ 清

陵も国体で 3位入賞を果 してお り、この年は長

野県漕艇界にとっての最高の年でもあった。

>1993(平 成 5)年度 戸田 (埼玉県戸田市 )

前年度の反動か入賞ゼロに終ったが、年度末

の全国選抜で女子 SF・ 岡谷南が 7位に入賞

し、次年度に期待をつないだ。

レ1994(平成 6)年度 富山 (富 山県大沢野

町 )

男子WS・ 岡谷南が 4位入賞を果 し、全国選

抜では男子 SF・ 清陵が 5位に入賞 した。

>1995(平成 7)年度 錦海 (鳥取県米子市 )

男子 SF・ 岡谷南が 2位、男子WS・ 清陵も

2位、女子 SF・ 清陵が 5位、女子 SS・ 岩本

(岡谷南)が 6位に入賞 し、92年度以来の快挙

を達成した。SF・ 岡谷南は国体でも4位 とな

り、クルー 5名 の内 4名 は現在も、大学ボー ト

部で現役選手として活躍 している。

>1996(平成 8)年度 河口湖 (山梨県河口湖

町 )

異常渇水のために900mの変則 レースとな り、

後半に強い女子WSO清 陵の健闘ももう一歩及

ばず、惜 しくも 2位 となったが、その力漕は

光 っていた。世界 Jr選手権 (英 国 グラス

ゴー)の 4× に出場 した岩本亜希子 (岡谷南 )

が、国体では実力を発揮 して 2位 とな り、SS
としては10年ぶ りの全国大会入賞を果 した。

今年度 (97年度)も 男子WS・ 岡谷東が全国

高校総体 5位、国体 7位と健闘した。また諏訪

実業が新たに加入し、活動校がふえたことは喜

ば しいことである。しかし、反面で各校共通の

悩みは部員数の大幅減少である。少ないながら

も全国レベルの選手を育てられる環境にあるの

で、これを何とか生かして再生 したいと顧間全

員が考えている。幸い岡西 (中 央大・ 清陵

卒)・ 池田 (中央大・ 岡谷南卒)・ 金子 (明 治

大 0岡谷南卒)・ 岩本 (早大・ 岡谷南卒)ら が

全日本選手として、本年度のアジア選手権で優

勝・ 入賞メンバーとなっているので、この実績

を訴えて部員確保につなげたいと思っている。

決 して悲観 してはいない、これからである。

(専門委員長 伊藤和夫 )

茜
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男子ナ ックルフ ォア

男子舵手付フォア

女子ナ ックルフォア

女子舵手付フォア

頭 1 位 2 位 3位 4 位 1位 2位 3 位 4 位

昭和62 岡谷南 3′ 47″ 42 清 陵 3'47″ 79 岡谷東 4'18″ 4 向 陽 4′ 25″ 87

岡谷南 4.00″ 32 向 陽 4′ 06″ 55 岡谷東 4′ 14・ 73 清 陵 4′ 39″ 66

平成 1 岡谷南 4'01″ 41 向 陽 4.03″ 56 清 陵 4′ 09″ 63 岡谷東 4′ 19″ 8 岡谷東 5′ 04″ 92

2 岡谷南 3′ 58・ 75 清 陵 3′ 59・ 74 向 陽 4′ 10・ 57

3 岡谷南 4′ 01″ 12 清 陵 4′ 06″ 65 向 陽 4'10″ 01 岡谷東タイムなし

4

7

頭 1位 2位 3位 4 位 1位 2位 3位 4 位

昭和62 岡谷南 3′ 29″ 22 向 陽 3′ 33″ 69 清 陵 3′ 35・ 12

岡谷南 3.34″ 49 清 陵 3′ 39″ 39 向  陽 3'40″ 91 岡谷東 4′ 12・ 05 岡谷南 4′ 16・ 15 向 鵬号 4'18″ 40

平成 1 岡谷南 3'32″ 94 向 陽 3'35・ 21 清 陵 3・ 41″ 50 F]  剛ら 4′ 08″ 44 岡谷南 4'15″ 56 清 陵 4′ 20″ 66

岡谷南 3'28・ 33 清 陵 3'36″ 22 向 陽 3′ 46・ 19 岡谷南 4′ 06″ 88 清 陵 4′ 07・ 58 向 陽 4'08″ 96

岡谷南 3・ 29・ 89 清 陵 3'32・ 62 向 陽 3・ 33・ 25 清 陵 3′ 59″ 19 岡谷南 4′ 04″ 14 岡谷東 4'19・ 18

4 岡谷南A3'20″ 33 向 陽 3'37″ 03 清 陵 3・ 42・ 36 清 陵 3′ 46″ 62 岡谷南 3′ 49″ H 岡谷東 4′ 04″ 27

清陵A3・ 27″ 69 岡南A3′ 27・ 83 岡東A3′ 38・ 27 向 陽 3′ 48″ 31 清  陵 3′ 53″ 49 岡谷南 3.59″ 12 岡谷東 4′ 01″ 44 向 陽 4・ 12″ 77

岡谷南A3'30″ 15 清陵A3′ 34″ 45 岡谷東 3'45″ 57 向 陽 3′ 49″ 41 清 陵 3・ 51・ 99 岡谷南 3′ 55・ 33 F84,月に 4′ 08″ 83

7 岡谷南 3′ 28″ 93 清 陵 3′ 30″ 09 岡谷東 3・ 34・ 14 向 陽 3′ 57″ 32 清 陵 3.58・ 61 岡谷南 4'05・ 75

向 陽 3′ 35″ 05 岡谷東 3′ 36″ 44 清 陵 3′ 37″ 20 岡谷南 3′ 40″ 83 岡谷東 4′ 01″ 13 清 陵 4′ 01″ 59 向 陽 4′ 24・ 10

男子 シングルスカル

女子シングルスカル

頭 1 4

昭和62 小池 朋広 岡  南 3′ 49″ 65 亀割 英人(向 陽 3′ 50″ 72

田中 敏文 岡  南 4′ 01″ 79 宮坂  仁(向 陽 4'14″ 26 望月 一弘(清 陵)4'17″ 46

平成 1 吉池 敬芳 岡  南 4'03″ 83 山田  実(清 陵 4′ 05‐ 69 黒田 州司(向 陽 )4′ 27″ 36 上津原 淳(岡 南)4′ 39″ 04

2 共 田 武史 岡 南 4'25″ 69 矢島 孝一(清 陵 4′ 29″ 11

3 遠 藤 岡  南 3'55″ 56 赤津   (向  陽 4′ 00″ 37 矢島 清 陵 4′ 05″ 46

4 両角 清 陵 3′ 49″ 54 赤羽   (岡  南 3'49″ 71 五味 岡谷東 3.56″ 89

5 山 田 岡  南 3′ 57″ 26 滝沢   (岡  南 4'00・ 58 伊 賀 清  陵 4′ 04″ 18

6 武 井 岡  南 3′ 56″ 91 小日  (清  陵 3′ 58″ 15 佐 藤 向 陽 4′ 02″ 84 柴 (岡 南 )4′ 03″ 52

7 菊 池 清 陵 3′ 58″ 09 北沢   (清 陵| 3′ 58″ 42 遠 藤 岡  南 4'03″ 93 北 原 (岡 南 )4.05″ 64

8 山 田 岡  東 3'49・ 66 笠原   (岡  南 3′ 54″ 39 小 野 向  陽 4′ 05″ 41 上條   (岡 南)4′ 17″ 30

頭 1 2 3 4

昭和62 伊藤久美子(岡 東 4′ 27・ 80 官坂真由美(向 陽 4'38″ 65 登内佐知子(清 陵)4'44″ 29

西沢 美香(岡 南 4′ 30″ 62 金高 弘子(向 陽 4′ 44″ 32

平成 1 宮坂 綾子(岡 東 4′ 54″ 61 知久 佳代(向 陽 4′ 57″ 32 望月  希(岡 南)5'15″ 07

2 花岡久美枝(岡 東 4′ 46″ 85 望月  希(岡谷南 4′ 53″ 11 小口 彰子(清 陵)5′ 30″ 54

3 小澤 (岡 南 4′ 37″ 73 立石   (岡 谷東 5'00″ 29 今井 (向 陽)5′ 10″ 40

4 小林   (岡  東 4′ 44″ 25 後 藤 (清 陵 4′ 56″ 74

5 菊池 (岡 南 4′ 36″ 87 小林 (岡 東 4'37″ 35 坂 爪 (向 陽)4′ 48″ 89 官川   (岡  南)5′ 47″ 27

6 菊池 (岡 南 4′ 24″ 79 伊 東 (清 陵 4′ 35″ 10 柳沢   (清 陵)4′ 43″ 51 (岡  南 )4′ 46・ 82

7 岩 本 (岡 南 4′ 26″ 51 樋代   (岡  南 5′ 18″ 67 」ヽロ (向 陽 )6′ 57″ 12

8 篠原   (岡  東 4′ 23″ 18 山崎   (岡  南 4′ 44″ 30 古 谷 (向 陽 )5.04″ 90 西 山 (岡 南 )5′ 07・ 70
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屎 1 位 2  位 3  位 4 位

平成 1

岡谷南 清 陵

岡谷南A   3′ 27″ 40 清 陵    3.28″ 05 向 陽A   3′ 33″ 34

岡谷南A   3・ 37″ 50 清 陵A   3'41″ 89 向 陽A   3′ 50″ 68

岡谷南A   3'35″ 05 清 陵A   3′ 36″ 20 向 陽    3'48・ 41

7 清 陵    3′ 34″ 32 岡谷東    3′ 44″ 73 岡谷南    3′ 46″ 79 向 陽    4′ 06″ 85

F,そ)肩5        3′ 42・ 34 向 陽    3'45″ 71 清 陵    4'02″ 00

男子ダブルスカル

女子ダブルスカル

北信越大会(その 2)

頭 t+'2 / / tv z, tv 男子シングルスカル

7 6位 岩本(岡南)  4′ 14″ 49

沐 1位 2位 3位 4位

平成 1

2 岡谷南    3′ 42″ 16

3 岡谷南

4 岡谷南    3・ 57″ 84 清 陵    4・ 01″ 75

5 清 陵A   4'01″ 21 岡谷南A   4′ 26″ 87 岡谷東    4′ 29″ 37

清 陵    4'02″ 19 岡谷南A   4′ 08″ 31 向 陽    4・ 28″ 97

7 清 陵    4'16″ 99 岡谷南    4′ 27″ 98 向 陽    4′ 34″ 44

清 陵    4′ 04″ 53 岡谷南     4.21″ 14 岡谷東    4′ 22″ 76 向 陽    4′ 44・ 11

夭 男子ダブルスカル 女子ダブルスカル

1

2位 岡谷南   4′ 16″ 25

4
1位 岡谷南A  3・ 36″ 80
2位 清 陵    3′ 38″ 07

1位 岡谷南
4位 清 陵

2位 清 陵   3・ 56″ 19

1位 清 陵   3.48″ 91

1位 清 陵   3′ 51″ 27

1位 清 陵   3′ 45″ 45

全国大会 (イ ンターハイ)

顆 男子舵手付きフォア 男子ダブルスカル 女子舵手付きフォア 女子ダブルスカル

平成2 2位  岡谷南    3.19″ 46

3位 岡谷南    3.28″ 84 5位  岡谷南    3′ 39″ 10

1位 岡谷南    3′ 20″ 01 6位  岡谷南    3'38・ 61 3位 清 陵    3′ 46″ 59 4位 岡谷南    3′ 59″ 30

4位 岡谷南    3′ 49・ 25

7 2位 岡谷南    3′ 39″ 69 2位 清 陵    3.33・ 80 5位 清 陵    4′ 10″ 87

2位 清 陵    3'58″ 35
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北信越大会 (そ の 1)

汎
男子ナックル

ア

女子ナ ックル
ア

男子舵手 付 き
フ  ォ  ア

女子舵手付 き
フ   ォ   ア 男子シングルスカル ta'/ v / )v 7rt )v

昭和62

Zμ
清 陵 4′ 17・ 71
4位
囲 容 苗 4′

'1″

01

11立

岡谷東 4.31″ 50
4位
白   圏書 4′ R9″ 46

南
　
陽

区
谷
位

３
岡
４
白

3′ 42″ 28

R′ 43″ 02

池
割

小
亀

位
位

朋広(岡南)4′ 48″ 94

英人(向陽)4′ 49″ 14

位
位

宮坂真由美(向陽)5.27″ 10

伊藤久美子(岡東)5'32″ 31

Ａ
位
南

３
岡 4′ 04″ 93 Ａ

口
南

３
岡 3.39″ 96

4位
向 陽 4′ 17″ 18

1位 田中 敏文(岡南)4′ 02・ 58

平成 1
2位
岡谷南 3・ 37・ 98

2位
岡谷南 3.12″ 90

4位
血  剛巳 R′

`4・

30 3位 知久 佳代(向陽)4′ 15″ 95

2
4位
冊 谷 宙 4′ 11″ Al

3位
岡谷南 3・ 35″ 06

2位 共田 武史(岡南)4'00″ 11

3
南
　
麟

世
谷
位

１
岡
４
浩

3'57″ 69

4′ n4″ nA
東

位
谷

２
岡 4′ 45″ 97

4位
岡谷南 3′ 26″ 67

4
1位
岡南 A 3′ 18々 90

2肛
着  時 R′ 51″

5

匡
　
位

３
岡
４
浩

南 3′ 26″ 42

鶴レ R′ ,A″ Qq

6
4位
岡 南 4′ 01″ 30

7

2位
岡 南 3'41″ 36

1,ユ

清 陵 4'14″ 17

3位
囲 谷 首 4′ ,1″ 7S

2位 岩本   (岡 南 )4′ 57″ 05

8

○新人大会

男子ナ ックルフォア

男子舵手付フォア(新人 )

女子ナックルフォア

女子舵手付フォア(新人 )

頭 1 2 3 4 1 2 3 4

昭和62 岡谷南 4′ 10″ 82 向  陽 4′ 13″ 87 清 陵 4'14″ 01 清 陵 4'38″ 90 向  陽 4'42″ 49 岡谷東 4′ 44・ 13

岡谷南 4′ 07″ 73 岡谷東 4'19″ 45 向 陽 4.19″ 68 清 陵 4′ 46″ 91 岡谷南 4′ 55″ 70

平成 1 清 陵 4′ 19″ 56 岡谷南 4.27″ 36 向 陽 4.28″ 96 岡谷東 4.53″ 86

2

3

4

5

6

7

8

沐 1 2 3 4 1 2 3 4

昭和62 清 陵 3.43″ 70 岡谷南 3′ 44″ 83 向 陽 3′ 50″ 62

岡谷南 3′ 30″ 56 向 陽 3′ 38″ 13 清 陵 3'40″ 48 向 陽 4′ 10・ 47 岡谷東 4′ 20″ 65 岡谷南 4′ 22″ 96

平成 1 岡谷南 3′ 39″ 27 清 陵 3.43″ 47 向 陽 3′ 49″ 61 岡谷東 4′ 33‐ 79 向 陽 4′ 34″ 09 岡谷南 4′ 34・ 22 清 陵 4.36″ 60

2 岡谷南 3′ 38″ 78 清 陵 3′ 43″ 27 向 陽 3′ 48″ 65 清 陵 4′ 14″ 29 岡谷南 4.17″ 77 岡谷東 4′ 30・ 56

3 岡谷南 3′ 34・ 16 清 陵 3′ 40″ 44 向 陽 3'47″ 72 F彗  ,そ 4′ 00・ 04 岡谷南 4′ 16″ 42 岡谷東 4'28″ 38

4 岡谷南A3′ 43・ 28 清陵A3′ 43″ 87 岡東A3′ 46″ 77 岡谷東 4′ 14・ 17 清 陵 4′ 14″ 76 向 陽 4′ 22・ 71

5 清陵A3′ 30″ 66 岡谷南A3'36″ 09 岡谷東 3′ 49″ 87 岡谷南A3'55″ 23 清陵A3′ 56″ 50

6 清 陵 3′ 35″ 83 岡谷南A3′ 38″ 99 岡谷東 3′ 45″ 08 向 陽 3′ 57″ 92 清 陵 4′ 01″ 62 岡谷東 4′ 04″ 60 岡谷南 4′ 31″ 64

7 向 陽 3′ 55″ 34 岡谷東 4′ 00″ 40 清 陵 4'09″ 13 岡 南 4′ 22″ 90 岡谷南 4′ 20″ 09 清 陵 4′ 58″ 85 向 陽 5.29″ 77

8 向 陽 3.36″ 21 清 陵 3・ 36・ 56 岡谷南 3.39″ 26 清 陵 4.21・ 58

男子シングルスカル(新人 )

頭 1 2 3 4

昭和62 田 中 敏文 岡 南 )4'14″ 08 官坂  仁 向 陽 4′ 32″ 31 上津原 淳(岡 東)4'42″ 75

宮坂  仁 向 陽 4′ 05″ 13 吉池 敬芳(岡谷南 4′ 13″ 10

平成 1 共 田 武 史 岡  南 4′ 16″ 67 福 田 英 次 清 陵 4′ 51″ 96 山岸 隆之(向 陽 5'06・ 13

遠藤 岡  南 4′ 07″ 59 矢 島 清  陵 4′ 10″ 98 岡 本 (向 陽 4'29″ 76

3 岡 本 向 陽 4′ 05″ 46 吉 江 岡谷南 4′ 07″ 55 市川   (岡 谷南 4′ 11′ 69

4 牛山 清 陵 4′ 23″ 45 滝 沢 岡谷南 4′ 23″ 46 矢島   (岡谷東 4′ 25″ 51

5 滝 沢 岡  南 4′ 04″ 38 矢島 岡谷東 4′ 06″ 22 小日  (清  陵 4′ 09″ 38 小 松 岡谷南 )4′ 10″ 81

6 北 澤 清  陵 4′ 23″ 73 鎌倉 清  陵 4′ 26″ 47 田畑 (岡 南 4.32″ 87 武 居 岡谷東 )4′ 45″ 39

7 山 田 岡  東 3′ 59″ 14 ′
Jヽ野 向 陽 )4′ 13″ 94 小阪 (岡 南 4′ 57″ 19 笠島 向 陽 )5.18″ 48

8 笠 原 岡  南 4′ 06″ 39 上 條 岡  南 4′ 18″ 74 小日   (岡  南 4 芳 沢 清 陵)4′ 22″ 76
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頭 1位 2位 3位 4位

昭和62 西沢 美香(岡 南)4'49″ 25 金高 弘子(向 陽)4′ 58″ 37

知久 佳代(向 陽)5'01″ 51 百瀬 美里(清 陵)5'14″ 84 官坂 綾子(岡谷東)5′ 48・ 97 小松 美紀 (岡谷南 )6′ 41″ 54

平成 1 望月 希 (岡  南 )4′ 53″ 92 花岡久美枝(岡  東)4'57″ 75 小口 彰子(清 陵)5′ 52・ 03

2 小澤 (岡 南 )5′ 07″ 19 今井 (向  陽 )5′ 40″ 68

3 オ寸田 (岡 南)4′ 00″ 04 岩 本 (岡 南)4′ 48・ 94 小林   (岡谷東)5′ 31″ 40

4 小林   (岡谷東)4'49″ 32 秋山 (清 陵)5′ 08″ 03 菊池   (岡 谷南)5.40″ 83

5 菊池   (岡谷南)4′ 23・ 10 花岡   (岡 東)5'04″ 80 伊東   (清 陵)5'08″ 51 金井 (岡 南 )5'34″ 84

伊 東 (清 陵)4'26″ 99 岩 本 (岡 南 )4'36・ 59 /1ヽ ロ (向 陽)6'52″ 58

7 岩 本 (岡 南)4′ 18″ 81 篠 原 (岡 東)4'50″ 22 古谷 (向 陽)5′ 48″ 40

内澤   (岡  東 )4′ 35″ 30 森 (向 陽)4'54″ 37 名取 (岡 南 )4・ 57・ 27

女子シングルスカル(新人 )

女子ダブルスカル(新人 )

男子ダブルスカル(新人 )

頭 1イ立 2位 3位 4位

平成 1 岡谷南    4・ 11″ 18

清 陵    4'05″ 61 岡谷南    4′ 16″ 29 向 陽    5'00・ 53

岡谷南A   3.57・ 66 向 陽A   4'13″ 63

岡谷南A   3′ 52″ 83 富士見    4・ H″ 19 向 陽    4′ 23″ 16

清 陵A   3′ 32″ 17 岡谷南A   3.44″ 03 向 陽    4.23″ 80

清 陵A   3'37″ 38 岡谷南A   3′ 50″ 80 岡谷東    4'02・ 49 向 陽    4'21・ 03

7 岡谷南     3'49・ 22 向  陽         4′ 03・ 94 清 陵    4′ 17″ 11

岡谷東    3・ 42″ 28 清 陵    3′ 51・ 35

沐 1位 2位 3位 4位

平成 1 岡谷南    5′ 16″ 66

2 岡谷南    4′ 24″ 32

3 清 陵    4′ 43″ 24

4 清 陵    4'20″ 81 岡谷南A   4′ 53″ 01

5 清 陵    4′ H″ 21 岡谷南    4′ 20″ 62 向 陽    4′ 33・ 28
岡 谷 菌     4′ 54″ 05

6 向 剛ら         5'04″ 15

7 清 陵    4′ 05″ 77 岡谷南    4'25″ 70 向 陽    4'33″ 20 岡谷東    4′ 37・ 12

岡谷東    4'14″ 58 岡谷南    4・ 32″ 02 F]  剛ら         4′ 33″ 24
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23 ウェイ トリフティング

昭和53年の長野国体開催が決定されると同時

に、高校の競技力向上と運営面の強化として、

51年全国高校総合体育大会の県内での実施が決

まった。これを受けて昭和49年に未成熟種 目全

ての専門部が設置され、その一つであるウェイ

トリフティング専門部は部長に遠藤清仁 (豊科

74～75年 )、 委員長に榊原進哉 (松商74～ 93年 )

で発足し、同年第 1回の県大会を開催、第 2回

の北信越大会に参加、翌50年には学校対抗の千

曲と個人の松商計 5名を初めて全国高校総体に

出場させ、51年 の豊科町での全国高校総体へと

移行していった。しかし専門部ができてから日

が浅 く大会運営はまずまずの成果を収めたが、

強化が間に合わず満足のい くものではなか っ

た。このような設立から全国総体開催までの時

期、湯本政宣高体連理事長、北村喜男中信高体

連理事長の絶大なる入力によって乗 り切 り、現

在の専門部の基礎が作られたのである。なお部

長は初代遠藤清仁に続き、轟義顕 (豊科76年 )、

瀬川邦人 (松本松南77～80年 )、 中堀幸彦 (松

本松南81～85年 )、 そ して現在の九林一富 (松

商86年～ )である。委員長は榊原進哉 (松商

74～ 93年 )が 20年間行い、現在は牛山成剛 (松

商94年～ )である。

最近10年間で特筆すべきことが 2つあ りま

す。

1つは、技術力が向上 してきたことです。北

信越大会では個人優勝者も続出し、団体でも入

賞ができるようになってきています。全国高校

総体では平成元年に永田真樹 (篠 ノ井)60kg級

5位・平成 3年には清沢英彦 (松商 )82.5kg級

7位など、他にも惜 しくも入賞を逃 した選手が

多くいるが、全国大会でも入賞できようになっ

てきています。この技術 レベル向上に貢献 して

いるのは、長野県ウェイ トリフティング協会の

皆様方の全面的な協力と北信越合同強化合宿で

海外研修をしてきた先生や他の多くの先生方か

らの温かいご指導によるものでもあ ります。各

県の先生方に感謝を申し上げます。
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もう1つは、平成 4年度より中沢次生先生

(篠 ノ井陸上部顧問)に より女子の選手がウェ

イ トリフティングをするようになったことで

す。しかし、全国高校総体・ 北信越高校総体・

県高校総体どれにも女子の部がないため、まず

は県大会でオープンで参加させるようにしまし

た。北信越では女子選手の先駆けとな り、オー

プンではあるが参加できるようにな りました。

現在では長野県選手が 2階級で大会記録を保持

しています。全国高校総体に相当する大会が国

体記念杯であ り、平成 5年杉本泰美・ 平成 6年

河合咲子・ 平成 8年松澤美保子 (篠 ノ井)が入

賞をはたしました。今後ますます多くの女子選

手の参加を期待 したいと思います。

最後に平成 9年 12月 31日 までの長野県高校記

録は次のとお りです。

(専門委員長 牛山成剛 )

(清沢英彦・松商学園 )



長野県高校総合体育大会 団体

年 度 1 位 2  位 3  位

昭和62年度 松商学口  32点 岡谷工業  31点 篠 ノ 井  25点
昭和63年度 松商学口  22点 岡谷工業  21点 篠 ノ 井  21点
平成 1年度 岡谷工業  39点 篠 ノ 井  24点 松商学国  18点
平成 2年度 岡谷工業  32点 篠 ノ 井  25点 松商学国  25点
平成 3年度 松商学園  48点 篠 ノ 井  34点
平成 4年度 松商学園  48点 篠 ノ 井  40点 岡谷工業   9点
平成 5年度 松商学園  43点 篠 ノ 井  41点
平成 6年度 篠 ノ 井  43点 松商学園  15点 塚原青雲   9点
平成 7年度 篠 ノ 井  27点 松商学園  23点 岡谷工業  7点
平成 8年度 篠 ノ 井  26点 松商学園  21点 岡谷工業  19点
平成 9年度 篠 ノ 井  101点 松商学口  69点 岡谷工業  65点

長野県高校総合体育大会 個人

昭和62年度 1 位 2  位 3  位

56 kg級 百 瀬 和明 篠ノ井 1875

60 kg級 町 井 忠雄 篠 ノ井 1600 藤原 匡範 松 商

68 蛇級 島田 充也 篠ノ井 21X10 中野 能和 松 商 藤森 弘晃 岡 工

75 kg級 吉江 一高 岡 工 1725 松本 峰夫 岡 工

83 峰級 赤穂 常明 松 商 1500 山口  昇 岡 工

90 ヒ級 柳沢 一洋 松 商 1600

平成 6年度 1 位 2  位 3  位

54 峰級 波多野 亀 青 雲 1100

59 聴級 中巌 久揮 松 商 1600

64 蛇級 篭田 浩明 松 商 1700 北村  武 松 商

70 聴級 竹 田 哲章 篠 ノ井 1750 福沢  斉 岡 工 松浦 達也 松 商

76 聴級 岩井 純徳 穣 ノ井 2200 塚田 和広 篠 ノ井

83 ヒ級 寺沢 哲也 篠 ノ井 1950

91 聴級 松村  洋 檬 ノ井 1800
昭和63年度 1 位 2  位 3  位

52 蛇級 川窪 雅史 松 商 975 清水 秀幸 岡 工

56 蛇級 山口 清志 岡 工 1100 粂井 敏郎 岡 工

60 ヒ級 永田 真樹 篠ノ井 1800 中島 豊彦 岡 工 早川 和徳 岡 工

68 聴級 町井 忠雄 篠ノ井 1900 釜崎 亀也 松 商 赤羽 宏文 岡 工

75 セ級 穂苅  努 岡 工 1200 上 原 千広 篠 ノ井

83 k8級 柳沢 一洋 松 商 1850 山口  昇 岡 工 松本 仁志 篠 ′井

平成 7年度 1 位 2  位 3  位

64 聴級 大 嶋 良識 接 ′井 1400

70 L級 松 浦 達也 松 商 1750 中村  友 松 商

76 kg級 竹 田 哲章 篠 ノ井 2100 福沢  斉 岡 工

83 聴級 塚田 和広 篠 ノ井 2250 村田 卓弥 松 商

平成 1年度 1 位 2  位 3  位

52 kg級 川窪 雅史 松 商 1350 清水 秀幸 岡 工 宮沢 卓也 岡 工

56 ヒ級 唐沢  勝 岡 工 1100

611 L級 永 田 真樹 篠 ノ井 2100 赤羽 宏文 岡 工 長崎 洋一 岡 工

68 L級 上 原 千広 篠 ノ井 1650 林  建次 岡 工 箕輪 裕之 岡 工

75 蛇級 川窪  豊 松 商 1650 工藤 和将 岡 工 松 本 仁志 篠 ノ井

83 峰級 穂苅  努 岡 工 1850

平成 8年度 1 位 2  位 3  位

54 ヒ級 前 沢 規雄 篠 ′井 1200

59 ヒ級 中村 洋生 篠 ノ井 1275 遠藤 克彦 岡 工

64 L級 中村  友 松 商 1775 大嶋  良謙 篠 ノ井 太田 秀文 篠 ノ井

70 ヒ級 飯沼 美明 松 商 1375

76 kg級 村田 卓弥 松 商 1925

83 ヒ級 大西 洋平 岡 工 875 小口 勝弘 岡 工平成 2年度 1 位 2  位 3  位

56 L級 川窪 雅史 松 商 清水 秀幸 岡 工 丸山 淳一 松 商

60 ヒ級 赤羽 宏文 岡 工 塩川 正樹 松 商 中沢 公昭 松 商

68 蛇級 上原 千広 篠ノ井 950 赤羽  嵩 岡 工

75 kg級 鷲谷 巧 篠ノ井

83 セ級 川窪  豊 松 商 塩入 昭博 篠ノ井

90 峰級 穂苅  努 岡 工

平成 9年度 1 位 2  位 3  位

54 ヒ級 久保田 浩 松 商 1300 前沢 規雄 篠 ノ井

59 亀級 中 島 正和 篠 ノ井 1650 中村 洋生 篠 ノ井 丸山 純和 松 商

64 ヒ級 遠藤 俊和 松 商 1800 五十嵐敦 司 篠 ′井 太田 秀文 候 ノ井

70 蛇級 丸 山 弘 篠 ノ井 飯沼 美明 松 商

76 聴級 村 田 卓 弥 松 商 1925

83 蛇級 村田 卓弥 松 商 2200 滝沢 健太 篠 ノ井 大西  洋平 岡 工

平成 3年度 1 位 2  位 3  位

52 崚級 内山  正 篠ノ井 1300

56 ヒ級 田中 宏樹 松 商 900 赤羽 大輪 松 商 野村 省二 松 商

60 峰級 篭田 浩明 松 商 llll1 0 曽根原路人 松 商 倉科 勝啓 松 商

68 鼈級 荒井 克弘 岡 工 1450 阿部 健介 松 商 北村  武 松 商

75 セ級 鷲谷  巧 篠 ノ井 1850 古越 敬児 篠 ノ井

90 聴級 清沢 英彦 松 商 2350

平成 4年度 1 位 2  位 3  位

52 ヒ級 内 山 正 篠 ノ井 1600 田中 宏樹 松 商

56 k8級 増沢  忍 岡 工 1475 中鳥 久揮 松 商

60 セ級 篭田 浩明 松 商 1900

68 kg級 北村  武 7AN 商 1550 阿部 健介 松 商

75 聰級 古越 敬児 篠 ノ井 1900 伊藤 賢一 松 商

90 蛇級 塩 入 昭博 篠 ノ井 2000 松村  洋 檬 ノ井 寺沢 哲也 篠 ノ井

100 蛇級 深沢 悟 松 商 1250

女子

平成 5年度 1 位 2  位

59 kg級 河 合 咲子 篠 ノ井 1150 土佐 広美 松 商

64 kg級 杉本 泰美 篠 ノ井 725

平成 6年度 1 位 2  位

59 kg級 河 合 *+ */)+ rr2.5 芝崎真理子 松 商

平成 7年度 1 位 2  位

50 kg級 松澤美保子 篠 ノ井

54 蛇級 官澤 瞳 篠 ノ井 1100 佐藤亜香利 松 商

59 峰級 芝崎真理子 松 商 1050

70 k8級 菅 原 香 菊 松 商 1075

平成 8年度 1 位 2  位

50 k8級 松澤美保子 篠 ノ井 1150 佐藤亜香利 松 商

54 ヒ級 宮 澤 瞳 篠 ノ井 1150

平成 9年度 1 位 2  位

50 聴級 大須賀樹里 篠 ノ井 825

54 聴級 佐藤 恵美 松 代 775

平成 5年度 1 立 2  位 3  位

59 kg級 倉科 勝啓 松 商 中鳥 久揮 松 商

64 蛇級 篭田 浩明 松 商 北村  武 松 商

70 ヒ級 伊藤 賢一 松 商 阿部 健介 松 商

76 聴級 岩 井 純徳 篠ノ井 竹田 哲章 篠 ノ井 古畑  卓 篠 ノ井

83 ヒ級 寺 沢 哲也 篠 ノ井 1600 塚 田 和広 篠 ノ井

91 ヒ級 松村 洋 篠ノ井 1800 谷口 祐二 松 商

99 ヒ級 深沢  悟 松 商 1650

2∂ 7



24  自 転

自転車競技専門部は昭和51年全国高校総体昭

和53年長野国体の開催が決定 したのをうけて昭

和49年 4月 に部長宮林弘 (南安曇農校長)専門

委員長穂刈勇 (松商学園高)で発足 しました。

その穂刈先生より専門委員長を昭和63年に引き

継いで10年がたちました。前年の昭和62年にか

りがね運動公園に自転車競技場が新設されたの

をうけ昭和63年 より新人県大会を実施するよう

にな りました。同時に春と秋一般道を使っての

道路競走ができるようにな りました。特に新人

県大会では平成 4年 より麻積村役場の全面的な

協力が得られ聖高原クリテリウム大会として現

在にいたつています。又審判員も高校の顧間の

多 くの先生が 2級 3級の資格を取ってくれ県内

の実業団、学連所属の審判員の協力も得られて

全国的にも トップクラスの運営と内容の県大会

と言われるようになって来ました。

全国高校総体では昭和58年の松本工業の道路

競走 5位入賞からはじまった入賞の記録は昭和

62年松本工業青沼正悟君の 4 1cIの 速度競走 3位

入賞、平成元年松本工業塩原正長君の l kmタ イ

ム トライアル 2位入賞 と続きました。(塩原君

はその後早大に進学 し、全日本選手権優勝、前

橋での世界選手権出場、広島でのアジア大会優

勝と大活躍 しています。)それ以後は部員不足

に悩む松本工業と共に県全体としても低迷期に

入 りました。しか しながら池田工業・ 箕輪工

業・ 松商学園 0長野工業・ 長野西・ 駒ケ根工

業・ 松本筑摩といった部員の少ない学校の選手

ががんばってつないでくれました。平成 8年か

ら松本工業がもりかえしてきて百瀬匡君のスプ

リント4位入賞原篤史君の 3 km個人追い抜き競

走 8位入賞。平成 9年 も原君の同種目7位入賞

と続いています。平成10年 も入賞を目差して練

習に熱が入っています。女子選手も平成 8年全

国選抜大会入賞の稲垣 じゅんさん、平成 9年全

国選抜大会、」OCジ ュニアオリンピック大会

連続入賞の塩原和愛さん、岩淵海季さん (3人

とも松本工業)と 活躍 してくれましたが、残念

ながら本年度で女子選手はいなくなってしまい

ました。

各校とも部員不足を解消すべく層の拡大に務

めるとともに高校卒業後も競技を続ける選手を

増や していく事が今後の課題だと思われます。

やる気のある選手やる気のある指導者がどんど

28∂

ん出て来てくれる事を願っています。

※歴代の専門部長・専門委員長

S62 丸林一富 穂刈 勇 (と もに松商学園 )

S63 塚平正廣 小林秀一 (と もに松本工業 )

Hl～中沢貞夫  ″  (と もに松商学園 )

H3～中島逍逢  ″  (と もに松商学園 )

H9～北島勲夫  ″  (と もに松商学園 )

(専門委員長 小林 秀― )

長野県高等学校総合体育大会

01000mタ イム トライアル

年 度 1 位 2  位 3  位

青沼 正悟(松工 青嶋 宏充(池工 塩原 正長(松工 )

塩原 正長(松工 山川 政行(池工 青嶋 宏充(池工)

1 塩原 正長(松工 為田  学(池工 石川 雅康(箕工

2 為田  学 (池工 石川 雅康(箕工 井口 達也(池工

3 三浦 伸夫(池工 井口 達也(池工 伊藤 大介(岡工

4 藤井 欣也(池工 牧野 広二 (松工 城戸 正巳(岡工

5 有賀 昌美(岡工 飯塚  朗 (松商 池上  誠 (岡工

6 西牧  大(松工 飯塚  朗 (松商 高山 真寛(松工

7 官澤 崇史(長工 百瀬  匡(松工 上沼  悟 (岡工

百瀬  匡(松工 原  篤史(松工 原田  充(岡工

原  篤史(松工 原田  充 (岡工 小峰  烈(松工

○スプリント

年度 1 位 2  位 3  位

山川 政行(池工 遠山 圭太(松工 田口 慎也(松工

山川 政行(池工 田口 慎也 (松工 五十嵐憲行(岡工

1 為田  学 (池工 山本 壮紀(松工 津田 和博(松工)

2 為田  学 (池工 伊藤 大介(岡工 林  健次(岡工

3 井口 達也(池工 伊藤 大介(岡工 藤井 欣也(池工

4 藤井 欣也(池工 牧野 広二(松工 田中 誉士(長工

5 小野 貴広 岡工 有賀 昌美(岡工 西牧  大(松工

6 西牧  大 松工 名取  学(松工 高山 真寛(松工

7 湯原 正行(高専 百瀬  匡(松工 上沼  悟(岡工

8 百瀬  匡 松 工 鷹野 智浩(松工 官田 光雄(池工

9 原田  充(岡工 鷹野 智浩(松工 原  篤史(松工

04000m速度競走

年度 l 位 2  位 3  位

青沼 正悟(松工 ) 矢島 義将(箕工 ) 臼田 博司(岡 工

河口 巻成(岡工 ) 山本 壮紀(松工 ) 興水  誠(岡工 )

1 山本 壮紀(松工 為田  学 (池工 ) 名取 正志(松工

為田  学 (池工 石川 雅康(箕工) 山本 雄仁(池工

伊藤 大介(岡工 藤井 欣也(池工 ) 山本 雄仁(池工

4 中島  誠(松工 藤井 欣也(池工) 城戸 正巳(岡 工

池上  誠(岡工 飯塚  朗(松商 ) 関  森介(岡工

飯塚  朗(松商 ) 高山 真寛(松工 ) 宮澤 崇史(長工

7 小野 勝哉(岡工 官澤 崇史(長工) 高山 真寛(松工

8 原  篤史 (松工 百瀬  匡(松工 ) 丸山  厚(駒工

9 小峰  烈(松工 宇山 正幸(松工 ) 鷹野 智浩(松工



○ポイントレース

年度 1 位 2  位 3    12

永井  誠 (松工 ) 塩原 正長 (松工 ) 河口 巻成(岡工 )

塩原 正長(松工 ) 青嶋 宏充 (池工 ) 巣山 有紀(松工 )

1 北原 司郎 (松工 ) 興水  誠 (岡工 ) 石川 雅康(箕工 )

石川 雅康(箕工 ) 三浦 伸夫(池工 ) 栗林  忍(池工 )

三浦 伸夫(池工) 小林  誠(岡工 ) 城戸 正巳(岡工)

中島  誠(松工) 城戸 正巳(岡工 ) 有賀 昌美(岡工)

星  雅人(岡工) 有賀 昌美(岡工 ) 飯塚  朗(松商)

飯塚  朗(松商 ) 宮澤 崇史(長工 ) 星  雅人(岡工 )

宮澤 崇史(長工 ) 小野 勝哉 (岡工 ) 篠木 孝裕(岡工)

北村政剛 (長野西 ) 原  篤史(松工 ) 久保田達也(岡工 )

原田  充(岡工) 原  篤史(松工 ) 三沢 昌樹 (松工 )

○個人追い抜き競走

○団体追い抜き競走

年度 1 位 2  位 3  位

松  本  工 岡  谷  工 池  田 工

松  本  工 池  田 工 岡  谷  工

1 松  本  工 岡  谷  工 箕  輪  工

2 池  田 工 松  本  工 岡  谷  工

3 池  田  工 岡  谷  工 松  本  工

4 松  本  工 池  田 工 岡 谷  工

5 岡 谷 工A 岡 谷 工B 松  本 工

6 岡  谷  工 松  本  工

7 松  本  工 岡  谷  工

松  本  工 岡 谷 工A 岡 谷 工B

松  本  工 岡  谷  工

○道路競走

年 度 1  位 2  位 3  位

青嶋 宏充(池工) 永井  誠 (松工 ) 塩原 正長(松工 )

青嶋 宏充(池工) 塩原 正長(松工 ) 北原 司郎 (松工 )

1 塩原 正長 (松工 ) 北原 司郎(松工 ) 石川 雅康(箕工 )

2 石川 雅康(箕工) 為田 学(池 田正 ) 三浦 伸夫(池工 )

3 三浦 伸夫(池工 ) 伊藤 大介(岡工 ) 井口 達也(池工 )

4 中島  誠(松工 ) 上條  徹(筑摩 ) 田中 誉士(長工 )

5 池上  誠(岡工) 飯塚  朗(松商 ) 関  森介(岡工 )

6 飯塚  朗(松商) 星  雅人(岡工 ) 小野 勝哉(岡工 )

7 宮澤 崇史(長工) 小野 勝哉(岡工 ) 大塚 章文(松工)

8 原  篤史 (松工 ) 丸山  厚(駒工 ) 原田  充 (岡工 )

9 原  篤史(松工) 原田  充(岡工 ) 小峰  烈(松工 )

○イタリアンチームレース

年度 1 位 2  位 3  位

松  本  工 池  田 工 岡  谷  工

岡  谷  工 松 本 工A 松 本 工B

1 松  本  工 池  田 工 岡  谷  工

池 田 工A 松  本  工 池 田 工B

岡  谷  工 池  田 工 松  本  工

4 岡  谷  工 池  田 工

5 岡  谷  工 松  本  工 池  田 工

6 岡  谷  工 松  本  工 長 野  工

7 岡 谷 工A 松  本  工 岡 谷 工B

8 岡  谷  工 松  本  工

9 松  本  工 岡 谷 工

年 度 1 位 2  位 3    12

松  本  工 岡 谷  工 池  田 エ

松  本  工 池  田 工 岡  谷  工

1 松  本  工 岡  谷  工 箕  輪  工

池  田  工 箕  輪  工 松  本  工

池  田 工 岡  谷  工 松  本 工

4 松  本  工 池  田 工 岡 谷  工

岡  谷  工 松  本  工 池  田  工

6 松  本  工 岡  谷  工

7 松  本  工 岡 谷 工A 岡 谷 工B

8 松  本  エ 岡 谷 工A 岡 谷 工B

9 松  本  工

長野県高等学校新人体育大会

○エリミネイションレース

年度 1 位 2  位 3  位

塩原 正長(松工 ) 永岩 佳和(松工 ) 輿水  誠(岡工 )

l 為田 学 (池 田正 ) 名取 正志(松工 ) 小島 欣巳(松工 )

井口 達也(池工 ) 山本 雄仁(池工 ) 伊藤 大介(岡工 )

藤井 欣也(池工) 高井  潤(松工 ) 斉藤  敦(松工 )

4 関  森介(岡工 ) 池上  誠(岡工 ) 浅野 泰弘(池工 )

飯塚  朗 (松商 ) 名取  学 (松工 ) 都竹 祐治(松商 )

平林 研吾(松工 ) 宮澤 崇史(長工 ) 湯原 正行(高専 )

7 大塚 章文(松工) 北村政剛 (長野西 ) 久保田達也(岡工 )

8 原  篤史(松工 ) 原田  充(岡工 ) 小峰  烈(松工 )

9 小峰  烈(松工 ) 岡本  崚 (松工 ) 平田 昌志〈松工 )

2∂θ



01000mタ イム トライアラル

年 度 1 位 2  位 3  位

塩原 正長(松工) 河口 巻成(岡工 ) 青嶋 宏充(池工 )

塩原 正長(松工 ) 為田 学(池 田工 ) 興水  誠(岡工 )

1 為田 学(池 田工) 石川 雅康(箕工 ) 杉本 政幸(池工 )

2 伊藤 大介(岡工 ) 井口 達也(池工 ) 山本 雄仁(池工 )

3 藤井 欣也(池工 ) 牧野 広二(松工 ) 斉藤  敦(松工 )

4 有賀 昌美(岡工 ) 池上  誠(岡工 ) 西牧  大(松工 )

5 西牧  大(松工 ) 飯塚  朗(松商 ) 都竹 祐治(松商 )

6 宮澤 崇史(長工 ) 高山 真寛(松工 ) 平林 研吾(松工 )

7 百瀬  匡(松工 ) 大塚 章文(松工) 久保田達也(岡工 )

原  篤史(松工 ) 原田  充(岡工 ) 鷹野 智浩(松工 )

小峰  烈(松工 ) 平田 昌志(松工 ) 桑沢 和展(岡工 )

○ポイントレース

年度 1 位 2  位 3  位

青嶋 宏充(池工 ) 臼田 博司(岡工) 北原 司郎(松工 )

山本 雄仁(池工 ) 熊木 隆司(岡工) 加藤  賢(箕工 )

1 石川 雅康(箕工 ) 名取 正志(松工) 浜 健太郎(岡工 )

三浦 伸夫(池工 ) 井口 達也(池工) 小林  誠(岡工 )

大輪 昌記(岡工 ) 中島  誠(松工) 栗林  忍(池工 )

星  雅人(岡工 ) 浅野 泰弘(池工) 池上  誠(岡工 )

飯塚  朗(松商) 平林 靖規(池工) 宮澤 隆志(岡工 )

篠木 孝裕(岡工 ) 小野 勝哉(岡工 ) 官澤 崇史(長工 )

7 大塚 章文(松工 ) 北村政剛(長野西) 上嶋  浩(岡工 )

原  篤史(松工 ) 宇山 正幸(松工) 原田  充(岡工 )

9 小峰  烈(松工 ) 平田 昌志(松工) 桑沢 和展(岡工 )

○個人追い抜き競走

○スプリント

年度 1  位 2  位 3    12

塩原 正長(松工 ) 五十嵐憲行(岡工) 田口 慎也(松工 )

津田 和博(松工) 為田 学(池 田工 ) 石川 雅康(箕工 )

1 為田 学(池 田正 ) 林  健次(岡工 ) 伊藤 大介(岡工 )

伊藤 大介(岡工 ) 井口 達也(池工 ) 高井  潤(松工 )

藤井 欣也(池工 ) 牧野 広二(松工 ) 嶋崎 光弘(松工 )

4 小野 貴広(岡工) 石田 将人(岡工 ) 名取  学(松工 )

5 西牧  大 (松工 ) 名取  学(松工 ) 飯塚  朗(松商 )

6 湯原 正行(高専 ) 高山 真寛(松工 ) 平林 研吾(松工 )

7 百瀬  匡(松工 ) 北村政剛 (長野西 ) 久保田達也(岡工 )

8 原田  充 (岡工 ) 小峰  烈(松工 ) 鷹野 智浩(松工 )

9 小峰  烈(松工 ) 平田 昌志(松工 ) 岡本  崚(松工 )

年度 1  位 2  位 3  位

青嶋 宏充(池工 ) 津田 和博 (松工 ) 青木 高弘(松工 )

塩原 正長 (松工 ) 石川 雅康(箕工) 山本 雄仁 (池工 )

1 石川 雅康(箕工 ) 為田 学 (池田工 ) 小林  誠 (岡工 )

2 井口 達也(池工 ) 山本 雄仁(池工) 伊藤 大介(岡工)

3 中島  誠(松工 ) 藤井 欣也(池工) 城戸 正巳(岡工 )

4 池上  誠(岡工 ) 関  森介(岡工) 有賀 昌美(岡 工 )

飯塚  朗(松商) 西牧  大(松工) 星  雅人(岡工 )

平林 研吾(松工 ) 高山 真寛(松工) 小野 勝哉 (岡 工 )

7 大塚 章文(松工 ) 九山 喜文(長工) 上嶋  浩(岡工 )

原  篤史(松工 ) 宇山 正幸(松工) 原田  充(岡工 )

小峰  烈1(松工 ) 桑沢 和展(岡工) 平田 昌志(松工 )
04000m速度競走

年度 1 位 2  位 3  位

河口 巻成(岡工) 北原 司郎(松工 ) 興水  誠(岡工 )

塩原 正長(松工 ) 興水  誠(岡工 ) 山本 社紀(松工 )

1 為田 学(池 田正) 石川 雅康(箕工 ) 小林  誠(岡工 )

伊藤 大介(岡工 ) 井口 達也(池工 ) 小林  誠(岡工 )

藤井 欣也(池工) 斉藤  敦(松工 ) 城戸 正巳(岡工 )

浅野 泰弘(池工 ) 関  森介(岡 工 ) 池上  誠 (岡工 )

5 飯塚  朗(松商) 平林 研吾(松工) 都竹 祐治(松商 )

高山 真寛(松工 ) 平林 研吾(松工 ) 大塚 章文(松工 )

7 大塚 章文(松工 ) 北村政剛(長野西 ) 丸山  厚(駒工 )

○道路競走

年度 1 位 2  位 3  位

岡  谷  工 松  本  工

岡  谷  工 松  本  工 箕  輪  工

l 松  本  工 池  田 工 岡  谷  工

2 池  田 工 岡  谷  工 松  本  工

3 松  本  工 岡 谷 工B 岡 谷 工A

4 飯塚  朗 (松商 ) 有賀 昌美(岡工) 関  森介(岡工 )

5 飯塚  朗(松商) 星  雅人(岡工) 宮澤 崇史(長工 )

6 平林 研吾(松工 ) 大塚 章文(松工) 丸山  厚(駒工 )

7 丸山  厚 (駒工 ) 大塚 章文(松工) 上嶋  浩(岡 工 )

原田  充 (岡 工 ) 原  篤史(松工 ) 鷹野 智浩(松工 )

井上 淳也 (長工 ) 桑沢 和展(岡工 ) 平田 昌志(松工 )

〇ケイリン

年 度 1 位 2  位 3  位

8 鷹野 智浩(松工 ) 宇山 正幸(松工 ) 原田  充(岡工 )

9 小峰  烈(松工 ) 岡本  崚 (松工 ) 桑沢 和展(岡工 )

2θθ
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フェンシング競技が長野県に発足 し20数年に

な ります。全国高校総体、国体を契機に箕輪町

を中心に大会が開催され定着 してまい りまし

ノこ。

当初より指導者が少なく、特殊な用具を使用

しなければならない点から普及の面では大変苦

労 してまい りました。高体連への加盟校も2～

3校と少なく現在も小人数の専門部 として活躍

していますが、全国規模の大会を開催 し専門部

としての活動の充実と選手の意欲向上を計る目

的で、平成 7年度に全国高等学校選抜大会を箕

輪町で開催致 しました。当初は大会を成功させ

れば良いという軽い気持ちでスター トを切 りま

したが、実際始めると多 くの課題が出てまい り

ました。 1つは体育館が小さく8ビス トの試合

会場が取れなくタイムテーブルを大きく変更し

なければならなかったこと。 2点 目は国体以降

用具の補充が十分でなく購入しなければならな

かったこと。 3点 目は大会運営費が少なく協賛

金に頼らなければならなかったことです。幸い

全国高体連専門部・ 長野県教育委員会体育課・

箕輪町の方々の絶大なるご支援を得ることがで

き、幾つかの問題を克服 し大会が運営できたこ

とを忘れてはならないと考えています。また、

補助員の面でも他校のバスケットボール部の部

員に講習会を何度か実施させて頂き活躍いただ

いた り、各高校のOBま たは父兄の方々にお手

伝い頂き大会運営ができたことにも感謝申し上

げたいと思います。

地元で全国大会を開催 したことが成績の面に

おいても好結果に結び付いた点も上げられ ま

す。20年前少年男子が長野国体で優勝、宮崎国

体でベス ト8入賞を果たして以来、国体入賞か

ら遠ざかる一方で他府県との差をつめる事がで

きなかったのが現状でした。しか し、この全国

選抜大会を期に選手の中にも全国での戦いとい

うものが自然に競技姿勢の中に現れてくるよう

になりました。日の前にしっか りとした目標を

持ち練習することがいかに大切であるかという

ことを、監督であった私自身に教えてくれたよ

うな気が致 します。

平成 8年度のインターハイでは個人入賞者を

出すことができ、秋季国体においては、自分自

身が高校の時国体で入賞 した経験を持つ草間監

督 (現・ 箕輪工業高校職員)率 いる少年男子

チームが広島国体で18年ぶ りに 3位に入賞する

ことができました。本県のフェンシング競技の

歴史に新 しい 1ペ ージを築いて頂いたことは関

係者にとって大 きな喜びであ りました。イ ン

ターハイでの個人入賞はここ10年で数多 くの選

手が結果を出してくれましたが、団体戦での入

賞は今後の競技成績におおきな影響をもたらし

てくれたと考えています。

海外遠征の実施、全国講習会への参加、年間

を通 しての多 くの県外遠征や大会への参加等、

日程的にみても非常に大変な部分もあ りますが

大きな目標に向け今後も強化に取 り組んでいき

たいと思っています。

近年少子化の影響もあ り競技人口の激減が心

配されるようになってきました、当専門部にお

いても選手の確保、競技力の向上等の課題も残

されていますが、ここまでフェンシング競技を

支えてくださった方々の為にも一歩一歩前進で

きるよう、今後も努力していきたいと考えてい

ます。

(専門委員長 末松 英司 )

エ ン シ ン

2θゴ



長野県高等学校総合体育大会

団体 (男子 )

長野県高等学校新人体育大会

長野県高等学校新人体育大会長野県高等学校総合体育大会

団体 (女子 )

年度 1位 2位 3位 4位

伊那北A 箕輪工A 箕輪工B 伊那北B

箕輪工A 箕輪工B 伊ヨ阿ヒA 箕輪工C

7E 伊那北A 箕輪工A 伊那北B 伊那北C

伊那北B 伊那北A 伊那北C 箕輪工A

伊那北A 伊那北B 箕輸工A 伊那北C

伊那北A 伊那北B 箕輪工A 伊那北C

伊那Jヒ A 箕輪工A 伊那北B 伊那北C

伊那ヨヒA 伊那北B 伊那北D 箕輪工A

7 伊那Jヒ A 箕輪工A 伊那北B 箕輪工B

伊刃阿ヒA 箕輪工A 伊那北B 駒 ヶ根工A

9 伊那北 箕輪工

年度 1位 2位 3位 4位

箕輪工A 伊那北A 箕輪工C 箕輪工B

伊那北A 箕輪工A 伊那北B

一九 伊那北B 伊那北A 伊那北C

2 伊那北B 伊那北A 箕輪工A

3 伊那北A 伊那北B 伊那北C 箕輪工A

4 伊那北A 箕輪工A 伊那北B 伊那北C

5 伊那JヒA 箕輪工A 伊那Jヒ B

6 伊那北A 伊那北B 伊那北C 箕輸工A

7 伊那北A 箕輪工A 駒 ヶ根工A

伊那北A 箕輸工A

伊那北 箕輸工

年度 1位 2位 3位 4位

伊那北A 箕輪工A 箕輪工B 伊那北B

伊那JヒA 箕輪工A 伊那北B 箕輪工B

7tl 伊那北A 箕輪工A 伊那北B 箕輪工B

2 伊那北A 箕輸工A g「ョ「Jヒ 13 伊那北C

3 伊那北A 伊刀阿ヒB 伊那北C 伊那北D

4 gEヨ『Jヒ 13 伊那北A 伊那北C 伊那北D

5 伊那北A 伊那北B 伊那北D つ「刀『Jヒ C

6 伊那北C 伊那北B ウ「 ]『 JヒA

7 伊那北A 伊那北B

伊那北B 伊那北A 伊那北D 伊那北C

伊那北A 箕輪工A 伊那北B 伊那北C

年 度 1位 2位 3位 4位

箕輪工A 伊那北A 箕輪工B 伊ヨβJヒ B

伊ヨ『北A 伊那北B 伊】FヨヒC 箕輪工A

7E 伊那北A 伊那北B 箕輪工A 伊那北C

伊那北B 伊那北A 伊那北C 箕輪工A

伊那北B 伊那北A 伊那北C 伊那北D

伊那北B 伊那北A 伊那北C 伊那北D

伊那北A 伊那北B

茉

(試合なし

伊那北A 伊那北C 伊那北B

伊 那 北 箕 輸 工

2θ2



長野県高等学校総合体育大会

個人 (男子)フ ルーレ

長野県高等学校新人体育大会

長野県高等学校新人体育大会長野県高等学校総合体育大会

個人 (女子)フルーレ

年度 1位 2   12 3 位 4位

森  康夫
(伊北 )

太田 豪利
(箕工 )

宮下 健治
(伊北 )

板倉 健一
(伊北 )

藤原 千史
(箕工 )

上原 純司
(箕工 )

上久保和芳
(伊北 )

沢井 正幸
(箕工 )

7E
沢井 正幸

(箕工 )

山本 政典
(伊北 )

唐沢 一寿
(箕工 )

小松 賢治
(箕工 )

2
唐沢 智之

(箕工 )

中村 兼吾
(伊北 )

倉田 昌尚
(伊北 )

菅沼 智浩
(伊北 )

3
木下 進一

(伊北 )

唐沢 智之
(箕工 )

菅沼 智浩
(伊北 )

白鳥 憲司
(伊北 )

4
塩沢  径

(伊北 )

山本  勲
(伊北 )

小日  勝
(箕工 )

村沢 正樹
(伊北 )

5
士
心和

Ｄ
藤
け

斉 小日  勝
(箕工 )

村沢 正樹
(伊北 )

伊藤 淳一
(箕工 )

6
下平 剛之

(伊北 )

大槻 高範
(伊北 )

高畑 敦史
(伊北 )

武田  操
(箕工 )

7
大槻 高範

(伊北 )

北條 徳則
(伊北 )

三澤 彰大
(伊北 )

唐沢 俊章
(伊北 )

8
唐沢 俊章

(伊北 )

武田  操
(箕工 )

三沢 高志
(箕工 )

小牧 利之
(伊北 )

9
三沢 高志

(箕工 )

伊井島伸也
(伊北 )

湯沢 将志
(伊北 )

上田 義邦
(箕工 )

年度 1位 2   12 3位 4位

藤原 千史
(箕工 )

上原 純司
(箕工 )

唐沢 一寿
(箕工 )

上久保和芳
(伊北 )

山本 政典
(伊北 )

唐沢 一寿
(箕工 )

関川  将
(箕工 )

浜  光重
(箕工 )

7E
唐沢 智之

(箕工 )

中村 兼吾
(伊北 )

野溝 宏之
(伊北 )

渡辺 直樹
(伊北 )

菅沼 智浩
(伊北 )

唐沢 智之
(箕工 )

山本  勲
(伊北 )

福井 竜夫
(伊北 )

山本  勲
(伊北 )

塩沢  径
(伊北 )

村澤 正樹
(伊北)

北沢  渉
(伊北 )

川崎 大輔
(伊北 )

村沢 正樹
(伊北 )

小松 聖司
(伊北 )

二健
Ｄ

瀬
け

士
ロ

大槻 高範
(伊北 )

河手  健
(箕工 )

下平 剛之
(伊北 )

大槻 賢治
(箕工 )

大槻 高範
(伊北 )

下平 剛之
(伊北 )

唐沢 俊章
(伊北 )

北條 徳則
(伊北 )

三沢 高志
(箕工 )

唐沢 俊章
(伊北 )

武田
(箕工 )

操 飯島 潤一
(箕工 )

士心高
⊃

沢
嘆

三 伊井島伸也
(伊北 )

上田 義邦
(箕工 )

中村 功平
(伊北 )

中村 功平
(伊北 )

大野 寛務
(伊北 )

岡  澄嘉
(箕工 )

湯沢 将志
(伊北 )

年 度 1位 2位 3 位 4位

額願 知子
(箕工 )

唐沢 春美
(伊那北 )

小松いずみ
(箕工 )

浦野みどり
(伊北 )

鈴木 明子
(伊北 )

伊藤美由貴
(伊北 )

伊藤 弥み
(箕工 )

興椙亜紀子
(伊北 )

7E
伊藤美由貴

(伊北 )

池上みゆき
(箕工 )

鈴木 明子
(伊北 )

的場 英恵
(伊北 )

2
原 由里子

(箕工 )

縣 真由美
(伊北 )

赤羽 恵里
(伊北 )

小野 早苗
(伊北 )

赤羽 恵里
(伊北 )

安部 美里
(伊北 )

北原 慶子
(伊北 )

原 ゆか り
(伊北 )

4
小田倉綾香

(伊北 )

原  幸恵
(伊北 )

武井 美穂
(伊北 )

加藤 志津
(伊北 )

5
根橋 玉英

(伊北 )

野沢 紀子
(伊北 )

松下 玲子
(伊北 )

馬場 美佳
(伊北 )

6
神田 美紀

(伊北 )

小林 香織
(伊北 )

上島 文枝
(伊北 )

城倉 章子
(伊北 )

7
上條 智子

(伊北 )

井口 尚美
(伊北 )

寄藤 牧子
(伊北 )

福田  愛
(伊北 )

井口 尚美
(伊北 )

福田  愛
(伊北 )

寄藤 牧子
(伊北 )

原 みずほ
(伊北 )

原 みずほ
(伊北 )

Jヒ里予  フに糸己
(箕工 )

大金 由季
(箕工 )

中村 華子
(伊北 )

年度 1位 2位 3位 4   12

伊藤ちふみ
(箕工 )

伊藤美由貴
(伊北 )

的場 英恵
(伊北 )

興椙亜紀子
(伊北 )

的場 英恵
(伊北 )

鈴木 明子
(伊北 )

縣 真由美
(伊北 )

伊藤美由貴
(伊北 )

一死
小野 早苗

(伊北 )

縣 真由美
(伊北 )

野村 美緒
(箕工 )

原 由里子
(箕工 )

2
安部 美里

(伊北 )

赤羽 恵里
(伊北 )

北原 慶子
(伊北 )

大根田美香
(伊北 )

3
飯島 陽子

(伊北 )

小日倉綾香
(伊北 )

原  幸恵
(伊北 )

武井 美穂
(伊北 )

4
山田 智美

(伊北 )

平沢 幸恵
(伊北 )

野沢 紀子
(伊北 )

松下 玲子
(伊北 )

5
神田 美紀

(伊北 )

小林 香織
(伊北 )

城倉 章子
(伊北 )

中村みゆき
(伊北 )

6
井口 尚美

(伊北 )

上條 智子
(伊北 )

寄藤 牧子
(伊北 )

福田  愛
(伊北 )

7
井口 尚美

(伊北 )

寄藤 牧子
(伊北 )

福田  愛
(伊北 )

原 みずほ
(伊北 )

原 みずほ
(伊北 )

北原 千佳
(伊北 )

小林美奈子
(伊北 )

北條 亜岐
(伊北 )

北野 友紀
(箕工 )

大金 由季
(箕工 )

中村 華子
(伊北 )

氣賀澤優子
(伊北 )
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年度 1位 2位 3 位 4   12

埋橋 理生
(伊北 )

北原 武志
(箕工 )

熊谷 健一
(伊北 )

片桐 和広
(箕工 )

上原 純司
(箕工 )

山本 政典
(伊北 )

片桐 和広
(箕工 )

上久保和芳
(伊北 )

7E
関川  将

(箕工 )

田村  大
(伊北 )

上久保和芳
(伊北 )

山本 政典
(伊北 )

中村 兼吾
(伊北 )

中村 雅広
(伊北 )

福井 竜夫
(伊北 )

小池 隆司
(伊北 )

白鳥 憲司
(伊北 )

福井 竜夫
(伊北 )

山本  勲
(伊北 )

小池 隆司
(伊北 )

北沢  渉
(伊北 )

山本  勲
(伊北 )

三沢 克大
(伊北 )

宮崎 博之
(清陵 )

吉瀬 健二
(伊北 )

小松 聖司
(伊北 )

村沢 正樹
(伊北 )

三沢 克大
(伊北 )

高畑 敦史
(伊北 )

北原良次郎
(伊北 )

北條 徳則
(伊北 )

北條 徳則
(伊北 )

北原良次郎
(伊北 )

三沢 高志
(箕工 )

飯島 潤一
(箕工 )

三沢 高志
(箕工 )

飯島 潤一
(箕工 )

大槻龍太郎
(伊北 )

小林 洋文
(伊北 )

三沢 高志
(箕工 )

大野 寛務
(伊北 )

上田 義邦
(箕工 )

河手  奨
(箕工 )

長野県高等学校総合体育大会

個人 (男子)エ ペ

長野県高等学校新人体育大会

個人 (男子)エペ

個人 (女子)エペ

個人 (女子)エペ

長野県高等学校総合体育大会

個人 (男子)サーブル

長野県高等学校新人体育大会

個人 (男子)サーブル

7
寄藤 牧子

(伊北 )

福田  愛
(伊北 )

上條 智子
(伊北 )

井口 尚美
(伊北 )

8 福田  愛
(伊北 )

井口 尚美
(伊北 )

寄藤 牧子
(伊北 )

原 みずほ
(伊北 )

9
北野 友紀

(箕工 )

原 みずは
(伊北 )

中島  睦
(伊北 )

福沢佳代子
(伊北 )

年 度 1位 2   12 3位 4位

6
下平 剛之

(伊北 )

北條 徳則
(伊北 )

小林 洋文
(伊北 )

飯島 潤一
(箕工 )

7
三沢 高志

(箕工 )

小林 洋文
(伊北 )

上田 義邦
(箕工 )

飯島 潤一
(箕工 )

8
三沢 高志

(箕工)

伊井島伸也
(伊北 )

上田 義邦
(箕工 )

湯沢 将志
(伊北 )

9
岡  澄嘉

(箕工 )

大野 寛務
(伊北 )

湯沢 将志
(伊北 )

中村 功平
(伊北 )

6 寄藤 牧子
(伊北 )

上條 智子
(伊北 )

井口 尚美
(伊北 )

福田  愛
(伊北 )

7
井口 尚美

(伊北 )

寄藤 牧子
(伊北 )

佳千
Ｄ

原
げ

原 みずほ
(伊北 )

8
北原 千佳

(伊北 )

中島  睦
(伊北 )

福沢佳代子
(伊北 )

中村 華子
(伊北 )

9
大金 由季

(箕工 )

氣賀澤優子
(伊北 )

北野 友紀
(箕工 )

中村 華子
(伊北 )

年 度 1位 2位 3位 4位

官下 健治
(伊北 )

山崎 官一
(箕工 )

大田 豪利
(箕工 )

藤原 千史
(箕工 )

唐沢 一寿
(箕工 )

沢井 正幸
(箕工 )

・い 賢治
(箕工 )

藤原 千史
(箕工 )

一死
唐沢 一寿

(箕工 )

沢井 正幸
(箕工 )

小松 賢治
(箕工 )

野溝 宏之
(伊北 )

野溝 宏之
(伊北 )

菅沼 智浩
(伊北 )

倉田 昌尚
(伊北 )

唐沢 智之
(伊北 )

木下 進一
(伊北 )

菅沼 智浩
(伊北 )

唐沢 智之
(箕工 )

倉田 昌尚
(伊北 )

庄村 康人
(伊北 )

塩沢  径
(伊北 )

北原 章裕
(伊北 )

小日  勝
(箕工 )

庄村 康人
(伊北 )

小日  勝
(箕工 )

斉藤 和志
(伊北 )

林  崇仁
(伊北 )

大槻 高範
(伊北 )

伊井島宏和
(伊北 )

下平 剛之
(伊北 )

大槻 高範
(伊北 )

小牧 利之
(伊北 )

三澤 彰大
(伊北 )

唐沢 俊章
(伊北 )

唐沢 俊草
(伊北 )

三澤 彰大
(伊北 )

武田  操
(箕工 )

小牧 利之
(伊北 )

伊井島伸也
(伊北 )

湯沢 将志
(伊北 )

中村 功平
(伊北 )

岡  澄嘉
(箕工 )

6
大槻 高範

(伊北 )

小牧 利之
(伊北 )

原  竜彦
(伊北 )

武田  操
(箕工 )

7
武田  操

(箕工 )

唐沢 俊章
(伊北 )

小牧 利文
(伊北 )

三澤 彰大
(伊北 )

8
三沢 高志

(箕工 )

伊井島伸也
(伊北 )

湯沢 将志
(伊北 )

上田 義邦
(箕工 )

9
中村 功平

(伊北 )

湯沢 将志
(伊北 )

大野 寛務
(伊北 )

岡  澄嘉
(箕工 )
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26 ヨ

前期 (昭和62年から平成 3年まで)

昭和53年のやまびこ国体に向けて、諏訪湖周

辺の高校で活動が開始されたヨット競技は、長

野県ヨット連盟のバックアップで大きく発展 し

てきた。殊に昭和60年 の鳥取国体では茅野高校

の片倉、中村組が第 6位に入賞するなど輝か し

い結果を残 し、スナイプ級において、その前後

北信越では常勝の高校となった。昭和62年 には

茅野高校で、県内では初めてのヨット部が誕生

し、茅野高校 ヨット部の充実基とも呼べる時代

が続いた。

一方、茅野以外の諏訪湖周辺校では指導者の

不足や、もともと部員の少なかったことなどが

原因で、相次いで同好会が消滅 して行き、茅野

高校とは反対の径路を辿ることになった。その

後、昭和63年須坂商業で 2名 の女子部員による

同好会が、平成元年には長野西、諏訪清陵、平

成 5年には北部 と、それぞれ 102名 の選手に

よる同好会の活動があったが、単発的でその選

手が卒業すると同時に自動的に同好会も消滅す

るという結果になった。それらの選手はほとん

どが、小中学校時代に長野県ヨット連盟のジュ

ニアヨットクラブで活躍 していた生徒であ り、

茅野高校のように高校からヨットを始める選手

に比べ、高校入学当初より基本的な技術を持っ

ているので、実力的には高いものを持っていた

が、後に続 く選手の育成にはならなかった。須

坂商業、長野西、北部の 3校については、練習

場所が野尻湖であ り、地理的な環境から平日の

練習ができないことが大きなネックとなったよ

うだ。

昭和63年から平成 2年にかけては茅野高校の

F」 級において好成績を残 した。FJ級男子は

平成元年と2年に、FJ級女子は昭和63年 と平

成元年に北信越で優勝 し、特にF」 級女子の藤

原、石山組は平成元年北信越大会 (富山県)で
男子をも抑えて トップフィニッシュし優勝。同

年インターハイ (高松)においては、第 2レ ー

ス、 2位以下を大きく (1レ グ以上)31き 離 し

て トップでフィニッシュした。総合では 9位に

甘ん じたものの、長野県ヨットの歴史に残る快

挙を見せた。

後期 (平成 4年から平成 9年まで)

平成 5年、国体の種目からスナイプ級が廃止

された。翌年 (平成 6年 )か らは高校総体の種

目からもスナイプ級は外された。スナイプ級の

艇の価格があまりに高く、学校 レベルの予算で

はなかなか購入することが難しいというのが、

理由の一つだった。代わ りにFJ級がチーム

レース化され、北信越の出場枠は、スナイプ

級、F」 級それぞれ 1艇から、FJ級男子 4

艇、女子 3艇に変更された。それ まで長野県

ヨット連盟には 3艇のF」 級 しかなく、絶対的

に艇の不足が生 じたことから、ヨット連盟が中

心となり、更に茅野高校 PTA・ 同窓会、茅野

高校ヨット部OB会等の協力を得て、長野県体

育協会から 3艇のF」 級を貸与 されることと

なった。平成 6年には 4年ぶ りのインターハイ

出場を勝ち取ることができた。

しかしながら、平成 8年からは茅野高校ヨッ

ト部員の激減でその存亡が危ぶまれ、現在もそ

の状況は続いている。それまで単発的に存在 し

た茅野高校以外の高校ヨット選手が途絶え、茅

野高校自体も男女各 1名 の部員に減 り、平成 7

年の新人戦はついに中止せざるを得ない状況に

至った。平成 8年に多少盛 り返 したものの、選

手数の激減は競技力の低下につなが り、結果的

にそれがヨット人気の低下を生むという悪循環

に陥る結果となった。生徒数の激減期や慢性的

な指導者の不足、クラブに対する価値観の変化

等 も原因となって、その後選手数は減少 し続

け、平成 9年は総体の開催をも断念せざるを得

ない状況となった。

この状況を打開するため、現在長野県ヨット

連盟との話 し合いを持ちながら、検討策を練っ

ている。ヨット競技はその特殊性からなかなか

高校単位での活動は難 しい。む しろフリー ト単

位 (水域単位 )の活動が最 も有効と考えられ

る。今後はジュニアヨットクラブの活動に重点

を置き長期的展望を持って選手層の拡大をはか

ることを計画している。現在、諏訪湖、野尻湖

に加え、木崎湖でもジュニアヨットクラブの活

動が開始され、後の若き選手たちが育ってきて

いる。

(専門委員長 青木―男 )

トツ
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長野県高等学校総合体育大会

男子 F」 級                 男子スナイプ級 (平成 6年からはSH級 )

蒔 1位 2位

下島・ 伊藤 (茅野 ) 宮坂・横山 (茅野 )

横山・伊藤 (茅野 )

1 横山・ 湯田坂 (茅野 ) 小山・ 山田 (長野西)

湯田坂・ /1ヽ 池 (茅野 ) 小山 0山 田 (長野西)

小池・藤森 (茅野 )

4 西沢・ 市川 (茅野 )

5 西沢・市川 (茅野 )

6 西沢 0八幡 (茅野 ) 塩沢・ 山田 (茅野 )

7

8 小林・ 小日 (茅野 ) 山田・三石 (茅野 )

長野県高等学校新人体育大会

男子 F」 級

午震 1位

1 小山・ 山田 (長野西)

2 小池・藤森 (茅野 )

3

4 西沢・市川 (茅野 )

5 八幡・塩沢 (茅野 )

1位 2位 3位

今井 。今井 (茅野 ) 平林・小池 (茅野 ) 藤森 。矢崎 (茅野 )

7jヽ 池・湯田坂 (茅野 ) 矢崎 。江嶋 (茅野 ) 今井・土田 (茅野 )

1 今井 。矢崎 (茅野 ) 沢田・岩田 (茅野 )

沢田・矢沢 (茅野 ) 東 ・ 岩田 (茅野 )

東・岩田・矢沢 (茅野 ) 原 ・ 4ヽ松 (茅野 )

原 0藤森 (茅野 )

八幡・塩沢 (茅野 )

稲垣 (北部 ) 山田 (茅野 ) 小日 (茅野 )

女子 F」 級

年度 1 位 2位

藤原・石山 (茅野 ) 山本 0宮沢 (須坂商)

1 藤原・石山 (茅野 ) 尾垣・ 宮坂 (清陵 )

2 尾垣 。宮坂 (清陵) 笠原・伊藤 (茅野 )

3 尾垣・宮坂 (清陵 )

4 藤森 0名取 (茅野 )

名取 。上原 (茅野 ) 篠遠・ 中沢 (茅野 )

名取・牛山 (茅野 )

牛山・入野。中沢 (茅野 )

入野・ 中沢 (茅野 ) 笠原 。河原田 (茅野 )

女子スナイプ級 (平成 6年からはSH級 )

手度 1位 2位

1

2

3 河原田・矢崎'藤森 (ヲF里矛) 白川 0小泉 (茅野 )

4 河原田・矢崎 (茅野 ) 白川・ 小泉 (茅野 )

5

6

男子スナイプ級 (平成 5年からはSH級 )

1位 2位 3位

横山・矢崎 (茅野 ) 小池・伊藤 (茅野 ) 今井・藤原 (茅野 )

今井・矢崎 (茅野 ) 潟田坂。沢田 (茅野 ) 横山 。伊藤 (茅野 )

1 東 ・ 岩田 (茅野 ) 小池・矢沢 (茅野 )

東 ・ 4ヽ松 (茅野 ) 矢沢・沢田 (芽野 ) 岩田・ 原 (茅野 )

東・ 」ヽ松 (茅野 )

八幡・塩沢 (茅野 )

5 西沢 (茅野 )

山田 (茅野 )

女子 F」 級

■農 1位 2位

藤原・石山 (茅野 )

1 石山・新海。伊藤 (茅野 ) 尾垣 。宮坂 (清陵 )

尾垣・ 官坂 (清陵 ) 藤森・ 小松 (茅野 )

4 名取・上原 (茅野 )

名取'中沢・山本 (茅野 )

女子スナイプ級 (平成 5年からはSH級 )

南 1位 2位

1

2 河原田・矢崎 (茅野 ) 白川 0小泉 (茅野 )

3 河原田・ 矢崎 (茅野 ) 白川・小泉・藤森 (茅野 )

4

5

6 牛山 (茅野 )
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27  デト ツ

ホッケー競技は、やまびこ国体の開催にあわ

せ駒ケ根市を中心に育成がはかられ、高校にお

いても男子チームは赤穂高校 と駒 ケ根工業高

校。女子チームは上伊那農業高校と中条高校に

設置され、かつては全国大会出場もねらえる競

技力を有 していた。後に、中条・ 上農のチーム

は消滅 し、赤穂高校に女子チームが設置 され

た。現在では県下においてホッケー部を有する

学校は赤穂高校 (男 0女 )お よび駒工 (男 )と
い う県下で 3チ ームとい う体制である。ホ ッ

ケー部を男女 ともに県下の多 くの高校に設置

し、競技力の向上と底辺の拡充をはかることは

ホッケー専門部創設時からの課題としてとりく

まれてきたが、厳しい情勢の中では実現にはい

たらなかった。現実には、赤穂、駒工の両校で

さえも、市内の赤穂中学校において、中学 クラ

ブ活動としてホッケー競技を経験 した生徒が、

高校のホッケー部員のほとんどを占めていると

いう状況であ り、高校に入学後からホッケーを

始めるという生徒はごく稀で、きわめて特殊性

の強いイメージを与えてしまっている。

高体連関係の大会は最初から県大会として実

施されているが、近年までは男子の実力は両校

ともに負けず劣らず、一年おき程度の割合どち

らかが北信越大会へ出場 していた。また、女子

は赤穂高校のみであるので無条件で北信越大会

に出場する権利を有 している。

最近10年間ほどの成績を見ると、北信越大会

には出場 しているが、全国 レベルの富山、福井

のチームはもとより石川、新潟チームなどにも

およばず男子チームは最下位。女子チームはか

ろうじて 1勝 して 3位または 4位という成績に

とどまっている。

私が専門委員長として担当した平成 8年度の

総合体育大会ホッケー競技会では、赤穂高校男

子チームと駒ケ根工業高校男子チームの試合に

おいては、 1回戦 2回戦ともに同点で延長戦ま

で行い雌雄を決するという拮抗した試合を展開

したため、北信越大会への出場権を得た赤穂高

校男子には大きな期待をかけたが、結果は北信

越 5位 とふるわなかった。赤穂高校女子も同 じ

く北信越で 5位 という成績だった。やは り、練

習量の不足・ 試合経験の少なさ等、競い合 う相

手が県内にいないことが大きく影響 しているも

のと思われる。

それにもまして、平成 8年度の新人戦か ら

は、競技人口の減少という深刻な問題が発生 し

てしまった。そもそも、ホッケー競技はサ ッ

カーと同じく11人で行われる競技であるが、他

のクラブでさえ部員不足が騒がれている中、特

殊性の強いクラブにおいて11人 (補欠もあわせ

ると15人 )を確保することは困難を極めている

ようだ。
こうした状況になる以前から、両校のホ ッ

ケー部では、新入部員の確保・ 部員の拡大を大

きな課題として取 り組みを進めていただいてい

る。しかしながら、昨今の少子化に伴 う学級減

や定員割れの影響もあ り思 うように進まない。
こうした危機的な状況を打開するため、これ

からは長野県ホッケー協会にも協力を仰ぎなが

ら、ホッケー競技の魅力をアピールする機会を

なるべ く多 く設け、赤穂・駒工の両校において

の新入部員を多く獲得できるようなとりくみを

一段と強化 していかなければならない。きわめ

てインターハイに近い競技でもあるので、専用

グランドや施設・ 用具の充実も図 り、指導者等
の育成に努力することで、練習試合はおろか本

格的なチーム練習もままならない現在の状況か

ら一日も早 く脱 し、北信越大会においても上位

入賞がねらえるようなチームを作 り出せるよう

様々な条件整備が急務であると考える。

(専門委員長 滝澤 真― )

長野県高校新人体育大会 (男 子 )

年 度 第 1位 第 2位
赤 穂 駒 ヶ根工業

63 赤 穂 駒 ヶ根工業

1 赤 穂 駒 ヶ根工業

2 駒 ヶ根工業 赤 穂

3 赤 穂 駒 ヶ根工業

4 赤 穂 駒 ヶ根工業

5 駒 ヶ根工業 赤 穂

6 実 施 し な か っ た

7 赤 穂 駒 ヶ根工業

実 施 し な か っ た

長野県高校総合体育大会 (男 子 )

年 度 第 1位 第 2位
赤 穂 駒 ヶ根工業

赤 穂 駒 ヶ根工業

1 赤 穂 駒 ヶ根工業

駒 ヶ根工業 赤 穂

赤 穂 駒 ヶ根工業

駒 ヶ根工業 赤 穂

赤 穂 駒 ヶ根工業

駒 ヶ根工業 赤 穂

7 駒 ヶ根工業 赤 穂

赤 穂 駒 ヶ根工業
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<昭和62年度以降 概況>

昭和60年 2月 に県高体連加盟が承認され、翌

61年度には登録校も16校に増加し、その後 も年

をおうごとに増加 し、今年度は45校が加盟 して

います。この数はここ数年ほぼ一定 し定着 した

感があ ります。少なくとも北信越地区では最 も

多数であ り、短期間での急増は嬉 しいことで

す。北信越 レベルでの他県から観た本県の評価

は従来「形の長野」というイメージがあ り、歴

代の実績は団体・個人両種目共、男女にわたっ

て秀れた選手を輩出してきました。団体では松

商学園が男女共常勝の感があ り、個人では62年

度の男子上位 3名独占、女子で 1・ 3位入賞、

平成 2年度は女子がやは り上位 3名独占といっ

た快挙をあげています。その後、世界チャンピ

オンになった三村 (深志)や全国高校総体上位

連続入賞の朝倉 (坂城 )、 杉山姉妹 (共 に深

志 )、 今年度の西澤 (松商学園)と 女子の活躍

が目立つが、県高体連に加盟以後のこの10年 は

徐々に組手競技の実カアップ、発展の歴史 と

いってよいと思われます。特に平成 5年の松商

学園の男女団体アベック優勝、女子個人の 3位

まで独占という北信越新人大会としてすばらし

い結果も残 しています。この当時、特筆される

ものに全国選抜大会の山田 (松商学園)のベス

ト8(5位 )入賞による全日本代表候補選手指

定、その後の全国高校総体にやは リベス ト8

(5位 )入賞 した笠原 (松商学園)が全 日本代

表選手に指定されたことであ ります。このこと

を契機に現在に至るまで形とならんで組手にも

一定の高い評価を周囲から得られるようになっ

た気がしています。

対外試合を多 くし、自ら他県の強豪と積極的

に交流することが上達の強化の早道のような気

が します。習 うより慣れろの言葉が最もあては

まるような気がします。資金面での努力が伴 う

ことであ り、大変なことでもあ りますが、でき

るだけ機会を増すべきです。その一貫として、

平成 7年度に松商学園として他県に呼びかけ、

2θθ

道

強豪中心に42校が全国より参加し練習試合を実

施 しました。今年度は 3年 目で準備完了、定着

して実施されますが、本県のレベルアップに有

形・無形の大きなインパクトになっています。

2年 目から (昨年から)県高体連専門部の主催

にし、全県 レベルで開催という形にして、底辺

の拡大にも努めています。確実に力になってゆ

くと思われます。御仕着せの講習会よりも余程

力になると思います。また、これとは別に昨年

度の反省により、今年度から夏の合同合宿に形

の講習会を開きましたが、評判上 々でした。

「本物」を求めて、これからも努力 してゆ くつ

もりですが、選手の減少は全競技共通の課題で

しょう。「底辺」の拡大は大切なことです。こ

の点が最も重要で、かつ困難なことではあ りま

すが、地道に努力し生涯の仲間作 りの一端が担

えればと思って活動 してゆきます。

(専門委員長 笠原 哲雄 )

カ
エ



昭和62年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

野  沢 南
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女  子

野  沢  南

長野県高等学校新人体育大会

男  子

飯    田

飯　＼

昭和63年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

飯    田

松 商 学 口
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(内容 )
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ω
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も 平成元年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

松 商 学 園

長 野  南

野  沢  南

女  子

野  沢 南

長  野  南

小    諸

長野県高等学校新人体育大会

男  子

松 商 学 園

飯    田

岩  村  田

Jヒ

/1ヽ

蓼

飯

部

諸

科

田

平成 2年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

飯    田

長  野  南

北    部

松 商 学 口

女  子

松 商 学 口

長野県高等学校新人体育大会

男  子

屋    代

松 商 学 園

望    月

長  野  南

屋    代

野  沢  南

長    野

松 商 学 園
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岩  村  田
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＼
長 野  南

岩  村  田

長  野  南

女  子

松 商 学 園

岩  村  田

長    野

松 本 第 一

野  沢 南

岩  村  田

― ___

川

　

　

田



平成 3年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

屋

田

飯

野  沢  南

女  子

松 商 学 園

望    月

長  野  南

長野県高等学校新人体育大会

男  子

屋    代

野  沢 南

岩  村  田

女  子

松 商 学 園

小    諸

野  沢  南

飯 田 風 越

代

り||

田

松 商 学 口

中 野  西

飯 田 長 姫

岩  村  田

女  子

松 商 学 口
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野  沢 南

飯 田 風 越

飯
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田
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田

月
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代
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北

長野県高等学校新人体育大会

男  子

松 商 学 園

上  田 東

女  子

松 商 学 口

小    諸

松 本 深 志

岩  村  田

中 野  西

野  沢 北

松 本 工 業

岩  村  田

野  沢 南

飯 田 風 越

田     り||
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松 商 学 口

野  沢 北
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塩
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平成 4年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

３

一
２】̈

出』［［
岩  村  田

阿    南

長  野  南

北   部

松 商 学 園

岩  村  田

田    川

松 本 深 志

屋   代
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嗚 平成 6年度 長野県高等学校総合体育大会

平成 5年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

松 商 学 園

女  子

松 商 学 日

長 野  南

野  沢  南

飯 田 風 越

長野県高等学校新人体育大会

男  子

松 商 学 園

岩  村  田

田    り||

中 野  西

子

松 商 学 園

上  田 東

岩  村  田

飯 田 長 姫

田
　

　

代

男  子

松 商 学 口

小    諸

屋    代

野  沢 南

女  子

松 商 学 口

上  田 東

岩  村  田

長  野  南

岩 村  田

松 本 松 南

松 本 深 志

野  沢 南

松 本 松 南

飯 田 風 越

松 本 深 志

飯 田 風 越

松 商 学 園

松 本 第 一

岩  村  田

中 野  西

飯 田 風 越

松 本 松 南

野  沢  南

長野県高等学校新人体育大会

男  子

松 本 工 業

野  沢 南

松 本 深 志

女  子

松 商 学 口

上    田

岩  村  田

飯 田 長 姫

阿    南

松 本 工 業
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― ― 中 野  西
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平成 7年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

松 商 学 口

上  田 東

岩  村  田

子

松 商 学 園

屋    代

飯 田 長 姫

野  沢 南

長野県高等学校新人体育大会

男  子

松 本 工 業

上    田

松 商 学 園

松 本 深 志

子

松 商 学 園

飯 田 長 姫

岩  村  田
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第
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松 本 工 業

飯 田 風 越
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松 本 松 南

中 野  西

中 野 実 業

松 本 第 一

飯 田 長 姫

松 本蟻 ヶ崎

野  沢  南
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中  野  西
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平成 8年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子
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κ 平成 9年度 長野県高等学校総合体育大会

男  子

松 商 学 園

飯 田 長 姫

阿    南

岩  村  田

子

松 商 学 園

飯 田 風 越

松 本 第 一

岩  村  田

長野県高等学校新人体育大会

男  子

松 商 学 口

岩  村  田

上    田

松 本 深 志

女  子

松 商 学 園

岩  村  田

飯 田 長 姫

松 本 深 志

ハ
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田  業

松 本 工 業

野  沢 南

松 本 第 一

飯    田

野  沢  南

飯 田 長 姫

松 本 松 南

野  沢 南

松 本 第 一

松 本 工 業

丸 子 実 業
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高体連会報紹介 第24号

一 一 一 一 一 ¬

平成 7年度の夏季全国高校総合

体育大会は、鳥取県を主会場に中国 5

県で開催され、藤澤愛値会長をは じめ、

選手団総数578名が参加 しました。漕艇

競技の複数入賞を筆頭に選手は よく頑

張 っています。本年度の成績の うち特

徴的な事柄について述べてみ ます と、

団体種 日での活躍があ リベス ト8入 り

を果た した種 目がい くつか上げ られ ま

す。 また、近年淋 しい成績であった水

泳でも複数の入賞者がでてきてお り、

入賞種 目も増加 しています。

冬季種目のスピー ドスケートでは今井裕介・ 外ノ池亜希選手の1000・

1500m2種 目制覇を筆頭に リレーを含むH種 目中 6種 目で優勝 し、佐

久長聖高校男子はスピー ド学校対抗で 3連勝を果たし、パイピングリ

ンクが整備された小海高校も第 4位 となっています。女子も東海大学

第三高校が第 3位、佐久長聖高校女子が第 4位 となっています。 2年

生 01年生の上位入賞者では女子外ノ池・ 安田 (東海三 )・ 新谷 (伊

那北)・ 竹ノ内 (佐久長聖 )、 男子では平田 (東海三)・ 篠原 (佐久長

聖)・ 井出 (野沢北)選手など有力選手が残ってお り、今後の成長が

大きく期待されます。

制
棚
姻
画
印
輌
“
一

ス
抑
螺
”４
哺
デイ
好
一

―

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｌ

各ヽ
りヽ
つ
難
ツ
雛
　
一

が

な

技

ロ

ン

が

　

一

で

世

ま

り

抗

た

と

一

¨

′レデイック

¨

¨

す
。

学校対

申

一

一

秋

ノ

連

ヽ
ま

で

業

一

組

跡

締

咄

い

向

鴨

一

学

長

１

し

ル

ヽ
　

一

飯

長野県高等摯機体膏鏡策興一出』［』



年 度 1  位 記 録 2     1L 3  位 4     `L

松 商 学 園 飯 田 野 沢 南 長 野 南

松 商 学 園 飯 田 野 沢 南 部

7E 松 商 学 園 」 諸 飯 田 長 野 南

2 松 商 学 園 227 屋 代 長 野 南 部

3 松 商 学 園 225 田 星 代 部

4 松 商 学 園 226 中 野 西 岩 村 田 塩 尻

5 松 商 学 園 岩 村 田 野 沢 南 飯 田

松 商 学 園 25.6 松 本 深 志 野 沢 南 岩 村 田

7 松 本 深 志 松 商 学 園 岩 村 田 野 沢 南

松 商 学 園 岩 村 田 野 沢 南 松 本 深 志

松 商 学 園 松 本 第 一 岩 村 田 飯 田

長野県高等学校春季総合体育大会

型の部団体 (男子 )

長野県高等学校新人体育大会

長野県高等学校新人体育大会長野県高等学校春季総合体育大会

個人 (男子)組手の部

年 度 1 位 記 録 2     位 3  位 4     `ヒ

飯 田 野 沢 南 部 長 野 南

松 商 学 園 屋 代 諸 飯 田

7E 松 商 学 園 長 野 南 屋 代 岩 村 田

2 松 商 学 園 22 2 屋 代 野 沢 南 松 本 第 一

松 商 学 園 部 岩 村 田 飯 田

4 松 商 学 園 中 野 西 岩 村 田 野 沢 南

5 松 商 学 園 野 沢 南 松 本 深 志 飯 田

6 松 商 学 園 松 本 深 志 岩 村 田 野 沢 南

7 岩 村 田 松 本 深 志 松 本 第 一 野 沢 南

松 商 学 園 岩 村 田 松 本 第 一 飯 田

松 商 学 園 松 本 第 一 岩 村 田 上 田

年  度 1  位 記  録 2     位 3  位 4     `Z

深沢 兼司

(松 商 学 )

嶽野

(飯
期
Ｄ

丸山 博樹

(長 野 南 )

秋広 哲次

(飯田長姫 )

竹田

(松

祐毅

商 学 )

原田

(飯

勇
０

丸山 博樹

(長 野 南 )

畔上 信嗣

(蟻 ケ 崎 )

一九
勇

ｍ
即

噸

篠塚 啓蔵

(須 坂 商 )

坂内

(中

健
駒

丸山 英久

(田   川 )

深沢 和紀

(松 商 学 )
鶏
前

釧
制

上沢
(屋

貶
旬

吉沢 武彦

(望  月 )

山田 高照

(松 商 学 )

小林 隆之

(松 商 学 )

櫻井  功

(松 本 工 )

飯島

(飯
慇
Ｄ

凱
鵬

誦
ｍ

用
詢

ロ

ヒ

樋

０
岩井

(松

大士

商 学 )

櫻井  功

(松 本 工 )

5
山田 高照
(松 商 学 )

笠原 鉄平

(松 商 学 )

畑
詢

ロ

ヒ

樋

０
櫻井  功

(松 本 工 )

6
小島 庸稔
(松 商 学 )

幡
眈

倫展
尻 )

竹村研太郎

(松 本 工 )

矢崎 広路

(野 沢 南 )

7 縮
詢商機

船
幅
臨

倫展

尻 )

川手

(蟻 ケ
和人

崎 )

大塚 賢一

(岩 村 田)

8
塚原 隆通

(松 商 学 )

吉竹
(松

秀至

商 学 )
彫
ｍ

斯
吐

藤澤 正敏

(松本第一 )

9
竹内 一真
(松本第一 )

清水  陽

(松 商 学 )

吉竹
(松

秀至

商 学 )

林  寿雄

(松 商 学 )

年  度 1 位 記 録 2     12 3  位 4  位

丸山 博樹

(長 野 南 )

健
駒

如
帥

浦上 幸成

(北  部 )

杉野  晃

(下伊那農 )

勇

Ｄ
則
晰

根萩 義紀

(松 商 学 )

中沢日出樹

(飯  田)

小林健太郎

(屋  代)

7El
伸次

学 )

堀金

(松 商

小官山隆美
(長 野 南 )

勲
印ケ

削
畷

坂谷内康明

(飯  田)

2 難
前

卸
銅

小松 広学

(筑  摩 )

勲
印ケ

削
畷

小森 直樹
(中 野 西 )

3
山田 高照

(松 商 学 )

正裕

ノ‖)

駅
ｍ

奸
詢商

観
船

高橋

(田
凱
鵬

4
山田 高照

(松 商 学 )

櫻井  功

(松 本 工 )

笠原 鉄平

(松 商 学 )

岩井

(松

大士

本 学 )

5
丸山 広海
(松 商 学 )

奥原 大介

(松 商 学 )

上條
(松

育朋

商 学 )

報
詢

脚
解

6
上條

(松

育朋

商 学 )

竹村研太郎

(松 本 工 )
諫
⊃本淋

船
山田  究

(松 商 学 )

7
中野 的幸

(松 本 工 )

丸山 陽平

(松 本 工 )

竹内 一真

(松本第一 )
絃
Ｄ

暢
微

8
望月 永次

(松本第一 )

高山 徹次

(松本第一 )

清水  陽

(松 商 学 )

鈴木日出城

(松本第一 )

宮澤 朋成

(松 商 学 )

神農

(松

来吉

商 学 )

林  寿雄

(松 商 学 )

岡村 和夫

(松 本第一 )

θθ5



年  度 1 位 記  録 2     12 3     `2 4     `2

期
Ｄ

期
微

丸山 博樹

(長 野 南 )

健
駒

如
帥

兼司

学 )

深沢

(松 商

丸山 博樹

(長 野 南 )

健
駒

如
仲

畔上

(蟻

信嗣
ケ 崎 )

篠塚 啓蔵

(須 坂 商 )

7E
健
駒

坂内

(中

篠塚 啓蔵

(須 坂 商 )

内川  勲

(蟻 ケ 崎 )

深沢 和紀
(松 商 学 )

田中 篤志
(松 商 学 )

深沢 和紀

(松 商 学 )

内川  勲

(蟻 ケ 崎 )

恵次

部 )

山

ヒ

丸

０

勲
聯ケ

削
饉

佐々木克哉
(県 ケ 丘 )

雨宮 秀樹

(飯田長姫 )

笠原 鉄平

(松 商 学 )

笠原 鉄平

(松 商 学 )

22.8
櫻井  功

(松 本 工 ) (塩  尻 )

諭甕 小林  徹

(長野日大)

櫻井  功
(松 本 工 )

笠原 鉄平

(松 商 学 )

小林  徹

(長野 日大 )

庸稔
学 )

小島
(松 商

庸稔

商 学 )

小島

(2と
餅
嘔

健児

代 )

高木 勇規

(中 野 西 )
級
励

幡
鏃

7
上條 育朋
(松 商 学 )

中野 的幸

(松 本 工 )

健児

代 )

醐
曖

級
励

朝
鏃

既
旬

酒井

(屋

中野 的幸

(松 本 工 )

中野 佳典

(松 本 工 )
誌
鵬

躍
佃

中野 的幸

(松 本 工 )

260
士
心
い〕

高

リ銀
佃

佐藤

(松

正彦

商 学 )

松田幸志郎

(松 本 工 )

長野県高等学校春季総合体育大会

個人 (男子)型の部

長野県高等学校新人体育大会

長野県高等学校新人体育大会長野県高等学校春季総合体育大会

型の部団体 (女子 )

年 度 1  位 記  録 2     12 3     12 4     12

丸山 博樹

(長 野 南 )

366
健
駒

如
帥

1 啓蔵
坂 商 )

篠塚

(須

中川

(松 本

孝勇

商 )

坂内

(中

健
駒

篠塚 啓蔵

(須 坂 商 )

英久

り‖)

加
佃

深沢 和紀

(松 商 学 )

7E
田中 篤志
(松 商 学 )

深沢 和紀
(松 商 学 )

雨宮 秀樹
(飯 田長姫 )

内村 浩一

(野 沢 南 )

2
勲
印ケ

削
饉

佐々木克哉
(県 ケ 丘 )

一嵩

南 )

森
輛

雨宮 秀樹

(飯田長姫 )

3
笠原 鉄平

(松 商 学 )

櫻井  功

(松 本 工 )

卓也

野 )

剖
帳

小林  徹
(長 日 大 )

4
笠原 鉄平

(松 商 学 )

櫻井  功
(松 本 工 )

諭
励

甕
鏃

小島 庸稔
(松 商 学 )

5
小島
(松 商

庸稔

学 )

22.5 期
酌野誅

仲
丸山 広海
(松 商 学 )

級
励

幡
眩

育朋

商 学 )

上條

(松
23.0 鯉

励
幡
帷

舗
ゎ

松岡

(深

神農 来信

(松 商 学 )

7 醇
軽

健児

代 )

228 中野 的幸
(松 本 工 )

中野 佳典
(松 本 工 )

士
心
い〕

高

′
伊藤

(田

中野 的幸

(松 本 工 )

士
心
い〕

一局
リ

伊藤

(田

高山

(松

徹次

本 工 )

佐藤 正彦

(松 商 学 )

佐藤 正彦

(松 商 学 )

松田幸志郎
(松 本 工 )

林  寿雄
(松 商 学 )

宮澤 朋成

(松 商 学 )

年 度 1  位 記 録 2     12 3     仁L 4     12

野 沢 南 357 長 野 南 松 商 学 園

長 野 南 野 沢 南 松 商 学 園 屋 代

7E 松 商 学 園 長 野 南 諸 野 沢 南

諸 224 松 商 学 園 豊 科 長 野 南

/Jヽ 諸 松 商 学 園 松 本 深 志 長 野 南

4 田 223 松 商 学 園 岩 村 田 野 沢 南

5 松 商 学 園 258 中 野 西 野 沢 南 松 本 深 志

6 松 商 学 園 野 沢 南 田 中 野 西

7 松 商 学 園 中 野 西 野 沢 南 岩 村 田

8 松 商 学 園 中 野 西 岩 村 田 松 本 第 一

9 松 商 学 園 松 本 松 南 野 沢 南 田飯

年 度 1 位 記  録 2  位 3  位 4  位

野 沢 南 長 野 南 松 商 学 園 飯 田

松 商 学 園 野 沢 南 長 野 南 」 諸

一九 諸 222 野 沢 南 松 商 学 園 由
豆 科

松 商 学 園 22 2 /」ヽ 諸 長 野 南 岩 村 田

田 松 商 学 園 岩 村 田 野 沢 南

4 松 商 学 園 野 沢 南 岩 村 田 松 本 深 志

松 商 学 園 229 野 沢 南 岩 村 田 松 本 松 南

6 松 商 学 園 中 野 西 野 沢 南 岩 村 田

7 中 野 西 松 商 学 園 松 本 第 一 松 本 松 南

8 松 商 学 園 岩 村 田 飯 田 松 本 松 南

9 松 商 学 園 松 本 松 南 飯 田 上 田

θθδ



年 度 1 位 記 録 2     12 3    `と 4  位

関森

(松 商

裕恵

学 )

三村
(深

離
わ

井出寿美子

(野 沢 南 )

宮沢

(須 坂

裕子

東 )

杉本 聡子
(野 沢 南 )

保科真理子
(野 沢 南 )

工藤 智子
(野 沢 南 )

松崎由起江
(屋  代 )

7E
佐  々 智子

(飯田女子 )

岩間

(野

由紀

沢 南 )

山岸

(松

香織

商 学 )

朝倉美奈子

(坂  城 )

2
滝沢めぐみ

(田   川 )

桐山ちずる

(豊  科 )
加
ゎ

如
解

百瀬

(松
猷
南

3
朝倉美奈子

(坂  城 )

中沢 理恵

(松 商 学 )

竜沢め ぐみ

(田   川 )

矢口  綾

(松 商 学 )

4
滝澤めぐみ

(田   川 )

鈴木喜美恵
(松 商 学 )

豊島めぐ美
(松 商 学 )

佐瀬 英子
(野 沢 南 )

5
和田志乃舞
(屋  代 )

林
織

実也比

南 )

訥
船

結子

南 )

小野 直美

(松 商 学 )

6
高山真由美

(松 商 学 )

訓
船

結子

南 )

知
鱗

幸枝

南 )

藤森加奈子

(松  南 )

7 新
船

久美

南 )

林 佐江子
(松本第一 )

堀内千賀子
(松  南 )

忠地 慶子

(松 商 学 )

8
田中 理恵

(松 商 学 )

荒木
(松

堀
前

緩
↓商

訓
船

林 佐江子
(松本第一 )

9
高山 裕美
(松 商 学 )

西澤智代美

(松 商 学 )

杉江沙良子

(松  南 )

坪 田

(松 商

尚子

学 )

長野県高等学校春季総合体育大会

個人 (女子)組手の部

長野県高等学校新人体育大会

長野県高等学校新人体育大会長野県高等学校春季総合体育大会

個人 (女子)型の部

年 度 1  位 記  録 2     `L 3    12 4     `L

卦
解

日ヨ糸己

志 )

杉本

(野 沢
聡子

南 )

工藤 智子
(野 沢 南 )

片桐恵美子

(小  諸 )

中村 園恵
(長 野 南 )

岩間 由紀
(野 沢 南 )

大井 千春
(野 沢 南 )

佐  々 智子
(飯田女子 )

7E
朝倉美奈子
(坂  城 )

洋美
井 )

卵
喉

佳代

南 )

醐
船

桐山ちず る

(豊  科 )

2
滝沢め ぐみ

(田   川 )

志保

科 )

雌
鮭

百瀬

(松
獣
前

中沢 理絵

(松 商 学 )

3
滝沢めぐみ

(田   川 )

友美

学 )

飯沼

(松 商

豊島めぐ美

(松 商 学 )

澤田亜希子

(丸 子 実 )

4
和田志乃舞
(屋  代 )

武居 可奈
(松 商 学 )

北島 優子
(屋  代 )

酒井 良子

(中 野 西 )

5
小野 直美

(松 商 学 )

武居 可奈
(松 商 学 )

山本 美帆

(松 商 学 )

高山真由美

(松 商 学 )

6
柳沢里絵子

(松 商 学 )

高木  綾

(中 野 西 )

嘱内千賀子
(松  南 )

忠地 慶子

(松 商 学 )

7
林 佐江子

(松本第一 )
麟
前

林
船

芋留賀美樹
(松  南 )

献
前

翻
樅

8
高山 裕美

(松 商 学 )

西澤智代美
(松 商 学 )

杉江沙良子
(松  南 )

小平恵里子

(野 沢 南 )

9
神農 正任
(松 商 学 )

笠原 恵美
(松 商 学 )

木戸 秀美

(松本第一 )

黒岩

(松 商

みな

学 )

年  度 1 位 記  録 2     位 3     12 4  位

三村 由紀
(深  志 )

裕恵

学 )

関森
(松 商

鈴木めぐみ

(北  部)

千景

学 )

長坂

(松 商

硫
詢

鮒
解

鈴木めぐみ

(北  部 )

小山 知美

(須 坂 商 )

片桐恵美子

(小  諸 )

7tl
百瀬 佳代
(松  南 )

鈴木めぐみ

(北  部 )

朝倉美奈子

(坂  城 )

白石 千晴
(大 町 北 )

2
朝倉美奈子

(坂  城 )

滝沢めぐみ

(田   川 )

杉山 友紀

(深  志 )
獣
前

轍
船

朝倉美奈子

(坂  城 )

滝沢めぐみ

(田   川 )

杉山

(深
加
ゎ

佳代

南 )

醐
船

滝澤めぐみ

(田   川 )

緩
ゎ

如
解

酒井 良子

(中 野 西 )

丸山 瑞穂

(松 商 学 )

緩
詢

杉山

(深
好
酌野酎

帥
鳥羽理恵子
(中 野 西 )

高山真由美
(松 商 学 )

高山真由美
(松 商 学 )

聴
駒

森ヽ

中
醸
鴫

杉山

(大

武居 可奈

(松 商 学 )

醸
鴫

杉山

(大

小森 理恵

(中  野 )

西澤智代美

(松 商 学 )

官坂 真由

(長 野 南 )

宮坂 真由

(長 野 南 )

西澤智代美

(松 商 学 )

児玉七奈美

(中 野 西 )

真弓
り‖)

際
鯛

官坂 真由

(長 野 南 )

西澤智代美

(松 商 学 )

児玉七奈美

(中 野 西 )

高橋
(松

好
前

年  度 1  位 記  録 2     位 3     12 4     `L

離
わ

三村

(深
377

鈴木めぐみ

(北  部 )

中村 園恵

(長 野 南 )

片桐恵美子

(小  諸 )

鈴木めぐみ

(北  部 )

白石 千晴
(大 町 北 )

智子
女 )田

佐々
薇

中村 園恵

(長 野 南 )

7E
朝倉美奈子
(坂  城 )

百瀬 佳代
(松  南 )

杉山

(深
如
ゎ

佐  々 智子
(飯田女子 )

2
朝倉美奈子

(坂  城 )

滝沢めぐみ

(田   川 )

杉山

(深
如
趙

獣
前

醐
船

滝沢めぐみ

(田   川 )

杉山

(深
様
ゎ

酒井 良子

(中 野 西 )

実也比

南 )

林
船

4
裕美

志 )

如
解

酒井 良子

(中 野 西 )

鳥羽理恵子

(中 野 西 )

小野 直美

(松 商 学 )

5
高山真由美
(松 商 学 )

杉山

(大
臓
り

小野 直美
(松 商 学 )

武居 可奈
(松 商 学 )

醸
励

榊
吠

小森 理恵

(中  野 )

伊藤

(田

弓

Ｄ

真

′
笠原 佑里

(松 商 学 )

7
西澤智代美
(松  商 )

児玉七奈美

(中 野 西 )

官坂

(長

真由

野 南 )

高山

(松

裕美

商 学 )

動
的野

甑
帳

西澤智代美

(松 商 学 )

児玉七奈美

(中 野 西 )

高山

(松

裕美

商 学 )

典子

南 )

誦
船

光恵

南 )

眠
船

田村

(上
歎
ｍ

塚原 由梨

(松 商 学 )
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29 ボ

池田工業高校、丸子実業高校でボクシングの

指導をされていた小宮山泰典教諭の働きかけ等

により、平成元年度、県高体連にボクシング専

門部が設立されました。専門部長、牧野昌泰先

生 (当時丸子実業高校長)・ 専門委員長、小宮

山先生 (当時丸子実業高校教諭)と いう体制で

発足し、その後も、丸子実業高校に拠点を置い

ています。

それ以前は、長野県アマチュアボクシング連

盟の主催する高校生の大会が、県高校総体に代

わる大会として行なわれていました。その時期

に高校ボクシングで活躍 した選手で大学に進学

し、後に全日本選手権大会で活躍 した選手には

清沢利安 (拓大 )、 中沢剛 (東京農大 )等がい

ます。

県高体連に専門部ができ、高等学校のクラブ

活動として徐々に定着 してきてはいるものの、

課題は山積みされています。

高校ボクシングの競技人口は大変少なく、現

長野県高等学校総合体育大会

学校対抗

1位 2位 3位

平成元年 丸子実業 長 野 南

丸子実業 長 野 南

０
０ 丸子実業 長 野 南

”
ｉ 丸子実業 長 野 南

丸子実業 佐   久 上田染谷丘

6 丸子実業 長 野 南 下高井農林

７
‘ 丸子実業 長 野 南 上 田 東

8 丸子実業 長 野 南 塩 尻

9 長 野 南 丸子実業 穂 高 商 業

在ボクシング部のある学校は、丸子実業高校、

長野南高校、飯田高校の 3校だけです。他は、

個人的にジムで練習している高校生が県大会に

参加しています。今の生徒は辛いことを避けが

ちで、人からあれこれ指導されることもいやが

る所があ ります。そのためか、クラブ離れが進

みボクシング部員数も減少 しつつあ ります。

また、指導者の不足も深刻な問題です。せっ

か く学校にクラブができても顧間の転出により

廃部となっています。ボクシングの経験のある

教諭の数は、限られています。ですからボクシ

ング経験者の教員採用を願っているのですが、

現在の状況ではそれも難 しく思います。自身に

ボクシング経験が無くても、全国大会で立派な

成績を残 している先生も数多 くいらっしゃいま

す。経験の有無を問わず、クラブ活動に熱心な

先生に顧間をしていただければ、大変あ りがた

いと思います。

(専門委員長 尾形 悟 )

モスキート級

平成元年

2

3

4

5

6

7

8

9

ライ トフ

1位
押金  励

押金  励

池田

白井  龍

海藤  央

海藤  央

出場者なし

出場者なし

出場者なし

ライ級

1位
関口  茂

市河  武

清水  武

斉藤賢志郎

斉藤 哲也

福田  誠

中村 泰彦

竹節 良介

出場者なし

(上田染谷丘 )

(上田染谷丘 )

(丸子実業 )

(丸子実業 )

(丸子実業 )

(丸子実業 )

(長野南 )

(長野南 )

(丸子実業 )

(丸子実業 )

(丸子実業 )

(丸子実業 )

(上 田東 )

(長野南 )

ク シ ン

年元

２

３

４

５

６

７

８

９

成平

θθ∂



フライ級
1 位

平成元年 堀内 栄二
2  山浦 直人
3  斉藤賢志郎
4  岩間 英幸
5  鷲見  健
6  宮田 敦広
7  宮田 敦広
8  吉沢 崇顕
9  小島 優司

ハンタム級

(長野南)

(丸子実業 )

(丸子実業 )

(長野南 )

(佐 久)

(丸子実業)

(丸子実業 )

(穂高商業)

〈長野南)

(丸子実業)

(丸子実業 )

(丸子実業)

(丸子実業)

(丸子実業 )

(長野南 )

(長野南 )

(長野南 )

(穂高商業)

(丸子実業)

(長野南)

(丸子実業 )

(丸子実業)

(丸子実業)

(丸子実業)

(丸子実業)

(塩 尻 )

ライ トフライ級
1 位

年 清水  武
白井  龍

フライ級

,< y , at#..

央  (丸子実業 )

(丸子実業 )

(丸子実業)

(長野南 )

(長野南)

(丸子実業)

(丸子実業)

(丸子実業)

(丸子実業)

(丸子実業)

(丸子実業)

.(丸子実業 )

(長野南 )

(丸子実業)

|(長野南)

山口 邦雄  (丸子実業)

4  海藤
5

6

7

8

＞
業
業
業

南
実
実
実

野
子
子
子

長
九
丸
丸

也
央
広
徳

し

哲
　
敦
隆
な者

林
藤

田
村
場

松
海
官
樋
出

平成 2

3
4

5

6
7

8平成元年
2

3
4

5

6
7

8

9

フェザー級

平成元年
2

3
4

5

6

7

8
9

ライ ト級

(丸子実業 )

(長野南 )

(長野南 )

(蟻 ヶ崎 )

(丸子実業 )

(丸子実業 )

(丸子実業 )

(上 田西 )

(丸子実業 )

ライ ト・ ウェルター級

ウェルター級
1 位

平成元年 小林 正直
2  出場者なし
3  山崎信二郎
4  勝見 信行
5  及木 規雄
6  鶴田 智也
7  鶴田 智也
8  出場者なし
9  宮崎 達也

ライ トミドル級
1 位

(上  田 )

(長野南 )

小林 正直  (上 田)

竹内  啓  (丸子実業 )

長野県高等学校新人体市大会

平成元年
1年生の部・ 1位
モスキート級    池田 隆幸 (丸子実業 )

ライ トフライ級   清水  武 (丸子実業 )

フライ級      九山  光 (梓 川)

バンタム級     斉藤賢志郎 (丸子実業 )

フェザー級     中山  剛 (丸子実業 )

ライ ト級      小林 寛将 (長野南 )

ライ トウェルター級 山崎信二郎 (丸子実業 )

モスキート級

平成 2年
3

郎
治

一
二
二
司
司
樹
顕

位
二
哲
真
省
省
久
久
春
崇

１
田
沢
山
林
林
沢
沢
山
沢

大
中
高
神
神
吉
吉
小
吉

幸
幸
し
広
志
則

位
英
英
な
敦
高
良

者

１
間
間
場
田
島
波

岩
岩
出
官
寺
南

彦
二
二
誠
司
吾
稔

位
善
省
省
　
久
敬

１
田
林
林
山
沢
津
内

坂
神
神
中
吉
神
木

年成平

文
二
哉
亮
亮
剛
之
美

位
正
栄
卓
太
太
　
友
則

１
林
内
沢
沢
沢
中
田
原

小
堀
西
樋
樋
田
依
梶

哉
亮
亮
剛
之
剛
明

位
卓
太
太
　
友
　
智

１
沢
沢
沢
中
田
木
田

西
樋
樋
田
依
鈴
原

年成平

＞
＞
業
業
業
業
業

南
南
実
実
実
実
実

野
野
子
子
子
子
子

長
長
丸
九
丸
九
丸

将
光
弘
弘

一
二
晋

位
寛
貴
和
和
優
謙

１
林
島
藤
藤
坂
原
林

小
田
伊
伊
石
春
小

級
　
年

イ
　
成

ラ
　
平

也
己
也
雄

智
智
達
邦

田
田
崎
ロ

鶴
山
官
山

平成 2

3
4

5

6
7

8

部
　
　
南
南
南

野
野
野

東
　
　
長
長
長

也
博
也

智
喜
達

田
　
　
田
原
崎

上
　
　
鶴
西
宮

年成平

徳嵩 克哉  (長野南)

平成 2年
3

4

5

6
7

8 樋村 隆徳  (丸子実業 )

南
南

田
田
田
田
田

野
野

長
長
飯
飯
飯
飯
飯

吾
亮
也
覚
也
志
介

誠
　
仲
　
卓
慎
佑

尾
沢
沢
村
林
平
登

粕
北
半
北
小
下
舟

明
将
光
夫
彦
弘

一
剛
晋

位
　
寛
貴
薫
敏
和
優

１
崎
林
島
詰
原
藤
坂
武
林

松
小
田
橋
春
伊
石
濱
小

一　
年元

２
３
４
５
６
７
８
９

成平

丘
＞
　
＞

谷
業
＞
業

染
実
南
実

田
子
野
子

上
丸
長
丸

し
励
人

二
夫

し
し

な
　
直
栄
利
な
な

者
　
　
　
　
者
者

場
金
浦
内
松
場
場

出
押
山
堀
小
出
出

業
業
＞
業
業
業
　
＞
＞

実
実
南
実
実
実
　
南
南

子
子
野
子
子
子
　
野
野

丸
九
長
丸
丸
丸
　
長
長

志
郎
将
光
功
毅
し
也
雄

位
敦
二
寛
貴
貴
　
な
達
邦

信
　
　
　
　
者

１
川
崎
林
原
原
川
場
崎
ロ

山
山
小
笠
笠
吉
出
官
山

年元
２
３
４
５
６
７
８
９

成平

平成 9年
選抜の部
ライ ト級
1年生の部
ライ トフライ級
フライ級
バンタム級
フェザー級
ライ ト級
ライ トウェルター級
ウェルター級

2年生の部 。1位
モスキー ト級
ライ トフライ級
フライ級
バンタム級
フェザー級
ライ ト級
ライ トウェルター級

フェザー級

(長野南 )

(丸子実業 )

(丸子実業 )

(丸子実業 )

(丸子実業)

(長野南)

(丸子実業)

ライ トウェルター級

(長野南 )

(長野南 )

(丸子実業 )

(長野南 )

(更級農業 )

(長野南 )

(丸子実業 )

ウェルター級
1位

ライ トミドル級
1位

平成 5年 竹内  啓  (丸子実業 )

＞
　
丘

業
＞
谷
＞
＞

実
南
染
南
南

子
野

田
野
野

九
長
上
長
長

年一九
２
３
４
５
６
７
８
９

成平

1位
年 弦間  龍

楠 信一郎
笠原 貴功

業
業

実
実

子
子

九
丸

幸
男

位
隆
徹

１
田
川

池
前

3θ9



30定 時 制 通 信 制

平成元年夜間定時制に赴任

して来ました。この年松本で

北信越定通制体育大会が開催

されましたが専門委員長の平

林洋一先生がすべての采配をふるっておられ、

私にとうては何もわかっていないままに過ぎた

1年でした。翌 2年 6月 、平林先生が突如体調

を崩 して療休に入られ、専門委員の経験もない

私が急きょ後を任されることにな りました。早

速、北信越大会への申し込み手続等何もわから

ない儘、あちこちに問い合わせをし迷惑をかけ

ながら何とか済ませました。

翌年、県大会の企画等、事前にどんな準備を

しておけばよいのかも知らない儘、 3地区の定

通専門委員、高体連事務局に迷惑をかけながら

何とか大会まで漕ぎ着けることができました。

何もわかっていないことに甘えて、バスケット

ボール、バレーボール、バ ドミントン、卓球、

ソフトテニス、柔道等各種目の専門委員長の先

生方のご好意とご協力には全く感謝以外の言葉

があ りませんでした。

専門種目の運営については全 く無力な定通専

門部にあっては、各種 目専門部のお力添えがな

いと何ひとつ大会が出来ないことを痛感するの

みであ りました。平成 6年、松本における北信

越定通総合体育大会を一区切 りとして、定年 1

年前に渡辺治登先生に後を引き継いでもらいま

したが、今後とも、定通部につきましてますま

すのご支援をお願い申し上げる次第です。有 り

難 うございました。

(H2年～ 6年 専門委員長 斉藤安正 )

約20年間のうち2度定通専

門部に関わ りました。 1度 目

は、北信越定通総合体育大会

に長野県が加入した時、2度

目は平成 7年度、 8年度で した。

初めて、北信越の仲間入 りをする時は、当然

のことなが ら、多方面にわた り大変でござい ま

した。それか ら本県当番の大会 も 4回を数え ま

θfθ

した。

「定通の灯を消すな」 という言葉は、古 く

て、新 しい言葉だと思います。こと体育大会に

ついても出場人員数、出場者の技術等の、全 日

制の大会と比較もできない程のレベルですが、

晴れがましい活躍の場の少ない定通の生徒に、

従前通 りのご指導、ご支援をいただきたいと、

強 く念願いたします。

(H7年～ 8年 専門委員長 渡辺治登 )

昨年、かって勤務 したこと

のある通信制、赴任 してきた

ところ、渡辺治登先生か ら

「俺は、今年で定年だか ら定

通専門部を、今年引き継いではしい」と依頼 さ

れました。

腱板断裂手術入院後で、腕が自由に動かない

状況でしたが引き受けざるを得ないと覚悟 しま

した。

何もわからないまま、渡辺先生のご指導や、

関係各位のご協力で何とか年間の事業を終わら

せましたが、想像以上に仕事の多さに驚きまし

た。全国大会や北信越大会の申 し込みだけで

も、大変な仕事量だと知 りました。大会要項 も

ほとんど理解 しないまま、全国大会 5種 目 (開

催種 日は10種 目)、 北信越大会 7種 日 (開催種

目は 9種 目)の 申し込みをするのは大変気苦労

の多い仕事でした。

県によっては定通制体育連盟があ り、体育大

会等すべて運営 している所もあるようですが、

本県の場合、定通専門部にそんな組織力をはあ

りません。高体連事務局や種目別専門部の力を

お借 りして大会運営がされているわけです。

昭和40年代後半に県定通制体育大会で大きなス

ポーツ傷害事故があり、それを契機に組織力の

ある全日制高体連への加盟がされたようです。

定通制独自の解決すべき問題もいろいろあると

思いますが、今後共関係各位のご協力、ご指導

を切にお願い致 します。

(H9 専門委員長 笠原孝夫 )



(昭和62)年度長野県高等学校定通制総合体育大会

順
種

位

目
第  1  位

氏  名   校名
第  2  位

氏  名   校名
第  3  位

氏  名   校名
第  4  位

氏  名   校名

男

子

バ ス ケ ッ トボ ー ル 松 本 工 業 長 野 工 業 上 田 、 飯 田 長 姫

ヽ レ ー ボ ー ル 長 野 士
ロ 田 飯 田 長 姫 池 田工 業 、 上 田 千 曲

卓 球

団体 飯 田 長 姫 長 野 工 業 木 “
ロ

個 人 /1ヽ 栗 上 田 千 曲 中 島 野 沢 南 山 口 飯 田 長 姫 戸 谷 長 野 工 業

バ ドミン トン
団体 長 野 上 田 松本工業、上伊那農業

個人 ）還 山 筑 摩 通 畔上 (博 ) 長 野 畔上 (泰 ) 長 野 児 玉 上 田

ソフ トテ ニス

団体 長 野 吉 田 戸 隠

個 人 秋山・ 宮沢 長 野 西 中沢・ 山口 長 野 吉 田 永原 。原田 長 野 北 部 清水・ 木村 長 野 吉 田

女

子

スヾ ケ ッ トボ ー ル 須 坂 松 本 筑 摩 昼 丸 子 実 業

ヽ レ ー ボ ー ル 長 野 士
ロ 田 松 本 筑 摩 通 飯 田長姫 、 丸子 実業

卓 球

団体 上 田 松 本 筑 摩 昼 上 伊 那 農 業

個 人 和 田 筑 摩 通 本 多 箕 輪 工 業 島 上 田 高 見 沢 野 沢 南

くドミン トン
団体 松 本 筑 摩 昼 諏 訪 実 中 心 野 沢 南 長 野 西

個 人 坂 梨 筑 摩 昼 樋 口 長 野 西 落 合 篠 ノ 井 後 藤 諏 訪 実 業

ソフ トテ ニス
団体 松 本 筑 摩 昼 長 野 吉 田

個人
脇
武

野
徳

諸

・
長 野 西 小林・牧野 飯 田 長 姫 小山 。東方 筑 摩 昼 徳嵩・ 武井 長 野 吉 田

(昭和63)年度長野県高等学校定通制総合体育大会

順
種

位

目
第  1  位

氏  名   校名
第 2     12

校名氏 名

第  3  位
氏  名   校名

第  4  位
氏  名   校名

男

子

スヾ ケ ッ トボ ー ル 長 野 西 上 田 千 曲 飯田長姫、松本筑摩夜

ヽ レ ー ボ ー ル 松 本 工 業 長 野 吉 田 飯 田長姫 、 小諸 商 業

卓 球

団体 飯 田 長 姫 長 野 工 業 松 本 筑 摩 通

個 人 山 上 飯 田 長 姫 里
（

野 松 本 工 業 中 島 野 沢 南 水ヽ 池 中 野 実 業

バ ドミン トン
団体 長 野 松 本 工 業 上 伊 那 農 業 、 上 田

個 人 遠 山 筑 摩 通 畔 上 長 野 塩 原 松 代 岩 崎 長 野

ソフ トテ ニス

団体 長 野 吉 田

個人 永原・ 原田 長 野 北 部 宮沢・ 秋山 長 野 西 山口。中沢 長 野 吉 田 中村 0柳沢 長 野 工 業

女

子

バ ス ケ ッ トボ ー ル 松 本 筑 摩 昼 須 坂 上 田

レ ー ボ ー ル 飯 田 長 姫 長 野 吉 田 丸 子 実 業

卓 球

団体 松 本 筑 摩 昼 実 業丸 子 箕 輪 業工

個 人 松 田 筑 摩 昼 和 田 筑 摩 通 山 田 筑 摩 昼 高 見 沢 野 沢 南

ヾドミン トン
団体 松 本 筑 摩 昼 長 野 部 野沢南 、 上伊 那 農業

個 人 坂 梨 筑 摩 昼 藤 長 野 北 部 J 口 諏 訪 実 業 友 田 長 野 北 部

ソフ トテ ニス

団体 松 本 筑 摩 昼 長 野 田

個 人 小山・東方 筑 摩 昼
諸野脇 0立

石
長 野 西 牧野・矢沢 飯 田 長 姫 徳嵩・ 飯島 長 野 吉 田

θII



(昭和元)年度長野県高等学校定通制総合体育大会

順
種

位
目

第  1  位
名   校名氏

第  2  位
氏  名   校名

第  3  位
名   校名氏

第 4 位
校名氏 名

男

子

くス ケ ッ トボ ー ル 長 野 西 飯 田 長 姫 松 本 筑 摩 通 、 上 田

iv-tf.-tv 松 本 工 業 長 野 田 Jヽ 諸商 業 、 飯 田長 姫

卓 球

団体 飯 田 長 姫 中 野 実 業 木 曽 、 小 諸 商 業

個 人 古 田 飯 田 工 業 工別 野 飯 田 黒 野 松 本 工 業 水ヽ 池 中 野 実 業

ヾドミン トン

団体 長 野 松 本 工 業 小諸商業、上伊那農業

個 人 畔 上 長 野 堀 田 長 野 西 菊 池 小 諸 商 業 丸 山 松 本 工 業

ソフ トテ ニス

団体

個 人 宮沢・秋山 長 野 西 和田・ 小林 長 野 吉 田 土屋 。青木 長 野 西 山田・ 北沢 飯 田 工 業

女

子

くス ケ ッ トボ ー ル 上 田 松 本 筑 摩 昼 篠 ノ 井

iy-rf,-tv 長 野 吉 田 飯 田 長 姫 松 本 筑 摩 通

卓 球

団体 沢 南野 松 本 筑 摩 通 飯 田 長 姫

個 人 松 田 筑 摩 昼 堀 筑 摩 通 高見沢 (み ) 野 沢 南 高見沢 (多 ) 野 沢 南

くドミン トン
団体 長 野 西 松 本 筑 摩 通 上 日 、 上 伊 那 農 業

個人 口 諏 訪 実 業 樋 口 長 野 西 富 田 野 沢 南 玉 井 長 野 西

ソフ トテ ニス

団体

個 人 小 山・ 乾 筑 摩 昼 徳武・ 西沢 長 野 西 ・
脇

石
野

立
諸 長 野 西 小島・ 中島 筑 摩 昼

(平成 2)年度長野県高等学校定通制総合体育大会

順
種

位

目
第  1  位

氏  名   校名
第 2     12

校名氏 名
第  3  位

氏  名   校名
第  4  位

氏  名   校名

男

子

バ ス ケ ッ トボ ー ル 飯 田 長 姫 須 坂 松 本 筑 摩 通 、 上 田

it/-rf,-tv 松 本 工 業 長 野 田 飯 田長姫 、 小諸 商業

卓 球

団体 飯 田 長 姫 松 代 上 田千 曲、 松本 工業

個人 柳 原 木 曽 山 崎 松 代 Jヽ 笠 原 筑 摩 夜 花 本 飯 田 長 姫

バ ドミン トン
団体 長 野 野 沢 南 諏 訪 実 業 、 木 曽

個人 山石 崎 長 野 畔 上 長 野 唐 沢 木 “
日 田 中 野 沢 南

ソフ トテ ニス
団体 飯 田 工 業 長 野 吉 田

個 人 原山。徳武 長 野 吉 田 原山 。和田 長 野 吉 田 山田・ 北沢 飯 田工 業 壬生・ 井原 飯 田 工 業

女

子

スヾ ケ ッ トボ ー ル 上 田 松 本 筑 摩 昼 長 野 西

レ ー ボ ー ル 飯 田 長 姫 長 野 吉 田 松 本 筑 摩 昼

卓 球

団体 松 本 筑 摩 昼 飯 田 長 姫

個 人 松 田 筑 摩 昼 〓局 栖 Jヽ 諸 商 業 田 中 筑 摩 昼 中 筑 摩 昼

ヾドミン トン
団体 長 野 西 上 田

上 伊 那 農 業 、
松 本 筑 摩 昼

個 人 樋 口 長 野 西 竹 花 上 田 玉 井 長 野 西 富 田 野 沢 南

ソフ トテ ニス
団体 長 野 西 松 本 筑 摩 昼

個人 。
原

山
士

小
富 筑 摩 昼 西沢・ 徳武 長 野 西 矢沢・ 伊藤 飯 田 長 姫 百瀬・ 中村 筑 摩 昼

θ′2



(平成 3)年度長野県高等学校定通制総合体育大会

順
種

位

目
第  1  位

氏  名   校名
第  2  位

氏  名   校名
第  3  位

氏  名   校名
第  4  位

氏  名   校名

男

子

バ ス ケ ッ トボ ー ル 飯 田 長 姫 上 田 長野西 、 松本筑摩 夜

)<V-rf-tV 松 本 工 業 長 野 吉 田 丸子実業 、 飯 田長 姫

卓 球

団体 飯 田 長 姫 松 本 工 業 丸 子 実 業 、 松 代

個 人 熊 谷 飯 田 長 姫 九 山 小 諸 商 業 水 沢 上 田 千 曲 柳 原 木 』
曰

バ ドミン トン
団体 諏 訪 実 業 松 本 筑 摩 夜 上 日 、 長 野 西

個 人 藤 森 諏 訪 実 業 松 田 諏 訪 実 業 舘 山 諏 訪 実 業 J 松 長 野 西

ソフ トテ ニ ス

団体 長 野 田 飯 田 工 業

個人 徳武 。原山 長 野 吉 田 和田・ 原山 長 野 吉 田 壬生 。宮沢 飯 田 唐沢 。平沢 飯 田 工 業

女

子

ヾス ケ ッ トボ ー ル 長 野 西 上 田 松 本 筑 摩 昼

レ ー ボ ー ル 長 野 田 飯 田 長 姫 松 本 筑 摩 通

卓 球

団体 松 本 筑 摩 昼 赤 穂

個 人 松 田 筑 摩 昼 細 金 筑 摩 昼 田 中 筑 摩 昼 大戸 (綾 ) 赤 穂

ヾドミン トン

団体 上 田 長 野 西 松本筑摩通、諏訪実業

個人 竹 花 上 田 玉 井 長 野 西 畔 上 須 坂 原 諏 訪 実 業

ソフ トテ ニス
団体 松 本 筑 摩 昼

個 人 藤森・ 由木 長 野 吉 田 矢沢・ 伊藤 飯 田 長 姫 林・ 荒 りll 筑 摩 昼 阿部・ 和田 筑 摩 昼

(平成 4)年度長野県高等学校定通制総合体育大会

順
種

位

目
第  1  位

氏  名   校名
第  2  位

氏  名   校名
第  3  位

氏  名   校名
第  4  位

氏  名   校名

男

子

スヾ ケ ッ トボ ー ル 飯 田 長 姫 上 田 松 本筑 摩 夜 、 長 野 西

ヾ レ ー ボ ー ル 長 野 士
ロ 田 松 本 工 業 小諸商業 、 飯 田長 姫

卓 球

団体 上 田 千 曲 中 実 業野 木 曽 、 飯 田 長 姫

個 人 水 沢 上 田 千 曲 古 田 飯 田 工 業 橋 詰 (丸 子 実 業 )、  今 村 (飯 田 長 姫 )

バ ドミン トン
団体 諏 訪 実 業 上 田 千 曲 長 野 西 、 松 本 工 業

個人 舘 山 諏 訪 実 業 橋 = 木 曽 大 熊 野 沢 南 佐 久 間 筑 摩 夜

ソフ トテ ニス

団体 長 野 吉 田 飯 田 工 業

個 人 壬生・宮沢 飯 田 工 業 野池 。塚田 長 野 吉 田 和田 。原山 長 野 吉 田 徳武 。原山 長 野 吉 田

女

子

スヾ ケ ッ トボ ー ル 松 本 筑 摩 昼 長 野 西 上 田

レ ー ボ ー ル 長 野 吉 田 飯 田 長 姫 小諸商業、松本筑摩通

卓 球

団体 長 姫飯 田 松 本 筑 摩 昼

個人 仲 井 飯 田 長 姫 迫 田 筑 摩 昼 丸 山 (長 野 )、  鈴 木 (飯 田 長 姫 )

ヾドミン トン
団体 野 沢 南 松 本 筑 摩 夜 諏 訪 実 業 、 須 坂

個 人 東 沢 長 野 沢 赤 穂 飯 田 諏 訪 実 業 原 諏 訪 実 業

ソフ トテ ニス
団体

個 人 藤森・ 由木 長 野 吉 田 林・ 和 田 筑 摩 昼 阿部・和光 筑 摩 昼 棚田・ 北原 飯 田 長 姫

θlθ



(平成 5)年度長野県高等学校定通制総合体育大会

順
種

位

目
第

氏  名
1  位

校名
第  2  位

氏  名   校名
第  3  位

氏  名   校名
第  4  位

氏  名   校名

男

子

スヾ ケ ッ トボ ー ル 飯 田 長 姫 上 田 須 坂 、 池 田 工 業

):v-rf,-tv 長 野 吉 田 丸 子 実 業 飯 田長 姫 、 松 本 工 業

卓 球

団体 飯 田 長 姫 中 野 実 業 丸 子 実 業 、 木 曽

個人 林 中 野 実 業 橋 妻
¨ 丸 子 実 業 水 沢 上 田 千 曲 丸 山 小 諸 商 業

バ ドミン トン
団体 諏 訪 実 業 長 野 商 業 松 本 筑 摩 夜 、 上 田

個人 舘 山 諏 訪 実 業 金 塚 箕 輪 工 業 鈴 木 岡 谷 工 業 大 石 筑 摩 夜

ソフ トテ ニ ス

団体 長 野 吉 田 飯 田 工 業

個人 清水・宮沢 飯 田工 業 塚田・ 野池 長 野 吉 田 和田・野池 長 野 吉 田 唐沢 。前野 飯 田工 業

女

子

バ ス ケ ッ トボ ー ル 上 田 松 本 筑 摩 昼 上 伊 那 農 業

ヾ レ ー ボ ー ル 長 野 田 飯 田 長 姫

卓 球

団体

個 人 仲 井 飯 田 長 姫 水ヽ 田 池 田 工 業 丸 山 長 野 花 里 野 沢 南

バ ドミン トン
団体 諏 訪 実 業 長 野 商 業 松本筑摩夜、小諸商業

個 人 原 諏 訪 実 業 沢 赤 穂 7中 中 筑 摩 通 安 部 筑 摩 夜

ソフ トテ ニス

団体

個 人 水野・ 宮沢 筑 摩 昼 藤森・ 由木 長 野 吉 田 伝田 。長田 長 野 西 阿 部・ 林 筑 摩 昼

(平成 6)年度長野県高等学校定通制総合体育大会

順
種

位

目
第

氏  名
1  位

校名
第 2     12

校名氏 名
第  3  位

氏  名   校名
第  4  位

氏  名   校名

男

子

バ ス ケ ッ トボ ー ル 飯 田 長 姫 野 沢 南 松 本 工 業 、 長 野 西 柔道
団体 1位長野商業
個人軽量級

1位米沢
(箕輪工業 )

2位衣川
(長野商業 )

ハ レ ー ボ ー ル 長 野 吉 田 飯 田 長 姫 松本工業 、 丸子 実 業

卓 球

団体 中 野 実 業 丸 子 実 業 池 田工業 、 飯 田工 業

個 人 /1ヽ 林 中 野 実 業 山 崎 飯 田 工 業 柳 沢 松 本 工 業 福 池 田工 業

ヾドミン トン
団体 長 野 商 業 岡 谷 工 業 松本筑 摩夜 、 野 沢 南

個 人 鈴 木 岡 谷 工 業 金 塚 箕 輪 工 業 中 村 筑 摩 夜 伊 藤 長 野 商 業

ソフ トテ ニス
団体 長 野 士

ロ 田 飯 田 工 業

個人 宮沢・近藤 飯 田 工 業 和田・ 野池 長 野 吉 田 山口・森下 長 野 西 森本・村上 長 野 吉 田

女

子

バ ス ケ ッ トボ ー ル 上 田 上 伊 那 農 業 長野西 、 松本筑 摩 昼

ヽ レ ー ボ ー ル 長 野 士
ロ 田 飯 田 長 姫

卓 球

団体 赤 穂

個人 仲 井 飯 田 長 姫 花 里 野 沢 南 永 田 (真 ) 池 田 工 業 米 沢 赤 穂

バ ドミン トン
団体 諏 訪 実 業 長 野 商 業 松 本 筑 摩 夜 、 上 田

個 人 佐 藤 長 野 瀬 下 上 田 藤 原 筑 摩 夜 小 田 中 丸 子 実 業

ソフ トテ ニス
団体

個 人 伝田 。長田 長 野 西 棚田・ 服部 飯 田 長 姫 岩井 。後藤 飯 田 長 姫

θゴイ



(平成 7)年度長野県高等学校定通制総合体育大会

順
種

位

目
第  1  位

名   校名氏
第 2     位

校名氏 名
第 3    12

校名氏 名
第 4 位

校名氏 名

男

子

バ ス ケ ッ トボ ー ル 飯 田 長 姫 上 田 須 坂 、 松 本 筑 摩 夜

ヾ レ ー ボ ー ル 長 野 吉 田 戸 隠 分 校 飯 田 長 姫 丸子実業 、 松 本工 業

卓 球

団体 中 野 実 業 池 田 工 業 上伊那農業、上田千曲

個人 永池 (武 ) 中 野 実 業 /Jヽ 野 筑 摩 昼 山崎 (飯 田工 業 )、 小 福 (池 田工 業 )

バ ドミン トン
団体 岡 谷 工 業 上 田 松本筑摩夜、中野実業

個 人 鈴 木 岡 谷 工 業 藤 沢 筑 摩 夜 島 田 (中 野 実 業 )、  柳 沢 (上 田 )

ソフ トテ ニス

団体 長 野 吉 田 戸 隠 分 校 飯 田 工 業

個 人 山口・森下 長 野 西 徳武・佐藤 長 野 西 塚田・芹沢 吉 田戸 隠 内山・森澤 飯 田工 業

女

子

スヾ ケ ッ トボ ー ル 上 田 上 伊 農 業 松 本 筑 摩 昼

ハ レ ー ボ ー ル 松 本 筑 摩 通 長 野 吉 田 戸 隠 分 校

卓 球

団体 赤 穂

個 人 仲 井 飯 田長 姫 米 澤 赤 穂 宮 下 赤 穂 大 森 筑 摩 昼

ヾドミン トン
団体 松 本 筑 摩 昼 上 田 須 坂 、 上 伊 那 農 業

個 人 沢 上 田 吉 川 ま 筑 摩 昼 西 條 (赤 穂 )、  伴 野 (上 田 )

ソフ トテ ニス

団体

個 人 長田。小林 長 野 西 棚田 。服部 飯 田 長 姫

(平成 8)年度長野県高等学校定通制総合体育大会

順
種

位

目
第 1 位

校名氏 名

第 2 位
校名氏 名

第 3  位
校名氏 名

第 4 位
校名氏 名

男

子

バ ス ケ ッ トボ ー ル 飯 田 長 姫 須 坂 松 本 筑 摩 夜 、 上 田

ヾ レ ー ボ ー ル 諏 訪 実 業 長 野 吉 田 戸 隠 松 本 筑 摩 夜

卓 球

団体 中 野 実 業 飯 田 工 業 上 田千 曲 、 池 田工 業

個 人 水ヽ 池 中 野 実 業 木 下 飯 田 工 業 小井戸 (松 本工 業 )、 柳 沢 (松 本工 業 )

ヾドミン トン
団体 松 本 筑 摩 夜 箕 輪 工 業 上 田 、 長 野 工 業

個 人 守 谷 箕 輪 工 業 藤 野 箕 輸 工 業 島 田 (中 野 実 業 )、  青 木 (筑 摩 夜 )

ソフ トテ ニス

団体 長 野 吉 田 戸 隠 飯 田 工 業

個 人 塚田・芹沢 吉 田 戸 隠 森本 。宮下 吉 田 戸 隠 都築・ 原 (飯田長姫 )、 森沢 。野 口 (飯 田工業 )

女

子

スヾ ケ ッ トボ ー ル 上 田 上 伊 農 業

ヽ レ ー ボ ー ル 松 本 筑 摩 通 飯 田 長 姫

卓 球

団体 赤 穂

個 人 米 澤 赤 穂 宮 下 赤 穂 北 村 (筑 摩 昼 )、  並 木 (野 沢 南 )

ミン トン

団体 上 田 松 本 綺現 摩 昼 須 坂 、 上 伊 那 農 業

個人 沢 筑 摩 夜 水ヽ 井 上 伊 那 農 吉   沢 1上 田 伴   野 1上 田

ソフ トテニス
団 体 長 西野

lLl人 黒岩・鈴木 長 野 西
工藤・佐々
木

筑 摩 夜 服部・ 宮内 (飯 田長姫 )、 八木・ 小林 (戸 隠 )
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(平成 9)年度長野県高等学校定通制総合体育大会

順
種

位

目
第  1  位

氏  名   校名
第  2  位

氏  名   校名
第 3     12

校名氏 名
第  4  位

名   校名氏

男

子

スヾ ケ ッ トボ ー ル 飯 田 長 姫 松 本 筑 摩 夜 上 田 、  長 野

く レ ー ボ ー ル 長 野 吉 田 戸 隠 松 本 工 業

卓 球

団体 飯 田 工 業 須 坂 上 田

個 人 津金 伊織 赤 穂 永 池 武 士 中 野 実 業 小野 裕史 筑 摩 昼 北原 浩志 飯 田 工 業

バ ドミン トン
団体 長 野 工 業 箕 輪 工 業 松 本 筑 摩 夜 、 上 田

個 人 伊藤 貴一 上 伊 那 農 長浦 晃一 筑 摩 夜 柴田 俊樹 箕 輪 工 業 伊藤 和樹 箕 輪 工 業

ソフ トテ ニス

団体 長 野 西 飯 田 長 姫

個人
塚田 良男
芹澤 真一 吉 田 戸 隠

都築 啓之
原  大輔 飯 日 長 姫

人

一

武
興

町
藤

深
俳 長 野 西

森下  正
加藤 社介 長 野 西

女

子

バ ス ケ ッ トボ ー ル 上 伊 那 農 業

ハ レ ー ボ ー ル 松 本 筑 摩 通 飯 田 長 姫

卓 球

団体 丸 子 実 業 上 伊 那 農 業

個 人 秋山 美奈 筑 摩 昼 小野 妙子 池 田 工 業 永井久美子 丸 子 実 業 木原 敏子 岡 谷 工 業

ヾドミン トン
団体 丸 子 実 業 上 伊 那 農 業 須 坂

個 人 有賀久美子 丸 子 実 業 小沢 美香 筑 摩 昼 永井美奈子 上 伊 那 農 藤村美代子 野 沢 南

ソフ トテ ニス
団体

個 人
井上紗耶香
増原 美紀 長 野 西

佐 木々和賀子
工藤美登里 筑 摩 夜

高体連会報紹介 第25号

「

……………………………………………………………―――――………………………………………………………―――――………一―一―――¬

県総体

“

種 目9,1901

大会役員、補助

全国高校総体夏季大会は 8月 1日 から山梨県で開催され、海沼清美会長を団長

に609名 の役員、選手が参加しました。総合開会式は甲府盆地独特の暑さと選手の

健康管理を考慮 して本年度は初めて午前中に行なわれました。 レス リングの上田

西高校が春の選抜大会に続いて 3位に、また、新体操の伊那弥生ケ丘高校が初め

てベス ト8に入賞 したことは特筆すべきことであ ります。個人種 目においては レ

ス リングの吉澤 (北佐久農)が春の選抜に続いて優勝 し、高橋 (上 田西)の初優

勝 と夏季大会に花を添えてくれ、また、自転車の百瀬・原 (と もに松本工 )が 7

年ぶ りに入賞を果たしてくれました。

冬季種目のスピー ドスケー トでは、女子学校対抗で東海大学第三高校が念願の初優勝を果た しました。長野県

勢では32年ぶ りの快挙であ ります。男子の種目では、井出真 (野沢北)が500mで 、井出良 (佐久長聖 )が 1000m

でそれぞれ優勝を果た し、平田 (東海大第三)が 10000mで 2位、5000mで 3位、篠原 (小海 )が 151Xlmで 3位に、

笠原 (岡谷工 )が500mで 3位になるなど活躍 しました。女子では、外ノ池 (東海大第二)が 1000mで 3連覇を果

た し、 2種 目3連覇のかかった1500mは 同僚の安田 (東海大第三)に阻まれて快挙は逸 しましたがすばらしい結

果であ ります。また、新谷 (伊那北 )が500mで 2連覇 し、来年度に 3連覇の期待がかか ります。

スキー競技では、男子学校対抗で飯山南高校が 2年ぶ りに全国制覇を成し遂げました。ノルディック競技は複

合競技で山崎 (飯山南)が後半の距離で頑張 り優勝 し、面目を果たしてくれました。女子では大 日向 (飯 山南 )

が一人気を吐き101onで 3位、 5 kmで 7位 と活躍 しました。アルベン競技では、男子で大瀧 (飯 山南 )が 回転で 3

位 とな り、女子では福島 (自馬)が大回転で 2位、回転で 8位、柿坂 (長野日大 )が大回転で 3位 、回転で 4位

と活躍 しました。

本年度をふ りかえつてみますと、なぎなた競技の加盟により、

名新人大会7,250名 の選手が参加 し、各競技団体の方々をは じめ、

員の皆さんの多大なるご協力を得て実施することができました。

・ＪL
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31ア … チ ェ リ ー

当専門部は長野県高等学校体育連盟に平成 4

年度加盟というまだ若い専門部だ。発足当初は

大会参加可能なのは篠ノ井ただ 1校だけだ っ

た。現在、北信越 レベルは全国的にみても上位

争いに食い込まんとしているが、当時県内レベ

ルはお世辞にも芳 しい競技成績とは言えなかっ

た。ライバルなきところに発展はないというこ

となのだろう。そんな県内の状態を打破せんと

したわけではないが、わずか部員 3人ながらも

長野南が参入すると状況は一変 していった。

少年男子は団体でも入賞するまでになった。

長野南・ 駒ケ根工業・ 上田西の各精鋭代表が出

場 し、長野県アーチェリー史上初の入賞とい う

快挙を成 し遂げるまでに成長 したのだ。また、

北信越大会の上位入賞はもちろんインターハ

イ、世界」r予選会も兼ねる全国選抜大会に男女

ともフルで出場できるまでになった。

ここまでくるのにけつして順風満帆であった

わけではない。有審判資格者は私一人という時

代が長 く続いたし、いまだ県の協会の協力なし

では開催できぬ状態にあるし、初の北信越大会

を実施した時も協会と私のみで下準備をした。

長野県高等学校総合体育大会

平成 5年度 50・ 30mWラ ウンド

平成 8年度以降 シングルラウンド

無事終了して当た り前の大会だけにここら当た

りのことは筆舌に尽 くしがたいものがあった。

クラブ活動をするにあたっての環境は他県と

比べるとどうしようもない状況であると言って

も過言ではない。現在クラブのある学校でも校

内に専用射場のある学校は皆無だ。というより

県営射場すら整備されていないのは北信越でも

本県だけなのだ。生徒は近射のみの練習で距離

練習は本試合のみという場合もまれではない。

加えて競技経験 した専門的指導者がいないとい

う状態。勝ち抜 くために、強くなるために、北

信越・全国レベルの大会があるたびに様々な人

に私は教えを請 うた。幸いにして世界 レベルの

度量の大きな指導者に巡 り会 うこともでき、県

内の競射会のたびに得たばか りの知識を断片的

ながら県内の生徒全員に教えることができた。

平成 7年からルール変更でますます苦 しい状

況に立たされているが、彼 らは悪環境を打破

し、益々発展 してくれるだろうと断言できる。

よきライバルの存在があるからだ。

(専門委員長 山上 達夫 )

長野県高等学校新人体育大会

男 子

※平成 7年度まで 50・ 30mラ ウンド

平成 8年度以降 シングルラウンド

男 子

年度 1位 得点 2位 3位

大沢 岳彦
篠ノ井

五明 博彰
篠ノ井

宮本 敏弘
篠ノ井

峰村 英治
篠ノ井

957 竹田 雅弘
篠ノ井

小松 享彦
篠ノ井

寺沢 幸文
篠ノ井

今井  敦
長野南

竹内  潤
篠ノ井

太田 有哉
篠ノ井

丸山 貴之
長野南

佐藤 弘典
篠ノ井

丸山 貴之
長野南

竹内  伸
篠ノ井

寺島 英貴
上田西

滝沢 光秋
長野南

鈴木 友司
長野南

長谷川直樹
上田西

年 度 1位 得点 2位 3位

4
高主 和宏
篠ノ井

峰村 英治
篠ノ井

中村 和久
篠ノ井

5
寺澤 幸文
篠ノ井

小松 享彦
篠ノ井

峰村 英治
篠ノ井

6
大田 有哉
篠ノ井

今井  敦
長野南

中村 武治
篠ノ井

7
丸山 貴之
長野南

高橋  岳
駒ケ根工業

竹内 伸
篠ノ井

8
小林 直登

上田西
長谷川直樹

上田西
鈴木 友司

長野南

9
小池 栄太

長野南
竹中 一広
長野南

大久保正俊
篠ノ井

年度 1位 得点 2位 3位

4
根石 典子
篠ノ井

吉岡 綾子
篠ノ井

子美
井

由

ノ

松
篠

小

5
坂田 裕子

篠ノ井
吉岡 綾子
篠ノ井

茂木智恵子
篠ノ井

6
茂木智恵子
篠ノ井

権田英津子
篠ノ井

池田麻記子
篠ノ井

7
宮下 友子

長野南
長坂 紀子
篠ノ井

青木 聡美
篠ノ井

8
宮下 友子

幕野南
中原 夏子
上田西

桜井 明子
上田西

中原 夏子
上田西

小宮山実希
長野南

伊堀 貴江
長野南

※平成 40607年 度 50030mラ ウンド

子女子女

年度 1位 得′点 2位 3位

4
吉岡 綾子
篠ノ井

坂田 優子
篠ノ井

茂木智恵子
篠ノ井

権田美津子
篠ノ井

池田麻記子
篠ノ井

長岡由布子
篠ノ井

秋里沙絵香
篠ノ井

塚田 直美
篠ノ井

出場 2人

桜井 明子
上田西

宮下 友子
長野南

中原 夏子
上田西

中原 夏子
上田西

官坂 智恵
長野南

岡村和香子
長野南

9
森山 朋子

篠ノ井
吉家 志保

篠ノ井
横沢 亜希

長野南

θ17



32 ぎ たなな

なぎなたの歴史は古 く、承平・ 天慶の乱(935

年～941年には、なぎなたを持って戦っている

様子が合戦絵巻に描かれているものが最古のも

のであると記されている。

1146年頃には「奈木奈多」と呼ばれ、源平時

代か ら、南北朝時代にかけて最 も隆盛を極め

た。その後「長刀」→「薙刀」の文字を使用す

るようになったが、織田・ 豊臣時代に槍、更に

鉄砲の伝来により、戦闘様式が変わ り、なぎな

たは次第に衰えた。徳川時代以降 (1603年 ～ )

は、なぎなたを戦場で使用することはな く、

もっばら僧侶 0婦人 (武門の婦女子)の護身用

として用いられた。

明治以降は、男子の剣道とともに女子の武道

として発展 し、その目的も人間形成に重むきが

おかれ、学校教育の場において実施されるなど

女子教育の面に貢献 してきた。現在では、「な

ぎなた」と称 し、競技なぎなたとして、学校体

育や、社会体育の場において広 く普及 しつつあ

る。

全日本なぎなた連盟が設立されたのは、昭和

30年であるが、長野県においても全国に遅れを

とるまいと、昭和31年 には、布施芳子 (松本

市)・ 山内輝子 (上 田市)両氏を中心に、井岡

美恵子氏 (辰野町)ら と岡谷市上浜公民館に教

室を開設 し、地道な活動を行っていたのであ

る。長野県なぎなた連盟として一本立ちしたの

は昭和 43年 (初代会長、夏目録郎氏)の こと

であるがその間、長野県剣道連盟の傘下に入

り、長野県剣道・ なぎなた大会等に参加するよ

うになった。昭和49年 には、坂城・ 上田・ 長

野・三郷・ 山辺・松本 0箕輪・ 田川 0茅野の各

教室が開設 され、次第にその勢力を拡大 して

いったのである。昭和53年に、久保るい氏 (坂

城町)が会長に就任し、なぎなたの発展は体協

加盟にあるとし、県体育協会に加盟したのであ

る。昭和55年 には水 日米雄氏 (元長野県教育

長)が会長に就任とともに、久保氏が全日本な

ぎなた連盟の普及委員に任命され、県下はもと

θゴ∂

より山梨県や新潟県の指導育成にも当たられる

ほど近県において本県は先陣をきって発展 して

いたのである。その証拠に、49回国体には 7位

(演技 )、 はまなす国体では少年団体 8位、わか

しゃち国体では、 2部で 5位 (演技)と 活躍 し

現在の基礎を築いた。昭和64年には、10年にわ

たる会長の重責を担っていただいた水口氏が退

任 し、神澤邦雄氏 (キ ッセイ薬品社長)がその

後を継ぎ現在に至っている。

さて、高体連の歴史をさかのぼってみると、

全国高等学校なぎなた専門部が発足 したのは平

成 5年のことであ り、同時に北信越高等学校な

ぎなた専門部も発足をしている。本県は、とい

うと、平成 8年 4月 に中村武人部長 (現中野実

業高校長)と 、依田和武 (東部高校)を専門委

員長として 2名 で発足をしたのである。

全国の高校生の活動としては、もう36年前か

ら連盟の主催で「全国高等学校なぎなた選手権

大会」を行っているが、発達途上の県も多 く高

体連の加盟 (H9年度現在でも3県不加盟)も

ままならず、ようや く平成 5年に全国専門部が

発足できたのである。本県もこの選手権大会に

参加をしたのは平成 5年からと聞いている。北

信越大会には、平成 5年第 1回大会 (新潟 )か

ら参加をし活躍をしている。また、平成 9年度

より「全国高等学校総合体育大会」が開催 され

る運びとな り大変喜ばしいことである。

最後に、高体連加盟に際 しては、長野県なぎ

なた連盟の先生方には、何度となく高体連事務

局に足を運んでいただき、並々ならぬご尽力を

いただいたことに敬意を表するとともに、深 く

感謝申し上げる次第であ ります。それにつけて

も高体連なぎなた専門部には専門の指導者もな

く、練習場所の確保さえままならぬ状況の中、

生徒達のなぎなた人口も減少傾向にあ り、大変

厳 しい実情であ りますが、県連盟の先生方のお

力添えをいただきながら頑張 りたいと思ってお

ります。よろしくご指導のほどお願いいたしま

す 。 (専門委員長 依田 和武 )



平成 8年度長野県高等学校総合体育大会

H8.5.12  三郷村社会体育館

浜野 紘子 (松 本 松 南)2

塩野入綾子 (屋   代)2

川又 有紀 (赤   穂)3

降旗佳代子 (松 商 学 園)4

太田 雅子 (松 本 松 南)5

大久保典子 (松 商 学 園)6

田中喜久恵 (南安曇農業)7

三村 誓子 (松 本 深 志)8

森本 麗子 (伊 那 北)9

小林 純子 (松本県ケ丘)10

倉田 千草 (松本蟻ケ崎)11

三村 京子 (松 商 学 園)12

小林 香梨 (長 野 南)13

3位決定戦

個 人 の 部

14

15

16

17

18

19

松商学園

赤  穂

松商学園

屋  代

松商学園

松本松南

』曇 [重正三三::卜吾妻

(松本 郁恵・ 三村 京子

(川又 有紀・ 兼子 しのぶ

(丸林 八重・降旗佳代子

(吾妻 紀子・塩野入綾子

(渡過亜矢子・大久保典子 )

(浜野 絋子・ 帯刀 雅与 )

3位決定戦

郁恵・ 三村 京子)     2位  屋

八重・ 降旗佳代子 )

団体の部 (2チーム参加)

松商学園 (松本・ 三村 )

代 (吾妻 紀子・ 塩野入綾子 )

1位 三村 誓子 (松商学園 )

2位 兼子 しのぶ (赤  穂 )

3位 吾妻 紀子 (屋  代 )

松本 郁恵 (松 商 学 園 )

山崎紗綾香 (松 本 深 志 )

兼子 しのぶ (赤   穂 )

大沼 理恵 (高   遠 )

渡遅亜矢子 (松 商 学 園 )

松本 朋子 (松本美須 丘々)

吾妻 紀子 (屋   代 )

大久保貴子 (松 本 松 南 )

宮沢 美幸 (松 本 筑 摩 )

丸林 八重 (松 商 学 園 )

青木 洋美 (松本蟻ケ崎 )

帯刀 雅与 (松 本 松 南 )

穣II曇 llI倉 量 :[1佳1]1     
松商学園 (丸林・ 降脚

2

1位 松商学園 (松本

3位 松商学園 (丸林

学 校 名 先  鋒 次  鋒 中   堅 副  将 大  将 勝

　

数

本

　

　

数松 商 学 園 降旗佳代子 丸林 八重 大久保典子 松本 郁恵 ==本寸 京子
１
　
　
位

○ ○ ○ ○ ②  O 6

○ 1 1 ２
　
　
位松 本 松 南 キ  ケ ン キ  ケ ン 大久保貴子 帯 刀 雅 与 浜野 絋子

θ′θ
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時
も

平成 8年度長野県高等学校新人体育大会

H8 12 8

松本市 松本市柔剣道場

ロ
レ
　
．フ

ロ
　
ッ

ク

選 手 名
山

崎

倉

田

森

本

勝

数

本

数

順

位

山崎紗綾香

(松 本深志 ) ＼ ① 2 1

倉田 千草

(松本蟻ケ崎 )
△ ＼ l 1 2

森本 麗子

(伊 那 北 )
△ △ ＼ 0 3

Ｆ

プ

ロ

ッ
ク

選 手 名
帯

刀

渡

遭

玉

木

勝

数

本

数

順

位

帯刀 雅与

(松本松南 )
＼ △ 1 2

渡遭亜矢子

(松 商学園 ) ◎ ＼ 2 1

玉木千息子

(長野女子 ) ◎ △ ＼ 0 1

演 校 の 部

1位 吾姜 紀子・塩野入綾子 (屋代) 2位  大久保貴子・帯刀 雅与 (松南 )

3位 山崎紗綾香 。三村 誓子 (深志 )

◎団体戦は参加チームなし。

平成 9年度長野県高等学校総合体市大会

H9 6 8
松本市 松本柔剣道場

個 人 の 部

予選 リーグ

A
選 手 名

〈学校名) ホ寸

塩
野
入

丸

　

林

仲

　

澤

勝

　

数

本

　

数

順
　
位

1

三村 誓子

(深  志 )
＼ ◎ 1

塩野入綾子

(屋  代 )

△ ＼ △ 1 1 3

九林 八重

(松  商 )

△ ＼ 2

4
仲澤 宏子

(松  南 )

△ △ △ ＼ 4

個 人 の 部

決勝 トーナメント

i3重l:ギ 推讐青鷺]膜]維 言奮
美
[]層慾

Ｂ

プ

ロ

ッ
ク

選 手 名
塩

野

青

木

一
一
木

勝

数

本

牧

順

位

塩野入綾子

(屋  代 ) ＼ △ △ 0 3

青木 洋美

(松本蟻ケ崎 ) ⑩ ＼ △
1 1 2

二木美也子

(豊  科 )

◎
⑩ ＼ 3 1

予選 リーグ

Ａ

プ

ロ

ッ
タ

選 手 名
村

九

林

春

日

勝

数

本

数

順

位

三村 誓子

(松 本深志 ) ＼ 2 3 1

九山 八重

(松商学園 )
△ ＼ △ 0 0 3

春日真由実

(上 田千曲)
△ ＼ 1 1 2

リーグ戦

チ ー ム 名

(学 校 名)

吾 妻

塩野入

大久保

帯 刀

渡 遣

大久保

山 崎

三 村

田

木

倉

青
勝  数 本  数 順  位

1

しかけ

応 じ 暑恵 奨晟(屋 代) ＼ ○ ○ △ ○ 3 1

2
しかけ

応 じ 奪分
保
星](松 南) ＼ ○ ① ○ 3 2

しかけ

応 じ 奏堤震電摯松 商) △ △ ＼ ○ △ 1 4

4
しかけ

応 じ 菫雷
紗
曇軍(深 志)

① △ △ ＼ ○ 2 3

しかけ

応 じ

田

木

倉

青 こ量(蟻ケ崎) △ △ ① △ ＼ 1 7 5

C
プ

ロ

ッ
ク

選 手 名
大

久

松

本

小

林

勝

数

本

数

順

位

大久保貴子

(松商学園 ) ＼ △ 1 1 2

松本 朋子

(松本美須 丘々 )
△ ＼ △ 0 3

小林  香梨

(長 野 南 )
＼ 2 1

Ｄ

プ

ロ

ッ
ク

選 手 名
吾

妻

大

久

宮

沢

勝

数

本

数

順

位

議
優

紀子

代 )
＼ C 2 2 1

大久保典子

(松商学園 )
△ ＼ 1 1 2

宮沢 美幸

(松本筑摩 ) △ △ ＼ 0

C
選 手 名

(学校名 )

小

　

林

大
久
保

松

　

本

官
　
澤

勝

　

数

本

　

数

順
　

位

1
小林 香梨

(長 野 南 )
＼ 3 1

2
大久保典子

(松  商 )
△ ＼ △ 1 1 3

3
松本 朋子

(美 須 )々
△ ＼ △ 0 1 4

4
官澤 美幸

(筑  摩 )
△ ◎ ＼ 2 2 2

準決勝 リーグ

Ａ

↓

ｃ

プ

ー

ク

選  手 名
一二

村

一
一
木

/1ヽ

林

勝

数

本

数

順

位

青
ゎ

斗
解 ＼ △ ⑪ 1 1 2

二木美也子

(豊  科 ) ＼ 2 1

小林 香梨

(長 野 南 )
△ △ ＼ 0 3

Ｄ

↓

Ｆ

ブ

号

ク

選 手 名
五
口
妻

山

崎

渡

遭

勝

数

本

数

順

位

好
０

議
優 ＼◎ △ 1 1

山崎紗綾香

(松  商 )
△ ＼ △ 0

渡遺亜矢子

(松  商 ) ◎ ＼ 2 1

B
選 手 名

(学校名)

渡

　

過

帯

　

刀

青

　

木

玉
　

木

官
　
坂

勝
　

数

本
　
数

順
　

位

1

渡遺 綾子

(松  商 )
＼ ◎ ◎ ◎ 4 1

帯刀 雅与

(松  商)
△ ＼ △ △ ◎ 1 1 4

青木 洋美

(蟻 ケ 崎)
△ ③ ＼ △ ◎ 2 3

4
玉木千息子

(長 野 女)
△ ② @ ＼ ◎

2 2

飯
ｅ

朋子

科 )
△ △ ハ △ ＼ 5

D
選 手 名

(学校名 )

一
一　

木

山
　
崎

春
　

日

大
久
保

勝

　

数

本

　

数

順
　

位

1

二木美也子

(豊  科 )
＼ ◎ 2 1

2
山崎紗綾香

(深  志 )
＼

3
春日真由美

(千  曲)
△ ＼

⊂

δ 1 2

4
大久保貴子

(塚  原 )
△ △ ＼ 0 0



E
選 手 名

(学校名 )

五
口
　
妻

大
久
保
＾

森

本

降
　

旗

勝
　
数

本
　

数

順
　
位

1

吾妻

(屋
絣
旬

＼鶉漑 2 1

2
大久保貴子

(松  商 )
△ ヽ

う
≪
リ

1 2

3
森本 麗子

(伊 那 北 )

△
④

△
④ ＼ 0 2

4
降旗  芳美

(松 本 一 )
＼

決勝 トーナメン ト

三村 誓子 (深 志 )

渡邊亜矢子 (松 商 )

小林 香梨 (長野南 )

二木美也子 (豊 科 )

吾妻 紀子 (屋 代 )

3位決定戦

渡遣亜矢子 (松商)

吾妻 紀 子 (屋代 )

1位 三村 誓子 (松本深志 ) 2位 二木美也子 (豊科) 3位 渡邊亜矢子 (松商 )

演 技 の 部

平成 9年度北信越高等学校体育大会

H 9 6 21～ 22

松本市 松本平広崚公園体青館

個 人 の 部 渡邊亜矢子 (松商学園〉3位入賞

平成 9年度長野県高等学校新人体育大会

H 9 11 3

三郷村 三郷村文化公口体育館 (剣道場)

個 人 の 部

リーグ戦

1位 渡遣亜矢子 。大久保典子

3位 吾妻 紀子・塩野入綾子

2位 山崎紗綾香 。三村 誓子 (松本深志 )

団体の部

(松 商学園 )

(屋  代 )

1位

3位

木

本

青

松

洋美 (松本蟻ケ崎) 2位 春日真由美 〈上田千曲 )

朋子 (美須々ケ丘 )

本大会は、各校部員不足のため、演技の部及び団体の部に参加するチームがなかったことは、非常に残

念である。

特に上位大会に参加して思うことは、素質を持った選手が多いなか、学校にクラブとして存在 しないた

め、週 1回～ 2回の稽古しかできず、力を十分発揮できない選手が多い。また、このところ、部員減少が

目立ち、将来心配である。

鍵

』

リーグ戦

No チ ー ム 名
坂
木

官
二

山 崎
三 村

吾 妻
塩野入

保

刀

久大
帯

渡 遣
大久保

勝 数 本 数 順 位

1
しかけ

応 じ 星祭美87(豊  科) ＼ △ △ △ △ 0 1 5

2
しかけ

応 じ 菫尋
紗
馨軍(松本深志) ① ＼ ① ○ △ 3 2

3
しかけ

応 じ 層扉入鰻季(屋  代) ○ △ ＼ ① △ 2 3

4
しかけ

応 じ 奪禽

保

見](松
本松南 ) ○ △ △ ＼ △ 1 8 4

5
しかけ

応 じ 糞友覆賃季(松商学園) ○ ① ① ④ ＼ 4 1

M 選 手 名 (学校名 ) 松本 春 日 青木 玉 木 降旗 森本 仲澤 大久保 勝数 本 数 順位

1 朋子 (松本美須々ケ丘 )松 本 ＼ △ △ ◎ ◎ △ ◎ 4 3

2 春日真由美   (上 田千曲) ◎ ＼ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ズ

=
6 2

3 洋美  (松本蟻ケ崎 )青木 ◎ ◎ ＼ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 7 1

4 玉木千恵子   (長 野女子 ) △ △ △ ＼ ◎ △ ◎ ◎ 3 2 5

5 芳美   (松 本第一 )降旗 △ △ △ △ ＼ ◎ ◎ ◎ 3 2 5

6 麗子    (伊 那北 )森本 ◎ △ △ ◎ △ ＼ ◎ ◎ 4 4

7 宏子    (松 本松南 )仲 澤 △ △ △ △ △ △ ＼ △ 0 0

8 大久保 瞳   (塚 原青雲 ) △ △ △ △ △ △ ◎ ＼ 1 1 7

チーム名 先 鋒 次  鋒 中  堅 日1 将 大 将 勝 数 本 数 順 位

松商学園 増田亜矢子 丸林 八重 百瀬由日里 渡遣亜矢子

―
≧ゞ ∠ 不 戦 勝 ◎ 1

◎ ◎ //分 ＼、

松本松 南 仲澤  宏子 大久保貴子 帯 刀 雅与 1

1位 松商学園  2位  松本松南



33  石汗 究 調  査

長野県高体連の種目別専門部は32あ り、更に

それらと同列扱いで研究調査と会報編集の二組

織が設置されている。「沿革」の中にも詳 しく

記 してあるが、改めてここに研究調査部の高体

連での役割・ 活動について50年のあゆみを迫 っ

てまとめ考察 してみる。

高体連発足当初は “体育に関する研究調査"

が「規約」の『事業』の項に記された三つに事

業 (他に大会の開催と諸団体との連絡)の最初

に上げられている。戦争直後でしかも教育改革

という歴史的変革の時にあた り、教育なかんず

く体育に対 して高体連組織そのものの在 り方を

研究調査機関的に位置付けていたように思われ

る。しか し実技講習などが行われたものの、発

足後20年近 くの間研究調査専門部は無かった し

活動も確認されていない。昭和41年から全国高

体連の研究大会が開催されるようにな り、各県

高体連に研究組織の確立が必要になってきた中

で、昭和43年「長野県高体連研究調査部」が設

置された。理事会記録によると調査研究項目と

して、超過勤務、生徒減による経費減、体協 と

の関係、クラブの実態、 “高体連誌"があげら

れている。(88ペ ージ参照 )どれだけ具体的な

取 り組みがなされたかは不明だが、 “高体連

史"に関してはまとめる時期だという認識に立

ち45年度あた りから動き始めている。しか しな

かなか進まず、少なくとも記録の保存というこ

とで「会報」の発刊を決め47年度に第一号が出

された。

その後51総体開催が決まり “高体連史"は棚

上げとな り研究調査部も休部となった。

51総体、53や まびこ国体を終えて、昭和55年

度に「会報編集部」を調査研究部から独立 さ

せ、やっと設立当初に上げられている本来の研

究調査活動を始めた。55年度から現在までの概

要を一覧にしてみる。

年度・ 事務局 研究調査内容 調査対象人数 専門部委員 ○印委員長

昭和55年度
松本県ケ丘

高校のスポーツに関する調査 10,036メ、
○北沢 勝昭 山岸 重夫
村上 茂登 阿部  隆

56

松本県 ケ丘
部活動に関する調査 5,158人

○北沢 勝昭 山岸 重夫
村上 茂登 阿部  隆

57

松本県ケ丘
部活動に関する調査 6,087メ、

○北沢 勝昭 松橋 昌美
斉藤 明人 阿部  隆

58

長 野 吉 田
運動部に関する調査 644メ、

○北沢 勝昭 松橋 昌美
斉藤 明人 阿部  隆

59

長 野 吉 田
高校生のスポーツに関する調査 4,154メ、

彦

満

忠

利

本

入

藤

官

隆

三修

部

田

阿

塚

○

60

長 野 吉 田

運動部に所属する生徒の保護者の意識調査
※全国研究大会 (神奈川県)発表 [阿部 ]

3,411メ、
○阿部  隆 藤本 忠彦

塚田 修三 官入 利満

61

長 野 吉 田
学校職員の部活動に関する調査 1,351人

○阿部  隆 藤本 忠彦
中村 一幸 宮入 利満

62

長 野 吉 田

過去 5ケ 年間の県総合体育大会の優勝チーム

(優勝者 )

○阿部  隆 藤本 忠彦
中村 一幸 猪又 正雄

葉

３

一
一

６
訪諏

運動 クラブ活動中の傷害についての調査 38,883ノて
○藤本 忠彦 海川

井口 直仁 阿部

章

隆
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年度・ 事務局 研究調査内容 調査対象人数 専門部委員○印委員長

平成 1年度

諏 訪 二 葉

運動部に所属する生徒の保護者の意識調査

・ 全国研究大会 (福井県)発表 [藤本]
3,070ノ｀

○藤本 忠彦 海川  章
井口 直仁 阿部  隆

2

諏 訪 二 葉
運動部顧間に対するアンケー ト調査 1,591人

○阿部  隆 藤本 忠彦
鈴木 賢一 小島喜美雄

3

諏 訪 二 葉
研究調査専門部のあゆみ

○阿部  隆 藤本 忠彦
鈴木 賢一 小島喜美雄

4

上 田 高 校

体育活動に関する調査
一年生の保護者のスポーツ経験について

6,450ノヽ

回収4,595人

○阿部  隆
小島喜美雄

堀内 文武

博

承忠

水

田

清

城

5

上 田 高 校

体育活動に関する調査
クラブ活動の問題点

106校

回収97校

○阿部  隆 清水  博
小島喜美雄 城田 忠承

堀内 文武

6

上 田 高 校

体育活動に関する調査

・ スキー教室およびスキー部活動における健

康安全対策 全国発表 (小島 )

106校

回収99校

○清水  博

小島喜美雄

堀内 文武

隆

正

部

鳥

阿

白

7

上 田 高 校

体育活動に関する調査

競技力向上に関する問題

現場指導者
8人

○清水  博
小島喜美雄
堀内 文武

隆

正

部

鳥

阿

自

8

長 野 高 校

体育活動に関する調査

競技力向上の実情と展望

○清水  博 阿部  隆
小島喜美雄 大和 政治

大竹 義雄

9

長 野 高 校

長野県高体連史 編集

-50周 年記念誌―

部活動の普及に関する調査研究

○清水  博 阿部  隆
望月 勝夫 為田 勝英
鈴木 精一

10

長 野 高 校

長野県高体連史 編集・ 発刊

-50周 年記念誌一

・ 部活動 (ス ポーツ)の普及 全国発表

○清水  博 山下 晃広

望月 勝夫 為田 勝英

鈴木 精一

以上のように長いことアンケー ト調査や資料

作 りをしてきたが、ややもすると研究テーマが

場当た り的で、研究の継続性と発展性という点

で問題があった。50年の節目にあたるここ 2年

程は記念誌編集を担当していて過去を顧みるに

つけ、前述のようないくつかの反省点も出てき

た。ちなみに何回か計画しては実現できなかっ

た前述の “高体連史"は、研究調査専門部とは

別に編集委員会を設置 して昭和63年度末に発刊

された。本記念誌にはそれより採録 した部分が

沿革など数多 くある。反省点が出てきた一方、

周囲の状況は全国高体連研究大会の研究発表1贋

が確立され、さらに北信越高体連でも9年度か

ら研究委員長会をもつようになるという従来に

なかった研究部門の組織的整備が進んでいる。

こういった状況のもとで長野県としても組織強

化と活動の充実をより強 く意識するようになっ

てきた。今は次のような方向で21世紀に向けて

心新たに活動を展開していこうと関係方面に働

きかけ動き始めている。

(1)県研究調査部の研究テーマは、次の回つ

てくる全国大会発表テーマとする。

(2)従来の県委員 4名 による研究調査活動を

改め、4地区がそれぞれ(1)の テーマについ

て県委員が中心になって 3年間研究調査 し

まとめる。

(3)県内での研究発表の機会は今のところな

いので、県高体連の会合 (た とえば専門委

員長会)の中に時間を設定 してもらって 4

地区それぞれのレポー トを発表する。ここ

で全国研究大会発表 レポー トを選考する。

(4)研究結果は「会報」等で全加盟校に紙上

発表する。

平成10年度の全国高体連研究大会は、北信越

地区が開催順番とな り、新潟県で開催された。

長野県はこれも順番でレポー ト発表となったの

で、当委員会が 2本のレポー トを用意 した。隣

県の大会を盛 り上げることとレポー ト発表の応

援で、今だかつてない10数人という大勢の参加

者となった。発表された 2本のレポー トを以下

に紹介する。

(専門委員長 清水 博 )
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運 動 部 活 動 の 最 近 の 傾 向 に つ い て
――長野県北信地 区高校 の実態の考察―一

研究団体 長野県北信高体連調査研究委員会

発 表 者 中野実業高校  北原 三代志

1  1ま じめに

近年、全国的に生徒数の減少に伴い運動部活

動の加入者も減少傾向にある。部員不足の部活

動低迷は、各大会に参加できないといった単純

な問題にとどまらず、生徒の学校生活の中での

生き甲斐、喜びや、学校の魅力、活力を奪って

しまう結果にもな りかねない。

長野県の学校数及び生徒数の推移、最近15年

の北信地区の運動部の加入状況は図のように下

降傾向である。ただし、平成 3～ 4年にかけて

はバスケットボール、サ ッカーの一時的なブー

ムにより、加入率が一時上昇した。

資料 1 高等学校数の推移

資料 2 高等学校在籍者数の推移

＼

/ ＼ ノ

l

ヽ

/

長野県北信地区 (県立27校・市立 1校 0私立

5校 )で も同様に、中には部活動どころか学校

そのものの存続さえ問題になっている地域高校

もある。

部活動が高校生の心身の健全な育成を担 う役

割が多大であることは、周知の通 りである。長

野県北信高体連では、今後さらに厳 しい状況に

なると予想される部活動の状況を、少 しでも改

善 し、活性化できればとの願いから、身近ない

くつかの学校の取 り組みを例に分析検討 してみ

た。研究の組織、対象、方法等は次のようで

あった。

(1)研究団体 (組織 )

長野県高等学校体育連盟は、4つの地区高校

体育連盟 (北信 0東信・ 中信・ 南信)を基盤に

構成され、運営されている。34の専門部を擁 し

ているが、その一つとして「研究調査専門部 =
委員会」がある。4地区それぞれに同委員会が

あ り、その代表 4人が県の委員になっているわ

けである。今回の研究は県の委員会で計画し、

北信地区 (7人の委員)に具体的な調査研究活

動を委託 した形で進められた。(県 の委員会は

現在 “50周 年記念誌"の編集も別の委員を加え

て同時進行 している)尚、次に行 う個人発表の

伊那弥生ケ丘高校は南信という別の地区に属す

る高校である。

(2)調査対象校と基礎資料

長野県には 106校 の高校が設置 されている

が、全県の学校数及び生徒数のデータは「長野

県学校要覧」、その推移は「長野県高教組会議

資料」を引用 した。尚、すべての学校が高校体

育連盟に加盟 している。

北信地区は33校あるが、これらの高校の「最

近15年の生徒数・ 部員数及びその推移」の資料

は北信高体連でまとめたものである。その中か

ら部活動に関 して特徴的な学校を選び調査 し

六i。

資料 3 運動部加入率

600%

550■

5001

45.0%

400%
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(3)考察 。まとめについて

5回ほどの研究調査委員会を開催 し、上記資

料の発掘や作成整理、そして分析討論という形

で進めた。また、表面的短絡的な結論をさける

ため、個人的に聞き取 り調査なども行った。会

議にしろ委員個人の活動にしろ、日常の教育活

動の枠外での仕事であ り、委員の在任高校も広

範にわたるため時間的制約は大きかった。従っ

て、長野県全体の傾向にまで視野を広げるに至

らず、特徴的な事例をあげるにとどめた。

2 特徴的な事例とその考察

(1)学校制度の変化に伴 う特徴

(2)男女共学

男女平等・学校選択の自由という名のもとに

20年程前から進められてきた高校の男女共学化

であるが、部活動にはどのような影響があった

のだろうか。

事例ア A高校…女子高から共学14年 目

昭和60年度に男女共学を実施、今年で14年 目

を迎える。女子校時代、北信大会では団体種 目

のほとんどを優勝するということもあったが、

共学以来優勝する種目はだんだん少なくなり、

平成になってからはほとんどみられないという

残念な結果がでている。進学と部活の両立とは

いうものの、最近では自由をエンジョイしたい

という傾向が強い。専門種目の指導者がチャン

ピオンシップを目標に指導すると、体力が続か

ないとか勉強が遅れるという理由で退部 してい

く生徒が多い。また、男女交際も部活離れの一

要因になっていると思われる。ある部活の指導

の中で、男女交際をとるか部活を選ぶかとい う

ことで、生徒と話し合った折 り、男女交際をと

るということで退部 していった生徒があるとの

こと、A高校では特に女子の加入率の低下傾向

が うかがえる。さらに私服通学 (106校 中42校 )

の多い長野県では携帯電話料金や洋服の購入

等々にお小遣いが足 りず、アルバイ トに没頭す

る毎日になってしまい、部活どころではないの

かもしれない。

残念なながら男女共学が実施された学校の中

で、その制度がプラスに働いたという事例は聞

くことができなかつた。

② 推薦入学制度の実施

現在、公立高校の推薦入学は職業科・ 特殊学

科で行われている。職業科については入学意志

のある生徒の早期確保、特殊学科については

「特色ある学校づくり」を目的に設置され、一

つの能力に秀でた生徒を集め、各校の活性化に

一役かっている。推薦入学者数は募集定員の30

%が 目安であるが、各校裁量を任されている部

分もある。

事例イ B高校…推薦に人気、県大会制覇

長野市内にある創立明治33年 の伝統校であ

る。戦前戦後と長野県スポーツ界の中心的存在

であったが、女子生徒の入学増加とともに一時

運動部が低迷 した時期もあった。しかし、ここ

数年女子運動部の活躍は 目覚ましいものがあ

る。平成 7～ 8年度において、女子ソフトボー

ル部、男女バ ドミントン部、女子剣道部、女子

バスケットボール部が県大会において団体優勝

を果たし、それぞれ全国大会に駒を進めた。

この成果は、学校の部活動への理解、顧間の

指導に負 うところが大きいが平成 5年から推薦

入学制度が実施され、目的意識を持った生徒が

数多く入学 してきたからと思われる。しか し、

課題もいくつかある。特色を持って推薦入学 し

た生徒に対する進路指導である。特技を生か し

た大学進学や就職ができるよう、学校側が進路

先を開拓 しなければならない。また、検定補習

におけるクラブ時間の確保、全国・北信越大会

出場など県外遠征費用の捻出等付随 した問題も

あるようだ。

③ 学校・ 学科の新設

北信地区で最近新設された高校は 2校、長野

南 (S58)、 中野西 (S59)。 新設学科は体育科

(飯山南H4)、 理数科 (屋 代 H4)、 英語科

(中野西H6)が ある。

事例ウ C高校…体育科の設置とスキー部の

活躍

もともとスキーの伝統校 (過去インターハイ

女子総合 7連覇等)である。しかし、現在学校

規模は体育科 1ク ラス、普通科 2ク ラス、全校

生徒数 400人 の地域高校である。

平成 4年に長野県下初の体育科を開設、一期

325



生40人 (全員スキー部、県外からも9人 )力 入`

学。その後平成 6年 08年にスキーインターハ

イ男子総合優勝を飾 り、校舎全面移転改築等で

学校に活気がでてくる。運動部加入率も70%前

後と県下ではもっとも高い数字で、以前に比べ

好成績を残す運動部が増えた。 (ソ フ トテニ

ス・ インターハイ出場、野球 0県ベス ト16)

地域の特色を生かし、スキーを中心に生徒募

集 したことが成功 した例である。しか し一方で

は、部員不足に苦 しむクラブもあ り、二極化が

進んでいる。

事,1工  D高校…競技人口の少ない競技で全

国大会

長野市の南部に位置 し、昭和58年全日制普通

科 として開校 した。以来県下最大規模の高校

(普通科25ク ラス、全校生徒数1000人 )と して

今日に至る。

ボクシング、アーチェリーといった県下では

競技人口の少ないクラブを作 り、創立間もな く

インターハイに出場 し、現在も活躍中である。

新設当初は学校のPRの効果も高 く、他の部活

(テ ニス、陸上競技、空手)に も優秀な選手が

集まり、同じくインターハイに出場 している。

しかし、特殊な競技だけに指導者の転勤や外

部にでて練習しなければならない施設の条件な

ど頭の痛い問題があるのも事実である。学校の

特色であることには違いないので、今後いかに

存続させていくか考えなければならない時期が

きている。

(2)地域の特色を生か した部活動

① 施設や自然環境条件

長野県の気候は南北では異なるし、自然環境

も変化に富んでいる。特に地域校ではそういっ

た条件をうまく使えるかどうかは重要になるだ

ろう。

事例オ E高校…地域のバ ックアップでカ

ヌー部発足

長野市から201cIほ ど南にある山間部地域校で

普通科 9ク ラス全校生徒数 200人余 りの小規模

高校である。

近 くに犀川が流れ、カメーを楽 しむ人たちが

県外からも数多 く訪れている。地元住民も観光

の目玉として期待 している。

平成 8年度試験的にカヌーを 3台購入 し、中

学生の体験入学に利用 した。平成 9年度、地域

校の生き残 りを目的として、立地条件を生か

し、県カヌー協会の協力のもと体育の授業に導

入、同年にカヌー同好会を発足 し、職員の研修

会等 も積極的に行った。同年夏季国体に初出

場。

これにより学校全体に活気があらわれ、職員

の専門性と生徒のニーズから新クラブ (剣道・

H4、 テニス 。H7、 弓道・ H9)も 結成され

た。今後生徒減の影響で部員不足が心配される

が,地元でも小中高一貫 したクラブを作ろうと

する動きがあるなど、地域の協力体制がしっか

りしているのは頼もしい。

まだ日は浅いが、地域と密着しての活動は双

方の活性化につなが り、今のところは成功して

いるといえる。

② 地域 クラブでの一貫指導

近年は社会体育のになう役割が大きくな りつ

つある。施設、指導者の問題や学校週 5日 制に

伴 う、余暇の利用等で学校以外での活動が注 目

される。おなじみのところではスイ ミング、 リ

トル リーグ、サッカー、ミニバス、柔剣道教室

資料 4 E高校生徒数の推移

500

400

300

200

100

0

資料 5 E高校運動部加入率の推移
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といったもの、さらには体操教室、陸上教室な

ど、また、北信地区の地域を生か したものとし

てはスキーがある。特に技術系の競技において

は、小学校から基礎をしっか り身に付けること

が将来の活躍の条件になると言っても過言では

ない。経済的な問題もあ り、地域社会とのつな

が りは大切だろう。

事例力 F高校…小中高一貫の指導体制

志賀高原の麓に位置 し、山ノ内中学の生徒が

中心に集まり、H3～ H5年度にはスキーイン

ターハイ男子総合 3連覇を した。 リレハ ンメ

ル・ ナガノといった冬季五輪にもOB、 OGが
活躍 している。学校のす ぐ近 くにスキー場があ

るわけではないが、志賀高原のスキークラブの

コーチによる一貫指導の体制は、たとえ顧間の

移動があったとしても影響は少ない。専任の

コーチには志賀高原スキークラブから経済的な

援助もあるので、インターハイや国体など費用

がかさむ遠征でも選手に同行できる。また、練

習のバーンや リフトにかかる経済的な問題も、

スキー場並びに索道協会がバックアップしてく

れるのである。

他の競技と違い、こうした地域とのつなが り

がなければ成 り立たないものであるが、いった

ん作られた伝統はそ うは簡単に壊れない。

輸)学校の特色と部活動

① 進学との両立

事例キ 公立進学校 G高校…部活と進学の関

係を調査

G高校は県下でも有数の進学校である。しか

し、運動部活動も盛んで、ここ10年をみてもハ

ンドボール、空手道、弓道、山岳、柔道、水

泳、陸上競技など多くの部が全国大会に出場 し

ている。そして、学校独自に部活動と進学の関

係を調査 していた。下図は部活動の内容を 4ブ

ロックにわけ、平成 8年度に調べた現役進学率

(4年制)である。

部 活 動 の 内 容
対

数

査

人

調

象
率
鋤

学
年

進
“

役現

a 競技成績重視の運動部 111人 61%

b 活動重視の運動部 83ノヽ 78%

c 文化部 86ノヘ、 70,`

d 無所属 81人 60り

`

進学率が一番よかったのはbであるが、その

理由として考えられるのは、競技生活終了後、

練習時間をそのまま学習ヘスライ ドできたこと

だと思われる。活動中は評定平均が悪 くても弓|

退後伸びてくる生徒が多 く、特に男子にその傾

向がみられる。推薦入学が多いのもbの特徴で

あ り、各種大会等の成績が結びついている。 d

の中にも優秀な生徒もいるが少数であ り、普段

の学習時間が多いとは言い切れない。aにおい

ては難関校を突破している生徒の割合が多い。

G高校の傾向として部活動等で放課後や休 日に

学校にいる習慣のついている生徒の方が伸びる

と思われるとのことである。

進学校ともなると、とかく部活軽視にな りが

ちであるが、部活と進学率には密接な関係があ

るとして、 1年生に対しては積極的に部活動を

するよう指導 している。

② 定員割れの地域校

事例ク H高校

H高校は平成11年度90周年を迎える伝統校で

ある。現在普通科一学年 3ク ラスの小規模高校

で、生徒の急減期に入 り、ここ数年は定員割れ

が続いている。

資料 6 H高校生徒数の推移

運動部の加入率は42%と 全県のそれとほぼ同

率であるが、全校生徒数が 300人に満たないた

め団体種目の部の成立は困難で、廃部になった

部 (陸上競技、剣道、ソフ トテニス)も 少な く

ない。

ただ、バレーボールが地域で比較的盛んなた

め、部員が集まりやす く、平成元年度県高校新

人大会では 3位に入賞 した。通学手段が限られ

る山間部の学校であるため、練習時間も柔軟に

設定できない。多く部をこのまま維持 していく

と共倒れになる可能性があるので、思い切った
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部の精選と、地域に根ざした新 しい種目を模索

していく等の工夫が求められそうだ。

3 運動部活性化のための課題

一まとめにかえて一

以上見てきたように、部活動の実態は個人

差・ 種 日間格差・ 学校間格差が非常に大きい。

高体連として、あるいは指導者個人としても、

部活動という大枠でその課題な り改善策等を論

ずることは大変困難である。冒頭に述べた部活

動の低迷にどう対処するかについてもケースバ

イケースの実践によるところが大である。あま

りにも無責任なまとめかもしれないが、今回は

結論はもちろん提言もせず、手がか りになると

思われる事例をもとに課題を整理 してみること

にした。

(1)多 くの部活動は少しでも上位の競技成績

を目指 して日々活動 している。競技力向上が活

性化の大きな要素なので、競技力向上対策が重

要である。長野県では私立高校と職業科を有す

る公立高校で推薦入学制度があ り、優秀な選手

を早 くから確保 し、部活動で好成績を収めてい

る。

また、私立高校では転勤がほとんどないの

で、指導者が定着 して好成績を残 している例が

多い。逆に優秀な指導者が転勤する先々で好成

績を出している例もあ り、いずれにしても指導

法の研究は活性化には欠かせない分野である。

(2)「 勝つ」という目的以外に部活動の魅力と

は何かというのが次の問題である。調査などの

選択 しにでてくる端的な言葉で言えば「人間形

成」ということになろう。勉学との両立、新 し

いスポーツヘの挑戦によつて希望と意欲に満ち

た高校生活が送れた生徒は人並み以上の何かを

得たはずである。隠れた実践例はいくつかある

と思 うので、高体連としても評価と紹介の取 り

組みが必要である。

(3)ス ポーツ種目数は増え、さらにその内容

は複雑多岐にな り、生徒のニーズはスポーツに

限らず大変多 くなった。受け皿 としての高校

が、既存の部活動の概念にとらわれず大胆な改

革が求められている。複数種目とか複数高校に

よる部活も例がないではないが、信念と見通 し

32θ

をもって改革 した事例は見あたらない。今後で

きるだけ早い時期に、学校あるいは個人で何 ら

かの教訓的実践が出てくることを期待 してい

る。

(4)長野オリンピックは冬季スポーツひいて

はスポーツそのものに高い評価をもたらした。

学校体育への波及効果は確認 していないが、社

会体育・ スポーツの運動部活動への影響はサッ

カーやバスケットボールの加入率に増加がみら

れた。

資料 7 サ ッカー部員登録者数の推移

資料 8 バスケットボール部員登録者数の推移

部活動あるいは学校体育も、社会の動向を視野

に入れて運営 していくことが大切だ し、できる

ことなら積極的に社会体育・ スポーツに部活動

活性化の手がか りを求めていく研究心と行動力

力れましい。

少なくとも、この研究結果を本大会の研究報

告も含めて学校現場に還元していく事が、なに

がしかの部活動活性化をもたらすはずであると

いう視点で、調査研究委員会として今後、研究

発表や実践例の発掘の活動をより重視 して進め

ていきたい。
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底 辺 拡 大 と 競 技 者 の 育 成
一―新体操 におけるジュニア育成のとりくみ――

発 表 者 伊那弥生ケ丘高校  橋爪 みすず

1  はじめに

新体操という競技が一般的に知られるように

なったのは、今から13年前のロサンゼルスオ リ

ンピッタに正式種目として登場 してからと思わ

れる。新体操の歴史は案外古いのであるが、メ

ジャースポーツの仲間入 りを果たしたとはまだ

まだ言ぃ難い感がある今日この頃である。長野

県における新体操の歴史や活躍もかつて、やま

びこ国体では野沢南高校が 3位に入賞するなど

輝か しい成績も残されているが、ここ数年は全

国的に見るジュニア育成の波や、強豪チームに

全国から優秀選手が集まる中、低迷 していた。

私は、大学で新体操を続け長野県の保健体育

教員として採用されてから5年 目に現在の伊那

弥生ケ丘高校に赴任 し、新体操部の顧間につい

たが、高校生部員の著 しい減少や、高校に入学

してから初めて新体操を始める選手に対 し、全

国 レベルの新体操を求め競技力を向上させるこ

とに限界を感 じ、つまづくことが多 くなかなか

前に進めなかった。そんな現状を分析 した結

果、やは り『ジュニア育成=底辺拡大と競技力

向上』を自分の手で始めなければという課題に

たどりついたのが、平成 3年 6月 であった。公

立高校の教員という立場で、公務外にジュニア

育成を始めるにはいろいろな問題点や批判 も

多々あったのであるが、今年で 8年 目を迎える

『伊那ジュニア新体操ポーラ☆スター』 とい う

地域に根差 したジュニアクラブの育成と、高校

のクラブ活動がどのようにつなが り成果を上げ

てきたのか、その経過と今後の課題を述べてみ

たい。また公立高校の教員 とい う立場でも、

ジュニアクラブの育成に関わることのできる方

法、局校でのクラブ活動に地域のスポーツ活動

とのつなが りは必要かなどの点について議論 じ

て頂ければ幸いである。

2 ジュニア育成の経過

(1)伊那ジュニア新体操ポーラ☆スター発足

(2)保護者会発足

(3)第 1回発表会の開催

に)小学生、中学生から長野チャンピオン登場

(5)塩尻、飯田にポーラ☆スター支部発足

(6)ジ ュニア育成から初の高校生選手の誕生

(7)イ ンターハイ初出場

(8)ジ ュニア育成の現状

(9)現在の活動

3 今後の課題 (P330～ 332参照 )

4 競技力向上の目標  (P330～ 332参照 )

5  おわりに

この8年間、ただ前を見て走 り続けてきた感

じがある。しかし成果が上がっても抱えている

課題はまだ多 く、選手たちの レベルも年 々上

がっている中で、さらによりよいシステム作 り

をしていかなければならないと痛感 している。

学校という現場に勤務 しながら、できることに

は限界があるかもしれないが、学校だからこそ

できることもあるように思 う。これから学校が

しなければならないことのひとつとして、学校

をもっと地域に根差 したものにしていくこと、

が挙げられると思う。我々が学校という枠を越

えて、学校教育と社会体育との共存を探る時期

にきているのではないかと思 うし、またそのこ

とによって、学校だけが子供を育てるのではな

く、多くの人たちの応援のもと学校と地域が子

供達を育てていけるようなシステムが私の理想

である。そのことがいつか高校でのクラブ活動

に対 して何らかの良い影響を与えて くれ ると

思っている。夢中で始めた『ジュニア育成』で

あったが、子供達のためだけでなく、私自身の

成長のためでもあったように思 う。今後も子供

達の成長と共に私自身も一緒に育っていきたい

と思 う。
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∧
上
∨

県
内
の
新
体
操
の
底
辺
拡
大
を
目
指
し
、
伊
那
弥
生
ケ
丘
高
校
の

橋
爪
み
す
ず
教
諭
含
こ
が
地
域
の
子
供
た
ち
を
集
め
て
ス
タ
ー
ト
し

た

「伊
那
ジ

ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ
ブ
　
ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
」
が
六
月

で
七
年
目
を
迎
え
た
。
発
足
当
初
か
ら
の
選
手
が
着
実
に
成
長
し
、

昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
十
三
年
ぶ
り
に
出
場
を
果
た
し
た
伊
那
弥

生
ケ
丘
高
が
、
女
子
団
体
で
８
位
に
入
り
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
。
後

に
続
く
中
学
生
や
小
学
生
た
ち
も
力
を

つ
け
、

「
い
つ
か
は
五
輪
に

も
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
。
全
国
上
位
を
目
指
し
な
が
ら
魅
力
あ
る

チ
ー
ム
作
り
を
模
索
す
る
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

（中
山
　
英
子
記
者
）

「あ
の
時
は
踊

っ
て
い
て
す
ご
　
い
る
。
採
点
競
技
で
成
績
を
挙
げ

く
気
持
ち
よ
く
、
楽
し
か

っ
た
」
。
　

る
に
は
、
チ
ー
ム
の
実
績
、
指
導

昨
年
の
イ
ン
タ
＝

ハ
イ
で
８
位
の
　
者
の
知
名
度
な
ど
特
有
の

″
壁
″

団
体
演
技
を
、
伊
那
弥
生
ケ
丘
高
　
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け

校
新
体
操
部
の
小
松

三
紗
主
将
　
に
伊
那
弥
生
ケ
丘
の
全
国
８
位
に

（
三
年
）
は
う
れ
し
そ
う
に
振
り
　
は
重
み
が
あ
る
。

返
る
。
そ
の
時
出
場
し
た
六
人
の
　
　
ポ

ー
ラ
ー
ス
タ
ー

の
産
み

の

う
ち
、
四
人
は

「ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
　
親
、
橋
爪
教
諭
は
新
体
操

一
直
線

―
」
の
出
身
だ

っ
た
。
　
　

　
　

　

に
走

っ
て
き
た
。

「
子
供
た
ち
に

長
野
県
の
新
体
操
は
、　
一
九
七

八

（昭
和
五
十
三
）
年
に
野
沢
南

高
校
が
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
９
位
、
同

年
の
地
元
や
ま
び
こ
国
体
で
３
位

に
入
賞
し
た
の
が
最
高
成
績
だ
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
こ
こ
十
年
間
で

は
、
九

一
年
の
諏
訪
二
葉
の
２８
位

を
除
け
ば
４０
位
前
後
で
低
迷
し
て

新
体
操
を
教
え
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ

で
活
躍
で
き
る
よ

つヽ
な
チ
ー
ム
を

つ
く
り
た
い
」
。
松
本
蟻
ケ
崎
高

クラプの活動が軌道に乗 り中学生、高校生の トップ選

手たちは全国大会で上位入賞を狙えるようにな った

校
で
新
体
操
を
始
め
、
日
本
女
子

体
育
大
学
で
も
競
技
を
続
け
た

後
、
そ
ん
な
夢
を
抱
い
て
高
校
教

諭
に
な

っ
た
。

初
任
地
の
穂
高
商
高
で
さ

っ
そ

く
新
体
操
部
を
つ
く
り
、
中
信
地

区
大
会
優
勝
に
導
い
た
。
九
〇
年

に
伊
那
弥
生
ケ
丘
高
に
転
任
。
「全

国
に
通
用
す
る
チ
ー
ム
を

つ
く
る

に
は
高
校
生
か
ら
で
は
遅
い
」
と

痛
感
し
、
高
校
の
部
活
動
の
ほ
か

に
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
教
え
る

決
意
を
し
た
。
翌
年
、
単
独
で
生

徒
集
め
を
始
め
た
。

手
書
き
の
チ
ラ
ン
五
百
枚
を
伊

那
市
駅
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
配

っ
た
。
〓
一十
人
が
集
ま
り
、

高
校
の
部
活
動
と

一
緒
の
練
習
が

始
ま

っ
た
。

最
初
は
周
囲
の
風
当
た
り
が
強

か

っ
た
。

「公
私
混
同
で
は
な
い

か
」

「目
立
ち
す
ぎ
る
」
―
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
始
め
た
活
動
だ

っ

た
が
、
個
人
が
行
う
〃社
会
体
育
″

に
理
解
は
薄
か

っ
た
。
橋
爪
教
諭

は
「教
員
を
辞
め
る
べ
き
な
の
か
」

と
悩
ん
だ
と
い
う
。
だ
が

「勝
て

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
と
に
か
く

や
る
し
か
な
い
」
と
踏
ん
張

っ
た
。

一
年
後
、
ク
ラ
プ
の
生
徒
は
百

人
を
超
え
た
。
運
営
は
す
べ
て
橋

爪
教
諭
の
持
ち
出
し
だ

っ
た
が
、

会
員
の
母
親
た
ち
が

「ボ
ラ
ン
チ

ィ
ア
で
教
え
て
も
ら
う
の
は
申
し

訳
な
い
」
と
、
自
発
的
に
保
護
者

会
を
発
足
さ
せ
、　
一
人
千
円
の
会

費
を
集
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ

れ
が
ク
ラ
ブ
の
活
動
費
に
な

っ
て

い
る
。
指
導
者
と
保
護
者
の
、
手

弁
当
で
成
り
立
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ

だ
。全

国
に
は
、
豊
富
な
資
金
を
バ

ッ
ク
に
英
オ
教
育
を
行

っ
て
い
る

ク
ラ
ブ
も
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
上
位
を
占
め
る
私
立
高
校
に

は
、
え
り
す
ぐ
ら
れ
た
生
徒
が
集

ま

っ
て
く
る
と
い
わ
れ
る
。

そ
ん
な
中
で
、
ポ
ー
ラ
ー
ス
タ

ー
の
活
躍
は
異
彩
を
放

っ
て

い

る
。
全
日
本
ク
ラ
ブ
選
手
権
で
も

昨
年
、
百
二
十
チ
ー
ム
の
中
か
ら

決
勝
に
残
り
１０
位
に
入

っ
た
。

橋
爪
教
諭
は

「地
元
の
子
で
勝

て
る
チ
ー
ム
を
つ
く

っ
て
い
き
た

い
」
と
い
う
。
そ
し
て

「い
ろ
い

ろ
な
レ
ベ
ル
の
子
た
ち
を
教
え
た

い
。
ど
ん
な
に
大
変
で
も
、
底
辺

拡
大
の
部
分
に
は
ず

っ
と
か
か
わ

っ
て
い
た
い
」
と
、
新
体
操
を
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
広
げ
て
い

く
姿
勢
を
少
し
も
崩
し
て
い
な

い
。

【
伊
那
ジ

ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ

ブ

ポ

！
ラ
ー
ス
タ
ー
】

一
九
九

一

（平
成
二
）
年
に
伊
那
教
室
発

足
。
二
年
後
に
飯
田
、
塩
尻
で
も

始
め
た
。
現
在
、
生
徒
数
は
三
教

室
で
三
百
五
十
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の

教
室
で
、
新
体
操
を
楽
し
む

一
般

コ
ー
ス
（乳
幼
児
か
ら
小
学
生
）
、

試
合
を
め
ざ
す
選
手
コ
ー
ス

（小

学

二
年
生
か
ら
中

学
生
の
希
望

者
）
、
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
を
め

ぎ
す
選
手
選
抜
コ
ー
ス

（高
校
生

も
合
む
）
の
３
コ
ー
ス
制
を
し
い

て
い
る
。
　
コ
↑
―
ラ
ー
ス
タ
ー
」

は
日
本
語
で
は
北
極
星
。

「北
極

星
は
ど
こ
に
い
て
も
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
人
が
目
標
と
す
る

よ
う
な
選
手
に
な

っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
願
い
を
込
め
て
橋
爪
教
諭

が
命
名
し
た
。

副
国
日
「
手
弁
当
″
全
国
の
舞
台
ヘ
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(平成 9年 ) 6月 4日

「
も

っ
と
体
を
使
い
な
さ
い
。

そ
ん
な

中
途
半
端
な
演
技
、
人

に
見
せ
ら
れ
な
い
」

「あ
な
た

は

曲
を
か
け
て
も
ら

っ
て
い
る

の
が
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
た
で

し
よ
」

県
高
校
総
体
南
信
大
会
直
前
の

練
習
で
橋
爪
み
す
ず

教
諭
０
こ

は
、
伊
那
弥
生
ケ
丘
高
の
選
手
の

演
技
に
声
を
張
り
上

げ
続
け
た
。

ピ
ー
ン
と
張
り
詰
め
る
体
育
館
内

の
空
気
。

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
途

中
で
止
め
ら
れ
、
演
技
を
中
断
し

た
小
松
三
紗
主
将
の
表
情
は
ゆ
が

む
。
橋
爪
教
諭
に
顔
を
じ

っ
と
見

据
え
ら
れ
、
詰
め
寄
ら
れ
た
小
松

は
、

「
は
い
」
と
低
い
声
で
返
事

を
し
た
。

ボ
ー
ル
、
リ
ポ

ン
な
ど
を
使
い

∧
中
∨

な
が
ら
音
楽
に
合
わ
せ
て
演
技
、

レ
オ
タ
ー
ド
と
の
調
和
も
含
め
美

し
さ
、
強
さ
を
追
求
す
る
新
体
操
。

芸
術
的
な
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
、

自
由
な
発
想
を
全
身
で
表
現
す

る
。
だ
が
、
華
麗
で
し
な
や
か
な

演
技
の
裏
に
は
、
想
像
以
上
に
厳

し
い
練
習
が
あ
る
。

小
松
は

「練
習
中
、
泣
け
る
ほ

ど
つ
ら
い
時
も
あ
る
け
ど
、　
一
度

も
や
め
よ
う
と
思

っ
た
こ
と
は
な

い
」
と
い
う
。
期
待
の
中
学
生
の

一
人
、
久
保
村
茉
伊

（春
富
中
二

年
）
は

「大
会
で
納
得
し
た
演
技

が
で
き
た
と
き
は
何
よ
り
も
う
れ

し
い
」
と
話
す
。

選
手
た
ち
は
、
人
に
見
ら
れ
て

い
る
緊
張
感
に
む
し
ろ
喜
び
を
感

じ
る
と
打
ち
明
け
た
。
千
先
か
ら

足
の
指
先
ま
で
、　
一
瞬
た
り
と
も

気
を
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
橋

爪
教
諭
が
厳
し
い
練
習
を
あ
え
て

課
す
の
は
、
そ
の
た
め
だ
。

橋
爪
教
諭
は

「生
徒
に
嫌
わ
れ

る
の
で
は
…
と
思
い
、
し
か

っ
た

後
、
つ
い
フ
ォ
ロ
ー
し
た
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
選
手

コ
ー
ス
で
頂
点
を
目
指
し
て
い
る

子
は
、
気
持
ち

の
面
で
も

強
く

な
い
と
。
ふ
て
く
さ
れ
て
し
ま
う

選
手
は
試
合
に
は
出
せ
ま
せ
ん
」

と

言
い
切
る
。
そ
れ
は
橋
爪
教

諭
の
信
念
だ
。

「信
念
を
持
て
な

か

っ
た
ら
、
強
く
は
な
れ
な
い
」

と
。一

方
、
新
体
操
を
楽
し
み
た
い

と
い
う

一
般

コ
ー
ス
、
幼
児
コ
ー

ス
の
子
供
た
ち
の
教
室
は
、
全
く

違

っ
た
雰
囲
気
だ
。
幼
児
た
ち
は
、

橋
爪
教
諭
に
飛
び
つ
い
て
は
じ
ゃ

ぐ
ｃ
体
当
た
り
し
て
く
る
子
供
た

ち
に
橋
爪
教
諭
も
笑
顔
で
力
い

っ

ぱ
い
接
し
て
い
る
。

「新
体
操
を
通
じ
て
内
面
の
美

し
い
子
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
願
い
は
、
ど
の
子
に
対
し
て
も

共
通
に
持

っ
て
い
る
。

あ
い
さ

つ
な
ど
、
礼
儀
を
大
事

に
し
、
こ
れ
は
幼
児
ク
ラ
ス
ま
で

浸
透
し
て
い
る
。
中
学
生
や
高
校

生
に
は

練

習
が
始
ま
る
前
に
、

学
校
内
の
細
か
な
生
活
態
度
ま
で

注
意
す
る
。

「
頂
点
を
目
指
す
な

ら
、
表
面
の
演
技
だ
け
で
は
意
味

が
な
い
」
と
明
快
だ
。

朝
は
五
時
に
起
き
、
帰
宅
は
午

後
九
時
半
ご
ろ
と
い
う
ハ
ー
ド
な

生
活
の
合
間
を
縫

っ
て
、
演
技
の

構
成
を
考
え
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
な

ど
を
使
い
な
が
ら
曲
を
ア
レ
ン
ジ

す
る
。

「特
長
が
引
き
出
せ
る
よ

う
に
、　
一
人
ひ
と
り
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
」
と
話
す
橋
爪
教
諭
の

表
情
は
楽
し
そ
う
だ
。

「私
に
つ
い
て
き
て
も
ら
う
―

な
ど
と
考
え
る

の
は
思
い
上
が

り
」
と
、
自
分
に
厳
し
い
。

「選

手
と
は
同
じ
目
標
に
向
か

っ
て
い

く
仲
間
な
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
で

い
る
。
だ
か
ら
子
供
た
ち
が
五
輪

に
出
た
い
、
と
真
剣
に
思

っ
た
と

き
は
そ
れ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う

な
指
導
者
で
常
に
い
た
い
」

信 濃 毎 日 新 聞

願
圏
蝠
日
国
内
面
の
美
し
さ
を
追
求

「 内面 の 美 しい子 にJと 願 う橋 爪 教 諭。 一 人 ひ と

り、 レベルに応 じたきめ細かい指導を心掛けている
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信 濃 毎 日 新 聞 (平成 9年 ) 6月 5日

「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
全
国
制
覇
と
、

ク
ラ
ブ
の
選
手
の
国
際
試
合

へ
の

出
場
」
。
伊
那
ジ

ュ
ニ
ア
新
体
操

ク
ラ
ブ

「
ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
」
を

主
宰
す
る
橋
爪
み
す
ず
伊
那
弥
生

ケ
丘
高
教
諭
含
こ
は
、
当
面
の
目

標
を
二
つ
掲
げ
て
い
る
。
だ
が
、

悩
み
も
あ
る
。
端
的
な
の
は
指
導

者
不
足
だ
。

ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
の
伊
那
教
室

は
幼
児
か
ら
小
学
生
百
八
十
人
と

中
高
生
二
十
九
人
を
、
橋
爪
教
諭

が

一
人
で
指
導
し
て
い
る
。

「
国

際
大
会
に
出
る
よ
う
な

（他
の
ク

ラ
プ
の
）
子
た
ち
は
、
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
の
コ
ー
チ
が
つ
い
て
い
る
。

私
も
も
ち
ろ
ん
も

っ
と
き
め
細
か

く

一
人
ひ
と
り
見
た
い
け
れ
ど
も

」
。

伊
那
教
室
発
足
の
二
年
後
、
新

体
操
の
土
壌
が
あ

っ
た
塩
尻
と
飯

田
で
も
教
室
が

ス
タ
ー
ト
し
現

在
、
幼
児
か
ら

中
学
生
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
六
十
人

を
超
え
る
生
徒
が
い
る
。

塩
尻
教
室
は
、
こ
の
二
月
に
指

陶
ド
ド
ド
ロ
欠
か
せ
ぬ
指
導
者
育
成

∧
下
∨

導
者
が
辞
め
た
た
め
、
現
在
は
橋

爪
教
諭
が
週
二
回
の
練
習
に
伊
那

か
ら
通

っ
て
い
る
。
飯
田
教
室
は
、

伊
那
弥
生
ケ
丘
高
の
卒
業
生
の
橋

爪
み
つ
る
飯
田
高
教
諭
（一一こ
を
中

心
に
週
二
回
の
指
導
態
勢
だ
。

飯
田
と
塩
尻
の
教
室
に
は
、
昨

年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
メ
ン
バ

ー
だ

っ
た
大
学
生
と
看
護
学
校
生

の
二
人
と
、
飯
田
市
内
で
Ｏ
Ｌ
を

し
て
い
る
卒
業
生
含
こ
の
二
人
が

交
代
で
手
伝
い
に
訪
れ
る
。
い
ず

れ
も
橋
爪
み
す
ず

教

諭
の
教
え

子
。
恩
師
の
奮
闘
ぶ
り
を
見
か
ね

て
の
応
援
だ
が

「交
通
費
程
度
し

か
あ
げ
ら
れ
な
い
」

（同
教
諭
）

の
が
実
情
で
、
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
成
り
立

っ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
、
新
体
操
を
や
り
た

い
、
さ
せ
た
い
と
い
う
親
子
が
増

え
て
い
る
と
い
う
。
テ
レ
ビ
の
幼

児
番
組
で
新
体
操

コ
ー
ナ
ー
が
で

き
た
影
響
や
、
バ
レ
エ
よ
り
安
価

な
い
「

松
本
蟻
ケ
崎
高
の
新
体
操
部
の

出
身
者
が
中
心
と
な

っ
て
松
本
市

内
で

十
五
年
前
に
発
足
し
た

「
Ｗ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
ま
つ
も
と
Ｒ
Ｓ
Ｇ
」
で
も
、

こ
こ
数
年
で
生
徒
数
が
増
え
、
現

在
、
約
四
百
人
が
所
属
し
て
い
る
。

西
沢
啓
子
代
表
の
９
は

「
強
い
選

手
の
育
成
を
考
え
た
と
き
、
毎
日

の
練
習
に
付
き
合
え
る
指
導
者
が

い
な
か

っ
た
」
と
い
う
。

会
社
勤
め
の
傍
ら
指
導
し
て
い

た

コ
ー
チ
が
専
属
に
な

っ
て
三
年

目
に
な
る
。
西
沢
代
表
は

「ポ
ー

ラ
ー
ス
タ
ー
に
勝
ち
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。
い
い
意
味

で
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
持
ち
続
け

た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
す
。

イ
ン
タ
ー

ハ
イ
入
賞
ま
で
力
を

伸
ば
し
て
き
た
県
内
の
新
体
操
。

ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
の
活
躍
は
、
県

内
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
に
、
新
鮮

な
刺
激
を
与
え
て
い
る
。
だ
が
、

支
え
て
い
る
の
は
熱
心
な
指
導
者

と
そ
れ
に
こ
た
え
た
選
手
た
ち
の

力
。
個
人

の
力
に
は

限
界
も
あ

る
。学

校
体
育
と
社
会
体
育
の
融
合

の
必
要
性
を
説
く
声
は
以
前
か
ら

あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
成
果
を
根
づ

か
せ
て
い
く
よ
う
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
は
で
き
る
の
か
。
指
導

者
な
ど
人
材
の
育
成

を
ど
う
す
る
か
。
地

域
や
県
の
競
技
団
体

組
織
が
ど
う
か
か
わ

っ
て
い
く
の
か
。
課

題
は
少
な
く
な
い
。

（中
山

英
子
記
者
）

で
手
軽
な
女
の
子
ら
し
い
ス
ポ
ー

ツ
ー
と
い
う
印
象
も
働
い
て
い
る

よ
う
だ
。
県
内
で
活
動
す
る
新
体

操
の
ク
ラ
ブ
は
十
前
後
に
増
え

た
。
し
か
し
、
人
気
ぶ
り
が
即
、

強
化
に
結
び
つ
く
ほ
ど
簡
単
で
は 子供たちに人気がでてきた新体操。競技を根づかせ選手を育てるためには指導態勢の整備が必要だ
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ω
％
へ 全 国 高 等 学 校 総 合 体 育 大 会 記 録

(ベ ス ト8以上)一昭和62年度～平成 9年度―

昭和62年度

種 氏  名 学  校  名 成 績 お よ び 記 録

陸 上

新 体 操

弓   道

水   泳

登   山

自 転 車

フェンシング

空 手 道

定   通

陸   上

ス ケ ー ト

ス キ  ー

臼田 正幸

山崎  茂

西山  了

小椋 信洋

三沢かおる

河西  篤

伊部 敏行

正悟

春美

英樹

由紀

英秋

堀内 佳子

菊地美千子

堀内 佳子

「
屋

沼

沢

野

村

青

唐

嶽

三

樹

生

樹

人

寛

人

恒

律

恒

清

　

清

藤

井

藤

下

平

下

佐

荒

佐

岩

小

岩

志

夫

勝

洋

行

幸

樹

剛

一
　

光

喜

博

博

井

節

田

田

　

井

水

富

竹

太

太

関

今

清

望   月

岩 村 田

長 野 東

長 野 吉 田

伊 那 西

長 野 中 央

飯   田

松本蟻ケ崎

松 本 工 業

伊 那 北

飯   田

松 本 深 志

中 野 実 業

小   海

軽 井 沢

諏 訪 二 葉

軽 井 沢

小   海

軽 井 沢

小   海

岡 谷 南

小   海

小   海

軽 井 沢

諏 訪 二 葉

小   海

諏 訪 二 葉

諏 訪 二 葉

岡 谷 東

中 野 実 業

飯 山 南

中 野 実 業

白   馬

飯 山 南

中 野 実 業

白   馬

白   馬

中 野 実 業

長 野 吉 田

中野 実 業

男子400m
男子400mH

男子個人

男子個人

女子個人

男子200m平 泳

男子200mパ タフライ

女子

男子4000m速 度競争

女子個人フルーレ

男子個人組手

女子個人型

男子走高跳

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

男子500m
男子15011m

男子1500m

男子5000m

男子5000m

男子10000m

男子2000mリ レー

男子2000mリ レー

女子1500m

女子3000m

女子3000m

女子2000mリ レー

女子2000mリ レー

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子ジャイアントスラ

男子スラローム

男子スラローム

男子スラローム

男子スラローム

男子15端 クロスカント

男子15koタ ロスカント

6位

4位

5位
ベス ト

ベス ト

7位

7位

6位

3位
ベス ト

5位

2位

8位

3位

8位

7位

5位

6位

7位

2位

4位

2位

4位

5位

4位

4位

6位

6位

7位

3位

5位

2位

5位

3位

3位

6位

7位

8位

1位

4位

8

8

8

4g36
53'79

2 2g60
2 .07'53

l m80

39'76

2 '05'95

2 .06.32

7 .33.14

7 .36・ 61

5 ' 12.10

2 '40'28

2 '40'31

2 .19'45

4 .49・ 50

4 .55.20

3 .04.46

3 '04'48

1 .22'95

1 
′
33.70

1 '35・ 34

1 '35・ 61

1 '35'99

44'36・ 6

45'02・ 7

青木  透

小泉  仁

三好 栄次

官井 勝美

森   敏

三好 英次

白河 三枝

山本香代子

北林 万里

丸山 有紀

北林 万里

山本香代子

佐藤恵美子

祢津ひかる

竹節佐貴子

村上 弥生

竹節佐貴子

飯 山 北

飯 山 南

上   田

下高井農林

飯 山 北

上   田

白  馬

中野 実 業

白   馬

白   馬

自   馬

中 野 実 業

中 野 実 業

飯 山 北

中 野 実 業

飯 山 北

中 野 実 業

中 野 実 業

飯 山 北

男子15k● クロスカントリー

男子コンバインド

男子コンバインド

男子コンバインド

男子コンバインド

男子スペシャルジャンプ

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子スラローム

女子スラローム

女子スラローム

女子 5hク ロスカントリー

女子 5k● タロスカントリー

女子 5k● タロスカントリー

女子15L● タロスカントリー

女子15hタ ロスカントリー

女子 リレー

女子 リレー

8位

3位

5位

7位

8位

6位

3位

5位

6位

2位

4位

7位

5位

6位

7位

6位

7位

2位

8位

46'14・ 5

378,645

367,740

352,705

346.175

1 ' 17・ 60

1 
′
 18'96

1 '19'22

1 '18.85

1 . 19'84

1 '20.27

18'47・ 7

1852・ 3

18'54'9

34'45'6

35' 10.3

55.08'4

58.09'4

昭和63年度

道

泳

弓

水

空 手 道

ス ケ ー ト

綾子

散行

敏行

由紀

真寿田聖也

土屋 泰仁

土屋 純二

遠藤 亮次

矢沢  昭

遠藤 亮次

上原 三校

堀内 佳子

吉田 亜紀

堀内 佳子

上原 三枝

神

部

部

村

野

伊

伊

三

飯 田 女 子

飯   田

飯   田

松 本 深 志

軽 井 沢

佐   久

諏 訪 二 葉

諏 訪 清 陵

小   海

岡 谷 南

軽 井 沢

軽 井 沢

佐   久

佐   久

佐   久

佐   久

諏 訪 清 陵

諏 訪 二 葉

野 沢 北

諏 訪 二 葉

諏 訪 清 陵

女子個人

男子100mパ タフライ

男子200mパ タフライ

女子個人型

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子500m
男子500m
男子1500m

男子1500m

男子1500m

男子10000m

男子2000mリ レー

女子1000m

女子1000m

女子1000m

女子1500m

女子1500m

4位

6位

6位

1位

3位

4位

3位

5位

7位

6位

8位

2位

5位

6位
2位

5位

1位

4位

7位

1位

5位

57・ 47

2 '05・ 50

39'24

39・ 53

7 .23'99

7 '30・ 12

7 .34・ 27

15.45'72

2 '40'07

1 .28'55

1 .29'03

1  30'26

2 . 16.38

2 '18.47



ス キ ー

菊地美千子

菊地美千子

菊地 裕子

竹節 一夫

大田 光洋

白河 和也

大田 敏朗

青木  透

佐藤 新一

森   敏

小泉  仁

田原  恵

北原 万里

九山 有紀

北原 万里

佐藤恵美子

祢津ひかる

竹節佐貴子

小   海

小   海

岡 谷 東

野 沢 北

岡 谷 東

白  馬

飯 山 Jヒ

白   馬

中 野 実 業

中 野 実 業

白  馬

白   馬

白   馬

飯 山 北

飯 山 北

飯 山 北

飯 山 南

白   馬

白  馬

白   馬

白   馬

中 野 実 業

飯 山 北

中 野 実 業

中 野 実 業

女子1500m

女子30∞ m

女子31X10m

女子2000mリ レー

女子2∞Omリ レー

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子ジャイアントスラローム

男子ジャイアントスラローム

男子スラローム

男子15bク ロスカントリー

男子15bタ ロスカントリー

男子15bク ロスカントリー

男子コンバインド

男子コンバインド

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子スラローム

女子スラローム

女子 5bタ ロスカントリー

女子 5bク ロスカントリー

女子 5hク ロスカントリー

女子 リレー

7位

2位

8位

5位

7位

4位

5位

1位

4位

3位

8位

5位

3位

5位

8位

5位

7位

2位

3位

1位

4位

2位

6位

7位

4位

2 '20'37

4 .53.32

5 ' 12・ 09

3 .00'35

3 .04'77

1 .20'93

1 .23・ 08

1 .42'11

43.21.3

43'278

44.00'0

364,436

355,111

1 .02.59

1 .02・ 90

1 .36'49

1 .38・ 55

15'387

16.00'4

16.11.6

42.52・ 2

ス キ ー

清

晃

次

枝

子

枝

子

香

淳

亮

三

裕

三

裕

美

屋

原

藤

原

地

原

地

取

土

篠

遠

上

菊

上

菊

名

富井 剛志

大田 光洋

望月  彰

森  五月

佐藤 新一

森   敏

河野 大輔

富井  彦

上野  隆

九山 有紀

切久保深雪

切久保深雪

九山 有紀

田原  恵

佐藤恵美子

中村 由紀

軽 井 沢

小   海

佐   久

諏 訪 清 陵

岡 谷 東

諏 訪 清 陵

岡 谷 東

佐   久

岡 谷 東

佐   久

下高井農林

飯 山 北

白  馬

中 野 実 業

飯 山 南

白   馬

中 野 実 業

下高井農林

飯 山 北

飯 山 北

下高井農林

下高井農林

飯 山 北

白   馬

白   馬

自   馬

白   馬

白   馬

中 野 実 業

白  馬

中 野 実 業

男子5000m

男子laXXl m

男子llXXXl m

女子1500m

女子1500m

女子HXXl m

女子3∞Om
女子3000m

女子2000mリ レー

女子201e mリ レー

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子ジャイアントスラローム

男子ジャイアントスラローム

男子ジャイアントスラローム

男子スラローム

男子15hク ロスカントリー

男子コンバインド

男子コンパインド

男子コンバインド

男子ヨンバインド

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子スラローム

女子スラローム

女子スラローム

女子クロスカントリー5h
女子クロスカントリー5b
女子 リレー

8位

3位

4位

4位

8位

3位

4位

7位

5位

7位

4位

5位

1位

7位

2位

3位

5位

4位

7位

1位

4位

5位

7位

6位

8位

1位

3位

4位

1位

4位

5位

7

11

11

2

2

4

4

5

3

3

.39'40

5'21'96

5.22.66
. 18.54

'22.45

.48'72

.59'14

.03・
07

.03'66

.06.85

1 '23・ 03

1 '29・ 41

1 .30'82

1 .28'42

45'38'4

416,80

381,04

377,95

367,49

1 . 10・ 61

1 .11・ 83

1 .25・ 53

1 .26・ 35

1 .26・ 49

16.27・ 0

16.57・ 3

40.22・ 5

平成元年度

21'73

1 .52'63

14'48

511183

212,5

1.Og 35

1 .23'19

1 
°
 1310

2 '08・ 04

7 '37.44

7 '38.54

男子200m
男子800m
男子110mH

女子走幅跳

女子個人

男子60kg

1000mタ イムトライアル

男子個人サープル

女子学校対抗フルーレ

101XIInタ イムトライアル

ロー ド

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子15110m

男子5111Xl m

男子5000m

弓   道

ウエイトリフティング

自 転 車

フェンシング

定   通

自 転  車

ス ケ ー ト

中津 敦喜

大沢 康宏

青木 理佳

清水  幸

伊藤 三枝

永井 真樹

塩原 正長

唐沢 一寿

吉沢 隆幸

吉沢 隆幸

黒沢  誠

遠藤 亮次

篠原 淳晃

飯   田

長 野 日大

中 野 西

野 沢 南

長 野 吉 田

篠 ノ 井

松 本 工 業

箕 輪 工 業

伊 那 北

小 諸 商 業

小 諸 商 業

佐   久

岡 谷 東

諏 訪 清 陵

佐   久

佐   久

佐   久

小   海

5位

5位

1位

6位

1位

5位

2位

4位
ペス ト8

5位

6位

7位

6位

7位

8位

8位

5位

7位

平成 2年度

陸 上

柔 道

ハレーボール

弓  道

水   泳

漕   艇

空 手 道

相沢 伸也

小柳 和朗

堀内 宗和

堀内 宗和

南雲 智則

山岸 智二

今井 文明

石坂いづみ

朝倉美奈子

野 沢 北

中 野 実 業

篠 ノ 井

篠 ノ 井

松 本 第 一

更 級 農 業

岡 谷 工 業

岡 谷 工 業

長 野 日大

岡 谷 南

坂   城

男子400mH

走高跳

走高跳

三段跳

男子個人軽量級

男子個人重量級

男子

男子個人

女子200m平泳

男子舵手付きフォフ

女子個人型

2位

4位

6位

6位

5位

2位

2位

3位

8位

2位

3位

52'77

2m15
21n12

14■ 94

2'45'30

3 '19'46

ω
ω
鱗

上陸



％
％
Ｑ 定   通

自 転 車

ス ケ ー ト

ス キ  ー

吉沢 隆幸

誠

靖司

誠

弘幸

淳晃

健一

市川もとよ

清水 美映

清水 美映

沢

山

沢

明

原

沼

黒

向

黒

野

篠

赤

山本  治

猪又  誠

山本  治

堀米 光男

神津 正昭

畔上 大地

堀米 光男

上野 信吾

山田 和由

富田  彦

山田 和由

上野 信吾

切久保深雪

切久保深雪

佐藤 雪野

中村 由紀

中村 由紀

小 諸 商 業

佐   久

松 本 深 志

岡 谷 東

佐   久

佐   久

佐   久

岡 谷 南

小   海

佐   久

佐   久

小   海

軽 井 沢

松 本 深 志

松 本 深 志

岡 谷 東

佐   久

中 野 実 業

白   馬

白   馬

中 野 実 業

中 野 西

白   馬

中 野 西

中 野 実 業

中 野 実 業

飯 山 北

中 野 実 業

飯 山 北

白   馬

下高井農林

白   馬

飯 山 北

白   馬

白   馬

中 野 実 業

白   馬

自   馬

中 野 実 業

白   馬

ll100 mタ ィム トライアル

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子10110m

男子1500m

男子1500m

男子5000m

男子50∞ m

男子llll100 m

男子21X10mリ レー

男子21KXl mリ レー

女子500 m

女子1500m

女子3mXl m

女子201D mリ レー

女子2000mリ レー

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子大回転

男子大回転

男子スラローム

男子15bク ロスカントリータラシカル

男子15k■lタ ロスカントリータランカル

男子15hタ ロスカントリークラシカル

男子15hタ ロスカントリーフリー

男子スペシャルジャンプ

男子スペシャルジャンプ

男子コンバインド

男子コンバインド

男子コンバインド

女子ジャイアントスラローム

女子スラローム

女ヨF5bタ ロスカントリークランカル

女1● 5hク ロスカントリークラツカル

女子10bク ロスカントリーフリー

女子 リレー

女子 リレー

2位

3位

5位

7位

7位

4位

5位

3位

6位

7位

3位

5位

8位

1位

1位

4位

5位

4位

8位

2位

5位

6位

8位

3位

1位

4位

7位

6位

5位

8位

1位

2位

8位

1位

1位

4位

8位

4位

4位

5位

1 .22.10

1 '22'05

2 '04'75

2 .05.50

7 . 19'94

7 .29'99

15'47.29

2 '41'45

2 .42'78

43・ 74

2 . 12・ 94

4 .56.17

3 '01.24

3 .01.52

1 10・ 15

1 . 10.33

1 .44'64

43'42'9

44.28・ 6

45.05'3

42 16'2

141,1

134,5

208,5 45.49

199,7 45・ 05

195,9 49'23

1 '05・ 14

1 .31'92

17.22.8

17'37・ 6

33.06.0

4745'5

47 46・ 4

平成 3年度

陸   上

弓  道

l●   艇

ウエイトリフティング

フェンシング

空 手 道

定   通

柔   道

ス ケ ー ト

キ

本田 速人

三浦  理

小松 正彦

清沢 英彦

木下 進一

朝倉美奈子

僚原浩一郎

小平 昇―

黒岩  誠

吉岡 豊文

日向  功

野明 弘幸

田中 慎也

原  巨樹

野明 弘幸

田中 慎也

篠原 淳晃

官木 大吾

田中 千景

市川もとよ

清水 美映

降旗 克子

清水 美映

降旗 克子

猪又 誠

人

輝

直

芳

浦

村

山

岡

中 野 実 業

中 野 実 業

岡 谷 南

小   海

松 本 深 志

佐   久

小   海

諏 訪 二 葉

佐   久

岡 谷 南

小   海

岡 谷 南

東 海 第 二

佐   久

岡 谷 南

東 海 第 三

小   海

岡 谷 南

小   海

佐   久

岡 谷 南

岡 谷 東

軽 井 沢

松 本 深 志

大 町 北

松 本 深 志

大 町 北

佐   久

東 海 第 二

中 野 実 業

飯 山 北

下高井農林

白   馬

白  馬

中 野 実 業

白  馬

南

井

穂

子

南

南

園

北

城

沢

ノ

　

け

谷

谷

耐

那

野

篠

赤

飯

岡

岡

松

伊

坂

男子4∞mH
男子ハンマー投

男子個人

女子団体

男子舵手付きフォフ

男子ダブルスカル

男子82kg

男子サープル

女子個人型

男子個人重量級

男子個人中量級

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子500m
男子51Xl m

男子llX10 m

男子1000m

男子1000m

男子1500m

男子1500m

男子1500m

男子501D m

男子5000m

男子10000m

男子10000m

男子2000mリ レー

男子2000mリ レー

男子2000mリ レー

女子500m
女子500m
女子1500m

女子1500m

女子3000m

女子3000m

女子2000mリ レー

女子21100mリ レー

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子ジャイアントスラローム

3位

4位

4位

1位

3位

5位

7位

2位

3位

ペス ト,

1位

2位

4位

6位

8位

2位

7位

4位

6位

7位

2位

3位

5位

2位

7位

5位

8位

3位

6位

7位

7位

8位

5位

8位

1位

5位

6位

7位

1位

2位

4位

7位

2位

4位

7位

52'08

571n64

28・ 84

3.2884
3 .39'10

235,0

38・ 33

38'91

1 . 17.84

1.18'71

1 '18・ 77

1 '59・ 90

2 .00'08

2 .01'88

7  22'73

7 .27.65

15.33'61

15'39'17

2 '35・ 87

2 '37・ 78

2 '37.87

43'73

43・ 90

2 .12.67

2 '16.58

4 .47.49

4 '49・ 71

3 .00・ 23

3 .05'07

1.16.84



駆
甥
酬
効
酬
溺
淮
筋
彦
婚
彦
醐
誌
肝
猜

御
継
樽
胆
祥
継
朝
伽
誹
断
餅
餅
朝
制
献
切久保深雪

坂口奈津実

切久保深雪

竹節 恭江

佐藤 雪野

中村 由糸己

中村 由紀

佐藤 雪野

男子スラローム

男子15k● クロスカントリータランカル

男子15bク ロスカントリータランカル

男子15hク ロスカントリータランカル

男子15bク ロスカントリーフリー

男子15bク ロスカントリーフリー

男子15bタ ロスカントリーフリー

男子スペシャルジャンプ

男子スペシャルジャンプ

男子スペシャルジャンプ

男子コンパインド

男子コンバインド

男子コンバインド

男子コンバインド

男子コンバインド

男子 リレー

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子スラローム

女子スラローム

女子 5hタ ロスカントリータラツカル

女ヨト5hタ ロスカントリータランカル

女子10bク ロスカントリーフリー

女子10bタ ロスカントリーフリー

女子 リレー

女子 リレー

女子 リレー

7位

1位

2位

3位

1位

2位

6位

1位

3位

6位

1位

2位

5位

6位

7位

1位

5位

7位

1位

8位

4位

8位

2位

7位

4位

7位

8位

1 .24.31

41'59'6

43.25.5

43267
38.12.8

3822・ 0

40.12'6

206,9

195,7

177,3

216,0 42・ 05

184,3 41.57

177,9 44.59

116.238.42

150,4 42・ 33

1 '52・ 41

1 .10.42

1.lσ 54

1 .19'57

1 '22.36

16.24'3

1652'6

30181
30.54'0

51.36・ 6

52.10'9

52175

中 野 実 業

中 野 実 業

中 野 実 業

飯 山 北

中 野 実 業

中 野 実 業

白  馬

飯 山 北

下高井農林

飯 山 北

下高井農林

飯 山 北

白   馬

下高井農林

飯 山 南

中 野 実 業

白   馬

中 野 実 業

白   馬

長 野 日大

中 野 実 業

白   馬

白   馬

中 野 実 業

白   馬

中 野 実 業

飯 山 北

ス ケ ー ト

キ

五味 一志

篠原浩一郎

篠原浩―郎

五味 一志

日向  功

野明 弘幸

田中 慎也

日向  功

野明 弘幸

高見沢敬二

高見沢敬二

長岡創―郎

土屋和花子

荒崎 江美

上原 千聖

佐々木志保

土屋和花子

清水 美映

降旗 克子

三浦美枝子

清水 美映

降旗 克子

哲

司

広

哲

彦

男

広

貴

高

　

典

光

知

沢

桐

田

平

沢

米

深

片

竹

下

塩

堀

森

小   海

岡 谷 南

東 海 第 二

松 本 深 志

野 沢 北

大 町 北

佐   久

東 海 第 二

小   海

小   海

東 海 第 二

小   海

岡 谷 南

東 海 第 二

小   海

岡 谷 南

小   海

小   海

野 沢 北

諏 訪 二 葉

佐   久

東 海 第 二

野 沢 北

佐   久

軽 井 沢

佐   久

野 沢 北

松 本 深 志

大 町 北

岡 谷 東

松 本 深 志

大 町 北

佐   久

東 海 第 二

野 沢 北

中 野 実 業

飯 山 南

白   馬

下高井農林

飯 山 北

白  馬

飯 山 南

中 野 実 業

上   田

白   馬

中 野 実 業

下高井農林

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子5∞ m

男子5∞ m

男子llDll m

男子10∞ m

男子1000m

男子1500m

男子1500m

男子1500m

男子5000m

男子∞∞ m

男子lln10 m

男子llX100 m

男子20011mリ レー

男子201Xl mリ レー

男子2000mリ レー

女子500m
女子5∞ m

女子5∞ m

女子1000m

女子1000m

女子1500m

女子1500m

女子1500m

女子3000m

女子3000m

女子20110■ リレー

女子20110mリ レー

女子2000mリ レー

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

男子ジャイアントスラローム

男子ジャイアントスラローム

男子スラローム

男子スラローム

男子スラローム

男子15k● タロスカントリータラツカル

男子15bタ ロスカントリータランカル

3位

6位

7位

5位

6位

7位

8位

7位

8位

3位

7位

8位

2位

3位

5位

4位

5位

4位

5位

5位

6位

7位

4位

6位

7位

6位

7位

1位

3位

8位

1位

3位

4位

6位

7位

1位

2位

3位

4位

6位

3位

6位

2位

3位

6位

1位

2位

39.57

39'71

1 .20'36

1 .20'72

1 .20'88

2 '02.33

2 '03・ 66

2 .05'21

7 .26・ 59

7.2739
15'33・ 64

15'39'50

2 '39'25

2'3σ 53

2 .40.62

44'01

44・ 38

45'08

1 .31.80

1 '32'37

2'13・ 31

2 '19'04

2 .23・ 33

4 .44'19

4.4883
3'01'19

3 '04.11

3 '04'96

1 .51・ 65

1 .52・ 19

1 '49・ 40

1 .49'94

1 .51・ 36

43'09'9

44'28・ 2

平成 4年度

陸   上

バレーボール

体   操

道

艇

弓

漕

道

通

手空

定

道柔

一志  学

山本 晴美

中嶋 真弓

中嶋 真弓

中嶋 真弓

岩井 涼子

竹花 匡史

杉山 裕美

岡村

池 田 工 業

長 野 南

岡 谷 工 業

文 大 長 野

文 大 長 野

文 大 長 野

文 大 長 野

文 大 長 野

屋   代

岡 谷 南

岡 谷 南

諏 訪 清 陵

岡 谷 南

松 本 深 志

中 野 実 業

男子800m
女子やり投

男子

女子団体総合

女子個人総合

女子個人眺馬

女子個人ゆか

女子個人ゆか

男子個人

男子舵手付きフォア

男子ダブルスカル

女子舵手付きフォア

女子ダブルスカル

女子個人型

男子中量級

5位

4位

2位

4位

7位

5位

3位

4位

2位

1位

6位

3位

4位

7位

1位

1 '53・ 94

471n30

3 '20'01

3 '38.61

3 '46.59

3 '59・ 30

５５

００

８５

８５

８０

ω
ω
ヽ



％
ω
∞ 久保田 裕

神津 正昭

久保田 貴

神津 正昭

堀米 光男

森  知弘

中村 洋隆

久保田 裕

小松 直輝

杉山 恵亮

中村 幸志

河野 智海

佐藤 正彦

市川 雄一

中村 幸志

佐藤 信義

高沢 公治

山本 哲也

松田美登里

坂口奈津実

宮田 苗帆

松田美登里

西澤美智子

石井 文香

水野小百合

平野 正美

佐藤 雪野

飯 山 北

中 野 実 業

飯 山 南

中野 実 業

中 野 実 業

下高井農林

白   馬

飯 山 ゴヒ

飯 山 南

飯 山 北

白   馬

下高井農林

飯 山 南

下高井農林

白   馬

長 野 口大

飯 山 南

白   馬

中 野 実 業

飯 山 南

下高井農林

白   `馬
中 野 実 業

白   馬

白   馬

中 野 実 業

飯 山 南

飯 山 北

飯 山 Jヒ

中 野 実 業

飯 山 北

白   馬

塚田 英彦

西沢 洋務

日向 健太

保坂真理子

竹花

石田

杉山 裕美

笠原 鉄平

和田志乃舞

海藤

仲井

男子15bタ ロスカントリータランカル

男子15hク ロスカントリータラツカル

男子15hク rlス カントリークランカル

男子15klnク ロスカントリーフリー

男子15bタ ロスカントリーフリー

男子15bク ロスカントリーフリー

男子15bク ロスカントリーフリー

男子15bク ロスカントリーフリー

男子15hク ロスカントリーフリー

男子スペシャルジャンプ

男子スペシャルジャンプ

男子スペシャルジャンプ

男子コンパインド

男子コンパインド

男子コンバインド

男子コンパインド

男子コンバインド

男子コンバインド

男子 リレー

男子 リレー

男子 リレー

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子スラローム

女子スラローム

女子 5k● クロスンカントリークラツカル

女子10hク ロスンカントリーフリー

女]=10bク ロスンカントリーフリー

女子10bタ ロスンカントリーフリー

女ヨ■10k● タロスンカントリーフリー

女子 リレー

女子リレー

3位

4位
7位

1位

2位

4位

5位

6位

7位

3位

5位

7位

2位

3位

4位

5位

6位

8位
1位

2位

5位

2位

6位

3位

6位

8位
2位

6位

7位

8位

1位

8位

18. 13・ 3

30'20'8

31.04'1

31'18.1

3r19'7

50.53・ 3

52'33・ 8

44.31・ 6

44.57・ 3

45'49'0

36.29'7

3717'7

38' 15・ 5

38. 15・ 8

39.15'7

39'25'0

193,5

170,2

164,9

200,5 44.49

164,6 40'50

201,5 44.59

174,1 43・ 35

187,6 45'17

208,4 47.43

ス ケ ー ト

キ

篠原裕太郎

官川 洋平

官川 洋平

篠原裕太郎

田中 慎也

田中 慎也

鶴田 重樹

伊藤 大理

官坂 源亮

市村  雅

官木 大吾

中島 昇秀

竹淵 貴願

官木 大吾

中島 昇秀

清水 秀俊

土屋和花子

上原 子聖

土屋和花子

竹田 久美

上原 千聖

土橋 貴子

三浦美校子

小泉  意

小林 亜弥

土橋 貴子

小林 亜弥

片 桐 貴 司

久

三

南

久

北

三

久

久

久

久

三

二

久

葉

三

北

南

久

三

南

久

志

久

三

海

北

沢

北

三

沢

久

東

京

三

久

三

久

三

沢

業

南

馬

北

南

業

大

南

諄

谷

　

沢

鴻

　

　

　

湖

鴻

　

に

諄

沢

谷

　

鴻

谷

　

梓

　

麟

　

沢

井

沢

鴻

井

　

谷

谷

赫

　

湖

　

麟

井

難

山

　

山

山

穀

珈

山

佐

東

岡

佐

野

東

佐

佐

佐

佐

東

東

佐

諏

東

野

岡

佐

東

岡

佐

松

佐

東

小

野

軽

野

東

軽

佐

岡

岡

東

佐

東

佐

東

軽

中

飯

白

飯

飯

中

長

飯

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子51Xl m

男子500m
男子1000m

男子101Xl m

男子1000m

男子1500m

男子1500m

男子1500m

男子1500m

男子151Xl m

男子5000m

男子5000m

男子5000m

男子1∞00m
男子10000m

男子1∞00m
男子2000mリ レー

男子2∞Omリ レー

男子2∞Omリ レー

女子5110m

女子500m
女子1000m

女子1000m

女子1000m

女子1500m

女子1500昴

女子1500m

女子1500m

女子3000m

女子3000m

女子2000mリ レー

女子2000mリ レー

女子2000mリ レー

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子ジャイアントスラローム

1位

5位

7位

4位

6位

8位

2位

6位

1位

3位

4位

2位

4位

5位

6位

8位

2位

4位

6位

2位

3位

8位

2位

6位

8位

3位

5位

1位

3位

4位

3位

5位

7位

8位

6位

8位

3位

4位

7位

1位

3位

5位

6位

3位

4位

6位

8位

38'90

39・ 41

1.18・ 21

1 ' 19'09

1 . 19・ 10

2 .02・ 98

2 '03・ 57

2 .05'88

2 .l16・ 21

2 .08・ 90

7 .21'89

7 .31'35

7 .31.59

15'35'34

15'44・ 54

16'07'90

2 '34.80

2 .38.47

2 .39・ 09

43.01

44.25

1 .27・ 19

1 .30・ 81

1 '31・ 35

2 ' 15'90

2 '17.22

2'19'01

2.19・ 01

4 '52.33

4 .57.11

2 '56.00

2 .56.38

3 '00.84

1 45・ 82

平成 5年度

水   泳

レス リング

空  手 道

ボ タシング

定   通

卓   球

上 田 東

東 海 第 二

岩 村 田

伊 那 西

上 田 西

上 田 西

松 本 深 志

松 商 学 園

屋   代

丸 子 実 業

飯 田 長 姫

男子400m
男子1500m

男子円盤投

女子200m背泳

男子54kg級

男子63kg級

女子個人型

男子個人組手

女子個人組手

モスキー ト級

女子個人

3位

8位

8位

8位
ベス ト8

ベス ト8

2位
ペス ト8

ベス ト8

3位

3位

46.98

3 .52'77

46m16

2  20'47



木谷 逸郎

中村  浩

黒岩 拓吾

片塩  崇

佐藤  威

高橋幸一郎

竹節 竜二

佐藤  威

中村 幸志

佐藤 武留

田村 暢康

関  勇樹

大久保 優

田中加芳子

関  理奈

大口奈津実

大口奈津実

宮本 由紀

石井 文香

白   馬

中 野 実 業

中 野 実 業

飯 山 北

中 野 実 業

飯 山 南

中 野 実 業

中 野 実 業

白   馬

東   部

白   馬

飯 山 南

中 野 実 業

飯 山 南

飯 山 南

長 野 日大

長 野 日大

中 野 実 業

中 野 実 業

飯 山 南

飯 山 南

中 野 実 業

飯 山 北

男子スラローム

男子10bタ ロスカントリークラツカル

男子10bタ ロスカントリータラツカル

男子10LIBタ ロスカントリークランカル

男子10bタ ロスカントリータラツカル

男子15bク ロスカントリーフリー

男子15bク ロスカントリーフリー

男子15bタ ロスカントリーフリー

男子コンバインド

男子コンパインド

男子コンバインド

男子コンバインド

男子クロスリレー

男子クロスリレー

女子スラローム

女子スラローム

女子スラローム

女子 5bク ロスカントリータラツカル

女子10L● タロスカントリーフリー

女子10bタ ロスカントリーフリー

女子10bク ロスカントリーフリー

女子クロスリレー

女子クロスリレー

5位

4位

5位

7位

8位

1位

2位

4位

3位

5位

7位

8位

1位

3位

2位

3位

5位

2位

6位

7位

6位

1位

2位

1 '36・ 14

28.363

28'45・ 7

28.53'7

2858'1

38.05・ 3

38.31'7

3846・ 4

191,3 42.20

173,0 41.55

173,4 42.07

147,1 40'23

2 .04'30

2 .16.16

1 .35'05

1 '35'70

1 .35・ 97

15.42'6

31.09'9

31.12・ 8

31.32・ 1

482σ 7

49'23・ 8

今井 裕介

宮川 洋平

伊藤 大理

中島 昇秀

長岡創一郎

米倉 大介

中島 昇秀

米倉 大介

上原 子聖

上原 千聖

小泉  恵

安田 有希

外ノ池亜希

三浦美枝子

西村  斉

木谷 逸郎

宮崎  優

島田 武彦

高精幸一郎

大山 勝広

島田 武彦

大山 勝広

湯本 竜也

児玉 勝成

佐藤 武留

田原 温子

関  理奈

大口奈津美

堀米 千恵

大口奈津美

宮本 由紀

佐   久

諏 訪 二 葉

佐   久

岡 谷 南

野 沢 北

佐   久

野 沢 北

佐   久

東 海 第 二

軽 井 沢

軽 井 沢

岡 谷 南

東 海 第 三

東 海 第 二

岡 谷 東

京 海 第 二

佐   久

飯 山 南

中 野 実 業

飯 山 南

中野 実 業

白   馬

白   馬

飯 山 北

飯 山 南

飯 山 南

中 野 実 業

飯 山 南

中野 実 業

下高井農林

中 野 実 業

東   部

飯 山 南

中 野 実 業

飯 山 南

長 野 日大

中 野 実 業

飯 山 南

中 野 実 業

飯 山 南

中 野 実 業

飯 山 南

1位

2位

5位

2位

3位

6位

4位

5位

4位

7位

7位

3位

5位

6位

1位

2位

3位

4位

1位

5位

3位

4位

4位

2位

1位

5位

7位

8位

1位

2位

4位

1位

1位

7位

6位

7位

2位

2位

3位

6位

1位

2位

7 '33.48

7 .40.40

15.26.07

15'26.53

2 .37.92

2 .40'31

43'71

1 .28'08

1 .28'98

1 '29'35

2 .16'77

2 '18・ 69

2 .59・ 48

3 .00'15

2 '01・ 42

1'2730
217,8

29'42・ 6

30.00'0

30.20'8

3807.6

39'29'6

3930.0

39'58.8

182,3 45.05

1 '45′ 43

1 150.34

2 ' 15・ 06

1 '28.92

1724.8

2921.5

29'45・ 8

30. 12.8

46'08'0

46.08.8

ス キ ー

男子1500m

男子1500コ

男子1500■

男子5000m

男子5000m

男子51u m

男子ll■00m
男子ll1000 m

男子21XXl mリ レー

男子2000mリ レー

女子500 m

女子10alm

女子1000m

女子1000m

女子151111m

女子1500m

女子2000mリ レー

女子2000mリ レー

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子ジャイアントスラローム

男子スラローム

男子スペシャルジャンプ

男子10bタ ロスカントリータランカル

男子10hク ロスカントリータラツカル

男F101● タロスカントリータランカル

男子15hク ロスカントリーフリー

男子15k● クロスカントリーフリー

男子15hタ ロスカントリーフリー

男子15hク ロスカントリーフリー

男子コンパインド

男子タロスリレー

男子タロスリレー

女子ジャイアントスラローム

女子スラローム

女子 5hタ ロスカントリータラツカル

女子10hク ロスカントリーフリー

女子10hク ロスカントリーフリー

女子10hク ロスカントリーフリー

女子クロスリレー

女子クロスリレー

平成 6年年度

上陸

柔   道

弓   道

水   泳

レス リング

漕   艇

フェンシング

ス ケ ー ト

帯刀 秀幸

伊藤 健一

石川 千年

日下部恵理

上原 英樹

中山 三雄

長尾真樹子

保坂真理子

竹花

石田

田守

大槻 高範

今井 裕介

伊藤 大理

市村  雅

小須田典之

大   町

飯   田

篠 ノ 井

東 海 第 二

東 海 第 二

中 野 実 業

諏 訪 二 葉

伊 那 西

上 田 西

上 田 西

上 田 西

岡 谷 南

伊 那 ヨヒ

佐   久

東 海 第 二

軽 井 沢

佐   久

諏 訪 二 葉

野 沢 北

小   海

男子1500m

男子走幅跳

男子ハンマー投

女子400m
男子軽中量級

男子軽重量級

女子個人

女子200m背泳

男子58kg級

男子63kg級

男子74kg級

男子ダブルスカル

男子サープル個人

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子500m
男子1000m

男子10Clll m

男子1000m

6位

8位

6位

5位

3位

3位

4位

7位

1位

2位

3位

4位

4位

1位

4位

7位

1位

2位

6位

7位

3 .48'92

7 m36

54m86

56'07

2 .20'46

3 .49・ 25

38'27

1 '18・ 79

1.19・ 41

1 .21'16“
ω
も



a  ェ生竺三

ス キ ー

遠藤 弘恵

外ノ池亜希

安田 有紀

竹ノ内由香

土橋 貴子

土橋 貴子

竹ノ内由香

安田 有紀

田原 温子

柿坂 理沙

小林 治美

嶺村 聖佳

流石久美子

大口奈津美

大口奈津美

純

斉

治

留

典

誠

貴

介

一
介

義

武

憲

　

和

慎

慎

俊

崎

村

田

藤

尾

木

屋

沢

崎

村

山

西

池

佐

官

正

土

横

山

駒

佐 久 長 聖

東 海 第 二

東 海 第 三

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

東 海 第 三

東 海 第 二

佐 久 長 聖

軽 井 沢

白   馬

飯 山 南

中野 実 業

飯 山 南

白   馬

白   馬

飯 山 南

東   部

白   馬

下高井農林

飯 山 南

白   馬

飯 山 北

飯 山 南

飯 山 南

中 野 実 業

白   馬

飯 山 南

長 野 日大

飯 山 南

白   馬

上田染谷丘

中 野 実 業

中 野 実 業

中 野 実 業

女子101111m

女子1500m

女子1500m

女子1500m

女子1500m

女子3∞Om
女子3∞Om

女子3000m

女子2000mリ レー

女子2000mリ レー

女子201Xl mリ レー

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子ジャイアントスラローム

男子ジャイアントスラローム

男子スペシャルジャンプ

男子スペシャルジャンプ

男子コンバインド

男子コンバインド

男子コンバインド

男子コンバインド

男子コンバインド

男子15bク ロスカントリーフリー

男子タロスリレー

男子クロスリレー

男子タロスリレー

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子スラローム

女子スラローム

女月15hタ ロスカントリークランカル

女子10hク ロスカントリーフリー

女子タロスリレー

7位

1位

4位

5位

8位

1位

4位

6位

4位

5位

8位

2位

4位

3位

5位

3位

4位

5位

6位

1位

2位

3位

4位

8位

3位

3位

4位

5位

2位

5位

6位

5位

7位

4位

1位

4位

1 .27.50

2 '07.88

2 ' 12.68

2'13・ 31

2 . 14'66

4 '38・ 85

4 '44・ 45

4 .46・ 74

2 .50'81

2 '53.24

2 '55.09

1 .58・ 18

1 .58.56

204,9

201,6

184,1 41.52

171,8 40 48

183,0 42 02

192,5 43.30

168,0 41'49

40.21・ 0

2 .02.29

2 .03'24

2 .03'47

2 .07・ 76

2  07・ 94

2 .09'17

1 .40・ 02

1.41・ 18

14.54'9

30.18・ 6

46′ 10・ 0

ス

道

泳

ニテ

弓

水

レスリング

漕   艇

フェンシング

定   通

陸   上

ス ケ ー ト

清水  悟

黒岩 晃弘

清水  悟

丹下 智幸

保坂真理子

塚田

佐原

佐原

岩本

大槻 高範

市川  雅

小須田典之

土屋 陽一

菊地 裕暁

今井 裕介

小須田典之

市村  雅

今井 裕介

中島 昇秀

平田 浩一

篠原 祐剛

米倉 大介

中島 昇秀

米倉 大介

篠原 裕剛

平田 浩一

新谷志保美

野明 純香

外ノ池亜希

新谷志保美

竹田 久美

松本筑摩夜

松本筑摩夜

佐 久 長 聖

小   海

岡 谷 南

東 海 第 二

佐 久 長 聖

伊 那 北

野 沢 北

小   海

佐 久 長 聖

小   海

佐 久 長 聖

男子H5ヒ級

男子舵手付きフォア

男子ダブルスカル

女子舵手付きフォア

女子シングルスカル

男子サープル個人

男子1500m

男子5000m

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子500m
男子500m
男子500m
男子500m
男子1000昴

男子101111m

男子1000m

男子1500m

男子1500m

男子5000m

男子5000m

'3]←

5000m

男子5000m

男子10000m

男子10000m

男子10000m

男子2011tlリ レー

男子2000リ レー

男子2000リ レー

女子500m
jこ

]乙500 m

女子1000m

女子1000m

女子1000m

ベス ト

ベス ト

2位

6位

7位

8位

7位

2位

2位

2位

5位

6位

6位

4位

4位

1位

4位

5位

3位

4位

7位

3位

5位

7位

8位

2位

6位

7位

1位

4位

2位

3位

4位

6位

2位

5位

7位

2位

3位

7位

1位

7位

1位

4位

6位

58'98

59'91

2 '08'14

2 .11'37

5 '01'42

3 .39'69

3 '33.80

4 .10'87

4 .14・ 49

4 '15'75

16.31・ 23

38.16

38.21

38・ 47

38・ 53

1 ' 14・ 98

1 .18.45

1 .18'45

1 '56.74

2 '00'61

7 .06・ 27

7 '09'24

7 '10'23

7 .13.26

14.45'08

15'05'94

15.10・ 88

2 '32.54

2 .34'06

2 '36・ 22

41.41

42'93

1 .25・ 09

1 .26.19

1.2736
|

平成 8年度

上

道

　

操

道

泳

体

陸

柔

　

新

弓

水

山崎久美子

百瀬

下条

早田

黒岩

渡

　

光

重

弘

貴

和

晃

野 沢 北

松 本 第 一

松 本 第 一

伊那弥生丘

松   代

田   川

佐 久 長 聖

女子走幅跳

男子団体

男子中量級

女子団体

男子個人

,37100 m′くタ

男子211Cl m背 泳

4位
ベス ト8

3位

8位

7位

7位

4位

5

56.76

2 '07・ 38



レス リング

漕   艇

自 転 車

フェンシング

定   通

陸   上

ス ケ ー ト

丹下

丹下

吉澤

高橋

平井

橿 山

百瀬

原

唐沢

福 田

佐原

匡

篤 史

俊章

愛

幸

幸

智

智

誠

井出 真博

笠原 健司

清水 亮平

高見沢雅彦

井出 良直

井出 良直

篠原 泰洋

平田 浩一

平田 浩一

西山 卓哉

新谷志保美

野明 純香

大井 啓子

外ノ池亜希

遠藤 弘恵

野明 純香

安田 有希

外ノ池亜希

竹ノ内由香

安田 有希

竹ノ内由香

諏 訪 二 葉

諏 訪 二 葉

上 田 西

北佐久農業

上 田 西

上 田 西

北佐久農業

諏 訪 清 陵

松 本 工 業

松 本 工 業

伊 那 北

伊 那 北

松本筑摩夜

佐 久 長 聖

東 海 第 二

小   海

東 海 第 二

佐 久 長 聖

野 沢 北

岡 谷 工 業

岡 谷 南

小   海

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

小   海

東 海 第 二

東 海 第 二

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

小   海

東 海 第 二

伊 那 北

岡 谷 南

東 海 第 二

東 海 第 二

佐 久 長 聖

岡 谷 南

東 海 第 三

東 海 第 二

佐 久 長 聖

東 海 第 二

佐 久 長 聖

東 海 第 二

佐 久 長 聖

小   海

飯 山 南

男子200m個 人メドレー

男子41111m個 人メドレー

男子学校対抗

男子46kg級

男子50鼈級

男子54kg級

男子63kg級

女子ダブルスカル

男子スプリント

男子3000m

男子サープル個人

女子エペ個人

男子1500m

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子500m
男子500m
男子500m
男子500m
男子1000m

男子1500m

男子15∞ n

男子5000m

男子10000m

男子10000m

男子2000mリ レー

男子20∞ mリ レー

男子2000mリ レー

女子51111ロ

女子500m
女子500m
女子10∞ m

女子1000m

女子1000m

女子1500m

女子1500m

女子1500m

女子3000m

女子30110m

女子2●Xl mリ レー

女子2000mリ レー

女子2∞Omリ レー

男子学校対抗

3位

3位

3位

1位

1位

3位
ベス ト

2位

4位

8位

4位

8位

5位

1位

4位

5位

1位

4位

1位

3位

5位

6位

2位

1位

4位

3位

2位

8位

3位

5位

6位

1位

5位

6位

1位

4位

6位

1位

2位

5位

2位

3位

2位

5位

8位

1位

2 .07・ 08

4 '31.48

3'5g35
11'510

3.4ご 58

4'14・ 69

39・ 08

39'26

39'67

39'70

1 .20'24

2 .03.87

2 '04.43

7 '25'12

15.44・ 13

15′ 59・ 65

2.3753
2 .38'60

2 .39'27

43・ 08

44・ 69

44'70

1.2ざ 03

1 .31・ 01

1 .31.24

2 . 15.57

2 .16.01

2 '19'07

4′ 55・ 41

4 .57・ 23

2 .55・ 17

2.5ざ 33

3 .01・ 65

ス キ ー

也

一
介

誠

男

広

秋

修

広

介

徹

慎

慎

　

富

澄

正

　

勝

俊

瀧

崎

沢

木

丸

川

部

岸

山

村

大

山

横

正

金

横

服

山

大

駒

福島のり子

柿坂 理沙

佐藤由加里

佐藤  茜

柿坂 理沙

栗田 悦子

福島のり子

大日方純恵

大日方純恵

中 野 実 業

飯 山 南

飯 山 南

飯 山 南

白   馬

下高井農林

飯 山 南

白   馬

飯 山 南

中 野 実 業

中 野 実 業

飯 山 南

飯 山 南

中 野 実 業

自   馬

長 野 日大

中 野 実 業

飯 山 南

長 野 日大

飯 山 南

白   馬

飯 山 南

飯 山 南

中 野 実 業

飯 山 南

男子学校対抗

女子学校対抗

男子スラローム

男子コンパインド

男子コンバインド

男子コンバインド

男子15k● タロスカントリーフリー

男子15hク ロスカントリーフリー

男子15kDタ ロスカントリーフリー

男子10k● タロスカントリークランカル

男子10bタ ロスカントリータラツカル

男子10bタ ロスカントリークランカル

男子 リレー

男子 リレー

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子スラローム

女子スラローム

女子スラローム

女ヨ15hク ロスカントリータラシカル

女子10bタ ロスカントリーフリー

女子 リレー

女子 リレー

4位

3位

3位

1位

6位

7位

4位

5位

6位

3位

4位

6位

1位

2位

2位

3位

4位

8位

4位

5位

8位

7位

3位

5位

6位

39 08'0

39'14.2

39'17・ 1

27 14.8

27 22・ 0

27.28'3

1 .49.50

1 .50'41

1 '41.87

1 '41・ 97

1 .42・ 19

1 .43・ 0

1 .32・ 74

1 .33.85

1 '35'98

15.38・ 2

29 16.8

45.57.6

45.47・ 6

ω
べ
』

平成 9年度

上陸

パレーボール

新 体 操

弓  道

水   泳

レスリング

艇

事

道

通

転

手

漕

自

空

定

上陸

佐藤 清治

竹花  誠

官入 一海

下平 賢哉

阿部 和也

原  篤史

西澤智代美

訓

貴

重

秀

裕

和

木

原

田

原

藤

山

高

井

早

笠

武

九

靖之村沢

佐 久 長 聖

伊 那 北

佐 久 長 聖

飯   田

下伊那農業

岡 谷 工 業

伊那弥生丘

飯 田 工 業

岡 谷 南

飯   田

田   り11

北佐久農業

上 田 西

上 田 西

岡 谷 東

松 本 工 業

松 商 学 園

松本筑摩夜

男子1500m

男子3000mSC

男子3000mSC

男子51100mW

男子走高跳

男子

女子団体

男子団体

男子個人

男子400m自 由形

男子100mバ タフライ

男子50kg級

男子58鼈級

男子115 kg級

男子ダブルスカル

男子31X10m追 い抜き競争

男子個人型

男子1500m

1位

4位

8位

7位

3位

2位

8位

5位

3位

6位

2位
ベ ス ト8

8

8

ト

ペス ト

5位

7位

6位

3位

3 .49'98

9 '01.65

9 .04'36

22'52'30

2 ■06

4 .07.37

56.15

4 .03・ 02

3 .46.31

4 '15'87



ω
へ
嗚

ス ケ ー ト

村 沢 靖之

清水 亮平

高見沢雅彦

鈴木  智

野本  繁

清水 亮平

柳沢 一寿

官川 亮佑

篠原 泰洋

小澤 晴樹

野本  繁

篠原 泰洋

菊池 千年

菊池 千年

新谷志保美

栗林美奈子

上原 寿香

栗林美奈子

松本筑摩夜

小   海

東 海 第 三

岡 谷 南

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

岡 谷 南

小   海

佐 久 長 聖

小   海

岡 谷 南

東 海 第 二

佐 久 長 聖

小   海

東 海 第 二

小   海

小   海

小   海

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

小   海

東 海 第 二

岡 谷 南

伊 那 北

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

男子5000m

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

男子500m
男子500m
男子500m
男子1∞Om

男子llX10 m

男子101111m

男子1000m

男子1500m

男子1500m

男子1500m

男子5000m

男子5000m

男子10000m

男子2000mリ

男子2000mリ

男子2000mリ

男子2000mリ

女子500m
女子500m
女子500m
女子1000m

6位

2位

4位

5位

6位

2位

5位

6位

7位

1位

3位

5位

6位

2位

3位

4位

5位

7位

5位

1位

3位

5位

6位

4位

5位

6位

2位

6 '00'13

38.17

38.37

38'48

1 '18.44

1 . 19.20

1 '19・ 93

1 '20・ 21

2 '00・ 11

2 '00・ 15

2 '00・ 50

7.18・ 81

7 .22'90

15.02・ 32

2 '35'20

2'3788
2 '38・ 22

2 '38'88

42・ 22

42.27

42・ 32

1 .26・ 51

ス キ ー

上原 寿香

大木 房実

行ノ内由香

竹ノ内由香

栄二

慶大

岳二

博史

修

柿崎 理沙

福島のり子

山崎 有可

古畑 奈美

山崎 有可

竹節 香織

大日方純恵

大日方純恵

木

崎

澤

田

岸

正

梅

官

常

山

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

軽 井 沢

小   海

飯 山 南

中 野 実 業

飯 山 南

中 野 実 業

下高井農林

大   町

白   馬

飯 山 南

中 野 実 業

飯 山 南

中 野 実 業

白   馬

長 野 日大

中 野 実 業

中 野 実 業

中 野 実 業

長 野 日大

飯 山 南

飯 山 南

飯 山 南

女子101111m

女子1500m

女子1500m

女子3u10m

女子2ulll● リレー

女子2●Xl mリ レー

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子コンバインド

男子スペシャルジャンプ

男子スペシャルジャンプ

男子スペシャルジャンプ

男子10kllタ ロスカントリータラシカル

男子 リレー

男子 リレー

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子ジャイアントスラローム

女子スラローム

女子スラローム

女子 5 kDク ロスカントリータラツカル

女子10hク ロスカントリーフリー

女子 リレー

4位

2位

8位

6位

5位

7位

6位

7位

7位

8位

4位

3位

4位

7位

1位

1位

6位

2位

5位

6位

7位

4位

7位

7位

4位

4位

1 . 28.60

2 ' 16.36

2 .20.02

4 .51・ 66

2 .57・ 88

2 .58.84

30'11'1

1 .56'02

1 .5754

1 '36・ 28

1 '37・ 10

1 '37・ 37

1 '37.63

1 '35'80

1 .37.16

17.33'7

32'30'3

52.10・ 6

北 信 越 高 等 学 校 体 育 大 会 記 録
(ベ ス ト4以上)―昭和62年度～平成 9年度―

男子走高跳

男子棒高眺

男子走幅跳

男子円盤投

男子501XlmW

女子41111m

女子3000m

女子走高跳

女子走高跳

女子走巾跳

男子個人重量級

男子個人軽重量級

女子団体

男子団体

女子団体

昭和62年度

種 H 氏   名 学  校  名 成 績 お よ び 記 録

陸 上

北村 和久

市川 正道

中津 敦喜

臼田 正幸

臼田 正幸

野溝 幸弘

根橋  充

加藤 和行

山崎  茂

長 野 中 央

皐   月

長 野 中 央

松 商 学 園

飯   田

望   月

望   月

赤   穂

上伊那農業

大   町

岩 村 田

長 野 中 央

男子学校対抗

女子学校対抗

男子100m
男子200m
男子200m
男子400m
男子800m
男子1500m

男子5000m

男子HOmH
男子400mH

男子 4X100

2位

2位

1位

2位

3位

2位

2位

3位

1位

3位

1位

1位

11.11

21'98

22.24

48'16

1 .55.51

4 .03'83

15'04・ 5

15・ 34

53.67

42.64

2 m06

4 m10

6 m89

42m30

23.33.8

58.58

10'01・ 1

l m65

l m60

5 m69

剣   道

軟式 テニス

テ  ニ ス

下城 武司

吉田  昇

内堀 俊彦

高橋  司

酒井  弘

山崎なおみ

桜沢麻里子

横谷 品子

大田亜矢子

郡田真知子

市川

中村

丸 子 実 業

長 野 吉 田

岩 村 田

岩 村 田

北   部

諏 訪 二 葉

■   月

皐   月

中   月

中   月

佐   久

屋   代

松 商 学 園

上田染谷丘

松   代



フトボール

操

体 操

操

体

新
　
　
体
　
　
　
新
　
　
弓

ス`ケットボール

レ`ーボール

操
　
　
道

体

泳水

サ ッ カ ー

レスリング

山西 了

井 田 広子

坪 井ひろみ

日下部雅美

平 松

平松

河西

河 西

伊部

星野

星野

伊 部

河西美奈子

河西美奈子

青沼英二郎

青沼英二郎

坂本  歩

清水

斉藤

壬生

青木

武藤

井出

柳沢

和博森 本

樹

樹

篤

篤

行

明

明

行

浩

浩

　

　

敏

英

英

敏

豊   科

岡 谷 工 業

長 野 吉 田

松 商 学 園

豊   科

岡 谷 工 業

長 野 東

長 野 東

文 大 長 野

文 大 長 野

文 大 長 野

諏 訪 二 葉

松本蟻ケ崎

飯 田 風 越

駒ケ根工業

伊 那 西

飯 田 女 子

田   川

長 野 中 央

長 野 東

長 野 東

松本県ケ丘

松本県ケ丘

長 野 中 央

長 野 中 央

飯   田

長 野 中 央

長 野 中 央

飯   田

長   野

長 野 中 央

長 野 中 央

長野 中 央

長   野

諏 訪 清 陵

諏 訪 清 陵

長 野 東

長 野 東

文 大 長 野

松 本 深 志

小   諸

小 諸 商 業

下伊那農業

小 諸 商 業

小   諸

小   諸

小   諸

女子

男子

男子

女子

女子

男子団体

男子団体

男子個人

女子団体

女子個人

女子個人

女子団体

女子個人

男子団体

男子個人

女子団体

女子団体

女子団体

男子総合

男子飛込

男子水球

男子自由形100m
男子自由形200m
男子平泳100m
男子平泳200m
男子パタフライ100m
男子パタフライ1∞ m

男子パタフライ200m
男子パタフライ2011m

男子400mリ レー

男子400mリ レー

男子800mリ レー

男子4001nメ ドレーリレー

男子400mメ ドレーリレー

女子平泳100m
女子平泳200m
男子高飛込

男子板飛込

女子高飛込

男子

男子個人48k8級

男子個人52鼈級

男子個人52鼈級

男子個人56kg級

男子個人60kg級

男子個人65kg級

男子個人70kg級

3位

2位

3位

2位

3位

3位

3位

3位

1位

1位

3位

3位

3位

2位

2位

1位

2位

3位

1位

3位

3位

3位

2位

1位

1位

1位

3位

1位

2位

3位

4位

2位

2位

3位

2位

3位

3位

3位

3位

2位

2位

2位

3位

3位

1位

1位

2位

56.76

03'75

09・ 51

29'51

59'95

01'16

11'11

12'96

57・ 99

01・ 62

36'99

18・ 56

23・ 11

59・ 24

2

1

2

1

2

2

3

4

8

4

1

2

艇

フェンシング

/( l.': v I. 7

定   通
ハレーボール

バスケットボール

軟式テニス

ウエイトリフティング

自 転 車

卜
　
　

道

ツ
　
　
手

ヨ
　
　

空

軟 式 野 球

小山

坂下

官下 健治

唐沢 春美

今井 。平林

下島・官坂

獄野

九山

英樹

博樹

鈴木め ぐ教

永原 。原田

中沢・ 山口

小林・牧野

坂梨

樋ロ

明

也

悟

太

成

充

和

充

正

圭

巻

宏

池

割

坂

藤

瀬

田

沼

山

口

嶋

小

亀

官

伊

百

島

青

遠

河

青

司

樹

樹

兼

博

英

沢

山

野

深

丸

獄

小   諸

下伊那農業

諏 訪 清 陵

岡 谷 南

岡 谷 東

下諏訪向陽

岡 谷 南

下諏訪向陽

岡 谷 南

下諏訪向陽

下諏訪向陽

岡 谷 東

岡 谷 工 業

篠 ノ 井

松 本 工 業

松 本 工 業

岡 谷 工 業

池 田 工 業

松 本 工 業

松 本 工 業

伊 那 北

伊 那 北

伊 那 北

伊 那 北

茅   野

茅   野

松 商 学 園

松 商 学 園

長 野 南

飯   田

松   商

飯   田

長 野 南

野 沢 南

北   部

長 野 吉 田

長 野 吉 田

須   坂

北   部

長 野 吉 田

北   部

長   野

松本筑摩昼

松本筑摩昼

長 野 西

長 野 西

男子個人75峰級

男子個人75kg級 以上

男子KF
男子KF
女子KF
女子KF
男子SF
男子SF

男子SS

男子SS

女子SS

女子SS

男子個人60k●

男子個人67,5h

1000mタ イムトライアル

スプリント

41100m速 度競走

4000m追 抜競走

イタリアンチームレース

学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

男子個人フルーレ

女子個人フルーレ

男子スナイプ級

男子F」級

男子団体組手

男子個人組手

男子個人組手

男子個人組手

男子団体型

男子個人型

男子個人型

女子団体型

女子個人型

男子

女子

女子

男子個人

男子個人

女子個人

男子団体

女子団体

女子個人

女子個人

3位

3位

2位

4位

1位

4位

3位

4位

1位

2位

1位

2位

3位

4位

3位

2位

3位

2位

4位

4位

4位

2位

2位

3位

2位

2位

3位

2位

3位

3位

1位

1位

2位

2位

2位

1位

3位

3位

1位

3位

3位

2位

3位

2位

3位

3位

1.12・ 30

ω
へ
ω
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昭和63年度

上陸

軟式テ‐ス

ハスケットボール

ハレーボール

ハンドポール

卓   球

道柔

操

操
　
　
道

体

体

新
　
　
弓

泳水

喜

喜

実

充

透

一

敦

敦
　
　
　
　
栄

津

津

川

橋

木

沢

中

中

官

根

青

滝

中村真一郎

町田 貴幸

佐藤 浩之

杉村 秀樹

青木 利佳

高根香代子

青木 利佳

清水  幸

高柳 千帆

郡田真知子

清水 隆幸

黒岩  匡

桜木 。近藤

宮 沢

田中 。細川

井出 広子

彰治

緑

岡

田

笹

太

久

久

行

行

晴

夫

夫

晴

司

潤

靖

靖

敏

敏

光

明

明

光

順

部

部

斎

林

林

斎

津

木

林

林

伊

伊

安

小

小

安

根

青

飯   田

飯   田

明   科

上伊那農業

飯 山 北

上伊那農業

飯   田

赤   穂

篠 ノ 井

野 沢 北

長 野 南

中 野 西

野 沢 南

中 野 西

野 沢 南

木   曽

中   月

松 本 第 一

中 野 実 業

田    り||

松 商 学 園

阿   智

野 沢 南

岡 谷 工 業

屋   代

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

文 大 長 野

長 野 東

諏 訪 二 葉

田   り||

中 野 西

飯 田 女 子

長   野

長 野 東

岡 谷 南

岡 谷 南

飯   田

飯   田

長   野

長 野 吉 田

長 野 吉 田

長   野

高   速

長 野 日大

男子100m
男子200m
男子200m
男子5000m

男子3000 m SC

男子3000 m SC

男子 4× 400mリ レー

男子棒高跳

男子砲九投

男子円盤投

男子ハンマー投

女子100m
女子400m
女子100mH

女子1∞mH
女子走高跳

女子走幅跳

男子個人中量級

男子個人軽中量級

女子団体

女子団体

男子個人

女子

男子

男子

男子学校対抗

男子シングルス

男子ダブルス

女子個人

男子団体

女子団体

男子団体

男子個人

女子個人

男子総合

男子飛込

男子100m平 泳

男子200m平泳

男子100mパ タフライ

男子200mパ タフライ

男子100m背 泳

男子100m背 泳

男子200m背泳

男子200m背泳

男子200m個 人メドレー

男子400m個人メドレー

1位

1位

3位

1位

2位

3位

2位

3位

1位

3位

2位

1位

2位

1位

3位

3位

2位

3位

1位

2位

3位

2位

1位

1位

3位

1位

3位

2位

1位

2位

3位

2位

2位

1位

2位

3位

3位

2位

1位

1位

1位

3位

1位

2位

3位

1位

10・ 58

21・ 68

22.13

14'42・ 25

9 '21'99

9 .23.51

3 .21'39

4 n30

141n79

44m48

51m54

12・ 31

5797

14'74

15'33

l m63

2m55

1

2

'11'74

.34'65

59'76
'09・ 69
'04・ 39

'04'96
.19・

61
.20'85

'23'82
.02.14

2

1

1

2

2

2

5

サ ッ カ ー

レスリング

1r/.' / /

ト

艇

車転

ホ ッ ケ ー

空  手 道

青沼英二郎

青沼英二郎

石坂いづみ

岡田 裕子

岡田 裕子

南沢 幸枝

春日麻里子

春日麻里子

南沢 幸枝

正長

宏充

藤原 千史

上原 純司

伊藤ちふみ

小池 。今井

横山 。伊藤

藤原・石山

九山 博樹

坂内  健

智子

聡子

根津 順 司

沢

井

岸

坂

藤

下

柳

桜

山

夏

伊

坂

中

原

嶋

田

塩

青

藤

本

工

杉

高   速

長   野

長 野 日大

長 野 吉 田

長   野

長 野 日大

長   野

長 野 東

長 野 東

長 野 日大

長 野 日大

長 野 日大

屋   代

屋   代

屋   代

屋   代

松本県ケ丘

小 諸 商 業

小 諸 商 業

小 諸 商 業

小   諸

小 諸 商 業

小   諸

下伊那農業

岡 谷 南

岡 谷 南

下諏訪向陽

岡 谷 南

松 本 工 業

池 田 工 業

松 本 工 業

松 本 工 業

箕 輪 工 業

箕 輪 工 業

箕 輪 工 業

箕 輪 工 業

茅   野

茅   野

茅   野

赤   穂

野 沢 南

松 商 学 園

長 野 南

中   野

野 沢 南

野 沢 南

野 沢 南

男子400m個 人メドレー

男子400mリ ンー

男子400mリ レー

男子4∞ mリ レー

男子800mリ レー

男子800mリ レー

男子400mメ ドレーリレー

男子飛板飛込

男子高飛込

女子100m平 泳

女子100mパ タフライ

女子200mパ タフライ

女子100m背泳

女子100m背泳

女子200m背泳

女子200m背泳

男子

男子学校対抗

男子個人50kg級

男子個人54kg級

男子個人58kg級

男子個人63kg級

男子個人74kg級

男子個人74kgttup

男子ナックルフォア

男子舵手付フォア

女子舵手付フォア

男子シングルスカル

1000mタ イムトライアル

4000m個 人追抜競走

4000m団 体追技競争

イタリアンチームレース

男子学校対抗

男子個人フルーレ

男子個人フルーレ

女子個人フルーレ

男子スナイプ級

男子F」級

女子FJ級

男子

男子団体組手

男子団体型

男子個人型

男子個人型

女子団体組手

女子個人組手

女子個人組手

2位

2位

3位

4位

4位

4位

4位

3位

3位

3位

3位

3位

2位

3位

2位

3位

2位

3位

3位

1位

3位

3位

3位

3位

3位

3位

4位

1位

2位

1位

2位

2位

3位

2位

3位

2位

3位

2位

1位

3位

3位

2位

1位

2位

2位

1位

3位

02'52

54'31

57・ 70

00'84

44'78

23・ 56

22'78

08'92

30'73

10・ 92

12・ 05

33.47

35・ 01

5

3

3

4

8

4

1

1

2

1

1

2

2

1 .11'25

5 .15'13

4  54'79

1 .51'81



定   通
バスケットボール

ハレーボール

卓   球

軟式テニス

ド ト

三 村 由紀

和田

宮沢 。秋山

牧野・矢澤

梨

藤

板

加

野 沢 南

松 本 深 志

長 野 西

松 本 工 業

松本筑摩通

長 野 西

飯 田 長 姫

松本筑摩昼

松本筑摩昼

北   部

女子団体型

女子個人型

男子

男子

女子個人

男子個人

女子個人

女子団体

女子個人

女子個人

4位

1位

2位

2位

2位

1位

2位

1位

1位

2位

道
　
　
泳

弓
　
　
水

a-/.rr,

バレーボール

ソフトボール

卓   球
パドミントン

新 体 操

サ ッ カ ー

登    山

レス リング

ウエイトリフテイング

自 転 車

岡 谷 工 業

豊   科

伊那弥生丘

松 商 学 園

中 野 実 業

長 野 東

中 野 西

長 野 東

諏 訪 二 葉

塩   尻

田   り||

長 野 東

岡 谷 南

岡 谷 南

長   野

長 野 日大

長 野 日大

長 野 日大

長 野 日大

屋   代

屋   代

長 野 日大

長 野 東

松 商 学 園

松本美須 丘々

小 諸 商 業

小 諸 商 業

小 諸 商 業

岡 谷 南

下諏訪向陽

岡 谷 南

諏 訪 清 陵

下諏訪向陽

篠 ノ 井

松 本 工 業

松 本 工 業

松 本 工 業

松 本 工 業

松 本 工 業

松 本 工 業

松 本 工 業

箕 輪 工 業

伊 那 北

伊 那 北

箕 輪 工 業

箕 輪 工 業

伊 郡 北

男子

女子

女子

男子学校対抗

男子 ″

男子団体

男子団体

男子個人

女子団体

男子団体

女子団体

男子飛込

男子100m平 泳

男子200m平泳

男子100m背泳

男子4∞ mリ レー

女子4∞ m自 由形

女子800m自 由形

女子200囮 平泳

女子1011m背 泳

女子200m背泳

女子400m個人メドレー

男子高飛込

男子

男子

男子個人50峰級

男子個人68ヒ級

男子個人74kg級

男子舵手付きフォア

女子舵付手きフォア

男子ナックルフォア

男子シングルスカル

女子シングルスカル

男子個人60k●

10011昴 タイムトライアル

41Dll m速 度競走

スプリント

スプリント

イタリアンチームレース

4000m団 体追い抜き競走

学校対抗

男子学校対抗

男子 ″

女子 ″

男子個人フルーレ

男子個人フルーレ

女子個人フルーレ

1位

2位

3位

3位

3位

2位

4位

3位

3位

1位

2位

3位

3位

3位

1位

3位

3位

3位

3位

3位

2位

2位

2位

3位

優秀校

3位

3位

3位

2位

4位

2位

3位

3位

1位

1位

2位

1位

2位

4位

4位

4位

2位

3位

2位

2位

3位

3位

1 '11・ 01

2 .32.67

1 .03'72

3 .54'06

4 .53.59

10.12.12

2 .48.56

1 .11.22

2 .30・ 34

5 '24'12

平成元年度

陸 上

柔   道

軟式テニス

テ ニ ス

パスケットボール

中津 敦喜

青木 直久

青木 直久

中津 敦喜

小林  聖

大沢 康宏

山田 展行

松下  学

田中 正和

松井 禎二

小柳 和朗

九山 大隆

名取 洋一

手塚 一章

佐藤 浩之

小林  強

青木 利佳

青木 利佳

清水  幸

高柳 千帆

清水  幸

長谷川久美

成田 泰子

裕

樹

康

桂

村

林

岡

小

長 野 日大

中 野 西

野 沢 南

飯   田

松本蟻ケ崎

松本蟻ケ崎

飯   田

松 商 学 園

長 野 日大

松本県ケ丘

上伊那農業

上伊那農業

長 野 日大

長 野 日大

中 野 実 業

更 級 農 業

岡 谷 南

木   曽

野 沢 北

上 田 東

中 野 西

中 野 西

野 沢 南

木   曽

野 沢 南

篠 ノ 井

長 野 南

諏 訪 実 業

岡 谷 工 業

中 野 実 業

上田染谷丘

阿   智

松 商 学 園

野 沢 南

男子学校対抗

女子学校対抗

女子学校対抗

男子100m
男子100m
男子200m
男子200m
男子400m
男子800m
男子1500m

男子5000m

男子5000m

男子110mH

男子4× 400

男子走高跳

男子走高跳

男子三段跳

男子砲丸投

男子円盤投

男子や り投

女子200m
女子100mH

女子llXlmH

女子走高跳

女子走幅跳

女子砲丸投

女子円盤投

女子駅伝

男子軽中量級

男子中量級

男子団体

男子団体

女子団体

女子

4位

3位

4位

1位

3位

1位

2位

3位

1位

2位

1位

2位

3位

1位

1位

3位

3位

2位

2位

1位

1位

1位

2位

1位

1位

1位

1位

2位

3位

3位

2位

3位

3位

3位

lσ 81

11'l10

21'61

21'67

48.56

1 '53.58

4 .01'09

14.58.64

14.58'79

15'37

3 .16・ 42

2m
l m90

14m72

15■ 13

44m86

61m54

24'72

14・ 59

15'06

l m65

5 m79

1l m 57

37m08

1 '17.00

大日方秀成

林  靖久

林  靖久

安斎 光晴

官川 知子

官川 知子

石坂いづみ

春日麻理子

春日麻理子

石坂いづみ

青沼英二郎

沢井 正幸

唐沢 一寿

鈴木 明子

樹

長

紀

長

博

真

正

壮

正

和

田

原

本

原

田

永

塩

山

塩

津

ω
κ
一

艇

沢

倉

林

柳

朝

小



ω
ミ
Q ト

ホ ッ ケ ー

空 手 道

定   通
バスケットボール

バレーボール

車   球

バドミントン

軟式テニス

今井 。矢崎

横山。潟田坂

藤原 。石山

尾垣 。官坂

原田  勇

坂内  健

岩間 由紀

朝倉美奈子

百瀬 佳代

鈴木めぐみ

古田

松田

堀田

宮沢・秋山

小山・乾

茅   野

茅   野

茅   野

諏 訪 清 陵

赤   穂

飯   田

松 商 学 園

中   野

野 沢 南

野 沢 南

坂   城

松 商 学 園

松 本 松 南

北   部

長 野 西

上   田

松 本 工 業

飯 田 工 業

松本筑摩昼

長   野

長 野 西

長 野 西

長 野 西

松本筑摩昼

男子スナイプ級

男子F」級

男子F」級

女子F」級

女子

男子個人組手

男子団体型

男子個人型

女子団体組手

女子個人組手

女子個人組手

女子団体型

女子個人型

女子個人型

男子

女子

男子

男子個人

女子個人

男子団体

女子団体

男子個人

男子個人

女子個人

3位

1位

1位

3位

3位

2位

1位

1位

1位

2位

3位

1位

2位

3位

1位

3位

1位

2位

2位

3位

3位

2位

1位

2位

柔   道

バスケットボール

バレーボール

ハンドボール

ソフトボール

卓   球

サ ッ カ ー

登    山

レス レング

操体

操
　
　
道

体新
　
　
弓

泳水

艇漕

飯塚

南雲

小林

美穂

佐藤

猿田。柳沢

志水 。青木

永原 三 住

徳永  啓

徳永  啓

官坂 大幅

官坂 大幅

官川 知子

森口 久枝

石坂いづみ

石坂いづみ

今村 弥生

春日麻理子

春日麻理子

大工原

高山

田中

則

樹

智

桂

子

弓

涼

真

井

嶋

岩

中

岡 谷 南

上伊那農業

諏 訪 実 業

松 本 第 一

中 野 実 業

須   坂

佐   久

岡 谷 工 業

長 野 日大

松 商 学 園

屋   代

佐   久

豊   科

伊那弥生丘

松 商 学 口

松 商 学 田

松 商 学 口

松 商 学 口

長 野 日大

文 大 長 野

文 大 長 野

文 大 長 野

長 野 東

中 野 西

塩   尻

岡 谷 東

飯 田 女 子

明  科

長 野 日大

長 野 吉 田

長 野 吉 田

東 海 第 二

東 海 第 二

長 野 日大

源 訪 実 業

長 野 日大

長 野 日大

飯 田 風 越

屋   代

屋   代

長 野 日大

松 商 学 園

須   坂

小 諸 商 業

北佐久農業

小   諸

岡 谷 南

女子走幅跳

男子駅伝

女子駅伝

男子個人軽量級

男子個人中量級

男子

女子

男子

女子

女子

男子

女子

女子

女子

女子学校対抗

男子個人シングルス

女子個人ダブルス

男子個人ダブルス

男子団体総合

女子団体総合

女子個人総合

女子個人総合

男子団体

男子団体

女子個人

男子団体

女子団体

女子団体

女子総合

男子100m自 由形

男子21111m自 由形

男子100m平 泳

男子200m平 泳

女子400m自 由形

女子800m自 由形

女子100m平 泳

女子200m平泳

女子200mパ タフライ

女子100m背 泳ぎ

女子200m背泳ぎ

女子41Xl mメ ドレーリ

男子

男子個人46kg級

男子個人58ヒ級

男子個人115 kg級

男子舵手付きフォア

2位

1位

1位

3位

2位

4位

3位

1位

3位

3位

3位

3位

2位

3位

3位

1位

3位

3位

2位

1位

1位

2位

3位

4位

3位

3位

1位

2位

1位

1位

2位

1位

1位

2位

3位

1位

1位

3位

2位

2位

1位

3位

優秀校

3位

3位

3位

3位

5 m65

2.1049
1 
・ 13 24

55.55

2 .01・ 07

1 .09.36

2 .29'39

4 .50・ 33

9 .54・ 53

1.16・ 11

2 '41'95

2 .29'49

1 .09'71

2 .28.24

4 .47.04

平成 2年度

上陸

窪田 英治

鮒井  篤

鮒井  篤

赤羽 洋道

相沢 仲也

松山 克敏

木下  健

小柳 和朗

堀内 宗和

塚田 浩道

堀内 宗和

三浦  理

三浦  理

石原さつき

手塚亜希子

飯塚 美穂

掘  美帆

早川 晶子

篠 ノ 井

伊那弥生丘

松本美須々

松本美須々

上伊那農業

野 沢 北

飯 田 工 業

長   野

中 野 実 業

篠 ノ 井

長 野 南

篠 ノ 井

篠 ノ 井

篠 ノ 井

諏 訪 実 業

松本県ケ丘

岡 谷 南

伊 那 北

須 坂 東

男子学校対抗

男子200m
男子800m
男子1500m

男子5000m

男子400 mH

男子3K100m SC

男子3000m SC

男子走高跳

男子走高跳

男子走幅跳

男子三段跳

男子砲九投

男子ハンマー投

Jこ ]“3000m

女子3000m

女子100 mH

女子高跳

女子高跳

2位

2位

1位

1位

3位

1位

1位

2位

1位

2位

3位

2位

1位

1位

2位

3位

3位

2位

3位

22'03

1 '52.67

3 .58・ 92

15.07・ 19

52'59

9 .13'70

9 ' 15'85

2■ 15

2● 12

7 1n00

14m92

14m88

53m44

9 .52'99

9 .59'04

15'20

l m65

l m60



EE+
7zy-ry/

一

道

ツ ヶ

手

ホ

空

ボクシング

定   通
バスケットボール

ハレーボール

バドミントン

卓 球

柔   道

軟 式 野 球

軟式テニス

共田

為田  学

為田  学

縣 真由実

沢田 。東

湯田坂・小池

笠原。伊さ。新海

深沢 和紀

田中 篤志

滝沢めぐみ

朝倉美奈子

滝沢めぐみ

小林

岩崎

樋ロ

西木

田

栖

村

松

高

岡

徳武 。西沢

Jヽ 山・富士原

南

南

業

業

北

北

野

野

野

穂

園

園

口

口

園

川

諸

国

城

川

田

谷

谷

に

は

那

那

　

　

　

　

蒔

辞

耐

耐

酵

　

　

蒔

岡

岡

池

池

伊

伊

茅

茅

茅

赤

松

松

松

松

松

田

小

松

坂

田

上

飯 田 長 姫

松 本 工 業

飯 田 長 姫

長   野

長 野 西

長   野

長 野 西

飯 田 長 姫

松本筑摩昼

松本筑摩昼

小 諸 商 業

中 野 実 業

長 野 西

長 野 吉 田

長 野 西

長 野 西

松本筑摩昼

男子シングルスカル

男子ナックルフォフ

lⅨЮ mタ イム トライアル

スプリントレース

女子団体

女子個人フルーレ

男子スナイプ級

男子F」級

女子F」級

女子

男子団体組手

男子個人組手

男子団体型

男子個人型

女子団体組手

女子個人組手

女子団体型

女子団体型

女子個人型

女子個人型

ライ トミ ドル級

男子

男子

女子

男子

女子

男子個人

女子個人

男子

女子

女子個人

女子個人

男子個人中量級

男子

男子団体

女子団体

女子個人

女子個人

2位

4位

1位

2位

2位

3位

3位

1位

2位

4位

2位

1位

1位

3位

3位

1位

2位

3位

1位

3位

1位

2位

2位

2位

3位

3位

3位

3位

3位

1位

3位

3位

1位

2位

1位

2位

3位

1位

平成 3年度

上陸

柔   道

パレーボール

新 体 操

球卓

操体

堀内 昌明

佐々木恭幸

小出 隆太

三浦  理

三浦  理

田中 宗次

小林 敏彦

高橋美貴子

官下 三華

手塚亜希子

石田さつき

官下 三華

手塚亜希子

高精  京

掘  奈帆

篠原みずき

山本 晴美

行

一
敏

州

人

敏

剛

孝

真

克

人

速

克

田

田

山

一戸

田

山

本

上

横

松

瀬

本

松

松

夫

裕

秀

正

瀬

岸

百

山

小島 。青嶋

北原・ 市原

柳沢・ 三島

市原

小島

三島

中嶋 真 弓

篠 ノ 井

諏 訪 実 業

諏 訪 実 業

長 野 南

飯 田 工 業

上 伊 那 農

野 沢 南

飯 田 工 業

屋   代

東 海 第 二

長 野 日大

赤   穂

長 野 日大

篠 ノ 井

篠 ノ 井

大 町 北

上 田 千 曲

皐   月

諏 訪 実 業

松本県ケ丘

諏 訪 実 業

諏 訪 実 業

松本県ケ丘

松本県ケ丘

伊 那 北

松 本 深 志

長 野 南

上伊那農業

諏 訪 実 業

松 本 第 一

中 野 実 業

岡 谷 工 業

長 野 日大

長 野 日大

東 海 第 二

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 口

松 商 学 口

松 商 学 国

松 商 学 園

長 野 日大

文 大 長 野

文 大 長 野

長 野 東

男子学校対抗

女子学校対抗

男子800m
男子800m
男子5111Xlロ

男子5000m

男子41Xl tt H

男子3∞OmSC
男子3000 m SC

男子4× 400mリ レー

男子走高跳

男子棒高跳

男子三段跳

男子砲丸投

男子ハンマー投

男子や り投

男子や り投

女子100m
女子800 m

女子800 m

女子3000m

女子31Dll m

女子3000m

女子走高跳

女子走高跳

女子走高跳

女子や り投

男子駅伝

女子駅伝

男子個人軽量級

男子個人軽重量級

男子

男子

女子

女子

男子学校対抗

男子個人ダブルス

男子個人ダブルス

女子個人ダブルス

男子個人シングルス

男子個人シングルス

女子個人シングルス

男子団体総合

女子団体総合

女子個人総合

男子団体

2位

2位

2位

3位

1位

3位

3位

1位

3位

4位

2位

3位

3位

1位

1位

2位

3位

3位

1位

3位

1位

2位

3位

2位

3位

3位

1位

1位

1位

3位

3位

1位

2位

2位

3位

1位

1位

2位

3位

1位

2位

3位

2位

3位

1位

3位

1.52・ 40

1 .53.29

14.59.57

15.02.66

52.30

9 '15・ 27

9 '25'72

3.19
2 ■06

4 1n30

14m58

15m81

551n73

571n36

561n75

12'35

2 '12・ 37

2 .14・ 48

9 '27・ 10

9.31・ 31

9 '33・ 31

l m60

l m60

l m60

43m58

2・ 10.51'

1・ 13.23

％
へ
ヽ



%
ぺ
∞

道

泳

弓

水

サ ッ カ ー

登   山

レス リング

漕   艇

ウエイトリフティング

フ●lン シング

ト

ホ ッ ケ ー

空 手 道

定   通
′`スケットボール

バレーボール

バドミントン

官下 尚幸

福沢由起子

木村亜紀子

向 山 剛 史

小林 弘味

伊部 典子

小林 弘味

清沢 英 彦

唐沢 智之

赤羽 恵理

東・岩田・矢澤

小池・ 藤森

矢崎。河原田'晨|

尾垣 。官坂

山 田 高 照

内川  勲

笠原 鉄平

滝沢めぐみ

朝倉美奈子

滝沢めぐみ

大 井

諏 訪 二 葉

阿   智

飯 田 女子

田   川

飯 田 女 子

諏 訪 二 葉

長 野 商

長 野 東

東 海 第 二

長 野 日大

長 野 日大

諏 訪 二 葉

飯   田

諏 訪 二 葉

諏 訪 二 葉

諏 訪 二 葉

長 野 日大

松 商 学 園

池 田 工 業

北佐久農業

岡 谷 南

岡 谷 東

岡 谷 南

松 商 学 園

伊 那 北

伊 那 Jヒ

箕 輪 工 業

伊 那 北

茅   野

茅   野

茅   野

諏 訪 清 陵

赤   穂

屋   代

松 商 学 園

松 商 学 園

松本蟻ケ崎

松 商 学 園

松 商 学 園

田   り||

小   諸

坂   城

田   川

長 野 西

松 本 工 業

諏 訪 実 業

女子団体

男子個人

女子個人

女子個人

女子団体

女子総合

女子飛込

男子水球

男子200mパ タフライ

男子400mリ レー

男子800mリ レー

女子100m自 由形

女子200m自 由形

女子100 m′ タ`フライ

女子400mリ レー

女子400mメ ドレーリ

女子400mメ ドレーリ

男子

男子個人58kg級

男子舵手付きフォア

女子ナッタルフォア

男子ナックルフォア

男子90に級

男子学校対抗

女子学校対抗

男子個人フルーレ

女子個人フルーレ

男子スナイプ級

男子F」級

女子スナイプ級

女子F」級

女子

男子団体組手

男子個人組手

男子団体型

男子個人型

男子個人型

女子団体組手

女子個人組手

女子団体型

女子個人型

女子個人型

女子

男子

男子団体

4位

2位

1位

3位

1位

1位

4位

4位

3位

4位

4位

2位

3位

2位

3位

3位

4位

3位

優秀校

2位

4位

2位

1位

1位

4位

2位

1位

1位

4位

4位

4位

2位

3位

3位

3位

2位

2位

3位

1位

2位

4位

1位

3位

3位

1位

2位

2'15'39

3.5722
8 '28'79

1 '03'73

2 .18.25

1 .07.61

4 '27'79

4 .50'83

4 '55.55

軟 式 野 球

卓   球

軟式テニス

柔   道

竹花

徳武 。原山

岡村

山浦

上 田

長 野 西

松本筑摩昼

長 野 吉 田

長 野 吉 田

中 野 実 業

中 野 実 業

女子個人シングルス

男子

女子団体

男子団体

男子個人

男子個人中量級

男子個人重量級

3位

2位

2位

1位

3位

1位

2位

平成 4年度

上陸

柔   道

剣   道

軟式テニス

テ ニ ス

パスケットボール

ハレーボール

ソフトボール

卓   球

浜島 雅典

塚田 英彦

一志  学

一志  学

名取 和訓

人木陽一郎

臼田  茂

藤田 泰之

山田 修次

上条 靖男

博田  明

生玉小百合

官下 三華

小池まなみ

官下 三華

手塚亜希子

山本 晴 美

大沼・黒河内

新井 。村上

市原・尾日向

市原

次

夫

哉

順

武

育

條

沢

田

上

平

町

伊那弥生丘

上 田 東

池 田 工 業

池 田 工 業

諏 訪 二 葉

諏 訪 二 葉

野 沢 南

須   坂

東 海 第 二

松   川

長 野 東

長 野 南

中野 実 業

諏 訪 実 業

東 海 第 三

諏 訪 実 業

松本県ケ丘

佐   久

長 野 南

東 海 第 三

諏 訪 実 業

松 商 学 口

東 海 第 三

長 野 日大

松 商 学 園

松 商 学 園

赤   穂

松 商 学 園

松 商 学 園

佐   久

岡 谷 工 業

長 野 日大

伊那弥生丘

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

男子100m
男子400m
男子400m
男子800m
男子800m
男子1500m

男子400 mH

男子400 mH

男子4× 400mリ レー

男子砲丸投

男子円盤投

男子ハンマー投

女子400m
女子800m
女子800m
女子3000m

,c]F3000m

女子4X100mリ レー

女子や り投

男子駅伝

女子駅伝

男子個人軽中量級

男子個人重量級

男子個人

女子団体

女子団体

男子個人

男子団体

女子団体

女子

男子

男子

男子

男子学校対抗

男子個人ダブルス

男子個人ダブルス

男子個人シングルス

3位

1位

2位

2位

3位

2位

1位

3位

2位

2位

3位

3位

3位

1位

3位

1位

2位

4位

1位

4位

4位

1位

1位

2位

3位

3位

1位

2位

2位

1位

1位

2位

3位

1位

1位

3位

1位

10.82

48'89

49'15
.53.44

′
54.50

.57・
66

52'72

53.86
. 19.50

15m48

46m24

50m64

57・ 49
. 15'67

.18・
24

.43・
26

43・ 91

49'29

48m08
.12 56

.14.16

1

1

3

3

2

2

9

9

2

1



中嶋 真弓

岩井 涼子

竹花 匡史

大島 征二

官坂 大輔

官坂 大輔

官坂 貴之

松沢  力

向山 剛史

小平 順一

原   梢

中沢

山岸

二見

高見沢

塩沢  径

原 。藤森

河原田・矢崎

白川・小泉

樋口 大樹

笠原 鉄平

正

樹宏

山

中

内

田

1位

1位

2位

2位

3位

1位

1位

3位

3位

2位

3位

2位

4位

4位

2位

3位

2位

3位

3位

3位

2位

2位

4位

2位

3位

3位

3位

3位

3位

1位

2位

1位

2位

1位

1位

3位

4位

3位

3位

4位

2位

4位

4位

3位

3位

1位

1位
ω
ぺ
も

女子団体総合

女子個人総合

女子個人総合

男子団体

男子団体

女子団体

男子個人

男子個人

男子団体

女子団体

女子団体

男子総合

女子総合

男子水球

男子llXl m平 泳

男子200m平泳

男子200m背泳

男子100mバ タフライ

男子200mパ タフライ

男子200m個 人メドレー

男子400mメ ドレーリレー

女子200m自 由形

女子400mリ レー

女子400mメ ドレーリレー

男子学校対抗

男子個人46k8級

男子個人58k8級

男子個人63鼈級

男子個人68kg級

男子舵手付きフォア

女子舵手付きフォア

男子ダブルスカル

男子ダブルスカル

女子ダブルスカル

男子52kg級

男子52ヒ級

男子学校対抗

女子学校対抗

男子個人フルーレ

男子スナイプ級

女子スナイプ級

女子スナイプ級

女子

男子団体組手

|::[1]手

1 .08.63

2 '31.64

2 
′
14'70

1  00.89

2'14.81

2.lg 94

4 .09'29

2 . 16'76

4 '22・ 58

4 .45'77

v7t)//

ウエイトリフティング

フェンシング

ホ ッ ケ ー

空  手 道

文 大 長 野

文 大 長 野

文 大 長 野

中 野 西

長 野 東

諏 訪 二 葉

屋   代

屋   代

屋   代

田   川

赤   穂

東 海 第 二

長 野 日大

長 野 東

東 海 第 二

東 海 第 二

東 海 第 二

飯   田

東 海 第 二

岡 谷 工 業

東 海 第 二

長 野 日大

長 野 日大

長 野 日大

北佐久農業

北佐久農業

小   諸

北佐久農業

小   諸

岡 谷 南

諏 訪 清 陵

岡 谷 南

諏 訪 清 陵

1岡 谷 南

|liノ 喜

伊 那 北

伊 郡 北

伊 那 北

茅   野

茅   野

茅   野

赤   穂

松 商 学 園

北   部

松 商 学 園

松 商 学 園

定   通
パスケットボール

バレーボール

バドミントン

軟式野球

卓球

軟式テニス

柔道

アーチェリー

櫻井  功

滝沢めぐみ

滝沢めぐみ

杉山 裕美

東沢

水澤

壬生 。宮沢

野池 。塚田

岡村

宮本 敏弘

松 本 工 業

田   川

田   川

松 商 学 園

田   川

松 本 深 志

飯 田 長 姫

松本筑摩昼

長 野 吉 田

諏 訪 実 業

長   野

松本筑摩夜

松本筑摩昼

上 田 千 曲

長 野 吉 田

飯 田 工 業

長 野 吉 田

中 野 実 業

篠 ノ 井

篠 ′ 井

篠 ノ 井

男子個人型

女子個人組手

女子団体型

女子団体型

女子個人型

女子個人型

男子

女子

男子

男子団体

女子個人シングルス

男子

女子団体

男子個人

男子団体

男子個人

男子個人

男子個人中量級

男子個人

男子団体

女子団体

3位

2位

1位

3位

1位

2位

1位

3位

2位

3位

3位

4位

2位

3位

1位

1位

2位

1位

3位

2位

11立

平成 5年度

上陸

松下 昌靖

清水 広樹

塚田 英彦

塚田 英彦

荻原 勇二

浅川 貴秀

田幸 将徳

西沢 洋務

西沢 洋務

吉田 芳伸

河野 雅展

山本 晋一

神津 英人

等々力功治

等々力功治

日向 健太

小野 政則

日下部恵理

矢沢 悦子

井

三

川

田

東

東

南

川

業

三

三

川

三

三

田

南

井

井

田

井

三

二

ノ
鴻
　
結
田
田
野
　
祟
麟
鴻
　
鴻
鴻
村
沢
ノ
ノ
村
ノ
鴻
謗

篠

東

松

長

上

上

長

田

中

東

東

田

東

京

岩

野

篠

篠

岩

篠

東

東

男子総合

男子総合

男子100■

男子100m
男子2∞ m

男子400m
男子400m
男子400o
男子800m
男子1500m

男子50f10m

男子400 mH

男子3000 m SC

男子3000 m SC

男子5ulll m W

男子4× 100m
男子走高跳

男子三段跳

男子円盤投

男子ハンマー投

女子21Xl m

女子400m

3位

4位

1位

2位

1位

1位

2位

3位

3位

1位

3位

3位

2位

3位

2位

3位

1位

3位

1位

1位

3位

2位

10'89

10'90

21・ 60

4767
48'78

4g92

1 .54'79

3 .54'86

14'52.70

55・ 61

9.1876
9 '19'66

22'45'09

43・ 07

2 ■00

141n67

48m06

54m58

25'24

58.04

新  体 操

泳

艇



％
ヽ
も

柔   道

剣   道

ソフトテニス

テ ニ ス

,:v*/t:,-)v

ハンドボール

卓   球

〓ヽ
　
　
体

．ハ

体

新

ン トン

操

操

道

泳

弓

水

治

雄

猛

子

金

〓
一　
　
良

刈

山

山

澤

穂

中

小

三

清水・村上

秋葉・ 船戸

小松 。田中

青木 。高沢

清水

村上

小松

内藤 仲也

原田慎一郎

下島はづき

成

成

人

紀

一
之

之

之

俊

俊

隼

裕

修

貴

貴

寛

爪

爪

林

野

田

坂

坂

坂

橋

橋

小

海

杉

官

官

小

佐   久

東 海 第 二

中 野 実 業

中 野 実 業

松 商 学 園

松 商 学 園

飯 田 風 越

松 商 学 園

松 商 学 園

上 田 東

松 商 学 園

岡 谷 工業

松 商 学 園

長 野 日大

松 商 学 園

屋   代

屋   代

松 商 学 園

松 商 学 口

松 商 学 園

岡 谷 工 業

松 商 学 固

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

中 野 実 業

文 大 長 野

中 野 西

長 野 清 泉

長 野 東

中 野 西

諏 訪 二 葉

伊 那 西

伊 那 西

諏 訪 二 葉

長 野 日大

東 海 第 二

長 野 日大

東 海 第 二

東 海 第 二

長 野 日大

長 野 日大

大   町

東 海 第 二

東 海 第 二

大   町

女子4X100mリ レー

男子駅伝

男子個人軽量級

男子個人中量級

男子個人

女子個人

女子団体

女子団体

男子団体

男子団体

女子団体

男子

男子

男子

女子

男子

女子

男子学校対抗

女子学校対抗

女子個人ダブルス

男子個人ダブルス

女子個人ダブルス

女子個人ダブルス

男子個人シングルス

男子個人シングルス

女子個人シングルス

男子学校対抗

女子団体総合

男子団体

女子団体

男子団体

男子個人

男子個人

女子個人

女子団体

女子団体

男子総合

男子総合

女子総合

男子50m自 由形

男子100m自 由形

男子200m自 由形

男子100m平 泳

男子200m平泳

男子100m背 泳

男子200m背泳

男子100mパ タフライ

4位

1位

2位

3位

3位

3位

2位

3位

1位

3位

3位

1位

2位

3位

3位

3位

3位

2位

3位

1位

3位

1位

2位

1位

3位

3位

3位

3位

1位

4位

3位

3位

2位

1位

1位

2位

2位

3位

1位

1位

3位

3位

1位

2位

2位

1位

3位

49'28

2 .10'27

24.82

54'94

02'26

08・ 38

30・ 72

02'03

13・ 06

011・ 10

2

1

2

1

2

1

艇

レス リング

ウエイトリフティング

フェンシング

3rl'
*yr-
4+ 道

小平 順一

小坂 寛之

原   梢

小池 律子

品田 理絵

保坂真理子

保坂真理子

原   梢

向山 恭子

小平 香織

小平 香織

堀切

吉田

石田

大井

高見沢

田守

一
悟

明

洋

賢
　
　
浩

藤

沢

田

村

伊

深

籠

松

野沢 紀子

庄村 康人

八幡 。塩沢

山田

櫻井

櫻井

笠原

高照

功

功

鉄平

杉 山 裕 美

岡 谷 工 業

大   町

長 野 日大

長 野 日大

長 野 日大

長 野 日大

野 沢 北

長 野 日大

伊 那 西

伊 那 西

長 野 日大

東 海 第 二

東 海 第 三

東 海 第 二

長 野 日大

長 野 日大

小   諸

上 田 西

上 田 西

北佐久農業

小   諸

上 田 西

岡 谷 南

諏 訪 清 陵

諏 訪 清 陵

諏 訪 清 陵

松 商 学 口

松 商 学 園

松 商 学 園

篠 ′ 井

松 商 学 口

伊 那 北

伊 那 北

伊 那 北

茅   野

赤   穂

松 商 学 園

松 商 学 園

松 本 工 業

松 商 学 園

松 本 工 業

松 商 学 口

松 商 学 口

松 商 学 園

松 本 深 志

中 野 西

松 本 深 志

男子21Xl m個 人メドレー

男子4∞ m個人メドレー

男子400mリ レー

男子800mリ レー

男子400mメ ドレーリレー

女子200m自 由形

女子lllll m平泳

女子2∞ m平泳

女子100m背 泳

女子2011m背 泳

女子100mパ タフライ

女子200mパ タフライ

女子200m個人メドレー

女子400■ 個人メドレー

女子4∞ mリ レー

女子4∞ mメ ドレーリレー

男子個人46峰級

男子個人54kg級

男子個人63kg級

男子個人68kg級

男子個人68kg級

男子個人74kg級

男子舵手付きフォフ

男子舵手付きフォア

男子ダブルスカル

女子ダブルスカル

男子70kg級

男子99kg級

男子59kg級

男子91kg級

男子学校対抗

男子学校対抗

女子個人フルーン

男子個人サープル

男子スナイプ級

女子

男子団体組手

男子個人組手

男子個人組手

男子団体型

男子個人型

男子個人型

女子団体組手

女子団体型

女子団体型

女子団体型

女子個人型

2位

3位

2位

1位

2位

3位

2位

3位

1位

2位

3位

1位

2位

3位

1位

1位

2位

3位

3位

2位

3位

1位

3位

4位

4位

2位

1位

1位

2位

3位

2位

2位

2位

2位

2位

3位

1位

1位

3位

1位

1位

3位

2位

1位

3位

4位

1位

2 17.59

4 .52.05

3 '47.41

8  18・ 24

4 ' 11.66

2 . 14.34

1 . 17.34

2 
′
47・ 57

1 .06.22

2  24・ 19

1 .07・ 80

2 .27.76

2 '30・ 23

5 '21.00

4  17・ 19

4 .40'10



ボ クシング

定    通

バスケットボール

ハ レーボール

バ ドミン トン

卓    球

ソフ トテニス

アーチ ェ リー

子良井

藤

見

木

酒

海

鷲

及

舘山

仲井

塚 田・ 野池

中 野  西

丸 子 実 業

佐    久

上 田染谷丘

上    田

長 野 吉 田

長 野 吉 田

諏 訪 実 業

諏 訪 実 業

飯 田 長 姫

長 野 吉 田

飯 田 工 業

篠 ノ 井

女子個人型

男子個人モスキート級

男子個人フライ級

男子個人ウェルター級

女子

男子

女子

男子団体

男子個人シングルス

女子個人シングルス

男子個人

男子団体

女子団体

3位

1位

2位

2位

3位

1位

2位

2位

3位

3位

2位

3位

1位

道柔

剣   道

ソフトテニス

テ ニ ス

パスケットボール

バレーボール

ハンドポール

卓   球

操
　
　
操

道

体

体
　
　
新

弓

泳水

竹下 。西窪

井上・村上

中田・小林

真理

橋爪 俊成

横井 正典

橋爪 俊成

官沢 正史

小林 隼人

北川原竜太

杉田 修一

清水  悟

丹下 智幸

丹下 智幸

清水  悟

小山  裕

小坂 寛之

小坂 寛之

和

崇

樹

大

雄

吾

子

博

　

英

雄

三

慎

良

沢

沢

見

原

山

山

原

澤

松

高

上

高

中

藤

三

昌代塚 田

丸 山

諏 訪 実 業

長 野 日大

松 本 第 一

松 本 第 一

佐   久

東 海 第 二

松 商 学 固

中 野 実 業

長 野 日大

松 商 学 園

松 商 学 口

阿   智

松 商 学 園

松 商 学 口

松 商 学 口

岡 谷 工 業

松 本 松 南

屋   代

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

文 大 長 野

文 大 長 野

長 野 東

飯 田 女 子

長 野 日大

松   代

長 野 日大

東 海 大 三

長 野 日大

東 海 大 三

長 野 東

東 海 大 三

佐   久

東 海 大 三

長 野 日大

長 野 日大

長 野 日大

大   町

長 野 日大

諏 訪 二 棄

諏 訪 二 葉

長 野 日大

松   代

大   町

大   町

長 野 日大

女子駅伝

女子駅伝

女子団体

男子個人軽量級

男子個人軽量級

男子個人軽中量級

男子個人中量級

男子個人軽重量級

男子個人

女子個人

女子団体

女子団体

女子個人

男子団体

男子

男子

女子

女子

男子学校対抗

男子個人ダブルス

女子個人ダブルス

女子団体総合

女子個人総合

男子団体

女子個人

男子団体

女子団体

男子総合

男子総合

女子総合

女子総合

男子水球

男子50m自 由形

男子50m自 由形

男子100m自 由形

男子100m自 由形

男子200m自 由形

男子200m平 泳

男子200m平 泳

男子100m背 泳

男子100m背 泳

男子200m背泳

男子200m背泳

男子100mパ タフライ

男子21Xl m個 人メドレー

男子400m個 人メドレー

男子400■ リレー

2位

3位

3位

3位

3位

1位

1位

1位

3位

1位

3位

3位

3位

2位

4位

1位

3位

3位

1位

2位

3位

2位

2位

3位

1位

3位

2位

1位

4位

1位

2位

3位

1位

2位

2位

3位

3位

2位

3位

1位

3位

1位

3位

3位

1位

1位

1位

1 .14.29

2 .15.58

24・ 51

25'16

54.88

56・ 67

01'33

31.65

32'86

01'08

01'85

13・ 31

13'70

59'09

13・ 96

48'77

45'93

2

2

2

1

1

2

2

2

4

3ω
鱗
』

6年度

上陸

山本

目黒

田幸

帯 刀

帯 刀

河野

伊藤

大井

上杉 丈夫

伊藤 健一

石川 千年

岩井 純徳

田中 芙美

日下部恵理

田中 美美

日下部恵理

篠原 深雪

桃沢みゆき

庄田真由美

山岸久美子

中山 裕子

長崎 志保

浅見 明子

一
志

徳

幸

幸

展

也

茂

彰

武

将

秀

秀

雅

和

長 野 日大

諏 訪 実 業

長 野 日大

長 野 日大

中 野 実 業

大   町

大   町

東 海 第 三

松   川

須   坂

長 野 日大

伊 那 北

松本県ケ丘

飯   田

篠 ノ 井

篠 ′ 井

諏 訪 実 業

東 海 第 三

諏 訪 実 業

東 海 第 二

諏 訪 実 業

松   川

皐   月

諏 訪 実 業

野 沢 北

高   速

諏 訪 実 業

大   町

東 海 第 二

上伊那農業

男子総合

女子総合

男子400m
男子400m
男子800m
男子1500m

男子5000m

男子3000 m SC

男子5000 m W

男子5000 m W

男子4× 400m
男子4X400m
男子棒高跳

男子走幅跳

男子ハンマー投

男子や り投

女子100m
女子200m
女子200m
女子400m
女子400m
女子100 mH

女子3000 m W

女子4 X100 1n

女子走幅跳

女子砲丸投

女子円盤投

女子や り投

男子駅伝

男子駅伝

3位

1位

1位

3位

3位

1位

1位

2位

1位

2位

1位

3位

3位

2位

1位

3位

1位

1位

2位

1位

2位

3位

2位

1位

2位

1位

2位

3位

1位

3位

49'12

49'70

1 '54'70

4 '05'26

14'43・ 47

9 '21'83

21.33.53

21.56.49

3 '18.29

3 .20・ 01

4 m50

7● 41

54m48

58m68

12・ 16

25・ 38

25'79

55′ 78

55'79

14・ 56

14'32.69

4g24
5 m86

121n56

36m74

40m38

211322
2.1419



％
鱗
嗚

レス リング

ウエイトリフティング

艇

フ ェンシング

ホ ッ ケ ー

空  子 道

ポクシング

切

沢

花

井

田

井

守

内

田

堀

吉

竹

三

石

大

田

竹

塚

藤本 文香

保坂真理子

藤本 文香

保坂真理子

勝田 香織

小平 香織

竹田 哲章

中鳥 久揮

塚田 和広

寺沢 哲也

小 島 庸 稔

海藤

竹内

田

崎

高

失

東 海 大 三

長 野 日大

長 野 日大

大   町

東 海 大 三

伊 那 西

東 海 大 三

伊 那 西

長 野 日大

東 海 大 三

長 野 日大

東 海 大 三

長 野 日大

上 田 西

小   諸

北佐久農業

上 田 西

北佐久農業

上 田 西

北佐久農業

上 田 西

北佐久農業

上 田 西

諏 訪 清 陵

岡 谷 南

諏 訪 清 陵

篠 ノ 井

松   商

篠 ノ 井

篠 ノ 井

篠 ノ 井

伊 那 北

伊 那 北

赤   穂

松 商 学 口

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

野 沢 南

松 本 松 南

松 本 松 南

松 本 松 南

松 商 学 園

野 沢 南

丸 子 実 業

丸 子 実 業

男子400mリ レー

男子800mリ レー

男子400mメ ドレーリレー

男子400mメ ドレーリレー

女子50m自 由形

女子100m背 泳

女子100m背泳

女子200m背泳

女子200m背泳

女子400m個人メドレー

女子400mリ レー

女子400mリ レー

女子400mメ ドレーリレー

男子学校対抗

男子個人46kg級

男子個人46kg級

男子個人58kg級

男子個人58kg級

男子個人63kg級

男子個人68kg級

男子個人74蛇級

男子個人H5kg級

男子個人115 kg級

女子舵手付きフォア

女子舵手付きフォア

女子ダブルスカル

男子70kg級

男子59峰級

男子76kg級

男子83kg級

男子学校対抗

男子学校対抗

女子学校対抗

女子

男子団体組手

男子団体型

男子個人型

女子団体組手

女子団体組手

女子団体組手

女子個人組手

女子個人組手

女子団体型

女子団体型

男子個人モスキー ト級

男子個人ライ トミドル級

4位

2位

1位

4位

3位

1位

2位

2位

3位

2位

2位

4位

1位

1位

2位

3位

1位

3位

1位

1位

1位

1位

3位

3位

4位

1位

1位

2位

2位

3位

3位

4位

4位

3位

1位

3位

3位

1位

3位

3位

1位

3位

1位

3位

1位

2位

3 .50'46

8.21'91

4'0765
4′ 19'16

28'67

1 '06.69

1 '07.62

2 .20.25

2 '31.27

5 ' 19'99

4 ' 15'83

4 ' 18'72

4 .39'77

定   通
バスケットボール

バレーボール

バ ドミントン

卓   球

ソフトテニス

柔   道

アーチェリー

鈴木

仲井

小林

藤

池

田

近

野

長

沢

田

田

沢

官

和

伝

井

飯 田 長 姫

上   田

長 野 吉 田

長 野 商 業

岡 谷 工 業

中野 実 業

赤   穂

飯 田 長 姫

中野 実 業

長 野 吉 田

飯 田 工 業

長 野 吉 田

長 野 西

箕 輸 工 業

篠 ノ 井

男子

女子

男子

女子団体

男子個人シングルス

男子団体

女子団体

女子個人シングルス

男子個人シングルス

男子団体

男子個人

男子個人

女子個人

男子個人

女子団体

2位

3位

1位

3位

2位

3位

3位

2位

3位

3位

1位

2位

3位

3位

4位

平成 7年度

陸 上

柔 道

道

大矢 陽一

高橋 邦幸

大矢 陽一

市瀬 重明

小林  修

田幸 将徳

市瀬 重明

黒岩 新弥

松下 伸太

夫

健

昭

二

織

保

美

帆

　

広

之

渡

規

子

丈

　

重

幸

沙

美

恵

美

　

喜

元

　

善

美

川

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

杉

沢

藤

谷

野

沢

沢

萱

　

瀬

屋

瀬

瀬

原

上

唐

近

長

矢

滝

滝

細

　

広

土

百

百

藤

長 野 日大

中野 実 業

松 本 深 志

長 野 日大

松 本 深 志

飯   田

長 野 日大

中 野 実 業

飯   田

中野 実 業

上伊那農業

長 野 日大

中 野 実 業

松本県ケ丘

上伊那農業

長 野 日大

篠 ノ 井

長   野

諏 訪 実 業

伊那弥生丘

田   川

松 本 第 一

松 本 第 一

野 沢 南

松 本 第 一

松 本 第 一

赤   穂

男子総合

男子総合

男子100m
男子200m
男子200m
男子400m
男子400m
男子800m
男子800m
男子1500m

男子3000 m SC

男子4× 400mリ

男子4× 400mリ

男子棒高跳

男子棒高跳

男子三段跳

男子円盤投

女子400m
女子3000m

`で

月43000m

女子ll10 m H

女子団体

男子個人軽量級

男子個人軽量中級

男子個人中量級

男子個人軽重量級

女子個人

2位

4位

3位

2位

3位

2位

3位

2位

3位

1位

3位

2位

4位

1位

2位

2位

2位

3位

2位

3位

2位

2位

2位

2位

2位

3位

3位

1

1

4

9

3

3

10'71

21・ 80

21'32

49'04

49'13
'55'76

.56.25

'04・ 45
.18'74

.18.30

.20'06

4 m96

4 m60

14m50

48n74

5768
'46.55

.49'10

14・ 58

9

9



ソフ トテニス

):v-f,,-)v

佐 木々・杉野

井上 。星川

井上

高須

小林

大井もも子

小林 隼人

宮崎新太郎

小林 隼人

清水  悟

黒沢 晃弘

清水  悟

黒沢 晃弘

早田 和重

丹下 智幸

丹下 智幸

窪田 育生

窪田 育生

武士 真弓

藤本 文香

武士 真弓

藤本 文書

勝田 香織

保坂真理子

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

長 野 日大

文 大 長 野

長 野 東

長 野 清 泉

屋   代

松   代

伊 那 西

飯 田 女 子

長 野 日大

東 海 第 二

松   代

長 野 日大

須   坂

長 野 日大

長 野 日大

佐 久 長 聖

長 野 日大

佐 久 長 聖

田   川

諏 訪 二 葉

諏 訪 二 葉

長 野 日大

長 野 日大

女子団体

男子個人

男子団体

女子団体

男子

男子

女子

女子

女子

男子学校対抗

女子学校対抗

男子個人ダブルス

男子個人シングルス

男子個人シングルス

女子個人シングルス

男子団体総合

女子団体総合

男子団体

女子個人

男子団体

女子団体

女子団体

女子個人

男子総合

女子総合

男子飛込総合

男子2011m自 由形

男子200m自 由形

男子400m自 由形

男子100m背 泳

男子1011m背泳

男子200m背泳

男子2Clll m背 泳

男子100mパ タフライ

男子200m個人メドレー

男子400m個人メドレー

男子400mリ レー

男子800mリ レー

男子400mメ ドレーリレー

男子飛板飛込

男子高飛込

女子50m自 由形

女子50m自 由形

女子100m自 由形

女子100m背 泳

女子200m背泳

女子200m個 人メドレー

2位

1位

1位

3位

1位

2位

1位

2位

3位

1位

3位

2位

2位

3位

3位

4位

4位

3位

2位

2位

2位

3位

1位

1位

3位

2位

1位

3位

2位

1位

2位

1位

2位

1位

1位

1位

1位

1位

1位

3位

2位

1位

3位

1位

2位

3位

1位

00'94

03.19

17・ 82

58'79

00・ 51

0g48

08.96

58.16

12・ 41

45'60

16.26

06.12

28'16

28'39

02・ 51

08・ 05

31'06

26.25

2

2

4

1

2

2

2

4

8

4

1

1

2

2
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定   通
バスケットボール

ウエイトリフティング
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ト

道

ボクシング

艇i曹

‐ ヶ

手

ヨ

ホ

空

保坂真理子

岩本

竹田 哲章

塚田 和広

松沢美保子

佐藤亜香利

宮沢  瞳

芝崎真理子

菅原 香菊

酒 井 健 児

辞
韻
畑
耕
摘
認
舶
郷

範

則

一

高

徳

光

槻

條

垣

大

北

稲

久美木原

美

恵

由

正

理

真

山

森

坂

田

村

田

田

杉

小

官

鶴

中

官

依

伊 那 西

東 海 第 二

松 本 深 志

信 州 工 業

上 田 西

北佐久農業

上 田 西

上 田 西

上 田 西

上 田 西

上 田 西

北佐久農業

上 田 西

岡 谷 南

諏 訪 清 陵

岡 谷 東

諏 訪 清 陵

岡 谷 南

篠 ノ 井

篠 ノ 井

篠 ノ 井

松 商 学 口

篠 ノ 井

松 商 学 園

松 商 学 園

伊 那 北

伊 那 Jヒ

伊 那 北

北   部

駒ケ根工業

松 商 学 園

松 本 深 志

屋   代

松 商 学 園

松 本 松 南

松 本 松 南

中 野 西

松 商 学 園

大   町

中   野

長 野 南

長 野 南

上 田 東

丸 子 実 業

丸 子 実 業

飯 田 長 姫

女子400m個人メドレー

女子400mメ ドレーリレー

男子

男子

男子学校対抗

男子個人46峰級

男子個人50kg級

男子個人50崚級

男子個人54峰級

男子個人58鼈級

男子個人63峰級

男子個人68鼈級

男子個人■5聴級

男子子舵手付きフォフ

女子舵手付きフォア

女子舵手付きフォア

男子ダブルスカル

女子シングルスカル

男子70鼈級

男子83崚級

女子50t級

女子50ヒ級

女子54kg級

女子59kg級

女子70kg級

女子学校対抗

男子個人サープル

男子個人エベ

男子シーホッパー級

男子

男子団体組手

男子団体型

男子個人型

女子団体組手

女子団体組手

女子個人組手

女子団体型

女子個人型

女子個人型

女子個人型

女子個人型

男子ウェルター級

男子ライ ト・ フライ級

男子フライ級

男子フェザー級

男子

1位

3位

1位

3位

1イ立

1位

1位

2位

1位

3位

3位

3位

1位

2位

1位

3位

1位

2位

1位

1位

1位

2位

1イ立

1イ立

1位

4位

2位

1位

2位

4位

3位

3位

3位

1位

2位

3位

2位

3位

1位

2位

3位

2位

3位

3位

3位

1位

08'63

42'70

5

4

ω
鱗
％

球卓

操
　
　
操
　
　
道

体

体
　
　
新
　
　
弓

泳水



％
い
へ

ハレーボール

バ ドミントン

軟 式 野 球

卓   球

アーチ ェ リー

仲 井

上   田

長 野 吉 田

岡 谷 工 業

飯 田 長 姫

中 野 実 業

赤   穂

飯 田 長 姫

篠 ノ 井

女子

男子

男子団体

男子

男子団体

女子団体

女子個人

男子団体

3位

1位

3位

2位

3位

2位

1位

1位

パスケットボール

ハレーボール

卓   球

レスリング

操
　
　
操体

体

　

新

道

泳

弓

水

河野・飯島

竹内・ 松沢

小林・小林

北原 。邸暉

王   郷

小林  泉

小松 亜子

大井 もも子

小松 三紗

河角由起 子

笠原 裕矢

佐々木裕二

佐々木裕二

大工原 克

清水  悟

黒沢 晃弘

黒沢 晃弘

清水  悟

羽生田秀高

早田 和重

早田 和重

丹下 智幸

丹下 智幸

文香

文書

順子

順子

梓

悦子

本

本

森

森

岩

山

藤

藤

藤

藤

黒

下

吉澤

上田染谷丘

上 田 西

松 商 学 日

諏 訪 清 陵

松 商 学 園

東 海 第 二

松 本 松 南

松 商 学 国

松 商 学 園

松 商 学 口

長 野 女 子

松 商 学 園

松 商 学 園

長 野 日大

文 大 長 野

長 野 東

伊那弥生丘

長 野 清 泉

伊那弥生丘

諏 訪 二 葉

長 野 日大

東 海 第 二

駒ケ根工業

駒ケ根工業

佐 久 長 聖

長 野 日大

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

長 野 日大

長   野

田   川

田   川

諏 訪 二 葉

諏 訪 二 葉

長 野 日大

佐 久 長 聖

長 野 日大

東 海 第 三

東 海 第 三

東 海 第 二

長 野 日大

長 野 日大

佐 久 長 聖

長 野 日大

上 田 西

北佐久農業

北佐久農業

女子個人

女子個人

男子団体

男子団体

女子団体

男子

女子

女子学校対抗

女子個人ダブルス

女子個人ダブルス

女子個人シングルス

女子個人シングルス

女子個人シングルス

男子団体総合

女子団体総合

男子団体

女子団体

女子個人

女子個人

女子個人

男子総合

男子50m自 由形

男子100m自 由形

男子200m自 由形

男子400m自 由形

男子100m背 泳

男子1∞ m背泳

男子200m背泳

男子200m背泳

男子200m平 泳

男子1011mパ タフライ

男子200mパ タフライ

男子200m個 人メドレー

男子400m個人メドレー

男子400mリ レー

男子400mリ レー

男子800mリ レー

男子4110mメ ドレーリレー

女子50m自 由形

女子100m自 由型

女子100■ 背泳

女子200m背泳

女子200mパ タフライ

女子400m個人メドレー

男子学校対抗

男子学校対抗

男子個人46峰級

1位

3位

1位

2位

2位

3位

3位

1位

1位

2位

1位

2位

3位

2位

3位

2位

1位

1位

3位

3位

4位

3位

3位

2位

3位

1位

2位

1位

2位

3位

2位

1位

1位

1位

3位

4位

3位

4位

1位

1位

2位

2位

3位

2位

1位

2位

1位

25'34

56.10

2 .02・ 04

4 . 16・ 62

59'70

59'95

2 .07・ 50

2 . 10・ 37

2 '32・ 05

57・ 43

2 . 10・ 45

2 '09'14

4 .34・ 98

3 .47・ 06

3 .47・ 93

8 ' 22'13

4'15'11

2760
59・ 55

1 '09'42

2 .25・ 94

2 .26・ 92

5

平成 8年度

上陸

道柔

ソフ トテニス

山口  光

山口  光

市瀬 芳明

和田 裕樹

小嶋 卓也

下平 賢哉

吉田  剛

官入 義勝

池田 直人

牛越 寛生

伊藤  文

横川 絵美

吾妻  薫

倉科喜美子

山崎 琴代

井原 裕美

上原  綾

高見沢 円

片桐 涼子

斉川和佳奈

広瀬

小林

百瀬

百瀬

官 下・ 石害」

広

也

渡

規

喜

裕

　

善

岩 村 田

岩 村 田

阿   南

長 野 日大

佐 久 長 聖

飯   田

長 野 日大

岩 村 田

長 野 日大

小   諸

長 野 日大

中   野

松   代

長 野 西

松 商 学 園

長 野 日大

佐 久 長 聖

中 野 実 業

佐 久 長 聖

田   川

佐 久 長 聖

松   代

松本蟻ケ崎

東 海 第 二

諏 訪 実 業

佐 久 長 聖

松 本 第 一

松 本 第 一

松 本 第 一

松 本 第 一

松 本 第 一

松 本 第 一

長   野

上 田 西

飯 田 風 越

長   野

男子100m
男子200m
男子8011m

男子800m
男子3000 m SC

男子50110 m W

,31生 4 X100 m リ

,3]自 4 X100 m リ

男子4× 400mリ

男子走高跳

男子走幅跳

男子円盤投

男子ハンマー投

男子や り投

女子200m
女子3000m

女子301111m

女子100 mH
女子走幅跳

女子砲丸投

女子やり投

女子や り投

女子やり投

男子駅伝

女子駅伝

女子駅伝

男子団体

女子団体

男子個人軽量級

男子個人軽量中級

男子個人中量級

男子個人軽重量級

男子団体

女子団体

女子団体

男子個人

3位

2位

1位

3位

3位

3位

1位

3位

3位

1位

1位

2位

2位

3位

3位

1位

2位

2位

3位

1位

1位

2位

3位

1位

1位

3位

3位

2位

1位

3位

1位

3位

2位

1位

3位

2位

10'76

22'30

1.5760
1 5793
9 '41'38

23.20'35

43'77

44'02

3 .23・ 25

l m90

7 m00

43m48

47m26

461n04

26.23

10'09'23

10. 09'34

14'99

5 m44

12m15

41m40

36m92

35m18

2 '11 40

1 '12.07

1 '14.08



漕   艇

ウエイトリフティ

自 転 車

フェンシング

ング

ヨ

空 手

卜

道

定   通
バスケットボール

バレーボール

バ ドミントン

卓   球

ソフ トテニス

アーチ ェ リー

高橋

平井

武藤

佐々木

鈴木

丸山

佐藤亜香利

宮沢 瞳

松澤美保子

九山  厚

原  篤史

操

志

愛

愛

高

田

沢

田

田

武

三

福

福

塚 原 隆 通

酒 井 健 児

官坂 真由

西澤智代美

永池

米沢

官下 友子

上 田 西

上 田 西

上 田 西

上 田 西

北佐久農業

上 田 西

諏 訪 清 陵

松 商 学 園

篠 ノ 井

篠 ノ 井

駒ケ根工業

松 本 工 業

伊 那 北

伊 那 北

箕 輪 工 業

箕 綸 工 業

伊 那 Jヒ

つ「   】

“

  Jヒ

茅   野

松 商 学 園

松 商 学 園

屋   代

松 本 松 南

中 野 西

長 野 南

松 商 学 園

上   田

松本筑摩夜

飯 田 長 姫

松本筑摩夜

上   田

中 野 実 業

赤   穂

中 野 実 業

赤   穂

長 野 吉 田

長 野 西

長 野 南

長 野 南

男子個人50kg級

男子個人54鼈級

男子個人58kg級

男子個人68kg級

男子個人74kg級

男子個人H5kg級

女子ダブルスカル

女子50kg級

女子50kg級

女子54峰級

ポイントレース

3000m追 い抜き競争

男子学校対抗

女子学校対抗

男子個人フルーレ

男子個人エベ

女子個人フルーレ

女子個人エベ

F」級デュエット

男子個人組手

男子団体型

男子個人型

女子団体組手

女子団体型

女子個人型

女子個人型

女子

男子

女子

男子団体

女子団体

男子団体

女子団体

男子個人

女子個人

男子団体

女子団体

女子団体

女子個人

1位

1位

2位

2位

3位

2位

1位

2位

1位

1位

4位

2位

4位

3位

2位

1位

3位

2位

3位

3位

2位

1位

2位

3位

1位

3位

2位

1位

3位

3位

3位

3位

3位

2位

3位

2位

3位

2位

2位

9年度

剣   道

ソフトテニス

テ ニ ス

バスケットボール

バレーボール

仁

治

治

海

誠

幸

誠

海

逸

哉

昭

清

清

一
　

正

　

一
桂

賢

山

藤

藤

入

花

藤

花

入

橋

平

横

佐

佐

官

矢

伊

矢

官

高

下

井上 大輔

牛越 寛生

岡田紗矢香

岡田紗矢香

小沢 知史

登内 理恵

上原  綾

官坂由紀子

片桐 涼子

青木 T●仁

上原 正義

高木 康司

小沢  弘

高山  司

九山 麻美

丸山さくら

倉下  実

松沢 。成沢

横山。望月

1位

2位

1位

1位

1位

1位

2位

3位

1位

2位

3位

3位

1位

1位

3位

3位

2位

3位

3位

2位

2位

1位

2位

1位

3位

1位

3位

1位

3位

3位

2位

1位

3位

3位

3位

3位

1位

2位

1位

3位

2位

2位

3位

1位

3位

3位

48'35

1 
′
51・ 40

3  59.66

14.42.60

14.43.55

14'43.92

9'10・ 62

9 ' 17.42

9 '22.50

22.43.56

41'76

3 . 17.94

431n26

48m98

25'87

58.55

2 ' 14'33

9 '44.93

12m23

38m70

44m66

2 '09'13

2 ・11.22

1 '12.19

長 野 日大

佐 久 長 聖

長 野 日大

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

伊 那 北

東 海 第 二

伊  那  Jヒ

佐 久 長 聖

長   野

飯   田

長 野 日大

長 野 日大

須 坂 園 芸

松   代

長 野 日大

長 野 日大

東 海 第 二

伊  那  北

田   り||

諏 訪 実 業

松   代

東 海 第 二

佐 久 長 聖

諏 訪 実 業

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

東 海 第 二

松 商 学 園

松 本 第 一

松 商 学 園

長 野 商 業

佐 久 長 聖

岡 谷 南

長   野

上 田 西

松 商 学 口

上 田 西

上 田 西

松 商 学 口

松 商 学 口

東 海 第 二

岡 谷 工 業

松 商 学 園

東 海 第 二

男子総合

男子総合

男子400m
男子800m
男子15∞ m

男子5000m

男子5000m

男子501Xl m

男子301Xl n SC

男子301111 m SC

男子301Xl m SC

男子5000 m W

男子4X100mリ レー

男子4× 400mリ レー

男子円盤投

男子ハンマー投

女子200m
女子400m
女子800m
女子3000m

女子砲九投

女子円盤投

女子や り投

男子駅ほ

男子駅伝

女子駅伝

女子団体

男子個人中量級

男子軽重量級

男子軽重量級

男子重量級

女子52kg級

女子66kg級

女子無差別級

男子個人

男子団体

女子団体

女子団体

女子個人

女子個人

男子団体

女子団体

男子

男子

女子

女子ω
「
い



％
一
５

ハンドボール

ソフトボール

卓   球

操
　
　
操体

体
　
　
新

道弓

泳水

ッ カ ー

王

小林

壇原 義一

小松 三紗

高木 秀訓

永井 弘樹

大井 一井

前田  大

大工原 克

中村 真悟

伊原 裕貴

大工原 克

伊原 裕貴

黒沢 貴朗

黒沢 貴朗

天満  宏

早田 和重

早田 和重

斉藤  卓

藤森 順子

田中 美緒

田中 美緒

黒岩  梓

黒岩  梓

但馬由佳里

下山 悦子

下山 悦子

郷

泉

屋   代

長 野 商 業

松 商 学 口

長 野 女 子

松 商 学 園

長 野 日大

文 大 長 野

長 野 東

伊那弥生丘

長 野 東

伊那弥生丘

飯 田 工 業

長 野 西

屋   代

岡 谷 南

岡 谷 南

長 野 西

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

白   馬

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

飯   田

佐 久 長 聖

飯   田

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

東 海 第 二

田   川

田   川

佐 久 長 聖

長 野 日大

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

長 野 日大

長 野 日大

佐 久 長 聖

長 野 日大

佐 久 長 聖

佐 久 長 聖

長 野 日大

佐 久 長 聖

松 商 学 園

信 州 工 業

男子

女子

男子団体

女子個人シングルス

女子個人シングルス

男子団体総合

女子団体総合

男子団体

女子団体

男子個人

女子個人

男子団体

女子団体

女子団体

男子個人

男子個人

女子個人

男子総合

女子総合

男子50m自 由形

男子200m自 由形

男子200m自 由形

男子400m自 由形

男子400m自 由形

男子1500m自 由形

男子100m平 泳

男子200m平 泳

男子200m平 泳

男子100mパ タフライ

男子200mパ タフライ

男子400m個 人メドレー

女子200m自 由形

女子100m平 泳

女子200m平泳

女子100mパ タフライ

女子200mパ タフライ

女子200mパ タフライ

女子2∞ m個人メドレー

女子4∞ m個人メドレー

男子400mリ レー

男子400mリ レー

男子800mリ レー

男子400mメ ドレーリレー

女子400mリ レー

女子400mメ ドレーリレー

3位

2位

2位

1位

2位

3位

2位

2位

1位

3位

1位

1位

1位

3位

2位

3位

3位

1位

2位

2位

1位

3位

2位

3位

1位

2位

2位

3位

1位

1位

3位

3位

3位

3位

2位

1位

2位

2位

3位

3位

4位

3位

3位

3位

2位

1位

3位

25.55

2 .01'71

2 '04・ 05

4 .09.63

4 .14.23

16.26・ 24

1  09・ 24

2 .30'79

2 '31.40

56.23

2 .09'23

5 '00'33

2 '12.59

1.1803
2 .44・ 63

1 .06・ 05

2 .25'01

2 .28'84

2 .31.64

5 ' 15'04

ウエイトリフティング

フェンシング

レス リング

ボクシング

定   通
バスケットボール

バレーボール

バ ドミントン

卓   球

ソフトテニス

卜

道

ツ

手

ヨ

空

清水

細谷

武藤

桜井

伊藤

佐々木

鈴木

小笠原

丸山

五十嵐敦司

滝沢 伸治

大西 洋平

三澤 高志

伊井島仲也

三澤 高志

椎名 晴子

中野 的幸

高山 裕美

西澤智代美

官坂 真由

西澤智代美

小島 優次

徳嵩 克哉

宮崎 達也

糸賀

秋山

佐 木々。工藤

塚田・芹沢

加藤 。深町

北佐久農業

上 田 西

上 田 西

小   諸

上 田 西

上 田 西

Jヒ佐久農業

上 田 西

北佐久農業

上 田 西

上 田 西

諏 訪 清 陵

岡 谷 東

岡 谷 東

岡 谷 南

岡 谷 工 業

岡 谷 工 業

岡 谷 工 業

箕 輪 工 業

伊 那 北

伊 那 Jヒ

諏 訪 清 陵

松 商 学 園

松 商 学 園

松 本 工 業

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

松 商 学 園

松 本 松 南

長 野 南

松 商 学 園

長 野 南

長 野 南

長 野 南

飯 田 長 姫

上伊那農業

長 野 吉 田

丸 子 実 業

丸 子 実 業

松本筑摩昼

長 野 吉 田

松本筑摩夜

長 野 吉 田

長 野 西

男子学校対抗

男子学校対抗

男子個人46kg級

男子個人50kg級

男子個人58kg級

男子個人63kg級

男子個人63kg級

男子個人68kg級

男子個人74kg級

男子個人74kg級

男子個人H5kg級

男子舵手付きフォフ

男子ダブルスカル

女子ダブルスカル

男子シングルスカル

男子64kg級

男子64kg級

男子83kg級

男子個人フルーレ

男子個人サープル

男子個人エペ

女子シーホッパーSR
男子団体組手

男子団体型

男子個人型

女子団体組手

女子個人組手

女子個人組手

女子団体型

女子団体型

女子個人型

女子個人型

フライ級

フェザー級

ウェルター級

男子

女子

男子

女子団体

女子個人

女子個人

男子団体

女子個人

男子個人

男子個人

1位

2位

1位

3位

1位

3位

3位

1位

1位

3位

1位

3位

3位

1位

3位

2位

1位

2位

1位

1位

1位

2位

3位

1位

1位

2位

3位

3位

1位

2位

1位

2位

3位

3位

2位

1位

3位

2位

2位

1位

1位

2位

2位

3位

3位

艇



一昴 土早6

力日

【Jヒ         1言】

・ 飯 山 照 丘 高 校  358
・ 飯 山 北 高 校 358

0飯 山 南 高 校 359

・ 下高井農林高校  359
・ 中 野 高 校 360

・ 中 野 実 業 高 校  360
・ 中 野 西 高 校 361

0須 坂 商 業 高 校  361
・ 須 坂 東 高 校 362

0須 坂 高 校 362

・ 須 坂 園 芸 高 校  363
0北 部 高 校 363

0長 野 吉 田 高 校  364
・ 長 野 高 校 364

0長 野 西 高 校 365

0長 野 商 業 高 校  365
0長 野 東 高 校 366

0長 野 工 業 高 校  366
・ 中 条 高 校 367

・ 犀 峡 高 校 367

・ 長 野 南 高 校 368

0篠 ノ 井 高 校 368

・ 更 級 農 業 高 校  369
0松 代 高 校 369

0屋 代 高 校 370

0屋 代 南 高 校 370

・ 坂 城 高 校 371

0皐 月 高 校 371

・ 清泉女学 院高校  372
0文化女子大長野高  372

・ 長 野 女 子 高 校  373
・ 長 野 日 大 高 校  373
0篠 ノ 井 旭 高 校  374

【東    信】

・ 上 田 千 曲 高 校  374
0上 田 高 校 375

明
エ 校 紹 介

0上 田染谷丘高校  375
・ 上 田 東 高 校 376

0丸 子 実 業 高 校  376
0東 部 高 校 377

0蓼 科 高 校 377

0望 月 高 校 378

0小 諸 商 業 高 校  378
・ 小 諸 高 校 379

0軽 井 沢 高 校 379

北佐 久農業高校  380
0岩 村 田 高 校 380

0野 沢 北 高 校 381

0野 沢 南 高 校 381

0日 田 高 校 382

0小 海 高 校 382

0上 田 西 高 校 383

0佐 久 長 聖 高 校  383
【南    信】

0富 士 見 高 校 384

0茅 野 高 校 384

0諏 訪 実 業 高 校  385
0諏 訪 清 陵 高 校  385
0諏 訪 二 葉 高 校  386
0下 諏訪 向陽高校  386
0岡 谷 南 高 校 387

0岡 谷 工 業 高 校  387
0辰 野 高 校 388

0箕 輪 工 業 高 校  388
0上 伊那農業高校  389

・ 高 遠 高 校 389

・ 伊 那 北 高 校  390
0伊那弥生ケ丘高校  390
0赤 穂 高 校 391

0駒 ケ根工業高校  391
・ 松  川 高 校  392
0飯 田 高 校 392

0飯 田 風 越 高 校  393

・ 飯 田 工 業 高 校  393
0飯 田 長 姫 高 校  394

・ 下伊那農業高校  394
0阿 智 高 校 395

・ 阿 南 高 校 395

・ 飯 田 女 子 高 校  396
・ 東海大第三高校  396
0伊 那 西 高 校 397

【中    信】

・ 蘇 南 高 校 397

0木 曾 高 校 398

0木 曾 山 林 高 校  398
0塩 尻 高 校 399

0田  川 高 校  399
・ 梓  川 高 校  400
0松 本 工 業 高 校  400
0松 本県 ケ丘高校  401
0松本美須々ケ丘高  401
0松 本 深 志 高 校  402
0松 本蟻 ケ崎高校  402
0松 本 筑 摩 高 校  403
0明 科 高 校 403

0豊 科 高 校 404

・ 南安曇農業高校  404
・ 穂 高 商 業 高 校  405
・ 池 田 工 業 高 校  405
・ 大 町 高 校 406

・ 大 町 北 高 校 406

・ 白 馬 高 校 407

0松 商 学 園 高 校  407
0松 本 松 南 高 校  408
0塚 原 青 雲 高 校  408

・ 松 本 第 一 高 校  409
・ 信 州 工 業 高 校  409
0昭 和 園 芸 高 校  410



飯山市北部の長峰丘陵の一画に高々とそびえ

立つ、近代的な校舎には地域の人々の努力の結

晶が隠されている。昭和23年に飯山南高校定時

制課程が設置されたのにあわせて、地域の 6つ

の分校が統合、現在の地に照丘分校が設置され

た。その後、地域の熱意と照丘高校推進委員会

などの陳情が強 く働きかけられ昭和49年に長野

県飯山照丘高等学校設立の歴史を持っている。

運動部の記録としては照丘分校から独立する

以前から各分校間での球技大会等、運動部は活

発に活動 していた。当時は野球・ バレーボー

ル・ 卓球・ 陸上等が活躍 していたが、対外的に

はやは リスキー部が輝か しい成績を残 してい

長野県飯山照丘高等学校

〒38)2413 飯山市照里808

TEL(0269)652058

FAX(0269)651806

創 立  昭和49年 1月 1日

長野県飯山北高等高校

〒38)2253 飯山市大字飯山2610

TEL(0269)624175

FAX(0269)811072

創 立  明治36年 4月 1日

る。卒業していった多 くの選手が県高校スキー

大会・ 国体・ インターハイに出場 している。昭

和30年には県学生スキー大会において リレー優

勝・ 総合 3位。そ して昭和44年 には県高校 ス

キー大会の優勝をおさめている。平成 9年度時

点では生徒絶対数の減少 (特に女子生徒)・ 地

元生徒の割合が減ったことによる部加入率の低

下。その他の理由で運動部の活動状態は県下に

胸をはれる状況ではない。残念ながら県の トッ

プレベルの成績は近年、記録は残せてはいない

ものの地道な努力が続いている。や りがいのあ

る運動部活動を追い求めて生徒は毎日汗を流 し

ている。

の悩みが部員確保です。運動部の精選や地域で

チームを作るという事も考えていく必要がある

でしょう。そんな中で、クラブ活動における地

元中学との連帯などを試みながら、クラブ活動

がより活発になるよう対策を講 じています。

また、平成 9年度より理数科を設置 しまし

た。地域の進学校としての役割を全 うすると共

に、より充実した高校生活になるように、クラ

ブ活動への積極的な参加も実践 されてお りま

す。年間の%は雪に埋 もれている環境のなか

で、冬場の トレーニングを工夫 した りしなが

ら、クラブ活動においても飛躍 していこうとい

う気概にあふれています。

校舎大規模改修を平成 3年 と6年に行いまし

た。平成14年に創立100周年を迎える為、記念

事業の一環として校内LANOネ ットワークを

平成 8年に完成させました。現在は、インター

ネットを構築中です。インターネットを使った

授業や信大との定期的なメール交換、進路決定

に有効なデータの蓄積等、活用範囲は広がって

います。

運動部としては、スキー部の全国高校スキー

大会準優勝、弓道部の男子個人インターハイ出

場、男子ソフ トボール部・ 陸上部の北信越大会

出場、野球部の県大会ベス ト16な どを始め、各

クラブとも自主性に富んだ活動を行っていま

す。しかし、生徒数減少という状況の下、一番

θ5∂



大正10年 4月 郡立下水内高等女学校として開

校、平成 4年 4月 「スキーを中心 とした体育

科」を設置 し、全国に門戸を開いている。平成

4年10月 新校舎へ全面移転、現在は普通科 2・

体育科 1の小規模校である。野球部・ サッカー

部・ 弓道部が活躍 している。体育科は全員がス

キー部員であ り、インターハイでは平成 6年・

9年度に男子が総合優勝、女子が 3位に入賞 し

ている。体育施設では、体育館 (大・ 小 )、 武

道場、雨天練習場、 トレーニングルーム、温水

槽、実験実習室、測定実習室、スキー整備室、情

報処理室、クラブ練習室、屋外運動場 (20,852

ぽ )、 テニスコー ト、弓道場、 プール、 ロー

長野県飯山南高等学校

〒38針2255 飯山市大字静間1088

TEL(0269)624125

FAX(0269)811071

創 立  大正10年 4月 1日

長野県下高井農林高等学校

〒38卜2301 下高井郡木島平村大字穂高2975番地

TEL(0269)823115

FAX(0269)821813

創 立  明治39年 4月 28日

ラースキーコースを整備、特に筋力測定器 (リ

ドアクテブ)他を持つ トレーニング機器の (1

億円以上 といわれる)充実は必見の価値があ

り、ナショナルチームの合宿に度々利用されて

いる。体育科の特色では最新な科学的理論を取

り入れるため、大学教授・ スポーツドクター等

の専門講師による体育理論の授業、国際化社会

に対応できる資質を養 うため本校専属のAET
による授業、情報化社会に対応できる資質を養

うためのコンピューターを利用 した情報処理能

力の育成、専門の大学教授によるメンタル ト

レーニングによる心理的サポー トの実施等、

着々と成果を上げている。

卒)が ジャンプの団体で銀メグルを獲得 し、ま

だ記憶に新 しい第18回長野冬季オリンピックで

は富井彦 (平成 3年度卒)が コンバイ ド団体に

出場、在校生に深い感動を与えてくれた。この

2選手の他にも世界ジュニア大会代表や多 くの

全国大会入賞を果たした。野球部は平成 6年全

国高等学校野球長野県大会の 3回戦で秋山投手

の 18奪三振の快投などがあ りベス ト16ま で進

出、農林旋風をまきおこした。女子ソフトボー

ル部は昭和63年から平成 6年まで、卓球部 も平

成 5年から県大会に出場、その他の部も部員不

足に悩みながらも「県大会出場」を合言葉に、

日々の練習に汗を流 している。

昭和62年創立80周年を迎え、その事業の一環

としてプールが完成 (平成 3年 9月 )し、さら

に小体育館落成 (含 ピロティー、合宿所、クラ

ブ練習室、部室平成 5年 1月 )・ テニスコー ト

造成竣工 (同年11月 )、 平成 8年には90周年の

記念事業として トレーニング機器を購入し、授

業やクラブ活動の充実に大いに役立っている。

さて12部ある木校の運動部活動はスキー部の

活躍を抜きに語ることはできない。昭和27年 、

第 1回全国スキー大会で男子総合優勝の輝か し

い伝統に支えられ、平成 2、 4、 5年には同大

会で総合 4位となった。また第17回 リレハンメ

ル冬季オ リンピックでは西方仁也 (昭和61年度
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長野県中野高等学校

〒383-8506 中野市小館六

TEL(0269)222197
FAX(0269)241252

創 立  明治44年 4月 29日

昭和60年 ころが、本校にとっても最大規模の

24学級、生徒数1100余名になった時期である。

男女共にクラブ活動が活発で先をあらそって練

習場所の確保に励んだ時期でもある。体育館や

グランドの使用割 り振 りには生徒たち自ら話し

合って決めることができた。部員が球技に偏 り

がちななかで、陸上部の部員数が男女共にうな

ぎ登 りに増えてきたのもこのころである。部員

数が増加するに従って、次第に勢いづき、大き

な大会にも出場できるようになると共に、ロー

カル大会や遠征練習 (合宿)に も積極的に参加

し、それぞれの技術や力をつけると同時に意欲

的な練習への取 り組みや、礼儀・ あいさつなど

基本的な生活習慣も身につけ、それが他のクラ

ブにもいい影響を与えてくれた。

およそ、ここ10年ほどの間に空手部・ 弓道

部・ 女子柔道部が新設され全国大会にも出場 し

活躍 している。以下に施設関係を記録 しておき

ます。

・昭和62年 合宿棟完成 ・ 平成元年弓道場完

成  ・ 平成 6年西グランド全面改修 ・ 平成 7

年南グランド排水改修・ フェンス嵩上げ

■■|:ミi菫●
=■
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神津正昭、佐藤恵美子の 3名が出場 し活躍を し

てくれました。バ ドミントン部も全国大会の常

連で、県大会では男女優勝など輝かしい成績を

修めています。陸上競技部も県大会での男女総

合優勝をはじめ、常に全国大会に出場 し、H2
に小柳が走高跳で 4位、望月が5000mWで 6

位、H9に長崎が国体100mH 5位等入賞者も

複数だしてお ります。また柔道部も長年長野県
の核として、過去何回も全国大会に出場 して参

りました。最近では中山がH6に個人軽重量級
で 3位に入賞 しました。その他にも男女バレー

ボール、卓球、バスケットボール、ソフ トテニ

ス、野球、弓道、剣道、サ ッカー、体操等多 く
の クラブが県大会出場を果た し、日々努力 して

お ります。

長野県中野実業高等学校

〒383-8567 中野市三好町2丁 目1番53号

TEL(0269)22-2141

FAX(0269)24-1251

創 立  昭和23年 4月 1日

校訓「至誠創造」の名のもと、地元でも「ス

ポーツといえば中実」といわれるほど運動部の

活躍は目ざましいものがあ ります。県大会はも

とより、北信越、全国大会をねらうクラブが多

く、学校全体も活気にあふれ、生徒・顧間は放

課後遅 くまで練習に励み、常に競技力向上をめ

ざし頑張っています。現在 (H9-12)工業科
の校舎改築のため、第一グラウンドが使用でき

ず、一部のクラブでは苦慮 していますが、この

改築の中でプール、第二体育館の新設もあ り、

新たな活躍の場所も期待するところであ りま

す。
各 クラブの状況をみますと特にスキー部の 3

年連続 (H3-5)全 国制覇は我が校の歴史に

残るものです。また、第18回長野冬季オ リン

ピック大会にもクロスカントリーの堀米光男、
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「創造」「探究」「友愛」を校訓とし、知育・

徳育・ 体育をうたい、「敬」と「愛」 と「信」

とに満ちた学園を創ることを教育 目標に、職

員・ 生徒一九 となって精進を重ねてきていま

す。校歌「イヌワシの歌」の作詞は、芥川賞の

最年少受賞者の丸山健二先生が、作曲は、地元

中野市出身の藤沢守先生です。藤沢先生は現在

久石譲というお名前で、作曲活動等で大変活躍

しておられます。平成 5年 10月 には、創立10周

年記念式典が華やかに挙行され、翌平成 6年に

は、専門学科として英語科が新設されました。

平成 9年 3月 に、英語科 1ク ラス40名 の第一期

生が、巣立っていきました。

長野県中野西高等学校

〒38卜8511 中野市西条5441

TEL(0269)227611

FAX(0269)24-1253

創 立  昭和59年 4月 1日

長野県須坂商業高等学校

〒382-0076 須坂市大字須坂字六角堂1150

TEL(026)24卜 0421

FAX(026)2512353

創 立  大正15年 4月 8日

本校の運動部は、現在18部を数え、全校生徒

の約半数が所属 しています。しか し、個人競技

の部員減少、そして特定のクラブに人気が集中

し、片寄った部員数となってきています。各部

とも、最近では県大会出場の常連になるほどの

力をつけてきました。スキー、陸上競技、ソフ

トボール、新体操、空手、柔道、弓道などが全

国大会出場を果たし、特に陸上競技では全国優

勝の快挙も達成できました。

今後の課題として、学業とクラブの両立はも

ちろんのこと、指導者の向上、練習環境の改善

等、まだまだたくさんの課題を抱えながらも、

魅力ある学校創 りへと励んでいるところです。

であった。平成元年女子シングルス (佐野 )・

ダブルス (佐野・ 山本 )、 平成 3年度には男子

シングルス (小林)で県チャンピオンに、平成

3年度全国高校選抜大会へ山口・ 星川を主力

に、平成 5年度全国高校総体へ男子ダブルス

(羽生田・ 小野)・ 女子ダブルス (山本・ 波多 )

で出場 し善戦 した。また、男子羽球部は平成 7

年度全日本ジュニア県大会でダブルス (小渕・

北原)優勝するなどの成績を収めている。その

他クラブにおいても日夜練習に励んでいるが、

各クラブとも部員の減少に頭を悩ませているの

が残念ながら現在の状況である。

製糸家 :越 泰蔵氏によつて創立されて以

来、数々の変遷を経て平成 7年 11月 「創立70周

年記念式典」が盛大に挙行された。(こ の時、

トレーニング●マシンー式が設置 される。)輝
か しい歴史の中でクラブにおいて特筆すべ き

は、野球部が昭和46年に夏の全国高等学校野球

選手権大会に出場、また簿記部においては平成

304年に全国高等学校簿記選手権大会団体総

合で 2年連続全国制覇を果たしている。小規模

校ながら恵まれた環境と施設によって建学当時

の精神を受け継ぎながら情報化社会に対応でき

る人材教育の推進に努めている。

運動部のこの10年、卓球部がまさに黄金時代

3δf
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長野県須坂東高等学校

〒3820013 須坂市日滝 4の 4

TEL(026)2450331

FAX(026)2512351

創 立  大正 7年 4月 13日

本校は、四季折々の姿を現す鎌田山のふもと

に大正 7年女学校として開校 し、昭和23年長野

県須坂東高等学校と改名する。昭和51年度に男

女共学とな り、男子クラブも発足 した。昭和63

年に、第二体育館兼講堂・ 部室・ 弓道場が新設

され、平成10年には創立80周年を迎える。

過去10年間のクラブ活動状況は陸上部、水泳

部、ソフ トボール部、ソフ トテニス部、サ ッ

カー部、バ レーボール部、バスケットボール

部、新体操部、弓道部、卓球部などが県大会に

出場 し、良い成績を残 し、北信越大会・ 国民体

育大会まで出場 し活躍 した クラブも幾つかあ

る。なかでもめざましいのは平成 7年秋優勝、

平成 5年 11月 本館の全面改築が竣工 し創立70

周年記念式典が盛大に挙行された。平成 6年 8

月には トレーニング機器を購入し各クラブ員の

体力向上を図った。また平成10年 4月 には合宿

所・部室棟が竣工 し、体育施設も徐々に整備 さ

れてきた。建学の精神でもある臥竜魂と文武両

道の校風は現在も受け継がれてお り、運動部は

日々活発な活動をしている。最近、部員の減少

も見られ新年度になると新入部員の勧誘に力を

入れている。平成に入 り全国大会に出場を果 し

たクラブと種目を挙げてみると、陸上競技 [元

年 ]女子走幅跳宮沢、[3年 ]男子や り投げ佐

藤、4年男子400mハ ー ドル藤田、 [6年 ]5000

m競歩大井川、ソフ トテニス [元年 ]男 子荒

θ62

809年 と県大会で準優勝 した女子 ソフトボー

ル部、平成 9年北信地区大会で優勝 した卓球部

である。

最近学級減等の影響か生徒のクラブ離れがす

すむ状況のなかでも、なお一層の部活動の充実

と発展、部活動を通 じての心身の鍛錬と良き人

間形成を目指 して日々練習に励んでいる。近年

ソフ トボール部、ソフ トテニス部、サ ッカー

部、バレーボール部、バスケットボール部、卓

球部が県大会等に出場 し頑張っていることから

今後の活躍が期待されている。

長野県須坂高等学校

〒382-lll191 須坂市大字須坂字金井原1518-2

TEL(026)24卜 0334(代 )

FAX(026)2512352

創 立  大正12年 4月 1日

井・ 塩崎組、栗田・ 西沢組、 [2年 ]男 子小

林・ 義家組、 [3年 ]男子荒井 0黒岩組、 [4
年 ]女子渡辺・ 高田組、 [7年 ]男子団体戦、

バ ドミン トン[2年 ]男子団体戦、 [7～ 9年

]女子団体戦、 [5年 ]女子 S小山、 [6年 ]

女子D原、三木組、[8年 ]女子D川上・ 鶴田

組 S川上、 [9年 ]男子D山崎、小林組、男子

バスケットボール [2年 ]水泳 [7年 ]男子2CXl

m自 由形宮崎、山岳 [5年 ]男子、スキー [9
年 ]男子アルペン水落、以上のような実績を残

している。それ以外に、男子バレーボール、

サッカーも県大会で活躍 している。すべてのク

ラブが県大会上位進出を目標に頑張っている。



長野県須坂園芸高等学校

〒38卜0097 須坂市大字須坂1616

TEL(026)24卜 0103

FAX(026)2512350

創 立  明治45年 4月 11日

昭和30年代に始まった高度経済成長政策は農

業に大きな変革をもたらしました。生糸の里は

りんごの里にな りました。運動部の歴史では駅

伝部が、終戦直後の第 1回全国中等学校駅伝競

技大会において、全員地下タビで走 り参加59校

中、堂々と3位入賞 したことはほとんどの人が

知らないし、歴史のかなたに埋没 してしまって

います。農業が当時の花形産業であ り、農業中

等学校 (高校)生の意気軒昴だった姿を髪ズ と

させます。その後久 しい間、農業の苦 しい時代

が続きましたが、バイオテクノロジーの進歩 と

共に我が高校も新 しい黎明期を迎えようとして

います。

さて、ここ8～ 9年の本校運動部の活躍状況

ですが、平成元年はラグビー部発展のピーク

本校は、「五山ケ丘に校旗はひるがえ り」 と

校歌に歌われるように、北信五山に囲まれた美

しい環境にある。運動 クラブの顕著な活動実践

として、昭和57年に結成された空手道部が昭和

60年以降、団体戦においては北信越、春の全国

選抜大会、夏の全国大会に出場、個人戦では北

信越大会、夏の全国大会への出場をは じめ と

し、軟式庭球部においては、個人戦で北信越大

会に、またバスケットボール部においては、平

成 7年、念願の県大会に出場する等があげられ

るが、このほかにも各運動クラブの意欲的活動

がみられる。また、現在休部中ではあるが相撲

部が、平成元年から6年 まで県大会、国体、イ

で、男子バスケット部、バ ドミン トン部の強

かった時代です。さらに平成 3年には、サ ッ

カー部、テニス部の絶頂期を迎え、平成 6年に

は陸上部の台頭、男子バレーボール部のピーク

でした。8～ 9年度は全体的に低調の中、陸上

部が県大会・ 北信越大会・全国大会・ 全日本大

会・ 国民体育大会への出場をはた した時期で

す。運動部への加入の推移は年度により、部に

より増減はあ ります。今後の展望としては、生

徒数の減と共に各部とも少数精鋭主義で大きな

大会をめざしたいとおもいます。

長野県北部高等学校

〒38卜1206 上水内郡三水村普光寺156

TEL(026)253-2030

FAX(026)2531025

創 立  明治42年 4月 1日

ンターハイに出場するという活躍があった。そ

の他、学校のクラブではないが、ヨット、馬

術、エアーライフルで、国体に出場 している。

一方施設面では、平成 7年 3月 には部室10室新

築、バックネ ット張替 と体育施設が充実 され

た。また、ニュースポーツとしてゴルフの導入

も、地域の方々と話し合いながら考えている。

平成11年 には創立90周 年を迎えることにな り、

体育施設の整備等、今後の部活動のよリー層の

充実、発展に期待がもてる。生徒の大半が就職

する本校において、体育及びクラブ活動が生涯

体育の基礎となるスポーツ活動の提供の場、ま

た地域住民との連携が密となれば幸である。
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長野吉田高等学校

〒3818570 長野市 2丁 目12番 9号

TEL(026)241-6161

FAX(026)2419737

創 立  明治41年 4月 27日

本校は平成 9年に創立90周年を迎え、「晴耕

雨読」の精神を伝統として受け継ぎ、学問とク

ラブ活動の両面で活躍 し、多くの人材を世に輩

出している。

校内には13競技に17の 運動クラブがあ り、そ

のほとんどが北信大会を勝ち抜き県大会に進出

するなど、活発なクラブ活動が展開されてい

る。この10年間を振 り返ると、大体育館、格技

室、弓道場が新設され、テニスコー トは 8面が

確保されるなど施設設備での充実が図られた。

競技成績をみると男子バスケットボール、ソフ

トテニス、弓道、陸上、スキー、水泳が全国高

校総体に出場を果たしている。昭和63年にはス

キーの距離競技で今井博幸、平成元年には弓道

で伊藤三枝が全国優勝という輝か しい成績を納

めた。特に今井博幸はアルベールビル、リレハ

ンメル、長野オリンピックに出場 した。長野オ

リンピックでは リレーで 7位に入賞 し、日本ス

キーの歴史に新 しいページを作った。北信越総

体には上記のクラブ以外に男子バレーボール、

テニス、柔道、剣道が出場 し、昭和62年には男

子バレーボールが 3位入賞 した。今後の活躍が

期待されるクラブとしては、野球、女子バス

ケットボール、サッカーが揚げられる。

丁 目16 12

泳・陸上、平成元年剣道・ 弓道・ 陸上、平成 2

年弓道・ 山岳・ バ ドミントン・体操・ 陸上、平

成 3年剣道 0体操・ 陸上・ スケー ト、平成 4年

弓道・ 体操・ 定時制で卓球、平成 5年陸上・ ソ

フ トテニス・ 定時制で卓球、平成 6年陸上、平

成 7年陸上・ 体操・ 庭球、平成 8年体操・ 水

泳・ 弓道・ 陸上・ ソフトテニス、平成 9年 ソフ

トテニス・ 陸上、と以上のように毎年インター

ハイや国体へ出場 している。更に同窓会よりllXl

周年記念事業として、体育館 トレーニングルー

ムに県内有数の トレーニング機器の設置が行な

われ一段と体育施設の充実が計られた。今後、

充実 した体育施設を大いに活用 して大きな成果

をあげることを期待 したい。

長野県長野高等学校

〒38卜8515 長野市上松 1

TEL(026)2341215
FAX(026)2343500

創 立  明治32年 4月 1

文武両道の建学の精神が受け継がれて100有

余年になろうとしている。

時代の流れとともに運動部の数が増え、活動

の場が手狭にな り、郊外施設を利用 しなければ

ならない状況が出てきていた。折 しも平成 7年

の校舎全面改築による体育施設の集約化と新に

浅川地籍に総合グラウンドを建設するなどして

活動の場が整備され施設の充実がはかられた。

現在では全日制運動部は 22部あ り、約半数の

生徒が加入し活発に活動 している。また定時制

でも少数ながら熱心な活動が行なわれ、定通大

会で好成績を残 している。

最近のインターハイや国体に出場 した運動部

をあげてみると、昭和62年水泳、昭和63年水
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昭和61年には90周年記念式典を開催 した。前

年度から実施された男女共学と併せて、文字 ど

お りその年代に対応できる学校としての形と内

容が整い新たな歴史を築いた。

平成 8年 10月 26日 ついに100周年を迎え一世

紀の長い歴史の一区切 りとしての記念式典を挙

行 した。創立以来一貫して変わらない「健全な

心身と高い知性に裏付けられた自主的実践」と

いう本校の教育目標は、男子も女子もその心に

おいて区別のできない時代を超えた人間尊重の

精神がしっか りと息づいている。

最近では、陸上競技、硬式テニス、弓道等が

全国大会に出場 し活躍 している。他のクラブも

長野県長野西高等学校

〒380-8530 長野市箱清水3丁 目8番 5号

TEL(026)2342261

FAX(026)23卜 5506

創 立  明治29年 4月 10日

長野県長野商業高等学校

〒38卜0872 長野市妻科243

TEL(026)2341265
FAX(026)23■ 0875

創 立  明治33年 6月 1日

数々の好成績を上げ、今後の活躍も期待されて

いる。このようなクラブ活動を通 じて精神的・

肉体的に若者を鍛えるとともに、より高い技術

を身につけ、お互いに協力し合い、一つの、日

標を達成する喜びを分かち合える活発な活動、

特色ある学校作 りを目指 している。100周 年を

期に近代的な トレーニングマシーンを導入し、

運動に欠かせない基礎基本の、体力作 りに全種

目の生徒が限られた時間の中で努力している。

る。特に、ここ2～ 3年は飛躍的にレベルアッ

プされ、ソフトテニス部、ソフトボール部、バ

ドミントン部、柔道部、卓球部、剣道部が全国

大会へ駒を進めるまでになってお り、他の部 も

これらに続けと練習に力が入っている。輝か し

い歴史に新たな 1ペ ージを加えようと頑張って

お り、新人大会の結果からも新 しい伝統が築か

れることであろう。また、定時制においては、

現在、 3つの部が活動 してお り、特に柔道部

(個人)が平成 4・ 5年 と全国大会に出場、バ

ドミントン部が 6年に北信越大会に出場 してい

る。8年度から単位制が導入され、生徒数も増

加してお り、今後に期待ができる。

模擬株式会社「長商デパート」で、その名を

全国に知られる本校が、全国27番 目の公立校 と

して、1900年 に誕生 してから「士魂商才」「学

術とともに人間を磨け」をモットーに、質実剛

健の中にものびのびとして活気あふれ、進学に

就職にクラブ活動にと活躍してきた。昭和63年

には合宿所が、そして平成 5年には第 2グ ラン

ドが完成 し、学校整備が一応の区切 りをみた。

平成12年には創立100周 年を迎え、更なる活躍

が期待されている運動部は、現在、全日制で16

あ り、それぞれの部が活動を行っている。過去

10年間をみると、その戦歴めざましいものがあ

り、毎年、 8～ 9の部が県大会に出場 してい
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本校は、創立25周 年を迎え、着実に運動部の

歴史を刻んできている。特に男子新体操部は、

4年連続個人、団体でインターハイ出場を成 し

遂げ平成 9年度は北信越大会団体初優勝を果た

した。また、女子器械体操の個人戦では10年連

続インターハイ出場をしている。

本校の名物のクラブとしては県下唯一の水球

部があるが、最近は部員不足に悩まされる中で

も、毎年県代表として北信越大会で活躍をして

いる。

ここ10年のインターハイ出場種 目となると、

陸上部が平成 4、 5年に出場 している。

近年の県大会上位入賞、北信越大会出場種 目

長野東高等学校

〒3810022 長野市大豆島274卜 1

TEL(026)2218111

FAX(026)2511789

創 立  昭和49年 4月 1日

長野県長野工業高等学校

〒380-0948 長野市差出南3丁 目9番 1号

TEL(026)22卜 8555

FAX(026)291-6250

創 立  大正 7年 4月 25日

は、バレー部が平成 8年度準優勝をし、国体に

も選手 1人を送 り込んでいる。また、剣道部、

テニス部、卓球部男子個人が頑張 りを見せ、北

信越大会に駒を進めている。野球部は、平成 7

年北信地区予選において17年ぶ りの優勝をもた

らし、他の運動部の活動にも活気を与えた。

サッカー部は地区大会準優勝をもたらした り、

女子バレー、男子バスケット部、バ ドミントン

部も常に県大会の常連であ り、県大会でも上位

入賞の力をつけている。

さらに、ソフトテニス、弓道、スキー、空手

部なども上位の大会を目指 して頑張っている。

野泰寛。平成 6年には柔道男子の辻友幸、本道

健司。平成 7年、陸上男子走 り高跳びで吉村勝

彦。平成 8年に柔道男子の橋本昌之、平成 9

年、陸上男子走 り高跳びで岸田亮、また水泳班

が平成 3～ 8年まで連続 して北信越大会に出場

している。

今年度の運動部加入総数は400余 名で、総人

数の約40%と なっているが、生徒各々の目標が

異な り、競技力向上のみの指導は難 しくなって

きている。職業科を生か したスポーツ推薦等の

具体的検討もなされている。
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過去10年間を振 り返る中で、インターハイの

全国大会まで駒を進めたのは、平成元年に陸上

女子3000mで篠塚栄子、平成 4年に自転車スプ

リントで田中誉士、同年スキーアルペン種目の

スラロームで官島崇、平成 7年に自転車ポイン

トレースで宮沢崇史、国体においては平成 9年
に登山競技で本藤絵美、同年馬術少年 リレーで

小林義彦 (3位 )らが活躍 した。また、北信越

大会へ、昭和62年にサッカーが県準優勝、平成

2～ 3年は剣道男子が県大会 3位、平成 4年に

山岳が県大会 4位で出場 している。個人では平

成元年に陸上男子800mで大塚淳、平成 4年に

陸上男子100m、 200mで高橋雅也、槍投げで鵜
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「平成元年度長野県高校新人体育大会バレー

ボール大会第 3位」これは男子バ レーボール

部、と言 うよりここ十年来本校における際立っ

た大会成績である。団体種 日での県 3位入賞は

圧巻と言える。

本校は中条村及び近隣の小川村などを基盤と

する地域校のため、地元中学からの入学者を頼

りとしている。子供の急減期に入 り、平成 4年

度より4学級から3学級の生徒募集となり、同

6年度には全校で 9学級、生徒数は300名 を割

る事 となった。当然、運動部 も同 5年まで10

あったものが、同 9年度には 8と 減っている。

また運動部の加入率は、同年で40%と 全県のそ

長野県中条高等学校

〒381-3203 上水内郡中条村大字中条2378番地1

TEL(026)268310103026

FAX(026)26卜 1009

創 立  明治42年 4月 13日

長野県犀峡高等学校

〒38卜2413 上水内郡信州新町下市場70

TEL(026)262-2044

FAX(026)2912025

創 立  大正10年 3月 31日

れとほぼ同率であるが、全校生徒数の減少にと

もない団体種 目の部の成立が困難とな りつつあ

る。昭和63年度に第 2体育館が完成 し、広大な

グランドと施設面は充実 したが、常時活動 して

いる男女バレーボール、サッカー、野球の総勢

50名 程度ではやや持て余 し気味で思ったような

成績も残せなくなっている。対外的には評価さ

れにくいが、実はこの少ない運動部の生徒が学

校を動か していると言える。クラブと学習を両

立 し生徒会長以下生徒会のすべてを担い、学校

行事等の中心的存在として学校全体の活力・ 推

進力となっている。これは何よりも称賛される

べき点で、今後の活躍が大いに期待される。

る。カヌー部は発足 して日は浅いが、平成 9年

度第18回北信越国体で入賞 し、第52回国体 (な

みはや国体)に出場 した。また、全日本九頭竜

川長距離カヌーレーシング大会では、カナディ

アンペアで三位に入賞 した。平成 9年度は、カ

ヌー部の活躍に刺激 されてか、卓球部 (男・

女)と バレーボール部 (男 )が県大会出場権を

獲得するなど、運動部の活躍が目立った。現

在、部員不足や練習時間の制限、リーダー不足

等の問題を持つが、部活動の振興を図るととも

に学校の活性化に努めているところである。弓

道場の建設とテニスコー トの整備がなされた。

(平成 9年度 )

生徒は信州新町を中心に一市四郡の犀川沿い

の広い地域から通学 し、平成元年度に現在地に

新築移転 した校舎、木の温 もりのある教室、

整った施設・ 設備の中で、学習や部活動等に励

んでいる。最近、過疎化と都市部高校志向が強

まる中で入学者が減少 し、休部を余儀なくされ

ている運動部もある。そんな中で、平成 9年度

から瑛鶴湖に近い環境を生かして、全校をあげ

てカヌーに取 り組んでいる。カヌーは、保建体

育科授業年間指導計画に基づいて、全生徒が水

を友として安全で楽 しいカヌーを習得できるよ

うにするとともに、部活動においては競技力の

向上を図 り各種大会での上位入賞を目指してい

ジ甕文隧
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昭和58年 4月 に開校 し、校是を意欲、創造、

誠実と定め、伝統ある学校へと成長 してきた。

地域から愛される学校を目指 し、勉学にクラブ

活動に励んでいる。昭和63年全国大会にボクシ

ング部根石和雄、陸上部中村敏、杉村秀樹、体

操部堤美佐子。平成元年にボクシング部根石和

雄、陸上部伝田功、成田泰子、男子テニス団体

(寺島、中沢、奈良本、三浦、朝 日)、 ダブルス

(寺島洋樹、中沢栄一 )、 体操部山本哲也。平成

2年にボクシング部堀内英二、小林寛将、陸上

部塚田浩道、女子テニス部北沢綾香、体操部山

本哲也。平成 3年にボクシング部小林寛将、田

島貴光、陸上部横田真一、山本晴美。平成 4年

長野南高等学校

〒381-2214 長野市稲里町田牧字大北23卜 2

TEL(026)284-8850

FAX(026)2911552

創 立  昭和58年 4月 8日

長野県篠ノ井高等学校

〒388-8007 長野市篠ノ井布施高田1,161番地2

TEL(026)2920066

FAX(026)2929136

創 立  大正12年 4月 8日

にボクシング部岩間英幸、田島貴光、陸上部伝

田明、山本晴美 (や り投げ、全国大会で第 4位

に入賞 )。 平成 5年に陸上部荻原勇一。平成 6

年にアーチェリー部今井敦。平成 7年にアー

チェリー部今井敦、宮下友子、ボクシング部吉

沢、鶴田智也。平成 8年にアーチェリー部官下

友子、丸山貴之、ボクシング部小山春樹、空手

部宮坂真由。平成 9年にアーチェリー部男子団

体 (瀧澤、鈴木、林、小池、荒川 )女子団体

(小宮山、井掘、小林、岡村、宮坂 )、 ボクシン

グ部小島優司。空手部宮坂真由。以上全国大会

で活躍をしている。創立16年 目全校生徒一九 と

なって大きな目標に向かって頑張っている。

状況下で生徒達は現状を認識、理解し学業にク

ラブ活動に奮励努力してきた。環境整備 もさ

れ、今後さらに期待される現状である。(北信

越大会以上の状況を列挙してみた)

○北信越大会・剣道・ 弓道・ ソフトテニス・ テ

ニス 0ア ーチェリー・陸上競技・水泳・硬式野

球・ ウエイ トリフティング○全国高校総体・陸

上競技・ 弓道・ ソフトテニス・ アーチェリー・

○全国高校選抜大会・ ソフトテニス・ テニス○

国民体育大会・ ソフトテニス・陸上競技・ ウエ

イ トリフティング

本校は、大正12年更級高等女学校として開校

以来、70有余年の歴史と伝統を誇っている。そ

の間、男女共学、定時制の併設、 5階建て校舎

及び体育館の新築等、数々の時代の要請にこた

えてきた。学校創立70周 年記念に伴 う事業 と重

複 して、90年長野冬季オリンピック、パラリン

ピック開催が決定され、新幹線工事のために体

育館の解体・新築、混合棟等、校舎改築に影響

がでてきた。特に体育館は筑後10余年の命であ

る。解体から落成まで足掛け 4年、平成 8年 10

月にすべての工事が完了、100%学校 としての

機能が回復するに至った。中には工事期間中に

入学・ 卒業 して行った学年もある。このような
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最近10年間の活動の記録は下記の通 りであ
る。
・ 全国高校総合体育大会入賞
・柔道 重量級 準優勝 山岸裕二 (H、 2)
・ 相撲 団体決勝 トーナメント出場 (H、 9)

個人決勝 トーナメント出場小山臣市 (H、 9)
・国民体育大会入賞
・ カヌー カヤックシングル

4位 内山美智子 (H、 4)
0柔道 団体 5位 大将 山岸裕二 (H、

・長野県優勝 全国高校総体出場

団体・ 相撲 (H8、 H9)2回 出場

個人 宮崎雄介(H、 6)清水孝博 (H、

小山臣市 (H、 9)
・ 柔道 山岸裕二 (H、 2)
・ レスリング 久保田大介 (H、 4)
・ 陸上 走高跳 大久保あゆ美 (H、 9)

長野県更級農業高等学校

〒3880000 長野市篠ノ井布施高田200

TEL(026)29200370292-1149

FAX(026)2929998

創 立  明治40年 4月 1日

長野県松代高等学校

〒381-1232 長野市松代町西条字中条4065

TEL(026)27卜 2044

FAX(026)2612120

創 立  明治39年 5月 7日

上記以外で柔道が団体で県総体 2位 2回 、 3

位 1回、個人でも多数入賞者を出している。

卓球も団体 3位、個人で数名入賞、陸上個人
で入賞、レスリングも個人で多数入賞、バ ドミ

ントンも多数の入賞者を出した。水泳は女子 1

名入賞をしている。
又全国高校新人相撲大会 3回出場、全国高校

柔道選手権大会に個人でも出場、秋季国民体育

大会には柔道、相撲、カヌー、レスリング、走

高跳等も出場健斗した。
北信越大会には柔道、相撲、レスリング、卓

球、陸上等出場 した。
この他の部では野球、サ ッカー、バスケ ッ

ト、バレー、テニス、等も目標をもって日々の

練習を頑張っている。
最後に生徒数減にともない一層の努力をし部

活動の活発になることに期待をしたい。

の間に花が咲いたのが弓道部である。平成 5年
に男子団体で全国ベス ト16。 平成 7年には女子

団体で全国ベス ト8にな り全国 レベルの強豪校

となった。個人でも上條君が全国ベス ト8と 活

躍 した。伝統を誇る陸上部では、ハンマー投げ

で牛越君が平成 8、 9年 と連続で全国大会に出

場 し、走 り巾とびの下条君は平成 8年国体 7

位、平成 9、 10年 と連続で全国大会に出場 し、平

成10年では 8位に入賞 した。女子でも片桐 さん

もや り投げで平成 9、 10年 と連続で全国大会に

出場 し平成10年では 5位 と入賞 し、古豪復活を

果 した。
この数年、全国大会にはもう一歩であるが、

柔道部、テニス部、剣道部の活躍がめざまし

い。

０
ろ

7)

本校は明治39年に創立されて以来92年 となる

古い歴史と伝統を誇る高校である。最近10年 の

本校は、昭和60年から学級増が続き平成 2年に

は一学年 9ク ラスになった。これに伴い混合棟

が増築され、また校庭の整備、野球グラウン ド

の移転、テニスコー ト等が建設された。さらに

63年に大体育館が、平成 3年には弓道場が竣工

された。

施設が整えられると、運動部も一層活発にな

り、テニス部が61、 62、 63年 と3年連続全国大

会に出場 した。女子の活躍は見事であった。次

に上げられるのは、バ ドミントン部である。平

成元年女子団体、男子シングルス、ダブルス、

女子シングルスが県下の トップに立ってから、

毎年全国大会に出場 している。創部 してわずか

Ｊ

輛Ъ11
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本校は大正12年、長野県埴科中学校として埴

科郡屋代町 (現・ 更埴市屋代)に創立された。

長野市と上田市との中間に位置する。近 くに杏

の里と森将軍塚古墳がある。昭和38年屋代東高

校が屋代高校に改名されて普通科が中心であっ

たが、平成 4年に理数科が新設されました。魂

の故郷 として80周年を迎えようとしてお りま

す。平成 3年校舎が改築されて「質実岡J健」の

校風を受け継いでお ります。

体育施設では、体育館 2棟、格技室、プー

ル、グラウン ド (陸上 (300m)、 野球、サ ッ

カー)ハ ンドボールコー トニ面、テニスコー ト

4面、弓道場一棟

最近10年間の活動状況昭和62年 より、全国高

長野県屋代高等学校

〒38卜0007 更埴市屋代1000番地

TEL(026)272-0069

FAX(026)2613450

創 立  大正11年 10月 6日

屋代南高等学校

〒38卜8502 更埴市大字屋代2104番地

TEL(026)2722800

FAX(026)2613451

創 立  明治42年 4月 1日

校総体出場 したクラブ長野県優勝

団体男子ハンドボール 8回 (S620630平成元・

2・ 3・ 50609)
″ 女子ハンドボール 6回 (S630平成 3・ 40

5・ 609)
″ 男子空手道 2回 (平成 203)
″ 男子弓道 1回 (平成 7)
″ 女子弓道 1回 (平成 9)
″ 男子山岳 1回 (平成 4)
″ 女子なぎなた 1回 (平成 9)

個人柔道中村幸宏(S62)、 弓道桜田智也 (S63)
″ 硬庭遠藤 尚 (S63)
″ 陸上前島 啓一 (平成 3)
〃 弓道竹花匡史準優勝 (平成 4)

ナイズ ド・ スイ ミングで平成 6年に山辺美佳が

それぞれ国体へ出場しています。

平成 9年の運動部は、陸上・剣道・ ソフトテ

ニス・ 男子テニス・女子テニス・ 男子バスケッ

ト・ 女子バスケット・女子バレー ●ソフ トボー

ル・ 卓球・ 男子バ ドミントン・ 女子バ ドミント

ン・ 弓道・ サッカー・野球の16の部と新体操同

好会が活発な活動を続けています。

運動部加入生徒数が減少傾向となっています

が、加入している生徒は信念を持って、よりよ

き成果が得られるように毎日の練習に真剣に取

り組んでいます。

狭院な校地での体育施設を充実するため、昭

和63年 4月 新テニスコー トが屋代駅東側に竣工

され、平成 7年 10月 にはグラウンドの改修事業

が行われました。

昭和62年以降、本校の運動部活動で特筆すべ

き活躍を収めたのは、女子剣道部が昭和63年県

大会で団体優勝を飾 り、インターハイヘ出場 し

たことと、陸上部がハンマー投げで昭和62年 の

宮本昌彦、63年 の山本義明、平成 3年の大 日方

祐一がそれぞれインターハイヘ出場 したことで

す。

そして薙刀同好会が平成 5年・ 6年に朝倉栄

里子と大田素子が、また水泳同好会がシンクロ
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本校は、明治43年に坂城町立町に、長野県組

合立埴南農蚕学校として設立され、校舎は元の

坂城尋常小学校を使用 して、男子の農業科、女

子の家庭科が設置され、男女共学で授業が開始

された。大正 9年には校名が長野県埴南農蚕学

校と改称され、更に農業普通科が設置された。

その後数回にわた り校名の改称が行なわれた

が、昭和26年になって現在の長野県坂城高等学

校と改称された。昭和62年 の創立75周年記念事

業において校舎改築が行なわれ、 2階建て大体

育館 (1階は武道場 )、 混合教室棟、音楽棟等

が落成 した。同時に第 2グ ランドの拡張及び排

長野県坂城高等学校

〒38卜0601 埴科郡坂城町大字坂城672卜 1

TEL(0268)822112・ 2269

FAX(0268)811304

創 立  明治43年 4月 1日

長野市立皐月高等学校

〒3810041 長野市徳間1133

TEL(026)29卜 1241

FAX(026)29卜 1242

創 立  大正 8年 4月 1日

水工事も完了し、野球部、サッカー部の活動が

ますます盛況となった。

部活動においては、運動部は現在男子12部 、

女子 6部があ り、生徒らが自主的に困難なこと

を克服する実行力を身につけるべ く、顧間と一

体となってそれぞれの目標達成のため懸命の努

力がなされている。戦績 としては、昭和40～ 50

年代は剣道部、ハンドボール部、バ ドミン トン

部が全国大会に数回出場 しているが、昭和60年

以後では空手部、薙刀部が全国大会へ、ハンド

ボール部が北信越大会へ数回の出場を果たす輝

かしい足跡を残 している。

にも予算的にも他校に比べ大変恵まれた条件の

下で活動することができる。ここ10年間の活動

を見ると、陸上部からは県大会総合優勝や競歩

競技において全国で通用する選手が出ている。

バスケットボール部並びに卓球部は北信地区に

おいて常にベス ト4以上であ り、県大会でも活

躍 している。また、バレーボール部、軟式テニ

ス部、弓道部、バ ドミントン部をは じめ他のク

ラブも日頃の練習に余念がない。

今後も部活動をとおして豊かな人間形成を目

指 し、明るく活気ある学校作 りに努力していき

たいと考えている。

長野市の東北、緑に包まれた若槻丘陵に沿 う

静かな環境に建つ。大正 8年創立の長野実科高

等女学校を前身として、昭和43年市立高 (被

服)と 第二高 (普通)の合併により発足 した。

現在普通科15ク ラス、被服科 2ク ラス総合生活

科 4ク ラス、生徒総数760余 名からなる県下唯

一、公立の女子校である。

運動 クラブは、陸上・ バレーボール・ バス

ケットボール・ ソフトボール 0卓球・ バ ドミン

トン・ 体操・ 水泳・ 弓道・ 軟式テニス・ 硬式テ

ニス・ ワンダーフォーゲル・剣道同好会の13競

技で、各クラブとも顧間の指導の下、毎日の練

習に汗を流 している。男子がいない分、施設的
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創 立  昭和24年 4月

本校は、昭和24年 4月 に聖心侍女修道会を設

立母体とする、県下唯一のカトリックミッショ

ンスクールとして創立された。長野市の城山公

園と市営動物園の中間にあ り、東は善光寺平を

一望 し千曲川をへだてて菅平高原を望み見る高

台に位置 している。

永遠の価値あるものをめざし、生きるよろこ

びにみちた、清らかで思いや りがあ り、深い知

性と品位を兼ねそなえ、社会のために献身でき

る女性を育成するよう努めてきた。

昭和43年 にグラン ドが竣工されて施設が整

い、以来変わらぬ条件の中で現在は 8つの運動

部が毎日汗を流 している。放課後の部活動の時

間も下校時刻が決められているため限られてお

長野清泉女学院高等学校

〒38卜0801 長野市箱清水1-919

TEL(026)234-2301

FAX(026)2342303

文化女子大学附属長野高等学校

〒38卜0915 長野市上千田141

TEL(026)2268386

FAX(026)2275735

創 立  昭和 6年 4月 15日

り、密度の濃い練習が求められている。ここ数

年間では、新体操部が団体で 3年連続、個人で

5年連続インターハイ出場という輝かしい実績

を残 している。バスケットボール部はこの10年

間の県大会はほとんどベス ト4以上の戦績を残

し、平成 5年にはインターハイと全国高校選抜

大会に出場 している。また、陸上部、バ レー

ボール部、ソフトテニス部も着実に力をつけ、

常に県大会へ出場するに至っている。

今後は私学の特色を生か し、クラブ活動の面

でも創意工夫をして魅力あるクラブ活動をして

いかなければならないと考えてお り、すべての

クラブ活躍が期待される状況である。

年から平成 9年まで全国高校総体へ13年連続出

場を果たしてお り名門校として知られている。

又平成 9年 ソフトテニス部、バスケットボール

部が北信新人戦優勝、県大会でベス ト4入 りを

果たし春には全国大会を目指 し頑張っている。

又バレーボール、陸上、水泳、ソフトボール、

弓道が連続県大会へ出場 してお り各部が好成績

を上げている。

施設面では平成 7年、文大附属長野高校発足

十周年記念事業として新体育館が完成。更に 8

年弓道場が完成 し着々と諸施設が整備された。

今後の部活動の充実、発展に大いに期待がもて

る。

1日

文化女子大学の附属高校としての本校は、昭

和58年 12月 1日 発足 した。進学中心の女子のみ

の普通高校であ り、私学として県立にはない独

自の教育理念と校風とを備えている。特に平成

7年度より教育改革に取 り組み、ニュース、四

課程制、65分授業を実施 し生徒の進路の保証を

確実のものとしている。

部活動の目標を「部活動を通 じて心身の調和

のとれた発達を図 り友と共に切瑳琢磨 して個性

を磨き、友情を創 り集団の一員としての自覚を

深め、協力してよりよい生活を築こうとする自

主的、実践的な態度を育てる」と定め、運動部

数12部、約300名 の部員が 日々厳 しい練習に励

んでいる。特筆すべきは機械体操部で、昭和60

θη
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本校は長野市の善光寺の東側に位置 し、緑に

囲まれた静かな住宅地の中にあ ります。

大正14年 5月 21日 に、長野市和洋裁縫女学校

として創立され、今日の長野女子高等学校の礎

が築かれています。

創立以来、『梅花不撓風雪』を建学の精神 と

して苦難と逆境に耐え得る豊かな女性になるよ

う努めています。

通学範囲は広 く、北信一帯はもちろんのこ

と、東信は上小、北佐久、小諸、中信は松本、

東筑摩に及んでいます。

運動部は、バレーボール、バスケットボー

ル、テ ニス、 ソフ トテ ニス、バ ドミン トン、卓

長野女子高等学校

〒38卜0803 長野市三輪 9丁 目11番 3号

TEL(026)241-6800

FAX(026)2416224

創 立  大正14年 5月 21日

長野日本大学高等学校

〒381-0038 長野市東和田字中道2533

TEL(026)24卜 1079

FAX(026)259-3935

創 立  昭和34年 1月 24日

球、陸上、剣道、馬術、弓道等々のクラブがあ

ります。どのクラブも礼節と技術を身につけよ

うと練習に励み、成果を挙げてきています。幸

い、本年度は国民体育大会広島大会に馬術 2

名、卓球 1名の選手が出場 し、良い成果をおさ

めました。

更に、今後ますます クラブ活動に学習活動に

励み、女性としての清新な能力と温雅で純潔な

人間性を養っていけるよう頑張 りたいと思いま

す。

S63～H91H・ 国体出場。H31H県 下初

の団体決勝進出。○剣道部 S63～ H81H出
場。○柔道部 S631H出場。H6全国高校柔

道選手大会出場。○弓道部 H102・ 6北信

越出場。○サッカー部 Hl県新人大会優勝。

○女子バレー部H3～ 41H出場。H7北信越

優勝。○男子バレー部 H2～ 709北信越出

場。H7中部日本優勝。○スキー部 S62冬 季

オリンピック出場。S62～ H91H出 場。H
104～ 9団体出場。H5国体優勝。H8国
体・全日本優勝。

本校は、長野中央学園が地域の要望にこたえ

て、昭和34年に創立 した男女共学全日制普通高

校である。昭和63年長野中央高等学校から長野

日本大学高等学校に校名を変更し現在に至る。

卒業生は平成10年で約14,000名 である。

各部は創立以来、県大会、全国大会等で活躍

をし、特に体操部・ 水泳部・陸上部等は県下で

は好成績を残 してきた。近年は剣道部・ バレー

部等の進境が著 しい。現在の運動部数は18で あ

る。最近の活動成果を概観する。

○陸上部 S63～ H91H・ 国体出場。H9北
信越男子総合優勝。○水泳部 S63～ H91
H・ 国体出場。H71H背 泳ぎ 2位。○体操部
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本校は、創立36周 年 (開校昭和35年 )を迎え

た。一時期は全校生徒が200名 にまで減少 した

年もあったが、教職員の努力が実を結び、現在

は700名 を数えるまでになった。

入学生の中には不登校生が増える一方で、ク

ラブ入部希望者が減っている。開校以来の伝統

を守 り続けているクラブも少なくなったが、そ

の中でも、特に活躍をしている部は野球部、卓

球部、柔道部等が県大会に出場を果たし伝統を

守 り続けている。

この他の部では、バスケットボール部、サ ッ

カー部、テニス部、陸上部、バレーボール部な

どにおいても毎 日の練習に汗を流 し、県大会を

篠ノ井旭高等学校

〒3888006 長野市篠ノ井御幣川1045

TEL(026)2920726

FAX(026)2921427

創 立  昭和35年 4月 1日

長野県上田千曲高等学校

〒38併8585 上田市中之条626

TEL(0268)227070

FAX(0268)235370

創 立  大正 6年 4月 1日

目指 して頑張 っている。また、個人 としてス

ノーモービルにおいて全国大会優勝、カーリン

グについてもジュニアチームに所属し全国大会

に出場 し準優勝を果たしている生徒もいる。

本校において、運動 クラブに所属する生徒は

年々減少傾向にある中で、3年間クラブ活動を

続けることは大変な努力が必要である。

現在は、これら地道に努力を重ねている生徒

の活躍が、「明るい話題」となることを大いに

期待 しているところである。

るが全校の40%を占める。
昭和62年以降全国大会出場を見てみると平成

元年 ソフトテニス女子個人で甲田・ 水出組、平
成 3年陸上班男子ヤリ投小林敏彦、定時制卓球
班個人水沢、平成 4年陸上班女子ヤリ投甲田由
紀子、定時制卓球団体、個人水沢 2年連続、平
成 5年 ソフ トテニス女子個人半田・北沢組、相
撲個人伊作、平成 8年スキー班由井孝文、峯村
文就、藤井泉、平成 9年スキー班由井泰臣、堀
口祐二、藤井泉、小林さつきが出場を果たして
いる。しかし団体競技での全国大会出場がない
のが残念である。本校は県下でも数少い広大な
グランドや体育施設等、練習環境に恵まれてい
る。伝統ある各班は「栄光をふたたび」を合言
葉に質実剛健、不言実行を胸に更なる飛躍を目
指 して、日夜厳 しい練習に励んでいる。

本校は大正 6年 4月 に町立上田女子実業補習
学校として創設された女子部と昭和17年長野県
上田市立商工学校として発足 した男子部がそれ
ぞれ何回かの校名変更を経た後、両校が合併 し

「長野県上田市立高等学校」として昭和23年 に

現在地に設立。当時は建築・ 機械・ 商業・ 家
庭・ 普通の 5学科、今の「長野県上田千曲高等
学校」は昭和24年 に県立に移管 してからであ
る。本校は工業科 (建築・機械・ 電子機械・ 電
気)商業科そして食物栄養科・ 生活福祉科が併
設された県下でも有数の総合専門高校である。
平成 9年には創立80周年を迎え同窓生と共に祝
いました。

全日制男子529名 、女子423名 、定時制23名 、
本校の運動班は同好会を含め男子16班、女子 13

班があ り高体連加盟人数も年々減少傾向にはあ
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明治33年 6月 創立の本校は、 2年後に記念す
べき100周 年を迎えようとしている。

この間、幾多の有為な人材を世に送 り出して

きた。スポーツの世界でも戦前、戦後を問わず

人材とともに輝かしい実績を残 してきた。先に

発行された県高体連史に述べたものは割愛 して

いる。
昭和62年 、憧れの全国高等学校野球選手権大

会夏の大会に長野県代表として30年ぶ り2回 目
の出場を果たした。また、この年はサッカーの

全国高校選手権大会出場も果たしている。同年

末にはハンドボール班はこれまでの実績を全国

高体連から評価され、中国遠征日本代表チーム

に選出されて親善を兼ね中国の高校生と数試合
のゲームを通 し貴重な体験をしている。
平成 4年度本県で開催された全国高校スキー

長野県上田高等学校

〒38卜8715 上田市大手 1-4-32

TEL(0268)220002

FAX(0268)225390

創 立  明治33年 4月 1日

長野県上田染谷丘高等学校

〒38卜8685 上田市上田西丘1710

TEL(0268)22-0435

FAX(0268)2卜 5333

創 立  明治34年 4月 1日

大会アルペン種目のスラロームで下平匠選手が

第 2位に入賞 したが、現在はスキー班は部員確

保に苦心 している状況である。
現在、運動 クラブ数は23におよび、約60%に

近い生徒が毎日の活動を通 して自己練磨に励ん

でいる。専門的な指導者不足で必ず しも生徒の

期待に応えられない部分もあるが、かえってそ

れぞれが主体的に活動 し、ハン ドボール・ 山

岳・ テニス・ ソフトテニス・ 剣道班等はここ数

年高いレベルにあ り全国高校総体に選手を送 り

出している。部活動の在 り方や方向性について

今後に委ねられねばならない課題もあるが、本

校の教育方針に沿って文武両道の道を求め、活

力に満ちた高校生活を保障 しながら今後も活動
を支援 していく考えでいる。

道女子・ 陸上 0バ ドミントン男女・ 卓球男女・

スキーなどが数回出場 してお り、なかでも平成

7年には、スキー女子回転で 8位に入賞 してい

ます。北信越大会での優勝は、平成 2年に男子

ソフトテニス (団体個人)・ 平成 8年に女子 ソ

フトテニス (個人)・ 平成 9年に陸上 (女子翻

m)な どがあ ります。また、最近の北信越大会

では、男女 ソフトテニス・ 剣道男女・ 陸上班な

どが活躍 し、男子バスケット・ 男子バレー●女

子 ソフ ト・ バ ドミン トン男女・ 卓球男女・ 水

泳・柔道・ ワングル等も出場 しています。

体操舞踊班員32名 は、今年の長野オリンピッ

ク・ パラリンピックにボランティア参加しまし

アこ。

2001年 には、創立100周年を迎える伝統校で

す。平成 4～ 7年度には、東信高体連の事務局

を担当しました。最近の体育施設に関する改修

では、平成 6年のグランド全面改修が、主なも

のです。運動班は現在25あ り、それぞれに「己

に克つこと」・「勉強とスポーツの両立」を合

言葉に頑張っています。男子 ソフ トテニス班

は、県高校総体において昭和63年から平成 4年
までの間、団体戦で 5連覇を達成 し、インター

ハイに出場 しました。また、県新人大会におい

ても昭和60年から63年 までの間、団体戦で 4連

覇を達成 し、昭和63年には、全国選抜大会でベ

ス ト8に入 りました。平成 6年には剣道班女子

が県大会で団体優勝し、インターハイに出場 し

ています。個人戦では、ソフトテニス男女・ 剣
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我が校の歴史は、明治25年に我国初の蚕業高

校として開校以来、改称・ 移転を繰 り返 し、昭

和37年に現在の上田東高校に至る。昭和40年 代

に新体育館・ プールを新設 し、31ク ラスの大規

模校を経て、平成 3年にはグランド拡張・ 雨天

練習場・ トレーニング室を新設 し、100周 年を

迎えた。

クラブの発展には同窓の力が大きく、経済面

から援助する運動部後援会の発足、夜間帰宅す

る生徒の為の外燈の寄贈等、物心両面からPT
A・ 父母会・ OB会等の幅広い支援を受けてい

る。

最近10年の全国大会出場 クラブは、男子テニ

ス・ 女子テニス 0サ ッカー・柔道・ 陸上・ 男子

長野県上田東高等学校

〒38卜8683 上田市常田3丁 目5番 68号

TEL(0268)22-0101

FAX(0268)235170

創 立  明治25年 4月 27日

長野県丸子実業高等学校

〒38卜0405 小県郡丸子町中丸子810-2

TEL(0268)4卜 2827

FAX(0268)411050

創 立  明治45年 4月 1日

ソフ トテニス・ バ ドミントン・ スキー ●野球と

数多 く、北信越大会出場 クラブは、この他に剣

道・ 空手・ 水泳がある。特筆するのは、昭和63

年に男子テニス 0女子テニス・ サ ッカー・ 柔

道・陸上・ スキー・野球の7ク ラブが全国大会

出場を果たし、「上田東」の名を全国に轟かせ

たことである。

現在も活気あるクラブ活動が継続され、伝統

クラブのほかにも女子バレーボール・ 男子バス

ケットボール等が県大会上位を目指 し、新 しい

上田東の歴史を刻むべ く健闘 している。100周

年を礎に全てのクラブが心身ともに鍛錬 し、伝

統の継承と更なる躍進を誓い精進 している。

て、練習に取 り組んでいます。

また、定時制のクラブ活動も盛んで、平成 9

年にはバ ドミントン北信越大会で個人戦優勝、

団体準優勝を遂げた他、卓球、陸上部も全国大

会に出場 しています。

本校の教育目標は、知性を磨き、創造的思考

をたくましくし、情操を養い進取の態度を養 う

人間形成に主眼をおき、有為な人材の育成を期

する、であ ります。

質実剛健の精神、進取の態度をもって、意気

高らかに活躍する生徒の育成を願っています。

明治45年設立の本校は、設立当所より現在に

至るまで多 くの学科をもち、総合高校として発

展 し現在を迎えています。ここ10年 間では、 ト

レーニングルームを新築、テニスコー ト3面を

整備 し、授業にクラブ活動にと活用されていま

す。運動部も伝統あるクラブが多く、過去幾度

となく全国大会に出場 して好成績を収めてお り

ます。最近では、野球部、ソフ トテニス部、バ

レーボール部、ボクシング部、柔道部、サ ッ

カー部、バ ドミントン部など数多 くのクラブ

が、県大会で上位入賞を果たし、全国大会をも

視野にいれ、日々活動 してお ります。その他、

合計20の 運動 クラブが、それぞれの目標をもっ
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大正12年 4月 、小県郡東部実科中等学校 とし

て開校。昭和15年 3月 、長野県小県農学校 とな

る。昭和23年 3月 、長野県小県農業高等学校に

組織変更。昭和24年 4月 に設置者を長野県に変

更、普通科を併設。昭和24年 9月 、長野県小県

東部高等学校となる。昭和34年 4月 、農業科募

集停止。昭和59年 4月 、長野県東部高等学校 と

校名変更、現在に至る。昭和60年度よりの本格

的な校舎増改築により、混合教室棟、音楽室

棟、昇降口増設、新体育館、自転車置場、プー

ル改修、合宿所等の施設が設置されたが、ここ

数年の生徒数の減少に伴い、課題 も抱えてい

る。運動部の歴史は、昭和27年 7月 の軟式テニ

長野県東部高等学校

〒38卜0517 小県郡東部町県276

TEL(0268)62=0014

FAX(0268)610013

創 立  大正12年 4月 16日

長野県蓼科高等学校

〒3842305 Jヒ佐久郡立科町芦田3652

TEL(0267)5卜 1015

FAX(0267)513006

創 立  明治33年 10月 16日

ス部東日本高校大会出場をはじめとして、昭和

34年 10月 、楢原が陸上部個人5000mで 国体出

場、決勝進出をはたした。昭和44年、45年 とバ

レー部が高校総体出場。昭和43年 、44年 と卓球

部男子シングルス、女子団体シングルス・ ダブ

ルスで高校総体出場。昭和49年 、剣道部高校新

人優勝。昭和63年、平成元年、軟式テニス部が

高校総体、国体出場。平成 7年 、平成 8年 に

は、スキー複合、佐藤が全国優勝を成 し遂げ、

世界ジュニア選手権 2位の記録を残 した。以

降、生徒数減少に伴い、部員数の確保が厳 しい

状況が うまれているが、更に飛躍が期待 され

る。

はマスコミの影響も大きなものがあ ります。

本文を書 くにあたって、過去10年間の生徒会

誌を読み返 して県大会出場を夢見て日々努力し

ている生徒の姿を思い起こすたび胸に追るもの

があ ります。大会出場のために他のクラブから

生徒を借 りた り、 1回戦で大敗しながらも来年

はぜひ 1勝をと後輩に自分たちが果たせなかっ

た夢を託し、そして顧間に感謝の言葉を添えて

お ります。全国大会で優勝も夢、県大会出場 も

同じ夢、日標に上下はなく、夢達成に向け今後

も精進を重ねてゆく蓼科高校であ ります。

東
菖

昭和62年に部室棟、平成元年には体育館同 2

年にはプールの完成とここ10年 の間に体育施設

のハード面では飛躍的な向上を見ました。この

体育施設を有効に使 う主人公たる生徒が、都市

部普通高校への指向の高まりや少子傾向も重な

りここ10年間は地元中学生も蓼科高校をよそに

地域外に流失 している傾向にあ ります。本校で

活躍 してきた運動部の様子をここ10年振 り返 っ

てみると中学校での運動歴が影響 してお りま

す。立科中学校バレー部、和田中学校バ ドミン

トン部、両校の出身者を中心にチームを編成 し

そこに熱心な指導者が加わると良い結果が得ら

れてお ります。またサッカー、バスケツトなど
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長野県望月高等学校

〒384-2202 北佐久郡望月町望月27← 1

TEL(0267)532100

FAX(0267)511013

創 立  昭和24年 4月 1日

本校は、大正15年に設立された長野県実科高

等女学校を前進として、昭和24年に長野県望月

高等学校と長野県川西高等学校とが統合県立移

管され現在に至っています。

クラブ活動は活発に行われ、バスケットボー

ル部が全国大会に出場するなど各クラブが活躍

していました。近年においては、卓球部が全国

高校総体、国体等に優勝をはじめとして大活躍

し「卓球の望月」 として全国に印象づけま し

′こ。

最近10年間、特に平成になってからは生徒数

の減少が始まり、各クラブ共部員の確保に四苦

八苦するようにな りました。そんな中で日覚ま

しい活躍をしたのがバ トミントン部です。顧間

の熱意あふれる好指導のもと、めきめき力をつ

け常に東信大会において上位進出をはたし県大

会の常連とな りました。その後低迷をしていま

すが、部員も増え今後が期待されるところで

す。

また、空手道部も活躍 しました。指導者に恵

まれ部員も期待に答えて東信、県を勝抜きつい

に北信越大会出場を果たしました。現在は馬術

部が期待されています。町からも全面的なバッ

クアップをうけ全国大会出場を目指 し頑張って

います。

ス男女、陸上男女、柔道男女、バ ドミントン男
女、ハンドボール女子、弓道男女のクラブがあ

ります。運動部は古 くから活躍 していました

が、昭和49年女子増加により男子部員が減少傾

向になってきました。そんな中で特に「長野県
レスリング発祥の地」と云われる程、レス リン

グの活躍には大変 目ざましいものがあ りまし

た。平成 7年に校舎改築が終了し、グラン ドも

整備され、第 2グ ランド新設、弓道場も新築さ

れました。最近どの部も部員不足に悩まされて
いますが、一生懸命連日練習に励んでいます。

「良い生徒が良い選手になる。良い選手が良い

生徒になる。」を 目標に、 クラブ活動を通 じ

「`い」のある人間形成を目指 し、職員と生徒が
一九となって頑張っています。

長野県小諸商業高等学校

〒3840028 月ヽ諸市乙字上野32卜 2

TEL(0267)220103(代 )

FAX(0267)2卜3785

創 立  明治39年 4月 10日

明治39年小諸義塾の廃校をうけ、長野県小諸

町立小諸商工学校として開校され、平成 7年に

創立90周 年をむかえました。「高潔なる品性を

養い、協調親和を旨とせよ。心身の鍛錬に努
め、修学に専念せよ。職能に練達 し有為なる人

材となれ。」を校訓に、生徒一人一人の特性を

仲ばし、他との協調の精神を体得させ、社会に

役立つ人間の育成を目指 しています。特に商業
に関する専門教育を通 して経営活動に関する技

術や、態度を身につけさせ、産業の担い手とな

るような人材の育成を目指 しています。卒業生
は 1万 4千人余を数え、地元産業界はもとよ

り、全国各地で幅広 く活躍 しています。

現在の運動部は、野球、バスケットボール男
女、バレーボール女子、卓球男女、ソフ トテニ
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わが校の運動部が他校との交流試合を行なう

ようになったのは昭和21年頃とされている。そ

の時点では、卓球、排球、籠球、庭球の 4部で

あった。昭和23年学制改革以後、校友会は生徒

会と名称をかえ、新たにソフトボール部を加え

て 5つの部が本格的に活動を開始 した。その後

陸上部、体操部、昭和51年結成された野球部は

創部わずか 4年で県大会ベス ト8に進出。同 じ

頃陸上部の活躍も華々しく、全国大会上位入賞

を果たした。

60年校舎移転後、運動施設もやっと充実 して

きた。時代の流れとも言えるのか、駅まで遠 く

なったのか、年々運動部への加入生徒が減少傾

長野県小諸高等学校

〒3840023 Jヽ 諸市甲字大畑4081-4

TEL(0267)220216

FAX(0267)223808

創 立  明治39年 4月 10日

長野県軽井沢高等学校

〒38卜0103 北佐久郡軽井沢町軽井沢132卜43

TEL(0267)422390
FAX(0267)411014

創 立  昭和18年 4月 1日

向にあ り最近はハンドボール、レスリング、陸

上部が北信越、全国大会出場が日につ く程度で

寂 しい。低迷がちな運動部であるが、めざまし

く活躍 した先輩達に追い付け、追い越せ―精神

で毎日の練習に努力中である。

昭和62年  グランド拡張完成

″ 63年 小体育館 格技室棟竣工

平成元年 プール完成

″ 6年 新部室竣工

輝かしい成績を残 しています。卒業生は数多 く

大学に進学 し、より高いレベルでホッケーを続

けています。スピー ドスケー トは、平成元年、

土屋純二が全日本ジュニア選手権で総合優勝、

第 8回世界ジュニア選手権 (キ エフ)では堂々

総合11位の成績を残 しました。インターハイで

土屋純二 (1500m、 5000m)2位 、土屋泰仁

(500m)8位 、男子総合 3位、平成 6年上原千

聖 (1000m)3位、平成 9年には女子 リレーが

5位入賞と地道な努力が実を結んでいます。

又、テニス、バスケット、サッカー、なども

県大会で活躍できるような力をつけてきてお り

今後が楽しみです。

長野県軽井沢高等学校は、昭和18年 4月 1日

に、軽井沢町立軽井沢高等女学校 (2年制 )と

して開校され、翌年長野県軽井沢高等女学校 と

改称、昭和23年の学制変更により、長野県軽井

沢高等学校とな り、全日制普通科男女共学 (定

員300名 )の新制高等学校 として、スター トし

ました。その後、平成 5年英語科が新設され現

在に至っています。

校技「アイスホッケー、スピー ドスケー ト」

における、この10年間の活躍はめざましいもの

があ ります。アイスホッケーはインターハイベ

ス ト16位以上 6回 、特に平成 4、 5、 9年には

ベス ト8ま で進出、国体ではベス ト4、 3回 の
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本校は、明治34年創立。県下農業高校の中で

も古い歴史を持ち、佐久地方はもとより県内の

農業振興に力を注いできました。農業科、園芸

科、畜産科学科、食品加工科、生活科の 5学科

5学級で、平成 9年度より生活科が募集停止 と

な り現在の 1年生は生活科を除く4学科 4学級

となっています。 2年後の平成12年。西暦2000

年には学校創立100周 年を迎え、今生徒、職員、

同窓会が一体となり記念行事の準備を進めてい

ます。運動部では、昭和23年県下初のハン ド

ボール部の誕生、その後長年に渡る大活躍。昭

和 4、 50年代での古豪柔道部、陸上部、卓球部

の活躍の跡も深 く運動部の歴史に刻まれていま

長野県北佐久農業高等学校

〒3850022 佐久市岩村田991

TEL(0267)674010

FAX(0267)661450

創 立  明治34年 3月 1日

長野県岩村田高等学校

〒38卜0022 佐久市大字岩村田124卜 1

TEL(0267)6卜 2439

FAX(0267)6∈ 1450

創 立  大正13年 3月 13日

す。昭和61年には関係者の努力により念願の大

体育館が建設されました。ここ10年間では、弓

道部、レスリング部の活躍。中でもレスリング

部の活躍は目ざましく、インターハイ、国体、

全国選抜、ジュニア大会、各個人に優勝者を出

し、団体でも北信越大会優勝、全国大会ベス ト

8に進出しています。海外遠征、国際大会へも

8名 の選手を日本代表として送 り出し、1997イ

ラン国際大会では 2名 の選手が銅メグルを獲得

しました。創立100周 年を迎えるにあたって、

北農魂を持って各部が大いに活躍 してもらいた

い。

本校は生徒数952名 の普通科、職業科 (機械、

電子機械、電気)の学校、新幹線佐久平駅 (平

成 9年度開業)や佐久インターチェンジに近接

し、岩村田駅から直ぐの距離にあ り、通学にも

便利なせいか班活動をする生徒が多 く、特に運

動班には470名 (生徒数の 5割 )が入班 し、活

動をしている。特にこの10年間の歩みの中で、

男女バスケット班、弓道班、空手道班、ソフ ト

テニス班、卓球班、陸上班の活躍が目立ち、特

に陸上班はインターハイや国体においてたびた

び全国入賞するなど活躍が顕著である。その他

の班の活動も非常に活発と言える。

昭和39、 41年にグラウンド●体育館とあい次

ぎ完成 したが老朽化や校舎改築に伴い、体育設

備の整備が望まれ、昭和53年に格技室、55年 に

第 2体育館、56年にプール、58年にテニスコー

トが完成。その後バックネット、防球フェンス

と続 き、61年 にグラウン ドの全面改修が行わ

れ、173ぼ体育施設が整ったが、狭いグラウン ド

で複数での班活動は危険や運動量の制約があ

り、第 2グ ラウンドの増設が叫ばれ、創立70周

年記念に向け各方面の努力により平成 4年に第

2グ ラウンドが完成 した。またこの間第 1体育

館の床面の全面改修、照明の改修と増設、弓道

場の新設も行われ、ほぼ体育施設が完備 した。
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県高体連誌・ 東信高体連40年の歩み・及び50

周年記念誌に、平成 7年度までの活動記録が記

載されているので、極力重複を避けながら平成

に入ってからの話題を拾ってみます。

施設・ 設備 :昭和62.3.31 合宿所竣工

平成元.2.10 部室棟竣工

平成 2.10.13 第ニグラウンド

(野球専用)竣工

以上、諸々の不備・ 不満はあるものの一通 り

の概要が整い、日々活発に、自主的な活動に励

んでいます。その成果として、平成 4年夏の大

会において野球班がベス ト4に入 り大いに盛 り

上が りました。なお、この時のキャッチャー加

長野県野沢北高等学校

〒385-0053 佐久市野沢44卜 2

TEL(0267)62-0020

FAX(0267)635290

創 立  明治34年 4月 1日

長野県野沢南高等学校

〒38卜0052 佐久市大字原8卜 1

TEL(0267)620064
FAX(0267)632238

創 立  明治44年 4月 1日

藤が慶應大学大学院在院中の現在も大 リーグに

挑戦 していることは記憶されている方も多いと

思われます。そして、スケート班は平成 8年イ

ンターハイで井出真博が500Mで優勝するなど

伝統をしつか りと引き継いでいます。

しかしながら、ここ 1～ 2年一部を除き各班

とも班員不足に悩み、思 うような活動・ 成績を

残せないのも事実であ り、創立100周年を間近

に控え、また21世紀に向かって活力溢れた学校

作 りを考えたとき、学校全体の問題 として捉

え、対策を考えていかなければならないと危惧

しています。

甲聯 識れ と紹理 鶴 L言
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本校は東に妙義、西に人ケ岳、北に浅間山、

中央に千曲川がながれる風光明媚な、星の街臼

田の一角に位置する。創立90周年も過ぎた伝統

校である。現在は 5学科 (環境緑地科・ インテ

リア科・ アパレルデザイン科・ 衛生看護科・ 普

通科)を擁 し、生徒数も900名 を超える大規模

な総合高校となっている。体育施設は他校に比

べ特徴的なものはない。野球・ 陸上・ サッカー

がグラウンド共有のため第ニグラウンドを設け

るよう用地確保に力を注ぎつつある。現在の運

動部は男子13部・ 女子10部を数える。ここ数年

運動部員が激減 し、その数は生徒数の 3割にも

満たない。 8年度女子ハンドボールが県大会を

長野県臼田高等学校

〒3840301 南佐久郡臼田町臼田751

TEL(0267)822035

FAX(0267)811077

創 立  明治40年 4月 20日

長野県小海高等学校

〒3841105 南佐久郡小海町千代里100卜 2

TEL(0267)922063
FAX(0267)912007

創 立  明治40年 4月 4日

制 し、インターハイ初出場を果た した。 7年度

には女子 ソフ トテニス個人 (清水君恵・ 内田久

美子)がイ ンターハイに出場 している。野球で

はベス ト16に進出を果た し今後の活躍が期待 さ

れている。

では、 3種 目に優勝 して総合優勝をし世界ジュ

ニアチャンピオンとなる。63年に岩下清人が世

界ジュニア選手権出場をしている。なお、昨年

度卒業の江村さやかが、 1年生のときに世界

ショー トトラックスピー ドスヶ― トチーム選手

権大会出場。昨年度は 2年生野本繁、 3年生篠

原泰洋が、全日本ジュニアスピー ドスケー ト選

手権大会において 1位、 2位 とな り2人そろつ

て世界ジュニア選手権大会の代表とな りこれか

らの活躍に期待を抱かせている。

他のクラブも、公式戦 1勝を目指す野球を始

め、男女併せて 9の クラブが活躍 している。

本校の体育施設はプールが平成 2年 7月 、弓

道場が平成 8年 3月 に完成 し、プールは体育の

授業はもちろん夏期休業中はクラブ活動でも使

用 している。

本校のクラブ活動はスケー トが有名である。

スケー トの伝統は南佐久実業時代のインターハ

イ女子 9連覇、冬季オリンピックに高見沢初枝

をは じめ数多くのオリンピック選手や世界選手

権代表選手を輩出している。最近ではインター

ハイ総合優勝はないが毎年のように入賞してい

る。個人で世界大会で活躍 した選手は、昭和62

年に大村正彦が世界選手権大会と世界ジュニア

選手権大会に出場 し、世界ジュニア選手権大会
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本校は、昭和35年、この地の教育に熱心な先

覚者の努力によって創立された。上小地区唯一

の私立高等学校である。本校の教育は、心身共

に健全で、将来よき社会人として自立 し活躍で

きる人物の育成を目標とし、個性を伸ばし、明

朗真摯で創造性豊かな幅広い全人教育に努める

ことを教育方針として創立以来、37年間、当地

方の公教育の一端を担って今日に至っている。

その間、昭和62年には、校舎移転、校名を「上

田西高等学校」と改名 し、教育環境の充実 した

好環境の元、生徒達は、学習にクラブ活動に毎

日励んでいる。

最近、運動部離れが叫ばれるなか、本校では

学校法人 上田学園

上田西高等学校

〒3868624 上田市下塩尻868

TEL(0268)220412

FAX(0268)2卜 2883

創 立  昭和35年 2月 1日

学校法人 佐久学園

佐久長聖高等学校

〒38卜8588 佐久市岩村田951

TEL(0267)685588

FAX(0267)6卜 0832

創 立  昭和39年 2月 3日

運動部入部者が増加、野球部、サ ッカー部では

部員数が80余名と大所帯となり、又他運動部で

も大勢の部員が入部、活況を呈 している。特に

レスリング部、ソフトテニス部では全国大会出

場、上位入賞を果たしてお り、アーチェリー競

技なども高校総体全国大会出場をしている。そ

の他、野球、サッカー、バスケット、陸上、剣

道、バ ドミントン、ラグビー、柔道などの競技

も県大会出場、活躍をしている。

(第 2体育館)の完成にともないスポーツを科

学的にコントロールする立場からフィジカル ト

レーニング室が整備され、本校スポーツの発

展・ 向上に寄与 しています。更に同年、弓道場

も完成 しました。

甲子園ベス ト4の野球部、インターハイ男子

総合 3連覇・ 女子総合 2位のスケー ト部、全国

高校駅伝に初出場 した駅伝部 (女 子 )、 国際大

会に選手を輩出した陸上部、国体で上位入賞を

果たした水泳部、インターハイ出場の柔道部・

剣道部・ バスケット部 (女子)な ど、全国 レベ

ルで大きな実績を挙げています。

本校は、県下唯一の中高一貫教育校として、

「礼節・忍耐・ 誠実」の心を大切にし、「知育・

徳育・体育 0気育・ 美育」の五育一体の全人教

育に力を入れています。

生徒のさまざまな面の能力を最大限に伸ばし

21世紀の地球新時代を リー ドするにふさわ しい

国際的な視野と豊かな人間性を兼備 した優れた

人財 (人的財産)=紳士・ 淑女を育成するとと

もに、難関大学への現役合格を目標に全力で指

導 しています。

体育施設の充実は著 しく平成 2年には、室内

温水プールが完成し、年間を通 じての使用が可

能になりました。また平成 9年には、アリーナ
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昭和24年、校友会は生徒会とな り「会員の自

治活動により学校生活を通 じて、よりよき個

人、よりよき社会の発展に資するを以って目的

となす」をかかげ本部、文化部、運動部を置い

た。運動部には籠球、排球、野球、庭球、卓

球、競技、山岳、ソフ トボールの各部があっ

た。その後、柔道部、ラグビー部、スケー ト部

が加わる。

中でも県大会、北信越大会、インターハイ、

国体等で活躍が目覚 しかったのは、陸上、柔

道、ラグビー、スケー トの各部であった。

昭和62年以降は大体育館 (昭63)プ ール (平

2)も 完成 し、野球部 (平 6秋、北信越大会南

長野県富士見高等学校

〒39針 0211 諏訪郡富士見町富士見原山3、 330

TEL(0266)622282

FAX(0266)611001

創 立  昭和 2年 4月 1日

長野県茅野高等学校

〒3918511 茅野市宮川11395

TEL(0266)723175
FAX(0266)7卜 3899

創 立  昭和17年 4月 1日

信大会優勝、県大会ベス ト8)ソ フ トテニス部

(平 9、 北信越大会出場 (総体個人出場)平 10、

インターハイ出場 (個人 ))。 新人南信大会優勝

(団体、個人)新人戦県大会準優勝 (団体)第
9回北信越 ソフトテニス選抜インドア大会個人

出場 (いずれも男子 )、 柔道部県大会個人出場、

(男・女 )。
ハンドボール同好会平 9、 総体南信

大会優勝、新人南信大会優勝 (県大会出場 )

等、大きな戦績を上げ、他、サッカー部 も含め

クラブ活動の中心で活躍 し、現在は14ク ラブ

共々に連日激 しい トレーニングに汗を流してい

る。

出場 し1998年には県大会男女ともベス ト8と 活
躍 した。女子ソフトテニスでは1998年 にダブル
スで県大会出場、団体戦においては南信大会 3

位、新人大会においては団体戦優勝 と活躍 し
た。体育コースには、目的意識をもった生徒が
入学するため各クラブがお互いに競争意識が強
く、活動も活発になってきた。スケー ト部にお
いては 8年連続全国大会に出場 し活躍 してい
る。陸上部においては、各種大会で好成績をあ
げ1998年には混成競技において全国大会に出場
し活躍した。同好会ではあるが女子ハンドボー
ル部も設立 (1997年 )し熱心に活動 している。
こうした活躍の原動力となっているのが体育
コースの生徒であ り活動が盛んになるにつれ地
域や保護者の協力と支援も得られるようになっ
てきた。よリー層の創意工夫と努力が必要と思
われる。

現在、本校では18の クラブが活動 している。
1989年から1993年 の 5年間については、学校 自
体が荒廃の時期にあ り、同時に運動部の活動 も
低迷をしていた。学校を活性化させなければ と
いう全校あげての危機感と地域の要望に答える
べ く1994年にインナーコースとして体育コース

を設立 した。コース設立以前は、各クラブとも
地区予選 1回戦敗退が多かった。しかしコース

を設立して 2年 目から成果が現れて来た。各 ク
ラブの主な活動状況は以下のとお りである。野
球部においては1996年 に春季長野県大会のシー
ド校となる。男子バレー部は、1996年新人大会
県大会出場、1997年南信国体予選大会優勝、国
体予選県大会ベス ト8、 同年南信新人大会 3

位、1998年選抜大会ベス ト8。 1994年 ヨット部
北信越高校総体男子 F」 級デュエット3位。バ

ドミントン部は、1997年 には男女とも県大会に
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明治34年「高島裁縫専修学校」の設立に始ま

り、昭和23年「諏訪市立女学校」「諏訪市立商

業高校」「諏訪市立女子商業学校」の合併にて

「諏訪市立諏訪実業高校」、昭和24年に「下諏訪

町立下諏訪実業高校」と統合され「長野県諏訪

実業高等学校」とな り、全面改築の完成と共に

平成11年に創立80周年を迎える。体育施設も武

道場、プールが新設となる。

昭和50年頃より、女子生徒が全校の 3分の 2

を占めるようにな り、女子の運動部を中心とし

て活躍をするようになってきた。女子籠球部は

県内の上位校の常連であった。平成に年号が変

わると共に、陸上女子の活躍がめざましく、全

長野県諏訪実業高等学校

〒3920007 諏訪市清水 3-3663-3

TEL(0266)520359

FAX(0266)5卜 2430

創 立  明治34年 4月 9日

長野県諏訪清陵高等学校

〒392-0007 諏訪市清水 1-10-1

TEL(0266)52 0201

FAX(0266)57-2426

創 立  明治28年 4月 25日

国高校駅伝には 7年連続出場 し、平成 3年には

9位入賞を果たした。個人でもインターハイ、

国体には毎年代表選手を送 り、北信越はもとよ

りその名を全国にとどろかせた。

弓道部も平成 7年県代表として国体にて 3位

入賞を果たした。近年は生徒減の中、各クラブ

熱心な指導者のもとで意欲的な活動が行われ、

女子籠球、排球部を中心に南信、県内の上位を

占めることでもわかるように、体育館、校庭で

朝から元気な生徒のかけ声が聞こえてくる。

粛・ 運動一般化による全員一部必入制が特色で

あった時代の流れが根底にある。そのため、校

内の体育的行事は盛んであ り、特に、湖周マラ

ソン大会 (諏訪湖一周)は 80回を数え、クラス

対抗端艇大会は他に類を見ない。しか し、時世

の流れとして勝利、競技力に重点が置かれる国

体・ インターハイ等への参加も盛んになってお

り、歴史の古い端艇部 (ボ ート)や排球部、籠

球部、そして近年では硬式テニス部・野球部等

の活躍もめざましい。今後も質実剛健、自主独

立の気風を基調に、文武両道の人材育成に真摯

な努力を重ねていくものである。

明治28年に諏訪郡立実科中学校として本校が

創設。明治33年郡立諏訪中学に改称。昭和23年

新学制により長野県諏訪清陵高等学校となる。

現在の校舎は、平成元年にその工事を完了させ

た。平成 7年には、創立 100周 年を迎え、同窓

会記念事業の一環として トレーニングセンター

(高志館)が寄贈され、生徒の体力にたいする

意識の向上及び競技力向上に大きな役割を果た

している。また平成 9年に、プール及び第 2グ

ラウンドが新設され、本校の長年の懸案事項で

あった施設の狭小が解消されつつある。

本校の運動部活動については、明治以来か ら

の選手制批判による選手制廃止・ 対外試合 自
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昭和62年度に本校が男女共学を実施 した。

今、創立90周年が過ぎた。平成10年 9月 には旧

体育館が解体され、平成12年 3月 に各校に建て

られているいわゆる大体育館が完成することに

なる。 3階建のうち 1階部分に部室や合宿所を

配置 して、より機能的な授業や部活動が期待さ

れる。

活躍 した運動部を紹介する。新体操は団体で

全国総体への出場を重ねた。(昭 62、 平元、平

3、 平 4)北信越では平 4で優勝 している。か

つて全国優勝 したスケー トは、昭62で女子対抗

3位入賞 し、伝統校らしさを示 した。バ ドミン

トンは昭62以降に県優勝はないが、北信越大会

長野県諏訪二葉高等学校

〒392-0005 諏訪市岡村2丁 目13番 28号

TEL(0266)524628

FAX(0266)5卜 2420

創 立  明治41年 4月 1日

長野県下諏訪向陽高等学校

〒39卜0021 諏訪郡下諏訪町7401

TEL(0266)2卜 7582

FAX(0266)2∈ 1021

創 立  昭和54年 11月 1日

へは昭62、 昭63、 平 2と 出場 している。個人と

しては第38回 スケー ト総体で1500M優勝の堀内

佳子、平 8に水泳の全国総体200Mと 400M個人

メドレーで両種日とも3位入賞 した丹下智幸が

光った。その他にも弓道・ 新体操で個人全国出

場、陸上で北信越出場が記録されている。

近年、運動部加入数の減少等もあ り、競技力

向上はおろか、部活動そのものの充実さえ危ぶ

まれる傾向が出てきたが、なんとかそれに歯止

めをする学校全体の意識を高めたいところであ

る。

で北信越へ、平 6県新人ダブルス塩原山口組 2

位、平 7県総体で同組 3位、平 9県新人団体 3

位、シングルスで吉田 2位 0草間 3位の活躍。

ソフ トテニス部は平 8全国総体に五味望月組を

送る活躍。バレーボール部は男女共に指導者を

得てめきめき実力をつけ平 7か らは常に県大会

に駒を進めるチームに成長。この他サ ッカー

部・ テニス部 も地道な練習を重ね県大会に出

場。バスケット部も実力をつけてきているし新

たに空手道が同好会に承認。向陽の運動部は常

に「学習との両立」を座右の銘に、活発な自主

的活動を続けてさらなる飛躍を期 して指導者と

生徒が一体にな り頑張っているところです。

創立20周年をまもなく迎える我が校の運動部

のこの10年間は、大きく飛躍 し実績を残す事が

できた時期であったと言えます。当初より実力

のあった野球部は昭63全国高校野球県でBES
T4、 平 9春季北信越県 3位で夢を膨らませ

た。県大会常連の陸上部は昭62～平 4ま でに北

信越に北沢 (女 3千 )成沢 (槍 )打保 (女百 )

大久保 (幅 )平出 (幅 )を送った。弓道部は平

3県新人 1位個人 203位 、平 4全国選抜出

場、平 9県新人女子団体 3位。漕艇部は平 8総

体県ダブルスカル 2位で北信越に、シェルフォ

ア 1位で全国へ。バ ドミントン部は南信では屈

指の強豪校に成長。女子は平 3総体県団体 3位
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本校は昭和 3年の県立移管を機に、校舎、体

育施設等を整備 してきたが、時の流れと共に老

朽化 し、昭和61年大体育館建設工事着工、昭和

62年竣工、同年同窓会の好意により合宿所竣

工、平成元年小体育館・格技室竣工、平成 2年

弓道場・ プール建設工事 0グ ランド造成工事竣

工と5年 という短い間にすべての体育施設が新

しくなった。また、学校は昭和62年に男子が入

学することにより、長い女子校時代に幕を引

き、新たな道を歩み始め、現在に至っている。

運動部は、男子生徒の入学により様々な面で

変化があらわれた。現在は、女子15部、男子13

部が活動 しているが、生徒の部活離れの影響 も

長野県岡谷東高等学校

〒39■0033 岡谷市南宮 2-1-17

TEL(0266)23-3161

FAX(0266)2卜 1016

創 立  明治45年 4月 11日

長野県岡谷南高等学校

〒39牛0034 岡谷市湖畔 3-3-30

TEL(0266)2卜 2355

FAX(0266)21-1015

創 立  昭和16年 4月 6日

あ り、部員確保がたいへんになってきている。

そんな厳 しい状況の中でも各部は県大会、全国

大会出場を 目標に早朝 より夕刻まで練習に励

み、毎年い くつかの部が県大会に出場 してい

る。特にスケー ト部は、全国大会に毎年何名か

出場 し、平成元年、 2年 と菊池裕子、田中千景

らの活躍で県総体学校対抗で連続優勝 し、全国

大会でも6位、 7位 と入賞。個人でも菊池裕子

が3000m4位 。平成 5年三浦美枝子1500m5

位、平成 6年同 2位 とすばらしい成績を修め

た。漕艇部も全国大会出場が多 く、特に平成 9

年男子WS(柿 澤義紀・ 牛尼裕之)で 5位入

賞。

が世界ジュニア選手権に出場するなど日本を代

表する選手を排出している。

その他にも剣道部、弓道部、野球部等々も全

国大会及び県大会で活躍をし、また最近では男

子バスケット部、サ ッカー部、男子バレー部等

も県大会、地区大会で活躍をするなど、学校 と

して学習指導に力を入れている中、運動部の活

動は盛んに行われている。

本校は普通科・ 英語科併せて生徒数800名 、

職員数60名 (平成 9年度現在)の全日制高校で

ある。

本校には現在18の 運動部 (剣道、柔道、弓

道、陸上、 ソフ トテニス男女、バスケッ ト男

女、バレー男女、バ ドミントン、卓球、山岳、

サッカー 野球、水泳、スケー ト、漕艇 )力 あ`

り、全校生徒の約 6割が入部 している。その中

でも、スケー ト部では先の長野オリンピックで

も活躍 した野明弘幸君は世界ジュニア選手権に

2度出場 し、また、平成 9年度には小沢竜一君

も世界ジュニア選手権に出場した。漕艇部では

現在早稲田大学で活躍 している岩本亜希子さん
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平成10年現在、本校では20の 運動部が活動を

してお り、県下でも有数のスポーツの盛んな学

校である。部活動を通 して挨拶、清掃などの基

本的生活習慣の確立にも力が注がれ、活力のあ

る学校づくりの牽引力となっている。

以下、各運動部の昭和62年から平成10年 まで

の全国大会以上の活動状況を紹介する。全国大

会出場回数は、インターハイは、バレーボール

部22回、ラグビー部 (花園大会)12回 、体操部

10回 、ウエイ トリフティング部 7回、自転車競

技部11回連続、スケー ト部 6回、柔道部 3回 、

バ ドミントン部 5回 、卓球部 2回、剣道部 1

回、水泳部 1回であ り、国体は、バレーボール

長野県岡谷工業高等学校

〒394-0004 岡谷市神明町 21卜 3

TEL(0266)222847

FAX(0266)21-1005

創 立  45年 3月 6日

長野県辰野高等学校

〒3990428 上伊那郡辰野町伊那富3644-2

TEL(0266)410770

FAX(0266)441001

創 立  大正元年 9月 27日

部11回 、ラグビー部 9回、自転車競技部 8回、

ウエイ トリフティング部 6回 、体操部 5回、山

岳部 2回 、柔道部 1回、水泳部 1回 、バ ドミン

トン部 1回を数え、軟式野球部も全国高校選手

権に 1回出場 している。特にバレーボール部の

活躍は目覚ましく、高校選抜大会、インターハ

イ、国体において優勝 1回、準優勝を 4回、 3

位を 5回 と、常に全国大会の優勝候補に上げら

れる実力を備えている。また、ラグビー部は、

国体連続準優勝を成し遂げ、スケー ト部、弓道

部いずれもインターハイで個人 3位入賞を果た

した。

陸上部では遠藤が北信越大会に出場を してい

る。他のクラブではサッカー部・ バ ドミントン

部・ 女子バレーボール部・剣道部・ ソフトテニ

ス部の男女等が県大会の出場をはたしている。

近年、生徒数の減少とクラブヘの加入率の低

下により充実 したクラブ活動の実施が難しい状

況の中で、各クラブとも県大会出場を目指 し、

また本校の教育目標である「 自主独立」「 自他

敬愛」を胸に日々練習に汗を流している。

本校は大正元年、伊北農蚕学校として武井覚

太郎翁により創設され大正 2年に開校 し、本年

で86周年を迎える伝統ある学校である。この間

多々の変遷を繰 り返 し、昭和24年に長野県辰野

高等学校と改称 し現在に至っている。またこの

間に施設の充実もはかられ、昭和63年音楽棟、

平成 3年商業科棟が落成され、平成 9年には第

ニグランドが完成した。

運動部は現在男女合わせて17の クラブと4つ

の同好会が毎日の活動をしている。近年全国大

会への出場こそないが、各 クラブとも県大会出

場或いは上位入賞を目指 して頑張っている。特

に伝統ある柔導部では平成 9年に赤羽が、また
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明治35年、女子に冬期間のみ裁縫を主とした

補習教育を行 う補習学校を設置。これが本校の

はじまりであ り。昭和39年 、現在の校名長野県

箕輪工業高等学校となる。平成 5年第 2体育館

竣工。現在にいたる。本校の運動部は、現在、

男子部 10、 女子部 1があ り、中でもフエンシン

グ部 と、陸上部は、全国大会でも活躍 した実績

を持っている。

フエンシング部は、昭和53年長野国体におい

て少年男子で見事優勝を果たした。最近では、

H元年 10H唐沢一寿、サーブル個人 4位。H
3年 I・ H唐沢智之、フルーレ個人ベス ト16。

H8年アジア 0カ デット・ フエンシング選手権

長野県箕輪工業高等学校

〒39>4600 上伊那郡箕輪町大字中箕輪13238

TEL(0265)7)2140

FAX(0265)70-1305

創 立  明治35年 12月 1日

長野県上伊那農業高等学校

<全 日制 >〒 39卜4594 上伊那郡南箕輪村9110番地

TEL(0265)725281
FAX(0265)7∈8942

<定時制 >〒396-0011 伊那市大字伊那部4605番地

日本代表三澤高志、フルーレ個人 7位。国体少

年男子団体武田操、三澤高志、 3位。H9年
I・ H三澤高志エペ個人ベス ト16。 北野友紀、

女子エペ・ フルーレ個人出場。北信越大会米山

辰徳、棒高跳び、8位。

他の、運動部も、これに続けとばか りに練習

に励んでいる。しかし運動部ばなれが、顕著に

あらわれているのも事実である。そんな中で、

1年生の北野、米山両名の活躍は、光を与える

ものであ り、本校運動部の活動が益々向上する

よう努力を続けていきたい。

し、そういった中で各運動部の活躍には目覚ま

しいものがある。まず、上農といえば駅伝の活

躍を云わなければならない。1964(昭和39)年

に念願の県大会優勝・全国大会出場を果たし、

以降途中の11連覇を含め通算19回 の全国大会出

場で県下最多を誇っている。最近特に活躍が見

られるのは、バスケットボール部である。ここ

数年、県大会出場常連校であ り、特に女子部

は、1997(平成 9)年高校総体県大会では準優

勝 し北信越ベス ト8ま で進んだ。ほかにも多 く

の部で県大会に進んでいる。

こういった運動部の活躍が、学校全体の上昇

機運に貢献 してるといつても良いであろう。

TEL(0265)7卜 0422

FAX(0265)7卜 0422

創 立  明治28年 5月 1日

1895(明 治28)年、上伊那簡易農学校 として

誕生 した本校は、1994(平成 6)年創立百周年

を迎えた。この間学科設置・ 改編 。廃止を経

て、また定時制課程も移管され、今では全 日制

4学科 (農業、園芸、生物工学、緑地工学)4
学級、定時制 (普通科)1学級編成になつてい

る。施設は10h aの 農地を含む18h aの 広大な

敷地に校舎が配置され、体育施設も両翼90mの

野球場 e105× 68mの サッカー場 01周 333mの

トラック・ テニスコー ト4面・ 大中 2棟の体育

館・ プール等を有 している。

本校は、なにぶんにも小規模校であ り、各部

とも十分な部員確保は難しい状況である。しか
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本校の教育は、高遠藩の学問所進徳館の「実

学の精神」を継承 し、また文武両道を目指 し今

日に至っている。校舎も昭和59年高遠城址に

あった旧校舎から小原瀬戸地籍に移転 し、新た

な歴史の一歩を踏み出した。

運動部は校舎移転に伴い更に充実 した施設・

環境のもと活動 している。以前のような “高

遠"の名を全国に轟かせた柔道・ 軟式野球・陸

上 0弓道部等の全国・ 甲信越大会出場といった

輝かしい実績はないものの、各運動部が県大会

出場を目標に掲げ日々練習に励んでいる。最近

では、平成 6年に陸上部 (女子砲丸投)がイン

ターハイに、平成 7年には剣道部とソフトテニ

長野県高遠高等学校

〒39卜0293 上伊那郡高遠町小原824

TEL(0265)9■ 2130

FAX(0265)9■ 1210

創 立  大正15年 4月 7日

長野県伊那北高等学校

〒39卜8558 伊那市大字伊那2165番地

TEL(0265)72-2221

FAX(0265)7卜8969

創 立  大正 9年 4月 1日

ス部が、個人戦 (男子)で北信越大会に出場 し

た。

本校は小規模校であ り、ここ数年各運動部 と

も部員不足に悩んでいる。個人戦出場は可能で

あるが団体戦となると他の運動部より選手を借

りての出場かもしくは辞退となってしまう。し

か し、選手は少人数ではあるが最大限の努力を

重ね、更に切瑳琢磨しながら目標に向かって前

進 している。今後更なる飛躍を期待 したい。

ンターハイ準優勝、平成 8年の国体では、唐澤
俊章が団体戦第三位と大活躍 した。スケー ト部
は平成 8、 9年のインターハイで新谷志保美が

女子500メ ー トルで 2年連続優勝、 9年の国体
でも優勝するとい う快挙を成 し遂げた。サ ッ
カー部は平成元年にインターハイ県大会で準優
勝 し県下の強豪の仲間入 りを果たし、その後平
成 6年にも全国高校選手権長野県大会で決勝に

すすみ、全国大会にもう一歩のところにきてい

る。その他伝統のある陸上競技部でも平成 9年
には矢花誠がインターハイ3000m s cで 4位に
入賞 したほか卓球部、ラグビー部、ソフトテニ

ス部などが幾度となく全国・北信越大会に進み

活躍 してお り、現在男子16部 女子13部 の運動部
の今後のますますの活躍が期待される。

本校は伊那谷の中央に位置 し東西をアルプス

に囲まれ、眼下に天竜川を見下ろす高台にあ
り、平成 2年に創立70周 年を迎えた伝統校であ
る。現在23ク ラス、男女計911名 の大規模な学
校となり当時よりの質実剛健、文武両道を実践
し進学、スポーツともに地域を代表する活躍を
している。

運動部の歴史は古 く過去 3回の甲子園大会出
場を果たした野球部に代表されるように様々な
部が全国の大舞台に出場 し活躍 している。創立
70周年を機に新設された トレーニングルームと
新たなテニスコー トにより各部の活動がさらに

充実 してきてぃる。昭和61年の創部されたフェ
ンシング部は毎年全国大会に出場 し、何人もの
入賞者を送 りだし、特に平成 3年木下進一がイ
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本校の教育方針は、知識の習得は知的にも道

徳的にも円満な人間として成長するためのもの

と考えている。そして、本校に学ぶことによっ

て、くもりない理性と正 しい道徳的判断力、自

主性、積極性とをそなえ勤労の尊さを理解する

円満な人間として成長することを期待 して、

日々教育を実践 している。

本校では現在、野球、サ ッカー、テニス (男

女 )、 ソフトテニス (男 女 )、 剣道 (男女 )、
バ

スケットボール (男女 )、 陸上 (男女 )、
バ ドミ

ン トン (男 女 )、
バレーボール (男女 )、 卓球

(男女 )、 新体操、ソフ トボール (男 女 )、 弓道

(男女 )、 水泳 (男女 )、 山岳、の各運動部が活

長野県伊那弥生ケ丘高等学校

〒39卜0021 伊那市大字伊那5703番地

TEL(0265)72-6118

FAX(0265)7卜 8945

創 立  明治44年 5月 28日

長野県赤穂高等学校

〒39針4117 駒ケ根市赤穂110414

TEL(0265)82-3221

FAX(0265)81-1251

創 立  大正 6年 7月 15日

動 している。最近では、男子ソフ トボール部の

インターハイベス ト8、 新体操のインターハイ

2年連続団体 8位など、全国大会での活躍も日

立っている。

運動部の活躍

・ 新体操 インターハイ平成 8、 9年団体 8位
●ソフトボール男 インターハイ15年連続出場

・ ソフトボール女 インターハイ平成 2年

・ ソフトテニス男 インターハイ平成 2年

・ ソフトテニス女 インターハイ平成 2年

・ 弓道      インターハイ平成 2、 8年

・ 陸上      インターハイ平成 5、 8年

・ 卓球      インターハイ平成 8、 10年

場、平成 4年度男子ソフ トテニスで大沼・ 黒河

内ペア、小木曽・ 平沢ペアが宮崎県佐原市での

全国大会に出場。

平成 5年度陸上部女子で唐沢美奈子槍投げ、平

成 6年度には女子ホッケー部、男子ソフ トテニ

ス部の吉江・ 大沼ペアが全国大会へ出場。
平成 8年度は女子剣道部の伊藤美奈、女子バ ド

ミントン部平松志保、なぎなたの兼子 しのぶが

全国大会に出場。
平成 9年度男子 ソフ トテニスで中山誠・ 原田

潤、体操部女子小川由香 0酒井真由美、全国大

会に出場。
10年余 り運動部の活動を全国大会への出場を中
心に記述 しましたが、地区大会県大会にはほと

んどの運動部が出場 している。

現在、運動部は硬式野球、陸上、バスケ ッ

ト、バレー、サ ッカー、軟式庭球、女子 ソフ

ト、柔道、剣道、バ ドミントン、弓道、体操

部、水泳部 と部員たちが活躍 し、多くのクラブ

が県大会、北信越大会、全国大会へと出場 して

きている。
62年 陸上部 野溝幸弘、森田明美1500m、 躙

mで全国大会
63年 陸上部 中村慎一郎 棒高飛び、久保田

有希 3000m、 唐沢真美 槍投げ、女子 ソフ ト

ボール部 全国大会 (神戸)出場

平成元年 女子ホッケー部、陸上部 高見武司
3000m障害、久保田有希 3000m全国大会に出

場

平成 3年度陸上部 佐々木 棒高飛び、男子 ソ

フ トテニス部大沼・ 黒河内ペア全国大会に出
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昭和39年 3月 、赤穂高等学校より独立。

「機械科」「電気科」「情報技術科」の 3学科

12ク ラスで、全校生徒数も400名 と少ない。運

動部への加入率も低 く活動は全体的に低調であ

るが、現在「 クラブ活性化」を学校全体の 目

標・ 課題として、生徒・ 職員が一九となって取

り組んでいる。

数年前より運動部員の間から起こった「挨拶

運動」は全校に波及し、その爽やかな言動は学

校の内外で好感をもって迎えられている。

体育施設はいずれも築後かな りの年数を経て

お り、かな り老朽化が進んでいるが、整備 しな

がら使用 している。

長野県駒ケ根工業高等学校

〒39卜4117 駒ケ根市赤穂14の 2

TEL(0265)825251

FAX(0265)811253

創 立  昭和39年 3月 11日

長野県松川高等学校

〒39)3301 下伊那郡松川町上片桐91卜 1

TEL(0265)3卜 2011

FAX(0265)3卜 3173

創 立  昭和60年 4月 1日

今年で35回を数える「強歩大会」は10月 、男

子471cn、 女子33.51cn標 高差700m、 関門数 6と い

う県下有数の難コースで行われる。生徒たちは

果敢に挑戦 して、ほとんどの生徒が完歩 し、毎

年素晴らしい成果を上げている。当日は保護者

が豚汁を用意 してくれ、頑張る生徒たちの何 よ

りの励ましになっている。

また、独自の活動を展開する「 PTA活 動」

も、クラスでの親子球技大会や全校規模のス

ポーツ交流会等、スポーツに親 しむ中で積極的

に交流と和を図っている。

ケットボール等頑張っている。また人を得てバ

レーボールも意気を吹き始めた。部員の減少や

難 しい人間関係に苦慮 しながらも、額に汗して

頑張っている生徒達に期待 したい。12年 の歴史

の中で陸上部の活躍は大きく、91年 に北信越、

92年 より毎年インターハイまで駒を進めてきて

いる。学校の活性化に運動部の活動は大きな力

を持っている。どの部もと望みたいが、どこか

が頑張っていてくれる。そういうものを感じさ

せる、存在感のある運動部に成長 してくれるこ

とを期待している。

本校の創立は、1985年 であ り、やっと13年 目

を迎えた。この10年間を振 り返ると、前身の天

竜光洋高校時代の施設設備も、改修改築で姿を

消 し、だんだんと自前の姿を見せ始めてきた。

唯一全校生徒が参加 して作った、野球グラン ド

と観客席にその昔の面影を残 している。97年度

新体育館が竣工、この 4月 から使い始めた。新

しい体育館は気持ちが良いものである。惜 しむ

らくは、大体育館でないということが哀 しい。

練習場所の確保に四苦八苦 しながらも各クラブ

は練習に励んでいる。運動 クラブは13種 目18を

数えているが、その盛衰には大きなものがあ

る。野球を始めとして陸上、サ ッカー、バス
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陸上競技班の活躍は、特筆されるものがあ

り、昭和63年 5月 27日 長野県高校選手権で陸上

100mに出場 した中津敦喜は10秒50の記録で優

勝 し秋の沖縄国体でも優勝 した、その年ソウル

オ リンピックに明治大学 4年園原健宏 (昭和59

年卒)は50k m競歩に出場 している。平成 6年

9月 8日 長野陸上競技場で開かれた長野、河北

省親善試合に出場 した伊藤健一は走 り幅跳びで

7m51cmの 好記録で優勝 した。水泳班の伊原

裕貴は平成 9年京都のインターハイで400m自

由型で 4分 07秒で 6位、大阪国体で同種目で 3

位に入賞 し健闘した。ラグビー班は創立五十周

年を迎えた平成10年 4月 東京秩父宮ラグビー場

長野県飯田高等学校

〒39卜0004 飯田市上郷黒田450

TEL(0265)224500

FAX(0265)228180

創 立  明治15年 6月 26日

長野県飯田風越高等学校

〒39卜8543 飯田市上郷黒田6462

TEL(0265)221515

FAX(0265)228390

創 立  明治34年 4月 25日

で行われた第 1回 7人制大会で東京代表大東一

高、四国代表新田高を破 りベス ト8にな り優勝

した大阪代表大阪工大高校に28-18で惜敗 し

ノこ。

子、北信越、陸上男子 3名 、バレー女子、軟式

庭球女子 2名 、卓球女子 2名 、山岳男子、水泳

女子 2名。1998年一全国、陸上男子 1名 、ソフ

トテニス女子 2名 、体操男子 2名 、北信越、陸

上男子 1名 、バレー女子、ソフトテニス女子団

体、山岳女子、体操男子 2名 女子 1名 。1994

年一全国、体操女子1名 、北信越、ソフ トテニ

ス女子 2名 、体操女子 1名 、陸上男子 1名 。19

95年一全国、山岳女子、北信越、山岳男女、ソ

フトテニス女子団体、弓道男子団体。1996年一

全国、山岳男子、北信越、バレー女子、ソフ ト

テニス女子団体。1997年一北信越、ソフ トテニ

ス女子団体、ソフトボール女子、水泳男子 2名

女子 5名 。

昭和53年男女共学、新校舎移転、クラブ数の

増加、各体育施設の充実など教育条件は整備 さ

れた。しか し、活動そのものは活発で、加入率

も良好ですが大会成績においては北信越、全国

ともに出場 した程度に終わっている。全国大

会、北信越大会の出場のみについて調べてみま

した。

1988年一北信越、軟式庭球女子 4名 、弓道男

女団体。1989年一全国、軟式庭球女子 2名 、北

信越、軟式庭球女子 2名 、陸上男子 1名 、体操

女子団体。1990年一国体、山岳女子4名 、北信

越、山岳女子、バレー女子。1991年一全国、卓

球女子 2名 、北信越、卓球女子 4名 、水泳女子

1名 、陸上男子 1名 。1992年一全国、山岳女

ヽ
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古橋広之進氏が「 フジヤマの飛魚」と呼ば

れ、人々に勇気を与えてくれた昭和21年、将の

伊那谷を担 う工業人を育成すべ く、上郷村立上

郷農工技術学校として第一歩を踏み出した。以

後、長姫高等学校上郷分校、岡谷工業高校飯田

分校、組合立飯田工業高等学校、昭和34年には

県立に移管され長野県飯田工業高等学校と変遷

する中で、全日制も設置され、翌年電気科 も新

設された。平成元年に飯田座光寺に移転改築 し

体育館も中から大へ、グランドも2倍近 くなっ

た。現在は全日制機械科 1学級、電子機械科 1

学級、電気科 2学級、定時制機械科 1学級 と小

規模校である。規模の小ささがまた、家庭的で

長野県飯田工業高等学校

〒39卜0001 飯田市座光寺3349

TEL(0265)221118

FAX(0265)5卜 4998

創 立  昭和21年 12月 24日

長野県飯田長姫高等学校

〒3950804 飯田市鼎名古熊253卜 2

TEL(0265)227117

FAX(0265)534995

創 立  大正10年 5月 1日

小回 りのきく師弟関係を持つことができる学校

である。運動部は全 日制に、野球、篭球、庭

球、サッカー、ラグビー、卓球、柔道、剣道、

排球、弓道、山岳、陸上の12部 と空手同好会、

定時制には卓球、羽球、庭球、篭球、野球の 5

部。学芸部は写真、電気、電子計算機、原動

機、コンピューター制御、軽音楽、アマチュア

無線、計算技術、美術工芸、吹奏楽、ギターの

11部、学校規模のわ りには多くの部活動が有 り

活発である。

運動部全体的に入部加入率と活動の低下とと

もに、日の見張る活躍がみられなくなった。 し

か し、最近 (平成 9年度)では、男子 ソフ トテ

ニス部のインターハイ、国体出場があ り、他に

も男女の空手部、女子の卓球、バスケットボー

ルの活躍が期待されている。

定時制の運動 クラブも数多 く、特に軟式野

球、バスケットボールは各種大会で活躍 してい

る。

募集定員の減少とともに、生徒のクラブ活動

に対する価値観に課題がのこっている。

大正10年 5月 長野県職業学校 (飯田町立 )と

して設立

昭和61年 11月 15日  校舎全面改築完成式典

63年 12月  平成元年度生徒募集定員計260名

平成 3年 10月 26日  創立70周 年記念式典挙行

4年 12月  平成 5年度生徒募集定員計240名

8年 3月  弓道場竣工

8年 8月  大体育館屋根塗装替工事竣工

8年 12月  平成 5年度生徒募集定員計200名

以上が昭和62年度以降、新天地に近代的科学

を駆使した学舎と恵まれた施設・ 環境の中で端

厳をモットーに学びつつ、長い歴史の80周年を

迎えようとしている。
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下伊那農業高校運動部は大変盛んに活動をし

ている。その中心はラグビー部である。雨の日

も雪の日もグランドでボールを追いかけている

姿が、他のクラブのお手本になっている。ここ

10年間は、花園出場はないが、毎年県下の トッ

プにいる。

剣道部は、ここ10年間に、男女個人と団体で

合わせて 5回 インターハイ出場を果た してい

る。礼儀正 しくまた旺盛な練習意欲が、強い下

農剣道部の新たな伝統を築いている。

OBにオリンピック出場選手、競歩の酒井浩

文が活躍 して以来、陸上部は盛んに活動をして

いる。走 り高跳びの阿部和也は平成 9年度の京

長野県下伊那農業高等学校

〒395-0804 飯田市鼎名古熊236併 4

TEL(0265)225550

FAX(0265)5卜 0339

創 立  大正 9年 4月 21日

長野県阿智高等学校

〒39540301 下伊那郡阿智村大字春日2840番地

TEL(0265)43-2242

FAX(0265)451158

創 立  昭和26年 3月 16日

都インターハイで 3位になる活躍をした。

この他にも体操部が個人でインターハイに出

場 している。また、弓道部、ソフ トテニス部、

卓球部、レス リング、水泳も県大会を勝ち進

み、北信越大会へ出場 している。他の運動部 も

これに続けとばか り、毎日一生懸命練習に励ん

でいる。

平成 9年度より第 2グ ランドエ事が始まり、

翌10年度よリテニスコー ト4面ができた。授業

はもちろん、クラブ活動にもますます活気があ

ふれている。また、同じ場所にプールも建設中

で、これまた新たな下農運動部の歴史がきざま

れている。

体育施設は、大体育館、小体育館、テニス

コー ト4面、広いグランドを有 し、地域の社会

体育の拠点としての要望もあ り、小さな学校規

模にしては、りつばな体育施設が整っている。

尚、昭和62年にはプールも竣工 している。

現在でも夜には、バレーボール、ソフ トバ

レー、ソフ トテニス (小中学生よリー般まで )

と、体育施設を社会体育に解放 してお り、活動

が盛んである。

また、生徒数460名 の地域校であるが クラブ

活動が盛んで、昭和62年からでは、以下のよう

な成績を残 している。

平成 3年度 弓道部 国体優勝 (長野県選抜

チ ー ム )

陸上部 北信越大会出場

バレー部 0柔道部 北信越大会出

場

野球部 全国高校野球大会長野県

予選ベス ト8

ソフトテニス部 インターハイ団

体個人出場11回

国体長野県メンバーの常連校

平成 3年度

平成 6年度

平成 9年度

昭和62年～
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長野県阿南高等学校

〒39針1501 下伊那郡阿南町北条2237

TEL(0260)222052

FAX(0260)31-1013

創 立  昭和25年 3月 3日

本校は、風光明媚な南官峡を見おろす県南の

地に、14ケ 村による組合立の高等学校として建

設 された。以来、地域の人々に支えられなが

ら、文化・ 教育の推進的役割を使命として発展

してきた。

本校運動部の活躍は、創立当時から『ボー ト

の阿南』と勇名を馳せインターハイ出場24回 、

国体出場10回 などの輝か しい歴史を持つボー ト

部、国体 3位の山岳部が上げられるが、一時代

をつくった両部が現在無いことは寂 しい事であ

る。

最近の10年を見ると、前記程の華々しい活躍

は無いが、平成 9年に陸上で男子がインターハ

イに出場 し、昭和30年代中心に活躍 し『陸上阿

南』と名を轟かせインターハイに 8回出場 した

同部の伝統の灯を受け継いでいる。山間に位置

する本校は、体育施設も点在し十分とは言えな

いが、昭和62年念願の第 3グ ランドが完成 し、

野球部が練習に汗を流 している。

最近は各部 ともに部員不足に悩まされ、施

設、交通の便など条件も決 して良くはなく課題

は多い。しかし、男子ソフトテニス部や男子バ

スケットボール部などは県大会で上位に食い込

む活躍があ り、これに続けと早朝、夜遅 くまで

練習する姿に明日の阿南の希望を膨らませてい

る。

手、ソフトボール、水泳、卓球が北信越等の大

会出場を果たしていますが、特に弓道部の活躍

が特筆されます。インターハイ、国体、選抜大

会の各全国大会における優勝、入賞回数では全

国の トップクラスの実績があ ります。今年 (平

成 9年度)も 新人戦県大会において、個人団体

共、優勝を果た し、高校選抜大会の出場が決

まっています。

高松学園飯田女子高等学校

〒39卜8528 飯田市上郷飯沼313卜 3

TEL(0265)221386

FAX(0265)22-4461

創 立  昭和34年 4月 1日

本校の運動部の活動は、教師と生徒が一体 と

なって活動する教育の場として、位置付けられ

ています。運動部員だからといって特別に扱わ

れることもなく、全 く他の生徒と同じ生活を し

ています。それぞれの活動の中で生徒たちは、

運動部員としての自覚を身につけるとともに、

人間的な面で心の成長を自己確認できるように

研鑽を続けています。

創立当初より年々活動が盛んにな り、内容 も

実のあるものになってきました。対外的にはほ

とんどのクラブが毎年、南信大会を突破 し、県

大会出場を果た しています。ここ10年 の中で

は、弓道、陸上が全国大会出場、バ レー、空
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東海大学第三高等学校

〒391-8512 茅野市玉川675番地

TEL(0266)72-3147

FAX(0266)72-3626

創 立  昭和38年 1月 29日

最近10年間、団体で全国高校総体に出場 した

運動部は男子バスケットボール部が 6回 、女子

バスケットボール部 1回 、柔道部 3回、男子バ

レーボール部 1回、弓道部 1回である。個人で

は水泳部、陸上部が毎年出場 している。陸上部

は全国高校駅伝に 4回出場 して平成 9年度には

県高校記録をぬ りかえる活躍をした。本校運動

部にとつて特筆すべきは平成 8年度全国高校総

体スピー ドスケー ト競技女子の団体総合優勝で

ある。この優勝の立役者である外ノ池亜希は長

野冬季オリンピック (ス ピー ド女子1500m)に

出場 した。総体以外の大会では、女子バスケッ

トボール部の全国高校選抜 2年連続出場、野球

本校は、昭和60年 4月 、飯田女子短期大学、

飯田女子高等学校の姉妹校として開学 した。そ

れと同時に、弓道・ ソフ トボール・ ソフ トテニ

ス ●バレーボール 0陸上競技卓球の 6ク ラブを

設立した。その後、生徒数の増加に伴い、バス

ヶットボール・新体操・ 水泳の 3ク ラブを新た

に設け、現在 9ク ラブを擁する。運動クラブヘ

の加入率は、29.7%で あ り、これはここ数年大

きな変化はない。

本校のクラブ活動は、チャンピオンスポーツ

としては勝つことを目標にしてはいるが、運動

能力に優れた者ばか りを集めるのではなく、す

べてのクラブ員が 3年間続けることを第 1目 標

に掲げる。

高松学園伊那西高等学校

〒39針4493 伊那市西春近4851

TEL(0265)72-4091

FAX(0265)724147

創 立  昭和60年 3月 28日

部の平成 8年度全国高校野球選手権大会初出場

がある。

最近10年の体育施設では、平成 5年に部室棟

が新設された。昭和63年に トレーニング室が設

置され、現在では以下の トレーニング機器が競

技力向上に役立っている。(カ イザーエアーマ

シーン6台、レッグプレスマシン2台、ス ミス

マシン4台、スクワットラック4台 、レッグ

カールマシン2台、レッグエクステンションマ

シン2台、エアロバイク4台、パワーマックス

v2台、モナークエルゴメーター 4台、ダンベ

ルー式、フリーウェイ ト、ベンチプレス 3台

その目標のもと、単なる技術の向上のみにと

らわれることなく、「今、この場で汗を流すこ

とは私自身にとつてどんな意味があるのか」を

常に考え、いろいろな人に支えられているとい

う自覚を持つことで、周 りに感謝できる「私」

を確認 しながら活動を続けている。近年の主な

実績は次の通 り。

弓道 :香川国体総合 3位 (H5)を はじめ、イ

ンターハイ ●国体などに多数出場 卓球 :全国

選抜大会出場 (H5)をはじめ北信越大会常時

出場 ソフ トボール :北信越 0中 日本大会出場

(H4)水 泳 :イ ンターハイ・ 国体入賞 (H
5～ 7)新 体操 :国体出場 (H8・ 9)な ど

又、今年度は全クラブが県大会に駒を進めた。

θθ7
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本校は昭和28年に木曽南部 5ケ 村の代表によ

る蘇南高等学校設立期成同盟会により組合立の

高校として創立。昭和32年県立に移管され県立

蘇南高等学校となる。普通課・ 商業科・ 電気科

の三科があ り、HRは、普通・職業科の生徒を

均分した「 ミックスホームルーム」を形成 して

いる。

本校の運動部は11部が活動 してお り、全校生

徒の約 5割の生徒が運動部に加入 しています。

昭和38、 39年 田村美津子 (39年 100、 200m県

新記録)を中心に陸上部の多数の選手が全国大

会出場。昭和46年北信越大会男子総合優勝。全

国大会 4名 の選手出場。翌年 も 4名 の選手が全

長野県蘇南高等学校

〒39卜5301 木曽郡南木曽町読書

TEL(0264)5卜 2063

FAX(0264)571009

創 立  昭和28年 4月 15日

長野県木曽高等学校

〒39千 8571 木曽郡木曽福島町瓜倉182卜 2

TEL(0264)222119

FAX(0264)211056

創 立  大正12年 4月 1日

国大会出場。卓球部は、昭和43～46年 の 4年間

連続 して全国大会出場。サ ッカー部は、昭和

49、 50年 に連続 して県大会優勝、全国大会出

場。同年県高校選手権大会優勝、甲信越大会優

勝、全国高校選手権出場。水泳部は、昭和48～

49年に多数の選手が北信越大会出場。バ ドミン

トン部は、昭和56年以降、団体優勝 1回 、個人

優勝 3回 、全国大会に多数選手出場。昭和57年

陸上部全国大会出場。平成 9年には弓道部が県

新人大会男子団体で優勝、全国大会出場。各部

とも弓道部に続 く活躍を目標に活動に励んでい

る現状である。

帆は、昭和630平成元年と2年連続、平成元年

砲丸投げで手塚一章が総体へ出場。平成 5年に

は 3段飛びで荒岡秀幸は国体に出場 した。同年
バ ドミントン女子個人で湯藤静香が総体へ出場

した。弓道では平成 2年奥原めぐみが準決勝ま

で駒を進め、平成 4年国体少年男子県選抜チー

ムの湯川徳之は、少年の部で優勝に貢献 した。

翌 5年男子個人大久保喜仁が総体へ出場 してい

る。ソフトテニスでは、平成 5年男子個人で木

下大輔・森下洋介、女子個人奥谷緑・ 小沢葵ペ

アーが晴れの全国大会へ出場 した。平成 3年度
サッカー新人県大会優勝以外チームゲームでの

活躍が今一歩及ばず奮起を期待したい。

本校は、前身である木曽中学校 (後の木曽西

高校)が大正12年に開校 し、また、もう一つの

前身である木曽福島実科高等女学校 (後の木曽

東高校)と して同年 4月 開校した事をもって創

立とする。

創立以来共に約60年の歴史をもつ両校が、昭

和57年その歴史に幕を閉 じ、統合され長野県木

曽高等学校とな り本年16年 目を迎えた。

生徒数約600名 、全日制普通科・ 衛生看護科、

今年度より新設された理数科、定時制普通科が

あ り、各種運動部が活動 している。全国大会出

場者をあげると、剣道女子個人で昭和63年小幅

由香・平成元年杉本麻子・平成 2年川口希が連

続出場 している。陸上競技走 り高跳びで高柳千

θθβ



本校の歴史は、明治34年に林業専門の中等学

校として始まり、100周年をまじかに迎かえよ

うとしている。林業に関する学校としては、わ

が国では最も古い歴史を有する。校名も明治34

年西筑摩郡立木曽山林学校としてスタート、明

治37年には第 1回卒業生28名 を送 りだし、明治

39年には県立に移管、明治44年長野県立木曽山

林学校、大正9年長野県木曽山林学校、昭和23

年長野県木曽山林高等学校と改称 し、現在では

林業科、インテリア科を設置し業界の動向を常
に取 り入れながら教育内容の一層の充実をは

かっている。

時代の変化に伴って運動部の歴史は、新設・

改廃や隆盛・衰退がみられる。現在活動 してい

る部は野球、バスケット、男女バレー、男女 ソ

長野県木曽山林高等学校

T397-0002 長野県木曽郡木曽福島町新開4236

TEL(0264)222007

FAX(0264)211055

創 立  明治34年 5月 15日

長野県塩尻高等学校

〒39卜0703 塩尻市大字広丘高出4の 4

TEL(0263)520015(代 )

FAX(0263)544994

創 立  明治44年 4月 1日

フトテニス、男女バ ドミントン、サ ッカー、柔

道、剣道、スキーである。しかしながらお りか

らの生徒数減に伴い、存続が難しくなっている

部もあることも深刻な問題である。本校運動部
の中でも最も活動が活発であった相撲部である

が過去には国体・ インターハイに個人、団体 と

輝かしい成績を残 してきたが現在では柔道部員

が出場 しているのが現状である。またかつて
“さわやかセブン"な どと新聞を賑わ した野球

部も毎年新入生の入部を待ってのチームづ くり

という厳 しい状況にある。各部とも成績は他校
のレベルに比べれば決 して高くはないが、厳 し

い練習と実習により山林魂の不撓不屈の精神が

育っている。

きるようになり思 う存分練習できるようになっ

た。剣道個人で増田敏浩が北信越大会に出場。

翌6年にはグランドに散水施設増設。砂はこり

の中で練習することが少なくなった。 6、 7年
と連続 して空手部の中野倫展が、 8年にはボク

シング部の梶原則美が高校総体に出場。陸上部

太田康博は円盤投げで県代表 として国体に出

場。 9年北信越に剣道で百瀬恵美・茅野智美が

出場。茅野は各県一人選ばれる優秀賞を受賞。

国体県チームとして陸上や り投げで小林永樹

が、弓道で奥平佐知子が出場。学級数が年々少

なくなることに加えて、クラブに加入する者が

減少 してきている現在、チームぎりぎりの人数

というクラブもあ り頭が痛いところ。平成12年

の総合学科の出発を期待 したいところである.

創立 明治43年東筑摩郡立南部乙種農学校とし

て認可、昭和24年長野県東筑摩高等学校と町立

長野県塩尻実科高等女学校を統合 し、長野県桔

梗ケ原高等学校と改称。昭和40年長野県塩尻高

等学校と改称。87年の歴史をもっている。

61年冬場合宿所が完成。62年度は剣道個人で熊

谷恵が高校総体、体操女子団体で北信越に出場

するなど合宿所ができた成果かと思われるほど

であった。63年には野球部が大活躍。北信越大

会に出場。平成元年弓道団体北信越で優勝。 2

年には小体育館が完成 し、活動する場所が 1つ

増えた。講堂、旧体育館、新体育館の 3カ 所で

活動できるようにな り、お互いが譲 り合い、練

習場所を回すこととした。年度末には部室棟が

完成 し、今の体勢が整った。平成 5年格技室や

体育館の屋根を改修 し、雨漏 りを防ぐことがで
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長野県田川高等学校

〒39卜0701 塩尻市広丘吉田2645

TEL(0263)8∈ 3000

FAX(0263)8併 9151

創 立  昭和57年 11月 1日

本 校 は 、誠 実 、意 欲 、創 造 を 校 是 と して 何 事
に お い て も学 ぼ う とす る心 の 姿 勢 を 大 切 に 考

え 、互 い に助 け 励 ま し合 って い く「 質 実 剛 健・

尚学 共 助 」 の校 風 樹 立 を 建 学 の精 神 と して 出 発
した 。 本 校 の 運 動 部 の 歴 史 に 大 き な 足 跡 を 残
し、そ の後 の運 動 部 の 活 躍 の刺 激 とな り指 針 と

な ったの クまな ん とい って も 3年 目 (昭和 60年 )

の サ ッカ ー部 の イ ン タ ー ハ イ 出場 で あ ろ う。 以

来 学 校 の歴 史 は 浅 い が 、勉 学 に ス ポ ー ツに文 武
両 道 を モ ッ トー に 活 ば つ な学 園 生 活 が 展 開 さ

れ 、現 在 男 子 15部 、女 子 15部 が 明 日を 夢 見 て 活

動 し続 け 、数 多 くの 全 国 大 会 出場 者 を 出 して い

る。開 校 当 時 は 45人学 級 30ク ラス 、 1350人 の 定

員 で あ った が 現 在 は 40人学 級 25ク ラス 、 1000人
とい う生 徒 減 に 伴 い部 員 数 も減 少 し、大 会 出 場
を 見 合 わ せ る部 も出 は じめ て い る。や が て は 部
の数 も精 選 して い く時 代 に な ろ うか と先 行 が 心

配 で あ る。熱 心 なオ旨導 者 も多 く、 オ リン ピ ッ ク

開 催 年 を 機 会 と して ス ポ ー ツヘ の 取 り組 み を
再 々考 して い きた い もの で あ る。

長野県梓川高等学校

〒390-1401 東筑摩郡波田町10,00卜 1

TEL(0263)92-2119

FAX(0263)91-1027

創 立  明治43年 2月 21日

南安曇郡梓村に南部農蚕学校として明治43年

に創立されたのが本校のはじまりであ り、 2度

の校地変更のあと、昭和25年に現地に基盤を下

ろした。開校当初は、松本平西部地域の農業後

継者育成の拠点として貢献 したが、農業人口の

減少と共に昭和24年 より普通課程の併設校とな

り、更に昭和55年には農業化を開科 し、普通高

校となる。平成 4年に創立80周年を迎え、同窓

会が中心とな り体育施設の整備事業に着手。平

成 7年に小体育館、 8年にはプール ●グラン ド

の拡張工事・ テニスコー トが完成 した。

昭和40～60年代にかけては、相撲部・ 柔道部

を中心とし、陸上・ スキー・水泳等の個人競技
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男子団体   2回 戦進出
女子団体
男子400m     浅川
″ 400mH     吉田

女子100mH    細萱
女子個人      橋倉
女子100mH    細萱
″ 砲丸投    上原

男子100mバ タフライ 早田
男子5000m     大村
3000mSC     大村
女子砲丸投     上原
男子100mバ タフライ 早田
″ 200mバ タフライ 早田

女子砲丸投     上原
男子100mバ タフライ 早田

泳
　
上
泳

9年 陸
水

で全国大会に出場 している。

ここ10年 間の運動部の活動を振 り返ると、全

国大会・ 県大会に多くの選手を輩出してきた柔

道部・ 陸上部が部員数の減少から活動の縮小を

余儀なくされている。

現在、本校の運動部は他校以上にクラブ離れ

がすすんでお り、部員の確保に苦労 している状

況にある。しかし、どの運動部も少ない人数な

がら熱心に練習に取 り組み、県大会出場を目標

に頑張っている。



長野県松本工業高等学校

〒39卜8535 松本市筑摩 411

TEL(0263)251184
FAX(0263)2卜 6170

創 立  昭和14年 2月 14日

体育施設では、平成 4年 2～ 3月 に小体育

館 02階建て部室を竣工。格技室の床を改修 し

た。平成 7年 8月 にはテニスコー トを拡張・ 整

備 し、フェンスを改修 した。

最近10年間の運動部の活動は、途中 1回を除

いて、自転車部がインターハイに出場 してい

る。その中で平成元年に塩原正長はインターハ

イ・ 国体とも1000mタ イム トライアル 2位 に

なった。その後、平成 7年に行われた広島アジ

ア大会で金メグルを獲得 した。

平成 4年からは、空手道も毎年インターハイ

に出場するよになった。また、個人種目の陸上

競技の長距離で鈴木俊文がインターハイに出場

している。

本校は、大正12年 4月 に開校、本年で74年 と

な り、その間21,000猶 予名の卒業生を送 り出 し

まこ。

開校と同時に柔・ 剣道・ 徒歩 (陸上部)・ 籠

球 0蹴球・ 軟庭・ 山岳・ 水泳の部が創設 され

た。この中でも初代校長が校技として力を入れ

た蹴球及び籠球は全国大会への出場回数 も多

く、今もその伝統は受け継がれている。現在は

バ ドミントンが平成 8年に出来、14種 目 (男子

14、 女子 9)存続 している。この10年 間の本校

の全国大会へは、サ ツカー、テニス (男 子平成

6年 )、 ソフ トテニス (女 子個人平成 405

年 )、 相撲 (柔道部平成 6年 )、 陸上の各 クラブ

平成 7年からソフ トテニスが力をつけてき

て、中信地区団体 3連覇、県大会団体優勝を

飾っている。また、卓球部も地道な努力が実っ

て、北信越大会に出場できるまで復活 しつつあ

る。他の種 目でも平成 5年バスケットボール部

が県大会ベス ト4、 平成 9年度はサッカー部が

県高校選手権ベス ト8、 になった。

硬式野球部は、平成 6年度秋の北信越大会で

惜 しくも3位 とな り甲子園を逃 したが、軟式野

球部 とともに、狭いグランドで練習に励んでい

る。

運動部加入率は50%を越え、活発な活動 とと

もに挨拶も良くでき外来者に評判が良い。

が出場を果たしている。また、昭和62年から63

年にかけて本館の改築に伴いグランドにプレハ

ブ棟を設置、野球、サッカー、ラグビーが以前

の半分のグランドでの苦 しい活動となったが、

現在では昭和63年に完成 した第 2グ ランドに野

球とテニスが移 り余裕を持って活動を行ってい

る。以下全国規模で活躍 したものについて記載

する。

○ 陸上競技、平成 7年国体で上杉丈夫棒高跳

(5m00)4位。平成 8年国体で高畑志野

400mH(60"47)3位

o サッカー、選手権・ 平成元、 3年、総体 0

昭和63年

長野県松本県ケ丘高等学校

〒39卜8543 松本市県2丁目1番地1号

TEL(0263)3か 1142

FAX(0263)3卜 1074

創 立  大正12年 4月 17日
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昭和62年には、待望の合宿所が完成 し、夏休

みのクラブ合宿ではお盆以外に空いている日が

ない程の利用状況です。平成 3年には弓道場が

完成 して、体育施設の充実が計られ、さらに、

平成10年の秋以降には、小体育館の改築も計画

されています。

平成 9年度現在の運動クラブ数は、男子14、

女子14で総部員数は、474名 (入部率は52%)
にのぼ り、連 日心身の練磨に励んでいます。運

動部に所属 している生徒が多いため、放課後・

日曜・ 祝日・ 長期休業でも生徒の動きが多 く、

校内は活気に満ちています。

昭和62年以降の運動部の活躍については、イ

長野県松本美須々ケ丘高等学校

〒39卜0801 松本市美須々2-1
TEL(0263)3卜 3690

FAX(0263)3卜 1076

創 立  明治42年 4月 1日

長野県松本深志高等学校

〒39併8603 松本市蟻ケ崎 3-8-1
TEL(0263)32-0003

FAX(0263)3卜 1071

創 立  明治 9年 7月 10日

ンターハイに出場 したクラブとして、平成元年

に山岳、平成 3年に陸上 (個人)・ 新体操 (団

体・個人 )、 平成 6年に女子 ソフ トテニス (ダ

ブルス個人)があげられます。春の高校選抜大

会には平成 9年に弓道部が北信越大会を勝ち抜

き、全国高等学校選抜大会に出場 しました。

ここ 1～ 2年で運動部に入る生徒が減少傾向

にあ ります。スポーツ本来の『楽 しみ』を学

び、高校卒業後も生涯スポーツに親 じめれるよ

うにするとともに、競技力向上を目指 していけ

ればと思います。

女子の清水の活躍である。三村は S61、 62、 63

と3年連続インターハイに出場 したが、S63に
はインターハイ優勝、第 9回WUKO世 界空手

道選手権大会で優勝した。清水はH4、 6イ ン

ターハイで1500m,3000mに 優勝 した。

平成 8年には学校創立120周年を迎え、記念

式典が盛大に行われた。また、平成 9年には野

球部が創立100周 年、サ ッカー部は戦後50周 年

を迎え、それぞれ記念誌を発刊 し記念式典を

行った。現在、第二棟の改築が始まリグラウン

ドの半面にプレハブ校舎が建ち少々不便を強い

られるが、21世紀への新たな出発になるよう期

待 したい。

本校の運動部、16種 目18部は松中以来の伝統

を受け継ぎ、生徒自らが計画し、実施 してい く

自主自律の精神によって運営され、運動協議会

(運協)に結集 している。

ここ10年間を顧みると、S62サ ッカー部イン

ターハイ、選手権出場、H3陸上女子走 り高イ

ンターハイ出場、H4陸上男子幅、テニス、空

手女子型インターハイ出場、H5空手女子型イ

ンターハイ 2位、H7陸上男子100mイ ンター

ハイ出場、サ ッカー部は北信越総体を26年ぶ り

に制 して全国ユース大会に出場、H9な ぎなた

女子がインターハイ出場 した。

特筆すべきは、空手女子型の三村とスケー ト
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昭和50年の男女共学制移行後約 4半世紀が過

ぎた現在、自主独立の精神を掲げ学業と運動の

両立を目指 し努力しています。大学進学も4年

制志向が一層高まり意欲的に取 り組み成果を上

げています。運動部も陸上、テニス、ハン ド

ボール、新体操、バ ドミントン、山岳、空手、

スケー ト、ボクシングと種 目こそ異なりますが

全国高校総体には毎年出場 しています。中でも

山岳部は62年以降 7回の出場を誇 り、また、陸

上部の青木直久は北信越大会で県高校新記録で

優勝 し、 IHに出場するなど陸上部の活躍も目

をひきます。野球部は第ニグランドを専用球場

として使用することが出来たこともあ り、平成

2年に春季北信越大会に出場する活躍をみせて

長野県松本蟻ケ崎高等学校

〒39卜0861 松本市蟻ケ崎 1-154

TEL(0263)320003

FAX(0263)3卜 1073

創 立  明治34年 4月 13日

長野県松本筑摩高等学校

〒390 松本市島立2237

TEL(0263)4卜 1351

FAX(0263)4卜 1521

創 立  昭和45年 4月 1日

くれました。また、平成 5年に弓道部、 8年に

は空手部が同好会から念願の部に昇格 しまし

た。そして、8年には弓道場が竣工落成 しまし

た。半面、平成 6年にスキー部が廃部にな り現

在18部 とダンス同好会です。年々クラブ加入率

が低下していく中、本校ではここ 3年間、511

名 (26学級 )、 525名 (25学級 )、 447名 (24学級 )

が運動 クラブ員 として活動 し、使用する施設

は、第ニグランドがあるとはいえ、体育館、講

堂、武道場、テニスコー ト、グランド、フール

と、どれを取って見ても県下の高校で最低の施

設・設備と感 じられます。この様な中で、ボク

シング、スケー ト、なぎなた等、学校外の指導

者に依存 している種目も出て来てお ります。

昼間定時制では、定通大会で、63年 、バ ドミン

トン女子が北信越大会団体、個人で優勝。H2
年、卓球女子全国大会ベス ト8、 北信越大会優

勝。 ソフ トテニス女子北信越大会優勝。H4
年、バスケットボール女子北信越4位。H9年 、

卓球北信越優勝。夜間定時制では、H7年、陸

上全国大会1500m4位、H8年同 5位。H8年
バレーボール男子北信越優勝。バ ドミントン男

子北信越団体 4位。H9年、陸上全国大会男子

1500m3位。5000m6位 。ソフ トテニス北信越

個人 2位。通信制では、S62年、軟式野球が全

国大会出場。H9、 女子バレーボールが北信越

大会出場などである。

昭和45年定時制・ 通信制の独立校として発足

し、その後全 日制を併置 し、県下唯一の全 日

制、昼間定時制、夜間定時制、通信制 (単位制

コースを含む)を有する高校として存在 してい

る。近年の激 しい時代変化と地域のニーズ、学

習者の量的質的変化などにより、学ぶ側に立 っ

た発想による柔軟で多様な履修形態、学習機会

の大幅な拡充を目指して平成11年度から定時制

に多部制単位制が導入されることになってお

り、導入準備が着々と進められている。

昭和62年以降の運動部の県外遠征のおもな戦

績をあげると、全日制では、S62年～H3年 、

陸上男子400mH、 100m、 200mで全国大会出場。
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本校は松本平の最北端に位置 し、 1町 6か村

を中心 とする地域の強い期待と深い理解に よ

り、昭和61年 4月 開校 した。その後、校舎や設

備が整えられるとともに、新設校としての意欲

的な教育内容の研究、実践がなされ、本年度が

創立13年 目である。最近10年 (昭和62年 以降 )

の運動部の主な活動は以下の通 りである。昭和

63年に陸上部が200mで インターハイに出場 し

た。平成 2年は、弓道部が団体女子で県 3位、

北信越大会に出場 し2位の成績を収めた。また

柔道でも個人が北信越大会に出場 した。平成 3

年は柔道部が団体と個人で北信越大会の出場を

長野県明科高等学校

〒39卜7101 東筑摩郡明科町東川手100

TEL(0263)624388

FAX(0263)812021

創 立  昭和61年 4月 8日

長野県豊科高等学校

〒39卜8205 南安曇郡豊科町大字豊科2341

TEL(0263)722151

FAX(0263)711151

創 立  大正12年 4月 1日
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果たした。平成 4年は弓道部が団体女子でイン

ターハイに出場 した。平成 6年はサ ッカー部が

選手権 (全国高等学校サ ッカー選手権長野大

会・ SBC杯長野県高校サッカー大会)で 3位

となった。また弓道部が個人新人戦で 1位 と

なった。平成 7年はサッカー部が選手権で準優

勝を果たした。柔道も個人が北信越大会に出場

した。以上が主な活躍状況である。なお平成 10

年度の新入生からコース制を導入 し、「スポー

ツの好きな生徒の個性を伸ばす とともに、ス

ポーツを通 して健全な精神を育むことをめざ

す」を目的として「スポーツ系」を設置 した。

子バスケット部は昭和62年に全国高校総体に 3

年連続となる出場を果す。ソフトボール部は昭

和62年 と平成 7年に全国高校総体に出場、平成

9年秋には北信越高校新人大会で優勝 し、北信

越代表 として平成10年 3月 に全国高校 ソフ ト

ボール選抜大会に出場する。陸上部の丸山主税

君が平成 7年に短距離走 (100m)で全国高校

総体に出場、以上が主な活躍状況である。また

体育施設等をみると、昭和62年には南グランド

の改修整備が行なわれ、平成 5年には北グラン

ドの整備、さらに平成 7年には念願の南グラン

ドの散水設備が新設される。

/ン
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大正12年長野県豊科高等女学校として創立、

昭和23年には全日制及び定時制普通課程が置か

れ、昭和24年には全日制課程に男女共学制が実

施され、その時現在の『 しなの木』の葉から作

られた校章が制定される。この校章は「ねば り

強い」、「団結」等の意味を持っている。その後

昭和25年には定時制課程が廃止され、昭和29年

頃には男女共学制が自然消滅、以来20年余 り女

子校の時代が続いたが昭和49年再び男女共学 と

なって現在に至っている。最近10年 (昭和62年

以降)の運動部の活躍を追ってみると、弓道部

が昭和62年 3月 に第 5回全国高校弓道選手権大

会に出場 し、団体女子で見事準優勝に輝 く。女
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平成 9年で創立77年を迎えました。生徒数

は、461名 (女子117名 )です。本校農業教育の

歴史は、穀倉地帯安曇野の地域と密接に結びつ

き、多方面に渡って活躍 している卒業生を送 り

出してきました。ここ10年間には、国際交流が

盛んにな り中国雲南省農業高校との交流、ニュ

ジーランド・ その他の海外研修、また、生物工

学科 (平成元年)を新設 して、新 しい農業のあ

り方をも推進 しました。学力向上推進事業指定

校 (平成 2年 )と して、更には “特色ある学校

作 り"に力を入れ教育課程の編成に類型を多く

取 り入れて、魅力ある学校作 りに取 り組んでき

ました。特に進学では、平成 3年国立大学13

名、私立大学16名 と実績を挙げ、現在に至って

います。

長野県南安曇農業高等学校

〒39針8205 南安曇郡豊科町4537番地

TEL(0263)722139

FAX(0263)711150

創 立  大正 9年 4月 15日

長野県穂高商業高等学校

〒39卜8303 南安曇郡穂高町大字穂高6839番地

TEL(0263)822162
FAX(0263)811066

創 立  大正 3年 11月 17日

運動部では、12部 男女19の 活動が行れ、入部

率は61%と 高率を示 しています。中でも野球、

剣道、ソフトテニス、卓球、弓道、柔道、陸上

はこの10年 間に県大会への出場回数も多く活躍

をしています。運動施設では、サ ッカー場の防

球フェンス (昭和62年 )、 テニスコー ト、第 2

体育館の竣工 (平 成 2年 )、 野球 グラン ドの

ネットとフェンス東側への移転 (平成 3年 )、

グランド造成 (平成 5年 )が行れました。以下

に活躍 したもの (プ ロック以上 )を掲載 しま

す。

全国大会、国体出場 *水泳 嶺村直毅 (H8)、
スキー 吉沢まゆ (H9)、 北信越大会 *陸上

細川康二 (H2)、 宮入清志 (H4)、 剣道団体

(H8)、 ソフ トテニス金井・ 中条ペア (H9)

ソフトテニスの、望月、川村ペアが、平成 7年

には浅川、望月ペアが北信越大会へと進出し、

さらに、外部のクラブで活動 しているボクシン

グの吉澤は平成 8年、9年 と2年連続全国イン

ターハイで活躍 しました。平成 7年に創立80周

年記念式典を挙行し、クラブ練習室を含む音楽

棟と、体育施設では小体育館を竣工、体育授業

のほか、各クラブ活動等で使用 しています。

本校は、ロータリー脇の石碑に刻まれた「べ

ス トをつ くせ」を合い言葉に、 2つのグラウン

ドと、大小体育館を使用できる体育系のクラブ

は、恵まれた環境の中で活動 しています。男子

の加入できるクラブは限られていますが、野

球、陸上競技、バスケットボール、サ ッカー、

ソフトテニス等、毎日の練習で着実に成果をあ

げています。女子の生徒数は全校の 3分の 2以

上で、上記 クラブのほか、弓道、バレーボー

ル、新体操等に力を入れています。特に陸上競

技、ソフトテニス、新体操部は県大会に毎年出

場をしています。過去の選手の活躍は、陸上競

技の長田がハンマー投げで、平成 5年には男子
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本校は目の前にアルプス連山の雄姿と田園に

囲まれた緑あふれる自然豊かな池田町にある。

学級減にともない生徒数が激減、学校全体の活

力低下は否めない。運動部の活動では、平成 4

年に陸上部の一志学がインターハイ800mで 5

位に入賞、また、自転車部は昭和62年から6年

連続インターハイ出場という輝かしい戦績を残

した。なお、平成 2年度卒の為田学はプロ選手

として現在活躍中である。

最近の部活動は、生徒減の影響からか、残念

ながら低迷状態にある。

老朽化 した第一体育館も解体新築工事も進み

今年度中に完成する。本校の体育施設は恵まれ

長野県池田工業高等学校

〒399-8601 北安曇郡池田町大字池田2524

TEL(0261)623124

FAX(0261)611018

創 立  大正10年 4月 1日

長野県大町高等学校

〒398-0002 大町市大字大町3691-2

TEL(0261)22-0024

FAX(0261)23-5750

創 立  明治34年 4月 1日

ているといえよう。

生徒の志気を高揚 させ、 “やる気・ 負けん

気・ 根気"の校訓のもと、部活動の活性化はも

とより、特色ある地域高校造 りを目指 して全力

で取 り組んでいる。

ここ10年間では、陸上・ 空手道・ 水泳・ 山

岳・ スキー・ スケー トで多数インターハイに出

場 している。中でも山岳部は平成 809年 と連

続 してインターハイに出場、スキー部ジャンプ

においては平成 9年インターハイ 3位に入賞、

陸上では平成 6年インターハイ1500m6位、国

体1500m4位、5000m7位に入賞 している。

また男子バレーボール部は、平成 9年度新人

戦県大会ベス ト4、 続 く高校選抜でも県ベス ト

4に入る活躍をしている。

「大町高校らしさ」それは、北アルプスの懐

に抱かれ、未挑戦、未開拓のルー トを積極的に

開拓 したスピリットやマインドが鮮明に生きつ

づいている学び舎なのである。

本校は明治34年に開校 し平成13年には創立1∞

周年を迎える。校風 として「質実剛健」「魂・

知・ 和」があ り、学校行事では全国的に稀な

「山を我が庭に、自分の学舎に」をねらいとし

ている全校登山が51回を数える。

平成元年に小体育館 0武道場棟を新築 し、施

設の充実がはかられ現在に至っている。全員加

入のクラブ活動は、現在運動部が15あ り各部 と

も年間を通 して活発に活動 している。
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本校は大町実科高等女学校として創立されて

以来女子校として変遷 し昭和49年男女共学とな

り現在に至っている。施設面での最近の事業 と

しては昭和62年大体育館・ クラブ練習室・部室

棟を竣工、翌年バックネ ット竣工、防球 ネ ッ

ト・ 小グラウンドが整備された。平成 2年には

グラウンドが改修され広範囲にわた り使用可能

となった。

運動部の歴史は大正13年の校友会主催運動会

を機に庭球・ 弓道 0籠球 0陸上の 4競技に始ま

り、長い歴史の中ではスケー ト・ 陸上でオリン

ピック選手 も輩出し、昭和50年代にはソフ ト

ボール部・ バ ドミントン部が常に県大会上位を

長野県大町北高等学校

〒39卜0002 大町市大字大町4330番地

TEL(0261)220149

FAX(0261)235740

創 立  明治45年 1月 22日

長野県白馬高等学校

〒39卜9301 北安曇郡白,馬村大字北城8800番地

TEL(0261)722034
FAX(0261)711016

創 立  昭和26年 4月 1日

占め全国大会へも幾度となく出場。ここ10年 で

は平成元年国体で 1年生田中完次のや り投げ 5

位入賞をはじめバ ドミントン・ スキー ●スケー

トが全国大会、体操・ 山岳・ 水泳が北信越大会

へ出場 している。しかし生徒数の急減により昭

和62年 にはクラブ・ 同好会あわせて17あ ったも

のが現在10に も満たない実態である。体操部・

バ ドミントン部など日頃に厳 しい練習の成果を

大会で実績として残しているが、チーム競技が

部員数を増やし継続的なクラブとして活動させ

て行 くことが本校の課題となっている。

優勝 3回 (男女)種 目別優勝 9名 を成 し遂げる

ことが出来た。

創立50周 年を 3年後に控え、学校全体の活動

に活気を持たせていきたい。

全国大会の成績は以下に示すとお りである。

本校は昭和62年以降、平成 4年に小体育館が

完成 し、創立40周 年の記念式典と共に平成 4年

6月 落成式を行なった。その後、平成 5年には

弓道場、平成 7年には、プールが新設され、生

徒の活動に生かされている。

冬期の豪雪 と寒さとい う環境を克服 しなが

ら、部活動を「人間形成の場」とすることによ

り、地域社会に貢献できる人物の育成を 目指

し、基本技術の習得を中心に粘 り強い活動を続

けている。近年、陸上部の北信越大会出場など

運動部の活躍が見られるようになった。

特にスキー部は62年 以降県大会の総合優勝

(男子 2回、女子 6回 )と 、種 目別入賞の多数、

全国大会においても、総合優勝 2回 (女子 )準

年度 Hl 2 3 5 6 7 8 9

総
　
合

男 3位 5位 2位

女 優勝 優勝 2位 2位 3位

回 転 優勝 優勝 優勝 優勝 5位 2位 3位 8位 5位

大回転 優勝 優勝 4位 3位 2位

複合,飛躍 優勝 優勝 6位 4位

距雌 リレー 5位 5位
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松商学園高等学校

〒39卜8515 松本市県 3-6-1

TEL(0263)3卜 1210

FAX(0263)3卜 1213

創 立  明治31年 8月 1日

我が校の運動部は現在男女合わせて18の クラ

ブから成 り、それぞれのクラブが長い伝統を受

け継ぎ活躍 している。特に硬式野球部は甲子園

へ夏30回、春15回 出場 し、平成 3年春の選抜で

準優勝を成 し遂げ、県民を大いに沸かせ、その

時のエース上田佳範は現在日本ハムファイター

ズにおいて押 しも押されぬプロ野球選手として

県内高校球児に夢と希望を与えている。全国高

等学校体育大会へはここ10年間、毎年多数参加

してお り各クラブの活躍が目立ち多い年は100

名を越える選手が全国大会へ出場 している。出

場 クラブは、女子バレー、サッカー、テニス、

卓球、柔道、剣道、空手、ソフ トテニス (女

子 )、
バ ドミン トン (女子 )、

バスケット (男

子 )、 ウェイ トリフティング、陸上などである。

中でも全国大会で活躍 した種目は、テニス部が

9年度女子団体全国選抜で 3位、 5年度、 7年

度男子インターハイ団体ベス ト8、 連続出場は

女子が 7年連続インターハイ出場 となってい

る。卓球は男子学校対抗で13年、女子は11年連

続出場を続けている。サッカー部はこの所県の

上位を締めインターハイ出場常連校となってい

る。全国選手権では2年連続ベス ト8である。

空手部は15年連続インターハイに出場 してい

る。この様に沢山の種 日で県の代表として活躍

を続けいる。

ボール部は 7・ 8年度にインターハイ ●選抜大

会 0国体等の大会に出場 してきている。

施設面でも平成 5年度に第 3体育館ができ

て、今までより環境的にはるかに恵まれてきて

いる。また、熱心な指導者や素直にひたむきに

練習に打ち込む生徒、そしてそれらをやさしく

見守ってくれ困ったときに相談に乗ってくれる

学校関係者やPTAの 方々の努力が今日の好結

果につながっている事だと思われる。

今後も感謝の心を忘れずさらなる目標に向

かって、純粋に努力し精進 していきたい。その

過程こそスポーツの価値があると思われる。

我校のますますの活躍が期待される。

松本松南高等学校

〒39卜0813 松本市埋橋 2-1-1

TEL(0263)320685
FAX(0263)32-0773

創 立  昭和16年 4月 8日

昭和41年に高体連に加入してからも指導者や

生徒が一生懸命に努力したにもかかわらず施設

等練習環境もまだ十分でなかった り、全国大会

に出場の経験がなかった りして、実力的にはか

な りなところまで来ていたにもかかわらず、上

位入賞の壁は厚かった。

しかし、それまでは数年に 1度の割合でイン

ターハイに出場 していたのが、平成 4年度に陸

上部 と卓球部がそれぞれ個人ではあったがイン

ターハイに出場 してからは、今日まで毎年いず

れかの運動部が出場出来るほど活発に活動 し、

目ざましい成果をあげている。

特に卓球部は平成 407・
°
809年度に、空

手道部は平成 6・ 70809年 度に、バ レー
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塚原青雲高等学校

〒39卜0847 松本市笹部 2-1-6

TEL(0263)2卜 4112

FAX(0263)2卜 1020

創 立  昭和20年 8月 20日

年は巡 りて50有余年、多 くの先輩諸先生方の

努力で、長野県高体連はインターハイ、国体、

そのイベントに、多 くの戦績を残 し、その輝か     (2)
しい実績と伝統を、未来永劫の亀鑑として史上

に留める為に、高体連本部諸先生各位及び編集

部の皆様に依 り「長野県高体連50周年記念誌」

を編纂されるの報に接 し、満腔の賛意を表 し、

皆様のご配慮を感謝申し上げます。

塚原青雲高等学校施設状況

1.平成 2年度 体育館  2,000ぽ 全完成

2.平成 4年度 特別教室棟1,155ぱ 完成

(1)1階 (室内 )

100m疾走走路 6コ ース。ハー ドル、

松本第一高等学校

〒39卜0303 松本市浅間温泉 1-4-17

TEL(0263)4← 0555

FAX(0263)4∈ 7270

創 立  昭和35年 4月 1日

昭和33年、郷土出身の政治家であった植原悦

二郎先生によつて、信濃高等学院が開校 した。

これが本校の始まりである。昭和59年、校名を

松本第一高等学校と改め、現在に至っている。

スポーツ施設面では、平成 6年に、県下最大

級の面積を持つ 2階建ての新体育館を建設、特

に柔道・空手道の道場がいっきに充実 した。

運動部では、特に男子柔道部が全国レベルの

強さを維持 してお り、平成 7年 と8年の高校総

体で全国ベス ト8に進出。長野県内では平成元

年以来、県大会の団体優勝は、新人戦を含め実

に12回 を数えている。同じく女子柔道も平成 6

年から3年連続県制覇を成 し遂げている。

卓球、テニスの練習、応援練習など多

目的教室に使用。

3階 (屋上 )

①バスケット0ボ ード8面、専ら各種

シュートの練習

②サッカー基礎 トレ。

③ゴルフの基礎 トレ。

など多目的に使用。

■■
==●

I■枷 棄I轟識離賤

また、最近は空手道部の躍進もめざましい。

平成 9年に、初めて高校総体で県を制覇、京都

での全国大会へ駒を進め、しかも 1回戦をも突

破 した程である。

現在、校内でもっとも期待されているのは野

球部の活躍で、平成 9年の秋の北信越大会県予

選で、公式戦初勝利をあげた。この他、ハン ド

ボール部も平成 9年に県新人大会で 3位に入る

など、運動部全体に活気が出てきている。
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本校の運動 クラブは学校創立と共に活動が開

始され今年 (平成10年 )で42年を迎える。現在

野球部、サ ッカー部、陸上部、柔道部、剣道

部、バスケットボール部、バレーボール部、 ソ

フ トテニス部、バ ドミン トン部、硬式テニス

部 、卓球部、 自転車部の12部 と水泳、 ラグ

ビー、スキーの 3つの同好会が勉学とスポーツ

の両立を目指 して連日活動 している。

全国大会 (イ ンターハイ)、

国民体育大会出場の記録

平成元年 サ ッカー

小林光宏、国民体育大会(長野県選抜チーム)

平成 2年 サ ッカー

小林健史、国民体育大会(長野県選抜チーム )

信州工業高等学校

〒39針0703 塩尻市広丘高出2081番地

TEL(0263)520645

FAX(0263)5牛 0490

創 立  昭和36年 4月 15日

昭和園芸高等学校

〒39卜0221 松本市里山辺4202

TEL(0263)323701

FAX(0263)3卜 9080

創 立  昭和44年 4月 1日

平成 4年 サッカー

中田将志、国民体育大会(長野県選抜チーム)6位

平成 7年 サッカー

インターハイ出場 ベス ト16

平成 7年 サッカー

大和田陽吉、 国民体育大会(長野県選抜チーム)

武井 尊丈、

西沢  晃、

北野 直也、

平成 7年 陸上

加藤 渡 インターハイ出場 (棒高跳 )

※平成 8年サッカー部インターハイ出場を記念
して トレーニング棟竣工

脅かす存在になることを目指 し、生徒職員一丸

となって頑張っている。

平成元年には、それまで体育施設が体育館だ

けであったが 3階に温水プール、 1階に剣道場

が新設され、また、平成 8年には、多目的ホー

ルが造 られ柔道、卓球のスペースが確保 され

た。ここ十年間、水泳部が平成元年に、その

後、軟式野球、男子バスケット、柔道、卓球、

テニス部と相次いで産声を上げた。以前からの

剣道部を加え現在 7つになった運動部は、平成

7年に発足 した部活動後援会に資金面で大いに

支えられ益々発展 していくものと信 じている。

本校は、創立のときから花づ くりを教育の中

に取 り入れ、花の学校として地域に親 しまれて

いる。「花を育てて人を作る」をモットーに し、

学習の中で汗を流 し働 くことの大切さを学び思
いや りの心 と実践力のある生徒を育てたい と

願っている。「人は、だれでもその人な りに光

らせることのできるものを宿 している」の考え

を基本に、現在の部活の歩みはゆっくりではあ

るが確実にその実績を築きあげている。生徒た

ちの素直さが最後まで試合を締めないという現

代の高校生の中になくな りかけたものを、昭和
の生徒はみせてくれるといったお褒めの言葉を

ある方面からいただいた今、近い将来強豪校を
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長野県高等学校体育連盟規約

昭和24年制定

昭和44年 5月 10日 改正

昭和57年 11月 16日 改正

平成 5年 4月 1日 改正

第 1章  総   則

第 1条 本連盟は長野県高等学校体育連盟と称し、その事務局は会長の指定する学校におく。

第 2条 本連盟は長野県内 4地区 (北信、東信、中信、南信)高等学校体育連盟を以て組織する。

第 2章  目的および事業

第 3条 本連盟は高等学校体育の健全な発達を図ることを目的とする。

第 4条 本連盟は前条の目的を達成するため次の事業を行 う。

1.高等学校生徒の諸体育大会の開催

2.高等学校体育に関する諸問題の調査研究

3.体育関係団体との連絡調整

4。 その他 本連盟の目的達成に必要な事項

第 3章  役 職 員

第 5条 本連盟に次の役職員を置く。

会長 1名  副会長 3～ 4名  理事長 1名  副理事長 1名  理事  若干名

(内常勤 若千名) 評議員20名 (各地区 5名 ) 専門部長 若干名

専門部委員 若干名  監事 4名 (各地区 1名 )幹事 若干名

第 6条 会長は各地区連盟会長の互選または推薦により決定 し、本連盟を代表する。

第 7条 副会長は各地区連盟会長があた り、会長を補佐 し会長事故あるときはこれに代る。

第 8条 理事長、副理事長は会長が委嘱する。理事長は会長の命を受けて会務を掌理する。

副理事長は理事長を補佐 し、理事長事故あるときはこれに代る。

第 9条 理事は地区選出理事と専門部選出理事とする。地区理事は各 3名 (内 1名は各地区理事長 と

し常任理事を兼る)と し、専門部選出理事は各委員長とする。理事は理事会を組織 して会務

を執行する。常任理事は常時会務に参画する。

第10条 監事は会計の監査をする。

第11条 評議員、地区理事、専門部委員、監事は各地区連盟にて選出する。

第12条 専門部長は会長が委嘱する。

第13条 監事は会長が任命 し、庶務、会計に従事する。

第14条 役員の任期は 2ケ 年とする。但 し、再任は妨げない。

2.補欠役員は前任者の任期をつぐ。

第 4章  会   議

第15条 本連盟の会議は次のとお りとする。

1.評議員会 2.理事会 3.常 任理事会 4.専 門部委員会

第16条 評議員会は会長が招集 し、本連盟の予算、決算、事業、役員の承認、その他重要事項を審議
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決定する。理事長、副理事長、常任理事は評議員会に出席 して意見を述べることができる。

第17条 理事会は会長が招集 し、本連盟の運営について原案の作成、会務の執行にあたる。

第18条 常任理事会は必要に応 じて会長が招集 し、理事会に提出する議案の作成、その他高等学校体

育に関する諸問題を審議 し、緊急な事項で理事会を開く暇のないときは之を代行 し、次の理

事会に報告する。

第19条 専門部委員会は会長の承認を得て部長が招集 し、所管事項について審議執行する。

第20条 会長は随時必要な役員を招集 して諮問することができる。

第21条 会議はすべて構成員の 2分の 1以上の出席がなければ開催することができない。ただし、委

任状をもって出席にかえることができる。

2.会長は評議員会、理事会、常任理事会の議長となり、専門部長は専門委員会の議長 とな

る。

3.議事は出席者の過半数で決し、可否同数のときは議長が之を決する。

第 5章  会   計

第22条 本連盟の経費は次のものをもってあてる。

1.地区分担金 2.補助金 3.選手分担金 4.参 加料 5.そ の他

第23条 本連盟の会計年度は毎年 4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日 に終る。

第 6章  附   則

第24条 本連盟の公認する以外の大会等の出場については、当該学校と本連盟との協議を経るものと

する。

第25条 本規約に基づく会務の執行に必要な細部は理事会で定める。

第26条 本連盟に次の書類を備える。

1.事務局 (1)役員名簿 (2)会計に関する書類 (3)会議録 (県、北信越、全国)

に)備品簿 (5)事業記録 (6)その他必要な書類

2.専門部 (1)専門委員会議録 (2)Jヒ信越委員会出席記録 (3)全国委員会出席記録

に)競技団体関係記録 (5)協議会の記録

第27条 本規約の変更は評議員会の議決を経るものとする。

長野県高等学校体育連盟大会開催基準要項

昭和44年 5月 10日 制定  平成元年 2月 27日 改正

昭和48年 12月 17日 改正  平成元年11月 25日 改正

昭和52年 2月 25日 改正  平成 3年 2月 25日 改正

昭和55年 3月 4日 改正  平成 6年 2月 24日 改正

昭和59年 2月 28日 改正

高等学校体育大会は、高等学校教育の一環として行われるものであって、学校教育のクラブ活動の延
長であ り、参加生徒が主体である。そこでは日頃鍛練の成果を発表 し、技能の向上 とアマチュアス

ポーツ精神の高揚をはか り、心身ともに健全な高等学校生徒を育成するとともに生徒相互の親睦を図
るためのものである。
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1.大会開催方針

大会の開催にあたっては、一層円滑な運営を期するため関係競技団体ならびに、開催地の関係諸機

関及び関係諸団体と緊密な連絡をとり実施する。関係する大会は次のものとする。

(1)全国高等学校総合体育大会、全国高等学校定時制・ 通信制体育大会

(2)北信越高等学校体育大会、北信越高等学校定時制・ 通信制体育大会

(3)長野県高等学校総合体育大会、長野県高等学校定時制・通信制体育大会

長野県高等学校新人体育大会

2.大会開催基準要領

(1)全国高等学校総合体育大会、全国高等学校定時制・ 通信制体育大会…同開催基準要項による。

(2)北信越高等学校体育大会、北信越高等学校定時制・ 通信制体育大会…同開催基準要項による。

(3)長野県高等学校総合体育大会、長野県高等学校定時制・通信制体育大会

長野県高等学校新人体育大会

⑦ 大会の主催は長野県高等学校体育連盟と長野県教育委員会とし、種目別競技団体及び開催地

関係機関と共催することができる。

④ 大会の主管及び後援

大会の主管は長野県高等学校体育連盟専門部 とする。ただ し、必要により種 目別競技団体

を、これに加えることができる。大会は必要により開催地の関係諸団体 (新聞社等)を後援す

ることができる。

② 運 営

(a)大会は、東北信、中南信交互に開催することを原則とする。

(b)競技方法は、各種目とも学校対抗とし、 トーナメント戦を原則とする。必要により別に個

人戦を行 うことができる。

(C)競技の参加者は、4地区の予選会を経た上位者 (チ ーム)よ り選出する。その人数は次の

区分により大会期間中に無理なく競技が終了する範囲とする。

① 団体戦 :男女それぞれ32チ ームを限度とする。

② 個人戦 :男女それぞれ32名 を原則とする。

ダブルスの場合は男女それぞれ16チ ームを原則とする。

ただし、個人戦でこの原則をこえるものについては、理事会の承認を得るものとする。

○ 大会開催の種 日、時期、期間

(a)競技種目は次のとお りとする。

陸上競技、柔道、剣道、ソフトテニス、テニス、バスケットボール、バレーボール、ハン

ドボール、ソフトボール、卓球、バ ドミントン、体操、相撲、弓道、水泳、サ ッカー、ラグ

ビー、駅伝競走、スケー ト、スキー、登山、レスニング、漕艇、ウエイ トリフティング、自

転車、フェンシング、ヨット、ホッケー、定通大会、空手道、ボクシング、アーチェリー、

なぎなた

(b)大会は、全国高等学校総合体育大会、北信越高等学校体育大会に支障のない時期に実施す

ることを原則とする。ただし、長野県高等学校新人体育大会は12月 までに実施する。

(C)大会は± 0日 曜日に実施することを本体とし、 2日 を超えないことを原則 とする。ただ

し、2日 を超える種目については、理事会において決定する。

0)新たに大会の開催を希望する種目については、理事会において決定する。

② 大会参加資格及び参加料

(a)大会参加者は選手分担金、登録料及び大会参加料を納めるものとする。
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(b)参加者は加盟高等学校生徒で地区予選により出場権を得たものに限る。

(ただし、地区予選の参加が少ない種目についてはこの限 りではない。)

(C)長野県高等学校総合体育大会に参加する者の年齢は、 4月 2日 を起算とし、19歳未満の者

とし、長野県高等学校新人体育大会の参加者については、その大会の実施要項による。

特例として、中国残留 日本人孤児及びその子女についてはこの制限を撤廃する。

(定通の場合は 10203年 生とする)ただし、同一学年の出場は 1回限 りとする。

(d)チ ームの編成において全日制と定時制及び通信制との生徒による混成は認めない。

(C)高等専門学校、および学校教育法第82条の 2、 第83条 の学校に在籍 し、長野県高等学校体

育連盟の大会に参加を希望する生徒については、下記の条件を付して参加を認める。

① 大会の参加を認める条件、及び大会参加に際 して守るべき条件

全国高等学校総合体育大会開催基準要項 〔12,大会参加資格の特例〕に定められた規則

による。

② 大会開催に要する経費の負担について

長野県高等学校体育連盟の別に定める参加料を負担する。

② 表 彰

(a)各種目とも上位入賞者に賞状を授与する。競技種目ごとの入賞者は別に定める。

(b)優勝旗、杯等は理事会の承認を得て種目ごとに授与することができる。

○ その他

(a)参加賞、記念品等は授与しない。

(bl 大会役員は別に定める基準による。競技役員の構成は、専門委員のほか、開催地区種目別

関係者及び引率職員で構成することを原則とする。

(C)大会の経理は別に定める基準により行い、専門部委員長は実施報告とともに大会終了後10

日以内に会長に報告するものとする。

3.そ の他の大会

上記以外の大会で種目別団体より要請のあった場合、年 1回に限 り、理事会の承認を得て共催する

ことができる。

4.理事会承認事項は別表に記するものとする。

理事会承認事項

平成 9年 2月 27日 現在

年度 種   目 内 容

町雪36 ラ グ ビー 新人、総体共 3日 とする

月
■

／
■ スキ ー 新人、総体共 3日 とする

（
υ

И
■ ラグビー 新人、総体共 4日 とする

彙
υ itv)t- 総体 3日 とする

廣
υ

底
υ バスケ ッ トボール 新人 3日 とする

″ ソフ トボ ール 新人 3日 とする

″ 登 山 総体 3日 とす る

´
υ

員
υ )tvfi- 新人 3日 とする
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″ ス ケ ー ト 総体 3日 とする

ハ
υ

′
υ 陸上競技 新人、総体共 3日 とする

′
υ バ ドミン トン 新人、総体共 3日 とする

平元 バスケ ッ トボール 総体 3日 とする

″ ソフ トテ ニス 個人戦64組 とする

/\ 7 l'" ,f,- tv 新人、総体16チ ームを越えた場合 3日 とする

8 +tv)t- 総体32チ ームとして 2週間にわたつて± 0日 に実施する

長野県高等学校体育連盟表彰規定

昭和62年 2月 16日 制定

平成元年 2月 27日 改正

平成 5年 4月 1日 改正

第 1条  この規定は長野県高等学校体育連盟 (以下本連盟という)の向上・ 発展に尽力しその功績が

顕著であった者を表彰するために定めるものである。

第 2条 前条の目的を達成するために表彰委員会 (以下委員会という)を設ける。

第 3条 委員会の構成は次のとお りとし、本連盟の会長がこれを招集する。

委員長…会 長  副委員長…副会長  委 員…理事長・ 副理事長・ 地区高体連理事長・ 地

区高体連代表 2名 以上をもって構成する。

第 4条 委員長は委員会を代表 し会議を統轄する。副委員長は委員長に事故あるときはその職務を代

行する。

第 5条 委員会は各学校ならびに各専門部および各地区高体連・ 県高体連より推薦を受けた者につい

て審議し、表彰を受けるものを決定する。

第 6条 表彰を受ける者は次のいずれかに該当する者であることを要す。

1.本連盟の向上・ 発展に尽力し、特に功績の大であった者。

2.全国高等学校総合体育大会及びこれに準ずる大会において優秀な成績を収めた生徒もしく

は チ ー ム。

3.上記 2に該当する優秀選手を育成 した指導者

第 7条 表彰者の決定は委員会において選考 し、評議員会の承認を得る。

第 8条 本規定の変更は評議員会において決定する。

第 9条 表彰は毎年本連盟の評議員会で行ない、表彰状と記念品を贈呈する。

生徒の表彰については該当学校長より授与するものとする。

第10条  この規定の実施は別に定める細則による。

この規定は昭和62年 4月 1日 より施行する。
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長野県高等学校体育連盟表彰規定細則

1.表彰の対象

・ 本連盟加盟校の教職員及び生徒、ならびに学校長が委嘱した指導者とする。

2.功労者の表彰

ア 本連盟の理事として通算 6年以上その責務を果たした者を退任年度に行 う。

イ 前項以外で委員会がこれに準ずる功績があったと認めるもの。

3.優秀選手の表彰

・ 規定第 6条 2項にいう、これに準ずる大会において優秀な成績を収めた者とは次のいずれかに

該当する者をいう。

ア 全国高等学校種 目別選抜大会、全国高等学校種目別選手権大会、国民体育大会、種目別全 日

本選手権大会等、個人種 目3位以上団体種 目4位以上の成績を収めたもの。

イ オリンピック大会、アジア大会、種目別世界選手権大会等、権威ある国際競技大会に参加 し

た者。

ウ 全国的な権威ある体育団体において優秀選手若 しくはチームと指名された生徒。

4.優秀指導者の表彰

・ 前項の選手を育成 し、規定第 5条により推薦を受けた者。

表 彰 要 領 の 申 し 合 せ
1.生徒の表彰について

0年度末の全校集会などの折、当該校長より授与する。

2.役員の表彰について

02の アの項について常任理事は年数にかかわらず退任年度とする。

・ 年度末の理事会の折に高体連の会長より表彰することができる。(こ の際の旅費 日当は一般会計

より支出する。)

・ 表彰状と記念品を贈る。(賞状と額縁 )

3.推薦用紙は年度はじめに地区高体連に配布する。

4.その他

・ 功労者表彰・ 優秀指導者表彰は、それぞれ一回だけとする。

海外派遣激励費に関する内規
1 目  的

本県から全日本・ 全国高校代表として出場する高校生の活躍を激励することを目的とする。

2 対象者

当該年度県高体連登録完了者で、全日本、および全国高校代表チーム等に選抜されていること。

(県総体・ 県新人大会出場者であること)

3 対象となる大会

世界的規模の大会およびこれに準ずる大会に出場すること (オ リンピック大会・ アジア大会・ 種

目別世界選手権大会・ 権威ある国際的競技会等 )

4 支給回数

代表として出場する回数 (そ の都度 )
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5 申請手続き

代表決定通知等のコピーを添えて、県高体連所定の申請書を提出する。

6 支給額

1大会 10,000円 とする。

長野県高等学校体育連盟傷病等見舞金規程

(目 的 )

第 1 条  この規程は長野県高等学校体育連盟 (以下連盟という)に係る運動競技大会等の運動

競技中の生徒及び役員等の負傷、障害又は死亡に対 して給付する見舞金に関することを

定める。

(定 義 )

第 2 条  この規程において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定めるとこ

ろによる。

1.運 動競技大会等、次に掲げる大会又は行事をいう。

ア 長野県高等学校総合体育大会 (定通大会を含む)イ  長野県高等学校新人体育大会

ウ 北信越高等学校体育大会  (定通大会を含む)工  上記ア.イ .ウ の地区予選会

オ 全国高等学校総合体育大会 (定通大会を含む)力  部活外生徒参加のプロック大会

キ 連盟行事予定表に組まれた登山講習会

2.運 動競技中

運動競技大会の期間中、競技会場及び指定された練習会場における競技中及び練習中

をいう。

3.生 徒・ 役員等

ア 連盟の加盟校の生徒で、学校長が第 1校に規定する運動競技大会等に参加を認めたもの

をいう。

イ 連盟の会長が当該運動競技等の役員等として委嘱した者をいう。

(見舞金の給付 )

第 3 条  連盟は生徒及び役員等が運動競技大会等の運動競技中に負傷 し、又は障害とな り、も

しくは死亡した場合には、当該生徒及び役員等又はその保護者に対 して見舞い金を給付

する。

(見舞金の種別等 )

第 4 条  見舞金の種別、要件及び額は次の通 りとする。

種 別 要 件 額

傷病見舞金 3ケ 月程度の治療を必要とする傷病 5万円以内

障害見舞金 日本体育・ 学校健康センター施行規則別表に規定する障害 50万円以内

死亡見舞金 30万円 (香典を含む )

2.前 項の規程にかかわ らず、前項の表中、傷病見舞金の給付について急施を要すると連盟

の会長が認める時は、審査会の決定をまたずに最低額の給付を行 うことができる。

ただ し、この場合、事後審査会に報告 しなければならない。
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(請求の手続 )

第 5 条  見舞金を請求しようとするときは、見舞金請求書 (別記第 1号様式)に医師の診断書

(死亡の場合は除く)及び運動競技大会等の責任者の交付する傷病等証明書 (別記第 2

号様式)を添えて、連盟の会長に提出しなければならない。

(審 査 会 )

第 6 条  見舞金の給付の可否及び額を審査するため、連盟に審査会を置 く。

2 審査会は委員若干名で組織する。

3 委員は、連盟の会長が委嘱し、任期は 2年 とする。ただ し、補欠による委員の任期

は、前任者の残任期間とする。

4 委員は再任を妨げない。

5 審査会に委員長を置 く。委員長は委員の互選による。

6 委員長は、審査会の会務を総括する。

7 審査会の運営に必要な事項は会長が別に定める。

(経   費 )

第 7 条  見舞金に要する経費は次に掲げるものをもって充てる。

1 積立金

2 その他の収入

(会   計 )

第 8 条  この見舞金の会計は特別会計とする。

第 9 条  この見舞金の会計年度は毎年 4月 1日 に始まり翌年 3月 31日 に終る。

第 10 条  この見舞金の会計は、本連盟監事の監査を受けなければならない。

(規程の改正 )

第 11 条  この規程を改正 しようとするときは、評議員会の承認を必要とする。

第 12 条  この規程に定めるもののほか、必要な事項は会長が別に定める。

附   則

1.こ の規程は、昭和55年 4月 1日 より施行する。

2.平成元年11月 25日 一部改正、同年 4月 1日 にさかのぼって施行する。

審 査 会 運 営 規 程

第 1 条  この審査会は、必要に応 じ委員長が招集 し、議長となる。

委員長に事故あるときは、委員長の指名する委員がその職務を行なう。

第 2 条  審査会は委員の半数以上の出席がなければ、審査及び見舞金の決定をすることはでき

ない。

第 3 条  審査会の議事については、会議録を作成 しなければならない。

会議録は、その都度、議長及び委員 1名 が署名 しなければならない。

第 4 条  審査会の決定事項については長野県高等学校体育連盟常任理事会に報告しなければな

らない。

第 5 条  審査会の費用は長野県高等学校体育連盟の一般会計より支出する。

第 6 条  この規程に定めるもののほか、審査会に必要な事項は、委員長が長野県高等学校体育

連盟会長と協議 して定めることができる。
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沿 革 年 表

嶺 連体昔
同県野長 体育・ スポーツー般

(3.県中学校野球連盟結成、会長・ 西村文雄 32年 ま

で )

(9.長野県体育協会発足 )

(○ 長野県学校体育連盟)

6.文部省、秩序運動に必要な号令隊

列行進、徒手体操などは非軍事的

態度で行 うことを通牒。

11.題 1回国民体育大会

12.日 本体育指導者連盟結成

22/3.教育基本法、学校教育法公布

(○ 石川国体で諏訪高女、体操四部で優勝 ) 5。 日本国憲法施行

7.学校体育指導要綱制定

22/3.文部省 学徒の対外試合につ

いて通牒 (全 国大会は年 1回、教

育関係団体が主催…… )

23

4.新制高等学校発足

6.全国高等学校体育連盟発足

24

6.長野県高等学校体育連盟結成、会長に西村文雄氏就

任。事務局を長野工業高校に置 く。理事長に刈間今

朝雄氏就任

長野県高体連規約制定

6.高校の「体育科」が「保健体育科」

と改称、「保健」「体育」の 2科 目

となる

民
υ

6.全国高体連マーク制定

10.学校の体育教材として柔道の復活

が認められる

26/3.第 1回アジア競技大会

26

27

○ 全国高校選手権大会で優勝 軟式庭球団体女子・ 蟻

ヶ崎  ソフ トボール女子・ 豊科  バレーボール

男子・ 岡谷南  スキー男子・ 下高井農林

27/1.第 1回全国高校スケート選手権大会 蓼科湖で

開催  女子、岡谷東優勝

7.文部省 弓道を選択教科に採用

高等学校学習指導要領保建体育科

編 (試案 )

○ 全国高校選手権大会 バスケツトボールで岡谷東優

勝

8.第 5回全国高校陸上大会 松本市で開催

28/1.第 2回全国高校スケート選手権大会で男子、岡

谷南優勝

7.第 15回 オリンピック大会 (ヘ ルシ

ンキ)日 本戦後初参加

28
29/1.第 3回全国高校スケート選手権大会で男子、岡

谷工、女子諏訪二葉優勝

7.文部省 学校における剣道の実施

について通達

29

(○ 甲子園大会で飯田長姫優勝 )

30/2.第 4回全国高校スキー大会で飯山北優勝

30/1.第 4回全国高校スケート選手権大会 美鈴湖で

開催  男子岡谷工、女子諏訪二葉ともに 2連勝

文部省 学徒の対外競技について

通達 (高校は全国大会年 1回程度)

日本女子体育連盟結成

4.

8.
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慮 連体昔
同県野長 体育・ スポーツー般

30

○ 第 2代会長に田中実氏 (松本工)就任

○ 高体連規約一部改正 (専門部の位置づけ・副理事長)

○ 校長協会 学校体育研究委員会設置して学校教育の

あり方研究

31/1.第 5回全国高校スケート選手権大会で男子岡谷

工 3連勝  女子南佐久実優勝

○ 全国高体連 大会開催基準要項制

定

7.全国中学校体育連盟発足

31/1.第 7回冬季オリンピック大会

(コ ルチナ・ ダンペ ッツォ)

31/1.高 等学校学習指導要領保健体

育編改訂

０
０

○ 第 3代会長に西村文雄氏 (長野工)就任

6.第 1回長野県高校総合選手権大会 (上 田市他)

32/1.第 6回全国高校スケート選手権大会

女子南佐久実 2連勝  男子野沢北優勝

32/2.第 6回全国高校スキー大会 飯山市で開催

11.第 16回 オ リンピック大会 (メ ルボ

ル ン )

12.日 本の国連加盟承認される

32/2.ス ポーツ振興審議会設置

32

○ 第 4代会長に塚田隆雄氏 (長野)就任

33/1.第 7回全国高校スケート選手権大会

女子南佐久実 3連勝

5 文部省 学徒の対外運動競技・ 運

動部の指導について通達

5.学校剣道正科体育で実施許可

7.高体連の歌制定

○ 高校スポーツ中央審議会発足

０
０

０
０

○ 高体連規約一部改正 (目 的・役職員)

34/1.第 8回全国高校スケー ト選手権大会

女子南佐久実 4連勝

5。 文部省に体育局設置

○ 全国高体連全国大会国庫補助金申

請 (翌年より交付される)

12.文部省 冬季におけるスキー、ス

ケー ト、登山等の事故防止につい

て通達

И
■

０
０

第 5代会長に更級勉氏 (長野商)就任、事務局を長

野商業高校に置 く。理事長に丸山保彦氏就任

35/1.第 9回全国高校スケート選手権大会 蓼科湖で

開催  女子南佐久実 5連勝

○ 長野県に体育課設置

5.北信越高体連発足

5.IOC総 会 '64年度オリンピック

開催地を東京と決定

12.日 本学校安全会法公布

35/2.第 8回冬季オリンピック大会

(ス ク ォー バ レー )

員
υ

つ
０

36/1.第 10回全国高校スケー ト選手権大会 軽井沢で

開催  女子南佐久実 6連勝

8.第 17回 オ リンピック大会 (ロ ーマ)

10.高等学校学習指導要領改訂告示

36

4.第 6代会長に新田稔氏 (長野商)就任

○ 水泳・ バ ドミントン。弓道・ ラグビー・相撲専門部

設置

37/1.第 11回全国高校スケー ト選手権大会

女子南佐久実 7連勝

○ 全国大会全種目文部省後援となる

6.文部省 学徒の対外運動競技の基

準を通達

6 スポーツ振興法公布

37/3.高等学校学習指導要領解説保

健体育科編 (翌年施行 )

ワ
ー

●
０

38/1.第 12回全国高校スケー ト選手権大会

女子南佐久実 8連勝

4 文部省体育局運動競技課、スポー

ツ課と改称

6.日 体協、スポーツ少年団結成
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38

4.第 7代会長に久保田文雄氏 (長野商)就任

39/1.第 13回全国高校スケート選手権大会

女子南佐久実 9連勝

4.文部省体育局にオリンピック課設

置

8.全国高校選手権大会が全国高校総

合体育大会として新発足

新潟中心会場で初の総合開会式

39/2.第 9回冬季オリンピック大会

(イ ンスブル ック)

39

○ 駒 ヶ根工高加盟

8.全国総体 ソフトボール大会を伊那市で、ハンドボー

ル大会を上田市で開催

40/1～ 2.全国高校スケート大会を城ノ平で、同スキー

大会を志賀高原で開催

4.文部省 青少年スポーツテス トの

全国実施を発表

○ 全国高校総体大会開催基準要項制

定

8.愛知県中心会場で全国総体

○ 第18回 オリンピック大会 (東京 )

12 文部省 高校生の冬山登山禁止

40/3.体力づくり国民会議結成

40

4.第 8代会長に宮下清計氏 (県 ヶ丘)就任。事務局を

松本県ヶ丘高校に置く。理事長に三村成美氏就任

41/1.第 15回全国高校スケート選手権大会

女子南佐久実10回 目の優勝

41/2.第 15回全国高校スキー大会で男子飯山北、女子

飯山南優勝

8.大分県中心会場で全国総体

日体協が総合体育大会を認める。

41/1.北信越高体連大会開催基準要

綱制定

И
仕

4.第 9代会長に山田石男氏 (県 ヶ丘)就任

42/2.第 16回全国高校スキー大会で女子飯山南 2連勝

4.IOC'72冬 季オリンピック開催

地を札幌に決定

6.祝日法改正「体育の日」新設

8 青森県中心会場で全国総体。 この

年 より皇太子、同妃殿下臨席

○ 全国高体連 第 1回研究発表会

И
■

o サッカー・ レスリング専門部設置

8.全国総体 バレーボール大会を長野市で庭球大会を

松本市で開催

43/2.第 17回全国高校スキー大会で女子飯山南 3連勝

8.福井県中心会場で全国総体

○ 全国高体連主催で定時制、通信制

大会開催

43/2.第 10回冬季オリンピック大会

(グ ル ノーブル )

０
０

月
■

○ 庭球・研究調査専門部設置

44/2.第 18回全国高校スキー大会で飯山南 4連勝

8.広島県中心会場で全国総体

10.第 19回 オリンピック大会 (メ キシ

コ )

11.文部省 中学校・高等学校におけ

る運動クラブ指導について通達

”
■

／
■

5.高体連規約一部改正 (事業内容・常任理事会・会議

の成立・常備書類 )

5.大会開催基準要項制定

45/1.第 19回全国高校スケート大会を浅間温泉で開催

45/2.第 19回全国高校スキー大会 飯山市で開催

女子飯山南 5連勝

文部省 児童生徒の運動競技の基

準 (学校教育活動と同以外)通達

青少年運動競技中央連絡競技会発

足

8.群馬県中心会場で全国総体

○ 総合開催式の簡素化の問題提起 さ

れる
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´
■

○ 登山専門部設置

46/2.第20回全国高校スキー大会で飯山南6連勝

6.文部省 課外活動における暴力行

為の防止について通達

8.和歌山県中心会場で全国総体

10.文部省 高等学校学習指導要領改

訂を告示 (体育重視 )

46/3.ス ポーツ障害保険発足

46

4.第10代会長に中村博二氏 (長野)就任。事務局を長

野高校に置く。理事長に北沢生吉氏就任

8.徳島県中心会場で全国総体

47/1.文部省 教特法施行

47/2.第 11回冬季オリンピック大会

(札幌 )

47

○ 定通専門部設置

○  「長野県高体連会報」創刊

11.全国高体連理事会で51総体は長野県主会場で北信越

が担当と内定

48/2.第 22回 全国高校スキー大会 (21回 は中止)で飯

山南 7連勝

6.文部省 高等学校学習指導要領解

説保健体育編 (必修 クラブ等 )

8.山形県中心会場で全国総体

8～ 9.第 20回オリンピック大会 (ミ ュ

ン ヘ ン )

48
7.51総体 総務 。競技・ 式典特別委員会設置

4.文部省 改訂指導要領施行

8.二重県中心会場で全国総体

9 文部省 体育功労者および社会体

育優良団体の表彰について通知

49

4.第11代会長に佐藤穂次氏 (長野西)就任。事務局を

長野西高校に置く。理事長に湯本宣政氏就任

○ 長野東高加盟 漕艇・ ウエイトリフティング●自転

車・ フェンシング●ヨット・ ホッヶ―専門部設置

50/2.第24回 全国スキー大会で男子飯山北優勝

8.福岡県中心会場で全国総体

50/1.文部省 社会教育主事 (ス ポー

ツ担当)制度発足決定

50

6.51総体リハーサルとして北信越大会 7種 目開催

51/2.第25回全国高校スキー大会で女子白馬優勝

8.東京都中心会場で全国総体

51/2.第 12回冬季オ リンピック大会

(イ ンスブル ック)

廣
υ

8.全国高校総体を長野市を主会場に 6市 2町 1村で開

催  漕艇FKで岡谷南優勝

52/2.第26回全国高校スキー大会で女子飯山南優勝

7.第 21回 オ リンピック大会 (モ ン ト

リオール )

民
υ

4.第12代会長に丸山保彦氏 (長野吉田)就任

8.全国総体 弓道で飯田女子優勝

53/2.第27回 全国高校スキー大会で女子飯山南 2連勝

8.岡山県中心会場で全国総体

10.全国高校総体中央委 参加人員の

20%削 減を54年度目標に申し合わ

せ る

つ
０

民
υ

4.第13代会長に栗田寛氏 (長野西)就任

54/1.第28回 全国高校スケー ト大会 軽井沢で開催。

男子岡谷南優勝

○ 長野県で第33回国民体育大会 (や

まびこ国体)開催

8.福島県中心会場で全国総体

8.文部省 高等学校指導要領改訂を

告示
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54

4.第14代会長に藤森慎氏 (県 ヶ丘)就任。事務局を松

本県ヶ丘高校に置く。理事長に伊藤昭治氏就任

○ 規約等検討委員会設置

8.滋賀県中心会場で全国総体

55/2.第 13回冬季オリンピック大会

(レ ークプラシ ッ ド)

員
υ

員
υ

○ 高体連規約一部改正 (支会・組織・役職員・分担金)

4.障害等見舞金規定制定

○ 会報編集専門部設置

○ 下諏訪向陽高加盟

56/1 第30回全国高校スケート大会で男子岡谷南優勝

7.第 22回 オ リンピック大会 (モ スク

ワ)日 本不参加

8.愛媛県中心会場で全国総体

′
Ｕ

員
υ

8.全国総体 漕艇FKで岡谷南、SKで清陵優勝 8.神奈川県中心会場で全国総体

9.体協アマチュア委員会「冠大会」

を事実上承認

ワ
ー

民
υ

4.第15代会長に市村順太郎氏 (県 ヶ丘)就任

高体連規約一部改正 (組織・ 役員の人数、任務、経費 )

8.全国総体 登山で長野西最優秀校 8.鹿児島県中心会場で高校総体

58

4.第 16代会長に平松剛氏 (長野吉田)就任。事務局を

長野吉田高校に置く。理事長に渡辺伊八氏就任

○ 田川高、長野南高加盟 8.名古屋市中心会場で全国総体

59/2.第 14回冬季オ リンピック大会

(サ ラエボ )

59

○ 中野西高加盟

60/2 第34回全国高校スキー大会で女子飯山南優勝

7.第 23回 オ リンピック大会 (ロ サ ン

ゼ ル ス )

8.秋田県中心会場で全国総体

60

4.空手道、高体連史編集専門部設置

61/2.第35回全国高校スキー大会 白馬村で開催。女

子白馬優勝

8 石川県中心会場で全国総体

61

○ 明科高加盟

62/2.表彰規定制定

8.山 口県中心会場で全国総体

62

4.第17代会長に高橋重造氏 (長野吉田)就任

63/2.県高体連表彰始まる

63/3.「長野県高体連史」刊行

8.北海道中心会場で全国総体

63/2.第 15回冬季オリンピック大会

(カ ルガ リー )

63

4.第 18代会長に小林 仁氏 (諏訪二葉)就任。事務局

を諏訪二葉高校に置く。理事長に両角千明氏就任

元/1.第 38回 全国高校スケート大会を軽井沢で開催

元/2.第 38回 全国高校スキー大会

白馬高校女子総合優勝

8.兵庫県中心会場に全国総体

9.第 24回 オ リンピック大会 (ソ ウル)
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成
年

平
元

4.ボ クシング専門部発足

6.県総合体育大会参加者 約5,000人

10.南信地区新人大会、体操競技大会時に事故死

(諏訪二葉高校 2年、竹松さやかさん )

2/2.全 国高体連研究大会発表 (福井 )

2/2.第 39回全国高校スキー大会で白馬高校女子 2連

勝

8.高知県中心会場で全国総体

4.学校分担金120円 に値上げ (80円→120円 )

大会基準要項改正

県総体に地区より8チ ーム参加可能となる

8.全国総体 男子バレー準優勝 岡谷工業高校

8.官城県中心会場で全国総体

9.ア ジア大会 (北京 )

3/1 国体 (冬季)軽井沢開催

3

4.第 19代会長に竹内長生氏 (諏訪二葉)就任。理事長

に小島功氏就任。

8.全国総体 弓道 飯田女子高校団体優勝

9.第42回 全国高校スキー大会長野県実行委員会発足

(北安曇郡小谷村 )

4/2.第 41回全国高校スキー大会

中野実高校男子総合優勝

6.冬季五輪長野開催決定 (IOC総
会で)

8.静岡県中心会場で全国総体

11.長野冬季五輪組織委員会発足

4/2.16回冬季オ リンピック大会

4

4.第 20代会長に藤沢愛信氏 (上 田)就任。事務局を上

田高校に置 く。理事長に山浦正孝氏就任

4.ア ーチェリー専門部発足

5/2.第 42回全国高校スキー大会 小谷村栂池開催

(201)  中野実高校男子 2連続総合優勝

4 飯山南高校体育科設置

7.第 25回 オリンピック大会 (バ ルセ

ロナ )

8.宮崎県中心会場で全国総体

9.学校 5日 制による土曜休日始まる

5/2.世 界ノルティクスキー選手複

合個人  荻原健司初優勝

民
υ

6/1.第 43回全国高校スケー ト大会

佐久高校男子総合優勝

8.全国高体連「高校総体企業協賛」

導入

8.栃木県中心会場で全国総体

9 国際パラリンピック冬季大会長野

開催決定

6

5.県総体に長野高等工業専門学校が 8種 目に初参加

7/1.第 44回全国高校スケート大会

佐久高校男子 2連続優勝

7/2.第 44回全国高校スキー大会

飯山南高校男子総合初優勝

7/2.全 国高体連研究大会発表 (静岡)

4.各種学校、専門学校の総体参加を

認める

8.富山県中心会場で全国総体

7/1.国体スケート、長野県史上初

の天皇杯 (男 女総合優勝 )

7

4.学校分担金値上げ検討委員会発足

8/1.第 45回全国高校スケー ト大会

佐久長聖高校男子総合 3連続優勝

4.高校受験、隣接区から10%の 入学

認める制度実施

8.鳥取県中心会場で全国総体

8/1.ア ジア冬季大会で今井裕介

(佐久長聖 )

1,000m、 1,500mに 優勝
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8

4.第21代会長に海沼清美 (長野)就任。事務局を長野

高校に置く。理事長に布施紀彦氏就任

4.学校分担金値上げ200円 (1人 120円 → 200円 )

4.な ぎなた専門部発足

6.県総合体育大会 33種 目 9,190人 の参加

9/1.第 46回全国高校スケート大会 東海大第三高校

女子総合優勝

9/2.第 46回全国高校スキー大会 飯山南高校男子総

合優勝

5.2000年サッカーワール ドカップ

日韓共催で開催決定

7.第 26回 オ リンピック (ア トランタ)

8.山梨県中心会場で全国総体

9

4.第 22代会長に本山綱規氏 (長野)就任。

4.第 48回全国高校スケー ト大会長野事務局開設 (長野

高校 )

10。 高体連50周年記念事業実行委員会発足

8.京都府中心会場で全国総体

10/2.長野冬季オリンピック (長野)

10/3.パ ラリンピック (長野 )

10

4.第 49回 全国高校スキー大会長野事務局開設 (飯山市

役所 )

8.全国総体ソフ トテニス 上田西高校女子団体優勝

弓道 屋代高校男子準優勝

8.香川県中心会場で四国 4県で開催

平成10年 12月 現在
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編 集 後 記

昭和23年教育改革によって新 しい学校制度が施行されたと同時に、その年の 6月 に全国高等学校体

育連盟は発足 した。長野県は手続き上の時間を費やして遅れること 1年、昭和24年 6月 に 4地区連合

体という形で高等学校体育連盟を結成 した。それから半世紀、たとえば土の運動場での陸上競技は

オールウェザーの競技場での大会とな り、同じく上のコー トで泥まみれになるスポーツだったバレー

ボールは体育館種日となるなど、スポーツそのものと学校教育は比較にならない程の変貌を遂げた。

昭和63年度末に発刊した『長野県高体連史』の編集後記には、 “手をつなぎ長野に呼ば う冬季五輪 "

の運動が展開されていると書き出したが、夢物語と思っていた長野オリンピックが、多 くの感動 と立

派な競技施設などを残 して今は過去の思い出になった。長野県出身の野明、今井、上原、外ノ池選手

等の活躍 したMウ ェープでは、今年度のスピー ドスケー トインターハイが開催される。この記念誌が

発刊される頃は、それとて過去のこととなっていることになる。

こういった50年の経過を、それぞれの立場でたどっていただけることを期待し、さらに半世紀にわ

たる高校体育いや県のスポーツ振興の中核となって発展してきた高体連の、今後の展望を切 り開く手

がか りとなることを期待 しながら、高体連50周年記念事業として本誌は編集 した。

内容構成は、前記の『長野県高体連史』をベースにして、その後の最近10年を記録にとどめるとい

う考え方で進めた。50年を回顧するに必要な「沿革」や「歴代役員」などは加筆 して再録 し、依頼の

3分の 1ほ どしか寄稿いただけなかったけれども「オリンピック●パラリンピック回想記」と「記念

事業」とを前回に無い新たな内容として取 り入れた。全ページの 5割強に及んだ専門部すなわち各種

目の「競技記録」のページは、前回の続きの昭和62年度以降を、 1チ ームでも 1人でも多 く載せると

いう方針で原稿依頼 した。結果的には、競技人口の種日間格差の配慮不足や表記法の不統一、小さす

ぎる活字など多 くの問題を残す結果となった。弁解をさせていただけるなら、記録は毎年の『高体連

会報』に掲載されているので参照願いたいということである。

種日でない専門部として、33に研究調査部からの経過報告があるが、その中に全国高体連研究大会

(新潟市)で長野県代表として発表 した 2本のレポー トを掲載 した。是非 目を通 し今後研究面の活動

をより強める参考にしてほしい。後先になって恐縮だが、研究活動の面で言えば「記念事業」のペー

ジにある記念式典での講演記録は、教育やスポーツについての基礎理論を幅広 くしかも深く言及され

た内容なので、一部 しか掲載できなかったが上のレポー トの前にご一読願いたい。

紙数の制限の中で、「加盟高等学校紹介」は 1ペ ージ 2高校とし「地区高体連の概況」 も簡単な最

近10年の状況報告にとどめた。いずれも長野県高体連の基盤となる組織なので、重要な役割を果た し

ていることを認識 していただきたく思う。

グラビアページをはじめ全てにわたって、人物、種 目や学校、その他の組織や内容の記述や扱い

に、公平と正確さ、順序や見やすさを心がけたつもりである。しか し、限られた時間の制約の中で原

稿依頼を焦 り気味にやった結果、足並みがそろわず、ページ数をは じめ大幅修正を余儀なくされる不

本意な箇所もいくつか出てしまった。編集委員としての責任と無力を反省し、関係寄稿者に心よりお

詫びする次第です。

最後になってしまったが、平成 8年度末事務局提案から始まって 2年間、本誌編集に当たって非常

に多くの方々の意見、寄稿、資料提供等をいただいた。事務局をは じめ、特に第一印刷さんには無理

難題を数多く迫ったにもかかわらず、私情を押さえて快 く対応 していただいた。関係各位全てに対

し、編集委員一同衷心より感謝の意を表する次第です。
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長野オリンピック閉会式でのサマランチ会長の言葉から、記念講演の原講師は「デベロップメント

オブスポーツモラル」(ス ポーツ道徳性 0ス ポーツ心 )、 「スポーツフォーオール」、「ヘルスフォー

オール」、「 ピースフォーオール」を引用 した。スポーツの社会的使命や教育に果たす役割を、高体連

の節日の時に改めて問い直してみたいものである。組織を陰に陽に支えていただいている各位と高体

連が、21世紀を迎えて質実ともにますます発展することを願ってやみません。本書がその一助 として

少 しでもお役に立てれば、編集に関わった者としてそれに勝る喜びはございません。

(1999.1 清水 博 記 )

編集委員 委員長
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堀内 文武

望月 勝夫

山下 晃広

依田 正輝

若林 康彦
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(長 野 高 校 県 高 体 連 事 務 局 )

(諏訪二葉高校 県 研 究 調 査 委 員 )

(長 野 西 高 校 県 会 報 編 集 委 員 長 )

(県 体 育 協 会 前県会報 編 集 委 員 長 )

(上 田 高 校 前 県 高 体 連 事 務 局 )

(豊 科 高 校 県 研 究 調 査 委 員 )

(上 田東 高 校 県 研 究 調 査 委 員 )

(長野商業高校 北信 記念誌 編 集 委 員 )

(長野吉田高校 北信 記念誌 編 集 委 員 )
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